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巻頭図版

図版 1 山梨学院川田運動場遺跡群を中心とした甲府市和戸町、川田町一帯空中写真 (平成12年 (2000)撮影)



序

甲斐国の語源について、山深い地形を表す「山峡 (や まかい)の地」によるものといわれて

きました。最近の研究では、東海道と東山道の交わる地を指す「交ひ」に由来するという説も

有力祝されております。

古代、甲斐国は東海道諸国の一国に位置づけられながら、東海道の枝道 しか配置されており

ませんでした。これは山深い辺境の地という理由だけでなく、東海道から東山道へ移動するル

ー トに利用されたためと考えられてお ります。記紀に登場するヤマ トタケルノミコトも、古事

記と日本書紀で若干の違いがあるものの、東海道を利用して常陸から甲斐を通 り、東山道へ抜

けております。甲斐国の名称はこのように交通の要衝だったことに由来すると考証されており

ます。

山梨学院川田運動場遺跡群が立地する地域は、甲運地区と申します。この甲逗の地名は、甲

州道中と秩父往還 (青梅往還)の分岐点にあたるため、交通運輸の要衝だったことに由来します。

まさに甲斐国の成 り立ちを凝縮 した地区といえます。

本報告が甲府市のみならず、山梨県の古墳時代から古代 。中世にかけての歴史を研究する糧

となり、また将来、地域学習の素材として活用されることを期待 しております。

末筆ではありますが、発掘調査から報告書作成にいたるまで、学校法人山梨学院の関係各位

をはじめ、また現地における発掘調査や室内での整理作業に携わった多 くの方々から多大なご

指導やご協力をいただきました。厚 く御礼を申し上げます。

平成 20年 3月

甲府市教育委員会

教育長 奥 田 理
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1 本書は山梨県甲府市川田町・和戸町地内に所在する埋蔵

文化財の発掘調査報告書である。

2 調査は、学校法人山梨学院が計画 した川田『未来の森』

運動公園の造成工事に先立ち、甲府市教育委員会 (以下、

甲府市教委 とする)と 川田遺跡群発掘調査団 (以下、調査

団とする)が主体 となって実施 した。

3 調査経費は、試掘調査を国庫補助金・山梨県補助金の交

付を受けた甲府市教委 と学校法人山梨学院、本調査を学校

法人山梨学院が負担 した。

4 甲府市教委による試掘調査は平塚洋一 (文化振興課文化

財主事 )、 富永小枝 (嘱託職員)が担当し、本調査は、平

塚洋一 (前 出)が担当 した。なお、平成 13年度以降の甲

府市教委と調査団による調査体制等については第 I章に記

した。

5 甲府市教委単独による試掘 。本発掘調査の期間および面

積は以下のとお りである。

試掘 。範囲確認調査

平成11年 (1999)4月 2日 ～平成11年 9月 29日  2,500∬

平成 11・ 12年度調査

平成■年 (1999)12月 1日 ～平成12(2000)年 5月 1日

682鷲

平成 13年度試掘調査

平成13年 (2001)5月 14日 ～平成13年 6月 4日  120∬

平成 15年度試掘調査

平成15年 (2003)4月 7日 ～平成15年 4月 9日  10∬

調査団と甲府市教委合同もしくは単独による本発掘調査

の期間および面積は以下のとお りである。

平成 13年度の調査 (第 1次調査 )

平成13年 (2001)8月 2日 ～平成14年 (2002)2月 18日

1,780■正

平成 14年度の調査 (第 2次調査 )

平成14年 (2002)5月 7日 ～平成14年 10月 18日  2,960鷲

平成15年度の調査 (第 3次調査 )

平成15年 (2003)5月 19日 ～平成15年■月 4日  2,856だ

平成 16年度の調査 (第 4次調査 )

平成16年 (2004)6月 16日 ～平成16年 9月 24日  565∬

平成 17年度の調査 (第 5次調査 )

平成17年 (2005)7月 11日 ～平成17年 8月 3日  76.4∬

6 本書は、平成 ■ 年度から平成 17年度までの試掘調査お

よび発掘調査を実施 した山梨学院川田運動場遺跡群の本報

告書であるが、甲府市教委単独、調査団単独、甲府市教委

と調査団との合同で調査をおこなってきた経緯があり、甲

府市教委と調査団が分担 して本書の作成にあたった。文章・

図版・表などの記述の方針・方法については特に統一を図っ

ていない。また、内容についても異なる解釈がなされた部

分 もあるがご容赦願いたい。

7 本書作成以前に遺跡について公表 したものがあるが、本

報告書をもって最終的な報告とする。

8 本書における甲府市教委報告文の執筆分担は以下のとお

りである。

第Ⅲ章第 1節～ 4節 は平塚洋一が担当し、図化作業は清

水秀樹、富永小枝が担当した。

9 上記以外の執筆分担は以下のとお りである。

第 I・ Ⅱ章、第V章第 1・ 3節 :平塚洋一

第Ш章第 5節～第 9節、第V章第2節、第Ⅵ章 :平野修

10 国土座標測量および航空写真測量は、140フ ジテクノに委

託実施した。

11 発掘調査で得られた資料の理化学的分析業務は、下記の

とおり委託実施した。

炭化種実同定、樹種同定、紙片分析、獣骨 。人骨鑑定 :

仰パレオ・ラボ

金属および木製品の保存処理および土器胎土分析 :側山

梨文化財研究所

なお、石積構造物および石器等の石材鑑定については、

側山梨文化財研究所河西学氏にお手を煩わせた。記して感

謝申し上げたい。

12 本書の甲府市教委による試掘 。本発掘調査報告分の編集

は、末木瑞夫 (生涯教育振興室長 )を責任者とし、平塚洋

一が行った。それ以外の編集は、萩原三雄 (川 田遺跡群発

掘調査団長)を責任者として、平野修がおこなった。

13 本書に係るすべての出土遺物および記録図面、写真など

は甲府市教委で保管している。

14 発掘調査および報告書の作成にあたっては、次の機関お

よび諸氏から御指導・御協力を賜った。記して厚 く感謝申

し上げる (順不同・敬称略)。

学校法人山梨学院、山梨県教育委員会学術文化財課、甲

府市、コンピュータシステム棚、仰テクノ・プランニング、

帥 NIPPOコ ーポレーション、文化財資源活用協会、北垣

聰一郎、馬橋利行 (国立市教育委員会)、 河西学・畑大介・

官澤公雄・櫛原功―・中山千恵 (m山 梨文化財研究所 )、

森原明廣 。宮里学 (山梨県教育委員会 )、 伊藤正幸・伊藤

正彦・佐々木満 。林部光 (甲 府市教委)、 小測忠秋・望月

秀和 (笛吹市教育委員会)、 三澤達也 (山梨市教育委員会)、

室伏徹 (甲州市教育委員会)、 山路恭之助 (】ヒ社市教育委

員会)、 村木志伸 (東北芸術工科大学)

15 発掘調査および整理作業参加者 (順不同・敬称略)

富永小枝、山崎雅恵、早川さやか、雨宮英郎、有井世津子、

池谷富士子、金井いく代、岸本美苗、小池孝男、小池幹子、

小宮通子、三枝袈裟男、坂本しのぶ、佐田金子、佐藤富江、

土屋勝美、長沢晴雄、中村孝一、樋口進、望月秀和、渡辺

百合子、内藤真千子、栗日かず子、窪田信一、土橋美代子、

中込実、萩原忠、萩原泰輔、保坂真澄、佐藤武光、生井美

知子、手塚盛明、手塚房子、斉藤和彦、名取貴大、工藤忠誠、

土田文子、古屋初江、岡悦子、奥山宗石、深沢芳邦、小澤

照美、小林小路、栗田宏一、輿水和彦、興水萬代、末木義

光、福井光幸、長谷川規愛、荏田勝、武井美智子、倉田勝子、

林雅彦、瀧内砂斗美、片山悟、金澤穣、湯上谷健、小林千里、

磯京子、有野謙市、小沢四郎、駒井強、土屋迅行、岩崎誠

至、須田泰美、柳本千恵子、堀内美香、大竹直己、高野員

寿美、千野富子、宮久保あさの、木下学、関端一憲、小沢

恵津子、小澤正幸、青木洋介、山口あずさ、渡辺茂、蒔田

貞雄、佐藤美喜男、中澤賢二、守屋敏子、小泉健大、土屋

健作、日中真司、伊藤俊文、若宮寛之、古川竜一郎、森岬

子、大澤香、佐々木寛章、柳瀬美紀、能澤和幸、佐野靖子、

矢房静江、齋藤ひろみ、竜沢みち子、岩崎満佐子、田中真

紀美、西海真紀、林紀子、広瀬悦子、藤井多恵子、梶原薫、



原野ゆか り、宇津宮則子、渡辺美伸、丸山隆明、鶴田弥生、 在原真弓、小林澄子

〔全 体〕
1 遺跡の名称について

調査地点は、桜井畑遺跡・亀田遺跡・川田久保田遺跡の

3遺跡にまたがるため、発掘調査の起因となった運動場の

名前を冠 し、「山梨学院川田運動場遺跡群」とした。

2 本書で使用 している地図は、国土地理院発行の地形図「石

和」 (125,000)、 甲府市発行の甲府市都市計画図 (1:10,000)

を使用 している。

3 遺構図版中の遺物番号は、遺物図版番号、遺物観察表番

号と一致 している。

4 土層および遺物の色調名は、『新版標準土色帳』13版 (農

林省水産技術会議事務所監修 小山正忠・竹原秀雄編・著

1993)に よっている。

〔甲府市教委による平成 11・ 12年度試掘・本調査、平成
13・ 15年度試掘調査報告〕
1 遺構番号について

当初の遺構番号については、発掘調査の確認時に遺構種

別かつ確認順に番号を付した。しかし、整理・報告書作成

段階において遺構として報告できないと判断されたものに

ついて、番号を削除し後続する番号を改めて付した。

2 土坑の遺構名について

甲府市教委による当初付した遺構番号はピットとして取

り扱ったが、整理・報告書作成段階において、比較的規模

の大きいものについて、土坑の番号を付した。

3 遺構図について

遺構図中の縮尺は各図中に示したが、同一ページのなか

に異なった縮尺があるものがあるので留意されたい。

4 図版中のアミフセは下記の遺構 。遺物を示す。

匡劉 礎石

匠コ 災化物、黒色土器

匡コ 赤色塗彩

睡コ 焼上、灰釉陶器、緑釉陶器

■■ 須恵器

〔平成13年度以降甲府市教委。調査団による発掘調査報告〕
1 遺構番号について

当初の遺構番号については、発掘調査の確認時に遺構種

別かつ確認順に番号を付 した。 しかし、整理・報告書作成

段階において遺構 として報告できないと判断されたもの、

および新たに遺構 として認定されたものについては、欠番

又は後続する番号を改めて付 した。

2 遺構および遺物の縮尺は、各図版中に記してある。

3 遺構図版における床面の破線で囲んだ網スクリーントー

ンは焼土範囲、二点破線は床面の堅国の範囲、一点破線は

炭化物の範囲を示 している。断面図における礫の断面には

斜線スクリーントーンを貼付 している。遺物分布を示す

マークの意味は下記のとお りである。

0

■

▲

○

□

土器 (縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・陶磁

器等含む)

土製品 (瓦・粘土塊・手捏土器等含む)

石製品

木製品 (炭化物・植物化石等含む)

金属製品

△ :骨

○ :紙

4 遺物図版中の奈良・平安時代土器および陶器の断面が黒

塗 りの場合は須恵器を示 している。土器内外面の濃い点網

掛けは油煙の範囲を、やや薄い点網掛けは赤彩・黒色処理

を、斜線は擦 り面およびヨゴレなど使用痕範囲を示 してい

る。また矢印は灰釉の範囲を示 している。その他、ウルシ

状やオコゲ状の痕跡範囲、木製品のコゲの範囲、羽日の溶

解鉄付着範囲も網掛スクリーントーンで示 している。遺物

観察表共々参照されたい。

5 磨石・凹石・砥石の外形線に沿った矢印は、榛 り面の範

囲を示 している。

6 竪穴建物の竪穴部面積は、プラニメーターで 3回ずつ

計測 し、その平均を示 した。使用機種は「ウシカタX―
PLAN360d」 である。
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1次図版 1(遺構 )

1 鉄塔No l地 区全景空中写真 (北か ら)

2.鉄塔No 2地 区全景空中写真 (南から)

3.鉄塔No 3地 区全景空中写真 (北から)

1次図版 2(遺構 )

1.鉄塔No 5地 区全景空中写真 (南か ら)

2.外周道路地区全景空中写真① (上が南)

3.外周道路地区近景空中写真 (北東から)

1次図版 3(遺構)

1 外周道路地区全景空中写真② (東から)

2.外周道路地区南側近景空中写真 (東から)

3 外周道路地区北側近景空中写真 (北から)

1次図版 4(遺構)

1.南進入路地区全景空中写真① (上が南)

2.南進入路地区全景空中写真② (北から)

1次図版 5(遺構)

1.鉄塔血 1地区全景 (南から)

2 鉄塔No l地 区全景 (東から)

3.SB4完掘状況 (南から)

4.SB4カ マド完掘状況 (南から)

5,SB4カ マド内遺物出土状況①

6.SB4カ マド内遺物出土状況②

7 SP41遺物出土状況① (北から)

8 SP41遺物出土状況②

l次図版 6(遺構)

1.SP42遺物出土状況

2 SDl・ 16完掘状況

3.SDl南側完掘状況

4,SDl・ 16土層堆積状況

5 SD3完掘状況 (東から)

6.鉄塔No 2地 区全景 (南から)

7.SBl完掘状況 (南から)

8,SBl遺物出土状況

1次図版 7(遺構)

1.SBlカマド完掘状況

2.SBl掘 り方完掘状況

3. SB2完掘状況 (】ヒから)

4.SB2掘 り方完掘状況 (南から)

5 SB3完掘状況 (南から)

6 SB3遺物出土状況

7.SAl完掘状況 (南から)

8. SP3・ 7-9。 18・ 20-23・ 53・ 61、 SD5・ 6

等完掘状況 (東から)

1次図版 8(遺構 )

1.鉄塔No 3地 区全景 (北から)

2.鉄塔No 3地 区全景 (東から)

3 礎石根石状痕跡 (SP109含む)検出状況①

(南西から)

4.礎石根石状痕跡 (SP109含む)検出状況②

(】ヒ東から)

5 SP109検 出状況 (北西から)

6.SP109下 部掘 り方土層堆積状況

1次図版 9(遺構 )

1.SDll・ 13石積 (第 1段階)

および礎石状礫検出状況① (東から)

2.SDll・ 13石積 (第 1段階)

および礎石状礫検出状況② (西から)

3.西側礎石状礫検出状況

4 東側礎石状礫検出状況

5 石積内遺物出土状況①

6 石積内遺物出土状況②

7.石積内遺物出土状況③

8.石積内遺物出土状況④

l次図版 10(遺構)

1.石積内遺物出土状況⑤

2.SDll・ 13石積 (第 1段階)

および礎石状礫検出状況③ (東から)

3 SDll・ 13石積 (第 1段階)

および礎石状礫検出状況④ (西から)

4.第 1段階石積東側状況

5。 SDll・ 13石積 (第 2段階)

および礎石状礫検出状況① (東から)

6.SDll・ 13石積 (第 2段階)

および礎石状礫検出状況② (西から)

7.第 2段階石積東側状況

8 第2段階石積西側状況①

l次図版 11(遺構 )

1.第 2段階石積西側状況②

2.第 2段階石積中央部状況

3.SDll水路内遺物出土状況①

4.SDll水路内遺物出土状況②

5 SDH水路内遺物出土状況③

6.SDll水路内遺物出土状況④

7.SDll水路内遺物出土状況⑤

8.SDll水路内遺物出土状況⑥

l次図版 12(遺構 )

l SDll石積転用石臼①

2 SDll石積転用石臼②

3.石積裏込め状況①

4.石積裏込め状況②

5.石積裏込め状況①

6 SDll・ 13土層堆積状況

7 SDll'13掘 り方検出状況① (東から)

8.SD■ ・13掘 り方検出状況② (西から)

1次図版 13(遺構)

1,SD14遺物出土状況および完掘状況 (西から)

2.SDll・ 13石積検出作業風景

3 鉄塔No 4地 区全景 (南から)



4.SB5完掘状況 (南から)

5.SB5カ マ ド完掘状況

6  SB6・ SP108完掘状況 (東から)

7  SD7・ SP62・ 106完掘状ヱ兄 (東から)

1次図版 14(遺構 )

1.SD4遺物出土状況 (北か ら)

2.SD4北面上層堆積状況

3.SD4拡張部遺物出土状況① (北から)

4 SD4拡張部遺物出土状況②

5 鉄塔血 5地区全景 (西から)

6.SD8完掘状況 (西から)

7.SD8に伴う杭痕跡断面状況

1次図版 司5(遺構)

1,SD10検出状況 (西から)

2.SD10土層堆積状況

3.外周道路地区北側近景 (北から)

4.外周道路地区南側近景 (北東から)

5,SB8完掘状況 (南から)

6.SB8遺物出土状況

7.SB8焼土ピット遺物出土状況

8.SB8焼土ピット完掘状況 (南から)

1次図版 16(遺構)

l SA2・ SFl完掘状況 (東から)

2.SA3完掘状況 (東から)

3.SA3柱穴掘り方内 (SP120)

礎板出土状況 (東から)

4. SD15完掘状況 (耳ヒから)

5.SD16完掘状況 (東から)

6 SD16西面上層堆積状況

7 SD16遺物出土状況

1次図版 17(遺構)

1,SD17・ 31完掘状況 (北東から)

2.SD18～ 21・ 26～ 28完掘状況 (東から)

3.SD19・ 21・ 26完掘状況 (東から)

4.SD18遺物出土状況①

5.SD18遺物出土状況②

6 SD18遺物出土状況③

7.SD27遺物出土状況①

8.SD27遺物出土状況②

l次図版 18(遺構)

1,SD22遺物出土および完掘状況 (東から)

2.SD22遺物出土状況

3.SD23完掘状況 (南東から)

4.SD24完掘状況 (東から)

5.SD29完掘状況 (南から)

6 南進入路地区近景 (北から)

7.SA4完掘状況① (南西から)

1次図版 19(遺構)

1,SA4完掘状況② (南西から)

2.SP175。 245・ 246遺物出土および完掘状況

(東から)

3.SP192上層炭化物出土状況 (東から)

4.SP192下層遺物出土状況 (東から)

5,SP201馬歯出土状況

6.SP256人骨出土状況① (北東から)

7.SP256人骨出土状況② (南西から)

8 SP257桶 底板出土状況 (南から)

1次図版 20(遺構 )

1.SP258遺物出土および完掘状況① (南西から)

2.SP258遺 物出土および完掘状況② (東から)

3.SP258遺 物出土状況

4.SP258お よび SD33東面土層堆積状況

5,SP283遺 物出土および完掘状況 (東から)

6.SP324遺 物出土および完掘状況 (西から)

7.SP347茶 臼出土状況 (南から)

8 SP192下 層出土遺物測量風景

1次図版 21(遺構 )

1.SD32遺物出土および完掘状況 (西から)

2 SD32遺 物出土状況①

3.SD32遺 物出土状況②

4.SD32西面土層堆積状況

5。 SD32南面土層堆積状況

6.SD33完掘状況 (西から)

7.SD33遺物出土状況 (西から)

8。 SD33遺物出土石臼

1次図版 22(遺構 )

1,SD34完掘状況 (西から)

2.SD35完 掘状況① (北から)

3 SD35完掘状況② (部分 :北から)

4.SD35南 側土層堆積状況

5.SD36遺物出土および完掘状況

6.SD36土層堆積状況

1次図版 23(遺構 )

1,SD37完掘状況 (北から)

2.SD37遺 物出土状況

3.SD38遺物出土および完掘状況 (西から)

4 SD38遺 物出土状況

5。 南進入路地区作業風景

1次図版 24(遺物)SBl～ SB5
1次図版 25(遺物)SB6～ SB8、 SDl・ 3

1次図版 26(遺物)SD4・ 7・ 8・ 10・ 11■

1次図版 27(遺物)SDll-2
1次図版 28(遺物)SD■ ‐3内耳土器資料

1次図版 29(遺物)SD12・ 13-1

1次図版 30(遺物)SD13-2・ 14～ 17'18‐ 1

1次図版 31(遺物)SD18-2・ 19～ 21

1次図版 32(遺物)SD22・ 24・ 27

1次図版 33(遺物)SD28,30・ 32・ 33-1

1次図版 34(遺物)SD33‐ 2・ 36・ 37

1次図版 35(遺物)SD38-1
1次図版 36(遺物)SD38-2。 SP2・ 10・ 14～ 16・ 26・ 27・

32・ 34´～ 36・ 41 ・42

1次図版 37(遺物)SP43・ 45・ 55'70・ 72,75'77・ 80。

82・ 83・ 88,91 。 102・ 112・ 126・ 132・ 140, 141 ・ 153・

155。  156。 171 ・ 173・ 175

1次図版 38(遺物)179・ 182・ 191・ 192・ 196・ 198・ 200。

242。 245。 258・ 271・ 316・ 324・ 330。 331 ・343・ 347・

368・ 375'396、  SUl

l次図版 39(遺物)1次遺構外 -1

1次図版 40(遺物)1次遺構外 -2、 1次土製品 -1

1次図版 41(遺物)1次土製品 -2

1次図版 42(遺物)1次石製品 -1



1次図版 43(遺物)1次 石製品 -2

1次図版 44(遺物)1次 金属製品

1次図版 45(遺物)1次 木製品・植物遺体

2次図版 1(遺構 )

1,外周道路地区および南進入路地区全景空中写真① (北

から)

2 外周道路地区および南進入路地区全景空中写真② (上

が南)

2次図版 2(遺構)

1 西進入路地区全景空中写真① (東から)

2.西進入路地区全景空中写真② (上が西)

2次図版 3(遺構)

1.外周道路地区近景 (西から)

2.南進入路地区近景① (北から)

3 南進入路地区近景② (南から)

4,SBl完掘状況 (東から)

5。 SB2完掘状況 (T打から)

6.SB2遺物出土状況

7.SB4遺物出土および完掘状況 (南東から)

8.SB5完掘状況① (北東から)

2次図版 4(遺構)

1.SB5完掘状況② (南から)

2.SB5テ ラス状施設検出状況

3.SB5カ マド完掘状況

4.SB5遺物出土状況① (北東から)

5 SB5遺物出土状況②

6.SB5焼土範囲および遺物出土状況③

7,SB5南壁下の焼土ブロックを多量に含む堆積層検出状

況

8 SB5遺物出土状況④

2次図版 5(遺構)

1.SB5遺物出土状況⑤

2.南壁下の粘土塊を含む壁溝確認状況

3.同壁溝断面

4.SB6完掘状況 (西から)

5 SB6カ マド完掘状況

6.SB6カ マド内遺物出土状況

7.SB6遺物出土状況

8,SB6南西隅付近遺物出土状況

2次図版 6(遺構)

1.SB8完掘状況 (北から)

2 SB8カ マド完掘状況 (西】ヒから)

3 SB9完掘状況 (南から)

4,SB9カ マド完掘状況

5,SB10完掘状況 (南から)

6.SB10カ マド完掘状況および焼土ブロック検出状況

7.SBll完掘状況 (南から)

8.SBll(SB12も 含む)遺物出土状況 (南から)

2次図版 7(遺構)

1,SB12完 掘状況 (西から)

2.SB12カ マド完掘状況

3.SB12遺物出土状況

4 SB12カ マド内遺物出土状況

5,SB13完掘状況 (西から)

6.SB13カ マド完掘状況

7.SB13遺物出土状況

8.SB13カ マ ド上面から出上 した軒平瓦

2次図版 8(遺橋 )

1.SB14完掘状況 (東から)

2.SB14遺物出土状況

3.SB14カ マ ド確認状況

4.SB14カ マ ド内遺物出土状況

5,SB15完掘状況 (東から)

6. SB16完掘状況 (】ヒか ら)

7.SB16遺物出土状況 (南から)

8 SB16カ マ ド完掘状況

2次図版 9(遺構 )

1.SB17完掘状況 (東から)

2.SB17遺物出土状況

3 SB18完掘状況 (東から)

4 SB18カ マ ド内遺物出土状況 (西から)

5, SB19完掘状イ兄 (T打から)

6.SB19遺物出土状況 (南から)

7.SB19カ マ ド完掘状況

8 SB21完掘状況 (東から)

2次図版 10(遺構 )

1,SB21テ ラス状施設検出状況

2.SB21遺物出土状況 (西から)

3.SB22カ マ ド検出状況 (南から)

4.SB22カ マ ド掘 り方完掘状況

5 SB23完掘状況 (西から)

6.SB23カ マ ド完掘状況

7.SB24完掘状況 (北から)

8.SB24遺物出土状況 (北から)

2次図版 11(遺構 )

1,SB24土器出土状況①

2 SB24土器出土状況②

3.SB25完掘状況 (南から)

4.SB26完掘状況 (南から)

5,SB26カ マ ド完掘状況

6.SB27完掘状況 (西から)

7.SB27遺物出土状況

8.SB28遺物出土および完掘状況 (東から)

2次図版 12(遺構 )

1.SB29掘 り方完掘状況 (南から)

2.SB30遺物出土および完掘状況 (西から)

3.SB30カ マ ド完掘状況

4.SB30土器出土状況

5,SB31完掘状況 (西から)

6.SB31カ マ ド完掘状況

7.SB32遺物出土および完掘状況 (南か ら)

8 SB34完掘状況 (南から)

2次図版 13(遺構 )

l SB34カ マ ド完掘状況

2.SB34カ マ ド内遺物出土状況

3.SB34カ マ ド掘 り方完掘状況

4.SB35遺物出土および完掘状況 (南か ら)

5 SB36完掘状況 (南から)

6 SB86カマ ド完掘状況

7 SB37完掘状況 (西から)

8,SB37カ マ ド完掘状況



2次図版 14(遺構 )

l SB37遺物出土状況 (西から)

2 SB37土器出土状況

3 SB37出土緑釉陶器

4 SB38完掘状況 (西から)

5 SB38カ マ ド完掘状況

6 SB39完掘状況 (西から)

7 SB39カ マ ド完掘状況

8.SB39遺物出土状況 (西から)

2次図版 15(遺構 )

1,SB39土器出土状況①

2.SB39土器出土状況②

3.SB39カ マ ド遺物出土状況

4.SB39カ マ ド完掘状況

5 SB40完掘状況 (西から)

6 SB40カ マ ド完掘状況

7 SB41完掘状況 (西から)

8.SB41カ マ ド完掘状況 (北東から)

2次図版 16(遺構 )

1.SB41遺物出土状況 (西から)

2.SB42遺物出土および完掘状況 (西から)

3.SB42遺物出土状況

4 SB43完掘状況 (西から)

5 SB43カ マ ド完掘状況

6 SB43遺物出土状況 (西から)

7.SB43北東隅土器出土状況

8.SB43北東隅出土埠

2次図版 17(遺構 )

1,SP51遺 物出土および完掘状況

2 SP104遺物出土および完掘状況

3 SP109遺物出土および完掘状況

4.SP131完掘状況

5,SP131遺物出土および確認状況

6.SP135遺物出土および完掘状況

7.SP135遺物出土状況

8 SP141遺物出土および完掘状況

2次図版 18(遺構 )

1.SP141遺物出土状況

2 SP150遺物出土および完掘状況

3.SP150遺物出土状況

4.SP156遺物出土および完掘状況

5.SP156遺物出土状況

6.SP200遺物出土および完掘状況

7 SP200遺物出土状況

8 SP225確認および遺物出土状況

2次図版 19(遺構 )

1.SP216遺物出土および完掘状況

2.SP216上層炭化物層検出状況

3 SP216上層尻化物層セクション

4,SP216土器出土状況①

5,SP216土器出土状況②

6.SP216土器出土状況③

7.SD2遺物出土状況①

8 SD2遺物出土状況②

2次図版 20(遺構 )

l SD2・ 6完掘状況 (南から)

2.SD6遺物出土状況①

3.SD6遺物出土状況②

4.SD6遺物出土状況①

5 SD10遺物出土および完掘状況 (東から)

6 SD10西面土層堆積状況

7 SDH完掘状況 (西から)

2次図版 21(遺構)

l SDll～ 14・ 17完掘状況 (南から)

2 SD14・ 17完掘状況 (南西から)

3.SD16上層遺物出土状況全景① (南から)

4,SD16上層遺物出土状況全景② (西から)

5,SD16上層遺物出土状況近景①

6.SD16上層遺物出土状況近景②

7.SD16上層遺物出土状況近景③

8.SD16上層遺物出土状況近景④

2次図版 22(遺構)

l SD16上層遺物出土状況近景⑤

2.SD16上層遺物出土状況近景⑥

3 SD16上層遺物出土状況近景⑦

4 SD16上 層遺物出土状況近景③

5,SD16上層遺物出土状況近景③

6.SD16上層遺物出土状況近景⑩

7 SD16下層遺物出土状況① (北東から)

8 SD16下層遺物出土状況② (北から)

2次図版 23(遺構)

l SD16下層遺物出土状況近景①

2.SD16下層遺物出土状況近景②

3.SD16下層完掘状況① (南から)

4.SD16下層完掘状況② (東から)

5 SD16下層底面にみられる方形掘 り方 (南西から)

6 SD22完掘状況 (西から)

7.SD18～ 22、 SP77～ 85完掘状況 (南から)

8,SD23・ 24完掘状況 (北西から)

2次図版 24(遺構)

l SD26完掘状況 (南から)

2.SD31,33、 40～ 42完掘状況 (南東から)

3 SD34・ 35・ 36・ 37検出状況空中写真 (北から)

4 SD34遺物出土および完掘状況 (北から)

5,SD34遺物出土状況① (北から)

6.SD34遺物出土状況②

7 SD34遺物出土状況③

2次図版 25(遺構)

l SD34東側旧河道域外周道路地区東端土層堆積状況①

2.SD34東側旧河道域外周道路地区東端土層堆積状況②

3.SD35～ 37完掘状況 (北から)

4.SD38完掘状況 (南西から)

5 SD39遺物出土および完掘状況 (西から)

6.SD39遺物出土状況

7 SD41遺物出土および完掘状況 (北から)

2次図版 26(遺構)

1.SEl遺物出土状況 (北東から)

2 SEl完掘状況 (南西から)

3 SX2・ 3(焼土範囲)確認状況 (南西から)

4.SX2・ 3(焼土範囲)完掘状況 (南から)

5,南進入路地区作業風景

6.甲府市立甲逗小学校児童遺跡見学風景



7 夏休み自由研究児童遺跡見学風景

2次図版 27(遺構 )

1 西進入路地区全景 (東から)

2 SAl完掘状況 (南か ら)

3.SA2完掘状況 (北から)

4.SD25完掘状況 (西か ら)

5,SD25西側完掘状況近景 (西から)

6.SD25西端土層堆積状況 (東から)

7.SD27遺物出土および完掘状況 (北から)

8,SD28遺物出土および完掘状況 (北から)

2次図版 28(遺構 )

1.SE2完掘状況① (東から)

2.SE2完掘状況② (西から)

3 SE2掘 り方完掘状況 (南から)

4.SE2木枠内上層遺物出土状況全景 (北から)

5,SE2木枠内上層遺物出土状況①

6,SE2木枠内上層遺物出土状況②

7.SE2木枠内下層遺物出土状況全景 (南から)

8.SE2木枠内下層遺物出土状況① (斎串)

2次図版 29(遺構 )

l SE2木枠内下層遺物出土状況② (斎串)

2.SE2木枠内下層遺物出土状況③ (斎串)

3.SE2木枠内下層遺物出土状況④

4,SE2木枠内完掘状況 (西から)

5,SE2木枠側面残存状況① (東面)

6.SE2木枠側面残存状況② (西面)

7.SE2木枠側面残存状況③ (南面)

8 SE2木枠側面残存状況① (北面)

2次図版 30(遺構)

1,SE2木枠内四隅杭残存状況①

2.SE2木枠内四隅杭残存状況②

3.SE2木枠内四隅杭残存状況③

4 SE2木枠内四隅杭残存状況④

5.SX4・ 5遺物出土および完掘状況 (北から)

2次図版 31(遺物)SBl・ 2・ 5

2次図版 32(遺物)SB5。 6・ 8-1

2次図版 33(遺物)SB8-2,9-1

2次図版 34(遺物)SB9-2'10'11・ 12-1

2次図版 35(遺物)SB12.-2・ 13

2次図版 36(遺物)SB14～ 16。 17-1

2次図版 37(遺物)SB17-2・ 18。 19

2次図版 38(遺物)SB21
2次図版 39(遺物)SB22～ 25

2次図版 40(遺物)SB26・ 27・ 28-1

2次図版 41(遺物)SB28-2・ 29'30・ 31-1

2次図版 42(遺物)SB31-2・ 32'34

2次図版 43(遺物)SB35・ 36・ 37‐ 1

2次図版 44(遺物)SB37-2・ 38・ 39‐ 1

2次図版 45(遺物)SB39‐2,40-1

2次図版 46(遺物)SB40-2・ 41～ 43

2次図版 47(遺物)SDl・ 2・ 6～ 8

2次図版 48(遺物)SD10。 12・ 13・ 15

2次図版 49(遺物)SD16-1

2次図版 50(遺物)SD16-2

2次図版 51(遺物)SD16-3

2次図版 52(遺物)SD16-4・ 18'19・ 21・ 22-1

2次図版 53(遺物)SD22-2・ 23～ 26

2次図版 54(遺物)SD27・ 28・ 31～ 33・ 34-1

2次図版 55(遺物)SD342・ 35'38・ 39

2次図版 56(遺物)SD40～ 43、 SP33・ 34。 41・ 45・ 51・

53・ 56・ 59・ 90'92・ 94・ 95

2シ欠図JIE 57 (遅訓物)SP96。 97・ 100・ 102´-105。 109・

110・ 113・ 124・ 125。 128・ 131 。135。 136

2次図版 58(遺物)SP137・ 139。 141・ 142・ 150。 151・

153⌒ン157・  159・ 168・ 170

2次図版 59(遺物)SP173。 179。 180。 183～ 186・ 198～

195。 197・ 199'200。 201 ・203・ 205・ 207

2)欠図jln 60 (遅割協)SP210。 212・ 214・ 216。 221・ 225、

SEl・ 2、 SX2～ 5

2次図版 61(遺物)2次遺構外 -1

2次図版 62(遺物)2次遺構外 -2、 2次土製品 ■

2次図版 63(遺物)2次土製品 -2

2次図版 64(遺物)2次石製品

2次図版 65(遺物)2次金属製品、 2次木製品 -1

2次図版 66(遺物)2次木製品 -2、 紙

3次図版 1(遺構 )

1.第 3次調査地区全景空中写真 (南東か ら)

2.1区全景空中写真 (上が北 )

3.2区全景空中写真① (上が東)

3次図版 2(遺構)

1 3区 ,4区全景空中写真① (上が東)

2 3区・4区全景空中写真② (東から)

3.3区 。4区全景空中写真③ (西から)

3次図版3(遺構)

1.1区 SDl上層流路跡検出状況 (東から)

2.1区 SDl完掘状況 (南から)

3.1区 SDl西側土層堆積状況① (西から)

4.1区 SDl西側土層堆積状況② (西から)

5.1区 SDl中央部付近土層堆積状況 (東から)

6.1区 SDl遺物出土状況①

7.1区 SDl遺物出土状況②

8 1区 SDl遺物出土状況③

3次図版4(遺構)

1.1区 SDl東側遺物出土状況 (南から)

2.1区 SDl東側土器出土状況

3.1区 SDl東側出土焼けた礫①

4.1区 SDl東側出土焼けた礫②

5。 1区 SD4・ SPl完掘状況 (東から)

6.1区 SD8～ 17、 SP8完掘状況 (西から)

7.1区 SD9'19'20完 掘状況 (東から)

8.1区 SD21遺物出土および完掘状況 (南から)

3次図版5(遺構)

1 1区 SP9第 1面遺物出土状況①

2 1区 SP9第 1面遺物出土状況②

3.1区 SP9第 1面遺物出土状況③

4.1区 SP9第 1面遺物出土状況④

5.1区 SP9第 1面遺物出土状況⑤

6.1区 SP9第 1面遺物出土状況⑥

7.1区 SP9第 2面遺物出土状況①

8.1区 SP9第 2面遺物出土状況②

3次図版 6(遺構)



1.1区 SP9第 2面遺物出土状況③

2.1区 SP9完掘状況 (南から)

3.1区 SP18完掘状況 (底面焼土化/南か ら)

4.1区 SXl～ 3確認状況 (南から)

5。 1区 SX2焼土・炭化物検出状況 (南から)

6.1区 SX3焼土・炭化物検出状況① (南から)

7.1区 SX2完掘状況 (南から)

8.1区 SX3焼土・炭化物検出状況② (南か ら)

3次図版 7(遺構 )

1.2区全景空中写真② (南から)

2.2区 SD25完掘状況 (南から)

3.2区 SD25遺物出土状況 (西から)

4.2区 SD34完掘状況 (東から)

5,2区 SD34西面土層堆積状況 (東から)

6.2区 SD35完掘状況 (南から)

3次図版 3(遺構 )

1.3区北側近景 (西から)

2.3区南倒近景 (西から)

34区 北側近景 (北から)

44区 南側中央付近近景 (北西から)

5.4区西側近景① (北東から)

6.4区西側近景② (西から)

7.4区作業風景①

8.4区作業風景②

3次図版 9(遺構 )

1.4区 SBl遺物出土および完掘状況 (北西から)

2.4区 SBl遺物出土状況

3,4区 SB2完掘状況 (南から)

4.4区 SB2遺物出土状況 (南から)

5.4区 SB2カ マ ド遺物出土および完掘状況

6 4区 SB2内 炭化物範囲検出状況

7 4区 SB3完掘状況 (西から)

8 4区 SB3カ マ ド完掘状況

3次図版 10(遺構 )

1.4区 SB3遺物出土状況 (西から)

2.4区 SB3土器出土状況

3.4区 SB4遺物出土および完掘状況 (西から)

4.4区 SB4遺物出土状況

5 4区 SB5遺物出土および完掘状況

6.4区 SB5カ マ ド完掘状況

7.4区 SB6完掘状況 (南から)

8.4区 SB6カ マ ド完掘状況

3次図版 11(遺構 )

1.4区 SB6ピ ット1遺物出土状況 (南から)

2.4区 SB7完掘状況 (西から)

3.4区 SB7カ マ ド完掘状況

4.4区 SB8完掘状況 (西から)

5 4区 SB8カ マ ド完掘状況 (西から)

6.4区 SB9完掘状況 (西から)

7.4区 SB10完掘状況 (西から)

8.4区 SB10砥石出土状況

3次図版 12(遺構 )

1 4区 SB10カ マ ド内遺物出土状況

2 4区 SB10カ マ ド掘 り方完掘状況

3.4区 SBll完掘状況 (東から)

4.4区 SBllピ ット内遺物出土状況

5,同 ビット土器出土状況

6.4区 SB12完掘状況 (西から)

7.4区 SB12カ マ ド内遺物出土状況

84区 SB12カ マ ド完掘状況

3次図版 13(遺構 )

1.4区 SB13完掘状況 (南から)

2.4区 SB13炉確認状況 (北から)

3.4区 SB13炉完掘状況 (北から)

4 4区 SB14完掘状況 (南西から)

5.4区 SB14炉完掘状況

6.4区 SB14炉セクション

7.4区 SB15完掘状況 (西から)

8.4区 SB15土層堆積状況 (東から)

3次図版 14(遺構 )

1.4区 SB15カ マ ド完掘状況

2.4区 SB16完掘状況 (北から)

3.4区 SB16カ マ ド完掘状況① (北西から)

44区 SB16カ マ ド完掘状況② (南西から)

5 4区 SB16遺物および炭化材出土状況① (南東から)

64区 SB16遺物および炭化材出土状況②

7.4区 SB16土器出土状況

8.4区 SB17完掘状況 (西から)

3次図版 15(遺構 )

1 4区 SB17カ マ ド完掘状況

2.4区 SB17カ マ ド内遺物出土状況

34区 SB17カ マ ド脇棚状施設検出状況

4.4区 SB17土層堆積状況 (南から)

5,4区 SB17遺物出土状況① (西から)

6.4区 SB17遺物出土状況②

74区 SB17鉄製品出土状況

3次図版 16(遺構 )

1 3区 SB18完掘状況 (西から)

2.3区 SB18掘 り方完掘状況 (西か ら)

3.3区 SB18カ マ ド掘 り方完掘状況

4 3区 SB19完掘状況 (西から)

5 3区 SB20完掘状況 (西から)

6 3区 SB21完掘状況 (西から)

7.3区 SB21カ マ ド完掘状況 (南か ら)

8.3区 SB22完掘状況 (西から)

3次図版 17(遺構 )

1.3区 SB23遺物出土状況 (西か ら)

2 3区 SB23完掘状況 (西から)

3 3区 SB23カ マ ド遺物出土状況

4.4区 SB24・ 25遺物出土および完掘状況 (北東か ら)

5,4区 SB26完掘状況 (東から)

6.4区 SB26遺物出土状況 (東か ら)

7 4区 SB26遺物出土および焼土範囲確認状況 (南東から)

8 4区 SB26焼土範囲掘 り方完掘状況 (南西から)

3次図版 18(遺構 )

1.3区 SB27完掘状況 (西から)

2.3区 SB28遺物出土および完掘状況 (南西から)

3 4区 SB29遺物出土および完掘状況 (南から)

4.4区 SB30遺物出土および完掘状況 (西から)

5.4区 SB31遺物出土および完掘状況 (西から)

6.4区 SB32完掘状況 (北西から)

7.4区 SB32カ マ ド遺物出土および完掘状況 (北西から)



84区 SB33遺物出土および完掘状況 (南東から)

3次図版 19(遺構 )

1 4区 SB34完掘状況 (北から)

2.4区 SB34カ マ ド完掘状況 (南から)

3,4区 SB34カ マ ド内遺物出土状況

4.4区 SB35'36・ 44完掘状況 (西から)

5,4区 SB36カ マ ド掘 り方完掘状況 (北西から)

6.4区 SB44遺物出土および土層堆積状況

(南か ら)

7.4区 SB35遺物出土および土層堆積状況

(南から)

3次図版 20(遺構 )

1 4区 SB37完掘状況 (北から)

2.4区 SB37カ マ ド掘 り方完掘状況 (西から)

3.4区 SB37遺物出土状況 (西から)

4.4区 SB37カ マ ド遺物出土状況 (西から)

5。 4区 SB38遺物出土および完掘状況 (北から)

6.4区 SB38ピ ット内遺物出土状況 (南西から)

74区 SB38土器出土状況①

84区 SB38土器出土状況②

3次図版 21(遺構 )

1,4区 SB39完掘状況 (北西から)

2.4区 SB39カ マ ド完掘状況 (北西から)

3.4区 SB39カ マ ド遺物出土状況

4.4区 SB39カ マ ド掘 り方完掘状況

5.4区 SB41遺物出土および完掘状況 (西から)

6.4区 SB41遺物出土状況

7.4区 SB42完掘状況 (北から)

8.4区 SB42カ マ ド掘 り方完掘状況 (北西から)

3次図版 22(遺構 )

1.4区 SB42カ マ ド遺物出土状況全景 (北西から)

2.4区 SB42カ マ ド遺物出土状況

3.4区 SB42ピ ット内遺物出土状況

4,4区 SB42ピ ット内鉄鏃出土状況

5,4区 SB43完掘状況 (北から)

64区 SB43カ マ ド完掘状況 (南西から)

74区 SB47完掘状況 (西から)

8,4区 SB47カ マ ド掘 り方完掘状況 (南から)

3次図版 23(遺構 )

1.4区 SB40。 45。 46・ 48～ 51・ 完掘状況

(】ヒ西から)

24区 SB46。 48完掘状況 (南西から)

3.4区 SB45完掘状況 (北西から)

4.4区 SB45・ 49・ 50・ 51完掘状況 (西から)

5.4区 SB40カ マ ド完掘状況 (北西から)

6.4区 SB40カ マ ドおよびカマ ド周辺遺物出土状況 (北

西から)

7.4区 SB40カ マ ド掘 り方完掘状況

8.4区 SB45カ マ ド遺物出土および完掘状況 (南西から)

3次図版 24(遺構 )

1.4区 SB48カ マ ド完掘状況およびセクション(北西から)

2.4区 SB40。 45'46遺物出土状況 (北西から)

3.4区 SB45遺物出土状況①

4.4区 SB45遺物出土状況②

5.4区 SB40遺物出土状況①

6.4区 SB40遺物出土状況②

7.4区 SB45遺物出土状況①

8.4区 SB45遺物出土状況②

3次図版 25(遺構)

1.4区 SB46遺物出土状況①

2.4区 SB46遺物出土状況②

3,4区 SB49～ 51遺物出土状況 (北西から)

4.4区 SB50集石および遺物出土状況 (南西から)

5.4区 SB51遺物出土状況① (北西から)

6.4区 SB51遺物出土状況②

7.4区 SB51カ マド遺物出土および完掘状況 (北西から)

8.4区 SB52完掘状況 (北西から)

3次図版 26(遺構)

1.4区 SB52遺物出土状況① (北西から)

2.4区 SB52遺物出土状況②

3.4区 SB53遺物出土および完掘状況 (北東から)

4.4区 SB53カ マド遺物出土および完掘状況 (南から)

5,4区 SB54～ 57完掘状況 (南西から)

6.4区 SB54カ マド遺物出土および完掘状況 (南東から)

7.4区 SB55カ マド遺物出土および完掘状況 (西から)

8 4区 SB56カ マド遺物出土および完掘状況 (南から)

3次図版 27(遺構)

1.4区 SB57遺物出土状況 (北から)

2.4区 SB58完掘状況 (西から)

3.4区 SB58カ マド掘り方完掘状況

4.4区 SB59遺物出土および完掘状況 (西から)

5 4区 SB60遺物出土および完掘状況 (西から)

64区 SB61カ マド完掘状況 (北から)

7.4区 SB61カ マド確認状況

8.4区 SB61カ マド内遺物出土状況

3次図版 28(遺構)

1 4区 SP4遺物出土状況および土層堆積状況 (西から)

2.4区 SP29～ 33完掘状況 (東から)

3.4区 SP43遺物出土および完掘状況 (西から)

4.4区 SP43遺物出土状況

5.4区 SP58確認および遺物出土状況 (西から)

6.3区 SP82遺物出土および完掘状況 (西から)

7.3区 SP82押型文土器片出土状況①

8 3区 SP82押型文土器片出土状況②

3次図版 29(遺構)

1.3区 SP82押型文土器片出土状況③

2 3区 SP82押型文土器片出土状況④

3 4区 SP91遺物出土および完掘状況 (西から)

4 4区 SP91遺物出土状況

5,4区 SD4上層遺物出土および完掘状況 (西から)

6.4区 SD4上層遺物出土状況全景 (南西から)

7.4区 SD4上層遺物出土状況①

8.4区 SD4上層遺物出土状況②

3次図版 30(遺構)

1.4区 SD4下層遺物出土状況①

2.4区 SD4下層遺物出土状況②

3 4区 SD4下層完掘状況 (南から)

4 4区 SD4下層遺物出土状況全景 (南から)

5,4区 SD4下層遺物出土状況③

6.4区 SD4下層遺物出土状況④

7 4区 SD4下層遺物出土状況⑤

8 4区 SD4調査風景



3次図版 31(遺構 )

1.4区 SD5～ 7完掘状況 (南西か ら)

2.4区 SD5北側完掘状況 (北東から)

3.4区 SD6・ 7完掘状況 (南西から)

4.4区 SD5土層堆積状況

5.4区 SD5～ 7遺物出土状況 (南から)

6.4区 SD6遺物出土状況 (南東か ら)

7 4区 SD5遺物出土状況①

8 4区 SD5遺物出土状況②

3次図版32(遺構)

1.4区 SD5遺物出土状況③

2.4区 SD5遺物出土状況④

3.4区 SD5遺物出土状況⑤

4.4区 SD7遺物出土状況①

5,4区 SD7遺物出土状況②

6.4区 SD15、 SPll'19。 26完掘状況 (南西から)

7.4区 SD22完掘状況 (北西から)

8.4区 SD22遺物出土状況① (北西から)

3次図版 33(遺構)

1.4区 SD22遺物出土状況②

2.4区 SD22遺物出土状況③

3.4区 SD22遺物出土状況④

44区 SD22遺物出土状況③

5 4区 SD24遺物出土および完掘状況 (西から)

6.4区 SD24遺物出土状況①

7.4区 SD24遺物出土状況②

8.4区 SD24東面上層堆積状況 (西から)

3次図版34(遺構)

1,4区 SD27・ 28完掘状況 (南から)

2 4区 SD27・ 28遺物出土状況① (南から)

3 4区 SD27・ 28遺物出土状況②

4.4区 SD27・ 28遺物出土状況③

5.4区 SD27・ 28遺物出土状況④

6.4区 SD27北面土層堆積状況 (南から)

7.4区 SD27拡張部遺物出土状況① (北から)

8.4区 SD27拡張部遺物出土状況②

3次図版35(遺構)

1.4区 SD38・ 39遺物出土および完掘状況 (南西から)

2.4区 SD40遺物出土および完掘状況 (北西から)

3 4区 SD40遺物出土状況

44区 SD41上層石敷検出状況① (西から)

5 4区 SD41上層石敷検出状況② (北から)

6.4区 SD41上層内SP81出 土馬骨出土状況① (北東から)

7.4区 SD41上層内SP81出 土馬骨出土状況②

3次図版 36(遺構)

1.4区 SD41上層内SP81出 土馬骨出土状況③

2.4区 SD41上層内SP81出 土馬骨出土状況④

3.4区 SD41上層内貝類集積範囲・獣骨等出土状況①

4.4区 SD41上層内貝類集積範囲・獣骨等出土状況②

5.4区 SD41上層内貝類集積範囲 。獣骨等出土状況③

6.4区 SD41上層内遺物出土状況①

7.4区 SD41上層内遺物出土状況②

8.4区 SD41完掘状況 (北から)

3次図版37(遺構)

1.4区 SD42完掘状況 (北から)

2.4区 SD44遺物出土および完掘状況 (北東から)

3.4区 SD44遺物出土状況①

4.4区 SD44遺物出土状況②

5,4区 SD44南面上層堆積状況 (北から)

6.4区 SD45遺物出土および完掘状況 (北西から)

7.4区 SD45完掘状況 (北東から)

3次図版 38(遺構 )

1.4区SD45内土器集積範囲検出状況 (北から)

2.4区 SD45内土器集積範囲内丸石出土状況

3.4区SD45内土器集積範囲下部掘 り方検出状況 (北から)

4.4区 SD46完掘状況 (東か ら)

5.4区SD47遺物出土および完掘状況 (西から)

6.4区 SD47遺物出土状況

7.3区SD48完掘状況 (北か ら)

3次図版 39(遺物)SBl・ 2,3-1

3次図版 40(遺物)SB3-2・ 4～ 8

3次図版 41(遺物)SB9～ 11,12-1

3次図版 42(遺物)SB12‐2・ 14

3次図版 43(遺物)SB15。 16・ 17-1

3次図版 44(遺物)SB17-2・ 18・ 21・ 22-1

3次図版 45(遺物)SB22-2・ 23～ 25。 26-1

3次図版 46(遺物)SB26-2・ 27～ 31

3次図版 47(遺物)SB32,34。 36-1

3次図版 48(遺物)SB36-2。 37・ 38

3次図版 49(遺物)SB39。 40

3次図版 50(遺物)SB41～ 45

3次図版 51(遺物)SB46～ 48

3次図版 52(遺物)SB49～ 53・ 54-1

3次図版 53(遺物)SB54-2・ 55～ 58

3次図版 54(遺物)SB59～ 6と、SDl

3次図版 55(遺物)SD4
3次図版 56(遺物)SD5-1
3次図版 57(遺物)SD5-2・ 6。 7・ 9・ 15。 21

3次図版 58(遺物)SD22・ 24・ 25。 27-1

3次図版 59(遺物)SD27-2・ 28～ 30・ 32・ 38

3次図版 60(遺物)SD40～ 42・ 44・ 45'47

3次図版 61(遺物)SP4・ 9。 11・ 13・ 19・ 37・ 39'40。

43・ 57・ 58・ 63・ 70・ 82・ 86・ 91・ 93・ 95

3次図版 62(遺物)3次遺構外、 3次土製品 -1

3次図版 63(遺物)3次土製品 ワ、 3久石製品

3次図版 64(遺物)3次金属製品、 3次木製品

4次図版 1(遺構 )

1 第 4次調査区 1区全景空中写真 (北東から)

2,第 4次調査区 1区、2区 A・ B全景空中写真① (南から)

3.第 4次調査区 3区 A・ B、 4区全景空中写真 (南西から)

4次図版 2(遺構 )

1.1区、 2区 A・ B全景空中写真 (上が西 )

2.1区全景空中写真 (上が西)

3.2区 A・ B全景空中写真 (上が北 )

4次図版 3(遺構 )

1 3区A全景空中写真 (上が南)

23区 B全景空中写真 (上が北)

3.4区全景空中写真 (上が東 )

4次図版 4(遺構 )

1.1区全景① (北から)

2 1区全景② (南から)



3 1区近景 (北東から)

4 SBl完掘状況 (南から)

5 SBl炉確認状況 (東から)

6.SBl炉掘 り方土層堆積状況

7.SBl炉掘 り方完掘状況 (南から)

4次図版 5(遺構 )

l SPl遺物出土状況 (南西から)

2.SP2完掘および骨片・銭貨出土状況 (南東から)

3.SP2骨片・銭貨出土状況

4 SP2古銭出土状況

5,SP5完掘および人骨出土状況 (南西から)

6.SP5人骨出土状況①

7.SP5人骨出土状況②

8 SP7完掘および人骨出土状況 (南から)

4次図版 6(遺構)

1.SP7人骨出土状況① (北東から)

2.SP7人骨出土状況② (礫除去後/南から)

3. SP20完 IFB状況 (南から)

4. SP21・ 22うと掘】犬イ兄 (T菊から)

5。 SP41・ 42完掘および土層堆積状況 (北東から)

6.SP48完掘および土層堆積状況 (南西から)

7.SP50遺物出土および完掘状況 (北から)

8 SP50遺物出土状況 (南から)

4次図版 7(遺構)

1,SP60～ 62完掘状況および遺物出土状況 (南西から)

2.SP61遺物出土状況

3.SP61～ 63・ 66・ 67、 SDll完掘状況および遺物出土

】犬況 (南から)

4 SP65遺物出土状況 (北西から)

5 SP72遺物出土および完掘状況 (南から)

6.SP72銭貨出土状況

7.SP73遺物出土および完掘状況 (南から)

8.SP73南壁柱穴状掘り方検出状況 (北東から)

4次図版 8(遺構)

l SP73南 壁柱穴状掘り方土層堆積状況

2.SP74遺物出土および完掘状況 (南から)

3.SP74遺物出土状況

4.SP74銭貨出土状況①

5 SP74銭貨出土状況②

6.SP74銭貨出土状況③

7.SP75遺物出土および完掘状況 (南から)

8.SP76完掘状況 (北西から)

4次図版 9(遺構)

1.SP136完掘状況 (南から)

2. SDl完掘状況 (封ヒから)

3 SDl遺物出土状況 (北から)

4,SDl北側遺物出土状況 (東から)

5,SDl北側遺物出土状況近景①

6.SDl北側遺物出土状況近景②

7 SDl北側遺物出土状況近景③

8 SDl南側遺物出土状況 (北東から)

4次図版 10(遺構)

1.SDl南側遺物出土状況近景①

2.SDl南側遺物出土状況近景②

3 SD2完掘状況 (東から)

4 SD3遺物出土および完掘状況 (東から)

5 SD4遺物出土および完掘状況 (東から)

6 SD4西面土層堆積状況 (東から)

7 SD5。 6完掘状況 (東から)

4次図版 11(遺構 )

l SD7・ 8、 SP6。 10。 12～ 19'33完掘状況 (南から)

2.SD9。 22等完掘状況 (北西から)

3.SD9遺物出土状況 (北東か ら)

4.SD10完掘状況 (東から)

5,SD12、 SP120～ 123完掘状況 (南か ら)

6.SD13遺物出土および完掘状況 (南西から)

7.SD14完掘状況 (北から)

4次図版 12(遺構 )

l SD15。 16、 SPl13・ 114完掘状況 (東から)

2 SD18完掘状況 (南から)

3.SXl完掘状況 (南から)

4 SXl閉塞状況① (南から)

5,SXl閉塞状況② (北から)

6.SXl閉塞状況③ (上が南)

7 SXl東面土層堆積状況 (南西から)

8 SXl北側、第 3次調査 SDlに続 く土層堆積状況 (北

西から)

4次図版 13(遺構)

1.2区 A全景 (SD17含む/東から)

2.2区 A東側近景 (SD17含む/南西から)

3 2区 A中央部付近近景 (SD17含む/南東から)

4 2区 A中央部～西側近景 (SD17含 む/東から)

52区 A西側近景 (SD17含む/南西から)

62区 A調査風景

4次図版 14(遺構)

1,SB2遺物出土および完掘状況 (南東から)

2.SB2遺物出土状況

3 SP140完掘状況 (北東から)

4 SP140、 SD23遺物出土状況 (北から)

5,SP165馬骨出土および完掘状況 (南から)

6.SP165馬骨出土オ大況

7.SD19遺物出土および完掘状況 (東から)

8.SD19遺物出土状況

4次図版 15(遺構)

1.SD20。 21完掘状況 (南東から)

2.SD20。 21南面土層堆積状況 (北から)

3 SD20・ 21遺物出土状況 (東から)

4 SD20遺物出土状況

5 SD20下層遺物出土状況① (東から)

6.SD20北面土層堆積状況 (南から)

7.SD20下層遺物出土状況②

8.SD23完掘状況 (東から)

4次図版 16(遺構)

l SD24完掘状況 (西から)

2 SX2(2区 B)全景① (北東から)

3.SX2(2区 B)全景② (西から)

4,SX2石敷遺構近景① (北東から)

5,SX2石敷遺構近景② (東から)

6 SX2(2区 B)西面上層堆積状況 (東から)

7.SX2上面石敷検出状況 (北から)

8,SX2下面石敷検出状況 (北から)

4次図版 17(遺構)



1.SX2水路状遺構遺物出土および完掘状況 (北から)

2 SX2水路状遺構内馬歯出土状況①

3.SX2水路状遺構内馬歯出土状況②

4.3区 A全景① (東から)

5,3区 A全景② (西から)

6 3区 A近景① (南東から)

7.3区 A近景② (北西から)

4次図版 18(遺橋)

1 3区 A調査風景

2 SP169完掘状況 (南から)

3 SP169上層部礫出土状況 (北から)

4 SP170～ 172、 180～ 185完掘状況 (北から)

5 SP213遺物出土状況① (南東から)

6.SP213遺物出土状況②

7.SP221・ 227・ 228遺物出土および完掘状況 (南西から)

8,SP221遺物出土状況

4次図版 19(遺構)

1.SP222遺物出土および完掘状況 (南東から)

2 SP222遺物出土状況

3  SD26、  SP181・ 182・ 199'202・ 203等完掘状況 (西から)

4 SD27遺物出土および完掘状況 (北から)

5,SD27馬歯出土状況

6 SD27北面土層堆積状況 (南から)

7  SD28・ 29、 SP198・ 199完掘状況 (東から)

4次図版 20(遺構)

1.SD30完掘状況 (北から)

2.SD26・ 30完掘状況 (南東から)

3.SD30南側遺物出土状況 (北東から)

4 SD30遺物出土状況

5 SD30土層堆積状況

6. SD33・ 34、 SP235等養封屈り゙ 兄 (1ヒから)

7. SD35'36、 SP169。 222篤言;毛 tFx】犬ヤ兄 (】ヒから)

8. SD36・ 38・ 39完掘】犬況 (】ヒ西から)

4次図版 21(遺構)

l SD37、 SP189。 190・ 223等完掘状況 (北から)

2.SD38、 SP219。 240・ 244～ 246等完掘状況 (東から)

3.3区 B全景① (SD31全景含む/南東から)

4.3区 B全景② (SD31全景含む/西から)

5,SP216遺物出土状況 (北西から)

6 SD31東面土層堆積状況 (西から)

7 SD31遺物出土状況

8.SD31馬歯出土状況

4次図版 22(遺構)

1.SD32完掘状況 (西から)

2 3区 D tt SD40完掘状況 (北から)

3 4区全景 (SD25全景含む/南から)

4 SP166・ 167完掘状況 (北西から)

5,SD25土層堆積状況 (東から)

6.SD25遺物出土状況①

7.SD25遺物出土状況②

8 SD25遺物出土状況③

4次図版 23(遺物)SBl・ 2、 SDl■

4次図版 24(遺物)SDl-2・ 3・ 4

4次図版 25(遺物)SD5・ 6・ 8。 11～ 15'17・ 19。 20

4次図版 26(遺物)SD21・ 23・ 25～ 27・ 30・ 31・ 34・

35。 40、 SPl・ 5

4次図版 27(遺物)SP26・ 29・ 39'49・ 50・ 53・ 55・ 61・

65'72´-76。 140・ 152・ 157・ 169。 173・ 212・ 213・ 216

4次図版 28(遺物)SP221・ 222・ 231・ 235、 SXl・ 2、 4次

遺構外、4次土製品 -1

4次図版 29(遺物)4次土製品 -2、 4次石製品

4次図版 30(遺物)4次金属製品

5次図版 1(遺構 )

1 第 1ト レンチ全景 (南から)

2 第 1ト レンチ内 SP5・ 6完掘】犬況

3.第 1ト レンチ内 SP7完掘】犬況

4,第 1ト レンチ内 SP8。 9完掘および土層堆積状況

5.第 1ト レンチ内 SDl遺物出土状況①

6.第 1ト レンチ内 SDl遺物出土状況②

7 第 1ト レンチ内 SDl遺物出土状況①

5次図版 2(遺橋 )

1 第2ト レンチ全景 (東から)

2 第2ト レンチ内 SD3遺物出土状況①

3 第2ト レンチ内 SD3遺物出土状況②

4.第 3ト レンチ全景 (東から)

5 第3ト レンチ西面土層堆積状況 (東から)

6 第4ト レンチ全景 (SD4・ 5完掘状況含む/東から)

7.第 5ト レンチ全景① (南から)

8 第5ト レンチ全景② (北から)

5次図版 3(遺構)

1.第 5ト レンチ内 SP10完掘状況 (北西から)

2.第 5ト レンチ内 SPll完掘状況 (北東から)

3 第6ト レンチ全景 (南から)

4 第 6ト レンチ内 SBl、 SP12・ 13遺物出土および完掘

状況 (南西から)

5,第 6ト レンチ内 SBl遺物出土および土層堆積状況 (東

から)

6 第6ト レンチ内 SBl遺物出土状況

7 第7ト レンチ全景 (東から)

8 第8ト レンチ全景 (SP14・ 15完掘状況含む/北東から)

5次図版 4(遺構 )

1 第9ト レンチ内 SD6、 SP16完掘状況 (北から)

2.第 10ト レンチ内 SD7遺物出土および完掘状況① (北

から)

3 第 10ト レンチ内 SD7遺物出土および完掘状況② (南

から)

4.第 10ト レンチ南面上層堆積状況 (北西から)

5,第 10ト レンチ上層遺物出土状況①

6.第 10ト レンチ上層遺物出土状況②

7.第 10ト レンチ上層遺物出土状況③

8.第 10ト レンチ上層遺物出土状況④

5次図版 5(遺構)

1 第 11ト レンチ全景 (北から)

2 第 11ト レンチ東面上層堆積状況 (西から)

3.第 12ト レンチ全景 (SD8完掘状況含む/南東から)

4.第 12ト レンチ内 SD8北面土層堆積状況 (南から)

5,第 12ト レンチ内 SD8西面上層堆積状況 (東から)

5次図版 6(遺物)SBl、 SDl・ 3・ 6。 7、 SP8'11、 2・ 4・

6・ 8・ 12ト レンチ



第 1節 調査 に至 る経緯 と調査体制

平成 6年 5月 、山梨学院付属高等学校のグラウンドを

甲府市川田町に計画しているため、試掘・確認調査を速

やかに実施してほしいとの依頼があった。このときに提

示された開発面積は 57,000∬ であり、埋蔵文化財の有

無を判断するのに対象面積の5%を 目安に調査するとし

ても、2,850∬ という広大な面積の調査を必要とするた

め、時間と経費を単年度の国庫補助事業で姑応すること

が困難であることを説明した。

平成 7年、 8年、9年にわたって試掘調査について協

議を重ねたが、土地の売買契約・農地転用の許可等が当

初計画よりかなり遅れたため、試掘調査の着手には至ら

なかった。

平成 10年、試掘調査について学校法人山梨学院と甲

府市教育委員会で協議を重ねた結果、次のとおり試掘

調査の体制を整えることとなった。①調査対象面積は

60,807だ とする。試掘調査の面積は対象面積の5%を 目

安として 3,040だ とする。②調査にかかる経費について

は、補助金で対応できない分について学校法人山梨学院

が負担する。③発掘調査の担当者 (甲府市教育委員会職

員)の ほかに調査員として数名程度を臨時的に雇用する。

④埋蔵文化財の有無を確認することを主目的として確認

した遺構まで掘削しない。上記 4項 目により、試掘確認

調査を通常より規模を拡大し、かつ速やかに実施すると

いう契約で試掘調査に着手した。

試掘調査の詳細な結果については後述するが、試掘調

査の結果、旧笛吹川とよぶべき大規模な河川が調査範囲

を縦断するものの、その両岸に展開した微高地上には濃

密に埋蔵文化財が包蔵されていることが確認できた。

試掘調査の結果をうけて、可能な限り埋蔵文化財を保

存しつつ陸上競技場と野球場 (試掘調査終了時点では多

目的グラウンド)お よびそれに付随する道路や施設を建

設するような設計変更を図った。しかし、設計変更だけ

で埋蔵文化財の保護が図れない部分については本調査を

実施することとなった。

また、年度を重ねるごとに開発する範囲が若千増加し

たが、増加分についてはその都度国庫補助事業による試

掘確認調査で対応したことを付記しておく。

第 2節 調査の概要 と調査体制

①平成 11年度試掘調査

試掘調査の対象範囲は学校法人山梨学院が川田運動場

として当初計画していた範囲、すなわち甲府市川田町字

亀田 153番地外 33筆、同町字久保田 180番地外 23筆、

同町字北村 334番地外 5筆、同町字北田 317番地外 3筆、

甲府市和戸町宇桜井畑 1256番 3外 25筆、同町字人枚畑

1235番地の以上 95筆 を調査姑象として行った。

試掘調査の体制は、甲府市教育委員会に調査事務局を

設置して行った。また調査員として有能な人材を広 く公

募した結果、多数の応募がありその中で 3名 を調査員と

して臨時的に採用 した。甲府市教育委員会の文化財主事

を調査担当者とし、新規に採用した調査員 3名が専属で

試掘調査にあたった。

②平成 13年度試掘調査

平成 13年度試掘調査は、甲府市川田町字亀田 11番地

および、同町字久保田200-1番地を対象 とした。調査対

象地の中央に2m幅で トレンチを設定し、さらに南側に

2条 トレンチを直行するよう設定した。

試掘調査は国庫補助事業の範囲の試掘確認調査として、

甲府市教育委員会が実施した。

③平成 15年度試掘調査

平成 15年 度試掘調査は、甲府市川田町字亀田 143呑

地を封象 とした。調査対象地に2× 3m、 2× 2mの試

掘調査グリッドを2箇所設定し調査を実施した。

試掘調査は国庫補助事業の範囲の試掘確認調査として、

甲府市教育委員会が実施した。

①平成 11～ 12年度本調査

平成 11～ 12年度本調査の範囲は、甲府市和戸町字桜

井畑 1253番 3外 3筆、682∬ を本調査の対象地とした。

また、山梨学院川田運動場の進入道路敷設に伴い、個人

住宅が移転する予定地 (甲府市和戸町字桜井畑 1256番 1)

の試掘調査を併せて実施 した。

平成 11～ 12年度本調査の体制も、試掘調査に引き続

き甲府市教育委員会に調査事務局を設置して行った。

③平成 13～ 刊6年度本調査

平成 13年度本調査は、国道 411号線から運動場への

進入路部分、運動場外周路の一部 (甲府市和戸町字桜井

畑地内)お よび運動場建設に伴 うJR東日本の鉄碁移設

予定地にあたる部分を調査対象地とした。

平成 14年 度本調査は、運動場の外周道路の西側入口

から南辺にあたる部分 (甲府市和戸町宇桜井畑地内)を

調査対象地とした。

平成 15年度本調査は、運動場の外周道路のうち南東

から北辺にあたる部分 (川 田町字亀田、同町字久保田地

内)を調査対象地とした。

平成 16年度本調査は、運動場外周道路のうち北辺部

第 I章 調査の経緯と概要
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分と新規設定鉄塔移設予定地部分 (甲 府市川田町字亀田   事務局 五味芳子 (山梨文化財研究所事務主任)

地内)を 調査封象地とした。              【平成 14年度川田遺跡群調査指導委員会】

平成 13～ 16年度本調査の体制は、甲府市教育委員会   委 員 長 谷日一夫  (学識経験者)

と川田遺跡群発掘調査回の 2つの団体が、それぞれに調   副委員長 権名慎太郎 (学識経験者)

査事務局を設置して調査を行った。             委  員 十菱駿武  (学識経験者)

小林健二

【平成 13年度川田遺跡群発掘調査団組織】               (山 梨県教育委員会学術文化財課)

団  長 萩原三雄 (山梨文化財研究所所長)           中込 功

副 団 長 鈴木 稔                         (甲 府市教育委員会文化芸術課)

(山梨文化財研究所保存科学研究室室長)         信藤祐仁

調査担当 平塚洋一 (甲 府市教育委員会文化芸術課)         (甲 府市教育委員会文化芸術課)

平野 修 (山梨文化財研究所研究員)          萩原三雄  (山梨文化財研究所)

調 査 員 森原智恵子 (山梨文化財研究所研究助手)        鈴木 稔  (山梨文化財研究所)

事 務 局 五味芳子 (山梨文化財研究所事務主任)         川手千興  (山梨学院)

小泉美津夫 (山梨学院)

〔平成 13年度川田遺跡群調査指導委員会】         事 務 局 五味芳子  (山梨文化財研究所)

委 員 長 谷ロー夫  (学識経験者)

副委員長 椎名慎太郎 (学識経験者)         【平成 15年度甲府市教育委員会調査組織】

委  員 十菱駿武  (学識経験者)         教 育 長     角田智重

小林健二                  教育部部長     中澤正治

(山梨県教育委員会学術文化財課)      教育部次長     渡辺卓信

目黒 秀 (甲府市教育委員会文化芸術課)   文化芸術課課長   中込 功

信藤祐仁 (甲府市教育委員会文化芸術課)   文化芸術課係長   信藤祐仁

萩原三雄 (調査団/山梨文化財研究所)    文化芸術課事務主任 平塚洋一 (調査担当)

鈴木 稔 (調査団/山梨文化財研究所)    文化芸術課事務吏員 松尾裕美子

川手千興 (事業者/山梨学院)

小泉美津夫 (事業者/山梨学院)      〔平成 15年度川田遺跡群発掘調査団組織】

事 務 局 五味芳子 (山梨文化財研究所)        団 長 萩原三雄 (山梨文化財研究所所長)

副団長 鈴木 稔

【平成 14年度甲府市教育委員会調査組織】              (山 梨文化財研究所保存科学研究室室長)

教 育 長     角田智重             調査員 平野 修

教育部部長     有泉正仁                  (山 梨文化財研究所研究員/調査担当)

教育部次長     渡辺卓信             事務局 五味芳子 (山梨文化財研究所事務主任)

文化芸術課課長   中込 功

文化芸術課係長   数野雅彦            【平成 15年度川田遺跡群調査指導委員会】

文化芸術課係長   信藤祐仁             委 員 長 谷ロー夫  (学識経験者)

文化芸術課事務主任 平塚洋一 (調査担当)       副委員長 権名慎太郎 (学識経験者)

文化芸術課事務吏員 松尾裕美子            委  員 十菱駿武  (学識経験者)

吉岡弘樹

【平成 14年度川田遺跡群発掘調査団組織】               (山 梨県教育委員会学術文化財課)

団 長 萩原三雄 (山梨文化財研究所所長)            中込 功

副団長 鈴木 稔                         (甲 府市教育委員会文化芸術課)

(山梨文化財研究所録存科学研究室室長)         信藤祐仁

調査貝 平野 修                         (甲 府市教育委員会文化芸術課)

(山梨文化財研究所研究員/調査担当)          萩原三雄  (山梨文化財研究所)

調査員 森原智恵子 (山梨文化財研究所研究助手)         鈴木 稔  (山梨文化財研究所)
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川手千興  (山梨学院)                小泉美津夫 (山梨学院)

小泉美津夫  (山梨学院)          事 務 局 五味芳子  (山梨文化財研究所)

事 務 局 五味芳子 (山梨文化財研究所)      ⑥平成 17年度本調査の体制

平成 17年度本調査は、新たに建設の決定した野球場

【平成 16年度甲府市教育委員会調査組織】        に付随する照明設置場所を調査汁象地とした。調査は川

教 育 長     角田智重            田遺跡群発掘調査団が受託し、調査事務局も調査団に設

教育部部長     中澤正治            置して本調査を実施した。

教育部次長     向山公文

文化芸術課課長   中込 功            【平成 17年度川田遺跡群発掘調査団組織】

文化芸術課係長   信藤祐仁             団  長 萩原三雄 (山梨文化財研究所所長)

文化芸術課事務主任 市川明美             副 団 長 鈴木 稔

文化芸術課事務主任 平塚洋一 (調査担当)             (山 梨文化財研究所保存科学研究室室長)

調 査 員 平野 修

【平成 16年度川田遺跡群発掘調査団組織】               (山 梨文化財研究所研究員/調査担当)

団 長 萩原三雄 (山梨文化財研究所所長)       事 務 局 五味芳子 (山梨文化財研究所事務主任)

副団長 鈴木 稔

(山梨文化財研究所保存科学研究室室長)   【平成 17年度川田遺跡群調査指導委員会】

調査員 平野 修                   委 員 長 谷ロー夫  (学識経験者)

(山梨文化財研究所研究員/調査担当)    副委員長 椎名慎太郎 (学識経験者)

事務局 五味芳子 (山梨文化財研究所事務主任)     委  員 十菱駿武  (学識経験者)

高野玄明

【平成 16年度川田遺跡群調査指導委員会】               (山 梨県教育委員会学術文化財課)

委 員 長 谷ロー夫  (学識経験者)               野代幸和

副委員長 椎名慎太郎 (学識経験者)                (山 梨県教育委員会学術文化財課)

委  員 十菱駿武  (学識経験者)               原  正邦

吉岡弘樹                        (甲 府市教育委員会文化芸術課)

(山梨県教育委員会学術文化財課)         信藤祐仁

中込 功                         (甲 府市教育委員会文化スポーツ課)

(甲府市教育委員会文化芸術課)          萩原三雄  (山梨文化財研究所)

信藤祐仁                       鈴木 稔  (山梨文化財研究所)

(甲府市教育委員会文化芸術課)          川手千興  (山梨学院)

荻原三雄  (山梨文化財研究所)           小泉美津夫 (山梨学院)

鈴木 稔  (山梨文化財研究所)      事 務 局 五味芳子  (山梨文化財研究所)

川手千興  (山梨学院)
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第 1節 地 理 的環 境

山梨学院川田運動場遺跡群が所在する甲府市東部地域

は、甲府盆地北縁部の十郎川が形成した扇状地に位置す

る。扇状地の北に横たわる大蔵経寺山・八人山は奥秩父

の山塊に連なる。大蔵経寺山と人人山の間に流れを発す

る大山沢川は支流と合流し十郎川となり、濁川、平等川、

笛吹川と合流 し、やがて富士川と名前をかえて大平洋に

注 ぐ。甲府市東部地域のうち横根町・桜井町 。川田町・

和戸町の4町は明治 8年 (1875)に合併 し甲運村 となり、

昭和 29年 (1954)イこ甲府市と合併する。「甲運」の地名

は青梅街道・甲州街道等に沿い交通・運輸の要衝 となっ

ていることから名付けられたとされている。また陸上交

通だけでなく、笛吹川を介 した水上交通も活発に利用さ

れたことも想定される。

現在はほぼ平坦にみえる地形であるが、旧笛吹川の1可

道が縦断し、調査区内は氾濫による堆積と侵食を繰 り返

したことが確認されている。そのため、調査区内に微高

地と旧河道が入 り組み、そのうちの微高地に遺跡が展開

している。

第 2節 歴 史 的 環境

縄文時代の遺跡は、人人山から大蔵経寺山の山裾に分

布するものの、その密度はあまり濃いものではない。続

く弥生時代でも土器片が出上しているが、顕著な遺跡は

確認されていない。しかし、古墳時代以降になると集落

が継続的に営まれ、造墓活動、生産活動も盛んに行われ

るようになる。山梨学院川田運動場遺跡群も含まれる桜

井畑遺跡では、古墳時代前期初頭に位置付けられる方形

周溝墓群が確認されている。 1辺の長さが 30mを超え

るものを筆頭に3基が確認されている。 5世紀から7世

紀にかけて山裾から山腹にかけての標高が比較的高い地

域に積石塚古墳群が所在している。その数は確認されて

いるもので甲府市に 144基、笛吹市に 30基 (旧石和町

に 16基、旧春 日居町に 14基)あ る。標高 290m付近を

境により高地に積石塚古墳、より低地に盛土墳が分布す

る傾向がある。盛土墳は、甲府市横根町地内に3基 (横

根山田古墳、村内 1号墳、同 2号墳 )、 和戸町地内に4

基 (在原塚、琵琶塚古墳、藤塚古墳、太神さん塚古墳 )

が確認できる。

古墳時代末の遺跡では、山梨学院川田運動場遺跡群の

北側に隣接する川田瓦窯跡がある。笛吹市春日居町に所

在する寺本廃寺に瓦を供給したと想定されている。寺本

廃寺は法起寺式伽藍配置をもち、山梨郡に居住した豪族

第Ⅱ章 遺跡の環境

の氏寺と推定される。川田瓦窯跡で使用された瓦の範型

は、約 60m西方に所在する上土器瓦窯跡で改危され使

用されたことが判明している。また lkm北西に所在す

る東畑遺跡の調査では、古墳時代後期 と平安時代の集落

跡が発見された。平安時代の竪穴建物跡から像高約 12

cmの小金銅仏が出土している。この金銅仏は観音菩薩立

像で与願・施無畏印を結び、製作時期はおよそ 7世紀末

から8世紀初頭と推測される。製作について渡来人が関

与した可能性も推測されている。

奈良時代 。平安時代に移行 しても集落は連綿 と続き、

前出の桜井畑遺跡では竪穴建物跡とともに掘立柱建物跡

が検出されている。緑釉陶器や琥珀製小玉など一般の集

落からは出土しないものも出土している。小形瓦を使用

した村堂施設と想定される建物跡が検出され、「寺」の

墨書がある土器も出土していることなどから、 8世紀末

から9世紀前半代にかけての仏教関連施設の存在を想起

させる。また更に南に所在する外中代遺跡からは平安時

代の集落跡が確認され、土器の器面を調整する技法であ

る「暗文」により、鳥や花を描いたような土器が出土し

ている。この土器の絵のモチーフは仏教思想の「花喰鳥」

ともいわれている。

本遺跡群西方 200mの地点には、平安時代の土師器、

主に郭や皿を生産したと考えられる大坪遺跡がある。大

坪遺跡からは大量に郭・皿系の上器が出土すること、未

焼成の土器が出土していること、土器を焼いた窯跡とみ

られる土坑が検出されているなどの点から、土師器を生

産した遺跡だと考えられている。昭和 57年 (1982)の

調査では、「甲斐国山梨郡表門」と刻書 された土器が出

土し、現在の和戸町の地名が『倭名類衆抄』に記載され

た表門郷の遺称であることが有力視 されている。平成

12年 (2000)の 調査では瓦塔や腰帯具なども出土して

いる。

北西にある久保田 。道々芽木遺跡において、平安時代

の竪穴建物群から大量の土器とともに、金銅製の海老錠

が出土している。また、北西の上土器遺跡では甲斐国分

寺の瓦を生産している。北東にある大蔵経寺山の南麓に

は物部神社が鎮座し、『廷喜式』神名帳に記載されるの

が当社であるとされる。

中世には戦国の雄、武田信玄の父親で、具雄として語

られることの多い武田信虎の居館である川田館跡が東に

隣接する。川田館の成立は武田信虎の祖父にあたる武田

信昌が築いたとされ、信虎が永正 16年 (1519)に 瑯閲ヶ

崎館 (現在の武田神社)に館を遷すまで、甲斐国の統治
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の中心であった。調査区―内にも「舞台」などの伝承地名  た地域であるため、交通の要衝―としての役割を1果たした

残ヽり、一言が中世の城下町の一部を形成していたと想  ことも想1定できる。

定できる。                        前述した.川田館の地には寛保三年 (1743)か ら宝暦9

現在の国道41号線とされている道路は、1近世に五街  年 l17591ま での間t'1「H陣屋がおかれ、柳沢吉保|・ 吉

道の一つ「甲州道中」(甲州衡道)と し,て整備された道  里による統治から、それ以降の幕府による城番制統治へ

である。江戸と甲斐目の間を文物が往来したことが窺え  の通渡期の|一翼を担った。

る.。 また、「荻父街道」。「青梅街道」として整備された

道路が現在の国道140号線であり、こちらも甲州街道の  【註】

裏街道 として利用があつた。この二つの行道にはさまれ   1)西 ―川新次12000「彫刻概説」F山梨県史』文化財編
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第 1節  甲府市教育委 員会 による

平成10～ 11年度の試掘調査の概要と成果

計画された運動場予定地に対し、縦軸を地図上の南北・

横軸を地図上の東西として20mピ ッチで方眼を設定し

た。そして、40mお きに2mの幅の トレンチを設定し

調査を開始した。しかし、工事施工業者より工事計画と

の対比が難しいとの指摘があり、南北軸を約 10度東に

振り、計画進入路の軸と調査 トレンチの軸を合わせて再

設定し、調査を実施した。なお、方眼の起点を南西隅とし、

東に向って A・ BoC―、北に向って 1。 2。 3・
中と増え

るよう設定した。 トレンチはH区画設定し、進入道路

部分をトレンチ 1と し、西からトレンチ 2・ トレンチ 3・

…として東の飛び地部分にトレンチ 11を 設定した。ま

た、各方眼 (グ リッド)の呼称は南西隅の杭名称をとり、

「トレンチl A-1グ リッド」とのように呼称した。

また、調査の結果により盛土を施して極力保存に努め

ることも選択肢にあったため、埋蔵文化財の存在を確認

することを目的として試掘調査を実施した。そのため、

プランを確認したが掘削までしなかった遺構も多数あ

る。

〔トレンチ 1】

進入路に設定した トレンチである。G-4～ 9グ リッ

ドに設定した。古墳時代から平安時代にかけての上器が

G-8・ 9グ リッドにかけて多 く出土 した。遺構は地表

下 30～ 40 clllで確認できた。奈良時代から平安時代にか

けてのものが多 く、郭・奏・蓋など日常什器に使用する

ものがある。また、黒笹 90号窯期の灰釉陶器も出上し

ている。

試掘調査の結果、埋蔵文化財が濃密に分布することが

確認されたため本調査となった。本調査の成果について

詳細は後述する。

〔トレンチ 2】

運動場予定地の中で最も西に設定 した トレンチであ

る。(C-9～ 15グ リッド)平安時代の土器がC-9グ リッ

ドからまとまって出土している。C-9グ リッドでは郭

が 3枚重ねられた状態で出土している (写真図版参照)。

上から48、 47、 50で ある。竪穴建物跡で確認されたも

のではないため、日常什器の収納としたものではなく祭

祀的な意図をもって埋納されたものだと思われる。

この地区についても平成 13年度に本調査を実施して、

北東から南東に向かって流れた溝跡が検出されている。

【トレンチ 3】

E-9～ 14グ リッドに設定 した。3ト レンチではほ

ぼ全面にわたって地表から約 60 cmの 深さで、遺構・遺

物が確認された。出土遺物の多 くは平安時代の上師質土

器である。

また、遺構面が複数あるかどうかを確認するため、E一

16グ リッドに部分的にサブ トレンチを設定し、地表か

ら約 2.5m下 層まで掘 り下げ調査をおこなった。

その結果、地表から 60 clllの深さからは溝状遺構が確認

でき、平安時代の土器片が出土 した。さらに地表から

150～ 185 clllの 深さに堆積する褐灰色礫混砂層から古墳

時代初頭に位置付けられる土器が多量に出土した。

このことから、川田運動場予定地点には平安時代の文化

層と古墳時代初頭の文化層の少なくとも2面が存在する

ことが確認できた。

【トレンチ4】

G-9～ 16グ リッドに設定した。4ト レンチにおい

てもほぼ全面にわたって地表から30～ 40 cmの 深さで、

溝状遺構や土羨状の遺構が確認された。G-12～ 15グ

リッドにかけての標高 264.7m付近の、比較的高い位置

から遺構・遺物が確認されている。出土遺物は古墳時代

から平安時代にかけてのものが出土している。

【トレンチ5】

I-9～ 17グ リッドに設定 した。 トレンチ 5の I―

15。 16グ リッドおよび トレンチ 6の K-15。 16グ リッ

ドが所在する甲府市川田町 168-1番地は、地元の人々に

よると「エンコウ (円光力P)」 という寺院があったとい

われる。「円光」についての詳細な考察は後述するが、

この地点は周囲に比べやや高いということと、五輪塔の

空風輪が 2個体分表面採集できたことは、寺院址の存在

を窺わせるものであった。

I-9～ 12グ リッドにかけては、表土より下層にはシ

ル ト質の上が堆積 し、地表からlmよ り下層では砂と礫

が混ざった砂利層が堆積 している。旧笛吹)||の 流域と考

えられる。遺構は検出できないが、平安時代の所産と思

われる土師質土器片が散発的に出土する。

I-13・ 14グ リッドにかけては焼土をともなう土娠状

の遺構や黒褐色の落ち込みが複数確認できたため、竪穴

建物跡が複数棟存在するものと思われる。また平安時代

の土師質土器がまとまって出土している。

【トレンチ6】

K-9～ 16グ リッドに設定した。K-9～ 11グ リッ

ドにかけても、 トレンチ 5と 同様に表土より下層ではシ

ルト質、それより下層では砂と礫の混じった砂利層とな

り、旧笛吹川だったことが想定できる。また、出土遺物

第Ⅲ章 検出された遺構と遺物
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もトレンチ 5と 同様に散発的に出土する。なかでもK
-11グ リッドに設定したサブ トレンチの深堀部分から

破片資料であるが墨書土器が出土 している。 (掲載番号

121)

K-12と K-13グ リッドの境付近では、そこから

南側に向かって自然地形で傾斜する様子が看取できた。

そのため K-13グ リッドより北側に微高地が展開し、

遺構がまとまって検出できた。

K-13グ リッドでは溝跡や土鍍跡 と思われる遺構が

まとまって検出されている。また、地表から40 cmほ ど

下層から古墳時代後期の土器がまとまって出土 してい

る。

K-14グ リッドに設定したサブ トレンチでは溝状遺

構が検出され、溝の中から五輪塔の空風輪が 3個体分ま

とまって出土している。

K-15。 16グ リッドは、中世から近世にかけての遺構・

遺物が検出できた。調査の結果、K-15～ 17グ リッ

ドにかけては中世の所産と思われるかわらけがややまと

まって出土している。

【トレンチ 7】

M-9～ 19グ リッドに設定した。M-9～ 12グ リッ

ドの間は旧笛吹川の流域であると思われ、シル ト質の上

が堆積 し、遺物の出土も散浸であった。

M-15。 16グ リッドにかけては、表土を除去した地

表から約 30 cmの 深さから古墳時代前期の土器がかなり

多量に溝状にまとまって出土した。遺構確認を目的とし

た試掘調査であったので、精査 して出土した土器のみを

回収する予定だったが、大型の土器が多量に出土するた

め、この溝のみ 1号溝として試掘 トレンチの範囲内で完

全に掘 り上げることとした。

(刊 号溝〉 (規模・構造)確認面での幅は 120～ 140 cm、

確認面からの深さは 76 cm。 断面の形状はほぼ逆三角形

の薬研堀であった。主軸は E-30° 一S(東西方向で

南に 30° 振れる)。 (出 土遺物)掲載番号 167～ 200で

古墳時代前期の土器がほとんどを占める。198'1991ま

土錘の可能性もあるミニチュアの上製品である。199は

上部を欠損するものの、上から下まで串状の工具で穿孔

され、さらにくびれ部分で交差するように横から同様の

工具で穿子とされている。

溝からほぼ完形の土器が多数出土することから、水路

としての機能以外に、祭祀や供献的な意味合いが強いこ

とがよくわかる。ただし、断面形状やその規模から方形

周溝墓とは異なる性格を想定している。

M-17～ 19グ リッドにかけても溝状遺構や、竪穴

建物跡とおもわれる落ち込みが確認できた。出土遺物は

平安時代から中世にかけての上器が出土している。

【トレンチ8】

O-12～ 19グ リッドに設定した。O-12・ 13グ リッ

ドにかけても旧笛吹川の流域だったものと思われ、遺構

は確認できない。また遺物の出土状況も散漫である。

O-14～ 17グ リッドにかけては、溝状遺構や竪穴建

物跡と思われる落ち込みが確認できた。出土遺物はあま

り多 くないものの平安時代の土器が出土している。

トレンチ 8の O-18。 19グ リッドからトレンチ 9の

Q-18。 19に かけての甲府市川田町 181、 182番地は、

昭和 63年 に甲府市史編纂の一環として実施された川田

館跡の発掘調査および周辺の聞き取 り調査により、地元

の人々からは「昇台」と呼ばれていることが確認されて

いる。これも武田信虎により形成された中世の城下町の

遺称だと考えられる。そのため、中世の遺構 。遺物が多

く検出されることを予想していた。しかし、人工的な遺

構・遺物は多 くは検出できなかった。O-19グリッド

では自然流路、もしくは埋没谷と思われるものが東西方

向に流れていた痕跡を確認できた。

〔ドレンチ9】

Q-12～ 20グ リッドに設定した。Q-12・ 13グ リッ

ドにかけては東西方向に伸びる溝状遺構が検出できた。

また N-50° 一W(南 北方向か ら西に 50度振れる)

方向の主軸をもつ、長径 40 cm程度の石を敷き詰めた道

路状遺構が検出できた。

Q-14グ リッドでは旧笛吹川の川岸 (おそらく左岸)

に相当すると思われる推積土層の差異が検出できた。検

出した川の南側では安定した土壌が形勢されたことがわ

かる。Q-12・ 13グ リッドでは平安時代を中心とした

土器が出上している。またこれより南側に展開して集落

を営んだものが桜井畑遺跡となるものと思われる。

Q-14～ 19グ リッドの途中までは旧笛吹,IIの 流域に

入るものと思われる。

【トレンチ 10】

運動場予定地本体の東端に設定した トレンチである。

S-12～ 17グ リッドに設定 した。S-12～ 15グ リッ

ドまでは旧笛吹川の南側に位置する。調査時の標高も

266.5mを 測 り、調査対象地の中でも標高が高い一帯 と

なる。古墳時代前期から平安時代までの土器がまとまっ

て出土している。

笛吹市春日居町寺本にある寺本廃寺の屋根に葺いた瓦

を生産した川田瓦窯跡が、今回の調査範囲に隣接 してい

る。窯の操業年代は白鳳時代 (7世紀後半)と 推定され

ている。分布調査か らQ-20。 21。 22、 R-20。 21・

22、 S-20。 21・ 22グ リッドにかけて存在するものと

考えられている。今回調査したどの トレンチからも布目

瓦が出土しているが、この瓦窯跡で生産されたものだと
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思われる。瓦がまとまって出土するのではなく散発的に

出土することから、屋根に葺 く目的ではなく転用した形

で利用されたものであろう。

rト レンチ11】

東にある飛び地に設定した トレンチで、W-18～ 20

グリッドに設定した。現地は武田信虎の居館跡である川

田館跡として想定している範囲のすぐ西側で、現在は南

には寿徳院の墓地が展開し、東には二宮大明神が鎮座す

る。

二宮大明神から東へ 70m、 南へ 45mの範囲は、郵閲

が崎の武田氏館 (甲 府市古府中町)へ移転するまで、武

田信虎が居館を構えた場所と推定されている。

W-18と W-19グ リッドの境付近では、地表から

深さ約 40 cmの 地層で、約 3mの 幅で東西方向に長径約

40 cm程度の石がまとまって検出できた。石は角が九い

ものが多く、川原石と思われる。石と石の間は比較的緩

やかに土が詰まっている様子が窺え、石垣や石塁といっ

た性格ではないように感じられた。

出土遺物は中世のかわらけがある。また、表面採集遺

物ではあるが、宝医印塔の台座がある。

試掘調査のまとめ一出土遺物 を中心に

【縄文時代】

この地域で縄文時代の遺構・遺物が検出されること

は非常に珍しい。86は トレンチ 3E-16グ リッド、169

は トレンチ7M-15グ リッドの SD lか ら出土してい

る。どちらも縄文時代後期末葉の所産と思われる。破片

資料であり、出土した量も非常にわずかであるが、現在

では低平で狩猟 。採集生活には不向きと感じられるこの

地域でも、縄文時代に人々が生活していた足跡を残すも

のであり、重要である。

〔弥生時代】

この地域で弥生時代の遺構 。遺物も多 くは検出されて

いない。弥生時代を前期・中期・後期と大まかに三分した

場合、前期 。中期にかけてはほとんど出土遺物も知られ

ていない。ところが後期末葉から古墳時代の初頭になる

と、出土遺物が爆発的に増加する。

中部高地系の特色を持った土器が主体を占めるものの、

東部東海系の特色を持った土器も混在する様相を呈す

る。特に トレンチ 3E-16グ リッドに設定したサブ ト

レンチ下層と、 トレンチ 7M-16グ リッドで検出した

1号溝からは弥生時代後期から古墳時代初頭の土器がま

とまって出土している。S字状口縁台付奏が出土してい

ることから、時代区分上は古墳時代初頭になるものの一

括出土の良好な資料となろう。

〔古墳時代前期】

古墳時代に入ると周辺地域でも遺構・遺物が多 く検出

されている。今回の調査では古墳時代初頭の土器が多 く

出土 している。 トレンチ 3E-16グ リッドに設定 した

サブ トレンチ下層から出上 した 67、 68、 69は 頸部に横

方向のハケロを持つ比較的古式様相をもった S字状 口

縁台付奏である。

【古墳時代中期】

古墳時代中期はこの地点の土地利用がやや停滞 した時

代 といえる。この時代に該当する土器は、K-14グ リッ

ドとS-13グ リッドか らややまとまって出土 している。

256は 14・ 部に穿孔を持った高杯だと思われる。

〔古墳時代後期】

古墳時代後期もこの地においてはあまり活発な時代と

はいえない。前代に引き続きK-14グリッドからまと

まって出土が確認できている。2271よ脚部に多角的な面

取りが施された高杯である。

【自鳳時代 (古墳時代末)～奈良時代】

白鳳時代には調査区に隣接する川田瓦窯跡で瓦を焼成

している。調査地内において瓦葺きの建物跡の検出はさ

れていないものの、どのトレンチからも瓦は散発的に出

土している。これは屋根材としてではなく、転用して利

用したことが想定できる。

【奈良時代】

8世紀になるとこの地域での活動が活発になったと思

われ、土器 も多 く出上 している。特に E-12、 G-9、

G-12グ リッドで集中する傾向がある。周囲には条里

型地割 りが残 り、条里制の施行により新規に田地を開墾

した人々の集落域なのかもしれない。

【平安時代前期】

平安時代前期も奈良時代に引き続き人々の活動は活発

だったと思われ、土器も多 く出土している。G-8'9、
I-12。 13グ リッドで比較的まとまって出土している。

土器の種別も必や甕な日常生活にかかせない食膳具や煮

炊具が出土していることから、生活していたことを裏付

ける。

【平安時代後期】

平安時代後期も前代に引き続き活発に活動していたと

思われる。G-8・ 9グ リッドでまとまって出土している。

出土した土器の種別も食膳具・煮炊具ともにあり生活を

営んでいたことを裏付ける。

奈良時代 。平安時代をとおして G-8・ 9グ リッドを

中心に土器が多 く出土している。

【中 世】

K-16。 17、 M-17～ 19グ リッ ドで土器・陶磁器

がまとまって出土 している。また、K-12・ 13グ リッ

ドでは五輪塔が出土 している。出土 しているかわ らけに
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はススや油煙が付着 していることから灯明皿に使用さ

れたものと考えられる。

K-12。 13グ リッドから五輪塔が出土 していること

は次節でのべるとお り寺院が所在 した可能性を示唆す

るものである。

W-20グ リッドでは宝医印塔の台座が表面採集でき

た。

「エンコウ」について

甲府市川田町字亀田地内に、地元の人々が「エンコウ」

と呼ぶ地区がある。その土地は、昔エンコウという寺院

が所在 したため、「エンコウ」とよんでいるという。江

戸時代後期に編纂された『甲斐国志』に掲載される寺院

名で「エンコウ」を冠するものは、瑞岩山円光院 (甲府

市岩窪町)、 長養山円光寺 (南 巨摩郡身廷町八日市場)、

覚性山円光寺 (山梨市柚日)、 関行山円光寺 (中央市関

原)、 円光院 (山梨市後屋敷)、 円光院 (甲府市善光寺の

塔頭)、 円光庵 (南巨摩郡身延町丸滝)、 円光庵 (南巨摩

郡身廷町久遠寺の塔頭)、 円光坊 (甲府市遠光寺の碁頭)

の9ヶ 寺がある。

まずそれぞれの「円光」寺について、『甲斐国志』に

は甲府市川田町と関連する由緒がみつけられなかった

ため、結びつけることは困難だと思われる。

甲府市川田町は第Ⅱ章遺跡の環境で前述 したとお り、

武田信虎の時代に城下町を形成していた地域である。瑞

岩山円光院は武田信玄正室の三条夫人の廟所があるな

ど、武田氏との関係が深 く、府中五山のひとつに列せら

れたことから最も可能性が高いと思われた。ところが円

光院の前身は笛吹市小石和地域に所在 した成就院であ

り、永禄年間 (1558～ 1570)に信玄の命により現在の

場所に移転 し、また寺号を改めたことがわかる。このこ

とから、円光院の可能性も薄れたものと思われた。

F甲斐国志』によると、円光院の所領について林部 (現

笛吹市一官町東原周辺 ?)と 石和の屋敷を合わせて 18

貫という記述がある!ま た、慶長6年 (1602)に 編纂さ

れた万力筋河田郷屋敷御縄打水帳の項目中に、「十二間

一二十四間 屋敷 三百八十人坪 国光院」とある!こ

の記述から川田町に「円光院」という寺院が存在したこ

とが裏付けられた。

『甲斐国志』にある円光院の石和分の所領と『西山梨

郡志』の記述をあわせて考察すると、武田信玄が円光院

の所領として、川田館跡の周辺の土地を与えた可能性も

考えられる。
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第 2節 甲府市教育委員会による

平成11年度調査
進入路予定地 (和戸町1253‐ 3、 1254-2、 1256-3、 1258-2地

点)の本調査および個人住宅移転予定地 (和戸町 1256-1

地点)の調査である。当年度調査における進入路予定地

は、後述する平成 13年度第 1次調査区と、平成 14年度

第 2次調査区の中間にあたり、計画された進入路の同一

線上にある。

運動場への進入路 にあたる和戸町 1253-1、 1254-2、

1256-3、 1258-2地点と、進入路予定地から移転する個人

住宅の建設予定地の調査。lト レンチの試掘調査の結果、

古代から近世にかけての埋蔵文化財が確認されたため、

進入路部分については隣地との境界を2m残 し全面調査

とし、個人住宅移転予定地については2m幅の トレンチ

を設定し調査を実施 した。

進入路予定地について、地表から約 50 cmの 深さで、

直径約 30 clllの掘 り込みがびっしりと東西南北に規則的

に並列 し、掘立柱が整然 と立ち並ぶように看取できた。

そのため、調査当初は大型掘立柱建物と扱い調査をして

きた。しかし、調査地点は調査直前までブドウ畑に利用

されていたため、柱穴とみなした掘 り込みの多くがブ ド

ウ棚を支えるための支柱であったことに気付いたのは、

-15-



この 1次調査が半ばまで進んだ時点であった。そのため、

遺構 としての柱穴であるかブドウ棚の支柱による撹乱か

どうかの判断は、それぞれのセクション図と断面の写真

観察から行った。そのための誤差が若千あることは否め

ない。全体図の図面上では撹乱を点線白抜 きで表現 し、

遺構であると判断した場合、竪穴建物跡・溝跡を含め塗

りつぶして表示を区分している。

(1号竪穴建物跡〉

E-4・ 5お よび F-4・ 5グ リッドにまたがって所

在する。6号溝跡 と重複する。1辺が約 3.2m、 主軸方

向はほぼ南北方向。南東隅にカマ ドを持つ。遺構確認面

からの深さは約 25 cm。 出土遺物に置きカマ ド片 (10～

12)を はじめ、口唇部がやや玉縁状になる郭類が出土し

ている。

(1号清跡〉

G-3グ リッドに所在する。調査区の南端で検出され

た東西方向の溝である。調査区域の都合上溝跡を横断し

て断ち割ることができなかった。確認で きた範囲内で判

明したことを報告する。最大の深さは 25 cm、 最大の幅

は 130 cm。

出土遺物は高台部分が柱状になる必等 (13～ 15)が出

土 している。

(2号溝跡〉

G-4グ リッドに所在し、南北方向に主軸を持つ溝で

ある。その規模は幅約 70 clll、 長さ約 8m、 深さ 10 clllで

ある。出土遺物に破片資料であるが近世の奏がある。

(3号溝跡〉

G-4グ リッドに所在し、2号溝にほぼ直角に交わる

溝である。調査区域外に溝が延長するため、確認できた

範囲内での最大幅は約 50 cm、 深さは 20 cm。

(4号溝跡〉

G-4グ リッドに所在し、11・ 12号溝と重複関係に

ある。南北方向に主軸を持つ。溝の東岸が調査区域外に

かかる。確認できた範囲での最大幅は約 50 cm、 である。

出土遺物に破片資料であるが中世の内耳鋼・近世の鉢が

ある。

(5号溝跡〉

G-4グ リッドに所在し、ゆるくS字状にカーブする

浅い溝状遺構である。最大幅は約 60 cm、 深さは約 15 cm

の規模である。

(6号溝跡〉

F-4グ リッドに所在し、1号竪穴・8号溝と重複関

係にある。ほぼ東西方向に主軸を持った溝である。幅

70～ 80 cm、 深さ約 35 clllの規模の溝である。出土遺物

は盤状郭 (21・ 22)が出土している。

(7号溝跡〉

G-4グ リッドに所在 し、12。 13。 14号溝 と重複関

係にある。ほぼ南北方向に主軸を持つ。大部分が調査区

域にのびるため、遺構の性格は不明である。

(8号溝跡〉

F-4グ リッドに所在 し、6号溝 と重複関係にある。

北東―南西方向に主軸をもつ溝である。幅約 50 clll、 地

表からの深さ約 50 cmで ある。出土遺物に平安時代のイ

(26)がある。

(9号溝跡)

F-4グ リッドに所在 し、北西一南東方向に主軸を持

ち、南北とも延長方向は調査区域外に伸びる。幅約 100

cm、 地表からの深さ 60 cIIlで ある。

(10号溝跡〉

F-4グ リッドに所在 し、北北東一南南西方向に主軸

を持つ。幅約 80 cm、 地表からの深さ 65 cmである。

(11号溝跡〉

G-4グ リッドに所在 し、北西―南東方向に主軸を持

つ。4・ 12号溝 と重複関係にある。南東側への延長方向

は調査区以外に伸びる。幅約 70 cm、 深さ約 40 cmで ある。

(12号溝跡〉

G-4・ 5グ リッドに所在 し、東西方向に主軸を持つ。4・

7・ m号溝と重複関係にある。東側への延長方向は調査

区以外に伸びる。幅 100～ 120 cm、 深さ約 20 cmで ある。

出土遺物に平安時代の郭 (27)がある。

(13号溝跡〉

G-5グ リッドに所在し、南北方向に主軸を持つ。7

号溝と重複関係にある。

(14号溝跡〉

G-5グ リッドに所在し、北西一南東方向に主軸を持

つ。7号溝と重複関係にある。西側の延長方向は調査区

域外に伸びる。幅約 40 cm、 深さ約 15 cm。

(15号溝跡〉

G-5グ リッドに所在し、17号溝と重複関係にある。

南北方向に主軸を持つ。幅約 60 cm、 深さ約 10 clll。

(16号溝跡〉

G-5グリッドに所在し、東西方向に主軸を持ち、西

側の延長方向は調査区域外に伸びる。幅約 80 cm、 深さ

約 40 cm。

(17号溝跡〉

G-5グ リッドに所在し、15・ 18。 20号溝と重複関

係にある。東西方向に主軸を持つ。東西方向に主軸を持

ち、東西とも廷長方向は調査区域外に伸びる。幅約 250

cm、 深さ約 115 cm。 出土遺物に中世から近世にかけての

捕鉢等 (28～ 34)がある。

(18号清跡〉

G-5グ リッドに所在し、17号溝と重複関係にある。
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ほぼ東西方向に主軸を持つ。東側の延長方向は調査区域

外に伸びる。幅約 30 cm、 深さ 5 cmの小規模な溝である。

(19号溝跡〉

G-5～ 6グリッドに所在する不連続な滞であり、20

号溝と重複関係にある。南北方向に主軸を持つ。幅 60

～ 120 cm、 深さ約 30 cm。 出土遺物に中世から近世にか

けての橋鉢 (41～ 45)や 内耳鍋 (38)、 外耳鍋 (39)等

がある。

(20号溝跡〉

G-5グリッドとG-6グリッドの間に所在する。隋判

と呼称しているが、堆積土が砂もしくは砂質土で構成さ

れることから自然流路だと思われる。東西方向に主軸を

持つ。最大幅 700 cm、 最大の深さが地表から約 100 cmで

ある。

(21号溝跡〉

G-6グ リッドに所在する東西方向の溝である。東側

の延長は調査区域外に延びる。幅約 100 cn、 深さ地表か

ら40 cmで ある。

(22号溝跡〉

G-7グ リッドに所在する東西方向の溝である。東西

とも延長方向は調査区域外に伸びる。幅130～ 180 cm、

深さ約 30 clllである。出土遺物に余良時代から平安時代

の椀 (58)や郭 (52～ 54)等が出土している。

(1号土境〉

G-4グ リッドに所在する。東西 120 cm、 南北 80 cm、

最大の深さ30 cmの 不正形の上壊である。

(2号土境〉

F-4グ リッドに所在する。南側半分は調査区域外と

なる。直径約 100 cm、 深さ約 40 cmの 規模である。

まとめ

調査区が所在する甲府市和戸町付近には 1辺 が約

100mの条里型地割が良く残されている。和戸という地

名は『倭名類衆抄』に記載される山梨郡表門 (う わと)

郷が転訛したことが明らかとなっている。718年 (養老2)

制定の養老律令では、50戸で 1郷 と規定していたため、

1戸あたり4人の構成だとしても200人規模の集落が存

在したことが想定できる。徴高地の緑に巡らされた水路

の存在から、この表門郷に居住した人々の水稲耕作に従

事した場所が、この周辺であったことは想像にかたくな

い。

第 3節 甲府市教育委員会による

平成 13年度試掘調査

川田町字亀田177番地。同町字久保田200‐ 1地点の調査

川田グラウンドに付設する駐車場として、埋蔵文化財

の有無を試掘・確認調査を、平成 13年 5月 14日 から6

月 4日 にかけて行った。

調査 トレンチを東西方向に 1本設定し、その両端に南

北の トレンチを設定し調査をおこなった。東西に設定し

たものをトレンチ 1、 南北に設定したもののうち、東側

のものをトレンチ 2、 西側のものをトレンチ 3と して試

掘調査を行った。

地表から約 50cm掘削したところで石を方形に組んだ

火葬墓が検出できた。また、地表から約 lmの深さから

埋没した旧河道が確認できた。

検出できた火葬墓は、1辺が約 60cmの ほぼ正方形に

石が組まれた状態で確認できた。掘 り込みは確認面から

約 36cm。 石組みは 1段で石の上に焼けた骨がまとまっ

て出土している。副葬品とみられるものは何 も検出でき

なかった。

埋没河道は、地表から約 lmの深さにおいて確認でき

た。検出した埋没河道は、平成 10年 に運動場全体に実

施した試掘調査で、旧笛吹川が北西から南西に向かって

流れていたことが確認できている。今回確認できた埋没

河道は、東から西へ流れていたことが想定され、先に確

認できた旧笛吹川の本流そのものではないが、旧笛吹川

の二支流ではないかと思われる。埋没河道の川岸付近か

らは馬と思われる哺乳類の臼歯が出土している。また遺

構に伴うものではないが、平安時代の上師質土器や灰釉

陶器が出土している。

また、埋没河道についてもその埋没時期等を調査する

ためにサブトレンチを設定し、確認面である堆積土の砂

質～シル ト質土をさらに掘削 した。地表か ら約 160cm

の深さで堆積土が青灰色の礫混じりの砂 (砂利)か ら、

硬 くしまった責褐色の礫層となる。

青灰色礫混砂層からは隣接する川田瓦窯跡で作成さ

れた瓦片が出土している。出土した瓦の多 くが甲斐国分

寺創建段階の瓦であることから、8世紀後半頃までこの

埋没河道が流路として機能していたことが推測できる。

第 4節 甲府市教育委員会による

平成15年度試掘調査
川田町 143番地地点の調査

川田グラウンドに付設する駐車場として、埋蔵文化財

の有無を試掘 。確認調査を平成 15年 4月 7日 から9日

にかけて行った。

グラウンドに隣接する駐車場建設を目的 とする開発

に先立って、試掘調査を実施した。開発計画では現況地

盤を削平するため、埋蔵文化財が地表からどれくらいの

深さで確認できるか、また、確認された埋蔵文化財発掘

の届出について文化財を保護するのであれば、どの深さ

まで掘削が可能なのかを確認する目的で試掘調査を実
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施した。

調査は2× 3mを グリッド1と し、2× 2mを グリッ

ド2と して試掘調査グリッドを2箇所設定し調査を行っ

た。

グリッド1は地表か ら65cm掘 削 したが、土器片が

出土するものの遺構の検出はできなかった。地表から

45cmま で耕作がおよび、それより下層は遺物の士出土

もほとんどなくなることから、自然堆積 と判断した。

グリッド2は地表から40cmま で掘削がおよぶものの、

小規模の竪穴の掘 り込みが検出できた。小竪穴の規模は、

1辺約 150cmで、確認面か らの深さは約 30cmで ある。

明瞭な床面は認められず、地山を掘削しただけで粘土等

をあらためて敷いた痕跡は確認できなかった。

出土遺物には奏等の貯蔵具とみられる土器の破片が多

く出土している。また、郭・高イ等の食膳兵に使用され

た土器も出上している。小さい破片のため掲載しなかっ

たが、鋼製品と見られるものも出土している。
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亮
日

縁
部

(1
80
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

Y灰
オ

ツ
ー

ノ
ク

灰
釉

陶
界

ト
レ
ン
チ

半
安

郵
や

や
密

(砂
粒

)
灰

白

土
師

器
ト
レ
ン
チ
10
-9

平
安

不
日
縁

～
底

部
(1
22
)

(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転

糸
切

り
痕
・

暗
文

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
(長

石
。
赤
色
粒

子
・
金
雲
母

)
1 
5Y
R橙

6/
8

土
師

器
ト
レ
ン
チ

G-
9

平
安

不
11
 6
,

(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

陪
支
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

(赤
色

粒
子

)
5Y
R 

瀬
舒
 7
/6

土
師
器

ト
レ
ン
チ
1併

9
平

安
不

日
縁

～
底
部

12
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

(石
英

・
赤
色
粒

子
)

2 
5Y
R橙

6/
8

土
日市

宅
;

ト
レ
ン
チ

G-
9

奉
ヨ
縁

都
(1
60
)

ナ
デ

語
5Y
R 

瀬
群
 6
/6

密
煮

梁
ト
レ
ン
チ

G-
9

邸
(1
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

語
N3
/0
暗

灰
色

土
師

器
21

ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

不
日
縁

～
体

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
Z 
bY
К

明
亦

褐
5/
6

土
師

器
ト
レ
ン
チ

G-
9

平
安

皿
口
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
語

(長
石

・
示

色
粒

子
・

金
室

母
)

2 
5Y
R 

布
争
 6
/8

十
師

熙
ト
レ
ン
チ

G-
9

不
口

縁
～

廣
部

(5
6)

ロ
ク

ロ
す
デ

酪
(赤

色
粒

子
)

5Y
R 

不争
 7
/8

J出
高

台

土
師

器
ト
レ
ン
チ
10
9

平
安

高
台

杯
口
縁

～
底

部
(9
4)

(4
6)

ロ
ク

ロ
ナ

ア
・

暗
X・

席
獣

″
ズ

i)
出

i意
台

餃
密

(金
雲

母
)

5Y
R橙

6/
8

土
師

器
ト
レ
ン
チ

G-
9

平
安

琳
(7
6)

や
や
密

(石
葵
・
長
石
・
示
色
粒

子
)

5Y
R 

瀬
争
 6
/6

土
師

器
ト
レ
ン
チ

1
G-
9

奈
良

不
口
縁

～
底

部
(1
24
)

42
(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

餃
密

(石
英
・
赤
色
粒

子
)

浅
東

橙

上
師

器
ト
レ
ン
チ

1
G-
9

奈
良

イ
日
縁

～
底

部
(1
08
)

(6
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
糸
切

り
痕
・

暗
文

密
(石

英
・
金

雲
母

)
「

5Y
R明

褐
5/
6

妬
煮

黒
レ
ン
チ
lG
9

平
安

七
付

高
台

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ロ
ク

ロ
ケ
ズ

,
否

(長
石

。
金

雲
母

。
小

石
)

OY
R灰

白
7/
1

土
師
器

ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

lT
N

氏
部

(7
0)

ラ
ナ
デ

密
aY
R明

赤
褐

5/
6

土
師
器

ト
レ
ン
チ
lG
9

古
墳

〓 至
口
縁

部
ナ
デ

や
や
粗

い
(石

英
・
長
石
・
砂
粒

)
WR
橙

6/
6

土
日巾

器
31

ト
レ
ン
チ

平
安

不
i注

“

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
,Y
R 

増
後
 6
/6

土
師

器
ト
レ
ン
チ

G-
9

古
増

苛
杯

本
部

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
)や

径
(砂

粒
)

5Y
R 
ね豊

 6
/8

上
師
器

ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

蓋
日
縁
部

ナ
デ

密
;Y
R 
4豊

 6
/6

土
師

器
ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

蓋
型 ミ ヽ

妹 マ

三 ノ
ナ
デ

啓
;Y
R 

増
& 
6/
6

十
師

器
ト
レ
ン
チ

平
貢

部
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

L
密

7 
5Y
R 

瀬
許
 7
/6

須
烹

器
レ
ン
チ

G-
9

半
口

縁
部

(2
60
)

10
YR
褐

灰
5/
1

上
師

器
ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

甕
日
縁

部
(3
78
)

ケヽ
ロ

や
や
粗

い
(石

英
。
長

石
・

金
雲
母

)

対
R鈍

い
赤

褐
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値
又
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現
存
値

成
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び
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整
技
法

胎
 

土
色
 

調
残
存
状

叛
備
  

考
番

号
口

径
器

高
底

径

土
師
器

ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

置
き
竃

本
部

ハ
ケ

ロ
・

輪
積
痕
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

YR
橙

6/
6

土
師

器
ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

�
屋
手

部
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

5Y
R 

狛色
 7
/6

須
恵
器

ト
レ
ン
チ
l 
G9

奈
良

不
日

縁
～

底
部

(1
36
)

(7
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

灰
白

須
烹

采
ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

壼
部

(1
16
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
火
欅

痕
10
YR
褐

灰
6/
1

須
恵

器
ト
レ
ン
チ
lG
9

奈
良

〓 エ
日

縁
都

ロ
ク

ロ
ナ
デ

〈  
D(
 4
/

陶
器

ト
レ
ン
チ
10
9

中
世

乗
燭

口
縁

～
底

部
(5
8)

42
41

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
鉄
釉
・
底
都
穿
孔

や
や

密
浅

貢
橙

灰
釉

陶
器

ト
レ
ン
チ
lG
9

平
安

苑
日
縁

～
体

部
徴

密
35
Y灰

自
7/
1

瓦
ト
レ
ン
チ
lG
9

平
瓦

ホ
面
縄

叩
き

目
や
や

粗
し

5Y
R鈍

い
橙

瓦
ト
レ
ン
チ
l 
G9

平
瓦

縦

６
０

68

０ ７

早 １
勺
面
布

日
・
外

面
縄

叩
き

目
や
や

粗
い

く石
天

・
長

石
・

赤
色

粒
子

F5
YR
橙

7/
6

土
師

器
ト
レ
ン
チ

2
平

安
外

日
縁

～
底

部
11
6

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

陪
支
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
磨

(石
真

・
岳

石
・

示
負

粒
子

)
」
5Y
R 

君舒
 6
/8

48
・

50
と

供
伴

し
て

出
土

土
師
器

ト
レ
ン
チ
2C
9

平
安

不
日
縁

～
底
部

11
0

黄
ナ
デ
・

暗
文
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
敏
密

(石
英

,長
石
・

赤
色
粒

子
)

2 
5Y
R橙

6/
8

7・
50
と

供
伴

し
て

出
上

土
師
器

ト
レ
ン
チ

2
C-
9

平
安

郵
日
縁

～
底
部

(1
66
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
破
密

(石
英
・
金
雲
母
・

赤
色
粒

子
)

「
5Y
R橙

7/
6

土
日巾

器
レ
ン
チ
2C
9

不
日

縁
～

底
矧
∫

13
4

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
2 
5Y
R 

湘
酢
 6
/8

47
・

48
μ

供
伴

し
て

出
十

土
師
器

ト
レ
ン
チ

2
平

安
羽

釜
日
縁

吉
ト

(2
22
)

ラ
ナ
デ

や
や
密

(石
英

。
長
石
・
金
雲
母

)

明
赤

褐

土
師

器
レ
ン
チ
2C
10

古
墳

器
台

応
部

～
脚

部
ラ
ナ
デ

餃
密

(石
英

・
金

雲
母

・
赤

色
粒

子
)

5Y
R橙

6/
6

土
製

品
ト
レ
ン
チ

2
C-
10

古
墳

ミ
ニ

ケ
ユ
/

縦 匈
槙 和

厚 ａ
密

(石
英
・

長
石

)
iY
R橙

6/
6

手
捏

土
師

器
レ
ン
チ
2C
12

不
口

縁
～

底
部

(1
08
)

(7
0)

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
乙

(赤
色

粒
子

)

'Y
R 

贈
豊
 7
/6

土
目巾

器
レ
ン
テ
3E
10

t】
卜

日
縁

～
底

部
17
 8
)

16
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
テ

酪
iY
R橙

7/
8

土
師

器
ト
レ
ン
チ

3
茶

良
甕

日
縁

部
(2
4 
0)

ナ
デ
・

ハ
ケ

ロ
や
や

粗
い

(石
英
・
長
石
・
金
雲
母

)

Ⅳ
R鈍

い
赤

褐
i/
4

須
恵

器
レ
ン
チ
3E
10

日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

語
上
5Y
貢

灰
6/
1

須
忘
器

ト
レ
ン
チ

3
E-
10

奈
良

長
頚
三

日
縁

部
(9
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
10
YR

褐
灰

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
14

古
墳

日
縁

～
底
部

12
4

ハ
ケ

ロ
や
や
密

(雲
母

。
赤
色
粒
子

)
5Y
R橙

7/
6

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
15

平
安

脚
高

高
台

邦
底

都
(6
 0
)

や
や
密

iY
R 
tt
g 
6/
6

反
綸

陶
翠

ト
レ
ン
チ

3
E-
15

平
安

甕
底

部
(9
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

る
Ⅳ

灰
白

灰
釉

陶
器

ト
レ
ン
チ
3E
15

平
安

甕
底

部
(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

必
10
YR
鈍

い
貢

橙

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

台
付
甕

S写
状

日
縁

ナ
デ
・
ハ

ケ
ロ
・
指
頭

ナ
デ

や
や
密

(石
英
・
長
石
・
金
雲
母

)

10
YR
 3
Lい

貢
橙

土
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

台
付
甕

S午
】犬

日
縁

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ハ
ケ

ロ
や
や

粗
い

(砂
粒

)

5Y
R鈍

い
褐

ト
レ
ン
チ
3E
16

平
安

岳
月同

翠
口

綴
部

(2
4 
0う

lY
R明

赤
褐

5/
6

土
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

奏
口

縁
部

(1
78
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

い
(石

英
・
長
石

)

5Y
R伊

屯
し`

橙

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

台
付
甕

S写
状

日
縁

(2
20
)

ハ
ケ

ロ
や
や
粗

い
(金

雲
母
・

黒
雲
母

)
;Y
R 

稲
& 
6/
6

土
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

台
付
甕

87
状

日
稼

(1
40
)

ハ
ケ

ロ
や
や
社

い
(金

雲
母
・

黒
雲
母
・
小
石

)
黒

褐
3/
1

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

台
付
甕

S字
状

口
縁

(1
40
)

ケヽ
ロ

豊
し`

(石
英
・
長
石
・

金
雲
母

)
5Y
R灰

褐
5/
2

土
日巾

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

1部
ラ
ナ
デ

,Y
R 

覇
争
 6
/8

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

器
台

同
部

ミ
ガ

キ
蛮

(金
雲

母
・

赤
色

粒
子

)

10
YR
 a
Eい

吏
種

透
か

し
孔

3箇
所

上
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

苛
杯

不
部

ミ
ガ

キ
マ
や

社
い

く石
天

・
長

石
・

雲
母

10
YR
鈍

い
貢

種

十
師

界
73

苦
婚

雪
杯

卿
=Б

76
ラ
ナ
テ
・

ク
ス

リ
や
や
粗

い
(金

雲
母
・
黒
雲
母
・
小
石

)
5Y
R

橙
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土
色
 

調
残
存
状

況
(%
)

備
  

考
口

径
器

高
底

径

十
電而

果
74

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

口
縁

吉
b

(2
68
)

5Y
R 

増
笠
 7
/8

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

高
杯

却
部

や
や

粗
い

(金
雲

母
・

赤
色

柾
子

7 
5Y
R橙

6/
6

透
か

し
孔

3箇
所

土
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

広
口
壷

日
縁
部

(1
56
)

ケヽ
ロ

ぐ
ヾ

杜
い

(金
雲

母
・

赤
色

粒
子

里
=
尋

ヽ
5Y
R橙

7/
6

土
師

器
77

ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

邦
壺
部

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

い
(石

央
・

金
雲

母
・

黒
雲

母
7 
5Y
R明

褐
灰

十
黒

ト
レ
ン
チ

3
E―

弥
生

壺
ヨ
縁

部
ハ
ケ

ロ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
5Y
R 

増
& 
6/
6

土
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

弥
生

壺
ヨ
縁

～
体

部
(1
88
)

ハ
ケ

ロ
・
ハ

ケ
横
線

文
・
鋸
歯
文

や
や

粗
い

(石
英

・
長

石
・

雲
母

7 
5Y
R橙

7/
6

レヾ
ス

壷

十
師

黒
ト
レ
ン
チ
3E

6
古

墳
壷

ヨ
お荻
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

語
(示

色
粒

子
)

5Y
R 

瀬
践
 7
/8

土
自 下

器
81

ト
レ
ン
チ

3
E-
16

古
墳

広
口
壺

ヨ
縁

部
(2
10
)

や
や
粗

い
(石

英
・

赤
色
粒
子
・

黒
雲
母

)

OY
R蠅

い
貢

種

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E

半
安

不
ヨ
縁

部
(1
20

ナ
デ

語
(秒

た
と

)
7 
5Y
R 

瀬
争
 7

土
師

器
ト
レ
ン
チ
3E
16

古
墳

小
型

壷
氏

部
(3
6)

ケヽ
ロ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

10
YR
鈍

い
貢

橙
7/
4

土
師
器

ト
レ
ン
チ
3E
16

平
安

然
日
縁

部
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
密

(砂
粒

)

bX
К

 t
tL
い

弔
5

/4

土
師

器
ト
レ
ン
チ

3
E

6
古

墳
イ

日
縁

～
体

部
(1
35

支
酪

5Y
R橙

6/
6

土
零

ト
レ
ン
チ
3E
16

縄
文

士 電
肩

部
節

目
や
や
粗

い
(全

雲
母

)

7 
5Y
R鈍

い
橙

ト
レ
ン
チ

3
平

審
阻
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縁
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磁
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縁
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嵐
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縁
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縁
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瓦
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瓦
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瓦
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瓦
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台
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縁
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褐
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台
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や
粗

い
(砂

粒
)

鈍
い

黄
橙

土
師
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良
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縁
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デ
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縁
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縁
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縁
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台
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縁
(1
56
)

黄
ナ
デ
・
ハ

ケ
ロ
・
指
頭
痕

や
や
粗

い
(石

英
。
長
石
・
雲
母

)
対
R橙

6/
8

土
師

器
レ
ン
テ
4併

3
盲

杯
日

縁
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レ
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台
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縁
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縁
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蠅
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縁
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レ
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縁

～
胴

部
(1
20
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

イ 
5Y
R鈍
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縁
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瓦
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縄
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1
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縁
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瀬
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土
師
器

ト
レ
ン
チ
51
12

平
安

不
氏
部

(6
6)

ナ
デ
・

暗
文
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

15

土
師

器
ト
レ
ン
チ
51
12

平
安

El
日

縁
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縁
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縁
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縁
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レ
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縁
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齢
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縁
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縁
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葉
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ヽ
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橙
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瓦
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縁
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縁
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縁
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縁
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狛
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褐
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縁
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縁
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縁
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古
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縁
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螢
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レ
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ロ
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磨
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縁
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縁
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叱
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7 
5Y
R黒

2/
1

陶
器

19
4昇

澄
跡

近
世

沐
日

縁
～

底
部

73
95

Fし

土
師

器
6号

溝
跡

奈
良

不
日
縁

～
体
部

黄
ナ

デ
密

7 
5Y
R浅

貢
橙

8/
4

土
師

器
口

准
を
ヽ

底
を
Б

40
Ⅲ

34
(9
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

堅
5Y
R 

増
争
 6
/6

土
師

器
6

状
罫

氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ミ
ガ
キ

密
5Y
R 

眉
争
 6
/6

土
師

器
7

平
氏

部
(9
4

ヘ
ラ
ナ
デ
・
指
頭

ナ
デ
・
木
葉
痕

3 
5Y
R示

褐
4/
6

代
葉

痕

土
製

品
7号

溝
跡

ミ
ニ
ケ

ュ
ア

土
製

品
lE
L径 18

さ ６

厚 α
啓

;Y
R橙

6/
6

子
捏

磁
器

7号
溝

丁
折

世
疏

4
染

付
旧
前

系
土

師
器

8号
溝

F
平

安
70
)

横
ナ

デ
や
や
密

(秒
粒

)
,Y
R 
P9
k 
6/
8

土
師

器
42

27
12
号

置
跡

平
安

不
日

縁
部

40
)

僚
ナ

デ
憂

7 
5Y
R 

声
静
 6
/6

十
采

7暑
進

跡
中

世
音

鉢
氏

郡
(1
30
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
櫛

目
密

(石
英

。
長

石
・

金
雲

母
・

小
石

)
;Y
R 

増
笠
 6
/6

土
器

17
号
溝
跡

中
世

雷
鉢

氏
部

(1
60
)

ナ
デ
・
櫛

目
や

や
粗

い
(石

英
・

長
石

・
金

雲
母

)

「
 5
YR
 ,
電

�`
おき

十
界

7号
溝

跡
近

世
沐

蚕
部

(2
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
す
デ

や
や
粗

し
7 
5Y
R 

廂
舒
 7
/6

土
怒

31
17
昇

濫
跡

」ヽ
皿

日
縁

～
底

部
21

(4
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
(金

雲
母

)
「
 5
YR
 
刑
笠
 5
/6

い
わ

ら
け

陶
器

17
号

濫
跡

折
世

憲
氏

部
(1
4

0)
ヘ

ラ
す
テ
・
指
頭

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

!
暗

赤
褐

3/
4

土
器

17
号

溝
跡

中
世

雷
鉢

氏
部

(1
76
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ナ
デ

・
櫛

目
密

(石
英
・
金
雲
母

)

2 
5Y
R明

赤
褐

iノ
A

瓦
7暑

濫
跡

平
瓦

ぬ
而
布

目
tい

(砂
粒

)
10
YR
 
郵
啓
 2
/1

石
製

品
17
号

溝
跡

中
世

バ
で

欲
二

部
29
0)

5Y
R褐

灰
6/
1

石
製

品
17
号

濡
跡

中
世

疼
臼

の
下

臼
を
偲

(3
8 
0う

10
YR
褐

灰
4/
1

土
器

19
号

溝
跡

近
世

流
日
縁
部

(7
7)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
密

(石
英

。
長
石
・

金
雲
母

)

10
YR
鈍

い
黄
橙

7/
2

外
面

に
直

径
9m
mの

押
印

痕

土
器

19
号

溝
跡

近
世

勺
耳

鍋
日

縁
部

ナ
デ

や
や
密

(石
要

。
岳
石
・

冷
室

母
〕

1 
5Y
R橙

7/
6

土
器

19
号
溝
跡

近
世

小
耳
鍋

耳
部

ナ
デ

や
や
密

(石
英

'長
石
・

金
雲
母
・

ホ
俸
粒

子
)

5Y
R橙

7/
6

内
面
炭
化
物
付

着

土
器

19
号

置
跡

中
世

(鉢
氏

部
ナ

デ
や
や
籍

石
藁

岳
石

・
今

室
畳

5Y
R橙

8/
8

瓦
質

土
器

19
号

穏
跡

中
世

日
縁

部
34
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
密

石
葵

・
長

石

五
暫

十
緊

19
号

溝
跡

中
世

雷
鉢

14
0)

積
痕

や
や
密

石
英

長
石

・
金

雲
母

)
7 
5Y
R 

褐
)更
 4
/1

瓦
管

十
器

9号
溝

跡
中

世
薔

鉢
日

縁
音

[
(3
54
)

や
や
密

石
英

長
石

灰
自
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調
残
存
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況
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備
  

考
口

径
器

高
底

径

石
製

品
19
号
溝
跡

砥
石

縦
横 一

一 ● 呵

厚 １
10
YR
灰

白
8/
1

19
号

后
朋

中
世

雷
鉢

底
部

(1
50
)

や
や
密

(石
英
・
長
石

'金
雲
母

)
OY
R褐

灰
6/
1

石
製

品
19
号

構
跡

中
世

T輪
然

/k
輪

7 
5Y
R灰

自
8/
1

土
師
器

20
号

溝
跡

奈
良

壺
頚

部
ナ
デ
・

ハ
ケ

ロ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

い
(砂

粒
)

7 
5Y
R浅

貢
橙

R/
6

土
帥

器
20
号

溝
跡

中
世

香
炉

カ
脚

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や

密
(石

英
・

長
石

・
赤

色
粒

子
)

iV
R 

瀬
餅
 7
/6

三
犀

の
う

ち
1本

土
師

器
45

20
号

湊
跡

中
世

火
鉢

力
脚

部
ヘ

ラ
ナ
デ
・
指
頭

ナ
デ

や
や
粗

し
5Y
R鈍

い
橙

/4

土
師

器
20
号

溝
跡

古
墳

甕
口
縁

～
体

部
(1
48
)

僚
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
包
い

(石
英
・
長
石
・
金
雲
母

)

OY
R鈍

い
貢

褐
本
部

の
剥

離
が

著
し

い

土
器

20
号

溝
跡

中
世

橋
鉢

日
縁

～
底

部
(3
86
)

19
0

(1
40
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
ロ

,や
粗

い
(砂

粒
)

10
YR
灰

貢
褐

4/
2

十
色市

采
45

52
22
号

濫
跡

平
安

豚
口
綴

を
偲

(1
0 
8)

4(
月

そヽ
〒)

'Y
R橙

6/
6

十
師

器
22
号

溝
跡

平
安

郵
日

縁
―

底
部

4
,Y
R 

府
争
 6
/6

土
日巾

器
22
号

種
朋

半
安

い
日

縁
部

(1
34
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

硲
(石

薫
〕

局
面

黒

上
師

器
22
号

溝
跡

平
安

柱
状

高
台

皿
脚

部
50

6/
6

白
磁

22
暑

濫
跡

臨
度

部
白

8/
中

国
製

密
東

果
22
'■

'

跡
B

飾
氏

部
(9

1,
天

6/

須
東

繋
22
1肇

'

跡
B

臨
氏

部
千
灰

5/

密
煮

鶏
22
号

澄
跡

罠
〓 下

1同
部

]日
き

目
や
や
密

5/

上
師
器

ピ
ッ

ト
4

平
安

邦
日
縁

～
底

部
(1
25
)

3 
1

(7
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
(石

英
・

長
石

・
金

雲
母

・
小

石
)

1 
5Y
R鈍

い
褐

土
器

卜
5

中
世

皿
貞
部

(7
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
(金

雲
母

)
5Y
R 

廂
舒
 7
/6

か
わ

ら
1

土
師

器
ピ

ッ
ト
20

平
安

皿
口
縁

～
底

部
17

5Y
R 

湘
群
 6
/6

十
師

界
E-
5

平
豚

(1
34

21
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

庚
部

回
転

糸
切

り
痛

略
5Y
R明

褐
5/
6

図
的

に
破

枠
さ

れ
た

か

土
師

器
E-
5

平
邸

口
縁

～
底

部
18
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

震
部

回
転

糸
切

り
痕

,Y
R

土
宮巾

器
E-
5

平
邪

日
縁

～
底

部
42

ロ
ク

ロ
す
デ

ζ
,Y
R橙

6/
6

内
面

黒
色

土
師

器
E-
5

古
墳

小
型

奏
口
縁

～
底

部
(1
20
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

ロ
・
ヘ

ラ
削

り
,本

葉
痕

や
や
粗

ヽ
1 
5Y
R暗

赤
褐

石
製

品
E-
5

砥
石

縦
棋

さ ５

厚 ａ
10
YR
灰

白
8/
2

土
師
器

F-
4

平
安

足
高

高
台

杯
日
縁

部
(5
6)

黄
ナ
デ

や
や
密

と
5Y
R明

赤
褐

【/
ハ

土
帥

器
F-
4

半
安

IL
口

縁
フヽ
底

音
Б

す
デ

い
(砂

粒
)

十
師

界
F-
5

平
安

羽
釜

日
縁

部
(2
60
)

ナ
デ

・
ケヽ

ロ
NR
灰

褐
4/
2

土
冑而

器
F-
5

平
安

イ
口

縁
～

底
部

(1
50
)

(5
 6
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
底

部
回
転
糸
切

り
痕

や
や
密

1 
5Y
R明

赤
褐

/ヽ6

土
器

F-
5

近
世

k鉢
壷

部
電

10
YR
 
岬
尊
 2
/1

殉
面

ス
ス

付
着

十
繋

G-
4

中
汁

勺
耳

鍋
日

縁
～

底
部

(2
78
)

52
め

ロ
ク

ロ
ナ
デ

晉
(金

雲
母

・
小

石
「

5Y
R日

音
褐

3/
3

十
G-
4

中
世

30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

い
(石

英
・

金
雲
母
・

小
石

)
WR
橙

6/
6

か
わ

ら
け

十
G-
4

中
世

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4(
石

英
)

「
5Y
R橙

7/
6

か
わ

ら
け
。

内
面
油
煙

付
着

土
器

G-
4

中
世

日
縁

部
(9
9)

や
や
密

(石
英

。
金

雲
母

)
WR
橙

6/
6

か
わ

ら
け

土
器

G-
4

中
世

Jヽ
皿

日
縁
言
焉

(1
07
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

,Y
R鈍

い
赤

褐
か
わ

ら
け

土
日市

器
G-
4

平
日

縁
～

氏
26

(8
0)

5Y
R 

湘
許
 6
/6

土
日巾

器
平

日
縁

～
22

ロ
ク

ロ
ナ
デ

(石
革

・
今

宝
母

)
;Y
R 

湘
許
 6
/6

十
梁

G-
4

中
世

日
縁

～
底

部
21

石
・

金
室

母
)

か
わ

ら
←

4
軍

孝
皿

一 氏
(7
1)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
(石

英
・

長
石

・
金

雲
母

・
小

石
)

;Y
R橙

6/
6

陶
器

G-
4

近
世

皿
口
縁

言
ト

(1
50
)

密
B5
Y鈍

い
黄

/ヽR
瀬

戸
系

陶
鶏

近
世

香
炉

甍
部

や
や
粗

し
25
Y灰

白
8/
2

戸
系

石
製

品
8

中
世

五
輸

塔
l 
lJ

輪
10
YR
灰

白
7/
1

中
央

窪
み

ス
ス

付
着

磁
器

G-
4

折
世

流
(4
ら
う

終
付

旧
前

系
。

焼
継

痕
有

陶
器

G-
4

近
世

碗
体

都
～

底
部

25
Y明

貢
褐

7/
6

機
戸

系
。 

ト
チ

ン
痕
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備
  

考
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号
口

径
器

高
底

径

五
G-
4

比
瓦

荀
面

布
目

褐
灰

青
磁

G-
5

折
世

寅
常
偲

(7
8)

10
YR
灰

白
8/
2

磁
器

G-
5

慕
続

口
綴

～
体

部
(
41

付
肥

前
系

磁
器

G-
5

汗
tL

氏
を
【

慰
イ十

lB
前

系

瓦
平

瓦
木
而

雁
印

日
去

目
OY
R黒

褐
3/
1

磁
器

47
G-
7

近
世

辰
碗

ヨ
縁

部
付

iR
蔀

素

十
師

果
平

安
郵

日
縁

～
体

部
(1
38
)

ナ
テ

」
5Y
R 

和
舒
 6
/8

均
而

黒
侮

土
師

怒
平

等
琳

t1
56
)

00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
密

Ⅳ
R明

示
褐

5/
6

勺
面

黒
侮

,

土
師

器
調

査
区

一
括

平
安

郵
氏
部

(1
00
)

ヘ
ラ

ナ
デ

・
暗

文
・

削
り

出
し

高
台

藍
'5
YR
鈍

い
橙

,/
4

10
削

り
出

し
高

台

十
日而

器
平

孝
琳

日
縁

～
底

部
■
36
)

,Y
R 

湘
舒
 6
/6

土
日巾

器
平

安
琳

(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
テ

。
底
部

回
転
糸
切

り
痕

や
や
密

,Y
R 
縛

 6
/6

土
師

器
47

調
査

区
一

括
平

安
杯

日
縁

～
体
部

(1
53
)

瞬
ナ

デ
4

' 
5Y
R 
9屯

い
蒋金

,/
3

内
面

黒
色

土
師

器
47

平
安

語
か

翅
璽

瞑
部

(1
20
)

蹟
す

デ
必

,V
R星

17
/1

10
氏
部

外
面

黒
色

瓦
質

土
器

中
世

沐
口

綴
部

(3
5 
0】

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
櫛

目
晉

10
YR
褐

灰
6/
1

十
師

界
7

調
査

区
一

括
半

安
足

高
高

台
郵

(1
04

ロ
ク

ロ
ナ

テ

'Y
R 

稲豊
 6
/6

土
師

器
47

平
安

長
胴

甕
口

縁
部

(3
20
)

Ⅳ
R赤

褐
4/
6

土
師

器
47

調
査

区
一
括

平
安

長
胴

甕
口
縁

=[
(3
68
)

ハ
ケ

ロ
曇
い

(砂
粒

)

5Y
R明

赤
褐

/R

上
師
器

47
調

査
区

一
括

平
安

住
状

高
台
皿

脚
部

57
ナ

デ
や
や
密

(石
英
・
金
雲
母
・
小
石

)

'5
YR
浅

貢
橙

子 /
4

土
日れ

器
平

孝
不

日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

内
外

而
晴

支
牽

'Y
R 
橙

 6
/6

瓦
調

査
区

一
括

平
瓦

縦 一

槙 一

厚 上
勺
面
布

目
・

外
面
縄

叩
き

目
粗

し
5Y
R黒

褐
2/
2

石
製

品
調
査

区
一
括

抵
石

縦 一
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トレンチ l G-6セ クション

トレンチ 3 E‐ 16セ クション

競乱

暗灰褐色砂質土 (表土)

暗灰褐色砂質土 (耕作土)

明褐色砂質土 (水田耕作土)

暗灰褐色砂質土 (遺物包含層)

灰褐色砂質土

灰褐色砂質土

明灰褐色粘土

暗褐色砂質土

暗褐色粘土

褐色粘土

第 5図  トレンチ 1～ 3セ クション図

l 暗灰褐色砂質土 (表土)

2 暗灰褐色砂質土 (耕作土)炭化物・焼土を少し含む。
3 黒褐色砂質土 焼上をわずかに合む。
4 黒褐色砂質± 3よ り焼土が多く、粘性が増す。
5 暗褐色粘土  焼土・炭化物をわずかに含む。遺物包合層。
6 暗灰色粘土  締まりあり。

l 明黄褐色土
2 にぶい黄褐色土

3 にぶい責褐色±  2よ りも色調明るい。
4 黒褐色シルト  遺構確認面。
5 黒褐色土    砂が混じる。
6 褐灰色砂
7 褐灰色砂    雲母を多く含む。
8 黒褐色粘土   鉄分堆積を示す朱色に変色。
9 褐灰色砂
10 黒色粘土
11 褐灰色礫混砂  遺物多量包含層
12 暗灰責色シルト

13 黒褐色粘土

14 黒色炭化物プロック

15 暗灰黄色砂
16 褐灰色砂

え化物・焼土を少含む。

炭化物・焼土を少含む。
鉄分を多 く含む。

炭化物・焼土を少含む。遺物包含層。
上層に金雲母を多く含む、締まりあり、遺構確認面。
5よ り金雲母が少なく、粘性がある、締まりあり。
締まりあり。

砂粒子が比較的大きく、締まりあり。
鉄分をわずかに含み、砂粒子を少々含む。
鉄分を多少含む。

0           1m

C‐ 10セ クショ
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トレンチ4 G‐ 13セ クション

N

N
2640C10m

第 6図  トレンチ 4～ 6セ クション図

表土 (耕作土)

明黄褐色土 (耕作土)

褐灰色粘土     滞の覆土。

褐色上       遺構の覆土。

黒色粘土      溝の覆土。

にぶい黄栓色シルト 自然堆積。

暗褐色シル ト

黄褐色シル ト

黒褐色シル ト

トレンチ 5 1‐ 10セ クション

トレンチ 6 K‐ 11セ クション

S

1 表土

2 明褐色土    水田の床土。

3 褐灰色シルト

4 褐灰色ンルト

5 暗灰責色シル ト

6 暗褐色砂混礫

7 暗灰色砂

8 灰責色砂

9 黒色礫
10 責灰色砂混礫

■ 黒色礫混粘土

12 黒褐色礫

13 責褐色砂

14 にぶい赤褐色砂混礫

15 褐灰色砂

16 黒褐色砂混礫

1 にぶい黄褐色土 (表土・遺物包含層)

2 灰責褐色土 (遺物包合層)

3 褐仄色シルト (遺物包含層)自色の砂がブロック状に堆積。

4 褐灰色礫混礫       遺物がわずかに混入。

5 にぶい赤褐色砂混礫

6 責灰色砂利

0          1m
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トレンチ7 1号溝

止層

＼軌 潔3

層

祥

、＼＼
＼

第 7図  トレンチ7 SDl土器出土状況

診  鴻  ・ 涙手
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トレンチ7 1号溝

トレンチ 7 M‐19セ クション

S

トレンチ 8 0‐ 19。 20セ クション

1 表土 (耕作上)

2 明褐色粘土

3 黒褐色土

4 灰黄褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

7 灰責褐色土

8 暗灰色粘土

9 責灰色粘土

10 黒褐色砂質土

灰黄褐色シルト

黒褐色シルト

褐灰色シルト

黒褐色シルト

A
265 SOOm

やや締まりあり、

物を多量に含む。

やや締まりあり、

物を微量に合む。

やや締まりあり。

やや締まりあり

暗褐色粒・炭化物を少畳含む。遺

暗褐色粒を非常に多く含む。炭化

暗褐色粒を少量含む。

ρ65500m

表土

にぶい栓色上

褐灰色シルト

褐灰色シルト

褐灰色シルト

褐灰色砂

褐灰色シルト

褐灰色砂

黒褐色砂混礫

(遺物包合層)

(遺物包含層)

水田の床土。

上層は黒褐色のマンガン層。

3・ 4に比べて色調が暗い。

砂粒子は比較的細い。

土粒子は細 く、均質。

砂の中に木質が多い。

自然堆積。

水田耕作層のため酸化鉄分が堆積。

黒色のマンガンの粒が多く混入。

比較的黄褐色が濃い。

土粒子が比較的細い。

炭化物が混じる。

炭化物が多く混じる。

色調は暗い。

11 褐灰色砂
12 責灰色粘土

13 責灰色粘上

14 仄色粘土

15_灰 責褐色砂

16 黒褐色砂利

17_灰 色砂

18 灰責褐色シルト

19 灰黄褐色粘土

20 にぶい責褐色粘土

砂粒子が粗い。

南側にIt子の粗い砂も混じる。

粒子がかなり粗い。

自然堆積。

自然堆積。

自然堆積、粘性が高い。

0          1m

第 8図  トレンチ7・8セ クション図

-34-



トレンチ 9 Q‐ 17セ クション

トレンチ 10 S‐ 12セ クション

トレンチ 1l W‐17セ クション

1 表土 (耕作土)

2 灰黄褐色粘土

3 褐灰色砂質土

4 褐灰色砂質土

5 褐灰色粘土

6 黒褐色粘土 粘性が強い。
7 黒褐色粘土

8 淡黄色砂
9 黒色粘土

10 淡黄色砂
11 暗褐色粘土

12 暗褐色粘土

13 褐灰色粘上 粘性が強い。

S

1 表土

2 仄黄褐色粘土 (遺物包含層)

3 黒褐色粘土    住居状遺構の覆土。
4 黒褐色粘上 (遺物包含層)

5 にぶい責褐色粘上  自然堆積。
6 黒褐色粘上    自然堆積。

7 黒褐色粘土

1 表土 (耕作土)

2 黄褐色土

3 褐灰色粘土 (遺物包含層)

4 褐灰色土 (遺物包含層)

5 褐灰色砂
6 褐灰色砂

7 褐灰色礫
8 褐色礫

水田耕作の床土も

3に比べて土質が砂っぽい。

土粒子は細い。自然堆積。

5に比べて土粒子は粗い。自然堆積。

自然堆積。

0          1m

第 9図  トレンチ9～ 11
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第 10図 平成 11・ 12年度本調査全体図



1号竪穴

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
．

”
０
ヽ
８

０
ヨ

μ
　
蕊
耐
学
対
卜
　
　
滸
蒔
書

・
津
卜
Ｎ
専
ヽ
ゆ
弾
′
為
々
欝
射
い
ｏ

］

黒
蕊
耐
詳
対
肝
　
脂
〈
群
叫
ゝ
ｏ

1 表土

2 耕作上

3 遺物包含

4 暗褐色上

5 褐色土

6 黒褐色土

やや締まり、焼土粒 遺物をよく含む。

焼土から成る。カマドの石も同じ層。

炭化物をよく含む。

＼
ャ ＼彰

第 11図 平成 11・ 12年度本調査 1号竪穴

0               1m

∞量∽

o                 2m

(ス クリーン トーンは6号捕跡 ) ヨ     1 暗褐色粘土 焼土・炭が混じる。
2 暗褐色粘± 1に比べ色調が暗い。
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1号溝跡

褐色粒 (鉄分か)を よく混じる。

砂をよく含む。

やや砂質。

炭化物・焼き粒を含む。

鉄分を含む。

4号溝跡

A                 A'
一   揃

l 灰褐色砂質土

2 灰色土 (やや砂質)

3 灰黄褐色土

4 灰黄lB色土

5 灰色土

2～ 3・ 5号溝跡

C     C
｀く

=ベ
ラ
π~… 263700m

l 灰色褐色砂質土

2 灰黄褐色土

8'

263700m

l 表土

2 水田耕作土

3 遺物包含層・灰色土 褐色粒 (鉄分か)

4 灰黄掲色土

主 義 700m

l 灰責褐色上 炭化物を含む、ややゆるい。

鉄分を微量に含む、細砂。

炭化物 遺物を含む。

鉄分 焼上粒を含む。

鉄分・焼土粒を含む。

第 12図 平成 11,12年度本調査 1～ 5号溝

水田耕作土

灰色土・包含層

灰褐色砂質土

暗褐色土

灰色土

灰責褐色土

灰黄褐色土

灰色土

N褥
~

をよく混じる。

0                  2m
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6号溝跡

務色砂質と 炭愕物・焼土を少 合々み、締まりがある.
福色砂質上  1層に似るが、資掲色工が滉ける1

ふ

第 13図 平成11」 2年度本調査6号溝

3                  2m
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7号溝跡

・ 守
艦

1.

2
床褐色

= 2-に
似るが、■や夢無

灰褐色主 ややゆるい、褐営粧をよく書む
`

O   願図  11m

― B          BI

花 束 ワ ー 響 獅

擬蟹亀者ェ麓患警暮患手轟
じ乱

0     妥画霞     5m

8号溝跡

表
=暗福色主  締まうていて獲い。

暗線色粘圭  締まる。

1.

2.

3.

4.

5‐ .

土

　

上

裁維離縦離

やや維まるo
やや砂質。
やや締まる。

0                    2m

,12年度本調査 7

-42-
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9～ 10号溝跡

遺物粒・焼土を含む。褐色粘土混入。

表土

耕作土

遺物包含層

褐仄色砂質土  地山混り、焼土・遺物粒をわずかに含む。

土

土

赳
辮
絶

11号溝跡

12号溝跡

B'
269700m

シ
灰褐色砂質土  地山・灰色粘± 2を含む、褐色粒子混じり。
褐灰色土   砂質、地山・灰色粘± 2・ 炭化物を含む。
灰褐色砂質土  褐色粒子をやゃ多 く含む、炭化物を含む。

A                A'

ャ

263700m

l 灰褐色砂質土  地 山・灰色粘± 2を 含 む

褐色粒子混 じり。

0                 2m

表上

本田耕作土

灰黄褐色土・包含層

第 15図 平成 11・ 12年度本調査 9～ 12号溝
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13号溝跡

17。 18号溝跡

B

14～ 16号溝跡

褐灰色砂質土

灰褐色砂質土

茶褐色砂質土

褐灰色土

籍

炭化物・焼土を少々含み、褐色

粒子を多く含む。

え化物・焼上がまばらに含む。

締まりなし。

褐色粒子をまばらに含む。
地山を含む。褐色粒子を含む。

(ス クリーン トーンは7号薄 )

l 明灰褐色土  黄褐色上が混じる。

A為
義700m

ゝ A       A'

v263700m

l 灰褐色・IB質 土  褐色粒子 をわずかに含み、

締まる。鉄分をわずかに含む。

B        BI
263700m代

く重夢ア

1 灰褐色土  褐色糧子 ま じりで締 ま

りな し。炭化物・焼土

をわずかに含む。

ぼ

一２６３

灰褐色土

灰褐色土

褐灰色土
灰褐色粘質土

灰褐色粘質土
灰色粘土

1 褐灰色砂質土
2 褐灰色土
3 灰褐色粘質土
4 灰褐色粘質土
5 灰色粘土
6 灰褐色砂質土

褐色粒子を含む。λ化物少 含々む。

褐色粒子をよく含む。炭化物・遺物粒子を含む。

褐色粒子が混じる。

炭化物微量・鉄分少 含々む。焼土をわずかに含む。

褐色±2が混じり、災化物・焼土・鉄分を含む。

鉄分・炭化物を含む。

褐色粒子を多く合む。炭化物を少々 含む。

炭化物・焼土・遺物粒を含む。地山混じり、やや粘質。

炭化物を微量含む。鉄分を少々 含む。

褐色±2カ端じり、炭化物,焼土・鉄分を含む。

鉄分・炭化物を含b。

締まりなく、もろい。(18号滞)

表土

耕作土

水田耕作土

本田床土・鉄分

仄褐色上・包含層  褐色粒が混じる。

灰褐色土

(ス クリーン トーンは 20号湾 )

7 褐灰色土

8 褐灰色土

9 褐灰色土

と0 褐灰色土

11 灰色粘質土

12 灰色粘土

IP

掲色砂が非常によく混じる。

地山・鉄分が混じる。やや粘質。

地山・鉄分が混じる。粘性はない。

オリーブ色の砂が混じる。遺物を含む。

地山をわずかに混じる。

12年度本調査 13～ 18号溝

-44-
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19号溝跡

1 褐灰色粘質土  地山混入。鉄分・炭化物を少々含む。

義鉤

褐仄色土

褐灰色土

灰褐色粘質土

1 灰褐色砂質土  戊化物・焼上を少々含む。褐色粒子が微量混

じる。締まりあり。
2 灰褐色砂質土  炭化物・焼土を微畳含む。
3 褐灰色砂質土  災化物・焼土を少々含み、よく締まる。地山

を含む。

〃

ザ

Γ

焼土粒・炭化物をわずかに含む。褐色

粒子を合み、やや締まる。やや粘質。

焼土粒・え化物を少々含む。褐色粒子

を含み、やや締まる。やや粘質。

焼土粒・災化物を少々含む。褐色粒子

を含む。

D               D'

デ
∝Ю�

1 灰褐色砂質土  炭化物・焼上を少々含む。褐色粒子が微量

混じる。締まりあり。
2 仄褐色砂質土  炭化物・焼土を微量含む。褐色± 2混 じり 0             2m

で締まる。
3 灰褐色砂質土  褐色粒子を少々含む。地山を含み、災化物・

焼土をわずかに含んで締まる。

第 17図 平成 1司 ・12年度本調査 19号溝
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22号溝跡

細m
C鷲

葦 雲 勢 義 70帥

l 明褐色土 焼土・褐色粒子を含む。

焼上をわずかに含む。よく締まる。

砂分・炭化物 焼上を含む。

焼土・炭化物を少々 含む。よく締まる。

炭化物`焼土・鉄分を含む。褐色粒子

混じる。

6 褐灰色粘質土 鉄分・炭化物・焼土 遺物粒を含む。

9 灰褐色土

地山混じり。

地山混じり。

明褐色±2混 じり、炭化物・焼土

を含む。締まりあり。

地山を多く含む。粘質。

6    6
1 明褐色土   褐色粘±2・ 地山混じり、炭化物・焼土を少々 含む。
2 灰褐色粘質土 褐色粒子混じりで締まりあり。
3 褐灰色粘質土 地山・褐色粘±2混 じる。粘性が強い。

褐色粒子混じり、炭化物・焼土を少々 含み、締まりがある。
4 明褐色土   地山・褐色粘■2混じりで締まりあり、

炭化物・焼土を少 合々む。
5 灰褐色粘質土 褐色粒子・地山混じりで締まりがある。

焼上を含む。
6 明褐色土   地山混じりで砂分が多い。

暗掲色粘土

明掲色土

暗褐色粘土

灰褐色土

土

土

色

粘

褐

色

明

褐

ヽ

1 表土

2 盛土・地山の黄掲色上

3 旧表土

4 耕作土

5 灰褐色粘質土  褐色粒子 焼土・遺物粒・鉄分を含む。

6 暗褐色粘土   焼上をわずかに含む。よく締まる。

7 灰褐色粘質土  褐色粒子混じり、地山・鉄分.焼土

を少々 合む。

8 暗褐色粘土   鉄分・炭化物を含む。

1号土墳

炭化物をわずかに含む。遺物粒・鉄分を含む。

炭化物・焼上を少々 含む。

地山混じりで鉄分を含む。粘性強い。

褐色粒子・地山を多く含む。

粘性あり、砂分を含む。

炭化物をわずかに合み、地山混じり。

A'

263700m

1 仄黄褐色土

2 明灰褐色上  褐色粒をよく含む。

3 仄黄褐色土  炭化物を微量に含む。1よ り締まりあり。

4 灰褐色土

5 灰褐色土   やや砂質。

炭化物`焼上を少 含々む。鉄分を含み、締まり

あり。

炭化物・焼上を少々 含む。締まりあり。

災化物,焼土を少々 含み、鉄分・遺物を含む。

地山を多く含む。鉄分を少々 含む。

o                 2m

2号土墳

表上・耕作土

褐色粘質土  遺物包合層・炭化物・擁土を少々含み、やや締まりがある。

掲色粘質土  炭化物・焼上をわずかに合み、よく締まる。地山の暗褐色

土をプロック状に含む。

暗褐色粘質±  3層地山の暗褐色粘質土が混入、よく締まる。

9 灰褐色粘質土

10 褐灰色粘質土

ll 褐色上

12 褐灰色土

13 灰褐色土

1 表土

2 耕作土

3 本田耕作土

4 灰褐色粘質土

5 暗灰褐色粘土

6.灰褐色粘質土

7 明灰褐色粘質土

ゝ

0              1m

第 19図 平成 11。 12年度本調査 22号溝、 1・ 2号土壊  |
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第 22図  トレンチ 1出土遺物(1)
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第 23図  トレンチ 1出土遺物(2)
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第 24図  トレンチ 1(3)～ 3(1)出 土遺物

-52-



＼

饂 0｀    餌      62

方レ劾西―悠

/;;[F=E三

二三三FF三三三二三三二三

ii三

二三二三二三]~[三二]~こ
;そ〔

(て、 66                                                         67

69

uジ
71

73

0                    10cm

第 25図  トレンチ 3出土遺物(2)
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第 27図  トレンチ 4出土遺物(1)
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第 29図  トレンチ6出土遺物(1)
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第 32図  トレンチ 7出土遺物(2)
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第33図  トレンチ7出土遺物(3)
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第 41図 平成 11,12年度本調査出土遺物(1)
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第 42図 平成 11,12年度本調査出土遺物(2)
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第 5節 平 成 13年度 の調 査 (第 1次調査 )

発掘調査は、平成 13年 (2001)8月 2日 から外周道

路部分と鉄碁移設部分 5箇所の表土剥 ぎを重機により

開始し、同年 8月 10日 まで当地区の表土剥ぎを行った。

同年 8月 6日 より作業員を本格的に投入し、重機による

表土剥 ぎ作業 とともに遺構確認作業も行 う。調査区に

よっては、平安時代～中世にかけての生活面と古墳時代

の生活面が異なっている地区や (鉄塔血 4地 区)、 中世

段階の整地層が認められる地区もあった (鉄塔XTo 3地

区)。 前者は主に微高地上、後者は旧河道域で認められた。

発掘調査は、試掘調査に設定 した 20mを基本とする

グリッドを使用し、各調査区内には新たにグリッドは設

定しなかった。そのグリッドに付随する公共座標第Ⅷ系

の座標値を使用し、各調査区ごとに任意の基準点を設定

して、光波測量機により遺物を取 り上げ、一部、遺構の

測量を行った。

各種遺構の番号については、地区に関係なく通番号で

付 していった。遺構の測量については、1/10・ 1/20の

縮尺を基本として、平板測量と遣 り方測量を主体として

作成し、一部デジタルカメラによる簡易写真測量を行っ

た。各調査区の全体図は 1/100の縮尺を基本としてラジ

コンヘリコプターなどによる空中写真測量で作成した。

遺跡の立地条件および土質の関係から、各調査区が降

雨のたびに水没し、かつ湧水にも悩まされ、その復旧作

業に多 くの時間を費やしてしまったことや、調査途中で

の調査区の拡張、そして調査予定地内の民家の移転時期

が延びてしまったことなどが重なり、当初に計画した調

査範囲の 8割程度しか調査が進まなかった。発掘調査は

平成 14年 (2002)2月 18日 まで行い、調査終了に伴う

調査区の埋め戻し作業については、重機および4ト ンダ

ンプを使用して、平成 13年 3月 4日 から同年 3月 12日

に行った。

A 鉄塔血 1地区の概要と検出遺構・遺物

当該地区は、微高地の縁辺部にあたり、奈良時代から

平安時代のものと思われる竪穴建物 1棟、時期不詳溝状

遺構 3条、古墳時代および平安時代のピット (土坑含む)

33基などが検出されている。なお、掘立柱建物跡とし

て認定するには至らなかったが、ピットの構造や配列状

況から、少なくとも2～ 3棟分存在する可能性はある。

1.SB(竪穴建物跡)

SB4号竪穴建物跡 (挿図第51・ 52・ 110。 148図/1次図版5・

24)

(位置)調査区南端で検出されてお り、竪穴南側は調査

区外に廷びている。 (重複・遺存状況)特に重複はない。

(形態・規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われ

る。規模は東西 4.02m、 南北現存長 3.50mを 測る。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は、東西壁および北壁にて確認され

ているが、東西壁下の壁溝は、現存壁から約 25 cm内側

で検出されてお り、本来はベッド状もしくはテラス状施

設が存在したかもしれない。竪穴部の確認面からの深さ

は最大 22 cmを 測る。床面は貼床で、カマ ド周辺部は堅

固であるものの、それ以外は概 して軟弱である。 (桂穴)

柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。 (力

マ ド)北壁ほぼ中央部に構築されており、作 り直しが認

められる。袖芯材は検出されなかったが、掘 り方では袖

石の据え付けピットが確認されている。覆土上層には敷

物状の炭化材が遺存 してお り、その上部からほぼ完形の

上師器杯 (灯明専用)が出土している。覆土およびこう

した遺物の出土状況から、カマ ド廃棄に伴う儀礼行為が

おこなわれてと考えられる。(出土遺物)遺物の出土量は、

あまり多 くなく、土師器杯・奏、須恵器蓋の小片が主体

的に出土している。唯一、前述したカマ ド内土師器郭が

完形の状態で出土しているにすぎない。 (時期)8世紀

前半。

2.SP(ピ ット・土坑)

本地区では、33基検出している。個別図を示 したも

のもあるが、地区全体図として示 したものもある。個

別の説明は省略するが、平面形態・規模等については、

SP一覧表に示 した。なお、本地区では掘立柱建物を設

定 していないが、検出後の配列状況や土層観察か ら、

SP16。 27・ 29。 34・ 41。 42。 44・ 55な どは掘立柱建物

の柱穴掘 り方と認定できる可能性がある。これは代表的

な遺構について個別に説明をおこなう。

SP16(挿図第 52・ 131図/1次図版 36)

方形基調の平面形態を呈 し、確認面からの深さ約 30

clllを 測る。覆土は基本的に5層 に分層でき、ほぼ水平堆

積を示す。遺物は古墳時代の土器小片が中心であり、掘

り方底面中央部には径約 30 cm、 確認面からの深さ約 10

cmの小ピットを伴い、掘立柱建物などの柱穴掘 り方の可

能性が高い。

SP27(挿図第 53・ 131図/1次図版 36)

一辺約 60 cm程 を測 り、方形基調の平面形態を呈 し、

確認面からの深さ約 38 cmを 測る。覆土は基本的に4層

に分層でき、レンズ状堆積を示す。出土遺物は、古墳時

代の土器小片が覆土下層部から少量出土している。掘 り

込みがしっか りしており、掘立柱建物などの柱穴掘 り方

の可能性か高い。

SP29(挿図第 53図 )

SP37と 重複 し、長軸 68 cm、 短軸 54 clll、 確認面からの

深さ44 cmを 測る、不整楕円形を呈する。覆土は基本的

に5層 に分層でき、柱痕状の痕跡もみられる。覆土中層
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部を中心に、図示不可能な土器細片が少量出上している。

底面中央部が若千窪み、これも柱穴掘 り方の可能性が高

SP34(挿図第 53。 131図/1次図版 36)

SP35。 36と 重複 し、長軸 85 cm、 短軸 66 cm、 確認から

の深さ約 38 cmを 測る。楕円形を呈 し、断面は段掘 り形

状を示す。覆土は基本的に3層に分層出来、焼土ブロッ

クが混入している。覆土中から土師器奏片などが少量出

土している。このピットも柱穴掘 り方の可能性が高い。

SP41(挿図第 57・ 131。 140図/1次図版 5・ 36)

調査区西端部で検出されてお り、長軸 ■25m、 確認

面からの深さ 58 cmを 測る。東側壁はスロープ状に掘 り

込まれている。覆土は基本的に5層 に分層でき、 1～ 3

層中には焼土ブロックが顕著に混入している。土師器奏

片など3'4層 から中心に出土している。掘 り方形状か

ら柱穴掘り方の可能性もある。

SP42(挿図第 54。 132図/1次図版 6・ 36)

SP41に 東側に近接 し検出されてお り、長軸 上28m、

短軸 1.10m、 確認面からの深さ75～ 80 cmを 測る。東側

壁は垂直に近い状態で掘 り込まれているが、西側壁はや

やスロープ状に掘 り込まれている。底面には径約 30 cm

の小ピットがみられる。覆土は基本的に6層 に分層でき、

SP41と 同様、 1～ 3層 中には焼土ブロックが顕著に混

入している。出土遺物は比較的多 く、土師器奏片などが

下層である6層中から中心的に出土している。古墳時代

の土器と7世紀代の上器が混在しているが、後者に属す

る土師器奏片は、SP41か ら出土 している土師器甕片と

同一個体であり、同遺構と同時存在 した可能性が高 く、

さらにその位置的関係から、掘立柱建物の柱穴掘 り方の

可能性も高い。

SP44(挿図第 54図 )

調査区北西部で検出されてお り、西辺部の一部が

SP43と 重複 している。長軸 76 clll、 短軸 73 clll、 確認面

からの深さ 43 clllを 測 り、平面形態は、方形が崩れた円

形を呈する。底面は精円形状に若干窪んでいる。覆土は

基本的に4層 に分層でき、柱痕状の堆積状況も認められ

ることから、柱穴掘 り方の可能性が高い。なお、出土遺

物はほとんどみられない。

SP55(挿図第 55。 132図/1次図版 37)

調査区西側で検出されており、長軸 64 cIIl、 短軸 54 cm、

確認面からの深さ47 cmを 測る。掘 り込みはしっかりし

ており、底面には若干の窪みを有している。覆土は基本

的に4層 に分層でき、 1・ 2層 を中心に焼土ブロックが

混入している。出土遺物は少ないが、土師器甕小片など

が出土している。本遺構の形態から柱穴掘 り方の可能性

が高い。

3.SD(溝状遺構)(挿図第 49図 )

本地区からは、 3条検出されている。いずれも部分的

な検出のため、その全体像は不明で、用途・性格も不明

な点が多い。

SDla・ b(挿図第 56・ 113図/1次図版 6。 25)

SB2・ 3な どと重複 してお り、SB4を 囲むように調査

区東側から南側にかけて延びている。幅 30～ 40 cm、 確

認面からの深さ20～ 60 cmほ どを測 り、断面形態はU字

ないしV字状を呈 している。a・ b2段階の変遷が認め

られ、掘 り直しがおなわれている。出土遺物は a・ b段

階ともに北側の東西に延びる部分からの、覆土上層から

中層にかけてからの出上が顕著であり、土器小片が中心

で、古墳時代から古代 。中世にわたる土器小片が出土し

ている。SB4に 関わる区画溝である可能性があるが、全

体像が不明であるため、指摘するだけにとどめたい。そ

の所産時期も、古代～中世というように、幅広 く捉えて

おきたい。

SD3(挿図第 57・ 113図/1次図版 6・ 25)

SB4の 北側で、調査区西側に延びる幅 0.3～ Hm、

確認面からの深さ 12～ 40 cmを 測る溝状遺構である。性

格は不明であるが、西側調査区境界付近の溝底面から、

SP41出 土土師器奏片 と接合する資料が出土 してお り、

それとの同時性がうかがわれる。

B 鉄塔Nα 2地区の概要と検出遺構・遺物

当該地区も、鉄塔No l地 区同様、微高地部にあたり、

奈良時代から平安時代のものと思われる竪穴建物 3棟、

掘立柱建物 1棟、時期示詳溝状遺構 2条、古墳時代およ

び平安時代のピット(土坑含む)26基が検出されている①

l.SB(竪穴建物跡)

SBl号竪穴建物跡 (挿図第 58・ 59。 109図/1次図版 6・

7・ 24)

(位置)本調査区南端で検出されてお り、竪穴南側は調

査区外に延びている。 (重複 。遺存状況)北東隅で SP61

と重複 し、SP61よ り新 しい。 (形態・規模等)形態は

隅丸方形を呈するものと思われる。規模は東西 440m、

南北現存長 3.00mを測る。(壁・壁溝・床面等)壁溝は、北・

東・西壁の一部において確認されている。竪穴部の確認

面からの深さは最大 17 clllを 測 り、床面は貼床で、カマ

ド前面部周辺は特に堅固であるものの、それ以外は概 し

て軟弱である。また床面直上にて焼土範囲が、堅固な床

面の範囲とほぼ重複するかたちで確認されており、焼失

建物である可能性がある。竪穴部掘 り方は、各壁部から

やや内側を「口」字状に掘 り込み、中央部を島状に残す

形状となっている。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。ただ、竪穴壁の外側において径
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15～ 40 cm、 深さ 10 cm前 後を測る小ピットがみられる。

北壁側では壁から約 15～ 40 cm、 東壁および西壁側から

約 ■00m前後離れた位置で検出されてお り、等間隔と

いうような規則性はみられないが、竪穴外柱穴の可能性

もある。(カ マ ド)北壁中央やや東寄りに構築されてお り、

遺存状態は悪 く、袖芯材などは検出されなかった。燃焼

部は床面レベルとほぼ同一レベルで、その範囲は焼土化

が顕著である。その前面部には、50 clll× 50 cmほ どの範

囲で炭化物の範囲が認めらている。 (出土遺物)遺物の

出土量は、あまり多 くないが、床面直上および貼床内か

らの出土が多い。弥生時代後期および古墳時代前期の土

器片とともに、土師器郭・甕、短頸重、置きカマ ド、須

恵器奏片などの小片が出上している。(時期)8世紀前半。

SB2号竪穴建物跡 (挿図第59。 109図/1次図版 7・ 24)

(位置)本調査区北東端で検出されてお り、その半分近

くが調査区外に延びている。 (重複・遺存状況)SAl掘
立柱建物跡と重複しており、同建物跡を貼って構築して

いる。 (形態 。規模等)形態は隅丸方形を呈するものと

思われるが、全体像は不明である。規模は東西現存長 4.05

m、 南北現存長 3.05mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁

溝は西・南壁の一部において断続的に確認されている。

竪穴部の確認面からの深さは最大 12 cmを 測 り、床面は

貼床で、特に堅固な範囲は確認できなかった。竪穴部掘

り方は、全体を掘 り込むような形状で、西壁側ではピッ

ト状の楕円形を呈する小規模な掘 り込みが確認されてい

る。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されて

いない。(カ マ ド)お そらく調査区外に存在すると思われ、

確認されていない。 (出土遺物)遺物の出土量は、あま

り多 くないが、床面直上および員占床内からの出土が多い。

古墳時代前期の土器片とともに、土師器郭 (刻書土器含

む)。 甕の小片が出土している。 (時期)8世紀前半。

SB3号竪穴建物跡 (挿図第 60。 110。 140図/1次図版 7・

24)

(位置)本調査区北西端で検出されており、北壁の一部

が調査区外に延びている。 (重複 。遺存状況)現代の暗

渠によって一部破壊されているものの、特に重複はない。

(形態 。規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われ、

規模は東西 2.05m、 南北 2.05mを 測る。 (壁・壁溝・床

面等)壁溝は東壁の一部において確認されているにす

ぎない。竪穴部の確認面からの深さは最大 21 cmを 測 り、

床面は貼床で、特に堅固な範囲は確認できなかった。竪

穴部掘 り方は、全面を掘 り込むような形状である。 (柱

穴)柱穴状のピットが 4基検出されているが、いずれも

床面からの深さが 10 clll内 外であり、極めて浅いもので

ある。 (カ マ ド)北壁においてカマ ドと思われる戊化材

および焼土粒を含む長精円形を呈する掘 り込みを確認し

ている。焼土の残存は顕著ではなく、調査区の境界断面

には天丼石状の扁平な礫が検出されている。 (出土遺物)

遺物の出土量は、あまり多 くないが、床面直上および貼

床内からの出土が多い。古墳時代前期の土器片とともに、

土師器邦 (刻書土器含む)、 須恵器杯などの小片が出土

している。 (時期)8世紀前半。

2.SA(掘 立柱建物跡)

本調査区では、確実視される掘立柱建物跡が 1棟確認

されている。後述するが、他にもSPの 中に掘立柱建物

の柱穴掘 り方とみられるものも認められる。

SAl号掘立柱建物跡 (挿図第 60図/1次図版 7・ 37)

本調査区北東端で検出されてお り、SB2号竪穴建物跡

と重複 し、竪穴建物覆土除去後に確認されたことから、

SB2よ り古い所産である。東側と北側は調査区外にかか

り、全体像は不明である。

確認されたのは、柱穴掘 り方が 5箇所であ り、当初

SP17・ 45・ 53・ 406・ 407と して調査 したものである。

建物の主軸方位はNW l° を示 し、ほぼ正方位である。

現存規模は、南北 435m、 東西 2.53mを 測る。柱穴掘

り方断面において明確な柱痕は確認できなかったが、柱

位置と思われる箇所が一段掘 り下げている掘 り方があ

り、そこから観察できる柱間の距離は、東西が約 2.5m、

南北が ■2mを測る。

柱穴掘 り方は、方形を基調 として、長軸 60～ 75 cm、

確認面からの深さ35～ 45 cmを 測る。柱位置はおおよそ

掘 り方中央部に認められるが、SP17の ように掘 り方南

側壁に接するように据え付けられたものもみられる。覆

土は人為的に埋め戻されたようなランダムな堆積状況を

示している。

出土遺物は極めて少なく、SP45か ら古墳時代前期の

土器小片がわずかに出土 しているにすぎず、遺物から時

期判定は困難である。しかしSB2号竪穴建物跡 との重

複関係から、少なくとも8世紀前半以前の所産となろう。

3.SP(ピ ット・土坑)

本地区では、前述のとお り26基検出している。ここ

でも個別の説明は省略するが、平面形態・規模等につ

いては、SP一覧表に示 したので参照 されたい。また、

SAlの柱穴掘 り方についても、ここの挿図中に示 して

いる。

ここでは、掘立柱建物跡の柱穴掘 り方と認定できそう

な SP32と SP61について詳述 しておきたい。

SP32(挿 図第 62・ 131図/1次図版 36)

SAlの柱穴掘 り方 と同様に、SB2内 で検出されてい

る。長軸 80 cm、 短軸 74 cm、 確認面からの深さ 32 cmを

測る。掘 り込みはしっかりしてお り、底面には柱を据え

たとみられる小ピットを有している。覆土は基本的に5
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層に分層でき、覆土は人為的に埋め戻されたようなラン

ダムな堆積状況を示している。出土遺物は少なく、古墳

時代の高邦片と土師器奏小片などがわずかながら出土し

ている。本遺構の形態から柱穴掘 り方の可能性が高い。

SP61(挿 図第 62図 /1次図版 7)

SBl竪穴建物跡の北東隅で、同遺構に切 られるかたち

で検出されている。不整円形を呈 し、長軸 ■00m、 短

軸 ■00m、 確認面からの深さ40 cmを 測る。覆土は基本

的に3層 に分層でき、水平堆積を示 している。図示可能

な遺物の出土はなく、明確な時期判定は困難である。

4,SD(溝状遺構)(挿図第 49・ 62図/1次図版 7)

本地区からは、 2条検出されている (SD5。 6)。 いず

れも部分的な検出のため、その全体像は不明で、区画的

な用途なのかどうか、その性格も不明である。

C 鉄塔No 3地 区の概要と検出遺構・遺物

当該地区は、微高地から旧河道にかけての傾斜地お

よび旧河道域にあたり、中世から近世にかけての石積を

伴う水路状もしくは堀状の溝跡が中心的に検出されてい

る。その他、溝状遺構 2条、掘立柱建物跡に伴うと思わ

れるピットが 44基検出されている。

なお、石積を伴う水路状もしくは堀状の溝跡について

は、遺構名が SDllお よび SD13の 二つが付されている

が、SDllと SD13は 同一遺構である。これは調査当初、

整地層の一部を溝状遺構の落ち込みだと判断しSD13号

溝状遺構として調査を進めたためで、その後の調査の進

捗によって、次第にその構築状況が明らかとなり、整地

層 (盛土)であると判明した次第である。

強いて両遺構を分けるとすれば、SDllが石積を含め

た溝内部中心。SD13が整地層内中心 となることを断っ

ておきたい。

1.SD(溝跡・溝状遺構)(挿図第 49図 )

SDll・ 13(挿 図第 63～ 68・ 115～ 121・ 139。 141～

143。 145～ 151図/1次図版 9～ 13。 26～ 30)

本遺構は、少なくとも4段階の変遷を辿ることができ

る。第 1段階は、自然流路の状態で石積を施す前の段階

(平安時代以前)。 第2段階は整地とともに石積を施した

段階。第 3段階は溝が溝底から半分程度のレベルまで埋

没し、その上部に胴木を入れ新たに石積を施し、さらに

溝の軸をやや南に振る段階で、礎石状の大形の平石がみ

られることから、礎石建物も、同遺構に隣接して存在 し

たと思われる。第4段階はさらに埋没 して南側に新たに

石積を積み直す段階である。

第 2段階の石積は、最大で 7～ 8段程度積まれてお

り、下部の 2～ 3段は拳大よリー回り大きい河原石を使

用し、その上部は角張った大型の礫を使用 しており、整

地層には拳大の礫を中心に混入しているものの、石積自

体には裏込石はみられない。地形に沿って段数は変化し

ているが、最上面のレベルはほぼ水平となっている。石

尻を若千下げて傾斜をつけて積まれており、裏込石は使

用せず、シル ト質細砂を充填 して積まれている。

なお、山梨文化財研究所の河西学氏による石積の石材

観察では、石積の表面の角張った大きな礫については、

安山岩が多 く使用されており、これは本遺跡北側の大蔵

経寺山などに同質の礫が多 く分布することから、そこか

ら供給された可能性が高いという教示を得ている。

出土遺物としては、土師質土器皿、内耳土器、外耳土

器、鉢、橋鉢、瓦質火鉢、瓦質火炉、瓦片、穀臼、茶臼、

五輪塔片、曲物、漆器片、銭貨、ウマ下顎臼歯、シカの

角などが出土 し、年代 としては、16～ 17世紀段階の時

期と判断できる。

なお、16世紀代の石積を伴う溝は県内でも類例がな

く、ヘ ドロ状の黒色シル トが底面から約 40 clll程度堆積

していたことから、石積が構築された当初は、水の流れ

が乏しいか、滞留 していた「堀」的な状況が想定できる。

また、茶臼や五輪塔片が出土していることや、後述する

第4次調査で明らかなったように、本調査区北東側には

墓域と捉えられるエリアが展開することから、本遺構南

がわには、寺院施設が展開してることが想定できる。よっ

て本遺構は、寺院を囲む旧流路を利用した区画溝の北端

の一部であった可能性 も考えられる。

SD12(挿図第 71。 118。 119。 139図/1次図版 29)

本調査区のほぼ中央で西側調査区外に延びる溝状遺構

である。一部、現代の撹乱溝に破壊され、新旧関係は不

明だが、SP76・ 87・ 88・ 109。 110・ 111な どと重複 して

いる。調査区西側断面でみる本遺構の幅は 2,96m、 確

認面からの深 さ 24 cmを 測 り、断面観察では、SD14の

覆土をわずかに切 り込んで構築している。東西の現存長

は4.30mを測る。

覆土は砂粒を多 く含む褐灰色砂質上が主体で、酸化鉄

斑が顕著にみられ、流水があったことがうかがわれ、拳

大の礫 も散在的に混入 している。

出土遺物はさほど多 くはないが、古墳時代の高郭片や

奏片の他、黒笹 14段階と思われる灰釉陶器片、土師質皿・

鉢・括鉢、須恵質悟鉢などが出土している。

年代 としては、構築面が前述の SDll・ 13と 同一であ

ることから、16～ 17世紀代と考えておきたい。

SD14(挿図第 71・ 121図/1次図版 13・ 30)

SDll・ 13号溝跡に取 り付 くように、その西側部分で

検出されてお り、さらに西側調査区外に延びる。現代の

撹乱溝によって、その中央部付近と東端部分は破壊され

ている。幅約 45 cm、 確認面からの深さ 20 cIIl、 東西の現
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存長は 3.5mを 測る。覆土は砂粒を多 く含むにぶい黄褐

色砂質土と灰黄褐色砂質土からなり、溝の底面と立ち上

が り部分に月ヽピットが検出されている。

出土遺物は少なく、灰釉陶器壷片がわずかに図示でき

る程度である。年代としては、本遺構 も構築面が前述の

SDll・ 13と 同一であることから、16～ 17世紀代 と考

えておきたい。

2.SP(ピ ット・土坑)

前述のとお り、本地区ではピットが 44基検出されて

いる。そのほとんどが円形基調の平面形態をとり、規模

は径 18～ 50 clll、 確認面からの深さは 10～ 30 clll程度を

測るものが多い。覆土は単層、もしくは2～ 3層のもの

が大半を占める。これらピットの中には、掘立柱建物の

柱穴となるものがいくつか存在するものと思われる。し

かし、調査区の範囲が狭いため、柱聞間隔が広い 16～

17世紀代の掘立柱建物を把握するには困難であると言

わざるを得ない。

また、本地区では正式に建物遺構の抽出はおこなって

いないが、先に報告した SDll。 13の石積上部にみられ

た礎石状の扁平な礫の存在が示すように、礎石建物の存

在が想定され、それに対応するピットの存在も考えられ

る。ここでは、その可能性のある遺構を中心に報告 し、

その他については、SP一 覧表を参照 されたい。なお、

建物柱穴の復元案については、挿図第50図に示している。

SP109引 10(挿図第 71図/1次図版 8)

SD12内 で検出されてお り、SP109か ら拳大の礫がま

とまって出土している。これら礫は、礎石下の根石の痕

跡と思われる。その下部は長軸 50 cm、 短軸 43 cm、 確認

面からの深さ27 cmを 測る楕円形を呈する掘 り方となっ

ており、壷地業の痕跡だと思われる。下部掘 り方覆土は

基本的に3層のレンズ状の堆積となってお り、版築構造

とはなっていない。特に出土遺物はない。

SP89。 91(挿図第 70。 133図/1次図版 37)

SD12東端のす ぐ東側に位置 し、SP91が SP89を切 り

込んでいる。SP109の ように根石などの痕跡は留めてい

ないが、位置的な状況から礎石建物の礎石下部地業痕跡

に伴うピットだと想定している。SP91は 楕円形を呈し、

長軸 47 cm、 短軸 37 cm、 確認面からの深さ 33 clllを 測 り、

覆土は褐灰色土の 1層のみである。覆土内から土師質皿

片がわずかに出土している。

D 鉄塔No 4地 区の概要と検出遺構・遺物

本調査区は、微高地の中でも最 も高い位置にあたる。

平安時代 (9世紀代)の竪穴建物が 3棟、古墳時代初頭

の溝状遺構 2条、ピット数 7基が検出されている。本調

査区は後世の耕作による撹乱が著しく、さらに遺構どう

しの重複も顕著なことから、平面プランが半J然 としない

遺構が多いのが特徴である。

1.SB(竪穴建物跡)

SB5号竪穴建物跡 (挿 図第 72・ 73。 111・ 140。 141図

/1次図版 13。 24)

(位置)本調査区北西部にて検出されている。 (重複・遺

存状況)他遺構 との重複はみられないが、後世の耕作が

遺構確認面よりさらに深 くまで及んでおり、遺存状況は

良くない。 (形態・規模等)形態は隅丸方形を呈し、規

模は長軸 4.00m、 短軸 3.65mを測る。 (壁・壁溝・床面

等)壁は、北壁の一部のみ残存しているだけで、壁溝は

ほぼ全周している。竪穴部の確認面からの深さは、北壁

で最大 16 clllを 測 り、床面は貼床で、カマ ド周辺部のみ

堅固である。竪穴部掘 り方は、全体を掘 り込むような形

状で、西壁側ではピット状の楕円形を呈する小規模な掘

り込みが確認されている。なお、カマ ド前面および竪穴

部中央で焼土範囲が確認されているが、特に掘 り込みな

どは伴っていない。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (カ マ ド)北壁中央やや東寄 り

に構築されており、遺存状態は悪 く、袖芯材などは検出

されなかった。燃焼部は床面レベルとほぼ同一レベルで、

その範囲は焼土化が顕著である。 (出土遺物)遺物の出

土量は、あまり多 くないが、床面直上および床面上数cm

のレベルから散在的に出土している。 8世紀末から9世

紀前半代にかけての土師器郭・奏などが出土している。

(時期)9世紀前半。

SB6号竪穴建物跡 (挿図第73・ 111図/1次図版13・ 25)

(位置)本調査区西端で検出されてお り、その大半が調

査区外に延びている。現代の耕作が遺構覆上下部まで及

んでおり、遺存状況は悪い。 (重複 。遺存状況)SP108・

112、 SD7な どと重複 している。本建物跡が SPl12、

SD7の 上部を貼って構築 している。 (形態・規模等)形

態は方形基調を呈するものと思われるが、全体像は不明

である。規模は東西現存長 0,60m、 南北長 435mを 測

る。 (壁・壁溝。床面等)壁はほとんど残存 していないが、

壁溝は南・北壁において確認されている。竪穴部の確認

面からの深さは北壁で最大 12 cmを測 り、床面は貼床で、

特に堅固な範囲は確認できなかった。 (柱穴)柱穴と思

われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東

壁のほぼ中央部に構築されており、遺存状況は悪いが、

燃焼部の焼土の残存が顕著である。 (出土遺物)出土遺

物は、カマ ド内を中心に8世紀代および9世紀前半代の

土師器郭片が、わずかながら出上している (時期)9世

紀前半か。

SB7号竪穴建物跡 (挿図第 73・ 112図/1次図版 25)

(位置)本調査区西端で検出されてお り、その大半が調
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査区外に延びている。現代の耕作により、遺構のほとん

どが削平されている。幸うじて床面部分の遺物の分布と、

調査区西面の断面観察によってその存在が確認されたも

ので、遺存状況は極めて悪い。 (重複・遺存状況)SB6
と重複し、本建物跡が SP6に切 られている。 (形態・規

模等)形態は方形基調を呈するものと思われるが、全体

像は不明である。規模は南北現存長 3.20mを 測る。(壁・

壁溝・床面等)壁は残存 していない。壁溝は確認されて

いない。断面観察による竪穴部の確認面からの深さは北

壁で最大 12 cmを 測る。床面は貼床と思われるが、散在

的に硬化面が認められる。 (柱穴)柱穴と思われる明確

なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東カマ ドと思

われる焼土範囲が、断面にて確認されていることから、

北壁に構築されていたものと思われる。詳細は不明。(出

土遺物)出土遺物は、カマ ドの前面部と思われる箇所か

ら数点出土している。 8世紀末から9世紀前半代にかけ

ての土師器郭・奏、須恵器短頸壷片などが出土している

(時期)9世紀前半か。

2.SP(ピ ット・土坑)

前述のとお り、本地区ではピットが 7基検出されて

いる。性格はどれも不明であるが、SPl12は土坑状の掘

り込みであり、その上部をSB6に よって貼 られている。

楕円形を呈し、長軸 1.12m、 確認面からの深さ20 cmを

測 り、その底面から8世紀前半代の土師器郭片が出土し

ている。また、SP82か ら青白磁製の水注片が出土して

いる(1次図版 37)。 楕円形を呈 し、長軸 44 cm、 短軸 38 cm、

確認面からの深さ 22 clllを 測る。覆土はにぶい黄褐色砂

質上のみの単層である。本地区では唯―の中世遺構であ

る。

3.SD(溝跡・溝状遺構)(挿図第 49図 )

本地区からは、 2条検出されている。いずれも部分的

な検出のため、その全体像は不明であるが、SD4号溝

状遺構からは、弥生時代後期末の良好な土器資料が得ら

れている。

SD4(挿図第 75。 114図/1次図版 14・ 26)

本調査区北東から南西にかけて、緩やかな弧を描いて

延びる溝状遺構である。北端部の幅は、1.05m、 確認面

からの深さ■30mを測 り、その断面形は上部が朝顔状

に開く漏半状を呈している。南側は表土剥ぎの際に、確

認面を落とし過ぎてしまったため、底面部分の検出にと

どまっている。

覆土は基本的に6層 に分層でき、第 1層が 20 cm前 後

みられ厚 く堆積 してお り、出土遺物の多 くが、同層位か

ら出土している。そのため、底面を覆う第 6層 には酸化

鉄斑が顕著に認められ、流水 もしくは滞水 していた状況

がうかがわれる。

出土している土器の多 くは破片資料が大半を占め、赤

彩を施 した壺・鉢形態の土器の出土が目立っている。出

土位置は、検出されている範囲の中で、本遺構北側のあ

る一画に集中する傾向がみられる。

SD7(挿 図第 75。 114図/1次図版 13・ 26)

本遺構は、調査区西側の SD6号竪穴建物跡の下部か

ら東西に延びる溝状遺構で、東側部分は、SD4と 同様、

表土剥ぎの際に確認面を落とし過ぎてしまったため欠失

している。SB6の 他 SP62・ 106・ m2な どとも重複 して

いる。溝の最大幅は 1.86m、 確認面からの深さは 18 clll

を測 り、壁は緩やかに立ち上がっている。出土遺物は極

めて少なく、弥生時代の甑片が出土しているに過ぎない。

E 鉄塔阻 5地区の概要と検出遺構 。遺物

本調査区は、微高地縁辺ないし旧河道域内にあた り、

溝状遺構 3条が検出されている。いずれも部分的な検出

である。

1.SD(溝跡・溝状遺構)(挿図第 49図 )

SD8(挿図第 76。 114・ 139図/1次図版 14。 26)

本調査区の南西隅および南縁にて検出されている。東

西方向に延びる溝状遺構で、現表から約 35 clllの耕作土

直下で確認されている。現存の最大幅は 1.5m、 確認面

からの深さは 13 cmを測る。底面および壁立ち上が り部、

外縁部に径 10 cm内 外を測る小ピット群が検出されてお

り、断面観察をおこなったところ、斜位の方向性をもつ

ものが多いことから、ランダムに打ち込まれた杭の痕跡

であることが想定できる。

出土遺物はさほど多 くはないが、底面付近から礫がま

とまって出土し、それとともに遺物も出土している。古

墳時代から平安時代の上器小片や軒平瓦片などが出土 し

ている。

SD9(挿 図第 76図 )

本調査区、北西隅でわずかに検出されたもので、覆土

の状態から溝状遺構の一部ではないかと判断した。出土

遺物はない。

SD10(挿図第 76。 115図/1次図版 15。 26)

本調査区北東隅で検出されており、確認面からの深さ

は 60 cmを 測る。覆土は褐灰色シル トおよび細砂であり、

水流が著しい旧流路跡と思われる。検出された範囲内だ

けでも、流路を変えた痕跡がみられる。

底面付近を中心に、古墳時代台付奏片や須恵器片など

が出土している。

F 外周道路地区の概要と検出遺構 。遺物

本調査区は、微高地および旧河道域にあたり、 L字形

の形状をした調査区である。その南東部分は、畑等の耕

-82-



作地造成により大きく肖1平 され、遺構確認面も久失して

いる状況が認められた。

調査の結果、10世紀代 と思われる竪穴建物 1棟、奈

良時代から平安時代にかけてのものと思われる 3間 ×3

間の掘立柱建物跡 2棟 と柱穴列 1箇所、弥生時代中期前

葉・古墳時代～中世にかけての溝状遺構 17条、ピット

62基などが検出されている。

1.SB(竪穴建物跡)

SB8号竪穴建物跡 (挿図第77・ 112・ 113図/1次図版 15・ 25)

(位置)本調査区南西端の屈曲部内側で検出されており、

その 1/2程度は調査区外にかかっている。 (重複・遺存

状況)SD17'29と 重複 している。新旧関係は不明であ

るが、おそらく本建物跡が両遺構 より新 しい。 (形態・

規模等)形態は隅九長方形を呈するものと思われるが、

全体像は不明である。規模は東西長 4,15m、 南北長 4.65

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は、検出されてい

る壁下において確認されている。竪穴部の確認面からの

深さは最大 21 clllを 測 り、床面は貼床で、特に堅固な範

囲は確認できなかった。 (柱穴)刻 ピヽットは数基確認さ

れているが、柱穴と思われる明確なピットは確認されて

いなVヽ 。 (カ マ ド)不明である。なお、竪穴部南壁寄 り

の床面にて焼土範囲が確認され、その下部には焼土粒や

炭化物を含んだ不整楕円形を呈するピット(焼土ピット)

が確認されたが、その性格については不明である。 (出

土遺物)出土遺物は、覆土中から散在的に出土している

が、焼土ピットの上部にあたる位置から完形に近い土

師器郭が 2枚重なった状態で出土しており、竪穴の埋没

過程で何らかの土器祭祀がおこなわれたことが想定でき

る。出土遺物としては、土師器郭の他、土師器鉢 。奏な

どもみられる。 (時期)10世紀前半。

2 SA(掘 立柱建物跡)

SA2号掘立桂建物跡 (挿図第 78図/1次図版 16)

本調査区南側で検出されてお り、畑等の耕作地造成

により大きく削平され、かつ耕作による撹乱が著しく、

いずれもの柱穴掘 り方も底面近 くまで削平されてお り、

遺存状況は極めて悪い。SA3号掘立柱建物跡と重複し、

SA3よ り新 しい。また、本建物跡の西側 3mに は、塀

状の柱穴列 (SFl)が位置 してお り、主軸方向がほぼ同

じとなっている。

規模は桁行 3間 で 2.7m、 梁行 3間 で 2.7mを 測 り、

平面形態はほぼ正方形を呈する側柱式建物である。確

認された柱穴掘 り方は撹乱状のものも含めて 12箇所で

茂)り 、 SPl13・ 118'119・ 122・ 123・ 128,131'133・

134,136。 144である。建物の主軸方位は、南北の梁行

方向では NE14° を示す。

柱穴掘 り方は、方形を基調として、長軸 45～ 100硼、

確認面からの深さ 15～ 28 cmを 測る。柱痕は、SPl13を

除くすべての掘 り方底面で、柱を建てたと考えられる窪

みを確認している。その多 くは掘 り方中央から離れた位

置で確認され、中には掘 り方壁を若千掘 り込んでいるも

のもみられる。柱はすべて抜き取れられたとみられ、柱

穴を人為的に埋めている状況も一部で認められる。推定

される柱の大さは、15 cm程度と考えられる。

すべての柱穴掘 り方で出土遺物がなく、遺物の上から

の時期判別は困難である。

SA3号掘立柱建物跡 (挿図第 79図/1次図版 16)

SA2号掘立柱建物跡と重複して検出されている。SA2

同様、遺構上部は大きく削平されているとともに、本建

物の東側部分はさらに深 く削平されているため、東西方

向 (梁行)の規模については不明となっている。南北方

向 (桁行)の規模についても、SA2の柱穴掘 り方によっ

て北西隅の柱穴掘 り方が欠失していため不明である。

規模は桁行 2間で推定約 5.6m、 梁行現状 3間で推定

5.4mを 測 り、平面形態は不明であるが、all柱式建物で

ある。確認された柱穴掘 り方は7箇所で、SP120。 125。

127・ 135'139。 142・ 147で ある。建物の主軸方位は、

南北の桁行方向ではNE 9° を示す。

柱穴掘 り方は、楕円形を呈するものがあるが、基本的

には方形を基調 として、長軸 55～ 75 cm、 確認面からの

深さ 10～ 20 cmを 測る。柱痕は、すべての掘 り方底面で、

柱を建てたと考えられる窪みを確認している。SP125の

東側約 ■7mの位置に浅い窪み状のピットが確認されて

いたが、水没のため調査途中で欠失しまった。その多 く

はSA2と 同じように、掘 り方中央から離れた位置で確

認され、中には掘 り方壁を若千掘 り込んでいるものもみ

られる。なお、SP120で は礎板 と思われる炭化材が検出

されている。柱はすべて抜き取れられたとみられ、柱穴

を人為的に埋めている状況も一部で認められる。推定さ

れる柱の太さは、15 cm程度と考えられる。

すべての柱穴掘 り方で出土遺物がなく、遺物の上から

の時期判別は困難である。

3. SF(柱穴列跡)

SFl号桂穴列 (挿図第 80図/1次図版 16)

SPl16・ 117・ 121か らなる南北方向の柱穴列で、SA2

が東に約 3m、 SA3が 6.3mに位置している。

南北方向の主軸方位は、NE13° を示している。

柱穴掘 り方は、基本的には方形を基調として、長軸

55～ 90 cm、 確認面からの深さ15～ 25 cmを 測る。柱痕は、

すべての掘 り方底面で、柱を建てたと考えられる窪みを

確認している。

すべての柱穴掘 り方で出土遺物がなく、遺物の上から

の時期判別は困難である。
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4.SP(ピ ット・土坑 )

本地区では、前述のとお り62基検出している。その

内の 21基が前節で報告 した掘立柱建物跡などに伴う柱

穴である。これら以外にも調査範囲の関係で、掘立柱建

物跡などの柱穴として完結できないピットも複数存在 し

ていると思われる。

その可能性があるのは、SPl14・ 115'124。 129な どで、

それら以外はその用途など性格不明なものが多い。各遺

構の個別説明は省略するが、平面形態・規模等について

は、SP一覧表に示 したので参照されたい。

5.SD(溝跡 。滞状遺構)(挿図第 50図 )

本地区では弥生時代中期前葉 。古墳時代～中世 。近世

の遺物を含む流路状の溝状遺構が 17条検出されている。

SD15(挿図第 84・ 121図/1次図版 16・ 30)

本調査区の南側で、現水路によって調査区が分断され

た東側部分で、現水路に沿うかたちで検出されている。

SD16と 重複するが、その上部に本遺構は構築されてい

る。

確認面からの深さは約 40 cmを 測り、覆土中層から器

高の低い「ほうろく」形の内耳土器片が出土している。

本遺構は、おそらく現水路の開削段階に伴うものと思わ

れる。

SD16(挿図第 84'122図 /1次図版 16・ 30)

本調査区南縁部で検出されており、北西から南東方向

にかけて延びる溝状遺構である。幅約 3.00m、 確認面

からの深さ約 76 cmを 測 り、遺構内には幾たびか流路を

変えた痕跡とみられる小溝状遺構がみられ、最終的な断

面形は、漏斗状を呈 している。

底面にはやや粗い砂粒の推積がみられ、流水の痕跡が

顕著である。遺物は出土は少なく、縄文時代後期、弥生

時代中期、古墳時代前期、平安時代の土器片が散在的に

出土している。中世以降の出土遺物がまったくみられな

いため、出土土器から少なくとも9世紀代まで流下して

いたと思われるが、最終的な廃絶時期は不明である。

なお、本遺構から出土 した弥生時代中期前葉に属する

と考えられる壺形土器の頸部破片は、山梨県内でも出土

事例が少なく、周辺に当該期の遺構群の存在を予測させ

るものである。

SD17・ 29,31(挿図第85'122・ 148図 /1次図版17・ 18'30)

本遺構は、SD29等 の南側で検出されているもので、

いずれもSD29等 に切 られている。特に相関関係はない

が、ここで同時に報告 しておく。

SD17は U字状に湾曲しており、幅 ■44～ ■84m、 確

認面からの深さは最大で 38 cmを 測る。西側はSB8号竪

穴建物跡にその上部を削平されている。

溝の断面形は南側に緩やかな段をもつ鍋形を呈し、底

面はほぼ水平である。溝内には多数の小ピットがみられ

るが、その性格は不明である。出土遺物はほとんどなく、

東側か ら10世紀代の土師器郭 。奏片がわずかに出土し

ているが、おそらくSB8号竪穴建物跡からの流入の可

能性が高い。

SD29は 、SD29か ら南東方向に廷びる溝で、SB8号

竪穴建物跡の上部を切 り込んで構築されている。最大幅

は約 92 cmを 測 り、断面形は鈍角にひらくV字形状 もし

くは漏斗状を呈する。出土遺物はない。

SD31は 、SD17の南縁を沿うように検出されてお り、

SD17よ り新しい。また SP171～ 173と も重複 している

が、いずれよりも新 しい。幅 26～ 30 cm、 確認面からの

深さは 13～ 18 clllを 測る。出土遺物はない。

SD18～ 21・ 26～ 28・ 30(挿 図第 86～ 88。 122～

125図/1次図版 17・ 30～ 33)

本遺構群は、南北方向に延びる本調査区の南側部分で

検出されてお り、本来は北東から南東方向に延びる大き

な流路であり、遺構番号を付したものは、流路変化にと

もなう各時代における流路の痕弥であるため、ここでは

まとめて報告することにする。

本流路跡は、南北方向幅約 8.50mを 測 り、確認面か

らの深さは 30～ 40 clllを 測る。南側の SD18や SD30な

どでは、古墳時代前期を中心とする土器が、底面付近

を中心 に多量に出土 している。一方、北側の SD20や

SD27な どでは、 8世紀第および9世紀代を中心 とする

土器群が多量に出土いることから、流路が次第に】ヒ側に

移っていった状況がうかがえる。

出土遺物は、古墳時代ではミニュチア土器や台付甕を

まとめて破砕 したような状況 (第 87図 )を示す出土状

況のあ り方が認められることから、本流路内において何

らの祭祀行為がおこなわれたことが想定できる。また、

9世紀以降の土器の出土が認められないため、本流路は

少なくとも、10世紀段階では埋没 し、その機能は失っ

ていたと考えられる。

SD22(挿図第89,124・ 148。 151図/1次図版18・ 32)

本調査区の北端で検出されてお り、SD15と 同様に現

水路に沿うような形で、南側の縁辺部が検出されている。

本遺構は、後述する第 2次調査で、水路を挟んだ】ヒ側で

検出された SD25と 同一のものと思われる。

確認面の深さは■44mを測 り、上層から中層か ら江

戸時代の陶磁器類が出土しており、 8～ 9世紀代の土器

片も出土しているが、遺物の出土状況から、本遺構の掘

削は SD15と 同様に江戸時代頃に推定されよう。

SD23(挿図第 89図/1次図版 18)

本遺構は、南北に延びる本調査区の北西から南東方向

において長さ 17.4mに わたって検出されている。北側
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部分は消失しているが、本来は SD22ま で廷びていた可

能性が高い。

幅約 35 clll前 後、確認面からの深さ 10 cm前後で、断面

形は鍋底状を呈している。出土遺物はない。

SD24(挿図第 89。 124図 /1次図版 18・ 32)

SD23の西側約 3mに位置し、土坑状の遺構 として捉

えることも可能であるが、北西から南東方向に廷びる

SD遺構として遺構番号を付 した。

幅約 ■2m～ 2.Omを 測 り、確認面からの深さ約 5～

6 cmの ごく浅いものである。出土遺物は、縄文時代後期

土器片がわずかに出土しているにすぎない。

G 南進入路地区の概要と検出遺構・遺物

本調査区は現在の国道 411号線 (十 日甲州街道)に面し、

運動公園建設予定地に向かう進入路部分にあたる。調査

直前まで民家が存在 し、生活領域として長 く使用されて

いた土地であり、そのために各所に現代の撹乱が遺構面

まで及び、遺構の遺存状況は全体的に良くない。

本調査区は、微高地から旧河道にかけての斜面地にあ

たり、東西に延びる溝状遺構 5条、南北に延びる溝状遺

構 2条、建物の柱穴と思われるピットや、埋桶および埋

桶を伴ったと思われるピット、地下ムロ (室)状遺構、

墓坑などを含めたピット計 228基、建物状遺構 1棟、埋

奏 1基などを検出しており、その遺構の多 くは中・近世

および近 。現代に属するものが多い。

1.SP(ピ ット・土坑 。その他)

検出された本遺構群の中で、その機能が判明するもの

は数少ないが、本調査区での想定される機能を挙げてお

きたい。

①建物の柱穴、②坦桶遺構、③井戸、④ムロ (室 )、

⑤墓坑、⑥土坑、というような機能が想定できる。①は

検出されているSP遺構の中で最も多いと思われるが、

撹乱的なものもいくつか存在することは否めない。規

則的な配列は認められず、建物認定までには至ってい

ない。②の埋桶遺構に想定できるものは、ピットー覧表

の備考欄にも記したが、覆土の堆積状況や、遺物の出土

状況、平面形態などから認定でき、SP175。 183。 192・

200・ 229・ 246・ 247・ 257。 284・ 322・ 323・ 324おcとデが

該当しよう。③の井戸については、全容は不明であるが

SP258が その可能性がある。④はその形状からSP283。

⑤は人骨など出土しているSP256と 、馬歯が出土して

いるSP201も その可能性が考えられる。以下、主に上

記の遺構について報告したい。規模等の詳細は、ピット

ー覧表を参照されたい。

SP175・ 246・ 247(挿図第 90・ 134。 146図 /1次図

版 19。 37)

SP175は 、SP246・ 247な どと重複 し、いずれの遺構

を掘 り込んでいる。埋桶遺構と考えられ、平面形態は隅

九方形を呈 し、長軸 ■38m、 短軸 1,36m、 深 さ確認面

から約 34 cmを 測る。木質などは遺存 していないが、覆

土の堆積状況をみると、壁際には側板等の痕跡が認めら

れる。底面は平底を呈 し、底面を中心に土製混炉片、ガ

ラス製箸片 ?な どが出土 している。なお、SP246。 247

も同様な形態を示すことから、これらも埋桶遺構 と考え

られる。

SP183(挿図第 91図 )

SP227・ 228と 重複 し、いずれの遺構を掘 り込んでい

る。平面形態は円形を呈 し、長軸 1.18m、 短軸 1.10m、

深さ確認面から約 23 cmを 測る。掘 り方は段掘 り状 を呈

しその形態から、埋桶遺構と考えられる。出土遺物はな

く、礫が少量出土しているのみ。

SP1 92(挿 図第 91・ 134・ 148図/1次図版 19。 38)

SP343と 重複 し、同遺構を掘 り込んで構築されている。

平面形態は円形を呈 し、長軸 1.10m、 短軸 0,98m、 深

さ確認面から約 58 cmを 測る。

底面上約 20 cmの レベルにおいて、顕著な炭化物層が

認められ、その上下の覆土内には拳大から人頭大の各礫

が充填されている。特に下層における礫は、上層に比べ

量的にも多い。出土遺物は、磁器椀がみられる程度であ

る。

SP200・ 229(挿図第 92・ 135。 145図/1次図版 38)

SP200は 、SP229と 重複 し、本遺構 の上部 を SP229

に掘 り込まれている。平面形態は隅丸長方形を呈 し、長

軸 上95m、 短軸は現状で ■65m、 深さ確認面から約 53

clllを 浪Jる 。

掘 り方は段掘 り状を呈し、底面に 70 cm× 66 cIIlの 範囲

で木質状の炭化物の範囲が認められ、桶の底板の一部だ

と思われる。

SP229は 、平面形態は隅丸長方形を呈し、長軸 1.38m、

短軸は現状で 1.18m、 深さ確認面から約 27 cmを 測 り、

底面付近より扁平な礫が数点出土している。いずれもそ

の形態などから埋桶遺構と考えられる。

SP256(挿図第 95・ 148図/1次図版 19)

本遺構からは、頭蓋骨と歯の一部、そして鉄製刀子が

出上 している。これら出土遺物から墓坑 とみられ、平

面形態は隅九長方形を呈し、長軸 1.27m、 短軸 0.85m、

確認面からの深さ 12 cmを 測る。頭位は北西方向で向き

であり、頭骨と歯との出土位置関係から、顔は】ヒ西向き

と考えられる。なお、銭貨は出土していない。時期を推

定できる遺物は出土していないが、墓坑の形態やその埋

葬形態から中世から近世初頭と考えられる。

SP257(挿図第 95図/1次図版 19)
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平面形態は円形 を呈 し、長軸 ■44m、 短軸 ■32m、

深さ確認面から約 32 cmを 測る。底面には桶の底板 (約

2/3程度残存)と 、わずかに側板が残存 している。特に

出土はない。

SP258(挿 図第 95'135図 /1次図版 20,38)

SD33内 にて検出され、SP271と 重複 している。調査

区東面のセクションの検討の結果、SP257が SD33を掘

り込み、SP271が SP258を さらに掘 り込んで構築 して

いることが判明している。

SP258の平面形態は、おそらく円形を呈すると考えら

れ、長軸 2.08m、 確認面からの深さ 52 cmを 測る。掘 り

方の西辺に沿って扁平な礫や拳大の角礫が数段積まれた

状況で検出されている。

この礫の合間や、底面付近から土師質皿数点出土 して

いる。底面付近からは調査段階でも湧水がみられ、埋桶

遺構 とも考えられるが、井戸の可能性も考えられる。

SP283(挿図第 96・ 148・ 149図/1次図版 20)

長軸 1,76m、 短軸 0,68m、 確認面からの深さ 38 clllを

測る、平面形態が羽子板状を呈するもので、南側に階段

状となってお り、こうした形状からムロ (室)的性格を

有する地下式坑と考えられる。覆上の堆積状況から、底

面は荒堀のうち盛土をして床を形成されてお り、その床

面直上付近から板材 らしい木質片が出土している。また

覆土上層部は天丼部の崩落土であり、鉄製のスコップ、

九釘、第二次大戦時における甲府大空襲のものと思われ

る焼夷弾片が出土している。

SP322・ 323(挿図第 98・ 141。 146図 )

SP322は 長軸 ■32m、 短軸 1.10m、 確認面からの深さ

13 clll、 平面形態は楕円形を呈 し、SP323は長軸 1.18m、

短軸 1.1lm、 確認からの深さ 34 cm、 平面形態は円形を

呈する。出土遺物は煉瓦片等が出土している。その規模・

形状等から埋桶遺構と考えられる。

SP324(挿図第 98。 136。 144図/1次図版 20。 38)

長軸 1.18m、 短軸 1.15m、 確認面からの深さ 37 cm、

平面形態は円形を呈する。扁平な礫が、覆土上層の壁際

から出上しており、土師質鉢片、灰釉花瓶片などが出土

している。その規模・形状等から埋桶遺構と考えられる。

2.SA(建物跡)

SA4号建物跡 (挿図第 102図/1次図版 18。 19)

本調査区の北東端において検出されている。礎石状の

礫や柱穴状のピット、小溝等から構成されるもので、建

物跡の一部ではないかと推察される。検出されている範

囲の規模は、東西 3.15m、 南北 2.30mで、その構造は

不明だが、出土遺物は特にないが、現代に存在 した建物

跡である可能性が高い。

3. SU(埋奏)

SUl(挿図第 102・ 136。 141・ 149図/1次図版 37)

本調査区北側の西隅で検出されてお り、SD35の覆土

を掘 り込んで埋設されている。いわゆる トイレに伴う奏

で、甕は長軸 53 cm、 短軸 44 cmを 測る精円形の掘 り方内

部にコンクリー トで固定されている。奏の内部からはガ

ラス製アンプル容器、瓦器製植木鉢片、磁器製皿・統制

陶器 (岐 867)、 煉瓦等が出土している。

4.SD(溝跡・溝状遺構)(挿図第 50図 )

本地区では古墳時代～中世・近・現代の遺物を含む流

路状の溝状遺構が 7条検出されている。

SD32(挿図第 62。 125。 126図/1次図版 21・ 33)

本遺構は、本調査区南端で検出されている東西に延び

る溝状遺構である。その南側は現在の国道 411号線、旧

甲州街道とされる道路が東西に通じ、それに沿うような

かたちで検出されている。現状の最大幅は■95m、 確

認面からの深さ約 70 cmを 測 り、その内部に小流路が数

条みられる。土層の堆積状況から、常時、水流があった

ことがうかがわれる。

出土遺物は、古墳時代から平安時代、中世の土師器、

土師質土器があり、これら遺物の様相か ら、本遺構の埋

没時期は、12世紀以降と考えられる。

SD33(挿 図第 62・ 126～ 128・ 140。 143～ 146・ 149図

/1次図版 21。 33・ 34)

本調査区中央からやや南側で検出されている東西に廷

びる溝状遺構である。その東端部では SP258等 と重複

している。幅は約 3m前後を測 り、確認面からの深さは

35～ 45 clllを 測る。南側の溝壁面を中心 に、小ピットが

掘 り込まれているが、配置等において特に規則性は認め

られない。

底面からやや浮いたレベルおよび、底面から40 cm上

のレベルにかけて人頭大の角礫を中心に、充填されたよ

うな状況が認められ、その中には石臼や石鉢も認められ

る。

8世紀代か ら近世に至る土師質皿や内耳土器片、陶器

類なども比較的多数出土 しているが、それ らは礫 よりや

や下のレベルか、礫に混じって出土している。こうした

礫の出土状況や土層の堆積状況から、16世紀以降に整

地等の目的で本遺構が人為的に埋め立てられた状況が想

定できる。

SD34(挿図第 105図/1次図版 22)

SD33の南側約 lmに位置する東西に延びる溝状遺構

で、SP175。 246。 255等 と重複 してお り、いずれの遺構

にも切 り込まれている。また西端部分は、現代の撹乱に

よって欠失している。

幅は 0.88～ ■32mを 測 り、確認面か らの深さは 33 cm

を測る。遺物は特に出土していない。
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SD35(挿図第 105。 106・ 128。 140図/1次図版 22)

本調査区の西端に沿って約 22mに わたって検出され

ている南北に延びる溝状遺構である。検出されている現

状の最大幅は約 1.Om、 確認面からの深さは最大で約 50

側を測る。土層の堆積状況をみると、自然堆積を示すの

は下層部分だけで、その上層部分は人為的に埋め戻され

ている状況が認められる。

確認された範囲内では、出土遺物は極めて少ない。本

溝状遺構ではかなりの水流があったとみられ、最下層に

はシル ト質の細砂が比較的厚 く堆積 している。

SD36(挿図第 105。 106・ 128図/1次図版 22・ 34)

本調査区の北側、SD35の北縁に取 り付 くように検出

されている東西に延びる溝状遺構である。やや S字状

に蛇行 してお り、幅 ■05～ ■50mを測 り、確認面から

の深さは 45 cmを 測る。遺物が本遺構の東側と西側から

散在的に出土してお り、平安時代の土師器片、土師質皿

片、陶器製鉢片がみられ、その埋没時期は近世段階と考

えられるが、詳細は不明である。

SD37(挿図第 105・ 128図/1次図版 23・ 34)

SD35の北側で、SD35に本遺構の南側部分を切られて

検出されている。土層の堆積状況および堆積土の状況か

ら、溝状遺構ではないかと判断しSDと しての番号を付

したが、その性格は定かではない。東側壁部分の一部に

は、壁溝状の溝状遺構がみられるが、底面は全体的に極

めて軟弱で、竪穴建物で観察できる床面の状況ではない。

出土遺物は少なく、古墳時代の壼の日縁部付近の破片が

出土しているに過ぎない。

SD38(挿 図第 107・ 129。 130。 146・ 148図 /1次 図版

23。 35。 36)

SD36の南側約 21nに位置する東西に延びる溝状遺構

で、東側でY字状に分岐している。幅約 55 clll前後を測

り、確認面からの深さは 15 cm程 度で浅い溝状遺構であ

る。Y字状に分岐した溝内から、昭和前期頃の所産と思

われる磁器製の飯盛 り碗や皿等がまとまって出土してい

る。

H 遺構外出土遺物について

(挿図第 108・ 136～ 138・ 140。 141・ 145・ 146・ 149図

/1次図版 39'40)

各調査区において、調査開始当初の遺構確認段階など

で、遺構ナンバーを付す前に出土し、その際に「遺構外」

遺物として、光波測量機で取 りあげたものが多い。その

多 くは結局のところ各遺構に伴うものが多かった。

しかし遺物はある程度まとまって出土したものの、最

終的に遺構の存在が判明しなかったものや、掘立柱建物

跡のように、柱穴掘 り方から出土せず、想定される建物

範囲内の調査面から出土しているものあり、こうした遺

物の帰属には慎重を要する。

鉄塔血 1地区では SP57の 上層部で 8世紀代の土師器

郭や甕片が出土 している。鉄塔No 4地 区では SB5の 上

層部から、焼成粘土塊や 8世紀代の土師器郭や須恵器蓋

片が出土してお り、焼成粘土塊の年代は不明であるが、

SB5の年代と前記遺物の所属時期とは触離がみられ、後

世の流入とみられる。また SD7の内外にて遺物のまと

まりがみられる。

外周道路地区では SA2の柱穴掘 り方上層や近接 した

位置から植物繊維が混入 した粘土塊や、重 Gと みられ

る須恵器長頸壷片が出土してお り、SA2に伴 う可能性

が高い。また削平地内から石製腰帯具 (巡方)や、調

査区外から管玉が出土している。南外周道路地区では、

SP220な どのピット・土坑が比較的密集する箇所で、土

師質の乗燭が出土している他、紅皿、焙烙片、精鉢片、

煉瓦片、ガラス製両口点眼ビンや透明目薬ビンなどが出

土している。
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hl
o3

(円
形

)
(0
20
)

決
塔

Ne
 3

IP
72

(円
形

)
[0
26
]

SP
75

茨
塔

hl
e 
3

と
し

卜
整

楕
円

形
0 
37

と
師

質
悟

鉢
片

決
塔

N0
3

有
円

形

SP
77

決
塔

No
 8

弓
形

0 
87

上
師

質
皿

片
SP
78

失
塔

No
 3

な
し

¬
形

0 
3つ

0 
29

SP
79

失
塔

No
 3

(円
形

)
0 
36

0 
28

0 
14

SP
80

矢
塔

No
3

有
円
形

0 
12

買
恵

質
鉢

片
突
塔

N0
4

な
し

言
円

形
0 
57

0 
20

災
塔

No
4

な
し

青
円

形
0 
38

0 
22

争
白
磁

水
注

片

災
塔

a1
03

な
し

言
円

形
0 
24

0 
18

と
師
質
鍋
片

(内
耳
か

)

災
塔

l1
03

な
し

弓
形

0 
26

0 
11

央
塔

No
 3

な
し

(円
形

)
[0
34
]

0 
33

0 
17

SP
86

夫
塔

No
 3

な
し

看
円

形
0 
23

SP
87

共
塔

lW
o 
8

円
形

0 
24

SP
38

美
塔

N0
3

不
整

円
形

と
師

質
皿

、
土

師
質

鍋
片

(内
耳

か
)

SP
39

失
塔

No
3

(精
円

形
)

「
04
21

主
太

掘
り
方

の
可

能
性

あ
り

失
塔

N0
3

,P
91

宥
円

形
0 
26

失
塔

N0
3

'P
89
,9
0

宥
円

形
0 
47

主
穴

掘
り
方

の
可

能
性

あ
り
、

土
師

質
皿

片
SP
92

決
塔

N0
3

な
し

看
円

形
0 
47

0 
39

SP
93

失
塔

No
4

'B
5

円
形

0 
21

0 
18

0 
24

SP
94

失
塔

No
3

宥
円
形

0 
41

0 
36

SP
95

央
塔

No
 3

悽
し

偶
丸

方
形

0 
26

02
4

SP
96

央
塔

No
 3

円
形

0 
30
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SP
97

失
塔

雨
3

,P
96

脅
円

形
[0
42
]

0 
17

SP
98

失
塔

hl
o3

,P
94

円
丸

長
方

形
0 
32

SP
99

失
塔

Al
o 
3

悽
し

ヨ
形

0 
35

0 
11

SP
10
0

失
塔

N0
3

後
し

弓
形

0 
16

0 
10

SP
10
】

失
塔

Nl
o3

な
し

言
円

形
0 
12

0 
12

SP
10
2

次
塔

N9
3

な
し

看
円

形
0 
16

と
師
質
鉢
片

SP
10
3

失
塔

No
 3

な
し

有
円

形
01
1

SP
10
4

茨
塔

N0
3

(円
形

)
(0
20
)

SP
10
5

茨
塔

hl
e 
3

(楕
円
形

)
(0
88
)

(0
20
)

0 
27

SP
10
6

次
搭

No
4

(楕
円

形
)

0 
80

10
50
)

茨
塔

配
3

と
し

ヨ
形

0 
25

次
塔

N0
4

言
円

形
0 
40

次
塔

No
3

ID
12
、
 S
Pl
10

看
円

形
0 
50

0 
43

膝
石

下
の

墓
楼

地
業

痕
の

可
能

性
あ

り

SP
l1
0

次
塔

Il
o 
3

ID
12
、
 S
P1
09

Il
形

[0
24
]

共
塔

No
 3

]形
(0
53
)

0 
50

茨
塔

No
4

(精
円

形
)

[0
8]

0 
20

土
師

器
不

片

Ⅲ
周
道
路

な
し

島
丸

長
方

形
1 
00

0/
9

0 
28

,A
2柱

穴
掘

り
方

泰
周

道
路

蛮
し

不
整

方
形

SP
l1
5

ホ
周
適
路

Fし
不

整
方

形
0 
56

0 
56

0 
12

SP
l1
6

外
周

道
路

Fし
宥
円

形
0 
90

0 
70

0 
25

SF
l柱

穴
掘

り
方

SP
l1
7

外
周

道
路

な
し

島
丸

長
方

形
0 
65

0 
45

,F
l柱

穴
掘

り
方

SP
l1
8

外
周

道
路

な
し

偶
丸

方
形

「
08
0]

0 
80

0 
20

SA
2柱

大
掘

り
方

SP
l1
9

外
周

道
路

悽
し

偶
丸

方
形

0 
75

SA
2柱

穴
掘

り
方

SP
12
0

外
周

道
路

下
整

精
円

形
0 
65

0 
65

0 
11

,A
3柱

穴
掘

り
方

、
礎

板
状

炭
化

羽
出

土

SP
12
1

外
周

道
路

な
し

偶
丸

方
形

0 
55

0 
45

,F
l柱

穴
掘

り
方

SP
12
2

外
周

道
路

な
し

不
整

円
形

0 
65

0 
60

0 
20

SA
2柱

穴
掘

り
方

SP
12
3

外
周

道
路

な
し

偶
丸

方
形

0 
65

0 
65

2柱
穴

掘
り
方

SP
12
4

外
周

道
路

な
し

偶
丸

方
形

0 
57

0 
57

SP
12
5

79
71
・
周

道
路

)P
12
6

惰
円
形

0 
55

0 
50

0 
20

SA
3柱

穴
掘

り
方

SP
12
6

外
周

道
路

,P
12
5

看
円

形
0 
82

0 
55

0 
10

台
付

霊
脚

部
片

SP
12
7

外
周

道
路

)P
12
8

篭
円

形
0 
65

0 
55

0 
10

SA
3柱

穴
掘

り
方

SP
12
8

外
周

道
路

,P
12
7

偶
丸

方
形

0 
85

0 
12

SA
2柱

穴
掘

り
方

SP
12
9

外
周

道
路

な
し

丹
丸

方
形

0 
42

0 
12

SP
13
0

外
周

道
路

,P
13
1

隅
丸

方
形

[0
85
]

0 
70

0 
15

SP
13
1

卜
周

道
路

不
整

楕
円

形
0 
70

0 
20

h2
柱

穴
掘

り
方

SP
13
2

卜
周

道
路

な
し

不
整

円
形

0 
10

℃
代

土
師

器
杯

・
皿

SP
13
3

卜
周

道
路

な
し

橋
円

形
0 
75

0 
15

42
柱

穴
掘

り
方

十
周

道
路

な
し

隅
丸

方
形

0 
15

猟
2柱

穴
掘

り
方

SP
13
5

十
周

道
路

な
し

暇
丸

方
形

0 
70

0 
65

[0
20
]

X3
柱

穴
掘

り
方

十
周

道
路

SP
14
7

不
整

楕
円

形
[0
90
J

■
2柱

穴
掘

り
方

十
周

道
路

な
し

隅
丸

長
方

形
0 
53

0 
34

十
周

道
路

な
し

隋
円

形
0 
54

0 
40

0 
10

米
周

道
路

な
し

下
整

方
形

0 
75

0 
65

弘
3柱

穴
掘

り
方

SP
14
0

朴
周

道
路

な
し

(楕
円

形
)

t0
71

0 
60

土
師

器
杯

片

SP
14
1

朴
周

道
路

な
し

言
円

形
0 
70

0 
53

0 
10

土
師

器
甕

底
部

片

SP
14
2

米
周

道
路

な
し

下
整

楕
円

形
0 
70

0 
55

,A
3柱

穴
掘

り
方

SP
14
3

米
周

道
路

な
し

青
円

形
0 
58

[0
42
」

外
周

道
路

な
し

下
整

精
円

形
0 
65

0 
20

,A
2柱

穴
掘

り
方

SP
14
5

81
外

周
消

路
贅

し
0 
58

(0
37
)

0 
12

81
外

周
道

路
空

し
島
丸

長
方

形
0 
45

0 
18

SP
14
7

al
・
周

道
路

IP
13
6

有
円
形

0 
70

[0
65
]

0 
15

SA
3柱

穴
掘

り
方

SP
14
8

81
十
周

道
路

な
し

F整
楕

円
形

0 
36

SP
14
9

81
卜
周

道
路

な
し

長
楕

円
形

1 
22

0 
52
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考

SP
15
0

外
周

道
路

な
三
構

円
形

1 
00

SP
15
1

81
外

周
道

路
な

し
ヨ
形

0 
68

0 
16

外
周

道
路

な
し

(隅
丸

長
方

形
)

(0
62
)

SP
15
3

朴
周

道
路

SP
15
5

ヨ
形

0 
56

0 
20

上
師

器
内

面
黒

色
土

器
鉢

片

外
周

道
路

な
し

有
円

形
0 
98

0 
10

SP
15
5

外
周

道
路

IP
15
3

髭
楕

円
形

0 
98

0 
13

lC
後

半
代

土
師

器
郵

SP
15
6

外
周

道
路

(楕
円

形
)

0 
80

(0
75
)

0 
16

lC
前

半
～

中
土

師
器

皿

SP
15
7

朴
周

道
路

青
円

形
0 
36

0 
13

SP
15
8

外
周

遭
路

な
し

有
円

形
O 
06

SP
15
9

外
周

道
路

悽
し

Il
形

0 
36

0 
13

外
周

道
路

`し
刊
形

0 
28

0 
28

0 
11

外
周

道
路

Il
形

0 
33

0 
11

外
周

道
路

IP
16
3

■
形

0 
44

0 
06

SP
16
3

卜
周

道
路

,P
16
2

偶
丸

長
方

形
0 
60

0 
10

十
周

道
路

な
し

惰
円

形
0 
82

キ
周

道
路

な
し

惰
円

形
0 
56

十
周

道
路

な
し

将
丸

長
方

形
0 
43

SP
16
7

卜
周

道
路

偶
丸

方
形

0 
80

0 
73

0 
32

卜
周

道
路

奮
し

円
形

0 
48

0 
12

SP
16
9

十
周

道
路

蛮
し

昆
橋

円
形

0 
58

0 
35

0 
13

SP
17
0

卜
周

道
路

円
形

0 
24

キ
周

道
路

有
円

形
1 
00

0 
63

0 
30

℃
代

土
師

器
lT
N片

、
須

恵
器

菱
片

1周
道

路
楕

円
形

0 
66

0 
47

牛
周

道
路

不
整

円
形

0 
52

0 
20

℃
前

半
代

土
師

器
イ

牛
周

道
路

不
整

円
形

0 
29

01
1

打
進

入
路

,D
34
、

 S
P2
46
・

24
7

偶
丸

方
形

1 
38

1 
86

里
桶

遺
構

か
?、

kf
t炉

片
、

須
恵

器
片

、
磁

器
製

片
日
外

、
ガ

ラ
ス
製

箸
片

?

打
進

入
路

,P
25
4,
25
5

電
円

形
0 
26

0 
21

SP
再
進

入
路

,P
17
8

円
形

0 
33

0 
32

0 
22

行
進

入
路

円
形

0 
28

O 
06

衝
進

入
路

な
し

宥
円

形
0 
40

0 
36

貫
恵

器
甕

片

衛
進

入
路

,P
23
8・

23
9

円
形

0 
85

0 
78

打
滑

甕
片

打
進

入
路

な
し

脩
円
形

0 
23

打
進

入
路

な
し

円
形

0 
36

0 
34

0 
26

SP
91

可
進

入
路

,P
22
7・

22
8

円
形

1 
18

11
0

0 
23

里
桶

遺
構

か
?

91
可
進

入
路

な
し

偶
丸

長
方

形
0 
28

0 
03

91
衛
進

入
路

看
円

形
0 
40

0 
34

打
進

入
路

円
形

「
04
21

0 
39

0 
32

91
電
進

入
路

よ
し

鴨
丸

長
方

形
0 
26

0 
20

0 
17

打
進

入
路

,P
18
9,
 1
90

精
円

形
0 
72

0 
61

徳
淮

入
路

円
形

[0
22
]

0 
10

91
打
進

入
路

,P
18
8

ヨ
形

[0
22
]

0 
20

釘
進

入
路

な
し

q形
0 
49

と
師

質
皿

?片

釘
進

入
路

日
形

1 
10

0 
98

0 
58

輔
進

入
路

弓
形

苛
進

入
路

司
形

[0
36
]

葛
進

入
路

な
し

ヨ
形

9 
84

0 
10

苛
進

入
路

青
円

形
0 
70

疋
釉

陶
器

壷
片

SP
19
7

有
進

入
路

な
し

弓
厖

SP
19
8

葛
進

入
路

蛮
し

宥
円

形
0 
38

却
高

高
台

、
土

師
質

皿
?

苛
進

入
路

ヨ
形

[0
48
]

[0
4コ

覇
進

入
路

IP
22
9

島
丸

長
方

形
1 
95

里
桶

漬
構

か
?、

須
煮

器
lT
N片
 

灰
紬

陶
器

椀
 

陶
器

製
嬉

鉢
片

、
紅

皿
、

石
鉢

片
、

羽
ロ

葛
進

入
路

IP
19
6・

 1
99

青
円

形
[0
65
]

ウ
シ
歯

7点
出

土

SP
20
2

葛
進

入
路

と
し

(精
円
形

)
[0
60
]

0 
42
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考

SP
20
3

覇
進

入
路

お
し

Il
形

0 
33

0 
28

0 
18

SP
20
4

輔
進

入
路

1形
0 
36

0 
33

0 
12

打
進

入
路

SP
20
4

有
円

形
[0
56
]

0 
36

0 
17

SP
20
6

苛
進

入
路

SP
20
4

言
円

形
0 
36

[0
23
]

SP
20
7

釘
進

入
路

な
し

有
円

形
0 
37

0 
16

苛
進

入
路

な
し

ヨ
形

SP
20
9

将
進

入
路

な
し

呂
丸

方
形

0 
36

0 
34

0 
14

SP
21
0

葛
進

入
路

看
円

形
1 
42

10
0]

SP
21
1

覇
進

入
路

看
円

形
0 
23

SP
21
2

葛
進

入
路

委
し

看
円

形
0 
46

0 
15

SP
21
3

衛
進

入
路

奮
し

看
円

形
0 
30

0 
26

SP
21
4

言
進

入
路

Fし
lH
形

0 
26

0 
24

0 
14

SP
21
5

斬
進

入
路

と
し

1形
0 
19

0 
16

0 
12

SP
21
6

苛
進

入
路

な
し

¬
形

0 
21

苛
進

入
路

♂
し

1形
0 
15

0 
12

SP
21
8

考
進

入
路

お
し

¬
形

SP
21
9

欠
番

SP
22
0

葛
進

入
路

奮
し

島
丸

方
形

SP
22
1

言
進

入
路

,P
22
2

島
丸

方
形

0 
53

SP
22
2

写
進

入
路

看
円

形
0 
38

0 
30

SP
22
3

言
進

入
路

1形

再
進

入
路

SP
22
3

¬
形

0 
19

0 
21

再
進

入
路

な
し

司
形

0 
18

0 
13

SP
22
6

再
進

入
路

な
し

骨
円

形
0 
33

0 
26

0 
33

SP
22
7

有
進

入
路

(円
形

)
L0
45
J

「
03
81

SP
22
8

再
進

入
路

(円
形

)
「
04
5]

0 
45

0 
18

SP
22
9

再
進

入
路

属
丸

長
方

形
1 
38

1 
18

苛
進

入
路

SP
23
1 
・

23
2・

23
8

有
円
形

0 
23

0 
12

SP
23
]

葛
進

入
路

SP
23
0・

23
2・

23
3

弓
形

0 
28

0 
12

SP
23
2

奪
進

入
路

(楕
円

形
)

[0
47
]

0 
36

0 
25

SP
28
8

奪
進

入
路

SP
23
0。

28
1 
・

23
2

(楕
円

形
)

[0
65
]

0 
42

0 
25

釘
進

入
路

な
し

弓
形

0 
28

0 
26

SP
28
5

再
進

入
路

俊
し

ヨ
形

0 
22

0 
19

0 
06

SP
23
6

再
進

入
路

な
し

ヨ
形

0 
32

0 
32

0 
30

SP
23
7

苛
進

入
路

な
し

膏
円

形
0 
27

0 
10

SP
23
8

有
進

入
路

0 
24

0 
16

再
進

入
路

'P
18
0

(楕
円

形
)

「
03
0]

0 
16

再
進

入
路

な
し

ヨ
形

0 
27

0 
20

SP
24
]

苛
進

入
路

な
し

]形
0 
18

0 
10

苛
進

入
路

な
し

骨
円

形
0 
66

と
師

器
霊

片
(9
C)

再
進

入
略

な
し

ヨ
形

0 
24

0 
08

再
進

入
路

な
し

ヨ
形

0 
25

行
進

入
路

な
し

円
形

0 
78

と
師

器
外

片
(1
0C
?)

言
進

入
路

)D
34
、
 S
P1
76

偶
丸

長
方

形
1 
10

(0
96
)

里
桶

遺
構

か
?

打
進

入
路

'P
17
5・

23
4

看
円

形
1 
57

堅
桶

遺
構

か
?

衛
進

入
路

な
し

看
円

形
0 
28

0 
17

再
進

入
路

な
し

円
形

0 
45

0 
20

SP
25
0

再
進

入
路

な
し

ヨ
形

0 
33

0 
16

SP
25
1

釘
進

入
路

横
し

膏
円
形

0 
27

0 
16

SP
25
2

奪
進

入
路

悽
し

弓
形

02
1

0 
21

0 
08

輔
進

入
路

言
円

形
0 
25

0 
21

SP
25
4

苛
進

入
路

,P
17
6・

25
5

弓
形

0 
65

0 
20

釘
進

入
路

言
円

形
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重
 

複
形
  

状
軸

， ｍ

長 ぐ

軸

， ｍ

短 く
深
 

さ

(m
)

出
土

遺
物

/備
 

考

SP
25
6

葛
進

入
路

な
し

呂
丸

長
方

形
1 
27

0 
12

と
墓
坑
、
人
骨

(頭
蓋
骨

と
下
顎
骨

)・
刀
子

SP
25
7

再
進

入
路

な
し

司
形

1 
32

0 
32

里
桶

遺
構

、
桶

底
板

あ
り

SP
25
8

行
進

入
路

,D
38
、
 S
P2
71

司
形

(l
 o
o)

0 
52

牛
戸

か
?土

師
質

皿
・

播
鉢

SP
25
9

釘
進

入
路

な
し

隋
円

形
0 
22

0 
16

町
進

入
路

有
円

形
01
4

SP
26
1

苛
進

入
路

司
テレ

0 
46

0 
45

SP
26
2

有
進

入
路

可
形

0 
33

0 
08

苛
進

入
路

青
円

形

苛
進

入
路

骨
円

形
0 
15

SP
26
5

輔
進

入
路

委
し

¬
形

03
1

0 
28

SP
26
6

言
進

入
路

と
し

島
丸

方
形

[0
38
J

0 
14

SP
26
7

k番

SP
26
3

考
進

入
路

rf
し

1形
0 
23

0 
17

言
進

入
路

Fし
有
円
形

0 
28

02
ユ

輔
進

入
路

弓
形

0 
25

SP
27
1

葛
進

入
路

ID
33
、
 S
P2
58

(円
形

)
土

師
質

皿

輔
進

入
路

と
し

弓
形

葛
進

入
路

譲
し

弓
形

0 
20

苛
進

入
路

ま
し

Il
形

SP
27
5

苛
進

入
路

ま
し

信
円

形
0 
28

0 
25

SP
27
6

覇
進

入
路

ま
し

青
円

形
0 
31

0 
23

0 
12

SP
27
7

覇
進

入
路

と
し

η
形

0 
19

0 
19

有
進

入
路

ま
し

弓
形

0 
28

0 
25

SP
27
9

葛
進

入
路

蛮
し

q形
0 
40

0 
39

SP
28
0

葛
進

入
路

蛮
し

Il
形

0 
29

0 
29

SP
28
1

苛
進

入
路

ま
し

宥
円

形

苛
進

入
路

と
し

膏
円

形
0 
30

0 
20

有
進

入
路

ま
し

下
整

隅
丸

長
方

形
1 
76

0 
6S

尭
夷

弾

SP
28
4

苛
進

入
路

IP
24
7

目
丸

長
方

形
1 
43

1 
28

0 
37

里
桶

遺
構

か
?

有
進

入
路

ま
し

信
円

形
0 
26

0 
18

SP
28
6

覇
進

入
路

麦
し

弓
形

0 
22

SP
28
7

覇
進

入
路

ま
し

Il
形

0 
34

SP
28
8

再
進

入
路

と
し

(円
形

)
0 
34

(0
20
)

SP
28
9

葛
進

入
路

と
し

青
円

形
0 
32

0 
26

0 
24

97
覇
進

入
路

優
し

ヨ
形

0 
23

葛
進

入
路

よ
し

Il
形

0 
28

0 
26

0 
10

SP
29
2

覇
進

入
路

よ
し

島
丸

方
形

0 
45

0 
44

0 
30

SP
29
8

覇
進

入
路

安
し

■
形

0 
28

0 
20

SP
29
4

覇
進

入
路

笙
し

Il
形

0 
26

0 
20

SP
29
5

雪
進

入
路

よ
し

13
形

0 
46

0 
43

SP
29
6

南
進

入
路

=し
言
円

形

SP
29
7

97
南

進
入

隧
,P
29
8

有
円

形
0

SP
29
8

97
新
進

入
路

,P
29
7

宥
円

形
0 
19

0
0

SP
29
9

97
南

進
入

路
有
円

形
0 
22

O

笥
淮

入
路

な
し

¬
形

0 
29

0 
27

0
8

SP
30
1

帝
進

入
路

,P
20
0 
 3
02
・

30
3

弓
形

0 
50

0
8

葛
進

入
隧

,P
30
1 
・

30
3

看
円

形

葛
進

入
路

,P
30
1 
・

30
2

■
形

[0
19
]

SP
30
4

窮
進

入
路

な
し

帝
円

形
0 
23

南
進

入
路

な
し

¬
形

0 
17

0 
17

SP
30
6

萄
進

入
路

円
形

0 
33

0 
31

0 
22

SP
30
7

写
進

入
躇

円
形

0 
20

0 
20

0 
10

可
進

入
路

楕
円

形
0 
30
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状
長
 

軸
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軸
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深
さ
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出
土
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考

SP
30
9

何
進

入
路

■
形

0 
23

覇
進

入
路

IP
30
9

(円
形

)
O 
09

SP
31
1

南
進

入
路

司
形

0 
25

0 
12

SP
31
2

南
進

入
路

Fし
司
形

0 
08

SP
31
3

落
進

入
路

Fし
ヨ
形

0 
43

0 
34

SP
31
4

進
入

路
獲

し
ヨ
形

0 
27

0 
20

覇
進

入
路

獲
し

有
円

形
0 
44

0 
36

0 
22

進
入

路
悽

し
弓
形

0 
30

0 
33

SP
31
7

言
進

入
路

優
し

¬
形

0 
26

0 
10

SP
31
8

言
進

入
路

な
し

]形
0 
34

0 
38

SP
31
9

葛
進

入
路

な
し

Il
形

0 
24

SP
32
0

覇
進

入
路

禁
し

焉
円

,杉
0 
38

0 
32

0 
18

SP
32
1

可
進

入
路

禁
し

刊
形

0 
20

0 
20

凌
貨

(洪
武

通
費

)

SP
32
2

葛
進

入
路

,P
32
3

肴
円

形
1 
32

1 
10

0 
13

里
桶

潜
構

か
?

SP
32
8

葛
進

入
路

SP
32
2

刊
形

1 
18

11
1

里
桶

遵
構

か
?、

煉
瓦

方

葛
進

入
路

,P
34
4

ヨ
形

1 
18

1 
15

0 
87

里
桶

遺
構

か
?、

土
師

質
鉢

片
、
灰

釉
陶
器

椀
・

花
瓶

片
SP
32
5

葛
進

入
路

'P
26
3・

26
4

q形
0 
95

0 
18

SP
32
6

言
進

入
路

な
し

弓
形

0 
34

0 
30

SP
32
7

有
進

入
路

な
し

司
形

0 
16

SP
32
8

99
言
進

入
路

IF
し

円
形

0 
24

SP
32
9

98
可
進

入
路

な
し

円
形

0 
12

SP
33
0

葛
進

入
路

な
し

暇
丸

長
方

形
0 
55

SP
88
1

苛
進

入
路

隋
円

形

SP
38
2

打
進

入
路

隋
円

形
0 
42

SP
33
8

打
進

入
路

円
形

0 
24

0 
18

SP
33
4

骨
進

入
路

斎
円

形
03
1

0 
25

SP
33
5

言
進

入
路

な
し

考
円

諺
0 
75

0 
36

萄
進

入
路

(円
形

)
0 
40

[0
39
]

SP
33
7

萄
進

入
路

な
し

円
形

0 
40

0 
3つ

0 
28

SP
33
8

萄
進

入
路

な
し

円
形

0 
20

SP
33
9

著
進

入
路

,D
38
、
 S
P3
40

看
円

形

SP
34
0

南
進

入
路

,D
38
、
 S
P3
39

■
形

0 
23

SP
34
1

南
進

入
路

な
し

Il
形

0 
12

SP
34
2

南
進

入
路

な
し

Il
形

0 
30

覇
進

入
路

看
円

形
[0
82
]

死
釉

陶
器

椀
片

覇
進

入
路

看
円

形
0 
70

有
進

入
路

ID
38

膏
円

形
0 
33

0 
20

葛
進

入
路

宥
円

形
0 
14

SP
34
7

葛
進

入
路

笙
し

(楕
円

形
)

〔0
54
]

0 
46

0 
30

土
師

質
皿

?、
茶

臼
SP
34
8

覇
進

入
路

Fし
ヨ
形

0 
20

SP
34
9

葡
進

入
路

Il
形

0 
50

疼
臼

SP
35
0

菊
進

入
路

贅
し

言
円

形
0 
42

0 
28

SP
35
1

欠
番

有
進

入
路

と
し

下
整

精
円

形
0 
80

0 
44

SP
35
3

言
進

入
路

ユ
し

¬
形

0 
23

0 
14

SP
35
4

苛
進

入
路

な
し

ヨ
形

SP
35
5

苛
進

入
路

な
し

宥
円

形

SP
35
6

苛
進

入
路

ヨ
形

再
進

入
路

ヨ
形

0 
20

0 
18

SP
35
8

輔
進

入
路

な
し

ヨ
形

0 
26

0 
24

SP
35
9

写
進

入
路

な
し

司
形

0 
19

0 
10

SP
36
0

可
進

入
路

強
し

Il
形

SP
36
1

葛
進

入
路

強
し

Il
形

0 
17
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重
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長
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さ
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考

SP
36
2

葛
進

入
路

な
し

Il
形

0 
32

0 
30

0 
14

SP
36
3

覇
進

入
路

SD
36

言
円

形
0 
24

0 
18

言
進

入
tl
g

,P
36
5

円
形

0 
34

[0
34
]

SP
36
5

再
准

入
路

SD
86

、
 S
P8
64

楕
円

形
0 
08

SP
36
6

再
進

入
路

撲
し

円
形

0 
08

言
進

入
路

な
し

円
形

0 
20

0 
20

01
1

SP
36
8

再
進

入
路

な
し

精
円

形
0 
23

0 
24

0 
17

土
師

器
甕

片

SP
36
9

言
進

入
路

な
し

円
形

0 
26

0 
24

0 
14

SP
37
0

言
進

入
路

な
し

楕
円
形

0 
24

0 
17

0 
34

SP
37
1

葛
進

入
路

な
し

不
整

円
形

0 
32

0 
26

0 
14

SP
37
2

葛
進

入
路

な
し

補
円

形
0 
28

0 
20

0 
16

SP
37
3

町
進

入
路

な
し

不
整

楕
円

形
0 
36

0 
30

0 
18

SP
37
4

輔
進

入
路

な
し

円
形

0 
22

0 
20

0 
12

SP
37
5

輔
進

入
路

な
し

楠
円

形
0 
40

0 
34

0 
24

買
恵

質
鍋

片

SP
37
6

町
進

入
路

,P
37
7

円
形

0 
30

0 
28

苛
進

入
路

,P
37
6

円
形

0 
20

[0
20
]

SP
37
8

苛
進

入
路

な
し

円
形

0 
16

SP
37
9

苛
進

入
路

'P
38
0

円
形

0 
18

SP
38
0

苛
進

入
路

(円
形

)
0 
18

SP
38
1

打
進

入
路

な
し

隋
円

形
0 
20

0 
12

SP
38
2

打
進

入
路

,P
38
8

不
整

糖
円

形
0

8

SP
38
8

再
進

入
路

,P
38
2

(円
形

)
0 
22

言
進

入
路

な
し

楕
円

形
0 
38

0 
26

0 
22

SP
38
5

打
進

入
路

な
し

不
整

精
円
形

0 
23

SP
38
6

輯
准

入
終

な
し

看
円

形
0 
20

0 
15

SP
38
7

打
進

入
路

'A
4

下
整

楕
円

形
0 
40

0 
37

SP
38
8

萄
進

入
路

な
し

不
整

精
円

形
0 
30

SP
38
9

萄
進

入
路

な
し

円
形

0 
12

南
進

入
路

帝
円

形

SP
39
1

窮
進

入
路

円
形

0 
26

SP
39
2

萄
進

入
酪

看
円

形
0 
52

SP
39
3

菊
進

入
酪

肴
円

形
0 
38

0 
27

SP
39
4

萄
進

入
路

(0
20
)

SP
39
5

葛
進

入
路

,A
4

(円
形

)
0 
30

(0
15
)

SP
39
6

萄
進

入
路

な
し

看
円

形
0 
42

0 
35

0 
40

土
師

器
杯

・
甕

片
(9
C?
)

SP
39
7

菊
進

入
路

な
し

有
円

形
0 
36

0 
27

0 
16

SP
39
8

南
進

入
路

)お
と
、 
SP
39
9

(不
整

橋
円

形
)

0 
20

O 
06

SP
39
9

南
進

入
路

'A
4、

 S
P3
98

円
形

0 
35

0 
35

SP
40
0

南
進

入
路

IF
し

0 
34

(0
12
)

SP
40
1

覇
進

入
路

Fし
ヨ
形

0 
30

SP
40
2

南
進

入
路

な
し

不
整

精
円

形
0 
33

SP
40
3

覇
進

入
終

aし
宥
円

形
0 
30

SP
40
4

南
進

入
路

復
し

下
整

楕
円

形

SP
40
5

南
進

入
路

1形
0 
26

0 
24

SP
40
6

珠
塔

N0
2

偶
丸

方
形

0 
75

SA
l柱

穴
掘

り
芳

鉄
塔

No
2

(隅
丸

方
形

)
[0
65
]

(0
25
)

SA
l柱

穴
掘

り
方
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状
軸 ＞
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(m
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さ
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)

出
土
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考

十
周

道
路

楕
円

形
「
02
51

0 
10

十
周

道
路

楕
円

形
0 
13

十
周

道
路

な
し

精
円

形
0 
25

02
1

朴
周

道
路

な
し

円
形

0 
37

0 
11

卜
周

道
路

な
し

隋
円

形
0 
25

0 
22

0 
15

SP
6

4周
道

路
な

し
隋

円
彬

0 
47

0 
22

4周
道
路

な
し

隋
円

形
0 
88

0 
17

SP
8

/1
周

道
路

円
形

0 
28

0 
26

83
に

伴
う
可
能
性
あ
り

SP
9

Ⅲ
周

道
略

な
し

楕
円

形
0 
37

0 
35

ホ
周
道
路

不
整

楕
円
形

0 
20

十
周

道
路

ヨ
形

0 
35

主
痕

あ
り

欠
番

SP
13

十
周

道
路

な
し

宿
円

形
0 
29

0 
26

0 
17

SP
14

外
周

楢
路

看
円

形
0 
30

0 
20

83
に

伴
う
可
能
性
あ
り

欠
番

欠
番

SP
17

外
周

道
路

SB
3

ξ
円
形

83
に

伴
う
可

能
性

あ
り

外
周

道
路

な
し

骨
円

形
0 
25

SP
19

牛
周

道
路

SD
2

不
整

精
円

形
0 
38

0 
36

0 
25

SP
20

外
周

道
路

骨
円

形
0 
32

0 
25

十
周

道
路

]形
0 
32

主
痕

あ
り

SP
22

ホ
周
道
路

な
し

看
円

形
0 
22

SP
23

外
周

道
路

な
し

膏
円

形
0 
17

0 
17

小
周

道
路

Fし
育
円

形
0 
14

SP
25

朴
周

道
路

よ
し

1形
0 
09

外
周

道
路

ヨ
形

0 
18

0 
09

83
に

伴
う
可

能
性

あ
り

外
周

道
路

SD
2

島
丸

長
方

形
0 
65

0 
20

外
周

道
路

SD
7

骨
円

形
[0
38
J

0 
30

SP
29

外
周

道
路

18
2、

 S
D2
3

岳
丸

長
方

形
0 
43

02
1

外
周

道
路

IB
2、

 S
D5

骨
円

形
0 
25

外
周

道
路

SB
2、

 S
D2
3

昌
丸

方
形

朴
周

道
路

SD
8

1形
0 
40

SP
38

ホ
周
遭
路

18
16
、
 S
P3
4

下
幕

方
形

0 
33

81
6の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

土
師
器

蓋
片

朴
周

道
路

SP
33

髯
方

形
81
6の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

古
墳

時
代

高
郭

片

SP
35

言
進

入
路

Fし
F整

楕
円
形

0 
56

外
周

道
路

IB
l、

 S
P5
5

看
円

形
0 
53

0 
48

SP
37

牛
周

道
路

蛮
し

ヨ
形

0 
26

0 
26

0 
15

主
痕

あ
り

SP
38

外
周

道
路

Fし
ヨ
形

0 
23

0 
26

SP
39

米
周

道
路

,D
9

看
円

形
0 
23

0 
15

米
周

道
路

看
円

形

覇
進

入
路

SP
42
・

44
言
円

形
1 
27

[0
75
]

土
師

器
杯

底
部

片

覇
進

入
路

ID
SP
41

(円
形

)
1 
06

(0
48
)

外
周

首
路

SD
9

(隅
丸

方
形

)
0 
65

(0
38
)

0 
15

=痕
あ

り
、
SB
lに

伴
う
可

能
性

あ
り

覇
進

入
路

SP
41

(不
整

楕
円

形
)

0 
75

(0
46
)

0 
15

SP
45

外
周

消
路

不
整

円
形

0 
53

05
1

0 
38

小
生

後
期

甕
片

外
周

皆
路

宥
円

形
0 
25

0 
10

葛
進

入
隧

不
整

精
円

形
0 
42

0 
23

B5
に

伴
う
可

能
性

あ
り

打
進

入
隧

不
整

精
円

形
0 
25

=痕
あ

り

SP
49

牛
周

道
路

看
円
形

0 
38

SP
50

Ⅲ
周

道
路

,B
2、

 S
D2
4

帝
円

形
0 
30

0 
22

0 
12

SP
51

十
周

道
路

,B
2、

 S
D2
4、

 S
P8
7

宥
円

形
0 
63

0 
23

10
C代

土
師

器
杯
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考

SP
52

外
周

道
路

SB
28

、
 S
D3
・

24
不
整

楕
円

形
0 
75

SP
53

小
周

道
路

'3
1 

・
SD
8

看
円

形
0 
65

81
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、
9C
代

上
師

撃
杯

狩

4周
道

路
不

整
精

円
形

0 
66

=痕
あ

り
、

SB
lに

伴
う
可
能
性
あ
り

SP
55

4周
道
路

,B
と
、 
SP
36

不
整

円
形

[0
60
J

[0
60
J

SP
56

小
周

道
路

,B
l 
・
 1
5,
28
、

 S
D8

円
形

81
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

内
面

使
用

痕
あ

り
須

煮
器

蓋
片

SP
57

え
番

SP
58

言
進

入
路

,B
23

、
 S
D1
2

不
整

円
形

SP
59

打
進

入
路

な
し

不
整

円
形

0 
46

と
師
器
耳
皿
、
須
点
器
華
片

SP
60

苛
進

入
路

,D
12

(不
整

精
円

形
)

0 
90

87
有
進

入
路

な
し

不
整

円
形

打
進

入
路

,P
63
・

64
不

整
精

円
形

0 
60

輔
進

入
路

不
整

楕
円

形
(0
28
)

O 
09

SP
64

再
進

入
路

,P
62

不
整

楕
円

形
(0
25
)

O 
06

SP
65

釘
進

入
路

,D
ll
 ,
 1
8

不
整

楕
円

形

有
進

入
路

,B
27
、

 S
D1
2、

 S
P2
11

(糖
円

形
)

(0
65
)

37
卜
周

道
路

,3
2、

 S
D2
4

不
整

精
円

形
0 
22

0 
08

SP
68

卜
周

道
路

)3
2、

 S
D2
4

不
整

円
形

0 
17

0 
10

SP
69

て
番

SP
70

卜
周

道
路

帝
円

形

打
進

入
路

,P
l1
0・

 1
64

楕
円

形
0 
68

SP
72

牛
周

道
路

,B
l、

 S
P1
22

下
整

精
円

形
0 
23

SP
73

外
周

道
路

,D
26

下
整

円
形

0 
31

0 
17

柱
痕

あ
り

欠
番

SP
75

欠
番

SP
76

外
周

道
路

)B
14

偶
丸

長
方

形
0 
77

0 
63

0
3

)B
14
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

SP
77

南
進

入
路

な
し

不
整

楕
円

形
0 
32

0 
28

O

SP
78

南
進

入
路

蛮
し

下
整

円
形

0 
24

0
3

南
進

入
路

蛮
し

下
整

円
形

0 
30

O
3

SP
30

南
進

入
路

彼
し

偶
丸

方
形

0 
28

0 
23

0 
07

雪
進

入
路

争
し

不
整

精
円

形
0 
35

=痕
あ

り

覇
進

入
路

蜜
し

司
形

0 
15

主
痕

あ
り

SP
83

訂
進

入
路

ヨ
形

03
1

南
進

入
路

(隅
丸

方
形

)
0 
32

SP
35

南
進

入
路

争
し

0 
50

(0
30
)

SP
36

南
進

入
路

'B
5、

SD
13

不
整

楕
円

形
0 
77

0 
45

18
9

外
周

道
路

,B
2、

 S
D2
4、

 S
P5
1

不
整

精
円

形
0 
30

0 
10

SP
88

外
周

道
路

IB
15
,2
8、

 S
D2
4

不
整

精
円

形
1 
00

0 
65

SP
89

18
9

外
周

道
路

IB
15
,2
8、

 S
D3

看
円

形
0 
40

0 
26

主
痕

あ
り

SP
90

外
周

道
路

IB
14
・

28
、
 S
D2
4

宥
円

形
0 
70

0 
25

村
面
使

用
痕

あ
り
須

恵
器

甕
片

欠
番

SP
92

覇
進

入
路

IB
17

(0
43
)

04
1

10
C代

土
師

器
杯

、
菱

片
SP
98

覇
進

入
路

(0
88
)

(0
21
)

米
周

道
路

SP
95

不
整

楕
円

形
0 
97

82
4の

床
下

ピ
ン

ト
の

可
能

性
あ

り
、

10
C代

上
師

器
鉢

片
・

箋
片

SP
95

外
周

道
路

IB
24
、
 S
P9
4

(楕
円

形
)

0 
63

0 
09

82
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、
8C
代

土
師

器
鉢

片
SP
96

外
周

道
路

下
整

精
円

形
0 
55

0 
13

82
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

10
C代

土
師

器
郷

片
SP
97

米
周

消
路

看
円

形
0 
48

0 
29

OC
?土

師
器

邦
片

外
周

道
路

IB
24

F整
楕

円
形

0 
84

0 
10

82
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

SP
99

外
周

道
路

下
整

円
形

0 
35

0 
35

01
1

米
周

道
路

IB
30

(不
整

糖
円

形
|

[0
8ワ

]
0 
71

10
C代

土
師

器
イ

片

外
周

消
路

,B
24

島
丸

方
形

0 
57

0 
25

82
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
SP
10
2

外
周

首
路

IB
24

宥
円

形
0 
40

O 
09

82
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

土
師

器
蓄

つ
ま

み

外
周

苫
隧

IB
16
・

30
有
円

形
0 
77

04
4

と
師
器
郷
片

葛
准

入
路

岳
丸

長
方

形
0 
18

10
C代

土
師

器
イ

、
S字

口
縁

甕
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考

朴
周

道
路

看
円

形
1 
33

1 
07

0 
15

B2
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

土
師
器

郷
片

、
灰

TI
I陶

器
片

外
周

道
路

不
整

桁
円

形
0 
47

南
進

入
路

(楕
円

形
)

(0
42
)

0 
14

葛
進

入
路

,B
42
、
 S
P1
07
・

 1
09
・

 1
10

不
整

精
円

形
(0
61
)

0 
16

苛
進

入
路

,B
42
、
 S
P1
08

看
円

形
10
～
HC
代

土
師

質
t4
N、

羽
釜

片

SP
l1
0

苛
進

入
路

ヽ
黎

結
円

形
0 
32

(0
55
)

0 
17

上
師

器
杯

片

SP
ll
l

写
進

入
路

aし
帝
円

形
0 
33

0 
26

01
1

n3
柱

穴
掘

り
方

SP
l1
2

ビ
進

入
路

な
し

不
整

精
円
形

07
1

0 
33

43
柱

穴
掘

り
方

SP
l1
3

ζ
進
入
路

蛮
し

不
整

方
形

0 
46

0 
44

■
3柱

穴
掘

り
方

、
S字

口
縁

甕
片

SP
l1
4

ビ
進
入
路

な
し

t円
形

)
(0
50
)

(0
33
)

43
柱

穴
掘

り
方

SP
l1
5

ζ
進

入
路

下
整

円
形

0 
89

0 
87

0 
25

猟
8柱

穴
掘

り
方

6
ξ
進

入
路

な
し

(不
整

隅
丸

方
形

)
(0
50
)

猟
3柱

穴
掘

り
方

g進
入

路
な

し
不

整
方

形
0 
47

0 
44

8
写
進

入
路

,P
16
2

不
整

方
形

0 
20

写
進

入
路

な
し

円
形

,A
2a
緯

穴
掘

り
方

SP
写
進

入
路

な
し

不
整

精
円

形
弘
2b
柱

穴
掘

り
方

SP
12
1

十
周

道
路

)8
14

  
15
  
28
、

 S
D2
4、

,P
12
2

不
整

精
円

形
0 
58

03
1

十
周

道
路

,8
1・

14
 1
5・

ワ
8、

SD
8・

ケ4
、
 S
P1
21

不
整

精
円

形
1 
45

0 
25

十
周

道
路

,8
14

、
 S
D2
4

編
円

形
0 
38

0 
34

0 
14

卜
周

道
路

,B
24

、
 S
D2
6

不
整

精
円

形
0 
70

0 
27
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C代

土
師

器
郷

片

SP
雪
進

入
路

な
し

不
整

方
形

0 
73

0 
26

■
1柱

穴
掘

り
方

、
8C
代

土
師

器
郵

片
(亥

」書
土

器
含

む
)

SP
q進

入
路

/」
hし

不
整

桁
円

形
0 
55

0 
32

0 
30

27
写
進

入
路

Tし
不

整
精

円
形

0 
28

O 
06

町
進

入
路

1 
25

0 
85

0 
25

,C
代

土
師

器
杯

片
(灯

明
具

)

SP
k番

SP
⊆
進

入
路

な
し

看
円

形
,A
2柱

穴
掘

り
方

の
可

能
性

あ
り

SP
衛
進

入
路

,B
8 
 2
5・

31
円

形
06
,

OC
代

土
師

器
邦

・
皿

・
鉢

・
小

型
理

が
集

積
す

る
よ

う
な

状
態

で
出

土
^

k番

SP
13
3

言
進

入
路

,B
25
  
34
  
36
・

33
、

,P
15
4

不
整

精
円
形

0 
65

打
進

入
路

,B
4 
34
、

 S
P1
98
・

19
4

看
円

形
0 
58

0 
18

SP
衛
進

入
路

,B
26

円
形

0 
77

0 
22

OC
代

土
師

器
奉

・
鉢
 

埋
納

十
坑

か

22
2

ζ
進
入
路

よ
し

方
形

0 
78

0 
30

猟
1柱

穴
掘

り
方

、
8C
代

土
師

器
邦

片
、

須
恵

器
片

町
進

入
路

IF
し

不
整

精
円

形
1 
25

,A
l柱

穴
掘

り
方

、
8C
代

土
師

器
杯

k番 衛
進

入
路

)B
10

、
 S
D4
2、

 S
P1
40

不
整

隅
丸

方
形

,C
代

土
師

器
lT
N

電
進

入
路

,B
10
、

 S
D4
2、

 S
P1
39

不
率

隅
丸

方
形

[0
95
]

0 
26

1
言
進

入
路

)D
22

楕
円

形
1 
00

0 
90

0 
50

10
C代

土
師

器
杯

、
弥

生
後

期
菱

片

輯
准

入
路

,B
35

、
 S
D4
2、

 S
P1
43

不
整

円
形

0 
86

0 
50

10
～

1l
C代

土
師

質
イ

片
、

須
恵

器
片

打
進

入
路

,B
37
、

 S
D4
2、

 S
P1
42

下
整

円
形

0 
38

0 
36

0 
18

k番 町
進

入
路

な
し

隋
円

形
0 
50

0 
38

0 
14

耳
進

入
路

な
し

ガ
形

0 
77

0 
74

,A
l柱

穴
掘

り
方

写
進

入
路

な
し

1 
26

0 
20

k番 互
進

入
路

な
し

写
進

入
路

0 
88

0 
77

0 
28

】C
代

上
師

器
鉢

片
(灯

明
具

含
む

)

SP
15
1

苛
進

入
路

な
し

(楕
円

形
)

0 
98

0 
90

10
～

ユ
iC
代

土
師

質
邦

片
・

甕
片

、
縄

文
後

期
土

器
片

SP
15
2

言
進

入
路

IB
81
 ・

34
・

88
、
 S
P1
58

下
整

円
形

0 
36

0 
36

01
9

SP
15
3

入
路

18
81
 ・

84
・

38
、
 S
P1
52

宥
円

形
0 
70

0 
50

10
C代

土
師

器
郷

片

SP
15
4

苛
進

入
路

IB
8・

25
・

36
、

 S
D2
2、

十 P
13
3

(楕
円

形
)

(0
35
)

0 
33

0 
16

9C
代

土
師

器
郷

片
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写
進

入
路

SB
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・

26
、
 S
D3
1

不
整

精
円

形
0 
25

10
C代

土
師

器
イ

・
蓬

斉

釘
進

入
路

,B
8・

26
本
整

精
円

形
0 
30

買
恵

器
コ

ッ
プ

形
土

器
、

10
C代

土
師
器

イ
・

甕
、

重
複

し
て

い
る

可
能

性
あ

り
SP
15
7

⊆
進

入
路

な
し

不
整

楕
円

形
0 
62

0 
33

弘
2a
・

b柱
穴

掘
り
方

、
古

墳
時

代
高

年
片

SP
15
8

g進
入

路
な

し
隋

円
諺

0 
43

,A
2a
・

b柱
穴

掘
り
方

SP
15
9

雪
進

入
路

な
し

不
整

方
形

0 
64

0 
20

土
師

器
小

型
整

片
SP
16
0

雪
進

入
路

'P
18
7

ボ
整

精
円

形
(0
35
)

0 
25

,A
2a
柱

穴
掘

り
方

SP
16
1

写
進

入
路

な
し

看
円

形
0 
30

0 
25

0 
10

SP
16
2

西
進

入
路

'P
l1
8

下
整

橋
円

形
0 
60

0 
50

SP
16
3

西
進

入
路

な
し

壱
円

形
0 
42

SP
16
4

萄
進

入
路

SP
71

11
0

(精
円

形
)

0 
70

(0
58
)

0 
12

SP
16
5

欠
番

南
進

入
路

SB
4・

84
、
 S
D3
9・

SP
16
7・

19
3

(楕
円

形
)

0 
50

01
1

IB
34
の

床
下

ビ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

SP
16
7

南
進

入
路

SB
4・

34
、
 S
D3
9・

SP
16
6・

16
8

(橋
円

形
)

(0
40
)

0 
11

B3
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

SP
16
8

言
進

入
略

IB
4・

34
、
 S
D3
9・

SP
16
6・

69
。
 1
76

不
整

円
形

0 
75

(0
60
)

O 
08

B3
4の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

灰
釉

陶
器

片

SP
16
9

覇
進

入
路

IB
4・

84
、
 S
D3
9,
SP
16
8・

76
(不

整
円

形
)

0 
53

(0
47
)

】B
34
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

SP
17
0

有
進

入
路

IB
4 
 3
4

ヨ
形

0 
33

(0
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)
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34
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

土
師

器
皿

、
須

薫
器

片
SP
17
1

葛
進

入
路
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・

34
宥
円

形
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38

0 
27

0 
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SB
34
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

′ 性
あ

り
SP
17
2

覇
進

入
路

下
整

楕
円

形
0 
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34
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
言
進

入
路

IB
34
・
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下
整

楕
円

形
0 
32

,B
34
の

床
下

ピ
ッ
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の

可
能

性
あ

り
、

須
点

器
片
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衛
進

入
路
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34
・
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・
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下
整

楕
円

形
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83
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の

床
下

ピ
ッ
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可
能

性
あ

り
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6

苛
進

入
路

SD
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、

 S
P1
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ド
整

楕
円

形
0 
70

0 
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10

,B
34
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
苛
進

入
路

IB
34

、
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D3
9、
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P1
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・

 1
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(不
整

楕
円

形
)
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)

0 
11
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34
の

床
下

ピ
ッ
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の

可
能

性
あ

り
再
進

入
路
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 ・
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、
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下
整

楕
円

形
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54

住
痕

あ
り
、
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に

伴
う
可

能
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あ
り

電
進

入
路
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、
 S
P1
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不
薬

桁
円

形
(0
73
)

0 
50

0 
10

'B
39
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
衛
進

入
路

不
整

楕
円
形

0 
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0 
20

,B
39
の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
、

土
師

器
杯

片
打
進

入
路

奮
円
形

0 
50

0 
14

土
師

器
郎

片
SP
18
1

衝
進

入
路
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39

不
整

楕
円
形

0 
40

0 
15

B3
9の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り
SP
18
2

行
進

入
路

惰
円

形
0 
23

0 
12

SP
18
6

打
進

入
路

IB
26

(楕
円

形
)

0 
33

と
師

器
杯

片
SP
13
4

打
進

入
路

'8
26
・

37
、
 S
D4
2

不
整

精
円

形
0 
60

0 
18

土
師

器
杯

片
・

甕
方

SP
18
5

打
進

入
路

IB
26

、
 S
D4
2

下
幕

精
円

形
0 
75

0 
40
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C代

土
師

器
鉢

・
甕

片
19
6

司
進

入
路

IB
26

、
 S
D4
2

有
円
形

0 
37

0 
23
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C代

土
師

器
杯

片
SP
18
7

西
進

入
路

'P
16
0

宥
円

形
0 
30

0 
25

猟
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柱

穴
掘

り
方

の
可

能
性

あ
り

言
進

入
路

IB
81
 ・

38
、
 S
D8
8

骨
円

形
0 
48

0 
42

0 
17

章
進

入
路

IB
31
 ・

38
、
 S
D3
8、

 S
P1
90

(円
形

)
[0
16
]

0 
13

0 
08

SP
19
0

言
進

入
路

IB
81
 ・

38
、
 S
D3
8、

 S
P1
89

(円
形

)
L0
18

冨
進

入
路

下
整

円
形

0 
31

0 
12

SP
19
2

覇
進

入
路

SB
34
,3
8

石
整

精
円

形
0 
29

0 
20

O 
09

衛
進

入
路

SB
4・

34
、
 S
P1
94

下
整

楕
円

形
1 
20

0 
87

SP
19
4

輔
進

入
路

,B
4・

34
、
 S
P1
98

下
整

方
形

1 
04

0 
85

SP
19
5

輔
進

入
路

,B
34

・
38

(不
整

方
形

)
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45
]
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6]

と
師
器
甕
片

SP
19
6

葛
進

入
路

SB
33

・
39
、
 S
D3
8

円
形

0 
23

SP
19
7

爾
進

入
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g
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、

 S
D3
9、

 S
P1
99

隅
丸

長
方

形
SP
19
8

言
進

入
路

'B
39
、

 S
D3
9、

 S
P1
99

(精
円

形
)

(0
50
)

0 
50

(0
17
)

上
師

器
イ

片
、

須
恵

器
片

SP
19
9

葛
進

入
路
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、
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D3
9、
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P1
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・
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8・
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0

(隅
丸

方
形

)
1 
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(0
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)
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の

床
下

ピ
ッ

ト
の

可
能

性
あ

り

釘
進

入
路
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、
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D3
9、
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P1
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丸

長
方

形
)

1 
25

SP
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1
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輔
進

入
路

,B
26
・

37
不

整
楕

円
形

0 
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28
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土
師

器
杯

・
甕

片
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2

再
進

入
路

不
整

楕
円
形
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SP
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3

苛
進

入
路

不
整

楕
円

形
0 
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と
師

器
杯

、
カ

マ
ド
形

土
器
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進
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・

40
、
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0

卜
整

精
円

形
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50
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土
師

器
不

片
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9

輔
進

入
路
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・

40
ド
整

楕
円

形
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45
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有
進

入
路
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、
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D4
0

ド
整

精
円

形
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土
師

器
不

片
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8

覇
進

入
路
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・
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、
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09

卜
整

精
円

形
0 
50

0 
22

SP
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9

葛
進

入
路
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・

87
・

40
、
 S
P2
08

(不
整

精
円

形
)

0 
52

苛
進

入
路

蛮
し

整ヽ
精

円
形

0 
75

0 
72

縄
文

後
期

土
器

片

SP
21
1

葛
進

入
路

ID
12
、
 S
P6
6

下
整

楕
円
形

0 
77

0 
75

SP
21
2

外
周

着
路

Fし
膏
円

形
0 
39

0 
56

O 
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土
師
器

郷
片

SP
21
3

葛
進

入
路

青
円

形
0 
30

0 
08

SP
21
4

苛
進

入
路

宥
円

形
0 
30

0 
25

0 
12

ボ
生

後
期

甕
片

SP
21
5

南
進

入
路
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26
・

40
・
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看
円

形
0 
45

0 
38

0 
20

南
進

入
路

IB
26
・

37
、
 S
D4
0

偶
丸

長
方

形
1 
53

0 
83

0 
33

丈
化

物
層

顕
著

、
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C前

半
代

土
師

器
杯

、
須

恵
器

郷
、

灰
釉

陶
器

片

SP
21
7

南
進

入
路
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看
円

形
0 
22

SP
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8

外
局

道
隧

不
整

精
円

形
0 
35

0 
27

0 
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SP
21
9

外
周

道
路

(不
整

精
円

形
)

(0
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)

0 
20

SP
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0

外
周

道
路
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看
円

形
0 
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22
1

南
進

入
路

宿
円

形
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天
釉

陶
器

壷
片
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2

南
進

入
路

円
形

0 
13

SP
22
3

菊
進

入
路

生
し

看
円

形
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20
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釘
淮

入
泌

悽
し

看
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形
0 
25
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言
進

入
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・
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形
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)

隻
い

ピ
ッ
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次

焼
成

著
し

く
受

け
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不
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6
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進

入
路

円
形
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15
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7

釘
進

入
路

円
形
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ギ
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あ
り
、
SB
5に

伴
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能
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あ
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卜
周

道
路
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A

蛮
し

0 
70

(0
32
)

0 
30

3区
A 
  
X8
2・

83
Y4
7

,D
27
、
 S
P2
11

弓
形

0 
76

0 
72

SP
21
1

3区
A

X8
2Y
47

,D
27
、
 S
P2
10

(円
形

)
(0
35
,

SP
21
2

3区
A 
  
X8
4Y
46
・

47
ID
30
、
 S
P1
80
・

 1
83
・

20
4・

20
8

(隅
丸

方
形

)
0 
97

土
師

質
悟

鉢
片

出
土

SP
21
3

3区
A

IP
21
4

青
円

形
0 
50

0 
46

0 
30

赤
彩

片
日
鉢

形
土

器
出

土

SP
21
4

8区
A

X8
3Y
48

'P
21
3

骨
円

形
0 
28

0 
18

SP
21
5

3区
A 
  
X8
4Y
47

'D
27
、

 S
P1
70

有
円

形
0 
32

SP
21
6

3区
B

X8
4Y
39

蛮
し

骨
円

形
(0
 9
0)

(0
90
)

ム
生

時
代

後
期

土
器

片
多

数
出

土

SP
21
7

8区
B

X8
4Y
39

'D
81
 ・

92
宥
円

形

3区
A

X3
4Y
49

浄
し

言
円

形
0 
30

0 
28

SP
21
9

3区
A

X8
4Y
49

ヨ
形

0 
32

0 
20

主
穴

カ

3区
A

X3
4Y
49

看
円

形
0 
50

主
穴

カ

SP
22
1

3区
A

K8
3Y
48

,P
22
7・

22
8

言
円

形
(0
70
)

赤
生

時
代

後
期

壷
形

土
器

、
磨

石
等

出
土

SP
22
2

3区
A 
  
X8
2・

33
Y4
9

,D
35
  
39

言
円

形
1 
00

0 
86

0 
50

赤
彩

さ
れ

た
弥

生
時

代
後

期
壷

・
鉢

形
土

器
、

磨
石

・
綾

磨
石

出
土

SP
22
3

3区
A 
  
X8
2・

83
Y4
8

悽
し

ヨ
形

0 
38

0 
36

柱
穴

カ

3区
A

K8
4Y
47

IP
17
0・

22
5・

22
6

言
円

形
0 
93

0 
66

0 
53

3ε
こ
A

X8
4Y
47

'D
27

、

 S
P2
24

(楕
円

形
)

SP
22
6

3じ
【
A

X8
4Y
47

,P
17
0・

20
4・

22
4

(0
78
)

(0
50
)

SP
22
7

3区
A

X8
8Y
48

'P
22
1 

・
22
8

[0
78
]

(0
 4
4)

3区
A 
  
X8
3V
48
・

49
,P
22
1 
・

22
7

0 
60

(0
27
)

に
穴
カ

Sp
22
9

3優
こ
A 
  
  
 X
82
Y4
9

,P
22
0

(0
45
)

(0
22
)

柱
穴

カ

SP
23
0

3E
こ
A

X8
4Y
49

,P
23
1 
・

23
3・

24
3

下
整

精
円
形

1 
14

SP
23
1

3区
A

X8
4Y
46

,P
18
0・

23
0・

23
2・

24
1・

24
2

(不
整

楕
円

形
)

(1
20
)

(1
00
)

弦
器

小
片

出
土

SP
23
2

3E
こ
A 
  
  
 X
84
Y4
6・

47
な

し
青
円

形
0 
22

0 
20

土
師

質
土

器
杯

片
出

土

3し
こ
A 
  
  
 X
84
Y4
7

(0
70
)

(0
 2
2)

SP
23
4

3E
こ
A 
  
  
 X
84
Y4
7

IP
23
0

(楕
円

形
)

(0
64
)

0 
50

0 
60

柱
穴

カ

SP
23
5

3区
A

X8
2Y
48

1 
20

(0
42
)

0 
20

SP
23
6

3区
A

な
し

有
円

形
0 
60

0 
52

0 
30

SP
23
7

3区
A 
  
X8
3Y
47

な
し

有
円

形
0 
26

0 
22

0 
23

SP
23
8

3区
A 
  
X8
3Y
47

な
し

編
円

形
0 
28

0 
26

SP
23
9

3区
A 
  
X8
8Y
47

有
円

形
0 
44

0 
40

0 
22

柱
穴

か

3区
ハ

不
整

楕
円

形
0 
37

SP
24
1

3区
ハ

X8
4Y
47

,P
23
1

宥
円

形
0 
24

0 
12

3区
A

)P
23
1

不
整

楕
円

形
0 
33

0 
27

0 
17

SP
24
3

3区
A

(不
整

橋
円

形
)

0 
60

(0
47
)



ピ
ッ

ト
・

土
坑

番
号

挿
図

番
号

位
置

(地
区
・

Gr
 d
等

)
重
  

複
形
  

状
軸 ＞

ｍ

長 く

軸 ナ
ｍ

短 ぐ
深
 

さ

(m
)

出
土

遺
物

/備
 

考

SP
24
4

3E
こ
A 
  
  
 X
82
Y4
9

`不

率
精
円
形

)
0 
36

=穴
か

SP
24
5

3F
【
A 
  
  
 X
82
Y5
0

円
形

0 
28

0 
26

尋
平

礫
出

土
、

柱
穴

か

SP
24
6

3区
A 
  
X8
2Y
50

不
整

楕
円
形

0 
36

0 
15

主
久

か

SP
24
7

3区
A 
  
X8
2Y
49

円
形

0 
32

0 
30

0 
10

SP
24
8

3区
A 
  
X8
8Y
48

楕
円

形
0 
13

0 
12

第
5次

調
査
 

ピ
ッ

ト
・

土
坑

(S
P)
一

覧

― 牌 Ｐ Ｐ Ｉ

※
数
値

に
お

け
る

( 
)=
現

存
値
/[
 ]
=推

定
値

を
示

す

ピ
ッ

ト
・

土
坑

番
号

挿
図

番
号

位
置

(地
区

・
Gr
id
等

)
重
  

複
形

 
状

軸

， ｍ

長 ぐ
短
 

軸
(子

れ
)

深
 
さ

(m
)

出
上

遺
物

/備
 

考

ト
レ
ン
テ

円
形

0 
80

0 
26

ト
レ
ン
チ

Pl
隋

円
形

0 
28

ト
レ
ン
チ

(0
10
)

O

ト
レ
ン
チ

不
整

楕
円
形

0 
72

(0
55
)

0

SP
5

ト
レ
ン
チ

ま
し

円
形

0 
35

O

ト
レ
ン

チ
と

し
円

形
O

ト
レ
ン
チ

悽
し

隋
円

形
0 
55

0 
52

0 
20

ト
レ
ン
チ

ID
と
、 
SP
9

(0
35
)

0 
60

ト
レ
ン

チ
ID
l、

 S
P8

(0
50
)

(0
40
)

0 
20

46
8

ト
レ
ン
チ

な
し

脂
円

形
0 
12

昏
石

46
8

ト
レ
ン
テ

と
し

下
整

楕
円

形
(1
30
)

0 
28

と
師

器
片

46
9

ト
レ
ン
チ

(0
75
)

0 
30

ト
レ
ン
テ

Fし
下
整

精
円

形

ト
レ
ン
テ

Fし
J形

0 
25

ト
レ
ン
チ

Fし
惰

円
形

0 
35

0 
28

0 
22

ト
レ
ン
チ

隋
円

形
0 
90

0 
75

0 
15

第
7表

 1
次

出
土

土
器
・

ガ
ラ

ス
製

品
観

察
一

覧
表

図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
成

形
及

び
調

整
技

法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

1

塔 ２

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

郭
氏

=Б

(1
04
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

良
灰

白

2
鉄
塔

No
 2

奈
良

土
師

短
頸

壷
日
縁

～
体

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

浅
黄
橙

～
に
ぶ

い
橙

被
熱

の
た
め
器

面
外

面
所

々
剥
離

3
塔 乾

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
日
縁

言
Б

(1
70
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

4
塔 認

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
甕

口
縁
部

(2
20
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

勺
:橙

～
灰
褐

外
登
～

に
ぶ

い
褐

肇
滅

や
や

顕
著

5
塔 姥

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
置
き
カ
マ

ド
氏
言
Б

(2
60
)

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:灰
黄
褐

外
:に

ぶ
い
黄
橙

6
塔 ワ

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
霊

同
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
勺

:橙
～
褐
灰

外
こ
ぶ

い
黄
桂

～
黒

7
塔 ワ

鉄 陥
古

墳
土

師
雷

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
良

勺
:に

ぶ
い

橙
外

天
褐

8
鉄
塔

No
 2

奈
良

～
平

安
須

恵
窟

ケ
ズ

リ
。
ナ
デ

タ
タ
キ

密
、
黒
色
粒
子

良
外

灰
”

自
灰

一 引 二 十

9
塔 ワ

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
苛
郭

外
部

(1
70
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
橙

塔 乾

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

苛
杯

杯
部

(2
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

11
塔 詑

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

一 更
口
縁

部
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

包
、

白
色

粒
子

良
内

!浅
黄
橙

外
:橙

粒
子

が
多

く
全
体

的
に
ザ

ラ
ザ

ラ
し
て

い
る



Ｉ Ｆ ］ ―

挿
図

番
号

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

12
塔 セ

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S字

甕
日
縁

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

里
榔

対
子

・
三

舟
良

に
ぶ

い
橙

13
塔 ２

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S字

甕
口
縁

言
焉

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
具
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙

塔 ２
鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

言
Б

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

浅
黄
橙

15
塔 認

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
高

不
脚

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

必
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

塔 認

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S字

甕
脚

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:赤
褐

外
:浅

責
橙

17
塔 ワ

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S字

甕
脚

喜ヽ
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ケヽ
メ

や
や

l■
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:赤
褐

・
浅
黄
橙

外
:赤

褐

と
8

塔 セ
鉄 Ｎ 。

弥
生

甕
頌

部
ナ

デ
節
描

波
状
文

5条
1単

ヤ
?

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
内

:灰
貢

褐
外

:に
ぶ

ぃ
昔

褐

ユ
塔 ２

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

杯
日

縁
～

底
郊

(1
00
)

∝
0)

(2
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:静

止
糸
切

り
雪
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

多
不

良
天

褐
～

黒
褐

体
都
外

面
や
や

荒
れ

て
い

る

2
塔 ゼ

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
不

甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

4、
赤
色
粒

子
多
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
底

都
外

面
に
線

刻
あ

り
、
外

面
や
や
摩

減

3
塔 ワ

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
甕

日
縁

部
(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

黒
色
粒

子
多
・

雲
母

良
に

ぶ
い

掲

4
塔 ワ

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S宇

甕
日

縁
言
Б

(1
25
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

黒

5
塔 ２

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S宇

甕
日

縁
部

(1
60
)

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
豊
、

自
色
粒

子
多
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

6
塔 ２

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
S字

甕
頸

部
ロ
ク

ロ
ナ

デ
・
ハ

ケ
メ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

ス
コ

ヅ
ア
・
雲

母
良

橙

7
塔 認

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

密
ナ

テ
ケヽ

メ
至

、
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
歩
・

三
轟

/1
/・

良
内

:褐
灰

外
:橙

8
塔 混

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
ス

コ
リ

ア
少

・
雲

母
良

内 外
桂

～
に
ぶ

い
褐

明
ホ
褐

9
塔 ワ

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

曇
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
橙

外
に
ぶ

い
赤
褐

塔 ２

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付
甕

岬
音
Б

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

ス
コ

リ
ア
少
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙

～
淡
橙

11
塔 ウ

欽 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付

蓬
即

部
ナ
デ
・
ハ

ケ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
多

良
に
ぶ

い
赤
褐

～
褐
灰

12
塔 ２

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付
甕

仰
菩
[

(1
00
)

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 母

４ 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
良

に
ぶ

い
橙

1
塔 姥

鉄 Ｎ
。

奈
良

上
師

不
日
縁
言
焉

(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
と
も
に
赤
彩

の
痕
跡

あ
り

2
塔 柁

鉄 Ｎ
。

茶
良

土
師

不
口
縁

音
ト

(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

3
塔 ワ

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

不
底

都
ナ

デ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

筆
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
至
、
赤
色
粒

子
艮

橙
内
面
摩
滅

や
や
著

し
し

4
塔 ツ

欽 酌
奈

良
土

師
不

底
都

0)
ナ

デ
ナ
デ

底
:す

デ
・

ヘ
ラ

少
ズ

リ
る
、

自
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
良

内
i橙

～
灰

褐
外

に
ぶ

い
梧

肉
面

に
ハ

ケ
ロ
状

痕
跡

あ
り

5
拾 セ

琢 Ｎ
。

奈
良

?
須

恵
高
台

不
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
良

褐
灰

6
塔 詑

鉄 Ｎ
。

SB
3

奈
良

?
上

師
甕

頸
都

ナ
デ

ナ
デ
・

″ヽ
ケ

艮
灰

白

7
姶 ワ

琢 Ｎ
。

古
墳

上
師

甕
底

都
(9
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

密
艮

内
:褐

灰
外

:に
ぶ

い
責

灰

8
塔 ２

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

S宇
甕

顕
部

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

ス
コ

リ
ア
・
雲
母

良
内

:灰
褐

外
1に

ぶ
い
赤
褐

1
塔 ■

鉄 Ｎ ｏ
奈

良
土

師
邪

完
形

97
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

赤
色
粒

子
良

内
:墨

変
外

:橙
内
面
油
煙
付
着

、
丁
寧

な
つ

く
り



Ｉ Ｆ ∞ ―

挿
図

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
番

号
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

2
塔 ■

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

邦
氏
=L

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:静

止
ヘ
ラ
キ

ツ
密

、
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

勺
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:

登
～

に
ぶ

い
黄
橙

勺
面

に
漆

状
付

着
物

、
線

刻
あ

り

3
塔 ■

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

杯
口
縁

～
体

諄
ほ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

良
登

4
鉄

塔
No
 l

奈
良

土
師

杯
口
縁

言
[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
赤

褐

5
鉄
塔

No
 l

奈
良

?
須

恵
蓋

日
縁

言
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
や
や

不
良

叉
白

全
体

に
摩

耗
や

や
者

し
し

6
鉄
塔

No
 l

奈
良

土
師

甕
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
雲
母

。
2～

5m
ll
の
小
礫

良
勺

:赤
褐

外
:に

ぶ
お
赤
褐

～
黒
褐

狙
い

つ
く

り
7と

同
一

か

7
塔 ｎ

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
貢

=ト

(1
20
)

ナ
デ
・

指
頭
痕

す
デ

・
指

頭
反

底
:木

芝
荒

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

・
三

科
・

小
耀

艮
登
の
上

に
黒
褐

が
斑

こ
か
か

る
)と

同
一

か

8
塔 Ｈ

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
阿
～

底
部

(7
0)

ナ
デ

全
面

表
面

剥
離

底
:ナ

粗
、

白
色
粒

子
多
・

黒
色
粒

子
多
・
雲
母
・

7m
mの

礫
良

勺 掲

に
ぶ

い
褐

～
灰

外
:に

ぶ
い
赤
掲

外
面

の
荒

れ
非

常
に

顕
著

9
塔 １

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

粗 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
場
～

黒
褐

塔 ■

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
ハ
ケ

メ
・
ナ
デ
・
へ

ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

粗 母
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
ホ
褐

塔 １

鉄 Ｎ
。

古
J「
E

台
付

甕
卿

=Б

ナ
デ

す
デ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
雲
母

艮
登

塔 Ｈ

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
陣
とヽ

ケヽ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
黒
色
粒

子
多

良
ボ
褐

1

塔 】

鉄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

土
師

郭
日

縁
～

底
旨
К

(1
28
)

(7
 6
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ミ
ガ

キ

底
:ヘ

ラ
ナ

デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:橙
外

:桂
～

に
ぶ
い
黄
橙

つ
く

り
は

丁
寧

2
塔 】

鉄 陥
奈

良
～
平
安

土
師

郵
口

縁
～

体
諄
R

(H
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ミ
ガ

キ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
つ

く
り
は
丁
寧

8
塔 】

鉄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

土
師

杯
日

縁
～

体
欺

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登
～

灰
褐

つ
く

り
は

丁
寧

[1
1

4
塔 】

鉄 Ｎ 。
奈

良
～

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
60
)

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:静

止
糸

切
り

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

つ
く

り
は
丁
寧

、
内
外

面
と
も
使

用
痕

跡
な

し

11
1

5
塔 】

鉄 Ｎ 。
SB
5

奈
良

～
平

安
土

師
皿

日
縁

～
体

部
(1
68
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

6
塔 劇

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

郎
外

菩
Б

(4
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

静
上

糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
付

高
台

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

[1
1

7
塔 】

鉄 Ｎ 。
SB
5

奈
良

～
平

安
土

師
高

台
杯

不
部

(8
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

日 音
文

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

静
止
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
、
付
高
台

密
、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
橙

と
こ

1
8

塔 】

鉄 Ｎ 。
SB
5

奈
良

～
平

安
土

師
皿

嘆
部

(4
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

デ
底

:静
止

糸
切

り
1

ヘ
ラ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良

芍
:橙

～
灰
褐

外
|

こ
ぶ

い
赤
褐

～
に
ぶ

お
黄
橙

9
塔 望

鉄 Ｎ 。
SB
5

奈
良

～
平

安
土

師
蓋

日
稼

～
体

鍬
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

塔 望

鉄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

土
師

甕
ヨ
縁

～
胴

都
(1
90
)

ケヽ
メ

ケヽ
メ

阻
、

白
色

粒
子

多
・

黒
色

粒
子

三
塁

良
局

塔 】

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

甕
口

縁
～

胴
欺

(2
00
)

ケヽ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
阻
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
局

塔 望

鉄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

土
師

甕
同
～
底
部

(7
0)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
ヽ 母

粗 雲
自

色
粒

子
多

・
黒

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
褐

塔 ４

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

甕
旧
～
底

部
(1
00
)

＼
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉

痕
粗
、

自
色
粒

子
多
・
黒
色
粒
子

多
・
雲
母

艮
ぶ

外
褐

黒

楊

「 引 ハ

塔 ４

欽 Ｎ
。

SB
5

中
世

土
師
質

鉢
口

縁
～

体
営
К

(3
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
砂

粒
多

く
含

む
良

こ
ぶ

い
橙

塔 】
鉄 Ｎ 。

古
墳

土
師

高
不

不
都
～
脚

ξE
6)

キ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

ヘ
ラ
す
デ
・

ミ
ガ
キ
・

簿
クヽ

密
、
赤
色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
橙

不
都

中
段

に
屈
折
部

あ
り
、
線
刻

あ
り
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図 号
挿 番

番
弓

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

11
1

塔 】

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
士 〓

口
縁

～
体

銘
(7
0)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ

デ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

11
1

17
塔 ４

鉄 Ｎ 。
弥

生
雷

日
縁

部
ナ

デ
櫛

描
波

状
文

・
ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒

子
良

勺
:褐

外
:捐

灰

塔 ４
欽 Ｎ 。

弥
生

藍
頃

部
ナ
デ

波
状
沈
線

や
や
粗

、
白
色
粒

子
少

良
勺

:黄
褐

外
:橙

11
1

拾 ４

欽 Ｎ
。

弥
生

麗
同

部
ナ

デ
波
状
沈
線

粗
、

白
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
黄
橙

塔 】

鉄 Ｎ 。
弥

生
麗

碩
部

～
胴

猛
ナ

デ
ナ
デ
・

沈
線

文
粗

、
白
色
粒

子
多

良
島
～

褐
灰

11
1

1

塔 】

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

不
日
縁

～
体

郎
(1
16
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

11
1

2
塔 】

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

不
日

縁
～

体
鍬

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
橙

本
部
外

面
器

面
一
部
剥
落

11
1

3
殆 ４

啄 Ｎ
。

奈
良

～
平

安
土

師
不

甍
甘
Б

(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

!回
辱

糸
切

り
,ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
ホ
褐

11
1

4
塔 】

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

不
寅

部
(8
 0
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

|_
r

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

良
こ
ぶ

い
橙

11
1

5
塔 ４

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

不
氏
言
Б

(■
0)

ロ
ク

ロ
す

デ
ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

ス
コ

リ
ア

良
登

11
2

1

塔 】

鉄 Ｎ 。
奈

良
～
平
安

土
師

不
日

縁
～

体
孝
R

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

雲
母

良
登

11
2

2
塔 望

琢 Ｎ
。

奈
良
～

平
安

土
師

不
か

本
音
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

ス
コ

リ
ア

良
登

11
2

3
鉄

塔
No
 4

奈
良
～
平
安

土
師

蓋
口
縁

=焉

(2
50
)

ハ
ケ
メ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
黒
色
粒

子
多
・
雲
母

多
良

月
赤

褐

4
塔 】

欽 Ｎ 。
S8
7

奈
良
～
平
安

土
師

麗
氏
音
ト

(6
6)

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ

底
!木

葉
痕

粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

月
赤
褐

～
黒
褐

5
拾 】

琢 Ｎ
。

奈
良

～
平

安
須

恵
種

頸
重

頂
部

(1
14
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
艮

均
:灰

外
:灰

日
本
釉

:灰
白

日
唇
部
端

部
を
細

か
く
打

ち
欠

か
れ

て
い
る

l

周 路

外 道
平

安
土

師
郭

日
縁

～
底

部
(1
24
)

(5
0)

(
30
5)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転
糸
切

り
痕

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
褐

本
部

内
面

の
一
部

が
被
熱

の
た

め
か
器

罰
が
灰

褐
色

に
変
色

し
荒
れ

て
い

る

2
周 路

外 道
平

安
土

師
郵

日
縁

～
底

孝
R

(1
26
)

(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

デ
底

:ヘ
ラ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

11
2

3
周 路

外 道
平

安
土

師
不

毛
形

12
 1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
!ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
明

褐
本
部
外

面
摩
耗

著
し
し

11
2

4
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

部
42

(4
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
後

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
 

底
:回

転
糸

切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
橙

11
2

5
周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
学
K

7)
(5
0)

e3
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
橙

器
面

全
体

摩
耗

著
し

し

11
2

6
周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

郵
日

縁
～

底
歎

(1
46
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

橙
内

外
面

と
も

摩
滅

や
や

顕
著

、
底

部
内

面
ス

ス
状

付
着

物

7
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

学
ほ

(1
44
)

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤

色
粒
子

多
や

や
不

良
内

:灰
褐

外
:に

ぶ
い
赤
褐

全
体

的
に
摩
耗

著
し
い
、

甲
斐
型

と
は

異
な

る
質
感

が
あ

る

8
グ
W司

道
路

S3
8

平
安

土
師

イ
口
縁

～
体

欺
(1
19
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

雲
母

が
マ

ー
ブ

ル
状

を
呈

す
る

、
体

部

外
面

の
摩

滅
や

や
頭

著

11
2

9
周 路

外 道
平

安
土

師
イ

日
縁

～
体

転
(1
86
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
後
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

明
赤

褐
内
外

面
と
も
摩
滅
や
や
顕

著

周 路
外 道

平
安

土
師

杯
壷
=[

(5
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
内

:橙
外

:に
ぶ

し

搭
内
外
面

と
も
器

面
が
非
常

に
荒
れ

て
し

る

11
周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

不
一 氏

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
ジ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

12
周 路

外 道
平

安
土

師
郵

口
縁

～
体

諄
R

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

内
:黒

外
:橙

勺
面

黒
色

化
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形

及
び
調

整
技

法
(内

)

成
形
及

び
調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

周 路

外 道
平

安
土

師
杯

日
縁

～
体

魏
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

良
内

:黒
外

:に
ぶ

い
7_
k

内
面

黒
色

化

周 路

外 道
平

安
土

師
不

甍
部

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
乾

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ケ
ズ

リ
ダ

シ
高

台

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

勺
:黒

外
:明

赤
褐

内
面

黒
色

化

周 路

外 道
平

安
土

師
鉢

口
縁

～
体

鍬
(3
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

勺
:黒

外
:橙

内
面

黒
色

化

周 路

外 苫
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

鍬
(1
28
)

(4
8)

(2
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

ヘ
ラ

ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

橙

11
2

17
周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
12
7

43
29

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

ヘ
ラ

ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
祖

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

月
赤
褐

体
部

内
面
の
一
部

が
被
熱

の
た

め
か
器

面
が
灰

褐
、
極

暗
赤
褐

に
変
色

し
て
い

る

周 路

外 道
平

安
土

師
皿

日
縁

～
体

銘
ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
内
面
工
具
痕

あ
り

周 路

外 道
平

安
土

師
皿

口
縁
～
体

きЬ
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登

周 路

外 道
平

安
土

師
皿

日
縁

～
体

筑
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤
褐

内
外

面
と
も
摩

滅
顕
著

21
周 路

外 道
平

安
土

師
片

口
鉢

口
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

内
面

黒
色

化

周 路
外 道

平
安

土
師

甕
日
縁

言
Б

(1
32
)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
や
や

不
良

赤
褐

外
面
荒
れ

て
い

る

周 路

外 首
平

安
土

師
甕

口
縁

言
Б

(3
66
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
艮

月
褐

周 路

外 道
平

安
土

師
奏

口
縁

部
(2
86
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

や
や

不
艮

赤
褐

周 路

外 首
平

安
土

師
甕

日
縁

部
(2
86
)

ケヽ
メ

。
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
梅

奸
子

・
三

舟
や
や

不
良

月
赤
褐

周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

甕
同
～

底
部

(1
20
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉
痕

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

瞥
赤
褐

周 燃

外 漕
SB
8

平
安

土
師

甕
同
～
底
部

(8
0)

ケヽ
メ

ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
赤

褐

周 路

外 道
SB
8

平
安

土
師

甕
嘆

部
(8
0)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉
痕

?
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒

子
・

三
母

や
や
不

良
対

:暗
赤
褐

外
:に

ぶ
い
赤
掲

周 路
外 道

SB
8

平
安

土
師

甕
同
～
底
部

00
)

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
底

:木
薬

痕
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
月
赤

褐

[1
3

周 路

外 道
SB
8

平
安

須
恵

甕
同
部

タ
タ
キ
・

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

蜀
灰

31
周 路

外 道
SB
8

平
安

灰
釉

陶
暑

壷
同
都

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
表

内
:灰

貢
褐

外

オ
リ
ー

ブ

灰

I

塔 １
欽 Ｎ 。

平
安

土
師

寮
日
縁

～
胴

部
(2
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母

艮
こ
ぶ

い
赤
褐

峯
滅

し
器

面
荒
れ

て
い

る

11
3

2
拾 Ｈ

塚 Ｎ
。

中
世

灰
和

陶
暑

重
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

天
釉
・
唐

草
文

密
、

黒
色

粒
子

良
仄

自
ブ

釉
:灰

オ
リ
ー

古
瀬

戸
・

瓶

11
3

3
拾 ■

欽 Ｎ
。

SD
l

古
墳

土
師

高
杯

即
部

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
登

挙
滅

し
て

い
る

4
拾 ■

琢 Ｎ
。

SD
l

古
墳

土
師

高
杯

却
部

(1
00
)

ラ
ク
ズ

ジ
・

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤

色
粒
子

良
登

峯
滅

し
て
い

る

11
3

5
玲 Ｈ

塚 Ｎ
。

古
墳

土
師

重
か

氏
部

15
6)

ナ
デ

ナ
デ

底
ナ

デ
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
勺 米

に
ぶ

い
黄

橙
明

褐

1

姶 ■

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
口
縁

～
胴

縄
(2
40
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

・
指

頭
溝

多ヽ
粗 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
や

や
不

良
こ
ぶ

い
黄

橙
～

褐
灰

勺
外

面
と

も
摩

耗
の

た
め

荒
れ

て
い

る

2
塔 ■

鉄 Ｎ
。

奈
良

土
師

甕
＼
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

多
良

登
峯
滅

し
て
器

面
や
や

荒
れ

て
い

る

3
塔 １

鉄 Ｎ 。
奈

良
土

師
甕

ハ
ク

メ
・

ナ
デ

・
指

蕗
痛

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
。
雲
母

良
勺

:

下
楊

に
ぶ

い
橙

外
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挿
図

番
号

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
Cm
)×

( 
)は

推
定
値
ヌ

は
現
存
布

成
形
及

び
調
整
枝
法

(内
)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

11
4

1
塔 ４

鉄 Ｎ 。
弥

生
高

lT
N

下
部

～
脚

範
29
 7

12
0

1
98

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・
赤

彩
脚

:ハ
ケ

ナ
デ

・
ミ

ガ
キ
・

赤
彩

必
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
粒

子
・

雲
母

良
赤

褐
脚
部

内
面
赤
彩

な
し

2
塔 】

鉄 陥
弥

生
高

イ
脚

部
(1
16
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
?

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

?
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

ス
コ

ジ
ア

艮
橙

器
面

内
外

と
も

荒
れ

、
赤

彩
の

痕
跡

は
離

芹
的

3
鉄

姶

No
 4

弥
生

高
杯

脚
部

(1
10
)

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・
赤

彩
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

。
赤
彩

や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤

褐
赤
彩

わ
ず

か
に
残

る
、
外

面
の
摩
耗

や
や

顕
著

4
塔 】

鉄 陥
SD
4

弥
生

高
不

岬
部

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・
赤

彩
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

や
や

粗
、

自
色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
赤
褐

～

黒
褐

外
:に

ぶ
い
赤

褐

5
塚

拾

No
 4

弥
生

高
不

却
部

(1
10
)

ナ
デ

・
ミ

ガ
キ

・
赤

彰
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
。
赤
彩

や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤

褐

6
塚

拾

No
 4

SD
4

弥
生

片
口
鉢

日
縁

～
体

2R
(1
40
)

脈
位

斜
位

ミ
ガ

キ
・

ま
彰

貰
位

鮮
位

ミ
ガ

キ
・

赤
L/
//

や
や

粗
良

に
ぶ

い
橙

7
塚

姶

No
 4

SD
4

弥
生

一 霊
買
～

底
部

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彰

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

底
!ナ

デ
彗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

空
粒

子
良

明
赤
褐

底
部
外

面
の
荒
れ

は
跛
者

、
剥
落

も
み

ら
ヤt

る

11
4

8
塚

拾

No
 4

弥
生

士 霊
日
縁

言
ト

隣
位

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

従
位

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
良

こ
ぶ

い
橙

9
塔 】

欽 Ｎ
。

弥
生

一 霊
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

・
ミ
ガ

キ
・
ホ
彩

や
や
密

、
白
色
粒
子

良
に
ぶ

い
橙

・
断
面
黒

撮
面

や
や

茄
れ

て
お

り
、

赤
彩

の
展

跡
J舒

布
的

塔 】

欽 陥
弥

生
甕

口
荘
熟
ヽ

月
同

熱
(1
40
)

横
位

ミ
ガ

キ
・
ナ
デ

貢
位

ミ
ガ

キ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

や
や

不
良

に
ぶ

い
褐

・
断

面
中

.ド
、ニ

ユ
ボ
彩

が
散

在
的

に
残

つ
て

い
る

、
肉

外

面
と

幸
、器

麗
は

荒
れ

て
い

る

11
4

11
妖

冶

No
 4

SD
4

弥
生

甕
日

縁
～

底
学
R

(1
10
)

40
(1
18
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
白

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

～
黒
褐

11
4

12
啄

姶
No
 4

弥
生

重
重

=Б

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・

底
:

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
橙

13
塔 】

鉄 Ｎ
。

弥
生

士 匠
主
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ク

ス
ツ
・

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・
赤
彩

底
:ナ

デ
・

ミ
ガ
キ

密
、

白
色
粒
子

多
良

明
赤
褐

11
4

塔 コ

鉄 Ｎ
。

弥
生

一 壁
臣

部
ナ

デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ナ
デ

・
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

外
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

琢
拾

No
 4

弥
生

重
カ

氏
部

70
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

ナ
デ
・
赤
彩

底
:ア

ジ
ロ
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
雲
母

良
明

赤
褐

内
外
面

と
も
摩
耗
や
や

顕
著

11
4

塔 】
鉄 Ｎ 。

弥
生

壷
日
縁
部

ナ
デ

複
合

日
縁

、
日

:刻
み

目
す

デ
・

波
状

沈
線

・

棒
状

浮
文

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多

良
に

ぶ
い

橙

11
4

17
塔 】

鉄 Ｎ
。

弥
生

壷
日
縁

音
[

ナ
デ

褒
合

口
縁

、
ナ
デ
・
棒

犬
浮

文
・
刻

み
目

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母
少

良
橙

塔 】
鉄 随

弥
生

壷
か

同
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

る
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

橙

19
塔 】

鉄 随
弥

生
士 霊

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

白
色

粒
子

多
・

雲
母

良
内

:に
ぶ

い
黄
橙

外
:橙

11
4

塔 】

鉄 陥
弥

生
重

か
一 氏

ナ
デ

ケヽ
メ
 

底
:ナ

デ
る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

不
良

内
1灰

褐
外

:褐
灰

勺
外

面
と
も
摩
耗

や
や

顕
著

塔 】

鉄 Ｎ
。

弥
生

士 空
壼
吉
焉

ナ
デ

ナ
デ

阻
、

白
色
粒

子
多

良
橙

～
に
ぶ

い
黄
橙

勺
外

面
と
も
器

面
の
荒
れ
顕
著

塔 】

欽 Ｎ
。

弥
生

甑
か

氏
音
焉

ナ
デ

ペ
ラ
ケ
ズ

ツ
・

す
デ

ミ
:ナ

デ
・

穿
7L

や
や
粗

、
白
色
粒

子
や
や
不

良
内

〔
に

ぶ
い

黄
橙

外
:に

ぶ
い

椿
暁
成

前
の
底
部

穿
孔
、
内
面
や
や

荒
れ

て
い

る

1

塔 刊

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

甑
か

ミ
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・
穿
孔

4f
l、

白
色
粒
子
多
・
雲
母
少

良
内

:に
ぶ

い
黄
橙

～

褐
灰

外
:に

ぶ
い
袴

1

拾 ヽ

塚 Ｎ
。

古
墳

土
師

高
杯

不
言
ト

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

少
・

ス
コ

リ
ア

少
良

瞳
全

体
に

摩
滅

が
著

し
し

2
塔 ５

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

甕
ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良

勺
:に

ぶ
い
黄
橙

牛
:に

ぶ
い
責
橙

～
ら

全
体

に
摩

滅
が

著
し

�

1

塔 ５
鉄 Ｎ 。

古
墳

土
師

高
イ

却
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

キ
密

、
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

こ
ぶ

い
橙
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
云

ξ
圭

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
塩

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

2
塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
甕

口
縁

～
頸

部
(1
20
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
多

・
雲

母
良

と
ぶ

い
橙

全
体

的
に
摩
滅

が
著

し
し

3
塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
密

日
縁

部
(1
60
)

ナ
デ

ヘ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
J/
N

良
に
ぶ

い
黄
橙

4
塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
台

付
甕

式
部

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
雲
母
少

良

肉
:に

ぶ
い

天
橙

～

灰
褐

外
:に

ぶ
い

赤

褐
～

黒
褐

塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
台
付
甕

脚
部

80
ナ

デ
ハ
ケ

メ
や
や
糧

、
白
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄

橙

6
塔 ５

欽 Ｎ 。
古

墳
土

師
台
付
甕

即
部

(1
10
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

全
体

的
に
摩
滅

著
し
し

7
塔 ５

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
〓 望

日
縁

部
(2
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
。
赤

色
粗

子
・

黒
色

粒
子

多
・

雲
母

良
橙

1
塔 お

鉄 Ｎ 。
平

安
上

師
質

ll
L

日
縁

～
底

部
(6
2)

15
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
1回

韓
糸
切

り
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

母
良

橙

2
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土

師
質

ll
L

完
形

20
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

艮
に

ぶ
い

橙

3
塔 お

鉄 陥
中

世
土

師
質

ll
L

口
縁
～
底

部
(7
5)

[8
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
ヽ 母

必 】 壼 〓

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・
良

に
ぶ

い
黄

橙

4
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

質
ll
l

完
形

42
20

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
ヽ 母

密 三

や ・

や 子
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

良
に

ぶ
い

橙

5
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

質
Ⅲ

完
形

20
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
ヽ 母

必 コ 三 一

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
に

ぶ
い

黄
橙

6
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土

師
質

Ⅱ
口
縁

～
底

部
(8
6)

19
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

。
3a

ul
程

小
騨

良
に

ぶ
い

橙

7
塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

Hl
日
縁

～
底

郎
(9
0)

23
ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
韓

糸
切

り

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
内

:に
ぶ

い
黄
橙

～

黄
灰

外
:灰

黄
掲

11
5

8
塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

巴
日
縁

～
底

部
(9
2)

20
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

裂
作

の
段

階
で

回
唇

部
端

に
ヘ

ラ
状

工

具
を

あ
て

て
い

る
、

日
唇

部
斜

面
に

ス

ス
状

付
着

物

と
15

9
塔 お

鉄 陥
中

世
土
師
質

El
日
縁

～
底

郎
(9
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

艮
こ
ぶ

い
黄
橙

日
縁
部

の
所

々
欠

け
て
い

る

塔 お
欽 Ｎ
。

中
世

土
師

質
Hl

口
縁

～
底

鍋
(9
4)

(4
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
郁

糸
切

り
や

や
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
室

母
良

こ
ぶ

い
黄
橙

11
塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

質
El

日
縁

～
底

諄
К

(1
00
)

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
盛

糸
切

り

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
多

良
こ
ぶ

い
黄
橙

両
面

に
植

物
根
付
着
少

12
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

巴
日

稼
～

底
鍬

(1
00
)

(5
 0
)

21
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
雲

母
良

浅
黄
橙

13
鉄
塔

No
 3

SD
ll

中
世

土
師
質

巴
日

縁
～

底
報

(1
06
)

(5
0)

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 母

粗 雲
や ・

や 子
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

艮
こ
ぶ

い
橙

11
5

塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

El
日

縁
～

底
肇
К

(1
22
)

55
31

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
泣

子
・

ス
コ

リ
ア
・
金

雲
母

良
登

[1
5

15
塔 硝

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

質
不

ま
ば
完
形

62
30

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

材
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒
子
少
・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

～
褐
灰

塔 お
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

不
毛
形

34
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
天
黄
褐

～
褐
灰

17
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

Il
日

縁
～

底
郎

(1
32
)

(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

艮
浅

黄
橙

鉄
塔

No
 3

中
世

土
師
質

L
日

縁
～

底
歎

(1
80
)

(1
00
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
少
・
雲
母

多
良

勺 小

に
ぶ

い
黄
橙

灰
黄
褐

塔 硝

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

巴
日
縁

～
体

郎
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

塔 お

鉄 陥
中

世
土
師
質

巴
日
縁
～
体

銘
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

11
5

塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
上
師
質

El
か

甍
言
Б

(4
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
雲

母
良

こ
ぶ

い
橙
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

姶 お

琢 随
中

世
土
師
質

皿
か

底
部

62
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
少
・
雲
母

艮
内

:褐
灰

外
:灰

東

褐
～

黒
掲

姶 お

鉄 陥
SD
ll

中
世

土
師
質

皿
か

底
部

(6
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 再

蘇 コ 三 ．

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・
良

橙

塔 ３
欽 Ｎ
。

中
世

土
師

質
皿

か
底

部
(6
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
ヽ 再

４ 三
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
・

艮
に
ぶ

い
橙

11
5

塔 消
鉄 酌

中
世

土
師

質
皿

カ
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙

11
5

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土

師
質

皿
カ

底
部

(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密
、

雲
母

良
内

:浅
東

橙
～

黒
褐

外
:浅

責
橙

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

火
鉢

ほ
ぼ
完
形

38
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
密

、
自
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

～
に
ぶ

い
黄
褐

噴
部

に
三
対

の
脚

、
内
面

に
油
煙

付
着
 ~
力

峰
耐

誦
蓄

塔 お
鋏 Ｎ 。

中
世

土
師
質

琳
ヨ
縁

～
底

10
7

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

こ
ぶ

い
橙

～
褐

灰
三
対

の
脚
付

き
の

う
ち
一
脚
残

存
、
内

面
に
油
煙

付
着

姶 お

欽 Ｎ
。

中
世

上
師
質

沐
カ

日
縁

～
体

銘
(2
34
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
す
デ

ζ
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
子

良
燈

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

沐
カ

日
縁

～
体

鄭
(1
80
)

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ヨ
コ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
芍

:灰
黄

外
:灰

黄
登
掲

～
黒
掲

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師
質

鍋
か

日
縁

孝
I

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
良

場
灰

勺
側
茶
色

に
変
色

し
て

い
る

全
体

的
こ
摩
耗

が
著

し
い

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

言
鉢

口
縁

～
底

部
(2
84
)

16
2

ナ
デ
・

櫛
状
条
線

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
少
・

ス
コ

ヅ
ア
・
雲
母

や
や

不
良

こ
ぶ

い
赤
褐

～
黒
褐

氏
:褐

黒

氏
面

に
米
粒

状
の

く
ば
み

あ
り
、
内
外

罰
と
も
に
被
熱

の
た

め
器

面
は
赤
褐

色
ヒ
し
、
非
常

に
荒
れ

て
い

る
、
底
部
外

面
全
体

ス
ス
付
着

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師
質

言
鉢

ヨ
縁

～
体

FК
(2
80
)

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
句

:に
ぶ

い
橙

外
:

死
黄

褐
勺
面
摩
滅

著
し
セ

塔 お
鉄 陥

中
世

土
師
質

著
鉢

本
音
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

条
線

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

雲
母

良

塔 お

鉄 』
中

世
土

師
質

吝
鉢

壼
菩
Б

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

完
黄
橙

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

薔
鉢

蔓
菩
[

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

条
線

ヘ
ラ

す
デ

底
:ヘ

ラ
ナ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・
三

舟
艮

均
:に

ぶ
い

貢
橙

ホ
:灰

昔
褐

11
7

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師
質

内
耳

鍋
か

ヨ
縁

～
体

FК
(2
40
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
心

・
里

れ
奸

♀
・

三
舟

良
勺

!に
ぶ

い
橙

外
:

ら
灰

・
吸

炭
勺
面

摩
滅

著
し
七

11
7

塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

須
恵

質
内

耳
鍋

か
口

縁
～

体
欺

(2
40
)

ヨ
ヨ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

ヨ
コ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

少
・

雲
母

少
良

入

11
7

塔 ３
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師
質

内
耳

鍋
か

日
縁

部
(2
60
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:灰
外

:灰
・

吸
干

11
7

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

内
耳
鍋

か
日
縁
部

(2
60
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
為

:褐
灰

外
:黒

褐

11
7

吟 お

塚 Ｎ
。

中
世

土
師
質

内
耳
鍋

か
日

縁
部

(3
00
)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
や
や

不
良

勺
:灰

外
:黒

11
7

塔 硝
鉄 Ｎ 。

中
世

上
師
質

内
耳

鍋
日
縁

部
(3
00
)

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

多
良

勺
:灰

褐
外

:褐
疋
・

吸
炭

小
面

に
ス
ス
付
着

11
7

吟 お

啄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

内
耳
鍋

か
口
縁

部
(3
00
)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

ヽ 包

密 雲
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
少
・

良
疋
黄
褐

外
:吸

炭

11
7

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師

質
内

耳
鍋

日
縁

吉
ト

(3
20
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

多
良

勺
面
摩
滅
著

し
ヤ

11
7

塔 お
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

質
蝸

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
少

・
小

礫
良

完
黄
橙

や
や

摩
滅

、
把

手
付

11
7

塔 お
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

内
耳

鍋
か

本
部

～
底

孔
(2
10
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ユ
ビ
オ
サ
エ

,

ヘ
ラ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

多
良

勺
:灰

褐
外

:黒
褐

ホ
面

ス
ス
付
着

11
7

塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
須

忘
質

鍋
か

氏
部

(1
90
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
良

11
7

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土

師
質

殉
耳

鍋
か

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

5H
El
の

機
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙
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挿
図

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
薔

号
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

11
7

塔 お

鉄 Ｎ 。
SD
ll

中
世

土
師
質

勺
耳

鍋
か

氏
音
Б

0)
ナ

デ
ナ

デ
底

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

多
良

に
ぶ

い
黄

橙
内

面
摩

耗
著

し
い

塔 ３

鉄 Ｎ
。

SD
ll

中
世

上
師
質

勺
耳
鍋

か
氏
言
Б

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
長

褐
内

面
摩

耗
著

し
�

11
7

塔 お

鉄 Ｎ 。
SD
ll

中
世

土
師
質

句
耳

鍋
咀

手
ナ

デ
ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒

子
。
長

石
・

雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
黄

橙
灰

首
褐

11
7

塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

須
恵

質
蝸

日
縁

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

一 火

11
7

塔 お
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

弦
掛

鍋
か

E手
ナ

デ
ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
少

雲
母

良
こ
ぶ

い
貢

橙

11
7

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師
質

鏑
の
把

手
巴
手

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

～
黒

表
面
外
側

黒
変

し
て
い

る
、
油
煙
付
着

11
7

塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
須
恵

質
鍋

巴
手

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

や
や
密
、
白
色
粒
子
・
雲
母
少

良
疋

白
号
下
に
ス
ス
付
着

塔 硝

鉄 Ｎ
。

古
墳

上
師

苛
杯

脚
部

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ペ
ラ
ク
ズ

リ
・
す
デ
・

ミ
ガ

キ
や

や
密

、
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い

橙
外

:

瞳
塔 お

鉄 Ｎ 。
SD
ll

古
墳

土
師

甕
口
縁

=Б

(1
90
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

(タ

テ
)

や
や
社

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
多
・

雲
母

や
や

不
良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:褐

灰
吟 ３

塚 Ｎ
。

古
墳

土
師

甕
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

ス
コ

ジ
ア

良
に
ぶ

い
黄
橙

塔 お
鉄 Ｎ 。

古
墳

土
師

霊
氏
言
Б

ナ
デ

ナ
デ

底
ナ

デ
ヽ 母

粗 雲
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
良

内 外 褐

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
橙

～
黒

塔 お
鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

台
付

甕
岬

部
ナ

デ
ナ

デ
粗

、
自

色
粒

子
多

良
天
黄
褐

全
体

に
摩

耗
著

し
し

塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
台
付
甕

卿
吉
ト

(5
4)

クヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:高
台

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
石

英
・

雲
母

艮
に

ぶ
い

黄
褐

塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
陶

器
皿

か
氏
部

“

3)
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

良
灰

白
釉

ブ
:灰

オ
リ

ー
見

込
み

部
に

釉

塔 お
鉄 Ｎ
。

平
安

陶
器

開
か

底
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:高

台
密

良
灰

白

給 お

啄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

須
忘

壷
頸

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

少
良

天

塔 用
鉄 Ｎ
。

奈
良
～
平
安

須
恵

養
桐

部
ナ
デ
・

タ
タ
キ

タ
タ
キ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

ス
コ

リ
ア

艮
入

塔 お

鉄 Ｎ 。
奈
良
～
平
安

須
恵

弩
ナ

デ
タ
タ
キ

や
や
粗
、
白
色
粒
子

良
κ

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
陶

器
甕

同
部

ナ
デ

ナ
デ

必
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

殉
:明

赤
褐

外
:I

ぶ
い
褐

帝
滑

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
陶

器
霊

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

内
:褐

灰
外

:に
ぶ

い
褐

常
滑

?
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
。
近

世
陶

器
Hl

日
縁

～
体

孝
К

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

良
灰

白
志

野
?

塔 お

鉄 Ｎ
。

近
。
現

代
磁

器
宛

日
縁

～
体

諄
K

(1
20
)

や
や
密

良
疋

白

塔 お

鉄 Ｎ 。
近

。
現

代
磁

器
腕

本
部

～
底

ネ
17
0)

倣
密

良
白

透
明
釉

塔 お

鉄 略
近

'現
代

磁
器

椀
蛋
部

致
密

良
白
 

透
明
釉

塔 ■
欽 Ｎ
。

近
・

現
代

土
師
質

七
厘

(さ

な
)

壼
吉
Б

(2
30
)

貪
:形

打
密
、

自
色
泣

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
。
石
英

良
こ
ぶ

い
黄
橙

ミ
に

3個
の
小

孔
が
あ

り
、
上
部

は
剥

雑
し
て
い

る
1

冶 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

皿
氏
吉
Б

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や

密
、

白
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
長

石
。
雲

母
艮

こ
ぶ

い
橙

暁
成

前
の
ほ

郡
穿
孔

を
試

み
た
痕
跡

あ
り

2
姶 お

琢 Ｎ
。

中
世

土
師
質

沐
口
縁

音
ト

(2
52
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

角
閃

石
艮

黒
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(肉

)

3
塔 ３

鉄 Ｎ
。

SD
12

中
世

須
恵
質

言
鉢

底
部

(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ
・

指
頭
反

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

黒
褐

～
灰

白
勺
外
面

の
摩
耗

顕
著

4
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
須
恵
質

信
鉢

底
部

(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
社

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
角

閃
石
・
雲
母

良
黒

警
滅
顕
著

5
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

須
恵
質

雷
鉢

体
部

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
勺

:黒
褐

挙
滅

著
し
し

6
塔 お

鉄 Ｎ 。
SD
12

中
世

土
師
質

鍋
底

部
(2
10
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・
底

に

砂
が
付

い
て
い

る
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
黒

褐

7
塔 お

鉄 Ｎ
。

SD
12

平
安

灰
TH
I陶

暑
皿

甍
吉
Б

(7
6)

疋
納

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
黄

灰

8
塔 お

鉄 Ｎ
。

SD
12

古
墳

?
土

師
高

イ
即
言
る

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

事
滅
顕
著

9
塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
甕

氏
部

68
ナ

デ
ナ
デ
・
赤
彩

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:黒

外
:に

ぶ
い

さ

1
塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

日
縁

～
底

吉
F.

(7
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密
、

白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
か

oT
‐
母

良
に

ぶ
い

貢
橙

硬
質
感

あ
り
、
内
外

面
と
も
摩
耗

ほ
と

ん
ど
見

ら
れ

な
い

2
塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

II
L

口
縁

～
底

部
(8
6)

(8
3)

2
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒
子
多
・
赤
色
粒

子
・

三
科

良
に

ぶ
い

橙
内
外

面
油
煙

付
着
顕
著

3
塔 潟

鉄 Ｎ
。

SD
13

中
世

土
師
質

皿
口
縁

～
体

言
Б

(1
00
)

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4、
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
内

:褐
灰

外
:浅

黄
橙

硬
質
感

あ
り

4
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

皿
口
縁

～
体

言
Б

(1
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

硬
質
感

あ
り
、
内
外
面

と
も
摩
れ

ほ
と

ん
ど
見

ら
れ

な
い

5
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

皿
日

縁
～

底
諄
R

(1
08
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
れ
、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
多

良
と
ぶ

い
黄
橙

勺
外

面
と

も
摩

耗
は

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

生
い

6
塔 お

鉄 陥
中

世
土
師
質

皿
口
縁

～
底

鍬
7)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

多
艮

死
白

勺
外

面
と

も
摩

耗
は

あ
ま

り
顕

署
で

な

7
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

皿
口
縁

～
底

郎
(1
2

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

4/

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

多
良

こ
ぶ

い
黄
橙

8
塔 お

鉄 配
中

世
土
師
質

Il
H縁

～
底

部
(1
30
)

00
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り
ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

多
良

登
勺
面
油
煙

状
ス
ス
付
着

9
鉄
塔

No
 3

中
世

土
師
質

II
Lか

氏
吉
Б

(6
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
良

登

塔 潟

鉄 Ｎ
ｏ

中
世

上
師
質

Hl
か

甍
吉
Б

(6
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
1回

幕
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
多

良
に
ぶ

い
黄
橙

～
褐
灰

11
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
上
師
質

HL
か

蚕
部

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ほ

:回
転

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

浅
黄
橙

内
外

面
と
も
摩
耗

が
著

し
�

12
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

ll
lか

氏
吉
る

(6
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

三
母
や
や

タ
良

に
ぶ

い
黄
橙

～
褐
灰

内
外

面
と
も
塁
痕

の
よ

う
な
痕
跡

が
帯

状
ヰゝ

し
く
は
十

文
字
状

に
あ
る

13
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

性
土
師
質

EI
Lか

底
部

(6
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
橙

見
込
み
部

油
煙

状
ス
ス
付
着

顕
者

、
2

次
焼
成

の
た

め
周
辺
部
変
色

(灰
色

)し

て
い

る

塔 ３
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

皿
か

底
都

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

至
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

少
・

黒
色

粒
子

少
・

室
母

良
と
ぶ

い
橙

雲
耗
痕
跡

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
し

15
塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

灰
釉

陶
群

宛
か

底
部

(3
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
黒
色
粒

子
が
混
入

良
勺

:褐
灰

外
:灰

白
見

込
み

部
に

和
、

外
面

全
体

に
ス

ヌ
付

着

16
塔 お

鉄 Ｎ 。
平

安
灰

釉
陶
番

宛
か

l~
R部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

自
然

/1
H

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
底

!ロ
ク

ロ
ナ

デ
密

良
灰

17
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

灰
XH
T陶

罫
一 霊

底
部

(6
4)

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
灰
釉

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

灰
釉

致
密

、
黒
色
粒

子
良

吹
白

ブ
釉

:灰
オ

リ
ー

塔 お
鉄 Ｎ 。

SD
13

平
安

灰
和

陶
暑

椀
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
良

火

塔 ３

鉄 Ｎ
。

SD
13

平
安

緑
鶏

陶
器

椀
か

皿
本

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
艮

戻
オ

リ
ー

ブ

鉄
塔

No
 3

中
世

須
恵

壽
剥

RI
タ
タ
キ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒
子

良
火
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
又

は
現
存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(タ
ト)

21
鉄
塔

No
 3

中
世

陶
器

甕
か

桐
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
艮

こ
ぶ

い
褐

常
滑

?

塔 お

欽 陥
中

世
陶

器
甕

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

泣
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
赤

褐
折
面

に
発

砲
し

た
部

分
あ

り

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

沐
か

底
部

(1
50
)

ヘ
ラ
ク
ス

リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

良
こ
ぶ

い
黄
橙

塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

沐
底

部
(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
や
や
糧

、
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

小
面
中
心
に
ス
ス
状
付
着
物
、
内
面
や

や
摩
耗
が
み

ら
れ

る
塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

泌
底

部
(1
30
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

ス
コ

リ
ア

良
黒

有
外
面

と
も
摩
耗
や
や

著
し
し

塔 お
鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

沐
底

部
(1
50
)

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ラヽ
ク
ズ

リ
・

ナ
デ
・

者
頭
痕

底
:ナ

デ
4、

ス
コ

リ
ア

良
三
ぶ

い
橙

句
面

の
摩

耗
者

し
ラ

27
塔 お

欽 Ｎ 。
中

世
土
師
質

米
日
縁

～
底

部
(1
54
)

(H
O)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

雪 訴

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
に

ぶ
い

橙

麻
部

内
面
お

よ
び
底
部
外

面
に
ス
ス
状

付
着
物

が
み

ら
れ

る
が
、
器

面
の
摩
耗

は
内
外

面
と
も
顕
著

で
な
い

塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

必
体

部
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

璧
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

五
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

内
外

面
と
も
荒
れ

が
著

し
ラ

塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

キ
ロ
鉢

口
縁

言
Б

ナ
デ

ナ
デ

晉
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

]
良

浅
黄
橙

内
面
や
や
荒
れ

て
い

る
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

?
土
師
質

〓 Ｅ
日
縁

部
(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

塔 ３

欽 Ｎ
。

中
世

土
師

質
沐

体
部

ラ
ケ

ズ
リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
費
椿

SD
13
No
 4
7と

同
一
か
、
外

面
ス

ス
付

着
非

常
に
頭
著

塔 お
鉄 Ｎ 。

中
世

土
師

質
店

鉢
日

縁
～

底

障
R

(3
56
)

(1
46
)

1
25

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ナ
デ

・
指

頭
痕

底
:ナ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

内
面
上
部

ス
ス
が
帯
状

に
付
着

、
底

部
外
面
に

も
ス
ス
付
着

鉄
塔

No
 3

中
世

土
師
質

店
鉢

本
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

密 母
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
黄
橙

内
面
摩
耗

著
し
く
、
ア
バ

タ
状

に
荒
れ

て
い

る
塔 お

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

播
鉢

口
縁

ナ
デ

ラ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
橙

塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

悟
鉢

同
部

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密 母

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
雲

や
や
不

良
浅

貢
橙

条
線

は
鮮

明
に
残

る
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土

師
質

言
鉢

底
部

(1
30
)

ナ
デ

ナ
デ

・
指

頭
痕

密
、

白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

灰
黄

褐
内
面

の
摩
耗

著
し
し

塔 お
欽 Ｎ
。

中
世

土
師
質

雷
鉢

氏
音
Б

ナ
デ

ラヽ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

氏
:ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

灰
褐

底
部

内
面
摩
耗

や
や

著
し
や

塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師

雷
鉢

式
部

(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ

・
指

頭
痕

底
:ナ

彗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
内
面

は
ア
バ

タ
状

に
荒
れ

て
い

る

欽
塔

No
 3

中
世

土
師
質

雷
鉢

底
部

ナ
デ
・
条
線

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

底
部
外

面
は
ア
バ

タ
状

に
荒
れ

て
し

る
、
内
面
は
摩
耗

が
み

ら
れ

る
塔 お

欽 Ｎ 。
中

世
須
恵
質

沐
(風

戸
)

ナ
デ

尤
線

文
・

隆
線

文
密 母

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

一 火

姶 お

塚 Ｎ
。

中
世

土
師
質

米
(火

鉢
)

日
縁
吉
焉

(4
20
)

ナ
デ

ナ
デ
・
沈
線

文
・

印
花

す
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
褐

内
面

に
ス
ス
付
着

、
外

面
に
印
花

文
、

磨
滅
や
や
顕

著
吟 お

恢 Ｎ
。

中
世

須
恵
質

鉢
か

同
部

＼
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
火

塔 お

鉄 Ｎ
。

SD
13

中
世

土
師
質

内
耳
鋼

か
本

=Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
雲
母

艮
掲

灰

塔 お
鉄 陥

中
世

土
師
質

釜
か

日
縁

吉
ト

(1
80
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

多
良

登
～

灰
掲

啄
拾

No
 3

中
世

土
師
質

鍋
肥

手
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

密
や

や
不

艮
登

塔 ３

鉄 Ｎ 。
中

世
須
恵

質
鉢

か
桐

部
ナ
デ

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

艮
火

塔 お

鉄 陥
S
D1
3

中
世

土
師
質

鍋
把

手
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:に
ぶ

い
橙

外
:

こ
ぶ

い
黄
褐

,D
13
No
 3
1と

同
― ―
か
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

遭邑
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

在
れ

成
形

及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
帽

他
(P
Ч

)
(外

,

塔 お
鉄 Ｎ 。

古
墳

土
師

士 軍
氏

=ト

ナ
デ

＼
ラ
ケ
ズ

ヅ
・

す
デ

壼
iヘ

ラ
ナ
デ

粗
、

白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
雲
母
少

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

FH
素

親
内

外
面

と
も

摩
耗

著
し

し

殆 お

恢 Ｎ
。

古
墳

土
師

驚
か
壷

氏
部

(7
0)

ラ
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
に
ぶ

い
橙

塔 お
鉄 Ｎ 。

古
墳

土
師

子 臣
甍

部
ナ

デ
ラヽ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

氏
:ナ

デ
粗

、
自
色
粒

子
多
・
雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙

51
塔 お

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
壷

か
底

部
54

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

豊
、

白
色
粒

子
多
・
雲
母
少

や
や

不
良

褐
灰

内
外

面
と
も
摩
耗

著
しヽ

塔 お

鉄 Ｎ
。

SD
13

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ヘ

ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

多
・

ス
コ

リ

ア
少

良
内

:灰
自

外
:に

ぶ

い
梧

塔 お
欽 Ｎ
。

古
墳

土
師

甕
口

縁
言
Б

ナ
デ

ケヽ
メ

密
や
や
不

良
浅

黄
橙

拾 お

琢 Ｎ
。

弥
生

甕
貿
部

ナ
デ

節
描

文
や
や
粗

、
白
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
橙

1

拾 お

妖 Ｎ
。

平
安

灰
釉

熙
一 霊

本
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

1
月 路

外 道
近

世
土

師
質

内
耳

土
器

日
縁

部
(3
40
)

(3
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
指
頭

痕
ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
勺

:明
褐

外
:黒

1
用 路

外 道
平

安
土

師
杯

日
縁

～
底

蠍
(1
20
)

40
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
里

為
対

子
良

登
筆
滅

や
や

顕
著

2
周 路

外 道
SD
16

古
墳

土
師

罰
杯

か
氏
音
Б

ナ
デ

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

小
礫

。
雲

母
良

角
:明

褐
外

:黒
褐

峯
滅

非
常

に
著

し
し

3
周 路

外 道
弥

生
¶
頸

重
碩

部
ナ

デ
鶴
文
・
沈
線

・
貼
付
文

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
内

:黒
外

:に
ぶ

い

黄
橙

～
黒

耳
状
突
起

4ヶ
所

、
摩
滅
や
や
顕
著

、
磨
消
縄

文
と
沈
線

に
よ
る
結
紐

文
(宮

ノ
台

に
特
徴

的
)、

縄
文
地
文
で
沈
線

に
よ
る
四
角
形
文

(内
部

は
縄

文
を
磨

消
し
て
い

る
)、

横
位

の
沈
線

で
文
様

帯
を
区
画

LR
単

節

4
周 路

外 道
弥

生
u頸

重
日
縁
部

(1
00
)

ナ
デ

縄
文

や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
柾

子
・

具
魯
粒
子
・
雲
母

や
や
不
良

明
赤
褐

摩
滅

や
や

顕
考

5
周 路

外 道
弥

生
朝
頸

三
カ

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:布

痕
か

や
や
粗
、
白
色
粒
子
多
・
赤
色
粒

冷
少

,雲
母
多

や
や

不
良

明
褐

挙
滅
や
や
顕

著

6
周 路

外 道
縄

文
完
鉢

日
縁

吉
ト

ナ
デ

沈
線
・

粘
土
貝占
付

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

小
礫

や
や

不
良

明
赤
褐

1
外
周

道
路

平
安

土
師

不
氏

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗
、

自
色
粒
子
多
・
赤
色
粒

子
多
・
黒
色
粒
子
多

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

明
赤
褐

句
面

や
や

摩
耗

2
外

周

道
路

SD
17

平
安

土
師

不
か

体
都

～
底

吉
焉

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
ジ

底
:糸

切
り
後
ナ

デ

密
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

月
赤

褐
勺
面

や
や

摩
耗

外
周

道
路

SD
17

平
安

土
師

甕
ケヽ
メ

ケヽ
メ

や
や
狙

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
ボ
褐

l
外
周

道
路

SD
18

奈
良

土
師

イ
口

縁
～

底
欺

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

登
為
面

油
煙

付
着

、
灯

芯
明

確
、

使
い

込

主
れ

て
い

/F
い

2
外

周

道
路

SD
18

茶
良

上
師

塔
口
縁

～
底

音
Б

(1
32
)

(7
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密 母

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

登
～

に
ぶ

い
橙

勺
外

面
と

も
摩

耗
や

や
顕

署

3
周 路

外 道
SD
18

奈
良

上
師

邦
日
縁

～
底

部
14
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登

口
縁
部
お

よ
び
体
部
外

面
の
一
部

に
油

睡
付
着

、
内
面

の
摩
耗

は
あ
ま

り
顕

著
で
な
い
、
外

面
は
や
や
摩
耗

が
認

め
ら

れ
る

4
周 路

外 道
奈

良
土

師
不

氏
部

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
削

り
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

母
良

登
内
面

に
線
亥
Iあ

り

5
周 路

外 道
奈

良
土

師
高
不

(盤
)

不
部

(1
58
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

登

6
周 路

外 道
SD
18

平
安

灰
釉

陶
審

短
頸

三
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

和
密

、
黒

色
粒

子
良

内 釉
灰

白
外

:灰
自

灰
オ

リ
ー

ブ
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調

整
技

法
成

形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

7
周 路

外 道
平

安
土

師
甕

口
縁

=焉

(2
46
)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雪

母
良

瞳
内

外
面

と
も

摩
耗

や
や

顕
著

8
外

周
首ヽ

慾
茶

良
～
平
安

須
恵

重
日
縁

部
(2
79
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

必
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

灰

9
外
周

道
路

茶
良
～
平
安

須
恵

士 霊
頸

都
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

と
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

灰

外
周

道
路

SD
18

古
墳

土
師

暑
台

器
部

ナ
デ

ナ
デ

至
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
長

石
良

橙
季
滅
や
や
顕
著

、
内
面
特

に
荒
れ

て
し

る
外

周

道
路

古
墳

土
師

器
台

器
部

ナ
デ

後
ミ
ガ

キ
ナ
デ

底
:ナ

デ
語

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
挙
滅
や
や

顕
著

周 際
外 楢

古
墳

土
師

苛
邦

郎
都

(1
82
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

母
良

登
肇
扱

や
や

顕
著

周 際
外 消

古
墳

土
師

苛
杯

不
郡

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
に

ぶ
い

橙
筆
滅

著
し

セ

周 際

外 消
古

墳
土

師
台
付
甕

貞
吉
Б

ナ
デ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

底
:ナ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
長
石
・
石

芙
良

月
褐

～
灰

褐
肇
滅

顕
著

15
周 路

外 苫
古

墳
土

師
高

14
N

卿
言
悟

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
華
滅
顕

著

16
周 藤

外 着
古

墳
土

師
高

杯
か

14
部

ナ
デ

?
ナ

デ
底

:?
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

良
再

:に
ぶ

い
橙

外
:

春
肇
滅
顕
者

17
周 路

外 道
古

墳
土

師
高

杯
か

脚
言
ト

ナ
デ

ナ
デ

底
:椿

に
よ
る
サ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
登

挙
滅
顕

著

18
周 路

外 道
SD
18

古
墳

土
師

器
台

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:棒

に
よ

る
ナ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

や
や
顕
著

外
周

道
路

古
墳

土
師

器
台

脚
音
ト

ナ
デ

ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

雲
滅
顕

著

外
周

道
路

古
墳

土
師

器
台

岬
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ナ
デ

底
:工

具
に
よ
る

席
至
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
少

良
橙

卒
滅

顕
著

周 路
外 首

古
墳

土
師

苛
郭

暉
=Б

ナ
デ

致
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

内
:褐

灰
底

:明
赤

褐
挙
滅
顕
著

周 際

外 憎
古
墳

土
師

蔚
郭

即
部

ナ
デ

ナ
デ

敏
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

華
滅
や
や
顕

著
周 路

外 苫
古

墳
土

師
訂
邪

lH
Tt
tБ

ナ
デ

ナ
デ

徴
密

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

票
色
粒

子
・
雲
母
少

良
勺

:黒
褐

外
!褐

周 藤

外 積
古

墳
土

師
Jヽ
型

壷
か

ま
ぼ

完
形

ナ
デ

ケ
ス

リ
後

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ
後

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
艮

登
径

4a
la
lの

貫
通

子
Lは

2箇
所

射
の
位

置
に

あ
り
、
外

面
は
や
や
摩
耗

外
周

音ヽ
藤

古
墳

土
師

重
氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:無

文
粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:灰
自

外
:に

ぶ
ハ
橙

挙
滅

顕
著

12
3

周 路
外 道

古
墳

土
師

一 更
氏
言

[
ナ

デ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良

内
!に

ぶ
い

貢
橙

・

褐
灰

外
:に

ぶ
い

黄

橙

内
面
剥
離

、
摩
成

顕
著

外
周

首
路

SD
18

古
墳

土
師

一 更
底

部
(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
。
長

石
・

石
英

。
角

関
石

良
明

褐
摩
滅

顕
著

12
3

外
周

楢
藤

古
墳

土
師

一 芝
嵐

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:無

文
包
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

長
FT
・

石
英

・
角

閃
石

良
明

褐
内
外

面
摩
耗

顕
著

周 藤
外 指

古
墳

土
師

〓 望
甍

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

や
や

顕
者

周 藤
外 着

古
墳

土
師

壷
か

甕
ミ
▼
Б

(7
0)

ハ
ケ

メ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
室
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

撃
滅

や
や

顕
著

周 路

外 道
古

墳
土

師
士 亜

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・
石
英
・
長
石

良
内

:貢
灰

外
:に

ぶ

い
構

肇
滅

著
し

,

周 路
外 道

古
墳

土
師

甑
氏
吉
ト

(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:穿

孔
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・

長
石

・
石

英
・

角
閃

石
・
雲

母
艮

内
:黒

褐
外

:に
ぶ

い
褐

挙
滅
や
や
顕
著

周 路

外 道
古

墳
土

師
甑

氏
言
焉

55
ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・
穿

71
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄

橙
峯
滅
や
や
顕

著



ｌ 　 ｗ ］ ト ー

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

外
周

道
路

古
墳

土
師

S宇
甕

日
縁

～
BF
l

苫
Б

(1
28
)

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
褐

摩
滅
や
や

顕
著

周 路
外 道

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁
部

(1
69
)

す
デ

ナ
デ

や
や
粗
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒
子
・
角
閃
石
・

雲
母

良
橙

華
滅
著

し
�

周 籐

外 者
古

墳
土

師
S字

甕
日
縁

音
Б

(1
68
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
長
石
・
雲
母

良
瞳

峯
滅

著
し

セ

12
3

周 路

外 道
古

墳
土

師
S字

甕
日

縁
部

(1
74
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
長
石

。
角

閃
石
・
雲
母

良
肇
滅

著
し

い

周 路

外 消
古

墳
土

師
雪
付

甕
(9
6)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:指

頭
掻
痕
・

ヨ
コ
ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

長
石
・

石
英

良
こ
ぶ

い
褐

～
明
褐

挙
滅
顕

著

周 際

外 消
SD
18

古
墳

土
師

苛
然

卿
部

76
工

具
痕

・
ナ

デ
ナ
デ
後
ハ

ケ
メ

底
:工

具
痕
・
ナ
デ

生
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
粒

子
・

室
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

肇
滅
顕
著

周 隧
外 者

古
墳

土
師

含
付

甕
即

=Б

63
ナ

デ
ナ

デ
底

ナ
デ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
踏
粒

子
。
長

石
・

雲
母

良
笹

41
外

周

道
路

古
墳

土
師

台
付

甕
即

部
ナ

デ
ナ
デ

,ハ
ケ

メ
底

:ナ
包

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

名
対

子
・

笠
母

良
橙

摩
滅

顕
者

グ
W司

道
路

古
墳

上
師

台
付

甕
IH
l部

ナ
デ

ケヽ
メ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
FF
l,
紅
子
・
室
母
少

良
児
褐

～
に

ぶ
い

黄
橙

雲
滅
や
や
顕

著

外
周

道
路

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ナ

デ
ケヽ

メ
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

長
石
・
石
英
・

角
閃
石
・

雲
母

良
登

肇
滅

顕
著

周 路
外 道

SD
18

古
墳

土
師

士 ⊆
日

縁
部

(1
58
)

ハ
ケ

メ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

峯
滅
顕

著

周 路
外 道

SD
18

古
墳

土
師

一 霊
日
縁

言
ト

(1
78
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗
、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒
子
・
雲
母

良
登

肇
滅
顕

著

周 路
外 楢

古
墳

土
師

甕
日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

ミ
ガ

キ
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

畏
勺

:に
ぶ

い
橙

外
こ
ぶ

い
裕

～
黒

勺
外

面
と
も
摩
滅
や
や
顕

著

周 路

外 道
弥

生
壷

頸
部

ナ
デ

空
帯

(キ
ザ

ミ
)

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

筆
滅

著
し
�

周 蕗

外 着
弥

生
甕

日
縁

部
ナ
デ

キ
ザ

ミ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
長
石
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

峯
滅

著
し
�

周 路
外 道

弥
生

ナ
デ

沈
線

文
・
縄

文
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
為

:暗
褐

外
:明

褐
挙
滅

著
し
し

周 路
外 道

弥
生

重
ヨ ロ

ナ
デ

健
文

お
、

自
色
泣

子
・

黒
色
粒
子
・
石

英
・

角
閃
石
・

雲
母

良

勺 春

に
ぶ

い
橙

外
肇
用
E者

し
し

周 路
外 道

縄
文
前
期
諸

磯
式

宋
鉢

か
旧

部
ナ

デ
■
裁
竹
管

粗 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
月

褐
挙
耗

著
し
し

1
外

周

道
路

奈
良

～
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

部
(1
09
)

(8
0)

4 
15

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒
子
・
雲
母

良
登

挙
滅

者
し
�

2
外

周

道
路

平
安

土
師

14
h

嵐
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
良

内
:浅

黄
橙

～
に
ぶ

い
黄
橙

外
:橙

摩
滅

著
し

し

3
外

周
首ヽ

藤
SD

19
奈
良
～
平
安

土
師

郵
底

部
(7
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
ζ
、
赤
色
粒

子
や
や

不
艮

に
ぶ

い
橙

摩
滅

著
し
し

4
周 路

外 道
SD
19

平
安

土
師

不
底

部
(8
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:静

止
糸
切

り
雪
、

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

内 外
に

ぶ
い

褐
～

褐

椿
～

に
ぶ

い
褐

摩
滅

著
し
し

5
外

周

道
路

奈
良
～
平
安

須
恵

密
桐

部
ナ

デ
夕

タ
キ

雪
、

自
色
粒

子
良

内
:灰

外
:褐

～
黒

6
周 藤

外 者
奈

良
～
平
安

須
恵

甕
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
艮

内
:灰

～
暗

灰
外

:

序

7
周 魃

外 楢
奈

良
～
平
安

須
恵

甕
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

タ
タ
キ

や
や
密

良
勺

:灰
自

～
黒

褐

ホ
:灰

褐
～

黒

1

周 路

外 道
S
D2
0

平
安

土
師

不
氏
詈
ト

(6
 1
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

。
雲

や
や
不
良

勺 ホ
橙

～
に

ぶ
い

褐

明
褐

～
黒

褐
肇
滅

著
し
い

2
周 路

外 道
SD
20

奈
良
～
平
安

土
師

不
氏
言
Б

(8
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲

母
良

勺
:橙

～
黒
褐

外
こ
ぶ

い
褐

～
暗
褐

萎
滅

著
し
し



― 岸 〕 ロ ー

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
霞
藍

(c
m)
※

( 
)1
ょ

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(肉
)

3
周 賂

外 漕
SD
20

平
安

土
師

即
高

高
台

言
台

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・

高
台

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内

:明
褐

～
褐

外
に

ぶ
い

褐
～

暗
褐

摩
滅

著
し

�

4
周 藩

外 楢
SD
20

平
安

土
師

不
苛
台

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・

高
台

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
柾

子
マ
ー

ブ
ル
状

や
や

不
良

内
:橙

外
:浅

黄
橙

～
橙

事
滅

著
し
し

5
周 路

外 道
中

世
陶

器
甕

か
ナ
デ

ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良

内 外 黒

灰
オ

リ
ー

ブ

灰
～

オ
リ
ー

ブ
常

滑
?

1

周 藤

外 稽
SD
21

古
墳

土
師

高
邦

脚
=Ь

＼
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

や
や
不

良
月
赤
褐

1

周 路

外 道
SD
22

平
安

土
師

邦
氏
▼
[

(6
2)

音
文

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

底
:回

転
糸

ケ
ズ

リ
後
ヘ

ラ
ナ
デ

又
は
ヘ

ラ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
勺
面
黒
色
化

、
摩

滅
や
や
顕
著

2
周 隧

外 清
SD
22

中
世

陶
器

皿
か

日
縁

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

敏
密

良
天

白
釉

:灰
白

3
周 路

外 道
SD
22

奈
良

～
平

安
須

恵
不

郵
部

(8
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

高
台

密
、

自
色

粒
子

艮
火

4
周 路

外 道
奈

良
～
平
安

須
忌

蓋
体

部
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

ヅ
底

:回
転
へ

ラ
ケ
ズ

ヅ
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
米

外
周

道
路

SD
22

中
。
近

世
阿

器
壷

か
底

部
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
自
然

絶

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
施

釉
底

:回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
白
色
粒

子
良

疋
自

和
:暗

縛
～

褐

周 路
外 苫

SD
22

近
世

磁
器

′ よヽ
皿

日
縁

～
底

部
(1
30
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
良

戻
白

7
外
周

道
路

SD
22

近
世

陶
器

中
椀

底
都

(5
6)

和
仙
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
白

色
粒

子
良

釉
褐

灰 ブ
掲

～
オ

リ
ー

8
外

周

道
路

SD
22

近
世

陶
器

■
椀

底
部

咲
和

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
自
色
粒

子
良

浅
黄

釉
:褐

9
周 路

外 道
SD
22

近
世

陶
器

表
燭

・
鉄

軸

l同
部
～
底

部
共

釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
鉄
釉

底
:回

転
糸
切

り
。
無

釉

密 釉

致 茨
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
紫

灰

内
側

中
央

の
芯

を
設

置
す

る
部
分

が
剥

離
し
て
い

る
(芯

立
欠

損
)、

底
:回

転
糸

キ
ツ
後

更
に
粘

上
を
貼
付

回
転
糸

キ
リ
し
て

い
る
、
粘

上
片

も
付
着

、
台
付

た
ん

こ
ろ
形

1

周 路

外 道
弥

生
u頸

重
カ

同
部

ナ
デ

沈
線

文
豊
、

白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
や
や
不

良
内

:褐
外

:明
褐

～
黒
褐

1

周 路
外 道

SD
27

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
蝋

(1
24
)

(3
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

必
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

2
周 路

外 道
SD
27

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
13
)

(6
 0
)

4
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:に
ぶ

い
橙

外
月
褐

～
灰
褐

3
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

部
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

ダ
シ
高
台

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

勺 朴

に
ぶ

い
橙

～
橙

橙
～

明
赤
褐

勺
外

面
と

も
や

や
摩

滅

4
周 路

外 道
SD

27
平

安
土

師
不

口
縁

～
体

飢
(1
16
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
ち

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
句

:に
ぶ

い
橙

外
:

彗

5
周 路

外 道
平

安
土

師
不

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

密
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
や
や

不
良

褐

勺 小 ボ

浅
貢
橙

～
橙

に
ぶ

い
橙

～
明

勺
外

面
と
も
や
や
摩
滅

6
周 隧

外 楢
奈

良
土

師
杯

日
縁

～
底

欺
(1
42
)

(8
8)

37
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
雲

母
良

勺
:r
2k
～

に
ぶ
い
赤

局
外

:橙
外ヽ

面
と
も
や
や
摩
滅

7
周 路

外 道
SD
27

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り

,回
振
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

や
や

不
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
褐

12
5

8
外
周

道
路

SD
27

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(6
1)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
寸

・
里

魯
tl
裡

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
内

:黒
外

:褐
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
れ

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形

及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

訓
備

 
考

日
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

9
周 路

外 道
SD
27

奈
良
～
平
安

土
師

不
本
～

底
部

16
8)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
る
、
赤

色
粒

子
・
雲
母

良
登

10
周 路

外 道
SD

27
古

墳
土

師
苛

14
N

即
部

ナ
デ

ナ
デ

る
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
や
や
不

良
橙

～
に

ぶ
い

赤
掲

肇
滅

著
し

し

11
周 路

外 道
SD

27
古

墳
土

師
苛
杯

師
喜
Ь

ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
必

、
白

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

雲

翌
艮

内
1明

赤
褐

外
:橙

～
明
赤
褐

12
外

周

道
路

SD
27

古
墳

上
師

苛
邦

脚
部

(1
40
)

ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ナ
デ

ζ 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
や
や
不

艮
内

:浅
黄
橙

外
!橙

13
外
周

道
路

平
安

?
土

師
蓋

日
縁

=Б

(1
80
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

笞
、

黒
色

粒
子

や
や

不
良

勺
:浅

黄
橙

外
:橙

全
体

に
摩

滅
著

し
し

周 路
外 道

古
墳

土
師

S字
篭

日
縁

部
ナ

デ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

/E
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

勺
i灰

白
～
灰

貢
褐

小
:に

ぶ
い
黄
橙

～
易
康

室
滅

著
し

セ

周 態
外 楢

SD
27

古
墳

土
師

甕
日
縁
都

(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
対

:に
ぶ

い
褐

外
:

こ
ぶ

い
褐

～
灰

褐

周 路
外 道

SD
27

古
墳

土
師

鉢
体

～
底

部
ナ
デ

ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤

色
粒

子
多
・
雲
母

良
登
～

に
ぶ

い
赤
褐

17
周 路

外 道
SD
27

縄
文

?
深

鉢
カ

日
縁

部
ナ
デ

連
続

押
し

引
き

文
や
や
粗

、
石
英
・
撰

不
良

勺
:明

褐
～
褐

外
:

登
～

明
褐

周 稼

外 楢
SD
27

奈
良
～
平
安

須
恵

14
N

日
縁

～
底

郎
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:灰
白
～
灰

外
:

死
～
褐

周 稼

外 猶
奈

良
～
平
安

須
忘

小
壷

日
縁

部
(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
良

火

周 藤

外 清
平

安
須

恵
甕

旧
部

ラ
ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

自
色
粒

子
・
雲
母

良

音
外

褐
赤

明
・ 再 二 文

周 際

外 清
平

安
須

恵
突

帯
付

四

耳
重

同
部

ナ
デ

タ
タ
キ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

雲
母
・
礫

良
勺

:黄
灰

外
:灰

～
1著
ネ島

周 藤

外 清
SD
27

平
安

須
思

雷
同
～
底
部

(1
10
)

ナ
デ

タ
タ

キ
・

ナ
デ

底
:手

時
ち

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母
・
磯

良
内

:責
灰

～
黒

外
:

灰
～

黒

1

周 際

外 楢
SD
28

平
安

土
師

日
縁

～
底

部
(1
10
)

4
2

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

辱
糸
切

り
後

ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

良
笹

2
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

吉
Б

11
1

57
44

ナ
デ

・
暗

文

ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:糸

切
り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

橙
内

外
面

と
も

や
や

摩
滅

3
外

周

道
路

平
安

土
師

不
嵐

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
至
、
赤
色
粒

子
や
や
不
良

内
:浅

黄
桂

外
:橙

摩
滅

著
し
し

4
外

周
首ヽ

修
SD
28

平
安

土
師

郵
底

部
ミ
ガ

キ
・
ナ
デ
・

黒
色
処
理

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

粗
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
艮

内
1黒

外
:灰

臼
～

に
ぶ

い
裕

体
部
外

面
摩
滅

著
し
し

I
外
周

道
路

SD
30

弥
生

〓 亜
頸

部
ナ

デ
ナ
デ
・

櫛
歯
状
圧

痕
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不
良

内
:に

ぶ
い
橙

～

橙
・

暗
灰

外
:橙

～

明
褐

2
外
周

道
路

弥
生

壷
日

縁
部

ナ
デ

率
状
浮

文
3本

・
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
魯

締
子

良
こ
ぶ

い
橙

3
外

周
i首

藤
弥

生
?

変
か

ハ
ケ

メ
ハ
ケ

メ
粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

角
閃
石

良
勺

:一
外

:灰
褐

峯
滅

著
し
ラ

周 稼

外 清
SD
30

弥
生

細
頸
重

か
同

部
ナ

デ
キ
ザ

ミ
・

沈
線

文
阻 樫

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

刀
や
や

不
良

均
:に

ぶ
い

責
褐

米
■
障

事
滅

著
し
し

12
5

5
周 藤

外 楢
弥

生
佃

頸
重

か
同

部
沈

繰
文

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

不
良

こ
ぶ

い
褐

肇
滅

者
し
い

1

進 路
南 入

SD
32

平
安

土
師
質

Hl
哀
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密 母

白
色

紅
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
や
や
不

良
内 外

橙
～

に
ぶ

い
橙

灰
黄
褐

挙
滅
や
や

顕
著

2
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師
質

却
高

高
台

不
か

皿
即

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:高

台
必
、
赤
色
粒
子
・
雲
母

良

内
:橙

～
に
ぶ

い
橙

外
:に

が
い
桂

～
に

ぶ
い
褐

3
南

進

入
路

SD
32

平
安

土
師

質
卿

高
高

台

杯
か

皿
即
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:高

台
曽
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
良

明
赤

褐
摩

滅
や

や
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

=飩
成
形
及

び
訓

整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(肉

)
(外

,

4
進 路

南 入
SD
32

古
墳

土
師

高
不

即
部

ナ
デ

ナ
デ
・
赤
彩

密
、

赤
色

粒
子

や
や

不
良

勺
:橙

外
:橙

～
明

kl
lR

赤
彩

、
摩
滅
や
や

顕
著

5
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師
質

脚
高

高
台

塔
か

皿
不

部
72

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:高

台
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
や
や

不
良

勺 ホ

橙
～

明
赤

褐

構
筆
滅

や
や

顕
著

6
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師
質

脚
高

高
台

不
か

皿
不

部
52

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:高

台
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

や
や
不

良
登

事
滅
や
や
顕
著

7
進 路

雨 入
SD
32

平
安

土
師
質

脚
高
高
台

杯
か
皿

不
部

60
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:高
■

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
事
滅

は
あ
ま

り
頭
著

で
な
し

8
進 路

雨 入
SD
32

平
安

土
師
質

却
高

高
台

必
か
皿

杯
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
指
頭
痕

咲
:高

台
や
や
粗

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不
良

登
率
滅

は
顕
著

で
は

な
い
が
つ

く
り
は
雑

9
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師
質

即
高

高
台

ス
あゝ
m

L4
1音
ト

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
・
柱

状
高
台

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

登
肇
滅
や
や
顕

者

進 路
南 入

SD
32

平
安

土
師
質

麗
か

日
縁

部
ナ

デ
ヘ
ケ
メ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

や
や
密
、
赤
色
粒
子
・

雲
母

や
や

不
良

内 外
に
ぶ

い
橙

～
橙

浅
黄
橙

～
橙

摩
減
や
や

顕
著

、
外

面
一
部

剥
離

南
進

入
路

SD
32

平
安

天
釉
陶
器

二 重
同

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

良
天

自

南
進

入
路

SD
32

平
安

須
恵

密
同
部

ナ
デ
・

指
頭
痕

タ
タ
キ

メ
4、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
礫

良
為

:灰
外

!灰
～

灰

白

南
進

入
路

SD
32

古
墳

土
師

苛
不

脚
部

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
畜
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

艮
橙

摩
滅

や
や

顕
著

1
南
進

入
路

SD
33

中
世

土
師

イ
1縁

～
ほ

(1
16
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

艮
橙

底
部

い
び

つ

2
進 路

南 入
SD
33

中
世

土
師
質

皿
日

縁
～

底
欺

(1
20
)

カ
キ

ロ
状

の
ロ
ク

ロ

痕
。
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:糸

切
り

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

3
南
進

入
路

SD
33

中
世

土
師

質
皿

口
縁

～
底

郎
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
粗
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
瞳

挙
滅

著
し
↓

12
6

4
進 路

南 入
中

世
土

師
質

皿
か

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
:糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

雲
母

良
登

雲
滅
や
や
顕

著

5
進 路

南 入
SD
33

平
安

土
師

イ
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

挙
滅
や
や

顕
著

12
6

6
進 路

雨 入
SD
33

中
世

土
師
質

IL
か

本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

7
這 路

向 入
SD
33

平
安

土
師
質

ll
本
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒
子
・
雲
母

や
や
不

良
月
褐

峯
滅

顕
著

8
田

進

入
路

SD
38

平
安

土
師
質

II
l

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
や
や
不

良
登

挙
滅

顕
著

9
遷 路

聘 入
SD
33

平
安

土
師
質

主
状

高
台

不
か

皿
苛
台

部
(5
2)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・

高
台

督
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
対

♀
・

三
母

や
や

不
良

赤
褐

南
進

入
路

奈
良

土
師

不
氏
孝
呂

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

歯
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
黒

登
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

肇
滅

や
や

顕
著

11
雨

進

入
路

SD
33

奈
良

土
師

折
日

稼
～

底

部
(1
34
)

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
と
、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

隆
挙
滅
や
や

顕
著

遅 路
田 入

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
榔

対
子

艮
明

赤
褐

挙
滅

や
や

顕
著

田
進

入
路

平
安

土
師

イ
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
室

対
♀

艮
よ
掲

雲
滅
顕
著

円
進

入
路

SD
33

中
世

土
師
質

鉢
(三

足
土

器
)

口
縁

～
底

部
(6
2)

ナ
デ

ナ
デ

。
亥
1印

あ
り

底
:

ナ
デ

啓
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名

対
子

・
T‐

舟
艮

と
ぶ

い
橙

2ヶ
所
脚
付

、
使

用
痕
跡

は
あ
ま

り
み

ら
れ

な
い

15
進 路

南 入
中

世
土

師
鉢

(三
足

土
器

か
)

脚
部

(2
40
)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不

良
月
褐

撃
耗

の
状
態

は
内
外

面
と
も
ほ
ぼ
同

じ

伏
況

強
く
火

を
受

け
た
状
態

は
認

め
ら
れ

な
い
が

ス
ス
状
付
着
物

が
散
在

的
に
み

ら
れ

る

進 路

南 入
SD
33

中
世

須
恵
質

鉢
日
縁
～
体

鍋
(2
90
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
や
や

不
艮

戻
黄
褐

勺
外
面

と
も
摩
滅
や
や
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

17
進 路

田 入
中

世
土
師
質

鍋
日

縁
～

体
学
R

(1
98
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
壮

子
・
雲
母

良
月
赤
褐

勺
面
摩
耗

や
や

顕
著

進 路

雨 入
SD
33

中
世

須
恵

質
沐

日
縁

～
体

部
(3
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ハ

ケ
ナ
デ

ナ
デ
・
指
頭
痕

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

戻
黄
褐

進 路

甫 入
SD
33

中
世

土
師
質

内
耳

鍋
日
縁

～
体

部
(3
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・
指
頭

痕
や
や
れ

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
褐

句
外

面
と

も
摩

耗
や

や
畷

者
、

把
手

が

副
が

れ
た

痕
跡

が
わ

ず
か

に
み

れ
れ

る

つ
で

内
耳

釦
で

あ
ろ

う

進 路
阿 入

中
世

土
師
質

内
耳

釦
日

縁
～

体
部

(2
60
)

ナ
デ

ナ
デ

雪
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

多
良

遇

21
進 路

南 入
SD
33

中
世

瓦
質

沐
体

部
ナ

デ
ナ

デ
密 母

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

角
!黒

外
:黒

褐
小
面

ス
ス

付
着

進 路
南 入

中
世

土
師

甕
胴

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

多
や
や
不
良

王
ぶ

い
黄
掲

隔
進

入
路

SD
33

中
世

土
師
質

蝸
底

部
(2
54
)

ナ
デ

甍
;ナ

デ
晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
月
掲

吹
外

面
被
熱

の
た

め
か
や
や
荒
れ

て
し

る
雨

進

入
路

SD
33

中
世

土
師
質

渦
体

～
底

部
(2
60
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:縮

緬
状

る
、

白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

黒
褐

南
進

入
路

SD
33

中
世

土
師
質

渦
底

部
(2
05
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
至
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

圭
粒

子
・
雲
母

良
明
赤
褐

進 路
南 入

中
世

土
師
質

渦
底

部
(1
60
)

ナ
デ

方
デ

・
指

頭
痕

底
:ナ

至
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
■
粒

子
良

内
:黄

灰
外

:灰
黄

褐
や
や
硬

質
感

あ
り

田
進

入
路

中
世

瓦
質

沐
底

部
(1
30
)

ナ
デ

ナ
デ

・
指

頭
痕

底
:ナ

必
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:褐

灰
底

:黒
褐

内
面
摩
耗

顕
著

、
外

面
ス
ス
付
着

円
進

入
路

中
世

土
師
質

言
鉢

底
部

(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ

雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
≧
粒

子
良

黒
褐

内
面
摩
耗
顕

著
、
外

面
ス
ス
付
着

田
進

入
路

中
世

土
師
質

渦
甍
吉
Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

冷
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

月
褐

内
面

に
ス
ス
状
付
着
物

が
散
在

的
に
み

ら
汁し

る

南
進

入
路

奈
良
～
平
安

須
恵

不
甍
=L

92
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:糸

切
り

。
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

必
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

談
良

一 火

進 路
南 入

奈
良
～
平
安

須
思

爵
不

(高
雲
ゝ

イ
部

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

黄
灰

進 路
南 入

奈
良
～
平
安

須
思

霊
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

掲
灰

勺
面

磨
り
面

あ
り

進 路
南 入

中
世

?
え
釉

陶
器

一 Ｅ
氏
吉
Б

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
底

:回
転

糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

灰
オ

リ
ー

ブ
勺
面

摩
耗

顕
著

、
朱

墨
状

の
痕

跡
あ

り

進 路
雨 入

SD
33

近
世

?
磁

器
宛

本
部

和
釉

致
密

、
黒
色
粒

子
良

灰
白

和
:灰

白

進 路
円 入

SD
33

中
世

?
吹

釉
陶

器
阻

か
甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

和
ロ
ク
ロ
す
デ

底
:糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
黄
橙

進 路
南 入

中
世

陶
器

重
か

ナ
デ

沈
線

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
勺

:灰
褐

外
:褐

灰

建 路
田 入

SD
38

近
世

?
陶

器
婚

鉢
日
縁

菩
Б

(3
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

局
灰

府
前

凪
?

12
8

進 路

雨 入
近

世
?

陶
器

壷
か
甕

ハ
ケ
ナ
デ

灰
和

(鮮
緑
色

)。
タ
タ

キ
・

ナ
デ

畜
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

灰
褐

考
滑

12
8

1

進 路

雨 入
中

世
上

師
質

鍋
ヨ
縁
部

(4
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
母

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

灰
褐
・

黒
外
面

ス
ス
付
着

1

進 路

雨 入
SD
36

中
世

土
師
質

不
日

縁
～

底
欺

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

具
仲

粒
子

や
や

不
良

橙
撃

滅
や

や
顕

者

2
南

進
入

藤
SD
36

中
世

土
師

質
皿

員
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り

替
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
■
粒

子
・
霊
母

良
橙

3
南

進
入

際
SD
36

平
安

土
師

高
台

邦
罰
台

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
・
高

台
晉
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

橙



ｌ μ や Ｏ Ｉ

図 号

挿 番
番

号
地

区
名

重
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(C
m)

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4
進 路

南 入
SD
36

中
世

?
陶

器
椀

葛
台

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
・

高
台
 

釉
:緑

釉
・

灰

蘊

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
紅

子
良

天
黄
褐

緑
和
部
分

暗
オ

リ
ー

ブ
勺
面
重

ね
焼

き
痕

、 
ト
チ

ン
痕
顕
著

5
進 路

南 入
SD
36

中
・

近
世

陶
器

椀
苛
台

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:ナ

デ
・
高
台

密
良

こ
ぶ

い
費

橙

6
進 路

南 入
SD
36

中
。
近

世
陶

器
苑

高
台

部
56

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:高
台

釉
:鉄

釉
密

、
白
色
粒

子
釉

:鉄
釉

良
天

黄

7
進 藤

南 大
SD
36

中
・

近
世

陶
器

本
日
縁

部
(2
04
)

ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

天
黄

8
進 藤

南 入
平

安
土

師
豊
き
カ
マ

ド
氏
言
ト

ケヽ
メ

ナ
デ

・
指

頭
反

ほ
:サ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

赤
褐

1
進 路

南 入
古

墳
土

師
〓 重

日
縁

部
～

堕
を
B

(1
74
)

ハ
ケ

メ
・
ハ

ケ
メ
後

ナ
デ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ハ

ケ
メ
後

す
デ
・

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

1
南
進

入
路

SD
38

近
・
現
代

陶
器

雷
鉢

口
縁

～
底

部
(2
60
)

(1
30
)

12
0

節
目
状

ロ
ク

ロ
成
形

底
:ケ

ヌ

リ
・

高
台

密
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

五
暗
赤
捐

鉄
釉

、
底
部

は
無
釉

2
南
進

入
路

近
・

現
代

磁
器

宛
口
縁

～
底

部
絞

密
良

染
付

3
円

進

入
路

近
。
現
代

磁
器

苑
日

縁
～

底

部
(1
20
,

45
緻

密
良

染
付

4
南

進

入
路

SD
38

近
。
現

代
磁

器
宛

ほ
ぼ

完
形

10
4

緻
密

染
付

5
南

進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

宛
日
縁

～
底

部
(7
1)

76
氏

:蛇
目

凹
形

?高
台

緻
密

良
高
台
部

に
砂
熔
着

染
付

6
南
進

入
路

SD
38

近
。
現

代
磁

器
宛

口
縁

～
底

部
44

(7
5)

緻
密

良
地

:乳
自

絵
:え

ん
じ

色
絵

7
南

進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

不
日
縁

～
底

部
緻

密
良

端
友

、
高
台
畳
付

に
砂
熔
着

、
染

付

8
南

進
入

藤
SD
38

近
。
現

代
磁

器
宛

ほ
ぼ

完
形

(5
85
)

4 
85

69
緻

密
良

色
絵

9
南

進
入

藤
SD
38

近
・

現
代

磁
器

・
青

磁
苑

ほ
ぼ

完
形

47
疱

釉
施
釉

底
:回

転
ヘ

ラ
ク

ズ
ヅ
・
蛇

目
凹
形

高
台

致
密

良
染

付

南
進

入
藤

近
。
現

代
磁

器
・

青
滞

宛
日
縁

～
底

tF
N

(4
65
)

氏
:蛇

の
目
?高

台
致
密

良
明

灰
緑

蛇
の

目
?高

台
部

内
面

無
釉

11
進 路

南 入
SD
38

近
・

現
代

磁
器

宛
口
縁

～
底

吉
ト

(1
07
)

致
密

良
地

:灰
白

絵
:R
音
緑

灰
。
こ
げ
茶

色
絵

と
2

南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

宛
日
縁

～
底

吉
Б

氏
:蛇

目
凹
形

高
台

致
衝

艮
蛇

目
凹
形

高
台
、
墨
書

あ
り

進 路

南 入
近
・

現
代

磁
器

宛
口

豚
～

ほ

郭
(1
20
)

(4
2)

致
密

染
付

南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

不
日
縁

～
底

部
78

欧
密

良
端
友

、
高
台
畳
付

に
砂

熔
着

、
染

付

15
南
進

入
路

近
。
現
代

磁
器

不
日

稼
～

底

部
(4
0)

(4
4)

致
密

良
地

:白
絵

:青
藍

端
友

、
染
付

進 路
雨 入

近
・

現
代

磁
器

宛
日

縁
～

底

郭
(4
2)

致
密

良
染

付

12
9

17
南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

椀
日

豚
～

底

部
(1
19
)

41
39

致
密

良
染

付

進 路
南 入

近
。
現
代

磁
器

宛
ヨ
縁

～
底

“

(1
22
)

(4
1)

致
密

良
染

付

遅 路
円 入

SD
38

近
・
現
代

磁
器

廃
口

縁
～

底
華
R

致
密

良
紬

進 路
円 入

SD
38

近
・

現
代

磁
器

椀
本
～

底
部

40
致

密
疑
付

田
進

入
路

SD
38

近
。
現
代

磁
器

Il
日

縁
～

底
蠍

致
密

良
地

:鉛
白

絵
:青

藍
楽
付
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挿
図

番
号

睦
区

宅
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
仕

去
量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値

ヌ
は
現
存
碇

成
形
及

び
調

整
技

法
(内

)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
番

号
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

皿
日
縁

～
底

部
(1
22
)

(2
6)

欽
密

艮
也

:乳
自
 
絵

:H
音

貢
早

登
絵

23
南
進

入
路

SD
38

近
。
現

代
磁

器
皿

口
稼

～
底

吉
ト

(1
22
)

致
密

良
地

:鉛
自

絵
:暗

貢
縦

色
絵

南
進

大
蕗

SD
38

近
・

現
代

磁
器

皿
日
縁

～
底

吉
Б

(1
36
)

(6
7)

25
頁

:回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
致
密

良
疋

白
罰
台
畳
付
赤

く
焦

げ
る
、
染
付

南
進

入
路

近
・

現
代

磁
器

皿
体

～
底

部
氏

:蛇
目
凹
形

高
台

致
密

喀
目
四
形

高
台
部
外

面
赤

く
焦

げ
る
、

た
イ寸

南
進

入
路

SD
33

近
。
現

代
磁

器
皿

日
縁

～
底

部
15
0

84
37

葡
花
型

打
ち

致
密

良
莉
花
型

打
ち
、
高
台
畳
付
赤

く
焦

げ
る
、
染
付

南
進

入
路

近
・
現
代

磁
器

皿
日

縁
～

底
学
R

(1
64
)

(9
6)

氏
:蛇

の
目

凹
形

高
台

致
密

良
た
付

爾
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

皿
日
縁

～
底

吉
ト

(1
72
)

31
氏

:蛇
の

目
凹
形

高
台

致
密

慕
付

南
進

入
路

SD
38

近
。
現

代
磁

器
ll
l

体
～

底
都

65
欽
密

良
染

付

南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

急
須

致
密

良
地

:乳
白

絵
:青

藍
底

部
無

釉
、

染
付

南
進

入
路

SD
38

近
・

現
代

磁
器

急
須

7 
1

(7
4)

82
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

良
天

白
外

面
下

部
か

ら
ほ

に
ス

ス
付

看
の

展
跡

あ
り

、
高

台
部

は
無

釉
、

染
付

13
1

1
塔 ２

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

〓 望
氏

部
ナ

デ
ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

色
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
不

良
壁

挙
滅

著
し
�

1
塔 ワ

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

士 臣
頃

部
ナ

デ
ナ

デ
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
圭
粒

子
良

明
赤
褐

1
塔 詑

鉄 Ｎ
。

奈
良

?
土

師
窪

1同

=Б
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
や
や
不

艮
月
赤

褐

1
塔 ■

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
台
付

奏
Hl
郡

看
頭

痕
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
艮

登
被

熟
の

た
め

器
面

は
荒

れ
て

い
る

l
塔 １

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

本
(甑

か
)

日
縁

～
体

鍬
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ク
ズ

ツ
底

:穿
子
L

至
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
ヨ
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

2
塔 ユ

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

日
縁

吉
Б

ナ
デ

す
テ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

や
や

不
良

こ
ぶ

い
橙

1

塔 ■

鉄 Ｎ
。

SP
26

古
墳

土
師

壷
か
甕

日
縁

言
ト

オ
ブ

折
り
返

し
口
縁

や
や

粗
、

由
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
や
や
不

良
登

2
塔 Ｈ

欽 Ｎ 。
古

墳
土

師
S宇

甕
日
縁

部
(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

や
や

不
良

1
塔 Ｈ

鉄 Ｎ 。
SP
27

古
墳

土
師

爵
不

却
部

ナ
デ

す
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

月
赤

褐
峯
滅

顕
著

1
塔 ゼ

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
鉢

口
縁

～
体

鍋
(1
20
)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
月
赤

褐

2
塔 認

鉄 Ｎ
。

古
墳
～
奈

良
土

師
甕

氏
部

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
底

:本
葉

痕
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
赤

褐

3
塔 ワ

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

蓋
本
言
Б

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
密
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

雲
母

や
や
不

艮
月
褐

4
吟 ワ

琢 Ｎ
。

古
墳

土
師

高
杯

却
=[

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
勇

褐
肇
滅

や
や

顕
著

1
塔 Ｈ

欽 Ｎ 。
古

墳
土

師
甕

同
部

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
艮

に
ぶ

い
褐

1

塔 ■

鉄 Ｎ
。

古
墳

土
師

甕
か
壷

同
部

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

褐

1
塔 １

欽 Ｎ 。
SP
36

古
墳

土
師

S字
甕

ヨ
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

啓
、

白
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
良

明
赤

褐

1
塔 ■

鉄 Ｎ 。
古

墳
～

奈
良

土
師

甕
ヨ
縁

～
胴

∬
(2
30
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子

多
・

室
母

良
内

:に
ぶ

い
褐

外
i

黒
褐

～
明
褐

2
塔 ■

鉄 Ｎ 。
古
墳

～
奈

良
土

師
甕

日
縁
部

(2
94
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
橙
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遣
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
却

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

3
鉄

塔

No
 l

SP
41

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

阿
～

底
部

(1
00
)

ケヽ
メ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

。
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

黄
褐

外
面

や
や

荒
れ

て
い

る

4
塔 封

鉄 Ｎ
。

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

ケヽ
メ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ハ
ケ

。

ナ
デ

粗
、

自
色
粒

子
・

小
礫
・

雲
母

良
天

褐
内
面
所

々
器

面
剥
落

5
塔 ■

鉄 Ｎ 。
古

墳
土

師
重

ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
徴
密

、
赤

色
粒

子
良

刀
赤

褐
外

面
の

一
部

ア
バ

タ
状

に
荒

れ
て

い
る

1

塔 ■
鉄 Ｎ 。

S
P4
2

古
墳

土
師

杯
日
縁

～
体

=К

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

俸
粒

子
良

天
黄
褐

赤
彩

の
痕

あ
り
?

2
琢

始
No
 l

SP
42

古
墳

土
師

甑
か

日
縁

～
胴

部
(2
16
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

月
赤

褐

3
鉄

塔

No
 l

SP
42

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

口
縁

～
胴

砕
K

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
褐

～
黒
褐

4
塔 ■

鉄 Ｎ 。
古
墳

～
奈

良
土

師
甕

日
縁

=Ъ

(1
86
)

ヨ
ヨ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

ヨ
コ
ナ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雪
母

艮
に
ぶ

い
黄
褐

～
黒
褐

外
面
非

常
に
荒
れ

て
い

る

5
琢

冶

No
 l

SP
42

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

口
縁

～
胴

孝
R

(2
06
)

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

登
更
質

6
欽

姶
No
 l

SP
42

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

ナ
デ

ナ
デ
・
指
頭
痕

粗
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
登

買
質

7
塔 ■

鉄 Ｎ 。
SP
42

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

同
部

ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粗

子
・

黒
色

粒
子

、
精

選
さ
れ

て
い

る
良

登
笑
質

1

塔 １

鉄 Ｎ 。
SP
43

古
墳

土
師

一 笠
日
縁

部
ナ
デ

隠
文
・

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
魯

対
子

艮
登

1
塔 ２

鉄 Ｎ
。

SP
45

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

部
(1
88
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

平
・

里
為

対
子

・
三

再
良

こ
ぶ

い
橙

2
塔 ワ

鉄 Ｎ
。

SP
45

古
墳

土
師

S宇
甕

脚
部

ラ
ク
ス

ツ
ハ

ケ
メ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

具
得

粒
子

・
軍

母
や

や
不

良
こ
ぶ

い
褐

1
塔 ■

鉄 Ｎ
。

SP
55

古
墳

?
土

師
一 笙

口
縁

吉
Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

黒
褐

1
欽

拾

No
 3

中
世

土
師
質

鍋
ナ

デ
ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

月
褐

2
琢

拾

No
 3

SP
70

中
世

陶
器

甕
I同

言
ト

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

勺
:黒

褐
外

:灰
黄

1

拾 お

鉄 Ｎ
。

SP
72

中
世

土
師

質
鍋

(内
耳

鍋
か

)

回
縁

～
体

吉
Б

(2
70
)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
Å

:に
ぶ

い
橙

外
:

灰
黄
褐

丁
寧

な
つ

く
り

2
塔 お

鉄 Ｎ 。
SP
72

中
世

土
師
質

鍋
(内

耳
鍋
か

)
体

～
底

都
ナ

デ
ナ
デ
・
指
頭
痕

底
:ナ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:明
褐

外
:黒

褐
朴
面
ス
ス
付
着

1
塔 お

鉄 Ｎ 。
SP
75

中
・
近
世

土
師
質

悟
鉢

日
縁

部
(3
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄

橙

l
塔 用

鉄 Ｎ 。
SP
77

中
。
近
世

土
師
質

イ
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

登

1
塔 消

鉄 Ｎ 。
SP
80

中
世

須
恵

質
鍋

か
底

部
(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や

衝
、

日
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

角
閃

石
良

掲
灰

朴
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ

、
内

面
ア

バ
タ

状
こ
荒

れ
て

い
る

1
塔 ４

鉄 Ｎ
。

SP
32

中
世

醒
喬

・
蒲

白
磁

水
注

胴
部

ナ
デ

・
釉

釉
致

密
艮

戻
自

/k
注

の
注

ぎ
日
付

け
根

下
部

周
辺

1
塔 】

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

鍋
か

体
部

ナ
デ

ナ
デ

硲
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

窒
粒

子
・

雲
母

良
勺

:橙
外

:黒
小
面

ス
ス

付
着

1
塔 ３

鉄 Ｎ
。

中
世

土
師
質

邪
口
縁

～
底

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
聴

糸
勒

り
ヽ ％

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
褐

”
泊 灰

い 鞠
勺 叉

肇
耗

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

な
し

2
塔 お

鉄 Ｎ 。
中

世
土
師
質

内
耳

鍋
日

縁
部

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
魯

奸
子

・
三

母
良

黒
褐

1
塔 お

欽 Ｎ
。

中
世

土
師
質

イ
か

底
=[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

1
塚

吟

No
 3

SP
10
2

中
世

土
師
質

鍋
か

体
部

ナ
デ

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

登



|

し
つ

(や

I

挿
図

番
号

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

仕
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(肉
)

I
塔 】

鉄 Ｎ
。

SP
l1
2

奈
良

土
師

杯
膝

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
良

橙

1
外
周

道
路

SP
12
6

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ケヽ

メ
ケヽ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
絃

子
良

橙
摩
滅
や
や

顕
著

1
外

周

道
路

SP
13
2

平
安

土
師

杯
壷
部

(6
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
タ

ズ
リ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
明
赤
褐

肇
滅
や
や
顕

著

2
周 路

外 道
SP

13
2

平
安

土
師

皿
氏
部

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

陵
肇
滅
や
や
顕
著

、
底
外

に
線

刻
あ

り

1
周 路

外 道
SP
14
0

平
安

上
師

不
ミ
言
ト

(4
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
負
粒
子

、
マ
ー

ブ
ル
状

良
月
赤
褐

秦
滅
や
や
顕

著

2
外
周

道
路

SP
14
0

平
安

土
師

不
口
縁

～
体

郎
(1
36
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
、

マ
ー

ブ
ル

状
艮

月
赤
褐

ユ
周 蕗

外 楢
SP
14
1

平
安

土
師

甕
一 氏

(7
6)

ナ
デ

ナ
デ

阻
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

顕
著

1
周 路

外 道
SP
15
3

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

郎

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

黒
色

処
理

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

内
:黒

外
:に

ぶ
し

黄
橙

挙
滅
や
や

顕
著

1
周 路

外 道
SP
15
5

平
安

土
師

邦
日
縁

～
底

ξL
(1
08
)

(4
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

侮
粒

子
良

登

1

周 落

外 活
SP
15
6

平
安

土
師

皿
氏
言
Б

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

月
赤

褐
～

橙

ユ
周 藤

外 楢
SP
17
1

平
安

土
師

不
甍
言
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

回
転

糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
赤

褐

2
周 路

外 消
SP

17
1

平
安

土
師

邦
甍
言
Б

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

3
周 路

外 道
SP

17
1

平
安

須
恵

甕
― 同
吉
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

賢
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

黒
褐

1

周 路

外 道
SP
17
3

平
安

上
師

郭
ミ
言
h

(5
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
艮

1

進 路

雨 入
SP
17
5

平
安

須
恵

壷
か
甕

ナ
デ

,青
海

波
文

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

良
入

2
南

進

入
路

SP
17
5

平
安

須
恵

壷
か
甕

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
入

3
進 路

雨 入
SP
17
5

中
世

?
磁

器
・

斎

磁
片

日
鉢

日
縁

～
底

津
ほ

15
0

(1
64
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

簑
灰

4
進 路

南 入
SP
17
5

近
。
現

代
陶

器
有

脚
受

付

皿
却

=Б

(3
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

戻
自

震
面

に
溶

解
物

が
多

く
付

着

5
進 路

南 入
SP

17
5

中
世

?
録

釉
陶

暑
士 霊

ナ
デ

和
密

良
疋
白

和
:オ

リ
ー

ブ

6
進 蕗

南 犬
SP
17
5

近
・

現
代

土
師

質
堤

炉
か

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
岳

新
平

良
月
赤

褐
震
面

に
ス

ス
付

着

7
進 路

南 入
SP

17
5

近
。
現

代
土
師
質

幌
炉

ナ
デ

ナ
デ

底
ナ

デ
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

長
月
赤

褐

表
面

に
ス

ス
及

び
液

状
の

も
の

が
流

れ

落
ち

た
痕

跡
が

あ
る

、
SP
17
5 
6と

同
一

か

1

進 藤

南 入
SP
17
9

平
安

須
恵

甕
冥
吉
Б

ナ
デ

和
ナ
デ

 T
HT

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

ボ
灰

ユ
進 路

南 入
SP
18
2

中
・

近
世

陶
器

甕
1同
吉
Б

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
良

常
滑

?

I

進 隧
南 入

SP
19
1

中
・

近
世

土
師
質

邦
か

〓 氏
(6
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
雲

母
良

勺
:に

ぶ
い
褐

外
:

≧
ネ鳳

1
進 路

雨 入
SP
19
2

近
・

現
代

磁
器

椀
日

縁
～

底
熱

(1
02
)

敏
密

良
天

自

1

進 路
用 入

S
P1
96

平
安

灰
和

陶
器

電
同
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

餃
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
天

白



― 出 ∞ ∞ ―

図 号
挿 番

番
号

地
区

宅
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
量

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
に

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
進 路

南 入
SP

19
8

平
安

土
師
質

脚
高

高
台

杯
体

～
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
。
高

台

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

喪
面

摩
耗

し
て

い
る

南
進

入
路

SP
19
8

平
安

土
師
質

郵
底

部
(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

甍
:回

転
糸

切
り

至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
月
赤

褐
長
面

か
な

り
摩

耗
し

て
い

る

1
南
進

入
路

奈
良
～
平
安

須
恵

苛
台
杯

高
台
部

(8
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

釉
:還

元
軸

底
:回

転
糸
切

り
・

ケ
ズ

リ
ダ

シ
高
台

雰
、

自
色

粒
子

良
ボ
褐

勺
側

に
焼
成

時
の

し
ば

り
縄

の
炭
化
跡

ら
り

南
進

入
路

SP
20
0

平
安

灰
釉

陶
器

苑
か

底
都

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ク 　 　 ・

口 医 台

ロ
ナ
デ

釉
回
転

糸
切

り
ロ
ク

ロ
ナ
デ

蜘 ・高
致
密

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

戻
白

記
込
み
都

と
底
外

昌
痕
顕

者

扁
進

入
路

近
・

現
代

磁
器

征
皿

完
形

57
22

18
疱
和

押
型

に
よ
る
文
様

蒸由
雪

良
天

白
啜
に
松

の
文
様

あ
り
、
外

面
は
押
型

の
タ
コ
唐

草
模
様

4
南
進

入
路

SP
20
0

近
・

現
代

磁
器

皿
回
縁

～
底

部
(1
36
)

(7
1)

(2
55
)

蛮
、

黒
色

粒
子

良
灰

白
記
込
み
部
無
釉

、
染
付

5
南

進

入
路

SP
20
0

近
・

現
代

陶
器

言
鉢

日
縁

～
体

部
(2
62
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

7本
の

櫛
目

ロ
ク
ロ
ナ
デ

rF
H:
鉄

釉
磨
、

自
色
粒

子
・
長
石

、
2m
m～

4 
Hu
lの

少
礫

を
含
む

良
赤

6
南
進

入
路

SP
20
0

近
。
現

代
磁

器
皿

貞
部

底
:蛇

目
凹

形
高

台
致
密

、
黒

色
粒

子
良

天
白

底
外

に
ヨ
ゴ

レ
顕
著

、
染
付

7
南

進

入
路

SP
20
0

近
・

現
代

陶
器

ll
l

氏
干 訃

(H
O)

疱
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
1回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ケ
ズ

リ
グ

シ
高
台

(蛇
目
高
台

)

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

小
礫

多
�

良
反

自
和

:灰
自

1
進 路

南 入
SP
24
2

平
安

土
師

窟
日

縁
害
【

(3
42
)

ヨ
ヨ
ナ
デ
・

ハ
ケ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ

ク
豊
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
登
粒

子
・
雲
母

多
艮

内
:橙

～
に

ぶ
い

黄

笹
外

:明
赤

褐
～

に

ぶ
い

褐

I

遅 路
田 入

SP
24
5

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
諄
К

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

艮
登
～

明
赤
褐

2
進 路

雨 入
SP
24
5

平
安

土
師

不
口
縁

～
体

茸
К

(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

登

3
進 路

雨 入
平

安
土

師
不

か
本
～
底

部
(5
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
均

:明
赤

褐
外

:橙
更
質
感

あ
り

1

進 路
南 入

SP
25
8

中
世

土
師
質

El
l

日
縁

～
体

部
(7
6)

(2
9)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や
不

良
登
～
黄
橙

挙
滅
や
や
顕

著

2
進 路

南 入
中

世
土
師
質

皿
日

縁
～

底
蝋

(1
26
)

(7
2)

(2
1)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
(?
)

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
艮

登
肇
滅
著

し
�

3
進 路

南 入
SP

25
8

中
世

土
師
質

鍋
ミ
吉
ト

(2
00
)

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

後
ナ

デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
や
や

不
良

内
:橙

外
:橙

～
灰

掲
小
面

に
ス
ス
付
着

、
内
面

の
摩
耗

顕
著

13
5

1
進 路

南 入
SP
27
1

中
世

土
師
質

郵
か

本
～

底
部

(6
3)

ナ
デ

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
や
や

不
良

登
～

に
ぶ

い
褐

挙
滅

顕
著

13
5

1
進 路

南 入
SP
31
6

中
世

土
師
質

鍋
甍

=ト

(9
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:橙
外

:黒
褐

1
南
進

入
路

中
世

土
師
質

鍋
か

口
縁

～
体

郵
(1
82
)

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 多

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
良

口
縁

部
～

内
面

に
か

け
て

ス
ス

付
着

2
南
進

入
路

中
世

?
陶

器
宛

ミ
部

(3
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

吸
自

3
南
進

入
略

SP
32
4

中
世

?
陶

器
花

瓶
氏
部

(1
10
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

密
、

黒
色

粒
子

艮
内

:淡
黄

外
:灰

白
～
灰

オ
リ
ー

ブ
氏
部

外
面

は
無

釉

1
南
進

入
路

中
世

土
師
質

鍋
体

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

雲
母

良
内

:黒
褐

外
:黒

褐
～

褐

1
南
進

入
路

中
世

土
師
質

皿
口

縁
～

底
音
Б

53
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
畏

に
ぶ

い
黄
橙

～
橙

1
甫
進

入
路

SP
34
3

平
安

灰
釉

IF
D群

宛
カ

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
灰

白

1
円

運

入
路

SP
34
7

中
世

土
師
質

皿
か

体
～
底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

橙
摩
滅
や
や

顕
著



|

し
つ

ト

|

挿
図

番
号

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

賢
器

種
部

仕
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

l
南
進

入
路

SP
36
8

平
安

土
師

甕
日
縁
部

(3
10
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
(日

ネ妥
Ⅲ

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
れ

対
平

・
三

疑
や
や
不

良
内

:明
赤
褐

外
:褐

仄
～
黒
褐

1
南
進

入
路

SP
37
5

中
世

須
恵
質

沐
カ

膝
部

ナ
デ

ナ
デ

る
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

内
:灰

外
:黒

ス
ス

付
着

1
進 路

南 入
SP
39
6

平
安

土
師

不
壷
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ち

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

13
6

2
進 路

雨 入
SP
39
6

平
安

土
師

甕
ハ

ケ
メ

クヽ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒
子

。
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤

褐
～

黒
褐

13
6

1
進 蕗

雨 入
近

・
現

代
土
師
質

琳
(/
1E
木

赤
)

藍
著ヽ

(1
10
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

1回
転

糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
暗
灰

～
黒

2
進 藤

南 入
近

・
現

代
隠

者
幸
・

日

磁
皿

ヨ
縁

～
底

邪
(1
56
)

(7
6)

密
艮

再 ホ

明
青

灰
～

自

明
青

灰

3
進 藤

南 入
ll
I・

現
代

阪
新
子
・

日

磁
鉢

口
縁

～
底

蝋
45

密
良

自
「
岐

86
7J

4
遷 路

円 入
Я

代
ガ

ラ
ス

製
薬

用
ガ

ラ
ス

瓶
花
形

1 
1

12
密

う
す
茶

ア
ン
プ
ル

5
進 路

同 入
現

代
陶

器
麓

同
～
底
部

(1
88
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:セ

メ
ン

ト
付

着
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
勺

:黒
褐

外
:明

赤
】

氏
部

が
セ

メ
ン

ト
で

固
め
て

あ
る

13
6

I

塔 ■
鉄 Ｎ 。

置
構

外
奈

良
土

師
不

口
縁

～
底

駅
(2
28
)

(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
登

勺
面
摩
耗

が
や
や

頭
著

2
塔 ■

鉄 Ｎ 。
置
構

外
平

安
土

師
霊

褻
～

胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

や
や

不
良

戻
褐

8
塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
中

世
土
師
質

El
日
縁

～
底

銘
(9
0)

(5
0)

19
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
内 外

灰
褐

～
黒
褐

褐
挙
滅

顕
著

4
鉄
塔

No
 3

遺
構

外
中

世
土

師
質

巴
日
縁

～
底

鶏
(8
2)

(5
0)

(1
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
募

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
に
ぶ

い
橙

5
塔 お

鉄 随
置
構

外
中

世
土
師
質

不
甍
常
Б

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

韓
糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
良

内 椿
に

ぶ
い

橙
外

挙
滅

顕
著

6
塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
平

安
～

中
世

土
師
質

即
高

高
台

氏
部

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:国
軽

糸
切

り
畜
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内 外

橙
～

明
赤

褐

構
華
滅
や
や
顕
著

7
塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
吉

墳
土

師
卜
型

鉢
日
縁

～
体

部
(1
02
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
畜
、

白
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不

艮

内 褐 黒

に
ぶ

い
褐

～
灰

外
1に

ぶ
い
褐

～

8
塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
吉

墳
土

師
爵
不

か
即

部
＼
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

,す
デ

る
、
赤
色
粒

子
艮

殉
:橙

～
灰

自
外

雄
～

に
ぶ

い
構

9
塔 お

鉄 Ｎ 。
遺

構
外

古
墳

土
師

頃
部

ナ
デ

ナ
デ

る
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

艮
内

:橙
～
褐

外
:に

ぶ
い
褐

～
褐

峯
滅

顕
著

塔 お
鉄 Ｎ 。

遺
構

外
中

世
土
師
質

渦
日
縁

=焉

(2
80
)

ナ
デ

す
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

内
!灰

～
暗

灰
外

灰
～

黒
外
面

ス
ス
付
着

11
吟 お

琢 Ｎ
。

遺
構

外
中

世
土

師
質

雷
鉢

氏
=Б

(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

ブ
雪
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

ヨ
粒

子
・

雲
母

艮
に

ぶ
い

橙
～

褐
灰

肇
滅

顕
者

、
内

面
ア

バ
タ

状
荒

れ
、

内

本
面

ス
ス

付
着

顕
著

吟 お

妖 Ｎ
。

遺
構

外
中

世
土
師
質

雷
鉢

氏
言
Б

(1
22
)

ナ
デ

ナ
デ

底
!ナ

デ
督
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

や
や
不

良
内

:灰
自

外
:に

ぶ
い
橙

～
橙

雲
滅
や
や
顕
著

13
塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
中

世
須

恵
質

ホ
底

部
ナ

デ
ナ
デ

(工
具
痕

あ
り

)

底
:ナ

デ
や
や
狙

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
天

黄
褐

勺
面

荒
れ

て
い

る

塔 お

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
平

安
須

恵
米

盛
部

25
4

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ナ
デ

硲
良

一火

15
塔 お

鉄 酪
遺
構
外

平
安

?
本

日
縁

～
体

部
(3
55
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
和

硲
良

浅
責

グ
釉

:灰
オ

リ
ー

断
面

に
発
砲

し
た
部
分

あ
り

塔 お

鉄 Ｎ 。
遺
構

外
中

世
青

磁
妬

か
破

片
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

喀
良

勺
:灰

白
外

:明
緑

ホ
面

に
釉

が
か

か
っ

て
い

る

17
塔 望

鉄 Ｎ
。

遺
構

外
奈
良
～
平
安

土
師

イ
口
縁

～
体

都
(1
01
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

蛮
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

勺
面

に
暗
文

塔 】
鉄 Ｎ
。

遺
構

外
奈

良
～
平
安

土
師

外
日

縁
～

体
欺

(1
12
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ミ
ガ

キ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
勺

:T
●
k外

:橙
～

に
兵ミ
い
搭

為
面

に
暗

文
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
ξ
韮

(c
m)
※

( 
)は

推
定
値
又
は
現
存

1
成
形
及

び
調

整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

塔 ４

鉄 陥
遺

構
外

平
安

土
師

邪
口
縁

～
体

部
(1
31
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
い ”

‥ 構
内 い

内
面

や
や

摩
滅

鉄
塔

No
 4

遺
構

外
平

安
土

師
日
縁

～
体

鍬
1)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
艮

外
伯 褐

黒 黒
” ”

伺 褐
‥ 赤

珂 刀

塔 】

鉄 Ｎ 。
遺
構
刻

平
安

土
師

氏
郡

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

ガ
・
線
刻

密
、
黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

内 外 悟

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
橙

ヽ
甍
外

に
線
刻

内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
・

摩
能
頭
著

啄
給

No
 4

置
構
刻

平
安

土
師

不
氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

や
や

不
良

刀
赤

褐
挙
耗

顕
著

啄
拾

No
 4

遺
構
刻

平
安

土
師

不
甍

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

艮
勺 米

明
褐

～
褐

灰

褐
や
や
摩
滅
顕
著

塔 】
鉄 陥

遺
構
刻

平
安

土
師

不
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
帝

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

勺
!橙

外
:桂

～
黒

勺
面

ス
ス
状

の
ヨ
ゴ

レ
顕
著

塔 望
鉄 Ｎ
。

遺
構

刻
平

安
土

師
脚

高
高
台

杯
か
皿

脚
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

高
台

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

不
良

登

塔 “

鉄 Ｎ
。

霞
構

刻
中

世
土
師
質

皿
口
縁

～
底

郎
(2
 1
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

多
不

良
登

塔 望

鉄 Ｎ
。

遺
構

刻
中

世
土

師
質

郭
か

甍
都

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や

や
密

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒

子
・

雲
母

良
鞘 排

進 崩
熱

‐ｔ
こ

‥
―こ 底

内 吹 黒
朴
面

ス
ス

付
着

鉄
拾

No
 4

遺
構

刀
平

安
土

師
弩

口
縁

部
(2
55
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:暗
褐

～
黒

外
:

こ
ぶ

い
赤
褐

～
黒
褐

啄
拾

No
沼

遺
構
列

奈
良
～
平
安

須
恵

蓋
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
テ

密
、

自
色
粒

子
良

勺
:青

灰
外

:灰

鉄
拾

No
 4

遺
構
外

平
安

須
恵

壷
底

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
小

礫
良

勺
:灰

外
:暗

赤
褐

～
黒
・

黒
褐

小
面
底
部

自
然
釉

塔 劇
鉄 陥

遺
構

外
中

世
青

磁
椀

体
部

徽
蓮
弁

文
・
釉

敏
密
・

黒
色
粒

子
良

疋
和

:灰
オ

リ
ー
ブ

芝
州
窯

塔 】

鉄 Ｎ 。
遺
構
外

弥
生

甕
頸

部
ナ

デ
節
描
波
状
文

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不
良

勺
:に

ぶ
い
黄
褐

～

ミ
褐

外
:に

ぶ
い
褐

塔 】
欽 Ｎ 。

遺
構
外

弥
生

甕
頸

部
ナ

デ
師
描
波
状

文
や
や
密

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や

不
良

勺
:橙

外
:黒

褐

塔 】
鉄 Ｎ ｏ

遺
構

外
弥

生
甕

頸
部

ナ
デ

節
描

波
状
文
・

箆
状
文

や
や

粗
、

白
色
粒

子
や
や
不

良
句

:灰
貢

外
:に

ぶ
ハ
警

搭
塔 】

鉄 聴
遺
構
外

弥
生

甕
桐

部
ナ

デ
。 文

デ 状

ナ 茨
ミ

ガ
キ
・

櫛
描

や
や
密
、
白
色
粒
子
・
雲
母

や
や
不
良

と
ぶ

い
褐

～
褐
灰

塔 】
鉄 Ｎ
。

遺
構
外

弥
生

壷
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
▼
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
や

や
不

艮
橙 褐

外
:橙

～
に

塔 ４
鉄 Ｎ
。

遺
構

外
古

墳
土

師
甕

底
部

(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
句

:褐
灰

外
:橙

塔 】
鉄 Ｎ
。

遺
構

外
古

墳
土

師
甕

底
部

(9
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
色
、

白
色

粒
子

や
や
不

良
明
褐

～
灰
褐

褐
～
黒
褐

塔 】
鉄 Ｎ
。

遺
構

外
古

墳
土

師
壷

底
部

(8
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
包
、

白
色
粒

子
や
や
不

良
内

:黒
外

:灰
責
褐

～
黒
褐

塔 望

鉄 Ｎ 。
遺
構

外
弥

生
苛

郷
杯

部
ナ

デ
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・
赤
彩

必
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

予
や
や

不
良

内 外 褐

橙
～

明
赤
褐

明
赤
褐

～
暗
赤

外
面

内
面
赤
彩

、
内
面

の
荒
れ
顕
著

南
進

入
路

遺
構
外

奈
良

土
師

苛
14
N(
高

豊
)

外
部

ナ
デ

・
暗

文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

ノ
底

:回
転

糸
切

り

密 母

鷲 黙 言 罠

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

良
登

外
周

道
路

遺
構
外

奈
良
～
平
安

須
恵

〓 蓮
桐
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
必
、
黒
色
粒

子
良

内
:灰

自
外

:灰
一 霊

南
進

入
路

遺
構

外
平

安
下

爺
臨

嬰
苑

日
縁

～
体

部
(1
36
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

攻
密

良
殉

:灰
貢

外
:灰

貢
～

潜

外
面

赤
く

焦
げ

て
い

る
と

と
も

に
ス

ヌ

付
着



図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

44
周 路

外 道
直
構

列
平

安
灰
釉

陶
器

腕
貢
部

(9
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
良

内
:灰

白
和

:オ
ツ
ー

ブ
灰

外
:灰

白

軸
:灰

オ
リ
ー

ブ

虞
構

列
中

世
陶

器
椀

か
壼
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
施

和
ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

良
に
ぶ

い
黄
橙

和
:オ

リ
ー

ブ
灰

ロ
ク

ロ
成

形

進 路
南 入

霞
構

列
中

世
器
。

勝
磁

椀
か

氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

和
底

:回
転

ヘ
ラ

ケ
ス

●
動

致
密

、
黒
色
粒

子
良

貢
一々 者

和
:オ

リ
ー

プ
芝
州
窯

進 路
南 入

筐
構

列
近

世
土
師
質

乗
燭

日
縁

～
底

部
17

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

艮

口
縁

部
に

油
煙

付
着

、
中

心
部

|く
」

の
字

形
に

濤
あ

り
、

蝋
燭

形
、

芯
立

久
娼

進 藤
雨 入

遺
構

列
近

世
陶

器
雷
鉢

氏
部

(1
22
)

櫛
目

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
赤
褐

進 路
南 入

監
構

刻
近

世
土
師
質

潟
(焙

各
)

日
縁

～
底

欺
(2
86
)

(2
80
)

45
ナ

デ
ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
や
や

不
良

こ
ぶ

い
褐

甍
部
外

面
ス
ス
付

着

進 路
南 入

遺
構

外
近

世
磁

器
Il

口
縁

～
底

部
(1
40
)

(7
2)

施
釉

。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

施
和

・
ロ

ク
ロ

ナ
デ

底
:施

釉
・

ケ
ズ

ツ
ダ

シ
高

台

餃
密

、
黒
色
粒

子
良

疋
自

見
込
み
部
一
部

ド
ー
ナ

ツ
状

に
無
和

、
染
付

進 路
円 入

筐
構

外
近

世
磁

器
王

皿
電
形

14
施

釉
疱
釉

・
押

型
に

よ
る

文

笑
復

密
良

灰
白

朴
面

は
押

型
に

よ
る

タ
コ

唐
草

模
様

進 路
南 入

重
構

外
近

世
磁

器
王

皿
毛
形

1 
1

17
施

釉
施
和
・
押
型

に
よ
る
文

様
敏
密

良
灰

白
小
面

は
押
型

に
よ
る
タ

コ
唐

草
模

様

進 路

南 入
重
構

外
近
・
現
代

ガ
ラ
ス

菱
明

目
薬

籠
21

良
オ

リ
ー

ブ
灰

「
清
涼
水
」

「
セ
イ
加
藤

」

田
進

入
路

筐
構

外
近

・
現

代
ガ

ラ
ス

可
日

式
点

侵
ビ

ン
毛
形

50
良

甘
「
EY
E 
LO
T1
0N
 R
O■

TO
」
  
「

V4
2」

― ド ω ⇔ ―

第
8表

 1
次

出
土

土
製

品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

分
類

法
量

 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
・
裏

)

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
・
表

)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

1
鉄

i

:N
o 
5

7五
14
6

27
亀
タ

タ
キ

市
目
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
自
色
粒
子

]に
屋
減

著
し
し

2
鉄

:
No
 3

丸
,瓦

92
島

目
ラ
ケ
ズ

リ
自

色
粒

子
良

κ

3
鉄

:
7瓦

14
0

82
60

亀
目

“

日
9や

粗
、

自
色
粒

L
1着

4
霊央

:
甲

瓦
10
 4

78
島

目
ラ
ケ
ズ

リ
包
、

白
色

粒
子

多

13
9

5
鉄

2
7瓦

76
16

ケ
ズ

リ
。
ナ
デ

FF
目

や
や
粗

、
白
色
粒
子

6
鉄

塔
No
 3

平
瓦

14
0

H8
20

ナ
デ

市
目

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
長

た

7
鉄
塔

No
 3

平
瓦

18
ナ
デ

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
黒
褐

8
鉄

塔
No
 3

,D
3

平
瓦

43
23

ラ
ケ
ス

リ
・

サ
デ

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

良
き
灰

9
鉄

塔
No
 3

3
平

瓦
66

18
12
2

＼
ラ
ナ
デ

市
目

督
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
登

鉄
塔

No
 3

3
十

瓦
93

20
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
包
、

白
色

粒
子

多
・

5H
ul
l大

の
撰

良
琵

面
磨

か
れ

て
い

る

11
外
周
道
路

平
瓦

56
20

電
目

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
雲
母

不
良

更
:明

衰
褐

～
黄
褐

壽
:に

ぶ
い
黄
褐

～
明

者
褐

南
進
入

路
丸

瓦
10
 0

16
F目

。
ナ

デ
・

斜
方

旬
糸

切
り
痕

ヨ
コ
方
向
ナ
デ

ζ
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

k

南
進

入
路

HT
丸

瓦
78

20
4、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

笠
子

・
雲

母
良

登

鉄
塔

No
 3

宣
構

外
瓦

82
15

良
音
青

灰

と
5

鉄
塔

No
 4

童
構
外

土
師

質
・

丸

瓦
14

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
表

:橙
裏

:明
赤
褐

鉄
塔

No
 4

遺
構

外
平

瓦
73

25
亀

目
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
や
や
不

良
罠

:灰
自

～
灰

冥
|

戻
白

～
灰

肇
滅

顕
著

17
鉄

塔
No
 4

畳
橋

外
FF
丸
瓦

55
ナ

デ
ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

雲
母

震
:暗

灰
夏

:灰

鉄
塔

No
 2

階
土

塊
38

[3
密



図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
・

裏
)

成
形
及
び
調
整
技
法

(外
・

表
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

9
鉄

捧
No
 4

七
土

塊
30

拐
率S

14
0

南
淮

入
踪

SD
35

省
土

塊
22

12
踏

、
白

色
粒

子
・

雲
母

少
男

責
褐

2
南

進
入

路
粘

土
塊

17
匿

、
自

色
粒

子
・

雲
母

少
に
ぶ

い
脅
褐

南
進

入
路

帖
上

塊
17

湾
、

自
負

粒
子

・
⊆

母
少

燈

鉄
塔

No
 l

SP
4〕

帖
土

塊
37

匿
に

ぶ
い

橙

鉄
塔

No
 l

SP
41

土
塊

33
23

19
磨

に
ぶ

い
橙

鉄
塔

No
 4

置
構

外
七
土

塊
27

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
橙

～
明

黄
褐

外
月

道
路

置
構

外
鮎

土
塊

密
橙

フ
ラ

状
の

繊
維

痕
が

無
数

残
る

27
外

周
道

路
豊
構

外

`土

塊
27

密
橙

何
ら

か
の

材
の

痕
跡

が
残

る

鉄
塔

No
 4

外
佑

土
現

34
21

10
0

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
雲
母

燈
～

に
ぶ

い
橙

南
進
入

路
赤
煉

瓦
12
0

55
型

成
形

密
、

白
色
粒

子
・
礫

良
要

:明
赤

褐
表

:明

赤
褐

～
に

ぶ
い

赤
褐

型
枠

手
抜

き
成

形

南
進

入
路

SU
l

ホ
煉

瓦
22
5

2,
20
0

型
成

形
・

布
目

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

裏
:橙

～
赤

黒
表

:

明
赤

褐
～

赤
灰

型
枠

手
抜

き
成

形
、
刻

印
「
甲
」

南
進

入
路

SP
32
3

喋
瓦

74
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母
・
礫

良
降

手
抜

き
成

形
、

屋
減

酸
著

南
進
入

路
遺

構
外

煉
瓦

70
54

型
成

形
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色

粒
子
・
雲
母

良
赤

褐
側
面
一
面

だ
け
光
沢

が
あ
る

(油
煙

か
)

南
進

入
路

SP
20
0

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子

鉄
塔

No
 4

鳴
笛

2 
1

17
7

ナ
デ
・
施
釉

表
面

の
施

釉
が

所
々

剥
離

し
て

い
る

鉄
塔

No
 3

不
明

土
製

品
5-
3

39
9

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
ホ

色
粒

子
甚

に
ぶ

い
播

嵐
に

約
1 
5c
ll
×

1 
0c
mの

穴
あ

り
鉄

塔
No
 4

貴
構

外
19

06
2

ナ
デ

ナ
デ

室
母

良
登

上
師

質

ｌ μ ∞ 『 ―

第
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 1
次

出
土

石
製

品
・

ガ
ラ
ス
製

品
観

察
一

覧
表

鷹
区

番
号

地
区

名
遺

構
名

分
類

法
量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
ヌ

は
現
=値

石
材

色
調

備
  

考
番

弓
長

幅
厚

重
量

(g
)

ユ
徴

塔
No
 3

石
臼

・
穀

物
臼

(上
国

)
(2
80
)

11
 1

2、
40
0

玄
I暗

灰
珈
穴

孔
径

2 
6c
m、

供
給

孔
径

4 
6c
m、

上
縁

久
け

て
い

る
(故

煮
か
?)
目

は
か

な
り
磨

耗
14
2

2
鉄

塔
No
 3

石
臼

・
T‐t
1/
J臼

(下
臼

)
(2
60
)

83
2 
80
0

霧
山

:
I灰

目
の

幅
4～

5n
l 
ll
、

目
の

間
隔

1 
8c
m、

ふ
く

み
ほ

と
ん

ど
な

し
、

目
の

摩
滅

顕
著

、
側

面
帯

渋
に

ス
ス

付
着

14
2

3
鉄

塔
No
 3

茶
臼

12
8

2,
80
0

安
山

岩
天

L縁
幅

2 
0c
m、

ふ
く
み

8 
0n
ul
l、

挽
き
手
孔
径

2 
2c
II
、

挽
き
手
深

さ
3 
0c
m、

軸
穴
孔
径

2 
3c
al
、

目
幅

2
や

3D
Il
、

目
間
隔

9a
ul
(間

隔
幅

は
一
定

し
て
い

る
)、

台
座

|二
重
碁
形

14
2

4
鉄

塔
No
 3

臼
(上

国
)

(2
20
)

3,
40
0

安
山

岩
灰

L縁
幅

3 
0c
m、

ふ
く
み

7u
ul
、

軸
穴
孔
径

(2
 6
cl
l)
、

日
の
幅
06
～

lD
ul
、

目
の
間
隔

4～
6a
lL
(目

の
間
隔

目
ま
ち
ま
ち

)、
台
座

:二
重
菱
形

、
目
の
摩
滅
著

し
い

14
2

5
鉄

塔
No
 3

石
臼

・
穀

物
臼

(下
臼

)
(3
10
)

2 
40
0

交
山

岩
  
  
  
  
l灰

6
霊
κ
】
ζ
No
 3

臼
(下

日
)

(3
60
)

15
1

6 
20
0

女
山

岩
  
  
  
  
I褐

灰
ふ

く
み

81
11
1、

日
面
径

18
 4
cl
l、

軸
穴
径

2 
3c
m、

高
台
径

26
 4
cm
、

全
体

に
摩
滅
顕

著
7

欠
番

8
外

周
路

石
臼

(下
白

う
(3

40
)

8
2 
00
0

交
山

岩
  
  
  
  
I褐

灰
臼

面
縁

辺
に

ス
ス

付
着

14
3

9
外

周
と物

臼
(下

臼
)

(3
20
)

5 
34
0

安
山

岩
菅
灰

黄
破

損
著

し
し

外
)i

路
,D
33

設
物

臼
(上

臼
)

1
7 
82
0

安
山

岩
  
  
  
 I
灰

上
縁
幅

3 
0c
m、

軸
孔
径

3 
5c
m、

挽
き
手
孔
径

3 
6c
ll
、

挽
き
手
孔
深

さ
5 
1c
ln
、

軸
孔
深

さ
3 
0c
m

外
垢

路
SD
33

百
日

(下
臼

)
(3
20
)

安
山

岩
上

縁
幅

2 
7c
n、

ぶ
く

み
著

lン
し

2
入

路
設
物

臼
(上

臼
)

麦
山

岩
  
  
  
 I
責

灰
三
42
cD
l

3
入

膝
,P
32
4

設
物

臼
(下

臼
)

(3
2(

10
2

5,
72
0

安
山

岩
  
  
  
 I
灰

面
1入

路
,P
34
9

茶
臼

6,
08
0

安
灰

コ
面

径
20
 7
cm
、

軸
孔

径
2 
2c
m、

ふ
く

み
4～

6c
m、

高
台

径
20
 8
cl
ll

5
鉄

塔
No
 3

百
(2
82
)

一 火
2次

焼
成

を
う

け
内

外
面

や
や

赤
褐

と
イ
ヒ
し

、
辛ゝ

ろ
く

/F
つ

て
い

る
6

南
進

入
路

(2
80
)

玄
武

岩
オ

リ
ー

ブ
黒

刃
面

非
常

に
滑

ら
か

面
謹

入
路

,D
33

石
鉢

(2
02
)

安
山

岩
一火

8
鉄

塔
No
 3

宣
構

外
島

臼
か

11
 5

2.
36
0

イ
タ
イ

プ
の
国
か

?
9

南
進

入
路

,P
20
0

鉢
か

87
こ
ぶ

い
黄

橙
鉄

塔
No
 3

眠
石

(7
1)

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
白

鉄
塔

No
 3

石
(4
1)

白

鉄
塔

No
 3

貴
万雪

(3
0)

白

南
進

入
路

低
石

月
褐

欠
損

し
剥

片
と

な
っ

て
や
ら
、

剥
離

面
を

砥
石

と
し

て
利

用
し

て
い

る
鉄

塔
No
 3

兄
1 
1

像
刻

あ
り

面
進

入
路

砥
石

疑
灰

石
か

【
ぶ

い
黄

橙
5面

使
用
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定

値
又
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現

存
値

石
材

色
調

備
  

考
長

幅
厚

重
量

(g
)

南
進

入
路

,P
17
5

ガ
ラ

ス
製

箸
0 
95

12
ガ

ラ
ス

乳
白

色
表

面
は

非
常

に
ツ

ル
ツ

ル
し

、
下

部
先

端
部

は
磨

耗
し

て
い

る

外
周

道
路

宣
梼

外
旨

玉
5

頁
岩

更
音

褐

外
周

道
路

豊
構

外
腰
帯

具
/九

輌
22

0 
65

8
頁

岩
黒

得

鉄
塔

No
 3

審
石

(1
85
)

10
5

11
0

3,
13
0

閃
緑

岩
一 火

14
6

鉄
塔

No
 3

J石
11
2

安
山

岩
天

褐
凹

深
さ

1 
7c
m、

敲
打

痕
あ

り
、

そ
れ

ほ
ど

著
し

く
な

し

鉄
塔

No
 3

剥
片

石
英

乳
自

色

南
進

入
路

)P
32
3

剥
片

石
器

74
07

粘
板

岩
浅

黄

14
7

鉄
塔

No
 3

石
皿

(2
22
)

(1
97
)

3
8々

や
7

9
4,
40
0

デ
イ

サ
イ

ト
灰

白
全

体
に

摩
滅

が
著

し
い

、
底

面
に

も
凹

あ
り

(多
孔

石
的

)

鉄
塔

No
 3

王
輪

塔
・

火
輪

2,
20
0

安
山

岩
質

凝
灰

岩
又

～
暗

灰
全

体
に

ス
ス

付
着

、
摩

滅
も

著
し
彰

鉄
塔

No
 3

五
輪

塔
・

火
輪

19
3

19
2

3,
70
0

安
山

岩
質

凝
灰

岩
一 火

全
体

に
摩

滅
著

し
し
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 1
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出
上

金
属

製
品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
(c
m)

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

材
質

備
  

考
長

幅
厚

重
量

1
鉄

捧
No
 l
 I
SB
4

(
)

t1
69
4)

鉄

2
鉄

必
No
 l

 I
SB
4

下
明

鉄

鉄
塔

No
ユ

IS
Dl

丹
子

97
09

5 
57

鉄

4
鉄

塔
No
 3
 1
SD
13

奉
状

鉄
製

品
鉄

5
鉄

塔
No
 3
 1
SD
13

茨
滓

44
58
 5
8

6
外

周
道

路
IS
D1
7

奉
状

鉄
製

品
69

78
3)

鉄

7
外

周
道

路
IS
D2
2砂

層
客
状

鉄
製

品
・

丸
釘

(6
 6
2)

鉄

8
南

進
入

路
SD
38

建
か

04
～

21
07

13
92
)

鉄

9
南

進
入

路
IS
P1
92
礫

下
L写

金
具

(8
 3
)

2 
1

04
(2
28
6)

鉄

南
進

入
路

SP
19
2

奉
状

鉄
製

品
鉄

南
進

入
路

SP
19
2

∬
(0
09
)

鉄

12
南

進
入

路
SP
19
2

奉
状

鉄
製

品
72

11
(1
0 
80
)

13
南

進
入

路
lS
P2
56

子
(1
33
)

20
(3
89
7)

南
:

入
路

奉
状

鉄
製

品
・

釘
11
6

12
 9
0

南
:

入
路

IS
P2
83

十
能

(1
66
)

13
9

04
～

08
15
7 
8

南
!

入
路

IS
P2
83

尭
夷

弾
77

(5
8)

15
42
 7
5

米
軍
M6
9油

脂
焼

夷
弾

六
角

形
を

呈
す

る

17
南

進
入

路
下
明

鉄
製

品
。
缶

詰
の

缶
91

91
60

15
8 
6

欽

鉄
塔
N0
1

遺
構

外
D子

?
(4
6)

16
0 
35

鉄

鉄
塔
N0
4

登
構

外
卜
柄

(刀
部

欠
福

)・
襲

飾
つ

き
6

40
 5
7

鉄

鉄
塔
N0
3:
潰

構
外

カ
ク

ラ
ン

溝
(7
8)

1 
1

09
13
 2
2

鉄

鉄
塔
N0
51
潰

穏
外

カ
ク
ラ
ン

(9
0)

(0
5)

(0
5)

奉
状

鉄
製
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第1次調査区全体図①
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第1次調査区 (外周・南進)全体図②

外周道路地区

0

第 50図 平成 13年度 (2001)第 1次調査地区全体図②
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・ｍ
住
Ш

旧   団

聖       騎

3

4

2m:

7

SB4 土層説明
1 黒掲色砂質粘土 (Z5Y32)粘・締まり強 黄色粘土粒・

焼土栽含む
lb黒褐色砂質粘土      焼土プロック・炭化物粒含む

酸化鉄班顕著
2 灰黄 砂質粘土 (26Y71)粘・締まり有 黄色粘土ブ

ロック・焼土粒,炭化物粒合
む

黒褐色砂質粘土 (25Y3/1)粘  締まり有 焼土粒,炭化
物粒多

暗褐色砂質粘土 (1側R3/3)粘  締まり強 黄色粘土粒多
含む.焼土粒炭化物粒含む

黒褐色砂質粘土 (25Yy2)粘 ,締 まり有 焼土粒多含む
暗オリーブ褐色砂質粘土 (25Yyも )粘 .締 まり有 黄色粘

土粒含む
暗灰黄色砂質粘土 (26V4/2)粘 ・締まり有 黄色粘土粒含

む・炭イヒ物粒含む
黒褐色砂質粘土 (1011R3/1)黄 色粘土プロック多含む
褐色砂質粘土(10YR74) 黄色灰色粘土ブロック含む

＼
舟

EPA'EPA
2642m

0            (1 :60)         2m

EPA'
2642m

第 51図 1次 SB4(1)
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1次鉄塔No l地 区

SB4 カマド完堀

唯

Ｅ
ω

ヽ
０
ミ

Ｏ
α
∽

SPA

SB4 カマ ド (新)遺物出土状況

ゝ

Ｂ４

１

２

３

４

５

　

６

７

Ｅ
Ｏ
ヽ
Φ
ミ

く
α
Ш

カマ ド土層説明 (1～ 3層新カマ ド、 9・ 10旧 カマド)

黒褐色砂質土 (25Y3/2)  灰色責色粘土小ブロッ

ク 炭化物焼土粒含む

暗灰黄色砂質上 (25Y4/2) 灰色責色粘土小ブロッ

ク・炭化物焼土粒含む

暗オリーブ褐色砂質土   灰色・黄色粘土粒多・炭

化物多含む

褐灰色砂質上 (10YR 4/1) 焼土ブロック炭化物多含
む

オリーブ褐砂質土 (25Y4/3)白 色・責色粘土小プロッ

ク多含む・炭化物焼土プ
ロック含む

暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)責 色粘土ブロック焼土粒

炭化物多含む

黒褐色砂質土 (10YR32)  黄色・白色焼土粒多含む・

炭化物粒含む

黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)焼 土粒・炭化物粒多含む

にぶい黄褐砂質土 (10YR4/3)黄 色粘土小ブロック

焼土粒災化物粒含む

褐灰色砂質土 (10YR4/1) 灰色粘土粒濃化物多含む

褐色砂質粘土 (10Y74)  黄色粘土ブロック・炭化

物多含む

暗褐色砂質土 (10YR3/3) 焼土粒・責色粘土粒多含

＜ヽ
工
山

く
Ｌ
Ш

7'

8

9
10

11

む

12 褐色砂質粘土 (10YR4/4) 責色粘土粒多含む

13 褐灰色粘質土 (10YR4/1) 黄色粘上小プロック多含
む

14 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)黄 色粘土粒・焼土粒含む

15 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)焼 上粒含む

SP16

(
SPA

くヽ
住
ШSP15                                ∈

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)粘 ・締まり有 黄褐色                 土粒           聖

輛
酬

SP15 土層説明              SP16 土層説明

l 黒褐色粘質土 (10YR3/2)粘・締まり有 黄褐色  l 黄灰色砂質粘上 (25Y4/1)粘やや弱・締まり有 黄褐

粘質土ブロック (1～                 色粘質土粒

2cl大 )・ 砂混り     2 黒褐色砂質粘土 (76YR3/1)粘 ・締まり強 黄褐色粘質

粘質土 (多 )・ 砂混り   3 黄灰色砂質粘土 (25Y71)粘 ・締まり強 黄褐色粘質

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)粘  締まり有                土粒 炭化物粒

シルト混じる      4 黒褐色砂質粘土 (75YR3/1)粘 ・締まり強 黄褐色粘質
0      (1:30)     lm                    土粒・炭化物粒
~~~     5 

暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 ・締まり強 黄褐色粘質

土粒

第 52図  1次 SB4(2)、 SP15'16

伊
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1次鉄塔No l地区

SP25 上層説明
1 暗灰黄色砂質粘土 (25Y4定 )粘弱 締まり有 黄掲色粘土粒
2 暗オリーブ褐色砂質粘土 (25Y3/3)粘  締まり有 黄褐色粘土

ブロック 炭化物粒
3 黒褐色砂質粘土 (25Yy2)粘 ,締 まり有 黄褐色粘土ブロック・

炭イヒ物粒
4 オリーブ褐砂質粘土(25Yク3)粘 締まり有 黄褐色粘土プロッ

ク'災化物粒

SP28      →巧β工‐

SP28 土層説明
1 黒褐色砂質粘土 (10Y罷/2)粘 ,締まり強

黄褐色粘土プロック

2 暗褐色砂質粘土 (15YR3/3)粘 ,締まり有

黄掲色粘土粒
3 灰黄褐砂質粘土 (10YR4カ )粘・締まり有

黄褐色粘土粒

⌒

SP26 土層説明

l 黒褐色砂質粘土 (25Y3/1)粘 ・締まり有 黄褐色粘土粒
暗褐色粘土ブロック

SPA'
・ 2643m

黄褐色粘土プロック・炭化物粒

黒褐色砂質粘土 (75YR5/1)粘 ,締 まり有 黄褐色

粘土プロック・炭化物粒

暗灰黄色砂質粘土 (25Y4/2)粘  締まり強 黄褐色

粘土ブロック,炭化物粒

SPA'

SP34 土層説明
1 黒掲色砂質粘土 (25Y3/2)粘 ・締まり有 黄褐色

粘土小ブロック,焼土プロック (や や多い),炭化
物粒

2 黄灰色砂質土 (25Y4/1)粘 やや弱・締まり有 黄
褐色粘土小ブロック 焼土ブロック 炭化物粒

3 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 ,締 まり強 黄掲
色粘土小ブロック

SP35 土層説明

① にぶい黄褐色砂質粘土 (10YR4/3)粘  締まり有

黄褐色粘土小ブロック 焼土ブロック 炭化物粒

② 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2)粘 ・締まり強 黄褐

色粘土小ブロック 焼土ブロック 炭化物粒

③ 灰黄褐色砂質粘土 (10YRν2)粘 ,締まり強 黄掲

色粘土小ブロック 焼土ブロック 炭化物粒

0           (1 :30)          ln
i

SPA

2 黄灰砂質粘土 (25YγD粘・締まり有 黄掲色粘土粒  SP27 土層説明 
°

1 黄灰色砂質粘土 (2514/1)粘 弱・締まり有 黄掲色粘土粒3 黄灰砂質粘土 (2514/1)粘 ・締まり有 黄褐色粘土粒
2 黒褐色砂質粘土 (25Y3定 )粘 締まり有 黄褐色粘土粒 黄4 オリーブ褐砂質粘土 (25Y4/3)粘 ,締まり強 黄褐色粘

褐色粘土ブロック
上粒・焼土粒 3 黒褐色砂質粘土 (75YR2/2)粘  締まり強 黄灰色砂質土

5 オリーブ褐砂質粘土 (25Y4麗 )粘 締まり強 黄褐色粘 4 暗オリーブ掲色砂質粘土 (25Yν3)粘・締まり強 黄褐色・
土粒

SP30                           SP31 

粘
(へ           

島lξキ盤
(正三5戸

塑'

SP30 土層説明

1 にぶい黄褐色砂質粘土 (10Y馳/3)粘 締まり有
黄褐色粘土プロック・焼土小ブロック・炭化物粒

2 暗灰黄色砂質粘土 (25Y4混 )粘 締まり有 黄褐
色粘土ブロック・焼土粒・炭化物粒

3 オリーブ褐砂質粘土 (25Y4/3)粘  締まり有 黄
褐色粘土プロック・黄褐色土粒

4 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4混 )粘 締まり強 黄褐
色粘土ブロック,黄掲色土粒

SP31 土層説明
1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)粘 `締まり有 黄褐色

粘土ブロック・炭化物粒
2 にぶい黄掲色砂質粘土 (10YR4/3)粘  締まり有ゝ

３６５３４ＰＳ聖

SPB                            SPB'

蜘課  
獅

暗灰黄色砂質粘土(25Yy2)粘・締まり有 黄褐色粘土粒 焼土粒,炭イし物粒
暗灰黄色砂質粘土(25Y42)粘  締まり有 黄楊色粘土社 ,黄褐色粘土ブロック・炭化物粒
暗オリーブ褐色土 (25Y3お )粘 .締まり有 黄褐色粘土粒,黄褐色粘土プロック
黒褐色砂質粘土(101R32)粘 .締まり強 黄褐色粘土粒,黄褐色粘土プロック
暗掲色砂質粘土 (10釈 y3)粘 ,締まり強 黄褐色粘土ブロック

SP37 土層説明
①黒褐色砂質粘土(25Y32)  北.締まり強 黄褐色粘土ブロック
②暗灰黄色砂質粘土(25Y4氾 ) 粘 締まり強 黄褐色粘土ブロック

SP36 土層説明

a 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)粘  締まり有

黄褐色粘土粒`焼土粒
b 黒褐色砂質粘土 (25Y3/2)粘弱 締まり有

黄褐色粘土粒`焼土粒
c 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)粘 弱 締まり有

黄褐色粘土粒・焼土粒

力てSP25～ 31 ・34-37

-147-
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1次鉄塔随 1地区

SP38

年

SP38 土層説明

l 暗灰黄色砂質粘土 (2Ы生子あ 粘・締まり有 黄褐色粘土粒・炭化物粒

黒褐色砂質粘土 (25Y3/2)粘 やや弱・締まり有 黄禍色粘土粒・自色粘土粒

暗オリーブ褐色砂質浩土 (2513/3)粘やや弱・締まり有 灰色粘上粒 (多 )・

酸化鉄斑

黄灰色砂質粘土 (25Y4/1)粘 ・締まり有 灰色粘土粒・灰色粘土プロック

SPA'

EPA'
2644m

SP42 上層説明

1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)粘・締まり有 黄褐色粘土小プ

ロック・焼土小プロック (多 )

2 黒褐色砂質粘上 (10YR3/1)粘・締まり有 黄褐色粘土粒・焼

上小プロック (少 )

3 褐灰色砂質粘土 (10YR4/1)粘・締まり有 焼土粒 (少)・ 酸化

鉄 (顕著)

4 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2)粘・締まり有 黄褐色粘土小ブ

ロック

5 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 締まり有 黄褐色粘土粒

6 暗褐色砂質粘土 (lllYR3/4)粘・締まり有 黄褐色粘土粒

第 54図  1次 SP38～ 40・ 42～ 44

SP43 土層説明

1 黒褐色砂質粘上 (10YR3/2)粘 ・締まり有 黄褐色粘土粒 (多 )

2 黒褐色砂質粘土 (lllYR3/1)粘 ・締まり有 黄褐色粘土粒 (多 )

・黄褐色粘と小ブロック

3 黒褐色砂質粘土 (■5YR4/1)粘・締まり有 黄褐色粘土粒 (多 )

SP44 土層説明

l 黒褐色砂質粘土 (10YR2/2)粘 ・締まり有 黄褐色粘土ブロック (多 )

2 黒褐色砂質粘土 (10YR2/3)粘 ・締まり有 黄褐色粘土プロック (多 )

3 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)粘 ・締まり有 黄褐色粘土プロック

4 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘  締まり有 灰色粘土ブロック

i∝絲轍絲
黄褐色粘土プロック

SP39 土層説明

l 黒掲色砂質粘土 (2う削/1)粘 ,締 ま

り有・黄褐色粘土小プロック・炭化

物粒
2 黄灰色砂質粘土 (25Y71)粘・締ま

り有・黄褐色粘土小ブロック 炭化
物粒

ｍ
Ｌ
∽

0           (1 :30)          lm
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1次鉄塔No l地区

Ａ

キ

SPA

SP49 土層説明

1 暗掲色砂質粘土 (10YR3潟 )粘 締まり有

灰色粘土小プロック 炭化物粒 焼土粒
2 暗褐色砂質粘土 (10YRν 4)粘・締まり有 ,

灰色粘土小ブロック

3 にぶい黄褐色砂質粘土 (1阿R73)粘・締ま

り有 灰色粘土小ブロック
SP47 SP52

V
黄褐色土粒・炭化物粒

黄褐色土粒 炭化物粒 (多 ) SPA                  sPA'
2643m

3m

SP57 土層説明
1 黒褐色砂質粘土 (10YRyゅ 粘・締まり有

色粘土小ブロック・炭化物粒
2 褐灰色砂質粘土 (10YR4/1)粘 '締 まり有

灰色粘土プロック (多 )

3 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 ・締まり有
ク (多 )・ 灰色粘土小プロック (多 )

SP60 上層説明
1 褐色砂質粘土 (10YR4 4)粘 ・締まり有

黄褐色粒子粒 (多 )

2 灰黄褐色砂質粘土 (10Y悶/2)粘・締まり

有 灰色粘土ブロック (多 )

0     (1:30)     lm

翌 A'

1 黒褐色砂質粘土 (10YR2/3)粘  締まり有 黄褐色
粘土粒,焼土小ブロック (やや多).炭化物粒 (少 )

2 黒褐色砂質粘土 (10YR2/2)粘  締まり有 黄褐色
粘土粒 ,焼土小プロック (少 )

3 灰黄掲色砂質粘土 (101と R4混)粘 締まり有 黄褐
色粘土ブロック・灰色粘土プロック

4 灰黄褐色砂質粘土 (10YR5 2)粘  締まり有 黄褐
色粘土粒・焼土粒

SP57

生

SPA

SP51 土層説明
1 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4氾 )粘 締まり有・

黄掲色粘土粒・決化物粒
2 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 ・締まり有・黄

褐色粘土地 .黄褐色粘土プロック
3 にぶい黄褐色砂質粘土(101R43)粘・締まり有・

黄褐色粘土粒

SP55

SPA'

SPA'

黄褐色粘土粒 責褐

黄褐色粘土ブロック

黄褐色粘土小ブロッ

SP52 土層説明

褐灰色砂質粘土 (10YR4/1)黄 褐色粘土粒.炭化物粒
灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2)黄 IIB色 粘土プロック
にぶい黄褐色砂質粘土 (10YR4 3)黄 褐色粘土プロッ
ク 灰色粘土ブロック

褐色砂質粘土 (10YR4/4)黄 褐色粘土プロック・灰色
粘土ブロック

SP56・ 58

SP56 土層説明

l 灰黄掲色砂質粘土 (10YR4/2)粘 ・締まり有
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4洛 )粘・締まり有

雰355「コ 1,欠 SP47-52・ 54´W60
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SP47 土層説明
1 暗掲色砂質粘土 (10YR3/3)粘 .締 まり有 黄褐色粘土粒 (多 )

炭化物粒
2 黒掲色砂質粘土 (10YR2/3)粘 .締まり有 黄褐色粘土小プロック

3 灰黄褐色砂質粘土 (10Y馳/2)粘  締まり有 灰色粘土ブロック

4 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)粘 ,締まり有 灰色粘土プロック

SP48 土層説明
1 暗掲色砂質粘土 (10YR3/3)粘 ・締まり有 黄褐色粘土プロック

2 灰黄掲色砂質粘土 (10YR42)粘・締まり有 黄褐色粘土ブロック・

灰色粘■/1ヽ ブロック

3 暗褐色砂質粘土 (10YRV4)粘 `締 まり有 黄褐色粘土ブロック

灰色粘土小ブロック

SP54 土層説明

1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)粘  締まり有 黄褐色粘土小プロッ
ク 焼土粒 (少 )

2 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘 締まり有 黄褐色粘土ブロック・

SP59 土層説明
1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)粘  締まり有

灰色粘土ブロック

聖  号晏銭3m2議望鷲ち
住ば醐粘締まり有

SPA'

SPA'

SP50 土層説明

1 にぶい黄褐色砂質粘土 (10YR4/3)粘  締まり

黄褐色粘土ブロック

2 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3)粘  締まり有 黄褐

色粘土プロック

SP54



SDl・ 2

1次鉄塔Nα l地区

SDla・ lb・ 2 土層説明

1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)   粘やや弱・締まり有 黄褐色粘土小ブロック・炭化物粒 (少 )

2 黒褐色砂質粘上 (75YR3/2)  粘・締まり有 責褐色粘土ブロック・炭化物粒 (少 )

3 にぶい黄褐色砂質粘土 (10YR4/3)粘・締まり有 黄褐色粘土プロック (多 )

4 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)   粘やや弱・締まり有 黄褐色粘土粒 (多 )

5 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)   粘・締まり有 黄褐色粘土粒・焼土粒・炭化物粒 (少 )

6 灰責褐色砂質粘土 (10YR4/2) 粘・締まり有 責褐色粘土小ブロック (多 )・ 焼土粒 (少 )

7 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)   粘やや弱・締まり有 黄褐色粘土小ブロック・焼土粒

8 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1)   粘やや弱・締まり有 黄褐色粘土粒

9 にぶい費褐色砂質粘土 (10YR4/3)粘・締まり有 黄褐色粘土粒

10 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2) 粘・締まり有 責褐色粘土粒

11 褐色砂質粘土 (10YR4/4) 粘・締まり強 黄褐色粘土粒

12 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2)   粘・締まり有 黄褐色粘土小プロック・焼土小プロック (多 )

13 黒褐色砂質粘土 (10YR2/2)   粘・締まり有 黄褐色粘土小ブロック・灰色粘土小ブロック

14 灰責褐色砂質粘土 (10YR4/2) 粘・締まり有 黄褐色粘土地 (多 )

15 暗褐色砂質粘上 (10YR3/3)   粘・締まり有 責褐色粘土小ブロック (多 )

16 暗褐色砂質粘土 (10YR2/4)   粘・締まり有 黄褐色粘fr_/J、 プロック・灰色粘土ブロック

第 56図 1次 SDl・ 2

0   (1:80)  2m

0        (1 1 40)       lm
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1次鉄塔 Nα l地区

SD3

SD3 土層説明

1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2) 粘・締まり有

2 黒褐色砂質粘土 (猛5YR32)粘 ・締まり有

3 暗褐色砂質粘上 (75YR3/4)粘 ・締まり有

4 暗褐色砂質粘土 (■5YR3/3)粘 ・締まり有

5 極暗褐色砂質粘土 (盈5YR2/3)粘 ・締まり有

6 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2)粘 ・締まり有

7 灰黄褐色砂質粘土 (10YR5/2)粘 ・締まり有

SP41        1甲

SP41 土層説明

1 黒褐色砂質粘土 (名5YR3/2)粘・締まり有
2 暗褐色砂質粘土 (75YR3/3)粘・締まり有

3 暗褐色砂質粘土 (10YR3/3) 粘・締まり有

4 灰責褐色砂質粘土 (10YR4/2)粘・締まり有

5 黒褐色砂質粘土 (10YR3/2) 粘・締まり有

SP41

黄褐色粘土粒・焼土粒

黄褐色粘土粒・焼上粒

黄褐色粘土粒 (多 )

黄褐色粘土粒・責褐色粘上小ブロック (多 )

黄褐色粘土プロック (多 )

黄褐色粘土小プロック・炭化物粒

黄褐色粘土小ブロック・灰色粘土小プロック

SPB                           SPB
姿 43m

O    (1:40)   lm

刀
気
十

0      (1:30)     lm

責褐色粘土粒・焼土粒・焼土小プロック

黄褐色粘土粒・焼土小プロック

責褐色粘土粒・焼土小プロック・酸化鉄斑 (下部に)

黄褐色粘土ブロック (多 )

黒色粘土プロック・灰色粘上プロック

0    (1:80)   2m

第 57図 1次 SD3、 SP41

成の
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1次鉄塔Na2地1区

SBl

SBl 銅 瑚

】臨 F粽筋爛ま総I章鑑:鰯璃駿賊意籍 脚 騨
―
爛i解鞘・

SPB:
|お■4n

4騨■lm卵 ち鶴為橘鍔彬導嚇剪・焼

:錘輔1鰯諄酸魁
簸艶絆の

舞盤融胡 緞̀安

1摯岳
―
韓影|       ‡il:こ

°

贈

】

○

”
生
十 ○ 。

］
”惚ド熱翻翻親〉開帥納鵬日Ｍ肛妙＝引Ⅷツ‐蜘輩含

∽
，

＞
引

半

ヽ
ャ
．，
ノ

一
陵

一

／

′
！
く

８‐

１

，

１

　

４

SPa
|カマド土層説明
SBlワ ケ±1層に瓶等
尿層,熊化物粒!炭化材 (多 )・焼土ヂロッタ(少 )

黒褐色土(10YR3/1)油 i締ます敬 焼土プ●ッタ は理・中〉
睡 1唐 )

褐尿色土 l10YR4/611粘 '締まり強 1確土粒■炭

“

物注 lal

第58国 十次SBl(1う

0           (1 :60)         2m
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1次鉄塔Nα 2地区

SBl 堀りかた
el

O。
―
。

・］
住
Ш

0             (1 : 60)          2m

生「
工
下

神

1     1   1

SPA                                           SPA'

洪 孝 香 轟 妥 嚢 妻 孝

2645m

SB2 土層説明

を昌盪倉三tttξ魏驚1縁ξl愁 自:奪豊愁々:三懲撤:尋4妖駆幣腕颯鋒碑桧啄亀化期の
4 褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり強 ローム粒 炭化物粒・酸化鉄粒 (やや少)

第 59図 1次 SBl(2)。 2
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1次鉄塔No 2地 区

SB3

SB3 上層説明  ~     ‐

a 黒褐色土 (10YR3/1)粘 .締 まり強 ローム粒 (や

EPB'

義|

EPA'

0            (1 : 60)           2m

SB3

b

d

ｇ
ゆ
寸
Ｏ
Ｎ
，

＜
α
∽ ‐＼（創

EPB

SB3 カマ ド

聾

EPB'

∈ こ 4'

彎 '

Ｅ
Ｏ
ヾ
ＯＮ
山ヽ
田
伽

・∞
α
∽

や多)炭化物粒,焼土粒 (2～ 3am大やや少)

1 黒褐色土 QOYR3/1)粘 ・締まり強

2 褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり強

3 褐灰色土 (10Y馳/1)粘・締まり強

4 褐灰色土 (10YR4 1)粘  締まり強

5 褐灰色土 (10YR4 1)粘 ・締まり強

6 黒掲色土 (10YRン1)粘・締まり強

7 黒掲色土 (10YR3/1)粘 ・締まり強
カマ ド土層説明

SB03フ ク± 1層

SB03フ ク上 2層

掲灰色土 (10YR4/1)粘 ・締まり強 λ化材堆積 (層状)焼
褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり強 炭化材堆積 (層状)焼
掲灰色土 (10YR4/1)粘 ・締まり強 炭化材堆積 (層状)・ 炭

0           (1 :30)         lm

4ボ;%抱 Ⅶ瀞
EPC           EPC'

ザ

2644m

3 協灰色土(10YR4/1)粘・締まり強 ローム粒(やや少)

酸化鉄
4 黒褐色土(10YR3/1)粘 締まり強 ローム粒(lm大

少),酸化鉄

SP406 土層説明

1 認02フ ク± 1層
2 褐灰色土(10YR71)粘・締まり強 ローム粒 酸化

鉄粒 (やや多),境土粒 炭化物粒 (少 )

3 褐灰色土 (10YR71)粘 `締 まり強 ローム粒・炭化
物粒 酸化鉄粒 (やや少)

4 褐灰色土 (10YR4/1)粘
.締 まり強 ローム粒 炭化

物粒酸化鉄粒 (やや少),褐灰色粘土ブロック(大型)

混入
5 褐灰色土(10YR4 1)粘 ,締 まり強 ロームブロック

(大型)褐灰色粘土ブロック(大型)混在酸化鉄粒.

焼主粒 (少 )

6 黒褐色粘土ブロック

SP406   SEE'
2644m

SPC'

7 土層説明

盛土

耕作土

灰黄褐色土 (10YR572)粘・締まり強 ロームプロック(l ca大 やや多).焼土池,炭イし物泣 (や や少)

灰黄褐色土 (1阿 RγD粘 締まり強 ロームブロック(大型混入)焼土粒(5加大 やや少)

黒褐色土 (10YPt3 2)粘 締まり強 ロームブロック(1側大 少)炭化物粒.焼土粒 (少)

褐灰色■ (10YR71)粘 ,締まり強 ローム粒,炭化物粒 焼土li(少 )

黒褐色土 (10YR3/1)粘 締まり強 ローム粒 (5mI大
,少 ).炭化物粒 焼土粒 (少)

0           (1 :60)         2m

SP53 土層説明

悪夢
期ふ

i拿餘Ⅷ舗孝|
ｍ
”
∞
．

昇:60[コ  1,欠 SB3、  SAl、 SP17・ 45・ 53・ 406・ 407

q
廻

SP407
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SP2

卦⑬堅
SP3      _ト

ッと、ま

SPA《⊃
SPA

Ｐ２

‐

　

２

黒褐色土 (10YR3/2)粘 ・締まり有 .

ローム粒・酸化鉄 (やや多)

暗褐色土 (10YR3/3)粘 ・締まり有 ,

ローム粒,酸化鉄 (やや少)

SPl 土層説明
1 黒褐色土 (10YR3/1) 粘・締まり強
2 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘  締まり強
3 灰黄褐色土 (10YR5/2)粘 ・締まり強

ローム粒～ブロック (2～ 5 ud大 ,やや多)・ 焼土粒 (3m大・やや少)

ローム粒 (3 1tB大 やや多)酸化鉄混入
ローム粒 (3 dm大・少).黒色土混入 焼山砂質土混入

、

Ｈ

日

Ｈ

河

／

Ｅ
Ｏ
ヾ
Ｏ
ミ

くヽ
住
∽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
Щ
の

SP10

2645m

SP8 土層説明

1 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘  締まり強
ローム粒 (少 ),酸化鉄粒

SP9 土層説明
1 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘・締まり強 ローム粒 (多 ).酸イヒ鉄粒 (多 )

2 褐灰色土 (10YR71) 粘 締まり強 ローム粒 (少 ).炭化物粒 (多 )

SP12

SPA                  SPA'

削 2 

騨 m

l 灰黄褐色土 (10YR72)粘 ,締 まり強 ロー
ム粒 酸化鉄 (やや多)焼土粒 (少 )

2 褐灰色土 (10YR571)粘 ・締まり強 酸化
鉄 (多 )・ ローム粒 (2～ 3 am大 やや多)

3 褐灰色土 (10YR5/1)粘・締まり強 酸化鉄・
ローム粒 (やや多)

4 灰黄褐色土 (10YR5/2)粘 ・締まり強 酸
イヒ鉄・ローム粒 (やや少)

泌⑥ 盟
SPA             sPA'

コ

姿 43m

SP13 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘  締まり

強 ローム粒 (や や多)・ 焼土粒

黒色土粒 (少)酸化鉄

0      (1:30)     lm

SP18 土層説明

1 褐灰色色 (10YR4/1)粘 ・締まり強 酸化
鉄 (多 ).ロ ーム鉄 (やや多)

2 黒褐色土 (10YRyl)粘 ・締まり強 ロー

ム粒 (3～ 7m大 。やや多)・ 酸化鉄 (少 )

SPA'
2643m

SP19 土層説明

l 褐灰色土(10YR4/1)粘 ・締まり強 ローム粒(5

剛大 やや少)酸化鉄粒

2 褐灰色土(10YR5/1)粘 ,締 まり強 ローム粒(3

11大 やや少)酸化鉄粒

砕

ザ

飾

SP7 土層 説 明

l 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり強 ローム粒,酸化鉄 (やや多)

注Q耳
κ ン

2644m

SPll 土層説明

1 褐灰色土 (10YR5/1)粘 締まり強 酸化鉄 (多 )

2 褐灰色土 (10YR5/1)粘 .締まり強

SP18

SPA'

第 6刊 図 1次 SPl～ 3・ 7～ 14・ 18。 19

SP10 土層説明

1 褐灰色土 QばR4/1)粘 ,締 まり強 ローム粒

(1～ 2mm大 やや多〉酸化鉄(やや多)・ 焼土粒(少 )

2 黒掲色土 (10YR3/1)粘・締まり強 ローム粒

焼土粒 (1～ 211m大 やや少)黒色土粒

3 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘 ・締まり強 ロー

ム粒～ロームブロック (少 )・ 酸化鉄

SP14
存

SPA'

9m

SP14 上層説明

1 褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり

強 ローム粒 酸化鉄粒

2 灰黄褐色土 (10YMノ 2)粘  締ま

り強 ローム粒・炭化物粒・酸化

鉄粒

SP8,9
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l 黒褐也土(10軋11)粘 .締まり強 ローム栽(やや多).)V働粒

堅
'

2644m

SP22a ■層説明

l 褐灰色土(10YR4/1)粘・締まり強・
ローム粒 (多 )・ 酸化鉄粒

SP61 土層説明

1 褐灰色土 (10YR5/1)粘・締まり強 ローム粒 (3d」 u大・少),
酸化鉄

2 褐灰色土 (10YR4//1)粘・締まり強 ローム粒 (2～ 3 ml大 ・
やや少〉黒色土粒 (2～ 3m大 ,や や少)'

酸化鉄
B 褐灰色■ (10YR4/1)粘・締まり強 ローム粒 (少 )・ 酸化鉄

SD5
EPA         EPA'

一

_2644m

EPC         EPC'

マ
2644m

SD6

EPA        EPA'

_2644m

Ｅ
ヽ
寸
Φ
§

くヽ
住
の

口・ム粒　口・ム粒躙　　・『

強

　

強

強

，締ま佛
縮
・締ま

粘

駿

粘

粘

　

Ｈ

2 黒色土(10YR″ 1)粘 .締ま,強  口峠ム粒(州 炭化物村

SPA'

２ＳＰ３

生
・

「
『
「
山
「

‐， ‐‐
Ｗ

く
住
Ш

義

SP32 土層説明

1 獨灰色土 (10YR4/1)粘・締まり強 ローム粒(3～ 511H大 `

やや少)・ 焼土粒 (3 mm大
,やや多)

2 褐灰色土 (10YRり1)粘・締まり強 ロームブロック主体 .

黒褐色土プロック (大型・少)

SP33 土層説明
1 褐灰色土 (10YR4/1)粘・締まり強
2 褐灰色土 (10YR4/1)粘 `締 まり強
3 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強

ローム粒・焼土粒 (l IE大・やや少)

:こ会難ャ嫉為椴
大・力

1釉紹鰯詳縣
4

5 黒褐色土 (10YR3/2)粘 ・締まり強 ロームブロック (5

～8 am大・やや少)・ 焼土粒 (少 )

副

〇

第 62図 1次 SD5・ 6、 SP20～ 24・ 32・ 33・ 61
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1次鉄塔Nα 3地区

SDll・ 13 石積 (第 2段階)

および礎石建材跡
検出状況

※スクリーントーン部は礎石およ
び礎石想定位置を示す

0      (1:60)     2m

第 63図  1次 SDll(1)。 ¬3(1)
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EPH'
2648m

0      (1:60)     2m

SDll・ 13 石積 (第 2段階)検出状況

鍬 _◎

◎

◎

◎

⑥
◎

◎  ◎

ＰＢ

一
　

　

　

　

　

　

ＰＡ

一

第 64図  1次 SDll(2)・ 13(2)
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1次鉄塔No 3地 区

EPC'

12

I

I

皿

Ⅳ

V
V'

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

灰黄掲色砂質粘土

褐灰色砂質粘土 (10YR4/1)

黄褐色シルト質細砂 (10YR5/4)

褐仄色シルト (10YR4/1)

褐灰色シルト質細砂 (10YR5/1)

褐灰色砂質シルト (10YR4/1)

V層 よリシルト質

表土

水田床土 酸化鉄斑顕著

褐灰色砂質土 (10YR4/1)   砂粒多し,灰色粘土小ブロック合む

灰責褐色砂質粘土 (10YR4/2) 酸化鉄斑

灰色シルト質細～中砂田 (5Y5/1)

灰色シルト質中砂 (5Y4/1)

灰色シルト (5Y4/1)

黒褐色シルト (10YR3/1)

灰黄褐色砂質粘土 (10YR5/2)砂 粒多 し,灰色粘土ブロック含む

SD12
にぶい黄褐色砂質土 (10YRク 3)砂粒多し・炭化物粒少含む

灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2)黒 色砂質土混じり'灰黄色粘土プロッ

ク含む・炭化物粒含む

砂粒多く含む 酸化鉄斑顕著

酸化鉄斑 褐灰色砂質土混じる

責褐色シルト質細砂と褐灰色砂質シル トの混含土

責褐色細砂 (10YR5/6)と 褐灰色砂質シルト (10YR4/1)の 混含む

黒褐色シルト質中砂 (10YR3/1)

EPF'

0      (1〔 60)     2m

EPD'

2650m

関一２６４。／シ
／

次 SDll(3)。 13(3)
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第 65図  1



1次鉄塔No 3地 区

石積 (第 2段階)

見通図 (正面)

石積 (第 2段階)

見通図 (裏面)

SDll・ 13 堀りかた検出状況

ノ

禁

0             (1 : 60)           2m

第 66図 1次 SDll(4)・ 13(4)
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0           (1 :60)         2m

SDllと して取り上げた土器・土製品分布図
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第 67図  1次 SDll(5)。 13(5)
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1次鉄塔No 3地 区

SDllと して取り

上げた石器・木器・

金属製品等分布図

SD13と して取り上げた遺物分布図

ャ//       ▲2

0      (1:60)     2m

第 68図  1次 SDll(6)。 13(6)
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心
SPA         SPA'

【

y2645m

SP63 土層説明

l 褐灰色主 (10YR4/1)粘  締まり

易駆甜研聯亀坊訓か|

SP68  引¬β、ェ

SPA◎ SPA'

SP全

]ここニラ「
…ざ老きISm

SP68 土層説明

SP83    引名β`ま

聖
⑨

郎
SPA         eE△ '

� 83 土層説明

4ub堅 ピ賂 聖,
紀ib撃

e里▲         SPA

瑾 /2645m
SP64 土層説明

1 にパい黄褐色土(10YR5/3)粘 締まり有
黄掲色粘土ブロック主体.炭化物粒 (少 )

2 褐灰色土 (10YR4/い 粘・締まり有 黄褐色
粘土地 貰褐色粘土ブロック(やや少).暗褐
色粘土粒 (少 )

SPA'
SPA

1 にぶい黄協色土 (10YR5/働 粘.締 まり有

黄褐色粘土ブロック

2 掲灰色土(10YR71)粘 .F4ま り有 黄褐色
粘土地 (少)炭化物粒 (少 )

、           SPA'

w2645m

SPA

V
SP65 土層説明

＜ヽ
Ｌ
∽

1 褐灰色土(10YR4/1)粘 ,締まり有 黄褐色粘土粒 費褐色粘土ブロック
2 褐灰色土(10YR4/1)粘 締まり有 黄褐色粘土粒.炭化物粒 (少 )

SP72・ 73・ 74            E

引  簾

SPA'

474 日
SPA'

4巡

i卜
筵ラ汁羽班ゴ|

fb謙

ISPA'
12647m

SP69 土層説明

1 協仄色と(10YR4/1)粘
.締 まり有 費褐色粘土粒(少).

黄褐色粘土小ブロック(少)戊化物粒(2～ 4 mm大 少)

SP75       
〆

聖Φ 撃
SPA   璃 6m

密
SP75 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 締まりやや有・

黄褐色粘土粒 酸

イヒ鉄

SPA'2646m

SP79 土

l 褐灰色砂質土(10YR4/1)粘 ,締 まりやや有 炭化物粒 (少)・ 酸化鉄

2 早褐色土(10YR3/1)  粘.締 まりやや有 黒褐色粘土プロック 酸化鉄
3 褐灰色土(10YR4/1)  粘 締まりやや有 黄褐色粘土小ブロック(少 )

SP80 土層説明

a 褐灰色砂質土(10YR71)粘 締まりやや有 炭化物粒 (少)酸化鉄

b 早褐色土(10YR3/1) 粘.締 まりやや有 黄褐色粘土小ブロック(少 )

酸化鉄 (やや多)

|

|

‐
△
ゅ 言|

EPA'

／

ギ

有 酸化鉄     l 掲灰色砂買土(10YR4/1)粘  締まりやや有 黄褐色粘土粒(少 )・ 焼土粒

粘 締まりやや  2 褐灰色土(10YR4/1) 粘.締まり有 黄褐色粘土粒(少)焼土粒(少 )

有 灰色粘土 SP70b 土膚説明
粒 酸化鉄    ① 灰黄褐色土(10YR4/2)粘 ,締まり有 黄楊色粘土粒(少)焼土粒(2～ 3Ш大'やや少)

SP71 土層説明

a 褐灰色土 l10YR4/1)粘 締まり強 黄褐色粘土ブロック(大型)

a 褐灰色土(10YR4/1)粘 ,締まりやや有 黄褐色粘土プロック

赤褐色土ブロック

b 褐灰色と (10YR4/1)粘  締まりやや有 炭化物粒 (やや少)

境土粒

SP77 土層説明

1 褐灰色砂質土(10YRVD粘 締まり有 酸化鉄
2 褐灰色土(10YR4/1) 粘.締 まりやや有 炭化物粒 (や

SP66 土層説明

1 にぶい黄褐色土 (10YR5お )粘 ,締まり有 黄褐色粘主粒 (多)炭化物粒 (少 )

2 褐灰色■ (10YR4/1)   粘締まり有 黄褐色粘土池 (やや少)黄楊色油土ブロック (3
～5血 .や や少).炭化物粒 (少 )

3 褐灰色土(10YR4/D   粘.締 まり有 黄褐色粘土粒 (少)黄褐色粘土ブロック (3～

5mm大 .少)炭化物粒 (少 )

SP67 土層説明

1 褐灰色土(10rRVl)粘 締まり有 黄褐色粘土ブロック 酸化鉄
2 褐灰色土(10YRVl)粘 .締まり有 黄褐色粘土粒・友化物粒 (少 )

3 褐灰色土 (10Ⅵ6/1)粘  締まり有 黄協色粘土ブロック.酸化鉄

SP70a 土層説明

SP78 土層説明

1 褐灰色土 (10Y馳 /1)粘 ,締まり有 炭化物粒 (少)酸化鉄

2 黒褐色土(10YR3/1)粘 締まり有 貰褐色粘土プロック

0      (1,30)     lm

1 褐灰色砂質土(10YR71)粘
,締 まりやや有 酸化鉄

2 灰色と(N41)粘 .締 まり有 灰色粘土ブロック・酸化鉄

SP84 土層説明

l 褐灰色砂質土住OYR4/1)粘  締まりやや

2 褐灰色主 (10YR4/1)

3 黄褐色粘土ブロック

夢369[コ  1,欠 SP63-80,83・ 84
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1次鉄塔No 3地 区

SP85     引卜β工‐

翌
◎

盟

螂土そξ;｀:テ

「獅
1 褐灰色土 (10YR4 1)粘  締まり有 黄褐色

粘土ブロック・酸化鉄
2 褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり有 酸化鉄

SPA SPA'

尾

y2645m

SP87 土層説明

1 褐灰色土
りやや有

(10YR4/1)粘 ,締 ま

少)焼土丼
炭化物粒 (lom大

SP92 Y 2鍮
騨
り朝跛

71)粘・締まり有

焼土粒 (1(1～
2Ш 大・少)・

粘土粒 (lm大
 少)黄褐色

ml大 ,少
)

一

SPA'

SPA_             SPA'

v2646m

SP89'90'91

SP95   J「 F>孝

塾
⊆動

SPA'

SP94

SPA            SPA'
｀一_■十~~264 Sm

4         , ピひ撃

ヽ
Ｏ

ｒ
Ｌ
∽

SP91

／

塑

98 土層説�

著駐5ti9亀

灰占景綜 i;|:1少 )翔靴

3れをとオ1構折|と!辞ξ据 9 :斃 圭 1挑羽肝!韓 :縦 糖 霰紀象
粘土績 醐

ヤ
SP103 土層説明

淋絡糖輸絆鉄;写ξ:子歎絡;奪鞠 そ士摯子とと子(卵
SP104・ 105

4/

第 70図 1次 SP85～ 92・ 94～ 105。 107

SP85 土層説明

1 褐灰色土 (lllYR4/1)粘  締まりやや有 炭化物粒 (少).酸化鉄
2 褐灰色土 (lαrR4/1)粘 .締 まり有 酸化鉄
3 灰色土 (N41)  粘 締まり有 酸化鉄

SP88 土層説明

l 褐灰色土 (1ばrR71)粘  締まりやや有 炭化物粒 (l nd大
,少 ).酸   Ⅱ 水田床土 (酸イヒ鉄斑顕著)

化銭                       Ⅱ 褐灰色砂質土 (10YR4/1)

2 褐灰色土 (1びrR4 1)粘 ,締まりやや有 酸化鉄             Ⅳ 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4 2)

3 褐灰色土 (1び rRγ l)粘 ,締 まり有 炭化物粒 (少)酸化鉄        l 褐灰色砂質土 (10YR4/1)

4 褐灰色土 (1びrRVl)炭 イと物粒 (少)酸化鉄
SP89 土層説明
1 褐灰色土 (10YR4 1)粘・締まり有 黄褐色粘土粒 (少),酸化鉄

SP90 土層説明

a 褐灰色土 (10YR4/1)粘・締まり有 酸化鉄 (やや多)

b 黒褐色土 (10YR3/1)粘  締まりやや有 駿化鉄 (少)

SP91 土層説明

① 褐灰色主 (10YR4/1)粘 .締 まりやや有 黄褐色粘土粒 (少 )・ 酸イし鉄

已旦△           SPA'
2645m

ーSP94 土層説明

SP92 土層説明                   1 黄灰色± 95Y4/1)粘 ,締 まり有 灰色粘土ブロッ

1 10YR4/1(褐灰色土)粘 締まりやや有 (やや砂質)酸化鉄混入     ク(5回大。やや少)・ 酸化鉄

残ξ SP96 土層説明

1 褐灰色土 (10YR4/1)粘 締まりやや有 黄褐色粘土ブロック・酸化

鉄

2 黄灰色土 (25h41)粘  締まり弱 炭化物粒 (少)

SP97 a '97b  土層説明
a(ど )褐灰色土 (1伊rR71)粘 締まり強 酸化鉄 (多 )

b(げ)褐灰色土 (10YR4/1)粘 .締 まり強 酸化鉄 (やや多)

SP104・ 105 土層説明
I 表土

砂粒 (多 )・ 灰色粘土小ブロック

酸化鉄斑

粘,締 まりやや有 黄掲色粘主ブ
ロック 灰色粘土プロック

2 灰黄褐色シルト質細砂 (10YR4 2)粘 .締 まりやや有 酸化鉄
3 暗灰黄色シルト質組砂 (25Y42)粘・締まりやや有 黄褐色粘土粒
a 灰黄色砂質土(lllYR,9    粘,締 まりやや有 黄褐色粘土ブ

ロック

b 暗灰黄色シルト質Paf砂 (25Y421 粘 締まりやや有

灰色粘土ブロック・酸化鉄

0      (1:30)     lm
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刊次鉄塔No 3地 区

SP1 09・ 110

SD12

SD12・ 14

SP109 土層説明

1 暗灰黄色シルト質細砂 (25Y5/2)粘 ・締まりやや有・

酸化鉄斑 黄褐色粘土ブロック

2 黄褐色シルト質細砂 (10YR5/6)粘 ・締まりやや有・

酸化鉄斑

3 オリーブ褐色シル ト質細砂 (25Y4/3)粘 ・締まりや

や有・酸化鉄斑

SPl10 土層説明

a 黄灰色シル ト質細砂 (25Y4/1)粘 ・締まりやや有・

酸化鉄斑・黄褐色粘土ブロック

b 暗反黄シル ト質細砂 (25Y5/2)粘 ・締まりやや有・

酸化鉄斑

SPlll

Y
SPA

1 オリーブ褐色シルト質細砂 (25Y4/3)粘 ・締
まりやや有 酸化鉄斑

2 暗灰黄色シルト質細砂 (25Y72)粘・締まり
やや有 酸化鉄斑

3 オリーブ褐色シル ト質細砂 (25Y4/4)粘 ・締
まりやや有 酸化鉄斑・灰色粘土プロック

0      (1:30)     lm

≡々
０

，
Ｏ
劇

・＜
工
∽

由

Υ
SD12

EPC  、                     EPC'
輛

EPB                   EPB'
2646m

SD12・ 14 上層説明

I 表土

Ⅱ 水 田床土

Ⅲ 褐灰色砂質上 (10YR4/1)   砂粒 (多 )・ 灰色粘土小ブロック

Ⅳ 灰黄褐色砂質粘土 (10Y“ /1) 酸化鉄斑

1 灰責褐色砂質粘土 (10YR5/2) 粘・締まりやや有 砂粒 (多 )・ 灰色粘上小ブロック

2 褐灰色砂質粘土 (10YR5/1)  粘・締まりやや有 酸化鉄斑顕者

① にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)粘 ・締まりやや有 砂粒 (多 )・ 炭化物粒 (少 )

② 灰黄褐色砂質粘土 (10YR4/2) 粘・締まりやや有 黒色砂質土混入、灰黄色粘土プロック、炭化物粒

0      (1:60)     2m

第 71図  1次 SD12・ 14、 SP109～ 111
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1.次鉄埓聰 4地区
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弱
ｒ
　

，
　
・３
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う
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方マド土層説明
―

棘 色■ ('YR4/1D 鶏 .締
=け

数■雌 プロvタ
餘遷肝や能多)

濶尿色■ (SYR4/1D 活■驚
=チ

強 |―雄エデロゥタ
(メ辺壁■多)

舅秀褐色上 (5YR5/6J焼 工層 (獲化層)・ 蜂主化し
た璧面が崩諮■始積か ,

調顔れといYR4/1J勢
占守夢持驚章要す

粒~hEL

鰈雛綴賜伊解瀧謝畿犠挽―徹ゃ
床螂をシハ離里辮鶏籟逮艇翼すり激

jカ

第 72図 1攻 S85(1)
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1次鉄塔No 4地 区

SB5
メ
熊
＋

川

半

o           (1 :60)          2n
I

刀

キ

Ｈ

割

猟

SB6 カマ ド
卦

o      (1130)     lm

Ｂ６

‐

２

３

４

８７

‐

Ⅱ

Ⅱ

‐

２

ａ

ｂ

ｃ

∞
α
∽

SB6 土層説明
I 表土 0      (1:60)     2m
Ⅱ 灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘弱,締まり有
Ⅱ にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)粘 .締まり弱

::藍::i紹|‡:綾 :83急鋲珠露
カマド土層説明

明褐灰色土 (75YⅣ/2)   粘 締まりやや弱 焼土プロック (2～ 3 cm大 '多 )

灰黄褐色シルト(10YR4氾 ) 粘・綺まり有 焼土ブロック (l cII大
。やや少)・ 焼土化したカマド壁面崩落雄積

にぶい黄橙色ンルト(10YR6/3)粘・締まり有 浅黄色土粒 黄橙色粘土プロック混入 カマド袖構築土か

灰黄褐色シルト(10Y馳/2) 粘・締まり有 黄橙色粘土粒 (少 )

土層説明

表土

灰黄褐色土 (10YR72)   粘弱 締まり有

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)粘・締まり弱

灰黄褐色土 (10Y馳/2)   粘弱 締まり有

褐灰色粘質土 (1ぼどRνl)  粘・締まり強

黒褐色土 (10YR3氾 ) 粘弱 締まり有 焼土プロック (1～ 2 cll大  やや多)

黒褐色土 (10YRVl)     粘弱・締まり有 焼土粒・炭化物粒 (やや多)

灰黄褐色土 (10YR4混 )   粘弱 締まり有 黄褐色粘土ブロック (やや多)・ カマド構築上の崩落

第 73図 1次 SB5(2)・ 6・ 7
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SP62

t次鉄塔血 4地区

SP62・ 106
くヽ
住
Ш

SPA'

暗褐色砂質土 (10YR3/3)粘弱・締まり有 責褐色粘土小プロック (やや少)

掲色砂質土 (10YR4/6)粘 弱・締まり有 責褐色粘土小プロック (やや多)・

灰色粘土小プロック (やや少)

ト

SP81 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)粘 弱・締まり有

粘土ブロック (やや多)

2 黒褐色砂質上 (10YR3/2)粘 弱・締まり有
粘土小プロック (やや少)

Ａ

半

黄褐色

黄褐色

Ｐ６

１

２

SP93

SPA        SPA'
2655m

b
SP93 土層説明
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)粘 弱・締まり

有・焼土泣 (少 )・ 黄褐色粘土粒 (少 )

④

０８

　

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｓＰ‐

１

＋

ｓＰＡ
一

SPA

SP82 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)粘 弱・

締まり有・黄褐色粘土粒 (少 )・ え化物
粒 (少 )

SPl12
ｇ
寸
６
０
ミ
一

くヽ
Ｌ
∽

一

SPl12 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)

SP1 08 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)粘 弱・

締まり有

粘やや有・締まり有 責褐色粘土プロック (やや少)・

焼土小ブロック (少 )・ 炭化物粒 (少 )

粘やや有・締まり有 黄褐色粘土小ブロック (やや多)

粘やや有・締まり有 責褐色粘土小プロック (やや多)

”
生
＋

艶

第 74図 1次 SP62・ 81・ 82・ 93・ 106・

0           (1 130)          lm

108・ 112
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1次鉄塔No 4地 区

磁

SP8

にぶい黄褐色砂質土

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

明褐色砂質上 (25Yγ 2)

粘弱・締まり有 責4B色粘土粒

(少 )・ 仄色粘土粒 (少 )

粘弱・締まり有 責褐色粘土粒

SD7

第 75図  1,欠 SD4・ 7

∬一２６５

飾翻一２６５

土

表土

Ｄ４

Ｉ

Ｉ

ｌ

　

２

　

３

　

４

(少 )

黒褐色シルト質土 (10YR2/3)粘・締まり有 黄褐色粘土粒 (少 )。

明褐色砂質土 (25Y6/2)

灰色粘土プロック (少 )

粘弱・締まり有 責褐色粘土粒
～黄褐色粘土小プロック (少 )・

酸化鉄斑
5 黒褐色シルト質土 (10YR2/2)粘・締まり有 責褐色粘土粒 (少 )・

灰色粘土ブロック (少 )

粘弱・締まり有 灰色粘土小プ
ロック (少 )・ 酸化鉄斑

6 明褐色砂質土 (10YR3/4)
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1次鉄塔No 5地 区

SD 8
Ｅ
Ｏ
峻
Ｎ
」

・∞
住
∽

Ｄ８

１

２

３

Ｓ

※○印は小杭跡

lsPA'

土層説明

黒褐色シルト (10YR3/1)粘 やや弱・締まり有 黄4B色粘土粒・黄褐色粘土小ブロック (やや多)

褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘 弱・締まり有 責褐色粘土小ブロック (多 )

黒褐色砂質土 (10YR3/1)粘 弱・締まり有 黄褐色粘土粒 (少 )・ 灰色粘土小ブロック

ピ靭

EPA                                            EPA'
2653与

SD 9

SD9 上層説明

1 褐灰色砂質層 (10YR5/1)粗 砂

SD10 土層説明

1 にぶい責橙色砂質土 (10YR6/3)粘・締まりやや有 責褐色粘土粒 (やや少)。

[粗砂]

2 褐灰色シルト (10YR4/1)粘・締まりやや有 酸化鉄斑・ [極細砂]

3 褐灰色砂質土 (10YR5/1)粘・締まり弱 〔粗砂]

4 褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘・締まり弱 小礫 (5 aul大 。やや少)[極細砂]

5 褐灰色砂質土 (10YR5/1)粘・締まりやや弱 [粗砂]黒褐色土層が筋状に増積

6 褐灰色砂質土 (10YR5/1)粘・締まりやや弱 [粗砂]黒褐色土層・酸化銀層が

うすく筋状に堆積

7 褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘・締まりやや弱 酸化鉄斑 E粗砂]

8 褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘・締まりやや弱 灰色粘土プロック (大型)・ 酸化

鉄斑 [粗砂]

9 褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘 ・締まりやや弱 [粗砂]黒褐色土層筋状に堆積・

酸化鉄斑

第 76図 1次 SD8～ 10
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1次外周道路地区

∈
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勘

5 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

6 黒褐色粘質土 (10YRン 1)

SB8 焼土 ピッ ト

∽
「
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐｈ区哩

甘
羽
器
∪
―

1 暗掲色粘質土 (10YR3/3) 粘弱・締まり強 砂粒混入,炭化物粒

焼土ブロック(5mm大 .多
)

2 褐灰色粘質土 (101R4/1) 粘弱.締 まり強 砂粒混入,灰黄掲色粘

土小ブロック.炭化物粒,焼土粒
2m3 

黒褐色鶏質土 (10YR3/1) 粘弱 締まり強 砂粒混入 灰黄褐色油

土小プロック・炭化物粒,焼土粒

4 灰黄褐色粘質土 (1げ隠ウリ 粘弱 締まり強 砂泣混入・灰黄褐色粘

土小ブロック・炭化物粒・焼土粒

粘弱 締まり強 砂粒 (多 )

雄弱・締まり強 灰責褐色粘土小ブロッ

ク 炭化物粒

ふ

SPD

(1 :30) Im

|

SB8 焼土ピット土層説明

a 黒褐色砂質土 (5 YR3/1) 粘・締まりやや有 黄褐色粘

土プロック (多 ),焼土粒

b 黒褐色砂質土 (5Y岡71) 粘・締まりやや有 黄褐色粘

土粒・炭化物粒・焼土粒

c 褐灰色砂質土 (5 YR4/1) 粘 締まりやや有 焼土小ブ

ロック・炭化物粒 (多 )

d 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)粘 締まりやや有 黄褐色土

小プロック,炭化物粒 焼土

粒0      (1:60)     2m
第 77図 1次 SB8

-171-



1次外周道路地区

SA2

ｍ
コ
＞

∽

「

ユ
ユ
∞ ∞

劇

ｒ
∝
∽

ｍ

鋳:78:コ  1,欠 SA2、  SPl18・ 119。 122・ 123・ 128・ 130。 131 。133・ 134・ 136・ 144

ヾ
Ｏ

ｒ
Ｌ
∽

ヾ
寸

｝
∝
の
　
　

。
Ｌ
Ш

聖

EPB

SPl18 土層説明

1 黒色土 (10YR2/1)

SPl19 土層説明

粘・締まり強

1 黒色土 (10YR1/2)粘 ・締まり強

2 黒色土 (10YR1/2)粘・締まり強

3 黒掲色土 (10YR1/3)粘 ・締まり強

SP122 土層説明
1 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強

2 褐灰色土 (10YR5/4)粘 ・締まり強
3 黒色土 (10YR2/1)粘・締まり強

SP123 土層説明

1 黒褐色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強

SP128 土層説明

1 黒色土 (10YR2/1)粘・締まり強

SP131 土層説明

1 褐灰色土 (10YR5/1)粘 ・締まり強
2 黒色土 (10YR2/1)粘・締まり強

SP133 土層説明
1 黒掲色上 (10YR3/1)粘 ・締まり強

2 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり強

SP136

SP134 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強
2 灰褐色土プロック

SP136 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強
2 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強
3 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強
4 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強

SP144 土層説明
l 黒褐色土 (10YR4/1)粘・締まり強
2 黒褐色土 (10YM/1)粘・締まり強
3 黄褐色土プロック

※番号のみは SPNoを示す

EPB'

黄褐色上粒

褐灰色土プロック

褐灰色土ブロック (大型),褐色土粒

責褐色プロック (多 )

灰色砂質土・褐灰色土粒

灰褐色土プロック (l cm大 )

灰褐色土プロック (少 )

0      (1:60)     2m

♪ 〇

SP123
2642m

ローム粒・酸化鉄粒 (少 )

灰色砂質土プロック・酸化鉄

黄褐色粘質土粒 (少 )

灰色砂質上粒

灰色砂質上プロック

灰色砂質土プロック

灰色砂質土粒 責褐色粘質上粒

褐灰色土プロック (l cm大 ・少)

灰色粘土プロック (l cm大 ・少)

褐灰色土プロック (少)

褐灰色土プロック (l cal大・少)。 焼土粒 (少 )

灰褐色土粒 (5 nal大 ・少)

赤褐色土粒
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1次外周道路地区

SA3

餓
簡

0      (1:60)

SPA     SP120     聖 '

2642m
EPD      SP139

SP142 土層説明

1 褐灰色土 (10YR4/1)粘・締まり強 赤褐色土粒 (3 ndl大・

少)・ 灰褐色土粒 (少 )

2 褐灰色土 (10YR4/1)粘 ・締まり強 灰褐色土プロック・

灰色土ブロック

3 褐灰色土 (10YR4/1)粘・締まり強 赤褐色土粒 (14m大・

少)

4 褐灰色土 (10YR4/1)粘 ・締まり強 赤褐色土粒 (1～

3 ndl大・少)・ 焼土粒

5 褐灰色土 (10YR5/1)粘・締まり強 赤褐色土粒 (3m大 ,

少)

SP120 土層説明
1 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強 黄褐色粘土粒 (少 )・ 酸化鉄・灰

色砂質ブロック (やや大型)

(望

iそ

 〔 :::】  】  ) ) (望 ね
,

※番号のみは SPNoを 示す

SP135

SP1 47

SP135 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強 灰色粘土プロック

sPB     SP142     sPB'
2642m

SP127    SPC'
2642m

0            (1 :30)          lm

SP127 土層説明

l 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強 灰色粘土粒 (5 ntal大・少)

2 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強 灰色粘土小プロック (少 )

弄:79[瓢  1,欠 SA3、 SP120。 125。 127・ 135・ 139・ 142・ 147

EPB
羅 m

SP125

SP125 土層説明

2m l 黒色土 (10Y毘/1)粘・締まり酸 灰色粘土プロック

― - 2 

黒色土 (10YR2/1)粘・締まり強 灰色粘土粒 (1回

大・少)・ 焼土粒 (少 )

3 黒褐色土(10YR3/1〉 粘・締まり強 灰色粘土プロック・
焼土粒・黒色土粒

EPD'
2642m

SPC

SP128

- 173-



F

鋪 、、戸
.

EPA                                                                          EPA'
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＼_/″
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//″…………………………………ヽ、、し/…
…… 2641m

O           (1 :60)         2m

SP121

SPA'
2641m

SP1 21 土層説明
1 褐仄色土 (10YR5/1)粘 ・締まりやや有 灰色砂質土

2 黒色土 住llYR2/1) 粘 締まり強 黒色粘土・酸化鉄

SPl16 土層説明
1 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強 黄褐色粘土粒 (少 )

2 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強 灰色砂質土プロック

SPA'
2641m

SPl17 土層説明

1 黒色土 (lⅣR2/1) 粘・締まり強 黄褐色粘土粒 (少 )

2 褐灰色土 (10YR5/1)粘 ・締まりやや少 灰色砂質土混入

3 黒色土 (10Y肥/1) 粘 締まり強 黄褐色粘土粒 (少 )

SP124

SPl16
SPA'
2641m

年

SPl13 土層説明
1 黒色土 (1併R2/1)粘・締まり強 灰色粘土小プロッ

ク (少 )・ 炭化物粒 (少 )

2 黒褐色土 (10YR3/1)粘 '締まり強 灰色粘上プロッ

ク (大型)

SP126

年
Ｅ湘筆中い「に卜出四田酬日］田日聰ｒｆ日抑中中ヽ
い団Ｗビｆ‐‐Ｔ団ω

SP126 土層説明                  sP129 土層説明
1 黒色土 (1偶駅〃1) 粘,締 まり強 灰色粘土粒 (5硼大,   1 loⅥ餞/1(黒 色土)粘・締まり強 黄褐色土粒・灰掲色土ブロック (少 )

少)焼土粒 (少)            2 灰褐色上プロック
2 黒褐色土 (10Ⅵ認/1)粘  締まり強 灰色粘土粒 (5tal～ 1

cm大・やや多),酸化鉄 (少 )

SPl15
SPl14

SPA SPA'
2641m

SPl15 土層説明

1 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締ま

り強・黄掲色粘土ブロック

SPl14 土層説明

l 黒色土 (10YR2/1)粘・締まり強・

黄褐色粘土小プロック (やや多)・

酸化鉄

2 黒色土 (10YR2/D粘 ,締 まり強・

黄褐色粘土粒 (少 )

第 80図  1次 SFl、 SPl13～ 117・ 121。 124・ 126。 129

- 174-

0      (1,30)     lm

SPA

SPA'

サ

お 判 m

SP124 土層説明

l 黒色土 (10YRク 1)粘・締まり強

灰色土粒 (21m大・少)黒色土粒 (2

dm大・少)

2 黒色土 (10YR2/1)粘 ・締まり強

灰色土粒(2m大 ,多 )黒色土粒 (2

回大・少)

3 黒褐色土 (10YR3/1)粘  締まり

強 灰色砂質土混入



1次外周道 路地 区

SP132            ξ

SP132 土層説明
l 黒褐色土 (10YR3/1)粘  締まり強・暗赤

褐色土粒・灰色粘土プロック
2 黒褐色土 (10YR2/1)粘 .締 まり強・灰色

粘土ブロック (大型)

SPA'

SP137 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 締まり強・

灰褐色土プロック (多 )

SP143

EPA                     EPA'

ＳＰ‐３８

　

　

　

　

　

目

1      盛土       |
SPAI                 ISPA'

劉 m

SP145 土層説明
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SP143 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)粘  締ま

りやや有 褐灰色粘土粒 (やや少)

SSP146 1=層 説明

Ｅ

一
寸
Ｏ
Ｎ

SPA'

SP141 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘  締まり強 灰褐色

粘土プロック・酸化鉄粒

2 黒褐色土 (10YR3/つ 粘・締まり強 灰褐色

粘土ブロック(5m大・やや多),酸化鉄プロッ

ク (少 )

(やや少)

SPA'鶴 |

SP148 土層説明

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)  粘やや有・締まり有
黄褐色土粒 (やや少)

2 灰黄褐色粘質土 (lⅣR4//21  粘やや有・締まり有
黄褐色土粒 (やや多)

3 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)  粘やや有・締まり有
黄褐色土粒 (多 )

4 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)粘 やや有・締まり有
黄褐色土粒 (少 )

5 褐灰色粘質土 (10YRrD/1)   粘やや有・締まり有
黄褐色土粒

6 褐灰色粘質土 (101R6/1)   粘やや有・締まり有

SPA'7に
ぶい黄褐trt質土 QⅣR関)機 締ヽまり有

黄褐色土粒
8 にぶい黄褐色土 (10YRγ 3)  粘やや有・締まり有

(壁崩落土かP)

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり強 灰褐色粘土ブロック

2 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり強 灰褐色粘土ブロック

SP151

SPA SPA'
_2642m

SP145

SPA                                            SPA'
2642m

SP150 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり有 黄褐色土粒 (少 )

雰381:劉  1シ欠SP132・ 137・ 138。 140・ 141 ・143・ 145。 146。 148-151

SPA                                 SPA'
2642m

SP149 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり有 黄褐色土粒 (少 )

SP1 51 土層説明

1 にぶい黄褐色土 (10YRy3)粘 '締 まり右

灰黄褐色土粒 (少)炭化物粒・焼土粒 (少 )

0      (1:30)     lm

1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まり

強 黄褐色土ブロック (大型),赤

褐色土地 (1～ 2mmA・ 少)

存

SP150

-175-



1次外周道路地区

SP152

謝
SP152 土層説明

1 褐灰色土 (10呼R4/1)粘・締まり強 黒色

土プロック (少)焼土・炭化物粒 (少 )

SPA            sPA'

v2642m

SP159 土層説明

・＜
α
∽

ｈ

愕

隠

Ⅳ

SP154

【

S8稲
髯Rttγ。粘・副

締まり強 酸化鉄 炭化物  sPl
粒 (2～剛大・少)焼土粒   1
(1～ 2mm大・少)

2

＜
住
∽

SP153 土層説

l 灰黄褐色土 (10Y馳/2)粘 ,ITま り強 酸化鉄
2 黒褐色土 (10YR3/1)粘・締まり強 炭化物粒 (3111大・少)焼

EPA'
2641m

SP157 土層説明

l 暗褐色土 (10YR3/1)粘 弱・締まり強

黄褐色土ブロック (l cI大
,やや少)

SP1 58

SPA              SPA'

ャ

2642m

SP158 土層説明

と にぶい黄褐色土 (10YR5/3)粘 .締 まりや

や有 黄褐色土粒 (少 )

少)自色粒子5́mm大・!          

。

土粒 (3^

SP157

続|イ

⑥
議|

l 黒褐色土 (10Y鮒/1)粘・締まり強 炭イヒ物粒 (4mm～ l cm大 ,少 )焼土粒 (3～ 6mmA'少 )

ｋ
側
日
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Ｋ
‐―
＝
口
Ｈ
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Ｎ
ＩＩＩ
悧
ν
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≡
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く
Ｌ
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増

SP159

さ①堅

l 黒褐色砂質土(10YR3/1)粘 弱  1 黒褐色砂質土(10YR3/1)粘 弱・  1 黒褐色砂質土(10YR3/1)粘 弱・

締まり有 黄褐色土粒 (少)    締まり有 黄褐色土粒 (少)    締まり有 黄褐色土粒 (少 )

SP161
SP160

SP160 土層説明     SP161 土層説明

SP162・ 163・ 164・ 165。 169 土層説明
1 黒禍色土 (10YR3/1)拙 ・締まり強 焼土粒 (2～ 311tt大

,やや少)・ 白色粒子
2 禍灰色土 (10YR4/1)粘 ・締まり強 黒色土粒 (3 mm大 `少 )

3 褐灰色土 (10Y馳/1)粘・締まり強 焼土粒・黒色土辻 (2～ 3mm大 少)白色粒子
4 褐灰色土 (10YMA)粘・締まり強 焼土粒 (3～ 4画大・やや少)黄褐色土粒
5 褐灰色土 (10Y馳/1)粘 締まり強 酸化鉄

6 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締まりやや有 炭化物粒 (少 )黄褐色土プロック (少 )

第 82図 1次 SP152～ 165。 169

SPB                     sPB'知
4D

SPC                     SPc'
2641m

0

獅

(1 :30)         lm

ゝ
Ｈ

日

日

側

Ｈ

Ｅ
Ｏ
ヾ
Ｏ
Ｎ

・＜
住
∽

ヽ

ガ

SP156
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1次外周道路地区

SP166    
＼

翌⑩ 堅
SPA               SPA'

2641m

ー
SP166 土層説明
l 褐灰色土 (10YR4/1)粘 ・

締 まり強 灰褐色土粒・

酸化鉄

SPA'
_2641m

SP167 土層説明
1 褐灰色砂質土 (10YR4/1)粘 ・締まり

有 灰褐色土粒・酸化鉄
2 黒褐色砂質土 (10YR3/1)粘 ・締まり

有 灰褐色土粒 (少 )。 酸化鉄
3 黒褐色粘質土 (10YR3/1)粘 ・締まり

有 灰褐色土粒 (少 )

SP168

SPA

SPA              SPA'

▼

2642m

SP168 土層説明

1 黒褐色砂 質土 (10YR3/1)粘 弱・

締まり有 責褐色土粒

U
SP170 土層説明
1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 ・締ま

り有 黄褐色土ブロック・白色
粒・酸化鉄

ＰＳ

　

・刀

年
十

く
Ｌ
∽

SP172 土層説明

1 責仄色土 (25Y4/1)粘有・締まり弱 茶褐色と小ブロック (多 )

SP173 土層説明

1 責褐色土 (25Y5/3)粘有・締まり弱 茶褐色土小プロック

0           (1 :30)          lm

SP174 土層説明

1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘 ・締まり強 黄褐色土ブロック (多 )

(多 )

く
Ｌ
∽

SP171                              E

誘|

義|         _

・＜
ａ
∽

く
α
∽

SP1 71 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)黄褐色粘土プロック
2 黒褐色砂質土 (10YR1/3)   責褐色土粒・焼土地
3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)   黄褐色土粒

2 黒褐色土 (10YR3/1)

3 黒褐色土 (10YR3/1)

次 SP166～ 168・ 170～ 174

-177-

粘・締まり強 責褐色土プロック・

炭化物粒 (5 nlE大 ,少)焼土粒 (5al大・やや多)

粘・締まり強 炭化物粒 (5al大 す少)

焼土粒 (5 all大 ・やや多)責褐色土ブロック

(大型)

〆

第 33図 1
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SPA              sPA'

電
翠 デ

264‐3m

SD16 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)

2 褐灰色砂層 (10YR4/1)

3 黒褐色粘質土 (10YR3/1)

褐灰色砂質土 (10YR4/1)

褐灰色砂質土 (10YR5/1)

灰黄褐色砂質土 (10YR5/2)

黒褐色粘質土 (10YR3/1)

褐灰色砂質土 (10YR5/1)

褐灰色土砂質土 (10YR5/1)

黒褐色砂層 (10YR3/1)

褐灰色砂質土 (10YR5/1)

褐灰色砂質土 (10YR4/1)

４

５

６

７

８

９

Ю

ｌｌ

ｌ２

粘・締まり強 白色粒子 (多 )焼 土粒・炭化物粒 (1
～ 2 dul大 ・やや多)・ 酸化鉄粒

白色粒子・酸化鉄

粘・締まりやや強 (やや砂質)・ 白色粒子 (多 )・ 焼土粒・

炭化粒 (やや多)

粘・締まり有 砂粒 (411～ やや粗)主体

粘・締まりやや有 砂粒 (細～やや細)主体

粘・締まりやや有 砂粒 (やや細～やや粗)

粘・締まり強 白色粒子 (多 ).焼土粒・炭化物粒 (やや多)

粘・締まり有 砂粒 (細～やや粗・やや多)

粘・締まりやや有 砂粒 (やや細～粗 ,多
)

砂粒 (大粒・粗)主体

粘・締まり有 砂粒 (細・多)

粘・締まりやや弱

SD15 土層説明

l 暗褐色土 (10YR3/3)粘 ・締まり強 砂粒 (少)白色粒子 (05 dul大

2 暗褐色土 (10YR3/4)粘 有・締まりやや有 酸化鉄 (多 )

3 褐灰色土 (10YR5/1)粘 有・締まり弱 砂粒 (多 )

4 褐灰色土 (10YR5/1)粘 有・締まり弱 砂粒 (多 )・ やや粘質土

・少 )

SD16
Ｅ
劇
や
Ｏ
Ｎ
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Ш

・く
Ｌ
Ш

ｇ
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ヾ
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ミ
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住
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サブトレ        p

0  (1:80) 2m

第 34図 1次 SD15。 16
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1次外周道路地区

SD17・ 29,31

サブトレンチ

SD29

SPA           sPA'
2643m

V

EPA                       EPA'
2643m

SD29 土層説明
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 層
2 灰黄褐色粘質土 (10YM/2) 砂混じる

SD31 土層説明

① 暗褐色粘質土 (10YR3/3)  砂混じる
② 灰責褐色粘質土 (10YR4/2) 砂混じる

SD17 土層説明

1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂層
2 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)砂層
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる
4 黒褐色粘質上 (10YR3/1)砂混じる
5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる
6 黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂混じる。褐灰

色粘土プロック
7 褐色粘質土 (10YR4/4) 砂混じる (少 )

8 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黒 褐色粘土ブ
ロック

9 掲灰色粘質土 (10YR4/1)砂混じる (少 )

10 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)砂 混じる
11掲色砂質土 (10YR4/4) 暗褐色粘土プ

ロック (多 )

0        (1 :40)      lm

′ SD29

形/′′

SD17・ 31

sPB SD17・ 31

SD17

EP8 SD17

件

芽;85彊コ 1,欠 SD17・ 29。 31

地.  
鴬

サブトレンチ

SD17・ 31
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哄
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サ
ブ
ト
レ
ン
チ

年
SD48・ 20・ 27・ 2蜘O

SD18'20・ 27・ 28・ 30 ユニ層司伊IB

SD18・ 20。 27・ 28・ 30 土層説明

I 耕作土
Ⅱ 暗褐色粘質土

: 爵箋森豫蒙孤瑠守2)籍翠鞠ζ写客
醐ヒ鉄

EPC                                                     am

第 86図 1次 SD18(1)。 20(1)・ 27(1)・ 28(1)。 30(1)
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1次外周道路地区

SD18・ 20・ 27・ 28,30

ー

SD18‐5

セ2▽

＼=隼

▽
SD18,11

―

SD18‐36

0    (1:80)   2m

静ヽ
SD30-4

側
SD302

】ゝ鰈―F
SD30¬

一　

８
．

４
Ｘ
ｓＤ‐

¢
貶
勒

怨
｀

SD18‐50

韓＼
SD30‐6

SD18遺物出土状況微細図

。27(2)。 23(2)・ 30(2)

-183-

0          (1 :30)         lm

(遺物は縮尺不同)

ヘ
SD18‐20

SD18‐44

第 87図  1次 SD18(2)・ 20(2)
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1蒻〔SD22・ 23・ 24

SD22

SD22
SD23

SPA

ヤ
SD23土層説明
1 黒褐色土 (75YR2/2)粘 ・締まり強

鮒一２６４

酸化鉄粒

0        (1 :80)      2m

SD22 土層説明
I 責褐色砂質土 (10YR5/3)
Ⅱ 黄褐色砂質土 (10YR4/3)
1 褐灰色砂質土 (10YR4/1) 粘・締まりやや有 酸化鉄
2 褐灰色シルト質 (10YR4/1)粘 弱・締まり有 酸化鉄

3 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)粘 弱・締まりやや有 粗砂
4 暗緑灰色粘土層 (10GR4/1)粘 ・締まり強

5 暗緑灰色砂層 (a5GY4/1)粘 弱・締まり有 細砂
6 黒褐色砂層 05Y3/1)  粘弱・締まり有 礫 (川原石)

EPA EPA'

EPB           EPB'
2642m

ヤ

O           (1 :30)          lm
|

SD24

SPA SPA
2642m

SD24土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)粘・締まり強 責褐色土粒 (少 )

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)粘・締まり強 責褐色土壮 (少 )

EPA                   里 '

2642m

o           (1 :60)          2m

2～ 20 cm大

第 89図 1次 SD22～ 24
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1次南進入路地区

SP175。 246・ 247

∈
０
０
０
Ｎ

・＜
∝
Ш

SPA'

堅Ъttm

ＳＰК」手、勁

177・ 178

SPA'

SPA  SP177         sPA'
2637m

)    粘 締まり強 灰白色土ブロック(5皿大 少)炭化物粒 (徴
,少

)・ 焼土粒 (徴 少)白色粒子
ク
説明
YR6/1)粘 .締まり強 黄褐色土プロック(2～ 3mm大 .や や少)炭イと物粒 (1～ 2mm大 少).白色粒子
YR4/1)粘 ,締 まり強 黄褐色土ブロック(2～ 3mm大 やや少)炭化物粒(1～ 2 mm大 少).灰色粘土ブロック(2cm大

,少
)

1   粘,締 まり強 灰色粘土ブロック(大型)黄褐色土ブロック(1～ 2cm大 ,少
)

説明
10YR4氾)粘 締まり強 炭化物粒 (2～ 3mm大 .や や少)・ 焼土地 (2Ш大・少)黒色土粒 (2 mm大 少)

SD175 土目説明
灰黄禍色土(10YRV2)粘 .締まり強 炭化物粒 (2～ 3mII大 やや少).焼土地 (2mm大  少)黒色土粒 (2硼大.少

)

褐灰色土(10YR4 1)粘 締まり強 炭化物粒 (2～ 5m大 やや多)焼土地 (3～ 5m大 'やや少)黄褐色土ブロック(大型少)

灰黄褐色土(10YR5/2)粘 ,締まり強 炭化物粒 (少)責褐色土ブロック(やや大型)灰白色土プロック(少 )

4フ≦ ;を:::Iイ:…

9‡

1矮婚qξ怠:鶏糊 臓ftili!il憲 |;,鑓急学予

再声
獅mi霜

:弼4観解鶏臨猛瑚賤総」ぅiξ瓶

2 灰色土(N4)粘 .締 まり散 炭化物粒(2mm大 少)境土粒(2～ 3mm大 少)黄褐色土アロック(や や多)

理茄 翌望と―
(,I三豆こラ声→晏ら獅1括

庚雹皇★1鰐ρ権,糾欝辮(角韻i卑易争協銚 Y陥鰯咄凱 舛迎功
8 灰黄褐色土(10YR72)粘 締まり強 炭化物粒 (少).黄褐色土ブロック(やや大型),灰 白色土ブロック(少)

SP180・ ?38'239        s占
1要努

色土tⅣR4ゆ 粘,締 まり有 財働粒砂)黄為色土ブロック砂)砂粒混入
土層説明

辱壕 ギ ふ  酔 即 IⅧ 阻 絡解 綴 名ク

〔
Sk  t飴

芹大 くヽば キ雛鶏1静経捲.3擁盈本ォμ禅仕学擬♪玉⑥堅 塑＼択卸ノF'1盈乱鶴4絲鰐1柵与弊弯!r
馬〃
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W歌色:紬)蹴蜘,4壁 簑 ェ ァ

選 7m撃
;謎鶏 )絲蹴 熾鰍 ‖輔 鰯キ絲騒 :口

"
触 物粒 Jtttt     SP238   

堅
sP239  sPc,2褐 灰色土t阿剛 )12Ш

大.や切2 褐灰色土(10YR4/1)粘・締まり強・  劇■≧       SPB'

3謎
与爺鞠

爛 帥  ヽ 互「

蜘 m 
氏 置 ラ

が
3飾

     昨 _4上 _�

世
ィ ー 井 理 7m   お う

片
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~~   SPttP色
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色粒子
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併S90[瓢  1,欠 SP175-呵 82。 238・ 239。 246。 247
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ざ
・227・ 228

ピ柳盟
SP絶クランぅこゾ翼 7m

SP184 土層説明

1 褐灰色土 (10YR4/1)粘 性・締まり強 炭化物粒
焼土粒 黄褐色土ブロック (や や少)

SPA'

SPA

SP185・ 186 土層説明

Ｐ‐３７
③

て

ｓＰＡ・

彎

1縫鰍淳鞠饉耕騒赫脇脇)

SPA'
2638m

1 褐灰ti(10YR6/1)粘 締まり強 炭化物産,焼土粒 責禍色土ブロック
2黒髄土住ド�D粘 締まり強炭化物粒(2～ 3m大 ,やや多)焼土匙(2血大.狸

ときゃ色土
プロック sP187 土層説明

SP188・ 189。 190

嗽     OEj1 6∩

SPA'

SPA         SPA'

.y2638m

1 褐灰色土(10YR71)消
締まり有 炭化物辻 (1
Ш大少)費褐色土ブロッ
ク

SP227 土層説明

1籍脚浄籍捨魏幕妙朧綴荊聯勒
SP228 土層説明

O 褐灰色土(10YR5/1)粘
.締 まり強 炭化物粒 焼土粒(徴 少)酸化鉄.白色粒子

SP192出土状況①

SPA'

SP192出土状況③

ぺ

護 董 希

万

2698m

．引
　
　
　
　
導

＜ぁ

Ｐ‐

１

２

３

４

Ｐ‐

ａ

Ｐ‐

①

Ｐ‐

１

２

３

４

５

代

キ

鶴 ′

年世

粘 ITま り強 黄褐色土大プロック (多 )

粘・締まり強 黄褐色土大ブロック (多 )

患1奪ξl患
や
gttg:,:子

,1冷甘奪ヨ;密Ⅱガギ講笠ゼЧ解粒(少 )

轄1難 I強 祷梶協毒千:瑶話炎學卒毒例礎粒子醐嵌

SPA'
2638m

SPA'

SP192 土層説明

1 褐灰色土 (10YR5/1)粘 ・締まり有 炭化物粒 焼土粒 (3 mI大 やや多)白色粒子 (少 )

2 褐灰色土 (10YR5/1)粘  締まり有 黄褐色土,灰色土混入・炭化物粒 (少 )

3 褐灰色土 (10YR4/1)粘  締まり有 黄褐色土ブロック・炭化材 (ス ジ状)堆積

4 褐灰色土 (10YR6/1)粘 ,締 まり強 (粘質土)焼土粒 (3m大 。やや多)・ 月ヽ礫混じる

5 褐灰色土 (10YR5/1)粘 '締 まり弱 炭イヒ物 (布状).炭化材主体

6 褐灰色土 (10YR5/1)粘  締まり有 黄褐色土ブロック主体 月ヽ～中礫 (多 )

0      (1:30)     lm
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粒
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粒
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嘉 91図  1,欠 SP183-刊 92・ 227・ 228
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SP1 83 土層説明
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SP193・ 194

∽
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SP195 土層説明
1 掲灰色土QttR5/D粘 ,締まり強 焼土

イと物粒(1～ 2 mm大 やや少),黄
プロック(少 )

単
〕A'

4 灰責協色土(10Y晰9)  粘.締まり強 皮イと物粒(2皿大,少
).白色

粒子(少 )

5 にぶい責褐色土はrvlR5お )粘 .締まり強 賞協色砂質主主林
6 におい女欄色土(1‖ R5/1)粘 .締まり強 炭化物粒(徴

.少
).白色地子

強 焼土ti(1剛大.少)貨褐色土  E

絲留訛州齢嚇和鷺2雛
締lμ鞘1鞣伴継稔副

SPA'
2639m

SP201

SP201 土層説明

0 構灰色土(10釈4/1)粘 .締まり強
炭化物IL(歓 やや少)白色地子

SP199 土層説明
a協反色土は悩Pt41い 粘締まり強炭

化物池.焼土池(少)'責協也とアロック
も 欄灰色土(10YR4/1)粘 締まり強 焼

土辻(1～ 2m大 少)責褐色土ブロッ
ク(少 )

1 協灰色土(10YRb11)粘 締ま,強 焼
土也(少 )白 也粒子,貨協色土アロッ
タ(やや少)

朗一２６３

SP196 土層説明

1 灰黄褐色土(10Y鮨 泥)粘 ,雑 ま,

(1～ 2Ш大,少)炭イと‖
3 協反色上位研R4/D粘  締まり強

炭化物紅(微 `少)白色粒子(や や少)

4 褐反色土ブロック

SP198    1P‐

塑

⊂ 働

SPA

SPA          SPA'

|

|

,

0           (1 : 30)          ln

SP229 土層説明
1 褐灰色土(10Y誦71)粘 維まり強 炭化物匙(3

Ш大～大型)焼土泣(3mm大
.少)白色粒子'

責協色土大ブロック
2 褐灰也土(1ド RG/1)粘 締まり強 炭化物泣(2

nd大
,少)白色粒子(少 )

3 褐灰色土(10YM/1)粘 締まり強 炭化物粒(1

硼大ヽ少).白 也粒子(少 ).黄褐色土llI(少 )

4 褐灰t土 (10YR4/1)粘  締まり強 斉褐色土小
アロック(3皿大少)白色粒子赤褐色土ブロッ
ク(lω大 少)

5 褐灰色土(10YRVl)粘 締まり強 焼土寇(1皿大.

少)白色粒子
6 掲反色土(10YR4/1)粘

.締 まり敬 焼土粒(5m大 '

少),灰 也粘土大ブロック(やや多).白 也粒子
7 反色粘質土(N4/)文 化物地(徴 少)

楊仄色土(10YR「Dl)粘 締まり強 黄褐色土プロック(5an大  やや
多)炭化物粒(lmm大 少).白 色粒子(少 )

楊灰ti(10YR71)鶏 ,締まり強 黄協色とプロック(大型 多)

灰也と(N4/)   粘'稀まり強 炭化物泣(徴
,少

).白 色l」 子(少 )

灰色粘土ブロック

SP200 上層説明
1 協灰色土(1佃R71)粘 締まり強 炭化効紅,焼土紅(2～ 3mm大

少)白色ll子

2 褐灰色土(10Y岡71)粘 ,締まり強 炭化物紅(1～ 2皿大 少)灰
t粘土プロック(l cm大

.少
).白 色t子

3 褐仄色土(10YR4/1)粘
,締まり強 焼土辻(3～ 5m大  少)灰色

粘と大アロック(やや少).白 也粒子
4 協灰色土(10YM/1)粘 締まり強 能土粒(1～ 5皿大少)炭イヒ物泣(1

～2血大 やや多).尻色粘土大プロック(やや少)白色粒子
5 協灰色土(1‖ R6/1)粘 締まり強(ややf/費)焼土池,文化物紅(少).

灰色粘土大ブロック,貨褐也粘とアロック
6 仄色粘質土(N7)炭化物辻.焼土社(徴

.少
)

＜
住
Ш

SPA'
2638m

雰392[劉  1シ匁SP193´ヤ201 ・229

oて
9①

丑 ェ三

＼

ヽ
SP200     //

/
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SP208 土層説明

l 褐灰色主(10YR4/1)粘  締まり強 灰色粘
土プロック 黄褐色土プロック・砂池

2 黒褐色土(10YR32)粘 締まり強 灰色粘
土プロック(少 )・ 黄褐色土ブロック 砂粒
SP211

大,少
)焼土荘(3血大少)

0          (1 :30)         lm
i

こ目
 r         SP203//.三 くさ耳

テ/       Sif04・
:i5・
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:ゝ

「イ
ア多房″…

ツ 堅 μ

2ォ

:4手

サ;〔:潰縣剛)総婿ノ 詞 引

望
l⑨l,＼【v

SP207

SPA           SPA'
SPA'                         2639m

争
637m  ―

(ジ
ァ

SPA  SP207b SPA'

ぺ 雛 ァ

2637m

SP207a・ b 土層説明

1 褐灰色土(10Y馳/1)粘 締まり強 炭化物粒(1

～3血大 やや少)焼土粒 (少 )黄褐色土ブロッ
ク(5m大 .やや多)

2 褐灰色土(10hR4 1)粘
.維まり強 責褐色土ブロッ

ク(や や多)

3 砂層

義|

SP210 土層説明

l 協灰色主はOYR5/n粘 .締まりやや強 炭化物粒 焼土粒(l mm大
,少)自色粒子 (少)'砂粒

2 褐灰色土(10YRVい 粘 締まりやや強 焼土li(少 ).白色粒子(少)砂粒

◎々ョ
゛

SP213 土層説明
1 掲灰色土(10YR5/1)粘  締まり強 黄褐色土

プロック(5mm大
.少

)・ 砂It(多 )

SP209 土層説明

l 褐灰色土 (10YR4/つ 粘,締 まり有 炭化物主
体 (上面で何か燃やした残りという感じ)

2 褐灰色土 (10YRVl)粘 .締 まり有 黄禍色土
夫ブロック

SP212

≡く
Ｌ
の

く
Ｌ
∽

【
SPA

SPA                               SPA'
2635m

鰤

j登雛惑鎖‖辞士挽錦賄ま轄暁搬鞘斑解μ子丁夕や力
3灰色砂層(6Ⅵ/い

SP215  
√

SPA c)聖 '

SPA      sPA'
2637m

~~＼

ξ三三ラ 
〔とヽ

1

SP215 土層説明

了

紳 m

SP214 土層説明
l 褐灰色土 (10YR4/1)粘 ,締まり

強 炭化物粒 (2～ 3mm大 .少
)

黄掲色主大ブロック・小礫混入

SPA

SP212 土層説明

l 禍灰色土(1瞬R4/1)粘 締
まり強 炭化物粒(3血大).

費褐色土ブロック(3mm大 ).

砂粒(多 )

2 褐灰色土(10YR4 11粘  締
まり強 炭化物粒(少).砂粒
(やや少)

V
SP217 土層説明

1 灰黄禍色土 (10YR5泥 )粘 ,締

まり有 炭化物粒(5mm大・少)'

焼土粒(3血大 少)

2 褐灰色土はOYR4 1)粘 '締まり強
旋化物粒 (少 )

第 93図  1次 SP202～

SPA'
2637m

SP217   

ゝ

盤①
翌'

SPA       SPA'
2638m

1 灰黄褐色土 (1‖R5カ )粘 '締 EPA         EPA'

2こ翻始1奸 彬パm

詢卦き亀彗
V;辱魏覇偉 Uγ肺翻騨

SPA'

1綴盤駆脇I融締ゃ鞄蘇鰍
3 灰色土(NV)粘 .締まり強 炭化物ri.続土社(3mm大 '少).旱色土

粒(3血大 少)・ 黄構色土アロック(5血大,少
)

4 褐灰也土(101R5/1)粘 '締 まり強 砂紅黄協色土ブロック白也粒子(少 )

SP204・ 205・ 206 土層説明

褐灰色上 (10YК71)粘 .締まり強 炭化物粒 (少)色 粒々子 (少 )'黄禍色土プロック
褐灰色土(10YR4/1)粘 締まり強 炭化物プロック(l cll大 )'焼土粒 (5mm大

.少
)・ 白色粒子 (やや多)

褐灰色土(10YR5/1)粘 締まり強 黄褐色土大アロック主体 白色粒子 (少 )

褐灰色土(10YRyl)粘 .締まり強 黄褐色土大ブロック・焼土粒 (少 )

協灰色土(10YR5/1)粘 締まり強 境土粒(3m大 少)黄褐色土ブロック(5 mm大
,多

)

裾灰色土(10YR4/1)粘
.締まり強 炭化物粒(3～ 4血大 やや少).黄褐色土ブロック (2～ 3mm大  多)

①

4К亭1琴

SP220 土層説明
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SPA SPA

SP225 土層説明
1 褐灰色主(10YRyl)粘 締まり強 炭化物粒.

焼主池 (2～ 3血大.少),黄褐色土ブロック(5

m大 少)

SP235

4聖◎聖'

SPA       SPA'

レ
2638m

SP235 」二層説明
1 灰褐色土 (10YR4/1)粘 ,締 まり強 炭

化物粒 焼土池 (1～ 2血大 やや少)

黄掲色土ブロック (1～ 2血大 少)

SP240    だ

SP230・ 231・ 232・ 233

噂Ъ聖,
4琶

b望ぷ
Ｅ

∞

①
Ｏ
ミ

口
Ｌ
の

∞
α
∽

SPA'

SP236

蜘 鞠 訂

蜘 m

l 掲灰也と(10YR5/1)粘 締まり強 炭イし助紅(微
.少)黄褐色土ブロッ

ク(3血大,やや夕)

2 禍灰也土OttR4/い 粘.締まり強 炭化物粒(1～ 2血大 少)黄褐

艶秘ョ
て 正 ア

2638m

SP237 土層説明

1 灰責褐色土 (1偶R5/2)粘 ,締 まり強 炭

化物粒 (1皿大 少)自 色粒子

《
欄灰色土はOYる ID粘 .稀 ま
り強 炭イと物粒 続土辻(3～

5m大 ,少
)

SPA'

SPA'

SPA

SPA

4ョ ◎ョ
ベ

こ 万

2638m

SP244 土層説明

SP242a・ 242b
く
Ｌ
Ш塑◎望

SPA         SPA'

V

ぞるSPA

SP236 土層説明
1 褐灰色土(10YR4/1)粘 .締 まり強 炭化物粒(徴

少).黄褐色土ブロック(少 )自色粒子

SP244

SPA       sPA'

ぜ “

師

撃

ｓＰＡ

一
SPA'

SPA          sPA'

予
2638m

SP243 土層説明
1 灰協色土(10YRVl)粘 ,締 まり強 炭化

物粒,焼土粒 (1～ 2 ttI大
,少 )白色粒子

費褐色土ブロック(2m大 ,少
)

l 灰褐色i l10YR4/い 粘・締まり強 炭
化物粒 (lm大 少)白色粒子 黄褐色
土ブロック(l mm大

.少
)

SP241 上層説明
1 灰褐色土 (10YR4/1)粘 ,締 まり強

炭イヒ物粒 (1血大 少)白色粒子 黄
掲色土地 (少 )

2638m

SP248 土層説明
l 楊灰色土 (10YRyl)粘 締まり強 黄掲色土ブロック,白 色粒子

SP249

Ｅ
∞

ｏ
Ｏ
Ｒ

・＜
α
Шブ

撃

２６３ ８

SPA'

SPA'諷

SP245 土層説明

1 黄掲色粘質土(10YR5/6)砂粒 褐灰色粘質i
混じり焼土粒 炭化物池

2 灰黄褐色粘質土 (10YR4犯 )黄褐色粘土ブロッ
ク 炭化物粒

3 褐色砂質土 (10Y郎 /3)炭化物
4 暗褐色粘質土 (10YR3お )黄褐色粘質土ブロッ

ク・炭化物

SP252 土層説明                    sP253 土層説明
1 協灰色土Q‖К捌)粘

.締まり強 賞褐也土アロック 白色粒子     1 協灰色土(10YRyl)粘 ,締 まり強
0        (1:30)       lm        黄褐色土ブロック 白色粒子

併;94[劉  1)欠 SP225。 226・ 230´ヤ237・ 240´ヤ245。 248-253

奄③重司
[:】7:盈顧鶏

'強

炭化物辻(5～ 10mm大

少)焼土辻(l ca大 少)☆ 居I SP230

尊Ъ堅

SPA

SP251 土層説明
SP230・ 231 ・232・ 233 土層説明    1 褐町土llttR5/1)粘

.締まり強 貨協色土ブロック・白色粒子
1 協灰色土(10YR4/1)粘

,締 まり強 焼土を(2～ 3m大    2 協灰色土(10Ⅵ6/1)粘  締まり強 責褐色土大アロック主体 焼土
やや少).炭化物辻(1～ 2Ш大 少).黒色土泣 責翻色     泣(少 )

土アロック                      SP240 土層説明

少)黄褐色とアロック(1～ 2m大 ややケ)
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次南進入路地区

SP254・ 255

SPA'

1 灰オリーブ色砂層 (5Y5/2)灰 色粘土ブロック黄褐色粘土ブロック白色粒子 (板

が流出時に少し掘り凹められ、ビンなどのゴミが混

じる。もともとは板の画が最下面と思われる。)

EPA'

SP256 土層説明

l 黄灰色粘質土 (26Y4/1)粘  締まり有 炭化物粒

2 明褐色土プロック            _ 呑

一
ド

淀

〈

ｓＰＡ

・

ＥＰＡ

一

・＜
Ｌ
∽

・∞
に
Ш

に
、
劇

‐

‐

／

＜
住
∽

９　
⑤

ＳＰ２５
＼

堅
指ゞ 撃

E2A      EPA

∀

SP261 ・262

SPA       sPA'
2696m

▼

SP260 土層説明

l IIS灰 色粘質土 (10YR4/1)炭 化物粒 (多 )

SPA SPA'

SP261 a b ・262 」三層説明

1 掲色粘質土 (10YR4/4)暗 褐色粘質土 炭化物粒
2 褐色粘質土 (10YR74) 暗褐色粘質土・炭化物粒

焼土小ブロック
3 黄褐色粘質土 (10YR5/6)砂 粒混じる・炭化物粒

SP254・ 255 土層説明

1 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘 締まり強 黄褐色土粒 (少 ),黒
色土粒 (2～ 3 ma大 ,少)自色粒子

2 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘 締まり強 黄褐色土粒 (やや少),

焼土粒 (少 )白色粒子 (少 )

a 灰黄褐色土 (10YR5/2)粘 ,締 まり強 炭化物粒 (徴
.少 ),

自色粒子
b 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘・締まり強 黒色土 (2～ 3画大・

少).白 色粒子'黄褐色土粒 (少 )

c 褐灰色粘質土 (10YR4/1)粘 ,締 まり強 炭化物粒(l III大 `少 )・

灰色粘土小プロック
d 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘 .締 まり強 焼土粒 (少)黄褐色

土粒 (l mm大 ・やや少)・ 白色粒子
e 灰黄褐色土 (10YR5/2)粘 ,締 まり強 炭化物粒 (徴 少)

白色粒子 灰色粘土ブロック

第 95図 1次 SP254～ 262・ 271

SP258,271  土層説明

I 表土
Ⅱ にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/4)

胆 にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)

Ⅳ 灰黄褐色粘質土 (10YR5麗 )

V にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)

a 褐灰色粘質土 (10YR4/1)   焼土小プロック (少 )・ 砂混
じる

灰黄褐色粘質土 (10YR4泡)  焼土小プロック (少)炭化
物 (少)砂混じる

灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)  砂混じる
黒褐色粘質土 (10YR3/2)   焼土小ブロック・炭化物粒

0           (1 130)         lm
|

ノ◇

�
添
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1次南進入路地区

SP263

,

SPA              SPA'

M

曜P魯望
SPA         sPA'

SP268 土詔
1 黒禍色粘質土(10Y毘 /2)炭化物,焼土アロック
2 費協也粘質土(1研 R5ん)砂混じる

曜Ъ塑,

SPA'
2639m

SP264 SP266

年
SPA

SPA         SPA'

v2638m
SP264 土層説明

1 早褐色粘質土 (10YR2/2)文化物・焼土ブ
ロック,黄協色粘質土プロック

ごゝし望
SPA          SPA'

2リ
SP269 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YRν 2)炭化物粒.焼

黄禍色粘質土ブロック    土ブロック 黄褐色粘質土ブロック
2 黄褐色粘質土(10YR5/0砂混じる

年

SP274⌒

SPA'

(グ

‐ Ψ V Ψ

SP275 上層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

2 黄褐色粘質土 (10YR5/6)

謝 SP迭66 土層説明

1 にぶい貨褐色粘買土
(10YR73)焼主小プロッ
ク・文化助 (や や多)

SP276 土層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

2 黄褐色粘質土 (10YR5/6)

SPA'                SPA         SPA'
2638m                   _～ __________2638m

屯 議 語醐 脚 帥

~Ч

騒 烈

・＜
α
Ш

SPA       sPA'

u2633m
SP277 土層説明

1 褐仄色粘質土 (10YR4/1)

2 灰黄褐色粘質土 (1阿RV2)黄褐色

粘質土ブロック

1 褐灰色粘質土(10YR71)炭化物粒 焼土粒 (少)黄褐色土地 (少 )

2 灰黄褐色池質土住OYR4犯)黄褐色土小プロック(少 )

年
SPA

七石翌,

SPA      SPA'

(y2639m
SP282 土層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR5/1)黄褐色土

大ブロック (少 )

SP279 土潔

SP283 土層説明         SPA
1 にぶい黄褐色砂層 (10YR4お )黄楊色粘質土

ブロック (2 cm大 )黒色土プロック.酸化

鉄斑

2 黄灰色砂層(25Y4/1)炭化物粒 (少 )

3 黄灰色砂層(25h4/1)炭化物粒 (やや少)

4 黄灰色砂層 (25狸 /1)旋化物粒 (少)

5赤黒色腐色土 (と 5Y2/D

6 黄協色砂層 (25h5/3)黄 褐色土粒・酸化鉄斑

0      (1:60)     2m
|

ゴゝ苔
SPA'  ゝ

SP281

毬く動塾

SP280 土層説fln

l 褐灰色粘質土(10YR6/1)炭化物粒・

焼土粒 (少 )黄褐色土粒 (やや多)

2 褐灰色粘質土 (10YR4/1)炭化物

粒 (少 )・ 黄褐色土粒 (や や少)

3 褐灰色粘質土 (10YR5/1)黄掲色

土大ブロック

SP263 土層説明

1 にぶい責褐色粘質土 (10YR5/4)

2 褐色粘質土 (10YR4/4)

3 褐色粘質土 (10YR4/6)
4 責褐色粘質土 (10YR5/6)

0          (1 130)        lm

SPA         SPA'
2639m

▽
SP281 土層説明

1 褐灰色粘貿土(10YR5/1)焼 土ブロック(少)

炭化物粒 (少)黄褐色土大プロック(少)

2 褐灰色粘質土(10YR7ゆ 黄褐色土粒 (少 )

炭化物粒 灰褐色粘質土

焼土ブロック・黄褐色粘質土ブ
ロック

焼土ブロック

砂混じる

第 96図  1次 SP263～ 266・ 268～ 270・ 272～ 283

巻◎琶,年
2v郷

飾

SP265 土層説FIn

l 黒褐色粘質土 (10Y貶 /2)炭イヒ物 焼土ブロック
黄褐色粘買土ブロック

2 黄褐色粘質土(10YRy6)砂混じる

l 掲灰色粘質土(HttRVつ

2 褐灰色粘質土(1悦Ryl)
ック 黄褐色粘質土ブロック土ブロ

                              女絹色粘質土ブロック蟷魯式 峰琶76鄭
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SP28と

③
〉≦,邑

   と     im

SPA        sPA'        聟

S旱2詠

身輻湯 言麹
,si2姦

SP288               
～4mm大

289

Э』ビも盟葛て五ユ望とこ,「
~2き

,と9土層ξttπ
ttфmゾ 飾

1 褐灰色土粘質土 (10YR5/1)炭化物粒 (2～ 3mo、 大Jヽ )

2 掲灰色土粘質土 (10YRyl)炭化物粒 (2～ 3ml、 大 小ヽ
SP291                   SP292

ψ
詠 躍

∨ PttPr 
ピ

飾

Y%紳
s早  厳 靱

鞠 聾Ⅷ ば 恥%懸 ψ

2 褐灰色粘質土 (10YR5/1)黄褐色土大ブロック

A くpっ0氏           2褐 灰也粘質とはOYMD皮イ働粒.焼土辻砂),黄褐也土                 A SP299～ 303

年

SP2班

ゝ

〕

2639m        ~~¬ ―T―――~~コ‐~~「=263 9m        onA               OnA' /   
▼ ヤ▼ヤ

.99          SPA'

268

盟
'

万
2639m  壁

)A                                                 sPB,輌
壁

p期

狙

    万湮ラ√ 2639m

Э

               壁

萬
(ラ

戸
(

売上

獅 ~て脇†紹器醐雛渤SP29働 si輔

籟蹄締h鶴
島g%

聖 2蓼ブゅ紳ガ
粒 .炭

化物プロック (少)撹
2整

焼ジゆДガ粒̂
P304      粒～

生

SF二

:9～ ,手

SPA 壁塗
' SP287 

土層説明
2640m  , Fと 娼とtl rrJ ィ,Aヽ茄

土小ブロック(少 )

3 灰責掲也粘質と(19YR5/2)責 褐色土ブロック(やや多)

4 楊灰t土 (10YR4 1)貨 禍色土紅(少 )

SP288 土層説明
1 構灰也粘質土(10YMノ 1)炭化物粒(やや少).黄格也土地
2 褐灰色粘資土(10YR4/1)炭 化物荘.炭化物ブロック(やや

少)責楊色土小アロック(やや多)

3 貨褐也土ブロッタ

SP290 土層説明
1 掲灰色粘質土(10YR4 1)焼 土地(少 )

2 協灰色粘質土(10YR5 1)炭 化助粒 皮化切ブロック(やや
少)焼土粒(2～ 3dd大 ,少

).黄褐色土プロック

l鷲
∵土m剛か掟北物極焼土辻い鞠sT9穎g駆堅i3睾阜二丹!歌i】昴撮}雅2 協灰色粘質と(10YR71)炭 化物辻'焼土粒(少 )費協色

SP297・ 298 土層説明
1 褐灰色粘質土 (10YM/1)え化物粒 (1

mt大・やや少)・ 黄褐色土小ブロック (や

や多)

2 褐灰色粘質土 (10YR5/1)炭化物粒・焼
土粒 (l at大・少)・ 黄褐色土粒大プロッ
ク

土粒 (少 )・ 黄褐色土粒 (やや少)

2 褐灰色粘質土 (10YR71)炭化物粒・焼
土粒 (少 )・ 黄褐色土粒 (やや少)

3 褐灰色粘質土 (10YR4 1)炭 化物粒・焼
土粒 (少)黄褐色土粒 (やや少)

4 褐灰色粘質土 (10Y馳/1)炭化物粒 (1

～2111B大 ・/1ヽ)焼土粒 (1～ 2 Du大 オ、
上層部に集中する)・ 黄褐色土粒 (や や
少)

5 褐灰色粘質土 (10YR5/1)療化物粒 (少 )・

焼土小ブロック 黄褐色土大ブロック
6 褐灰色粘質土 (10YR5/1)炭化物粒 (少 )・

黄褐色土大ブロック

0          (1 ,30)         lm

1 褐灰色粘質土(10Yttn)炭化
物粒 (やや少).焼土地 (2～

3mm大  少)黄協色土粒 (少 )

SP305    2 褐灰色粘質土(10YR4/1)戊化
物粒 (l mm大

,少 ).黄褐色土

生 翌

◎

翌 嘴

“

す器
誤 孵 普指を生

SPA'
2639m

SP304 土層説明
SP306 土層説明
1 褐尻色粘質土(10YRVl)

え化物社.焼土地(少 )

責褐色土粒(1血大,少
)

1' 黄褐色土プロック
2 褐灰色粘質土(10YR4/1)

炭化物粒 焼土粒(少 )

責褐色土大ブロック

SPA     SPA'

SP305 土層説明  (上 /2699m
l 褐灰色粘質土 (10YR4/1)炭化物粒 焼土粒 (少 )責楊色土粒 (lm大  やや少)

第 97図 1次 SP284～ 306

IP‐
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¥亀鄭
SPA       SPA'

リ
SP307 土層説明

1 褐灰色粘質と(10YR4/1)炭化物粒.焼

土粒 (少)・ 黄褐色土粒 (lm大  少)

SPA'

ゞ
Pず

ゴめて
SPA         SPA'

~マ
夢 ン

…
2638m

SP319 土層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR71)炭化

物粒 (徴
,やや多)焼土地 (1

～2血大,少
)

鼈堅ど紡堅
SPA         SPA'

M3縫y論プ
師

w線肝草W塾繍3み)輔

炭化物粒 (2～ 4Ш大 や                     境土粒 (l mm大
,少

)

や少)焼土粒(1血大少)                                              sP317

∋ゞ堅 通◎堅
SPA         SPA'         sPA         SPA'

W席拳物脚
師
V我控R酵

5 ud大 やや少).焼土粒 (21m大 ,少
)

SPA

螂土江
輌

l 褐灰色粘質土 (10YRVl)炭化物粒 (1～ 2 mm大

やや多)焼土粒 (1～ 2山大,少
)

2 褐灰色粘質土(10YRVl)炭化物粒焼土地 (1血大,

少)黄褐色i小ブロック(少 )

SPA           SPA'

▼

2638m

SP320 土層説明

SPA'

SP321 '329 土層説明
1 禍灰也粘質土に慨R4/1)炭 イ働粒

(lm大 少)焼土粒(2～ 3md大

_    少).黄 楊色土小アロック(ややケ)

引
0聯

研鵠 鰐 狙評 堺

1證  SP322・
323

∽
コ
∞
．

博
０
ヽ

０
ヨ

SPA                                      sP323        SPA'

/√

SP323

SP313 土層説明

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 lB色土大ブロック主体
2 協灰色粘質土(10YR4/1) 炭化物粒 (3mm大

.少)焼土
荘 (少)黄褐色主ブロック

2'早褐色土ブロック
3 褐灰色粘質土 (10YRγ l) 炭化物粒 (少).費褐色土大ブ

ロック(少 )

3'黄褐色土アロック

SP309。 310 土層説明 SP315 土層説明

1 褐灰色粘質土(10YRyl)炭ィと物粒 (1～ 3 mm大 ,少)   1 褐灰色粘質土(10YR5/1)炭化物粒 (1～ 2 mm大 少)黄褐色土少ブロック(少 )

2 掲灰色粘質土 (1餌R71)炭化物粒 (2～ 4血大 やや少) 2 褐灰色粘質土(10YR71)炭化物池 焼土地 (1～ 2mm大 ,少
)

① 褐灰色粘質土 (1鶴Ryl)炭 化物粒 (1～ 3m大 '少)   3 褐灰色粘質土(10YR71)皮化物粒,焼土粒 (1～ 21m大 少)責褐色土大ブロッ
ク(少 )

SP316 上層説明

1 褐灰色粘質土 (1側R4/1)炭化物粒,焼土粒 (2～ 3mm大  少)

1'黄褐色土ブロック
2 協灰色粘質土(10YR4/1)黄褐色土大ブロック(少 )

SP322・ 323 土層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR5/1)炭 化物粒(1～ 3血大.やや少)焼土池(1～ 3 mm大 ,少
)

2 褐灰色粘質土 (10YR4/1)黄 褐色土小ブロック(少 )

鋳398[劉  1,欠 SP307-324。 329

SPA

1 褐灰色粘質土(10YR4/1)文化物粒 (1～ 2Ш大,少
)・ 黄

褐色土大ブロック
2 褐灰色粘質土(10YR4/1)黄掲色土大ブロック

存

SPA'

SP324 土眉説明

1 灰黄褐色粘質i(10Y晰 /2)炭化物粒 (3m大 ,やや多)焼土粒 (3mm大
,

やや少)

2 褐灰色准質土(10YR4 1) 炭化物粒 (1～ 2m大 少)焼土粒 (2～ 3

1m大 やや少)

3 褐灰色粘質土(10YR71)黒 色土少プロック'灰色土小プロック(少 )

0      (1:30)     lm

SP324

∽
コ
ω
”
Ю
σ

ゝ

`ェ

子ク

ツ
//
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1次南進入路地区

ピ乙望
SPA         SPA'

2639m

V
SP328 土層説明

1 褐灰色粘質土(1偶RVI)炭化物粒(1

～2mo大 少).責掲色土小ブロックSPA'
2638m

SPA         SPA'

V的
SP332 土層説明

1 褐灰色粘質土(10釈yl)能と池(少 )責褐色土大ブロック(少 )

2 緑灰色粘質土(5CJ5 1) 続と粒(少 )責褐也土大ブロック(少 )

SP333ゝ
 〆

SPA'

SPA'

SP333 土層説明

1 褐反色粘質土(10YRFO11)続土泣(1～

2皿大 少).黄褐色土小ブロック(少 )

SPA湾

SP343

盟
触

SPA

SPA SPA'
2637m

SPA'

）瑚］フ
蝉蝉ＳＰ３３７

続土泣(2～ 4Ш大'や

や少).黄褐也土大ブロッ
ク(やや多)

始郎
SPA         sPA'

2639m

聖⑬
SPA

Ｆ

翌
SPA

SP339・ 340 上層説明 SP341 土層説明

SPA'

SP343 土層説明

1 褐灰色粘質土(10YR6/1)虎イと物辻(1

～2 an大
.やや少).黄召色土小ブロッ

ク(少 )

ク                                  0 協灰色粘質土(10!R71)文 化物辻燒III(少)黄偶色土紅(や

も縄紐鰐‖科隅協輔辟棚翠i辮折W嗣 1番招聯鷺持号と緞
'w?!」

層〒幸F考

2 褐灰色粘質土(10釈げい焼土小アロック(やや少).黄協を上アロッ    や少)

夕(少)                              0 灰掲色ll質上(10YttD黄 協也土を,ミ状に椎積

1渉〔SP325′Ψ328・ 330´ヤ345

0      (1:30)     lm

SD38

SPA                                                                            `≧  [2△
'

2638m

SP331 土層説明

1 褐灰色粘質土(10YP4/1)文 化物荘(3皿大.少
)

焼土辻(3m大 ,少
).黄掲也土大アロック(少 )

1'黄協色土大アロック(少 )

暉
Pフ

l 褐灰色粘質土(1慨 Ryl)続 土紅(1

～2血大 少)黄褐色土小ブロッ
ク(少 )

第 99図
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1次南進入路地区

SPA                SPA'
2038m

SP346 土層説明

1 褐灰色粘質土(10Y貯 1)炭化物杜(1甑大,少)☆協色土小ブロック

SPA'

SP348 土層説明

1 禍灰色粘質土(10rRyl)続 土粒 炭化物粒(2血大 少)責
櫛也土小アロック(少 )

SPA'

SP354  sPA'
SPA

SPA'
2638m

SP370 土層説明                   粒 (3mm大  少).炭化物粒 (2 mm大
.少 ).           mm大 少)貰褐色土ブロック(3～ 5血大少)

1 掲灰色土(10YRVl)粘  締まり強          黄褐色土ブロック(3～ 5 mm大 少)             炭化物粒 (2m大 少)

白色粒子.焼主ブロック(1～ 2血大 0      (1:30)     lm
少)炭化物粒 (徹 )

第 100図 1次 SP346～ 350・ 352～ 372

Ｙ

ｓＰＡ

SPA         SP350     sPA'     SPA
2638m

平騒肺 R赫廟解l境評ヵ靴M舛錦帥如"平縮粘貯扁肝炭脚～2 協灰色粘質土(10YRyl)黄 褐色土大ブロック(ケ )

SP352at b 土層説明

1脈也祐敗 住OYR訓 )則と効北杜辻(卜 2血  8緋 B韓督:I絣 船ヽ開 脇ti托癸嚇 1黎おを4臭 ,な子X猜
砂)    2m大 やや舛 舶也1大アロック

SP350 土層説明
1 帽r21,肝 上怖、′n=A ILル rt lIィ 命 o_■            大少)黄協色土大アロック(やや多)       0褐 灰色粘軍上QOYR6イ い賞褐色土粒(少)      1  __^_^          ` ^、

^… ^14研
魏ど研折!ッ聯

四 耐    2続 る称ぎ 耐 i詭絲 口
"明

,蝉

|¶聟
嚇芽

ごぅ………
P355土哲

g]くてこJ「

~~  s門
∞琢

6Nltjm l恥

h繭稚聴み)榊
1粋
縦1慨

と脚
押
賊

平
草帯執磯 モ1撫)鞘

I醜 粘貼 mYR洲 用働辻(2献 やや/Nl     lM色 上仙即 D粘 .締まり強列働

  Ⅲn.会 7     
平

//~｀ ＼

Ⅲ   〆
SP369

続土紅(3～ 5血大 少)                             辻(欲少)焼土辻(3～ 5m大 少)    、  (2期聰耐鯛暗y ttЪ撃
ム
培撃嘔qmコ       v   SPA  翠 9m

SPA       SPA'                ~

≧m開�
飾
聯椅

林>飾 墨③ 塑'

焼ブリ醐137‐ 5mワ  翌  乳m   聖  ≫m    4(テ緊もm2 褐灰色土(10YR71)粘 ,締 まり強 炭化

警与」叫4i空ち績期
2血大,)・  ｀`

、
クラン
号,「      ベェ万

3褐灰色± 00YR4り 粘 締まり強 炭イし      ,了 7            SP371 土層説明             sP372 土層説明
物粒 (微 '少 )黄褐色ブロック(2～ 3 mm夫)         こヽゴ                  1 褐灰色土 (10YR4 1)粘 ,締 まり強 焼±         1 掲灰色土 (10YR4/1)粘 締まり強 焼土粒 (3

SP347 土層説明
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1次南進入路地区

婚

SPA 善
3塾

,

SPA'
2639m

双

蕩

SP374 」ュ層説明

麹 ξ
SPA'
2640m

Ⅲ 盤C遵途 重∪産
SP398。 399

℃

SPA'

SPA  繋 7m

SPA

▽

SP403 土層説明

l 翻灰色土(10YR71)粘  締ま,強 責褐色土ブ
ロック(5硼大'少).砂粒混じる

SPA            sPA'

v2699m
SP373 ■層説明

生苫翌,

W―

＼5汗
誤む8m

SP386 土層説明

1絆
堪搬蝉ユ枡謎

SP392

F
SPA

萱
′
⑬垂

'

理 7m  ▼とo● r fTl      
＼

も
ノ

戸        SP394 土層説明

t明          1 盛土

訣Ψ端縛桁 ζ砕鷲曇抑.舟と孵れ42級易
おhЙ ハ̂    `        RP401

縣土(イif子写峰;写ま
醜 凱 η 葉 か  撃 ′

Ⅲゝ
lζ

[yぜ 摯聖
◎

コ
|

SPA            SPA       sPA

…

2638m       l
SPA'       sPA
i'638m

SPA          SPA'

▼
SP401 土層説明

1夕
猾与とよ硝美Ψ4士島

.鞘

鵬.獄ヨ第:i辮丸

併;101[コ  1,欠 SP373´ヤ405

瑶郎
SPA    SPA'

v2638m
SP378 土層説明

1 協灰色1(10YR「01)粘  締まり強

白色粒子責協色土ブロック,焼土粒(3

～5皿大.少
)

ツ

0      (1:30)     lm

- 198-
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刊次南進入路地区

SA4

割

⑨

2638m

EPB                                            EPB'
2638m

SPA'
2638m

SA4 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘土小ブロック含む・炭化物少含む

0    (1:60)    2m

SUl

ゝ

印一

理 9m

0         (1:30)        lm

第 102図  1次 SA4、
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1次南進入路地区

SD32

EPA

EPC'
2640m

SD32 土層説明
1 現表土

2 褐色粘質土 (10YR4/4)   整地層

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)  焼土小ブロック・炭化物・オリーブ褐細砂粒含む

4 暗褐色粘質土 (10YR3/4)  焼土小プロック・焼土粒・濃化物・オリープ褐細砂粒含む

5 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)オ リーブ褐細砂粒多含む

6 暗褐砂質土 (10YR3/4)   炭化物多含む 。焼土小ブロック含む

7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)オ リーブ褐細砂粒多含む・炭化物・炭化物粒含む

8 灰黄褐色砂質上 (10YR4/2) 酸化鉄斑顕著・オリーブ褐XHI砂 粒多含む・戊化物・焼土小ブ
ロック少含む

9 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)オ リーブ褐細砂粒多含む・災化物含・焼土小ブロック少含む

10 灰責褐色砂質土 (10YR 4/2) オリーブ褐細砂粒多含む・焼土粒・炭化物粒含む

ll 暗褐色砂質土 (10YR 3/4)  オリーブ褐細砂粒多含む 。濃化物粒含む

12 褐色シルト (10YR4/6)   オリーブ褐細砂粒多含む

13 褐色砂質土 (10YR 4/4)   オリーブ褐細砂粒多含む・焼土粒少含む

14 暗褐色砂質土 (10YR 3/4)  オリーブ褐細砂粒多含む・炭化物粒少含む

15 褐灰色砂質土 (1阿R4/1)  オリーブ褐細砂粒含む・炭化物粒少含む

16 褐灰色砂質土 (10YR 4/1)  オリーブ褐細砂粒多含む

a 褐色砂質土 (10YR4/6)
b 掲色暗砂痕跡

c オリーブ褐色細砂 (25Y4/6)

d 黄灰色砂礫 (25Y5/1)

第 刊03図 1次 SD32

SD32 東壁セクション

をm

∽
∪
ω
Ю
　
副
隠
虚
奇
）
Ш
Ｙ

0             (1 : 60)          2m

ィ
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，
こ

卜
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Ｌ
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Φ

亀
① 。

O ③

〇

Q

Gj

晶

東壁セクション

西壁セクション

SD33 西壁土層説明

l 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 粘土ブロック・炭化物含む 。土器類・礫を含む

2 褐灰色シルト (10YR4/1)  酸化鉄斑顕著・炭化物含む

3 黄褐色砂質シルト (10YR5/6)灰 責褐色粘質土ブロック含む

灰責褐粘質土 (101rR4/2)

黒褐色粘質土 (10YR3/2)
黄褐色砂質シルト(10YR76)
表土
にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/4)
にぶい黄橙色粘質土 (10YR6/4)
にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)
灰黄褐色粘質土 (10YR5/2) 黒掲色土混じる・焼土プロック・炭化物含む
灰黄褐色粘質土 (10YR6/2) 炭化物含む

第 104図  SD33
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SD34

1次南進入路地区

SD35'36・ 37f笥 北壁

0        (1 :80)      2m

Ａ

キ

キ鋭
◎

SPA'
2699m

岳|

SD34 土層説明

1 褐灰色土 (10YR5/1)粘・ 締 ま

り強 白色粒子・責ブロック (1
～ 2 alm大 ・少)。 災化物粒 (1
～311大・やや少)。 焼土粒 (1
～ 3 aull大 ・少)

2 褐灰色土 (10YR4/1)粘 ・締 ま

り強 白色粒子・責褐色土混入・

焼土粒 (3 alu大・少)。 炭化物

粒 (徴・少)

0           (1 160)         2m

SPA'
2639m

SD37 土層説明
1 黒褐色砂質粘土 (10YR3/1) 灰色粘土プロック含む

2 責灰色シルト質細砂 (25Y4/1)酸 化鉄斑顕著

3 黒褐色シルト質細砂 (25Y3/2)炭 化物少含む

SD35-① 。37

SD35。 36・ 37 南耳ヒ壁土層説明
l SD36 a第 2層
2 暗灰責色中砂 (25Y4/2)
3 責灰色中砂 (25Y4/1)
4 黒褐色細砂 (25Y3//1)

黒褐色シルト質細砂 (26Y3/1)          9 暗灰黄色シルト質細砂 (25Y4/2)
灰オリーブ色中砂 (5Y4/2)            10 黒褐色シルト質極細砂 (25Y3/1)古 墳土器含む
灰責色シルト質細砂 (10YR42)         11 灰色シルト質極細砂 (5Y4/1)
黒褐色シルト質細砂 (10YR2/2)古墳土器含む   12 灰黄褐色ンルト質細秒 (10YR4/2)

第 105図  1次 SD34・ 35(1)。 36(1)・ 37
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1次南進入路地区

SD35-②   I

0      (1160)     2m

SD35 土層説明

l 灰責褐色砂質上 (10YR4/2)酸 化鉄斑顕著
2 暗灰黄色細質土 (25Y5/2)酸化鉄斑顕著・炭化物少含
3 灰質褐色砂質土 (10YR4/2)酸化鉄班顕著・ 1層 より粘質高い

4 暗灰黄色砂質土 (25Y4/2)炭 化物粒含む
5 黄灰色砂質土 (25Y5/1) 酸化鉄斑顕著
6 黄灰色砂質土 (25Y4/1) 酸化鉄斑顕著
7 黒褐色砂質粘土 (10YR 3/1)褐灰色砂質土ブロック含む
7'責褐色粘質土プロック多含む
8 暗灰責色中砂 (25Y4/2)

9 黄灰色細砂 (25Y4/1)

10 オリーブ褐色砂質土 (25Y4/3)に ぶい黄色粘土ブロック含む

SD35 土層説明
l 褐色砂質土 (10YR4/9)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)  褐灰色砂混じる
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)灰黄褐色砂質土プロック含む
4 黄褐色砂質土 (10YR5/6)  酸化鉄粒顕著
5 黒褐色粘土 (10YR3/1)

ISPA'
12638m

0      (1:60)     2m
SD36 土層説明

l 灰黄褐色砂質粘土 (10YR5/2)
2 にぶい黄褐色砂質粘土 (10YR5/3)(土器・数点含む)黄色粘土プロック多含む
3 にぶい責褐色砂質粘土 (10YR5/4)
4 暗灰黄色砂質粘土 (25Y5/2)
5 褐灰色砂質粘土 (10YR4/1)責 色粘土ブロック多含む

第 106図  1次 SD35(2)・ 36(2)

SPB'
2638m

0        (1 :80)      2m
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1次南進入路地区

SD38

SD38ベル ト西壁

0     (1:60)    2m

SD38陶器列

SD38
1

称
土層説明

褐尿色土 (10YR4/11活・締まつ礫 白色粒子・
黄ブロツク (2～ 3 mm大 ,

少)・焼土ブロック (5mnA`
少)

褐灰色―土 QOVR4れ)消・籠まり強 1層 とほぼ

向質・黄 (2mmk・ 少)

SD38石
'u

0           (1 :99〉           lm

第 107図  1次 SD38‐
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1次遺構外出土遺物分布図

ヒ__革甥生__ザm攀
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漆 式
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°°。

外周道路地区

0          (1:400)        20m
南進入路地区

第 108図  1次遺構外出土遺物分布図 (遺物は縮尺不同)
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第 110図  1次 SB出土遺物 (2)
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第 1刊 1図  1次 SB出土遺物 (3)
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第 112図  1次 SB出土遺物 (4)
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第 114図  刊次 SD出土遺物 (2)
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第 6節 平 成 14年度 の調 査 (第 2次調 査 )

発掘調査は、平成 14年 (2002)5月 7日 から開始し、

南進入路部分、外周道路部分、西側進入路の表土剥ぎ作

業を重機により開始した。同日より作業員も投入し遺構

確認作業も行う。南狽1お よび西側進入路部分は主に微高

地、外周道路部分は、南側進入路 と接する地点以外は、

旧河道域にあたってお り、外周道路東側地区において、

重機によリー部試掘 トレンチを設定し、掘 り下げたとこ

ろ、河川跡にともなう砂礫層が深さ2m以上、幅約 80

mあ まりにわたって重層的かつ広汎に認められている。

発掘調査は、平成 ■ 年度に実施された甲府市教育委

員会による試掘調査時に設定された 20mを基本とする

グリッドを使用し、各調査区内には新たにグリッドは設

定しなかった。そのグリッドに付随する公共座標第Ⅷ系

の座標値を使用し、各調査区ごとに任意の基準点を設定

して、光波測量機により遺物を取 り上げ、一部、遺構の

測量を行った。

各種遺構の番号については、地区に関係なく通番号で

付 した。遺構の測量については、1/10・ 1/20の縮尺を

基本として、平板測量と遣 り方測量を主体として作成し、

一部デジタルカメラやポールシステムによる簡易写真測

量を行った。各調査区の全体図は 1/50の縮尺を基本と

してラジコンヘリコプターなどによる空中写真測量で作

成した。

遺跡の沖積低地に立地するために、降雨のたびに各

調査区が水没し、その復旧作業に多 くの時間を費やして

しまったが、発掘調査は平成 14年 10月 18日 で終了し、

翌 19日 から26日 にかけて重機等を使用して一部埋め戻

し作業を行った。

A 外周道路地区および南進入路地区の概要と検出遺

構 。遺物

両調査地区は、ともに微高地および旧河道域にあたる。

微高地部分については、試掘調査当初より遺構群の存在

が予測されていた。その予測どお り、古墳時代から奈良・

平安時代にわたる竪穴建物跡、溝跡、ピット (土坑含む)、

性格不明の焼土遺構等が検出されている。遺構は重複が

著しく、しかも重層的かつ平面的に存在している。竪穴

建物跡の 40棟は、すべてこの両地区から検出されてい

る。

一方、外周道路東地区は、微高地から旧河道域にかかっ

ており、河川跡が約 80～ 100mの 幅をもって確認され

ている。本年次の調査では、日程的・予算的な事情を考

慮して微高地から河川跡にかかる一部分を検出するにと

どめた。

なお、外周道路東地区に接する南側駐車場擁壁地区に

ついても、重機によって トレンチを設定して掘 り下げた

が、ここでも河川跡 (旧笛吹川)に伴う砂礫層が確認さ

れたため、本調査は実施していない。

なお、地区名の呼称については、外周道路地区は東

西方向の直線部分を指し、南進入路地区は交差する外周

道路地区の南辺から始まる南北方向の直線部を指してい

る。

次に、各時代ごとに遺構の状況をみると、古墳時代で

は溝状遺構が中心に検出されている。SD6・ 16・ 22な

どが中心となる。いずれも平安時代もしくは中世段階ま

でその流路の性格を留めており、流路の変更や滞水を重

ねながら長期にわたって存続していたと想定できる。

SD6号溝跡は、外周道路西地区で検出されており、南

北方向に延びている。幅約 2.2m前 後を測 り、溝底面部

分に堆積する黒色粘土層中より、古墳時代初頭段階の土

師器類がいくつかのブロックを形成し、分散するような

状況で出土している。

SD16号 溝跡は、南側進入路地区で検出されてお り、

東西方向に延びているが、東側は後世の耕作地の造成に

伴う掘削により欠失 している。幅約 2.5m前 後を測 り、

方向的には SD6号溝跡 とほぼ直交する傾向にあるが、

当溝跡西側および SD6号溝跡の南allは調査区域外のた

め、両溝跡が どのように関連 しているのかは不明であ

る。埋土の堆積状況や遺物の出土状況などが酷似してい

ることから、同一の溝跡である可能性が強い。仮に同一

のものとすれば、その形状および規模からみて、一辺が

約 25m規模の方形周溝墓に伴う溝である可能性が考え

られる。

奈良・平安時代～中世では、竪穴建物跡や溝跡、ピッ

トなどが中心である。奈良時代に属する遺構は現在のと

ころ、数軒の竪穴建物跡とSD16号溝跡のみである。前

述したように SD16号溝跡は、古墳時代から平安時代に

わたる溝跡であるが、現場における遺物の出土した様相

から、 3時期程度に分けることができる。古い順に第 I

期 として古墳時代初頭段階、第Ⅱ期として 8世紀段階、

第Ⅲ期として 9世紀段階が考えられる。そのうちのⅡ期

にあたる流路の底面から8世紀前半段階の盤状の土師器

郭がまとまって出土している。また、詳細な時期は不明

であるが、第Ⅱ期覆土上層からは須恵器製三足壺と思わ

れる、獣脚が付いた胴部下半部の破片 2点が出土してお

り、他には鉄製の鎌等も出土している。

平安時代の遺構 としては 10世紀代から12世紀初頭に

かけての竪穴建物跡が中心となる。いずれも後世の耕作

等によって撹乱をうけ、遺存状態はあまり良くない。10

世紀代の竪穴建物跡は、一辺が 3～ 4m前後を測る方形

プランを基調として、北壁もしくは東壁にカマ ドがつ く
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られる。カマ ドは粘土を主体に構築されてお り、希に袖

部の芯材に河原石や瓦などの転用材も使用しているもの

もみられる。土層の堆積状態から、カマ ドの多 くは故意

に破壊されている状況が看取された。

10世紀代の竪穴建物跡では、出土遺物か ら SB13・

34。 37・ 39・ SB43号 竪穴建物跡が注 目される。SB13

号竪穴建物跡のカマ ドからは軒平瓦 と平瓦が出土 して

お り、カマ ドの構築材 として使用 されたと思われる。

SB34号竪穴建物跡では、カマ ドに河原石を部分的に使

用しており、カマ ドの脇の小ピットから、土師器皿が 2

枚重なった状態で出土している。SB37号竪穴建物跡で

は緑釉陶器が、SB39号竪穴建物跡では、竪穴壁寄 りに

完形に近い土器が出土する状況が見られる他、燈明皿や

紡錘車と思われる土製品などが出土している。SB43号

竪穴建物跡では、カマ ドの埋土上面に完形の土師器皿が

置かれていたような状態で出土している他、竪穴覆土中

からは導も出土している。

11～ 12世紀代の竪穴建物跡ではSB5号竪穴建物跡が

注目される。南西コーナーに石組み構造のカマ ドをもつ

竪穴で、平面プランは方形を呈 し、一辺約 460～ 490

mを測る。北壁側の一部には幅 2.8m、 奥行 き■Omを

測るテラス状の張 り出し部分が認められる。

外周道路西地区において、中世段階のものと思われる

井戸跡 (SEl)が検出されている。当遺構は、SD6号溝

跡の埋土を切 り込むかたちで構築されてお り、平面プラ

ンは楕円形を呈 し、長軸 2.7m、 短軸 2.5m、 確認面か

らの深さ約 ■Omを測る素掘 りの井戸である。地下の井

土壁を保護するような丼戸枠などの施設は確認されてい

ない。確認面から約 50 cmの レベルで段をなして、さら

にこのレベルから拳大から人頭大の礫が多数出土 してお

り、須恵質土器片や陶質土器片なども混在 して出土して

いる。

外周道路東地区で検出された河川跡 (SD34)|よ、幾

たびかの流路変更を繰 り返しており、弥生時代末から平

安時代末および中世初頭 (12～ 13世紀)段階までの遺

物を含んでいる。今回は、前述のとおり南進入路地区の

微高地から当該地区の旧河道域にあたる一部の流路を部

分的に検出したのみであったが、10世紀代を中心 とす

る土師器や須恵器、灰釉陶器、不明鉄製品、土製紡錘車、

木製品類などが出土している。当河川跡は、前述のとお

りその規模においては、幅 80～ 100mほ どを測 り、流

下する方向からみると、旧笛吹ナIIも しくは平等川が、当

該期までは当調査地あたりを中心に流下していた可能性

がある。

以下、SB(竪穴建物跡 )お よびSA(掘立柱建物跡 )、

SD(溝状遺構 )に ついては原則的に個別に、SP(ピ ッ

卜)については、主だったものをピックアップして報告

をおこなう。

1.SB(竪穴建物跡)

SB遺構は、外周道路地区および南進入路地区からは

40軒検出されている。

SBl号竪穴建物跡 (挿 図第 157・ 229図 /2次 図版 3。

31)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB14・ 15。 28、  SD8、  SP21・ 36。 43・ 53・ 54・ 56・ 55・

72な どと重複。遺存状態は悪い。 (形態・規模等)形態

は不明。規模は現存する南北軸で 3.65mを測る。 (壁・

壁清・床面等)壁、壁溝とも不明、床面と思われる範囲

は、やや堅固。 (柱穴)SP36な どのピットが検出されて

いるが、柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

い。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)出土遺物は少なく、床

面と思われる範囲から、故在的に出土。 (時期)8世紀

から10世紀代の土器が混在 しているため、時期の詳細

は不明。

SB2号竪穴建物跡 (挿図第 157・ 229。 230図/2次図版 3・

31)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複 。遺存状況 )

SB14。 15'28、  SD23・ 24、  SP29。 30・ 31。 49・ 50。

51・ 67・ 68・ 87な どと重複。遺存状態は悪い。 (形態・

規模等)形態は隅九方形を呈 し、規模は現存する東西軸

で 3.35mを 測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は、西壁部

分で確認されている。床面 と思われる範囲はやや堅固。

(桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

い。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺物は竪穴北側でやや

まとまって出土している。土師器郭・甕が中心。 (時期)

10世紀代中頃から後半。

SB3号竪穴建物跡 (挿図第 158図 )

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB8。 11・ 14・ 17・ 26な どと重複。遺存状態は悪い。 (形

態・規模等)形態は不明。規模は現存する東西 2.90m、

南北 2.30mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は確認さ

れていない。竪穴部の現状での深さは 6 cm。 床面はカマ

ド周辺部でやや堅固。 (桂穴)小 ピットはいくつか検出

されているが、柱穴と思われる明確なピットは確認され

ていない。 (カ マ ド)北壁に構築されている。掘 り方の

み検出。 (出土遺物)出土遺物は土師器細片のみ。 (時期)

不明。

SB4号竪穴建物跡 (挿図第 158図/2次図版 3)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB34、  SP166・ 167・ 168。 170。 171'193・ 194な どとE重複。

どの遺構よりも新しい。竪穴の 1/2以上が調査区外に及

ぶ。 (形態 。規模等)形態は隅丸方形か。規模は現状で
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東西 3.10m、 南北 3.10mを 測る。 (壁・壁溝・床面等 )

壁溝は確認されていない。壁の立ち上が りは緩やか。竪

穴部の現状での深さは 25 cmを 測る。床面は全体的にや

や軟弱。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認さ

れていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)出土遺物は土

師器細片のみ。 (時期)不明。

SB5号竪穴建物跡 (挿図第159。 160。 230。 280。 285・

286図 /2次図版 3～ 5'32)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SB23、 SDll,13・ 14・ 17・ 18、 SP47・ 86。 227な と
｀
と

重複。どの遺構よりも新 しい。 (形態 。規模等)形態は

隅丸長方形を呈 し、規模は東西 4.73m、 南北 4.13mを

測る。北壁側の一部には幅 2.86m、 奥行 き■05mを 測

るテラス状の張 り出し部が認められる。このテラス状張

り出し部と、床面との段差は約 10 cmほ どである。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は竪穴部東西南北壁下で確認されて

いる。調査開始当初から、竪穴覆土全体に炭化物や焼土

ブロックを含んでいたが、南壁壁下の壁溝覆土には、多

量の焼土化 した粘土塊が含まれ、この焼土化 した粘土塊

が、焼失によって崩落した土壁なのか、それともカマ ド

の破壊に伴い、カマ ド構築材粘土が混入したものなのか、

その判断は難しい。壁の立ち上が りは比較的緩やかで、

竪穴部の現状での深さは 25 cmを 測る。床面は全体的に

堅固で、竪穴部東側半分は、カマ ド前面部の床面レベル

に比べ若千高 くなっており、カマ ド周辺部分は、土間的

な空間として意識されていたことが推測できる。さらに

この硬化 した高床部分には、火をうけて焼土化 した範囲

が 3箇所確認されている。 (柱穴)柱穴と思われるピッ

トは、高床範囲を囲むようなかたちで、 4基ほど確認さ

れている。 (カ マ ド)南西隅に構築されている。石組み

であり、覆土には焼土ブロックを含むものの、燃焼部に

おける焼土面は検出されていない。おそらく人為的に破

壊されたものと思われる。 (出土遺物)出土遺物は、竪

穴内の全域から出土しているが、北東ヨーナー寄 りの床

面直上から土師質小型皿がやゃまとまって出土している

ほか、カマ ド近くの南東壁寄 りからは羽釜なども出土し

ている。 (時期)H世 紀末～ 12世紀初頭。

SB6号竪穴建物跡 (挿図第161。 231,278図/2次図版 5・

32)

(位 置)南進入路地区にて検出。 (重 複 。遺存状況 )

SB38。 39、 SD13。 38と 重複。 (形態・規模等)形態は

隅丸方形を呈 し、規模は東西 3.30m、 南北 3.05mを測る。

(壁・壁溝・床面等)壁溝は、各壁下にて検出されてお り、

竪穴部の確認面からの深さは最大 10 cmを測る。床面は

貼床で、カマ ド周辺部は堅固であるものの、それ以外は

概 して軟弱である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

卜は確認されていない。 (カ マ ド)東壁ほぼ中央部に構

築されており、袖芯材は検出されなかったが、掘 り方で

は袖石の据え付けピットが確認されている。 (出土遺物)

遺物の出土量はあまり多 くはないが、散在的にみられる。

土師質皿、鉢、脚高高台、壼、平瓦片などが出土してい

る。 (時期)10世紀後半～ H世紀。

SB8号竪穴建物跡 (挿図第162・ 231・ 232図 /2次図版6・

32・ 33)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB18・ 19,25。 36、  SP131・ 154″-156と 重複。 (形態 。

規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われる。規模

は東西は現状で 3.03m、 南北 3.00mを測る。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は確認されていない。各壁下にて検出され

てお り、竪穴部の確認面からの深さは最大 7 cmを 測る。

床面は貼床で、カマ ド周辺部はやや堅固であるものの、

それ以外は概 して軟弱である。 (柱穴)柱穴と思われる

明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁ほぼ

中央部に構築されてお り、掘 り方のみ検出。 (出土遺物)

遺物の出土量は比較的多い。特にカマ ド周辺部から出土

が顕著。土師器郭・月ヽ型奏・羽釜、置きカマ ド、須恵器

凸帯付四耳重などが出土 している。 (時期)遺物の様相

では、やや時間幅がみられる。カマ ド周辺部出土の土師

器郭からみると10世紀後半～ 11世紀。

SB9号竪穴建物跡 (挿図第 162・ 232・ 233・ 278。 285図

/2次図版 6・ 33・ 34)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重複 。遺存状況 )

SBll・ 12と 重複。遺構南側および西側は、撹乱溝およ

び試掘坑によって肖U平 されている。 (形態 。規模等)形
態は不明。規模は検出された範囲で東西 2.90m、 南北 0。90

mを測る。 (壁・壁溝・床画等)壁溝は北壁の一部で確

認されている。竪穴部の確認面からの深さは最大 10 clll

を測る。床面は貼床で、カマ ド周辺部はやや堅固である。

(桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

Vヽ 。 (カ マ ド)北壁に構築されてお り、粘質土で構築さ

れた袖部が残存し、全体に焼土化が著 しい。 (出土遺物)

遺物の出土量は比較的多い。特にカマ ド内およびその周

辺部から出土が顕著。土師器郭・皿、置きカマ ド、九瓦

片などが出土している。 (時期)10世紀前半。

SB10号堅穴建物跡 (挿 図第 163・ 234図/2次図版 6・

34)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SBH・ 12と 重複。遺構南側および東側は、撹乱溝およ

び試掘時の トレンチによって削平されている。 (形態・

規模等)形態は不明。規模は検出された範囲で東西 3.15

m、 南北 ■02mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は確

認されていない。竪穴部の確認面からの深さは最大 10
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cmを測る。床面は貼床で、カマ ド周辺部はやや堅国であ

る。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されて

いなVヽ 。 (カ マ ド)北壁に構築されてお り、掘 り方のみ

を検出。燃焼部前面付近に焼土化した粘土範囲が確認さ

れたが、カマ ド構築材の可能性が考えられる。(出土遺物 )

出土量は少ないが、土師器郭・皿、甕などが出土してい

る。 (時期)10世紀後半。

SBll号竪穴建物跡 (挿図第 163・ 234図 /2次図版 6・

34)

(位 置)南進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB9・ 10・ 13・ 37・ 40'43、 SP35。 205'206、  SD33・

40と 重複。遺構南側は、試掘坑によって削平されている。

(形態・規模等)形態は隅丸方形を呈すると思われ、規

模は東西 2.75m、 南北は現状で 2.05mを 測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は確認されていない。竪穴部の確認面

からの深さは最大 25 cmを 測る。床面は貼床で、全体的

にやや堅回である。 (柱穴)柱穴と思われる引確なピッ

トは確認されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺

物は少なく、土師器皿などが散在的に出土している。 (時

期)10世紀前半～中頃。

SB12号竪穴建物跡 (挿図第 163・ 164・ 234・ 235図 /2
次図版 6'7・ 34・ 35)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重複・遺存状況 )

SB9。 13・ 40、 SD43、 SP202・ 203と 重複。 (形態・規模等)

形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西 3.90m、

南北は現状で 2.25mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝

は確認されていない。竪穴部の確認面からの深さは最大

30 clllを 測る。床面はやや不明瞭で、調査段階で床面を

掘 り過ぎてしまった。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。(カ マ ド)東壁に構築されており、

粘質土で構築された袖部が残存 し、全体に焼土化が著し

い。 (出土遺物)出土遺物は比較的多い。カマ ド周辺部

からの出土が顕著で、土師器郭・奏、置きカマ ド、灰釉

陶器壷、皿などが散在的に出土している。 (時期)10世

紀前半～中頃。

SB13号竪穴建物跡 (挿 図第 164・ 165。 235。 236。 278

～ 280図/2次図版 7・ 35)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複 。遺存状況 )

SBll・ 12・ 26。 37・ 40。 43、 SD40、 SP204～ 209と 重複。 (形

態・規模等)形態は隅丸方形を呈し、規模は東西 3.25m、

南北 3.60mを 測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝は東西南

北壁下にて検出されている。竪穴部の確認面からの深さ

は最大 23 cmを 測る。床面は散在的に硬化面も認められ

るが、やや不明瞭で、一部床面を掘 り過ぎてしまった。

カマ ド前面部において焼土範囲が認められる他、覆土は

3層で、ブロック土および焼土ブロック、炭化物を比較

的多 く含んでいることから、焼失建物である可能性が高

い。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されて

いない。 (カ マ ド)東壁に構築されてお り、粘質土で構

築された袖部が残存 し、全体に焼土化が著しい。燃焼部

における焼土も明瞭に残存 している。 (出 土遺物)出土

遺物は多い。カマ ド内およびその周辺部から顕著に出土

しており、とくにカマ ド埋土上部には、故意に置かれた

ような状況で、軒平・平瓦がその上部を塞ぐように出土

している。出土遺物は多 く、土師器必・皿。椀・奏、羽釜、

灰釉陶器壷、粘土塊などが出上している。 (時期)10世

紀前半～中頃。

SB14号竪穴建物跡 (挿図第 166。 237・ 286図/2次図版 8・

36)

(位 置)外周道路地 区にて検出。 (重 複 。遺存状況 )

SBll・ 12。 26・ 37・ 40,43、  SD40、 SP204´ -209と こ≧複。

(形態 。規模等)形態は不明。規模は現状で東西 2.45m、

南北 425mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は東 。南・

北壁下にて検出されている。竪穴部の確認面からの深さ

は最大 5 cmを測る。床面はやや軟弱で不明瞭である。(柱

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)東壁に構築されてお り、掘 り方のみ検出。燃

焼部内の焼土が明瞭に残存 している。 (出土遺物)出土

遺物は、カマ ド内を中心に出土しており、土師器必・皿・

秦、羽釜、置きカマ ド、須恵器奏、灰釉陶器壷などが出

土している。 (Π寺期)10世紀前半～中頃。

SB15号竪穴建物跡 (挿 図第 166。 237図 /2次図版 8・

36)

(位 置)外周道路地 区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SBl・ 14・ 24・ 28、  SD8。 14、  SP22・ 53・ 56・ 88・ 89・

121・ 122と 重複。 (形態・規模等)形態は隅丸方形を呈

すると思われ、規模は現状で東西 2.95m、 南北 3.70m

を測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は東 。南・北壁下に

て検出されている。竪穴部の確認面からの深さは最大 7

cmを 測る。床面はやや軟弱で不明瞭である。 (桂穴)柱

穴と思われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ

ド)不明。 (出土遺物)遺物は少なく、土師器郭片など

が散在的に出土している。 (時期)9世紀代か。

SB16号竪穴建物跡 (挿 図第 167・ 237・ 238・ 281・ 282

図/2次図版 8。 36)

(位 置)外周道路地 区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SB21。 30、 SP33・ 34・ 97。 99。 103。 228と 重複。 (形態・

規模等)形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は現状

で東西 2.80m、 南北 3.45mを測る。 (壁・壁清・床面等)

壁溝は北壁下の一部にて検出されている。竪穴部の確認

面からの深さは最大 10 clllを 測る。床面はやや軟弱で不

明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確
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認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築されてお り、掘

り方のみ検出。燃焼部内の焼土が明瞭に残存 している。

また、竪穴部南東隅に不整形な形状を呈 した焼土範囲が

確認され、その下部にも掘 り方が存在することから、カ

マ ドの造り誉えも想定される。 (出土遺物)出土遺物は、

カマ ド内を中心に出土しており、土師器郭・奏、手捏土

器などが出土している。 (時期)9世紀代の土師器もみ

られるが、10世紀後半～ 11世紀を中心とした時期だろ

う。

SB17号竪穴建物跡 (挿 図第 167・ 238図 /2次図版 9・

36。 37)

(位 置)南進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB35、 SD33・ 41、 SP92・ 93・ 213と 重複。その大半は

西側の調査区外に延びる。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は現状で東西 0.90m、 南北 3.70mを測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは最大 15 cmを 測る。床面はやや軟弱で不明

瞭である。 (桂穴)壁際にて小ピットが検出されている

が、柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺物は散々的出土ながらや

やまとまって出土している。土師器郭・皿・奏、小型壼

などがみられる。 (時期)10世紀前半。

SB18号竪穴建物跡 (挿図第 168・ 238・ 239図/2次図版 9・

37)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB8。 19・ 25。 36、 SD22・ 31、 SP155と 重複。その大半

は西側の調査区外に延びる。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は東西は現状で 0,75m、 南北は 3.25mを測る。 (壁 。

壁溝・床面等)壁溝は東壁下一部、南壁下にて検出され

ている。竪穴部の確認面からの深さは最大 30 cmを 測る。

床面はやや不明瞭で、調査段階で床面を掘 り過 ぎてし

まった。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認さ

れていない。 (カ マ ド)東壁に構築されてお り、粘質土

で構築された袖部が残存し、全体に焼土化が著しい。 (出

土遺物)出土遺物は比較的多い。カマ ド周辺部からの出

土が顕著で、土師器杯 。皿・奏などが出土している。 (時

期)10世紀代の土器もみられるが、主体は9世紀前半。

SB19号竪穴建物跡 (挿図第 168・ 239・ 282・ 285図 /2
次図版 9。 37)

(位 置)南進入路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SB8・ 18・ 25・ 36、 SD22、 SP155'156と 重複。竪穴西

側は SB18と 重複 し、東側は試掘 トレンチによリー部欠

失している。 (形態・規模等)形態は隅九方形を呈する

と思われ、規模は東西は現状で 2.50m、 南北は 2.40m

を測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は北壁下一部で検出

されている。竪穴部の確認面からの深さは最大 18 cmを

測る。床面はやや不明瞭。 (柱穴)柱穴と思われる明確

なピットは確認されていない。 (カ マ ド)北壁に構築さ

れてお り、掘 り方のみ検出。 (出土遺物)遺物は散在的

出土ながら比較的多い。カマ ド前面部にやや集中する傾

向がみられ、土師器郭 。皿・羽釜、須恵器奏片などが出

土している。 (時期)10世紀前半～中頃。

SB21号竪穴建物跡 (挿図第169・ 239・ 240・ 279・ 281・ 285

図/2次図版 9。 10。 38)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複 。遺存状況 )

SB16、 SD16と 重複。竪穴東側は、現代の地境溝の掘削

に伴い欠失している。 (形態 。規模等)形態は不明であ

るが、隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状で

2.50m、 南北は 3.45mを 測る。 (壁・壁清・床面等)壁

溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは最

大 20 clllを 測る。床面はやや不明瞭。北壁から西壁の一

部に最大幅 38 cmを 測るテラス状施設と考えられる段差

がみられる。竪穴部床面との段差は約 12 cmを測る。 (柱

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺物は故在的出土ながら比

較的多い。テラス状施設直上から灯明具として使用され

た土師器郭が出土 している。その他、土師器皿・奏、須

恵器壷・奏片などが出土 している。 (時期)8世紀代な

どの遺物を含むが主体は、10世紀後半代。

SB22号竪穴建物跡 (挿図第 169・ 241図/2次図版 10。

39)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB29、 SD16。 26、 SP106と 重複。竪穴部の掘 り込みは

欠失してお り、カマ ドのみの検出。 (形態・規模等)不

明・規模等不明。 (壁・壁溝 。床面等)壁・壁溝などは

不明であるが、カマ ド前面部において、わずかに床面と

考えられる硬化面の一部は確認している。 (柱穴)柱穴

と思われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)

北壁に構築されており、粘質土で構築された袖部が残存

し、全体に焼土化が著 しい。 (出土遺物)カ マ ド袖部を

中心に出土している。土師器郭 。灰釉陶器壼片などが出

土している。 (時期)10世紀前半～中頃。

SB23号竪穴建物跡 (挿図第 170。 241図 /2次図版 10。

39)

(位置)南進入路地区にて検出。 (重複。遺存状況)SB5。 6、

SD18、 SP48・ 58と 重複。 (形態 。規模等)形態は不明。

規模は東西は現状で0,75m、 南北も現状で2.65mを 測る。

(壁・壁清・床面等)壁溝は北壁および東壁下で検出さ

れている。壁溝のみの検出であるため、竪穴部の確認面

からの深さは不明。床面はやや不明瞭。 (柱穴)柱穴と

思われる明確なピットは、不確実ながらピット1(Pitl)

が相当しようか。 (カ マ ド)東壁に構築されている。焼
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土範囲が確認され、その下部に掘 り方を有する。 (出土

遺物)出土遺物は少なく、土師器杯片などがわずかに出

土している。 (時期)詳細時期は不明。

SB24号竪穴建物跡 (挿図第 170。 241・ 242・ 284図 /2
次図版 10・ H'39)

(位置)南進入路地区にて検出。 (重複・遺存状況)SB14

^-16。 28・ 30、  SD26、 SP94´ ンヽ98。 101 ・ 102・ 105' 124

と重複。 (形態・規模等)形態は不明。規模は現状で東

西 4.35m、 南北も現状で 3.35mを測る。 (壁・壁清・床

面等)壁溝および竪穴部の確認面からの深さは不明。床

面は不明瞭で、遺構確認面 =床面だったと思われ、掘 り

方部を検出している可能性が強い。また、SPナ ンバー

を付した下部の遺構は、本竪穴に伴う床下土坑・ピット

である可能性が強い。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。(カ マ ド)北壁に構築されている。

燃焼部の掘 り方と、袖石据え付け掘 り方を検出。焼土も

比較的顕著に遺存 している。 (出土遺物)遺物は散在的

ながら比較的多 く出土している。土師器郭・皿・鉢・奏、

羽釜、須恵器鉢片などが出土している。 (時期)11世紀

代の羽釜などもみられるが、主体を占めるのは 10世紀

前半から中頃である。

SB25号竪穴建物跡 (挿 図第 171'242・ 283図 /2次図

版 11。 39)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB18・ 19。 34,36、  SD8・ 22。 31・ 38、 SP131・ 133・

154・ 155と 重複。SB18。 19な どに切 り込まれ、東側は

試掘 トレンチによって欠失 している。 (形態・規模等)

形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は現状で東西

2.65m、 南北 380mを測る。 (壁・壁溝。床面等)壁溝は、

検出されている壁下にて検出されている。竪穴部の確認

面からの深さは 20 cmを 測る。床面は、わずかに堅国で

ある。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認され

ていない。 (カ マ ド)不明。おそらく東壁に構築されて

いたであろう。 (出土遺物)床面残存部から故在的に出

土している。土師器郭・鉢、須恵器鉢片などが出土して

いる。 (時期)10世紀前半。

SB26号竪穴建物跡 (挿図第171・ 172・ 242・ 243・ 285

図/2次図版 H。 40)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複 。遺存状況 )

SB13・ 37・ 40。 43、  SD22・ 40。 42、  SP135'182 ～

186。 201,215。 216・ 225と 重複。北壁の一部は試掘 ト

レンチによって一部欠失している。 (形態 。規模等)形

態は隅丸長方形を呈 し、規模は東西 3.90m、 南北 3.30

mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは最大 20 cmを 測る。床面は

やや不明瞭だが、部分的に硬化面が残存 している。 (柱

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)北壁に構築されてお り、掘 り方のみ検出。焼

土は顕著ではない。 (出土遺物)出土遺物は比較的多い。

特に集中する箇所はないが、東壁下中央部の床面直上か

ら、ほぼ完形の土師器必が出土している。他に土師器蓋・

奏、須恵器奏片、灰釉陶器椀などが出土している。 (時期)

10世紀前半～中頃。

SB27号竪穴建物跡 (挿図第172'244図/2次図版11・

40)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SP66・ 165と 重複。その大半は東側の調査区外に延びる

が、畑の造成により削平されている可能性もあり。(形態・

規模等)形態は不明。規模は現状で東西 0,95m、 南北

2.05mを 測る小型の竪穴建物跡である。 (壁・壁清・床

面等)壁溝は検出されている壁下にて検出されている。

竪穴部の確認面からの深さは最大 10 cmを測る。床面は

比較的堅固である。 (桂穴)壁際にて小ピットが検出さ

れているが、柱穴となり得るかは不明。 (カ マ ド)南西

隅において焼土範囲が確認されている。掘 り方は確認で

きなかったが、同箇所がカマ ドである可能性が強い。 (出

土遺物)遺物は少ない。焼土範囲内およびその周辺から

出土している。土師質脚高高台と灰釉陶器高台部などが

出土している。 (時期)10世紀末から11世紀前半代。

SB28号竪穴建物跡 (挿図第 172・ 244・ 281図 /2次図

版 11・ 40・ 41)

(位 置)外周道路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SBl ・ 14・ 15。 24、 SD8・ 24、  SP52・ 53・ 56。 88・ 121

と重複。重複や削平により、その大半は欠失している。

(形態・規模等)形態は不明。規模は現状で東西 1.30m、

南北 4.75mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは最大 8 cIIlを 測

る。床面は不明瞭である。 (桂穴)柱穴と思われる明確

なピットは確認されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺

物)遺物は床面残存部から散在的に出上している。上師

器郭、須恵器必、手捏土器などが出土している。 (日寺期)

8世紀前半。

SB29号竪穴建物跡 (挿図第 173・ 244'245。 280図 /2
次図版 12・ 41)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB22、 SD15。 16・ 26、 SP106と 重複。 (形態 。規模等 )

形態は隅丸長方形を呈すると思われ、規模は東西 3.20m、

南北は現状で 3.30mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは最大

22 cmを 測る。床面は比較的明瞭で貼床である。掘 り方

は全体を掘 り込むタイプだが、西壁寄 りは顕著である。

その中のピット1(Pitl)か らは土器一括と拳大の礫が
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出上している。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは

確認されていない。 (カ マ ド)北壁に構築 されている。

掘 り方のみの検出である。 (出土遺物)遺物はカマ ド前

面部と、竪穴部中央やや西寄 りで焼土範囲とともに集中

する傾向がみられる。土師器杯・皿・奏、灰釉陶器片、

粘土塊などが出土している。 (時期)10世紀中頃から後

半。

SB30号竪穴建物跡 (挿図第174・ 245図/2次図版12・

41)

(位 置)外周道路地区にて検 出。 (重複 。遺存状況 )

SB16・ 24、 SP100。 220と 重複。 (形態・規模等)形態・

規模ともに不明。 (壁 。壁清・床面等)壁溝は検出され

ていない。竪穴部の確認面からの深さは不明。床面と考

えられる硬化面が散在的に確認できる。 (桂穴)柱穴と

思われる明確なピットは確認されていないが、焼土範囲

が推定東壁部際の北寄 りの位置で確認されており、その

下部で径 66 cm× 54 cIIl、 深さ 10 cmを 測る楕円形を呈す

るピットが検出されている。 (カ マ ド)おそらく東壁に

構築されていると考えられる。掘 り方のみの検出である。

一部に焼土範囲とともに土師器奏一括資料が出土してい

る。 (出土遺物)遺物はカマ ド内を中心に出土している。

土師器郭・奏などが出土している。 (日寺期)9世紀前半。

SB31号竪穴建物跡 (挿図第 175・ 245。 246・ 280図 /2
次図版 12・ 41・ 42)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重複・遺存状況 )

SB8。 25。 34。 36。 38・ 39、 SD22、  SP133・ 152・ 153・

174・ 177・ 178。 189～ 192・ 195と 重複。 (形態・規模等)

形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西

2.85m、 南北は現状で 2.70mを測る。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは

15 clllを 測 り、床面は硬化面が散在的に確認できる。 (桂

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石お

よび袖石据え付け掘 り方を検出。焼土も比較的顕著であ

る。 (出土遺物)遺物はカマ ド内およびその周辺を中心

に出土している。竪穴全体でも小片が中心ながら散在的

に出土している。土師器郭・皿・片口鉢・甕、粘土塊な

どが出土している。 (時期)10世紀前半から中頃。

SB32号竪穴建物跡 (挿 図第 174。 246・ 280図 /2次図

版 12・ 42)

(位置)外周道路地区にて検出。 (重複 。遺存状況)重複

はないが、その大半は北側の調査区外に延びており、竪

穴南東隅の一部だけの検出となっている。(形態・規模等)

形態・規模 ともに不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検

出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 8 cmを測

る。床面はやや不明瞭。(桂穴)柱穴と思われる明確なピッ

卜は確認されていないが、南東隅壁下において、貯蔵穴

状の径 50 cm前後、深さ 10 clllを 測るピットが検出されて

おり、そこから土師器郭などがまとまって出土している。

(カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺物は前述のとおり、貯蔵

穴状ピット内から出土しており、刻書で「山」と記され

た灰釉陶器皿の他、土師器イ・奏、粘土塊が出土してい

る。 (時期)10世紀後半から11世紀初頭。

SB34号竪穴建物跡 (挿 図第 176・ 246・ 247・ 282・ 286

図/2次図版 12・ 13・ 42)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB4。 31 ・36・ 38、  SD22、  SP133・ 152, 166 ～ 176・

191。 193～ 195と 重複。本遺構西側は、調査区外に延

びている。 (形態・規模等)形態はおそらく隅丸方形を

呈すると思われ、規模は現状で東西 3.40m、 南北は 3.35

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は北壁および東壁

の一部において検出されている。竪穴部の確認面からの

深さは 24 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中心に硬化

面が散在的に確認できる。 (柱穴)柱穴と思われる明確

なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁の南東隅

寄りに構築され、礫 と粘質土で構築された袖部が残存し、

全体に焼土化が著 しい。焼上の堆積は顕著ではないが、

ブロック状に多 く混入 している。 (出土遺物)遺物はカ

マ ド内およびその周辺を中心に出土している。カマ ドに

向かって左脇の床面直上から、土師器皿が 2枚重なった

状態で出土している他、竪穴全体からも小片が中心なが

ら故在的に出土してお り、出土量は多い。土師器郭・皿・

奏を中心に、灰利陶器椀、須恵器平瓶片などが出土して

いる。 (時期)10世紀前半から中頃。

SB35号 竪穴建物跡 (挿 図第 177・ 248図 /2次 図版

13。 43)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SB10・ 17、 SD41・ 42、 SP139。 142と 重複。本遺構西側は、

調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形態・規模

ともに不明。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出された壁

下において検出されている。竪穴部の確認面からの深さ

は 20 cmを 測る。床面はやや不明瞭。 (桂穴)柱穴と思わ

れる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)不明。

(出土遺物)遺物は少なく小片が多い。土師器郭・羽釜、

須恵器小片などが出土している。 (時期)不明。

SB36号 竪穴建物跡 (挿 図第 177'248図 /2次 図版

13・ 43)

(位置)南進入路地区にて検出。 (重複・遺存状況)SB6・

31・ 38と 重複。本遺構西側は、調査区外にかかるが、

試掘サブ トレンチによって欠失している。 (形態・規模

等)形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は

現状で東西 1.50m、 南北 1.65mを 測る。 (壁・壁溝・床
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面等)壁溝は、検出された北壁および東壁において検出

されている。竪穴部の確認面からの深さは 15硼 を測 り、

床面はカマ ド前面部を中心に硬化面が散在的に確認でき

る。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されて

いない。 (カ マ ド)北壁に構築され、礫 と粘質土で構築

された袖部が残存 し、全体に焼土化が著 しい。 (出土遺

物)遺物はカマ ド内およびその周辺を中心に出土してい

る。土師器杯・奏、須恵器甕などが出土している。 (時期)

10世紀前半から中頃。

SB37号竪穴建物跡 (挿 図第 178・ 248～ 250'279図 /
2次図版 13・ 14。 43・ 44)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複 。遺存状況 )

SBll '13・ 26・ 40、  SD33・ 40。 42、  SP143・ 184・ 205

～ 207・ 216・ 225と 重複。 (形態 。規模等)形態はおそ

らく隅九方形 を呈すると思われ、規模は東西 4.10m、

南北 3.60mを 測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は、検出

された壁下において検出されている。竪穴部の確認面か

らの深さは 20 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中心に

硬化面が散在的に確認できる。覆土は基本的には2層で、

ブロック土および焼土ブロック、庚化物を比較的多 く含

んでいることから、焼失建物である可能性が高い。(柱穴)

柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。 (力

マ ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石据え付

け掘 り方を検出。燃焼部内の焼土はほとんど残存 してい

ない。 (出土遺物)遺物は竪穴部内全体から出土してい

るが、特に南西隅周辺に集中してみられる。土師器郭。皿・

奏を中心に、灯明具として使用された緑釉陶器椀や、須

恵器奏片、丸瓦片などが出土しており、本遺構には直接

伴わないと思われるが、 8世紀後半代の土師器郭底部外

面に「子佐」と記された墨書土器も出土している。 (時期)

10世紀中頃。

SB38号竪穴建物跡 (挿図第 179。 250。 285図 /2次図版

14・ 44)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複 。遺存状況 )

SB8。 25・ 31 ・34・ 36。 39、  SD22・ 38、  SP152・ 153。

177・ 178。 188・ 190・ 196と 重複。 (形態 。規模等)形

態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は

現状で 1,40m、 南北 3.05mを測る。 (壁・壁清・床面等)

壁溝は、検出された壁下において検出されている。藍穴

部の確認面からの深さは 15 cmを 測 り、床面はカマ ド前

面部を中心に硬化面が散在的に確認できる。 (柱穴)柱

穴と思われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ

ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石および支

脚据え付け掘 り方を検出。燃焼部内の焼土はほとんど残

存 していない。 (出土遺物)遺物はカマ ド内および竪穴

部内から、土師器郭・皿・奏を中心に、ややまとまって

出土している。 (口寺期)10世紀前半から中頃。

SB39号竪穴建物跡 (挿 図第 179・ 180。 250。 251・ 281

～ 283図 /2次図版 14・ 15。 44・ 45)

(位置)南進入路地区にて検 出。 (重 複 。遺存 状況 )

SB6・ 31・ 38、 SD38、 SP177～ 181・ 197～ 200と 重Ifa。 (形

態・規模等)形態は隅丸方形を呈し、規模は東西 3.95m、

南北 3.75mを 測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 24 cmを 測 り、

床面はカマ ド前面部を中心に硬化面が散在的に確認でき

る。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認 されて

いない。 (カ マ ド)東壁に構築され、粘質土で構築 され

た袖部が残存し、全体に焼土化が著しい。燃焼部内の焼

土も顕著である。 (出土遺物)遺物の出土量は多 く、土

師器郭・皿・鉢・奏、須恵器甕片、土製紡錘車などがカ

マ ド内およびその周辺部から出土している。 (時期)10

世紀前半。

SB40号竪穴建物跡 (挿図第 181・ 252・ 279。 280図 /2
次図版 15・ 45・ 46)

(位 置)南進入路地区にて検出。 (重 複・遺存 状況 )

SB13。 26・ 37・ 43、 SD33・ 40、 SP204～ 209と 重複。 (形

態 。規模等)形態はやや台形状の隅丸方形を呈 し、規模

は東西 3.25m、 南北 3 40 rnを 測る。 (壁・壁溝・床面等 )

壁溝は各壁下に巡っており、竪穴部の確認面からの深さ

は 17 cmを 測る。床面はカマ ド前面部を中心に硬化面が

散在的に確認できる。南壁際で、焼土と炭化物の混合土

の範囲が 1.15m× 0.85mほ どのいびつな形状にて確認

されている。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確

認されていない。カマ ド南側で、径 40 cm、 深さ 20 cmを

測るピットが検出されているが、用途は不明。 (カ マ ド)

東壁に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石据え付け掘 り

方を検出。燃焼部内の焼土はほとんど残存 していない。

(出土遺物)遺物は北東隅壁下周辺に集中する傾向にあ

り、床面上約 8～ 15 cm程 度浮いた状態で出土 している

ものが多い。土師器郭・皿を中心に、置きカマ ド、緑釉

陶器皿、粘土塊、平瓦片などが出土 している。 (日寺期 )

10世紀前半。

SB41号竪穴建物跡 (挿図第 182・ 253図 /2次図版 15・

16・ 46)

(位 置)南 進入路地区にて検出。 (重 複・遺存状況 )

SD13。 39と 重複。竪穴建物の南西隅を部分的に検出し

ている。その大半は調査区東側にかかっているが、畑の

造成に伴い削平されている可能性が強い。(形態。規模等 )

形態・規模は不明。 (壁 。壁清・床面等)検出された範

囲では、壁溝は巡っていない。竪穴部の確認面か らの深

さは 10 cmを測る。床面はやや不明瞭。 (柱穴)柱穴 と思

われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)南
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西隅壁に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石の残骸と思

われる礫を検出。燃焼部内の焼土はほとんど残存してい

ない。 (出 土遺物)遺物は、土師器脚高高台皿と郭底部

片が、カマ ド内からわずかに出土している。 (時期)10

世紀後半から■ 世紀初頭。

SB42号竪穴建物跡 (挿図第 182・ 253図/2次図版 16・

46)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複 。遺存状況 )

SB27、 SD21、 SP108・ 109と 重複。竪穴建物の北西隅を

部分的に検出している。 (形態 。規模等)形態・規模 と

も不明。 (壁・壁溝・床面等)検出された範囲では、壁

溝が巡っている。竪穴部の確認面からの深さは9 cmを測

る。床面はやや不明瞭で、一部掘 りすぎてしまった。 (柱

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

北壁下で小ピットを検出している。 (カ マ ド)不明。 (出

土遺物)遺物は、土師器皿片がわずかに出土している。(時

期)9世紀後半から末頃。

SB43号竪穴建物跡 (挿図第 182・ 253'280図/2次図

版 16・ 46)

(位 置)南 進入路地区にて検 出。 (重 複・遺存状況 )

SB13・ 26。 40、 SP201と 重複。 (形態 。規模等)形態は

おそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状

で 1.90m、 南北 2.50mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁

溝は、検出された壁下には巡っていない。竪穴部の確認

面からの深さは 15 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中

心に硬化面が散在的に確認できる。 (桂穴)柱穴と思わ

れる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁

に構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石および支脚据え付

け掘 り方を検出。燃焼部内の焼土はほとんど残存してい

ない。 (出土遺物)遺物は竪穴部全体から散在的に出土

してお り、北西隅付近の床面上約 8 cmの レベルから瓦が

出土しており、カマ ド覆土上部から、灯明具として使用

された完形の土師器皿が正位の状態で出土している。そ

の他、土師器奏片もわずかながら出土している。 (時期)

10世紀前半から中頃。

2.SD(溝跡・溝状遺構)

SD遺構は、外周道路地区および南進入路地区からは

38条検出されている。

SDl・ 3(挿図第 202。 253図 /2次図版 47)

外周道路地区西側にて検出。SDl。 3と もに平行 して

検出されている。その大半は、北側の調査区外に延びて

いる。SDlは 長さ約 ■9m、 幅約 0。7m、 確認面からの

深さ7 cmを測る。SD3は長さ現状で 2.4m、 幅約 ■5m、

確認面からの深さ 6 cmを 測る。SDlか らは須恵質の播

鉢片が出土している。

SD2(挿図第 202・ 253・ 254図 /2次図版 19。 20。 47)

外周道路地区西端の、畑造成で削平された段差にかか

る部分で検出されており、SD6な どと重複している。西

側からL字状に弱 く屈曲し南北に延びている。西側の溝

立ち上が りは、掘 りすぎて欠失しているが、東側の立ち

上が りは緩やかである。幅約 2m前後、確認面からの深

さ約 20 cmほ どを測る。溝北側で底面および底面上 20 clll

程のレベルから一部遺物が集中して出土してお り、 9世

紀代を中心とする土師器郭および粗製の鉢形土器がみ ら

れる。

SD4・ 5・ 7～ 9。 23。 24(挿図第 203・ 255。 264・ 286

図/2次図版 23・ 47・ 53)

本遺構群は、外周道路地区中央部やや西寄 リー帯で検

出されている。SD7と SD23は、SDl・ 3と 同様に平行

して南北に延びている。SD4は、流路状の浅い掘 り込

みであり、西側部分の立ち上がりは確認段階で掘 り下げ

すぎてしまい欠失している。

SD24は、SD7か ら東へ約 5m程廷び、そこから南ヘ

約 3.4m程屈曲し廷びている。SD7から東へ 4mあた り

で、焼土範囲と10世紀後半代を中心とする土器小片が

ややまとまっている範囲が確認されている。おそらく上

部遺構である SB2も しくは SB14の床下遺構に伴う可能

性が高い。

SD5は長さ約 3.8m、 幅約 60 cm、 確認面か らの深 さ

約 8 cmを 測 り東西方向に延びる溝。SD8は南北に長 さ

約 7.2m、 幅約 32 cmを 測 り南北方向に延びる溝。SD9

は長さ4,28m、 幅約 40 cm前後、確認面からの深さ約 15

clllを 測 り南北に延びる溝である。

遺物は SD24の 他、SD7・ 8・ 23で も少量なが ら出土

しているが、いずれも10世紀代の上師器郭・奏などで

あり、これらも上部遺構の竪穴建物跡群に関わる遺物で

ある可能性が高い。

SD6(挿図第204・ 205。 254・ 281図/2次図版20。 47)

外周道路地区西端で検出されており、畑造成に伴う削

平部でも、辛うじて底面部分が残存 している。NW20°

の南北方向に延びている。底面は比較的平坦で、幅約 2.2

m前後、確認面からの深さは最大 60 cmを 測 り、覆土は

レンズ状堆積を示 し、その東側は壁面の崩落土の流入を

示す堆積状況が認められる。

遺物は、壁面崩落土と思われる底面部分に堆積する黒

色粘土層中より、古墳時代前期を中心とする土器がい く

つかのブロックに分散するような状況で出土 している。

S字口縁奏形土器や高郭などが中心を占めている。

SD10(挿図第206・ 255・ 279'286図/2次図版20。 48)

南進入路地区北側で検出されており、SD16の 上部で

確認されている。西側から緩やかに湾曲しながら約 5m
にわたって北側に廷びている。北側については、SD26
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に繋がる可能性もあるが不明である。

幅 1.2～ 1.3mを測 り、確認面からの深さは最大 25 cm

を測 り、覆土は基本的に2層で、水平堆積を示す。覆土

には砂粒を多 く含んでお り、流水の痕跡が認められる。

上層を中心に8世紀前半代から10世紀代にわたる土器

片が散在的に出土している。

SDll～ 14・ 17～21(挿 図第 207・ 256・ 263・ 286図 /
2次図版 20。 21・ 48・ 52)

南進入路地区の SD16以南、SB5'6な どが存在する

一帯の、その下部から検出されている。SDll・ 12・ 13・

21は 東西方向に廷び、その他は南北方向を基本 として

廷びる溝状遺構である。ルーズな掘 り方の溝状遺構が多

い中にあって、掘 り方がしっかりしている SD12・ 13は、

小片ながら10世紀後半～ 11世紀代を中心とする土器が

散在的に出土している。しかしながら、これら溝状遺構

の性格については不明である。

SD15・ 16(挿 図第 208～ 211・ 256～ 263・ 279・ 280。

281・ 283・ 284～ 286図 /2次図版 21～ 23・ 48～ 52)

外周道路地区と南進入路地区との境界部分で検出され

ている。SD15は SD16の北縁西側で重複 している東西

方向に延びる溝で、幅約 80 cm、 確認面からの深さ 15 cm

を測 り、姑岸の SD19も しくは SD20に繋がる可能性が

ある。羽釜片や灰釉陶器壷などが出土している。

SD16は NW67° の軸線をもって東西方向に延びる溝状

遺構で、西側は調査区外に廷び、東側は後世の耕作地の

造成に伴う掘削により欠失している。幅約 3.8m前 後、

最終的な底面までの確認面からの深さは約 88 clllを 測る。

本溝状遺構は、土層堆積状況および出土遺物の様相か

ら、少なくとも3時期の変遷が辿ることができる。① 9

世紀から10世紀代を中心とする時期。②8世紀前半か

ら後半代を中心とする時期。③古墳時代前期を中心する

時期。挿図では②・③段階に係る状況を示し、前者を上

層、後者を下層として遺構図・遺物分布図などを示して

いる。

遺物はほぼ全域から出土しているが、詳細にみれば遺

物が集中する範囲が、本遺構の西側と東側にそれぞれみ

られる。東側の範囲では、特に下層部において古墳時代

の遺物が集中してお り、西側で上層部において8世紀代

を中心 とする遺物が集中している。

8世紀代では、土師器盤状郭や須恵器郭出上が多 く、

土師器盤状郭では、線刻を施した刻書土器の存在が多 く、

未使用状態の粗製の置きカマ ドもみられる。須恵器では

郭の出土量もさることながら、三足壼と思われる、獣脚

が付いた胴部下半部の破片が 2点 している。

下層ではS字口縁秦形土器をはじめ、壷形土器が破

砕 した状態で出土しているものが多い。高郭類の出土は

あまり多 くはない。その他、土錘状の貫通孔がみられる

土玉や、繊維痕がみられる粘土塊なども出上 しているが、

手捏土器がみられないのは特徴的である。

本溝状遺構の性格については、その北西側で検出され

た SD6と の関係がうかがわれ、覆土の堆積状況や遺物

の出土状況など、両者は酷似している。このことから両

溝状遺構は直交する状況にあるが、古墳時代前期におい

ては方形周溝墓の溝であったことが想定できる。埋没状

況から、古墳時代以降も溝として長期にわた り存続し、

8世紀から10世紀代にかけては、溝 としての機能を存

続させてきたものと考えられる。

SD22(挿 図第 212・ 263・ 264・ 284・ 286図 /2次図版

23・ 52・ 53)

南進入路地区中央部のやや南寄 りで検出されている東

西方向に延びる溝状遺構である。幅 3.4m前後、確認面

からの深さ約 1.Omを 測る。

本溝状遺構は、最低 2時期の流路変遷がみられ、北か

ら南へ流路位置が変化している。一時期の溝の幅は、土

層断面の観察から2m前後を測る。覆土には多―iの砂粒

を含み、かなりの水流があったことがうかがわれる。

本溝状遺構の上部に SB8。 18・ 19な どが構築されて

いることから、少なくともこれら遺構が構築される以前

に埋没 したと思われる。SB18が 9世紀前半代の所産と

考えられることから、 8世紀後半から9世紀初頭には埋

没していたと考えられる。

遺物は主に上層部から出土 してお り、10世紀代を中

心とする土師器が多 く、上部の竪穴建物跡の影響を強く

受けているようである。その他、弥生時代後期土器片や

縄文時代後期土器片も、ややまとまって出上 している。

SD26(挿図第 213・ 265図/2次図版 24・ 53)

外周道路地区において検出されてお り、前述 した

SD10と の関連が想定される溝状遺構である。長さ約 6.0

mにわた り南北に延び、北側は SP124に 繋が り、南側

は土坑状の窪みとなっている。幅 90 cm前後、確認面か

らの深さ約 16 cmを 測 り、 9。 10世紀代の上器小片がわ

ずかに出土している。

SD31～ 33・ 40～ 42(挿図第 213・ 265'266・ 268。 284

図/2次図版 24・ 25・ 54・ 56)

南進入路地区の、前述した SD22以南のエリア内で検

出されている。10世紀代においては、当該エリアは竪

穴建物群が存在しており、すべてその下部からの検出と

なっている。

南北方向に延びる溝が主体的であり、規則性などはみ

られずランダムな状況で、その性格は定かではない。

出土遺物 も少なく、遺物が比較的多 く出土 している

SD32で も、弥生時代から10世紀代にわたる土器小片と、
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その時期は多岐に亘ってお り、時期を決定できる出土状

況は示していない。

SD34～ 37(挿図第 214・ 215・ 266～ 268・ 281・ 285。

287図/2次図版 24・ 25・ 54・ 55)

外周道路地区東端で検出されている。SD34の以東は

さらに砂礫や砂粒を含むいくつもの流路跡が数十m以上

続 く旧河道域であり、その西端部の一部を検出したもの

である。

流路内からは土師器、須恵器、灰釉陶器などの土器類

が散在的に出上し、土製紡錘車や棒状および板状の木製

品類も出土 している。その時期は弥生時代から12世紀

代まで広範であり、その最終年代が本流路の最も近い埋

没年代を示すものであろう。なお、SD34の西側約 4m
に位置する SD35～ 37は、近代の地境に伴う溝 と考え

られる。

SD38・ 39(挿図第 216・ 268図 /2次図版 25・ 55)

南進入路地区の、前述 した SD22以北の SB4・ 6・ 34・

38・ 39な どの下部から検出されている溝状遺構である。

SD38は長さ6.4mに わたって南北に延びる溝状遺構で、

確認面からの深 さは 18 cIIlを 測る。SD39は、調査区内

を東西に廷びてお り、その北側約 3mに位置するSD13

と平行するかたちで廷びていることから、道状遺構の可

能性も考えられる。

出土遺物 としては、SD39の 東端で 11世紀代の所産

と思われる土師質土器と、弥生時代後期奏片が出土して

いる。

SD43(挿図第 216・ 268図 /2次図版 56)

南進入路地区の南側、SB12に 切 られるかたちで検出

されている。幅約 30 clll、 確認面からの深さ28 cmを測 り、

しっか りした掘 り込みである。覆土下層から10世紀代

の所産と思われる土師器郭片が出土している。

3.SP(ピ ット・土坑)

SP遺構は、外周道路地区および南進入路地区からは

184基検出されている。それらの用途・Jl■格については、

土層観察では、柱穴状の堆積を示すピットもみられるが、

平面的には建物を構成するような配列はみられない。土

坑状の SPも 含め、完形ないしそれに近い状態の土器な

どが伴う場合は、何 らかの儀礼行為に関わる埋納遺構の

性格 も考えられよう。その他、SPの多 くは竪穴建物跡

の下部から検出されてお り、各竪穴建物跡に伴う床下遺

構の存在も多いと思われる。

以下、注目されるSP遺構をいくつか報告し、その他

については、ピットー覧表を参照されたい。

SP135(挿 図第 193。 271図/2次図版 17・ 57)

SP135号 ピットは円形を呈 し、径約 90 cm、 確認面か

らの深さ約 10 cmを 測 り、底面からロクロ調整の小型土

師器鉢形土器と蓋形土器が出土している。これらはセッ

トであると考えられ、何かを埋納した可能性があるもの

の、その内容物については不明である。

SP216(挿図第 200。 274・ 283図/2次図版 19・ 60)

SP216号 ピットは長軸 1.5m、 短軸 0.85mを 測 り、長

方形を呈する土坑である。確認面からの深さは約 40 clll

ほどを測 り、覆土上層部に炭化材を含む炭化物層が数cm

の厚 さで遺構全体を覆い、その直下の東辺壁脇か ら10

世紀前半代の所産とみられる完形の上師器邦 (倒位)と 、

南西コーナー隅から皿が出土している。さらにピット底

面中央ほぼ北寄 りから椀が倒位で出土している。

ピットの形状や遺物の出土状況から、土器焼成坑や墓

坑的性格がうかがえるものの、底面および壁面が火を受

けた痕跡はみられず、人骨も出土していない。ただ上部

の炭化物層は、湿気除けに係る痕跡とも考えられるので、

湿気を嫌う何 らかの遺構である可能性も考えられる。

4.SE(井戸跡)

SEl(挿図第 217・ 274・ 275。 282・ 286/2次図版 26・

60)

外周道路西端、SD2・ 6と 重複 して中世段階のものと

思われるSEl(井戸跡)が検出されている。当遺構は、

SD6の埋土を切 り込むかたちで構築されてお り、平面

プランは精円形を呈 し、長軸 2,7m、 短軸 2.5m、 確認

面からの深さ約 1.Omを 測る素掘 りの井戸である。

地下の井壁を保護するような丼戸枠などの施設は確認

されていない。確認面から約 50 cmの レベルで段 をなし

て、さらにこのレベルから拳大から人頭大の礫が集積す

るような状態で出土しており、須恵質鉢形土器や須恵器

壺ないし奏片なども混在 して出土している。礫は故意に

投げ込まれたものであろう。

5.SX(Jl■格不明遺構 )

SX2・ 3(挿図第 218・ 275/2次図版 26・ 60)

SB34お よび SB38。 39の 北側に接 して焼土範囲が 2

箇所確認されている。焼土の状況が顕著であったため、

性格不明遺構 SX2・ 3と して調査を実施 した。SX2は東

西 ■6m、 南北 0.5mを測 り、SX3は東西 0.6m、 南北 0.8

mを測る。断ち割 りをおこなった結果、凹凸の著 しい竪

穴建物の掘 り方のような状況を呈してお り、このことか

らこれら焼土範囲は、竪穴建物の掘 り方に伴 うものであ

ると判断できる。

出土遺物は、 8世紀前半代の土師器郭・奏に限定され、

8世紀代の竪穴建物が 10世紀代の SB34お よび SB38・

39な どに破壊されたものと考えられる。

B 西進入路地区の概要と検出遺構・遺物

当該地区は、微高地の縁辺部にあた り、平成 13年 度
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に調査を実施 した鉄塔配 1・ h2地区、外周道路地区に

隣接 している。

検出された遺構は、 8世紀代を中心とする掘立柱建物

跡 3棟、井戸跡 1基、溝跡 。溝状遺構 4条、ピット (掘

立柱建物もしくは柱穴列跡の柱穴も含む)29基である。

1.SA(掘立柱建物跡)

SAl(挿図第 219図 /2次図版 27・ 57・ 58)

本調査区の東側に位置しており、柱穴掘 り方 4基が検

出されている。遺構東側は、後世の畑造成などに伴い削

平を受け、南側は SD25に よって削平されている。柱穴

の配列状況から、建物は南側へ展開していた可能性が強

いものの、東側へさらに展開していたのかどうかは不明

と言わざるを得ないが、その可能性は十分考えられる。

おそらく東西方向の柱穴列が桁側と考えられ、桁行 2

間分、梁行 1間分が検出されている。規模は桁行 2間で

3.9m、 染行 1間で ■75mを測 り、平面形態は不明であ

る。側柱式建物であると考えられるが、検出された柱穴

掘 り方は前述のとお り4基であり、SP125'136・ 137・

146で ある。建物の主軸方位は、南北の梁行方向では

NE14° を示す。

柱穴掘 り方は、方形を基調として、長軸 0.7～ 1.25m、

確認面からの深さ30～ 40 cmを 測る。柱痕は、柱を建て

たと考えられる窪みを有している。その多 くは掘 り方内

の中央ではなく、離れた位置で確認されている。柱はす

べて抜き取れられたとみられ、柱穴を人為的に埋めてい

る状況が、覆土の堆積状況からうかがえる。推定される

柱の大さは、15 cm程度と考えられる。

出土遺物は、SP125・ 136。 137か ら、 8世紀前半代の

上師器郭片が比較的まとまって出土している。これら出

土遺物から、本建物の時期は、 8世紀前半代の所産とし

ておきたい。

SA2(挿図第 219図/2次図版 27・ 58)

本調査区のほぼ中央部に位置している。 1間四方の建

物の可能性もあるが、南北方向にさらに展開する可能性

もある。しかし北側は調査区外、南側はSD25に よって

削平されているため、その全容は不明である。ここでは

一応東西方向を桁行とし、南北方向を梁行としてお く。

なお、本建物跡は柱穴のあり方から、 2時期の変遷

(SA2a=新・SA2b=古)が辿ることができ、建て替え

がおこなわれている。

(SA2a)

本建物は、SPl19・ 157・ 158。 160の柱穴掘 り方か ら

構成される建物で、規模は桁行 2.3～ 2.6m、 梁行 2.8m、

主軸方向は NE15°を示している。

柱穴掘 り方は、円形ないしは楕円形を基調として、長

軸 0.34～ 0.85m、 短軸 0.34～ 0.62m、 確認面か らの

深 さ21～ 43 cmを 測る。柱痕は、SPl19を 除いて、柱

を建てたと考えられる窪みを有 している。出土遺物は、

SP157か ら古墳時代の高郭脚部片が出上している。

(SA2b〉

本建物は、SP120・ 157。 158・ 187の 柱穴掘 り方から

構成される建物で、規模は桁行 2.45～ 2.5m、 梁行 2.75

～ 2.9m、 主軸方向はNE10° を示 している。

柱穴掘 り方は、円形ないしは楕円形を基調として、長

軸 0.40～ 0.85m、 短軸 0,30～ 0.62m、 確認面か らの

深さ25～ 43 cIIlを 測 り、概 して小規模である。柱痕は、

SP120を除いて、柱を建てたと考えられる窪みを有 して

いる。出土遺物は、同じくSP157か ら古墳時代の高郭

脚部片が出土している。

以上のように、本建物跡は 1間四方の建物である可能

性があるとともに、建て替えがおこなわれていることが

判明しているものの、出土遺物に恵まれず、その時期

決定については困難な状況である。 しかし主軸方向は

SAlと ほぼ同じ状況を示 していることから、同時期存

在の可能性もある。柱穴掘 り方が円形を基調としている

ことから、方形を基調 とする SAlと は時期差も想定さ

れるが、ここでは8世紀代の所産と考えておきたい。

SA3(挿図第 220図/2次図版 57)

本調査区の西側に位置している。南】ヒ方向に展開する

建物と思われるが、北側は調査区外、南側はSD25に よっ

て削平されているため、その全容は不明である。ここで

は一応東西方向を桁行とし、南北方向を梁行としておく。

本建物は、SPlll～ 116の柱穴掘 り方から構成される

建物で、検出されている規模は桁行 3.lm、 梁行 2.7m、

主軸方向は NE15°を示している。

柱穴掘 り方は、方形ないしは精円形を基調とし、長軸

0.33～ 0。71m、 短軸 0.26～ 0.50m、 確認面からの深さ

11～ 33 cmを 測る。柱痕は、SPl14を 除いて、柱を建て

たと考えられる窪みを有 している。出土遺物は、SPl13

からわずかに古墳時代の S字口縁甕片が出土 している

にすぎない。

時期を特定できるような遺物はないが、検出されてい

る他の掘立柱建物と、主軸方向がほぼ同一方位をとるこ

とから、ほぼ同時期に存在 したとみてよかろう。

2.SP(ピ ット・土坑 。その他)(挿図第 154・ 155)

本調査区では、報告した掘立柱建物跡に伴う柱穴掘 り

方も含めSPと したピット・土坑が 30基検出されている。

柱穴掘 り方以外で遺物を伴うものは、SP128。 150。 159

程度で、その性格を把握するのは容易ではない。

SP150(挿 図第 223・ 271図 /2次図版 58)

SP150は、SAlの柱穴掘 り方である SP136の す ぐ北

側で検出されてお り、後述する性格不明の焼土範囲で
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あるSX5と も重複する状況となっている。遺構北側は、

欠失しているものの、楕円形を呈すると思われ、東西径

90 cm、 確認面からの深さ28 cmを 測る。覆土は基本的に

4層に分層でき、覆土には焼上の小ブロックを含み炭化

物片も混じっている。

出土遺物は、第 1層 中から口縁部の一部を打ち欠いた

土師器盤状郭が出土している他、底面付近から灯明専用

具である小型の土師器郭片が出土している。この土師器

郭は、内外面ともに丁寧なミガキが施されてお り、油煙

の付着状況から、油郭として非常に使い込まれている状

況がうかがわれる。なお、これと同じような土器破片が、

本遺構の北西側約 2mに位置する SP128の 覆土内から

も出土している。

本遺構の性格については不明であるが、その時期は出

土遺物から8世紀前半代と思われる。

3.SD(溝跡・溝状遺構)(挿図第 155)

本調査区では、溝跡・溝状遺構 とした遺構はSD25。

27・ 28。 29'30の 5条 を検出している。

SD25(挿図第 225・ 265。 279図/2次図版 27・ 53)

本遺構は、調査区の南縁に沿って検出されているもの

で、平成 13年度 (第 1次 )調査地区の外周道路地区北縁

で検出された SD22と 同一遺構である。

溝跡の断面形が段状を呈しているが、溝内における流

路の変更がセクションにて観察できる。さらに西側では

溝が分岐している。

出土遺物は少ないが、土師質土器 (か わらけ )片や灰

釉陶器片などが出土している。第 1次調査の SD22の調

査所見で示したように、その掘削時期は出土遺物から江

戸期としたが、今回もそれを裏付けるような資料が出土

している。

SD25に よって SAlを はじめてする掘立柱建物が削平

されているが、SD25が存在したこの一帯にも掘削以前

には、 8世紀代を中心とする遺構群が存在 していた可能

性が考えられる。

SD27・ 30(挿図第 225。 265図/2次図版 27・ 54)

本調査区中央部の東寄 りで検出されており、SA2の東

側約5mに位置している。両遺構は近接し平行 して検出

されており、SD27は長さは現状で 57m、 幅 38～ 93 cm、

確認面からの深さ 20 clllを 測る南北に延びる溝状遺構で

ある。北側は調査区外に延び、南側はSD25に より削平

されているため不明だが、さらに延びていた可能性は高

しヽ。

出土遺物は散々的ながら出土しており、 8世紀前半代

の上師器郭や須恵器片などが出土している。

SD30は、SD25のす ぐ西側、その南側で長さ■5mに

わたって検出されている。幅 20 cln前 後、確認面からの

深さ8 cmを測 り、南側は削平のためか不明瞭となってい

る。出土遺物はない。

SD28(挿図第 226・ 265図 /2次図版 27・ 54)

本調査区西側で検出されており、SA3の東側約 3mに

位置している。北側の一部は後世の撹乱により削平され

ており、北側は調査区外に延び、南側 もSD25に削平さ

れているが、さらに延びていた可能性は高い。

長さ45m、 幅 40 cm、 確認面からの深 さ 12 cmを 測 り、

北東から南西へ掘立柱建物跡などの主軸方向とは異な

る方向に延びている。

遺物は、溝中央から北側にかけて散在 して出土してお

り、 8世紀後半代の上師器郭、須恵器高台雰 。奏片など

が主体的にみられる。こうした出土遺物の状況から遺構

の時期も、 8世紀後半代と考えられる。

SD29(挿図第 226図 )

本調査区東側、後に報告するSE2(井戸跡 )と 重複して

検出されている。北側は調査区外に延びるが、南側は完

結 している。現状での長さは 2.4m、 幅 17 cm前 後、確

認面からの深さは5 cm程度と浅い。

出土遺物はなく、時期を検討する資料は得られていな

いが、SE2に切 られていることから、それ以前の所産

ではあろう。

4 SE(井戸跡 )

SE2(挿 図第 227・ 228・ 275。 287～ 290図 /2次図版

28～ 30・ 60)

SE2(井戸跡)は、SD27と SAlと の間に位置してお

り、SD29と 重複している。井戸は造 り直しがおこなわ

れており、新段階の井戸は、一辺が 2.6～ 2.9mを測 り、

隅九方形を呈する掘 り方である。約 0.8mの深さで段部

を有 している。そこでさらに一辺が 2.lm× ■8m、 深

さ0.6皿 を測る方形の掘 り形をもっている。掘 り方内覆

土は、版築状堆積を示している。

井戸枠は、段部が確認されたレベルではじめて確認さ

れ、その内法は一辺 0.8mを 測る。ヒノキ材を中心とし

た横板を3段 ないし4段程組んで隅柱で留めた木枠が

検出されている。しかし腐食が著しく、遺存状態は極め

て悪い。

隅柱は径 5 cmほ どの角杭状のもので、一部沈下を防止

するためか、土台として小礫を用いているのが看取でき

た。井戸側内底部中央部は径 30 cmの範囲で精円状に浅

く播鉢状に掘 り窪められている

なお、井戸周辺および掘 り方内部を精査 したが、上屋

施設や内部施設に伴う柱穴は確認できなかった。

出土遺物 としては、井戸枠内上層部、底面上約 10～

15 cmの レベルから、木製 (サ ワラ材)の斎串、加工材

などが出土し、油煙が付着 し、油郭として使用されたと
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思われる土師器郭が底から約 50 clll程 度の レベルか ら出

土 している。

また、掘り方西側段部の底面付近からは、 2 cm四 方大

の和紙のように漉かれた紙片も出土しており、さらにオ

ニグルミ核、モモ核、コナラ属果皮などの植物化石も出

土しており、その用途などが注目されるところである。

いずれにしても儀礼・祭祀的行為があったことをうかが

わせる遺物群である。

当井戸跡は、出土した土師器郭などの年代から8世紀

後半代の所産と思われる。

古段階の井戸は、井戸枠は遺存せず、造り直しの際に

破壊されたと思われ、掘り方のみの検出となっている。

掘り方は、その一辺が約 2.2m前後を測り、深さは約 0.8

mを測る。底面には小礫から拳大までの礫が人工的に敷

かれたような状況が認められる。覆土は新段階と同様、

版築状堆積を示している。

出土遺物はなく、埋上の堆積状況から新段階の掘り形

とそれほど時期差はないと思われ、8世紀後半以前の所

産と考えられる。

5.SX(性格不明遺構 )

SX4・ 5(挿図第 228。 275図/2次図版 30。 60)

本調査区東側、SAl北側の隣接地で SX4,SX5と 遺

構名を付 した 2箇所の焼土範囲が確認されている。

SX4は東西 70 cm前後、南北 80 cmを 測るアメーバ状

の範囲で焼土の散布が認められ、断ち割った結果、確認

面からの深さ 7 clllほ どの浅い掘 り方を有することが判明

したが、出土遺物も少なく、その性格については不明で

ある。

SX5は、東西約 2.Om、 南北約 3.Omを 測る楕円形状

の範囲で焼土の散布が認められ、その下部には深さ8 cm

程の浅い窪み状の掘 り方を有する。その覆土内には焼土

層が認められるものの、底面は特に火を強く受けた痕跡

はみられない。

遺物は、南西部分で小片ながら8世紀前半代の土師器

郭などがややまとまって出土 している。SX4と 同様に、

その性格については不明である。
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色
粒

子
艮

火
挙
滅
や
や

顕
著

進 路
南 入

平
安

灰
釉

陶
器

椀
日
縁

～
体

部
14
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、
黒
色
粒

子
。
白
色
粒
子

良

に
ぶ

い
黄

橙
*由

内
:灰

白
・

灰
オ

リ
ー

ブ
外

:灰
白

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

南
進

入
藤

平
安

灰
和

陶
器

椀
か
皿

苛
台
部

70
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
付

高
台

密
、

白
色
泣

子
・

黒
色
粒

子
良

勺
:灰

貢
外

!に
ぶ

ハ
昔

搭
季
滅

、
ヨ

ゴ
レ
顕

著

進 路
南 入

平
安

灰
釉

陶
器

段
皿

口
縁

～
体

茸
К

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
黒

色
粒

子
・

白
色
粒
子

良
疋

自

1

進 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
10
3

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

糸

切
り

や
や

/E
、

赤
色
粒

子
多
・

白
色
粒

子
少
・
雲
母
少

や
や

不
良

登
筆
滅

顕
著

2
進 路

雨 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

欺
10
0

23
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
糸

切
り

や
や
粗

、
赤
色
粒
子

多
・

白
色
粒

子
・
雲
母
少

良
句

:橙
外

:橙
～

に
ざ
い
橙

華
滅

顕
著

3
這 路

南 入
S3
6

平
安

土
師

不
か

皿
嘆

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

テ
底

1回
重

糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

登
撃
滅
や
や

顕
著

4
進 路

南 入
SB
6

平
安

土
師

皿
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
少ヽ

密 母
赤

色
粒

子
・

白
色

粒
子

・
雲

良

醍 灰黄
”橙

ｎ 鞠
勺 登

肇
滅

頭
著

5
進 躇

南 入
平

安
土

師
脚

高
高

台
口
縁
～
底

ξE
1)

63
41

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

内
1橙

外
:橙

。
明

黄
褐

峯
滅

顕
著

進 躇
南 入

平
安

土
師

F4
1高

高
台

不
か
m

高
台

部
(5
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
す
デ

少ヽ
密 母

赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
・
雲

良
月
赤
褐

肇
滅
顕

著

7
進 路

南 入
平

安
上

師
不

口
縁

～
底

吉
Б

(1
1

1)
(8
0)

(3
3)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:静

止
糸
切

り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

登
肇
滅

お
よ

び
内

外
面

の
荒

れ
や

や
顕

著

8
進 路

南 入
平

安
土

師
鉢

口
縁

～
底

言
Б

(1
10
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

手
持

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り
・

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
マ
ー

ブ
ル

状
良

登
事
滅
や
や
顕

著
、
胴

部
内
外

面
荒
れ
や

や
顕
著

9
進 路

南 入
平

安
土

師
淋

日
縁

～
体

言
ト

45
 4

ナ
デ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

指
函

痛
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・
雲
母
少

良
句

:赤
褐

外
:明

赤
男

～
暗

未
楊

勺
面
摩
耗
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
Cm
)※

( 
)は

催
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

進 路
南 入

平
安

灰
釉

陶
器

阿
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
施

釉
密

、
黒
色
粒

子
・

白
色
粒
子

良
灰

白
～
黄
灰

釉
:灰

オ
リ
ー

ブ

11
進 路

南 入
SB
6

平
安

灰
和

陶
署

重
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
施
釉

密
、
黒
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

天
自
～
黄
灰

釉
:オ

リ
ー

ブ
灰

進 憾
南 入

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
諄
R

(1
15
)

4 
1

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤

褐
挙
滅

や
や

顕
著

2
進 路

南 入
平

安
土

師
イ

口
縁

～
底

孝
R

(1
16
)

37
52

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
聴

糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
雲

母
良

登
挙
滅

や
や

顕
著

3
進 路

雨 入
平

安
土

師
郵

口
縁

～
底

営
К

(H
8)

48
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

1回
転

糸
切

り
ヽ 燎

密 ル

赤
色

粒
子

・
雲

母
マ

ー
ブ

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

や
や

顕
者

進 藤
南 入

平
安

土
師

杯
日

縁
～

底
孝
К

15
2

6 
1

59
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
4・

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

肇
減

や
や

顕
著

5
進 路

南 入
平

安
土

師
イ

日
縁

～
底

鍋
13
8

49
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
乾

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅

、
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

6
進 路

南 入
平

安
土

師
郵

日
縁

～
底

営
К

(1
52
)

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
状ヽ

密 ル
赤

色
粒

子
・

雲
母

マ
ー

ブ
良

登
肇
滅

や
や

頭
著

7
進 路

南 入
平

安
土

師
郵

日
稼

～
底

獣
(1
07
)

55
35

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

切
り
離

し
が

雑
、

摩
滅

や
や

顕
著

8
遅 路

円 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

鍬
(1
12
)

46
26

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
回

転
糸

mぃ
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
登

肇
滅

、
ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

9
進 藤

雨 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

鍋
(1
16
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
荘

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

挙
滅
や

や
顕
著

23
2

進 藤
雨 入

平
安

土
師

イ
本
～

底
部

(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
雲

母
良

登
挙
滅

や
や

顕
著

、
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ

進 感
南 入

平
安

土
師

郵
本
～

底
部

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

4/

糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
雲

母
良

に
ぶ

い
赤

褐
峯
減
や
や

顕
著

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

23
2

進 路
雨 入

SB
8

平
安

土
師

邪
本
～

底
部

62
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
糸

切
り

密
、

赤
色

粒
子

雲
母

良
月
赤

褐
内

:黒

摩
滅
や
や

顕
著

、
内
面

が
黒
色
土
器

の
よ

う
に
黒
色
化

し
て
い

る
が
、
断
面

ま
で
一
部
黒
色
化

が
及

ん
で
い

る
も
の
で

破
壊

後
に
黒
色
化

し
た

も
の

進 路
田 入

平
安

土
師

脚
高

高
台

杯
か

皿
罰
台

部
(8
0)

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄

橙
～

黒
褐

筆
滅

や
や

顕
著

連 路
田 入

平
安

土
師

邦
口

縁
～

体
孝
R

(1
32
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

雲
母

良
月
赤

褐
内

:黒
口
唇
部

に
刻

み
目
、
油
煙
付
着

、
内
面

黒
色
化

進 路
雨 入

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
部

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヽ 少

密 母
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
・

雲
良

勺
:黒

～
褐
灰

外
:

番
体
部

内
面

下
半
器

面
荒
れ

る

進 路
南 入

平
安

土
師

沐
日
縁

～
体

鍬
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙
肇
滅

、
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

南
進

入
藤

平
安

土
師

卜
型

篭
日
縁

～
胴

部
(1
60
)

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
・
雲

母
良

X褐
挙
滅
や
や
顕
著

進 路

南 入
平

安
土

師
男
釜

日
縁

部
(2
00
)

＼
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
赤

褐
挙
滅

顕
者

進 路
南 入

平
安

土
師

含
付

甕
印

部
ケヽ

メ
ハ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
か

良
に

ぶ
い

橙

進 路

南 入
平

安
土

師
豊
き
カ
マ

ド
氏
=[

ケヽ
メ

ケヽ
メ

粗
、

白
色
粒
子

良
内

:赤
褐

外
!黒

～
赤
褐

肇
滅

顕
著

進 路
南 入

平
安

須
恵

突
帝

付
四

耳
重

同
～
底
部

(1
50
)

ナ
デ

デ 付

ナ 臨

タ
タ

キ
・

突
帯

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
火

撃
滅

や
や

顕
著

進 路
南 入

平
安

須
恵

養
ナ

デ
ナ
デ
・

タ
タ
キ

や
や
密

、
白
色
粒

子
良

暗
赤
掲

28
2

南
進

入
路

SB
8

平
安

宛
か

口
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

密
、

白
色

粒
子

良
天
オ

リ
ー
ブ

日
唇

部
摩

耗
顕

著

1
南
進

入
路

SB
9

平
安

土
師

邪
日
縁

～
底

都
14
8

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
良

明
赤

褐
摩

滅
や

や
顕

著
、

内
面

や
や

摩
耗
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一区 日 巧

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
ぴ
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

2
進 路

南 入
SB
9

平
安

土
師

邦
日
縁

～
底

部
(1
40
)

(6
 0
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
密

、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

月
赤

褐
～

黒
褐

摩
滅

顕
者

、 
2次

焼
成

を
受

け
底
外

を
中
心

に
黒
色
化

器
面

も
非

常
に
荒
れ

て
い

る

3
進 路

南 入
SB
9

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
30
)

(3
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
少

良
月
赤

褐
勺
面

や
や

摩
耗

23
2

4
進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

部
(4
 6
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
‐

ラ
ク

ズ
ヅ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒
子

マ
ー

ブ
ル
状

艮
や
や
摩
滅

23
2

5
進 路

南 入
平

安
土

師
イ

日
縁

～
底

部
(1
22
)

(3
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
・

白
色

粒
子

少
良

均
:明

赤
褐

外
:に

い
い

黄
橙

・
粥

赤

電
・

黒

勺
面
や
や
摩
耗

6
進 路

南 入
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

転
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤

色
粒
子
・

白
色
粒

子
マ
~ブ

ル
状

良
月
赤
褐

内
面
や
や
摩
耗

、
2次

焼
成

を
受

け
た

た
め
か
内
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

7
南
進

入
路

平
安

土
師

皿
ヨ
稼

～
ほ

∬
(1
30
)

(3
0)

2 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
少

艮
こ
ぶ

い
美

橙
～

に
ぶ

、
未

tI
P

小
面

ヨ
ゴ

レ
顕

著

8
南
進

入
路

平
安

土
師

不
ヨ
稼

～
底

弼
(1
20
)

(4
6)

2
4

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
少

良
月
赤

褐
や
や
摩
滅

9
南
進

入
路

平
安

土
師

不
ヨ
縁

～
体

“

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

る
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
栓

や
や
摩
滅

南
進

入
路

平
安

土
師

杯
日

縁
～

体
欺

(1
44
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
良

明
赤

褐
～

に
ぶ

い
黄

踏
肇
滅

や
や

顕
著

と
I

南
進

入
路

平
安

土
師

邦
膝

～
底

部
(6
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
少

マ
ー

ブ
ル
状

良
明

赤
褐

肇
滅

や
や

顕
著

12
南

進

入
路

平
安

土
師

14
h

体
～

底
部

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
雪
、

赤
色

粒
子

・
自

色
粒

子
少

良
に

ぶ
い

赤
褐

や
や
摩

滅
、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

13
南
進

入
路

平
安

上
師

郎
体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

,ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
雪
、

赤
色

粒
子

マ
ー

ブ
ル

状
良

明
赤
褐

内
面

や
や

摩
耗

南
進

入
lT
A

平
安

土
師

必
体

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ

密
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
に
ぶ

い
赤
褐
・

に
ぶ

い
黄
橙

摩
耗
や
や
顕

著

南
進

入
路

SB
9

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
24
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
必
、
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
良

内
:黒

に
ぶ

い
黄

橙
内
面
黒
色
化
、
使
用
痕
跡
ほ
と
ん

ど
み

ら
れ
す

雨
進

入
藤

SB
9

平
安

土
師

示
貞

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
少
・

雲
母
少

良
内

:黒
外

:に
ぶ

し

橙

南
進

入
稼

SB
9

平
安

土
師

甕
底

部
(7
 0
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ
メ
・

ナ
デ

底
:木

茉
痕

や
や
粗

、
雲
母
・

白
色
粒
子

良
に
ぶ

い
赤
褐

摩
滅
・
摩
耗

と
も
や
や
顕
著

南
進

入
路

SB
9

平
安

土
師

萱
き
カ
マ

ド
日

縁
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・
ナ
デ
・
指
頭

や
や
糧

、
雲
母

多
・

白
色
粒

子
良

赤
褐

や
や
摩
滅

南
進

入
路

平
安

土
師

萱
き
カ
マ

ド
日

縁
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ナ
デ

。
指
頭
痕

や
や
密
、
雲
母
少
・

白
色
粒
子

良
赤

褐
や
や
摩

滅

進 路
南 入

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
底

部
′ヽ
ケ
メ
・
ナ
デ
・
指

適
痛

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

。
指

頭
や

や
粗

、
雲

母
多

。
自

色
粒

子

赤
色

粒
子

良
明

褐
～

灰
褐

21
と

同
一

23
3

進 路
南 入

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
甍
畜
Б

ヘ
ケ

メ
・
ナ
デ
・
指

東
痕

.ヽ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

指
頭

艮

や
や

粗
、
雲
母

多
・

白
色
粒

子
赤
色
粒

子
艮

明
褐

～
灰

褐

内
外

面
に
切
れ

目
を
入
れ

故
意

に
破

壊
し
て
い

る
、
摩
耗
痕
跡

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
い
、
弱

く
2次

焼
成

を
受

け
て
い

る
が
破

壊
後

に
受

け
た
可
能
性

も
あ

る
進 躇

南 入
平

安
土

師
置
き
カ
マ

ド
日
縁

吉
Б

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
や
や
粗

、
雲
母
多
・

白
色
粒

子
良

黒
褐

進 路
南 入

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
口
縁

言
Б

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
。
軍

母
良

に
ぶ

い
褐

～
灰
褐

21
と

同
一

南
進

入
路

平
安

土
師

豊
き
カ
マ

ド
甍

部
ケヽ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ

や
や

4E
、

雲
母
・

白
色
粒
子
・
赤

色
粒
子

良
に
ぶ

い
褐

21
と

同
一

南
進

入
路

SB
9

平
安

土
師

豊
き
カ
マ

ド
嵐

部
ケヽ
メ
・
ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
良

赤
褐

摩
滅
・

ヨ
ゴ

レ
顕
著



― ］ ⇔ ミ ー

挿
図

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

買
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

威
形

及
び

調
整

技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
番

号
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

I

進 路

南 入
平

安
土

師
郵

口
縁

～
底

欺
(1
48
)

66
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
不

艮
登

峯
滅
・

ヨ
ゴ

レ
と
も
顕
著

、
粗
製

2
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

部
10
4

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
多
・
雲
母
少

良
句

:明
赤

褐
外

:明
茉
拐

～
格

肇
滅

や
や

顕
著

3
進 路

南 入
SB
10

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

喜
Б

11
4

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
多
・

自
色
粒

子
艮

句
:明

赤
褐

外
:明

樟
ta
～

里
楊

攀
滅
や
や

顕
著

4
進 路

南 入
平

安
土

師
甕

底
部

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

底
:木

葉
痕

密
、
雲
母

多
・

白
色
粒
子

良
勺

:褐
～
黒
褐

外
月
赤
褐

～
黒
掲

や
や

摩
滅

5
進 路

雨 入
平

安
土

師
甕

日
縁

～
胴

部
(2
96
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
雲
母

多
・

白
色
粒

子
良

勺
:褐

外
:褐

～
黒

R
峯
滅
・
摩
耗

と
も
顕
著

1

進 路

雨 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
(1
23
)

(4
6)

2 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

～
褐
灰

や
や
摩

滅

2
遅 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
稼

～
体

部
(1
24
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
勺
面

や
や

摩
耗

3
南
進

入
路

平
安

土
師

邸
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
。
線

亥
J

や
や

粗
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
・

雲
母

/J
/・

良
登

や
や
摩
滅
、
底
外
線
多

1

4
南
進

入
路

平
安

土
師

不
底

部
(5
4)

ナ
デ

方
デ

・
ハ

ケ
底

1回
転

糸
切

り
4、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:橙
～
褐
灰

外
登
～

に
ぶ

い
黄
橙

や
や
摩
滅

5
南
進

入
路

平
安

土
師

不
底

部
(6
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
勺

:黒
外

:橙
や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

南
進

入
路

平
安

土
師

雷
底

部
医

:木
葉

痕
や
や
粗

、
雲
母

多
・

自
色
粒

子
良

内
:黒

褐
外

:明
褐

～
縮

日を
楊

7
南
進

入
路

平
安

須
意

霊
か

ナ
デ

タ
タ
キ

雪
、

黒
色

粒
子

。
白

色
粒

子
良

一 火

23
4

1
南

進

入
路

SB
12

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
28
)

87
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ヅ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

踏
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
・

雲
酵

良
内 外

橙
～
明
赤
褐

橙
内

外
の

ヨ
ゴ

レ
顕

著

23
4

2
進 路

雨 入
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

部
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤

色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

小
礫

良

内
1明

赤
褐

外
:明

赤
褐

～
に

ぶ
い

橙
・

マ
ー

ブ
ル

状
に

に
ぶ

い
黄

橙

肇
滅

顕
著

3
進 路

南 入
SB
12

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
13
2

53
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
長

月
赤

褐
や
や
摩

滅
、

内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

4
進 酪

雨 入
SB
12

平
安

土
師

邦
ヨ
縁

～
体

祁
(1
68
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
赤
色
粒

子
多
・

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

5
進 路

南 入
平

安
土

師
邪

日
縁

～
底

部
12
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勾 登

橙
～
黒

外
:

に
ぶ

い
黄
橙

肇
滅
や
や
顕
著

、
内
面
黒
色
化

6
進 路

南 入
SB
12

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

郭
53

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:手
持

ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
・

自
色
粒

子
良

内
:黒

外
!明

赤
褐

面ヽ
黒
色
化

7
南

進

入
路

SB
12

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
郭

(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
雪
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

明
赤

褐
や
や
摩
滅

23
5

8
南

進
入

路
SB
12

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
学Б

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ノ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

内
:明

赤
褐

外
:明

赤
褐

～
橙

摩
滅

顕
著

、
ボ

ッ
テ

ジ
と

し
た
つ

く
り

23
5

9
南
進

入
路

SB
12

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

部
12
5

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
必
、
赤
色
粒

子
多
・

白
色
粒

子
良

明
赤
褐

,マ
ー
ブ
ル

状
に
に
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅

、
日
縁

部
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

23
5

進 路
南 入

SB
12

平
安

土
師

不
口
縁

～
体

吉
ト

(1
35
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母
少

良

内
:黒

外
:橙

・
に

ぶ
い
黄
橙

が
マ
ー
ブ

ル
状

外
面
や
や
摩

滅
、
内
面
黒
色
化

南
進

入
路

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

著
Ъ

(1
65
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ 少

晉 翌
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内

:黒
外

:橙
外

面
や
や
摩

滅
、

内
面
黒
色
化
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

12
進 路

甫 入
平

安
土

師
不

衰
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
必
・

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

内
:黒

外
:明

赤
褐
・

に
ポ

い
黄
橙

マ
ー

ブ
ル

渋
外

面
や

や
摩

滅
、

黒
色

化
す

る

23
5

と
3

進 路
南 入

SB
12

平
安

土
師

不
か

皿
底

部
底

:ロ
ク
ロ
ナ
デ

貞
:手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

畜
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

燈
・

浅
黄
橙

蔓
外
線
亥
」

と
4

進 路

爾 入
SB
12

平
安

上
師

甕
日
縁
部

29
8

ハ
ケ

メ
・
指
頭
痕

ケヽ
メ
・

指
頭
痕

や
や
祖

、
雲
母
多

。
自
色
粒

子
・

」ヽ
穫

良
句

:明
赤
褐

外
:|

ぶ
ぃ
ホ
褐

15
進 路

南 入
SB
12

平
安

土
師

甕
日
縁

言ヽ
32
 6

ハ
ケ

メ
・

指
頭

痕
ケヽ

メ
や
や
粗

、
雲
母

多
・

白
色
粒

子
・

小
礫

良

勺
:明

赤
褐

～
に

ぶ

ハ
赤

褐
外

:に
ぶ

い

煮
褐

避 略
円 入

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
日

縁
部

ケヽ
メ

ナ
デ

。
指
頭
痕

や
や

粗
、

雲
母

多
・

赤
色

粒
子

・

白
魯

j4
‐
子

良
需
褐

17
進 路

開 入
SB
12

平
安

土
師

甕
周
部

ケヽ
メ
・

指
頭

痕
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

雲
母
・

兼
魯

奸
子

か
良

内 外
に
ぶ

い
赤
褐

明
赤
褐

進 路
南 入

SB
12

平
安

灰
約

陶
器

旧
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
施

和
密

、
黒

色
粒

子
・

自
色

粒
子

良

勺
:灰

白
釉

内
i

暗
灰

オ
リ
ー

ブ
外

叉
オ

リ
ー

ブ

1
建 路

開 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

蠍
(1
26
)

(3
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

月
赤

褐
内
外

面
の
摩
耗
や
や

頭
者

、
日
縁

部
に

油
煙

付
着

2
進 路

南 入
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

=R
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
赤
色
粒
子
・
雲
母

良
内

|に
ぶ

い
褐

～
褐

灰
外

:に
ぶ

い
赤
褐

ほ
と

ん
ど
摩

耗
み

ら
れ

な
彰

3
南
進

入
路

平
安

土
師

口
縁

～
底

部
(1
28
)

2
9

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
天
褐

～
暗
褐

内
面

や
や

摩
耗

4
南
進

入
路

平
安

土
師

イ
日
縁

～
底

部
(1
23
)

37
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
!回

転
糸
切

り
や

や
社

、
白
色
粒

子
多
・

雲
母
・

赤
色
粒

子
少

良
に
ぶ

い
赤
褐

～
灰
褐

内
外

面
と
も
摩
耗

や
や

顕
著

、
内
外

面
に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

23
5

5
円

進

入
路

平
安

上
師

イ
体

～
底

都
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
至
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

に
が

い
橙

内
面
摩
耗

や
や
顕
著

6
南

進

入
路

SB
13

平
安

土
師

不
体
～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
雲
母

良

内
!に

ぶ
い
赤
褐

外
!に

ぶ
い
褐

～
に

ぶ
い
黄
橙

摩
滅

や
や

顕
著

7
南

進

入
路

平
安

土
師

不
体

～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
雪
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
少

良
橙

内
面

や
や

摩
耗

顕
著

8
南
進

入
路

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
欺

(1
24
)

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
少
・
雲
母
少

良
橙

～
灰

褐
内
外
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
、
底
部

内
面

に
魚

型

9
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

と
R

(1
30
)

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
啓
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
少

・

雲
母
少

良
こ
ぶ

い
赤

褐
～

黒
褐

内
面

の
摩

耗
や

や
畷

者
、

内
外

面
の

ヌ

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

進 酪
南 入

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(1
26
)

2
5

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
赤
色
粒
子

多
・

白
色
粒

子
・

雲
母
少

良
内

:橙
外

:桂
・

浅
表
橙

肇
滅

や
や

顕
著

11
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

蠍
(1
26
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

薙
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

雲
母
少

良
登

肇
滅

・
摩

耗
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

ず
、

内

面
に

ス
ス

渋
ヨ

ゴ
レ

12
進 路

南 入
平

安
土

師
Il

日
縁

～
底

部
(1
30
)

(4
0)

2
6

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

華
滅
や
や

顕
著

13
進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

=R

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
雲
母

多
・

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
内

:黒
外

:明
赤
褐

～
黒
褐

均
面
や
や
摩
耗

、
内
面
黒
色
化

進 路
南 入

平
安

土
師

不
甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
・

雲

母
良

勺
:黒

外
:浅

黄
橙

峯
滅
や
や

顕
著

、
内
面
黒
色
化

南
進

入
悠

平
安

土
師

宛
貞
=L

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
帯

糸
切

り
必
、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
勺

:黒
外

1に
ぶ

い

未
纏

や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

進 路
南 入

平
安

土
師

宛
日
縁

～
高

台
部

(1
60
)

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

回
転

糸
切

り
ヽ 少

晉 子
白
色
粒

子
・

雲
母

。
赤
色
粒

良

内
:橙

～
明
褐
灰

・

一
部
黒
変

外
:橙

～

に
ぶ

い
橙

被
熱

を
受

け
内
外

面
の
荒
れ
・
変
色
顕

者
、
破

片
に

よ
つ
て
は
黒
色
化

し
て

い

る
、
内
面
見
込
み
部

に
ミ
ガ

キ
の

よ
う

な
摩
耗

痕
跡
範

囲
あ

り
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挿
図

番
号

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

ξ
藍

(c
m)
※

( 
)ィ

ょ
推

定
値

又
は

現
存

1
成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

17
南
進

入
路

SB
13

平
安

土
師

宛
口
縁

～
高

台
部

(2
50
)

4)
11
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
橙
・

黒
外

:明
赤
褐

～
に
ぶ

い
橙
・

黒
褐

被
熱

を
う
け
内
外

面
荒
れ

た
り
、
赤
色

化
著

し
い

破
片

に
よ
っ
て

内
面
黒
色

化
し
て
い

る
内
面
黒
色
化
す

る
破

片
に
つ

い
て
は
一
部
外

面
に

も
黒
色
化

が
少

し
及

ん
で
い

る
田

進

入
路

平
安

土
師

本
体

～
底

部
(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
庚

:ヘ
ラ

ケ
ズ

I

密
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

橙
や
や
摩
滅

昭
進

入
路

平
安

土
師

甕
甍

部
(6
0)

ヘ
ラ
ナ
デ

＼
ラ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
赤
褐

～
灰
褐

挙
耗
顕

著

23
6

進 躇
田 入

平
安

土
師

霊
口
縁

=Б

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や

粗
、

雲
母

多
・

自
色

粒
子

良
に

ぶ
い

橙
内

面
や

や
摩

耗

21
進 路

南 入
平

安
土

師
驚

日
縁

=[
ケヽ

メ
・

ナ
デ

.ヽ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

筆
耗

や
や

顕
著

進 路

南 入
平

安
土

師
甕

日
縁
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
赤
褐

進 路
南 入

SB
13

平
安

土
師

羽
釜

号
部

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
月
赤
褐

～
黒
褐

進 路
円 入

平
安

須
忘

一 電
日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

k

進 路
雨 入

SB
13

平
安

灰
釉

陶
号

椀
か

底
部

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
荘

糸
切

り
密

良
戻

や
や
摩
滅

進 路

南 入
S8
13

平
安

灰
釉

陶
著

長
頸
重

日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
良

戻
自

進 路

南 入
平

安
灰

釉
陶
署

長
頸

三
彗
真
言
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

施
釉

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

勺
:オ

リ
ー

ブ
灰

ホ
:灰

白

1
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

郭
(1
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

2
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

郭
(1
50
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
る
、

赤
色

粒
子

良
度

峯
滅
や
や
顕

著

3
外
周

道
路

SB
14

平
安

土
師

不
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
暗
文

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。
ロ
ク

ロ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
線

刻
る
、

自
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅
や

や
顕
著

、
底
外

に
線
刻

23
7

外
周

音ヽ
藤

平
安

土
師

イ
体
～
底
部

16
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

晉 翌

赤
色

粒
子

・
自

色
粒

子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅

や
や

顕
著

5
周 路

外 道
平

安
土

師
イ

体
～
底
部

54
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
,ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

４ 翌

赤
色
粒

子
・

白
色
粒
子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙

内
:黒

挙
滅
や
や
顕

著
、
内
面
黒
色
化

6
外
周

道
躇

平
安

須
恵

不
日

縁
～

体
部

li
 O
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4、
自
色
粒
子

良
一 火

挙
滅
や
や
顕

著

7
外
周

道
路

平
安

土
師

泌
日
縁

～
胴

吉
Б

(2
00
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

且
、

白
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
天
褐

事
滅
や
や
顕

著

8
外

周
i音

踪
平

安
土

師
一 Ｅ

同
～
底
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
乗

痕
や
や
れ
、
自
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
暗
褐

肇
滅

・
器

面
の

荒
れ

顕
著

9
周 路

外 道
平

安
土

師
籠

日
縁

ヽ
月
同

部
ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

雲
母

良
戻

褐
や
や
摩
滅

10
周 路

外 道
平

安
土

師
豊
き
カ
マ

ド
同
吉
Б/
庇

▼
h

ヘ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

す
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

嘴
褐

華
滅
や
や
顕

著

11
周 路

外 道
平

安
土

師
弼
釜

署
部

ナ
デ

や
や

粗
良

暗
褐

号
の

み

12
周 路

外 道
平

安
須

恵
孟

ナ
デ

タ
タ
キ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
良

本
面
の
破
線

で
示

し
た
範

囲
が

よ
く
摩

毛
し
て
い

る
、

タ
タ
キ
メ

も
摩
耗

し
や

や
つ
ぶ
れ

て
い

る

13
周 路

外 道
平

安
同
吉
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

良
内

:に
ぶ

い
貢

橙
に

ぶ
い

黄
桂

～
浅

黄

勺
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
顕
著

、 
2次

焼
成

受
す
た
痕
跡

あ
り
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

買
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

在
伸

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

1

周 路

外 道
SB
15

奈
良

～
平

安
土

師
杯

本
～
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

暗
す

密
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

登
肇
滅
顕
著

23
7

2
周 路

外 道
SB
15

平
安

土
師

不
本
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・
雲

母
少

良
勺

:黒
外

:明
褐

挙
滅
や
や
顕

著
、
内
面
黒
色
化

23
7

3
周 際

外 猶
奈

良
～
平
安

須
恵

不
日

縁
～

体
鍋

(H
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
自
色
粒

子
良

又

1
周 路

外 猶
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

部
13
4

33
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
・
雲

母
や
や
不

良
登
～
灰

黄
褐

や
や
摩

滅
、
内
面
被
熱

の
た

め
か
変
色

2
周 路

外 道
S3
16

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

吉
ト

15
8

70
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 母

密 雲
赤
色
粒
子

多
・

白
色
粒
子
・

や
や

不
良

桂
～

に
ぶ

い
黄
橙

や
や
摩
滅

、
内
面
摩
耗
・

荒
れ
顕
著

3
外

周

道
路

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
H5

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
卵

り
。
手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

瞳
挙
滅
や
や

顕
著

23
8

4
/1
・
,司

道
路

S3
16

平
安

灰
TH
I陶

器
杯

日
縁

～
体

吉
焉

(1
22
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

湾
、
黒
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

淡
黄

ヨ
ゴ

レ
顕
著

23
8

5
外
周

道
路

SB
16

平
安

上
師

イ
口
縁

～
体

=K
(1
48
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

４ 翌

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
・

雲
不

良
橙

内
面
摩
耗

や
や
顕
著

6
外
周

道
路

SB
16

平
安

土
師

甕
口
縁

～
胴

菩
Б

ナ
デ

ナ
デ

督 翌

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
・

雲
良

内
:赤

褐
外

:に
ぶ

い
ホ
褐

～
暗
ホ
褐

硬
質
感

が
あ

る
つ

く
り
、

内
面
胴

下
半

器
面
非
常

に
荒
れ

23
8

1

進 路
南 入

平
安

土
師

イ
ほ

ぼ
完

形
14
2

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:に

ぶ
い
黄
橙

～

橙
摩
滅
・

ヨ
ゴ

レ
頭
著

、
粗
製

23
8

2
進 路

雨 入
平

安
土

師
不

口
縁

～
体

郁
(1
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

と
、
赤
色
粒
子
・
雲
母
少

良
内

:橙
～

明
赤
褐

外
i橙

や
や
摩
耗

3
進 路

南 入
平

安
上

師
不

ヨ
縁

～
体

(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

る
、
赤
色
粒

子
・

白
色
粒

子
良

内
:橙

外
:浅

貢
橙

～
橙

肇
滅
や
や
顕
著

4
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
赤
色
粒
子
・

白
色
粒

子
・
雲

良
内

:に
ぶ

い
黄
橙

～

瞳
外

:灰
黄
褐

～
橙

肇
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

5
進 慾

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

彗
R

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、
赤

色
粒

子
・

白
色
粒
子
・

川
睦

良
勺

:橙
外

:橙
肇
滅

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

6
進 路

南 入
平

安
土

師
不

か
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り

畜
、
赤
色
粒

子
・

自
色
粒
子
・

雲
辞

良
内

:に
ぶ

い
橙

～
に

ぶ
い
赤
褐

外
:橙

肇
滅

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

7
進 路

南 入
平

安
土

師
IT
h

氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良

勺
:橙

～
に
ぶ

い
黄

島
・

黒
褐

外
:橙

～
こ
ぶ

い
橙

筆
滅

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

8
進 藤

南 入
奈

良
土

師
葛

不
(多

角
膨

脚
ヽ

却
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤
色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
黄
褐

橙
や
や
摩

滅

9
進 藤

南 入
奈

良
?

土
師

卜
型

短
頸

口
縁

～
胴

営
R

(8
1)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内 外

に
ぶ

い
橙

～
橙

灰
褐

～
黒

や
や
摩
滅

10
進 態

南 入
平

安
土

師
麗

同
音
ト

ハ
ケ

メ
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

密 母
臼

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺 ホ

に
ぶ

い
褐

～
橙

橙
や

や
摩

滅

1

進 路
南 入

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
05
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
!回

転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
橙

内
外
面

の
摩
耗
・

ヨ
ゴ

レ
顕

者
、
外
面

変
色

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
・
器

面
の

荒
れ
顕
者

2
進 路

南 入
平

安
土

師
邪

日
縁

～
底

部
40

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

,手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
へ

ラ
ケ
ズ

リ

議
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

酵
少
・

マ
ー
ブ
ル
状

良
登
・

浅
黄
橙

内
面
の
摩
耗
や
や

顕
著

、
内
面

ア
バ

タ

状
に
器

面
荒
れ

る

3
南
進

入
路

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

部
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヽ 母

４ 雲
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
多
・

や
や

不
良

内
:に

ぶ
い
橙

～
黒

外
:橙

・
浅
黄
橙

が
マ
ー

ブ
ル

状
に
入

る

摩
滅
・

ヨ
ゴ

レ
非
常

に
顕

著
、
内
面
黒

色
化

4
南
進

入
路

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

吉
Б

(1
60
)

60
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

暗
文

必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

赤
褐

色
彼

熱
の

た
め

か
内

外
面

器
面

の
剥

離
・

ヨ
ゴ

レ
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
訓

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

南
進

入
路

平
安

土
師

皿
日
縁

～
体

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

暗
文

必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

赤
俊
熱

の
た

め
か
内
外

面
器

面
の
剥
離

ヨ
ゴ

レ
顕

者

進 路
印 入

SB
18

平
安

土
師

沐
か
蝸

日
縁

～
胴

部
ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多

。
雲
母

多
良

赤
褐

～
に

ぶ
い

赤
褐

耗 離

挙 謝

ヨ
ゴ

レ
顕

署
、

内
面

部
分

的
に

23
9

1
進 路

南 入
SB
19

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
20
)

35
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
多

良
赤
褐

～
に
ぶ

い
赤
褐

摩
滅

お
よ
び

内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

2
南

進

入
路

SB
19

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
1

39
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

i回
転
糸

切
り

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

雪
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
瞳

や
や
摩
滅

3
南
進

入
路

SB
19

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持

へ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ か

雪 辞
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登
～

に
ぶ

い
橙

摩
滅

は
あ

ま
り
み

ら
れ

な
い

が
内

外
面

の
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

4
南

進

入
路

SB
19

平
安

土
師

ll
L

完
形

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

多
・

黒
色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
赤

褐
や
や
摩
滅

、
内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
顕
者

、
特

に
日
唇
部

の
コ
ゴ

レ
顕
著

南
進

入
路

SB
19

平
安

土
師

ll
L

口
縁
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ

。
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
1回

転
糸
切

り
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

必
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
ヨ
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
橙

挙
滅

お
よ
び

内
外

面
の

コ
ゴ

レ
顕
著

南
進

入
路

平
安

土
師

不
本
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

4、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
ヨ
粒
子

良
変

肇
滅

顕
著

、
内
面
褐

色
化

23
9

7
南
進

入
路

平
安

土
師

不
体

～
底

都
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

と
、

自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙
・
黄
橙

が
マ
ー

ブ
ル
状

に
入

る
事
滅

顕
著

8
進 路

南 入
平

安
土

師
不

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
。
白

色
粒

子
良

有
:黒

褐
外

:橙
撃
滅
や
や
顕
著

9
進 路

南 入
SB
19

平
安

土
師

月
釜

号
苫
Б

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

勺
:橙

～
に
ぶ

い
赤

掲
外

:橙
～

に
ぶ

い
茉
楊

～
星
楊

10
進 路

南 入
平

安
須

恵
壼
か
壼

旧
部

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒
子
・

雲
母

良
勺

:暗
赤

褐
外

:に
送

ぃ
未

想
～

」 =
未

瓶

1

周 路

外 道
SB
21

平
安

土
師

不
完

形
12
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
等

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
登

内
外

面
の

日
縁

部
に
油
煙

,ス
ス
付
着

体
～
底
部

内
面
器

面
の
荒
れ
や
や

顕
著

2
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

部
(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
誓

糸
切

り
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

勺
外

面
日
縁
部

を
中
心

に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

3
月 路

外 道
SB
21

平
安

土
師

Hl
日
縁

～
底

欺
(5
4)

21
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
望

舟
か

良
登

峯
滅

や
や

顕
著

4
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

/J
/・

良
登

峯
滅

や
や

顕
著

、
上

半
部

に
油

煙
付

着

5
周 路

外 道
平

安
土

師
不

本
～
底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
軽

糸
切

り
敏
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

6
周 路

外 道
SB
21

平
安

土
師

不
か

氏
部

15
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
薙

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
角

粒
子

良
登

挙
滅
や
や
顕

著

7
周 路

外 道
平

安
土

師
不

甍
部

(5
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
子

白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

や
や
不
良

挙
滅
顕

著

8
周 路

外 道
平

安
土
師

不
壼
部

(7
0)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ

デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
致
密

、
自
色
粒
子
・

赤
色
粒
子

良
安
黄
橙

挙
滅
顕
著

9
周 路

外 道
SB
21

平
安

土
師

不
氏
部

70
ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転
糸

切
り
・
暗
文

致
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

艮
登

肇
耗

や
や
顕
著

、
内
面
見
込
み
部

に
暗

文
、
底
部
外

面
に
線

刻
、
線
刻

も
摩
耗
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定
値

又
は
現
存
却

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(,
卜

)

外
周

i首
踪

平
安

土
師

不
甍

=Б

底
:回

転
糸
切

り
(見

込
み
部

:ナ
デ
・
暗
文

)

餃
密

、
自

色
粒

子
少

。
赤

色
粒

子
良

登
筆
滅
や
や

顕
著

、
底

部
外

面
線
刻

あ
り
、
ヘ

ラ
書
土
器

11
外

周

道
路

平
安

土
師

不
甍
吉
ト

(1
10
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
線

女J
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
微

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
挙
滅
や
や
顕

著
、
内
外

面
に
ス
ス
状

ヨ
ゴ
レ
、
体
部
外

面
下
部
分

に
線
亥
1あ

り

外
周

道
路

平
安

土
師

不
査
宮
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
1音
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
覇

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

冷
・
雲
母
少

良
登

挙
滅
や
や

顕
著

、
内
面
黒
色
化

13
外

周
猶

際
SB
21

平
安

土
師

苛
台
イ

高
台

部
暗

文
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヽ か

雪 翌

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
浅

黄
橙

挙
滅
顕

著
、

内
面
黒
色
化

14
周 稼

外 指
平

安
上

師
イ

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
致
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
隆

摩
滅
や
や

頭
著

、
内
面
黒
色
化

周 路
外 道

SB
21

平
安

須
恵

高
台

郷
口
縁

～
高

台
部

(1
64
)

10
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

火
や
や
摩
滅

周 路
外 道

平
安

須
恵

邦
日
縁

～
体

部
(1
22
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

4、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

天
や
や
摩
滅

24
0

17
周 路

外 道
平

安
須

恵
蓋

つ
ま

み
つ

ま
み

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
畜
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

K

周 蕗
外 楢

SB
21

平
安

土
師

甕
口
縁

吉
Б

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

程
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

良
月
赤
褐

19
周 路

外 消
平

安
土

師
壷

日
縁

言
Б

(2
40
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

警
滅
・

摩
耗
や
や
顕

著

周 路

外 道
SB
21

平
安

土
師

甕
日
縁

音
る

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

硲
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
黒

生
粒
子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

色

周 聴

外 楢
平

安
土

師
鉢

(小
型

壷
)

口
縁

部
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
致
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
や
や
摩
滅

71
・
,司

道
路

平
安

土
師

甕
氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:本

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
や
や
摩

滅

周 路

外 道
S3
21

平
安

須
忘

長
顕

壷
頃
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

入
壷

G、
外

面
や
や
摩
滅

周 路
外 道

平
安

須
恵

短
頸

壷
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

戻
白

挙
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
著

、
外

面
に
釉

周 路

外 道
SB
21

平
安

須
恵

貞
=Ь

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ナ

デ
密

、
自

色
泣

子
・

黒
色

粒
子

良
庚

白
峯
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著
、
内
面
釉

周 路

外 道
SB
21

平
安

須
恵

甕
(7
6)

ナ
デ

タ
タ
キ

餃
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
入

角
面

に
ス

リ
痕

(使
用
痕
)あ

り
、
外

面
の

タ
タ
キ
メ

も
摩
耗

著
し
い
、
数
値

主
錦
海
槽

周 路
外 道

S3
21

平
安

須
恵

蔭
同

部
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

蜀
灰

や
や
摩
滅

周 路
外 道

S3
21

平
安

須
恵

霊
同

部
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

火

1
周 路

外 楢
平

安
土

師
口
稼

～
底

音
L

(H
4)

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
:‐

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

良
登

峯
滅

や
や

顕
著

2
周 際

外 楢
SB
22

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
鍬

(1
36
)

37
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
重

糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
艮

登
挙
滅
顕

著

3
周 路

外 道
SB
22

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

音
ト

(1
52
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ク
ズ

ヅ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

黄
橙

挙
滅

お
よ
び

内
面

の
荒
れ
や
や
顕

著

4
外

周

道
路

SB
22

平
安

土
師

本
～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
・

回
転

糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
内
面
が
表
面
剥
離

、
摩
滅

お
よ
び

内
面

の
荒
れ
や
や

顕
著

5
外

周
枯

藤
SB
22

平
安

土
師

不
体
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
tr
mめ

粗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
艮

登
肇
滅

お
よ

び
肉

面
の

ヨ
ゴ

レ
顕

者
、

器

形
に

歪
み

あ
り

6
外

周

道
路

S3
22

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

都
(1
10
)

(2
1)

32
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

摩
滅

お
よ

び
器

面
の

ヨ
ゴ

レ
・

荒
れ

顕

著
、

内
面

黒
色

化

7
周 稼

外 着
SB
22

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
獣

(1
50
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
や
や

不
良

天
肉

外
面

ス
ス

で
黒

色
化

、
摩

滅
や

や
吸

娑
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

外
周

道
路

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
音
Б

(1
46
)

暗
文
・

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ
・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
良

浅
黄

橙

摩
滅
や
や
顕

著
、
摩
耗

に
よ

り
内
面
黒

色
処
理

の
薄
れ

も
顕
者

、
甲
斐
型

タ
イ

プ
で

は
な
い

周 路
外 道

SB
22

平
安

土
師

不
体
～
底

部
ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

・
黒

名
机

理

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

浅
黄
橙

峯
滅
顕
著

周 藤
外 楢

SB
22

平
安

戻
和

陶
器

一 芝
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

叉
白

内
面
の

ヨ
ゴ

レ
や
や
頭

著

1
南

進

入
路

SB
23

平
安

土
師

不
か

皿
貞

=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
な
、
赤
色
粒
子
・
雲
母

や
や

不
良

登
筆
滅

や
や

顕
著

2
南

進
入

態
S3
23

平
安

土
師

主
状

高
台

¶
か

体
部

(8
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

畜
、

白
色
粒

子
・

雲
母

多
良

こ
ぶ

い
赤

褐
や
や
摩
滅

1

周 態

外 滴
SB
24

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

郎
39

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

!ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
自
色
粒

子
少
・

赤
色
粒
子
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

こ
ぶ

い
橙

事
滅
や
や
顕

著
、
体
外

に
線
亥

1

2
周 路

外 道
SB
24

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
挙
滅

・
摩

耗
や

や
顕

著

3
グ
W司

道
路

SB
24

平
安

土
師

Hl
口
縁

～
底

鍋
(H
O)

(3
8)

21
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

登
つ

く
り
粗
雑

、
摩
耗

や
や
顕
著

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

4
周 路

外 道
SB
24

平
安

土
師

El
口
縁

～
体

鵠
(1
30
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤

褐
肇
滅

や
や

顕
著

5
外

,司

i首
藤

平
安

土
師

不
本
～
底

都
(4
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅
や
や

頭
著

6
周 藤

外 者
S8
24

平
安

土
師

鉢
日

縁
～

底
郎

(1
56
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

線
亥
」

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ク
ズ

リ
ヽ 母

密 雲
白
色
粒

子
少

。
赤
色
粒
子
・

艮
ボ
褐

や
や
摩
滅

、
内
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

本
内
に
線
刻

あ
り

7
周 路

外 道
平

安
土

師
不

本
～

底
部

(1
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ る

密 い

自
色

粒
子

少
・

精
選

さ
れ

て
良

瞳
峯
滅
や
や
顕
著

8
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

部
(1
39
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
‐

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

～
灰
褐

内
:黒

事
滅

や
や

顕
箸

、
内
面
黒
色
化

し
て

し
る
が

2次
的

な
可
能
性

も
あ

る

9
外

周

道
路

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

郵
(2
10
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ 少
密 母

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

雲
良

内
:黒

外
:橙

～
に

ぶ
い

黄
47
9k

や
や
摩
滅

周 路
外 道

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
郵

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ク

ズ
ノ

雪
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
内

:黒
外

1に
ぶ

し

昔
怒

摩
滅

や
や

顕
者

11
外

周

道
路

平
安

灰
和

陶
審

安
皿

日
縁

吉
Б

(1
24
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

雪
、
精
選

さ
れ

て
い

る
良

灰
自

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

12
月 路

外 道
SB
24

平
安

須
恵

沐
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

至
、

白
色

粒
子

良
一 火

や
や
摩
滅

13
外

周

道
路

SB
24

平
安

土
師

甕
体

～
底

部
ケヽ

メ
ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

峯
】直

畳
、

自
色

訂
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

予
・

/1
ヽ
礫

良
暗

褐
内

面
摩

耗
や

や
顕

著

外
周

道
路

SB
24

平
安

土
師

甕
口
縁

=悟

(2
40
)

クヽ
メ
・

す
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
雲
母
・

|、
T4

艮
に

ぶ
い

赤
褐

や
や
摩
滅

外
周

道
路

平
安

土
師

月
釜

日
縁

～
体

部
(3
20
)

指
頭
痕
顕

著
・

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

雲
母
・

小
礫

良
明
赤
褐

～
に
ぶ

い
橙

～
褐
灰

胴
下
半
部
外
面
赤
褐

色
化

、
器

面
の
荒

れ
顕
著

、
同
内
面

も
器

面
の
荒
れ

も
顕

著

1
扁

進

入
路

SB
25

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

部
(1
46
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
や
や
不

良
に
ぶ

い
橙

挙
滅

ヨ
ゴ

レ
顕
著

24
2

2
進 路

南 入
SB
25

平
安

土
師

ホ
日
縁
～
体

部
(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
金
色
粒

子
良

肉
:黒

外
:に

ぶ
い

赤
褐

摩
滅

,ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

、
内
面
が

黒
色
化

し
て
い

る

3
進 路

雨 入
S3
25

平
安

録
釉

陶
器

苑
日
縁

～
体

部
15
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
良

灰
黄

釉
:オ

リ
ー

ブ
黄
～
灰

オ
リ
ー

ブ

24
2

4
進 路

南 入
S3
25

平
安

土
師

本
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

月
赤

褐
挙
滅
や
や
顕
著

5
南
進

入
路

SB
25

平
安

土
師

不
本
～
底
部

70
ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
 

巨

云
糸

切
り
後

手
持

ヘ
ラ

タ
ズ

リ

ヽ 少
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
～

に
ぶ

い
赤

褐
内
外

面
の
摩
耗

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

南
進

入
路

SB
25

奈
良

土
師

不
嵐

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

コ
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

時
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

匠
。
手

至
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
金

色
粒

子
良

内
!橙

外
:に

ぶ
い

黄
橙

～
橙

挙
滅

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

7
雨

進
入

際
SB
25

茶
良
～
平
安

須
恵

と 置
嵐

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

雪
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

菅
青
灰

～
灰

8
南

進
入

際
SB
25

平
安

土
師

甕
口
縁

～
胴

部
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

啓
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

牛
面

を
中
心

に
ス
ス

け
て
い

る

進 路
南 入

平
安

土
師

甕
底

部
ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
金
色
粒
子

良

均
:に

ぶ
い

赤
褐

外
:赤

褐
～

に
ぶ

い

赤
褐

雲
滅
や
や
顕
著

10
進 路

南 入
SB
25

平
安

須
恵

甕
か

胴
部

ナ
デ
・
指
頭
痕

タ
タ
キ

啓
、

自
色

粒
子

良
K

1

進 路
南 入

S3
26

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
・

手
持

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

回
転

糸
切

り

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
や
や
摩
滅

進 路
南 入

平
安

土
師

外
日
縁

～
体

吉
Б

(1
50
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

三
母

良
登

や
や
摩
滅

3
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

部
(1
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

。
回
転

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

登
峯
滅
や
や
顕
著

4
進 路

南 入
SB
26

平
安

土
師

蓋
口
縁

～
体

部
(1
20
)

22
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

や
や

社
、

子

白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

良
登

や
や
摩
滅

5
進 路

南 入
SB
26

平
安

土
師

蓋
日

縁
～

体
欺

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

登
や
や
摩
滅

6
進 際

南 大
SB
26

平
安

土
師

杯
口

縁
～

体
蠍

(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

手
持
‐

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
三

母
良

こ
ぶ

い
黄

橙
や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

7
進 悠

南 入
S3
26

平
安

土
師

鉢
日
縁

～
体

=R

(2
10
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

こ
ぶ

い
黄
橙

～
褐
灰

為
面

黒
色

化

8
進 態

南 入
SB
26

平
安

土
師

イ
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

里
魯

対
子

良
こ
ぶ

い
橙

峯
滅
や
や
顕
著

9
進 稼

雨 入
平

安
土

師
杯

本
～
底
部

54
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
荘

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

良
登

や
や
摩
滅

進 藤
南 入

SB
26

平
安

土
師

不
口
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ か

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
黄
橙

峯
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

SB
26

平
安

土
師

不
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

艮
均

:灰
褐

底
:橙

挙
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

SB
26

平
安

土
師

ll
tか

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

緻
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

黒
色

粒
子

・
雲

母
少

良
登

や
や
摩
滅
、
内
面
の

ヨ
ゴ
レ
顕
著

進 路
南 入

平
安

土
師

氏
=[

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

徴
密

、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

登
磨
滅
や
や
顕
著

、
底
部

内
外

面
に
線

亥
」、

線
亥
」
も
や
や
摩
滅

し
て
い

る

南
進

入
路

SB
26

平
安

天
釉

陶
挙

宛
日
縁

言
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
緻

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

天
白

南
進

入
路

SB
26

平
安

灰
釉

陶
碁

宛
日
縁

=Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

緻
密

、
黒

色
粒

子
良

天
黄

南
進

入
路

SB
26

平
安

天
釉

陶
群

苑
日
縁

常
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

緻
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
灰

自

南
進

入
路

SB
26

平
安

天
釉

陶
器

苑
体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
敏

密
、

自
色

粒
子

良
天

白
内

外
面

の
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

[8
南
進

入
路

S8
26

平
安

緑
釉

陶
基

皿
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

、
黒

色
粒

子
良

天
黄

24
3

南
進

入
路

SB
26

平
安

土
師

甕
日
縁

言
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

豊
、

白
色
粒

子
多
・
黒
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

を
含

む
良

橙
や
や
摩
滅

進 路
南 入

SB
26

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

。
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
橙
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

進 路
南 入

SB
26

平
安

土
師

甕
日
縁

▼
ト

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

狙
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
筆
対

子
・
=再

・
ホ

題
良

瞳

進 路
田 入

SB
26

平
安

土
師

甍
口
縁

言
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
明
赤
褐

円
進

入
路

平
安

土
師

甕
底

部
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ
 

底
:木

美
痕

や
や
粗
、

白
色
粒
子
多
・
黒
色
粒

子
・

雲
母
多
・

小
礫

艮
登

国
連

入
路

平
安

須
恵

壷
か

日
縁

都
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

る
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

疋
白

勺
外

面
に

自
然

釉

田
進

入
路

平
安

須
恵

甕
ナ

デ
タ
タ
キ

畜
、

白
色

粒
子

・
小

礫
良

B灰

を 路
円 入

SB
26

平
安

須
恵

甕
胴

部
オ
デ

夕
タ

キ
敏
密

、
自

色
粒

子
多

・
黒

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
赤

褐

進 路

南 入
SB
26

平
安

須
恵

弩
同
～

底
都

(1
66
)

ナ
デ

タ
タ
キ
・

ナ
デ

底
:ナ

密
、

自
色

泣
子

・
黒

色
粒

子
良

天
勺
面

の
ヨ
ゴ

レ
顕
著

1

進 路
南 入

SB
27

平
安

土
師

脚
高
高
台

イ
か
皿

即
部

60
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

月
赤

褐
禁
滅

顕
著

24
4

2
Pr
連

入
路

SB
27

平
安

灰
釉

陶
器

椀
か

貞
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:付

高
密
、

白
色
粒
子

良
庚

白
や
や
摩
滅

1

周 藤

外 清
SB
28

奈
良

土
師

杯
日

縁
～

底
鍬

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
黄
橙

勺
外

面
摩
耗

顕
著

、
体

内
・

底
外
線

た 」
、
線

刻
は
浅
い
が
鮮

明

2
周 路

外 道
奈

良
上

師
邸

本
～

底
部

(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
勺

:橙
外

:に
ぶ

い

登
～
橙

挙
耗
や
や
顕
著

3
周 路

外 道
SB
28

奈
良

土
師

不
本
～
底
部

(1
04
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
〕j

密
、
赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
橙

肇
耗

・
ヨ

ゴ
レ
顕

者

4
周 路

外 道
S3
28

奈
良

土
師

不
体

～
底

都
90

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ク
ズ

i,
密

、
自
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

～
橙

耗 明

峯 態

ヨ
ゴ

レ
顕

著
、

底
外

線
刻

(不

5
周 路

外 道
S3
28

奈
良

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、
赤
色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
橙

～
に

ぶ
い
褐

肇
耗

・
ヨ

ゴ
レ

顕
著

6
周 路

外 道
SB
28

奈
良

須
恵

苛
台

IT
h

体
～

高
台

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

勺
:灰

外
:浅

黄
～

火
内

外
面

摩
耗

顕
著

7
外
周

道
路

SB
28

茶
良

須
恵

不
不

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

!回
転

糸
卿

り
'手

持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

良
天

白
内

外
面

摩
耗

や
や

顕
著

、
火

だ
す

き
痕

8
周 路

外 憎
SB
28

奈
良

土
師

甕
胴

部
ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ζ
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
橙

華
滅
や
や
顕
著

9
周 路

外 道
SB
28

奈
良

土
師

甕
底

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:木

薬
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
雲
母

良
内

:橙
外

:明
赤
褐

摩
滅
顕

著

1
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

郭
(1
18
)

55
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ロ
ク
ロ

ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

と
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
良

橙
摩
滅
や
や
顕
著

、
底
部

内
外

面
に
ス
ス

状
の

ヨ
ゴ

レ

2
周 路

外 道
SB
29

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
郵

(1
20
)

43
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や

粗
、

白
色
粒

子
多
・
赤

色
粒

子
・
マ
ー

ブ
ル
状

良
明

赤
褐

摩
滅
顕
著

3
周 路

外 道
S3
29

平
安

土
師

不
ま
ぼ
完
形

(1
40
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
・

雲
母

,マ
ー

ブ
ル

状
良

明
赤

褐
摩
滅

非
常

に
顕

著

24
4

4
周 路

外 道
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

瞳
撃
滅

や
や

顕
著

5
周 路

外 道
S3
29

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
郎

(1
34
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

曳
黄

橙
甲

斐
型

で
は

な
い

、
や

や
摩

滅
、

湘
面

ス
ス

で
黒

俸
イイ

す
る

6
周 路

外 道
SB
29

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

韓
糸
切

り
や

や
粗

、
白

色
粒

子
多

。
赤

色
粒

子
・
=舟

良
勺

:黒
外

:橙
電
製

、
摩

滅
顕

者
、

内
面

ス
ス

で
黒

色
,レ
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
佃

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

周 膝

外 漕
平

安
土

師
不

か
皿

囁
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

穂
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

月
赤
褐

峯
滅
・

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

24
4

月 路
外 道

平
安

土
師

不
体
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
れ

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤

褐
峯
滅
・

内
面

の
荒
れ
・

ヨ
ゴ

レ
顕
著

24
4

局 路

外 道
S3
29

平
安

土
師

杯
体

～
底

部
53

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
や
や
社

、
自
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
良

引
赤

褐
・

に
ぶ

い
頁

陵
が

マ
ー

ブ
ル

状
に

入
る

肇
滅

顕
著

周 路
外 道

S3
29

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

ツ

蛮
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
多

良
均

:橙
外

!橙
～

に
ぶ
い
黄
橙

[1
周 路

外 道
SB
29

平
安

土
師

杯
か
皿

体
～
底
部

60
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 少

４ 予
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
瞳

卒
滅

や
や
顕
著

周 際
外 稽

SB
29

平
安

土
師

不
か

皿
体

～
底

部
(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
に

ぶ
い

赤
褐

～
褐

筆
滅

顕
著

周 路
外 道

SB
29

平
安

土
師

不
体

～
底

部
42

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:回
転

糸
卵

り
。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

内
:黒

外
:橙

摩
滅
や
や

顕
著

、
内
面

ス
ス
に

よ
つ
て

黒
色
化

14
周 藤

外 者
平

安
土

師
必

か
ul
ll

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:手

持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や

粗
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

,マ
ー

ブ
ル
状

良
橙

肇
滅

顕
著

周 藤
外 楢

SB
29

平
安

土
師

卿
局

高
含

不
か

皿
脚

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

ヽ 少

必 予

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

や
や
摩
滅

周 藤
外 清

平
安

土
師

甕
口

縁
都

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
赤
褐

～
明
赤
褐

肇
滅

や
や

顕
著

17
周 路

外 道
S3
29

平
安

天
釉

陶
器

一 霊
1同

=Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

畜
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

内
:黄

灰
～
浅
黄

外
:に

ぶ
い
黄

釉
:

オ
リ
ー
ブ
灰

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

1
周 蕗

外 着
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

郎
11
2

47
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ク

ズ
ツ

少ヽ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
や
や

不
良

登
嘩
滅
顕

著
内
外

面
の
荒
れ
・

変
色

FR

著

2
周 路

外 道
平

安
土

師
不

口
縁

～
体

滓
К

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅

顕
著

3
周 際

外 消
SB
30

平
安

土
師

邪
甍
喜
Б

60
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤
色
粒

子
・
金
色
粒
子

良
内

:橙
外

:に
ぶ

い

表
橙

～
赤
褐

挙
滅

顕
著

4
周 路

外 首
SB
30

平
安

土
師

卜
型
甕

日
縁
部

(1
30
)

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒
子
・
雲
母

良
勺

:明
赤
褐

外
:朔

k楊
肇
滅
や
や
顕
著

5
周 際

外 漕
平

安
土

師
甕

日
縁

～
胴

部
(2
08
)

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

阻 多
白
色
粒
子
多
・
雲
母
非
常
に

良
暗

赤
褐

肇
耗

顕
著

6
周 路

外 道
SB
30

平
安

土
師

甕
日
縁

～
胴

部
(2
50
)

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・
雲
母

良

内
:に

ぶ
い
赤
褐

～
赤
褐

外
:に

ぶ
い
赤

褐
～

明
赤
褐

内
外
面

の
摩
耗

。
荒
れ
顕
著

1

進 稼

雨 入
平

安
土

師
邦

ヨ
縁

～
体

FК
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

'手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ

否 翌

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

良
橙

～
に
ぶ

い
橙

内
外

面
の

摩
耗

や
や

顕
著

2
南

進
入

藤
平

安
土

師
杯

日
縁

～
体

欺
(1
43
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

替 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
～

に
ぶ

い
橙

内
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
著

24
5

3
進 路

南 入
SB
31

平
安

土
師

杯
ほ
ぼ
完

形
55

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
黒
色

処
理

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
ジ

底
:手

持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

番
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
内

:黒
底

:橙
～

に
ぶ

い
赤
褐

底
部

に
孔

(小
礫

の
剥
離
痕

か
)、

内
外

面
無
数

に
何

か
で
突

い
た
痕
跡

が
み

ら
れ
底

部
に
は
穴
が

あ
い
て
い

る

4
南

進
入

稼
SB
31

平
安

土
師

不
口
縁

～
体

言
Б

(1
46
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

黒
色

処
理

ロ
ク

ロ
ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
内

:黒
外

:に
ぶ

い

潜
摩

滅
や

や
顕

著
、

黒
色

化

5
南

進
入

豚
SB
31

平
安

土
師

皿
口

稼
～

瓜

菩
偲

(1
26
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
雪
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
良

橙
摩
滅
や
や

顕
著

6
南
進

入
路

SB
31

平
安

土
師

鉢
(口

縁
部
片

日
)

日
縁

～
底

部
22
 8

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
。
赤

色
粒

子
良

内
:橙

外
:赤

褐
～

橙

摩
滅
や
や

顕
著

、
被
熱

を
受

け
る
、

内
面
破

片
ご

と
に
黒
色
化
・

灰
色
化

し
て

い
る

7
南
進

入
路

SB
31

平
安

上
師

甕
口
縁

言
Б

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

ケヽ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
。
小

埋
良

天
褐

～
明

赤
褐
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
Cm
)×

( 
)は

推
定

娘
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

8
進 路

南 入
SB
31

平
安

土
師

霊
口
縁

～
胴

蝋
(2
95
)

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

多
良

月
赤
褐

～
灰
褐

勺
外

面
に

黒
斑

あ
り

9
進 路

南 入
SB
31

平
安

土
師

沐
口

縁
～

体
蠍

(3
50
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

多
長

勺 米
明
赤
褐

～
暗
赤
褐

明
ホ
褐

～
ホ

黒
朴
面
荒
れ

。
ヨ
ゴ

レ
顕
著

、
内
面
摩
滅

や
や
簡
芽

10
南
進

入
路

SB
31

平
安

土
師

欝
か
壷

阿
～

底
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉

痕
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
月
赤

褐
勺
面
摩
耗

や
や
顕
著

11
南

進

入
路

SB
31

平
安

土
師

密
同
～

底
部

(1
09
)

(2
35
)

'ヽ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

指
買
痕

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

雲
母
・

rl
ヽ
礫

良

内
:に

ぶ
い
赤
褐

～
黒
褐

外
:灰

褐
～

明
未
裾

内
外
面
摩
面
や
や
顕
著
、
外
面
が
一
部

す
す

け
て
い
る
、
高

さ
は

1/
R高

値

1
周 蕗

外 指
S8
32

平
安

土
師

不
ほ
ぼ
完
形

(H
2)

37
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ガ

キ
底

:回
転
糸
切

り
雪
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

ミ
母
少

良
〔
ぶ

い
黄
橙

勺
面
摩
耗
顕

著
、
漆
状
付
着
物

あ
り
、

保
亥
J状

の
工

具
痕

多
数

み
ら
れ

る

2
外
周

道
路

SB
32

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

Jl
l

(1
20
)

(5
2)

37
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

梯
糸
切

り
も
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

量
母
少

良
登

肇
滅

顕
署

外
周

道
路

SB
32

平
安

土
師

不
日
縁
～
体

部
(■

0)
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ガ

キ
る
、

自
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
。

三
母

か
良

登
挙
滅

顕
者

、
内
面
線
刻

状
工
具
痕

4
外

周

道
路

平
安

土
師

杯
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
必
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

婁
母
少

良
登

周 路
外 道

SB
32

平
安

灰
釉

陶
基

ll
L

日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

灰
和
・

ヘ
ラ
ガ

キ
底

:回
転

糸
切

り
。
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

雪
良

灰
自
～

に
ぶ

い
黄
橙

割
れ

日
の
摩
耗

顕
著

、
底

内
ヨ
ゴ

レ
頭

著
、
釉
剥

げ
た
範

囲
は

よ
く
擦
れ

滑
ら

か
、
対
外
横
位
線
刻

「
山
」

外
周

首ヽ
蕗

SB
32

平
安

土
師

甕
底

部
ナ

デ
美
面
剥
離

底
:本

葉
痕

豊
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤

橙
摩

減
顕

著

1
進 路

南 入
SB
34

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

音
L

(1
30
)

(4
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
重
、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

褐

内
面

に
漆
状

の
ヨ
ゴ

レ
あ

り
、
そ
れ

を
掻

き
と
つ
た

よ
う
な
線

刻
状

の
痕
跡

が
み

ら
れ

る

2
進 路

雨 入
SB
34

平
安

土
師

郵
口
縁

～
底

部
(1
24
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
4、

赤
色
粒
子
・

雲
母
少

良
に
ぶ

い
橙

～
褐
灰

挙
滅
や
や
顕

著

南
進

入
路

SB
34

平
安

土
師

イ
口
縁

～
底

部
13
7

5 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:回
転
糸

卵
り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

む
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:桂

・
に

ぶ
い
褐

や
や
摩
滅

、
内
面
摩
耗

や
や
顕
著

、
2

次
焼
成

を
受

け
た
た

め
か

日
唇
部

か
ら

外
面
一
部

う
す

く
黒
色
化

4
進 略

南 入
平

安
土

師
イ

口
縁

～
底

部
(1
34
)

47
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ノ
蕗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー
ブ
ル
状

良
内

:黒
外

:橙
～

に
ぶ

い
橙

為
面
黒
色
化
す

る
が
2次

的
な
可
能
性

が
高
い
、
内
外

面
と
も
2次

焼
成

を
受

け
器

面
荒
れ

る

5
進 路

南 入
平

安
土

師
必

日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
室
、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
瞳

こ
具

あ
て

痕
吸

者
、

内
面

摩
耗

・
荒

れ

や
や

顕
著

、
ス

ス
状

に
ヨ

ゴ
レ

あ
り

6
進 路

南 入
S3
34

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
64
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
笞
、

白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
勺

:黒
 

外
:橙

挙
滅
や
や
顕
者

と
と
も
に
内
外
面
荒
れ

る
、

内
面
黒
色
化

す
る
が

2次
的

な
可

能
性

が
高
い

7
進 路

南 入
平

安
土

師
邦

口
縁

～
体

を
Б

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

野
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・

重
母

小
良

句
:黒

外
:に

ぶ
し

督
～

里
楊

勺
面
黒
色
化
す

る
が

2次
的

な
も
の
か

連 路
円 入

平
安

土
師

郵
日
縁

～
体

吉
Б

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

蟹
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・

菫
母

か
艮

勺
:黒

′ヽ
藩

外
:に

ぶ
句
外

面
や
や
摩
耗

、
内
面
黒
色
化
す

る
ド
2次

的
な

幸ゝ
の
か

建 路
円 入

平
安

上
師

不
体

～
底
部

32
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
畜
、

白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
艮

と
ぶ

い
橙

峯
滅
や
や
顕

著

10
進 路

甫 入
平

安
土

師
郵

体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

登
角
面
摩
耗
や
や

顕
著

遷 路
開 入

SB
34

平
安

土
師

不
lA
～

底
部

65
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
聴

糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
・

霊
母

少
良

登
肇
滅
や
や

顕
著

、
内
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
あ

り

進 路
南 入

SB
34

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

部
(1
36
)

(5
4)

26
ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
少
・

赤
色
粒
子

・

雲
母
少

良
こ
ぶ

い
橙

～
褐

灰
勺
面
摩
耗
や
や
顕
著

24
7

遅 路
田 入

SB
34

平
安

土
師

皿
日

縁
～

底
鍬

(1
20
)

26
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・
主

再
小

良
こ
ぶ

い
赤

褐
勺
面

摩
耗

や
や

頭
者
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図 号
挿 番

番
号

地
区

宅
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
量

 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

進 路
南 入

平
安

土
師

皿
冗

形
3 
25

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

卵
り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

艮
内

:浅
黄
橙

外
:橙

2次
焼

成
を

受
け

内
面

全
体

お
よ

び
外

面
の

一
部

変
色

15
南
進

入
路

SB
34

平
安

灰
和

蝦
皿

口
稼

～
体

都
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

至
、
精
選

さ
れ

て
い

る
良

天
白

内
外
施
和

南
進

入
路

S3
34

平
安

灰
和

陶
番

宛
体
～
底
都

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

と
、

白
色
粒
子

良
天

白
内
面

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

24
7

17
爾

進

入
路

平
安

灰
釉

陶
器

士 望
日
縁

部
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
良

天
白

内
面
灰

付
着

南
進

入
路

SB
34

平
安

土
師

甕
日
縁

～
胴

部
(3
50
)

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や
狙

、
白
色
粒

子
・

雲
母

艮
暗
褐

～
黒
褐

撃
耗
・

ヨ
ゴ

レ
顕

著

19
南
進

入
路

平
安

土
師

小
型
蓬

日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
壱
、

自
色
粒

子
少

。
赤
色
粒

子
雲
母
少

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

灰
褐

胴
下
半
部
外

面
器

面
荒
れ

る
、
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

24
7

南
進

入
路

平
安

土
師

甕
底

部
(7
0)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

〔
木

葉
痕

笠
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

良
赤

褐
～

黒
褐

内
外

面
荒

れ
非

常
に

顕
著

21
南

進

入
路

平
安

土
師

杯
底

部
(1
00
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:本

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:黒
外

:に
ぶ

い

笹
～

黒
挙
滅
や
や
顕
著

扁
進

入
路

平
安

須
恵

雷
ナ

デ
タ
タ
キ

や
や
密

良
に
ぶ

い
黄
橙
・

褐
灰

内
外
面
黒
彩

の
痕
跡

あ
り

雨
進

入
路

平
安

須
恵

平
瓶

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

良
内

:灰
外

:暗
灰

や
や
摩

滅
、
外
面

自
然
熟

1
南
進

入
路

平
安

土
師

苛
台
イ

苛
台
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

幕
糸
切

り
4、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
や
や

不
良

勺
:黒

外
:明

赤
褐

事
滅
顕
著

、
内
面
黒
色
化

2
南
進

入
路

平
安

土
師

〕可
釜

考
部

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:黒
外

:に
ぶ

い

苔
～

里
事
滅

顕
著

3
進 躇

南 入
平

安
土

師
壼

同
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒
子
・

雲
母

良
勺

:黒
褐

外
:暗

褐
や
や
摩
滅

4
連 路

円 入
平

安
須

恵
壷
か
甕

同
部

ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

暗
灰

釉
:黒

1
進 路

円 入
平

安
土

師
邪

日
縁

～
底

常
L

12
9

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
乾

糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

多
や
や
不

良
月
赤

褐
～

に
ぶ

い
赤

易
峯
滅

や
や

顕
著

、
摩
耗
・

ヨ
ゴ

レ
顕

警
、
底

内
を
中
心

に
変
色

2
進 路

南 入
SB
36

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

●
Fh

70
41

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

4・

糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
や
や
不
良

月
赤
褐

器
形

の
歪
み
顕
著

、
摩
滅
顕
著

3
進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

部
(1
34
)

41
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
豆

糸
切

り
後

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
や
や

不
良

月
赤

褐
～

赤
褐

摩
滅

や
や

顕
著

、
底

内
ス

ス
状

に
ヨ

ゴ

レ

4
進 路

南 入
平

安
土

師
罰
台
杯

日
縁

～
底

欺
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:手

持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
多

・
雪

母
少

良
登

肇
滅

頭
著

、
被

熱
の

た
め

か
ヨ

ゴ
レ
変

名
嗣

著

5
進 路

南 入
平

安
土

師
イ

本
～

底
部

40
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

峯
滅
や
や
顕

著

6
進 路

南 入
平

安
土

師
イ

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
多

・

黒
色
粒

子
・
金
色
粒
子

良
内

:黒
外

:明
赤
褐

雲
滅
や
や
顕
著

、
内
面
黒
色
化

7
進 路

南 入
SB
36

平
安

土
師

外
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ヘ

ラ
ケ

ズ
ジ

底
:手

持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・

雲
母

少
良

内
:黒

 
外

:橙
・

に
ぶ

い
橙

が
マ
ー

プ
ル

状
に
入

る
や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

8
進 路

南 入
SB
86

平
安

土
師

甕
同
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
多

良
赤
褐

～
に
ぶ

い
赤
褐

摩
滅
や
や

頭
著

9
進 躇

南 入
平

安
須

恵
壷

か
甕

ナ
デ
・

指
頭
痕

タ
タ
キ

啓
、

白
色
粒
子

多
・
黒
色
粒

子
良

灰

1
南
進

入
蕗

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

郎
(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
畜

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
明
赤
褐

～
黒
褐

内
面
摩
耗
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

2
進 路

南 入
SB
37

平
安

土
師

不
ヨ
縁

～
底

fБ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

彬
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

橙
～

に
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅
、
内
面
ス
ス
状

ヨ
ゴ
レ
と
と

も
に
摩
耗
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
佃

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

3
進 路

南 入
SB
37

平
安

土
師

郵
蛋
ば
完
形

12
5

42
37

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
密
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
マ
ー

ブ
ル

状
良

‥ ‥ 褐

勺 朴 ホ

明
赤
褐

～
赤
黒

に
ぶ

い
橙

～
暗

吏
用
痕
跡

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
い
が
器

つ
約

1/
2が

細
か

く
破
砕

さ
れ

て
い

る

遅 路
田 入

SB
37

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
郎

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
荘

糸
切

り

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
登
・

赤
橙

・
黒

褐
外

面
摩

滅
顕

署
、

内
面

や
や

摩
粍

し
ス

ス
渋

ヨ
ゴ

レ
顕

著

5
進 路

南 入
平

安
土

師
杯

日
縁

～
底

部
(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
す

デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
橙

内
面
摩
耗

顕
者

、
2次

焼
成

の
た
め
か

日
唇
部

～
体
部
外

面
の
一
部

に
か

け
て

変
色

6
進 路

南 入
SB
37

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
娑
К

(1
36
)

(5
6)

(3
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
乾

糸
切

り

や
や
粗

、
自
色
粒
子

多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

事
滅
顕

著

7
進 路

南 入
SB

37
平

安
土

師
杯

口
縁

～
底

営
R

14
7

62
50

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

HI
・

糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
橙

勺
面

摩
耗

・
ヨ

ゴ
レ
顕

著

8
進 路

南 入
SB
37

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

郎
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

や
や
摩
滅

9
進 路

雨 入
SB
37

平
安

土
師

邦
口

縁
～

体
鶏

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
i)

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

内
:黒

 
外

:に
ぶ

�ヽ
橙

筆
滅

や
や

顕
著

進 路
円 入

平
安

土
師

郷
日

縁
～

体
鶏

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヽ か
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

怪
季
滅

顕
著

進 路
躙 入

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

郎
(1
30
)

14
0)

18
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
少
・

マ
ー
ブ
ル
状

艮
月
赤
褐

～
に
ぶ

い
橙

事
滅
顕
著

遅 路
円 入

平
安

土
師

日
縁

～
底

部
(1
18
)

(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

範
糸
切

り
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

内
面
摩
耗
顕

著

進 路
雨 入

平
安

土
師

日
縁

～
底

部
(1
30
)

(5
6)

25
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

に
ぶ

い
橙

撃
滅
顕
著

進 路
開 入

SB
37

平
安

土
師

体
～

底
部

56
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

噴
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

内
面
摩
耗
や
や
顕
著

進 路
雨 入

SB
37

平
安

土
師

不
嵐
吉
[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・
雲

母
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
登
～

に
ぶ

い
橙

華
滅
顕

著

進 路
南 入

平
安

土
師

氏
=Б

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

南
進

入
路

平
安

土
師

4N
I～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

つ
く

り
粗
雑

、
摩
滅
顕

著

雨
進

入
路

SB
37

平
安

土
師

邪
本
～
底
部

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

瞳
挙
滅

顕
著

南
進

入
路

SB
37

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

内
:に

ぶ
い
赤
褐

外
:に

ぶ
い
赤
褐

～

暗
赤
褐

内
面

の
摩
耗

。
ヨ
ゴ

レ
顕
著

円
進

入
路

平
安

土
師

不
体
～
底
部

ロ
ク

ロ
す
デ
・

暗
文

ヽ
ラ

ク
ス

リ
底

:回
軒

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
る
、
赤
色
粒

子
良

明
赤

褐
～

に
ぶ

い
橙

底
外
摩
耗

や
や

顕
著

、
底
外

に
墨
書

あ
り
、
文
字

は
や
や

か
す
れ

る
が
鮮

明

24
9

進 路
円 入

平
安

土
師

苛
台

杯
高

台
部

70
ヘ

ラ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:静
止

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
橙

外
:

橙
底

:黒
摩
滅
顕

著
、

2次
焼
成
受

け
底
外

黒
色

化
(断

面
に

も
黒
色
化
及

ぶ
)

24
9

爾
進

入
路

SB
37

平
安

緑
釉

陶
審

皿
日

縁
～

体
欺

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

必
、
精
選

さ
れ

て
い

る
良

内
:灰

オ
リ
ー

ブ
外

:オ
リ
ー

ブ
灰

南
進

入
稼

SB
37

平
安

緑
和

陶
碁

苑
か

体
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

精
選

さ
れ

て
い

る
良

内
:灰

白
外

:浅
黄

進 路
南 入

平
安

緑
釉

陶
群

宛
口
縁

～
底

部
15
0

8 
1

53
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
一
部

キ
ザ

ミ
ロ
ア

リ
底

:回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
良

釉
:オ

リ
ー

ブ
責

輪
花
椀

、
油
煙

付
着
顕

著
、
内
面
や
や

荒
れ
・

変
色
顕

著

24
9

進 路

雨 入
SB
37

平
安

緑
釉

陶
畢

苑
口

縁
～

体
欺

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

晉
、

自
色

粒
子

艮
オ

リ
ー

ブ
黄

進 慾

雨 入
平

安
灰

釉
陶
暑

皿
苛
台

=Б

(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

施
釉

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子

良
医

自
勺
面
摩
耗

顕
著

進 路
雨 入

SB
37

平
安

灰
釉

陶
器

一 電
Π
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

良
灰

自
ブ

和
:灰

オ
リ
ー

進 路
南 入

SB
37

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

雲
母

良
暗
褐

肇
滅

や
や

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
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( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

進 路
南 入

SB
37

平
安

土
師

霊
日

縁
部

ヘ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
灰

褐
事
滅
や
や

顕
著

進 路
南 入

SB
37

平
安

土
師

蓬
日

縁
言
焉

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
登

や
や
摩
滅

31
田

進

入
路

SB
37

平
安

土
師

壼
葺
部

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

底
:木

査
痛

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
赤

褐
筆
滅

や
や

顕
著

進 路
雨 入

SB
37

平
安

土
師

男
釜

日
縁

部
ケヽ

メ
ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒
子
・

雲
母

多
艮

勺
:灰

褐
外

:黒
事
滅

頭
著

進 路
南 入

SB
37

平
安

土
師

沐
口

縁
～

底
部

(1
30
)

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
内

:に
ぶ

い
褐
・

灰
褐

外
:明

赤
褐

・
掲
灰

Å
面
や
や
摩
耗
顕

著

進 路
南 入

SB
87

平
安

須
恵

麗
同

部
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

良
に
ぶ

い
赤
褐

～
暗
赤

掲
(釉

:褐
灰

)

摩
滅

顕
著

、
2次

焼
成
受

け
内
面

が
部

分
的

に
黒
色
化

し
て

い
る

南
進

入
路

SB
37

平
安

須
恵

把
手

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
良

一 火

1
南
進

入
路

SB
88

平
安

土
師

赤
日
縁

～
体

部
(1
78
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

怪
。
に
ぶ

い
黄
橙

～

浅
黄
橙

華
滅

顕
著

2
南

進

入
路

SB
38

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

部
(1
24
)

25
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
月
赤

禍
・

に
ぶ

い
黄

登

摩
滅

。
ヨ
ゴ

レ
と
も
や
や

頭
著

、
外

面
一
部

に
ス
ス
付
着

3
南

進
入

隊
SB
38

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
30
)

13
7)

(4
1)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
少ヽ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

橙
外

橙
黒 黄

内 ぶ
内
外

面
摩

耗
、

内
面

黒
色

化

4
南

進
入

藤
平

安
土

師
・
4

本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
良

登
峯
滅
や
や

顕
著

5
進 路

南 入
平

安
土

師
不

本
～

底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
少ヽ

密 母
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
。
雲

良
月
赤
褐

や
や
摩
滅

、
つ

く
り
は
粗
雑

6
進 路

南 入
SB
38

平
安

土
師

不
か

皿
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

す
デ

底
1回

転

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

や
や

不
良

内
:明

赤
褐

外
:明

赤
褐

～
浅
黄
橙

峯
滅

顕
著

7
進 路

南 入
平

安
録
釉
陶
器

兎
か

本
音
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
に
ぶ

い
黄

施
和

:灰

オ
リ
ー
ブ

8
進 路

円 入
SB
38

平
安

苑
か

本
音
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
盃

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

戻
貢

施
釉

:灰
オ

リ
ー

ブ

9
印

遅

入
路

平
安

土
師

監
口
縁

=Б

(2
50
)

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
雲
母
少

良
月
赤

褐
や
や
摩

滅

進 路

雨 入
SB
38

平
安

土
師

霊
日
縁

言
Б

(2
88
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

。
指

雨
痛

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

・
指

頭
痛

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
将

良
内

:明
赤
褐

外
:灰

掲
峯
滅
や
や
顕
著

11
進 路

南 入
SB

38
平

安
土

師
霊

口
縁

吉
ト

(2
94
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

良
ん

:明
赤
褐

外
:暗

ホ
灰

や
や
摩

滅

12
進 路

南 入
SB
38

平
安

須
恵

麗
か

壷
タ
タ
キ
・

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

天

25
0

I

進 路
南 入

SB
39

平
安

土
師

不
&ぼ

完
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
‐

ラ
ケ

ズ
ツ

底
:回

転
糸

切
り

ヽ 母
密 雲

自
亀
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・

や
や

不
良

登
～

に
ぶ

い
糞

橙
肇
滅

や
や

顕
著

2
進 路

南 入
SB
39

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

,マ
ー

ブ
ル
状

良
月
赤

褐
肇
滅

や
や

顕
著

3
進 路

南 入
平

安
土

師
塔

ま
ば
完
形

12
7

46
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
後

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
登

内
面
摩
耗

顕
著

、
器

面
剥
離

し
荒
れ

る
、
油
煙

の
付
着

顕
著

4
進 路

南 入
SB
39

平
安

土
師

不
ま
ば
完
形

50
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持

ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

内
外

面
の
摩
耗

や
や
顕
著

5
進 路

南 入
平

安
土

師
邪

日
縁

～
底

部
34

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ヅ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
や
や
不

良
登

事
滅
・
摩
耗

非
常

に
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

在
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

6
進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

部
(1
68
)

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
タ

ズ
リ

底
1回

転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 畳
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

月
赤

褐
や
や

摩
耗

7
進 膝

雨 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

郎
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

内
:褐

外
!明

赤
褐

～
褐

肇
耗

・
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
著

8
進 路

南 入
SB
39

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

絋
22

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:褐
外

:黒
褐

肇
滅

や
や

顕
著

9
進 路

南 入
SB
39

平
安

土
師

皿
毛
形

27
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
月
赤
褐

勺
外

面
摩
耗

や
や
顕
著

、
日
縁
部
・

体
都
内
外

面
の
一
部

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

進 路
南 入

SB
39

平
安

土
師

不
ヨ
縁

～
体

(1
26
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内

:黒
外

:に
お

ぶ
ぃ

隷
纏

～
HH
未

拐
や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

11
建 路

円 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

華
瓜

(1
58
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:黒
外

:橙
肇

滅
や

や
顕

著
、

内
面

や
や

荒
れ

て
し

る
、

内
面

黒
色

化

建 路
円 入

SB
39

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

明
赤

褐
撃
耗

・
ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

18
進 路

南 入
SB
39

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
後

手
持
ヘ

ラ
ク

ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
内

:黒
外

:橙
肇

滅
や

や
顕

著
、

内
面

黒
色

化

14
田

連

入
路

平
安

土
師

琳
口

縁
～

体
聴

(2
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
橙

外
面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
、
内
面
荒
れ
・

変
色
や
や

顕
著

15
南
進

入
路

SB
39

平
安

土
師

沐
膝

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

,日
音
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

摩
滅

や
や

顕
著

南
進

入
路

SB
39

平
安

緑
和
蹴

宛
日

縁
～

体

菩
Ъ

(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

雪
、

白
色

粒
子

良
に
ぶ

い
黄

施
釉

:緑
釉

日
唇
部

を
中
心

に
摩
耗
顕

著

17
進 隧

南 入
平

安
緑
釉
陶
群

宛
か

破
片

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
ジ

4、
白
色
粒

子
良

灰
貢

施
和

:灰
オ

リ
ー
ブ

摩
耗
顕

著

田
進

入
路

SB
39

平
安

土
師

沐
口
縁

～
体

言
焉

(3
02
)

ナ
デ

ナ
デ
・
指
頭
痕

豊
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

明
赤
褐

～
に
ぶ

い
赤

褐
摩

滅
顕

著

19
南
進

入
路

SB
39

平
安

土
師

甕
日
縁

喜
[

(3
22
)

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
雲
母
少

良
明
赤
褐

～
に
ぶ

い
赤

褐
や
や
摩
滅

南
進

入
路

SB
39

平
安

土
師

羽
釜

口
縁

～
体

部
(2
10
)

ケヽ
メ

・
指

頭
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子

少
・

雲
母

多
艮

韓

拗

明 褐
‥ ホ

内 い
や
や
摩

滅

南
進

入
路

平
安

土
師

羽
釜

日
縁

～
体

鍬
(2
20
)

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

・
指

語
痛

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

艮
明

赤
褐

～
に

ぶ
い

赤

褐
や
や
摩
滅

爾
進

入
路

平
安

土
師

霊
桐

～
底

部
(9
2)

ハ
ケ

メ
ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

や
や

祖
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
金

色
粒

子
良

明
赤

褐
摩

滅
や

や
顕

著

爾
進

入
路

SB
39

平
安

須
恵

密
桐

部
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

白
色
粒

子
良

内
:灰

褐
外

:に
募

い
赤
褐

や
や
摩

滅

田
進

入
路

S3
89

平
安

須
恵

密
同

部
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

自
色
粒

子
良

内
:灰

外
:灰

白
や
や
摩
滅

遷 路
円 入

SB
39

縄
文

縄
文

朱
鉢

同
部

ナ
デ

FU
突
・

沈
線

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

小
礫

良
明

赤
褐

肇
滅

顕
著

25
2

1
南
進

入
路

SB
40

平
安

土
師

不
口

縁
～

底

部
(1
30
)

50
36

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

や
や

不
良

内 外
に
ぶ

い
桂

～
橙

浅
黄

T9
X～

橙
挙
滅
・
摩
耗

顕
著

2
南
進

入
路

平
安

土
師

不
ほ

ぼ
完

形
12
9

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

梅
糸
切

り
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

母
良

内 外 搭

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
橙

～
際

滅
・

ヨ
ゴ

レ
酸

者
、

日
唇

部
の

一
部

の
欠

損
は

故
意

の
打

欠
き

に
よ

る
可

能

性
あ

り

3
南
進

入
路

SB
40

平
安

土
師

邪
口
縁

～
底

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
内

:橙
外

:橙
～
浅

黄
橙
・

黒
挙
滅
・
摩
耗
や
や
顕
著

、
特

に
内
面
の

攀
耗
顕

者

4
南
進

入
路

SB
40

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
14
6

57
47

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ク

ズ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
内

:橙
外

:浅
黄
橙

～
に
ぶ

い
橙

挙
滅
・

ヨ
ゴ

レ
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技

法
(外

)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

5
南
進

入
路

SB
40

平
安

上
師

不
口
縁

～
底

部
(1
46
)

47
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
均

:橙
外

:橙
峯
滅
・

ヨ
ゴ

レ
顕
著

25
2

進 路
雨 入

SB
40

平
安

土
師

必
日
縁

～
底

吉
Б

(1
50
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
内

:黒
外

:橙
華
滅
顕
著

、
内
面
黒
色
化

25
2

7
進 路

田 入
SB
40

平
安

土
師

イ
ほ

ぼ
完

形
13
 1

47
27

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
良

陵
～

に
が

い
貢

橙
器
形

に
歪
み

あ
り
、
摩
滅

顕
著

25
2

進 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
(1
31
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
“

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
勺
外

面
や
や
摩
耗

進 路
南 入

平
安

土
師

杯
体

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
1回

転
糸

卵
り
後

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良

勺
:に

ぶ
い

橙
～

褐

叉
外

:橙
～

灰
褐

・

黒

勺
外

面
の
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
・

内
面

の
摩

毛
顕
著

10
進 路

雨 入
SB
40

平
安

土
師

イ
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
種

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

・
小

礫
良

芍
:橙

外
:橙

～
に

い
い
黄
橙

・
黒

肇
滅

顕
著

11
進 路

南 入
SB
40

平
安

土
師

杯
体

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

1回
転

糸
釧

ri

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
・

小
礫

良
勺

:橙
～

灰
褐

外
:

沓

事
滅
や
や
顕

著
、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

わ
り

12
進 略

南 入
SB
40

平
安

土
師

鉢
体

～
底

部
(4
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

13
円

迎

入
路

平
安

土
師

郭
休

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:に
ぶ

い
橙

外
:

き
Å
面
の
摩
耗
や
や

顕
著

14
進 路

雨 入
SB
40

平
安

土
師

不
か

本
部

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

内
:橙

外
1に

ぶ
し

黄
橙

峯
滅
や
や

顕
著

、
線
亥
1あ

り

15
進 路

南 入
SB
40

平
安

緑
和

陶
署

輪
花

皿
日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
良

角
:灰

オ
リ
ー

ブ

牛
:オ

リ
ー

ブ
黄
～

戻
オ

リ
ー

ブ
日
縁
部

3ヶ
所

の
切

り
込

み
あ

り

進 路

南 入
SB
40

平
安

緑
釉

陶
暑

椀
か

日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

勺
:灰

オ
リ
ー

ブ

朴
:灰

オ
リ
ー

ブ
～

ピ
オ

リ
ー

ブ

17
進 路

南 入
平

安
緑
釉

陶
暑

椀
か

口
縁

吉
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
艮

内
:オ

リ
ー
ブ
黄
～
灰

オ
リ
ー

ブ
外

:オ

リ
ー

ブ
責

～
灰

オ
リ
ー

ブ

25
2

進 路
南 入

SB
40

平
安

緑
熟

陶
器

椀
か

本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

内
:オ

リ
ー

ブ
貢

～
灰

オ
リ
ー

ブ
外

:に
ぶ

い
黄

～
灰

オ
リ
ー

ブ

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

進 路
田 入

SB
40

平
安

土
師

鉢
日

縁
～

体
郎

(9
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内 外
に

ぶ
い

橙
～

橙

橙
挙
滅
や
や

顕
著

25
2

進 路
南 入

平
安

土
師

鉢
日
縁

～
体

部
(1
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良

内
:灰

褐
～
黒
褐

外
:灰

褐
～

に
ぶ

い

赤
褐

や
や
摩
滅

進 路
南 入

SB
40

平
安

土
師

苑
か

鉢
氏

=Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
資
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

に
ぶ

い
赤

褐
挙
滅

や
や

顕
著

進 路
南 入

SB
40

平
安

土
師

豊
き
カ
マ

ド
口
縁
部

/庇
部

ケヽ
メ

。
ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

に
ぶ

い
赤

褐
峯
滅

や
や

顕
著

25
2

進 路

南 入
SB
40

平
安

須
恵

密
同

部
ナ

デ
タ
タ
キ

ロ
密

、
白
色
粒
子

良
火

肇
滅
や
や
顕
著

l
南
進

入
路

平
安

土
師

騨
高
高
台

冊

日
縁

～
脚

部
(1
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

や
や

顕
著

2
南

進
入

際
SB
41

平
安

土
師

不
か

嵐
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
菌

、
赤

色
粒

子
良

明
赤

褐
摩

滅
顕

著

3
南
進

入
路

SB
41

平
安

上
師

イ
底

部
(6
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
蕗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子

良
に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

顕
著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
広

量
(c
m)
※

()
は

推
定
値

又
は
現
存
伸

成
形

及
び
調
整
技

法
成
形

及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1

進 路

南 入
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
(1
40
)

2 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

!回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
少ヽ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

2
進 路

南 入
SB
42

平
安

土
師

皿
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ

ヽ 少

密 母
白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
登

肇
滅
や
や
顕

著

1
進 路

南 入
SB
43

平
安

土
師

杯
完

形
13
5

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
登

や
や
摩
滅

、
器

形
に
歪
み

あ
り

2
進 路

南 入
SB
43

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

吉
Б

(1
25
)

(5
0)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

峯
滅
や
や
顕

著

3
進 路

南 入
SB
43

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

=Б

(1
23
)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ー
ヘ
ラ
ク

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

や
や
摩
滅

4
進 酪

南 入
SB
43

平
安

土
師

皿
完

形
12
9

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
や

や
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

雲
母

良
登

勺
面
器

面
や
や
荒
れ

る
、
内
面

に
3ヶ

折
灯
芯

の
痕
跡

、
土
器

全
体

の
1/
2の

由
囲

に
わ
た

り
日
縁

部
内
外

に
油
煙
付

旨

5
南

進
入

藤
SB
43

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(1
20
)

(4
4)

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

′
卜
理

合
す
。

良
豊

肇
滅
や
や
顕
著

進 路

雨 入
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

部
(1
1

(5
4)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

至 肇

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
や
や
摩
滅

25
3

7
南

進

入
盟

SB
43

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

吉
Б

(1
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や

顕
著

8
南

進

入
路

SB
43

平
安

土
師

不
体
～
底

部
(5
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

SB
43

平
安

上
師

皿
嵐

部
54

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
瞳

緊
滅

や
や

顕
著

25
3

10
爾

進
入

藤
SB
43

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(6
1)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

挙
滅
や
や
顕
著

11
南

進
入

藤
平

安
土

師
不

体
～

底
部

(H
O)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

喚
:回

転
糸
切

り
や
や
社

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

や
や

摩
滅

、
底

部
内

面
摩

耗
・

ヨ
ゴ

レ

や
や

語
娑

25
3

12
南
進

入
路

平
安

土
師

LT
h

体
～

底
部

(6
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

回
転
糸
切

り
。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ

4、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
予

良
内

:黒
外

:褐
摩
滅
や
や

頭
著

、
内
面
黒
色
化

25
3

雨
進

入
藤

SB
43

平
安

土
師

霊
日
縁

吉
馬

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
多

良
荀

:に
ぶ

い
赤

褐
～

天
褐

外
:棒

～
灰

褐
事
滅
や
や
顕

著

25
3

14
南

進
入

藤
平

安
土

師
甕

日
縁

吉
る

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

金
色
雲
母

艮
内 外

明
赤

褐
～

灰
褐

明
示

tg
l

摩
滅

や
や

顕
者

25
3

南
進

入
路

平
安

土
師

甕
日

縁
菩
Б

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

日
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

多
艮

内
:明

褐
外

:褐

25
3

1
外

周
i音

94
中

世
須

恵
質

雷
鉢

阿
部

ナ
デ

・
櫛

歯
状

条
線

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

予
・

黒
色

粒
子

艮
灰

白
軟
質

、
摩

滅
顕

著

25
3

1
周 路

外 道
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

吉
Б

(1
20
)

ミ
ガ

キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

哲
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

訴
良

内
:橙

～
に

ぶ
い

褐

外
:に

ぶ
い

橙
～

に

ぶ
い

褐
体

外
面

の
荒

れ
や

や
顕

著

2
周 路

外 首
奈

良
土

師
不

口
縁

～
体

部
(1
46
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

蔭
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
内

:橙
外

:黄
橙

撃
滅

顕
著

3
周 際

外 着
平

安
土

師
不

本
～

底
郡

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
i回

4_
r

糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

登
～
灰
褐

筆
滅
顕
著

4
周 際

外 漕
平

安
土

師
不

本
～

底
部

(6
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
辱

糸
切

り
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

華
滅
や
や

頭
著

5
周 路

外 道
SD
2

平
安

土
師

苛
台

杯
体
～
高
台

吉
Б

(1
26
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

畜
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

外
橙 繕

” 苦

橙 ”

淡 椿
‥ 苦

内 鴻
肇
滅
や
や
顕
著

、
硬

質
感

あ
り

6
周 路

外 道
平

安
?

土
師

沐
ほ

ぼ
完

形
13
7

ナ
デ

ナ
デ
・

ケ
ズ

リ
底

:木

案
痕

阻
、

自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
内 外

黄
橙

～
灰

褐

に
ぶ

い
橙

～
橙

器
面
外

面
の
荒
れ

顕
著

、
内
面

も
ス
ス

付
着

し
や
や
荒
れ

て
い

る
、
つ

く
り
は

粗
雑
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
量

(c
m)
※

()
は

推
定
値
ヌ
は
現
存

1
成
形
及
び
調

整
技

法
(内

)

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

7
周 路

外 道
SD
2

平
安

?
須

恵
重

同
部

タ
タ
キ
・
ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒
子

良
灰

1

周 路
外 道

古
墳

土
師

S字
甕

ヨ
縁

～
体

FБ

(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

IB
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
～

・
褐

灰

～
里

期
峯
滅

お
よ
び
器

面
の
荒
れ

(特
に
内
部

)

頂
著

、
底
部

内
面
付
近

コ
ゲ
付
着

頭
著

2
周 路

外 道
SD
6

古
墳

土
師

甕
ヨ
縁

～
体

¶
(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ク
メ

密
、
赤
色
粒
子
・
雲
母
少

良
こ
ぶ

い
橙

～
褐
灰

挙
滅
や
や
顕
著

3
周 路

外 道
古

墳
土

師
付

弩
却
郡

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

。
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤

褐
肇
滅
・

器
面

の
荒
れ

と
も
頭
著

4
周 路

外 漕
古

墳
土

師
罰
不

岬
音
Б

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケヽ

メ
・
ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
筆
滅
顕
著

5
周 際

外 譜
古

墳
土

師
爵

t4
N

脚
都

(1
30
)

ナ
デ

。
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や

顕
者

、
3個

の
円
形

の
透

か
し
子
が

一
段

み
ら
れ

る

6
周 路

外 首
古

墳
土

師
爵
不

脚
部

ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

キ
密

、
赤
色
粒

子
良

登
挙
滅
や
や

顕
著

、
透

か
し
孔

は
3ヶ

所

7
周 路

外 道
古

墳
土

師
亘

口
壷

日
縁

～
体

部
(1
05
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
磨
、
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

挙
滅

や
や

顕
著

8
外
周

道
路

古
墳

土
師

亘
日

重
日
縁

～
体

部
(H
O)

ナ
デ

ナ
デ

る
、
赤
色
粒

子
良

登
～
黒
褐

季
滅
や
や
顕

著

外
周

道
路

弥
生

子 亜
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
や
や
不

良
笹
～

に
ぶ

い
橙

挙
滅
顕

著
、
羽
状

文
櫛
羽

文

外
周

着
藤

平
安

土
師

イ
日
縁

～
底

部
(1
26
)

(5
0)

34
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
]

良
内

iに
ぶ

い
橙

～
に
ぶ

い
褐

外
iに

ぶ
い
橙

1
外

周
→音

態
中

世
須
恵

質
本

日
縁

～
体

部
(3
80
)

(5
0)

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
灰

黄
外

面
の

摩
耗

顕
著

1
南

進

入
路

SD
10

平
安

土
師

沐
口
縁

～
体

畜
L

(1
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、
赤
色
粒

子
良

陵
膝
内
線
刻

あ
り

2
南

進

入
路

平
安

土
師

不
体
～
底
部

(6
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

燈
警
滅
・
器

面
の
荒
れ
顕
著

25
5

3
進 路

南 入
平

安
土

師
邦

底
部

(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良

勺
:に

ぶ
い
黄
橙

～

尺
黄
褐

外
!に

ぶ
し

雪
怒

芸
滅
顕

著

4
円

遅

入
路

SD
10

平
安

土
師

不
底

部
(6
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
必
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や
顕

著

5
進 路

円 入
平

安
上

師
不

体
～
底
部

(6
2)

ナ
デ

ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
る
、

赤
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
糞
橙

肇
滅
や
や
顕
著

進 隧

雨 入
平

安
土

師
不

体
～
底
部

(6
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

線
刻

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

氏
外

に
線

刻

7
進 路

雨 入
平

安
土

師
郷

体
～

底
部

(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

線
刻

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:―

ラ
ケ
ズ

リ
・
線

亥
J

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

勺
:橙

外
:赤

灰
～

こ
ぶ

い
橙
灰

氏
外
・
体

内
か

ら
底

内
線

刻
あ

り
、
線

」々が
割
れ

日
ま
で
及

ん
で
い

る

8
進 路

南 入
奈

良
土

師
郵

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

底
:線

刻
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

俸
粒

子
艮

登
～

に
ぶ

い
黄
橙

本
外
・
底
外

に
線
刻

あ
り

9
進 路

南 入
奈

良
～
平
安

須
恵

イ
日
縁

～
体

欺
(■

0)
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

良
尺

白
～

灰

進 藤
南 入

奈
良

～
平

安
須

恵
鉢

本
～
底
部

(9
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
薙

糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
良

疋
白

筆
耗

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

進 路

南 入
SD
10

奈
良

～
平

安
須

恵
坪

氏
音
ト

(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

氏
:回

転
糸

切
り

密
、

白
色
粒
子

良
オ

リ
ー

ブ
灰

進 路
雨 入

平
安

土
師

甕
日
縁

部
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
”

褐 褐

赤 赤
い い

ぶ ぶ

に に
‥ ホ

内 外 黒

進 路
南 入

平
安

土
師

米
本

部
ナ

デ
ナ
デ

。
ミ
ガ

キ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

雲
母

艮
内 外

に
ぶ

い
貢

橙

黒
褐

勺
面

ア
バ

タ
状

に
荒

れ
て

い
る

南
進

入
路

平
安

土
師

B釜
口
縁

言
る

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

・
指

市
痘

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
母

艮
内

:に
ぶ

い
褐

外
:

に
ぶ

い
褐

～
灰

褐

南
進

入
路

平
安

土
師

甕
底

部
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

底
:木

葉
痕

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
艮

内
!明

褐
底

:褐
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形

及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

25
5

連 路
田 入

平
安

土
師

甕
体
～
底
部

氏
:木

乗
痕

rE
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少

。

室
再

易
良

登
～

に
ぶ

い
橙

勺
外

面
荒
れ
顕

著

17
進 路

雨 入
奈

良
～

平
安

須
恵

甕
タ
タ
キ

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

良
k

1

進 路

南 入
SD
12

平
安

土
師
質

外
日
縁

～
底

部
(1
26
)

(3
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

曳
責

橙
～

橙
緊
滅

や
や

顕
著

2
運 路

円 入
SD
12

平
安

土
師
質

皿
日
縁

～
底

部
(1
30
)

(2
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
登
～

に
ぶ

い
橙

肇
滅
顕

著

3
進 藤

南 入
SD
12

平
安

土
師

質
皿

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

獲
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

進 路

南 入
SD
12

平
安

灰
釉

陶
暑

壷
胴

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

良
戻

白
・

灰
オ

リ
ー

ブ

1
遅 路

円 入
平

安
上
師
質

杯
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
権

糸
切

り
玄

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

肇
滅

顕
著

2
進 路

南 入
SD
13

平
安

土
師

甕
日
縁

部
ナ

デ
ケヽ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良

勺 小 登

灰
黄
～
黄
灰

橙
～

に
ぶ

い

掲
灰

挙
滅
顕

著
、
所

々
摩
耗

し
て
い

る
の
で

些
形

は
は
っ

き
り
し
な
い

1
外

周
1首

際
SD
15

平
安

土
師

羽
釜

鍔
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

泣
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤
褐

器
面

の
荒
れ
顕
著

2
周 路

外 道
SD
15

平
安

灰
和

陶
暑

壷
胴

～
底

部
(1
70
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

良
内

:灰
自

外
:灰

自
・

灰
オ

リ
ー

ブ
秦
滅
や
や
顕

著

1

進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁
～
底

=る

(1
21
)

(4
5)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
赤
色
粒

子
良

登
勺
面
の
荒
れ
や
や

顕
著

2
田

進

入
路

SD
16

平
安

土
師

郵
ほ
ぼ
完
形

(1
24
)

56
37

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

権
糸
切

り
や

や
程

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

6D
u
ll
の

漢
を

含
む

や
や

不
艮

荀
:褐

灰
外

:橙
～

易
匠

勺
面

の
1/
3程

度
表

面
摩
耗

顕
著

25
6

3
進 路

南 入
平

安
上

師
皿

完
形

11
5

23
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
社

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

艮
登

肇
滅
や
や

顕
著

、
2次

焼
成

う
け
器

面
ま
よ

り
赤
化

し
、
油
煙

状
付
着
物

も
み

Ь
才
し
る

瑠
進 路

雨 入
平

安
土

師
郵

口
縁

～
底

部
(1
22
)

(3
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
!ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

赤
色

粒
子

良
登

緊
耗

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

ず

5
進 路

南 入
平

安
土

師
郵

体
～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
ζ

、
自

色
秘

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

翌
や

や
不

艮
登

萎
滅
や
や
顕

著

6
進 賂

南 入
SD
16

平
安

土
師

郵
体

～
底
部

(7
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

権
糸
切

り
蛮
、

赤
色

粒
子

良
登
～

に
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

や
や

顕
者

7
進 路

南 入
SD
16

平
安

土
師

郵
日
縁

～
体

部
(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
す

デ
・

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

雪
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
]

良
勺

:灰
黄
褐

外
i灰

簑
褐

～
黒
褐

～
黒

警
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
欺

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
藝
、
赤
色
粒
子

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

進 路
雨 入

平
安

土
師

不
体
～
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヽ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
晉
、

赤
色

粒
子

良
登

萎
滅
や
や
顕
著

、
底
外

に
線
刻

あ
り

進 路
田 入

平
安

土
師

郭
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
4、

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

燈
肇
滅
や
や
顕
著

、
底
外
面

に
線
亥
1あ

り

進 路
南 入

平
安

土
師

不
体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ジ

底
:回

転
糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

徴
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
瞳

進 路
南 入

平
安

土
師

高
台
郵

高
台
部

(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
暗
文

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

至
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
良

狗
:橙

外
:に

ぶ
彰

煮
橙

～
橙
・

黒
蟹
滅
や
や
顕
著

進 路
南 入

平
安

上
師

皿
体

～
底
部

(5
4)

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

4、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

登
蟹
滅
や
や
顕

者
、

内
面
ア
バ

タ
状

に
荒

■
る

14
進 路

南 入
奈

良
土

師
高
台
第

日
縁

～
高

台
部

(1
20
)

(7
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
キ

リ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
替
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
黄

橙
肇
滅

や
や

顕
著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定
値
ヌ

は
現
存
鯉

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

15
進 路

南 入
SD
16

奈
良

土
師

高
台

杯
口

縁
～

高
台

部
(1
10
)

(7
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
・

ベ
ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
良

登
肇
耗

や
や

顕
著

進 酪

甫 入
SD
16

奈
良

土
師

郵
日

縁
～

底
学
К

(1
32
)

(8
 8
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
線
亥
」

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

・
一

部
黒

25
7

17
進 路

南 入
SD
16

奈
良

土
師

杯
本
～

底
部

(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密 舟
自

色
泣

子
。
赤

色
粒

子
・

雲
良

勺
:橙

外
:桂

～
明

島
・

黒
挙
滅

や
や

頭
著

進 路
南 入

奈
良

土
師

不
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
!

回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登

進 路
雨 入

奈
良

土
師

郷
巨
部

(9
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
キ

リ
後

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
内 外

橙
～
明
赤
褐

橙
肇
滅

や
や

顕
著

進 路
南 入

SD
16

奈
良

土
師

不
本
～

底
部

74
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:静

上
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤
褐

挙
滅
や
や

顕
著

進 路
南 入

奈
良

土
師

不
氏

部
63

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

損
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
橙

～
橙

に
ぶ

い
黄
橙

華
滅
や
や

顕
著

25
7

遷 路
円 入

茶
良

土
師

休
～

底
都

(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

貞
位

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
桂

～
橙

浅
黄
橙

～
橙
・
黒

肇
滅

や
や

顕
著

進 路
南 入

茶
良

土
師

不
か

氏
吉
Б

(1
20
)

ナ
デ

ラヽ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

進 路
雨 入

奈
良

土
師

氏
吉
Б

(9
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

ラヽ
ケ
ズ

ジ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
挙
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

奈
良

土
師

不
口
縁

～
底

吉
Fs

15
6

18
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

～
褐

灰
内
面

を
中
心

に
ス
ス
状
付
着
物
顕

著

南
進

入
路

奈
良

土
師

不
口
縁

～
底

部
16
4

10
6

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ミ
ガ

キ
底

:へ
ラ
ケ
ズ

リ
・

静
止
糸

き
り

密
、

赤
色

粒
子

良
瞳

内
外

面
と
も
荒
れ
や
や
顕

著
、

日
唇
部

は
細

か
く
欠

け
て

い
る

南
進

入
路

奈
良

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
36
)

2)
3
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

瞳
～

に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

や
や

畷
者

、
底

部
内

面
カ

キ
メ

状
整

杉

南
進

入
路

奈
良

土
師

rT
h

日
縁

～
底

部
(1
50
)

(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
少ヽ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

進 路
南 入

茶
良

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
48
)

11
2

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ミ
ガ

キ
底

:静
止
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
線
刻

奎
、
赤
色
粒

子
良

橙
底
外

に
線
刻

あ
り
、
体
部

内
面

ア
バ

タ
状

に
器

面
細

か
く
剥
離

南
進

入
路

奈
良

土
師

不
口
縁

～
底

吉
ト

(1
20
)

(9
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
至
、

赤
色

粒
子

良
内 橙

に
ぶ

い
橙

外
:

休
外
・
底
外

に
線

刻
内
面

の
摩
耗
や

や
顕
著

南
進

入
路

奈
良

土
師

外
ほ
ぼ
完
形

(1
45

)

39
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
あ

り

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
痕
あ

り
底

:ヘ
ラ
ク
ズ

リ
・

ミ
ガ
キ

あ
り

致
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

体
外

に
線
刻

あ
り
、
油
煙

付
着
部
分

を
細

か
く
打

ち
欠

く
、
油
煙

は
そ
の
割
れ

口
お

よ
び
線
亥
」内

に
も
お

よ
ぶ

進 路
甫 入

茶
良

土
師

イ
口

縁
～

底

部
(1
26
)

(8
6)

35
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

デ
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
4、

赤
色
粒

子
良

橙
～

に
ぶ

い
黄

橙

底
内
部

に
線
刻

あ
り
、
全

体
に
摩
耗

著
し
い
、
内
外

面
と
も
に
ス
ス
付
着

し
、

ア
バ

タ
状

に
器

面
荒
れ

て
い

る
、

日
唇

部
に
油
煙

付
着

25
7

進 路

雨 入
奈

良
土

師
不

蛋
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ク
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
少

良
橙

摩
滅
や
や

頭
著

、
底

部
外

に
線
刻

あ
り

進 路

雨 入
奈

艮
土

師
不

日
縁

～
体

孝
R

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

密
、
赤
色
粒
子

良
燈

峯
耗

や
や
顕
著

進 路
南 入

奈
良

土
師

rT
N

氏
部

(H
O)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
・

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
や
や

不
良

均
:橙

外
:に

ぶ
�

登
～

橙
肇
滅

や
や

顕
著

進 路
雨 入

奈
良

土
師

罰
杯

卸
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

や
や
摩

滅

進 憾

雨 入
平

安
土

師
月
釜

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

三
舟

笏
良

月
赤
褐
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

25
8

爾
進

入
路

奈
良

土
師

甕
日
縁

～
胴

部
(3
10
)

ナ
デ

ナ
デ
・
縦
横

ハ
ケ

メ
色

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

名
対

子
・

ガ
、題

合
す
。

良
明

褐
挙
滅
や
や
顕

著

25
8

晴
遷

入
路

SD
16

奈
良

土
師

壼
口
縁
言
Б

(2
60
)

ケヽ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
4、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
翌

良
浅
黄
橙

25
8

南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

甕
日
縁

部
ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
,ナ

デ
必

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

翌
良

に
ぶ

い
橙

内
面

の
荒

れ
や

や
顕

著

25
8

41
進 路

［ 入
奈

良
土

師
甕

目
縁

部
ナ

デ
ナ
デ
・
横

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
産

季
滅
や
や
顕
著

国
連

入
路

奈
良

土
師

甕
日
縁

部
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や

IE
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

南
進

入
路

奈
良

土
師

甕
日
縁

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

多
良

明
褐

進 路
南 入

奈
良

土
師

甕
日
縁

=b

ロ
ク
ロ
ナ
デ
後
ヘ
ラ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
ナ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良

内
:橙

～
褐
灰

外
:

に
ぶ

い
黄
橙

～
に
ぶ

い
橙

25
8

進 路

雨 入
茶

良
土

師
壷

か
ナ

デ
カ
キ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

明
黄
褐

挙
滅
や
や

顕
著

進 路
南 入

SD
16

奈
良

土
師

甕
嵐

部
ナ

デ
ケヽ

メ
底

:ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
小
礫

良
内

:褐
灰

外
:橙

47
南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

甕
底

部
(1
00
)

ナ
デ

ヘ
ケ
メ
・
ナ
デ

底
:木

室
】有

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:浅
黄
橙

外
:赤

褐
外

面
荒

れ
顕

著
、

表
面

剥
離

南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

甕
底

部
(1
00
)

ナ
デ

ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
撰

良
赤

褐

南
進

入
路

SD
16

茶
良

上
師

沐
体

部
カ

キ
メ
状

ロ
ク

ロ
メ

カ
キ
メ
状

ロ
ク

ロ
メ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

内
:黒

外
:橙

内
面

黒
色

化

南
進

入
路

奈
良

土
師

甕
底

部
(1
02
)

ナ
デ

従
・
横
ハ

ケ
底

:ナ
デ

豊
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

小
礫

良
橙

内
面

の
摩
耗
や
や
顕

著

51
南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

甕
底

部
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

す
デ

底
:木

籍
痕

と
、

自
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
明

赤
褐

外
面
摩
滅
や
や
顕

著

南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

密
喪

部
(1
18
)

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

驚
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
柱

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
明

褐
内
面
摩
耗
や
や
顕
著

南
進

入
路

SD
16

奈
良

土
師

甕
底

都
(8
0)

ナ
デ

テヽ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

籍
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
小

礫
良

橙
挙
滅
・

荒
れ

と
も
顕

著

進 路
南 入

奈
良

土
師

豆
頸

壺
日
縁

～
体

吉
ト

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

必 予

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
艮

内
:に

ぶ
い
吏
橙

～

橙
外

:橙
～

に
ぶ

い
来
楊
・
楊

圧
口
縁

部
内
外

面
の
荒
れ
顕
著

進 路
南 入

奈
良

土
師

杯
口
縁

～
体

部
(8
8)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良

内
:に

ぶ
い

褐
～

明

褐
外

:に
ぶ

い
褐

～

橙
・

黒
褐

為
外
面

と
も
に
器

面
荒
れ

て
摩
減

も
著

し
い

進 路
南 入

SD
16

奈
良

土
師

〓 更
底

部
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内
:に

が
い
黄
橙

～
に
ぶ

い
黄
褐

外
:明

褐
～
黒
褐

器
面
や
や

荒
れ

て
、
剥
離

も
み

ら
れ

る

57
進 路

南 入
奈

良
土

師
置

き
カ
マ

ド
口

縁
部

/圧
部

(4
00
)

ハ
ケ
メ
・
指
頭
痕

ケヽ
メ
・

ナ
デ

督
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

乳
粒

子
・

雲
母

良
浅

貢
橙

ス
ス

な
ど

の
付

着
の

痕
跡

は
み

ら
れ

な

進 略
南 入

奈
良

土
師

自
き
カ
マ

ド
'同

菩
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
雪

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

筆
対

子
・

呑
魯

三
再

瞳

進 路
南 入

奈
良

上
師

萱
き
カ
マ

ド
庇

部
ナ

デ
啓
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
生
粒
子
・
金
色
雲
母

良
に

ぶ
い

橙

円
進

入
路

奈
良

土
師

賢
き

カ
マ

ド
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
蛮
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

金
色

雲
母

良
燈

器
大

厚
2 
25
cn

田
進

入
路

奈
良

土
師

置
き
カ
マ

ド
底

部
ナ

デ
ナ

デ
雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
粒

子
・

◆
各

蔓
母

良
登

建 路
円 入

古
墳

土
師

壷
口
縁

～
底

喜
I

17
 6

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

底
:ナ

l■
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

や
や

不
良

完
黄

橙
～

橙
肇
滅

顕
著

、
焼

成
時

の
黒

変
あ

り

進 路

雨 入
SD
16

古
墳

土
師

重
口
縁

～
底

と
К

17
0

80
ナ

デ
ナ
デ

底
iナ

デ
粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
金
色
雲
母

良
実
黄

～
黄

橙
肇
滅
顕
著

、
焼
成

時
の
黒
変

多
ラ
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図 号
挿 番

番
号

地
区
宅

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
又
は
現

=れ
成

形
及

び
調

整
技

法
成

形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

進 路
南 入

SD
16

古
墳

土
師

壷
日
縁

～
底

郭
16
 1
5

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ケ
ズ

ツ
・

ナ
デ

底
:す

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

や
や
不

良
浅
黄
橙

摩
滅

顕
著

南
進

入
路

SD
16

古
墳

土
師

〓 亜
日
縁

～
底

部
74

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
曇
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

や
や

不
良

浅
黄

橙
摩

滅
顕

著

進 路
南 入

SD
16

古
墳

土
師

小
型

鉢
日
縁

～
底

部
(4
5)

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

ラヽ
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

巨
:木

葉
痕

や
や
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

～
褐

外
1に

ぶ
い
橙

や
や
摩
滅

進 路
南 入

古
墳

上
師

(小
型

丸

底
)鉢

ほ
ぼ

完
形

(1
56
)

30
6 
1

ナ
デ

氏
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

赤
色
粒
子

良
橙

挙
滅
非

常
に
顕
著

、
整

形
技
法
不

明

団
連

入
路

古
墳

土
師

小
型

丸
底

鉄

日
縁

～
底

部
(1
52
)

ナ
デ

ナ
デ

4、
赤

色
粒

子
良

瞳
峯
滅

非
常

に
顕

著

進 路

雨 入
古

墳
土

師
S字

養
日

縁
～

胴

部
(1
52
)

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

警
滅
顕

著

進 路

南 入
SD
16

古
墳

土
師

,字
甕

日
縁

～
肩

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
多

良
月
赤
褐

肇
滅
や
や

顕
者

71
進 路

南 入
SD
16

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

都
ナ

デ
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

底
:

(台
部

内
)指

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名

結
子

・
三

舟
良

登
肇
滅
や
や
顕

著

進 路
南 入

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
(9
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

(内
)ナ

デ
や
や
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

勺
:に

ぶ
い

橙
～

橙
～
灰

褐
外

:に
ぶ

い

警
椿

～
椿

萎
滅
や
や

頭
著

73
進 隧

南 入
SD
16

古
墳

土
師

台
付

甕
脚

部
ナ

デ
ケヽ

メ
後

ヘ
ラ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

里
梅

対
子

・
三

舟
・

ホ
懃

や
や

不
良

勺
:橙

外
:に

ぶ
し

雪
搭

～
怒

・
拐

庇
肇
滅

顕
著

74
進 路

南 入
古

墳
土

師
甕

日
縁

言
ト

(1
60
)

ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
魯

対
子

良
と
ぶ

い
黄
橙

器
面

摩
滅

し
て

い
る

進 路
南 入

古
墳

土
師

器
台

器
受
部

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不

艮
内

:に
ぶ

い
橙

～
灰

白
外

:に
ぶ

い
黄
橙

～
格

肇
滅
著

し
し

進 路

雨 入
古

墳
土

師
高

イ
脚

部
ナ
デ

部
脚

ツ

キ ズ

ガ ケ
ミヽ ラ

(内
)へ

密
、

赤
色

粒
子

少
良

曳
黄

橙
却
部

に
3個

の
貫
通
子
Lあ

り
、
摩
滅
や

や
顕
著

進 路

南 入
古

墳
土

師
高

杯
脚

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

全
体

的
に
摩
滅

、
剥
離

の
た

め
表

面
の

支
法
不

明
瞭

進 路

南 入
古

墳
土

師
高

外
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒
子

良
登

峯
滅
や

や
顕
著

進 路
南 入

SD
16

奈
良

須
恵

外
日
縁

～
底

苫
[

(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
!回

転
糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
疋

自
～

灰
肇
耗

は
み

ら
れ

な
い
、
内
外

面
に
火

だ

ケ
き
痕

避 路
円 入

茶
良

須
恵

不
日

縁
～

底
飲

(H
8)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
戻
～

に
ボ

い
褐

肇
耗

み
ら
れ

な
し

進 路
南 入

奈
良

須
思

杯
日

縁
～

底

部
(1
28
)

(7
0)

(
41
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

入
小
面
滑

ら
か

、
内
外

面
に
火

だ
す

き
痕

進 路

南 入
奈

艮
須

恵
杯

日
縁

～
底

部
1)

90
)

(
49
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
タ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ガ

キ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

火
底
外
線

刻
あ

り
(ヘ

ラ
書

)、
内
外

面
と
も
摩
耗

や
や
顕
著

進 路

雨 入
奈

良
須

恵
挙

日
縁

～
底

鍋
(1
37
)

(3
7)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

1回
鞭

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

疋
自

～
灰

句
外

面
と
も
摩
耗

顕
者

、
内
外

面
に
火

ゼ
す

き
痕

起 路
田 入

奈
艮

須
恵

不
日

縁
～

底
蝋

(1
22
)

(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

入
勺
面
や
や
摩
耗

、
外

面
に
火

だ
す

き
痕

進 路

南 入
奈

良
須

恵
高

台
14
N

日
縁

～
高

台
部

11
0

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
後

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

戻
黄
～
黄
灰

勺
面
や
や
摩
耗

連 路
田 入

奈
良

須
恵

杯
日
縁

～
体

きL
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
登
～
黄
灰

筆
滅
や
や

顕
著

進 路
雨 入

奈
良

須
恵

lT
N

体
～

底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

七
酪

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
艮

”
貢

浅
外

灰
対 二 火

牛
面

や
や

摩
耗

、
内

外
面

に
火

だ
す

き

進 路

南 入
奈

良
須

恵
不

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

4・

糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

魯
締

子
良

為
:暗

青
灰

外
:灰

外
面
摩
耗
や
や
顕
著

、
内
外
面

に
火

だ
す

芸
痕
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
ξ
託

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

南
進

入
路

奈
良

須
恵

不
本
～
底
部

(5
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

勺
:灰

外
:灰

黄
～

為
面

や
や

摩
耗

、
内

外
面

に
火

だ
す

き
苛

進 路
雨 入

奈
良

須
恵

不
体

～
底

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
環

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

侮
.粒

子
良

勺
:灰

外
:浅

黄
～

勺
外

面
と
も
や
や
摩
耗

、
内
面

に
火

だ
ナ
き
痕

26
2

進 態
雨 入

SD
16

奈
良

須
恵

高
台

杯
本
～

高
台

猛
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
又

小
面

や
や

摩
耗

26
2

進 路
南 入

SD
16

奈
良

須
恵

高
台

杯
本
～
高

台
郭

(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
後

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

勺 朴

に
ぶ

い
黄
褐

暗
灰

黄
～
橙

為
外

面
に
黒
彩

の
痕
跡

あ
り

26
2

進 隊
南 入

奈
良

須
恵

蓋
口
縁

孝
L

(1
60
)

]転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
か

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
か

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

火

26
2

進 藤
雨 入

SD
16

奈
良

須
恵

甕
口
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

天
勺
外

面
と
も
摩
滅
や
や
顕

著

26
2

進 藤

雨 入
奈

良
須

恵
短

頸
重

日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
黄

獅 幹
灰 オ

勺 転
事
滅
や
や
顕
著

96
-1

遅 路
出 入

茶
良

須
恵

重
胴

～
体

部
(1
04
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

底
:ケ

ズ
ツ
・

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

米
勺
面

磨
り
面

あ
り
、

胴
部

外
面

中
央

部
D摩

耗
ヰゝ

顕
著

進 路

雨 入
奈

良
須

恵
と 電

胴
～

体
部

(1
04
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ナ

デ
底

:ケ
ズ

リ
・

タ
タ
キ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

入
勺
面

磨
り
面

あ
り

、
胴

部
外

面
中

央
都

つ
麿

耗
|ゝ

顕
著

進 路
南 入

SD
16

奈
良

須
忘

重
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
一
部

に
榊

底
:回

転
糸
切

り
後

ナ
デ

や
や
粗

良
疋

和
:オ

リ
ー

ブ
褐

木
面

の
一
部

に
釉

、
底
部
外

面
に
線

刻
ら
り

(ヘ
ラ
書

)

進 路

雨 入
SD
16

茶
良

須
恵

三
足
壷

桐
～
脚

部
(1
38

)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
辱

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

晉
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

月

築
良

天
吏
用
痕
跡

は
認

め
ら
れ

な
い

南
進

入
路

SD
16

奈
良

須
恵

黄
瓶

ナ
デ

ナ
デ

至
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

天
和

:黄
橙

南
進

入
路

SD
16

奈
良

?
須

恵
甕

洞
部

タ
タ
キ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
一 火

進 路
田 入

奈
艮

?
須

恵
霊

頸
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

内
:灰

外
:オ

リ
ー

ブ
黒

田
進

入
路

奈
良

?
須

忘
壺
か

壷
ナ

デ
タ
タ
キ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

登
粒

子
良

内
:灰

褐
外

:灰
褐

～
黒
褐

内
外

面
と

も
摩

滅
や

や
顕

著

10
3

南
進

入
路

SD
16

平
安

天
釉

陶
器

宛
甍
導郎

(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
ほ

:回
辱

糸
切

り
磨

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
黄
灰

～
灰

見
込

み
部

非
常

に
滑

ら
か

1
円

連

入
路

SD
18

平
安

土
師

蓋
日
縁

部
(1
35
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
橙

挙
滅
や
や
顕

著

2
Fr
進

入
路

SD
18

平
安

天
和

陶
群

宛
喪

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
良

内
:灰

白
外

:灰
白

～
に
ぶ

い
黄

挙
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

1
進 路

雨 入
奈

良
～
平
安

須
恵

霊
言

部
ナ

デ
ナ
デ

。
自
然
釉

密
、

自
色

粒
子

良
更

1
進 路

雨 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

郎
(1
22
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
や
や
摩

滅

2
進 路

雨 入
平

安
土

師
不

一 氏
(8
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ク
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
や
や

摩
滅

1

進 路
南 入

SD
22

平
安

土
師

巴
毛
形

27
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

こ
ぶ
い
黄
橙
～
橙

緊
滅

・
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

2
進 路

南 入
SD
22

平
安

土
師

Il
日
縁

～
底

部
(1
30
)

(4
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

26
3

3
進 路

雨 入
SD
22

平
安

土
師

筈
日
縁

吉
Б

回
転

ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
可
転
ナ
デ

密 母

番 ム 干 承

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
月
赤
褐

峯
滅
や
や
顕

著

4
進 路

南 入
SD
22

平
安

土
師

吾
口
縁

吉
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

勺
:橙

外
:浅

黄
橙

事
滅

著
し

し

5
進 路

南 入
平

安
土

師
不

日
縁

～
体

害
B

(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

身
ケ
ズ

ヅ
密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

勺
面

黒
色

化
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(c
m)
・
x(
 )
は

推
定

値
又

は
現

存
憚

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

6
進 路

南 入
SD
22

平
安

土
師

イ
体

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ヅ
底

:ヘ
ラ
ク

ズ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

炎
橙

緊
滅

・
ヨ

ゴ
レ

頭
著

7
進 略

南 入
SD
22

平
安

上
師

イ
か

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
登

重
部

外
面

線
刻

あ
り

、
摩

滅
や

や
政

墜
 

丙
面

里
魯

/レ

進 路
南 入

SD
22

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

音
ト

皆
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
小
礫

良
登

勺
面

黒
色

化

9
進 路

南 入
SD
22

平
安

土
師

鉢
日
縁

～
体

蛛
(3
50
)

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
月
赤
褐

26
4

10
進 路

雨 入
SD
22

平
安

土
師

羽
釜

桐
部

/鍔
部

ケヽ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
褐

ll
進 路

南 入
SD
22

奈
良

～
平

安
須

恵
甕

同
部

タ
タ
キ
・

ナ
デ

タ
タ
キ

徴
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
疋

白

進 路

南 入
SD
22

茶
良

～
平

安
須

恵
甕

同
部

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

金
色

雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
褐

進 路
南 入

SD
22

弥
生

甕
同
部

ナ
デ

頸
部

:横
描

簾
状

文
月
F

郎
:櫛

補
渡

状
支

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

・
三

舟
や
や

不
良

完
黄
橙

挙
滅
顕

著

進 路

南 入
SD
22

平
安

緑
釉

陶
署

皿
日
縁

～
底

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
ナ

デ
微
密

、
白
色
粒

子
艮

灰
自

進 隊
南 入

SD
22

弥
生

鉢
か

甍
部

ナ
デ

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

底
:ナ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
魯

対
子

艮
登

勺
面

ス
ス

付
着

顕
者

、
底

部
焼

成
前

穿
謝

進 路
雨 入

SD
22

弥
生

甕
ナ
デ

櫛
描

波
状
文
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

早
・

‐ T
・

再
や

や
不

良
浅

貢
橙

峯
滅

顕
著

17
遅 路

田 入
弥

生
甕

ナ
デ

節
描
波
状
文
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

‐ T
~再

や
や

不
良

曳
黄
橙

挙
滅

顕
著

進 藤
南 入

SD
22

縄
文

後
期

深
鉢

ナ
デ

沈
線

文
・
刺
突

文
粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
肇
滅

者
し

し

進 路
南 入

SD
22

縄
文

後
期

深
鉢

ナ
デ

沈
森

文
の
間
に
刺
突
文

粗
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
や
や

不
良

登
肇
滅

著
し

し

進 路
南 入

SD
22

縄
文
後
期

深
鉢

同
部

ナ
デ

沈
線

文
粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
や
や
不
良

登
挙
滅

著
し
し

|

周 路
外 道

SD
23

平
安

土
師

杯
本
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・

マ
ー
ブ
ル
状

良
こ
ぶ

い
橙

26
4

2
周 路

外 道
SD
23

平
安

土
師

郭
本
～
底
部

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:回
転
糸

切
り
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
挙
滅

顕
者

26
4

3
周 藤

外 消
SD
28

中
世

土
師
質

鍋
本

部
ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

月
褐

|

周 藤

外 清
SD
24

平
安

土
師

杯
口
縁

～
底

銘
(1
18
)

(5
0)

31
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
衝

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

や
や
不
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

2
周 藤

外 楷
平

安
土

師
杯

日
縁

～
体

ξБ
(1
14
)

(3
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

語
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

登
禁
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

3
周 藤

外 清
平

安
土

師
皿

口
縁

～
底

銘
(1
18
)

26
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ほ
:回

軽
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
挙
滅

顕
著

、
内
面
黒
色
化

26
4

4
周 際

外 清
SD
24

平
安

土
師

鉢
か

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

4・

糸
切

り
密

、
口

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

対
:橙

外
1に

ぶ
い

雪
楊

峯
滅
顕
著

5
周 路

外 首
平

安
土

師
皿

甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
覆

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
挙
滅
顕
著

6
周 路

外 道
SD
24

奈
良
～
平
安

須
恵

高
台

邦
苛
台
都

(7
8)

(1
2)

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
ヘ

ラ
ク

ズ
i,

密
、

自
色
粒

子
・

良
黄

灰
挙
滅
や
や
顕

著

7
外
周

道
路

平
安

土
師

驚
日
縁
言
Б

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
赤

褐

8
外
周

道
路

平
安

土
師

密
日
縁

言
ト

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

催
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
進 稼

西 入
平

安
口

縁
～

体
孝
К

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

良
灰

白

2
進 藤

西 入
SD
25

中
世

青
磁

宛
か

本
音
ト

密
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

十 飯

3
進 路

西 入
中

世
青

磁
宛

か
本
音
ト

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

録
灰

1
周 路

外 道
SD
26

平
安

土
師
質

不
本
～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
や
や
不

良
登

峯
滅

顕
著

2
外
周

道
路

SD
26

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

吉
Б

(■
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒
子

良
月
赤
褐

率
滅
顕
著

3
外
周

道
路

SD
26

平
安

土
師

甕
日

縁
吉
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
雲
母

多
良

均 外
褐

～
に

ぶ
い

褐

明
褐

挙
滅
や
や
顕

著

26
5

4
外

周

道
路

現
代

ガ
ラ
ス

小
瓶

ほ
ぼ
完
形

16
月
緑

灰
瓶
両
脇

に
縦

ス
ジ
が

あ
る

26
5

1
西

進

入
際

奈
良

土
師

不
口

縁
～

底

部
14
4

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
静
止
糸
切

り
踏
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
茨

橙
肇
滅

や
や

顕
著

26
5

2
西

進

入
際

SD
27

奈
良

?
上

師
不

か
衰

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ナ
デ

必
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

橙
撃
滅
や
や

顕
著

3
西

進
入

藤
SD
27

奈
良
～
平
安

土
師

密
底

部
(1
04
)

ナ
デ

クヽ
メ

底
:木

乗
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

星
れ

対
子

・
本

魯
T‐

母
艮

内 外
暗

赤
褐

～
赤

黒

明
示

褐

1
西

進
入

藤
SD
28

茶
良

土
師

不
底

部
暗
文
・

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ナ
デ

室
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

脚 枷
ｎ 辮

内 灰
底
外
線
刻

あ
り
、
摩
滅
や
や
顕

著

26
5

2
西

進
入

際
SD
28

奈
良

土
師

不
底

都
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
褐

挙
滅
や
や

頭
著

26
5

3
西

進

入
路

SD
28

古
墳

土
師

〓 霊
査

都
ナ

デ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

良
内

:橙
外

:橙
～

に

ボ
い

樟
摩
滅
や
や

顕
著

4
西

進

入
路

SD
28

奈
良

?
須

忘
苛
台
杯

高
台
部

(7
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

彗
、

白
色

粒
子

良
灰

自
摩
滅
や
や

顕
著

26
5

5
西

進

入
路

SD
28

奈
良
～
平
安

須
恵

甕
か

ケヽ
メ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

タ
タ
キ

る
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

内
:灰

外
:灰

～
灰

苦
割
れ

日
を
利
用

し
ヘ

ラ
状

工
具

の
よ

う
れ
徳

用
が

さ
れ

て
い
た
可
能

lt
が

あ
る

26
5

1
南

進
入

稼
SD
31

平
安

土
師

イ
日
縁

～
底

吉
焉

(1
42
)

32
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
黒
色
粒
子
・

雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
黄
橙

浅
黄
橙

～
橙

摩
滅

や
や

顕
著

2
南
進

入
路

SD
31

平
安

土
師

lT
N

日
縁

～
体

■
К

(1
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

三
斜

良
浅
黄
橙
～
橙

撃
滅

顕
著

26
5

3
南

進

入
路

SD
31

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

吉
Б

(1
56
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

摩
滅

や
や

顕
著

26
5

南
進

入
藤

平
安

土
師

沐
口
縁

～
体

部
(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

ζ
、

自
色

柾
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
引

:黒
外

:明
亦

衛

～
黒

褐
内

面
黒

色
化

5
進 路

南 入
平

安
土

師
杯

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:線

亥
」・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

底
外
線
亥
1あ

り

6
遅 路

南 入
SD
31

平
安

緑
釉

陶
基

宛
日

縁
～

体
郭

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4、
白
色
粒
子

良
オ

リ
ー

ブ
灰

摩
滅
や
や

顕
著

7
南
進

入
路

平
安

保
釉
陶
審

椀
日

豚
-1
不

部
(1
23
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

啓
、

自
色

粒
子

良
オ

リ
ー

ブ
灰

摩
滅

や
や

顕
者

8
進 路

南 入
平

安
土

師
甕

日
縁
部

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

室
再

良
内

:明
褐

外
:黒

褐

9
進 路

南 入
奈

良
～
平
安

須
恵

甕
同
部

ナ
デ

タ
タ
キ

4、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:灰

外
:緑

灰

よ
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師
質

不
ミ
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
内

:明
赤

褐
～

橙

外
:橙

2
進 路

雨 入
平

安
土

師
郵

氏
部

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

橙
摩

滅
や

や
顕

著

3
進 路

雨 入
SD
32

平
安

土
師

不
壼
吉
出

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:褐
灰

外
:橙

摩
滅
や
や
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
ヌ
は
現
存

1
成
形
及

び
調

整
技

法
成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

4
進 路

南 入
平

安
土

師
質

脚
高
高
台

杯
か
皿

却
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ナ

ヽ 多

喀 予
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:に

ぶ
い
橙

～
に

ぶ
い
黄
橙

5
進 路

南 入
SD
32

平
安

土
師

外
氏
=L

(5
4)

ヘ
ラ
ナ
デ
・

ナ
デ

ラ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ナ

グ^

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
金

色
雲
母

良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:に

ぶ
い
黄
橙

～

黒
底

コ
グ

跡
か

6
進 路

南 入
SD
32

奈
良

土
師

イ
蛋
部

(8
0)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:

に
ぶ

い
搭

～
掲

灰
摩
滅
や
や
顕

著

26
6

7
進 路

雨 入
平

安
緑
和

陶
帯

嘘
か

日
縁

=ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

笞
、

自
色

粒
子

良
オ

リ
ー
ブ
灰

26
6

8
進 隊

雨 入
中

世
土
師
質

鍋
本
部

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
内

:に
ぶ

い
赤
褐

～

黒
褐

外
:橙

内
面

ス
ス

付
着

9
進 路

南 入
SD
32

古
墳

土
師

甕
日
縁
部

(2
02
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良

内
:に

ぶ
い
褐

～
褐

灰
外

!に
ぶ

い
褐

,

黒
褐

日
炉ξ

=焉

亥
」ろ

X目

よ
進 路

雨 入
奈

艮
土

師
不

口
縁

～
底

蠍
(1
30
)

(9
0)

(4
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
橙

～
明

褐

2
起 路

国 入
平

安
土

師
イ

甍
部

(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
～

灰
掲

1
周 路

外 道
平

安
土
師
質

不
日

縁
～

底
欺

(1
23
)

(6
0)

34
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
と
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

体
外

に
ヘ

ラ
状

工
具

痕

2
周 路

外 道
平

安
土
師
質

皿
ヨ
縁

～
底

“

(8
8)

(3
2)

(2
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
督
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅
や
や
顕
著

3
周 路

外 道
平

安
土
師
質

皿
口

縁
～

底
郵

(8
6)

(5
0)

23
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

艮
に
ぶ

い
褐

摩
滅
や
や
顕
著

26
6

4
外

周

首
路

SD
34

平
安

土
師

脚
高

高
台

不
不

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母

酎 歩 帝 を

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

橙

5
外
周

道
路

平
安

土
師

外
体

～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
後

ケ
ズ

リ
が
み

ら
れ
る

底
!回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
や
や

不
良

… 褐
内 黒

に
ぶ

い
橙

外
肇
滅

顕
著

26
6

6
外
周

道
路

平
安

土
師
質

不
体
～
底
部

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

撃
滅

・
ヨ

ゴ
レ
顕

著

26
6

7
′
W司

道
l「
B

SD
34

平
安

土
師
質

皿
底

部
14
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り

躇
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
辟

良
に

ぶ
い

橙

26
6

8
外

周

道
路

SD
34

平
安

土
師
質

宛
底

部
(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

手
持

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不

良
に

ぶ
い

橙
撃
滅

や
や

顕
著

9
外

周

道
路

平
安

土
師
質

イ
嵐

部
(4
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
緻

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
褐

外
周

道
路

平
安

土
師

苛
台

杯
高

台
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
緻

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
夏

母
や
や
不

良
据
赤

褐
挙
滅
顕

著

グ
W司

道
路

平
安

土
師

ll
l高

高
台

不
か

IL
即

部
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
す
デ

緻
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
に

ぶ
い

橙
峯
滅
・

ヨ
ゴ

レ
顕
著

外
周

道
路

奈
良

土
師

皿
口

縁
～

底

部
(1
80
)

23
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

!

緻
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

賞
母

良
に

ぶ
い

橙
挙
滅
や
や
顕
著

グ
W司

道
路

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ケ
ズ

リ
底

:ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

事
滅
顕
著

外
周

消
路

SD
34

平
安

土
師

苛
台

杯
体

～
底

部
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

コ
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

ケ
ズ

ヅ
密

、
赤

色
粒

子
良

登
華
滅
顕
著

周 路
外 道

平
安

土
師

本
～
底
部

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ
ラ

ケ
ズ

ヅ
底

:回
荘

К
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

・
 
厚

→入
及

草
К
膳

寸
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

峯
滅

や
や

顕
著

外
周

道
路

平
安

上
師

苛
台
杯

底
部

(6
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

見
込
み

部
暗
文

緻
密

、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

に
ぶ

い
橙

灯
明
具

と
し
て
再
利

用
、
油
煙

は
底

都
内
面
の
害
1れ

日
お

よ
び
底
外

ま
で
及
ぶ

外
周

道
路

奈
良

土
師

不
氏

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
・

ヘ
ラ
ク
ス

リ
ミ

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
緻

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
貞
外

を
中
心

に
ス

ス
状
付
着
物
頭
著

、
事
滅
や
や
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

外
周

道
路

SD
34

茶
良

土
師

不
嵐

部
(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
致
密

、
自

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

皇
為

奸
子

艮
に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅
顕

著
、
底
外

に
線
刻

あ
り

26
6

19
外
周

道
路

SD
34

奈
良

土
師

不
哀

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

見
込

み
部

暗

文

蔭
、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
黒

ヨ
粒
子

良
登

挙
滅

や
や
顕
著

/r
,司

道
路

SD
34

古
墳

土
師

葛
イ

脚
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:指
ナ

4、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

21
外

周
稽

憾
SD
34

古
墳

土
師

葛
郭

脚
部

ナ
デ

底
:指

す
ブ

と
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

笹
肇
滅

顕
著

外
月

道
路

SD
34

弥
生

琳
嵐
部

ケヽ
メ

ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

底
:ク

ズ
ヅ

?
や
や

糧
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
れ

対
旱

・
三

母
良

隆
挙
滅

顕
著

外
周

道
路

SD
34

弥
生

と 重
嵐

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:ナ

デ
至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

外
周

道
路

SD
34

平
安

土
師

六
日

壺
日
縁

～
体

部
(1
00
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

褐
摩
滅
や
や
顕

著
、
内
面

に
ス
ス
付
着

周 路
外 道

SD
34

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
桐

部
ハ
ケ

メ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅

や
や

顕
著

外
周

道
路

SD
34

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ラ
ケ
ズ

リ
る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅

や
や

頭
著

27
外
周

道
路

SD
34

奈
良

～
平

安
須

恵
蓋

日
縁

～
体

言
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ク
ス

リ
。

ロ

ク
ロ
ナ
デ

葛
、

白
色

粒
子

良
一 火

外
周

→皆
際

奈
良
～
平
安

須
恵

甕
頸

部
ナ

デ
ナ
デ

琢
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

天
白

日
辺
部

に
黒
彩

あ
り
、
内
外

面
と
も
黒

彩
(漆

か
)

周 酪
外 道

SD
34

奈
良
～
平
安

須
恵

甕
か

タ
タ
キ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:灰
外

:に
ぶ

い
黄
褐

内
面

に
使

用
痕

あ
り

外
周

道
路

SD
34

奈
良
～
平
安

須
恵

奏
か

ナ
デ

タ
タ
キ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
対

子
・

T~
舟

良
火

内
面

に
使
用
痕

あ
り

外
周

道
路

奈
良
～
平
安

須
意

甕
か

IΠ

=Б

タ
タ
キ

野
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
粒

子
良

一 火
内

面
に

使
用

痕
あ

り

周 隧
外 指

平
安

緑
釉
陶
審

皿
日
縁

～
底

吉
Б

(1
34
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ケ

ズ

リ
と
、

自
色
粒
子

良
天

オ
リ
ー

ブ

外
周

道
路

SD
34

平
安

灰
釉

陶
碁

宛
か

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
辱

糸
切

り
後

ケ
ズ

リ
致
密

、
自
色
粒

子
良

天
白

外
周

道
路

SD
34

平
安

灰
釉

鵬
宛

か
体

～
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:糸

切
り

後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

必
、

白
色
粒

子
艮

天
白

外
周

道
路

SD
34

平
安

灰
/H
I陶

群
宛

か
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
と
、
黒
色
粒

子
良

天
白

ヨ
ゴ

レ
顕

者

外
周

道
路

SD
34

平
安

灰
釉

瞬
椀

か
体

～
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り
後

ケ
ズ

リ
致
密

、
赤
色
粒

子
良

天
自

見
込

み
部

の
ヨ

ゴ
レ
顕

著

周 路
外 道

SD
34

平
安

灰
釉

蹴
長

頸
瓶

体
～

底
部

(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

目
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
彗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

明
オ

リ
ー

ブ
灰

均
面

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

周 路
外 道

SD
34

平
安

灰
釉

陶
基

壷
体

～
底

部
(1
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
督
、
赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

天
白

ヨ
ゴ

レ
顕

著

外
周

着
藤

SD
34

平
安

躁
釉

陶
畢

椀
か

日
縁

部
ナ

デ
ナ

デ
4、

自
色
粒
子

良
天

オ
リ
ー

ブ

周 路

外 道
SD
34

中
世

?
青

磁
椀

か
体

部
ナ

デ
ナ
デ

雪
、
黒
色
粒
子

良
一 火

周 藤
外 槽

中
世

?
白

磁
椀

か
体

部
ナ

デ
ナ

デ
蛮
、

黒
色

粒
子

良
兎

白

1

周 稼
外 楢

SD
35

古
墳

土
師

空
底

部
ナ

デ
ナ

デ
蟹
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

金
窒
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

黒
萎
滅
や
や
顕
著

2
周 路

外 道
SD
35

平
安

只
釉

陶
路

霊
頸

重
肩

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

疋
白

叉
耳
は
欠
損
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図 号

挿 番
番

号
地

区
宅

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
窮

存
籠

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
外

周

道
路

平
安

土
師

邪
底

部
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

～
褐
灰

撃
滅
や
や

顕
著

1
周 路

外 道
SD
39

平
安

土
師
質

不
日

縁
～

底
筆
R

(1
42
)

(8
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
子

良
内 外

灰
貢

～
灰

褐

灰
責

～
捲

挙
滅
や
や
顕

著

26
8

2
外
周

道
路

古
墳

土
師

甕
日
縁

～
体

言
ト

(1
72
)

ナ
デ

え 」
み

目
・

ハ
ケ

メ
豊
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

～

褐
灰

外
:に

ぶ
い
褐

～
線

康

摩
滅
顕

署
、

日
唇
部

に
亥
1み

目
、
摩
耗

し
て
い

る
た
め
表

面
の
ハ

ケ
メ
は
明
確

で
は
な
い

26
8

1
外

周
キ首

際
SD
40

平
安

土
師

イ
体

～
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

内
:橙

外
:浅

黄
橙

～
橙

26
8

2
外

周
首ヽ

藤
SD
40

平
安

土
師

不
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:黒

外
:淡

黄
～

褐
灰

26
8

3
外

周
ミ首

慾
SD
40

平
安

土
師

苛
台
郷

底
部

li
 2
)

ミ
ガ

キ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
と
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

摩
滅

や
や

顕
著

4
周 路

外 道
SD
40

弥
生

甕
口

縁
部

ラヽ
ナ
デ

ケヽ
メ

。
日
縁

部
キ

ザ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

～
に
ぶ

い
褐

外
:に

ぶ
い
橙

～
黒

外
面
摩
耗
顕

著
な
た

め
整
形

は
は
つ
き

り
し
な
い

1
/t
,司

道
路

SD
41

平
安

土
師

然
底

部
(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
赤
褐

橙
挙
城
や
や
顕

著
、
底
外
線

刻
あ

り

2
外
周

道
路

平
安

土
師

不
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
喀
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
良

内 外 笹

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
橙

～
挙
滅
や
や
顕
著

、
底
外
線

亥
Jあ

り

26
8

外
周

消
路

平
安

土
師

不
甍
苫
Б

(6
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
舟

良
勺

:黒
外

:橙
～

灰
釜
褐

～
オ

リ
ー

ブ
黒

峯
滅
や
や
顕
著

、
内
面
黒
色
化

4
外
周

道
路

平
安

土
師

不
甍

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
。
線
亥
」

彗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
黒

生
粒
子

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

、
底

外
線

亥
Jあ

り

5
外

周

道
路

古
墳

土
師

一 氏
ナ

デ
ナ

デ
底

:木
葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:灰
外

:橙
事
滅
や
や

頭
著

6
周 路

外 道
古

墳
土

師
氏

=ト

＼
ケ

メ
ハ

ケ
メ

。
ボ

タ
ン

状
貼

付
文

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

勺 朴 春

浅
貢
・

暗
灰

黄
に
ぶ

い
黄
橙

～
挙
滅
や
や

顕
著

1
周 路

外 道
平

安
土

師
パ

日
縁

～
体

鍬
(2
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

勺
:橙

・
灰

責
褐

米
:格

・
に

ぶ
い

青
峯
滅
や
や
顕
著

2
周 路

外 道
弥

生
雷

旧
部

ナ
デ

櫛
描

波
状

文
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅

顕
者

l

周 路

外 道
SD
43

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
蝋

(■
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ

密
、

自
色

柾
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
・

マ
ー

ブ
ル

状
を

呈
す

る
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

l

周 路

外 憎
SP
33

平
安

土
師

彗
口

縁
～

体
諄
R

(1
88
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

餃
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

艮
登

器
面

の
荒

れ
著

し
し

と
周 路

外 道
SP
34

古
墳

土
師

苛
不

即
言
Б

酷
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

登
肇
滅

顕
著

、
脚

部
3ヶ

所
に
貫
通

孔
あ

り

1

進 路
南 入

SP
41

平
安

土
師

邪
氏
言
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
手
持
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
底

:

ナ
デ

密 母

敏 莞
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

`

良
登

繁
滅

や
や

顕
著

1

周 路
外 道

古
墳

土
師

霊
日
縁

音
L

(1
86
)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
挙
滅
や
や
顕

著

|

周 路

外 道
平

安
土

師
塔

日
縁

～
底

部
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

勺
面
摩
耗
や
や
顕

著

I

周 際

外 漕
SP
53

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
郎

(1
04
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

致
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
勺
面
摩
耗
や
や
顕
著

1

外
り司

1首
路

SP
56

平
安

須
恵

蓋
休
部

～
つ

ま
み

ロ
ク

ロ
ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

小
礫

良
勺
面

に
使

用
し
た

磨
り
面

あ
り

1

南
遷

入
路

SP
59

平
安

土
師
質

呼
皿

蔚
台

部
44

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
肇
滅

顕
著

26
9

2
進 路

雨 入
SP
59

奈
良

～
平

安
須

恵
冨

同
部

タ
タ
キ
・
ナ
デ

タ
タ
キ

敏
密

、
白

色
粒

子
良

完
黄
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
※

( 
)は

推
定
値
又

は
現
,1

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
周 路

外 道
奈

良
～
平
安

須
恵

甕
ナ

デ
タ
タ
キ

致
密

、
白
色
粒
子

良
吸

白
内
面

に
朱

の
痕
跡

あ
り
、
外

面
の
摩
耗

も
顕
著

1
進 路

円 入
平

安
土

師
邪

ヨ
縁

～
底

“

(1
38
)

50
47

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

糸
mり

蟹
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
明

褐
肇
耗

や
や

み
ら
れ

る
が
内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
|〕
や
や
顕
著

2
進 路

雨 入
SP
92

平
安

土
師

甕
日
縁
部

ナ
デ

ナ
デ

啓
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

橙

1
外

周
→普

隊
平

安
土

師
不

藍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

貞
:回

転
糸

切
り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

寧
滅

や
や

頭
著

2
周 藤

外 楷
平

安
灰

釉
∽

番
重

カ
桐

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

髄
が

か
か

っ
て

い
る

致
密

、
黒

色
粒

子
良

灰
白

内
面

ヨ
ゴ

レ
顕

著

3
周 路

外 憎
平

安
土

師
甕

日
縁

部
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密
、

自
色
粒

子
・
雲
母
多

良
に
ぶ

い
赤
褐

4
外

周
槽

路
SP
94

平
安

土
師

甕
桐

部
ハ

ク
メ

ケヽ
メ

密 母
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

。
雲

良
橙

1
外

周
1音

終
SP
95

奈
良

土
師

邦
底

部
致
密

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

橙
摩
滅

顕
著

1
外

周
音ヽ

藤
平

安
土

師
皿

日
縁

～
体

喜
R

(1
18
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
笞
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

橙
器

面
の
荒
れ
・
摩
耗
や
や
顕

著

1
外

局
→首

蕗
SP
97

平
安

土
師

不
体
～
底

部
手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
?

医
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

包
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

雲
翌

良
橙

摩
滅

顕
著
、

内
面
黒
色
化

1
周 慾

外 着
SP
10
0

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ク
ス

ツ
底

!

ヽ
ラ

ケ
ズ

リ

登
、

自
色

粒
子

・
赤

色
泣

子
・

黒
筆
対

子
艮

橙
摩
滅
や
や
顕

著

1
周 稼

外 楢
SP
10
2

平
安

土
師

蓋
つ

ま
み

ナ
デ

ナ
デ
・
回
転
ナ
デ

参
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

黄
橙

摩
滅

や
や

顕
著

1
外
周

道
路

SP
10
3

平
安

灰
釉

陶
器

苑
か

日
縁
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

敏
密

良
灰

白

1
南
進

入
路

SP
10
4

平
安

土
師

日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

!回
転

糸
切

り
後
ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
匿

2
進 路

南 入
SP

10
4

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り
後
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

瞳
や

や
摩

滅

3
進 路

円 入
SP
10
4

古
墳

土
師

台
付

弩
台

部
ナ

デ
'ヽ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
!非

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
蜜

母
・

小
穫

良
に

ぶ
い

橙
S字

日
縁

甕
、
底
部

内
面

の
荒
れ
顕

著
だ
が
摩

滅
は
み

ら
れ

な
い

1
周 際

外 着
SP
10
5

平
安

土
師

不
日
縁

常
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
摩
滅
や
や
顕

著

2
周 藤

外 積
SP

10
5

平
安

天
釉

陶
器

一 重
ロ
ク

ロ
ナ
デ

省
が

か
か

つ
て

い
る

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤

褐
挙
滅
や
や
顕

著

1
進 路

雨 入
SP
10
9

平
安

土
師

日
縁

～
底

吉
Б

10
2

27
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
侮

粒
子

良
天

白

2
遅 路

円 入
SP

10
9

平
安

土
師

男
釜

吟
部

場
径

(2
79
)

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
撃
滅
や
や
顕

著

1
遅 路

円 入
SP
l1
0

平
安

土
師

IL
氏

部
(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

底
:

]転
糸

切
り
か

緻
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
や
や
不

良
登

率
滅
顕
著

1
進 藤

西 入
SP
l1
3

古
墳

土
師

←
付

甕
即

部
ナ
デ

ハ
ケ

メ
密 母

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

良
に
ぶ

い
橙

事
滅
や
や
顕
著

2
進 路

西 入
SP

l1
3

古
墳

土
師

台
付
篭

卸
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
艮

勺
:橙

外
:赤

褐
肇
滅

や
や

頭
著

1

周 路

外 道
SP
12
4

平
安

土
師

鉢
本
～
底
部

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

回
転
糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅

顕
著

、
内

面
黒

色
化

1
進 路

西 入
SP
12
5

奈
良

土
師

不
日
縁

～
体

部
(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ

傲
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

黒
俸

粒
子

・
嚢

母
少

良
に

ぶ
い

橙
撃
滅

や
や

顕
著

2
進 藤

西 入
SP

12
5

茶
良

土
師

不
口
縁

～
体

部
(1
60
)

ナ
デ

。
ミ
ガ
キ

ナ
デ

緻
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:黒

外
:に

ぶ
い

椿
峯
滅
や
や

顕
者

、
内
面
黒
色
化

3
西

進

入
際

SP
12
5

茶
良

土
師

不
甍

=悟

(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

緻
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
殉

:に
ぶ

い
橙

外
!

薔
挙
滅
や
や
顕

著
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挿
図

番
号

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調

整
技

法
成
形
及
び
調
整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

訓
備
  

考
国

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4
西

進

入
路

SP
12
5

奈
良

土
師

不
底

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ケ
ズ

リ
緻
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
黒
色
粒

子
良

橙
摩
滅
・

摩
耗
や
や

顕
者

、
見
込
み
部
器

面
や
や

荒
れ

て
い

る

5
西

進

入
路

SP
12
5

奈
良

土
師

イ
底

都
(7
0)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ケ
ズ

リ
緻

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
黒
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
挙
滅
・
摩
耗
や
や
顕

著

I
進 路

西 入
SP
12
8

奈
良

土
師

不
口

縁
～

体
望
R

11
8

20
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

蔭
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
が

い
赤

褐
日

縁
部

内
面

を
中

心
に

油
煙

付
着

、
底

郵
内

外
m‐

の
劣

イヒ
顕

著

1
南

進

入
路

SP
13
1

平
安

土
師

イ
口

縁
～

体
学
К

15
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
ハ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

内
:黒

外
:橙

外
面

や
や

摩
耗

、
肉

面
黒

色
化

2
南

進
入

隧
SP
13
1

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
獣

15
6

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 場

晉 翌

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

内
1黒

外
:橙

～
に

ぶ
い
褐

外
面

や
や

摩
耗

、
内

面
黒

色
化

3
進 稼

南 入
SP
13
1

平
安

上
師

イ
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

祖
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
!明

赤
褐

外
:に

ぶ
い
黄
桂

～
橙

摩
滅

・
摩

粍
や

や
顕

著

4
進 路

南 入
SP

13
1

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
57

2 
1

ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

橙
摩

滅
や

や
顕

者
、

器
形

に
歪

み
あ

り

5
進 路

南 入
SP

13
1

平
安

土
師

沐
(片

日
)

日
縁

言
ト

22
 4

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

憂
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名

綸
子

良
内

:黒
外

:橙
～

に
黛
ぃ
オき

外
面

や
や

摩
耗

、
内

面
黒

色
化

6
進 路

南 入
SP
13
1

平
安

土
師

小
型

甕
日
縁

～
胴

郎
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ 多

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
赤

褐
勺
外

面
と

も
に

黒
斑

あ
り

、
胴

下
半

外
Sの

摩
好

嗣
芸

1

進 路

南 入
SP

18
5

平
安

土
師

蓋
毛
形

53
21

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
内

:橙
外

!に
ぶ

し

黄
橙

ケ 次
焼
成

受
け
外

面
お

よ
び

内
面

の
一

部
変
色

2
進 路

南 入
SP

13
5

平
安

土
師

小
型

甕
口
縁
～
底

部
11
6

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
後
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

2次
焼
成

を
受

け
器

面
の
荒
れ
顕

著
、

器
全
体

が
や
や

も
ろ

く
な
つ
て

い
る
、

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

t

進 路
西 入

SP
13
6

奈
良

土
師

杯
日

縁
～

体
学
R

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
魯

対
子

良
登
～
浅
黄
橙

面ヽ
褐
色

に
変
色

2
進 路

西 入
SP

18
6

奈
良

?
須

思
甕

か
壺

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

艮
自

灰 ブ
外 り ．

灰 オ
貢 灰

勺 仙

1

進 路
西 入

SP
13
7

奈
良

土
師

邦
本
～

底
部

(7
 0
)

ナ
デ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

致
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

肇
滅
・
摩
耗

や
や
顕
著

27
1

2
進 路

西 入
SP
13
7

茶
良

土
師

不
ヨ
縁

～
体

ネ
(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ

徴
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

黒
色

粒
子

良
肇
滅
・
摩
耗

や
や
顕
著

27
1

1

進 略

南 入
SP
13
9

奈
良

土
師

外
本
～

底
部

(7
6)

ロ
ク
ロ
す
デ
・

ミ
ガ

キ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

ミ
ガ

キ
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤

色
粒
子
・
雲
母
少

良
勺

:に
ぶ

い
桂

外
|

こ
ぶ

い
椿

～
格

氏
部

内
面
摩
耗

や
や
顕
著

2
進 路

南 入
SP

13
9

茶
良

土
師

邸
氏
部

(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:静
止

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

氏
部

内
面

摩
耗

や
や

顕
著

3
進 路

用 入
SP
13
9

古
墳

土
師

壽
氏
部

(1
00
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
少
・

小
礫

良
勺

:橙
外

:褐
灰

4
進 路

雨 入
SP

13
9

平
安

土
師

豊
き
カ
マ

ド
氏
部

ハ
ケ

メ
ハ
ケ

メ
。
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

。
小
礫

良
勺

:褐
外

:褐
～
灰

弓

1

進 路
南 入

S
P1
41

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

欺
(1
56
)

70
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
雲
母

良
内

:黒
褐

～
黒

外
掲
～
灰
褐

～
黒
褐

本
部

内
面
の
荒
れ

非
常

に
頭
著

2
進 路

南 入
SP

14
1

平
安

土
師

不
本
～
底

部
(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

回
転
糸
切

り
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

勺
:橙

外
:灰

褐

3
遷 路

円 入
SP
14
1

古
墳

土
師

置
日
縁
部

ハ
ケ

メ
ナ

デ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

勺 小
灰
褐

～
黒
褐

に
ぶ

い
橙

口
縁

部
刻

み
目

、
摩

滅
顕

著

1

進 路
雨 入

SP
14
2

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

睾
Б

(1
12
)

(5
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
月
赤
褐

や
や
摩

滅

2
進 路

雨 入
SP

14
2

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(8
0)

ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ク
ス

リ
ほ

:

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

勺
:橙

外
:黒

褐

3
南

進
入

際
SP
14
2

奈
良

～
平

安
須

恵
霊

ラ
ナ
デ

ナ
デ

・
夕

タ
キ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内
:灰

自
外

:灰
自

～
里

勺
外

面
と
も
黒
彩
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

1

進 路

西 入
SP
15
0

奈
良

土
師

杯
日
縁

～
底

郭
(9
2)

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

艮

内
:に

ぶ
い
橙

～
褐

灰
外

!に
ぶ

い
赤
褐

～
圧
楊

内
面
油
煙

付
着
非

常
に
頭
著

、
丁
寧

な
つ

く
り

2
進 路

西 入
SP
15
0

奈
良

土
師

杯
口

稼
～

底
欺

(1
12
)

(4
0)

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
■
粒

子
良

内 外
に

ぶ
い

赤
褐

橙

内
外

面
や
や
摩
耗

、
外

面
器

面
の
ユ
1落

も
み

ら
れ

る

3
西
進

入
路

SP
15
0

奈
良

土
師

杯
ほ
ば
完
形

13
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
内

:に
ぶ

い
橙

～
橙

外
:橙

摩
滅
や
や

顕
著

、
特

に
底
部

内
外

面
荒

れ
が
著

し
く
ス
ス
状

の
ヨ
ゴ

レ
が
み

ら
れ

る
、
内
面

は
特

に
変
色
す

る
、

日
縁

部
の
一
部

を
欠

く
が
故
意

に
打
欠

い
た

可
能
性

が
高

い

西
進

入
熔

SP
15
0

古
墳

土
師

壺
体

部
ナ

デ
ナ
デ

必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

内 外 褐

:に
ぶ

い
橙

～
橙

:橙
～

に
ぶ

い
赤

外
面

や
や

荒
れ

て
い

る

27
2

1
進 路

雨 入
SP
15
1

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
良

黒
褐

～
黒

摩
滅

や
や

顕
著

2
円

進

入
路

SP
15
1

平
安

土
師
質

不
嵐

部
(5
8)

ロ
ク

ロ
す
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:に

ぶ
い

黄
橙

摩
滅

顕
著

8
進 路

雨 入
SP
15
1

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
内

:に
ぶ

い
褐

～
黒

褐
外

:褐
灰

27
2

4
雨
進

入
路

SP
15
1

縄
文
後
期

架
鉢

ナ
デ

０ ア
ナ す

刺
突
文
・

沈
線

粗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子

良
に
ぶ

い
赤
褐

挙
滅
顕

著

1
進 路

南 入
SP
15
3

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

吉
焉

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
明

赤
褐

撃
滅

顕
著

1
進 路

雨 入
SP
15
4

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

日 音
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

に
が

い
橙

挙
滅
や
や
顕

著

1
遅 路

用 入
SP
15
5

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
郎

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

艮
登

事
滅
や
や

顕
著

27
2

2
進 路

雨 入
SP
15
5

平
安

土
師

皿
ま
ば
完
形

12
5

40
26

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

肇
滅

顕
著

27
2

3
進 路

雨 入
SP
15
5

平
安

土
師

甕
口
縁

=Б

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
亀
粒

子
・
雲
母

艮
こ
ぶ

い
橙

～
灰

褐
肇
滅

や
や

顕
著

4
連 路

円 入
SP
15
5

平
安

土
師

鉢
日
縁

部
ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
艮

勺
:に

ぶ
い

褐
外

:

事≧
褐

峯
滅
や
や
顕
著

5
進 路

田 入
SP

15
5

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ケヽ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母
多

良
天
褐

挙
滅

や
や

顕
著

1

避 路
印 入

SP
15
6

平
安

土
師

邦
日

縁
～

底
欺

(1
20
)

(5
0)

25
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

27
2

2
進 稼

雨 入
SP
15
6

平
安

土
師

杯
日
縁

～
体

欺
(1
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
良

登
事
滅
や
や

顕
著

27
2

3
進 路

南 入
SP
15
6

平
安

土
師

不
膝

～
底

部
50

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
挙
滅

頭
著

4
進 路

南 入
SP

15
6

平
安

土
師

鉢
日
縁

～
体

吉
獨

(2
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
外

褐

黒 具
”

勺 ら

に
ぶ

し
勺
面

黒
色

化

5
進 際

南 入
SP
15
6

平
安

土
師

甕
日
縁

部
ヘ

ラ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ラ
ナ
デ

l■
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
勺

:赤
褐

外
:に

ぶ
4ヽ
赤
褐

～
黒
褐

峯
滅
や
や
顕
著

進 路

南 入
SP

15
6

奈
良
～
平
安

須
恵

琳
完

形
8 
1

52
7 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
良

入

日
縁
部

に
1条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
す

、
外
面
や
や
摩
滅

、
内
面
摩
滅
・
摩
耗

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

1
進 路

西 八
SP
15
7

古
墳

土
師

高
不

脚
都

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

良
こ
ぶ

い
橙

緊
滅

著
し

し

1

進 路

西 入
SP
15
9

奈
艮

～
平

安
?

上
師

小
型

奏
日
縁

～
胴

部
(1
10
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
赤

褐
筆
滅
著

し
し

1

進 路

南 入
SP
16
8

平
安

灰
釉

陶
暑

ロ
ク

ロ
す

デ
・

沈
線

寸
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
釉

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

灰 奴
外
‥

り ．

灰 オ

句 軸

1

進 路
雨 入

SP
17
0

平
安

灰
釉

陶
碁

皿
口
縁

～
体

ξL
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
艮

灰
オ

リ
ー

ブ

灰
芍
面

施
釉
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
範

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

2
進 路

南 入
S
P1
70

奈
良
～
平
安

須
恵

豆
頸

壷
(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
艮

27
2

1
進 路

雨 入
SP
17
3

奈
良

～
平

安
須

恵
霊

1同
言
ト

ナ
デ

タ
タ
キ

や
や

密
、

自
色

粒
子

良
彩

里 一
内 〓 ″

黄
灰

～
暗

1
南
進

入
路

SP
17
9

平
安

土
師

不
本

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

艮
勺

:黒
外

:に
ぶ

い

審
肇
滅

や
や

顕
著

、
内

面
黒

色
化

27
3

1
南
進

入
路

SP
18
0

平
安

土
師

不
本
～

底
郡

ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
蕗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル

状
良

浅
黄
橙

挙
滅

顕
著

1
南
進

入
路

SP
18
3

平
安

土
師

不
体
～
底
部

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

韓
糸
切

り
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
ヨ
粒

子
良

浅
黄
橙

肇
滅
や
や
顕

著
、
内
面
黒
色
化

1
南
進

入
路

SP
18
4

平
安

土
師

不
日
縁
～
体

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
翌

良
淡

橙
撃
滅
や
や
顕

著

2
雨

進
入

際
SP
18
4

平
安

土
師

邸
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

三
母

良
瞳

摩
滅
や
や

顕
著

3
南
進

入
路

SP
18
4

平
安

土
師

甕
日
縁
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
明
赤
褐

筆
滅
や
や
顕
著

4
南
進

入
路

SP
18
4

古
墳

土
師

密
嵐

部
19
0)

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

底
:木

鐘
痛

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
堀

赤
褐

峯
滅
や
や
顕
著

1
田

建

入
路

SP
18
5

平
安

上
師

イ
口
縁

～
底

音
Б

(1
44
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ か

晉 平
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

建 路
田 入

SP
18
5

平
安

土
師

添
体

～
底

部
(4
9)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

ナ
デ

欽
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

ヨ
魯

対
子

・
三

母
良

登
警
滅
や
や
顕

著

27
3

8
建 路

田 入
SP
18
5

平
安

土
師

沐
か

体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

４ 早

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

登
警
滅
や
や

顕
著

27
3

4
隔

・4
L

入
路

SP
18
5

平
安

土
師

養
口

縁
吉
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
租

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
a粒

子
・

雲
母

艮
登

1

進 路

雨 入
SP
18
6

平
安

土
銅

邪
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

必
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
銘

14
‐
子

艮
登

肇
滅

頭
著

2
進 路

南 入
SP

18
6

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名

対
子

良
登

肇
滅
顕
著

27
3

3
進 路

南 入
SP

18
6

平
安

土
師

郭
体

～
底

部
60

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

1回
転

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
登

峯
滅
顕
著

4
進 路

円 入
SP

18
6

平
安

土
師

郷
体

～
底

都
(4
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
完
黄

橙
繁
滅
顕

著
、
内
面
黒
色
化

27
3

1

進 路

雨 入
SP
19
3

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
庇

部
ハ

ケ
メ

状
の

痕
跡

あ
め

ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

母
良

登

2
進 路

南 入
SP

19
3

奈
良

～
平

安
須

恵
甕

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

火
小
面

に
自
然
和

27
3

1

進 路

南 入
SP
19
4

平
安

土
師

郭
体

～
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

―

摩
滅

の
為

、
整

形
痕

わ
か

ら
ず

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
マ
ー

ブ
ル
状

良
こ
ぶ

い
黄
橙

挙
滅
顕
著

27
3

1

避 路
田 入

SP
19
5

平
安

土
師

甕
桐

部
ケヽ

メ
″ヽ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
島

勺
面

摩
耗

著
し

彰

1

進 路
南 入

SP
19
7

平
安

土
師

郵
本
～
底
部

(4
0)

ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
災
掲

勺
外

と
も

黒
色

化

27
3

2
遅 路

円 入
SP
19
7

平
安

土
師

鉢
口
縁

=焉

(2
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

浅
黄
橙

勺
面

黒
色

化

27
3

3
進 路

雨 入
SP
19
7

奈
艮

～
平

安
須

恵
畜

青
海

波
文
・
ナ
デ

タ
タ
キ
・

ナ
デ

底
|ナ

デ
・

ス
リ
痕

餃
密

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

死
白

内
面
全
体
使
用
痕
席

あ
り
、
外

面
も
部

分
的

に
摩
耗

著
し
い

4
遅 路

田 入
SP

19
7

縄
文

後
期

際
鉢

同
部

ナ
デ

苑
線

の
間

に
刺

突
文

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
小

礫
良

橙
挙
滅

著
し
↓

27
4

1

進 路

南 入
S
P1
99

平
安

土
師

不
本
～
底

部
(4
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

子
持

ヘ
ラ

ク
ズ

ジ
底

オ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
柾

子
・

黒

色
粒

子
良

登
挙
滅
や
や
顕

著
、

内
面
黒
色
化

2
南
進

入
路

SP
19
9

奈
良
～
平
安

須
恵

藍
同

部
ナ
デ

。
自
然
和

タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

灰
自

内
外

面
と
も
黒
彩

の
痕
跡

あ
り

(漆

か
)
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
賃

器
種

部
位

云
置
圭

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
塩

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

1
田

進

入
路

平
安

土
師

不
ほ

ぼ
完

形
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

庚
:ケ

ズ
!

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

褐
摩
耗

の
痕
跡

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ
ず

、
内

面
黒
色
化

2
進 路

南 入
平

安
土

師
II
ll

完
形

12
4

23
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

!回
転
糸
切

り
後

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

橙
器
形

に
歪
み

あ
り
、
摩
滅
や
や
顕

著
、

つ
く

り
も
雑

1

進 路
雨 入

SP
20
1

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

鶏
(1
30
)

(4
8)

35
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
笹

内
面

わ
ず

か
に
摩

耗

2
遅 路

聰 入
SP
20
1

平
安

土
師

杯
日

縁
～

体
郎

(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
侮

粒
子

良
に

ぶ
い

橙
内

面
黒

色
化

27
4

3
進 路

雨 入
SP
20
1

平
安

土
師

甕
一 氏

(7
0)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

!ケ
ズ

ジ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・

雲
母
多

良
に
ぶ

い
黄
橙

華
滅
や
や

顕
著

1

建 路
円 入

平
安

土
師

皿
一 氏

(4
7)

ナ
デ

ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
ワ

リ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
に
ぶ

い
橙

2
進 隧

南 入
平

安
土

師
置

き
カ
マ

ド
日
縁

吉
[

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

故
意

に
破

壊
さ
れ

た
破

片
、

割
る

た
め

の
入

れ
た

切
れ

目
が

内
面

に
み

ら
れ

る
、

割
れ

目
も

直
線

的

l

進 路

雨 入
SP
20
5

平
安

土
日市

不
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:

回
転

糸
切

り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:橙
外

:に
ぶ

い
警

勺
面
摩

耗
や
や
顕
著

1
進 路

南 入
平

安
土

師
皿

底
部

(6
0)

ナ
デ

甍
:ケ

ズ
リ

密 母

致 雲
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅
・

ヨ
ゴ

レ
顕
著

1
進 路

雨 入
SP
21
0

縄
文

後
期

深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

阻
、

白
色
粒

子
多
・

小
礫

艮
月
褐

峯
滅

頭
著

1
外

周

道
路

SP
21
2

平
安

土
師

14
hか

体
～

底
部

(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

致
密

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

や
や

顕
著

1
南
進

入
路

SP
21
4

弥
生

甕
日
縁

吉
Б

ナ
デ

ケヽ
メ
・

波
状
文

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
黄

褐
肇
滅
や

や
顕
著

1
南
進

入
路

SP
21
6

平
安

土
師

不
ほ

ぼ
完

形
(1
22
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り

彗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

少
良

瞳
華
滅
や
や
顕

著
、

日
縁
部

を
一
部
欠

く
が
故
意

に
打
欠

い
た
可
能
性

あ
り

2
南
進

入
蕗

SP
21
6

平
安

土
師

ll
l

ほ
ぼ

完
形

(1
26
)

44
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

!ケ
ズ

リ
必
、

白
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒

登
粒

子
良

に
ぶ

い
赤

褐

内
外

面
に
ス
ス
状
付
着
物

、
日
縁

部
を

一
部
欠

く
が
故
意

に
打
欠

い
た
可
能
性

あ
り

3
進 路

南 入
SP
21
6

平
安

土
師

爵
台

杯
日
縁

～
台

部
(1
54
)

57
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
ナ
デ

お
、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
黒

色
粒
子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙

内
外

面
と
も
摩
耗
や
や
顕

著
特

に
見

込
み
部

が
黒
色

処
理

が
薄
れ

、
ザ

ラ
ザ

ラ
し
て
い

る
、
体
部

を
1/
2ほ

ど
欠

失
す

る
が

、
こ
れ

も
故
意

に
打
欠

い
た
可

能
性

高
い

4
進 路

雨 入
SP
21
6

奈
良
～
平
安

須
恵

不
日

縁
～

体
孝
К

(1
10
)

(4
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

反
白

27
4

5
進 路

雨 入
SP
21
6

平
安

灰
釉

陶
器

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

天
白

I

進 路
南 入

SP
22
1

平
安

只
釉

陶
器

髯
頸

重
勇
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

灰
白

1

避 路
田 入

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
鯨

33
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
:ケ

メ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
場

器
形

歪
ん
で

い
る
、
器

面
の
荒
れ
・
摩

滅
と
も
顕

著

I

周 蕗

外 清
中

世
須

恵
質

鉢
ヨ
縁

～
底

駅
(3
20
)

14
0

ナ
デ

ナ
デ

・
指

頭
痕

底
:す

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

軟
質

火
峯
滅
や
や
顕
著

、
体
部

内
面
下
半
摩
耗

頂
著

2
周 隊

外 消
平

安
?

須
恵

壺
か
甕

勇
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

挙
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

27
5

3
周 臆

外 清
平

安
?

須
恵

壼
か
甕

ミ
言
Б

14
0

ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

底
:ナ

デ
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
肇
滅

や
や

顕
著

周 隊

外 活
平

安
灰

釉
陶

器
椀

か
本
音
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
長

災
白

27
5

l

進 酪

西 入
奈

良
～
平
安

土
師

郷
ま
ば
完
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
!回

転
糸

切
り
・

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
浅

黄
橙

丁
寧

な
つ

く
り
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

2
進 路

西 入
奈

良
～
平
安

土
師

郵
日
縁

～
体

常
L

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
峯
滅

顕
著

3
進 路

四 入
SE
2

奈
良

土
師

杯
口
縁

～
体

郎
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

?
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

登
峯
滅
や
や
顕

著

27
5

4
進 路

西 入
奈

良
～
平
安

土
師

鉢
口
縁

～
体

害
E

15
8

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
本
部
外

面
器

面
剥
離

し
荒
れ
顕

著

27
5

5
進 路

西 入
茶
良
～
平

安
?

須
恵

芸 車
日

縁
部

16
6

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

勺
:灰

～
暗
灰

外
:

π

1

進 路
円 入

奈
良

土
師

邦
本
～

底
部

ナ
デ

ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

キ
底

:

ケ
ズ

リ
・
線
刻

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

喪
外

に
線

亥
」
あ

り

2
進 路

雨 入
奈

良
土

師
壼

日
縁
部

ナ
デ

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

内
面
や
や
摩
滅

8
進 路

南 入
奈

良
土

師
密

氏
部

(1
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ケ
ズ

リ
痕

底
:

(茎
雲
荒

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
良

明
赤

褐
内

外
面

と
も

器
面

荒
れ

て
い

る

4
雨

進

入
路

茶
良

土
師

甕
口
縁

言
Б

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

密
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒
魯

対
子

・
三

舟
艮

に
ぶ

い
ホ

II
B

外
面

や
や

摩
滅

5
爾

進

入
路

茶
良

土
師

甕
洞

～
底

部
(1
20
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

密
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

1
円

進

入
路

茶
良

土
師

甕
日
縁

吉
Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
明
赤
褐

1
四

連

入
路

奈
良

土
師

不
体

部
ナ

デ
ナ

デ
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
橙

2
西

進

入
路

奈
良

土
師

甕
ナ

デ
ケヽ

メ
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

各
粒

子
・

室
母

不
良

灰
褐

摩
滅

顕
署

1
西
進

入
路

奈
良

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
40
)

6)
2 
65

ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

橙
摩
滅
や
や
顕
著

2
西

進

入
路

奈
良

土
師

不
体

～
底

部
(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

橙
摩

滅
や

や
顕

著

3
西

進

入
路

奈
良

土
師

甕
底

部
(1
20
)

ナ
デ

ナ
デ
・
指
頭

痕
底

:木
室

To
‐

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

4
四

進

入
路

SX
5

奈
良

土
師

〓 重
伺

部
ナ

デ
ナ
デ

密 母

徴 雲
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
良

橙

5
西

進
入

態
奈

良
土

師
〓 霊

同
部

ナ
デ

ナ
デ

緻
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

黒
色

粒
子

良
橙

1
南
進

入
路

遺
格

外
平

安
土
師
質

脚
高
高
台

14
N

日
縁

～
脚

音
Б

(1
66
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒
子
・
雲
母

良
内 橙

浅
黄
橙

外
:

浅
黄

摩
滅
や
や
顕

著

2
南
進

入
路

遺
構

外
平

安
土
師
質

脚
高
高
台

邪
体

～
脚

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:ロ
ク

ロ
ナ

デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
黒

褐
摩
滅
や
や

顕
著

3
雨

進

入
路

遺
構

外
平

安
土
師
質

邪
口
縁

～
底

吉
Б

12
5

43
ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

底
:回

転

糸
切

り

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

艮
明
黄
褐

挙
滅
や
や

顕
者

、
内
外

面
と
も
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

4
進 路

南 入
遺
構

外
平

安
土
師
質

不
体
～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

階
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

橙
摩
滅
や
や

顕
著

27
6

5
南

進
入

稼
遺
構
外

平
安

土
師
質

不
体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

橙
摩

滅
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

ず

6
南

進
入

蕗
遺
構
外

平
安

土
師
質

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

雪 翌

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

浅
黄

橙
摩

滅
や

や
顕

著

7
遅 路

円 入
遺

構
外

平
安

土
師
質

14
h

体
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

必 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
摩

滅
や

や
顕

者

8
進 穂

爾 大
置
構

外
平

安
土
師
質

tT
N

本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
瞳

肇
滅

や
や

顕
著

9
進 路

南 入
遺

樗
外

平
安

土
師
質

皿
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
月
褐

肇
滅

や
や

顕
著

進 路
南 入

遺
構
外

平
安

土
師
質

皿
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸

樹
め

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
魯

対
子

・
三

舟
良

弓
灰

峯
滅
や
や

FR
著

11
進 路

円 入
筐
構

列
平

安
土
師
質

不
本
～

底
部

52
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

肇
滅

や
や

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値

ヌ
は
現
存

1
成
形
及

び
調

整
技

法
成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

12
進 路

南 入
遺

構
外

平
安

土
師
質

不
か

皿
本
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
聴

糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

や
や
不

良
に

ぶ
い

褐
底
外
線

刻
あ

り

13
進 路

南 入
遺

袴
外

平
安

土
師

質
不

本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
乾

糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
橙

本
外

線
刻

あ
り

、
摩

滅
や

や
顕

著

14
周 路

外 道
自
構

外
平

安
土

師
II
ll

日
縁

～
底

部
(1
32
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
や

や
不

良
勺
面

摩
滅

顕
著

15
進 路

南 入
遺
構
外

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(1
12
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

艮
こ
ぶ

い
黄
桂

肇
滅

や
や

顕
著

、
内

面
弱

く
2次

焼
成

を
受

け
て

い
る

、
体

外
線

核
1あ

り
、

不

鮭
明

進 路
南 入

遺
構

外
平

安
土

師
不

本
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持
ヘ

ラ
ク
ス

リ
底

:

回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 少
密 母

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
に

ぶ
い

橙
挙
滅
・

ヨ
ゴ

レ
や
や

頭
著

17
南
進

入
路

遺
構

外
平

安
土

師
不

日
縁

～
底

音
ト

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

内
面

や
や

摩
耗

27
6

南
進

入
路

遣
構
外

平
安

上
師

不
口

縁
～

底

部
(1
1

(4
0)

37
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り

密 母

致 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
良

に
ぶ

い
褐

体
内

線
刻

あ
り

、
比

較
的

鮮
明

円
運

入
路

遺
構

外
平

安
土

師
イ

日
縁

～
体

部
(■

0)
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

彗
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

撃
滅
や
や

頭
著

、
体
外
線
刻

あ
り
、
不

鮮
明
、
枝
位

「
□
山
Jか

連 路
田 入

遺
構

外
平

安
土

師
イ

口
縁

～
体

吉
ト

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

翌
′ 歩

や
や

不
良

に
ぶ

い
橙

雲
滅
や
や
顕
著

、
体
外
線
亥
1あ

り
、
不

,と
日日

迎 路
円 入

遺
構
外

平
安

土
師

杯
日
縁

音
L

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

必
、
赤
色
粒

子
多

良
瞳

本
外
線
刻

あ
り
、
比
較

的
鮮

明

南
進

入
路

遺
構
外

平
安

土
師

イ
口
縁

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

啓
、

赤
色

粒
子

良
登

肇
滅

や
や

顕
署

、
体

外
線

刻
あ

り
、

や
゛
刀
R名

と
日日

27
6

南
進

入
路

遺
構
外

平
安

土
師

不
か

口
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

笞
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
や
や

不
良

登
蟹
滅

や
や

顕
者

、
体

外
線

刻
あ

り
、

不
1と
口日

進 路
南 入

遺
構

外
奈

良
～
平
安

須
恵

杯
日

縁
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

蓄
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
驚
褐

本
外
線
刻

あ
り
、
比
較

的
鮮

明

進 路
雨 入

遺
構

外
平

安
土

師
イ

口
縁

吉
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や
顕
著

、
体
外
線
刻

あ
り
、
不

鮮
明

27
6

進 路

雨 入
遺
構
外

平
安

土
師

郭
日
縁

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

こ
ぶ
い
黄
褐

本
外
線

刻
あ

り
、
比
較

的
鮮

明

進 路
南 入

遺
構

列
平

安
土

師
郷

か
日
縁

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

登
本
外
線
刻

あ
り
、
や
や
摩
滅

し
不
鮮

明

建 路
円 入

遺
梼

列
平

安
土

師
士
下
か

本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒
子
・
黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

体
外
線

刻
あ

り
、
不
鮮

明

進 藤
雨 入

遺
構

刻
平

安
土

師
杯

本
音
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
峯
滅
や
や
顕

著
、
体
外
線

刻
あ

り
、
不

魅
閉

進 隊

雨 入
遺
椿

外
古

墳
?

土
師

爵
不

イ
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
男
赤

褐
本
外
線
刻

あ
り
、
や
や

不
鮮

明

進 路
南 入

遺
構

外
平

安
土

師
不

本
音
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ラヽ
ケ

ズ
ヅ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

美
橙

像
刻

は
比
較

的
鮮

明

南
進

入
際

遺
構

外
平

安
土

師
ll
lか

不
本
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ク
ス

リ
底

:

ヽ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
!灰

黄
褐

内
面
摩
滅
や
や
顕
者

、
体
外
線
刻

あ
り
、
比
較

的
鮮

明

南
進

入
態

琶
構

外
平

安
土

師
不

本
～
底
部

(4
 4
)

ロ
ク

ロ
す
デ

手
持

ヘ
ラ

ク
ス

リ
底

:

＼
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

駐
良

橙
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
者

、
底
外

線
刻

あ
り
、
や
や

不
鮮

明

南
進

入
路

遺
格
外

平
安

土
師

不
底

部
(3
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
至
、

白
色

粒
子

良
に

ぶ
い

橙
底
外
線

刻
あ

り
摩

滅
顕
著

南
進

入
路

遺
構

外
平

安
土

師
イ

氏
部

(3
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ク
ス

リ
底

:

回
転

糸
切

り
後

ケ
ズ

リ
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

底
外

線
亥
」
あ

り
、

や
や

不
鮮

明

進 路
南 入

遺
構

外
平

安
上

師
邦

一 監
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
奎
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

橙
底

外
線

刻
あ

り
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

進 路
雨 入

遺
構
外

平
安

土
師

不
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

氏
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、
赤
色
粒

子
艮

こ
ぶ

い
橙

壼
外
線

刻
あ

り

進 路
円 入

遺
構

外
平

安
土

師
不

か
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

壷
1回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
柾

子
・

黒

色
粒

子
良

登
医

外
線

亥
」
あ

り
、

内
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
雨

芸

進 路

雨 入
置
構
外

平
安

土
師

不
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

F_
:回

転
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
艮

こ
ぶ

い
橙

ミ
外
線
刻

あ
り
、
摩
滅
顕

著

進 路
雨 入

遺
構

外
平

安
土

師
杯

か
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

氏
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

督
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
登

蛋
外

線
刻

あ
り

、
摩

滅
や

や
顕

著

41
外

周

道
路

遺
構

外
奈

良
土

師
苛
イ

(高

盤
)

不
部

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

必 予
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良

内
:に

ぶ
い
橙

。
と

こ
ろ

ど
こ
ろ
黒

タ
ト

:

橙
・

と
こ
ろ

ど
こ
ろ

黒

内
面

ス
ス
付
着

南
進

入
路

遺
構

外
平

安
土

師
甕

桐
～

底
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

籍
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母

多
良

天
貢

褐
内

面
や

や
摩

耗
顕

著

酉
進

入
路

遺
構
外

奈
良
～
平
安

須
恵

不
底

部
00
)

(1
4)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

4、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

灰
白

底
外
外

面
線

亥
Jあ

り
、
摩
滅

著
し
し

外
周

道
路

遺
構
外

奈
良
～
平
安

須
恵

体
～

底
部

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

底
:回

転

糸
切

り
笞
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

一 火
内

面
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

著

南
進

入
路

遺
構
外

奈
良
～
平
安

須
恵

臣
ナ

デ
タ
タ
キ

4、
自
色
粒

子
良

内
:暗

紫
灰

外
:灰

内
面
磨

き
が
顕

者
に
見

ら
れ

滑
ら
か

周 路
外 道

遺
構

外
平

安
灰
和

陶
基

ll
lか

本
～

底
部

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
る
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

灰
白

肇
滅

や
や

顕
著

南
進

入
路

遺
構

外
平

安
天
和

陶
基

平
瓶

日
縁

=L
ナ
デ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

す
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
彗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

灰
白

周 踪

外 楢
遺
構
外

平
安

灰
和
陶
器

氾
手

ロ
ク

ロ
す
デ

ケ
ズ

ヅ
・
ハ

ケ
畜

、
黒

色
粒

子
良

災
自

釉
:オ

リ
ー

ブ

費
・

灰
オ

リ
ー

ブ

進 路
雨 入

遺
構

外
平

安
宛

日
縁

～
体

障
К

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

餃
密

、
白
色
粒

子
良

毀
肇
滅

や
や

顕
著

27
7

周 藤

外 消
遺
構

外
平

安
緑

釉
陶

器
Il

口
縁

～
体

諄
【

(1
34
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

戻
オ

リ
ー

ブ

進 路

雨 入
遺

構
外

平
安

緑
釉
陶
器

椀
本
～
台
都

(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:高

台
密

、
自

色
粒

子
良

戻
オ

リ
ー

ブ
苛
台

=卜

端
1こ
糸田

力
■

欠ヽ
け

周 路
外 道

遺
構
外

近
世

～
陶

器
腕

Ａ ヨ
(2
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

内
:淡

黄
外

:灰
白

・
淡

黄

周 路
外 道

遺
構

外
近

世
～

陶
器

重
か

氏
=Б

(7
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

際
和

・
蛇

日
高

台
密

、
白

色
粒

子
良

内
:に

ボ
い

黄
橙

・

褐
灰

外
:黄

褐
・

黒
・

灰
白

外
周

道
路

遺
構

外
近
・
現
代

磁
器

宛
日
縁

吉
I

(8
0)

ロ
ク

ロ
整

形
ロ
ク

ロ
整
形

致
密

、
赤
色
粒
子

良
灰

白
染

付

外
周

道
路

遺
構
外

近
・

現
代

磁
器

蓋
完

形
70

24
密

良
灰

白
染
付

(手
書

き
)
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表
 2
次

出
土

土
製

品
観

察
一

覧
表

― ∞ Ｏ ω ｌ

図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
又
は
現
存
値

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
・
裏

)

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
・

表
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重
さ
(g
)

1
南

進
入

路
平

瓦
20
 6

15
3

16
布

目
・
糸
切

り
痕

縄
目

(縄
タ
タ
キ

)

側
縁

ケ
ズ

リ
至
、

自
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:黒
褐

～
黒

外
:

黄
灰

～
黒

小
型

瓦

27
8

2
南
進
入

路
平

瓦
16

67
布

目
。
糸

切
り
痕

縄
目

(縄
タ
タ
キ

)

側
縁

ケ
ズ

リ
密

良

内
|に

ぶ
い

貢
褐

～
黒

外
:に

ぶ
い

黄
橙

・
に

ぶ
い

黄
褐

～
黒

3
南
進

入
路

平
瓦

67
14

健
タ
タ
キ
・

縄
目

布
目
・

糸
切

り
痕

密
、

自
色
粒

子
雲

母
良

内 圧

:灰
黄

～
灰

外
:

摩
滅

顕
著

4
南

進
入

路
丸

瓦
14

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

摩
滅

非
常

に
頭
著

5
南

進
入

路
肝
平
瓦
・

均
墜
唐

草
文

24
0

50
3,
83
0

凸
面

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

瓦
当

部
近

く
5c
m程

へ

ラ
ケ

ズ
リ

凹
面
布

目
・

下
半
分

欠
く

。
中
心
飾

り
は
、
ハ

ー
ト
形

に
似

た
左
右

に
3回

転
す

る
均
整
唐

草
文

を
配

す
。
上
外

区
左

右
脇

区
珠
文

を
配
す

粗
、

自
色

粒
子

・
小

礫
多

良
火

還
元
焔
焼
成

、
硬

質
、
脇

区
幅

1 
7c
m、

脇
区
周
縁
幅

5

6
南

進
入

路
平

瓦
11
8

72
30

2 
53
7

綴
タ

タ
キ

・
サ

デ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
粗

、
白

色
粒

子
多

・
小

撰
・

雲
母

多
良

天
黄

褐
峯

滅
顕

著
、

酸
化

焔

7
南

進
入

路
丸

瓦
0)

(8
5)

(2
 0
)

39
5

布
目
・

面
取

り
あ

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ケ
ズ

ツ
側

:ヘ
ラ

キ
リ
・

面
取

り
あ

り
粗

、
白

色
粒

子
良

火
粗
製

、
還

元
焔

、
玉
縁
長

4 
0c
m、

Я
存
筒
部
長
10
5

cm
、

現
存
筒
部
幅

8 
7c
m

8
南
進

入
路

平
瓦

17
7

20
1,
75
0

縄
タ

タ
キ
・

ナ
デ
・

ケ
ズ

ノ
・

狭
端
部
端

10
ca
lく

ら
い
の
幅

、
ヘ

ラ
ケ
ズ

ノ
で
消

す
。
凸
面
縁

面
取

り
あ

り

布
目
・

ナ
デ

・
ケ

ズ

リ
・

広
端

部
端
25
～

5c
mを

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

粗
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色

粒
子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
駿
化
焔
焼
成

、
や
や

軟
質

9
南

進
入

路
札

瓦
90

24
14
0 
1

工
具

に
よ

る
ヨ

ヨ
ナ

ナ
デ

側
:ヘ

ラ
キ

リ
密

、
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

駿
化
焔

、
玉
縁
長

5 
8c
n、

現
存
筒
部
長

3 
2c
m

外
周

道
路

平
瓦

30
L面

ナ
デ

』
面
布

目
酷

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
小

型
瓦

か

11
外
周
道

路
平

瓦
58

21
凹
面
布

目
・

ナ
デ
・

糸
切

り
痕

側
縁

面
取

り
あ

り
る
面
縄

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

火
華
滅
や
や
顕

著

南
進

入
路

九
瓦

74
ナ

デ
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲
母

良
灰
褐

挙
滅

や
や

顕
著

、
凸

面
に

ヘ
ラ

ガ
キ

状
沈

線
、

凹
面

剥
酢

南
進

入
路

平
瓦

11
8

7～
2

市
目
・
ナ
デ

ケ
ズ

リ
側

:ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

雲
母

・
小

機
良

こ
ぶ

い
黄

橙
』
面
縁
・

凸
面
縁

と
も
に
面
取

り
あ

り

南
進

入
路

平
瓦

1-
1

ナ
デ

!離
側

:ケ
ズ

し
畜

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
赤

褐
～

明
赤

褐

南
進

入
路

平
瓦

8 
1

11
 5

20
市

目
ナ

デ
電

タ
タ

キ
密
、

白
色
粒

子
不

良

蒋
:に

ぶ
い

赤
褐

朴
:に

ぶ
い

赤
褐

～
暗

茉
孝島

事
滅
や
や
顕

著

南
進

入
路

平
瓦

3 
1

54
24

当
面

縄
タ

タ
キ

』
面

布
目
・

糸
切

り

艮
白

色
粒

子
・

雲
母

下
良

に
ぶ

い
貢

橙

に
ぶ

い
黄

橙
～

黄
筆
滅

顕
著

17
南

進
入

路
半

瓦
70

75
18

』
面

布
目

至
、

自
色

紅
子

・
示

侮
地

子
良

天
当
面

剥
離

南
進

入
路

平
瓦

(7
5)

(7
9)

(2
1)

』
面
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
赤
褐

赤
褐

西
進

入
路

瓦
(4
0)

(9
3)

(2
6)

市
目

ケ
ス

リ
晉

、
自

色
粒

子
良

天
滅

著
し

,

南
進

入
路

貴
構

外
瓦

(4
5)

(2
8)

電
タ

タ
キ

ケ
ス

リ
や
や

粗
、

白
色

粒
子

多
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
赤

褐
:滅

や
や

吸
著

南
進

入
路

構
外

亙
(8
9)

(1
12
5

篭
タ

タ
キ

信
目
・

糸
切

り
や
や

粗
、

白
色

粒
子

多
良

火

面
連

入
路

重
構

外
平

瓦
(7
2)

eω
(1
9)

夕
タ

キ
ロ

市
目

阻
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

て
自

:滅
や

や
顕

者
、

凸
面

側
縁

面
取

り
あ

り

外
周

道
路

貴
構

外
丸

瓦
(6
7)

(4
9)

15
)

市
目

電
タ

タ
キ

や
や
粗

、
白
色
粒
子

良
戻
・

灰
白

肇
滅

顕
著

外
周

道
路

貴
構

外
F平

瓦
(4
4)

(5
0)

(3
3)

ケ
ズ

リ
ケ
ス

リ
密

、
白

色
粒

子
良

噂
灰

・
灰

雨
進

入
路

,B
43

噂
8 
1

61
23

83
2

切
り
痕

・
布

目
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
を 次

焼
成

頭
著

南
進

入
路

皓
上

塊
45

30
る
、

自
色
粒

子
・
金
侮
粒

子
登
～

明
赤

褐
nf
c痕

あ
り
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

tF
値

成
形
及

び
調
整
枝
法

(内
・
裏

)

成
形
及

び
調

整
技
法

(外
・

表
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重
さ

(g
)

南
進

入
路

粘
土

塊
37

5
密

、
自

色
粒

子
・

金
色

粒
子

鼓
維

痕
あ

り

28
0

南
進

入
路

粘
土

塊
46

58
ホ
色
粒
子
含

む
琶

稲
フ

ラ
状

の
繊

維
混

入
顕

著

外
周
道
路

,B
29

粘
上

塊
21

粗 多
や 母

や 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
月
赤
褐

鼓
維

痕
あ

り

外
周
道

路
;B
29

帖
土
塊

52
3 
1

14
8

ヽ 塚

密 母
白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
。
雲

月
赤
褐

誠
維
痕

あ
り

南
進

入
路

十
蜆

52
37

赤
褐

～
橙

・
灰

褐
職

維
痛

涜
り

南
進

入
路

詰
土

塊
47

21
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色

粒
子

・
金

色
泣

子
登

事
滅
や
や
顕

著

外
周

道
路

SB
32

附
十

塊
4 
1

16
語

、
赤

色
粒

子
破
維

痕
あ

り

南
進

入
路

賠
十

塊
12

13
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
に

ぶ
い

橙
～

橙
破
維

・
木

舞
?痕

あ
り

南
進

入
路

階
十

塊
47

10
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
に

ぶ
い

橙
～

橙
誠
維

痕
あ

り

南
進

入
路

脂
十

蜆
53

16
密

、
自

色
粒

子
・

母
に
ぶ

い
橙

～
橙
・
褐
灰

戯
維

痕
あ

り

外
周

道
路

脂
十

塊
2 
1

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子

外
周

道
路

千
揮

十
器

(4
0)

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ

。
指
頭

痕
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

艮
勺

:橙
～

黒
外

:橙

外
周
道
路

手
捏

土
器

(5
0)

ナ
デ

指
頭

痕
底

:ナ
デ

ヽ 子

密 対
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
良

浅
黄
橙

や
や

摩
滅

外
周

道
路

手
捏

土
器

37
ナ

デ
ナ

デ
底

!
ナ

デ
臨
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内
:橙

外
:橙

～
に

ぶ
い
黄
橙

や
や
摩

滅
、
器

面
一
部
剥
離

外
周

道
路

手
捏

土
器

/_
T

97
50

88
ナ
デ
・
指
頭
痕

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ
・

指
頭
痕

底
:指

頭
痕
・

ナ
デ
・

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

至
、

赤
色

粒
子

良
橙

～
に
ぶ

い
橙
・
褐
灰

南
進

入
路

土
錘

27
ケ
ズ

リ
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

～
灰

褐

外
周
道

路
宣
構

外
須
恵

質
土
製

3 
1

17
ナ
デ
・
磨

り
4、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
灰

弔
途

不
明

南
進
入
路

防
錘

草
(4
5)

56
7

工
具
使

用
ラヽ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

氏
:ナ

デ
や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

瞳
肇
滅
や
や

頭
著

外
周

道
路

紡
錘

車
57

25
77
 2
7

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
。

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

頭
著

第
14
表
 2
次

出
土

石
製

品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
叉

は
現

存
値

石
材

色
調

備
  

考
長

幅
厚

望
量

(g
)

1
外

周
道

路
砥

石
7

0
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

2
南

進
入

路
艦

石
26
8

辱
灰

死
白

3
南

進
入

路
砥

石
80

16
5

密
山

奇
灰

電
南

進
入

路
,3
39

抵
石

21
 5

8
2 
52
0

審
山

:

一 火

5
南

進
入

路
,P
20
7

砥
石

80
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

青
灰

6
外

周
道

路
,E
-1

砥
石

52
22

録
色

堤
灰

岩
羽

緑
灰

7
西

進
入

路
カ

ク
ラ
ン

抵
石

40
17

凝
灰

岩
天

白

南
進

入
lT
g

義
石

37
16
5

麦
山

岩
天

白

9
爾

進
入

路
IB
39

暦
石

0
71

に
画

岩
類

唆
音

南
進

入
路

蓉
石

2
18

皓
板

岩
青

灰

南
淮

入
路

舞
石

2
37

露
山

岩
天

自

12
面

准
入

膝
詰

石
7

33
31

ア
山
岩

一火

南
進

入
路

,P
21
6

磨
石

02
75

1 
08
0

,山
岩

吹
体

に
火

を
受

け
て

い
る

外
周

道
路

SP
2 
12

磨
石

37
ゴ
才

サ
/ト

度
白

外
周

道
路

,B
24

小
型

打
梨

石
斧

62
9

13
ホ

ル
ン

フ
ェ

アレ
ス

南
進

入
路

丁
斧

16
8

0
よ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
死

賃

南
進

入
路

T斧
(1
49
)

55
ホ

ル
ン

フ
ェ

アレ
ス

狽
青

反



挿
図

番
号

番
号

地
区

名
遺

構
名

分
類

法
量

※
( 
)は

指
定

値
又

は
現

存
値

石
材

色
調

備
  

考
長

幅
厚

重
量

(g
)

[8
南

進
入

路
10
0

18
階
板

岩
寺

灰

雨
進

入
路

丁
斧

(5
5)

4 
1

階
板

岩
言

灰

入
路

百
錘

か
?

54
25

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
寺
灰

入
路

黒
曜

石
剥

片
16

11
3

黒
曜

石

外
周

道
路

黒
曜

石
剥

片
4

石

28
5

南
進

入
路

皿
2.
58
0

山
岩

外
周

道
路

皿
(1
54
)

19
5)

山
岩

疋
白

|

∞ 〇 9 1

第
15
表
 2
次

出
土

金
属

製
品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

材
質

備
  

考
長

幅
厚

重
量

(g
)

1
雨

進
入

路
SB
5

鏃
・

人
箭

式
(3
 0
)

08
2

南
進

入
路

棒
状

鉄
製

品
(5
1

(0
7)

3
南

進
入

路
角

釘
(5
0)

鉄

4
南

進
入

路
不

明
鉄

製
品

0 
45

3 
32

鉄

5
南

進
入

路
鉄

製
品

(3
 8
)

6 
21

徴

28
5

6
外

周
道

路
1

(1
06
)

10
23
 2
7

鉄

7
南

進
入

路
製

品
(角

釘
か

?)
(2
 5
)

鉄

8
南

進
刀

子
(茎

部
)

(3
9)

鉄
9

南
10
 8
)

29
 8
2

鉄
10

子
(4
2)

10
鉄

11
12

6 
17

鉄
6

07
6 
73

28
6

人
路

(1
17
)

32
40
 4
2

28
6

南
遅

人
路

(■
7)

17
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黒褐色粘質土 (75YR3/2)締 まり強

土層説明

表土

旧耕作土

旧耕作土

暗褐色砂質土 (10YR3/4)砂混じる 。炭化物粒少量含む
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ロック多含む。やや砂

混じる

0      (1:60)     2m
|
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2次南進入路地区

SB12 カマド Ｅ
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∞
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SPA'
2647m

SB12 カマ ド土層説明

l 黒褐色粘質土 (10YR2/3)砂混じる・焼土小プロック含む

2 黒褐色粘質土 (75YR3//2)やや砂混じる・焼土ブロック含む (顕著)

3 暗褐色粘質土 (75YR3/3)や や砂混じる 。焼土ブロック多含む

4 黒褐色粘質土 (盈5YR2/2)や や砂混じる・黄褐色粘質土プロック含む 。焼土ブロック含む

5 黒褐色粘質土 (75YR32)黄 褐色粘質土ブロック・焼土プロック多含む

6 黒褐色粘質土 (10YR2/3)やや砂混じる 。黄褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

7 黒褐色粘質土 (75YR2/2)やや砂混じる 焼土ブロック多含む。灰色黄褐色粘質土ブロック含む

8 黒褐色 (5YR2/1)   砂混じる 。焼土小ブロック多含む

9 黒色粘質土 (75YR2/1)や や砂混じる・黒色・黄褐色粘質土ブロック含む

0      (1:30)     lm

SB13

SB12カ マ ド掘 りかた

土層説明

黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄 褐色

粘質土ブロック・焼土ブロック・

炭化物含む

黒色粘質土 (75YR2/1)責 褐色粘

質土ブロック含・焼土ブロック・

炭化物やや多含む

黒褐色粘質土 (75YR3/2)黄 褐色

粘質土プロックやや多含む 焼土

プロック・戊化物やや含む

0       (1:60)     2m

第 164図 2次 SB12(2)。 13(1)

-324-



2次南進入路地区

SB13

SB13 カマ ド

上層遺物出土状況

完堀および

下層遺物出土状況

SPA'

第 165図 2次 SB13(2)

EPB'

2648m

O      (1:60)     2m

SB13 カマ ド土層説明

1 灰黄禍色粘質土 (10YR4/2)焼 土粒・黄褐色粘質土粒多含

む

2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)焼 土小プロック・炭化物粒多含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)焼 土プロック・炭化物・責褐色粒

質土ブロック多含む

4 黒褐色粘質土 (5YR3/1)焼 土小ブロック・災化物多含む

5 黒色粘質土 (75YR2/1)砂 混じり,焼土粒含む

6 にぶい赤褐色粘質土 (5YR4/4)焼 土層

7 黒色粘質土 (10YR2/1)焼 土小プロック多含む・療化物含tr

やや締まり無くボツボツする

8 暗褐色粘質土 (10YR3/3)焼 土小ブロック・黄褐色粘質土小

プロック多含む

9 仄褐色粘質土 (名5YR4/2)焼 土ブロック・炭化物含む

SB13内 ピット1

SB13 内ピット1土層説明

1 黒褐色粘質上 (10YR3/2)焼 土プロック多含む 。炭化物やや多

0            (1 :30)          lm
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2次外周道路地区

SB14 カマド

SPA'
264.3m

0           (1 :30)          lm

SB14 カマド土層説明
1 黒褐色土 (5YR2/2)  焼土プロック・焼土化して硬い
2 黒褐色粘質土 (75YR3/1)締 まり有・硬い 。焼土プロック炭化物

が少し混じる

3 黒褐色粘質土 (10YR3/21締 まり有 ,硬い 。周囲に比べやや砂っ

ぼい 。焼土ブロック含む

土層説明

黒褐色粘質土 (■5YR3/1)締 まり強・硬い・焼土小片含む

黒褐色粘質上 (10YR3/2)締 まり強・硬い 。周囲に比べやや砂っ

tF▼ ヽ

黒褐色砂質上 (10YR3/2)締 まり強・硬い 。砂の粒子は細かい

暗褐色砂質上 (猛5YR3/3)締 まり強・硬い・赤褐色の上粒子が若

千含まれる
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0      (1:60)     2m
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SB16 カマ ド 遺物出土状況および焼土検出状況

∽
刊
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽
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ω
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‘
１
人
⌒
「
和
中
¨
¨
中
中
中
中
”
】
Ｗ
Ｗ
ヽ
Ｎ
‐

」
憎
。
、

Ｎ
ョ

SB1 6 カマ ド土層説明
l 暗褐色土 (75YR3/3)焼 土・炭化物・材多含む
2 暗褐色土 (75YR3/3)焼 土粒・炭化物粒含む
3 暗赤褐色土 (5YRy6)焼土層

SPA                                   SPA'
備 m

4 暗褐色土 (75YR3/3)焼土ブロック多含む

5 暗褐色上 (10YR3/3)黒色粘質土ブロック・

黄褐色粘質土プロック

含む

創

調
　
オ

物遺並
中下

朋ガ
堀完マカ６ＢＳ

0      (1:60)     2m

0           (1 :30)          lm

ｍ
「
ロ

”
０
衝

“
３

,PA'

2647m

EPA                                                   ⊆Eさ
2647m

土層説明

耕作土

暗灰黄粘質土 (25Y4/2)砂混じる 。焼土粒・災化物粒含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・焼土粒・炭化物粒含む

暗オリーブ褐色粘質土 (25Y3/3)砂 やや多含む・焼土小プロック・炭化物粒含む

0           (1 1 60)          2m

第 167図  2次 SB16・ 17

与m

EPA'

E      
→ピ

掠

SB16 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック含む

2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
3 黒褐色砂質土 (■5YR3定 )炭化物粒含む

SB17

EPA

EPB             EPB'

_▼

的
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2次南進入路地区

SB48引 9唖
ク97ィ

(75YR3/2)焼土プロック多・炭化物粒多含む
(10YR3/2)砂混じる。責粘色粘質土ブロック含む
(10YR3/1)焼土小ブロック 責粘色粘質土ブロック含む
(10YR3/2)黄褐色粘質土小プロック含む 。焼土粒 炭化物粒少含む
(75YR3/2)責褐色粘質土ブロック・焼土プロック・炭化物多含む
(75YR2/2)黄褐色粘質土プロック多含む

SB19 カマ ド

SPA'
2646m

0      (1:30)     lm
|

SB19 カマ ド土層説明

I 黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂混じる・責褐色粘質土ブロック 焼

土粒・炭化物粒含む

Ⅱ 黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂混じる 。焼土粒・炭化物粒やや多混

じる

1 黒褐色粘質土 (5YR3/1)砂少量混じる・焼土多含む・炭化物含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる 焼土粒 炭化物粒含む

3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)砂 やや多混じる・焼土粒・炭化物粒少含む

4 黒褐色粘質土 (75YR3/1)砂 少量混じる 黄褐色粘質土プロック・焼

土粒含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・黄褐色粘質土プロック含む・焼

土粒少含む

黒褐色砂質土 (10YR3/2)

黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 土ブロックやや多含む 炭化物粒含む

u14v9τ ι

`ヨ
Jヨ                               ヨdヨ

・ｍ
ａ
∽

ｇ
ヽ
ヾ
Ｏ
Ｎ

・口
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因
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土

土

土

土
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Ｂ

　

Ｉ

Ⅲ

２

４

５

SB18 カマ ド

SPA'

0           (1 :30)          lm

カマ ド土層説明

黒褐色砂質土 (10YR3/2)炭 化物粒 焼土粒少含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土小ブロック含む・焼土粒・炭化物粒少含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質上小プロック含む
黒褐色粘質土 (75YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック 焼土ブロック・炭化物多含む
黒褐色粘質土 (75YR2定)黄褐色粘質土ブロック多含む

第 168図  2次 SB18。 19

EPA                                               EPAl
2647m

O      (1:60)     2m
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2次外周道路地区

SB21

∽
コ
∞
．

SB21 土層説明
1 黒褐色粘質土

2 黒褐色粘質土

3 黒褐色粘質土

SB22
1

2

3

4
5

6

猛 s欧
,

弘
,

SPA'
2647m

手だ が :努 鷲挫
る 割4・ ゛。 っ ぃ。

1ぴ

ヤ°
ネv/  a     R9

｀
こ 9・4  SI

EPA'
2646m

醒一細

SPA                                             SPA'
獅

:6m

SB22

(75YR2/2)黄褐色粘質土小ブロック・焼土小プロック・炭化物含む

(10YR3/2)黄褐色粘質土小ブロック・焼土小ブロック・炭化物小含

む・やや砂混じる

(10YR3/2)黄褐色粘質土ブロック多含む 。焼土小ブロック・炭化物

含む

黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄褐色粘質上小プロック含む 。焼土粒・炭化物多含む

暗褐色粘質土 (10YR3た )責褐色・灰色粘土プロック多含む

黒褐色粘質上 (10YR3/2)黄褐色・灰色粘土ブロック含む

0             (1 : 60)          2m

カマド土層説明

灰黄褐色粘土 (10YR4/2)固 められ締まり強

褐色焼土 (75YR4/6)  完全な焼上プロック

暗赤褐色砂質土 (5YR3/2)や や締まり有・焼土層含む

黒褐色砂質上 (術YR2/2)や や締まり有・炭化物含む

黒褐色砂質土 (75YR3/2)焼 土化しかかる・やや締まり無い

黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 まり有

昇:169[剛  2,欠 SB21 ・22
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岳|

SB22 カマ ド堀りかた ｍヽ
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カマ ド遺物出土状況
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SB23 カマ ド

2次外周道路・南進入路地区

SB23

=子ヤ4

Fi

1および焼土範囲

Ｅ
め
ヽ・＜

工
Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
＜
住
Ш

にア 引
SB23内 ビット

0            (1 : 60)          2m

S823 内ビット1焼土範囲土層説明

1 灰黄褐粘質土 (10YR4/2)焼 土ブロック含む
2 灰褐色粘質土 (75YR4/2)黄 褐色粘質土小プロッ

ク・焼土ブロック少合む
3 黒褐色粘質土 (10YR3氾)黒色黄掲色粘質土プロッ

ク含む・焼土小ブロック

少含む
4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多

含む
5焼 土
6 灰褐色粘質土 (75YR4/2)黄 褐色粘質土プロック含

む・炭化物粒含む

SPC'SPC
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一 ― <2f姿
姪 型 陸

―
(45m

カマ ド土層説明

褐色粘質土 (10YR4/6)焼土プロック多合む 黄褐色粘質上プロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 掲色粘質土ブロック多含む ,焼土小ブロック含む

0           (1 130)          lm

SB24 土層説明
1 暗赤褐色粘質土 (5YR3々 )焼土が塊になって堆積
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)やや砂っぽい

3 黒褐色粘質上 (10YR2/2)
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2次外周道路・南進入路地区

SB26 カマド        |
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土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒 褐色粘質上ブロック・焼土小
ブロック・炭化物含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック・焼土小
ブロック含む

土層説明

暗褐色砂質粘土 (10Y郎/3)締 まり強・砂混じる

灰褐色シルト質上 (名5YR4/2)締 まり強・褐色のシル ト混
じる・乾くとザラザラして
いる

黒褐色粘土 (75YR3/2)  焼土混じる 。締まり強

0      (1:60)     2m
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2次外周道路地区

SB29
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第 173図 2次 SB29
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暗褐色粘質土 (10YR3/4)  プロック状に軟質な部分があ
る・耕作している撹乱の可能

性有
黒褐色粘土 (75YR3/2)  炭化物・焼土片を含む 締ま

り強 かなり黒っぽい

暗褐色砂質土 (10YR3/3) 灰黄褐色の砂質上のうち部分

的に暗赤褐色に変色
黒褐色粘質土 (75YR3/2) 責褐色粘質土プロック多含む

焼土粒・濃化物粒含む

暗褐色シルト質土 (10YR3/3)締 まり強 やや粘性有り

SB29内 ピット1

EPA.
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SB29掘 りかた
Ｅ
卜
す
０
劇

，

・Ш
盛
Ш

旧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

旧

．

博
０
■
９
ゴ

ｒ
一０
丼

0            (1 :30)          lm

，　
茄

ＥＰＤ一射

0           (1 : 60)         2m

⑫
∇



2次外周道路地区

SB30。 32

SB32遺物出土状況

呼〈「メ
/″

キ
ヽ
ヽ
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オ総醐）様
ｇ

ｇ

SB30 焼土範囲土層説明

1 にぶい赤褐色粘質土 (5YR4/3)硬化した焼上の範囲

2 反責褐色粘質土 (loYR4/2) 砂混じる

3 黒褐色粘質土 (7うYR3/21  焼土粒含む

4 褐仄色粘質土 (猛5YR4/1)  焼土粒少含む

0     (1:60)    2m

o           (1 :30)         lm
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カマド上層説明

暗赤褐色粘質土 (5YR3/3)仄 費褐色粘土含む 。非常に硬化する 。袖の一部か

灰黄褐色粘質土 (10VR4/2)焼 土小プロック少含む

暗褐色粘質土 (10YR3/31 焼土小ブロック少含む

灰責褐色粘質土 (10YR4/2)責 褐色粘質土プロック含む

SB30焼土範囲           ゝ

ゝ
SPA'

SPA'
2647m

第 174図 2次 SB30・ 32
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2次南進入路地区

SB31

翌 7m

EP8 EPB'
2647m

Ｂ３

１

２

　

３

土層説明

黒褐色粘質土 (75YR3/2)責褐色粘質土ブロック多・焼土プロック・λ化物多含む
黒褐色粘質土 (10Y圏 /2)黄褐色粘質土ブロック含む・焼土プロック・炭化物多含

む

黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄褐色粘質土ブロック・焼土ブロック・炭化物少含む

SB31 カ

SPA'

0            (1 :30)          lm

ポ　　、Ｘぁ／

EP                            
毀,m

SB31
1

2
3

0      (1:60)     2m             4
5

6
7

カマド土層説明

灰褐色粘質土 (75YR4/2)焼土ブロック・黄褐色粘質土プロック・炭化物含む
黒褐色粘質土 (76YR3/2)焼土ブロック非常に多く含む・責褐色粘質土プロック含む
黒色粘質土 (75YR2/1)焼 土ブロック・黄褐色粘質土 黒色粘土プロック含む
焼 土

黒褐色粘質土 (10YR2/2)責褐色粘質土プロック・焼土粒含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色粘質と 黒色粘土ブロック含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)責褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

第 175図 2次 SB31
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2次南進入路地区

SB34

うθ       Чt卜○

EPA'
2645m

EPB'EPB

SB34 土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼土ブロック・炭化物多含む

黒褐色 (10YR3/2)焼 土プロック・え化物・黄褐色粘質上プロック含む

黒褐色 (10YR3/2)焼 土プロック・やや砂混じる 。黄褐色粘質土プロック含む
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カマド土層説明        捌

璽落低疑誓星☆お葛認所
°
経圭究サ多

多
良之粘土ブロック・川ヒ物含む

艶 粘質土 伝X毘か
募響写少暮志

・反色粘土プロック・角 物 ・焼土

冨電倉驚暑三十1樹捨影夕 毎きそ三夕そ;妄身彗曇1重三尊夕意3ケ警怠
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量帽雹韓暑圭t)躁呂断劣 優雹範圭チ:サ 多暮忠.璧者爺至昇苫

`夕

暮む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒色黄褐色粘質土プロック含む
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2次南進入路地区

SB35

EPA'

SB36 土層説明
1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂混じる 焼土小プロック・黄褐色粘質土ブロック含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる 焼土プロック・黄褐色粘質土プロック含む
3 黒褐色粘質土 (75YR2/2)黄褐色粘質上プロック・焼土プロック含む

0       (1160)     2m

SB36 カマ ド

第 177図  2次 SB35。 36

SB35 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/1)焼土粒・炭化物含む 黄褐色粘質土プロック

含む

2 黒褐色粘粘質土 (10YRyl)焼土ブロック・災化物粒含む

3 黒褐色粘粘質土 (■5YR3/1)焼土プロック・黄褐色粘質土ブロック含む

カマ ド土層説明

黒褐色粘質土 (盈5YR3/1)砂混じる 焼土プロック多含む・責褐色粘

質土ブロック含む

黒褐色粘質上 (5YR2/2)砂混じる 焼土小プロック・責褐色粘質土

ブロック含む

黒褐色粘質土 (5YR2/2)砂混じる 焼上小プロック

焼土

黒褐色 (75YR3/2)  責褐色粘質土ブロック多含む・焼土プロッ

ク含む

黒褐色 (盈5YR2/2)  責褐色粘質土ブロック・燒土プロック含む
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第 178図 2次 SB37
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SB37 カマド
    協|   

バ

SPA                                                  ttE△ '

獅

SB37 土層説明

1 黒褐色粘質上 (25Y3/1)砂 混じる 焼土ブロック・炭化物・黄褐色

粘質土プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる 焼土プロック・炭化物・責褐色

粘質土プロック含む

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる 灰色粘土プロック

4 黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂 混じる 灰色粘土ブロック・焼上プロッ

ク・炭化物含む

5 黒色粘質土 (75YR2/1)秒 混じる 焼土プロック・災化物含む

Ｅ
め

　

　

捌

SPA'
2645m

SB37 カマ ド土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)焼 土プロック・炭化物含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 上小ブロック・責褐色粘質土プロッ

ク・炭化物含む

3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)責 褐色・灰色粘質土ブロック含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂混じる。黄褐色粘質土プロック・

焼上ブロック含む
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2次南進入路地区

SB39

カマ ド

届|

0           (1 :30)          1■

土層説明             
卜す~rT司 r+―――――一引

暗赤褐粘質土 (5Y3/2) 焼土塊多含む
黒褐色粘質土 (■5YR3/2)焼 土ブロック・黄褐色粘質土ブロック含む・炭化物少含む
黒褐色粘質土 (盈5YR3/1)焼 土ブロック・黄褐色粘質土プロック含む・炭化物少含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼土小ブロック多・黄褐色粘質土プロック多含む
4層 に比べ、焼土多い

暗褐色粘質土 (10YR3/4)責褐色・黒色粘質土ブロック多含む
黒褐色粘質土 (盈5YR3/1)資 褐色・黒色粘質土プロック多含む・焼土プロック少含む

0            (1 : 60)           2n
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2次南進入路地区

カマド土層説明

褐色粘質土 (10YR3/2)
褐色粘質土 (75YR3/1)
色粘質上 (75YR2/1)
赤褐色粘質土 (5YR3/3)
褐色粘質土 (10YR22)

土 (5YR2/2)
土 (10YR3/2)
土 (10YR3/3)
質土 (5YR3/2)
土 (10YR3/2)

(75YR3/1)
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EPA'

EPB'
2645m

SB40 土層説明

l 黒褐色粘質土 (10YRy2)やや砂混じる・黄褐色粘質土ブロック・焼土プロック・炭化物合む

2 灰黄褐粘質土 (10Y酔2)やや砂混じる・黄掲色粘質土プロック・焼土プロック・炭化物含む・カマド覆土

3 黒褐色粘質上 (75YR3/2)やや砂混じる・焼土ブロック多含む・炭化物多 カマド覆土

4 灰黄褐粘質土 (10YR4/2)やや砂混じる・黄褐色粘質土プロック含む・焼土プロック・炭化物少合む (掘 り形覆土)

5 黒禍色粘質土 (子5YR3/21やや砂混じる・黒色黄褐色粘質土プロック 焼土小プロック含む

6 暗赤褐粘質土 (51R3定 )焼土ブロック・炭化物含む

0      (1:60)     2m

第 181図  2次 SB40

SB40 カマ ド

V  ttn
SB40 カマ ド土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂混じる 焼上プロック多含む・炭化物含む

2 黒褐色粘質土 (10YR32)やや砂混じる。黄褐色粘質土ブロック

3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)やや砂混じる・黄掲色・黒褐色粘質土プロック含む・炭化

物少

4 黒掲色粘質土 (75YR2/2)や や砂混じる・黄褐色粘質土プロック 焼土粒含む

5 黒褐色粘質土 (75YR2/2)や や砂混じる・焼土プロック・黄褐色粘質土プロック含む
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2次南進入路地区
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焼土ブロック多含む・災化物含む

やや砂混 じる。黄褐色粘質土プロック合

む 。焼土粒含む

やや砂混 じる。責褐色粘質土プロック含
む 。焼土粒含む

黄褐色・黒色粘質土プロック多含む・焼

土ブロック少含む

焼土層
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SB43 カマド土層説明
1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)責 褐色粘質土プロック・焼土ブロック・炭化物多含む
2 褐灰色粘質土 (75YR4/1)砂 混じる 。黄褐色粘質土ブロック

3 灰褐色粘質土 (75YR4/2)砂 混じる 。責褐色粘質土プロック・炭化物
4 褐色粘質土 (75YR4/3)砂 混じる・黄褐色粘質土ブロック

第 182図 2次 SB41～ 43
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カマ ド土層説明

暗赤褐色粘質土 (5YR3/2)

黒褐色土 (75YR3定 )

黒褐色土 (10YR3/2)

黒褐色土 (75YR2/2)

暗赤褐色土 (5YR3/3)
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期 解銃 語 と解 ム蘇  葵 騨
土コ住OⅥ並/め

SP6 上層説明

1 黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強      SP10

蝉 潔

櫛 m坤

土戸

獅

1 黒褐色粘土 (75YR3/2)締 まり有     1 灰褐色粘土 (75YR4//2)締まり強
2 にぶい黄褐色粘土(10YR4/3)締 まり有・  2 黒褐色粘土 (75YR3/1)締まり強

焼土小片混じる

塾     嶽 m 3幕 ξサ君
翔 色粧 鉾 Yy0 3聯 働 雖 QOYR3 41シ ルト質

  … ^

S号 ・

言糧謂 徽 観 )%蝦色糸Ж締鋤強 
冒

亭[曇
1登 いYR〃つ締ま 澪

亭5許
伽 り   f扁 斧

ω釈劾

3 黒色粘土 (25Y2/1) 締まり強 (柱FR)        2 黒褐色粘土 (25Y3/2)締 ま  2 黒褐色粘土 (10YR2/3)

4 黒褐色粘土 (25Y3/1)                     り強                 締まり有

げ⌒   琶∩坦,翌ぽP奇 』

勘繁  Ψ
獅

托プ師 U
_            SP5 土層説明

SP6                                   SP7

-亨戦えm 一
武 ,T

_                    2645m
壁r: 壁

全_碇

ミ三生ノ

難 m 覗 18土層説明

鞄鞠停Ⅷ】ピ
強     SP19 上層説明

l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ

2次外周道路・南進入路地区 SP4

ヤ       ~  3黒 褐色粘± 6YR2/21締 ま
    x :層 IttF磁 ,貴SP14 上層説明                      。nの .     り強SPZl      ′~   I        sP22        A   2 

黒褐色粘土 (10YR3/2)締ま1 暗褐色土 (10YR3/4)締まり有甘7mY圏 か 締まり有    SP劉

FttPド   聖∈堅⑥毬 聖り堅 輩V~
SPA               SPA'

SPA               SPA'

-2644m               -264

く と 夕        
翌  ~ SPA'  SPA    SPA

師

SP21■gttν

ttm_Ⅳ 郭 m

躍 。 錦 漂
ア  7ギ 【晨深サ打子

√

峠 地 系

晋

2期

鏃 生 却 喧
晰

1 黒掲色粘質土 (5YR3/1)締 まり有       3 暗褐色粘土 (10YR3/3)ク
2 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有

      第 183図  2,欠 SPl～ 11 ・ 13,14・ 17´ヤ 22
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2次外周道路・南進入路地区

S琶

≪⊇》講|ゝ
2645m

U
SP23 土層説明

1 黒掲色粘土 (10YR3/2)  締まり有

2 にぶい黄褐色粘土 (10YR5/3)締 まり有

SP26

SPA              SPA'

塾◎ξ
、      SPA

2645m

マ

SPA                     SPA

K
SP28 土層説明
1 黒褐色粘土 (75YR2/2)締 まり強・硬い

2 黒褐色粘土 (10YR3/2) 黄色系が強い

3 黒褐色粘土層 (10YR2/2)締 まり有

SP30

,

SPA             SPA'
~く

三 三 こ こ と >26455m

SP30 土層説明

1 黒褐色粘土 (75YR3/1)締 ま り強

土層説明

黒褐色粘土層 (75YR2/2)締 まり有

SP29 土層説明

l 暗赤褐色粘質土 (5YRy2)締 まり強・やや砂が混

じる

2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 まり強
3 粘質土 (10YR3/2)や や締まり無し・ブ ドウ根に

よる撹乱が中央に入る

SPA
2643m

SP27 土層説明
1 黒褐色粘土 (10YR3/1) 締まり強 硬い

2 にぶい責褐色土 (10YR4/3)締 まり有・硬い

3 黒褐色粘土 (25Y32)  締まり有
4 灰黄褐色粘土 (10YR72)締 まり有

SP33

SPA

鞘

掲色土 (10YR3/2)締まり強 やや砂が混じる
色粘土 (10YR〃1)締 まり強・焼上の小ブロック混じる

SP34 土層説明
1 黒褐色土 (75YR5/1)締 まり強・黒色粘土プロック含む
2 黒褐色土 (10YR3/2)締 まり強 砂っぽい
3 黒褐色土 (75YR3/1)締 まり強'3ma程度の黄掲色土 ブロック

含む
4 黒褐色土 (75YR/1)締まり強

0    (1:20)   50cm

SPA               sPA'

V
土層説明

Ｐ２

１
SP24 土層説明

1 暗褐色土 (孔OYR3/3)

2 黒褐色粘土 (10YR3/1)
3 黒褐色粘土 (10YR2/3)

SP25
1

2

黒褐色粘土 (10YR3/2)

締まり有

黒色粘土 (5Y2/1)

締まり有

８

ＳＰ２
　

ＳＰＡ
・

SPA

年

３

望
ヽ
望
【

Ｐ３

‐

２

― r

SPA

SPA'

土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる                  ＼

黒色粘質土 (75YR″1)砂混じる 黒色粘土プロック・焼土プロック多含む
黒色粘質土 (75YR2/1)黄 褐色粘質土プロック・炭化物粒含む
黒褐色粘質土 (75YR3/2)秒 混じる 焼土プロック・黄掲色粘質土ブロック含む
黒色粘質土 (10YR2/1)責 褐色粘質土プロック多含む

第 184図 2次 SP23～ 31,33～ 35
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2次外周道路・南進入路地区

SP36

」

SPA

2
3

4

Y SPA⊆)聖
'

SPA           sPA'

ビ ゲ

26455m

SP39 土層説明

1 黒禍色粘質土 (10YR2/3)締 ま り

有・硬い 。周囲に比べ粘土っばいSPA'

SPA          sPA'

SP40 土層笠;子
＼ミ二万茅

″″
!第・

5m

l 黒褐色粘質土 (10YR2/8)締 まり有・硬い・やや粘性がある

SPA

＝
熊
十

SP43
1

2

3

土層説明

黒禍色粘質土

黒褐色砂質土

黒褐色砂質土

序

 ヽ  SPA'
I

黒褐色粘質土
黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土
黒褐色粘質土

2645m
SPA'
2645m

SP38 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)締 まり
有・硬い。黄褐色の粘上がマープ
ル状に混じる

土層説明

黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり強・硬い

黒褐色粘土 (75YR3/2)締まり強

暗褐色土 (10YR3/3)締まり強
黒褐色土 (子5YR3/1)締 まり強

SP41・ 42・ 44

SPA

SP37 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

締まり有・硬い

2 黒褐色粘質土 (名5YR2/2)

λ化物が混じる

第 185図  2,欠 SP36～ 44

SPA'

(10YR3/2)締 まり有・若干砂が混じる

(10YR2/2)締 まり無くやや軟質・木草の根による撹乱の可能性有

(75YR2/2)締 まり強・硬い 責褐色・黒褐色の粘土がまだらに混

じる

＼

・42・ 44 土層説明

黒色粘質土 (75YR2/1)黄 褐色粘土プロック多含む・焼
土小ブロック・炭化物含む

(10YR 3/2)黄褐色粘土プロック多含む

(75YR3/1)黄褐色粘質土プロック含む・焼
土粒少含む

(75YR3/1)責褐色粘質土プロックやや多合
む 。焼土粒炭化物粒

(75YR3/1)黄褐色粘質土プロック多含む

(75YR3/2)費褐色粘質土ブロック多含む

(10YR3/2)黄褐色粘質土ブロック多含む・

炭化物粒含む

0        (1 :20)       50om

SP43

SP36
l
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2次外周道路

SP45

南進入路地区

√
・く
に
Ш

SP46 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)締 ま

り強だが土粒子は細かくサラサ

SP45 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)

まだら状 締まり強
2 黒色粘上 (75YR2/1)

砂混じり

SP48
ゝ

ｓＰＡ
一

土層説明

黒褐色粘質土層 若千砂も混じる 焼土片が混

入

黒色粘土 (10YR17/1)締 まり有 粘性ややあり

黒色粘土 (5Y2/1)締 まっているが水分を含む

ためやや軟質
4 黒色粘質土 (10YR1 7/1)

粘土がやや混じる
締まり有 暗責褐色の

SP51

SP51 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり強 焼土片を

少し含む

黒褐色粘土 (76YR3/1)締 まり強 土器片を

含む・粒性やや強い

黒褐色粘質土 (10YR1 7/1)暗 責褐色粘質土

プロック含む

SP47 土層説明

黒褐色粘質土 (75YR3/1)締 まり強だがやや砂が混じる

黒褐色粘質土 (10YR3/1)締まり強だがボソボソした感じ

黒褐色粘質土 (25Y3/1)締 まり強だが上粒子は緻密で均質
黒褐色粘土 (10YR3/2)自 然推積層

SPA'

SPA' SP53 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/4)締 まり強
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締 まり強

焼土片を含む
3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)下 の方はや

や黄褐色の粘土が混じる

0        (1 : 20)       50om

第 186図  2次 SP45～ 51・ 53～ 55

やや砂が混じる 焼土細片も混入

締まり強 炭化物・焼土片が混じる

暗黄褐色の粘上がマーブル状に混じる 締まり強S極
鞘

SPA              sPA'
カクラン    2646m

SP50 土層説明
1 黒褐色粘質土 (■5YR3/1)やや砂が混じる 締まり強

SPA

SP55 土層説明

1 灰褐色砂質土 (10YR4/2)締 まり強

黄褐色の粘土と

締 まり強 やや

1 黒褐色粘質土 (75YR3/1)
2 黒褐色粘土 (10YR3/2)
3 黒褐色粘上 (25Y3/1)

SP49

DA'

SPA
脇

土層説明Ｐ４

１

２

３

４

Ｐ４

１

　

２

３

SP53

l轟墾毎嘗辱季示擢黙か締まり強
2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)締 まり強

焼土片をわずかに含む
3 
屠要亀雹房薙≦鯉 )締まり強

4員
紀協申浅ぎ宵Y翠 締まり強
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SP58

」

SPA

SP60

√

SP60 上層説明
1 暗褐色土 (10YR3/3)締 まり有
2 暗褐色砂質土 (■5YR3/3)シ ル ト質・締まり強

土粒子は細かくザラザラしている

'~ SP58 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色

粘質土プロック・焼土小プロック・

炭化物粒含む          SPA
2 黒褐色粘質土 (75YN71)灰褐色

粘質土プロック含む。焼土プロッ

ク・炭化物含む

滑ふ
3::与

繋
珊 協揚々擁盟

黒褐色粘質土 (10YR3/2)灰褐色

粘質土ブロック含む。やや砂混じ

る。炭化物・焼土プロック含む

黒褐色粘質土(10YR3/2)砂混じる。

黄褐色粘質土プロック含む

黒褐色粘質土(10YR3/2)砂混じる。

黄褐色・灰褐色粘質土ブロック合

む

SP59 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/3)締 まり強・焼上小片を全

体的に含む

2 暗褐色土 (10YR3/4) 褐色の砂質上が含まれる

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締 まり強

SP62・ 63・ 64

1 黒褐色粘質土 (名5YR3/1)締 まり有・土器細片を少含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締まり有・褐色の粘質土層が混じる

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締まり有・土器細片を少含む

SP65 上層説明

l 黒褐色砂質土 (75YR3/1)上 器細片を少含む。やや締まり有
2 黒褐色砂質土 (101Rν 2)締まり有

SPA'

SPA'

SPA'
2645m

SEA'
2646m

暉
PЫ

已◎
SP61 土層説明

1 暗褐色土 (10Ⅵ躙/3)締 まり強・

硬い・焼土小片を含む
2 黒褐色粘質土 (75YR2/2)締 ま

り強・焼土小片を含む

SP67

SPA

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒 褐色・黄褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土ブロック多含む

黒褐色粘質土 (75YR3/2)や や砂混じる 責褐色粘質土プロック含む

 ゝ  き

6(》

重|
V

SP68 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼土炭

化物の小片を含む 。締まり強

0       (1 :20)       50cn

SPA'

⊃欺
SPA

ツ

説明土層;

ヤ

Ｐ６

１

２

３

第 187図 2次 SP56・ 58～ 68
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SP72

2次外周道路 。南進入路地区

SP71

SPA

ガ

黒掲色粘質土 (75YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック・焼
土ブロック含む

SPA
2647m

SP76 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)  砂がやや混じる 。締まり有
2 黒褐色シルト質土 (10YR3/2)締 まり有・土粒子細かくサ

ラサラしている
3 黒褐色粘質土 (10Y郎/2) 周囲に比べやや軟弱

SP72 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)締 まり強
2 黒褐色砂質土 (75YR3/2)周 囲に比べるとやや軟質
3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)締 まり強 1に 比べ明るい。

責褐色が強い・締まり強

SP77

SPA

SPA

SPA'

ゝ
SPA'
2646m

SPA            SPA'
2646m SPA           SPA'

2646m

▼
SP77 上層説明
1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)

黒色粘土ブロック多含む
2 黒褐色粘質土 (75YR2/2)

黒色粘土ブロック多含む

sEA                   SPA'
2646m

SP81 土層説明
1 黒褐色 (75YR2/2)黄褐色粘質土

プロック

2 黒褐色 (10YR3/2)責 褐色粘質土
プロック

ＳＰＡ
一２６４

望

、ヽャ
、
、
削
�
問
り
�
′
′
′
／
／

SP73          F盟
◎

』
SPA              SPA'

2647m

SP73 土層説明
1 黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強・

土器片を含む
2 黒褐色粘土 (75YR2/2)暗 黄褐色

が強い 。やや砂が混じる
3 黒色粘土 (75YR2/1)締 まり強

SPA
2646m

SP78 土層説明

l 黒褐色粘質土 (75YR3/2)黒 色粘土
ブロック含む

2 黒褐色粘質土 (75YR2/2)黒 色粘土
プロック含む

SPA

SP82 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

粘質土プロック

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

粘質土プロック多含む

黄褐色

黄褐色

黒色粘質土 (75YR″1)黄褐色粘質土ブロック含む

ウ SP80 土層説明

SP79 土層説明

1 黒褐色土 (75YR2/2)責 褐色粘土ブロ ック含 む

2 黒褐色土 (10YR3/2)責 褐色粘土ブロック含 む

SPA             SPA'
2645m

SP83 土層説明                  SP84 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)黒 色粘土ブロック・灰  1 黒褐色粘質土 (75YR3定 )黒色粘土
色粘質土プロック多含む              ブロツク・灰色粘質土プロック多含

2 黒褐色粘質土 (75YR2/2)責 褐色粘質土プロック    む
2 黒褐色粘質土 (■5YR2/2)黄褐色粘

∝m     雖 ブロック

第 188図  2次 SP71～ 73・ 76～ 85

1 黒褐色土 (75YR2/2)黒 色粘土   SP85
ブロック・焼土ブロック含む

    √

SP85 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黒 色粘土プロック・焼土ブロック
含む

2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黒 色粘土小プロック・焼土粒含む
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土プロック含む

- 348-



年
SP90

SPA

SPA SPA' SPAI

SP90 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黄 褐色粘質土プロック含む
2 暗赤褐粘質土 (5YR3/2)黄褐色粘質土プロック含む

SEA

SPA
SP87 土層説明
1 黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まり強
1'黒褐色粘土 (10Y隠/1)若干砂が混じる

2 黒褐色粘土 (10YR3彦 )シルト質

SP92・ 93

SP92 土層説明      ~
1 黒褐色粘質土 (75YR3/1)黒 色粘土プロック・黄

褐色粘質土プロック含む・焼土小プロック含む
2 黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄 褐色粘質土プロック

多含む・黒色粘土プロック少含む
3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄褐色粘質土プロック・

炭化物少含む

第 189図  2次 SP86～ 90。 92～ 95

SP93 土層説明
1 黒褐色粘質土 徹5YR3/1)焼 土プロック・黒

色粘土プロック含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 土プロックやや

多含む 。黒色粘土ブロック含む

2次外周道路・南進入路地区

Ч  SP86

SPA

SE△ '

黒褐色粘土 (75YR3/2)暗褐色土プロック
が混じる。焼上小片が混じる
暗褐色シルト質土 (10YR3/3)や や締まり有
黒tB色粘質土 (10YR3/2)締 まり強
黒褐色粕土 (75YR3/1)焼土小片力鵡じる
黒褐色シルト質土 (10YR3/2)自 然増債土

SP94・ 95 土層説明
1 暗褐色粘質土 (名5YR3/3)黒 色粘土

プロック・焼土小プロック含む

2 黒色粘質土 (10YR2/1)黒色粘土プ
ロック・焼土粒含む

3 褐色粘質土 (10YR4/41黒色粘土ブ
ロック・焼土粒含む

『

餌
翔

粘質土 (5YR)黒色粘土プロック 焼土プロック含む
黒色粘質土 (7「r肥71)黒色粘土プロック多含む
黒褐色粘質土 (7ЫR3/2)黒色粘土プロック・黄褐色
粘質土プロック含む

SPA

SP89 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10Y門 /2)

2 黒褐色粘質土 (7うY13/1)

粘土ブロックが混じる

翻一２６４６

締まり強

暗褐色の

SP88 土層説明

SP95

SP92

0    (1:20)   50cm
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2次外周道路 。南進入路地区

SP96 土層説明

l 黒褐色粘質土 (75YR2/2)

2 黒掲色粘質土 (76YR2/2)

SPA'
2645m

褐色粘土プロック

黒色褐色粘質土ブ
ロック含む

SPA                 SPA'

SP97 土層説明                      SP99 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黒 色粘土プロック・責褐色粘質  l 極暗褐色粘質土 (75YR2/3)黒色粘

土プロック・焼土小プロック多含む             土ブロック・焼土粒含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 土小プロック多含む     2 褐色粘質土 (75YR4/3)黄褐色粘質

3 暗赤褐色粘質土 (5YR3/4)黄 褐色粘質土プロック多含む    土小プロック多含む

4 黒褐色粘質土 (5YR2/1)掲 色粘土プロック多含む

SP102

SPA' SPA

SPA

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黒色粘土プ
ロック・責褐色粘質土プロック・焼土

粒含む

SP1 01 土層説明

1 暗褐色粘質土 (5YR3/2)黒 色粘土ブロック

焼土小プロック含む
2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)黒色粘土ブロック

責褐色粘性ブロック含む

／／／′靱庁′／′‐ヽ
ヽ

ト

SP100

SP100 土層説明

1 灰褐色粘質土 (75YR4/2)
2 黒褐色粘質土 (■5YR3/2)

黒色粘質土プロック・焼土粒含む

黒色粘質上ブロック・責褐色粘質

土ブロック含む

SP103 土層説明

1 暗オリープ褐色粘質土 (25Y3/3)黒 色粘土Aブロック・

黄褐色粘質土ブロック含む
2 暗オリーブ掲色粘質土(25Y3/3)黒 色粘土プロック含む・

黄褐色粘質土ブロック多含む
3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄 褐色粘質土プロック多含む

4 暗オリープ褐色粘質土 (25Y3/3)黄 褐色粘質土プロッ

ク含む

SP104

SP104 土層説明

1 暗褐色粘質土

2 暗褐色粘質土

第 190図  2次 SP96

律5YR3/3)黒色責褐色粘質土プロ

(75YR3/2)黒 色責褐色粘質上ブロ

～ 104

/

ク多含む・焼土プロック少含む

ク多含む 。焼土ブロック少含む
0        (1 :20)      50cm
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SPA'

SP106 土層説明

l 黒褐色粘質土 (盈5YR3/2)黒色粘土黄褐色粘質土プロック多含む

2 黒褐色粘質土 (75YR2/2)黒 色粘土黄褐色粘質土ブロック多含む

3 黒褐色粘質土 (盈5YR2/2)砂混じる・黒色粘質土ブロック多含む

4 黒褐色粘質土 (10YR2/2)責 褐色粘質土プロック多く含む

SP105 土層説明
1 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
2 暗褐色粘質土 (75YR3/3)

黄褐色粘質土プロック・焼土粒・災化物粒含む

黄褐色粘質土ブロック含む

Ｅ
ヾ
ヾ
ｏ
Ｎ

Ｏヽ
α
Ш

ラ
副ヽ

4SPヌ

SPA'
2645m

SP108・ 109,110 ■i層 :洸司日

1 黒褐色粘質土 (ЪYR3/2)焼土ブロック多含む 炭化物含む
2 黒褐色粘質土 (75YR3/1)灰色粘質土小プロック多含む・焼土粒含む

3 黒褐色粘質土 (76YR3/1)灰色粘質土プロック含む・炭化物少含む

4 黒tB色粘質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土プロック多含む・炭化物・焼
土プロック少含む

5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土プロック含む
6 黒褐色粘質土 (75YR3/2)黄 褐色粘質土プロック・焼土粒少含む

7 黒褐色粘質土 (名5YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む

ｍ
α
Ｗ

SP8'
2645m

SP107 土層説明
1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)
2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)

ヒ ー 十 些 迎 二 ~ゴ
OCm

責褐色粘質土プロック含む・焼土ブロック・魔化物少含む

黄褐色粘質土ブロック多含む

第 191図  2次 SP105～ 110
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2次外周道路・南進入路地区

SP1 21

SP122

EPA'

EPA

SP121

SPA'

第 192図 2次 SP1 21～ 124・ 131

SP123 土層説明

l 黒褐色粘質土 (75YR2/2)責褐色粘質土プロック・

焼上小プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR32)責褐色粘質土プロック

含む

SP124

EPA'
2646m

EPA'

∞
住
］

SP122 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)焼 土粒・責褐色粘質土プロック含む

2 暗赤褐色粘質土 (5YR3/2)焼 上粒・黄褐色粘質土プロック含む

3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)黄 褐色粘質上プロック含む

0    (1:20)   50om
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2次外周道路・南進入路地区

SP133

SP135 土層説明

1 黒褐色砂質土

2 黒褐色砂質土

SP1 41

SPA'

SP133 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YRン2)砂混じる焼土粒炭化物
黄褐色灰色粘質土ブロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・焼土小プロッ
ク・炭化物・黄褐色灰色粘質土プロック含む

3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)砂混じる 焼土プロッ

SP139'140

SPA'
2644m

SP134 土層説明

1 嗜褐色粘質土(1∝R3/3)

黒也黄褐色粘質土ブロッ
ク・炭化物含む

2 黒褐色粘質土(10YR3/2)

砂混じる・黄褐色粘質土
ブロック含む

ゝ

SPA'

やや砂混じる 。責褐色粘質土プロック含む・炭

化物少含む

やや砂混じる 。責褐色粘質土プロック含む

砂混じり・責褐色粘質土ブロック多含む

やや砂混じる・黒色責褐色粘質土ブロック含む・

焼土小プロック少含む

やや砂混じる 。黒色責褐色粘質土ブロック含む

SP

＼
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SPA
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博
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９
３

ダ

ｔ

＼

SP135
ク少含む

SPA

(10YR3/2)焼 土粒・黄褐色粘質土プロック・炭化物含む

(10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む・炭化物粒含む

EPA'

SP139 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/1)

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

3 暗褐色 (10YR3/3)

4 黒褐色 (10YR3/2)

5 黒褐色 (猛5YR2/2)

＜
住
ｕ

／
／

／
／

0         (1 : 20)       50om

第 193図  2次 SP133～ 135。 139～ 141
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2次外周道路 。南進入路地区

SP442・ 143 諷

SP1 51 土層説明
1 暗オリーア粘質土(5Y70や や砂混じる.黒色黄褐色粘質土プロック・焼土小ブロック少含む
2 黒褐色粘質■ (10YR3/21 やや砂混じる.黒色黄福色粘質■プロック・焼土小ブロック少含む

SPA SPA'

SP152・ 153 土層説明

＜
α
Ш

やや砂混じる 。黄褐色粘質土黒色粘質土プロック含む 。

焼土プロック・炭化物少含む

黄褐色粘質土プロック少含む

黄褐色粘質土ブロック少含む・炭化物微量含む

黄褐色粘質土プロック多含む

黄褐色粘質土プロック・焼土プロック・炭化物含む

黄褐色粘質土プロック多含む
砂混 じる 。責褐色粘質土プロック多含む

SP1 54 土層説明

1 黒褐色粘質土

2 暗褐色粘質土

(75YR2/2)や や砂混じる 。黄褐色ブ
ロック含む 。焼土プロッ
ク少含む

(10Y13/4)砂混じる

SP142 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

2 黒褐色粘質土 (75YR3/1)
3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)
4 黒褐色粘質土 (75YR3/1)
5 黒褐色粘質土 (75YR3/1)

SP143 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/1)
2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)
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第 194図  2次 SP1 42・ 143・ 151～ 155

-354-

EPB'
2645m



亀

2次外周遭路・南進入路地区

SP156

EPA

SP166～ 169

ｍ
コ
ロ

ｍ
巧
∞
．

ｍ
コ
∞

�
Ｏ
↓
ヽ
３

EPA'

SPA SPA'

S2A SI逆監'

2645m

SP164 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR32)黄 褐色粘質土ブロック含む

年

゛ .,5

SP173 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
黄褐色粘質土ブロック含
む 。焼土プロック少含む

第 195図 2次 SP156

SPA'

SP166・ 167・ 168・ 169 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3/2)  やや砂混じる 。

2 灰責褐色粘質土 (10YR4/2) やや砂混じる 。

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)砂 多く混じる

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)  やや砂混じる 。焼土プロック・責褐色粘質土ブロック含む

5 黒褐色粘質土 (75YR3/2)  やや砂混じる 。貴褐色・黒褐色粘質上プロック含む

6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)  やや砂多混じる・責褐色・灰褐色粘質土プロック含む・焼土プロック少含む

7 黒褐色粘質土 (75YR3/1)  やや砂多混じる・黄褐色・灰褐色粘質土ブロック含む・焼土プロック少含む

SP174

黄褐色・黒褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

黄褐色・黒褐色粘質土プロック含む

盟

２６４ ３

SP172 土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR2/2)黄 褐色粘質
土プロック含む・焼土プロック多含む

2 黒褐色粘質土(10YR3/2)や や砂混じる・

責褐色灰褐色粘質土プロック含む

SP174 土層説明

1 黒褐色粘質土 (猛5YR2/2)や や砂混じ
る・黄褐色粘質土ブロック多含む 。焼
土プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)や や砂混じ
る・黄褐色灰褐色粘質土プロック含む

164・ 166´ヤ 174

164

SP171

垣〇 盟
SPA SPA'

『

SP1 71 土層説明

1 黒褐色粘質土 (術YR3/2)黄褐

色黒褐色粘質上ブロック・焼土

プロック含む

2 黒褐色粘質土 (盈5YR2/1)黄褐

色灰褐色粘質土プロック含む

3 黒褐色粘質上 (10YR3/2)黄 掲

色仄褐色粘質土プロック含む

0        (1 1 20)       50cm
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SP175'176

SPA

SP180 土層説明

1 にぶい黄褐色粘質土 (10YR73)黄 褐色粘質土ブロック
多含む ,焼土プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック含む

SPA'                      SP1 82・ 183

SE△ '

2644m

SP177・ 178 」三層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む ,焼土ブ

ロック含む
2 黒褐色粘質土 (10YR2/3)砂 混じる 黄褐色粘質土プロック含む
3 褐色粘質土 (75YR4/3)や や砂混じる・黄褐色粘質土ブロック

含む・焼土ブロック少含む

SP181

ゝ
SPA'

SPA'
2644m

▽
SP181 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐

色粘質土プロック・焼土ブロッ

ク含む

2 黒褐色粘質土 (10YR2/3)砂 混

じる

γ
SP179 土層説明
l 黒褐色粘質土 (10YR3/3)

2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)

SP184・ 185'186

)
釉

SPA
EPA

やや砂混じる・責褐色粘質土

プロック・焼土ブロック含む

やや砂混じる 責褐色粘質土

ブロック多含む

   日

ＳＰＡ

一
ＥＰＡ

SPA'
2644m

EPA'
2643m

第 刊96図  2次 SP175～ 186

SP184・ 185・ 186 土層説明  巳
1 黒褐色砂質土 (75YR'り 焼土ブロック多含む 土器も含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2潟)焼土小ブロック・黒褐色黄褐色粘質土小ブロック多含む
3 黒褐色砂質土 (15YR32)黄 褐色粘質土ブロック多含む
4 暗褐色砂質土に5YR3/3)焼 土小ブロック多含む,黒褐色黄掲色粘質土ブロック含む
5 黒掲色砂質土 (75YR32)黄 褐色粘質土プロック多含む
6 黒掲色砂質土 (10YR3/2)焼 土小ブロック含む,責褐色粘質土ブロック含む
7 黒褐色砂質土 (10YR2/3)黄褐色粘質土ブロック含む

SP177・ 178

iゲ
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SPA

SP188 土層説明

1 褐色粘質土 (75YR4//3)黒 褐色・黄褐色粘質土

プロック多含む・焼土プロック含む
2 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黒褐色・黄褐色粘質

土プロック多含む

SP193・ 194

SP189。 190

年
SPA((:::):::i:と SPA'

SPA SP19°        sPA'
2644m

SP192

ゝ塾
Q堅

SPA          SPA'
2643m

SP191

SPA SPA'
2644m

鍼一蜘
SP192 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 lB色

粘質土プロック含む
2 黒褐色粘質土 (10Y郎 /2)黄褐色

黒褐色
3 黒褐色粘質土 (7う YR3/2)砂混じ

る。黄褐色粘質土ブロック含む

SPA'

SP196

SP189・ 190 上層説明

l 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐
色・黒桐色粘質土プロック含む

焼土ブロック少含む
2 黒褐色土 (75YR3/2)黒 褐色 黄

褐色粘質土プロック含む
3 黒褐色土 (10YR3/2)黒 褐色 黄

褐色粘質土プロック含む

SP1 91 土層説明

l 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黄 tB色黒褐色粘

質土プロック含む。焼土プロック少含む

2 暗tB色土 (10YM/3)砂 混じる・黄褐色粘

質土ブロック含む

SP195

SPA

SP195 上層説明

1 暗赤灰粘質土 (26YR3/1)砂 多混
じる・黄褐色粘質土プロック・焼
土プロック多含む.炭化物含む

2 黒褐色粘質土 侃5YR3/2)やや砂
混じる 黄褐色粘質土プロック含
む・焼土小プロック少含む

SPA

SPA'

SP201 土層説明

1 黒褐色粘質土 (猛5YR3/1)砂 混じる。黒褐色粘質土プロック 焼土プロック含む

2 黒掲色粘質土 (75Y昭/2)やや砂混じる・黄褐色粘質土ブロック多含む

惧

翌 ③
堅

SP194

SP193

SP193・ 194 土層説明

l 黒褐色粘質土 (75YR3/1)や や砂混じる 。黄褐色粘質上ブロック多含む・焼土ブロック少含む

2 暗褐色粘質上 (75YR3/3)砂 やや多混じる 。黄褐色粘質土ブロック含む・焼土プロック少含む

3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)や や砂混じる 。黒褐色黄褐色粘質土ブロック含む・焼土ブロック少含む

4 黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂 混じる・黄褐色灰褐色粘質土ブロック含む

SPA'

SPA'

SP1 96 土層説明

1 黒掲色粘質上 (75YR3/2)黄 褐

色黒褐色粘質土プロック含む, sPA

焼土ブロック少含む
2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄 褐

色黒褐色粘質土プロック含む

SPA'

2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂 混じる。黒掲色粘質土プロック・黄褐色粘質土プロック多含む

3 黒掲色粘質土 (10YR2/3)砂 混じる・黄褐色粘質土プロック含む

駅．２６４４ｍ
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く
住
Ш

〆

沙ヽ

0   (1:20)   50cm

3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)や や砂混じる。黄褐色粘質土プロック多含む・黒褐色粘質土プロック含む

第 197図  2次 SP188～ 196・ 201'202
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EPA

0    (1:20)   50cm

００２９‐９
　

印ヽ
Ｊ

８９７９

ＳＰ
ゝ

Ｏ
Ｌ
の

EPA'

SPA'

EPA'
2644m

SP197・ 198,199。 200 土層説明
1 黒格色粘質土(おIM/1)や や秒混じる.黒褐色・資褐色嵩質土ブロック・焼土アロック含む
2 黒褐色粘質土175YR37/2)砂混じる.黒褐色・黄褐色粘質とプロック含む

SPB'   3 灰黄褐色粘質土(ЮⅥ弘力)やや秒混じる.黄褐色粘質土ブロック多含む,焼土ブロック含む
2644m 4 黒褐色粘買土(15VR3rrl)ゃや砂混じる。黄福色粘質土プロック・焼土プロック含む

5 黒褐色粘質土(76YR2/2)砂混じる。貨褐色粘質土ブロッタ含む.焼土ブロック少含む
6 黒褐色粘質土(1側R3/り  やや砂混じる.黄褐色 黒褐色粘質土プロック・焼土アロック含む
7 黒格色粘質土(101R372) やや砂混じる・黄褐色・黒褐色粘質土ブロックやや多含む,焼土プロッ

ク含む
8 黒褐色粘質■ (1慨聯り やや秒混じる。黄褐色粘質土ブロック含む̀焼土プロック少含む
9 黒禍色粘質土 (術YR3/2)やや砂混じる・黄褐色粘質土プロック多含む
10 黒褐色粘質土(10HR3/2) やや砂混じる.黄褐色粘質土プロック多含む

EPC'
2645m

第 198図 2次 SP197～ 200
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辞

SPA'

EPA EPA'
2643m

SP205 土層説明

1 仄黄褐色粘質土 (10YR4/2)や や砂

混じる・黒褐色・責褐色粘質土プロッ

ク含む
2 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)や

や砂混じる・責褐色・灰褐色粘質土

ブロック含む

SP210

SPA

SPA

SP210 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒褐色・灰褐色粘質土プロッ
ク含む・焼土プロック少含む

2 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)黒 褐色・灰褐色粘質土ブ
ロック含む 。やや砂混じる

Ｐ２０３
／

Ｓ

PA'S!644mSPA

.ロ

ック含む色粘質土
詈土ブロック合む

島色・黄褐
灰褐色粘質

ヒ 議�黄袖月
    2)やや砂

埠砂混じる
土層説

堅10YR4/:R4/0や ス
SP204謁

色油質
毒質土 10Y

l灰
蚕ぃ黄褐色理2 にぶ

SP207

SPA'

SPA'
1● ●  2643m

少

翻一２６４３

SP206 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)秒 混じる 。黄褐色・灰褐色粘質
土プロック含む 。焼土ブロック少含む

2 掲色粘質土 (10YR4/4)砂 混じる・黄褐色粘質土プロック

含む

SP208,209

SP208・ 209 土層説FIB

l 黒褐色粘質土 (10YR3/21砂 混じる・黄褐色・

灰褐色粘質土プロック含む
2 黒褐色粘質土 (10Ⅵ餞/2)や や砂混じる・

黄褐色粘質土プロック含む・炭化物少含む

3 褐色粘質土 (lllYR4/4)やや砂混じる。黄
SPA'   褐色・灰褐色粘質土プロック含む

4 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)やや砂混じる・

黒褐色・黄褐色粘質土プロック含む

5 黄にぶい褐色粘質土 (10YR4/3)やや砂混
じる・責褐色・灰褐色粘質土プロック含む

SPA'
2646m

EPA

SP207 土層説明

1 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)や や砂混じる。

黒褐色・黄褐色粘質上ブロック含む

2 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)や や砂混

じる 。黄褐色・灰褐色粘質土ブロック含む

0         (1 : 20)       50cm

′
く
＋

SP211 土層説明

1 黒褐色粘質生 (10YR3/2)責褐色粘質土

プロック・炭化物・焼土プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)責褐色粘質土

プロック多含む・灰褐色粘質土ブロック

含む・焼土ブロック・煤化物少含む

3 褐色粘質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土ブ
ロック多含む

2シ欠SP203～ 211

-359-
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SP212

√

SP212 土層説明
1 にぶい責褐色粘質土 (中砂)褐灰色粘質土プロック含む・

焼土小プロック・災化物少含む

SP215

SPA

SP215 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 混じる。責褐色

粘質土プロック・焼土小プロック含む
2 暗褐色粘質土 (XOYR3/3)砂 混じる 。黒褐色

粘質土プロック含む

SPA'

SP213 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)

SP213

SP214 土層説明

l 黒褐色砂質土 (10YR3/1)

唯
SPA SPA'

SP217 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 多混じる・黄

褐色粘質土プロック・焼土ブロック含む
2 責褐色粘質土 (10YR5/6)黒 褐色粘質土ブ

ロック含む

SP218
十

SPA'

SPA'

SPA'
2645m

SP218 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)責 褐色粘質土

ブロック含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土

プロック含む

SP216 上層説明

1 灰黄褐砂質土 (10YR4/2) 焼土プロック・炭化物含む
2 炭化物層         灰黄褐色砂質土混じる 焼土

ブロック少含む 。黄褐色粘質
土ブロック少含む

3 褐色砂質土 (10YR4/4)  粘土質 黒褐色・責褐色粘質
土プロック多含む 。焼土プ
ロック少含む

4 責褐色砂質土 (25Y5/6) やや粘質 黒褐色・黄褐色粘
質土プロック濃化物含む

5 オリーブ褐砂質土 (25Y4/3)暗褐色粘質土プロック多含む

0    (1:20)   50cm

・辞

く
Ｌ
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Ｌ
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第 200図  2次 SP212～ 218

SP217
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翰
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SP219 SP220

SPA'

SP220 上層説

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黄褐色粘質土プロック含む・

焼土プロック少含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む・

焼土ブロック少含む

盟⑦堅
聖  コ  羽 6m

SPA'

SP219 上層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黄
褐色粘質上プロック・焼土小
プロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄
褐色粘質土プロック多含む・

焼土小ブロック少含む

褐色粘質土 (10YR4/4)黄褐
色黒褐色粘質土プロック含む

SP221 土眉説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)や や砂混じる 。黒褐色黄

褐色粘上プロック含む・焼土小プロック微量含む

SP225

聖Φ鬼'

堅
学

輩とm

SPA   P223   sP222    sPA'
2645m

SP224

塑○
SPA

ふ

SPA'

SPA'
2643m

SP224 」こ層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)や や砂混じる・黒褐色

責褐色粘土プロック含む・焼土ブロック微量含む

併3201[コ  2シ欠SP219′ψ228
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2次外周道路・南進入路地区

SD4・ 5'7・ 8・ 9。 23・ 24

SD4
EPA

2647m

SD4 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒 褐色粘質上ブロック含 む

SD5
EPA'                 sEA            SPA'

o    (1:80)   2m

SD9

SPB      SPB'
2647m

マ

SD9 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
黒禍色・責褐色粘質土ブ
ロック含む

0        (1 :40)      lm

ヤ

SD5 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒 褐色粘質
上プロック含む

SD7
SPC SPC' SD7

1

2

3

翔 雖l10YR3/21鋤    林
質上ブロック含む

黒褐色砂質土 (25Y3/2)黄 褐色粘

言三;こ;;gξ
YR3か 黄褐色粘  S¥3慧 短 機 上 QttR3か 秒混じる

SD24 SD24

期飾    ふ

猶 m

SD24
SPE                SPE'

2646m

SD24 上層説明

l 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黒褐色粘質土ブロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)灰色粘質土ブロック含む

第 203図  2,欠 SD4・ 5'7～ 9。 23・ 24、 SP32・ 70
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SD6

0    (1:80)   2m

土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3/1)締 まり強
黒褐色粘質土 (75YR3/1)責 褐色粘質上プロック含む
黒褐色粘質土 (■5YR3/1)灰色味がかる

黒褐色粘質土 (■5YR3/1)酸化鉄斑が顕著

0        (1 :40)      lm

Ｄ６

１

２

３

４

SPA'
2645m

EPA

第 204図 2次 SD6(1)
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SD6 遺物分布図 SD6 遺物微細図

熟
。
し

鈴

か
″

印

拶

(⊃ヽ こ

u

，
４
　
　
　
Ｂ

奮

び
馬

-365。 366-

第2o5図 2次 SD612)



2次外周道路・南進入路地区

g
携

Y7
6

西 壁

lsP〆

函 47m

SD10 西壁土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック含・焼土粒・炭化物含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)灰 色砂混じる・炭化物粒・焼土粒含む

SD10 上層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黒 褐色粘質土ブロック多含む・やや砂混じる・炭化物粒・焼土粒少含む
2 黒色粘質土 (盈5YR2/1)黒 褐色粘質土プロック多含む
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・焼土粒・炭化物粒含む

第 206図  2次 SD10

0         (1 : 40)       1冊
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2次外周道路・南進入路地区

EPA EPA'
2648m

SPB

EPE

EPG

SPB'
2647m

SD18

SD18・ 19。 20。 21 ユニ層説明

1 黒色粘質土 (75YR2/1)

2 黒掲色粘質土 (75YR3/1)砂混じる粘土

3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂混じる

4 黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂混じる

理        露 ;m

SDll～ 1417-21

が

o        (1 : 80)      2m

第 207図 2次 SDll～ 14・ 17～ 21

EPE'
2647m

EPG'
2647m

EPド

2647m

SD13
SD13 土層説明

1 黒褐色粘質土(10YR3/1)黄褐色粘質土プロッ
ク含む・焼土粒少含む・やや砂混じる

2 黒色粘質土 (75YR2/1)や や砂混じる

3 黒褐色粘質土 (75YR3/1)黄 掲色・黒褐色粘
質土含む。焼土粒少含む

4 黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂多混じる 黄褐
色粘質土小プロック含む

0    (1:40)   lm
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2次外周道路 。南進入路地区

SD16 西側上層違物出土状況微細図

苫|

へ
、
β
鰻

0           (1 :60)          2m

第 208図 2次 SD15(1)。 16(1)
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2次外周道路・南進入路地区

SD16東側上層遺物出上状況微細図

SD16東側下層遺物出土状況微細回
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0      (1:60)     2m

第 209図  2次 SD15(2)。 16(2)
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2次外周道路・南進入路地区

下層完堀及び遺物分布図

獅

SD16東側下層遺物出土状況微細図

0        (1 :80)      2m

0     (1160)     2m
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第 210図 2次 SD15(3)・ 16(3)
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2次外周道路・南進入路地区
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0        (1 :80)      2m

第 21刊 図 2次 SD15(4)'16(4)
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2次外周道路・南進入路地区

SD22

に
キ

ＳＰ‐７４０

認胸
中○

蜘①

0        (1 :80)      2m

D18.2」 コ

ｍ
Ｌ
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fi 。15

第 212図 2次 SD22

SD22
1

2

3

4
5

6
EPA'

9● 2645m 7

8

9

10

11

12

13

14

土層説明

黒褐色砂質土 (75YR3/21黒褐色・責褐

色粘質土プロック・焼土粒含む

黒褐色砂質土 (10YR3/1)黒 褐色・責褐

色粘質土プロック・焼土粒含む

灰黄褐色土 (10YR4/2)中 砂 黒褐色・

責褐色粘質土プロック

黒色粘質土 (75YR2/1)

黒褐色砂質土 (10YR3/2)責 褐色・黒褐

色粘質土プロック多含む 。酸化鉄斑顕著

黒褐色土 (10YR2/3)シ ル ト質細砂 酸

化鉄斑あり

黒tB色土 (75YR3/1)シ ル ト質細砂 酸

化鉄斑顕著・灰白色粘土ブロック含む

黒褐色土 (75YR3/1)シ ル ト質細砂 黄

褐色・灰褐色粘質土プロック含む

黒褐色土 (10YR3/2)中砂

黒褐色土 (10YR3/2)シ ル ト質細砂 責

褐色粘質土プロック多含む

黒褐色土 (10YR3/2)シ ルト質中～細砂

黒褐色土 (10YR3/2)シ ル ト質中砂 黄

褐色・黒褐色粘質土プロック含む・酸化

鉄斑顕著

黒褐色土 (10YR3/2)中 砂

黒褐色土 (■5YR3/2)シ ルト質細砂

0        (1 :40)       lm
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2次外周道路・南進入路地区

SD26

SD31・ 32'33 土層説明

黒褐色砂質土 (10YR Vり

黒褐色粘質土 (75YR3/1)砂 多混じる・黄褐色粘質土ブロック含む

黒獨色砂質土 (10YR3/21黄 褐色粘質土ブロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 多含む・黄褐色粘質土プロック含む・焼土ブロック少含む

黒褐色粘質土 (10YRy2)砂 多含む・灰褐色黄褐色粘質土プロック合む

黒褐色拙質土 (10YR3/21砂 多含む・黄褐色粘質土アロック含む

黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック含む

黒褐色砂質土 (10YR3/2)

黒褐色粘質土 (7うYR3/2)黄褐色・茶褐色粘粒プロック合む

SD26
EPA

EPC

土層説明

にぶい黄褐色砂粘質土(10YR4/3)

砂混 じる・黄褐色粘質土プロッ

ク炭化物粒含む

EPB                 EPB'
2647m

EPD                     EPD'
2647m

0    (1:80)   2m

SPA'
2646m

SPB SD41

EPD              EPD'
電ら   2647m

一
EPE            EPE'

2647m

▼

EPA'

0        (1 :40)      lm

第 213図  2次 SD26・ 31～ 33・ 40～ 42

・32・ 33・ 40・ 41
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2次外周道路 SD34を含む旧河道域

土層説明
1 現表土

2 旧表± 1

3 1日 表±2

4 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)砂 混じる

5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)粗 砂混じる

6 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 混じる

6'黒褐色砂質土 (10YR3/3)砂 混じる 。酸化鉄斑顕著

7 黒褐色砂質土 (10YR3/1)砂 混じる

8 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)砂 顕著

9 灰黄褐色細砂 (10YR4/2)
10 浅黄色中砂 (5Y7/3)

■ 黒褐色シルト (10YR3/1)
12 灰自色粗砂 (■5YR7/1)

13 灰白色細砂 (盈5YR7/1)

14 仄色ンルト質細砂 (5Y4/1)

15 砂礫
16 責仄色砂質土 (25Y5/1)
17 オリーブ褐色中砂 (25Y4/4)
18 暗灰責色中砂 (25Y4/2)
19 灰色シルト質細砂 (5Y6/4)

20 オリーブ責色細砂 (5Y4/2)

21 オリープ責色細砂 (5Y6/4)

22  電チを終
23 褐灰色細砂 (76YR5/1)
24 灰色中砂 (5Y6/1)

25 暗灰黄色細砂 (25Y4/2)
26 暗灰責色細砂 (25Y5/2)
27 責褐色細砂 (25Y5/3)
28 暗灰責色細砂 (25Y4/2)
29 褐灰色細砂 (10YR5/1)
30 砂礫

31 オリーブ黄色細砂 (5Y6/4)

32 暗灰責色細砂 (25Y5/2)
33 褐灰色極細砂 (10YR5/1)や やシル ト化
34 灰オリープ色中砂 (5Y5/3)

35 褐灰色シルト質細砂 (10YR4/1)
36 砂礫

37 砂礫
38 砂礫

39 砂礫
40 褐色砂質土 (盈5YR4/3)

41 黒褐色中砂 (75YR3/2)
42 黒褐色粗砂 (75YR3/2)礫 混じる

43 砂礫
44 暗褐色中砂 (名5YRy3)
45 黒褐色中砂 (盈5YR3/2)

46 黒褐色粗秒 (盈5YR3/2)

47 暗褐色中砂 (75YR3/3)
48砂礫
49 褐胚色シルト質細砂 (10YR4/1)
50砂礫 小礫中心

51 灰白色中砂 (5Y8/1)

52 褐灰色シルト質細砂 (10YR4/1)
53灰色細砂 (N4/)

54砂礫

55 灰色細砂 (N5/)

56 灰色細砂 (N6/)

57灰色細砂 (N4/)

第 215図 2次 SD34(2)・外周道路東側旧河道域
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SD38。 39

2次外周道路 。南進入路地区

EPA                 EPA'
2645m

EPC'
2646m

SPA                                SPA'
獅

責褐色粘質土ブロック多含む

責褐色粘質土ブロック多含む

EPB                         EE旦
'

2645m

SD43

SD39 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂混じる

2 暗褐色粘質上 (10YR3/3)や や砂混じる

SPA'
2648m

EPA         EPA'
2648m

V
SD43 土層説明

1 仄黄褐色砂質土 (10YR5/2)締 まり強・黄褐色粘質土プロック含む

2 褐灰色砂質土 (10YR4/1)締 まり強・黄褐色粘質土ブロック含む

0        (1 140)      lm

第 216図 2次 SD38・ 39・ 43
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2次外周道路・南進入路地区

SEl

・く
Ｌ
∽

く
Ｌ
∽

SE l

1

2

3

4
5

土層説明

黒褐色砂質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

(10YR3/2)締 まり強・責褐色粘質土ブロック含む

(75YR3/1)責褐色粘質土ブロック多含む

(75YR3/2)黄褐色粘質土プロック含む

(10YR3/2)シ ルト質

(10YR3/2)黄褐色粘質土プロック多含む

く
α
∽

0        (1 :40)      lm

第 217図  2次 SEl
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2次外周道路・南進入路地区

SX2・ 3(焼土範囲追構)

・
臼

の

土層説明

黒褐色粘質土 (5YR3/1)や や砂混じる。焼土プロック多含

む・黄褐色粘質土プロック含む

黒褐色粘質土 (75YR2/2)や や砂混じる・焼土プロック・黄

褐色粘質上ブロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂混じる .黄褐色・黒色粘質

土ブロック・焼土ブロック含む

SX2

土層説明

黒褐色粘質土 (75YR3/2)や や砂混じる・焼上ブロック多・炭化物含む

黒褐色粘質土 (75YR3/1)や や砂混じる・黒色・責褐色粘質土プロック多含む 。焼土プロック少含む

黒褐色粘質土 (盈5YR3/2)黒色・黄褐色粘質土プロック含む

黒褐色粘質土 (75YR3/1)や や砂混じる 黒色・責褐色粘質土ブロック含む

黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂 混じる 。黒色・黄褐色粘質土ブロック含む

黒褐色粘質土 (75YR3/2)砂 混じる・黒色・資褐色粘質土プロック含む 。焼土プロック少含む

第 218図  2,欠 SX2・ 3
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2次西進入路地区

Ｅ
∽
ヾ
Φ
飩

・Ш
∝
Ш

EPA'
2643m

EPB'
2643m

0            (1 :60)           2m

SPlll  だ

理◎』

S PA S PA'
2639m

SPl13 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる 。黄褐色粘質土プロック含む

2 黒掲色粘質土 (10YR3/1)砂混じる・黄褐色粘質土ブロック含む

3 黒色粘質土 (10YR2/1)砂混じる 。黄褐色粘質土プロック含む

0        (1 ,20)      50cm
特

SPlll′Ψ l13

SPlll
1

2

3

黒褐色土 (75YR2/2)砂 質 ,黄褐色粘質土粒含む

黒色土 (10YR2/1)や や砂混 じる 。黄褐色粘質

土プロック含む

黒褐色土 (“YR2/2)や や砂混じる
S PA

SPl12 土層説明

l 暗褐色粘質土 (10YR3/4)

2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂 混じる・責褐色粘質土ブロック含む

3 オリープ黒色粘質土 (75Y2/2)砂 混じる 。黄褐色粘質土プロック含む

昇:220[コ  2,欠 SA3、
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2次西進入路地区

SPl14 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)

SPl15

ヘ

SPA'

SPA'
2640m

砂混じる 責褐色粘質土ブロ

砂混じる。責褐色粘質土プロ

砂混じる・責褐色粘質土ブロ

SPl15 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄 褐色粘質土

ブロック多含む

2 黒色粘質土 (10YR2/1)砂混じる

ック少含む

ック多含む

ック含む

SPB

SPl19

SPl19 土層説明

l 黒褐色粘土 (10YR3/1)
2 褐灰色砂質土 (10YR 4/2)

3 灰黄褐色粘土 (10YR 4/2)

ややあり・充てんした粘土

(10YR3/2)や や砂混じる 黄褐色粘質土プロック含む

(10YR3/1)や や砂混じる・黄褐色粘質土プロック含む

締まり強・粘性弱い

締まり強・粘性やや有

SPA SPA
2638m

SP120 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)締まり強 炭化物

が少量混じる

2 暗褐色粘土 (75YR3/3)

SP126

SPA'

SP126 土層説明

1 褐灰色粘土 (75YR4/1)締まり

強・粘性弱い

SPl16 土層説明

1 黒褐色粘質土
2 黒褐色粘質土

SPA               SPA'~               2639m

締まり強・柱痕

締まり有・柱痕

締まり強・粘性

単

SPl18,162

SPB     ｀
ゝ

SPB'
獅

SPl18・ 162 」ェ層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まり強・黒色粘土プロックが少量混じる

2 暗褐色粘土 (10YR3/3)締 まり強・焼土小片が少量混じる

3 にぶい責褐色粘土 (10Y腱 /3)

4 暗褐色粘土 (10YR3/3)焼 土粒が帯状に混じる

5 黒褐色粘土 (75YR2/2)や や砂が混じる 締まり強

黒褐色粘土(10YR3/2)締 まり強・

粘性少し有り

黒褐色粘土(10YR3/1)締 まり強・

粘性少し有り

0   (1120)   50cm

l 褐灰色粘質土 焼土・炭化物の

木片が混じる 。締まり強

鋳ξ221[コ  2,欠 SPl14´ W120・ 125。 126・ 162

だ

SP125

６

　

σ

SP125 土層説明
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SP123

SPA

SP127 土層説明
1 暗灰責色粘質土 (25Y4/2)締 まり有

SP130 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

締まり強・炭化物少混じる

締まり強

SP128 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

締まり強・焼土炭化物の小片少混じる

締まり強・褐色上の粒子がところどころ混じる

SP137

SP136

SPA

SPA'
2641m

SP136 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)か なり締まり強・焼土炭化物少含む
2 黒褐色粘土 (75YR3/2)締 まり強・色調明るく暗褐色の生粒子を含む
3 黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強
1 黒褐色粘質上 (76YR3/1)砂混じる。黄禍色粘質土プロック・焼土小プロック
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂やや多 ,黄褐色粘質土ブロック多
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂混じる・黄褐色粘質土プロック多・災化物やや多

雰3222[コ  2,欠 SP127・ 128。 130・ 136・ 137・ 145

Ａ

キ

黒褐色粘土 175YR3/2)締ま

り強・暗褐色土プロック含む

黒褐色粘土 (10YR3/2)締 ま

り強・やや灰色がかかる

黒褐色粘土 (10YR3/2)締 ま

り強・炭化物・焼土を極少量

含む・暗褐色土プロック含む

SPA

SP145 土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/2)
SPA'    締まり強
2643m  2 灰黄褐色土 (10Y雖/2)

締まり強

0   (1120)  50cm

SPA'

一

・ｍ
α
∽

卜

宅η

SPA'
顕 2m

SP137 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 ま

り強・炭化物・焼土少含む

SP145          
＼

SPA

引陸患
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SP1472次西進入路地区

SP146

SPA'
2642m

SP146 土層説明

1 暗褐色粘土 (10YR3/3)焼土炭化物が混じる 。締まり

強・やや砂っぽい

1 黒褐色粘土 (75YR3/2)締 まり強・粘性が弱い

SP147 土層説明

1 灰責褐色粘土 (10YR4/2)締 まり強・黒褐色上の粒 (3 aldl程 度)酸化がみられる

2 黒褐色粘土 (10YR3/2) 締まり有

3 黒褐色粘土 (75YR3/2)締 まり強・砂が少混じる

4 黒掲色粘土 (10YR3/2) 締まり強

SP150

表  ■ (カ クラン)

SPl

SPA'

ＳＰＡ

一
　

ヽ

＼
、

（

SPA                               SPA'

ブ
SPA'
2641m

SP157 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2) やや砂混じる 。締まり有

2 黒褐色砂質土 (75YR3/1)日 の細い砂で構成される

3 黒褐色粘土 (10YR3/2) 粘性ややあり・締まり有

身3223[珊  2,欠 SP146・ 147・ 149。 150・ 157

√

SPA
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2次西進入路地区

峰
SPA

翻一２６３

SPA SPA'
26405m

SP163 土層説明
1 黒褐色粘土 (10YR3/2)砂 が少混

じる締まり有

Y
EPA

ゝSPタ

SPA SPA'

SPA'
2641m

SP1 61 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)や や少し

砂混じる 。締まり強

雰3224[劉  2)欠 SP158′彰161 ・ 163・ 187

SPA'

SP159 土層説明

1 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有
2 黒褐色粘土 (75YR2//1)締 まり強
3 黒褐色粘土 (75YR3/1)炭化物が混じる

SP158 土層説明

1 黒褐色砂質土 (76YR3/1)締 まり有

2 黒褐色粘土 (10YR3/2)焼 土片もわずかに混じる・締まり強

3 黒褐色土 (75YR2/1) 砂が少し混じる。焼土小片・災化物も少混じる

4 褐仄～黒褐色粘土 (75YR4/1)締 まり強

SP160

SPA

SPA

SP1 60 上層説明
1 黒褐色粘土 (75YR3/1)砂 が混じる・締まり有

2 黒褐色粘土 (10YR2/2)焼 上片が少混じる。締まり無し ,やや砂っばい

3 黒色粘土 (10YR2/1) 粘性強い 。締まり有

4 黒褐色粘土 (10YR2泡 )砂が少混じる。締まり有・自然堆積の可能性有

5 黒色粘土 (75YR2/1)締 まり有 。自然推積の可能性有

0    (1:20)   50on

SP160
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2次西進入路地区

SPA cnっ兵

SD25 土層説明

1 表土
2 暗褐色土 (10YRン3)

3 黒褐色砂質土 (76YR3/2)
4 黒褐色砂層 (75YR3/2)

SPA'
…2641m

EPA'
2641m

９

１０

砂っぽいλ化物・昭和期の瀬戸もの混じる

締まり有・部分的ににぶい褐色粘土プロック含む

締まり有・5に比べ灰色が濃い。また秒粒子はさら
に細かい

黒褐色粘土 (10YR3/2)  7層 より色調は暗い

暗褐色砂質土 (10YR3/3) 2に比べ砂粒子力測かい

黒褐色砂層 (75YR3/2) 対流の痕跡を示す・灰白色の砂のプロック有り。ま
た鉄分の推積を示す・暗赤褐の砂もある

黒褐色砂層 (10YR3/2) 締まり有・粘性やや有り,かなり細かい砂粒子で構
成される・やや灰色に近い。鉄分推積を示す。暗赤

褐色の部分がある

黒褐色粘質土 (10YR3/1)締 まり強

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)見 た目かなり灰色に近い 締まり有・粘性有り。湧

水層・鉄分が推積する

SD27・ 30

EPB

土層説明

褐灰色砂質土 (75YR4/1)

黒褐色砂質土 (75YR3/2)

第 225図 2次 SD25。 27・ 30

0    (1:40)   lm

SPA'
2641m

SD27 土層説明

l 黒褐色砂質土 (盈5YR3/2)

2 黒色粘質土 (10YR2/1)

3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)3層 より明るい

5 黒褐色砂質±75YR3/2)黄褐色粘質土ブロック含む

6 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
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2次西進入路地区

ャ

瓢 姉

Ocln

SD29 土層説明

1 褐色砂質土 (■醗ほ73)

寄]226区1 2,た SD28・ 29
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2次西進入路地区

SE2 木粋内異物出上状況

」∞
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Q ひ
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Э

Ｌ
ｏ
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ヽ
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峰

口
．

Ａ
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Ａ
一

口
．

中
０
い
ヽ
ヨ

∞
．

Ａ
「 0「

0           (1 :30)          lm

Ｘ４

１

SX4

SPA                    SPA'
2642m

上層説明

黒褐色砂質土 (10YR3/2)焼 土小プロックを多含む

SX5

SPC

SPD               ettP'
2642m

土層説明

暗褐色砂質土 (10YR3//4)焼土粒・災化物粒を多含む

焼土層

黒褐色砂質土 (10YR3/2)焼 土小プロックを少含む

0           (1 :30)          lm

SX4・ 5(焼土範囲遺構 )

第 228図  2次 SE2(2)、 SX4・ 5

0      (1:60)    2m
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第 229図 2次 SB出土遺物 (1)
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第 230図 2次 SB出土遺物 (2)
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第 234図  2次 SB出土遺物 (6)
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第 238図 2次 SB出土遺物 (10)
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第 242図 2次 SB出土遺物 (14)

-403-



SB                     4

品アハ
らつ

第 243図  2次 SB出土遺物 (刊 5)

覇 ξワ

＼＼立主
=珪
亘亘

=ラ

/11

＼《ミ三重≡≡≡≡重≡」堅竪霊霊垂董三アデアデ

4?

釧 010

、ヽ、、、くこと__――――――
=笠
二~|::[::::[[:~~‐

~‐

二;''多
1

時
~18

葵

0            (1 1 3)           10Cm

-404-



磯

緯

｀

追 プ    0

茫~~/7

絆
4そ

¶
4

0            (l i 3)           10cm
|

¨
第 244図 2次 SB出土遺物 (16)

-405-



′

＼  1彰
3 獅

「早キFwi

ノ
ー

イ物ケ))
0      (1:3)      10Cm

第 245図 2次 SB出土遺物 (17)

′ ′

/〃 //ア

′′

-406-



第 246図  2次 SB出土遺物 (18)

SB31

縛

済 蕩

∞

-407-



ぬ

て三三
ミ::::::三三三三三三三三]三

三三三三三三
=三

三三三三

ラララ
テZ子

7

ヒ墓重迎堅坦三正三II了

/21

鯰曽
Δ
▲

o           (1 :3)          10cm

第 247図 2次 SB出土遺物 (19)

-408-



SB35

＼――+!i―
・!・

▼
伊

鵜だ$
翻 胃 鰤

マ

〃

　

　

　

―

／
　

航
μ
′
μ

肋
″
γ
　

　

　

／／

η
血
酬
嚇
胸

羽
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第 259図 2次 SD出土遺物 (7)
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第 7節 平 成 15年度 の調 査 (第 3次調査 )

発掘調査は、平成15年 (2003)5月 19日 から、北側外周

道路部分の表土剥ぎ作業を重機により開始した。同日よ

り作業員も投入し遺構確認作業も行う。北側外周道路部

分および東側道路拡幅部分は旧河道域にあたっており、

南側外周道路部分は微高地上にあたっており、調査区の

名称を便宜的に北から時計回りに 1区 。2区 。3区・ 4

区と名称を付け、調査にあたった。

発掘調査にあたっては、本年度から公共座標第Ⅷ系の

座標値を使用し、開発予定地全体を覆うように国土座標

にあわせて、 4mメ ッシュを基本とするグリッドを調査

区域および一部調査区域外に設定した。南北方向をX軸、

東西方向をY軸 とし、南西隅を基点として、南北方向を

南からXO・ Xl・ X2…・、東西方向を西からYO。

Yl・ Y2・ …とし、南西隅を基点として、XlYlグ
リッドというように呼称した。ちなみにX=0、 Y=0
は、X=-38540、 Y=11000で あり、光波測量機により

遺物や遺構の測量、一括土器の採取時に利用した。

各種遺構の番号については、調査地区に関係なく確認

できた段階で各遺構に通番で付していった。遺構の測量

については、1/10。 1/20の縮尺を基本 として、平板測

量と遣 り方測量を主体として作成し、一部デジタルカメ

ラやポールシステムによる簡易写真測量を行った。各調

査区の全体図は 1/50の縮尺を基本としてラジヨンヘリ

コプターなどによる空中写真測量で作成した。

遺跡が沖積低地に立地するために、降雨のたびに各調

査区が水没し、その復旧作業に多 くの時間を費やしてし

まったが、発掘調査は平成 15年 11月 4日 で終了し、同

日から重機による埋め戻し作業を行った。

A l区・ 2区の概要と検出遺構 。遺物

当該両地区は、旧河道域にあたっているが、調査区

全体が 1区については、一部北側に微高地の縁辺部もか

かっている。

調査の結果、 1区調査区内を東西に延びるSDlと し

た流路跡が検出されている。当該流路跡は、幅が8m程

度、確認面からの深さ2m程度を測 り、数時期にわたる

変遷がみられる。出土遺物としては、弥生時代、古墳時

代および平安時代、中世の土器群の他、性格不明木製品

類やモモの種やクルミ等の植物遺体も出土している。出

土遺物から弥生時代から中世段階まで自然流路として存

在している。

この SDlを 中心に 1区では、弥生時代後期に属する

土坑 1基 (SP9)と 性格不明の焼成遺構 (SXl～ 3)が

検出されており、いずれの遺構 もSDlを 意識して構築

されていると思われ、SDlは少なくとも弥生時代後期

段階には、検出された場所にすでに存在 していたことが

想定できる。

X92Y72グ リッドに位置するSP9か らは、弥生時代後

期の壷形土器が 10個体近 く出上 し、磨製石斧などが共

伴している。

X91Y83～ 84グ リッドに位置するSXl～ 3号遺構は、

長径 lm前後を測る不整形な楕円形状を呈する浅い掘 り

方内に、多量の炭化物層や灰層および焼土面が確認でき、

何らかの焼成遺構だと推測されるものの、同遺構内部か

ら製品らしき遺物の出土が皆無であったため、その性格

については不明と言わざるを得ない。しかしSDl覆土

下層から比熱を受けた人頭大程度の礫が、SXl～ 3直

下から出上しており、何らかの関係が想定される。

2区では、北側で古墳時代の遺物が出土している溝

状遺構 (SD25)、 南端で近世から近代にかけて開削され

た溝跡 (SD34)がそれぞれ 1条ずつ検出されているが、

中央部から南側にかけては自然流路が数条確認されてい

る (SD32・ 35)。

1,SD(流路跡・溝跡・溝状遺構 )

SDl(挿図第 293～ 295。 375。 376。 401,402・ 405～

407・ 408～ 410図/3次図版 3・ 4・ 54)

1区 で検出されている流路跡である。東から西へや

や蛇行しながら、検出した長さは約 75mを測る。幅は、

当該年度の調査では判明できなかったが、平成 16年度

の第 4次調査でその南端部分の立ち上が りを確認し、南

北幅が約 1l m前後を測ることが判明した。なお、続 く

平成 16年度の第 4次調査でも、本流路跡西側廷長部分

をSD25と して検出している。詳細は第4次報告分で後

述する。

本流路跡は、埋没過程で幅を狭めながら数時期にわた

る存続していることが、土層堆積状況の観察でも、平面

的にも確認できる。覆土は基本的には4層で、灰黄褐色

ないし灰色シル ト質細砂が主体となっており、安定的な

流量の多さを物語っている。

遺物は流水量が多かったためか、流路内全体で散在的

に出土している。前述のとおり、弥生時代、古墳時代お

よび平安時代、青磁片や常滑片など中世にわたる土器群

の他、鉄津、鉄製鎌、棒状鉄製品、性格不明木製品類や

モモ核やオニグルミ核等の植物化石も出土している。土

器群は完形品の出土は少ない。

SD2(挿図第 295図 )

1区北東端 (X94Y84・ 85グ リッド)で検出されてい

る溝状遺構であるが、その大半は北側の調査区外に延び

ており、詳細は不明。

SD3(挿図第 295。 408図 )

1区北西側 (X92・ 93Y84・ 85グ リッド)で検出されて
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いる東西方向に延びる溝状遺構である。長さ5.5m、 幅1.1

m、 確認面からの深さは最大46clllを 測る。覆上の観察から

本溝状遺構は、遺構内において掘 り直しがおこなわれて

おり、いったん埋没して後に実施している。新段階の溝状

遺構の幅は0.8m、 確認面からの深さは38cmを 測る。出土

遺物は少なく、鉄津がわずかに出土している。

SD8～ 14。 16～21(挿図第 293・ 294・ 387・ 402図 /3
次図版 4・ 57)

X91～93Y65～ 76グ リッド内の、SDlの北岸側で検出さ

れている東西南北方向に延びる溝状遺構群である。東西

方向に延びる SD9。 11・ 13・ 19・ 20は、SDlの北縁に沿っ

て緩やかに蛇行 しながら延びてお り、特にSD9はその

東側で SDlと 合流 していることか ら、水路的な性格を

もつものと思われる。さらに SD9に連結 している南北

方向に延びる SD8・ 12・ 17・ 21も 同じような性格であ

ると想定できる。こうしたことからこれは溝状遺構は、

比較的掘 り込みが浅いものが多いことや、出土遺物が極

端に少ないことから、畑もしくは水田などの耕作地にお

ける水路および耕作痕である可能性が考えられる。

出土遺物は前述のとおり少ない。SD9や SD21な どか

ら内耳土器片や灰釉陶器片がわずかに出土しているにす

ぎないが、こうした出土遺物の存在から、溝状遺構が属

する時期は、少なくとも15～ 6世紀代まで降る可能性

が強い。

SD25(挿図第 298。 390図/3次図版 7・ 58)

2区北側 (X78。 79Y95グ リッド)で検出されている

溝状遺構で、検出された長さ 2.lm、 幅 ■6m、 確認面

からの深さ 25 cmを 測る。覆土は 1層で黒褐色砂質土が

主体である。出土遺物は、摩滅の著しい古墳時代台付奏

片が少量出土している。

SD32・ 35(挿 図第29卜 298・ 393・ 403図/3次図版 7・ 59)

SD32は、 2区のほぼ全域 (X64～ 76Y96～ 99グ リッ

ド)を 占める自然流路である。SD321よ 図示 していないが、

試掘的に掘 り下げたところ、東西方向に流下する自然流

路の一部が確認されている。摩滅が著しい古墳時代の高

郭片などが出土している。

SD35は X65～ 67Y98グ リッド内で検出されてお り、

SD32が埋没した以降の溝状遺構である。南北方向に流

下 し、幅は現状で最大 1,8m、 確認面か らの深さ 20 cm

を測る。出土遺物はない。

SD34(挿図第 298・ 408。 410図 /3次図版 7)

2区南端 (X64・ 65Y97～ 99グ リッド)で検出されて

いる東西方向に延びる流路跡である。検出されている現

状の最大幅は 1.9m、 確認面からの深さ約 90 clllを 測る。

覆上の堆積状況の観察から、大きく2時期の流路変遷が

みられる。確認面から44 cmの 深さで、酸化鉄斑の顕著

なシル ト質の暗責褐色砂質土層がみられ、これが新段階

流路の底面となる。

出土遺物はほとんどないが、覆土上層部から北宋銭「治

平元費」が出土している。おそらく近世段階まで本流路

は存続 していたと考えられる。

2.SP(ピ ット・土坑 )

ピット・土坑 とされるSP遺構は、 1区では 15基検

出されており、 2区では検出されていない。概要で述べ

たように注目されるのは、弥生時代後期の壺形土器が多

数出土した SP9で、これらを中心に報告していきたい。

SP9(挿図第 296・ 397・ 398・ 403・ 406図/3次図版 5・

6・ 61)

X92Y72グ リッドに位置する。平面形態は長楕円形を

呈し、長軸 1.40m、 短軸 1.10m、 確認面からの深さ 70

cmを 測る。覆土は基本的に3層で、責灰色砂質土を基本

とし、焼土や炭化物などは含んでいない。

一括土器群は、壷形土器のみ 10個体程度出土してい

る。口縁部を久いたり、赤彩されたものもみられる。底

面上 20～ 30 cmの レベルに集中し、横倒し状態となって

おり、遺物群を覆うの堆積土は、人為的に一気に埋め戻

されたかのような堆積状況を示しており、わずかに湧水

もみられたことから丼戸の可能性も考えられる。遺物は

土器類の他、磨製石斧や土製紡錘車もみられる。

SP18(挿 図第 296図/3次図版 6)

X91Y81・ 82グ リッドに位置し、北側の一部が調査区

外にかかっている。平面形態は楕円形を呈し、長軸 2.05

m、 短軸は現状で 1.55m、 確認面からの深さ25 cmを測る。

覆土は黒褐色土と責褐色土の混合上が主体的で、第 3層

下部の所々に数cmの厚さを示す焼土層が認められ、同層

中にも焼土ブロックが混 じっている。

底面および壁面もうす く焼土化しており、本遺構内で

何らかの焼成行為をおこなった可能性が高い。しかし出

土遺物はなく、その性格については不明である。

3.SX(性格不明遺構 )

概要でも少 しふれたように、X91Y83～ 84グ リッド

に位置する SXl・ 2・ 3号遺構がこれに相当する。

SXl(挿図第 297図 /3次図版 6)

遺構東側が調査区外にかかり、全容は不明である。平

面形態は長楕円形を呈すると思われ、長軸は現状で 0.83

m、 短軸 0.52m、 確認面からの深さは 12 cIIlを 測る。掘

り方内全体に炭化物 と焼土の混合土が充填されている。

汎化材も比較的顕著であるものの、時期を特定できる出

土遺物はない。

SX2(挿図第 297図 /3次図版 6)

SXlの西側に隣接 して検出されている。平面形態は不

整形な楕円形を呈 し、長軸 ■09m、 短軸 0,75m、 確認
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面からの深さ4 cm程 度と掘 り方は極めて浅い。確認当初

は、炭化物と焼上が混 じる範囲として確認され、調査の

結果も、掘 り方内全体に炭化物および炭化材が顕著にみ

られるだけで、SXlと 同様、出土遺物はまった くみ ら

れない。

SX3(挿図第 297図/3次図版 6)

遺構西側が調査区外にかかり、全容は不明である。平

面形態はいびつな長楕円形を呈すると思われ、長軸は現

状で 1.67m、 短軸 1.21m、 確認面からの深さは 17 cmを

測る。底面～底面上 5 cm程 度のレベルに、炭化物と焼土

の混合土が顕著にみられ、炭化材も顕者にみられる。出

土遺物はない。

B 3区・ 4区の概要と検出遺構・遺物

3区および4区は、前述のとおり微高地部分にあたり、

山梨県埋蔵文化財センターが 1988年 に発掘調査を実施

し、方形周溝墓群が検出された桜井畑遺跡 (A・ C地区)

にも近接している。

表土層を除去すると、古墳時代の遺物を多量に含む層、

やや茶色味がかる黒褐色粘質土層があらわれる。これが

弥生時代末～古墳時代前期の遺構確認面であり、遺物包

含層でもある。30～ 40 cm程度の厚さをもっている。

平安時代および中世以降の生活面および包含層は、そ

の上部に推積 していたと思われるが、後世の地形改変等

により削平をうけ欠失している。そのため弥生時代から

平安時代までの遺構は、すべて同層での確認となり、さ

らに、いたる所にブドウ棚の支柱や耕作による撹乱が及

んでお り、遺物は出土するものの、遺構が見えないとい

う状況で、遺構確認には困難を極めた。

3区では、奈良 。平安時代の竪穴建物跡 8棟、溝状遺

構 5条、ピット10基が検出されている。同区で特筆さ

れるのは、 1次から今回の調査を通じて初めて縄文時代

の遺構が確認されたことで、SP82が該当する。平安時

代の遺構であるSB18号竪穴建物跡の下部で検出された

もので、長径 lm前後、確認面からの深さ 30 clll程 度を

測る楕円形を呈する土坑である。覆土からは縄文時代早

期にあたる押型文土器の破片が数点出土している。

4区では、竪穴建物跡 53棟、ピット72基、溝状遺構

20条以上検出されている。竪穴建物跡は弥生時代後期、

古墳時代前期、平安時代中・後期のものが中心に検出さ

れている。

弥生時代の竪穴建物跡として SB13号 竪穴建物跡があ

り、当該期の竪穴建物跡は当竪穴 1棟だけである。X49

～ 50Y93～ 94グ リッド内に位置し、遺構の大半を上部

遺構により破壊されており遺存状況は良くないが、柱穴

および石囲炉が検出されている。4本柱穴で推定長径 5

m前後を測る小判形もしくは隅丸長方形を呈するもので

あったと思われる。石囲炉は長軸約 70 clll、 短軸約 50 cm、

確認面からの深さ約 6 cmを 測 り、河原石を南 。東・西側

に各 1個ずつ計 3個配している。

古墳時代前期の竪穴建物跡では、当初 SD23と いう溝

状遺構 として調査を進めていた遺構が、調査を進めて

い く段階で竪穴建物跡 (SBl)で あることが判明した。

X48～ 50Y94グ リッドに位置 し、竪穴建物の大半は調

査区外に延びており、おそらく一辺が 5m前後を測る、

隅丸方形を呈する竪穴建物跡だと思われる。炉は検出で

きなかったが、その存在をうかがわせる硬化面が竪穴中

央部付近で確認でき、おそらく炉址 も調査区外に存在す

るものと思われる。床面直上からは、S字口縁奏形土器

が出土している。

平安時代の竪穴建物跡は、今年度の調査では9世紀半

ばおよび 10世紀前半代の竪穴建物もわずかながら検出

されているが、10世紀後半段階から 12世紀前後段階の

ものが多数検出されている。

特に4区南西側では、南東および南西コーナーにカマ

ドを有する 12世紀前後段階の竪穴建物跡が 8棟分重複

して検出されている。遺物量も比較的豊富で、灰釉陶器

壼などが出土 している。12世紀前後段階の竪穴建物跡

の特徴として、カマ ドの造 られる位置 もそうであるが、

カマ ドの構築に礫を主体的に用いて構築していることが

言える。これは前年度の調査でもそうであったが、当該

期の竪穴のカマ ドには礫を使用 しているものの、10世

紀代以前の竪穴のカマ ドには礫をほとんど使用せず、粘

土を主体的に用いて構築する傾向がうかがわれる。これ

は当該期に集落近辺で地形環境の変化が起こり、比較的

簡単に礫を入手できるようになったからであろうか。

溝跡では、SD5・ 6・ 22・ 24・ 28。 40な どが、出土土

器の様オロから弥生時代後期から古墳時代前期初頭に属す

る溝跡だと思われる。特にX54～ 56Y94～ 96グ リッド

に位置するSD5は、 4区北東側で検出されてお り、そ

の北側は平安時代以降の SD4に よって破壊されている

ものの、L字形で検出されており、弥生時代後期から古

墳時代前期にわたる高郭・重・奏、ミニチュア土器など

が出土している。

遺物群は、埋土上層レヴェルから出土しており、面的

にはやや集中する傾向がみられる。 L字に屈曲する部分

がほぼ直角で、人工的な溝であると思われることから、

方形周溝墓などに伴 う溝であろう。また、SD28(X50

～ 51Y87～ 88グ リッド)と SD40(X49～ 50Y91グ リッ

ド)も 、SD5の 溝 と同じ方向性をもって延びているこ

とから、SD28と SD40も 方形周溝墓などに伴う同一の

溝である可能性が高い。
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平安時代の溝跡は、 4区北端の X56～ 57Y95～ 96グ

リッド内で検出されているSD4がある。現在の道路 と

ほぼ平行して延びてお り、数段階の流路変遷が認められ

る。溝底部は酸化鉄の沈着層がみられ、水量も豊富で長

期にわたって水が流れていたことを物語っている。溝内

には拳大よリー回り大きい礫を多 く含み、出土遺物には

土師器の郭・皿 。甕、瓦片、須恵器奏形土器片や灰釉陶

器片、土製紡錘車、鉄製の刀子なども出土している。

X49～ 51Y81～ 83グ リッドに位置するSD41は 、 4

区南西側で検出された中世～近世にかけての溝跡であ

る。その埋土上面には拳大を中心とする礫が約 ■2m幅
で道路状に敷き詰められている。さらに、その石敷を切

り込むかたちで、馬の墓坑なども検出されていることか

ら、同遺構の性格が問題となろう。

ピットでは、X49Y93グ リッドに位置するSP43か ら、

S字口縁奏形土器のミニチュア土器が出土している。何

らかの儀礼行為に伴って埋納されたものであろうか。

以下、 3区・ 4区 内の SB、 SP、 SDの順を追って報

告していく。

1.SB(竪穴建物跡)

SBl号竪穴建物跡 (挿図第299・ 348図/3次図版 9・ 39)

(位置)4区 X48～ 50Y94グ リッド内にて検出。竪穴の

1/2以上は、東側の調査区外に延びている。 (重複 。遺

存状況)SB9。 13・ 30、 SD22、 SP71～ 73と 重複。 (形態・

規模等)形態は全容が不明であるが、おそらく隅丸方形

を呈するものと思われる。規模は長軸は現状で 420m、

短軸も現状で 4.00mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝

は、検出されている壁下で検出されている。竪穴部の確

認面からの深さは 50 cmを測 り、床面は貼床と思われる。

特に竪穴中央部分が堅固となっており、周囲より若干高

くなっている。 (柱穴)柱穴と思われるものは、SP38と

して調査をおこなったものもので、不整楕円形を呈 し、

長軸 85 cm、 短軸 55 cm、 深さ 15 cmを 測る。 (炉)検出さ

れていないが、調査区外に存在するものと思われる。 (出

土遺物)覆土中から多量の弥生時代後期から古墳時代前

期の土器類が出土している。床面直上出土遺物としては、

柱穴 SP38の北東側約 70 clllの 位置から出土した、S字口

縁甕形土器がある。 (時期)古墳時代前期。

SB2号竪穴建物跡 (挿図第 300。 348。 349・ 401図 /3
次図版 9・ 39)

(位置)4区 X50・ 51Y93・ 94グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB7・ 13・ 29、 SD15と 重複。 (形態・規模等)

形態はおそらく隅九方形を呈すると思われ、規模は東西

は現状で 3.65m、 南北 3.65mを 測る。 (壁・壁溝・床面

等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深

さは 33 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中心に硬化面

が散在的に確認できる。また、竪穴部中央やや】ヒ寄りに

おいて、民化物の範囲が認められるが、これは敷物の一

部である可能性が高い。 (柱穴)柱穴 と思われる明確な

ピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、

袖石および袖部の一部を検出。燃焼部内の焼土は比較的

顕著に残存 しており、その上層から土師質鍋片が出土し

ている。 (出土遺物)遺物はカマ ド内を中心に、竪穴部

内全体から出土している。土師質郭・脚高高台皿・奏・

蝸、灰釉陶器椀などが出土している。なお、土師質郭の

中には「中山」と記した刻書土器を含んでいる。 (時期)

11世紀前半代。

SB3号竪穴建物跡 (挿 図第 301。 349図 /3次図版 9・

10'39・ 40)

(位置)4区 X55・ 56Y94・ 95グ リッド内にて検出。 (重複。

遺存状況)SB4と 重複するが、SB3が SB4を切って構

築している。北側は削平により壁は不明瞭である。(形態・

規模等)形態はおそらく隅九方形を呈すると思われ、規

模は東西は現状で 1.66m、 南北は推定 3.10mを 測る。(壁・

壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは 7 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中心

に硬化面が散在的に確認できる。 (柱穴)柱穴と思われ

る明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に

構築され、燃焼部の掘 り方と、袖石据え付け掘 り方を検

出。焼土ブロックを多量に含む灰褐色土を覆土としてい

る。 (出土遺物)遺物はカマ ド前面部お よびその両脇か

ら、土師器郭・皿が破砕した状態で出土 している。 (時期)

10世紀前半代。

SB4号竪穴建物跡 (挿 図第 301。 349。 350図 /3次図

版 10・ 40)

(位置)4区 X55・ 56Y94・ 95グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB3と 重複するが、本遺構が SB3に切られる。

遺構北側は削平により壁は不明瞭である。土器様相では

SB3と の時間差はあまり認められないため、SB3・ 4は

建て替えに伴う重複であろう。 (形態・規模等)形態は

おそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状

で 2.75m、 南北は推定 3.15mを測る。 (壁・壁溝 。床面

等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深

さは 6 cmを測 り、床面はカマ ド前面部を中心に硬化面が

散在的に確認できる。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (カ マ ド)東壁 に構築され、燃

焼部の掘 り方を検出。焼土ブロックを多量に含む暗褐色

土を覆土としている。またカマ ド前面部に焼土範囲が認

められる。 (出土遺物)遺物はカマ ド前面部および北東

隅付近から、土師器イ・皿などが出土 している。 (時期)

10世紀前半代。

SB5号竪穴建物跡 (挿図第302・ 350図 /3次図版10・ 40)
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(位置)4区 X52Y94・ 95グ リッド内にて検出。 (重複 。

遺存状況)SB6・ 24、 SP13。 20、 SD24・ 38と 重複する。

全体的に平面プランは不明瞭で、西壁のみ確認。 (形態。

規模等)形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規

模は東西は推定 2.80m、 南北は推定 3.15mを測る。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは 6 clllを 測 り、床面は全体的に不明瞭であ

り、カマ ド周辺部にて、若千堅固な箇所が散在的に確認

できる。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認さ

れていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り

方と袖石の残骸とみられる礫を検出。燃焼部内に部分的

に焼土範囲が残存 している。 (出土遺物)遺物は少ない。

および北東隅付近から、土師質土器郭 ?、 土師器郭、羽

釜、灰釉陶器片などが出土しているが、時期的に混在 し

ている。 (時期)カ マ ド内から11世紀代の羽釜が出土し

ていることからH世紀後半代か。

SB6号竪穴建物跡 (挿 図第 303・ 350図/3次 図版 10・

11 ,40)

(位置)4区 X52・ 53Y94。 95内 にて検出。 (重複 ,遺存

状況)SB5。 15、 SD24と 重複する。全体的に平面プラ

ンは不明瞭で、南東部のラインは不明瞭。 (形態 。規模

等)形態はおそらく隅九方形を呈すると思われ、規模は

東西 286m、 南北 3.37mを測る。 (壁・壁清・床面等 )

壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さ

は 15 cmを 測 り、カマ ド周辺部は概 して堅固である。カ

マ ド脇の北壁下から東壁下にかけて、床面上 6 cmほ どレ

ベルで硬化面が確認でき段差を有していることから、テ

ラス状施設の存在が認められる。この段差は基盤層の掘

り残 しではなく、灰黄褐色土を主体とする盛土で構築さ

れている。また SP13は本建物の床下土坑であると思わ

れ、長軸 2.lm、 短軸 ■60m、 深さ 20 cmを 測る。土師

器郭片・奏片などが少量出土している。 (桂穴)柱穴ピッ

ト1～ 3の柱穴と思われる明確なピットが検出されてい

る。径 30 cm前 後、深さ20 cmを測る。なお、ピット1か

らは、土師器皿が埋納された状態で出土 している。 (力

マ ド)ブ ドウ棚の支柱によって一部破壊されている。北

壁の北西隅近くに構築され、河原石の袖石を含んだ粘質

土で構築された袖部が残存 し、全体に焼土化が著しい。

カマ ド前面部には炭化物と焼土の混合上の範囲がアメー

バ状に確認されている。 (出土遺物)遺物はあまり多 く

ない。カマ ド周辺部から散在的に出土している。土師器

郭 。皿 。奏、使用痕がみられる須恵器奏片などが出上し

ている。 (時期)10世紀前半代。

SB7号竪穴建物跡 (挿図第304・ 351図 /3次図版11・ 40)

(位置)4区X50・ 51Y94グ リッド内にて検出。 (重複 。遺

存状況 )SB2・ 8。 13・ 14、 SPll・ 25。 36・ 37、 SD15'

22と 重複するが、SB8を切 り込んで構築 している。 (形

態・規模等)形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、

規模は東西は現状で 1.85m、 南北 2.65mを測る。 (壁・

壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは7 cmを 測 り、床面はカマ ド前面部を中心

に硬化面が散在的に確認できる。 (柱穴)柱穴と思われ

る明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に

構築され、燃焼部の掘 り方を検出。焼土ブロックを多量

に含む暗褐色土を覆土としている。またカマ ド前面部に

焼土範囲が認められる。(出土遺物)遺物はほとんどなく、

古墳時代前期の土器片がわずかに出土している。 (時期)

不明。

SB8号竪穴建物跡 (挿図第304・ 351図 /3次図版11・ 40)

(位置)4区 X51・ 52Y94グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB7・ 9。 14・ 24・ 25、 SP27´ -33・ 36と 重

複するが、SB7に切 られている。 (形態 。規模等)形態

はおそらく隅九方形を呈すると思われ、規模は東西は現

状で ■90m、 南北 3.43mを 測る。 (壁・壁清 。床面等 )

壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは

7 cmを測 り、床面はカマ ド前面部を中心に硬化面が散在

的に確認できる。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピット

は確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、燃焼

部の掘 り方を検出。カマ ド前面部に2箇所の焼土範囲が

認められる。 (出土遺物)遺物はほとんどなく、カマ ド

内から、古墳時代前期の上器片がわずかに出土している。

(時期)不明。

SB9号竪穴建物跡 (挿 図第 305。 351・ 407図 /3次図

版 11・ 41)

(位置)4区 X52・ 53Y94・ 95グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SBl・ 11、 SP38～ 41・ 71～ 73と 重複する。 (形

態・規模等)形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、

規模は東西は現状で3.20m、 南北も現状で3.00mを 測る。

(壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部

の確認面からの深さは 18 clllを 測 り、床面は硬化面が散

在的に確認できる。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)遺

物は検出された中央部分から、ややまとまって出土して

いる。土師器郭・皿・甕、カマ ド土器片、須恵器奏片な

どがみられる。 (時期)10世紀前半から中頃。

SB10号 竪 穴 建 物 跡 (挿 図 第 306・ 307・ 351・ 352・

404・ 407図/3次図版 11・ 12・ 41)

(位置)4区 X49・ 50Y91・ 92グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB26。 33・ 36。 38と 重複する。 (形態・規模等)

形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西

は現状で ■45m、 南北 2.90mを 測る。 (壁・壁清 。床面

等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深
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10 cmを測 り、床面は硬化面が散在的に確認できる。

(柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

い。 (カ マ ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り方を検出。

覆土は4層で、人為的な埋め戻しがおこなわれた状況が

看取できる。最上層の第 1層 には焼土がブロック状で混

入し、さらに多量の遺物を含み、土師器邦 。皿が一括で

出土している。 (出土遺物)遺物は前述のとお り、カマ

ドを中心に出土している。土器類の他、棒状鉄製品やカ

マ ド北側床面上約 20 cmの レベルから大型の砥石が出土

している。 (時期)9世紀後半。

SBll号竪穴建物跡 (挿 図第 305。 352・ 404・ 407図 /
3次図版 12。 41)

(位置)4区 X48'49Y93グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB9と 重複し、同遺構に切 られている。 (形

態・規模等)形態は不明で、規模は東西は現状で 1.45m、

南北 2.65mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 18 cmを 測 り、

床面は硬化面が散在的に確認できる。 (柱穴)柱穴と思

われる明確なピットは確認されていないが、小ピットが

検出されており、その内部から土器小片が出土している。

また、SP14と して調査 した土坑は、本建物に伴 う貯蔵

穴の可能性がある。長楕円形を呈 し、長軸 85 cm、 短軸

63 cm、 深さ30 cmを 測る。断面形は橋鉢状を呈 し、その

底面から土師器郭が倒位の状態で出土 している。 (カ マ

ド)不明。 (出土遺物)遺物は SP14周 辺の南壁際およ

び小ピット内からややまとまって出土している。土師器

郭・奏、灰釉陶器片、鉄津、磨石などがみられる。 (時期)

10世紀前半。

SB12号 竪穴建物跡 (挿 図第 308,352～ 354・ 404・

406・ 407図 /3次図版 12・ 41・ 42)

(位置)4区 X49・ 50Y93グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB13。 29。 30、 SP57・ 75～ 77と 重複する。 (形

態・規模等)形態は隅丸方形を呈し、規模は東西 3.10m、

南北 3.00mを測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 23硼 を測 り、

カマ ド周辺部は概 して堅固である。SP68・ 69・ 70と し

て調査 した土坑は、本建物の床下土坑であると思われ

る。これら覆土には炭化物や焼土ブロックを含んでおり、

SP70か らは土師器郭が出上している。土師器郭片・奏

片などが少量出土している。 (柱穴)柱穴と思われる明

確なピットは検出されていない。 (カ マ ド)ブ ドウ棚の

支柱によって一部破壊されている。東壁の南東隅近 くに

構築され、袖石と燃焼部掘 り方を検出している。燃焼部

覆土内には板状の焼土塊を含み、その上部から土器片が

散乱した状態で出土している。 (出土遺物)遺物は藍穴

中央部を除いた箇所から散在的に出土している。土師器

杯・皿・奏、羽釜、置きカマ ド、灰釉陶器壷、砥石の他、

弥生時代の石包丁も出土している。本建物と重複する弥

生時代後期 SB13に 伴う遺物であろう。 (時期)10世紀

前半代。

SB13号竪穴建物跡 (挿図第 309図 /3次図版 13)

(位置)4区 X49・ 50Y93・ 94グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SBl・ 2・ 7、 SP37・ 77～ 79。 65～ 67、

SD22と 重複し、ほとんど破壊 されている。石囲炉周辺

部分のみ残存。 (形態・規模等)形態は不明。規模は推

定で長軸 490m、 短軸 4.30mを 測ると思われる。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは 7 clllを 測 り、炉周辺において堅固な面

が散在的に認められる。 (柱穴)柱穴と思われるものは、

SP65～ 67、 SP75～ 79と して調査をおこなったものも

のが、位置 。配置などから相当するかと考えられる。円

形ないし精円形を呈 し、径 25～ 35 cm、 深さ25～ 40 clll

を測る。柱穴どうしの切 り合いがみられることから、本

建物跡は建て替えがおこなわれた可能性がある。 (炉 )

北側の柱穴間にあり、長方形状に北側を除く三方に礫を

配した石囲炉である。掘 り方の規模は東西 62 cm、 南北

58 cm、 深さ最大で 10 cmを 測る。焼土は掘 り方内全体に

顕著であるされていないが、調査区外に存在するものと

思われる。 (出土遺物)他遺構に著しく破壊されており、

本建物跡から直接出土遺物はない。しかし周辺遺構から

は弥生時代後期に属する土器や、先述した石包丁などが

出土している。 (時期)建物構造と周辺出土遺物から弥

生時代後期と思われる。

SB14号竪穴建物跡 (挿 図第 310。 354・ 403図 /3次図

版 13・ 42)

(位置)4区 X51・ 52Y94,95グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存】犬況)SB7・ 8・ 24・ 25、 SP3。 21。 22・ 28・ 34

と重複 している。 (形態・規模等)形態は隅九方形か。

規模は東西は推定で 3.50m、 南北は現状で 3.50mを測

る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は北壁の一部に巡ってい

る。竪穴部の確認面からの深さは 24 cmを 測 り、床面は

全体的に概 してる明瞭。 (柱穴)ピ ットは計 8基検出さ

れている。柱穴と思われるものは、ピット1,4・ 5。 8

と考えられ、径 30～ 38 cIIl、 深さ20～ 26 cmを 測る。 (炉 )

西側の柱穴間にあり、かなり北側に寄っている。楕円形

を呈する地床炉で、東西 60 clll、 南北 50 cm、 深さ 10 cm

を測る。焼土は上層部において顕著、 4 cm程度の堆積が

みられる。 (出土遺物)出土遺物は少なく、本建物跡内

からS字口縁甕片など散在的に出土 している。 (時期)

古墳時代前期と思われる。

SB15号竪穴建物跡 (挿 図第 311・ 354。 355・ 407図 /
3次図版 13・ 14。 43)
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(位置)4区 X53Y94グ リッド内にて検出。 (重複 。遺存

状況)SB6。 SP12と 重複する。いずれの遺構にも切 ら

れている。 (形態・規模等)形態はおそらく隅丸方形を

呈すると思われ、規模は東西は現状で 1,30m、 南北 2.50

mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 25 cmを 測 り、床面はカマ

ド周辺は堅回である。南壁下に低い棚状の高まりが確認

されており、西側調査区壁面での土層観察でも、盛土の

堆積土が確認できる。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、燃

焼部の掘 り方を検出。覆土は2層 で、人為的な埋め戻し

がおこなわれた状況が看取できる。焼土はあまり顕著で

はない。 (出土遺物)遺物はカマ ド近 くの南壁下に集中

しており、出土レベルも棚状施設の高さとほぼ同レベル

で出土しているものが多い。土師器郭 (刻書土器あり)・

奏、羽釜、灰釉陶器椀、刀子などが出土している。 (時期)

10世紀前半から中頃。

SB16号竪穴建物跡 (挿 図第 311・ 312・ 355。 402・ 406

図/3次図版 14・ 43)

(位置)4区 X50。 51Y88・ 89グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB32、 SP84～ 86・ 88、 SD47と 重複す

る。南西隅は現代の撹乱により破壊されている。 (形態・

規模等)形態はおそらく隅丸方形を呈すると思われ、規

模は東西 420m、 南北は現状で 2.20mを 測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは 30 cmを 測 り、床面はカマ ド周辺は堅固で

ある。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認され

ていない。 (カ マ ド)南東隅壁に構築され、袖石の遺存

状況は良好で、天丼石も煙道部の一部に残っている。覆

土は 3層で、人為的な埋め戻 しがおこなわれた状況が看

取できる。燃焼部上の天丼部を破壊 して埋土し、その上

部に構築材と思われる礫を充填 している。さらにその上

部を埋上で覆っている。焼土は堆積層 としては認められ

ず、覆土内にブロック状で混入 している。 (出土遺物 )

竪穴覆土内には上層から焼土ブロックおよび炭化物を含

んでおり、調査当初から焼失建物ではないかと予測して

いたが、竪穴南壁から50 cmほ ど離れた位置で、東西に

帯状に建築材と思われる炭化材および炭化材を含む焼土

範囲が出土している。建築材と思われる炭化材は、鑑定

の結果、コナラ節とクヌギ節で、竪穴建物の建築材 とし

ては一般的なものだとされている (詳細は第Ⅳ章第 3節

参照)。 遺物はカマ ド内および炭化材の合間から出土し

ているが、量的には多 くはない。土師質皿と床面直上レ

ベルはカマ ド近くの南壁下に集中しており、出土レベル

も棚もしくはテラス状施設の高さとほぼ同レベルで出土

しているものが多い。土師質郭・小皿・脚高高台イ ?・蝸、

羽釜、使用痕が残る須恵器養片、混入材の痕跡が顕著な

焼土化した粘土塊、不明石製品などが出土している。 (時

期)11世紀後半。

SB17号堅穴建物跡 (挿 図第 313・ 355。 356・ 407図 /
3次図版 14。 15。 43・ 44)

(位置)4区 X51Y86・ 87グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)重複はない。大半は北側調査区外に延びてい

る。 (形態・規模等)形態はおそらく隅丸方形を呈する

と思われ、規模は東西 3.10m、 南北は現状で ■20mを

測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 20 cmを 測 り、床面はカマ

ド周辺は堅固である。東壁カマ ド脇に棚状施設と思われ

る基盤層掘 り残 しの段差が認められ、床面からの高さは

約 16 cmを測る。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは

確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、袖芯材

の礫 と褐色粘質土で構築された袖部が検出され、全体に

焼土化が著 しい。燃焼部内の焼上の堆積は顕著ではな

く、板状のプロックで混入 している。覆土は5層で、人

為的な埋め戻 しがおこなわれた状況が看取できる。第3

層中に焼土ブロックが多 く混在し、羽釜片、完形の土師

器郭も出土 している。 (出土遺物)カ マ ド周辺および南

壁下沿いからまとまって出土している。床面上 10 clll内

外のレベルから礫 とともに出土しているものが多い。ま

た、カマ ド前面部には焼土と炭化物の混合土の範囲もみ

られ、その土壌のフローテーションを実施したところ、

イネ 。オオムギ・ムギ類・マメ科の汎化種実が検出され

ている (詳細は第Ⅳ章第 3節参照)。 土器類では、焼土

と炭化物の混合土の範囲の上部から完形の灰釉陶器椀が

伏せられた状態で出土しており、土師器郭・皿 (線刻状

の刻書あり)、 羽釜、灰釉陶器椀 。壷、鐘状鉄製品など

が出土している。 (時期)10世紀末から11世紀前半。

SB18号竪穴建物跡 (挿 図第314・ 356。 357・ 403図/3
次図版 16。 44)

(位置)3区 X58。 59Y96・ 97グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB27、 SD29・ 43と 重複する。遺構の 1/3程

度は、東側の調査区外にかかる。 (形態 。規模等)形態

は方形もしくは長方形を呈すると思われ、規模は東西は

現状で 3.50m、 南北 3.30mを測る。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは

35 cmを 測 り、床面は貼床でカマ ド周辺は堅固である。(柱

穴)ピ ットが 1基、西壁付近で検出されているが、柱穴

になるかどうかは不明。 (カ マ ド)北壁に構築され、燃

焼部の掘 り方を検出。覆土は基本的には5層で、覆土上

層には焼土ブロックが顕著に混入している。 (出土遺物)

遺物は竪穴部中央部から東側部分を中心に散在的に出

土している。土師器雰・甕などが出土している。 (時期)
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8世紀紀前半。

SB19号竪穴建物跡 (挿図第 314図 /3次図版 16)

(位置)3区 X61・ 62Y97グ リッド内にて検出。 (重複・遺

存状況)SP45。 46、 SD31と 重複するが、 SP45。 46は 本

遺構の床下土坑の可能性がある。遺構の1/2程度は、東側

の調査区外にかかる。 (形態・規模等)形態はおそらく隅

丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状で ■30m、

南北 2,70mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 5 cmを 測 り、

床面は概して不明瞭である。床下土坑 と思われる SP45

は、長楕円形を呈し、長軸は現状で 1.10m、 短軸 0.85m、

深さ5 cmを測る。SP46は長楕円形を呈 し、長軸 1.65m、

短軸 0。90m、 深さ 15 cmを 測る。 (桂穴)柱穴と思われ

る明確なピットは確認されていない。 (炉・カマ ド)不 明。

(出土遺物)出土遺物は特にない。 (日寺期)不明。

SB20号竪穴建物跡 (挿図第 315図 /3次図版 16)

(位置)3区 X60Y97グ リッド内にて検出。 (重複 。遺存

状況)な し。 (形態・規模等)形態は隅丸長方形を呈し、

規模は現状で東西 0,70m、 南北 2.00mを測る。 (壁・壁

清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは 20 cmを測 り、床面は概 して不明瞭である。

(桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

い。 (炉・カマ ド)不明。 (出土遺物)出土遺物は特にな

い。 (時期)不明。

SB21号竪穴建物跡 (挿図第 315・ 357・ 407図/3次図

版 16。 44)

(位置)3区 X58Y95。 96グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB23・ 28、 SD30と 重複する。遺構の 1/3程

度は、西側の調査区外にかかる。 (形態・規模等)形態

は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状で 2.40

m、 南北 2.90mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁は北壁

部分をわずかに検出しているにすぎない。壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 10 cmを測 り、

床面は貼床で、概 して不明瞭である。 (桂穴)柱穴と思

われる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)北

壁に構築され、袖石と焼土範囲を確認しているが、その

大半を撹乱によって破壊されている。 (出土遺物)遺物

はカマ ド周辺部から中心的に出土している。土師器郭・

蓋・奏、脚高高台皿、羽釜、須恵器奏片、棒状鉄製品な

どが出土している。 (時期)下部遺構の遺物をかなり巻

き込んでいるようで、時期的に混在 した様相を示 してい

るが、一番新 しい様相である■ 世紀前半代 としておき

たい。

SB22号竪穴建物跡 (挿図第 315。 357・ 358図/3次図

版 16・ 44'45)

(位置)3区 X60Y96グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SP48・ 61・ 62・ 83、 SD29と 重複する。南壁 。北

壁側は、現代の撹乱によって破壊されている。 (形態・

規模等)形態は隅九方形を呈すると思われ、規模は東西

は推定で 2.35m、 南北 も推定で 2.30mを測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは 5 clllを 測 り、床面はカマ ド周辺のみ堅固で

ある。南西隅付近に径 20 cm程度の焼土範囲がみられる

が、床面直上に堆積 しているものではない。 (柱穴)カ

マ ドの両脇にピットが 2基検出されている。カマ ド上部

の支柱であろう。その他柱穴と思われるピットは検出さ

れていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、燃焼部の掘 り

方を検出。覆土は2層で、覆土上層には焼土ブロックが

混入 している。 (出土遺物)遺物は竪穴部全体から散在

的に出土している。土師器郭・皿・甕などが出土してい

るc(時期)古手の時期の土器がみられるが、10世紀前

半代であろう。

SB23号竪穴建物跡 (挿図第 316・ 358。 407図 /3次図

版 17・ 45)

(位置)3区 X58Y95・ 96グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB21・ 28、 SP59と 重複する。遺構の 1/3程

度は、西側の調査区外にかかり、南壁の一部は、現代の

撹乱によって破壊されている。 (形態・規模等)形態は

隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西は現状で 1.75m、

南北 2.30mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 25 clllを 測 り、

床面はカマ ド周辺のみやや堅固である。 (柱穴)柱穴と

思われるピットは検出されていない。 (カ マ ド)東壁の

南東隅近くに構築され、燃焼部の掘 り方を検出。覆土は

4層で、覆土上層には焼土ブロックの混入が顕著で、土

器も多 く出土 している。 (出土遺物)遺物はカマ ド内を

中心に出土している。土師器郭 。皿・奏・小型奏、羽釜、

鉄滓などが出土している。 (時期)10世紀前半。

SB24号竪穴建物跡 (挿図第317。 359図 /3次図版17・ 45)

(位置)4区 X52Y94グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB5'6・ 8。 14・ 25、 SP44、 SD24と 重複 してい

る。SB25に 切 られる。挿図上では SD24が本遺構 を切

り込んだ状態になっているが、本遺構の方が新しい。調

査段階で、SD24を先に掘 り下げてしまったためである。

(形態・規模等)形態は隅九方形か。規模は東西は現状

で 1.30m、 南北 3.65mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁

溝は検出されていない。確認面からの深さは 30 clllを 測

り、床面は全体的にやや不明瞭。 (柱穴)ピ ットは SB24

の範囲内では計 4基検出されている。柱穴と思われる

ものは、位置的にはピット1。 2と 考えられるが、ピッ

ト2は深さ 27 cmを 測るものの、ピット1は 6 cm程 度で、

呆たして柱穴であるかどうかは不明である。 (炉)不明。

-459-



(出 土遺物)出土遺物は少なく、本建物跡内からS字口

縁甕片などが散在的に出土 している。 (時期)古墳時代

前期としておきたい。

SB25号竪穴建物跡 (挿図第317・ 359図 /3次図版17・ 45)

(位置)4区 X52・ 53Y94グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB8。 14・ 24、 SP44、 SD24と 重複している。

SB24を 切 り込み、SP44に 切 られる。挿図上では SD24

が本遺構を切 り込んだ状態となっているが、調査区西面

断面観察の結果、本遺構の方が新 しいと判明。 (形態 。

規模等)形態は隅丸方形か。規模は東西は現状で 1.75m、

南北 4.50mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出し

ている壁下に巡っている。確認面からの深さは 45 cmを

測 り、床面は全体的にやや不明瞭であるが、部分的に堅

固な箇所も認められる。 (柱穴)ピ ットは SB25の 範囲

内では計4基検出されている。柱穴と思われるものは特

にない。 (炉)不明。 (出土遺物)出土遺物は少なく、本

建物跡内からS字口縁甕片、高郭片などが散在的に出

土している。 (時期)古墳時代前期としておきたい。

SB26号竪穴建物跡 (挿図第317・ 318・ 359・ 360。 404・

406図/3次図版 17・ 45・ 46)

(位置)4区 X49Y91・ 92グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB10。 31'38、 SD40と 重複する。遺構の

1/2程度は、南側の調査区外にかかる。 (形態・規模等)

形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西 5。20m、

南北は現状で 3.40mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁構

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 50

cmを 測 り、床面は全体的にやや不明瞭であるが、カマ ド

周辺はやや堅固である。 (桂穴)ピ ット1,2が柱穴とな

ろう。径 36～ 63 cm、 深さ25～ 50 cmを測る。柱痕も確

認できる。 (カ マ ド)北壁下にやや離れて二つの焼土範

囲が確認され、調査段階では「炉」と判断し調査を進め

たが、後の検討の結果、カマ ドであると判断した。焼土

範囲①は、その下部に精円形を呈 し、長軸 ■00m、 短

軸 0,99mを測る掘 り方を有 してお り、これが燃焼部と

なる。焼土範囲② も、その下部に楕円形を呈し、径 0.70

mを測る掘 り方を有している。おそららく焼土範囲①の

方が、その遺存状態から新 しいと思われる。 (出土遺物)

遺物はカマ ド周辺部からややまとまって出土している。

層位的にはかなり上下幅をもっている。土師器郭 。奏、

石錘、敲石、磨石などが出土しているとともに、高不片

なども出土している。 (時期)7世紀末から8世紀初頭。

SB27号竪穴建物跡 (挿図第316・ 360図 /3次図版18'46)

(位置)3区 X58・ 59Y96グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB18・ 28と 重複する。いずれの遺構にも切

り込まれている。 (形態・規模等)形態は隅丸方形を呈

すると思われ、規模は東西は現状で 1.25m、 南北 2.80

mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていな

い。竪穴部の確認面からの深さは 15 cmを 浪1り 、床面は

概して不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (炉・カマ ド)不明。 (出土遺物 )

出土遺物は南壁覆土上層から土師器郭片が出土している

が、流れ込みによるものだろう。 (時期)他遺構 との重

複関係から、少なくとも8世紀前半以前の所産であろう。

SB28号竪穴建物跡 (挿図第316・ 360図/3次図版18。 46)

(位置)3区 X58・ 59Y95。 96グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB23・ 27と 重複する。遺構の大半は、西側

の調査区外にかか り、南側は撹乱や SB23な どに切 り込

まれている。 (形態・規模等)形態は隅九方形を呈する

と思われるが不明で、規模は現状で東西 1.80m、 南】ヒ1.40

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 25 cmを 測 り、床面はカマ

ド周辺のみやや堅固である。 (柱穴)柱穴と思われるピッ

トは検出されていない。 (カ マ ド)北壁の北東隅近 くに

構築され、燃焼部の掘 り方を検出。覆土は4層で、覆土

上層には焼土ブロックの混入が顕著であり、土器 も多 く

出土している。 (出土遺物)遺物はカマ ド内を中心に出

土している。土師器郭・皿・奏。などが出土している。 (時

期)9世紀前半から中頃。

SB29号竪穴建物跡 (挿 図第318。 360・ 407図 /3次 図版

18'46)

(位置)4区 X50。 51Y92・ 93グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB2・ 12。 13・ 61と 重複する。遺構の大

半は、北側の調査区外にかかっている。 (形態・規模等 )

形態は隅丸方形を呈すると思われるが不明で、規模は東

西 2.70m、 南北は現状で 1.80mを 測る。 (壁 。壁溝・床

面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの

深さは 60 cIIlを 測 り、床面は貼床で、カマ ド周辺のみや

や堅固である。掘 り方は全体的に掘 り下げるタイプで、

隅がピット状にやや深 く掘 り込まれている。 (桂穴)柱

穴と思われるピットは検出されていない。 (カ マ ド)東
壁に構築され、燃焼部の掘 り方を検出。焼土はあまり顕

著でない。カマ ド前面には、炭化物範囲が確認されてい

る。 (出土遺物)遺物は南壁下沿いに土師器郭 。奏、鉄

津などが散在的に出土している。 (時期)9世紀中頃か

ら後半。

SB30号竪穴建物跡 (挿 図第318。 361・ 403図 /3次 図

版 18・ 46)

(位置)4区 X49・ 50Y93・ 94グ リッド内にて検出。 (重

複 。遺存状況)SBl。 12・ 13、 SP78、 SD22と 重複 して

いる。SB13と の新旧関係は不明であるが、いずれの遺

構にも切 り込まれている。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は現状で東西 2.00m、 南北 3.35mを 測る。 (壁・壁
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溝・床面等)壁溝は西側に巡っている。確認面からの深

さは 10硼 を測 り、床面は全体的にやや不明瞭だが、堅

固な箇所も散在的に確認できる。 (柱穴)ピ ットは4基

検出されているが、柱穴かどうかは不明。 (炉・カマ ド)

不明。 (出土遺物)出土遺物は少ないが、散在的ながら

土師器郭片、弥生～古墳時代の壷 。奏片、ミニチュア土

器片などが出土している。 (日寺期)古墳時代前期として

おきたい。

SB31号竪穴建物跡 (挿図第319。 361図 /3次図版18。 46)

(位置)4区 X49Y93グ リッド内にて検出。 (重複 。遺存

状況)SB26、 SP50と 重複する。遺構西側は SB26に 切

り込まれ、南側は調査区域外にかかっている。 (形態 。

規模等)形態は不明。規模は現状で東西 0,90m、 南北 2.55

mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていな

い。竪穴部の確認面からの深さは 15 cmを 測 り、床面は

概して不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (炉・カマ ド)不明。 (出土遺物 )

出土遺物は北東隅の覆土上層から甑形土器が出土してい

る。 (時期)出土土器の時期は、 7世紀末から8世紀紀

初頭段階と思われるが、本遺構に伴うものかどうかは不

明である。

SB32号竪穴建物跡 (挿図第319。 361図 /3次図版18。 47)

(位置)4区 X50。 51Y88・ 89グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB16・ 47、 SP87。 92、 SD47と 重複する。

南側調査区外にかかるが、その大半は SB16に よって破

壊されている。 (形態 。規模等)形態は不明で、規模は

現状で東西 175m、 南北 2.50mを測る。 (壁・壁溝・床

面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの

深さは25 cmを 測 り、床面はカマ ド周辺は堅固である。(桂

穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていない。

(カ マ ド)南東隅壁に構築され、褐色粘質土を主体とし

て袖部を構築している。焼土イとが著しい。左袖上部から

土師器郭が出土している。 (出土遺物)土師器郭・奏な

どが、主にカマ ドから出土している。(時期)11世紀後半。

SB33号竪穴建物跡 (挿図第 306図/3次図版 18)

(位置)4区 X50Y92グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB10と 重複する。遺構の大半は北側調査区外に

かかり、さらに試掘 トレンチによって被壊さており、検

出した範囲はごくわずかである。 (形態・規模等)形態

は不明。規模は現状で東西 0.35m、 南北 0.70mを測る。

(壁・壁溝・床面等)壁溝は南壁下でわずかに検出され

ている。竪穴部の確認面からの深さは 33 cmを 測 り、床

面は不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていない。 (炉・カマ ド)不明。 (出土遺物 )

出土遺物は覆土内から、わずかに土器小片が出土してい

る。 (時期)不明。

SB34号竪穴建物跡 (挿図第320'361。 362'403・ 407図

/3次図版 19・ 47)

(位置)4区 X49Y90グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB53。 58と 重複する。遺構の大半は、南側調査

区外にかかっている。 (形態・規模等)形態は不明で、

規模は東西 2.85m、 南北は現状で 1.05mを 測る。 (壁 。

壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは 45 cmを 測 り、カマ ド周辺部は概 して堅

固である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは検出

されていない。 (カ マ ド)北壁の北東隅近 くに構築され、

袖心材に礫を用い、にぶい黄褐色粘質上で構築された袖

部および燃焼部掘 り方を検出している。燃焼部覆土内に

は板状の焼土塊が落ち込み、その上部からは土器片が散

乱 した状態で出土している。 (出土遺物)遺物はカマ ド

内を中心に、各壁下から出土している。土師器郭・奏・

小型奏・羽釜の他、鉄製角釘、埠が西壁下床面直上から

出土している。 (時期)10世紀前半代。

SB35号竪穴建物跡 (挿図第306・ 407図/3次図版19)

(位置)4区 X50Y91グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB36・ 44・ 57、 SD40と 重複する。いずれの遺構

よりも新しい。遺構の大半は北側調査区外にかかってい

る。 (形態・規模等)形態は不明。規模は東西 3.35m、

南北は現状で ■05mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは、調

査区北側断面観察から45 cmを 測 り、床面はやや不明瞭

である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認さ

れていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)出土遺物は覆

土内から、わずかに土器小片と鐘状鉄製品が出上してい

る。 (時期)時期が判明する SB36や SB44と の切 り合い

関係から、11世紀後半以降の所産であろう。

SB36号竪穴建物跡 (挿図第306・ 307・ 362・ 363・ 401・

405～ 407図/3次図版19。 47・ 48)

(位置)4区 X49・ 50Y91グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB10・ 35。 38、 SP91・ 94、 SD40と 重複する。

現代の撹乱溝によって、遺構南側部分が破壊されてい

る。 (形態・規模等)形態は隅九方形を呈し、規模は東

西 2.90m、 南北は現状で 3.00mを測る。 (壁・壁清・床

面等)壁溝は一部の西壁下で検出されている。竪穴部の

確認面からの深さは 35 cmを 測 り、床面は全体的にやや

不明瞭である。東壁下に焼土範囲が確認され、その下部

には、長軸 55 cm、 短軸 40 cmを 測る、精円形を呈する浅

い掘 り方が存在する。カマ ドの痕跡とも考えられる。(柱

穴)柱穴と思われるピットは検出されていない。 (カ マ

ド)南東隅壁に構築され、燃焼部の掘 り方を検出。覆土

は2層で、覆土上層には焼土ブロックの混入が顕著にみ

られる。 (出 土遺物)遺物は遺構内全体から散在的に出
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上しているが、東壁・北壁際からの出土がやや目立って

いる。土師質郭・皿 。奏 。蝸、灰釉陶器、緑釉陶器、須

恵器、鉄製紡錘車、刀子、九石、黒曜石片などが出土し

ている。 (時期)11世紀前半から中頃。

SB37号竪穴建物跡 (挿図第320・ 363・ 364図 /3次 図版

20・ 48)

(位置)4区 X50・ 51Y85・ 86グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB60、 SD44・ 45と 重複する。遺構 の

1/3程度が南側調査区外にかかっている。(形態。規模等)

形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西 2,75m、

南北は現状で 2.20mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 30

cmを測 り、床面はカマ ド周辺部のみやや堅固である。北

西隅付近に焼土範囲が確認されており、焼土は床面直上

堆積ではなく、埋土にみられるものである。 (柱穴)柱

穴と思われるピットは検出されていない。 (カ マ ド)東
壁に構築され、燃焼部の掘 り方を検出。覆土は基本的に

3層 で、焼土層がわずかに残存 している。 (出土遺物 )

遺物はカマ ド周辺から前述した焼土範囲を結ぶライン上

に分布する傾向がみられる。土師器必・甕 。小型奏、羽

釜、灰釉陶器壷などが出土している。 (時期)9世紀末

から10世紀前半。

SB38号竪穴建物跡 (挿 図第306・ 307・ 364図 /3次 図

版 20。 48)

(位置)4区 X49Y91グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB10。 26。 36、 SD40と 重複する。遺構の 1/3程

度が南側調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形

態は隅丸方形 を呈すると思われ、規模は東西 3.20m、

南北は現状で 2.10mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 15

cmを 測 り、床面は散在的に堅固な箇所が確認できる (柱

穴)柱穴と思われるピットは検出されていない。北西隅

側でピット1が検出されている。楕円形を呈 し、長軸

73 cm、 短軸 68 cm、 深さ 40 cmを 測る。貯蔵穴であろう

か。底面付近から、土器片も数点出上している。(カ マ ド)

小明。 (出土遺物)遺物はピット1周辺部から出土して

いる。土師質小皿、土師器郭・皿・奏、須恵器養片など

が混在 して出土している。 (F寺期)9世紀後半か。

SB39号竪穴建物跡 (挿図第321・ 364図 /3次図版21,49)

(位置)4区 X50・ 51Y83グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB41、 SD41と 重複する。その大半は SD41

によって破壊されている。 (形態・規模等)形態は不明で、

規模は現状で東西 1.65m、 南北 2.40mを 測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは 23 clllを 測 り、カマ ド周辺の床面は堅固で

ある。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認され

ていない。 (カ マ ド)南東隅壁に構築され、石組みを主

体 として構築している。焼土化が著しい。両袖脇は盛土

によって構築された棚状施設となっている。カマ ド本体

の覆土は基本的に4層で、人為的な埋め戻 しがおこなわ

れた状況が看取できる。燃焼部上の天丼部を破壊 して埋

め、その上部に構築材と思われる礫や土器を入れ込んで

いる。さらにその上部を埋土で覆っている。焼土は堆積

層 としては認められず、覆土内にブロック状で混入して

いる。 (出土遺物)土師質杯・鍋などが、カマ ド内およ

びその周辺から出土している。 (日寺期)11世紀後半から

12世紀初頭。

SB40号竪穴建物跡 (挿図第322・ 323・ 365。 366・ 401・

407図/3次図版 23・ 24。 49)

(位置)4区 X51・ 52Y83グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB45・ 46・ 48・ 49・ 51・ 59と 重複する。そ

の大半は SB45お よび SD41に よって破壊 されている。

(形態・規模等)形態は隅九方形を呈すると思われ、規

模は東西 4.80m、 南北は現状で 2.10mを 測る。(壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面から

の深さは 10 cmを 測 り、床面はカマ ド周辺部を除いて全

体的に不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピッ

トは確認されていないが、東壁際に土坑状の掘 り方が

検出されている。床下土坑の可能性もあるが、詳細は不

明である。 (カ マ ド)東隅壁に構築され、石組みである。

袖部は暗褐色粘質土を主体として構築され、焼土化が著

しい。覆土の状況から、人為的に破壊されている状況が

うかがわれる。燃焼部内には袖構築材とみられる礫と土

器片が充填された状況で検出されている。またカマ ド前

面の床面には、焼土と炭化物の混合土の範囲も認められ

る。 (出土遺物)遺物量は多い。特にカマ ド内およびそ

の周辺部に集中している。また北西隅壁際からは、壁際

から転落したような状況で土師器鉢が出土している。土

師質郭・鍋、脚高高台郭か皿、土師器郭、羽釜、灰釉陶

器椀・皿・壺、須恵器奏、刀子、棒状鉄製品などがみら

れる。 (時期)H若 千時期的に混在しているが、床面直

上出土の灰釉陶器椀などから11世紀前半代 としておき

たい。

SB41号竪穴建物跡 (挿図第321・ 366図 /3次図版21・ 50)

(位置)4区 X52Y83・ 84グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB39、 SD41・ 45と 重複する。その大半は

SD41に よって破壊されている。 (形態・規模等)形態

は不明で、規模は現状で東西 1.50m、 南北 2.20mを 測る。

(壁・壁溝 。床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部

の確認面からの深さは 15 cmを測 り、床面は全体的に不

明瞭である。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確

認されていないが、東壁際に掘 り方群が検出されている。
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床下土坑の可能性もあるが、詳細は不明である。(カ マ ド)

不明。 (出上遺物)土師質不 。鍋などが、カマ ド内およ

びその周辺から出土している。 (時期)11世紀後半から

12世紀初頭。

SB42号竪穴建物跡 (挿 図第323・ 366。 407図 /3次 図

版 21・ 22・ 50)

(位置)4区 X51・ 52Y81・ 82グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB52、 SD42と 重複する。遺構西側は、後世

の地形改変により削平されている。 (形態・規模等)形

態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は現状で東西 290

m、 南北 4.35mを 測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は検

出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 13 cmを

測 り、床面は貼床で、全体にわたり比較的堅固である。

東壁際は掘 り方掘削の際、幅 80 cm前後の溝状に掘 り込

んで、床下土坑 もみられる。 (柱穴)柱穴と思われピッ

トとしてピット1～ 3が検出されている。径 30～ 45 cm、

深さは現状で 10～ 18 cmを測る。位置的にも柱穴と考え

られるが、北西側では削平されたためか確認されていな

い。 (カ マ ド)南東隅壁に構築され、その掘 り方を中心

に検出されている。本来は石組みだったと考えられ、掘

り方内からは礫が充填されたような状況で出土し、その

同レベルから完形の土師質小皿が出土 している。同カ

マ ドでも人為的破壊の状況がうかがわれる。 (出土遺物)

遺物量は多 くはないが、カマ ド内および床下土坑などか

ら、土師質小皿、柱状高台、灰釉陶器椀片・壷片、刀子、

鉄鏃などが出土 している。 (日寺期)10世紀後半から■

世紀初頭。

SB43号竪穴建物跡 (挿 図第324・ 366,367図 /3次 図

版 22・ 50)

(位置)4区 X50。 51Y86グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB60と 重複する。遺構南側の一部は、南側

調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形態は隅丸

方形を呈すると思われ、規模は東西 3.00m、 南北は現

状で 2.55mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 27 cmを測 り、

床面は全体的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思わ

れる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)北東

隅壁に構築され、る組みの一部を検出している。燃焼

部内には袖石 として使用されたとみられる礫 と土師器

養が、覆土中層の同レベルから出土している。人為的な

破壊がされた可能性が高い。 (出土遺物)土師器郭 。奏、

羽釜、鍋、灰釉陶器椀などが、カマ ド内および竪穴全体

から散在的に出上している。 (時期)10世紀後半から11

世紀初頭。

SB44号竪穴建物跡 (挿図第306・ 367図 /3次図版19・ 50)

(位置)4区 X50Y91・ 92グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB35と 重複する。SB35に 遺構西側を切 られ、

遺構南側の大半は、南側調査区外にかかってお り、ごく

わずかな検出となっている。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は現状で東西 0。90m、 南北 0.30mを測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面

からの深さは 20 cmを 測 り、床面は不明瞭である。 (柱穴)

柱穴 と思われる明確なピットは確認されていない。 (力

マ ド)不明。 (出土遺物)調査区北面のセクション断面

に露出する状況で、完形の上師質郭が出土している。 (時

期)11世紀前半。

SB45号竪穴建物跡 (挿図第324・ 325。 367・ 368・ 407

図/3次図版23。 24・ 50)

(位置)4区 X49・ 50Y82・ 83グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB40・ 51・ 59と 重複する。遺構西側は、

後世の撹乱溝によって削平されている。 (形態・規模等)

形態は隅九方形を呈すると思われ、規模は東西 3.40m、

南北は現状で 3.00mを測る。 (壁・壁清・床面等)壁溝

は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 5 clll

を測 り、床面は堅固な箇所 も認められるものの、全体

的にやや不明瞭である。竪穴中央部の床面直上には 1.25

m× 0.8mの 不整形な範囲で炭化物の混入が顕著な混合

上の範囲が認められる。 (柱穴)柱穴と思われる明確な

ピットは確認されていないが、径 30 cm、 深さ 20 cmを測

るピット1が検出されている。その覆土上部には土師器

郭が伏せ られた状態で出上している。 (カ マ ド)】ヒ東隅

壁に構築され、焼土範囲として確認し、掘 り方のみ検出

している。焼土層は上層のみ顕著である。 (出 土遺物 )

カマ ドおよび竪穴北側部分から礫とともに散在的に出土

している。前述の炭化物混合土上面レベルから出土 して

いるものが多い。土師器郭・奏、灰釉陶器壼、鉄製角釘

などがみられる。 (時期)H世紀前半。

SB46号竪穴建物跡 (挿図第322・ 368図 /3次図版23～

25・ 51)

(位置)4区 X50・ 51Y83グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB40・ 48と 重複する。SB40に 遺構の大半を

切 られ、ごくわずかな検出となっている。 (形態・規模

等)形態は不明。規模は現状で東西 1.80m、 南北 2.30

mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 30 clllを 測 り、床面はやや

不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは

確認されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)東隅壁

下の床面直上において土師器郭などが出土している。(時

期)11世紀前半。

SB47号竪穴建物跡 (挿 図第325・ 326・ 368・ 369。 370図

/3次図版 22・ 51)

(位置)4区 X49。 50Y88・ 89グ リッド内にて検出。 (重
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複 。遺存状況)SB32、 SP92・ 93・ 95と 重複する。遺構

南西隅は、南側調査区外にかかっている。 (形態・規模等)

形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西 365m、

南北 3.50mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 30 cmを 測 り、

床面は堅固な箇所も認められるものの、全体的にやや不

明瞭である。竪穴中央部の床面直上には 1.25m× 0.8m

の不整形な範囲で炭化物の混入が顕著な混合土の範囲が

認められる。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確

認されていない。 (カ マ ド)北壁に構築され、焼土範囲

として確認し、掘 り方のみ検出している。煙道部が特徴

的であり、燃焼部掘 り方よりさらに■4mほ ど突出して

延びている。このことから、建物自体の規模も、もう一

回り大きかったと想定できる。 (出土遺物)カ マ ドおよ

び竪穴東壁際部分から、ややまとまって出上 している。

出土レベル差もあるが、上層遺物と下層遺物の接合例も

比較的みられる。土師器郭・奏・小型奏、須恵器壷・奏

などがみられる。 (時期)10世紀前半から中頃。

SB48号竪穴建物跡 (挿図第326'327・ 370図 /3次 図版

23・ 24・ 51)

(位置)4区 X50Y83・ 84グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB40・ 46・ 49と 重複する。SB40。 46な ど

に遺構の大半を切られ、遺構東側は調査区外にかかって

おり、ごくわずかな検出となっている。 (形態・規模等 )

形態は不明。規模は現状で東西 1.15m、 南北 2.95mを

測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 32 cmを 測 り、床面は堅固

な箇所も認められるものの、全体的にやや不明瞭である。

(柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認されていな

い。 (カ マ ド)東壁側において掘 り方の一部を検出して

いる。調査区セクシヨン断面において、黄褐色粘質土を

主体とする袖部も確認できる。(出土遺物)東隅土師器郭・

奏、置きカマ ドなどが、カマ ド内およびその周辺部から

出土している。 (時期)10世紀前半～中頃。

SB49号竪穴建物跡 (挿 図第326・ 327・ 370・ 407図/3
次図版 23・ 25・ 52)

(位置)4区 X49。 50Y83・ 84グ リッド内にて検出。 (重

複 。遺存状況)SB40。 48・ 50・ 51と 重複する。SB50。

51な どに遺構の大半を切 られ、遺構東側は調査区外に

かかっており、ごくわずかな検出となっている。 (形態・

規模等)形態は不明。規模は現状で東西 1.30m、 南北 1,30

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の確認面からの深さは 28 cmを 測 り、床面は全体

的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確な

ピットは確認されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物 )

北壁際で土師器奏片、鑑状鉄製品などがわずかに出土し

ている。 (時期)10世紀中頃か。

SB50号竪穴建物跡 (挿図第327・ 371。 403図 /3次 図版

23・ 25・ 52)

(位置)4区 X49'50Y83・ 84グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB49・ 51と 重複する。SB51に 切 られ、

南側は後世の撹乱によって削平され、遺構東側は調査

区外にかかっており、ごくわずかな検出となっている。

(形態・規模等)形態は不明。規模は現状で東西 1.65m、

南北 1.65mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の確認面からの深さは 35 clllを 測 り、

床面は全体的にやや不明瞭である。北壁近 くの調査区外

際で、人頭大の礫を中心とする集石遺構が検出されてい

る。別の遺構に伴うものでなく、本建物跡に伴 うもの

である。60 clll× 60 cmの 範囲をもち、床面上数cm上のレ

ベルで礫は出土 している。集石内からの遺物の出土は

ない。本集石の性格は不明である。 (柱穴)柱穴と思わ

れる明確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)不明。

(出土這物)集石周辺から、壁際で土師器奏片、手捏土

器などがわずかに出土している。 (時期)10世紀中頃か。

SB51号竪穴建物跡 (挿 図第327・ 328。 371図 /3次 図版

23・ 25・ 52)

(位置)4区 X49。 50Y83グ リッド内にて検出。 (重複 。

遺存状況)SB40。 45・ 49・ 50と 重複する。遺構西側を

SB40。 45に切られ、遺構南側を後世の撹乱によって削

平され、ごくわずかな検出となっている。 (形態・規模

等)形態は不明。規模は現状で東西 ■50m、 南北 3.30

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていな

い。竪穴部の確認面からの深さは 13 cIIlを 測 り、床面は

全体的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明

確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)おそらく掘

り方南東隅に位置しているかと考えられる。焼土範囲と

して確認し、掘 り方のみ検出している。 (出土遺物)カ

マ ド内および残存する竪穴範囲内か ら散在的に出土 し

ている。土師器郭。奏、須恵器甕などがみられる。 (時期)

10世紀後半か。

SB52号竪穴建物跡 (挿図第 328。 371・ 404図/3次図

版 25・ 26・ 52)

(位置)4区 X50。 51Y81・ 82グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB42、 SD41と 重複する。SD41と 後世の撹

乱によって大半を欠失している。 (形態・規模等)形態

は不明。規模は現状で東西 2.20m、 南北 2.05mを測る。

(壁・壁清・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部

の確認面からの深さは 20 cmを 測 り、床面は全体的にや

や不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピット

は確認されていない。 しか し北西隅付近において、径

70 cm、 深さ 12 cmを 測る土坑状の落ち込みを検出してい
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る。おそらく床下土坑の一つであろう。(カ マ ド)不明。(出

土遺物)土師器郭・皿などが、残存範囲内から散在的に

出土している。 (日寺期)10世前半。

SB53号竪穴建物跡 (挿 図第328・ 371・ 372図 /3次 図版

26・ 52)

(位置)4区 X49Y90グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB34・ 55・ 58と 重複する。本遺構の 1/2は、南

側調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形態は隅

丸方形を呈すると思われ、規模は東西 2.35m、 南北は

現状で 1.35mを 測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は検出

されていない。竪穴部の確認面からの深さは 15 cmを 測

り、床面は堅固な箇所も認められるものの、全体的にや

や不引瞭である。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピット

は確認されていない。 (カ マ ド)北壁に構築され、焼土

範囲として確認し、掘 り方のみ検出している。(出土遺物 )

カマ ドおよび竪穴北壁際部分から、土師器郭・皿などが

散在的に出土 している。 (時期)遺物は時期的に混在 し

ており判断は難しいが、SB34と の新旧関係から10世紀

前半以前としておきたい。

SB54号竪穴建物跡 (挿図第329。 372・ 373・ 404・ 407図

/3次図版 26・ 52・ 53)

(位置)4区 X49・ 50Y89。 90グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB55。 58と 重複する。 (形態・規模等)形態

は隅丸方形を呈すると思われ、規模は推定で東西 2.50m、

南北 2.50mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。床面は堅固な箇所も認められるものの、全

体的にやや不明瞭である。竪穴中央部付近に炭化物の範

囲が数箇所確認されている。焼失建物である可能性 も考

えられる。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認

されていない。(カ マ ド)北壁に構築されていると思われ、

焼土範囲として確認し、掘 り方のみ検出している。 (出

土遺物)推定竪穴範囲内北壁際部分から、土師器郭・皿・

奏、羽釜、灰釉陶器壺、須恵器奏片、棒状鉄製品、砥石

などが散在的に出土している。 (時期)遺物は時期的に

やや混在しているが、10世紀後半代としておきたい。

SB55号竪穴建物跡 (挿 図第329,373・ 402。 407図/3
次図版 26・ 53)

(位置)4区 X49。 50Y89'90グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB53・ 54・ 56。 58と 重複する。 (形態 。規模

等)形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は推定で東

西 3.75m、 南北 3.70mを測る。 (壁 。壁清・床面等)壁

溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 5

clllを 測 り、床面は堅固な箇所も認められるものの、全体

的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確な

ピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築され、

焼土範囲として確認し、掘 り方のみ検出している。 (出

土遺物)推定竪穴範囲内北壁際部分から、土師器郭・皿・

奏、脚高高台郭か皿、灰釉陶器椀、須恵器甕片、棒状鉄

製品などが散在的に出土している。 (時期)遺物は時期

的にやや混在しているが、10世紀後半代 としておきたい。

SB56号竪穴建物跡 (挿図第329・ 374図 /3次図版26・ 53)

(位置)4区 X50Y90グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB55。 57と 重複する。本遺構北東隅部分は、北

側調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形態は隅

九方形を呈すると思われ、規模は東西 3.65m、 南北は

推定で 3.35mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出

されていない。竪穴部の確認面からの深さは 8 cmを測り、

床面は堅固な箇所も認められるものの、全体的にやや不

明瞭である。 (桂穴)柱穴と思われる明確なピットは確

認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築 され、焼土範囲

として確認 し、掘 り方のみ検出している。 (出土遺物 )

カマ ド内を中心に土師器郭・皿・菱、灰釉陶器椀・壷な

どが散在的に出土している。 (時期)遺物は時期的にや

や混在 しているが、10世紀後半代としておきたい。

SB57号竪穴建物跡 (挿図第329・ 374図 /3次 図版26・

27・ 53)

(位置)4区 X50Y90グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB35・ 56、 SD40と 重複する。カマ ドに伴うと思

われる礫を伴 う焼土範囲のみを検出。 (形 態・規模等 )

不明。 (壁・壁清・床面等)不明。 (桂穴)不明。 (カ マ

ド)おそらく東壁に構築されていると思われる。焼土範

囲として確認し、わずかに掘 り方を検出する。 (出土遺

物)土師器奏片のみ焼土範囲から出土 している。 (時期)

10世紀中頃か。

SB58号竪穴建物跡 (挿図第330。 374・ 403図 /3次 図版

27・ 53)

(位置)4区 X49,50Y89。 90グ リッド内にて検出。 (重

複・遺存状況)SB34・ 53・ 54・ 55と 重複する。 (形態・

規模等)形態は隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西

2.85m、 南北は現状で 2.40mを測る。 (壁・壁清・床面

等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認面からの深

さは 10 cmを測 り、中央部分の床面は堅固であるものの、

全体的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴 と思われる明

確なピットは確認されていない。 (カ マ ド)東壁に構築

され、焼土範囲として確認し、掘 り方のみ検出している。

(出土遺物)竪穴北西隅付近を中心に土師器郭 。菱など

が散在的に出土している。 (時期)10世紀前半。

SB59号竪穴建物跡 (挿図第330。 374図 /3次図版27・ 54)

(位置)4区 X50・ 51Y83グ リッド内にて検出。 (重複 。

遺存状況)SB40。 45、 SD41と 重複する。SD41に よっ

て大半を欠失 している。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は東西は現状で 1.10m、 南北 3.65mを 測る。 (壁・
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壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の確認

面からの深さは 15 clllを 測 り、床面は全体的にやや不明

瞭である。 (柱穴)柱穴と思われる明確なピットは確認

されていない。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物)土師器郭が

わずかに出土しているにすぎない。(時期)10世紀後半か。

SB60号竪穴建物跡 (挿図第330。 374図/3次図版27・ 54)

(位置)4区 X50・ 51Y85。 86グ リッド内にて検出。 (重複・

遺存状況)SB37・ 43と 重複する。本遺構約 1/2程度は、

南側調査区外にかかっている。 (形態・規模等)形態は

隅丸方形を呈すると思われ、規模は東西 440m、 南北

は現状で 3.00mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検

出されていない。竪穴部の確認面からの深さは 15 cmを

測 り、床面は全体的にやや不明瞭である。 (柱穴)柱穴

と思われる明確なピットは確認されていない。 (炉・カ

マ ド)不明。 (出土遺物)土師器皿および古墳時代の高

郭片がわずかに出上している。 (時期)10世紀前半か。

SB61号竪穴建物跡 (挿図第331・ 375図 /3次図版27・ 54)

(位置)4区 X49Y92グ リッド内にて検出。 (重複・遺存

状況)SB29と 重複する。本遺構はカマ ドのみの検出と

なっている。 (形態 。規模等)不明。 (壁・壁溝・床面等)

不明。 (柱穴)不明。 (カ マ ド)石組みである。おそらく、

竪穴南東隅もしくは南西隅壁に構築されたものと思われ

る。当初、焼土範囲とともに平石と礫が露出した状態で

確認され、掘 り下げをおこなったところ、燃焼部と思わ

れる掘 り方と袖石が検出された。覆土は4層 で、平石の

直下に土師質土器郭・皿が重なった状態で出土。 (出土

遺物)土師質土器郭 。皿。 (時期)11世紀後半。

2.SP(ピ ット・土坑)

ピット・土坑とされるSP遺構は、 3区・ 4区では 73

基検出されている。ここでも主だった遺構のみ、説明を

おこなっていきたい。

SP2・ 4(挿図第 331・ 397図/3次図版 28・ 61)

両 ピッ トともに4区 X53Y95グ リッ ド内に位置 し、

SD6を 切 り込んでいる。SP2は 不整楕円形 を呈 し、長

軸 ■20m、 確認面からの深さ 32 cmを 測る。SP4はその

1/2程度が東側調査区外にかかってお り、長軸 上25m、

確認面からの深さ68 cmを 浪Iる 。SP4で は覆土中層から

下層にかけて古墳時代前期の土器小片が出土している。

SP19(挿図第 332。 398図/3次図版 32・ 61)

4区 X51Y95グ リッド内に位置し、SD15を切 り込んで

いる。覆土は4層で、柱穴状の土層堆積を示す。出土遺

物として土師質土器郭底部片が出土している。

SP43(挿図第 332・ 399図/3次図版 28・ 61)

4区 X49Y93グ リッド内に位置し、円形を呈 し、長軸

0.40m、 短軸 0,40m、 確認面か らの深 さ 42 cmを測る。

その底面付近からS字日縁奏のミニチュア土器が横位の

状態で出土している。

SP58(挿 図第 333。 399図 /3次図版 28・ 61)

4区 X52Y85グ リッド内に位置し、円形を呈し、長軸

0.26m、 短軸 0.25m、 確認面からの深 さ 16 cmを 測る。

その覆土上部から完形に近い 9世紀前半代の土師器皿が

正位で出土している。

SP81(挿 図第 343図 )

4区 X51Y83グ リッド内に位置 し、SD41内 にて検出

されている。馬骨を伴うことから墓坑と考えられる。長

楕円形を呈 し、長軸 ■64m、 短軸 0.96m、 確認面から

の深さ 16 cmを測る。馬骨は、頭部を北東側に向けて、脚。

頭部は折 り曲げられた状態となっている。馬骨の詳細に

ついては、第Ⅳ章の自然科学分析掲載の報告文を参照さ

れたいが、鑑定によれば、雄の成獣の中型ウマだという

ことである。その他副葬品らしき遺物はみられない。

SP82(挿 図第 333・ 399図 /3次図版 28。 29,61)

3区 X59Y96グ リッド内に位置 し、SB18の下部から

検出されている。精円形を呈 し、長軸 1.25m、 短軸 0.85m、

確認面からの深さ 23 cmを 測る。覆土は 2層 で、黒褐色

粘質土を基本としている。その下層部および底面付近か

ら縄文時代早期の押型文土器片が 5点出土している。

SP91(挿 図第 333・ 399図 /3次図版 29。 61)

4区 X49・ 50Y90'91グ リッド内に位置 し、SB36と

重複する。長楕円形を呈 し、長軸 1.30m、 短軸 0.76m、

確認面からの深さ 25 clllを 測る。覆土は 2層 で、暗褐色

粘質土を基本としている。西壁際の底面上 4～ 6 cmの レ

ベルから土師質土器郭片と灰釉陶器壷が出土している。

時期は 10世紀後半から11世紀前半代としておきたい。

3.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構)

流路跡・溝跡・溝状遺構 とされるSD遺構は、 3区・

4区では22条検出されている。

SD4(挿 図第335。 377～379。 402・ 403。 406・ 408図 /
3次図版 29。 30・ 55)

4区北端 (X56・ 57Y95。 96グ リッド)で検出されて

いる。現在の道路と平行 して東西方向に延びる流路跡で

ある。調査区の幅約6mに わたって検出されており、①

ll世紀代から12世紀代を中心とする時期。②8世紀代

から10世紀代を中心とする時期。③弥生時代から古墳

時代を中心とする時期、というように、少なくとも3時

期の流路変遷が認められる。

調査区東面における本流路跡の堆積状況の観察から、

①段階の流路跡の幅は、1.15m前後を測り、確認面から

の深さ最大 25 cmを 測る。②段階の流路跡の幅は、2.30

m前後を測り、確認面からの深さ約 50 cmを 測る。③段

階の流路跡の幅は、不明ながら■50m以上を測り、確

認面からの深さは最大 65 cmを 測る。①段階流路跡の底
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面にはシルト質の暗責褐色砂質土層がみられ、③段階の

流路跡の底面は溝状となっており、オリーブ褐色の粗砂

の堆積がみられ、かなりの流水があったことを物語って

いる。

出土遺物はいずれの段階でも多い。土師質土器郭・皿、

土師器郭・蓋・高郭 (多面形脚部)・ 奏、羽釜、灰釉陶器椀・

壷、須恵器壷 。奏、弥生時代から古墳時代壼 。高郭・奏

(S字口縁甕含む)。 甑、紡錘車、手捏土器、滑石製模造

品、鉄津、刀子などが出土している。

SD5(挿 図第336・ 337・ 380～ 385。 403・ 405・ 406図 /
3次図版 31・ 32・ 56・ 57)

4区北側の X53～ 56Y34～ 36グ リッドで検出されて

いる。南西から北東方向に延び、NE50° の主軸をもつ。

同方向へ約 10m延び、そこからL字に屈曲し西方向へ

約 2m廷びた地点で SD4に切 られている。また、南西

端から北東へ約 4mの地点で、SD6と 東側壁がわずか

に重複している。遺構の形状、出土遺物の様相などから、

本遺構は方形周溝墓の溝跡と考えられる。

溝跡の幅は ■04～ 2.16m、 確認面からの深さは最大

67 cmを 測 り、北側にいくにしたがい浅 くなってい く傾

向がみられる。覆土は基本的に4層 に分層でき、流水が

あった状況は看取できない。遺物は、溝跡の南西側に集

中しており、上層から中層にかけてのレベルから主に出

土している。その他散在的に完形の壼形土器が出土 して

おり、本遺構北端では、頸部から上部を打ち欠き、胴部

を穿孔 した弥生時代後期の壺形土器が、溝底面に伏せ置

かれた状況で出上している。

以上のように、弥生時代後期から古墳時代前期にわた

る遺物が出上しているが、遺物の出土状況から本遺構 (方

形周溝墓)の初源期は、弥生時代後期としておきたい。

SD6(挿図第336・ 337'385。 386・ 403図 /3次図版31・ 57)

SD5の東側に隣接する状況で検出されている (X53

～ 55Y95・ 96グ リッド)。 SD5と ほぼ同じ主軸をもって

いる (NE50° )。 本遺構 も方形もしくは円形周溝墓に伴

う溝跡なのかどうかは不明で、「周溝遺構」と捉えてお

きたい。

南西から北東にかけて約 46m廷 び、そこから緩やか

にL字状に湾曲して約 3.8mほ ど南東側へ延びている。

南東端部で SP4と 重複している。幅 0.68～ ■36m、 確

認面からの深さ最大 40 cmを 測る。遺物は SD5と 接する

地点で集中しており、古墳時代前期を主体とする壼や高

郭、奏、S字回縁甕などの上器群が出土している。本遺

構が SD5を 切 り込んでいることから、SD5以降の所産

であろう。

SD7(挿図第 336・ 337・ 386図/3次図版 31・ 32・ 57)

SD6と 重複 している。南北方向に延び、検出した長

さは約 3.8mを 測る。幅は 0,72～ ■Om以上を測 り、確

認面からの深さは 15 cmを 測る。溝跡北側において遺物

が比較的まとまって出土してお り、その中に古墳時代前

期の有段口縁壼の口縁部のみが倒位の状態で出土してい

る。また、同溝跡内において SP5。 6が検出されている。

SD15(挿図第 338。 387図 /3次図版 4・ 32・ 57)

4区 X51Y93～ 95グ リッド内にて検出されてお り、

SPH・ 19。 26な どと重複 している。やや屈曲気味に東

西方向に廷び、長さ約 5,2m、 幅 0.65～ ■00m、 確認

面からの深さ7 cmを 測る。出土遺物は少なく、溝跡西側

で古墳時代前期土器小片が出上 している。

SD22(挿図第338。 339。 387～389図/3次図版32。 33・ 58)

4区 X49～ 51Y94グ リッド内にて検出されてお り、

SBlや SD15、 SP25・ 37な どと重複 している。L字状に

検出されてお り、南北方向に廷び、NEll° の主軸をも

つ。長さ4,35m、 東西方向に長さ2.3mを測り、幅は 0.85

～ ■34m、 確認面か らの深 さ 17～ 24 cmを 測る。覆土

は4層で、暗褐色粘質土を主体 としている。本遺構も方

形周溝墓の可能性はあるものの、検討が必要であろう。

遺物は南北方向に延びる溝跡内中央部でまとまってお

り、覆土の 1層および2層のレベルからの出土が主体的

である。

弥生時代後期から古墳時代前期にわたる高郭 (赤彩土

器含む)。 壷・奏・台付奏 (S字口縁甕含む)・ 甑などの

土器類が多量に出土している。弥生時代後期の壼形土器

の中には、胴部を穿孔しようと試みたものも散見できる。

SD24(挿図第341・ 389・ 390。 403図/3次図版33・ 58)

4区 X52Y94・ 95グ リッ ド内にて検 出されてお り、

SB24。 25な どと重複 している。東西方向に長さ 5,lm、

幅 ■00～ 1.50m、 確認面からの深さ60～ 90 cmを 測る。

覆土は6層 に分層でき、暗褐色粘質土を主体としており、

流水の痕跡が認められる。

東側部分に比較的遺物の集中がみられ、覆土中層であ

る3層・4層からの出土が多い。出土量は多くはないが、

弥生時代後期を中心とする壷・高郭 (赤彩)・ 鉢・甑な

どの土器類が出土している。なお、壺形土器の中には、

胴部を穿孔し、底部を打ち欠いたものもみられる。

SD27(挿 図第339。 340。 390～ 393・ 404・ 405図/3次
図版 34・ 58・ 59)

4区 X50・ 51Y86。 87グ リッ ド内にて検出されてお

り、SD28な どと重複 している。南西から北東方向に延

び、NE30° の主軸をもっている。長さ7.Om、 幅0.8～ 1.12

m、 確認面からの深さ 38 cmを 測る。覆土は3層であり、

レンズ状堆積を示している。溝跡中央から北側にかけて

遺物が集中してしており、底面上約 10 cm以上のレベル、

1層および2層中からの出土が多い。
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弥生時代後期を中心とする壷・高郭・蓋・奏 。鉢、磨

石などが出土している。調査区北狽j断面中において、回

縁部を欠失した壷形土器が倒位で確認され、一部調査範

囲の拡張をおこなったところ、濃密な遺物の分布範囲が

さらに北側に廷びることが判明している。

SD28(挿図第 339。 340。 393図 /3次図版 34・ 59)

4区 X50。 51Y87・ 88グ リッド内にて検出されており、

SD27な どと重複 している。南東か ら北西方向に延び、

NW25° の主軸をもっている。長さ約 7.2m、 幅 0.84～ 1.40

m、 確認面からの深さ 50 cmを 測る。覆土は4層であり、

レンズ状堆積を示している。溝跡中央から北側にかけて

遺物が集中してしており、底面上約 10～ 40 clll程度のレ

ベル、 1層および2層中からの出土が多い。

弥生時代後期を中心とする壷・高邪・奏 。鉢、などが

出土している。

SD29(挿図第 342・ 393図/3次図版 59)

3区 X59・ 60Y96。 97グ リッ ド内にて検出されてお

り、SB18に 切 られている。南東か ら北西方向に延び、

NE45° の主軸をもっている。長さ 5,15m、 幅 44～ 66 cm、

確認面からの深さ 25 cmを 測る。断面形はU字形を呈す

る。出土遺物は少なく、 9世紀前半代の土師器皿が出土

している程度である。

SD30(挿図第 342,393図/3次図版 59)

3区 X58Y96・ 97グ リッ ド内にて検 出 されてお り、

SB18。 21、 SD43な どと重複している。東西方向に延び、

長さ 3.00m、 幅 86 cm、 確認面からの深さ 8 clllを 測る。

出土遺物では、土師質鍋片・悟鉢片が少量出土している。

SD31(挿図第 291図 )

3区 X61・ 62Y96・ 97グ リッド内にて検出されており、

SB19な どと重複 している。南西か ら北東方向に延び、

NW132° の主軸をもつ。長さ 4.59m、 幅 1.18m、 確認

面からの深さ33 cmを測る。出土遺物はない。

SD36(挿図第 310図 )

4区 X51Y93'94グ リッド内にて検出されて、SB2に

切 られ、SB7な どの下部か ら検出されている。長さ約

1.15m、 幅 22 cm前後、確認面からの深さ8 cm程 度を測る。

出土遺物はない。

SD38:39(挿図第 341'393図/3次図版 35・ 59)

4区 X51・ 52Y94・ 95グ リッド内にて検出されており、

いずれもSD24に切 られている。SD38は南東から北西

方向に廷び、NW30° の主軸をもっている。SD39を 切

り、SD24と は連結するかたちとなっている。長さ2.50m、

幅 0.65～ 1.08m、 確認面からの確認面からの深さ48 cm

を測る。弥生時代後期から古墳時代前期 と思われる奏片・

壼片がわずかながら出土している。

SD39は 東側調査区との境界部で、南北方向に長さ

1,10mに わたってわずかに検出されているものである。

SD24。 38に 切 られ、確認面からの深さは 31 cmを 測 り、

出土遺物はない。

SD40(挿図第 344。 394。 404図/3次図版 35。 60)

4区 X49・ 50Y91グ リッ ド内にて検出されてお り、

SB36・ 38な どの下部から検出されている。南東から北

西方向に延び、NW15° の主軸をもっている。長さ5,70m、

幅 0.94～ ■30m、 確認面からの深さ43 cmを 測る。覆土

は4層 で、最下層には砂や小礫混じる灰褐色砂質土の堆

積がみられ、流水の痕跡が認められる。また、底面付近

のレベルを中心に弥生時代後期から古墳時代前期にわた

る高郭・壷・奏などの土器小片や砥石 (磨石か)な どが、

溝跡全体から散在的に出土している。

SD41(挿 図第343・ 394・ 395。 402・ 406・ 408図 /3次
図版 35'36・ 60)

4区 X50～ 52・ 52Y81～ 83グ リッド内にて検出され

てお り、SB39。 52・ 59な どの平安時代末の竪穴建物跡

を切っている。南北方向に延び、NE25° の主軸をもつ。

南側は現代の撹乱溝で欠失している。

長さ 11.7m、 幅 3.88m、 確認面からの深さ0.92mを

測 り、覆土は 7層で、 1～ 4層 は版築状の水平堆積を示

し、 1層上面には人頭大や拳大の扁平な礫が約 ■2m幅

で、密に敷き詰められており、道路状となっている。そ

の東側にも石敷きの痕跡がみられものの、かなり乱れた

状況を呈している。この石敷が乱れたエリアに SP81な

どの馬の墓坑や、小動物 (イ ヌ、ネズミ類)の墓坑や貝

殻 (カ ワシンジュガイ)の廃棄の痕跡などが認められる。

貝の廃棄範囲は、SP81の 西側に接 して位置し、縁辺を

礫で囲むように長軸約 50 clll、 短軸約 30 cmを測る精円形

の範囲でみられる。カワシンジュガイは、第Ⅳ章におけ

る鑑定によると、河川の渓流域に生息し、冷たく清らか

な水質を好むという。さらにその西側には、小動物 (イ ヌ、

ネズミ類)の骨が散乱した状況で出上しているが、ここ

でも礫を意識的に配した状況がうかがわれる。

こうした墓坑の周辺からは、江戸時代末期ころの陶磁

器類や寛永通費が出土している。副葬品の一部だったと

も考えられる。その他、灯明具として使用された土師質

小皿や、内耳土器、陶器製橋鉢片、宝踵印塔片、平安時

代の土師器甕・羽釜、須恵器奏片、灰釉陶器片、平瓦、

縄文時代黒曜石製石匙などが出土 している。

SD42(挿図第 343・ 395図/3次図版 37・ 60)

4区 X51～ 53Y81・ 82グ リッド内にて検出されてお り、

SB42を 切 り込んでいる。SD41の西縁から西側へ約 1.5

mの所に位置 し、SD41と ほぼ同じ方向性をもつ。長さ

8.40m、 幅 0.66m、 確認面からの深さ 19 clllを 測る。遺

物は、11～ 12世紀代の土師質土器片と灰釉陶器片が出
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上しているが、おそらく流入品であろう。

SD43(挿図第 342図 )

3区 X58・ 59Y96グ リッ ド内にて検 出 されてお り、

SB18、 SD30な どと重複している。南北方向に廷びる溝

跡で、SD30に切 られ、長さ450m、 幅 0.67～ ■56m、

確認面からの深さ 15 cmを測る。出土遺物はない。

SD44(挿図第 344。 396図/3次図版 37・ 60)

4区 X50・ 51Y85グ リッ ド内にて検出されて、SB37

などの下部から検出されている。不整形な平面形を呈す

るが、覆土内に流水を示す砂混 じりの灰黄褐色土が認め

られたため、溝の一部であると認定した。南北方向に延

びる溝 と思われ、長さ■75m、 幅 ■40m、 確認面から

の深さ 18 cmを 測る。覆土は3層で、全体的に砂の混入

が顕著である。底面付近のレベルから、10世紀代 と思

われる土師器皿などの遺物が散在的に出土している。

SD45(挿図第345'346・ 396,405・ 406図/3次図版

37・ 38。 60)

4区X50～ 52Y84・ 85グ リッド内にて検出されており、

SB37・ 41な どと重複している。南東から北西方向に延び、

NW43° の主軸をもっている。長さ8.00m、 幅1.50～ 2.25m、

確認面からの深さ20cmを測る。溝東側で長軸36cmを 測る

丸石とともに土器が集中して出土してお り、その下部に

は、精円形を呈し、 長軸2.00m、 短軸1.40m、  底面からの

深さ20～28cmを 測る落ち込みが検出されている。

遺物は溝全体から散在的に出土してるが、丸石を伴う

東側に集中し、古墳時代前期を中心とする高郭・器台。壼。

奏 。甑・注目などの小片が多数の他、赤色顔料が付着し

た磨石なども出土している。

SD46(挿図第 343図/3次図版 38)

4区 X52Y82グ リッド内にて検出されており、SD41・

42と の間にある。本溝跡は、これら溝跡と重複関係にあ

るというよりも、関連性をもつ溝 と考えられる。SD41・

42の 間を結ぶようにほぼ直交 して連結 しており、長さ

■50m、 幅 ■68m、 確認面からの深さ 30 cmを 測る。出

土遺物はない。

SD47(挿図第 346・ 396・ 405図 /3次図版 38・ 60)

4区 X51・ 52Y88・ 89グ リッド内にて検出されており、

SB16・ 32の 下部から検出されている。長さ約 3.60m、

幅 0。74～ ■20m、 確認面からの深さ 63 cmを 測る。、弓

状に東西方向に延び、北側調査区外に延びている。遺物

は、覆土上層から古墳時代と思われる土器小片が少量散

在的に出土している。

SD48(挿図第 342図/3次図版 38)

3区 X60Y96グ リッド内にて検出されてお り、SB22、

SP64な どと重複 している。南東から北西方向に延び、

NE45° の主軸 をもっている。長さ■03m、 幅 ■06m、

確認面からの深さ32硼 を波jる 。出土遺物は特にない。

C 遺構外出土遺物について

(挿図第 347・ 400・ 403・ 404・ 408図 /3次図版 62)

各区調査開始当初で、遺構が把握できない段階で取上

げた主な遺物をここに取 りあげた。

1は、X49Y94グ リッド内出土で、土師質土器小皿で、

灯明具 として使用 されている。 2も 、X49Y94グ リッ

ド内出土で、土師質土器郭の底部だと思われる。 3は、

X52Y95グ リッド内出土で、土師質土器郭の底部破片で

ある。 4は、X49Y91グ リッド内出土で、土師質土器郭

の底部破片である。 5は、X51Y93グ リッド内の SB2

範囲内出土で、土師質土器郭の底部破片である。 6は、

X49Y91グ リッド内の SB36範囲内出土で、脚高高台破

片である。 7は、X53Y94グ リッド内の SB6範囲内出土

で、10世紀前半代の土師器郭である。 8は、X49Y93グ

リッド内の SB12範囲内出土で、10世紀前半代の土師器

郭底部破片である。 9は、X51Y95グ リッド内の SD15

範囲内出上で、脚高高台破片である。10は、X50Y92

グリッド内出上で、須恵器高台郭破片である。11は、

X50Y86グ リッド内の SB43範囲内出上で、須恵器壼の

胴部破片である。12は、X50Y93グ リッド内 SB2範囲

内出土で、灰釉陶器椀である。13は、 1区 X92Y84グ

リッド内出土、中。近世段階の灰釉陶器鉢である。14は、

X50Y94グ リッド内出上で、古墳時代の高郭片である。

15も 、X50Y94グ リッド内出土で、古墳時代の高邦片で

ある。16は、X49Y93グ リッド内出土で、弥生時代後期

段階の奏形土器片である。17は、X50Y93グ リッド内出

土の台付奏形土器の台部破片である。18は、X54Y94グ

リッド内の SD5範囲内出上で、有段口縁壼である。お

そらくSD5に伴うものであろう。19は、X50YY89グ リッ

ド内出土で、有段口縁壷である。20は、X53Y95グ リッ

ド内の SD6範囲内出土で、古墳時代前期段階の壷口縁

部破片である。21は、X54Y94グ リッド内の SD5範 囲

内出土で、古墳時代前期段階の壺口縁部破片である。22

は、X50Y94グ リッド内出上で、古墳時代前期段階の壷

口縁部破片である。23は、X49Y93グ リッド内出土で、

古墳時代前期の小型丸底土器である。24は、X50Y89グ

リッド内出土で、古墳時代前期の器台もしくは壼底部破

片である。

土製品では、40(3次図版 63)は、X49Y91グ リッド

内の SB36範囲内出上で、回転糸切 り底部片を加工 した

土製円板である。42(3次 図版 63)は、X49Y90グ リッ

ド内の SP91範囲内出上で、土製紡錘車である。
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甕

日
縁

～
頸

部
(2
10
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母
少

良
浅
黄
橙

挙
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
口
縁

～
胴

部
(1
50
)

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

後
ナ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

4、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

平
/歩

良
勺

:に
ぶ

い
褐

卜
:橙

峯
滅

顕
著

4
4区

古
墳

土
師

S宇
甕

日
縁

～
頃

部
(2
38
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
疋
妄
詔
匂

蟹
滅
顕
著

5
4区

古
増

十
師

]部
ナ

デ
ケヽ

メ
密
、

赤
色

粒
子

。
雲

母
少

良
と
ぶ

い
幡

流
顔

著

6
4区

古
墳

土
師

5字
弩

脚
部

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
れ

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少
・
雲
母
多

良
に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

や
や

顕
者

7
4区

古
墳

土
師

S字
甕

脚
部

86
ヘ

ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:ハ

ケ
メ
・
ナ
デ
・
指
頭
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
月

:易
・

/1
N灌

小
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
一 霊

日
縁

部
(1
48
)

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

Z、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

子
イ
メ

良
こ
ぶ

い
橙

4区
古

墳
土

師
広

日
壷

日
縁

～
胴

部
(1
38
)

ナ
デ

後
ミ

ガ
キ

ミ
ガ
キ
・
ハ

ケ
メ
後

ミ
ガ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

奎
舟

塚
良

蒋
:に

ぶ
い
赤
褐

ホ
:明

示
褐

次
焼

成
を

受
け

外
面

の
摩

滅
や

や
取

4区
古

墳
土

師
壷

底
部

(4
2)

ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

構

橙 責
い い

ぶ ぶ

に に

勺 ホ
峯
滅
顕

著

11
4区

古
墳

土
師

一 霊
底

部
(6
0)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク
ス

リ
や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

少
・

雲
母

良

均
:に

ぶ
い

赤
褐

小
:明

赤
褐

・
に

ぶ

お
赤

褐

肇
滅
顕

著
、
底
外

に
種
子
状
圧

痕
あ

り

12
4区

古
墳

土
師

甕
底

部
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
や
や
欧

者
、
底
外

に
モ

ミ
状
圧
反

ら
り

13
4区

古
墳

土
師

重
底

部
ナ

デ
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

氏
:ナ

デ

密 母
白

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

雲
良

勺
:に

ぶ
い
橙

小
:に

ぶ
い
黄
橙

事
滅
顕

著

14
4区

古
墳

土
師

甕
日
縁

～
頸

部
(2
27
)

ミ
ガ

キ
?摩

滅
の

為

不
明

ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
・

口
唇

部
刻

み
目
・

櫛
描
斜
線

文

ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
勺

:に
ぶ

い
橙

朴
:に

ぶ
い
褐

勺
面

摩
滅

顕
著

15
4区

古
墳

土
師

甕
日
縁

喜
Б

(2
68
)

ナ
デ

?摩
滅

の
為
不

旧
ナ
デ
・

口
唇
部
刻

み
目

ヽ か

密 母
白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲

良
こ
ぶ

い
赤
褐

肇
滅

顕
著

4区
SB
l

古
墳

土
師

甕
日
縁

～
頸

と
R

(2
27
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
。
日
唇
部
亥
Jみ

目

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

黒
色

粒
子

少
。
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

勺
面

の
摩
滅
特

に
顕
著

17
4区

古
墳

土
師

圭 霊
日
縁
部

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
後
ナ
デ
・
幅
広

有
段

日
縁

。
日
縁
部
棒

Tj
‐
昨
付

す
や
や

/E
、

自
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅

顕
著

1
4区

SB
2

平
安

土
師

皿
日

縁
～

底
鍋

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
。
雲

母
良

勺
:橙

 
外

:に
ぶ

ィヽ
橙

や
や
摩
滅

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

2
4区

SB
2

平
安

土
師

含
一局

一局
脚 皿

日
縁

～
脚

銘
(1
30
)

(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:脚

高
高
台
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

登
肇
滅
や
や
顕

著
、
内
外

面
ネ
ス
状

ヨ
ゴ

レ

3
4区

平
安

土
師

皿
甍
部

ナ
デ

ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ク
ズ

リ
底

:付
高
台
・

ヘ
ラ

ク
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

2次
焼

成
を

受
け

内
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
・

赤
褐

色
化

顕
著

4
4区

平
安

土
師

不
本
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
・
線
刻

(中

山
)

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
良

登
肇
滅
や

や
顕
著

、
底
外
線
亥
」あ

り
、
摩

威
顕
著

5
4区

SB
2

平
安

土
師

鉢
日

縁
～

胴
鍬

(2
80
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

華
滅

摩
耗

顕
著

6
4区

平
安

土
師

th
口

縁
部

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ

デ
や

や
粗

、
白

色
粒

子
。
雲

母
良

に
ぶ

い
赤

褐

7
4区

平
安

土
師

甕
旧

部
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

語
、

自
色

粒
子

・
雲

赳
艮

に
ぶ

い
褐

党
摩

耗
や

や
顕

老

8
4区

平
安

土
師

甕
同
～

底
部

ナ
デ

匿
、

自
色

粒
子

・
雲

母
艮

に
ぶ

い
梱

肇
滅

・
器

面
の

剥
離

・
荒

れ
顕

者

9
4区

平
安

土
師

籠
氏

部
ケヽ

メ
ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

筆
滅

摩
耗

や
や

顕
著

4区
平

安
宛

口
縁

～
体

掌
R

(1
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

灰
鶏

密
、

白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

天
白

内
外

面
の

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(C
m)

成
形

及
び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

I]
4区

平
安

天
釉

陶
絲

宛
本

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰
釉

る
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

死
白

12
4区

菰
4

匿
か

日
縁

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

溶
睡

少
艮

電
詔
島

墜
減

や
や

閥
著

1
4区

SB
2

孫
や

1同
部

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
師

描
波

状
文

嘩
母

良
に

ぶ
い

褐

1
4区

SB
3

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

吉
ト

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

線
刻

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
ち

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
等

糸
切

り

督
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
多
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

っ
て
い

る
良

橙

内
面
摩
耗

顕
者

、
日
縁

部
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
 
体

内
に

4箇
所
以
上

の
線
刻

あ
り

34
9

2
4区

平
安

土
師

不
え

形
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
 '
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
笞
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅
顕

著
、

2次
焼
成

を
受

け
る
、
内

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や
顕
著

3
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

音
ト

(1
43
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
底

:回
転

糸
切

り
 ,
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
蔭
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

橙
2次

焼
成

を
受

け
内
面

ヨ
ゴ

レ
顕
著

4
4区

SB
8

平
安

土
師

外
日
縁

～
底

甘
Б

(1
20
)

(5
3)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ
ラ
ク
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
燈

,次
焼
成

を
受

け
る
、
摩
滅
や
や
顕
著

4区
平

安
土

師
外

日
縁

～
底

部
50

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

登
峯
滅

著
し
く
、
2次

焼
成

を
受

け
内
外

面
や
や
荒
れ

て
い

る

4区
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

部
(1
30
)

(5
4)

17
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

尊

糸
切

り
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
久
焼
成

を
受

け
内
外

面
や

や
荒
れ

て
るヽ

7
4区

平
安

土
師

杯
日
縁

～
体

吉
Б

(1
38
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

峯
滅
顕
著

、
2次

焼
成

を
受

け
る
、
内

巨
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

8
4区

平
安

土
師

皿
口
縁

～
胴

吉
ト

(1
38
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅
や
や
顕
著

、
2次

焼
成

を
受

け
る

9
4区

平
安

土
師

皿
胴

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

や
や
不

艮
局

次
焼
成

受
け
器

面
荒
れ

て
い

る

34
9

10
4区

平
安

土
師

皿
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
へ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
。
雲
母

良
弓

次
焼
成

受
け
器

面
荒
れ

て
い

る

ll
4区

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
ら

I
4区

SB
4

平
安

土
師

杯
口
縁
～
底

部
(1
35
)

(5
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
ツ

底
:ケ

メ

リ
密
、

自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
良

登
挙
滅

顕
著

2
4区

平
安

土
師

郭
日
縁

～
底

部
(1
46
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
黄
褐

油
煙

付
着

、
油
煙

付
近

を
中
心

に
器

面
の
荒
れ
顕

著

3
4区

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
部

(1
72
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

少ヽ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
貢

褐
勺
面
や
や
摩
耗

4
4区

平
安

土
師

Il
t

日
縁

～
底

部
(1
46
)

23
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ケ

ヌ

リ
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て

い
る

不
良

月
赤
褐

峯
滅
顕

著

5
4区

平
安

土
師

HL
か

同
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

帝
糸
切

り
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
黄
橙

2次
焼
成

を
受

け
器

面
の
荒
れ

顕
著

、
外
面
黒
色
化

6
4区

平
安

土
師

狙
か

同
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸

切
り

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
多
・
雲
母
少

や
や

不
良

登
〕 次

焼
成

を
受

け
器

面
の

荒
れ

顕
著

1
4区

平
安

土
師

不
口
縁

～
体

吉
Б

(1
46
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
や
や
不

良
登

内
外

面
や

や
摩

耗
し

て
い

る

2
4区

SB
5

平
安

土
師

イ
日
縁

～
体

部
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

灰
黄
褐

や
や
摩
滅

8
4区

平
安

土
師

イ
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

多
良

明
赤

褐
～

に
ぶ

い
褐

摩
滅

顕
著

、
底
部
摩
耗

の
た
め
わ
ず

か
に
回
転
糸
切

り
残
存

4
4区

平
安

土
師

羽
釜

日
縁

一
月
同

郭
(2
94
)

崎
径

(3
16
)

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ

や
や
密
、
白
色
粒
子
・
雲
母
・

2
彰

4希
mノ

1胡
坐

良
に
ぶ

い
褐

～
黒
褐

内
外

面
に
ス
ス
付
着

顕
著

5
4区

平
安

灰
釉

陶
粋

宛
本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉

致
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

灰
自

摩
滅
や
や
顕
著



― 卜 『 囀 ―

図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
仰

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

6
4区

古
墳

土
師

高
不

日
縁

～
胴

常ヽ
(1
23
)

ナ
デ

ナ
デ

硲
、

自
色

粒
子

・
赤

色
泣

子
・

雲
子

●
ノ

|ヽ
題

や
や
不
良

登
蒋
外

面
と

も
摩

滅
や

や
欧

者
、

ほ
部

剥
4f
f

7
4区

弥
生

沐
日
縁

～
体

部
(1
48
)

ミ
ガ

キ
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
と
ぶ

い
褐

肇
滅
や
や
顕

著

8
4区

弥
生

甕
日
縁

～

"同
吉
ト

(1
70
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

。
日
唇

部
刻

み
目

や
や
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ
い
褐

黒
褐

日
唇

部
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
刻

み
あ

n 
丙

択
術

の
膝

経
や

や
簡

娑

9
4区

SB
5

古
墳

土
師

甕
か
重

底
部

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄

橙
肇
滅

顕
著

4区
SB
5

古
墳

土
師

台
付

甕
氏
～

脚
部

ナ
デ

ケヽ
メ

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
・

三
母

・
川
、越

笏
良

登
～
褐
灰

黙
滅
顕
著

、
底
部

内
面

の
荒
れ

特
に
顕

孝

1
4区

S
36

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
64
)

55
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ケ

ス

リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

こ
ぶ

い
橙

勺
面
摩
耗

、
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

頭
著

2
4区

SB
6

平
安

土
師

杯
口

縁
～

底
鍋

(1
44
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ケ
ズ

リ
底

!ヘ
ラ
ケ
ズ

ノ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
少

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
や
や
顕

著

3
4区

SB
6

平
安

土
師

皿
口

縁
～

底

部
(1
24
)

(4
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

良
登

事
滅
顕

著

4
4区

SB
6

平
安

土
師

皿
ヨ
縁

～
底

ネ
(1
26
)

2
 7
5

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ケ

ズ
リ

ヽ か

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

挙
滅
顕

著

5
4区

SB
6

平
安

土
師

郭
日

縁
～

体

部
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
少

・
マ

ー
ブ

ル
状

に
入

つ
て

い

る

良
登

挙
滅
や
や
顕
著

6
4区

SB
6

平
安

土
師

皿
口
縁

～
胴

部
(1
16
)

(3
4)

3
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

7
4[
至

SB
6

平
安

土
師

郷
口
縁

～
体

常
Б

(1
24
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
登

塔
滅
顕
著

8
4区

平
安

土
師

イ
日
縁

～
体

部
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
畜
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
緊
滅
や
や
顕
署

、
外
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

や
や
み

ら
れ

る

4区
平

安
土

師
甕

月 同
吉
る

ハ
ケ

メ
ケヽ
メ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
句

:灰
褐
 

外
:橙

や
や
摩
滅

4区
平

安
須

恵
甕

当
て

鼻
痣

タ
ケ
キ

啓
、

白
色

粒
子

良
鷺
灰

勺
面

に
使

用
痕

あ
り

1
4区

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

部
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ケヽ
メ
・

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
と
ぶ

い
黄

橙
肇
滅

顕
著

2
4区

古
墳

土
師

台
付
甕

脚
部

指
ナ

デ
ケヽ
メ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

雲
良

月
赤
褐

萎
滅

顕
著

1
4区

古
墳

上
師

高
杯

か
脚

都
40

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:指

ナ
衡 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
事
滅

顕
著

2
4区

古
墳

土
師

豆
底

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

雲
母

艮
こ
ぶ

い
赤
褐

肇
滅

顕
著

1
4区

平
安

土
師

イ
日

縁
～

体

部
(1
26
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

と
ぶ

い
橙

勺
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

2
4区

平
安

土
師

不
日

縁
～

体

部
(1
48
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

句
外

面
の

器
面

の
荒

れ
顕

者
、

内
面

ア
ベ
タ

状
に

器
面

剖
1離

3
4区

平
安

土
師

郷
口

縁
～

体

部
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

匿
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

登
句
面

黒
色

化
し

て
い

る
が

2次
的

な
可

七
性

大

4
4区

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(1
24
)

(4
4)

21
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
少

艮
登

緊
滅

や
や

顕
者

5
4区

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
11
5

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

Hr

糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
生
粒

子
・

雲
母

良
登

季
滅
や
や

政
者

、
内
外

面
に
わ
す

か
に

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

4区
平

安
土

師
甕

口
縁

部
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

こ
ぶ

い
褐

小
面
摩
耗
や
や

頭
著

7
4区

平
安

土
師

甕
日
縁

=Б

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ 多

粗 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
と
ぶ

い
褐

■
面
摩
耗
や
や

頭
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

日
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

8
4[
【

SB
9

平
安

土
師

置
き
カ
マ

ド
胴

部
ケヽ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・
小
礫

良
月
赤
褐

華
滅
や
や

顕
著

9
4区

SB
9

平
安

土
師

豊
き
カ
マ

ド
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・
小
礫

良
登

肇
滅
や
や

顕
著

4区
SB
9

平
安

士 電
ナ

デ
タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

一 火
外
面

や
や

摩
耗

1
4区

平
安

土
師

イ
日
縁

～
底

都
(1
10
)

(3
0)

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
す

デ
・

手
符

ろ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・
雲

母
良

月
赤
褐

内
面

を
中
心

に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

2
4区

SB
10

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

吉
ト

(1
22
)

(4
0)

4 
25

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
手
持
ち

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

蕗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

瞳
内
面
の
摩
耗
や
や

顕
著

3
4区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

4、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

訴
良

橙
内
面

を
中
心

に
外

面
に
か

け
て
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
者

4
4区

平
安

土
師

杯
ヨ
縁

～
体

Ж
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

平
良

に
ぶ

い
赤

褐
内
外

面
と
も
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

5
4区

平
安

上
師

不
ヨ
縁

～
体

rK
(1
29
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

畜
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

橙
内
外

面
と
も
摩
滅
顕

著

6
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母

白
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
内
面

の
一
部

2次
的

な
黒
色
化

7
4区

SB
10

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

部
55

24
ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
底

:回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に
ぶ

い
黄
橙

内
面
摩
耗
や
や

顕
著
 2
次

焼
成

を
受

け
外

面
は
変
色

8
4区

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(1
26
)

54
22

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
す
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

勺
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
、
摩
耗
や
や
顕

旨
、

2次
焼
成

を
受

け
外

面
は
変
色

9
4区

平
安

土
師

Il
日

縁
～

胴

部
54

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

噂
文

ロ
ク
ロ
す
テ

。
回
転
へ

ラ
ク
ズ

リ
底

:回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
ケ 次

焼
成

を
受

け
た
た

め
か
内
外
器
荒

κ
る

4区
平

安
土

師
巴

口
縁

～
胴

孝
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
可
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:橙
 

外
:に

ぶ
ハ

苦
怒

甍
外

ア
バ

タ
状

に
器

面
荒

れ
る

11
4区

平
安

土
師

El
日
縁

～
胴

部
60

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

勺
外

面
摩
耗
や
や
顕

著

35
2

4区
SB
10

平
安

土
師

富
旧

部
ハ

ケ
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
噂
褐

色
甲

斐
型

甕
の

胴
部

破
片

13
4区

SB
10

平
安

土
師

霊
同

部
イヽテ

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

望
母

良
島

色
甲
斐
型
甕

の
胴

部
破

片

4区
平

安
須

恵
麗

同
部

無
文

の
当
て
具
痕

ナ
デ

タ
タ
キ

ロ
諮

、
白

色
粒

子
・

雲
母

良
天

褐

35
2

1
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

音
Б

12
8

42
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
壱
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
翌

良
登

勺
外

面
摩

耗
、

摩
滅

や
や

顕
著

2
4区

平
安

上
師

不
口

縁
～

底
孝
R

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 偶
密 三

や ・

や 子
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
良

登
内
外
面
摩
耗

、
摩
滅
や
や
顕

者

35
2

4区
平

安
土

師
不

口
縁

～
底

鍬
(1
86
)

(6
2)

52
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

角
:黒

 
外

:浅
貢

審

殉
面

黒
色

化
す

る
が

2次
的

な
可

能
性

倫
い

4
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
胴

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
譲

良
勺

:浅
衰

橙
・

黒

米
:に

ぶ
い

苦
椿

勺
面

黒
色

化
す

る
が
2次

的
な

可
能

性
給

1夕
ヽ

5
4区

SB
ll

平
安

土
師

イ
桐

～
底

部
(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

雪
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒
子

良
内

:黒
外

:橙
内

面
黒

色
化

す
る

が
2次

的
な

可
能

性

強
い

6
4区

SB
ll

平
安

灰
釉

陶
暑

皿
か

底
部

(8
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

る
、

自
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
良

天
白

高
台

端
部

細
か

い
欠

け
顕

著

7
4区

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良

内 外 拐

に
ぶ

い
褐

に
ぶ

い
褐
・

黒
雲
滅
や
や
顕
著

8
4区

平
安

土
師

甕
ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

室
母

・
小

灌
艮

句
:褐

灰
 
外

:に

ざ
い
橙
・
褐
灰

同
部

下
半
破

片



― 卜 『 ふ ―

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

9
4区

平
安

土
師

驚
氏

部
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ

底
i木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良

勺
:に

ぶ
い

橙
・

褐

灰
 

外
:に

ぶ
い

登
・

橙

勺
面
摩
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
蔚
邦

即
都

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

語
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

酵
良

勺 朴

に
ぶ

い
褐

裕

峯
滅
や
や
顕

著
、
杯
部

内
面
黒
色
化

す
る
が

2次
的
な

モ)
の

11
4区

古
墳

土
師

氏
言
ト

(7
2)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
貢

橙

褐
灰

1
4区

SB
12

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
22
)

41
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
必
、

赤
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

挙
滅
や
や

頭
著

2
4区

SB
12

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

盲
ト

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

自
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

昌
母
少

良
登

事
滅
や
や

顕
著

3
4区

SB
12

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

吉
ト

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ぢ
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
少

良
に

ぶ
い

橙
筆
滅

顕
著

4
4区

SB
12

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

音
Б

(1
80
,

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

必
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

ユ
良

勺
:褐

灰
 
外

:に

ぶ
い
橙

挙
滅

や
や

顕
著

5
4区

SB
12

平
安

土
師

皿
口
縁

～
胴

音
Б

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

必
、

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙
挙
滅

や
や

顕
著

6
4区

SB
12

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
霧

糸
切

り

雪
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

翌
良

笹
挙
滅
顕
著

7
4区

SB
12

平
安

土
師

不
本
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り

晉 章

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良

内
:に

ぶ
い
橙

外
:に

ぶ
い
黄
橙

～
協

圧

内
面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
、
摩
滅
や
や

顕
著

8
4[
こ

SB
12

平
安

土
師

Ⅲ
氏
言
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
韓

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
る
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
内

:橙
 
外

!に
ぶ

い
橙

～
黒
褐

挙
滅

顕
著

9
4区

SB
12

平
安

土
師

壺
口
縁

～
胴

部
(3
50
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
?・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

冷
・
雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

～
黒
褐

外
面
摩

滅
頭
著

4区
SB
12

平
安

土
師

」ヽ
型

甕
口
縁

=Ь

(1
40
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
?・

す
デ

曇
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
翌

艮
内 外

明
赤

褐
～

黒
褐

明
赤

褐
撃
滅
顕
著

4区
SB
12

平
安

土
師

翔
釜

口
縁

詈
[

ラ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

母
協

丙
外

而
>▼

歴ヽ
減

や
や

閥
著

4区
SB
12

平
安

土
師

壼
日

縁
郡

ケヽ
メ

?・
ナ
デ

日
顕

著

13
4区

SB
12

平
安

土
師

卜
型

甕
日

縁
部

ケヽ
メ

ハ
ク

メ
督
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
平

良
暗
赤
褐

4区
SB
12

平
安

土
師

麗
日

縁
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・

雲
母

艮

” い

掲 ぶ

赤 に

い ‥

ぶ 外

に

褐 裾

内 黒 未
外
面
摩
滅
顕

著

35
3

4[
こ

平
安

土
師

霊
日

縁
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
テ

程
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

雲
母

多
艮

暗
赤
褐

峯
滅
や
や
顕

著

4区
SB
12

平
安

土
師

蔭
日

縁
部

ケヽ
メ

?
ハ

ケ
メ

?
多ヽ

程 母
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

艮
こ
ぶ

い
赤
褐

事
滅
顕

著

17
4区

平
安

土
師

男
釜

日
縁

部
ラ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

良
暗
赤

褐
～

黒
褐

や
や
摩
耗

4E
XI

SB
12

平
安

土
師

月
釜

日
縁

部
ケヽ

メ
自

色
粒

子
・

雲
母

多
良

暗
赤

褐
や
や
摩
耗

4区
SB
12

平
安

土
師

箆
氏
部

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉

痕
粗

、
白

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
赤
掲

～
褐
灰

勺
外

面
に
ス
ス

の
付
着

は
見

ら
れ

る
が

肇
耗
痕
跡

は
ほ

と
ん

ど
見

ら
れ

な
い

4区
平

安
土

師
巨
き

カ
マ

ド
旧
部

ケヽ
メ

ナ
デ

ハ
ケ

メ
。
ナ

デ
・

付
け

庁
密

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
掲
～
黒
褐

4区
平

安
須

恵
霊

旧
部

熙
文

の
当

て
具

痕
す

デ
良

外
面

摩
滅

や
や

顕
著

4区
SB
12

平
安

庚
釉

陶
器

箋
部

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

密
、

自
色

粒
子

良
戻

白
 

釉
:明

青
灰

小
面
釉
薬
散
在

的
に
剥
落

4区
平

安
灰
釉

陶
器

1同
著
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
灰

釉
密

、
白

色
粒

子
良

勺
面

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕
著

4区
SB
12

古
墳

土
師

,字
甕

日
縁

～
頸

部
(1
26
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良

内
:淡

赤
橙

～
浅
黄

笹
 
外

:に
ぶ

い
橙

～
に
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

顕
著

、
外

面
全

体
に

摩
耗
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

35
4

4区
SB
12

古
墳

土
師

甕
口
縁

～
胴

吉
Б

(1
34
)

ヘ
ラ
す
デ

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ
・

口
唇
部

に
ク
シ
状

工
具

に
よ
る
刻

み
目

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
外 灰

褐
褐 ”

黄 褐
灰 い

… ぶ
肇
滅

や
や

顕
著

4区
SB
12

古
墳

土
師

甕
日
縁

～
頸

部
(1
30
)

ハ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ナ
デ

。
日
唇
部
亥
Jみ

目
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
褐

肇
滅

や
や

顕
著

27
4区

SB
12

古
墳

土
師

変
口

縁
部

ナ
デ

ナ
デ

。
日
唇
部
刻

み
目

lE
、

自
色

粒
子

良
勺

:に
ぶ

い
赤

褐

ホ
:灰

褐
肇
滅
顕
著

4区
古

墳
上

師
士 霊

底
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ナ

ヽ か

密 竪

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

峯
滅
や
や
顕
著

4区
SB
12

古
墳

土
師

甕
底

部
(7
0)

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ

底
:木

薬
痕

粗
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
均

:暗
赤
褐
 
外

:

凋
赤
褐

小
面

の
摩
滅
や
や
顕

著

4区
SB
12

古
墳

土
師

底
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

良
こ
ぶ

い
赤
褐

～
灰

黄
易

肇
滅

非
常

に
顕

署

31
4区

SB
12

古
墳

土
師

重
氏

部
(7
0)

ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

奪
痛

ヽ 母

密 萱
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
こ
ぶ

い
褐

～
褐

灰
肇
滅

や
や

顕
著

4区
S3
12

古
墳

土
師

士 電
氏
部

(7
4)

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
粗

、
子

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
良

こ
ぶ

い
黄

橙
～

褐
灰

挙
滅
や
や
顕
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り

1
4区

SB
14

古
墳

土
師

高
郭

脚
音
h

ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

少ヽ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
肇
滅

頭
著

2
4区

吉
墳

土
師

S宇
甕

日
縁

～
頸

孝
К

(1
68
)

ナ
デ
・
指
頭
圧

痕
ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
舟

良
登
・
褐
灰

肇
滅

非
常

に
顕

著

3
4区

古
墳

土
師

台
付
甕

即
部

(7
4)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ
・
指

頂
圧
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

艮

勺
:浅

貢
橙
 
外

:

登
・

に
ぶ

い
橙
・
褐

内
面
摩

滅
顕
著

4
4区

古
墳

土
師

甑
日
縁

～
底

部
(1
38
)

(4
1)

＼
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

底
:努

7ヒ
ヽ 母

粗 雲
や ・

や 子
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

良

内
:に

ぶ
い
橙

外
i浅

黄
橙
・

に
ぶ

い
橙

内
外

面
摩

滅
顕

著

5
4区

SB
14

古
墳

土
師

蔚
イ

口
縁

孝
Б

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ガ
キ

・
赤

彩
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
♀

・
里

魯
対

子
罠

内
:橙

 
分

:に
ぶ

彰`
橙

摩
滅
顕
著

、
摩
耗

し
て
お

り
整

形
技
法

は
つ
き

り
し
な
い

、
内
外
面

と
も
赤
彩

6
4区

古
墳

上
師

六
日
壷

か
日
縁

吉
Б

ラ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

れ
対

子
艮

浅
黄
橙

華
滅
や
や
顕

著

7
4[
互

古
墳

J二
日巾

こ
か

壼
蹟
言
ト

ラ
ナ
デ
・
ナ
デ

＼
ラ
す
デ
・

ナ
デ

良
更

責
Tg
I

威
顕

著

8
4区

古
墳

土
師

子 霊
同

部
ナ

デ
ミ
ガ

キ
密

、
白
色
粒

子
・

雲
母

多
良

橙
‥ 褐

外 黒
橙 褐

黄
内 灰

内
面

摩
耗

や
や

顕
著

9
4区

SB
14

古
墳

土
師

士 亜
底

部
ナ

デ
ナ

デ
底

:ナ
デ

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

丑
良

橙
摩
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
甕

底
部

ヘ
ラ
ナ
デ

'ヽ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

嵐
:木

薬
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

雲
母

艮
摩
滅

顕
著

1
4区

平
安

土
師

郵
日
縁

～
底

部
(1
46
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後

ケ
ズ

リ

密
、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

2次
焼
成

を
受

け
内
外

面
の
赤
褐

色

化
、
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

2
4区

平
安

土
師

杯
氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
少

良
に

ぶ
い

桂
肇
滅

や
や

顕
著

8
4区

S3
15

平
安

土
師

不
壼
吉
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
。
線

亥
I

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
や
や
顕
著

、
ス
ス
状

の
ヨ
ゴ

レ
を

刀
つ
て
線
刻

さ
れ

て
い

る
た

め
破

片
の

犬
態

で
記

し
た
可
能
性

大
、
祓

片
の
擦

れ
た
状
態

は
故
意

に
擦

つ
た

も
の
か
摩

威
の
た
め
不

明

4
4区

平
安

陶
器

腕
甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ほ
:回

聴
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
良

天
白

勺
面
の
摩
耗

と
ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

者
、
底

勺
器

面
滑

ら
か
で
使

用
痕
跡

あ
り

5
4区

S3
15

平
安

土
籠

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

お
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

黒
褐

や
や
摩

滅

6
4区

SB
15

平
密

十
1可
筆

口
縁

部
ケヽ

メ
/ヽ

ケ
メ

酪
、

自
色

粒
子

・
雲

廿
良

こ
ぶ

い
赤

褐

7
4区

SB
15

平
安

十
1房
傘

昇
部

ナ
デ

ナ
デ

酪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

'0
6と

同
一

個
体

か
?
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
暁

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

8
4区

古
墳

土
師

甕
氏

部
(8
 0
)

す
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

底
:木

雲
痛

・ ■
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

明
赤

褐
2次

焼
成

を
受

け
も
ろ

く
な

つ
て

し
る
、
内
面

に
オ

コ
ゲ

35
5

1
4区

平
安

土
師

高
イ

か
口

縁
～

体

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

翌
良

に
ぶ

い
橙

華
滅

顕
者

2次
焼

成
を

受
け

外
面

薄
く

柔
色

化
、

内
面

赤
掲

色
化

2
4区

SB
16

平
安

土
師

イ
日

縁
～

体
欺

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

に
ぶ

い
褐

季
耗

や
や

顕
者

、
内

外
面

の
ス

ス
状

ヨ

ゴ
レ
顕

著

3
4区

平
安

土
師

皿
ヨ
縁

～
底

玉
52

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

密 母
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
顕

者
、
2次

焼
成

を
受

け
た

た
め

か
内

外
面

荒
れ

う
す
(黒

色
化

35
5

4
4区

平
安

土
師

一 蜃
(8
0)

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
底

!木
葉

痕
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

雲
母

良
灰

褐
璽

耗
や

や
顕

著

35
5

5
4区

平
安

土
師

柱
状

高
台

杯
蔚
台
吉
Б

46
ナ

デ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
・
柱
状

高
台

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
灰

黄
褐

摩
滅
顕
著

、
底

面
に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

35
5

6
4区

平
安

土
師

高
台

坪
羮
音
Б

(5
4)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ
・
付

恵
台

致
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

三
母

良
内

:橙
 

外
:灰

黄
協

肇
滅
顕

著
、

内
面

2次
焼
成

を
受

け
薄

く
黒
色
化

35
5

7
4区

平
安

土
師

邦
壼
喜
Ь

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
?

ヽ 少

密 母 る

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

・
マ
ー

ブ
ル

状
に
入

つ
て

い
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

8
4区

平
安

ヨ
綴

部
ナ

デ
自

色
粒

子
・

雲
母

艮
と
ぶ

い
赤

褐
肇
滅

摩
耗

や
や

顕
著

9
4区

平
安

土
師

羽
釜

旧
部

ナ
デ

ナ
デ

粗 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

不
良

こ
ぶ

い
赤
掲

挙
滅
顕

著

10
4L
X

平
安

土
師

高
台

邦
か

氏
吉
呂

(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

椋
糸
切

り

密 母

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

35
5

11
4区

平
安

土
師

甕
壼
部

(6
0)

ナ
デ

ナ
デ

・
ハ

ク
メ

底
:木

葉
痕

粗
、

自
色
粒

子
多

雲
母

良
勺

:に
ぶ

い
褐

小
:灰

褐
器
面

の
摩
滅
・

荒
れ

剥
離
顕

著

12
4区

平
安

須
恵

甕
同
部

当
て
具
痕
・

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
艮

島
灰

内
面

摩
耗

畷
者

で
滑

ら
か

で
使

用
展

跡

あ
り

、
外

面
の

タ
タ

キ
メ

の
摩

耗
も

顕

著

4区
古

墳
土

師
士 堕

巨
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

三
母

か
艮

戻
褐

雲
滅
顕

著

14
4区

SB
16

古
墳

土
師

壷
氏
部

74
ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

ナ
デ

ヽ か

密 舟
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
ぶ

外
橙

‥ 藩

「 句 　 ′
、

肇
滅
顕

著

1
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

鍋
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
ヽ 母

密 雲
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

多
良

月
赤

褐
峯
滅
顕

著

2
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

多
・

雲
母

少
・

マ
ー

ブ
ル

状
に

入
つ

て
い

る

良
月
赤
掲

勺
面

の
摩
耗

顕
著

3
4区

平
安

土
師

郵
日

縁
～

底
蝋

(1
30
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
!ロ

ク
ロ
ナ
デ

密 母
臼

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
こ
ぶ

い
橙

峯
滅
顕

著

4
4区

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
40
)

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

勺
1黒

 
外

:赤
褐

内
外

面
と
も
器

面
の
荒
れ
顕

者
、
ア
バ

タ
状

に
な

つ
て
い

る

5
4区

平
安

土
師

皿
ヨ
縁

～
底

“

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ
・
暗
文
・
森
亥
」

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

帝
糸
切

り
ヽ 母

密 室
白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
橙

小
面

を
中
心

に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
、
内
面

こ
繰

亥
Iあ

り

6
4区

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

諄
К

(1
10
)

(6
0)

22
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
初

り
ヽ 舟

密 董
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

朴
面

の
み
器

面
の
荒
れ

非
常

に
顕
著

、
勺
面

も
摩
耗

が
顕

著

7
4区

平
安

土
師

邦
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
母
・

マ
ー

ブ
ル

状
に
入

っ
て
い

る
良

肇
滅

ヨ
ゴ

レ
顕

著

8
4区

平
安

土
師

杯
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
良

勺
:黒

外
:橙

小
面

ア
バ

タ
状

に
な

り
荒
れ
顕

著
、
内

面
の
摩
耗

も
顕

著

9
4区

平
安

灰
釉
陶
器

開
ヨ
縁

～
底

部
62

57
ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
良

吸
白
 

釉
:一

部
灰

オ
リ
ー

ブ
内

外
面

と
も

う
す

く
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
吸

箸

4区
平

安
緑
釉

陶
器

死
本

～
底

部
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
緑
釉

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

緑
密

、
白

色
粒

子
良

オ
リ
ー

ブ
灰

勺
面

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

11
4区

平
安

土
師

I可
釜

日
縁

～
胴

茸
R

(2
50
)

ハ
ケ

メ
ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

比
較

的
密

、
白

色
粒

子
多

・
雲

母
良

登
～

灰
褐

勺
外

面
と

も
摩

耗
や

や
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
ξ
圭

(c
m)
※

( 
)は

推
定
値
ヌ
は
現
存

1
成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
枝
法

胎
 

土
焼

成
色
 

訓
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4区
平

安
須

恵
甕

同
部

青
海

波
状

文
。
当
て

具
痕

タ
タ
キ

ロ
密

、
白

色
粒

子
・

小
礫

良
内

:灰
 

外
:黄

灰

4区
平

安
灰
釉

陶
群

〓 夏
同

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
和

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

′
Iヽ

灌
良

灰
 
釉

:暗
灰

黄
・

黒
褐

双
耳
重

、
小
礫

が
発
泡

し
粗

悪
な
感

を

受
け

る

1
3区

奈
良

土
師

イ
底

部
(8
2)

ナ
デ

氏
:ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

晉
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

・

三
舟

か
良

に
ぶ

い
黄
橙

～
赤

摩
耗

顕
著

、
赤

褐
色

化
し

て
い

る

2
3区

SB
18

奈
良

土
師

甕
口
fX
―

凋日

音
Б

19
0

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

雪
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

翌
艮

橙

3
3区

茶
良

土
師

甕
口

豚
―

月
司

喜
Б

19
2

ハ
ケ

メ
・
指
頭
痕

ケヽ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
内

:に
ぶ

い
橙

外
:褐

4
3檀
E

茶
良

土
師

甕
桐

～
底

部
ナ

デ
ナ

デ
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

艮
内

:橙
～

に
ぶ

い
橙

外
:明

赤
褐

～
褐

摩
滅

荒
れ

頭
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り

1
3区

平
安

土
師

郷
日
縁

～
底

郭
(H
O)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
蕗
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
多
・

雲
母
少

や
や
不

良

内
1に

ぶ
い

貢
橙

～

橙
・

褐
灰
 

外
:に

ぶ
い

黄
橙

～
橙

・
黒

褐

破
壊
後

2次
焼
成

を
受

け
、
内
外

面
と

も
荒
れ

て
い

る

35
7

2
3区

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
26
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
多

・

雲
母
少

や
や
不

良
瞳

肇
滅
・
摩
耗

と
も
や

や
顕
著

、
体
外

に
工
具
の

当
て
痕

あ
り

3
3区

SB
21

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

底
:回

転
糸
切

り
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

心
:橙

～
に
ぶ
い
褐

牛
:に

ぶ
い
黄
橙

波
壊
後

2次
焼
成

を
受

け
器

面
荒
れ

る

4
3区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
54
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
多

・

雲
母

少
良

勺
:明

赤
褐

～
褐

疋
・

黒
 

外
:明

赤
易

～
拐

匠

破
壊

後
2次

焼
成

を
受

け
内
外

面
と
も

竜
れ

て
い

る

5
3区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

郎
(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ク
ズ

ヅ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
良

芍
:橙

 
外

!浅
貢

登
勺
面
や
や
摩
耗

6
3区

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
蝋

(1
42
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
。
マ

ー
ブ

ル
状

に

入
っ

て
い

る
や
や

不
良

勺
:明

吏
褐

～
橙

小
:責

縛
事
滅

顕
著

7
3区

平
安

土
師

邸
口
縁

～
体

部
(1
68
)

(8
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
艮

勺 朴 春

に
ぶ

い
橙

橙
～

に
ぶ

い
黄

格
圧

次
焼
成

を
受

け
内
面
や
や
荒
れ

る

35
7

8
3彊
こ

SB
21

平
安

土
師

蔚
台
皿

日
縁

～
底

部
(1
07
)

63
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

線
刻

底
:付

高
台

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

長
” 灰

橙 褐
外 橙

黄
桂 い

… ぶ
勾 こ

や
や
摩
滅

、
体
外
線

刻
あ

り

9
3匝

【
平

安
土

師
畳

日
縁

～
月
同

蝋
(1
34
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

や
や

不
良

勺
:橙

 
外

:橙
～

茉
反

や
や

摩
滅

3区
SB
21

平
安

土
師

El
日
縁

～
底

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密
、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲

母
良

勺
:橙

 
外

:に
ぶ

ィヽ
橙

～
に
ぶ

い
褐

外
面

や
や

摩
滅

、
日

縁
部

細
か

い
欠

け

11
3区

平
安

土
師

同
釜

日
縁

―
月
同

鍬
(2
06
)

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小

礫
艮

内 外
橙

～
灰

褐
橙

～
赤
褐

事
滅
・
摩
耗

と
も
や
や
顕
著

35
7

12
3区

平
安

土
師

霊
甍

部
ナ

デ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良

内
:に

ぶ
い

赤
褐

～

黒
 

外
:灰

褐
～

黒

掲

事
滅

顕
著

13
3区

平
安

須
恵

器
麗

同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

タ
タ
キ

ロ
密

、
白

色
粒

子
良

均
:灰

 
外

:灰
～

暗
灰

挙
滅

や
や

顕
著

14
3区

S3
21

古
墳

土
師

霊
氏

部
ナ

デ
ハ

ケ
メ

畜
、

赤
色

粒
子

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
橙

挙
滅

顕
著

l
3区

SB
22

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
38
)

5 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
赤

色
粒
子

多
・
雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙

2
8区

平
安

土
師

皿
日

縁
～

底
鍬

(1
34
)

(4
0)

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
4、

赤
色

粒
子

・
雲

母
少

良
橙

～
に

ぶ
い

責
橙

や
や
摩
滅

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
).
x(
 )
は

推
定

値
又

は
現

=銅
成

形
及

び
調

整
技

法
成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

35
7

3
3区

SB
22

平
安

土
師

不
ミ
言
Б

(5
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登
～

に
ぶ

い
責
橙

峯
滅
・
摩
耗

と
も
や
や
顕
著

4
3区

SB
22

平
安

土
師

不
甍

=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

峯
滅
顕

著

5
3区

SB
22

奈
良

土
師

不
甍

部
(8
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:静
止

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

線
亥
」

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
～

に
ぶ

い
黄
橙

事
滅
や
や
顕

著
、
底
外

面
に
線
刻

あ
り

6
3区

SB
22

平
安

青
磁

苑
か

皿
本

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
良

オ
リ
ー

ブ
灰

7
3区

SB
22

平
安

土
師

驚
日
縁

～
胴

鍬
(3
00
)

ヘ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

雲
母

良
黒

褐

8
3区

平
安

土
師

麓
甍

部
(8
0)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
乗
穎

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

黒
褐

と
3区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
軽

糸
切

り
。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登
～

に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅
や
や

顕
著

2
3区

SB
23

平
安

土
師

不
日
縁
～
底

部
(1
66
)

(5
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登
～

に
ぶ

い
黄

橙
外
面
体
部

に
黒
斑

、
内
面

ア
バ

タ
状

の

荒
れ

顕
著

3
3区

SB
23

平
安

土
師

巴
ま
ぼ

完
形

42
26

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

登
～

に
ぶ

い
橙

内
面
摩
耗
や
や

顕
著

、
器

面
に

と
ビ
、

日
唇
部

に
油
煙

わ
ず

か
に
付
着

4
3区

SB
23

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
銘

(1
44
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密 母

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
良

月
赤
褐

5
3区

SB
23

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
郎

(1
63
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
登
～

に
ぶ

い
黄
橙

筆
滅
や
や

頭
著

35
8

6
3区

SB
23

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
幅

糸
切

り
'手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

角
:黒

外
:橙

盛
:黒

底
部
外

面
～
底

内
、
体

内
ま
で
黒
色

化
、
断

面
に
ま
で
及

ん
で
い

る

7
3E
こ

SB
23

平
安

土
師

不
本
～
底

都
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

勺
外

面
と
も
に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

8
3区

平
安

土
師

麗
日
縁

～
底

津
ほ

84
(1
55
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ク

メ
・

ナ
デ

底
:亦

連
FR

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

・
小

穫
良

月
赤
褐

阿
下

部
内

外
面

の
荒

れ
非

常
に

顕
著

9
3区

SB
23

平
安

土
師

麓
日
縁

～
月 Π

郎
(3
00
)

ハ
ケ

メ
・

指
頭

痕
ケヽ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

少
・
雲
母

良
月
褐

外
面

荒
れ

顕
著

3区
平

安
土

師
月
釜

口
縁

―
月同

きl
(2
18
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ヽ 母

密 室
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少

艮
対

:橙
 

外
:明

赤

号
勺
外

面
と
も
摩
耗

や
や
顕
著

11
3彊

【
SB
23

平
安

土
師

轟
同
部

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
・

黒
色

粒
子

・
⊆

母
・

小
穫

良
こ
ぶ

い
褐

同
部

内
外

面
の
摩
耗

お
よ
び

ス
ス
付
着

環
著

1
4区

SB
24

古
墳

土
師

苛
杯

か
即
吉
Б

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ハ

ケ
メ

酪
、

赤
色

粒
子

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄

橙
事
滅

や
や

顕
著

2
4区

SB
24

古
墳

土
師

,宇
甕

口
縁

～
頸

睾
ほ

2)
ナ

デ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

勺
面

摩
耗

顕
著

3
4区

SB
24

古
墳

土
師

士 亜
氏
音

L
75

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
月
掲

肇
滅
顕
著

I
4区

SB
25

古
墳

土
師

嵩
杯

即
郡

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
密

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

峯
滅
顕

著

2
4区

SB
25

古
墳

土
師

士 亜
頂
部

ナ
デ

ミ
ガ

キ
ヽ 母

密 雲
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
良

こ
ぶ

い
黄
橙

為
面
摩
耗

や
や

顕
著

3
4区

S3
25

古
墳

土
師

Ⅲ 宇
甕

箋
喜
I

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
良

に
ぶ

い
褐

筆
滅

や
や

顕
著

4
4区

SB
25

古
墳

土
師

〓 氏
(4
2)

ナ
デ

ナ
デ

・
工

具
痕

底
:ナ

密
、

白
色

粒
子

雲
母

良
掲

灰
挙
滅
や
や
顕

著

5
4区

SB
25

古
墳

土
師

甍
言
Б

(5
4)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
ヽ 母

密 雲
白
色
粒

子
多
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
褐

挙
滅

顕
著



― 　 ド 『 Ｏ Ｉ

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
宅

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

荏
蕉

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
4区

SB
26

古
墳
～
奈

良
土

師
郵

一 氏
(1
02
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
萱

母
か

艮
登

挙
滅

や
や

顕
者

、
体

部
外

面
帯

状
に

器
笥

勃
1離

2
4区

S3
26

古
墳

～
奈

良
土

師
杯

氏
部

(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
生

母
小

良
登
・

浅
黄
橙

峯
滅
や
や
顕
著

3
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
鉢

日
縁

～
底

鯨
13
2

70
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

底
:木

数
荒

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
⊆
母

良
登
・

浅
黄

桂
・

褐
テ π
・

星
峯
滅

非
常

に
顕

署
、

2次
焼

成
受

け
器

百
非

常
に

荒
れ

る

4
4区

S3
26

古
墳

～
茶

艮
土

師
甕

口
縁

～
胴

鍬
(2
40
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

挙
滅
や
や
顕

著

5
4区

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

口
縁

―
胴

肇
K

(2
40
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ か

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
こ
ぶ

い
黄
橙

挙
滅
顕

著

6
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

日
縁

―
月 同

鍬
(1
80
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
舟

易
良

勺
:橙

 
外

:灰
黄

男
肇
滅
や
や

顕
著

35
9

7
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

阿
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

挙
滅

・
器

面
の

荒
れ

顕
著

8
4区

S3
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

氏
部

(7
4)

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸

切
り

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
内

:褐
灰
 

外
:に

ぶ
い
褐
・
褐

峯
滅

顕
著

9
4区

SB
26

古
墳
～
奈

良
土

師
甕

氏
吉
Ь

(6
6)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
?底

:木
薬
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

・
重

母
少

良
内 外

に
ぶ

い
褐

橙
峯
減

顕
著

4区
SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

氏
音
焉

(7
8)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良

内 外 悟

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
橙

挙
減

顕
著

4区
SB
26

一 市
氏

を
L

(9
4)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

棄
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子

良
に

ぶ
い

責
橙
 

灰
褐

挙
滅

顕
著

12
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

氏
音

L
(9
0)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・

雲
母
少

良

為
:に

ぶ
い
黄
橙

朴
:橙

・
浅
責
橙

・
こ
ぶ

い
褐
 
底

:に
ぶ
い
褐

事
滅
顕

著

13
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

氏
部

(7
2)

ナ
デ

?
ケヽ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:橙
外

:橙
・

黄
灰

峯
滅
・
器

面
の
荒
れ
顕

著

14
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
甕

底
部

(9
4)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
ぶ

‥ 橙
外 黄

浅
橙 ・

‥ 褐
句 　 ｒ、

峯
滅
顕
著

15
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
鉢

か
底

部
(7
0)

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良

対
:灰

貢
褐

・
に

ぶ

ハ
褐
 

外
:に

ぶ
い

ホ
褐

・
褐

灰

峯
滅
や
や
顕

著

4区
SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
鉢

底
部

76
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

再
:橙

外
:橙

・

正
拐

17
4区

SB
26

古
墳

～
奈

良
土

師
鉢

か
氏
部

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ナ
デ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良

内
:に

ぶ
い

褐
・

に

ぶ
い

橙
 

外
:に

ぶ

い
褐

・
褐

灰

事
滅
や
や
顕

著
、
内
面
の
摩
耗

顕
著

4区
SB
26

古
墳

土
師

高
杯

却
部

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ガ

キ
ナ

デ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

浅
黄
橙

～
橙

事
滅
や
や
顕

著
、
子し
が
左

右
前
後
対
称

の
位

置
に

4個
あ

り

4区
SB
26

古
墳

土
師

高
杯

即
部

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ
密
、

白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
雲
母
少

良
浅
黄
橙

事
滅
顕

著

4区
弥

生
重

胴
部

ケヽ
メ

。 文

彩 形

赤 山
櫛
描

直
線

文
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

ぶ
外 灰

褐
橙 ・

‥ 褐
れ ， ハ

櫛
描

直
線
文

の
間

に
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
山
形
文

そ
の

中
に
赤
彩

、
摩
滅

顕
著

1
4区

SB
27

平
安

土
師

不
か

底
部

(7
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?

や
や

程
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子

多
・

雲
母

良
登

事
滅
顕
著

1
4区

平
安

土
師

不
か

皿
底

部
(6
8)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?底

:回

IA
r糸

切
り
後
手
持

ち
へ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

」 次
焼
成

を
受

け
内
外

面
荒
れ

て
い

る

2
4区

平
安

土
師

不
か

皿
医

部
72

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

勺 本

黒
褐

～
赤
褐

明
赤
褐

肇
滅

顕
著

3
4区

平
安

土
師

皿
氏
部

10
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持
ち

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤
色
粒
子
・
雲
母

良
登

肇
滅

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
樋

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

4
4区

平
安

土
師

甕
日

縁
部

ケヽ
メ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や

IE
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤

褐
肇
滅
や

や
顕
著

1
4区

SB
29

平
安

土
師

不
ヨ
縁

～
底

瓢
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
す
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
勺
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

2
4区

平
安

土
師

添
口
縁

～
体

=К

(1
06
)

ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
す
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
お
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

黒
邑
粒
子

良
登

勺
面

の
摩
耗
や
や
顕

著

3
4区

SB
29

平
安

土
師

郵
日

縁
～

体
茸
К

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粗

子
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

っ
て
い

る
良

登
Å
面
の
摩
耗
や
や

顕
著

4
4区

SB
29

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に
ぶ

い
橙

内
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

5
4区

S3
29

平
安

土
師

不
氏

都
ロ
ク

ロ
す
デ

ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
多

や
や
不

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
黄
桂

内
外

面
の
摩
滅
や
や
顕
著

6
4区

S3
29

平
安

土
師

不
氏
音
L

(5
0)

ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
R:
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒
子
・
雲
母

良
橙

内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

7
4区

SB
29

平
安

土
師

日
縁

～
底

部
(1
90
)

(7
0)

65
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
後

ケ
ズ

リ
密

、
赤
色
粒

子
多
・

雲
母
少

良
に
ぶ

い
黄
橙

内
外

面
の
摩
耗
や
や

顕
著

8
4区

SB
29

平
安

土
師

甕
日

縁
～

胴

部
(2
80
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

黒
PI
粒

子
・

雪
母

多
良

明
褐

内
外

面
の

摩
耗

非
常

に
顕

著

9
4区

SB
29

平
安

土
師

甕
日

縁
～

頸

部
(3
76
)

ケヽ
メ

ケヽ
メ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
母

宏
良

に
ぶ

い
赤
褐

華
耗

や
や

顕
著

10
4区

S3
29

平
安

土
師

甕
底

都
ケヽ

メ
ケヽ

メ
底

:木
葉

痕
ヽ 易

４ 平

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

内
:赤

褐
 
外

:黒

褐
内

外
面

の
摩

耗
や

や
FR
著

1
4区

平
安

土
師

イ
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り
致
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・

雲
母

少
や
や

不
良

橙
摩

滅
顕

著

2
4区

古
墳

土
師

篭
口
縁

吉
Б

ナ
デ

ナ
デ
・

日
唇
部
刻

み
目

啓
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
少

艮
に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅
や
や

顕
著

3
4区

SB
30

古
墳

土
師

士 亜
日
縁

吉
Б

(2
26
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
。
日
唇

郭
亥
」み

目
密
、

自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
や

や
顕

者

4
4区

SB
30

弥
生

一 電
日

縁
言
Б

ナ
デ

ナ
デ
・

赤
彩

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

摩
滅
頭
著

、
外
面
赤
彩

の
痕
跡

5
4区

SB
30

弥
生

甕
底

部
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・
赤

彩
ナ

デ
ヽ 母

露 壼 々

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

・
良

に
ぶ

い
褐

摩
滅

顕
著

、
内
面

わ
ず

か
に
赤
彩

の
痕

脈
み

広
拍

ス

1
4区

古
墳

土
師

甑
口
縁

～
底

鄭
15
0

70
径 ０

孔 ■
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

や
や
祖

、
自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

や
や

不
良

に
ぶ

い
橙

作
り
は
粗

い
、
内
外

面
の
器

面
の
剥
離

顕
著

1
4区

SB
32

平
安

土
師

郷
ま
ぽ

完
形

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
致
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
浅
黄
橙

事
滅
や
や
顕
著

2
4区

平
安

土
師

甕
ヨ
形
計ヽ

ヤ 男
同

fb
(2
72
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
挙
滅

・
摩

耗
や

や
顕

著

3
4区

SB
32

平
安

土
師

甕
ヨ
縁

―
胴

子Ь
(3
05
)

ナ
デ

ナ
デ
・

指
頭
痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・
室
母
・

小
穫

良
峯
減
・
摩
耗

顕
著

4
4区

SB
32

平
安

土
師

甕
一 氏

ナ
デ

ミ
:木

葉
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
在

粒
子

・
電

母
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

非
常

に
顕
著

5
4区

SB
32

平
安

土
師

甕
一 氏

(1
34
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
瓶

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

峯
滅

非
常

に
頭
著

6
4区

SB
32

弥
生

一 霊
勇
～

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

艮
挙
滅

非
常

に
頭
著

、
頸
部
径

9 
0c
m

1
4区

SB
34

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

部
(1
18
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
峯
耗

や
や
顕
著

2
4区

SB
34

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

郎
(1
36
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
均

:黒
外

:橙
挙
滅
や
や
顕

著

3
4区

SB
34

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
。
雲

母
微

量
良

に
ぶ

い
赤

褐
摩
滅

顕
者

、
2次

焼
成

を
受

け
内
外
面

と
も
赤
褐

色
化

、
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

4
4区

SB
34

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

語 母

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

長
登

外
面

2次
焼
成

強
く
受

け
る
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
cm
)張

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

=布
成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

5
4区

SB
34

平
安

土
師

皿
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:手

持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

陵
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

雲
母

・
マ

ー
ブ

ル
状

に
入

つ
て

し

る
良

に
ぶ

い
橙

内
面

摩
耗

や
や

顕
著

6
4区

平
安

土
師

雷
口
縁

吉
Б

(2
82
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
・
小
礫

良
内 外

に
ぶ

い
赤
掲

黒
褐

内
外

面
の
荒
れ
摩
耗

非
常

に
顕
著

7
4区

平
安

土
師

」ヽ
型

甕
口
縁

～
胴

吉
Б

(1
72
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
灌

良
肉

:灰
褐
 
外

:に
ぶ
い
褐

挙
耗

や
や
顕

著

8
4区

平
安

土
師

甕
同

部
ケヽ

メ
ナ

デ
巴 殴

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

暗
赤

褐
勺
面
オ
ヨ
ゲ
状
付
着
物

9
4区

SB
34

平
安

土
師

甕
同

部
ナ
デ

ハ
ケ

メ
多ヽ

粗 母
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
赤
褐

勺
面

の
荒
れ
摩
耗

顕
著

4区
SB
34

平
安

土
師

羽
釜

口
縁

～
胴

部
(1
90
)

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

多
・

/1
ヽ
礫

良
黒

褐
考
部

剥
落

、
摩
耗
摩

滅
や

や
顕
著

1
4区

SB
36

平
安

土
師
質

皿
日
縁

～
底

部
54

28
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:国

荘
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

。
雲

母
良

勺
:橙

外
:橙

・
こ
ぶ

い
黄

t.
t

事
滅
や
や

顕
著

2
4区

平
安

土
師

質
皿

完
形

87
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
句

:に
ぶ

い
褐

小
:構

勺
外

面
の
摩
耗
や
や
顕

著
、
2次

焼
成

と
受

け
日
唇
部
細

か
い
欠

け

3
4区

平
安

土
師
質

皿
日
縁

～
底

部
(9
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
韓

糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

肇
滅
や
や
顕
著

盟
4区

平
安

土
師
質

皿
日
縁

～
体

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
督
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

句
:橙

 
外

:に
ぶ

ハ
音

椿
肇
滅

顕
著

、
内
面
部
分
的

に
ス
ス
付
着

5
4区

SB
36

平
安

土
師

質
不

か
体

～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

雪 翌

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

均
:橙

外
:橙

・
に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

顕
著

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

頭
著

36
2

6
4区

SB
86

平
安

土
師
質

皿
体

～
底

部
37

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

!回
転

糸
切

り

啓
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
内

:橙
・

浅
黄
橙

外
:橙

摩
滅
や
や

顕
著

7
4区

SB
36

平
安

土
師
質

即
高

高
台

不
か

皿
甍
吉
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

磨
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

雲
跛
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

内
1浅

黄
橙
 
外

:

笹
挙
滅
や
や
顕

著

36
2

8
4区

SB
86

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
母
少
・

マ
ー

ブ
ル

状
に
入

つ
て
い

る
良

登
内
外

面
と
も
摩
滅
や
や
顕

著
、
内
面
黒

色
化
す

る
が
2次

的
な

も
の

36
2

9
4区

SB
36

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

鶏
(1
18
)

40
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

H音
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登
・

灰
褐

対
面
部
分

的
に

う
す

く
黒
色
化

、
内
外

置
と
も
摩
耗

や
や
顕
著

10
4区

平
安

土
師

杯
ヨ
縁

～
体

祁
(1
12
)

ミ
ガ
キ
・

ロ
ク

ロ
ナ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
良

登
・
灰
褐

勺
外
面

ス
ス
付

着

11
4区

平
安

灰
和

陶
器

痴
重

=Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
底

:ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
付

高
台

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

吸
白

と
2

4区
平

安
灰

釉
陶

暑
宛

甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
和

底
:ロ

ク
ロ

ナ
デ

・

(付
高

台
)

笞
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

灰
自

36
2

13
4区

SB
36

平
安

録
釉

陶
群

宛
桐

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

緑
和

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

必
、

白
色
粒

子
良

暗
オ

リ
ー

ブ
灰

摩
滅

や
や

顕
著

36
2

4区
S3
86

平
安

土
師

沐
口
縁

～
胴

部
(3
68
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ラヽ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良

内
1暗

褐
・

黒
褐

外
:に

ぶ
い

黄
桂

。

に
ぶ

い
褐

・
陪

褐

内
外

面
と
も
摩

滅
・
摩
耗

顕
著

36
2

4区
SB
36

平
安

灰
釉
陶
器

〓 霊
同

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
灰

釉
密

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
天

白

4区
SB
36

平
安

須
恵

〓 臣
口
縁

言ヽ
(2
36
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
内 外

灰
オ

リ
ー

ブ

灰
白

4区
SB
36

平
安

須
意

ｒ 豆
頃
喜
[

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

不
良

内
:浅

黄
橙
 

外
:

苦
搭

摩
滅

顕
著

、
内

面
器

面
剥

落
顕

著

4区
SB
36

古
墳

土
師

苛
邦

日
縁

吉
焉

(1
72
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
匿

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

殴
良

勺
:橙

・
に
ぶ

い
橙

朴
:橙

肇
滅
顕
著
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播
図

番
号

地
区

宅
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量
 (
Cm
)×

( 
)は

推
定
値
又

は
現
存
布

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

番
号

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(肉

,
(外

,

1
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
18
)

47
4 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ク

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
笹

日
唇
部

に
油
煙

付
着

、
体
部

内
外

面
に

細
か
い
亀
裂

と
器

面
の
剥
離

2
4区

SB
37

平
安

土
師

外
完

形
12
0

50
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
。
雲
母

良
登

口
唇
部

内
外

面
お

よ
び
底

内
に

う
す

く
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

3
4区

S3
87

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

郎
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
ヅ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

勺
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕
著

4
4区

SB
37

平
安

土
師

不
日
縁
～
底

孝
К

(1
30
)

38
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
黄
橙

内
面

2次
焼
成

を
受

け
た
た

め
器

面
の

荒
れ
変
色

5
4区

SB
37

平
安

土
師

不
日

縁
～

底

部
(1
40
)

(5
0)

47
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
緻
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
に

ぶ
い

褐
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

6
4区

SB
37

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
40
)

53
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
緻
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
母

艮
黄

橙

厚
手

の
作

り
、
内
面
や
や
摩
耗

顕
者

、
2次

焼
成
受

け
た
た

め
か
器

面
や
や

変
色

し
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
あ

り

7
4区

SB
37

平
安

土
師

不
口

縁
～

胴

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

に
ぶ

い
黄
橙

内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

、
2次

焼
成

受
け
た
痕
跡

あ
り

8
4区

SB
37

平
安

土
師

郵
口

稼
～

月
司

部
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

徴
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
少

良
橙

内
面
剥
離

、
内
面
黒
色
化

し
て
い

る
が

2次
的

な
可
能
性

高
い

9
4区

平
安

土
師

郵
体

～
底

部
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
小
礫

長
浅
黄
橙

摩
滅

や
や

顕
著

10
4区

平
安

土
師

イ
本
～

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ヘ
ラ
ケ
ス

ツ
・

ロ
ク
ロ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
白
色
粒
子
・
赤

色
粒
子

良
黄

橙
や
や

摩
滅

、
内

面
黒

色
化

11
4区

平
安

上
師

甕
日
縁

都
(2
90
)

ハ
ケ

メ
ケヽ
メ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
月
褐

朴
面
摩
滅
や
や
顕

者

12
4区

平
安

土
師

小
型

甕
日

縁
～

胴

郎
(1
60
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
月
赤
褐

芍
外

面
と
も
摩
耗

や
や

顕
著

36
3

13
4区

平
安

土
師

小
型

甕
日

縁
～

胴
熟

(1
60
)

ハ
ク

メ
ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
月
赤
褐

勺
外

面
と
も
摩
耗

や
や
顕
著

4区
平

安
土

師
Iヨ
釜

日
縁

孝
[

(2
01
)

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
赤

褐
波
片

内
で

は
摩

耗
・

摩
滅

は
顕

著
で

は

擁
い

15
4区

SB
37

平
安

土
師

月
釜

氾
手

'ヽ
ケ

メ
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
母

・
/1
ヽ
礫

良
赤

褐

16
4区

SB
37

平
安

天
釉
陶
絲

竜
日

縁
苫
Б

(2
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

微
密

、
白
色
粒

子
良

灰
白

17
4区

SB
37

古
墳

土
師

日
縁

吉
ト

(1
00
)

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・

直
日
縁

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

橙
摩

滅
や

や
顕

著

4区
SB
37

古
墳

土
師

〓 亜
底

部
52

い ア
ナ 影

ミ
ガ

キ
・

赤
ミ
ガ

キ
。
赤
彩

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
艮

種
内
外

面
と
も
赤
彩

19
4区

SB
37

弥
生

箆
桐

部
ナ

デ
櫛

描
波

状
文

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
い
・

三
舟

良
に
ぶ

い
橙

4区
SB
37

古
墳

土
師

暑
台

卸
普
[

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
侮

h‐
子

・
室

母
良

莞
責
橙

蟹
滅

顕
著

4区
SB
37

古
増

上
師

i邦
ナ

デ
ナ

デ
底

:ヘ
ラ

ナ
デ

艮
劣
黄

橙
肇
滅

顕
著

1
4区

平
安

土
師

皿
日
縁

～
底

部
(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
・
マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

2
4区

平
安

土
師

柱
状

高
台

付
杯

高
台
部

(4
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅
顕

著
、

内
面

2次
的

な
黒
色
化

3
4区

SB
38

平
安

土
師

イ
日
縁

～
底

部
(1
10
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
東

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て

い
る

良
登

内
面

日
縁

部
ス
ス
付
着

、
白
色
粘

土
混

入
、
内
外

面
と
も
体
部

下
半
の
器

面
の

肇
耗

、
荒
れ
顕
著

、
内
面

を
中
心

に
ス

ス
付
着

4
4区

SB
38

平
安

土
師

皿
口
縁

～
体

絋
0)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ケ
ズ

リ
密 母

餃 雲
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
良

内
:橙

 
外

:に
ぶ

い
赤
褐

勺
面

器
面

の
剥

落
荒

れ
顕

著
、

日
縁

部

為
外

に
う
す

〈
ス

ス
付

着
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

在
i

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

5
4区

平
安

土
師

密
氏
▼
Б

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
薬

痕
や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

重
母

多
良

褐
内
外

面
と
も
摩
耗
・

摩
滅

顕
著

6
4区

SB
38

平
安

土
師

蓬
甍

部
ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:木
葉
痕

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
掲

勺
外

面
と
も
摩
耗
・
摩
滅
顕

著

7
4区

SB
38

平
安

須
恵

‖可
部

К
支

の
普

て
星

痛
タ

タ
キ

ロ
・

自
然

釉
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良

8
4区

SB
38

平
安

【
文

の
当

て
具

痕
タ

タ
キ

ロ
・

自
然

釉
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
死

9
4区

古
墳

土
師

卜
型

丸
底

赤
口
縁

言
Б

(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
語 殴

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
褐

を 次
焼

成
受

け
器

面
変

色

4区
古

墳
土

師
苛
郵

卿
吉
Б

(1
30
)

ヘ
ラ
ク
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヽ 少
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

浅
黄
橙

1
4区

SB
39

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
螺

(1
07
)

29
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

権
糸
切

り
繊
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
島

筆
滅
や
や

顕
著

2
4区

SB
39

平
安

土
師

al
氏
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

登
挙
滅

顕
著

3
4区

平
安

土
師

鉢
ヨ
縁

～
底

`К

(2
10
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

雲
母

多
良

弓
同
部
外

面
器

面
一
部
ユ
1落

、
日
縁
部

へ

口
上

半
部
分

の
ス
ス
状
付
着
物
顕
著

4
4区

SB
39

古
墳

土
師

一 霊
氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
月
赤

褐
緊
滅

顕
著

5
4区

S3
39

古
墳

土
師

重
口
縁

喜
Б

(1
30
)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

峯
滅

顕
著

1
4区

平
安

土
師

杯
ヨ
縁

～
底

部
(1
44
)

53
32

ロ
ク

ロ
ナ
デ

峯
滅

の
為

不
明

密
、

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

橙
摩

滅
顕

著

36
5

2
4区

平
安

上
師

不
日

縁
～

底

学
К

(1
15
)

61
32

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
否

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

談
良

橙
摩

滅
顕

著

86
5

3
4区

SB
40

平
安

土
師

14
N

口
縁

～
底

郭
(1
08
)

37
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ζ
、

赤
色

粒
子

・
小

礫
良

橙
挙
滅
顕
著

、
底
部

内
面

に
指
頭
痕

あ
り

4
4区

SB
40

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
45
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

手
持

ち
ヘ
ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

挙
滅
や
や

顕
著

5
4区

SB
40

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

音
Б

(1
52
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や

や
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

雲
母

良
登

挙
滅
顕
著

6
4区

SB
40

平
安

土
師

不
か

鉢
口
縁

～
底

旨
[

72
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
テ
後

手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
桂

〕 次
焼
成
長

け
た
た

め
か
外

面
や
や
荒

れ
、

内
面
器

面
の
部
分
的
剥
落

、
す
す

け
着
顕
著

36
5

7
4区

平
安

土
師

IL
日
縁

～
底

部
52

28
ロ
ク
ロ
ナ
デ

挙
耗

の
た

め
不

明

嘆
:一

部
に

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
痕

ヽ 母
密 雲

白
色
粒

子
少
・
赤
色
粒

子
・

良
登

挙
滅

お
よ
び

内
面

ス
ス
付
着
顕

著

8
4区

SB
40

平
安

土
師

皿
日

縁
～

底
鍬

(9
5)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
荘

糸
切

り
密

、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
橙

粗
製

、
摩
滅
顕

著

9
4区

SB
40

平
安

土
師

郵
口

縁
～

体
諄
К

(1
22
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
登

挙
滅
や
や
顕

著

4区
SB
40

平
安

土
師

脚
高
高
台

郭
か
皿

甍
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸

切
り

後
ロ

ク
ロ

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

多
・

蜜
母

良
登

峯
滅
顕
著

4区
SB
40

平
安

土
師

脚
局

高
台

杯
か

皿
葺
=[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
後

ロ
ク

ロ
ナ

デ
欧
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

再 ホ

に
ぶ

い
貢

褐

に
ぶ

い
橙

肇
滅

お
よ

び
肉

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
頂
著

12
4区

平
安

土
師

鉢
か
小
型

甕
同
～

底
都

(6
4)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

勺
面

に
明
瞭

な
ロ
ク

ロ
ロ

13
4区

SB
40

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後

暗
文

ナ
デ
後
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
 

底
:回

転
糸
切

り
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
艮

勺
:黒

 
外

:明
赤

掲
禁
滅
や
や
顕
者
、
内
面
黒
色
化

14
4区

SB
40

平
安

土
師

甕
日
縁

～
胴

郎
(2
30
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
こ
ぶ

い
褐

肇
滅
や
や

顕
著



― 卜 ∞ ト ー

図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

4区
SB
40

平
安

土
師

羽
釜

日
縁

～
胴

鍬
(3
02
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

阻
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
辞

・
′

I、
灌

良
に

ぶ
い

褐
勺
面
杵
状

に
ス
ス
付
着

、
摩
耗

・
摩

滅
や
や

顔
著

4区
SB
40

平
安

土
師

男
釜

号
部

埼
径

(2
88
)

祖
、

白
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
外

灰 褐
褐 黄

い

内 ぶ
挙
滅

非
常

に
頭

著

36
5

4区
古

墳
土

師
苛
郭

即
部

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

キ
緻
を

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

率
滅
や
や
顕
著

36
5

4区
SB
40

古
墳

土
師

〓 望
嵐

部
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

底
:圧

痕
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・

雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

挙
滅
や
や
顕

者

36
5

4区
古

墳
土

師
圭 堕

底
部

72
ナ

デ
ケヽ

メ
底

:圧
痕

や
や

粗
、

白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母

良
内

:灰
黄
褐
 
外

:

に
ぶ

い
赤
褐

摩
滅

頭
著

4区
SB

40
古

墳
土

師
甕

か
壷

嵐
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

色
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
明

赤
褐

摩
滅
や
や
顕
著

4区
SB
40

平
安

須
恵

甕
ナ

デ
タ
タ
キ

雪
、

白
色
粒
子
・
雲
母

良
内

:灰
 

外
:明

青

灰

内
面

光
沢

が
出

る
ほ

ど
磨

れ
畷

者
、

外

面
タ

タ
キ

メ
の

摩
耗

ヰ
)顕

箸

4区
平

安
灰

釉
陶

群
宛

口
縁

～
底

郭
(1
54
)

64
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
灰

釉
底

:回
転
糸
切

り
後

ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

付
高
台

と
、

自
色
粒

子
良

灰
白

底
部

内
面
部
分

的
に
摩
耗

(磨
れ
)顕

著

4区
SB
40

平
安

灰
釉

陶
暑

段
皿

日
縁

～
底

鞘
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
・

灰
釉

F_
R:
付

高
台

と
、

自
色
粒
子
少

良
灰

黄
は
部

内
面
摩
耗

(磨
れ
)顕

著

4区
平

安
灰

和
陶
器

椀
口
縁

～
体

諄
К

(1
59
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
和

や
や
粗

、
白
色
粒

子
良

灰
白

4区
平

安
灰

釉
陶
器

皿
壷
吉
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
付

言
台

致
密

良
吹

自
康
部

内
面
部
分

的
に
摩
耗

(磨
れ
)顕

箸

4区
SB
40

平
安

灰
釉
陶
器

長
頸
壷

頂
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉

や
や
粗

良
戻

白

4区
SB
40

平
安

灰
釉

陶
器

長
頸

重
勇
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

死
白

4区
SB
40

平
安

灰
釉

陶
器

〓 亜
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

可
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

灰
rl
h

や
や
社

、
白
色
粒

子
良

叉
黄

朴
面

摩
耗

や
や

顕
著

4区
SB
40

平
安

霊
氏
部

(1
25
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ク
ズ

ツ
・

灰

釉
底

:ロ
ク

ロ
ナ

デ
。

付
高

台

や
や
粗

、
自
色
粒

子
良

医
黄

本
面

摩
耗

や
や

顕
著

4区
SB
40

平
安

疋
釉

陶
器

阿
～

底
部

(1
80
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

灰

釉
底

:ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

削
り

出
高

台

や
や
粗

、
白
色
粒
子

良
戻

白
阻
製

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

1
4区

平
安

土
師

不
口

縁
～

底
郎

3 
1

5 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ

底
:回

縣
糸
切

り
?

密
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
刀
赤

褐
2次

焼
成

を
受

け
器

面
変
色

、
摩
滅

頭
著

36
6

2
4区

平
安

土
師

こ
状

高
台

日
縁

～
高

台
都

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

底
:回

辱
糸
切

り
語

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

雲
母

多
良

赤
褐

峯
滅

や
や

顕
著

3
4区

平
安

土
師

不
氏
青
Б

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
野
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
計

良
に
ぶ

い
赤
褐

挙
滅
顕
著

、
内
面

に
漆

状
付

着
物

4
4区

平
安

土
師

不
甍
言
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

?
ロ
ク

ロ
ナ
デ
?底

:回

転
糸
切

り
る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
に

ぶ
い

黄
肇
滅
非

常
に
顕
著

1
4区

SB
42

平
安

土
師

不
ほ
ぼ
完
形

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
必
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
少
・

三
母

多
良

に
ぶ

い
黄
橙

～
褐
灰

撃
滅

や
や

顕
著

、
内

外
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ

レ

2
4区

SB
42

平
安

土
師

主
状

高
台

不
高

台
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

辱
糸
切

り
。
柱

状
高
台

や
や

密
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
少

・
雲

母
良

に
ぶ

い
掲

2次
焼
成

を
受

け
器

面
変
色

お
よ
び
摩

滅
や
や
顕

著

36
6

4区
SB
42

平
安

陶
器

宛
か

嵐
部

(7
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
付
高
台

と
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
天

白
内

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

36
6

4
4区

SB
42

平
安

陶
器

壷
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
小
礫

少
良

天
自

均
面

う
す

く
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

1
4区

SB
43

平
安

土
師

不
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
礎

勺
外

面
2次

焼
成

を
受

け
変

色
お

よ
び

堅
減

顕
著

36
6

4区
平

安
土

師
邦

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

帯
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
勺

:明
赤
褐
 
外

:

登

勺
外

面
3次

焼
成

を
受

け
変
色
お

よ
び

肇
滅

顕
著



― 卜 ∞ 伽 ―

挿
図

番
号

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定
値
ヌ
は
現
存

1
成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

3
4区

SB
43

平
安

土
師

不
応
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

率
mn

雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

明
貢

褐
～

に
ぶ

い
赤

綴
摩
滅
や
や
顕
著

内
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

4
4区

SB
43

平
安

土
師

イ
底

部
(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
4、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

長
橙

内
外

面
2次

焼
成

を
受

け
変
色

お
よ
び

疹
減

や
や

誦
娑

5
4区

平
安

土
師

イ
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

?
ロ
ク

ロ
ナ
デ

?

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
ラ
ケ
ズ

リ
構 醇

と
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒
子
・
雲
母

や
や

良
橙

内
外

面
摩
滅
顕
著

6
4区

SB
43

平
安

灰
釉

陶
群

苑
口
縁

～
体

部
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

4、
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子

良
に
ぶ

い
黄
橙

や
や
粗
製

7
4区

SB
43

平
安

土
師

甕
日
縁

～
頸

苫
Б

(3
04
)

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
=母

良
褐

摩
耗

、
摩
滅
顕
著

8
4区

平
安

土
師

甕
口

縁
～

頸
鍬

(2
96
)

ケヽ
メ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
小

穫
艮

に
ぶ

い
褐

～
褐
灰

外
面

の
摩
滅
顕
著

9
4区

SB
43

平
安

土
師

甕
日
縁

～
頸

部
(3
26
)

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
艮

に
ぶ

い
赤
褐

～
褐
灰

摩
耗

・
摩
滅
顕
著

4区
平

安
土

師
羽

釜
口
縁

～
鍔

甘
Б

(2
51
)

ナ
デ

ナ
デ
・

鍔
部

指
頭
痕

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
舟

・
ノ
ト
耀

良
に

ぶ
い

褐
摩
滅
顕

著

[1
4区

SB
43

平
安

土
師

羽
釜

鍔
部

鍔
径

(3
70
)

ナ
デ

ナ
デ
・
指
圧
痕

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

・
小

穫
良

内
:黒

褐
 
外

:褐
摩
滅
顕

著

4区
SB
43

平
安

土
師

甕
桐
～
底
部

(8
2)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

‐ ■
荒

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
母

・
小

穫
Z

良
褐

～
赤
褐

摩
耗

・
摩
滅
顕
著

4区
S3
43

平
安

土
師

密
衷
部

(8
6)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
?底

:

ナ
デ
・
本
案
痕

豊
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

予
・
小
礫

多
良

に
ぶ

い
褐

摩
耗

・
摩
滅
顕
著

1
4区

平
安

土
師

皿
ほ

ぼ
完

形
10
8

61
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
・

ナ
デ

?
や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

～
明

赤
褐

内
面
の
摩
耗

・
摩
滅

顕
著

2
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
体

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

匿
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
辟

艮
明
赤
褐

摩
滅
や
や

顕
著

1
4区

平
安

土
師

口
縁
～
底

部
(1
16
)

(7
0)

3 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
不

良
に

ぶ
い

黄
橙

作
り
や
や
粗
製

、
摩
滅
顕

者
、

2次
焼

成
を
受

け
内
外

面
と
も
灰

色
化

し
て

い

る

2
4区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

音
[

(1
24
)

(6
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

橙
摩
滅

顕
著

3
4区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
32
)

(7
0)

39
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
雲
母

良
笹

作
り
粗
製

、
摩
滅
顕

著
、
2次

焼
成

を
受

け
外

面
赤
褐
化

、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

4
4区

SB
45

平
安

土
師

日
縁

～
体

部
(H
8)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

赤
色

粒
子

。
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

5
4区

SB
45

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

。
雲

母
や
や

不
良

橙
摩

滅
顕

著

6
4区

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ナ

デ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
ヽ 少

踏 母 る

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
・
マ
ー

ブ
ル

状
に
入

つ
て
い

良
橙

摩
滅

顕
著

7
4区

SB
45

平
安

土
師

本
日

縁
～

胴

吉
Б

(3
90
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・
雲

母
・

小
礫

不
良

褐
外

面
摩
耗

、
内
面
荒
れ

顕
著

8
4区

平
安

土
師

沐
口
縁

～
胴

部
(2
60
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケ
ズ

リ
・

ハ
ケ

メ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
多
・

雲
母

多
良

明
赤
褐

外
面
摩
滅
や
や
顕

著
、
内
面
荒
れ
顕

著

9
4区

平
安

土
師

口
綴

部
ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
良

【
ぶ

い
褐

季
滅

や
や

顕
者

4区
SB
45

平
安

土
師

米
日
縁

部
ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

雲
爵

′
I、
穂

不
良

黒
褐

外
面
摩
耗
、
内
面
荒
れ
頭
著

36
8

4区
平

密
須

煮
臣

胴
部

ナ
デ

タ
タ
キ

良
天

黄
褐

4区
SB
45

平
安

灰
釉
陶
番

〓 霊
同

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
4、

黒
色
粒

子
良

天
白

13
4区

SB
45

平
安

灰
釉

陶
群

一 望
桐

～
底

部
14
6

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ

デ

ζ
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

刻

礎
良

褐
灰

高
台
端
部
細

か
い
欠

け
が
み

ら
れ

る
が

摩
耗
痕

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い
、
器

面
所

々
発
泡

、
底
部
発

泡
し
座

り
が
悪

�`
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
這
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

書
1

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4区
SB
45

弥
生

沐
桐

～
底

部
ナ

デ
ヘ
ケ

メ
底

:ナ
デ
・

努
門

密
、

自
色
粒

子
多
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
や
や
顕

著
、
底
部
焼
成
前

穿
孔

15
4区

SB
45

弥
生

霊
か

底
部

(7
6)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク
ズ

ジ
甍

:ナ
デ

と
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

緊
滅

顕
者

1
4区

SB
46

平
安

土
師

質
不

完
形

11
0

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

雪
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

少
良

こ
ぶ

い
橙

!次
焼

成
を

受
け

内
面

ス
ヌ

状
ヨ

ゴ
レ

西
著

2
4区

SB
46

平
安

土
師

質
イ

ほ
ぼ

完
形

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
畜
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

少
良

登
萎
滅

顕
著

、
日
縁

部
の

作
り

は
粗

ヽ

3
4区

SB
46

平
安

土
師
質

杯
か

底
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
登
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

少
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

1
4区

SB
47

平
安

土
師

郵
口
縁

～
底

部
67

6 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

底
:回

II

糸
切

り
・

廻
り

を
ケ

ズ

リ
後

ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
驚
橙

日
縁
部

の
左
右

対
称

の
位

置
を
故
意

に
打
ち
久

き
を

し
た
可
能
性

あ
り
、
全

体
的
に
2次

焼
成

を
受

け
器

面
内
外

と
も

や
や
荒
れ

て
い

る
、
底

外
の
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

2
4区

平
安

土
師

杯
口
縁

～
底

言
[

(1
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
。
手

持
ち

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

月
赤
褐

峯
滅
や
や
顕
著

、
底

内
を
中
心

に
ス
ス

犬
ヨ
ゴ

レ
顕
著

3
4区

SB
47

平
安

土
師

皿
ほ
ぼ
完
形

12
2

67
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

口
縁
部

片
口

底
:回

転
糸
切

り
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヽ 母
密 雲

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
多

・
良

月
赤

褐
色
製

、
内

面
摩

耗
や

や
顕

著

4
4区

奈
良

土
師

邦
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

手
持

ち
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

・
ミ

ガ
キ

徴
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母

良
弓
灰

勺
外

面
の
黒
変

は
焼
成

時
の

も
の
か

5
4区

平
安

土
師

甕
日

稼
～

月
司

部
(3
18
)

ケヽ
メ
・
指
頭
痕

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

少
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤
褐

同
下

半
内
面

の
荒
れ
顕
著

4区
平

安
上

師
小
型
甕

口
縁

～
底

喜
Б

15
0

80
13
 1

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

底
:本

~4
痛

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
舟

笏
・

ホ
灌

良
月
赤

褐
同
下
半

内
面

の
摩
耗

、
荒
れ
顕

著

7
4区

SB
47

平
安

土
師

甕
日
縁

～
頸

部
(2
34
)

ナ
デ
・
ハ
ク
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

侮
対

子
・

三
舟

良
登

4区
SB
47

平
安

土
師

甕
日

稼

言
Б

(2
36
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

室
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

勺
外

面
の
摩
滅
や
や
顕

著

4区
SB
47

平
安

土
師

甕
日
縁

～
顎

部
(2
46
)

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
室

母
艮

こ
ぶ

い
橙

勺
外

面
の
摩
滅
顕

著

10
4区

SB
47

平
安

土
師

甕
口
縁

～
頸

部
(2
68
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

壮
子

・
赤

色
粒

子
・

星
魯

対
子

・
主

舟
良

こ
ぶ

い
黄
橙

勺
面

の
摩
滅
顕

著

ll
4区

SB
47

平
安

土
師

窒
蛋

部
ケヽ

メ
度

:末
葉
雇

と
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

こ
ぶ

い
赤

褐

4区
奈

良
土

師
甕

瞑
部

ナ
デ

ケ
ズ

リ
後
ナ
デ

底
:木

葉
痕

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

蒋
面

の
摩
滅

頭
著

4区
SB
47

茶
良

土
師

鉢
甍
部

(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
匿 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

登
勺
外

面
と
も
器

面
の
摩
滅
や
や

顕
著

14
4区

SB
47

古
墳

土
師

壷
甍
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

肇
滅

顕
著

15
4区

SB
47

平
安

須
恵

甕
同
部

争
海

波
状

文
・

当
て

黒
痕

タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

叉
白

対
面

当
て

具
反

は
残

る
も

の
の

摩
耗

(磨
れ
)が

顕
著

で
滑

ら
か

4優
こ

平
安

須
思

重
周

部
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

当
て
具
痕

タ
タ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

火

肉
面

に
比

較
的

摩
耗

(磨
れ
)し

た
範

囲
が

み
ら
れ

る
、

外
面

破
片

中
央

部
あ

た
り
摩

耗
著

し
い

1
4区

SB
48

平
安

土
師

郭
一 氏

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
均
外

面
の
摩
耗

や
や

顕
著

2
4区

SB
48

平
安

土
師

杯
一 氏

50
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
州

:橙
外

:橙
・

店
未

楊

対
外

面
の

摩
耗

、
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や

頂
著

3
4区

SB
48

平
安

土
師

郵
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

テ
密 母

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

外
橙 橙

‥ 黄
四 浅

挙
滅
や
や

頭
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
布

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(肉

)
(外

)

37
0

4
4区

SB
48

平
安

土
師

不
壼
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

内
:黒

 
外

:に
ぶ

い
橙

外
面

や
や

摩
耗

、
内

面
黒

色
化

5
4区

古
墳

土
師

高
不

即
部

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
事
滅
や

や
頭
著

6
4区

SB
48

平
安

土
師

甕
口

縁
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良

勺
:橙

・
灰

褐
小

:に
ぶ

い
橙
・
褐

勺
外

面
と
も
摩
耗

や
や
顕
著

7
4区

SB
48

平
安

土
師

雷
口
縁

喜
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
内

:明
赤
褐
・

赤
灰

外
:に

ぶ
い
褐

外
面
の
摩
耗
や
や

顕
著

8
4区

SB
48

平
安

土
師

麓
日

縁
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
具
得
粒

子
・

室
母
・

小
礫

良
こ
ぶ

い
橙

・
褐

灰
外
面
摩
耗
や
や
顕

著

9
4区

平
安

土
師

養
氏

部
ナ

デ
ヘ

ラ
ナ
デ
・
ハ

ケ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

冷
・
雲
母

良

内 外 黒

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
褐
・

挙
滅
や
や
顕
著

10
4区

平
安

土
師

萱
き

カ
マ

ド

日
縁

～
庇

部
ハ
ケ

メ
ヘ
ケ
メ
・
ナ
デ

彗
、

自
色
粒

子
・

雲
母

。
小
礫

良
に

ぶ
い

褐
ス
ス
状
付
着

頭
著

11
4区

SB
48

平
安

灰
釉

陶
器

士 霊
I周
▼
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰
釉

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
良

白 ブ

灰 一

為 オ

外
:灰

殉
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
や

や
顕

者

1
4区

SB
49

平
安

土
師

甕
下

部 部

旧 半
ケヽ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:褐
外

:褐
・

Bチ
更

勺
面
摩
耗

、
摩

滅
非

常
に
顕
著

1
4区

平
安

陶
器

宛
日
縁

～
胴

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
和

密
、

白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

勺
:灰

白
・
灰

牛
:灰

白
ヨ
ゴ

レ
や
や

頭
著

2
4区

SB
50

平
安

土
師

鉢
か

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
。
雲
母

良

勺
:灰

褐
・
褐
灰

牛
:に

ぶ
い
褐
・

褐
摩

朴
面

摩
耗

や
や

顕
著

3
4区

平
安

土
師

鉢
か

桐
部

ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

勺
:黒

外
:橙

・

B旺
朴
面
摩
滅
や
や
顕
著

、
内
面
黒
変

1
4区

SB
51

平
安

土
師

邦
日
縁

～
底

部
(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

内 外 階

に
ぶ

い
黄
橙

橙
・

に
ぶ

い
黄

全
体
的

に
2次

焼
成

を
受

け
内
面
は
部

分
的

に
黒
色
化

2
4区

SB
51

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

部
4)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
多
・

雲
母
少

良
登

華
滅

非
常

に
顕
著

3
4区

平
安

土
師

甕
旧

部
＼
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
勺
面
摩
滅

頭
著

4
4区

SB
51

平
安

土
師

霊
旧

部
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

艮
・ 褐

褐 ・

赤 橙
い 　 ‥

ぶ 外
に

‥ 灰
内 赤 庁

摩
滅
顕
著

、
2次

焼
成

を
強

く
受

け
て

い
る

37
1

5
4区

平
安

土
師

密
同

部
ヘ
ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
赤
灰

黒
褐

摩
滅

頭
著

、
2次

焼
成

を
強

く
受

け
て

い
る

6
4区

平
安

土
師

羽
釜

鍔
部

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗
、
白
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

褐
・

褐
灰

摩
滅

非
常

に
顕

著

7
4区

平
安

須
恵

甕
桐

部
阪
目
状
押

え
目

タ
タ
キ

否
、

自
色

粒
子

良
為

:灰
外

:灰
・

灰
白

37
1

1
4区

平
安

土
師

杯
日
縁

～
底

郭
(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
笞
、
赤
色
粒

子
多
・

雲
母

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅
や
や
顕

者

2
4区

平
安

土
師

郎
日
縁

～
底

部
(1
40
)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

肉
面
黒
色
化

し
て
い

る
が

2次
的

/F
も

の
で

あ
る
可
能
性

高
い
、
断
面
お

よ
び

外
面

に
も
全
体

に
う
す

く
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
が
認

め
ら
れ

る

3
4区

平
安

土
師

El
日
縁

～
底

部
(1
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

密 母
緻 雲

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

良
こ
ぶ

い
橙

内
外
面

と
も
油
煙
状
付
着
物
、
ス
ス
顕

著
、
内
面
器
面
の
剥
離

も
顕
著

4
4区

SB
52

平
安

土
師

ll
l

日
縁

～
底

部
(1
30
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

畜
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子

良
登

均
面

の
摩
耗
・
荒
れ
顕
著

、
細

か
く
破

砕
さ
れ

て
い

る
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

※
( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

5
4区

平
安

土
師

不
口

縁
～

体
歎

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 科
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

を 次
焼
成

を
強

く
受

け
外

面
変
色

6
4区

SB
52

平
安

土
師

Il
口

縁
～

体
諄
R

(H
8)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

2次
焼
成

を
強

く
受

け
内
外

面
と
も
変

色

7
4区

SB
52

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(4
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸

切
り

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

勺
面

摩
耗

や
や

顕
著

8
4区

SB
52

平
安

土
師

Hl
本
～

底
部

(4
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ク
ス

リ
底

:回
転

糸
切

り
後
へ

ラ
ケ
ズ

ジ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
黄

桂
為
面

の
摩

耗
顕

著

1
4区

平
安

土
師

BI
日
縁

～
底

娑
К

(■
4)

(5
4)

19
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
辱

糸
切

り

菌
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

っ
て
い

る
良

登
峯
滅
や
や
顕
著

2
4区

平
安

土
師

Bl
日
縁

～
底

郎
(1
04
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

等
糸
切

り
や
や
粗

、
赤
色
粒
子
・
雲
母

多
良

掲
峯
滅
・
摩
耗

と
も
に
顕
著

3
4区

SB
53

平
安

土
師

沐
口

縁
～

胴
銘

(1
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良

勺 牛

に
ぶ

い
橙

灰
褐

外
面

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著
、

内
面

摩
耗

閥
碁

4
4区

SB
53

古
墳

土
師

卜
型

重
か

同
部

ナ
デ

ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

破
密

、
赤
色
粒
子

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅
顕
著

5
4区

SB
53

古
墳

土
師

竜
1同
喜
Б

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

小
良

こ
ぶ

い
黄
桂

肇
滅
や
や
顕
著

6
4区

古
墳

土
師

葺
イ

日
縁

～
体

鍬
(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

陵
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

勺
面
摩

滅
顕
著

37
2

7
4区

SB
53

弥
生

口
縁

～
頸

孝
R

(1
60
)

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

・
赤

彫
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ
・
赤
彩

密
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
雲
母
少

良
登

肇
滅
や
や
顕
著

だ
が
外

面
に
赤
彩

の
痕

亦
が
わ
ず

か
に
み

ら
れ

る

8
4区

弥
生

比
底

壷
か

甍
言
Б

脂
頭

調
整

痕
・

赤
彩

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
赤
彩

底
:ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
月
赤

褐
勺
外

面
摩
滅

や
や

顕
著

だ
が
赤
彩

の
痕

亦
わ
ず

か
に
残

る

1
4区

SB
54

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
26
)

52
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り

後
手

持
ち

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
黄

橙
勺
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

2
4区

SB
54

平
安

土
師

不
日

稼
～

底

鶏
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
。
赤
色
粒
子

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

3
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
38

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
後
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 母

密 雲
白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
良

登
2次

焼
成
受

け
器

面
変
色

、
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

4
4区

SB
54

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

郎
(1
04
)

40
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
峯
滅
顕

著

5
4区

平
安

土
師

Il
毛
形

52
23

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

肇
滅

や
や

顕
者

、
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ

西
著

6
4区

SB
54

平
安

土
師

Il
日

縁
～

底
蝋

(1
16
)

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

章
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤

褐
次
焼
成

を
受

け
摩
滅

も
や
や

顕
著

7
4区

SB
54

平
安

土
師

阻
ヨ
縁

～
底

都
(1
26
)

54
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
事
滅
や
や
顕

著

8
4区

SB
54

平
安

土
師

琳
ヨ
縁

～
体

とR
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密 母
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
完
黄
橙

～
橙

勺
面
～
外

面
の
一
部

に
2次

的
な
黒
色

ヒ
が
み

ら
れ

る

9
4区

SB
54

平
安

土
師

邦
本
～
底

部
(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
後

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
r.
k

肇
滅
や
や
顕
著

4区
平

安
土

師
不

本
～

底
部

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
テ

ほ
:回

種
糸
切

り
後
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
堅
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

竺
粒

子
・

室
母

良
橙

肇
滅
や
や
顕
著

11
4区

SB
54

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(5
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り
後

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
瞳

肇
滅

や
や

FR
著

4区
平

安
土

師
不

氏
部

(6
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

ほ
:手

持
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
燈

萎
滅
顕
著

37
2

13
4区

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

賢
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
壁

良
登

勺
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
量

 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
1

成
形

及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
枝
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(肉

)

4区
SB
54

平
安

上
師

不
体
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ク

ズ
歩

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

橙
外

面
器

面
剥

離

4区
SB
54

平
安

土
師

甕
日

縁
～

胴
歎

(3
14
)

ハ
ク

メ
ケヽ

メ
や

や
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

具
得

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

良
内

:黒
褐
 

外
:褐

外
面
摩
耗
や
や
顕

著
、
内
面
下
半
部
摩

耗
や
や

顕
著

4区
SB
54

平
安

土
師

奏
口

縁
～

頸
言
R

(3
10
)

″ヽ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

横
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
赤

褐
外

面
摩

耗
顕

著

17
4区

SB
54

平
安

土
師

甕
日

縁
～

頸
獣

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

横
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
明

褐
摩
耗

や
や
顕
著

4区
SB
54

平
安

土
師

羽
釜

署
部

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・
ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

。
小
礫

良
橙

摩
耗

や
や

顕
著

4区
平

安
須

恵
甕

同
部

ナ
デ

。
当
て
具
痕

タ
タ
キ

ロ
必
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

灰
内
面
器

面
剥
離

が
み

ら
れ

る
が
残
存
部

の
磨
れ

顕
著

4区
SB
54

平
安

灰
釉

碕
器

平
瓶

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
啓

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
灰

白
内
面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

頭
著

4区
平

安
灰

釉
陶
器

壷
氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉
・

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:付
高
台
・

ナ
デ

致
密

、
白
色
粒

子
良

吸
苛
台
部
外

面
摩
耗

や
や

顕
著

1
4区

SB
55

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

螺
(1
00
)

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
徴
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

場
灰

肇
滅
や
や

顕
著

、
内
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

2
4区

SB
55

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

部
(1
20
)

50
38

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・
マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
い

る
良

登
筆
滅
や
や

頭
著

3
4区

SB
55

平
安

土
師

El
毛

形
11
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
緻
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

4
4区

SB
55

奈
良

土
師

不
口

縁
～

体
言
К

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
線
刻

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
肇
滅
や
や

顕
著

、
2次

焼
成

を
強

く
受

け
器

面
一
部
剥
離

、
体

内
に
線
亥
Jあ

り

5
4区

SB
55

平
安

土
師

不
甍
言
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
緻

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

登
峯
滅

や
や
顕
著

6
4区

SB
55

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
恩

:回
辱

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
。
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄

橙
2次

焼
成

を
受

け
内

面
う
す

く
黒

色
化

お
よ

て
が
ホ

平占
イ
ヒ

7
4区

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(2
7)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

緻
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅
や
や
顕

著
、
底
外

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

預
著

8
4区

SB
55

平
安

土
師

不
本
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

畜 巳
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
。
雲

良
灰

褐
摩
滅
や
や

顕
者

、
2次

焼
成

を
受

け
内

外
面
黒
色
化

9
4区

SB
55

平
安

土
師

不
体
～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

し
致
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
事
滅
や
や

顕
著

10
4区

SB
55

平
安

土
師

即
高
高
台

不
か
皿

嵐
～

脚
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
付

高
台

致
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

挙
滅
や
や
顕
著

11
4区

平
安

土
師

甕
口
縁

～
頸

孝
L

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・
ナ
デ

“

、
自
色
粒

子
。
雲
母

良
褐

37
3

4区
SB
55

平
安

須
意

甕
IΠ
部

ケ
ズ

ツ
。
当
て
具
痕

タ
タ
キ

匿
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

明
褐
灰

内
外
面

と
も
摩
耗
や
や

顕
著

、
内
面
磨

れ
て
滑

ら
か

4区
平

安
陶

器
宛

体
～
底

部
72

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

底
:回

転
糸

切
り

。
付

高
台

4、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

天
白

■
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

14
4区

SB
55

平
安

陶
器

重
か

胴
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

農
灰

4区
SB
55

古
墳

土
師

甕
底

部
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

巴
、

自
色

粒
子

多
・

雲
母

多
良

と
ぶ

い
褐

緊
減

顕
者

、
底

都
内

面
オ

コ
グ

の
展

跡
ム

リ

1
4区

SB
56

平
安

土
師

邦
日
縁

～
底

吉ヽ
(1
28
)

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
致
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

三
再

良
登

肇
滅
や
や

顕
著

2
4区

SB
56

平
安

土
師

郷
口

縁
～

体
菫
【

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

菫
舟

良
こ
ぶ

い
褐

峯
滅
や
や
顕
著

3
4区

SB
56

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

著
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図 号
挿 番

番
掲

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(C
m)

※
( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
れ

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(肉
)

(外
)

4
4区

平
安

土
師

窪
同

部
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

畜 母

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

天
黄
褐

肇
滅
や
や
顕
著

5
4区

平
安

土
師

蓬
同

部
ナ
デ

ハ
ケ

メ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

掲
勺
面
摩

滅
顕
著

6
4区

平
安

土
師

箆
氏

ケヽ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
底

:木

葉
痕

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

母
良

菅
褐

勺
面
摩
滅
顕
著

7
4区

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
熱

(8
9)

34
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

幕
糸
切

り
酪
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

灰
白

勺
面

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

8
4区

平
安

天
釉

陶
器

宛
日
縁

～
体

部
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
語

良
戻

自
勺
面

ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

9
4区

SB
56

平
安

天
釉

陶
器

宛
日
縁

～
体

吉
L

(1
48
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
る
、

白
色
粒

子
良

天
白

勺
外

面
ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

10
4区

平
安

天
釉

陶
基

士 霊
旧
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

和
4、

自
色
粒
子
・
黒
色
粒
子

良
疋
養

37
4

1
4区

S
B5
7

平
安

土
師

沐
日

縁
～

胴
著
К

(3
46
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
翌

良
場

肇
滅

や
や

顕
著

2
4区

SB
57

平
安

土
師

畜
日
縁

～
頸

音
[

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

事
滅

や
や

顕
著

1
4区

平
安

土
師

不
口
縁

～
底

旨
焉

(1
50
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ケ
ズ

リ
蕗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
艮

登
甍
部

内
外

面
に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕
著

37
4

2
4区

平
安

上
師

不
口
縁

～
底

音
Б

(1
7

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ か

雪 平

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
内
面
や
や
摩
耗

3
4区

SB
58

平
安

土
師

不
体

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

・
手

持
ち

ヘ
ラ

ク
ズ

リ
底

:回
転

糸
切

り

後
ケ

ズ
リ

藝
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
艮

登
内
面
摩
耗
や
や

頭
著

4
4区

SB
58

平
安

土
師

霊
日
縁

～
頸

銘
(2
80
)

ケヽ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
母

艮
天
褐

外
面
摩
耗
や
や
顕

著

l
4区

SB
59

平
安

土
師

不
日

稼
～

底
郎

(9
6)

3 
1

ナ
デ

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

畜
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
撃
滅

や
や

顕
者

l
4区

SB
60

平
安

土
師

El
口
縁

～
底

部
(1
20
)

22
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ケ

ズ

ノ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
登

内
面
摩
滅
や
や
顕
著

、
日
縁
部

内
面

に
油
煙
痕

2
4区

平
安

土
師

不
か

氏
部

32
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
底

:ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
侮

対
子

・
宣

舟
良

こ
ぶ

い
黄
橙

や
や
摩

滅

3
4区

SB
60

古
墳

土
師

爵
郵

却
喜
悟

径 ５
孔 ょ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ

。
穿
孔

ヽ 少
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
肇
滅

顕
著

、
子
Lは

2個

4
4区

SB
60

古
墳

土
師

萱
日

重
要
部

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 少
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登

5
4区

SB
60

古
墳

土
師

壷
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
こ
ぶ

い
橙

華
滅
顕
著

1
4区

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
歎

(1
32
)

51
ナ

デ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
多
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て

い
る

や
や
不

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
顕
著

、
粗
製

2
4区

平
安

土
師

Il
ま
ぼ

完
形

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・
雲

母
・

マ
ー

ブ
ル

状
に
入

つ
て

い
る

良
登

内
面

の
荒
れ
や
や
顕
者

、
日
唇
部

内
外

に
わ
た

り
う
す

く
ス
ス
状
付
着
物

あ
り
、
灯

明
具

と
し
て
使

用
さ
れ

た
か

3
4区

SB
61

平
安

土
師

巴
口
縁

～
底

部
54

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

密
、

白
色
粒
子
少
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・

マ
ー

ブ
ル
状

に
入

つ
て
し

る
良

登
峯
滅

や
や

顕
著

1
1区

平
安

土
師

不
本
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

幕
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
月
赤
褐

峯
滅
顕

著

2
1区

平
安

土
師
質

主
状

高
で

不
か

皿
高
台

部
“ ＞

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
や
や
不

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
顕

著

3
1区

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
部

(1
62
)

49
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・

暗
文

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
へ

お
、

自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
や
や
不

良
月
赤
褐

挙
減
顕

著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
訓

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

4
1区

平
安

土
師

郭
日
縁

～
底

部
(1
34
)

(4
0)

37
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

マ
ー

ブ
ル
状

良
に

ぶ
い

橙
華
滅

顕
著

37
5

5
lE
至

平
安

土
師

不
本
～

底
部

(4
6)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
月
赤
褐

肇
滅

や
や

顕
著

6
1区

平
安

土
師

下
本
～
底

部
(5
4)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転

糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

瞳
撃
滅
顕

著

7
1区

平
安

土
師

不
甍
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
噴

:回
転
糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
餃
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅
や
や
顕

著

8
1区

平
安

土
師

杯
体

～
底

部
(5
2)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
4、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

橙
摩
耗
・
摩
滅

と
も
あ
ま

り
み

ら
れ

な
し

9
[区

平
安

土
師

高
台
坪

蔓
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
へ

ラ
ケ
ズ

リ
・
付

け
高
台

徴
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
黒
色
粒
子
・
雲
母

良
瞳

肇
滅

や
や

顕
著

10
と
区

平
安

土
師

蓋
本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ナ
デ

リ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
致
密

良
こ
ぶ

い
黄
橙

嘩
滅
や
や

顕
著

。
2久

焼
成

を
受

け
て

い
る
、
内
面

ア
バ

タ
状

に
や
や
荒
れ

る
、

2次
転
用

さ
れ

た
可
能
性

あ
り

11
1区

平
安

土
師

蓋
つ
ま
み

～
本
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

回
転
へ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母

良
登

華
滅
顕
著

12
1区

SD
l

中
世

土
師
質

船
日

縁
～

胴
郎

(2
20
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
少

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

小
面

の
み

ス
ス
付
着
顕
著

1区
中

世
土
師
質

渦
1同

=Б

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

外
面

の
み

ス
ス
付
着
顕
著

、
孔

は
平
行

し
て

2子
Lあ

り

14
1区

中
世

土
師
質

渦
か

氏
音
ト

(1
60
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
・

少
礫

良
黒

褐
挙
滅

非
常

に
頭

著
、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
。
荒
れ
顕

著

15
1区

中
世

上
師
質

渦
か

ミ
部

(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母
・
小

艇
良

黒
褐

肇
滅

非
常

に
顕

署
・

全
体

的
に

ス
ス

状
ヨ

ゴ
レ
顕

著

16
1区

平
安

土
師

鷺
貞
部

(9
0)

底
:木

葉
痕

る 丑

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

17
1区

中
世

須
恵

質
旨
鉢

旧
～
底
部

ナ
デ

。
工
具
痕

ナ
デ

底
:ケ

ズ
リ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
や
や

不
艮

天
白

挙
滅

非
常

に
顕

著

1区
古
墳

土
師

苛
郭

体
～

脚
部

ナ
デ

ミ
ガ
キ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

必
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

尋
良

橙
挙
滅
顕
著

1区
古

墳
土

師
高

不
か

脚
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ラ
ケ

ズ
リ
・
ナ
デ

致
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

彗
滅

顕
著

1区
弥

生
壷

口
縁

=ト

(1
1

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
彩

赤
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・

赤
彩

る
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
と
ぶ

い
橙

雲
滅

頭
著

21
1区

弥
生

琳
か

体
～
脚

部
赤

彩
ミ
ガ
キ
・

赤
彩

底
:ナ

蛮
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
艮

と
ぶ

い
褐

肇
滅

顕
著

[区
弥

生
甕

底
部

(6
1)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

薬
痕

?
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒
子

良
こ
ぶ

い
黄
橙

肇
滅
顕
著

1区
弥

生
壷

か
底

都
(6
0)

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
底

:ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

肇
嫉
顕

著
、
底
外

に
種
子
状
圧
痕

あ
り

1区
SD
l

弥
生

士 霊
底

部
(6
6)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

?
密
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
褐

事
滅

顕
者

、
底

外
に

モ
ミ
状

圧
痕

、
へ

ラ
状

工
具

痕
あ

り

1区
弥

生
奏

底
部

(8
1)

ナ
デ

ナ
デ

底
ナ

デ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
黄
橙

峯
滅

顕
著

1区
弥

生
士 霊

貞
=Б

(8
 0
)

ナ
テ

す
デ

底
ナ

テ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
顕

著

1区
弥

生
壷

か
ミ

部
径 ６

孔 Ｉ
ナ
デ

底
ナ

デ
ナ

デ
や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

登
挙
滅

非
常

に
頭
著

、
焼
成

前
底
部

穿
孔
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調

整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

1区
奈

良
～

平
安

須
恵

不
日
縁

～
体

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

肇
滅

や
や

顕
著

1区
奈

良
～
平
安

須
恵

藷
頸

壷
日
縁

～
頸

諄
R

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
良

灰
自

事
滅

や
や

顕
著

37
6

1区
‖司
音
Б

ナ
デ

タ
タ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

憂
減

内
面

の
帝

れ
や

や

1区
奈

良
～
平
安

須
恵

麓
底
言
ト

(1
40
)

ナ
デ

一 ブ リ

す ズ
タ
タ
キ

底
:ケ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

一 火
事
滅
や
や
顕
著

1区
平

安
灰
釉
陶
器

El
日

縁
～

体
部

(1
04
)

ナ
デ

ナ
デ
・
灰
釉

密
良

て
白

1区
平

安
灰
釉
陶
器

宛
口

縁
～

体
鍋

(1
20
)

ナ
デ

ナ
デ

灰
約

密
や
や

不
艮

浅
黄

区
平

安
天
釉

陶
絲

苑
本

部
ナ
デ

ナ
デ

反
紬

靡
長

更
オ

リ
ー

ブ

区
平

安
庚
釉

陶
孫

HL
か

本
部

ナ
デ

ナ
デ

罠
C琶

搭

1区
平

安
天
釉

陶
器

苑
か

皿
氏

部
(8
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
。
付

け
高
台
・

灰
釉

密
、

黒
色

粒
子

良
天

白
や
や
摩
滅

1区
平

安
灰
釉

陶
器

宛
か

皿
氏

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:ケ

ズ
ジ
・
付

け
高
台
・
灰

釉
酪

、
黒

色
粒

子
良

庚
自

事
滅

や
や

顕
著

l 
EX
I

平
安

又
釉

陶
器

宛
氏

部
(7
0)

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
韓

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

付
け

高

台
・

灰
紬

密
、

黒
色

粒
子

・
白

色
粒

子
良

戻
白

挙
滅

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
し

37
6

1区
中

世
青

磁
琳

日
縁

～
体

欺
(1
20
)

ナ
デ

ナ
デ

磨
、
黒
色
粒

子
良

庚
オ

リ
ー
ブ

1区
中

世
青

磁
宛

日
縁

～
体

部
(1
44
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

黒
色

粒
子

良
天

オ
リ

ー
ブ

日
唇

部
細

い
欠

け

37
6

1区
中

世
青

磁
宛

日
縁

～
体

部
(1
40
)

ナ
デ

ナ
デ

密
良

天
オ

リ
ー
ブ

蓮
弁
文

1区
中

世
青

磁
IL

日
縁

～
体

鍬
(1
09
)

ナ
デ

ナ
デ

密
艮

庚
オ

リ
ー
ブ

み
こ
み
部
孤
状
文
様

1匠
こ

中
世

青
磁

El
日

縁
～

体
諄
R

(H
7)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

黒
色

粒
子

良
天

オ
リ

ー
ブ

や
や
粗
製

、
み

こ
み
部

に
櫛

描
文

1区
中

世
青

磁
巴

本
～

底
部

(4
0)

ナ
デ

ナ
デ

密
良

月
灰

オ
リ

ー
ブ

や
や

粗
製

、
み

こ
み
部

に
櫛
描

文
と
孤

状
文
様

37
6

区
中

世
青

磁
茄

か
ナ

デ
ナ

デ
密

良
〔
貢

区
中

世
青

磁
RI
か

本
部

ナ
デ

ナ
デ

密
良

死
オ

リ
ー

プ
み
こ
み
部

に
孤
状

文
様

37
6

区
中

世
青

磁
本

部
ナ
デ

ナ
デ

密
艮

1[
【

中
世

陶
 

器
白

天
目

宛
体

部
ナ

デ
ケ
ズ

リ
酪
、
黒
色
粒

子
良

天
白

1区
中

世
天
釉

陶
碁

宛
か

氏
部

(9
0)

ナ
デ

ナ
デ

底
|ケ

ス
リ
・

付

け
高

台
・

灰
釉

粗
、

自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
艮

疋
白

勺
外

面
摩

滅
や

や
顕

著
、

高
台

に
概

殻
険
圧

雇
あ

り

37
6

lE
【

中
世

天
釉

陶
器

ホ
氏

部
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

付
け

高

台
・

灰
釉

粗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

天
白

37
6

lE
【

中
世

陶
器

日
縁

～
胴

銘
(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
社

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
艮

暗
灰

黄
常
滑

?

1じ
こ

中
世

1同
部

ナ
デ

ナ
デ

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

オ
リ
ー
ブ
褐

≡
?

lD
至

中
世

1同
部

ナ
デ

ナ
デ
・

ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
天

責
褐

lE
【

中
社

霊
喪
面

剥
離

ナ
デ

I粒
子

面
の

摩
眸

剥
離

頭
者

、
常

滑
`

1
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

都
3 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り
畜
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少

良
登

筆
滅

顕
著

37
7

2
4区

平
安

土
師

不
完

形
11
4

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

韓
糸
切

り

必 討

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
月
赤
褐
・
黒
褐

内
外

面
帯
状

に
ス
ス
付
着

3
4区

平
安

土
師

不
日

縁
～

底
飲

(1
18
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
必
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

翌
良

登
季
滅
顕

著

4
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

吉
Б

(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
ヽ 母

晉 ヨ 芸

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

良
に

ぶ
い

橙
季
滅

頭
著
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挿
図

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
番

号
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

37
7

5
4区

平
安

土
師

杯
口
縁

～
底

欺
(4
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅

顕
著

4区
平

安
土

師
外

体
～

底
都

(6
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

権
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

者
褐

肇
滅
顕

著
、
2次

焼
成
受

け
る
、
ス
ス

犬
ヨ
ゴ

レ
や
や
顕

著

7
4区

平
安

土
師

イ
体

～
底

都
68

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
橙

〕 次
焼

成
受

け
内

外
面

と
も

ス
ス

付
着

語
落

4区
平

安
上

師
邦

体
～
底
部

(5
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

!回
種

糸
切

り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

4区
平

安
土

師
外

体
～

底
部

(7
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 母

蟄 雲
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

登
勺
面
一
部

に
漆
状
付
着

37
7

4区
平

安
土

師
不

体
～

底
部

(5
2)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

ヅ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
晉
、

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

多
・

雲
母

良
こ
が

い
橙

～
灰

褐
率
滅
・

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

11
4区

平
安

土
師

不
体

～
底

部
(5
8)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:木

葉
痕

雪
、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

褐
体
部

内
面

に
線
刻

あ
り
、
2次

焼
成
受

け
外

面
荒
れ

る

4透
至

平
安

土
師

邪
体

～
底

部
(6
0)

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク
ロ
す
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 母

必 コ 三 ヽ

白
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
良

橙
挙
滅

頭
著

37
7

4区
平

安
土

師
不

本
～

底
部

(9
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。
ロ

ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

削
り
出

し
高
台

密
、

白
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
に
ぶ

い
橙

肇
滅

や
や

顕
著

14
4区

平
安

土
師

本
か

本
～

底
部

(8
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

ぶ
外

里 ヽ
橙

Å ！ 　 イ
、

峯
滅
や
や
顕

著

15
4区

SD
4

平
安

土
師

イ
日
縁

～
体

銘
(1
00
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 母
密 雲

自
色

粒
子

少
・

赤
色

粒
子

良
登

肇
滅

顕
著

16
4区

平
安

土
師

蓋
日
縁

～
体

郎
(1
80
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
赤
掲

～
灰
褐

挙
滅
や
や
顕

著
、
内
面

ス
ス
付
着

[7
4区

茶
良

土
師

高
イ

(多

角
形

脚
Ⅲ

卸
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

明
赤
褐

6稜

4区
古

墳
土

師
器

台
口
縁

～
脚

部
(8
0)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

顕
著

、
孔

あ
り

4区
古

墳
上

師
苛

郵
口
縁

～
体

吉
ト

(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 母

雰 三
白

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
・

良
に

ぶ
い

橙
摩
滅
や
や
顕

著
、

内
面
ア
バ

タ
状

に
器

面
荒
れ

る
、
沈
線

と
稜

を
も
つ

37
7

4区
SD
4

古
墳

土
師

高
杯

日
縁

～
体

部
(1
90
)

ナ
デ

・
暗

文
ナ
デ
・

暗
文

ヽ 母

語 雲
自

色
粒

子
少

・
赤

色
粒

子
良

橙
有
段

り
、
摩
滅
や
や
頭

著
、
内
面

ア
バ

タ
状

に
器

面
荒
れ

る
37
7

4区
SD
4

古
十

師
高

不
脚

部
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
踏

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
挙
滅

や
や

顕
著

4区
SD
4

吉
1

土
師

器
台

脚
喜
Б

ラ
ケ

ズ
リ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

に
ぶ

い
苦
搭

季
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
苛
郵

即
部

ラ
ケ
ズ

リ
オ
デ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
艮

に
ぶ

い
橙

摩
滅

非
常

に
顕

著

37
7

4[
こ

古
墳

土
師

含
付
密

即
言
ト

ロ
ク

ロ
す
デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ラ
ケ

ズ
ヅ

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
良

に
ぶ

い
橙

2次
焼
成

に
よ
る
被
熱
顕
著

4区
平

安
土

師
鉢

か
日
縁

～
胴

鍬
(3
30
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母
多

良
暗
褐

摩
滅
や
や
顕
者

、
内
面
全
体

う
す

く
ス

ス
付
着

4区
平

安
土

師
甕

日
ケヽ
メ
・
サ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
母

良
こ
ぶ

い
褐

や
や

摩
滅

4区
平

安
土

師
釜

日
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
母

良
勺

:暗
褐
 

外
:褐

4区
茶

良
土

師
甕

口
縁

(2
00
)

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
赤

色
粒

子
少
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

華
滅
顕

著

37
8

4区
古

墳
土

師
甑

電
子

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
黄

橙
肇
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日
縁

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

峯
滅
や
や
顕

著

37
8

4区
古

墳
土

師
甕

ケヽ
メ

。
ナ
デ

櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
羽

状
文
・
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

4区
古

墳
土

師
口

縁
4)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
桂

峯
滅
顕
著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

帝
仰

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

4区
SD
4

古
墳

土
師

壷
日

縁
(1
70
)

ナ
デ

幅
広
有
段

日
縁

・
す

デ
。
円
形

刺
突
文

密
、

白
色
粒

子
多
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
や
や

顕
著

4区
SD
4

弥
生

壷
桐

部
ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

櫛
描

き
波
状
文
・

横
線

文
。
円
形
刺
突
文

密
、

自
色

粒
子

・
雲

母
艮

勺
:黒

 
外

:明
褐

肇
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
甕

か
氏
部

(1
80
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
多
・
雲
母
少

や
や

不
良

ぶ
外

灰
‥ 褐

勺

イ
、

挙
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
豆

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:本

栗
痕

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
顕
著

4区
弥

生
壷

甍
吉
ト

ナ
デ

ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

内
:黒

外
:黒

一
部

淡
費

峯
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
士 軍

甍
部

56
ナ
デ

ナ
デ

ヽ 母
密 雲

白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

や
や

不
良

こ
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

顕
著

、
サ

ビ
付
着

、
底
外

に
種
子

伏
圧
痕

あ
り

4区
古

墳
土

師
一 霊

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

粗
、

白
色
粒

子
多
・
雲
母

や
や
不

良
有

:灰
貢

褐
 

外
:

巻
峯
滅
非

常
に
顕
著

4区
古

墳
土

師
〓 更

氏
部

60
ナ

デ
ケヽ

メ
ナ

デ
や

や
粗

、
赤

色
粒

子
良

内 外
に

ぶ
い

黄
橙

黒
挙
滅
や
や
顕
著

4区
弥

生
と 臣

嵐
部

76
ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母

や
や

不
良

内
:灰

 
外

:橙
～

]喜
I帝

拳
滅
顕

著
、
底
外

に
種
子
状
圧

痕
あ

り

4区
SD
4

古
墳

土
師

子 重
氏

部
(7
0)

ナ
デ

ナ
デ

粗
、

白
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

に
ぶ

い
黄

橙
摩
滅

頭
著

4区
SD
4

弥
生

土
師

〓 重
氏

部
方

デ
ラ
ケ
ズ

ツ
密

、
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
少
・

雲
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

摩
滅

顕
著

、
底
外

に
種
子
状
圧
痕

あ
り

4区
SD
4

古
墳

土
師

壷
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
良

赤
褐

～
に

ぶ
い

橙
摩

滅
顕

著

37
9

4区
頸

部
ナ

デ
ナ

デ
哲

、
日

色
柾

十
多

・
小

傑
少

長
一火

外
面

の
摩

耗
や

や
顕

著

4区
‖司
部

当
て

具
跡

・
ナ

デ
ナ
デ
・

口 「
き

る
、

白
色
粒

子
&

一 火
外

面
の

摩
滅

や
や

顕
老

4区
奈
良
～
平
安

須
恵

甕
頸

部
ナ
デ
・

青
海
波
状
押

さ
え

目
ナ
デ
・
叩
き

4、
自
色
粒
子

多
・
小
礫

少
良

灰
外

面
の
摩
滅
や
や
顕
著

4区
奈

良
～

平
安

須
恵

予 重
当

て
具

雇
1日

よ
自

色
粒

子
・

雲
骨

良
摩

滅
や

や
顕

著

4区
奈

良
～

平
安

須
恵

甕
底

部
(2
50
)

ヘ
ラ
ナ
デ

略
、

白
侮

上
子

多
艮

火
全

体
に

摩
滅

顕
著

4区
平

安
灰

釉
陶

碁
宛

口
縁

～
底

吉
ト

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰
和

底
:回

転
糸
切

り
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
付

け
高
台

良
灰

白
外

面
部

の
み
や
や
摩
滅

、
外

面
の
和

Iま

日
縁
部

あ
た

り
ま
で
み

ら
れ

る

4区
平

安
灰

釉
陶

群
宛

日
縁

～
体

部
(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰

釉
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
灰

和
密

艮
灰

黄

4区
平

安
陶

器
椀

日
縁

～
体

蔀
(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
す

良
灰

白
内

面
を

中
心

に
サ

ご
付

着

4区
平

安
陶

器
椀

日
縁

～
体

転
(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

灰
釉

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

畜
良

灰
自

軸
は

内
面

の
み

4区
平

安
陶

器
椀

口
縁

～
体

郎
(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

密
良

灰

4区
平

安
陶

器
ll
Lか

ミ
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
・

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

付
け
高
台

密
良

戻
黄

高
台
部

の
摩
耗
顕

著
、

内
面

に
重

ね
焼

き
の
痕
跡

あ
り

4区
平

安
灰

釉
陶

器
椀

氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉

底
:回

転
糸
切

り
,ロ

ク
ロ
ナ
デ
・

付
け
高
台

密
、

自
色
粒

子
少

良
戻

自
肇
滅
や
や

顕
著

37
9

4区
SD
4

平
安

灰
釉
陶
器

腕
氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
付

け
高
台

密
良

灰
白

均
面

に
重

ね
焼

き
の
痕
跡

あ
り

4区
平

安
戻
和

陶
器

宛
か

貞
=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ

密
良

灰
白

4区
平

安
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
灰
釉

ロ
ク

ロ
ナ
デ

。
灰
釉

自
色

粒
子

艮
電
オ

リ
ー
ブ

ヨ
ゴ

レ
顕

著

4区
平

安
灰
釉
陶
誘

氏
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
和

底
:ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
付

け
高

台

密
、

白
色
粒

子
良

天
(釉

)暗
灰

黄
祖

製
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挿
図

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
啓

号
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

l
4区

古
墳

土
師

高
不

不
部

(1
14
)

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

肇
滅

顕
著

2
4区

SD
5

古
墳

土
師

高
杯

不
部

(1
22
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
少

良
登

肇
滅

顕
著

3
4区

古
墳

土
師

高
不

不
部

(2
10
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
(大

)・
雲
母
少

良
と
ぶ

い
橙

塔
滅
顕
著

、
2次

焼
成
受

け
る

4
4区

古
墳

土
師

高
杯

却
都

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ

憂
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅
等

ほ
と
ん

ど
み

ら
れ

な
い
、

∫ 箇
所

の
貫
通
孔

あ
り

5
4区

古
墳

土
師

高
杯

却
部

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

ケ
ズ

リ
後
ナ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

肇
滅

顕
著

、
4箇

所
の
貫
通

孔
あ

り

6
4区

古
墳

土
師

器
台

本
～
脚

部
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
(脚

部
)外

:ミ
ガ

キ
内

:ナ
デ
・

ミ
ガ

キ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

橙
肇
滅

や
や
顕
著

、
脚

部
に

3箇
所

の
員

通
孔

あ
り

7
4区

古
墳

土
師

高
邦

体
～
脚

部
ナ

デ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
底

:ナ
雪
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

明
赤

褐
2次

焼
成
受

け
特

に
不
部

の
摩
滅

や
や

顕
著

、
ス
ス
付
着

8
4区

古
墳

土
師

器
台

Hl
部

指
す

デ
・

ナ
デ

ミ
ガ

キ
?

畜 翌
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

橙
4個

ず
つ

2段
貫

通
孔

あ
り

(8
箇

所
)、

2次
焼

成
を

受
け

る

9
4区

古
墳

土
師

葛
郭

脚
部

クヽ
後
ナ
デ

ラ
ミ
ガ

キ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
者
、
部
分

的
に

ミ
ガ
キ
の
痕
跡

あ
り

4区
古

墳
土

師
葛

邦
脚

部
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ラヽ
ケ
ズ

′
・
ナ
デ

(底
)内

:ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
泣
子

良
橙

2次
焼
成

受
け
摩
滅

顕
著

4医
弥

生
葛

杯
卸

部
ヘ

ラ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

あ
り

4、
白
色
粒

子
・
雲
母

艮
に
ぶ

い
袴

外
面

赤
彩

4区
SD
5

弥
生

苛
第

伺
部

ナ
デ

後
ミ

ガ
キ

ナ
デ
後

ミ
ガ

キ
底

:ナ
晉

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

翌
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
赤
彩

、
摩

滅
顕
著

4区
弥

生
樋

完
形

11
2

52
ラ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

底
:ナ

デ
晉

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

三
舟

良
浅

黄
橙

外
面

を
中

心
に

摩
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
S宇

甕
口
縁

(1
30
)

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

橙
挙
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
S宇

弩
日
縁

～
胴

著
Б

(1
20
)

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ
・

指

目
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ 少
密 母

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
に
ぶ

い
橙

挙
滅
や
や
顕

者

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日
縁

～
頸

毒
К

14
0

ナ
デ
・

指
頭
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
浅
黄
橙

挙
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
口

縁
～

胴
鍬

(1
30
)

ナ
デ
・

指
頭
痕

ナ
デ
・

ケヽ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
季
滅
や
や
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日

稼
～

胴
鯨

(1
45
)

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

室
母

良
笹

挙
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日

縁
～

頸
鍬

(1
54
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
内 外

橙
～

褐
灰

橙
～

に
ぶ

い
橙

3次
焼
成

強
く
受

け
る
、
摩
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日

縁
～

頸
鍋

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ヽ 母

密 雲
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・

良
災

褐
挙
滅

や
や
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

賓
日

縁
～

胴
言
R

(H
O)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
浅
黄
橙

肇
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
S宇

甕
口

縁
～

頸
孝
R

(1
70
)

ナ
デ

。
指
頭
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
登

事
減

頭
著

4区
古

墳
土

師
S宇

奏
日

縁
～

胴
欺

(1
75
)

ケヽ
メ

。
指
頭
痕

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

峯
滅
顕
著

4区
SD
5

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

～
胴

鍋
(1
88
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

百
痛

・
指

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

峯
滅
顕
著

4区
SD
5

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

～
頸

郎
(1
17
)

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
勺 小

橙
～
灰
褐

灰
黄
褐

勺
外
面
共
摩
滅
や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
日

豚
～

月
同

部
(2
18
)

オ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
S字

甕
胴

部
ケヽ

メ
ハ
ケ

メ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

ぶ 褐
に 灰

勺 小
勺
面
摩
耗
や
や

顕
著

4区
SD
5

古
墳

土
師

甕
桐

部
オ
デ
・
指
頭
痕

″ヽ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

」 次
焼
成
受

け
器

面
荒
れ

る
、
摩

滅
や

や
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定
値
又

は
現
存
催

成
形
及

び
調

整
技
法

(内
)

成
形
及

び
訓

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

4区
古

墳
土

師
甕

同
部

オ
デ
・

指
頭
痕

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
灰
褐

勺
面
の
摩
滅

や
や
顕
著

4区
古

墳
土

師
甕

同
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
勺 朴

に
ぶ

い
橙

橙
峯
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
小

型
甕

口
縁

～
胴

鍋
(1
14
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

登
挙
滅

顕
者

4区
SD
5

古
墳

土
師

卜
型

甕
日
縁

～
胴

部
(1
14
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ
・

タ
タ
キ
メ

糧
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

登
肇
滅

非
常

に
顕

著

4区
SD
5

古
墳

土
師

質
口
縁

～
胴

部
(1
59
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

小
礫

良
登
～
黄
褐

内
外

面
共

摩
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
甕

口
縁

～
胴

気
(1
63
)

指
頭

痕
・

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
・

ナ
デ

緻
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
雲
母
少

良
に

ぶ
い

橙
日

縁
部

外
面

ス
ス

痕
あ

り
、

や
や

摩
滅

4区
古

墳
土

師
密

1同
部

ナ
デ

タ
タ
キ

メ
必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

内
:褐

灰
 

外
:橙

内
外

面
摩

滅
顕

著

4区
SD
5

古
墳

土
師

甕
ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や

良
内

!褐
灰
 
外

:橙
内

外
面

共
摩

滅
顕

著

4区
古

墳
土

師
甕

桐
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ケヽ
メ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

子
・

月
、 な

坐
か

良
に

ぶ
い

橙
外

面
摩

や
や

滅
顕

著

4区
古

墳
土

師
台
付
甕

即
部

ハ
ケ

メ
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

氏
:ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

子
良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:明

赤
褐

～
褐
灰

久
焼
成

強
く
受

け
摩
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
台
付

甕
却
部

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

小

籐
艮

こ
ぶ
い
黄
橙

～
橙

峯
滅

顕
著

4区
古

墳
土

師
付

甕
即
部

ハ
ケ

メ
ハ
ケ

メ
底

:す
デ
・

ケ
メ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
小
礫

良
に
ぶ

い
貢
橙

～
明
添

禍
次
焼
成
受

け
内
面
部
分
的

に
剥
落

4区
古

墳
土

師
含
付

甕
1即
吉
焉

(9
0)

ハ
ケ

メ
。
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:ナ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

白
侮

./
卜
礫

//
N

や
や
不
良

こ
ぶ

い
掲

～
明

赤
褐

B次
焼
成

強
く
受

け
る
、
摩
滅

顕
著

4区
弥

生
麗

日
縁

～
胴

部

(最
大

径

18
3)

ナ
デ

日
縁

吉
Б
:刻

み
目
 
頸

部
:波

状
文

胴
部

:ナ

デ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

事
滅

頭
者

4区
弥

生
壼

日
縁

～
頸

銘
(1
48
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

日
縁
部

:刻
み

目
頸

部
:ナ

デ
櫛

描
波
状
文

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母
少

良
に

ぶ
い

褐

4区
SD
5

弥
生

壽
口
縁

～
頸

=R
(1
98
)

ナ
デ

日
唇

都
:亥

」み
目

頸

部
:櫛

描
波

状
文

ヽ 少

る 予

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
艮

に
ぶ

い
橙

撃
滅

や
や

顕
著

4区
弥

生
雷

日
縁

～
頸

蠍
(1
81
)

ナ
デ

口
唇

言
Б
:刻

み
目
 
頸

部
:ナ

デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

小
礫

多
や
や

不
艮

に
ぶ

い
褐

～
灰
褐

内
外

面
共

摩
滅

顕
著

4区
弥

生
甕

日
縁

(1
90
)

ナ
デ

日
唇
部

:刻
み

目
頸

部
:ナ

デ
雪

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

予
良

に
ぶ

い
褐

～
褐
灰

内
外

面
共

摩
滅

顕
著

4区
弥

生
甕

口
縁

(2
20
)

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

。
ミ

ガ
キ

日
唇
部

:亥
」み

目
頸

部
:ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

る
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

翌
艮

殉 外
に

ぶ
い

貢
褐

に
ぶ

い
褐

木
面

摩
滅

顕
著

4区
弥

生
甕

口
縁

(2
50
)

ナ
デ

日
唇
部

:亥
」み

目
頸

部
:ナ

デ
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
艮

勺
:橙

 
外

:褐
灰

勺
外

面
共
摩
滅

顕
著

4区
弥

生
甕

胴
～

底
部

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

底
:ナ

や
や
糧

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
月
赤

褐

2次
焼
成

を
受

け
内
外

面
荒
れ

、
摩
威

も
顕
著

、
底
部
粘

土
を
貼
付

け
座

り
を

調
整

し
て
い

る

4区
弥

生
鉢

胴
～

底
部

ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

底
iナ

密
、

白
色
粒

子
多
・

赤
色
粒
子

少
・
雲

母
良

登

〕 次
焼
成

を
受

け
内
外
面
荒
れ

、
ス
ス

D付
着

も
顕
著

、
底
外
部

に
モ

ミ
状
圧

良
あ

り

51
4区

弥
生

日
縁

～
胴

部
13
4

月 同
音
L

最
大

径

23
5

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
や
や

不
良

こ
ぶ

い
黄
橙

筆
滅
や
や

頭
著

4区
古

墳
土

師
壷

阿
～

底
部

(1
02
)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:不
明

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
。
2～

9m
nの

礫
・

雲
母

艮
勺

:橙
～

灰
 

外
:

登
～

褐
灰

内
外

面
共
摩
滅
顕

著
、
胴

部
に
ハ

ケ
メ

整
形

後
粘

土
を
貼

り
再
整
形
部

あ
り
、

底
都
外
面
一
部
剥
離

、
摩
滅

著
し
く
整

形
不

明

4区
古

墳
土

師
一 重

日
縁

～
頸

部
(1
74
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

小
礫

多
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
共
摩
滅
顕

著



― ド Ｏ ミ ー

挿
図

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
奮

号
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4区
古

墳
日
縁

～
頸

部
(2
10
,

表
面

摩
滅

有
段

日
縁

・
円

形
床
U突

文
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

有

段
日
縁

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
良

登
勺
外

面
摩

滅
や
や
顕

著

4区
古

墳
土

師
壷

日
縁

～
頸

郎
(1
90
)

ナ
デ

行
段

日
縁
・

ナ
デ
・

へ

フ
ケ
ズ

リ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
登

句
外

面
共

摩
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
壷

か
日
縁

～
頸

郭
(1
85
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
子
・

小
礫

多
艮

登
勺
外

面
共
摩
滅
顕

著

4区
弥

生
〓 亜

子 Π
部

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

必 翌
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・
雲

良
為 外

に
ぶ

い
黄
橙

桂
～
褐
灰

内
摩

滅
や

や
顕

著

38
3

4区
弥

生
〓 重

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
三
母

良
橙

内
外

面
共
摩
滅

顕
著

(外
面
が
特

に
著

し
�ヽ

)

4区
弥

生
〓 至

同
～

底
部

ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
後
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
底

:木
葉
痕

や
や

粗
、

自
色

li
r子

・
赤

色
粒

子
歩
・

三
母

/」
/h

良
内 外

に
ぶ

い
黄
橙

橙
挙
滅
や
や
顕

著

4区
弥

生
嗣
～

底
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

底
:ナ

デ
晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
多

・

皇
母

・
小

換
良

内
:褐

灰
外

:橙
3次

焼
成
受

け
る
、
摩
滅
顕

著

4区
弥

生
同
～

底
部

ラ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ハ
ケ

メ
密 母

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

部
分

的
に

摩
滅

顕
者

、
日
縁

～
頸

都
は

故
意

の
打

ち
欠

か
か

れ
て

い
る

、
底

部
外

面
に

モ
ミ
状

圧
痕

あ
り

4区
弥

生
旧

部
ナ
デ
・
指
頭
痕

櫛
描

状
線

文
・
櫛
描

波
状
文
・
ハ

ケ
メ

少ヽ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

勺
外

面
共
摩

滅
や
や
顕

著

4区
弥

生
ナ

デ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母
少
・
小
礫

多
良

灰
貢 橙

再 ホ
外

面
赤

彩
、

胴
部

下
部

孔
を

穿
つ

、
摩

臓
顧

著

64
4区

弥
生

一 笙
同
部

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

良

内
:に

ぶ
い

黄
橙

～

掲
灰
 

外
!に

ぶ
い

掲
～

褐
灰

勺
面

摩
滅

や
や

顕
著

4区
SD
5

弥
生

沐
桐
～
底
都

す
デ

・
ミ

ガ
キ

。
赤

彩
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

室
母
・
小
礫

良
橙

～
に
ぶ

い
赤
褐

内
面
の
部
分
的
摩
耗

顕
著

4区
古

墳
土

師
士 壁

完
形

18
1

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
に
ぶ

い
褐

・
灰
褐
・

赤
褐

内
面

は
丁
寧

な
ナ
デ
が
施

さ
れ

て
い

る
、
外

面
摩
滅
顕

著
、
胴

下
半
分

2次

焼
成

を
受

け
変
色
摩
滅

特
に
顕
著

、
胴

上
半
部

ス
ス
付
着

顕
著

4区
古

墳
土

師
日

重
口
縁
～
頸

部
(1
22
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
1～

21
n 
n程

の
赤

色
粒

子
良

内 外 糟

に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
黄
橙

～
内
外

面
共
摩
滅
や
や
顕

著

4区
古

墳
土

師
宣

口
重

頸
～

底
部

ラ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ラ
す
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

艮
に

ぶ
い

黄
橙

肇
滅
顕
著

4区
古

墳
土

師
士 亜

氏
部

52
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

底
:ナ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
。
雲
母

艮
や

橙
黄

い

灰 ぶ

褐 に

灰

内 外 掲
筆
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
壷

甍
部

ナ
デ
・
工
具
痕
あ

り
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

艮
ぶ

外
橙 橙

黄

勺

イ
、

底
部
外

面
に
種
子
状

(モ
ミ
?)
圧

痕
あ

り
、

内
外

面
共
摩
滅
顕
著

71
4区

弥
生

土
師

士 霊
広

部
ナ
デ
・

工
具
痕

あ
り

ケ
ズ

リ
・

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
底

:ヘ
ラ
ケ
メ

リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
・

2～
3c
m程

の
礫

小
礫

多
良

に
ぶ

い
黄
橙

明
赤
褐

甍
部
外

面
を
浅

く
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

4区
弥

生
土

師
底

部
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
(小

礫
)多

2～
3a
ll
I程

の
礫
・

雲
母
・

良
こ
ぶ

い
褐

氏
部
外

面
に
種
子
状
圧
痕

あ
り
、
内
外

面
共
摩
滅
顕

著
4区

古
墳

土
師

壷
底

部
(5
1)

ナ
デ

ハ
ケ
メ

底
:ケ

ズ
リ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

や
や
不

良
こ
ぶ

い
褐

勺
外

面
共
摩

滅
や
や
顕
著

4区
古

墳
土

師
一 霊

底
部

60
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

底
:ナ

デ
密
、

自
色
粒

子
・

雲
母

良
月
赤

褐
氏
部
外

面
に
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り
、
摩
減

や
や
顕
著

4区
弥

生
琳

か
底

部
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ナ
デ

・
ミ

ガ
キ

・
赤

彩

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

再
外

面
に

赤
彩

あ
り
、

摩
滅

や
や

顕
著

4区
弥

生
琳

か
底

部
ナ

テ
ミ
ガ

キ
・

赤
彩

底
:へ

フ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
。
黒

色
粒

子
・

雲
良

と
ぶ

い
橙

ボ
彩
あ

り
、
摩
滅
や
や
顕
著

77
4区

弥
生

一 霊
底

部
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

′ヽ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:ナ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
州

:明
亦

掏

木
:明

示
褐

～
褐

勺
面

の
摩

耗
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

ど邑
 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存

“

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

4区
SD

5
弥

生
沐

か
氏

部

メヽ
ヶ
メ
・

ナ
デ

底
:ナ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
艮

橙
摩

滅
顕

著

4区
SD

5
弥

生
子 霊

氏
部

61
ケヽ

メ
・

ナ
デ

＼
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

壼
:木

葉
痕

?
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

多
や
や

不
良

内 外
に
ぶ
い
赤
褐

褐
内
外
面
共
摩
滅
顕

著

38
5

4区
弥

生
蓋
か
甕

式
部

(5
7)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母
・

小
礫

艮
肉 外

に
ぶ

い
赤
褐

褐
内
外

面
共
摩
滅

頭
者

、
底
部
外

面
に
種

子
状
圧

痕
あ

り

4区
弥

生
一 亜

底
部

ケヽ
メ

′ヽ
ケ

メ
・

す
デ

底
:ナ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

多
良

橙
底
部
外

面
に
種
子
状

(モ
ミ
?)
圧

涙
あ

り
、
内
外
面
共
摩
滅
顕

著

4区
弥

生
壷

医
部

ケヽ
メ

ハ
ク

メ
・

ナ
テ

ほ
:ナ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

艮
に

ぶ
い

橙
内
外
面
共
や
や
摩
滅

4区
弥

生
レ

〓 匡 ス
同

IБ
ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
ヘ

ラ
描

山
形

文
・
櫛
歯
横
線

文
ヽ 多

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
勺

:に
ぶ

い
責
橙

小
:黒

褐
均
面

の
摩
滅
や
や
顕
著

、
外
面
赤
彩

4区
弥

生
甕

同
部

ナ
デ

節
歯
斜
線

文
ヽ 母

密 雪
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少

`

良
勺

:に
ぶ

い
褐

米
:褐

肇
滅
や
や
頭

著

4区
弥

生
〓 亜

1同
部

ミ
ガ
キ

節
描

波
状

文
や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
少

良
こ
ぶ

い
橙

威

4区
弥

生
霊

ナ
デ

櫛
描

波
状

文
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母
少

良
内 外

黒
褐

に
ぶ

い
橙

事
減
や
や
顕

著

4区
弥

生
雷

旧
部

ケヽ
メ
・
ナ
デ

櫛
描

波
状
文

。
斜
線

文
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

雲
母

艮
勺 ホ

灰
褐

に
ぶ

い
褐

や
や
摩
滅

4区
弥

生
麗

同
部

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

櫛
描
波
状
文

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
褐

や
や
摩
滅

顕
著

4区
弥

生
蓬

ナ
デ

櫛
描

波
状

文
ヽ 母

る 三
白

色
粒

子
・

赤
色

枢
子

少
・

良
に
ぶ

い
tI
B

挙
滅
や
や
顕
著

1
4区

古
墳

上
師

蔚
不

不
言
る

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子
・

空
母

・
ガ
、 灌

良
に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

非
常

に
顕

著

2
4区

SD
6

古
墳

土
師

苛
不

即
部

(1
32
)

ナ
デ

ナ
デ

豊
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
粒

子
・

電
母

・
小

穫
多

良
橙

摩
滅

非
常

に
顕
著

、
孔

は
3箇

所
あ

り

3
4区

古
墳

上
師

苛
lT
N

即
部

(1
70
)

ナ
デ

ナ
デ

至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
多

・

黒
仲

粒
子

・
三

母
少

良
黄

橙
峯

滅
非

常
に

顕
著

4
4区

古
墳

土
師

器
台

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
子

・
ッ
ト
纏

艮
と
ぶ

い
黄
橙

蟹
滅

顕
著

5
4区

古
墳

上
師

葛
イ

岬
音
Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
舟

か
o小

睦
良

炎
橙

肇
滅

顕
著

6
4区

古
墳

土
師

;字
甕

日
κ狩

一
月 同

部
(1
04
)

指
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
完
黄
橙

肇
滅

顕
著

、
特

に
内

面
は

顕
著

7
4区

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

～
胴

学
R

10
6

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
社

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母
・
小
礫

良
こ
ぶ

い
黄
橙

肇
滅
や
や
顕
著

、
特

に
内
面
は
顕
著

4区
古

墳
土

師
台

付
甕

脚
部

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:(
内

)ノ
ケ

メ
・

ナ
デ

(外
)ハ

ケ
メ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
月
黄

褐
事
滅
や
や
顕

著

9
4区

SD
6

古
婚

+8
Fl

亘
口

重
日

縁
(1
30
)

オ
デ
・

ミ
ガ
キ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
密

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
男
黄

褐
両
面

赤
彩

、
摩

滅
や

や
顕

署

10
4区

SD
6

古
墳

土
師

重
日

縁
～

頸
蠍

(1
80
)

ナ
デ

有
段

口
縁
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

多
良

完
黄

橙
肇
滅

非
常

に
顕
著

11
4区

古
墳

土
師

重
日

縁
～

頸

部
(1
90
)

ナ
デ

有
段

日
縁
・

ナ
デ

密 礫
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
小

良
月
褐

挙
滅
顕
著

、
2次

焼
成

を
受

け
る

4区
古

墳
土

師
口
縁

～
頸

部
(1
98
)

ナ
デ

有
段

口
縁

・
ナ

デ
ミ

ガ

キ
・

竹
管

に
よ

る
円

形

刺
突

文

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

小
礫

良
月
黄
褐

挙
滅
顕

著

4区
古

墳
土

師
壷

旧
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

や
や

顕
著

4区
古

墳
土

師
霊

甍
=ト

60
ナ

デ
ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ボ

い
黄
橙

挙
滅

顕
著

38
6

4区
古

墳
土

師
士 正

日
縁

～
底

部
(1
32
)

2)
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

・
礫

多
良

橙
摩
滅

非
常

に
顕

著

38
6

4区
弥

生
甕

日
縁

～
胴

吉
ト

(1
34
)

ナ
デ

日
縁

部
:刻

み
目

・
櫛

器
窪

叶
寸

・
斜

綿
寸

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
黒
色

fi
I

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
2次

焼
成

受
け
外

面
器

面
荒
れ

る
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挿
図

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
在

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4区
弥

生
甕

日
縁

～
胴

銘
(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ
・

日
縁

部
に
刻

み
を
持

つ
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
・

ガヽ
礫

多
良

登
峯
滅

非
常

に
顕

著

1
4区

古
墳

土
師

高
杯

不
部

ナ
デ

?
ナ
デ

?
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
・

室
母

少
や
や

不
良

登
挙
滅

顕
著

で
調
整

不
明

2
4区

古
墳

土
師

琳
か

は
部

(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

挙
滅
顕

著

3
4区

古
墳

土
師

重
日
縁

～
胴

部

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

。
赤
彩

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・
赤
彩

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

寃
貢

橙
 

内
面

胴

邪
:褐

灰
事
滅
や

や
顕
著

4
4区

古
墳

土
師

壷
桐

部
ナ

デ
・

指
頭

痕
ミ
ガ

キ
至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

翌
少

良
こ
ぶ
い
橙

肇
滅

や
や

顕
著

5
4区

古
墳

土
師

」ヽ
型

丸
底

衷
部

(1
0

)
ナ

デ
弯
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

き
ィう
芥

良
瞳

緊
滅

顕
著

6
4区

古
墳

土
師

本
か

嵐
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

至
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
]

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
や

や
顕

著

7
4区

古
墳

上
師

〓 重
甍
部

破
片

ケヽ
メ

ナ
デ

ヽ 少

且 談
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
登

肇
滅

や
や

顕
著

l
1区

古
婚

土
師

苛
14
N

外
部

ナ
デ

ナ
デ

と
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
季
滅
や
や
顕
著

2
1区

古
墳

土
師

〓 重
喪

部
ナ

デ
ナ

デ
匿

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

酵
良

登
挙
滅
や
や

顕
著

1
1区

中
世

土
師
質

勺
耳
鋼

日
縁
破

片
ナ

デ
ナ

デ
や
や
密

、
自
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
灰 黒

句 ホ
勺
面

の
摩

滅
や

や
顕

著

38
7

1
4区

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

～
頸

銘
(1
80
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
。
雲
母

艮
こ
ぶ

い
褐

挙
滅
顕

著

2
4区

古
墳

土
師

重
か

壼
吉
Б

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
・

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
灰

責
褐

外
面
摩

滅
や
や
顕
著

[区
中

世
陶

器
〓 亜

胴
部

ナ
テ

ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
黒
&粒

子
良

又
白

季
滅

や
や

顕
者

38
7

l
4区

SD
22

古
墳

土
師

高
郭

イ
部

21
0

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

/歩
良

橙
2次

焼
成

受
け
外

面
ス
ス
付
着

、
内
面

ア
バ

タ
状

に
器

面
荒
れ

る
2

4区
SD
22

古
墳

土
師

苛
杯

脚
部

(1
40
)

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

踏
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
橙

明
黄
褐

挙
滅
や
や

頭
著

3
4区

SD
22

古
墳

土
師

器
台

El
l部

(H
8)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
任

粒
子

・
雲

良
登

や
や
摩

滅

4
4[
至

SD
22

弥
生

苛
邦

旧
部

ナ
デ

ナ
デ
・
赤
彩

底
:ナ

ジ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

丙
外

面
に

赤
形

の
痕

跡
、

摩
滅

や
や

顕
警

5
4区

古
墳

土
師

S字
甕

日
縁

～
胴

郎
(1
46
)

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒
子
・

雲
母

良
登
～
黄
桂

2次
焼
成

受
け
内
外
面
器

面
や
や
荒
れ

る
、
摩
滅
顕
著

6
4区

SD
22

古
墳

土
師

台
付

甕
同
～
脚
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

脚
部

:

(内
)ナ

デ
・
指
頭
圧

痕
(外

)ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
黄

橙
」 次

焼
成

強
く
受

け
る
、
摩
滅

顕
著

7
4区

SD
22

弥
生

台
付
甕

日
縁

～
胴

部
(1
50
)

ナ
デ

ナ
デ

。
日
唇
部
部
分

時
に
亥
Jみ

目
や
や
粗

、
自
色
粒
子

多
。
赤
色
粒

子
・

雲
母
・

小
機

多
良

完
黄
橙

勺
面

ス
ス
付
着

、
摩
滅
顕
著

4区
SD
22

弥
生

甕
完

形
17
7

92
ナ

デ
密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・
小
礫

良
登

口
縁

部
に

内
側

に
わ

ず
か

赤
彩

あ
り

、
は

部
に

料
状

圧
痕

あ
り

、
摩

滅
や

や
顕

審

4区
SD
22

古
墳

土
師

台
付

甕
Hl
部

/ヽ
ケ

メ
ハ
ケ

メ
。
ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
予

良
瞳

■
面
の
摩

滅
顕

著

4区
SD

22
古

墳
土

師
篭

氏
部

11
 0

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:木

慈
】蔦

豊
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

小
築

良
褐

撃
滅

顕
著

11
4区

SD
22

弥
生

と 霊
口
稼

～
頸

部
(1
80
)

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・
ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
]ィ

少
良

瞳
外

面
の
一
部

に
わ
ず

力
Hこ

ミ
ガ
キ
の
痕

跡
あ

り
、
摩
滅
顕

著
、
折

り
返

し
日
縁

12
4区

弥
生

壷
日

縁
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
ハ

ケ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・

棒
状
浮
文

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

重
母

艮
登

挙
滅
や
や
顕
著

13
4区

SD
22

弥
生

〓 臣
頃

部
ナ
デ

・
赤

彩
ミ
ガ
キ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

室
母

・
小

穫
多

艮
登

均
面

に
わ

ず
か

に
赤

彩
の

痕
跡

あ
り

、
基
減

讀
碁



― い 〇 〇 ―

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(C
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

在
伸

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
燒

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(タ
ト)

4区
弥

生
と 電

蹟
部

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

ミ
ガ

キ
。

(焼
き
ム

ラ
)赤

彩
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
登

外
面
摩
滅
や
や
顕
著

4区
弥

生
頸

部
ナ
デ

ハ
ケ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
顕

著

4区
弥

生
一 重

ナ
デ

ミ
ガ
キ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

殴
・

月ヽ
礫

良
登

肇
滅
顕
著

17
4区

SD
22

弥
生

〓 重
頃
～
胴

部
ハ
ケ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

羽
状

縄

文

4、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

ユ
・

/1
ヽ
礫

良
浅
黄
橙

～
橙

内
外

面
日
縁
部
赤
彩

、
外

面
剥
離

、
ス

ス
付
着
・
摩
滅
や
や
顕
著

4区
弥

生
〓 重

同
～

底
部

70
ケヽ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・
赤

色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
明
黄
褐

底
部

に
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り
、
摩
滅
顕
著

4区
SD
22

弥
生

士 電
底

部
ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ミ
ガ
キ

彗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
良

二
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅

4区
SD
22

弥
生

士 電
底

部
ナ

デ
ケヽ

メ
・
ナ
デ

督 翌

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

雲
良

と
ぶ

い
橙

肇
減

頭
著

4区
SD
22

弥
生

一 霊
底

部
ナ

デ
ナ

デ
底

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
蕗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
子

・
ァ

|、
題

良
と
ぶ

い
橙

峯
滅

や
や
顕
著

4区
SD
22

弥
生

重
は

部
ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅

4区
SD
22

弥
生

重
同
～

底
部

ナ
デ

ナ
デ

。
ミ
ガ

キ
底

:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
こ
ぶ

い
桂

事
滅

や
や

顕
著

38
9

4区
SD

22
弥

生
士 霊

同
～

底
部

(H
8)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
泣

子
・
雲
母

良
登

峯
滅

顕
著

4区
SD
22

弥
生

一 霊
甍
言
Б

ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ
・

赤
彩

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
黒

色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
登

峯
滅
や
や
顕
著

4区
SD
22

弥
生

甑
口

縁
～

底
蠍

(1
32
)

(5
2)

60
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

底
:ヘ

ラ
ケ
ヌ

リ
ヽ 母

密 雲
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・

良
勺 ホ

明
貢

褐

格
挙
滅
や
や

顕
著

4区
SD
22

弥
生

キ
ロ

鉢
日

縁
～

体
鍬

(2
60
)

ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

本
部

内
外

面
赤

彩
、

摩
滅

や
や

顕
著

1
4区

SD
24

弥
生

苛
郷

日
縁

～
体

害
偲

(2
57
)

ミ
ガ

キ
・

す
デ
・

赤
彰

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ
・
赤
彩

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
赤
彩

、
内
外
面
や
や
摩
耗

2
4区

SD
24

弥
生

苛
不

即
部

ハ
ケ

メ
・

ミ
ガ

キ
・

十
デ

ヘ
ケ

メ
・

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

底
:ハ

ケ
後

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

に
ぶ

い
黄

橙
撃
滅
や
や
顕

著

38
9

3
4区

弥
生

苛
邪

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

笹
肇
滅

顕
著

4
4区

SD
24

弥
生

S宇
甕

日
縁

青
ト

(1
27
)

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

密 母

敏 壬 一

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

良
内

:浅
天

外
:桂

摩
滅
顕
著

5
4区

SD
24

弥
生

と 更
口
縁

吉
Б

(1
56
】

ナ
デ
終

ミ
ガ
キ

ナ
デ
後

ミ
ガ

キ
自

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

あ
ま

り
摩

滅
み

ら
れ

な
し

38
9

6
4区

SD
24

弥
生

〓 更
日
縁

言
ト

(2
03
)

ケヽ
後
ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
橙

4彊
こ

SD
24

弥
生

と 電
日

縁
部

(2
23
)

ナ
デ

荷
段

日
縁

・
ハ

ケ
メ

・

療
叶

注
す

や
や

粗
、

自
色

穆
子

多
・

赤
色

粒

子
・

雲
母

良
橙

摩
滅

顕
著

8
4区

弥
生

壺
ヨ
縁

部
(2
50
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・
サ
デ

白
色

粒
子

良
に

ぶ
い

黄
橙

摩
滅

や
や

顕
者

9
4区

弥
生

小
型

壷
毛
形

64
ナ

デ
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ
底

:ナ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
れ

対
子

・
笠

母
良

に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

顕
著

4区
弥

生
士 空

夏
～

胴
部

現
高

(1
77
)
脚 敷 願

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
胴

都
下
部

は
ナ
デ

ミ
ガ

キ
密
、

白
色
粒

子
多
・
雲
母

良
桐
部

に
穿
孔

あ
り
、
上

下
打

ち
欠

き
、

撃
滅
や
や
顕
著

11
4区

SD
24

弥
生

甕
頃
部

ナ
デ

ナ
デ

・
櫛

描
波

状
文

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
圭

舟
良

勺 ホ

に
ぶ

い
褐

灰
責

褐
や
や
摩
滅

4区
弥

生
頃

=ト

ヘ
ケ

メ
・

ミ
ガ

キ
ハ

ケ
メ

後
ミ

ガ
キ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

三
母

艮
登
・

に
ぶ

い
黄
橙

峯
滅
や
や

顕
著

39
0

4区
弥

生
同

部
ナ

デ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ヽ 舟

密 三
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

艮
こ
ぶ

い
黄
橙

勺
面
摩
滅
顕

者
、
外

面
赤
彩

14
4区

SD
24

弥
生

士 霊
氏

詈
ト

(1
29
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

密 母

微 曇
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
良

勺 ホ
橙 明

示
褐

甍
部
外

面
種

子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕

著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

宅
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

権
定

値
又

は
現

在
t

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

[5
4区

弥
生

一 重
底

部
ナ

デ
ケヽ

メ
 

底
|ナ

デ
至
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
予

良
内 外

橙 に
ぶ

い
褐

率
滅
顕
著

16
4区

弥
生

一 霊
底

部
ナ

デ
峯
耗

し
て

不
明

底
:ナ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

三
舟

良
内 外

褐
灰

に
ぶ

い
黄

橙
率
滅

頭
著

17
4区

SD
24

弥
生

一 芝
底

部
ナ

デ
ケヽ

メ
 

底
!ナ

デ
彗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
。
雲

干
艮

内 外
に

ぶ
い

貢
橙

橙
挙
滅
や

や
顕
著

4区
SD

24
弥

生
甑

同
～

底
部

55
ミ
ガ
キ
・

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

細
い

ハ
ケ

メ

氏
:使

用
?に

よ
り
不

FI

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

挙
滅

顕
著

39
0

4区
SD

24
弥

生
十

日
鉢

日
縁

～
体

学
R

(1
24
)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ

キ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
瞳

均
外

面
摩
滅
や
や

顕
著

1
2区

SD
25

古
墳

土
師

台
付

甕
指

頭
痕

?
ケヽ
メ

雪
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・
小
礫

多
良

内
:橙

外
,浅

黄
橙

華
滅

顕
著

2
2区

SD
25

古
墳

土
師

甕
底

部
″＼
ケ

メ
?

と
、

自
色
粒

子
・
雲
母

。
小
礫

多
良

橙
灰 黄

褐 浅
内 外

筆
滅

顕
著

1
4区

SD
27

古
墳

上
師

葛
坪

不
部

(2
64
)

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヽ 少

晉 翌
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
瞳

為
面

ス
ス
付
着

、
外

面
摩
滅
や
や

顕
著

2
4[
至

古
墳

土
師

苛
杯

体
～
脚
部

挙
耗

の
為
不

明

ヘ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ
・

ナ
デ

底
:ハ

ケ
メ

路
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
橙

穿
孔
が
上
段

3・
下
段

4計
7箇

所
施

さ
れ

る
、
摩
滅

顕
著

8
4区

弥
生

司
不

杯
部

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

と
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
翌

良
橙

筆
滅

顕
著

4
4区

弥
生

苛
イ

本
～
脚

部
ヘ

フ
ガ

キ
・

赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ヽ 少

４ 予
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

赤
褐

2次
焼
成

を
受

け
摩

滅
顕
者

、
脚

部
内

面
を
除

き
赤
彩

5
4区

SD
27

弥
生

箆
口
縁

～
脚

吉
Б

(1
80
)

74
(2
71
)

月同
言
Б
最

大
径

21
0

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
|

ケ
メ

(内
)ナ

デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

や
や

良
浅

黄
橙

挙
滅

顕
著

6
4区

SD
27

弥
生

窪
日
縁

～
胴

吉
ト

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
登

挙
滅

顕
著

7
4区

SD
27

弥
生

窪
日
縁
～
底

吉
Fs

1
63

ケヽ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

日
唇
部

:刻
み

目
・
へ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

底
:

ナ
デ

彗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
少
・
小
礫

良
に

ぶ
い

橙
強

く
2次

焼
成

を
受

け
て
い

る
、
摩
滅

非
常

に
顕

著

8
4区

SD
27

弥
生

六
日

壷
日
縁

～
頸

部
(2
20
)

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
日
唇
言
Б
:刻

み
目

ケ
メ
・

ナ
デ

4、
白
色
粒
子

多
・
雲
母

良
に
ぶ

い
褐

季
滅
や
や
顕

著
(特

に
内
面

)

4区
SD

27
弥

生
密

日
縁

部
(1
70
)

ケヽ
メ

ナ
デ

。
日
唇
部
分

:亥
J

み
目

４ 辞

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

10
4区

弥
生

霊
日
縁

言
Б

(2
20
)

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

日
唇
部

:刻
み

目
。
ノ

ケ
メ

。
ナ
デ

ヽ 母

抹 「 帝 ミ

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

に
ぶ

い
橙

挙
滅

顕
著

11
4区

SD
27

弥
生

台
付

甕
即
言
[

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:ナ
デ
・

ケ
メ

但
、

自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒
子
・

雲
母

。
小
礫

良
に
ぶ

い
黄
褐

撃
滅
顕

著

12
4区

弥
生

台
付
甕

脚
言
Б

ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
?

雪 翌

白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・
雲

良
橙

2次
焼

成
を

強
く

受
け

る
、

底
部

に
孔

あ
り
、

摩
滅

非
常

に
顕

著

13
4区

弥
生

台
付
甕

I.
Pt
tБ

ラ
ナ
デ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
必 翌

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
に
ぶ

い
橙

2次
焼
成

を
強

く
受

け
る
、
摩
滅

非
常

に
顕

著

4区
弥

生
合
付

甕
陣
言
Б

ナ
デ

ハ
ク

メ
・

ナ
デ

底
:す

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

良
に

ぶ
い

黄
橙

2次
焼
成

を
強

く
受

け
る
、
摩
滅

非
常

に
頭
著

4区
SD
27

弥
生

口
縁

～
胴

吉
ト

17
3

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ
・
指

豆
目

,鳶
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

′
♭

良
登

肇
滅

顕
著

豊
[E

SD
27

弥
生

〕 重
口
縁

言
Б

(1
60
)

ラ
ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

棒
状
貼
付

文
雪
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
に

ぶ
い

橙
内

面
に

赤
彩

の
痕

跡
わ

ず
か

に
残

る
、

陸
減

顕
著

4区
弥

生
〓 臣

頸
部

ケ
メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ハ

ケ
メ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
で
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

・

重
母

少
良

臣
摩
滅
や
や

顕
著

4区
SD

27
弥

生
〓 霊

頸
部

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

雪
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒
子

・

三
母

少
・

小
礫

良
登

摩
滅

顕
著
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府 墜 口 巧

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
1

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4区
SD
27

弥
生

手 亜
同
～

底
部

75
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ナ
デ

底
:摩

耗
の
為

不
lH

や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・

赤
色
粒

子
少
・
小
礫

良
勺

:に
ぶ

い
貢

橙

ホ
:に

ぶ
い

桂
肇
滅
顕

著

4区
SD
27

弥
生

重
同
部

ハ
ケ

メ
ヘ

ラ
ナ

デ
・

4段
の
S字

ド
結

飾
績

す
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

重
任

少
・

川ヽ
経
慾

良
肇
滅

顕
著

4区
SD
27

弥
生

壷
同
～

底
部

75
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
痕

わ
ず

か
袴

ム
や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤

色
粒
子

少
・

小
礫

良
登

勺
面
底
部
付
近

に
ス
ス

ヨ
ゴ

レ
あ

り
、

墜
減

閥
著

4区
SD
27

弥
生

〓 Ｅ
氏
部

ナ
デ

?
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

甍
外

に
種

子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕

者

4区
SD
27

弥
生

氏
部

ナ
デ

?
ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
底

:木
葉
痕

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

筆
成

非
常

に
顕

著

4区
SD
27

弥
生

雷
甍
甘
Б

62
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
密

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

盛
外

に
種
子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕
著

39
2

4区
SD
27

弥
生

麗
氏

部
者
ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
酪
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
離

良
登

貞
外

に
種
子

状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕
著

4区
SD
27

弥
生

霊
か

氏
部

ナ
デ

?
ナ
デ
?底

:木
葉
痕

と
、

自
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・

雲
翌

良
に

ぶ
い

褐
肇
滅

非
常

に
顕

者

4区
SD
27

弥
生

〓 豆
氏
都

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
雪
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

平
良

月
褐

肇
滅

非
常

に
顕

著

4区
SD
27

弥
生

籠
ミ

部
(5
0)

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
底

:ナ
デ

必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
予

良
に
ボ

い
橙

峯
滅

顕
著

39
2

4区
SD

27
弥

生
士 Ｅ

氏
吉
ト

ナ
デ

?
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

底
:ナ

デ

雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
明

褐
肇
滅

顕
著

4区
SD
27

弥
生

一 霊
嵐
言
Б

ナ
デ

?
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?底

:へ
ラ
ケ
ズ

リ
狙
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
少

・
小

礫
多

や
や

不
良

登
底
部
蛇

の
日
高
台
状

を
呈
す

、
摩
滅
非

常
に
顕
著

31
4区

SD
27

弥
生

〓 軍
一 氏

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
舟

良
橙

底
外

に
種
子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕

著

4区
SD
27

弥
生

〓 蓮
同

～
底

部
54

ケヽ
メ

ケヽ
メ

底
:
ナ

デ
彗
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
。
雲

予
少
・
小
礫

良
褐

2次
焼

成
を

受
け

る
、

摩
滅

吸
看

、
特

に
内

面
器

面
の

荒
れ

頭
著

、
底

部
蛇

の

日
高

台
状

を
呈

す

4区
SD

27
弥

生
一 電

甍
部

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
底

:ケ
ズ

リ
?

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
褐

褐 赤
黒 明

内 外
華
滅

顕
著

4区
弥

生
〓 重

底
都

63
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

底
:ナ

デ
晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
橙

卜
彩

、
底

外
に

種
子

状
圧

痕
あ

り
、

摩
戯
や

や
雨

孝

4区
SD
27

弥
生

沐
カ

嵐
部

ナ
デ

ラヽ
ミ
ガ
キ
・
赤
彩

氏
:ナ

デ
4、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

瞳

4区
SD

27
弥

生
い
型

重
口
縁

～
底

言
る

96
)

62
13
2

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

底
:ナ

ヽ 母

必 重
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
こ
ぶ

い
黄
橙

日
縁

近
く

に
モ

ミ
状

圧
痕

あ
り

37
4区

SD
27

弥
生

小
型

壷
完

形
70

1
08

ケヽ
メ
・

ナ
デ

′ヽ
ケ

メ
。
ナ

デ
底

:ナ
密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

電
母

少
良

と
ぶ

い
黄
橙

4区
SD
27

弥
生

壷
桐

～
底

部
(5
8)

ナ
デ

萎
耗

し
て

不
明

や
や
粗

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
・
月ヽ
礫

良
登

肇
滅

顕
著

4区
弥

生
fA

日
縁

～
底

部
12
9

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

す
デ

底
:す

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

不
良

勺
:に

ぶ
い
橙

木
:橙

勺
面

器
面

の
剥

落
顕

著

4区
SD
27

弥
生

沐
口
縁

～
胴

部
(1
77
)

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ

後
す

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

・
ハ

ク

メ

硲
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

三
母

少
良

こ
ぶ

い
黄

橙
勺
面

下
半
分
器

面
や
や

荒
れ

る
、
摩
滅

や
や
顕
著

4区
SD
27

弥
生

蓋
つ

ま
み
都

ナ
デ

ナ
デ

密 鳳
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
月
赤

褐
峯
滅

非
常

に
顕

著

4区
SD
27

弥
生

蓋
体

部
ナ

デ
ケヽ

メ
密 母

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

為
面

の
摩

滅
が

顕
著

4区
SD
27

弥
生

甕
口

縁
部

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ハ
ケ

メ
・

櫛
描

疲
状

文

口
唇

部
刻

み
目

匿
、

日
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
醍

良
弓

4区
弥

生
甕

日
縁
部

ナ
デ

節
描
波
状
文

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

4区
SD
27

弥
生

S字
甕

旧
部
破

片
クヽ

メ
ハ

ケ
メ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

こ
ぶ
い
黄
褐

華
滅
顕
著
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挿
図

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
成
形

及
び
調
整
技

法
成
形

及
び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

番
号

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)

4区
SD
27

弥
生

士 電
同
部

破
片

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
節
描

波
状

文
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

峯
滅

顕
著

1
4区

SD
28

弥
生

高
14
・

同
部

(1
7

2)
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
赤

彩
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
ボ
褐

勺
外

面
共

摩
滅

非
常

に
顕

著
、

内
外

面

「
未

彰
の

荒
駄

が
確

ス

2
4区

SD
28

古
墳

土
師

壷
口

縁
部

(1
70
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
登

挙
滅

顕
著

3
4区

弥
生

護
箋
部

ナ
デ

節
描
簾

状
文

ハ
ケ

メ
や
や

祖
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
黄

灰 橙

勺 小
峯
滅

顕
著

4
4区

弥
生

壷
か
甕

頃
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

す
デ

師
描

波
状
文
・
櫛

描
簾

伏
支
・
ナ
デ

白
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

挙
滅

頭
著

5
4区

古
墳

土
師

置
か

同
部

破
片

ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
褐

灰 黄
黄 灰

勺 朴
勺
面
の
摩
耗

頭
著

6
4区

SD
28

弥
生

こ
か
甕

氏
部

ハ
ケ

メ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
肇
滅

顕
著

7
4区

SD
28

古
墳

土
師

氏
都

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
肇
滅

顕
著

1
3区

SD
29

平
安

土
師

El

日
縁

～
底

部
(1
38
)

21
ナ

デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。
ロ

ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
へ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

勺
:橙

・
に
ぶ

い

登
・
褐
灰

朴
:に

ぶ
い
黄
褐
・

弓
康

2次
焼
成

を
受

け
、
内
外

面
器

面
の
剥

落
、
ス
ス
付
着

顕
著

1
3区

SD
30

中
世

土
師
質

雷
鉢

甍
部

(1
30
)

櫛
目
状

工
具
痕

底
:ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
艮

こ
ぶ

い
橙

勺
面

中
心
部

を
中
心

に
摩
耗
顕

著

39
8

2
3区

中
世

土
師

質
鍋

か
氏
部

(1
36
)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
貢 褐

灰 黒

勺 ホ
挙
滅

や
や

顕
著

39
3

3
3区

中
世

土
師

質
琳

か
氏
部

ナ
デ

や
や

FE
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

宣
母

艮
勺

:に
ぶ

い
赤
褐

米
:明

ホ
褐

・
黒
褐

挙
滅
や
や
顕
著

]
2区

SD
32

古
墳

土
師

高
鉢

却
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:浅
黄
橙

朴
:に

ぶ
い
橙

肇
滅

非
常

に
顕

著

2
2区

SD
32

中
世

土
師
質

鍋
か

壷
部

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
内

:褐
灰

外
:に

ぶ
い
橙

・
橙

肇
滅
非

常
に
顕

著

3
2区

SD
32

中
世

土
師
質

鉢
か

甍
吉
ト

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
内

:黄
灰

外
:に

ぶ
い
橙

峯
滅
非

常
に
顕
著

1
4区

弥
生

甕
日
縁

部
ナ

デ
ハ
ケ

メ
・

刻
う チ

ロ
密
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
少
・

三
舟

良
若

褐
や
や
摩
滅

2
4区

SD
38

古
墳

土
師

S字
甕

か
同
部

破
片

ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
黄

掲

3
4区

SD
38

古
墳

土
師

台
付

甕
却
吉
Б

ナ
デ

ケヽ
メ

底
:ナ

デ
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
赤
褐

久
焼
成

を
受

け
赤
褐

色
化

4
4優

こ
SD
38

古
墳

土
師

士 電
同
部
破

片
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

ナ
デ

密 母
自
色
粒

子
。
赤
色
粒
子
・
雲

良
疋
黄
褐

肇
滅
顕

著

1
4区

SD
40

古
墳

土
師

高
杯

不
部

(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子
・

雲
や
や
不
良

月
褐

宇
焼
成

を
受

け
る
、
摩
滅

顕
著

2
4区

増
言

然
却
部

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

自
色

粒
子

・
示

付
粒

子
巨

こ
ぶ

い
搭

緊
滅

や
や

顕
著

3
4区

増
葛

邦
却
部

(1
30
)

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
巨

登
肇
滅

や
や

顕
著

4
4区

増
審

ヨ
縁

部
(1
80
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

白
伸

`粒
子

や
や

不
E

こ
ぶ

い
音
溶

肇
滅

顕
著

39
4

5
4区

古
墳

土
師

台
付
甕

却
部

(1
20
)

ナ
デ

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

事
滅

顕
著

6
4区

古
墳

土
師

甕
甍
部

(1
00
)

ナ
デ

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や
不

艮
こ
ぶ

い
黄
橙

峯
滅
顕

著

7
4区

弥
生

鷺
日

縁
部

ナ
デ

櫛
描

波
状

文
・

直
繰

文
?

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

月
褐

8
4区

SD
40

弥
生

口
縁

部
ナ

デ
円
形
竹

管
文

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

泣
子

少
良

登
肇
滅

顕
著

9
4区

SD
40

誅
生

一 氏
ナ

デ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ
・
赤
彩

底
:ナ

デ
餃
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

ホ
彩

、
摩
滅
や
や

顕
著

、
底

内
の
摩
耗

や
や

顕
者

1
4区

中
世

土
師
質

Hl
日
縁
～
底

飲
1 
75

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

乾
糸
切

り
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母
・
小

礫
2～

4m
n

良
庚
褐

日
唇
部
～
体

内
中
心

に
油
煙
付
着



１ ９ ０ ド ー

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存

“

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他

4区
中

世
土
師
質

ll
l

日
縁

～
底

部
(6
6)

15
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

軽
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
や
や
摩
滅

、
使

用
痕
跡

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

3
4区

中
世

土
師
質

ll
t

日
縁

～
底

獣
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
転

糸
切

り

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

冷
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

多
良

に
ぶ

い
黄
褐

～
灰

黄
掲

外
面

を
中
心

に
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
顕

著

4
4区

中
世

土
師
質

ll
L

口
縁

～
底

銘
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
辱

糸
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
rl
r

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

華
耗

。
摩

滅
や

や
顕

者

5
4区

中
世

土
師
質

ll
l

日
縁

～
胴

部
(9
31

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

、 母

亀 量
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
艮

内 外
黒 に

ぶ
い

責
棒

内
面

2次
的

に
黒
色
化

4区
中

世
土
師
質

不
か

日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
粗

、
白
色
粒
子

多
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
据
赤
褐

～
褐
灰

峯
滅

は
見

ら
れ

る
が
、
使

用
展
跡

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

7
4区

中
世

土
師
質

杯
か

同
～

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

や
や
不

良
に
ぶ

い
黄
橙

内
外

面
共

摩
滅

著
し

'

4区
SD

41
平

安
土

師
卿

局
局

百

皿
か

邦
即

部
(5
0)

ナ
デ

底
:ナ

デ
ヽ 少

４ ョ
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
に

ぶ
い

橙
全

体
的

に
摩

滅
顕

著

4[
至

SD
41

中
世

土
師
質

皿
底

部
ナ

デ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
天
褐

～
黒

内
外

面
共

油
煙

の
付
着

、
器

面
の
摩

滅
・
剥
離

著
し
い

4区
SD
41

中
世

土
師
質

勺
耳

鍋
口
縁

・
凋同

音
h

(3
30
)

(2
70
)

(1
21
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
径
、

日
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

・
小

礫
少

や
や

不
良

澄
挙
滅

著
し

し

11
4区

SD
41

中
世

土
師

羽
釜

口
縁

～
底

部
(1
02
)

(1
04
)

ナ
デ

ナ
デ

・
ツ

バ
の

上
を

押

王
底

:ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
泣

子
・

雲
翌

良
に
ぶ

い
赤
褐

～
黒

2次
焼
成

を
受

け
器

面
の
剥
落
や

よ
び

ス
ス
付
着
顕

著

12
4区

SD
41

平
安

土
師

甕
口
稼

～
胴

音
Б

(2
66
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ

包
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

訴
・

小
礫

や
や
不
良

明
赤
褐

肇
滅

顕
著

4区
SD
41

平
安

土
師

甕
日
縁

～
胴

音
L

(2
94
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

三
舟

艮
褐
～
黒
褐

肇
滅
や
や
顕

著

14
4区

古
墳

土
師

密
底

部
(6
7)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヘ
ケ

メ
底

:ナ
デ

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

摩
滅
や
や
顕
著

15
4区

古
墳

土
師

密
氏

部
(1
14
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

実
痕

雪
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲

翌
oメ

、 種
/」

/N
良

内 外
赤
褐

灰
褐

～
黒

4区
古

墳
上

師
台
付
甕

即
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

・
小

穫
良

に
ぶ

い
褐

～
橙

挙
滅

顕
者

17
4区

古
墳

土
師

甕
底

部
8 
85

ナ
デ

底
:ナ

デ
?

色
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

多
良

内
:掲

灰

外
:P
9k

摩
滅

非
常

に
顕
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り
4区

須
烹

器
都
●‐
E

ナ
デ

タ
タ
キ

雪
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

一 火
内

面
非

常
に

滑
ら

か

39
5

4区
須

烹
器

耶
祠
喫

ナ
デ

ケ
ケ
キ

雪
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

一 火
内

面
非

常
に

滑
ら

か

4区
奈
良
～
平
安

須
恵
器

密
旧
部
破

片
ナ

デ
タ
タ
キ

雪
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

庚
白

漆
状

の
も
の
を
内
外

面
塗
布

(黒
彩

か
)

4区
近

世
磁

器
宛

日
縁

～
底

鍬
5 
05

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ
ナ
デ
・
ナ
デ

致
密

良
叉

白

39
5

4区
近

世
陶

器
苑

口
縁

～
底

部
97

6 
1

ロ
ク

ロ
ナ
デ

呉
須
絵

・
ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

底
:ナ

デ
,

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒
子

や
や

不
良

灰
白

細
い

貫
入

、
内

外
面

底
に

黒
変

あ
り

23
4区

近
世

磁
器

痴
日

縁
～

底

部
4 
1

5 
45

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:ナ

デ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

致
密

、
良

庚
白

4区
近

世
磁

器
苑

日
縁

～
胴

部
(8
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

致
密

、
良

灰
白

4区
近

世
磁

器
苑

口
縁

～
胴

鍬
(5
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

、
良

灰
白

4区
近

世
磁

器
宛

日
縁

～
胴

吉
Б

(H
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

致
密

、
良

戻
自

27
4区

i斤
fr

陶
器

伺
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

る
、

白
色
粒
子

良
喰

責

39
5

4区
近

世
天
釉

陶
器

宛
日
縁

～
胴

部
(1
1

7)
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

や
や
密
、
黒
色
粒
子

良
天

白
細

い
貫

入

4区
S〕

41
近

世
陶

器
苑

底
部

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1ナ

デ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

至
、

自
色

粒
子

良
天

白
底
部
外

面
に
朱

昌
痕

の
ヨ
ゴ

レ
あ

り

4区
世

踊
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

天
白

署

31
4区

SD
41

世
陶

器
I同

部
る
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

天
白

摩
滅

や
や

顕
著



１ ９ ０ 伽 ―

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

 (
Cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

39
5

4区
SD

41
近

世
陶

器
層

鉢
1同

吉
卜T

茂
片

ナ
デ

櫛
目

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
鉄
釉

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

に
ぶ

い
黄

橙
～

明
黄

褐

39
5

4[
至

SD
41

近
世

陶
器

言
鉢

同
～

底
部

(1
29
)

ナ
デ
 
櫛

目
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
鉄

TH
I

庚
:回

転
糸

切
り

や
や
糧

、
白
色
粒

子
。
1 
5m
m～

へ
mT
nし

D駆
鋏

良
に

ぶ
い

貢
橙

1
4区

近
世

土
師

不
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

督
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

摩
滅

非
常

に
顕
著

2
4区

SD
42

近
世

上
師

陛
状

高
台

付
邦

か
皿

笥
台

=Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:柱

状
高

台

や
や
狙

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

2～
5m
nの

礫
良

明
赤
褐

摩
滅

非
常

に
顕

著

3
4区

SD
42

近
世

陶
器

一 Ｗ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
釉

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

度
白

内
面

の
ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

4
4区

SD
42

近
世

陶
器

一 襲
同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

回
転

へ

ラ
ケ

ズ
リ

。
釉

密
、

自
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
灰

自
勺
面

の
ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

1
4区

SD
44

平
安

土
師

胆
日
縁

～
底

部
(1
84
)

2
 1

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

底
:回

転
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
勺

:橙
小

:橙
・

浅
黄
橙

挙
滅

頭
著

2
4区

平
安

土
師

巴
旧

～
底

部
(5
6)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ナ

少ヽ
密 母

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
勺

:橙
外

:橙
・

こ
ぶ

い
黄
橙

事
滅
や

や
顕
著

3
4区

SD
44

平
安

土
師

皿
胴
～
底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
内 外

に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
橙

峯
滅

お
よ
び

内
外
面

の
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
■
や

簡
芽

4
4区

SD
44

平
安

土
師

窪
IΠ
吉
卜T

炭
片

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
内 外

橙
・

に
ぶ

い
橙

明
赤
褐

事
滅

頭
著

5
4区

SD
44

弥
生

苛
ウ 下

か
脚

部
ボ

彩
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
赤
彩

る
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

丑
良

登
肇
滅

顕
署

6
4区

SD
44

古
墳

土
師

Jヽ
型

丸
底

頃
～

胴
部

ヘ
ラ
ケ

ズ
ツ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

る
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

登
肇
滅

や
や

顕
著

1
4区

SD
45

古
墳

土
師

苛
杯

塔
部

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

均 外
に

ぶ
い

橙

精
挙
滅
顕
著

4区
SD

45
古

墳
土

師
器

台
脚

都
(1
64
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ク
ス

リ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
?

瞥 翌

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
産

事
滅
顕

著

3
4区

SD
45

古
墳

土
師

葛
姉

体
～

脚
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。
ヘ

ラ
ケ
ズ

ツ
ラヽ

ミ
ガ

キ
る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
。
雲

平
良

内 外
に
ぶ

い
橙

橙
孔

は
3個

、
2次

焼
成

を
受

け
摩

滅
も

顕

碁

4
4区

古
墳

土
師

〓 亜
体

～
脚

部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
踏

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

内
:灰

貢
褐

・
褐

灰

外
:灰

責
褐

・
黒

褐
肇
滅
や
や

顕
著

5
4区

SD
45

古
墳

土
師

琳
日

縁
～

胴
蝋

(2
96
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ヽ 母

４ 壼 一

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
艮

瞳
勺
面
摩
滅
や
や
顕

著

6
4区

SD
45

古
墳

土
師

弩
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
灰 褐

褐 灰
橙 橙

勺 ト
勺
面

の
摩
耗

顕
者

、
N0
5と

同
一
個
体

つ
可
能
性

が
強

い

7
4区

SD
45

古
墳

土
師

甕
同
～

底
郡

(1
00
)

ケヽ
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
良

勺
:に

ぶ
い

黄
橙

牛
:桂

・
に

ぶ
い

黄
春

小
面
摩
滅
顕
著

8
4区

SD
45

弥
生

甕
口
縁

～
頸

=К

(1
54
)

ナ
デ

ナ
デ
・

口
唇
部
刻

み
目

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

勺
外
面
共
摩
滅
顕

著

9
4区

SD
45

弥
生

甕
日

縁
～

頸
鍬

(1
80
)

ナ
デ

ナ
デ
・

口
唇
部
刻

み
目

や
や

密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
勺 米

灰
褐

に
ぶ

い
褐

対
外

面
共
摩
滅

顕
著

4区
弥

生
麓

日
縁

～
頸

飲
(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ

。
日
唇
部
刻
み

目
や
や
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
褐

勺
外
面
共
摩
滅

顕
著

11
4区

SD
45

弥
生

口
縁
言
ト

ナ
デ

?
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
勺

:橙
外

:橙
・

こ
ぶ

い
橙

挙
滅
顕
著

、
棒
状
貼
付
文

の
痕
跡

あ
り

4区
SD
45

古
墳

上
師

宣
日

重
か

爛
～

底
部

ヘ
ラ
ケ
ス

リ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ク
ズ

ツ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

底
:ナ

デ
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

灰 橙
内 外

内
面
黒
色
化

、
摩
減
や
や
顕

著

13
4区

弥
生

笙
日

付
無

循
言

うゝ
注

日
部

者
径
調
節
・
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
雲

母
良

登
挙
滅
や
や
顕
著

4区
SD
45

弥
生

一 重
底

部
ナ

デ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
督 翌

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
艮

内
:褐

灰
外

:格
底
部

穿
孔

、
摩
滅
顕

著

15
4区

古
墳

土
師

重
か

氏
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ラ
ケ
ズ

リ
彗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

翌
良

内 外
に

ぶ
い

褐

に
ぶ

い
責

桂
摩
滅
顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
宅

時
期

器
質

器
種

部
位

去
量

(c
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現
,1

成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

4区
弥

生
甕

医
部

74
ナ
デ

?
ラ
ケ
ズ

リ
雪

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

丑
良

摩
滅

顕
著

l
4区

SD
47

弥
生

一 延
底

部
ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ

と
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
黄
橙

橙
底
外

に
種
子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
顕

著

1
4区

古
墳

土
師

葛
邦

外
部

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

ジ
致
密

、
白
色
粒

子
・
05
～

2 
0m
n

呈
の
赤
色
粒

子
良

橙
内

外
面

共
に

摩
滅

顕
著

2
4区

古
墳

土
師

;字
甕

日
縁

～
頸

言
ト

(1
04
)

ナ
デ

ケヽ
メ

4、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

歌
・
小
礫
少

や
や

不
良

に
ぶ

い
褐

内
外

面
共

に
摩
滅

顕
著

3
4区

古
墳

土
師

甕
日
縁

～
敷

部
(1
06
)

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

・
ホ

4P
4X
努

や
や

不
艮

赤
褐

2写
焼

成
を

強
く

受
け

て
い

る
、

内
外

面
共

摩
減

顕
著

4
4区

古
墳

土
師

士 電
日

豚
～

淑

吉
Ь

(1
67
)

″ヽ
ケ

メ
何
段

口
縁
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・
棒

状
貼
付

文
る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

]・
21
1m
程

の
赤

色
紅

良
内

:橙
～
褐
灰

タ
ト
:構

摩
滅

顕
著

39
7

5
4区

古
墳

土
師

〓 望
口
縁

～
頸

吉
ト

(1
80
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

4、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

3・
小
礫

・
1～

2m
m程

の
赤
色
粒

良
橙

内
外

面
共
摩
滅
顕

著

1
1区

弥
生

い
型

壷
か

口
縁

～
底

吉
焉

79
1
37

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ケ

メ
・

ミ
ガ

キ
・

赤

彰
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

内 外
橙 に

ぶ
い

黄
橙

撃
滅

顕
著

39
7

2
1区

弥
生

一 重
日
縁

～
底

吉
ト

(1
20
)

6 
1

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
少

・
電

母
微

畳
・

小
終

良
橙 橙

内 外
内
外

面
に
赤
彩

の
痕
跡

、
摩
滅
顕

著

3
1区

弥
生

士 電
日
縁

～
胴

都
(1
30
)

(1
89
)
囀 雉 ］

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
黄
雲
母

や
や
不

良
に

ぶ
い

橙
繁
滅

非
常

に
頭

著

4
1区

SP
9

弥
生

〓 霊
日
縁

～
底

部
(1
46
)

84
24
 7

胴
部
爆

大
径

19
8

ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ

ミ
ガ

キ
・
ハ

ケ
メ
少
・

オ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
賞

:摩
耗

剥
離

の
為
不

凋

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母
少
・

小
礫

良
登

挙
滅

ヨ
ゴ

レ
顕

著

5
1区

SP
9

弥
生

〓 臣
口

縁
～

頸

部
(1
56
)

ナ
デ

口
唇

詈
Б
子冒

頭
に

よ
る

押

「

t痕
ナ

デ
後

櫛
描

波
状

文
状

に
一

部
沈

線
あ

り

粗
、

自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
登

内
面

に
赤
彩

の
痕
跡

、
摩
滅

非
常

に
頭

著

6
1区

弥
生

士 〓
日
縁

～
頸

音
Б

7)
ナ

デ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
多

。
赤
色
粒

子
少
・
小
礫

良
内 外

に
ぶ

い
褐

橙

朴
面

赤
彩

、
摩

滅
や

や
顕

者
、

内
面

荒
hや

や
緬

妻

7
1区

弥
生

と 更
口

縁
～

頸
鍬

(1
55
)

′ヽ
ケ

メ
ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

粗
、

自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・
小
礫

良
内

:浅
貢

外
:橙

挙
滅

顕
著

8
1区

弥
生

士 更
褒
～

底
部

80
噛 雉 篇

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
多
・

雲
母
・

/1
ヽ
礫

良
内 外

明
赤
褐

に
ぶ

い
橙

事
滅
顕

著

9
1じ
こ

SP
9

弥
生

士 亜
鑽
～

底
部

64
(1
81
)

'同

剖
∫ 嫌

大
径

15
3

ナ
デ

ナ
デ

底
:木

葉
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
少

や
や

不
良

こ
ぶ

い
橙

事
滅

非
常

に
顕
著

39
8

1じ
至

弥
生

壷
鎖
～

底
部

74
1日

士
卜
厳

大
径

16
0

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
底

:ナ
デ

?
や
や
粗

、
白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・

雲
母
・

小
礫

良
登

肇
滅

非
常

に
顕
著

1区
弥

生
壷

頃
～

底
都

(1
75
)

月 同
部

最

大
径

16
3

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

底
:ケ

ズ
ヅ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
少

や
や
不

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

非
常

に
顕

者

1区
弥

生
壷

同
～
底
都

(1
02
)

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

橙
肇
滅

顕
著

13
1区

弥
生

一 電
は

部
60

ナ
デ

ケヽ
メ

糧
、

自
色
粒

子
多
・

赤
色
粒
子

少
。
小
礫

や
や

不
良

こ
ぶ

い
橙

峯
滅
顕

著

14
1区

弥
生

壷
胴

～
底
部

83
ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:摩
耗

し
て

不
明

や
や

粗
、

日
色

粒
子

多
・

赤
色

粒

子
微

量
・

雲
母

微
量

良
勺

:に
ぶ

い
橙

米
:椿

緊
滅

や
や

顕
著

1
4区

古
墳

土
師

S字
甕

日
稼

～
頸

部
(1
50
)

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
と
ぶ

い
黄
橙

勺
外

面
摩
滅
顕

著

1
4区

中
世

土
師
質

郭
は

部
48

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
:回

荘
糸
切

り

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

艮
句

:黒
米

:に
ぶ

い
音

搭
勺
面

黒
色

化
、

摩
滅

や
や

顕
著

2
4区

SP
13

中
世

土
師
質

鍋
日
縁
部

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小

礫
良

こ
ぶ

い
黄
橙

～
灰

黄
颯

口
縁

部
の

摩
滅

や
や

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

=佃
成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

3
4区

中
世

土
師
質

鍋
か

同
部

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

～
灰

黄
掲

勺
面

中
心

に
ス
ス
付
着

、
摩
滅

顕
著

1
4区

中
世

土
師
質

第
か
皿

甍
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

勺
外

面
う
す

く
ス

ス
付

着
、

摩
滅

や
や

面
著

と
4区

SP
37

古
墳

土
師

重
日

縁
～

頸
鍬

(1
70
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

有
段

日
縁
・
ヘ

ラ
す

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

雲
艮

に
ぶ

い
橙

勺
外

面
摩

滅
顕

著

I
4区

SP
39

平
安

土
師

邪
本
～
底
部

(5
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

登
事
滅
や
や

顕
著

1
4区

SP
40

古
墳

土
師

台
付
甕

即
部

ラ
ナ
デ
・
指
頭
調

隧
＼
ラ
ナ
デ

?
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

袖
部

は
折

り
返

し
、
摩
滅

顕
著

1
4区

SP
43

古
墳

土
師

'字
弩

(小
型

)

口
縁

～
底

部
91

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
隆

体
部

内
面

に
部

分
的

に
赤

彩
の

痕
跡

あ

り
、

本
来

は
内

外
面

と
も

赤
彩

か
、

摩

滅
や

や
顕

者

1
4区

SP
57

古
墳

土
師

〓 至
底

部
78

ケヽ
メ

ケヽ
メ

底
:木

葉
痕

任
、

白
色
粒

子
良

底
外
種
子
状
圧
痕

あ
り
、
摩
滅
や
や
顕

著

1
4区

SP
58

平
安

土
師

皿
口
縁

～
底

吉
ト

(1
29
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
軽

糸
切

り
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

と
、

白
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・
雲

肇
少
・

マ
ー

ブ
ル
状

良
橙

摩
滅

FR
著

39
9

3E
XI

SP
63

平
密

J二
日巾

日
縁

部
ヘ

ラ
ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
ケヽ

メ
必
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

明
示

楊
華

減
や

や
顕

著

l
4区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

欺
11
8

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
o三

舟
か

良
に

ぶ
い

橙
一
部

黒
変

あ
り
、
摩

滅
顕

者

39
9

1
3区

SP
82

縄
文

早
期

突
欲

累
ナ

デ
●
形

押
型

文
褐

挙
滅

顕
著

2
3区

SP
32

縄
文

早
期

深
鉢

同
部

ナ
デ

J形
押

型
文

但
、

自
色

粒
子

多
に
ぶ

い
示
褐

峯
滅

顕
著

3
3区

SP
82

縄
文

早
期

深
鉢

同
部

ナ
デ

●
形

押
型

文
に
、

自
色
粒

子
多

艮
こ
ぶ

い
赤

滅
顕

著

4
3区

SP
82

縄
文

早
期

深
鉢

同
部

ナ
デ

J形
押

型
文

に
、

白
色
粒
子

多
良

こ
ぶ

い
亦

滅
顕

著

5
3区

縄
文
早
期

深
鉢

同
部

ナ
デ

竜
円
押
型

文
粗
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
雲

舟
良

と
ぶ

い
赤

褐
挙
滅
顕
著

ユ
4区

古
墳

土
師

重
ヨ
縁

～
頸

r、

(2
00
)

ハ
ケ

メ
折

り
返

し
口
縁
・
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

小
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

1
4区

平
安

土
師

杯
氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
密
、
赤
色
粒

子
良

月
赤
褐

壷
外

に
線

刻
あ

り
、

摩
滅

や
や

顕
著

2
4区

平
安

陶
器

短
頸
重

同
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
釉

密
、

艮
灰

自
(和

)灰
オ

リ
ー
ブ

角
外

に
発

泡
お

よ
び
板

裂
の
痕
跡

あ
り

1
4区

SP
93

平
安

土
師

不
日

縁
～

体
営
К

(1
40
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

マ

ー
ブ

ル
状

良
登

華
滅
顕
著

39
9

41
二

SP
98

平
安

日
縁

著
Б

ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

雲
母

侵
ホ
面

摩
滅

顕
著

39
9

1
4区

SP
95

古
墳

土
師

沐
日

縁
～

体
郎

(1
43
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
密

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
勺 外

浅
貢

灰
黄

～
黒

89
9

2
4区

古
墳

土
師

壷
同

都
ナ

デ
ナ

デ
ヽ 少

畜 酵
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
外 灰

責

褐 ・

赤 橙

明 い
‥ ぶ

内 に
峯
滅
顕
著

1
4区

遺
構

外
中

世
土
師
質

Jヽ
皿

日
縁

～
底

音
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
4、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲

予
多

良
登

油
煙

付
着

、
摩
滅

や
や

顕
著

2
4区

遺
構
外

平
安

土
師

不
氏
言ヽ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

底
:回

帯
糸
切

り
必
、
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
黄
橙

3次
焼
成

を
受

け
る
、
摩
滅
や
や
顕
著

4区
遺
構
外

平
安

土
師

不
底

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
雪
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒
子
少
・

ヨ
母

良
に

ぶ
い

褐
挙
滅

顕
著

4
4区

遺
構

外
平

安
土
師
質

ll
l

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

底
1回

転
糸
切

り
雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
ヨ
粒

子
・

雲
母

良
臣

挙
滅

頭
著

4区
遺
特

外
平

安
土
師
質

」ヽ
皿

か
嵐

部
ナ

デ
ナ
デ

底
:回

転
糸
切

り
致
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

重
母

/1
/h

良
内

:橙
外

:明
赤
褐

挙
滅

顕
著

4鬱
【

遺
構
外

平
安

土
師

高
杯

脚
部

(9
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
後
ヘ

ラ
す

奎
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良
登

7
4区

遺
構

外
平

安
土

師
皿

日
縁

～
底

音
Б

(1
12
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ケ

ズ

〕

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
マ

ー
ブ
ル
状

良
登

緊
滅

や
や

顕
者

8
4区

遺
構

列
平

安
土

師
琳

底
部

(5
2)

ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

庇
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

赤
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

/J
/h

良
伺

:黒
小

:に
ぶ

い
黄
橙

内
面

黒
色

化
す

る
が

2次
的

な
可

能
性

が
強

い
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
宅

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

9
4区

遺
構
刻

平
安

土
師

IT
hか

即
言
ト

74
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

底
:ロ

ク
ロ

ナ

デ
・

脚
高

高
台

密 母

番 啄 壼 ま

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

良
こ
ぶ

い
褐

肇
滅

顕
著

4区
遺

樗
刻

平
安

須
恵

14
N

日
縁

～
底

孝
R

(1
30
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
デ

傲
密

、
自

色
粒

子
良

黄
灰 灰

勺 朴
峯
滅

羽
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

ず

4区
置

構
冽

平
密

痴
東

一 市
1同
を
思

ロ
ク

ロ
ナ
デ

カ
キ

メ
お
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

火
肇
滅

や
や

顕
著

4区
遺

構
刻

平
安

灰
釉

陶
器

椀
日

縁
～

体
鍬

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒
子
少
・

黒
色
粒

子
少

良
灰

白
日

縁
部

外
面

の
摩

滅
顕

著

40
0

4区
置

構
列

抹
口

綴
部

(2
2 
0)

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
黒
色
粒

子
艮

電
白

4区
遺

構
刻

古
墳

土
師

郵
岬

部
(8
1)

ナ
デ

脚
高

高
台

・
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ
底

:ハ
ケ

メ
・

ナ
ブ

餃
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
内

:黒
外

:灰
黄

褐

イ
部

内
面
黒
色
化
す

る
が
高
台
部

内
外

面
に

も
ス
ス
付
着

4区
遺
構

列
古

墳
土

師
高

杯
脚

部
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

ブ
礫ヽ

密 小
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
月
赤

褐
箇

所
穿

孔
が

施
さ

れ
る

、
摩

滅
顕

著

4区
遺
構
冽

古
墳

土
師

蓋
口

縁
～

胴
欺

(2
00
)

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

日
唇

部
刻

み

目

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

母
良

に
ぶ

い
橙

事
滅

顕
著

40
0

4区
遺
構

外
古

墳
土

師
)字

甕
岬

部
62

ナ
デ

ハ
ケ

メ
?・

摩
耗

顕
者

底
:ナ

デ
粗

や 礫
や 小

自
色

粒
子

・
雲

母
多

・
良

月
赤
褐

挙
滅

顕
著

4区
遺
構

外
弥

生
日
縁

～
頸

障
R

(1
40
)

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

に
ぶ

い
橙

内
面

の
摩
滅

顕
著

4区
遺
構

外
古

墳
土

師
日
縁
部

(2
20
)

ケヽ
メ

有
段

口
縁
・

ハ
ケ

メ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
挙
滅
や
や

顕
者

4彊
三

遺
構

外
弥

生
日
縁
部

(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ
・
棒
状
貼
付
文

微
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
や
や

不
良

登
挙
滅

非
常

に
顕
著

4区
遺
構
外

弥
生

日
縁
部

(1
66
)

ナ
デ

ナ
デ
・
棒
状
貼
付
文

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

褐
肇
滅

顕
者

4彊
こ

遺
構

列
弥

生
日

縁
部

(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
や
や

租
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

挙
滅

非
常

に
顕

著

4区
遺
構
冽

古
墳

土
師

卜
型

丸
底

=か
本

部
ナ

デ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

。
赤

彩
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
浅

黄
橙

勺
面
や
や
摩
滅
顕

著

4区
遺
構
刻

古
墳

土
師

甕
甍

部
(1
00
)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

ヽ 少
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
2次

焼
成
受

け
る
、
摩

滅
頭
著

第
18
表
 3
次

出
土

土
製

品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

騒
遺
構

名
分

類
法

量
(c
m)

※
( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

成
形

及
び
調

整
技

法
(内

・
裏

)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
・

表
)

胎
 

生
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

1
4区

平
瓦

20
7

15
1

綴
タ

ケ
キ

・
サ

デ
布

目
・

ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
多
・

小
礫

良
掲

灰
屋

元
焔

2
4区

平
瓦

64
22

ヘ
ラ
ナ
デ

布
目

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
良

元
焔

、
摩

減
や

や
跛

著
、

凹
面

rH
縁

面
取

り
あ

り

3
4区

丸
瓦

16
布

目
ナ

デ
密

、
白
色

粒
子

,音
灰

摩
滅

や
や

顕
者

4
1区

平
瓦

17
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
駿

化
焔

、
摩

滅
顕

著

5
1区

平
瓦

11
7

20
縄
タ
タ
キ
の
上

を
へ

ラ
ナ
デ

目 縁
布 側

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
不

良
に
ぶ

い
桂

・
褐
灰

還
元
焔

1区
平

瓦
12
5

17
縄

目
の
上

を
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

布
目

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

駿
化
焔

7
1区

平
瓦

糸
切

り
。
縄

タ
タ
キ

側
縁

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ク

ズ
リ

や
や
粗
、
自
色
粒
子
・
雲
司

良
暗
灰

還
元
焔

、
歪
み
顕

著
、
凸
面
側
縁

面
取

り
あ

り

40
1

1区
平

瓦
12
2

13
0

21
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
 

端
・

側
面

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
布

目
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
一 火

違
元

焔

1区
平

瓦
15
5

20
縄

ロ
タ

タ
キ

糸
切

り
。
ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

三
母

良
暗

灰
還

元
焔

、
摩

滅
顕

著

1区
平

瓦
糸

切
り
・

縄
タ

タ
キ

糸
切

り
。
ヘ

ラ
ケ

ズ

ジ
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
火

還
元

焔

[区
平

五
10

3
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
饉

タ
タ

キ
自

色
粒

子
・

室
母

・
小

礫
長

火

12
[区

平
瓦

81
19

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

側
縁

:ヘ
ラ
ケ

ズ
ジ

布
目

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

良
橙

浚
化

焔



― 伽 Ｏ Ｏ Ｉ

図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
分

類
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
値

成
形

及
び
調

整
技

法
(内

・
裏

)

成
形
及

び
調
整
枝
法

(外
・

表
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
回

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

13
1区

九
瓦

12
5

95
13

布
目
 l
Rl
縁

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ラ
ナ
デ

4、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母

良
掲

色
唆
化
焔

、
摩
滅

顕
著

14
4区

平
瓦

13
5

19
市

目
・

糸
切

り

“

、
白
色
粒
子
・

雲
母
少

良
咬

濃
元

焔
、

摩
滅

顕
著

15
4区

平
瓦

10
5

13
4

縄
目
 

表
面

1/
3剥

離
市

目
・

糸
切

り
笞
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

唆
化
焔

、
摩
滅

顕
著

16
1区

平
瓦

8
52

18
ナ

デ
信

目
Z、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
良

天
白

17
I区

平
瓦

62
18

ヘ
ラ
す
デ

信
目

必
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

笠
子

・
雲

母
良

登
唆
化
焔

、
摩

滅
顕
著

1区
,D
9

子
瓦

26
タ
タ
キ

メ
需

目
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

|、
経

良
登

唆
化
焔

、
摩

滅
顕

著

1区
子

瓦
65

97
2 
1

電
タ

タ
キ

糸
切

り
'ヘ

ラ
ク

ス

リ
 

縁
部

:面
取

り

あ
り

ヽ 子

密 位
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
黒

色
や

や
不

良
こ
ぶ

い
黄
橙

駿
化
焔

、
摩
滅
顕
著

1区
子

瓦
92

15
ラ
ケ
ズ

リ
布

目
 

端
・
側

面
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
雲
母

良
一 火

選
元
焔

、
摩
滅

頭
著

4区
子

瓦
17

縄
タ

タ
キ
 

側
面

ヘ
ラ

切
り
?

糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
ヨ

魯
対

子
・

室
舟

・
小

耀
良

こ
ぶ

い
褐

酸
化

焔
、

摩
滅

顕
著

4区
平

瓦
52

16
縄
タ
タ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
リ
あ

り

取

面 面

側 ・
布

目
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

ヅ
密

、
白

色
粒

子
・

雲
母

艮
天
黄
褐

還
元
焔

、
摩

滅
や
や

顕
著

4区
省
土
塊

44
41

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

黒
色
粒

子
に
ぶ

い
黄
橙

挙
滅

や
や

顕
著
 

混
入

材
の

痕
跡

顕
署

4区
SB
55

十
塊

47
あ
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

に
ぶ

い
橙

攀
滅

顕
著
 

混
入

材
の

痕
跡

あ
り

4区
ミ
ニ
チ

ェ
ア

(3
4)

ヘ
ラ
ケ
ズ

ツ
ヘ

ラ
ク
ス

リ
底

:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母

良
場
灰

肇
滅

顕
著

3区
手
捏

土
器

92
40

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

底
!ヘ

ラ
ナ
デ

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
_f
母

示
良

登
や
や
摩
滅

4区
SB
30

ミ
ニ
チ

ュ
ア

36
看
頭

調
整

指
頭
調
整
 
底

i指
ナ
デ

ヽ 母

密 三
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
少

良
に
ぶ

い
褐

挙
滅
や
や
顕
著

4区
SB
50

ミ
ニ
チ

ュ
ア

(2
6)

と
8

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指
頭

圧
痕
・

底
:

ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
多
・
赤
色
粒

子
少
・

黒
色
粒

子
艮

内
:明

赤
褐
 

外
:に

ぶ
い

黄
橙

・
浅

黄
橙

挙
滅
や
や
顕

著
、
手
捏

4区
SB
58

ミ
ニ
チ

ュ
ア

(4
0)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
底

:ナ
デ

蕗
、

白
色

粒
子

・
雪

母
良

4区
手

控
土

器
47

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

。
指
頭
圧

痕
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

～
褐
灰

内
面

に
サ

ビ
付
着

4区
ミ
ニ
チ

ュ
ア

(7
6)

ナ
デ

ナ
デ

凄
や
や
麿
減
す

る
程

層

4区

ミ
ニ

チ
ュ

ア

(小
型

台
付

客
Ⅲ

(8
0)

指
頭
痕
・

ナ
デ

指
頭
痕
・
ヘ

ラ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙

4区
ニ
チ

ュ
ア

指
頭

痕
・

ナ
デ

指
頭
痕
・

ナ
デ

底
:ナ

デ
ヽ 少

酪 酵
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

雲
良

内
:灰

黄
褐
 
外

:に

ぶ
い
黄
橙

片
日

状
を

呈
す

る

4区
ニ
チ

ュ
ア

(4
6)

指
頭
痕
・
ナ
デ

指
頭
痕
・

底
:ナ

デ
ナ

デ
畜
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色

附
子

・
T‐

母
か

良
橙

挙
滅
や
や
顕
著
 

内
面

に
種
子
状
圧
痕

あ
り

4区
ミ
ニ
チ

ュ
ア

(5
6)

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 
底

:

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
る
、

良
に

ぶ
い

橙
峯
滅

や
や

顕
著
 

丁
寧

な
つ

く
り

4区
SD
6

ミ
ニ
チ

ュ
ア

(5
3)

24
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
雲
母
少

良
橙

肇
滅

や
や

顕
著

4区
E手

(半
環

氏
?)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ハ

ケ
メ

後
ミ

ガ
キ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
少

良
に

ぶ
い

褐
や
や

摩
滅

4区
ミ
ニ
チ

ュ
ア

(ス
プ
ー

ン
,キ
ヽ

ナ
デ

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

景
母

良
と
ぶ

い
橙

や
や
摩
滅
す

る
程
度

2区
SD
35

土
製

円
板

42
22
 1

雪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

肇
滅

顕
著

4区
遺

構
外

土
製

円
板

30
9 
56

壼
:回

転
糸

切
り

や
や

TE
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
雲
母

多
良

月
褐

土
師

底
部

を
利

用
、

回
転

糸
切

り
あ

り

4区
紡

錘
車

57
38
6

ナ
デ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐



図 号
挿 番

番
掲

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
(c
m)
※

()
は

推
定

値
又

は
現

存
値

成
形
及
び
調

整
技
法

(内
・
裏

)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
・
表

)

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

4区
費
構

外
労
錘

車
15

23
 3
1

氏
:回

転
糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
柱
状

高
台
台
部

を
転
用

、
摩

滅
顕
著

、
回
転
糸
切

り
痕

あ
り

1区
,P
9

労
錘

草
(4
7)

(0
6)

1)
奉
状
I具

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

外
面
赤
彩

、
底
部

に
も
残

る
、
断
面
形
状

円
錐
形

4区
売
成

粘
土

柱
21
7

12
6

79
ケ
ズ

リ
ケ
ズ

リ
但

、
白

色
粒

子
多

・
雲

母
・

小
礫

良
ホ
褐

峯
滅

顕
者

、
2次

焼
成

受
け

て
い

る
、

わ
ず

力ヽ
こ
ケ

ズ

リ
渋

の
東

跡
み

ら
れ

整
形

狂
行

っ
て

い
る

第
19
表
 3
次

出
土

石
製

品
観

察
一

覧
表

― い 牌 〇 ―

図 号
挿 番

番
弓

地
区
名

遺
構

名
分

類
法

量
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
値

石
材

色
調

備
  

考
長

幅
厚

重
量

1
4区

SB
10

砥
石

14
3)

12
1

86
岩

類
死

自

2
4区

SB
54

低
石

(1
06
)

3
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ヌ
死

白
審

4区
SB
12

妖
石

(1
07
)

(5
0)

化
蘭

岩
類

庚
白

4区
ほ

石
(1
40
)

10
1

39
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
叉

白

5
4区

遺
構

外
風

石
(6
3)

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
に

ぶ
い

黄
橙

6
4区

昏
石

13
0

73
花

鶴
岩

類
天

自
ベ

ン
ガ

ラ
状

付
着

物
顕

著

7
4区

SB
26

昏
石

43
33

女
山

岩
天

8
4区

SB
52

昏
石

75
50

花
闇

岩
類

死
白

9
3区

SD
27

蓉
石

9 
1

1岩
類

火

3区
SD
27

審
石

75
き
山
岩

11
3区

SD
27

審
石

87
50

き
山
岩

火

4区
SD
45

審
石

90
ご
山

岩
死

自
氏
色

顔
料

状
付

着
物

顕
著
 

ス
ス

状
付

着
物

4区
昏
石

か
70

64
31
8 
 1
花

闊
岩

死
自

区
Щ

石
10
2

岩
類

中
補

揮
岩

死
調

4区
SD
45

比
石

34
0

25
 3

21
2

27
10
0

き
山
岩

天
自

占
増

時
代

の
も

の
か

6
4区

SB
36

札
石

か
57

52
ご
山
岩

戻
自

40
5

7
1区

打
斧

(1
20
)

6 
1

17
佑

板
岩

火

40
5

4区
打

斧
(9
7)

1 
1

更
堤
争

暗
青

灰

1区
打

斧
(7
9)

15
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ヌ
!灰

1区
打

斧
10
 7

50
18

認
夕
|

!灰

21
1区

審
製

石
斧

65
43

ン
レ

イ
岩

青
灰

4区
SB
12

石
何

丁
76

13
階
板

岩
寺
灰

夫
部

研
磨

痕
又

は
使

用
に

よ
る

摩
耗

痕
あ

り
、

横
位

の
擦

痕
顕

著

4医
曜

石
(石

匙
)

32
52

11
 1

黒
曜

石
婁

訪

4区
言
孔

円
板

02
4 
15

片
米

外
:両

面
摩

痕
あ

り
、

底
:外

面
磨

4区
SB
26

百
錘

か
54

17
火

4区
SB
26

百
錘

か
53

14
76
 3

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ヌ
毀
灰

27
4区

SD
45

警
石

か
13
0

33
3

舞
山

岩
天

白

4区
SB
36

却
琶
石

31
22

08
黒
曜

石
黒

透

1区
黒

曜
石

22
24

黒
曜

石
里

務

4区
黒

躍
石

剥
片

18
16

6
14

黒
曜

石
翌

務

4区
不

明
石

製
品

77
6

12
交

山
岩

4区
宝

(1
04
)

11
02
)

(8
8)

安
山

岩
質

火
山

礫
凝

灰
岩

震
面

劣
化



第
20
表
 3
次

出
土

金
属

製
品
観

察
一

覧
表
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挿
図

番
号

地
区

名
追
構

名
分

類
法

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
ヌ

は
現

存
値

材
質

備
 

考
番

号
長

幅
厚

重
量

(g
)

1
4区

75
 3
9

2
4区

57
9

55
 1

3
4区

ミ鉄
製

品
11

94
 0
9

鉄

4
4区

鉄
製

品
88

25
2 
1

19
 9
4

5
4区

SB
12

鉄
(3
05
)

5 
50

鉄

6
4区

刀
子

13
0

鋏

7
4区

〕
5)

08
07

19
 7
3

鉄

3区
(3
25
)

10
2 
88

鉄

3区
SB
21

望
品

(2
9)

08
1 
04

3区
SB
21

と品
(3
6)

07
1 
02

と
と

3医
SB
23

鉄
製

品
27

27
20
 9
9

4区
鉄

製
品

3 
1

15
6 
25

4区
角

釘
1 
1

17
 7
5

鉄

14
4区

,B
35

棒
乳

〈
2

鉄

15
4区

SB
36

刀
子

0 
35

2 
39

鉄

40
7

16
4区

】B
36

不
明

製
品

)
44
 9
4

鉄

17
4区

刀
子

(4
35
)

07
77
1

4区
刀

子
?

07

19
4区

(2
55
)

0 
75

4区
刀

子
(2
6)

21
4区

長
三

角
形

式
鏃

(6
2)
。

(3
0)

20
・

08
5

08
・

08
11
 7
5 
・

2 
12

4区
刀

子
(7
2)

14
 4
8

区
)B
45

角
釘

(7
5)

15
1 
25

区
送
?

(5
0)

10
 2
8

鉄

区
(3
4)

鉄

区
降
状

鉄
(4
2)

07
3 
75

鉄

40
7

区
(4
5)

鉄

区
16
01

(0
5～

09
)

05
-0
7

5 
75

鉄

区
(3
6)

3 
22

徴

区
(1
8)

0 
74

鉄

区
途

?
1 
1

鉄

区
不

明
製

品
」
25

0 
25

1 
23

鉄

40
7

区
兼

(5
5

23
18
 0
3

鉄

区
5 
1

1 
75

40
 3
3

区
炎

梨
星

3 
55

25
 5
9

区
共
製

品
33

28
9

16
 9
4

区
刀

子
07

鉄

区
状

(鑑
の

茎
部

か
?)

(3
 5
)

0 
75

0 
65

1 
68

鉄

区
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3次 1区

SD9
SPC                        sPc'

2643m

SD9       SD16

SD8
SPD          e晶″3m

ー

SDll

SPE        SPE'
1    2643m

一

SD10 土層説明
1 表土 (10YR4/2
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)締 まり有り。粘性なし,金雲母混

じる

3 黒褐色砂質土 (10YR3/1)締 まり有り・粘性なし・滞状遺構の覆

上の可能性有
4 褐色砂質土 (10YR4/4) 締まり有り・粘性なし

5 黒褐色砂質土 (10YR3/1)締 まり有 り,粘性なし・3層 に比べ砂

粒大きい

6 褐色砂質土 (10YR4/4) 締まり有り・粘性なし,褐灰色の砂少

混じる

7 褐灰色砂質土 (10YR4/1)締 まり有り・粘性なし・暗褐色の粒多

混じる

8 黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 まり有 り・粘性なし,2層 に比べ砂

紙/1ヽ さヤヽ

9 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)締まり有り・粘性なし。暗褐色の砂粒

少混じる

SD 9・ 16 土層説明

1 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締 まり有 り'粘性やや有 り,2層 に比べ

やや色調暗
2 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締まり有り・粘性なし

SD 8 土層説明

1 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締まり有り・粘性なし

SDll 土層説明

1 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締まり有り・粘性なし

SD12 土層説明

1 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締 まり有り・粘性なし

SDl
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

土層説明

表土・耕作土・褐灰色土 (10YR4/1)
にぶい褐色土 (75YR5/4)
にぶい褐色上 (75YR5/4)
にぶい褐色土 (75YR5/4)
にぶい褐色土 (75YR5/4)
にぶい褐色土 (75YR5/4)

黒褐砂質土 (25Y3/2)

にぶい褐色砂質土 (75YR5/3)

黄灰色シルト (25Y4/1)
にぶい責褐色砂層 (10YR4/3)

仄色砂～粘土層 (5Y4//1)

暗灰責色砂層 (26Y5/2)
にぶい褐色砂層 (75YR5/4)

黒色シルト (10YR2/1)

責灰色砂層 (25Y6/1)

灰黄掲色シルト (10YR5/2)

暗赤褐色礫層 (5YR3/6)

褐灰色砂質土 (76YR5/1)

責灰色シルト (25Y4/1)

仄黄褐色砂層 (10YR5/2)

灰色砂混礫層 (N4/0)

黒褐～褐灰色礫層 (5YR3/1～ 4/1)

キ

ィ 0        (1:100)       5m

SD9・ 11・ 13・ 14・ 16

SD3・ 12

EPB'
2644m

0      (1:60)     2m

水田耕作の影響強い 。酸化鉄斑顕者・締まり有り・粘性なし

水田耕作の影響強い 。酸化鉄班顕著 。やや灰色強・締まり有り。粘性なし

水田耕作の影響強い 。酸化鉄斑顕著・オレンジ色強・締まり有り,粘性なし

水田耕作の影響強い 。酸化鉄斑顕著・やや灰色強・締まり有り。粘性なし

水田耕作の影響強い 。酸化鉄斑顕著・オレンジ色強・締まり有り'粘性なし

締まり有り・粘性なし

締まり有り,粘性なし,黒褐色の粒 (マ ンガンか ?)少混じる

締まり有り・粘性なし・酸化鉄粒多含む

締まり有り,粘性なし

締まり有り・粘性・部分的にわずかにあり・酸化鉄多含む 。炭化物少含む

締まり有り'粘性なし,部分的に酸化がひどく暗赤褐色 (5YR3/6)を 呈す

締まり有り・粘性なし。砂粒は大きい酸化が進みこの色になったか ?

締まり有り ,粘性少し有り

金雲母などの砂粒で構成される 。締まり有り・粘性なし

締まり有り ,粘性なし

締まり有り。粘性なし。酸化した礫を中心に構成される

締まり有り ,粘性なし・酸化した鉄分多

酸化鉄粒を少し含む・締まり有り・粘性なし

締まり有り 粘性なし,金雲母を多含む

l cm弱から30 cmぐ らいの礫が多入る・河の濁流によって形成か ?

締まり有り 粘性なし。礫を中心に構成される

SPA'
2645m

SD13・ 14

SPG_…

…………………罵
==ミコEフ"~~~…くこ

==フ
アーーど受発誘3m

SD14

SDll

SPH            SPH'
2643m

ヤ

削

響

飾

0      (1:30)     lm

SD13    SD13・ 14 」二層説明
1 灰色砂質土 (5Y4/1)締 まり有り。粘性なし

SDll 土層説明
1 オリーブ黒色砂質土 (5Y3/1)締 まり有り・粘性わずかに有り

SD17 土層説明

1 灰色砂質土層 (5Y4/1)締 まり有り・粘性わずかに有り

Ａ

キ 守               緊4m

第 293図 3次 SDl(1) ・8・ 9(1)・ 10～ 14・ 刊6～ 18
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3次 1区

SD21

SPJ

SD21 土層説明

1 灰褐色砂質土 (75YR4/2)締 まり有り,粘性なし

2 褐灰色砂質土 (10YR4/1)締 まり有り・粘性なし・部分的に酸化して褐色のまだらが入る

締まり有り。粘性わずかに有り。2層 より責色強3 黄灰色土層 (75YR4/1)

0        (1:100)       5!

SD20

SPK SPK'

す
SD20 土層説明

l 黒褐色砂質上 (25Y3/1)締まり有り ,粘性なし

0      (1:30)     lm

SD19

SPL

SD19
1

4
土層説明

黒褐色砂質土 (25Y3/2)締 まり有り・粘性なし

第 294図 3次 SDl(2)・ 9(2)・ 19～ 21
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3次 1区

SD3

SD2

Ｄ２

１

Ｉ

Ｍ・

土層説明

責灰色粘土 (多5YR5/1)締 まり有り・粘性少し有り・酸化鉄斑顕著

―

2́647m

lm

SD3 土層説明

1-2 表土層

3 灰褐色土 (75YR4/2)シ ルト質・締まり有り。粘性なし

4 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)シ ル ト質土粒子とても細かい 。

締まり有り,粘性なし

5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 まり有り,粘性なし

6 褐灰色シルト+暗褐色土プロック (10YR4/1+75YR3/3)シ
ル ト質上に 8 5 alEl程 度の上泣子が密に混じる 。締まり有 り・

粘性なし

7 灰責褐色土 (10YR4/2)締 まり有り,粘性なし

8 灰褐色土 (75YR4/2)や や土粒子が細かい。締まり有 り,粘

性なし

9 灰褐～禍灰色砂質土 (76YR4/2～ 5/1)締 まり強・粘性なし

10 褐灰色シルト層 (10YR 5/1)締 まり有り・粘性なし

11 褐灰色上 (10YR 4/1)砂質土にぶい責褐色砂質上が混じる・

締まり有り。粘性なし

12 にぶい責褐色砂質土 (10YR 74)締まり有り。粘性なし

13 褐色砂質土 (75YR4/3)締 まり強・粘性なし

14 にぶい黄褐色～灰褐色土 (10YR4/3～ 75YR4/2)シ ルト質・

締まり強・粘性なし

猟
気
十

♀   ll lり    印

◎
ＳＰ５

0        (1 :80)      2m
i

ST妻
⊆覗n tt       y

2 暗褐色粘土 (10YR3/3)    旧表土締まり有り・粘性やや有り
3 褐灰色砂質土 (10YR5/1)   締まり有り'粘性なし・本田耕作面
4 黄褐色粘土 (10YR5/6)    締まり有り・粘性強い 。本田の床土面
5 灰黄掲色砂質土 (10YR5/2)  締まり有り,粘性なし・黒色の二酸化マンガン粒合む
6 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)  締まり有り・粘性なし・黒色の二酸化マンガン粒合む
7 褐灰色土 (ЮYR4/1)     締まり有り,粘性やや有り
8 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)締 まり有り・粘性やや有り
9 黄灰色砂質土 (25YR4/1)   締まり有り,粘性あまりなし・葦などの植物が駿化したものを多含む・炭化物も含む
10 浅責色砂質土 (Z5YR7/3)   締まり有り・粘性なし。金雲母少含む
11 黄灰色砂質上 (25Y4/1)   10層 より酸化鉄斑顕著
12 黄灰色砂質土 (25Y4/1)   10層に比べ色調暗い 。締まり有り,粘性あまりなし・尊などの植物が酸化したものを多含む
13 オリーブ黒色砂層 (5Y3/1)  締まり有り,粘性なし。自然遺物も少含む
14 オリーブ黒色砂混礫層 (5YR3/1)締 まり有り,砂利から5 cn程度の礫が主体
15 灰―黒色砂層 (5Y5/1～ N2/1)締 まり有り,粘性なし
16 灰色砂層 (10Y5/1)      締まり有り・活性なし
17 褐色砂混砂層 (75YR4/4)   礫が主体

第 295図 3次 SDl(3)～ 3
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層説訂▽コ

π

      麒焼土粒少含む▽ l倣 色蝦 土 mY硼
りSP15 土層説明

2 灰黄褐色砂質土 (10YR 4/

1 黒掲色砂質土 (10YR 3/1)

炭化物少合む

SP8

SP17 土層説明

文 褐灰色砂質土 (10YR 4/1)

灰黄褐色粘土 (10YR4/2)締 まりなし 粘性少有り
黄灰色粘土 (25Y4/1)締 まりやや有り'粘性少有り

８◎
４Ｓ

一
　

　

　

ＳＰＡ
一

土層説明

表土層

褐灰色砂質土 (10YR4/D

にぶい責橙色砂質土 (10YR614)

褐灰色砂質土 (10YR4/1)

禍灰色砂質土に5YR5/1)

早褐色砂質■ 95YR3 2)

にぶい黄橙色砂質土 (10YR6 3)
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                  sEA' 引

SP49 土層説明

土 (10YR 3/3)           1 

黒褐色砂ぢ

1 暗褐色砂質
主ブロック含む

             締まり強

                  副

         2647m
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き

18謙

炭化物少畳f

SP53                                                                1 
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獅
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7翻 繍 編 だ 噂 脇 卵
SP53 土層説明                SP55 土層説明         4黒 掲色粘質■ 10YRyゅ 締まり有り 粘性有り

1 暗灰黄色砂質土 (25Y4/2)          1 暗灰黄色砂質土 (25Y72) 5 にぶい黄褐色土住OYR5麗 )締 まり有り 粘性ほとんどなし,土粒子は細かくざらざらしている

2黒 褐働 雖 鶴 Ⅵつ

樹        引     続岳̀

EPB'ゴ

EPA'
2645n EPB     瀾    露 5m SP9

1

2

有り 粘性なし
にぶい黄褐色―黄灰色砂質土 (10YR5/4-
25Y71)上 がまだらに (マ ーブル状に)混 じる
締まり有り,粘性なし

黄灰色砂質土 (25Y4/1)締 まり有り 粘性なし

0            (1 : 30)           lm

・ 8´ヤ 10。 15′Ψ 18・ 48・ 49・ 51
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黙

3次 1区

SXl

Ｘ２

１

２

３

�

ｌ

２

３

４

５

６

７

Om

土層説明

表土層

表土層

黄褐色粘質土 (10YR5/6) 水田床土層 Fl
灰責褐色砂質土 (10YR5/2)酸 化鉄斑顕著

灰黄褐色砂質上 (10YR5/2)酸 化鉄斑顕著

にぶい黄褐色砂質上 (10YR5/3)

褐灰色砂質土 (10YR4/1) 炭化物粒少含む (SX001の覆土)

SPA'

土層説明

褐灰色土 (10YR5/1)締 まり有り・粘性少し有り 焼成遺構の覆土

褐灰色土 (75YR71)締 まり有り・粘性少し有り 最下層の薄く炭化物の堆積顕著

にぶい赤褐色焼土 (25Y臣/4)締 まり有り 炭化物の上に粗 く薄く堆積する

シルト質 覆い焼きの痕跡か ?

シルト質 炭化物が僅かに混じる

シルト質 最下層に炭化物の堆積 炭化物は細い枝材非常に薄い

0           (1 :30)         lm

Ｅ
Ｏ
寸
Ｏ
Ｎ

ｍヽ
住
の
一

Ｘ３

１

２

３

４

５

６

７

８

９

土層説明

灰黄褐色 (10YR4/2)締 まり強 粘性ほとんどなし

責灰色土 (25Y4/1) 締まり強 粘性ほとんどなし

焼土 (25YR4/6)  燃焼部非常にうすい

責灰色土 (25Y4/1) 締まり強 粘性ほとんどない

災化物層 (N2/0)  純炭化物層 細い枝材

黒褐色土 (10YR3/1)旧 表土

灰責褐色土 (10YR4/2)締 まりやや有り 粘性なし 耕作が及ぶ

黄灰色土 (25Y4/1) シルト質締まり有り 粘性なし マンガン粒が少し混じる

責灰色土 (25Y4/1) シルト質締まり有り 粘性なし 褐色の酸化鉄分 ?が混じる
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3次 2区

SD25

SD25 土層説明
1 表土 褐灰色土 (名5YR4/1)
2 灰褐色土 (75YR4/2)締まり有 り
3 褐色土 (75YR4/6) 締まり有り
4 褐灰色粘土 (■5YR4/1)締まり有り
5 黄灰色ひ質土 (25Y4/1)締 まり有り
6 黒褐色砂質土 (25Y3/2)締 まり有り

SD34

0    (1:80)   2m

0      (1160)

・粘性なし,水田耕作土
・やや粘性有り 水田床土
。やや粘性有り・昔の本田緋作土
・粘性なし・上層に薄く褐色上が入る・本田耕作土か ?

・粕性なし,SD25の 覆土

0         (1 : 80)      2m

SD35 土層説明
1 黄灰色砂質粘土 (25Y4/1)締まりは有るが柔らかい

粘性少しあり。酸化鉄分が部分的に混じる 。本田耕作
の中の上か P,SD32(2区全体にかかる)の中の一

変遷の可能性有

EPA                   EPA'
2653m

∽コ＞中山中‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐１‐‐‐ぃ孵‐‐‐‐‐‐１‐‐‐１‐中̈
い中山呻‐‐‐‐中‐‐‐‐‐‐‐‐Ｉ‐‐‐‐Ｉ‐１‐‐‐１中山山山‐‐‐‐‐‐‐‐１‐‐‐旧旧旧旧山呻∽コ＞）

０
３

ｔ

＼

ヽ

‐

／

ｒ

Ｅ
Ｏ
い０劇
　
　
　
”
　
中

ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

”
生
＋

SD34
1

2
3
4
5

6
7
8
9

土層説明

表土灰責褐色 (10YR4/2)
灰黄褐色粘土 (10YR5/2)本田耕作土・酸化した鉄分か ?水平して推積
褐灰色砂層 (10YR5/1) 締まり有り。灰色の日の粗い砂が混じる
褐灰色砂層 (10YR4/1) 締まり有り・水草の芽の跡らしき酸化鉄が筋状に少し堆積
褐仄色砂層 (10YR4/1) 締まり有り・灰色の目の粗い砂が層状に混じる
暗赤褐色砂質 (5YR3/4)締 まり有り・対流があったことを示すように波を打って堆積
暗灰責褐色砂層 (25Y4/2)締 まり有り。浸水層
褐灰色粘土層 (10YR4/1)締 まり有り・粘性強い
黒色粘土 (5Y2/1)   締まり有り,粘性強い 。落ち葉が層状に堆積する所もある→湿地

第 298図  3次 SD25。 34。 35
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3次 3区・4区

SBl

EPA

上層説明

暗褐色粘質土 (10YR3/3)

暗褐色粘質土 (10YR3/3)

暗褐色粘質土 (10YR3/4)

仄黄褐色粘質上 (10YR4/2)

灰黄禍色粘質土 (ЮYR4/2)

暗褐色粘質土 (10YR3/3)

褐色粘質土 (10YR4/4)

SP38

SPA

SP38 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黄 褐色粘質土プロック・

焼土プロック含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック・

炭化物含む

3 褐色粘質土 (10YR4/4)責褐色粘質土プロック・

焼土プロック多含む 炭

化物粒含む

摯

EPA'

第 299図 3次 SBl、 SP38・ 71～ 73

……
EPB        身           。12   ●io           EPB'

rm

SPA

SP71 '72・ 73 土層説明

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

黄褐色粘質土ブロック含む・焼土プロック・炭化物粒含む

責褐色粘質土プロック多含む

黄褐色粘質上プロック多含む・焼土プロック・炭化物粒含む

責褐色粘質土ブロツク多含む・焼土ブロック・炭化物粒多含む

黄褐色粘質土ブロック多含む・焼土プロック

黄褐色粘質土プロック含む・焼土ブロック・炭化物粒含む

責褐色粘質土プロック多含む

SP71 ・72

SPA SPA'
2653m

責褐色粘質土ブロック多合む

黄褐色粘質土プロック含む

庚化物粒少含む

SP38

0           (1 :60)          2m

SP73

SPA'
2659m

0           (1 :30)          lm
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3次 3区 。4区

SB2

― r

SB2 焼土・炭化物断ち割り部土層説明
1 暗赤褐色土 (5YR3/3)(焼 土)締まり有り,土質は緻密
2 黒褐色土 (75YR2/2)(黒色)(75YR2/1)の炭化物混じる・締まり

有り・土質は緻密
3 黒褐色土 (75YR3/2)締 まり有り。SB2の床構築粘土と思われる

0      (1:60)     2m

土層説明

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) シルト質黄褐色土プロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)  シル ト質黄褐色土プロック含む・炭

化物粒少含む・焼土プロック少含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)  黄褐色土ブロック多含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄褐色上ブロック・焼土プロック含

む 。炭化物少含む

敷物状の炭化物を含む 。焼土ブロッ
ク少含む

黄褐色土プロック含む

SB2
1

2
SPA'
2659m   3

4

寄3300区 ] 3,欠 SB2

暗褐色砂質土 (10YR3/3)

暗褐色砂質土 (10YRy3)

SB2カ マ ド

摯

0           (1 :30)          lm

SB2 カマ ド土層説明

l 灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)費褐色土プロック多含む

2 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)責褐色土ブロック・焼土ブロック多含む・災化

物含む

3 焼土 上面は非常に硬化している

4 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)焼土小プロック多含む 。尻化物・黄褐色粘質土

プロック含む

5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック

6 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色土粘質土プロック

7 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)焼土プロック・黄褐色土ブロック含む

8 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック含む・炭化物粒含む

9 灰責褐色粘質土 (10YR42)責 褐色土プロック多混じる

ｍ^
住
∽

ф
Ｌ
∽

・∞
住
∽

騨
鍼

卯豫
　
　

０℃
娩
３洗
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3次 3区・4区

SB3・ 4

SB3カ マ ド  酬

SPA'
2658m

カマド土層説明

灰褐色粘質土 (75YR4/2)黄 褐色粘質土プロック 焼土

プロック・炭化物含む

灰褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土プロック・焼土

粒・炭化物粒含む

褐灰色粘質土 (75YR4/1)焼 土粒・炭化物粒少含む

SPA                                                   SPA'
2660m

ね
矩
ヽ
（
Ｈ
ヽ
引
ｕ
暉
枢
・
ヽ
＾
巨
気
引
黎
　
（く
護
”
ｏ
こ

と
表
｛
顛
合
岬
К
哩
　
［

れ
ф
禦
尽
ギ
ペ

・
ヽ
＾
Ｈ
林
引
ｕ
暉
枢

（̈
導
館
”
自
）
と
ミ
ふ
Ｍ
Ｓ
ｕ
哩
肛
隠
　
出

蕃
濡
幽
引
　
寸
・
∽
ｍ
∽

麹
萌

EPA'
2660m

EPA EPA'

:F   ■    6  4基 ____ャ _2660m

SB4カ マ ド

ン
k,一 毛

・ｍ
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0      (1:60)     2m
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0      (1:30)     lm

雰3301[コ  3,欠 SB3・ 4

カマ ド土層説明

暗褐色粘質土 (75YR3/3)  焼上小ブロッタ・炭化

物多含む

焼土ブロック・暗褐色粘質土 (75YR3/3)
にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロッ

ク・焼土プロック含む

灰責褐色粘質土 (10YR4/2) 焼土プロック・炭化物

多含む
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3次 3区 。4区

SB5

つ
癒
禦
尽
ギ
≪

・
へ
（
Ｈ
体
引
Ｍ
翼
Ш
哩
囃
・
ヽ
、
巨
体
引
餌
槃
劇
暉
枢

（ぐ
�
房
自
）
引
Ｍ
架
岬
暉
隠
　
出

蕃
濡
凹
引
　
ゆ
ｍ
∽

EPA

0     (1:60)     2m

摯

EPA'
2659m

キ                            |
I                     I

ゝ
慾

EPC'
の                 2659m

SB5カ マ ド

引   引
SPA                        SPA'

2659�

鯵

O           (1 :30)          lm

SB5 カマ ド土層説明

1 黒褐色粘質上 (loYR3/2)黄褐色土プロック含む 焼土粒・炭化物粒含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄褐色土プロック含む 炭化物・焼土プロック

多含む

3 焼土

4 灰責褐色粘質上 (10YR4/2)黄褐色土ブロック含む 炭化物・焼土プロック

少含む
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3次 3区・4区

SB6
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26575m

Ａ
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ふ
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と っ

′

__樹______´ ノ́′

ど

SPA'

毬

SB6 上層説明

l 灰黄褐色土 (10YR4/2) 土粒子は細かい。焼土小片・炭化物小片がごく少混じる。締まり強硬い
2 黒褐色粘土 (IⅣR3/1) 土粒子は綱かい・焼土小片をごく少混じる・締まり強
3 灰黄褐色土 (10YR4/2) 土粒子は細かい。締まり強硬い
4 にぶい黄掲色土 (101R5/3)土 粒子は細かくやや粘性を持つ 締まり強 (貼床の床面と思われる)
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工
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Ａ
キ
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キ

ｍ
Ｌ
∽

∞
住
Ш

３６

１

２

３

４

５

６

Ｓ

印      飾

SB6カ マ ド

にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)焼 土大ブロック・

黄褐色土プロック多含む
褐色粘質土 (10YR4/4)黄 褐色土ブロック・焼土小
ブロック・炭化物含む
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色土粒・焼上粒・

炭化物粒含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土ブロッ
ク多含む 炭化物粒少含む
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)責 褐色土ブロック・焼
土ブロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色土ブロック多含む

岳|

SPA'
2659m

0      (1:60)    2m

0      (1:30)     lm

夢3303[コ  3,欠 SB6、 SP13

SB6内  ピット1

Ч

SB6内  ピッ ト3

SPA            SPA'

o           (1 :30)          lm

SP13

X        6m

EPE                            EPE'

へ、′歳レヽ一__′…｀~、_ッ′
2656m

岳|

EPA'
2659m

SB6内 ビット1・ 2 土層説明

1 褐色粘質土 (10YR4/4)
砂多 く混じる。上層部分に
戻化物多含む 。黄褐色ブ
ロック含む

2 褐色粘質土 (10YR3た )

砂混 じる・黄褐色土プロッ
ク多含む

SB6内 ピット3 土層説明

1 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
黄褐色土ブロック・焼土粒・

演化物含む
2 褐色粘質土 (10YR4/4)

黄褐色土小プロック・焼土
粒・炭化物粒含む

SP13

ν

2657m
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3次 3区・4区

SB7・ 8

理 8m
SB8                  SB7

Ч

ィ SPA'
生 2689m

EPB                                        EPB'
2659m

SB7

Ｂ８

１

２

SB8焼土範囲

3m

焼土範囲土層説明

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)責 tB色土ブロック・焼土小ブロック多含む

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)焼 土小プロック含む

SB7カ マ ド

W

SPA                    SPA'
2659m

カマド土層説明

暗赤褐色粘質土 (5YR3/2)焼 土ブロック多含む・炭化

物粒含む

黒褐色粘質土 (5YR3/1) 焼土プロック・炭化物含む

0      (1:60)     2m

SB7・ 8 土層説明

1 褐色粘質土 (10YR4/4) ややブロック含む・黄褐色土ブロック・焼土粒災化物粒プロック含む
2 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)黄褐色土プロック・焼土粒・ブロック・炭化物含む

SB8カ マ ド
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1

第 304図 3次 SB7'8

カマ ド土層説明

暗褐色粘質土 (10YR3/3)焼 土プロック多含む・黄褐色

土プロック・炭化物含む

黒褐色粘質土 (10YR2/3)責 褐色土プロック・炭化物・

焼土小プロック含む

Ч
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3次 3区・4区

贈善
①

SB10'36

SPA

SB10・ 35・ 36 土層説明                   テ
1 暗褐粘質土 (10YR 3/3)   やや砂質,黄褐色粘質土ブロック・炭化物粒含む
2 暗褐粘質土 (10YRン4)    やや砂質.黄褐色粘質土プロック,炭化物粒・焼土小プロック含む
3 黒掲色粘質土 (10YR3混 )  やや砂質,黄褐色粘質土プロック 焼土プロック多含む
4 にぶい黄褐色粘質土 (10Y馳/3)やや砂質 黄掲色粘質土ブロック,焼土ブロック含む
5 褐色粘質土 (10Y饉く)   やや砂質・黄褐色粘質土ブロック 焼土小ブロック,炭化物粒含む
6 暗禍色粘質土 (10YRν 3)  やや砂質 黄褐色粘質土ブロック
7 褐色粘質土 (10YR4/6)   やや砂質・黄褐色粘質土ブロック
8 灰黄褐色粘質土 (10YR4 2) やや砂質 黄褐色粘質土ブロック
9 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)やや砂質・黄褐色粘質土ブロック 炭化物粒含む

SB33・ 35・ 44

Ｓ
「

・Ш
Ｌ
Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ш
主
Ш

∞
ｏ
ｍ
∽

SB36

.6    .B      EPA'EPA'

¬       テ∝飾

暗掲色粘質土 (10YR3/3)やや砂混じる 黄褐色粘質土ブロック・焼土プロック,炭化物含む
暗褐色粘質土 (10YR3麗 )やや砂混じる。黄褐色粘質土ブロック 焼土ブロック 炭化物合む
灰黄褐色粘質土 (10YR4 4)や や砂混じる 黄褐色粘質土ブロック,焼土プロック・炭化物含む
黒褐色粘質土 (10YR3混 )黄掲色粘質土プロック 焼土小プロック 炭化物粒含む
黒掲色粘質土 (10YRン 2)黄褐色粘質土ブロック・焼土小プロック・炭化物多含む

ａ

ｂ

ｃ

Ｏ

⑮

SB33・ 35・ 44 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
2 暗褐色粘質土 (10YR3/4)
3 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)
4 褐色粘質土 (10YR74)
5 暗褐色粘質土 (10YR3々 )

6 褐色粘質土 (10YR4/6
7 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
8 暗褐色粘質土 (10YR3/4)
9 褐色粘質土 (10YR 4た )

10 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

やや砂混じる 。黄褐色粘質土ブロック・焼土ブロック・炭化物含む
やや砂混じる 。黄褐色粘質上ブロック 焼土ブロック・炭化物含む
やや砂混じる・責褐色粘質土プロック・焼土プロック・炭化物含む
黄褐色粘質土ブロック多含む
黄褐色粘質土ブロック含む・焼土ブロックおよび炭化物少含む
黄褐色粘質土プロック多含む
黄褐色粘質土ブロック・焼土粒・炭化物粒含む
黄褐色粘質土プロック・焼土粒・炭化物粒含む
黄褐色粘質土ブロック含む
黄褐色粘質土ブロック・炭化物粒含む

SB38
EPC

SB38

EPB
.3

:9 1    EP8'

___2657m
行＼

0      (1:60)     2m

併:306[劉  3,欠 SB10(1)。 33・ 35。 36(1)・ 38(1)・ 44
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3次 3区・4区

SB10 カマド土層説明

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

2 にぶい責褐色土 (10YR4/3)

3 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)

4 灰責褐色土 (10YR72)
5 灰責褐色土 (10YR4/2)

0     (1160)     2m
I

SB38

SB38 土層説明

1 表土
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土プロック・焼土粒・炭化物粒含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土ブロック・焼土粒・炭化物粒含む

4 褐色粘質土 (10YR4/4)責 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック 炭化物含む

SB36カ マ ド

SPA'

SB36 カマド土層説明

1 灰責褐色粘質土 (75YR4/2)

2 褐色粘質上 (10YR 4/4)

砂混じる・焼土プロック多合む・黄

褐色粘質土プロック含む

黄褐色粘質土ブロック・焼土粒含む

焼土ブロック多含む 炭化物含む

締まり有り。焼土小片の濃化物含む・粘性なし

締まり有り・粘性なし'周辺に比べ土粒子がやや粗い

シルト質・締まり有り・粘性なし・焼上片を少含む

締まり有り・粘性なし ,シ ルト質

SB36 焼土範囲土層説明

1 褐色粘質土 (75YR74)
2 褐色粘質土 (10YR4//4)

SB36焼土範囲

焼土ブロックおよび黄褐色粘質土プロック多含む

焼土ブロック少合む 責褐色粘質土ブロック含む

SB38内 ピッ ト1

SPA 聖

２６５

SB38内 ピット1 土層説明

l 黒褐色土 (75YR3/1)

2 黒褐色土 (10YR3/2)

3 黒褐色土 (10YR3/2)

0      (1:30)     lm

締まり有 り,粘性わずかに有り。炭化物含む・

部分的ににぶい黄褐色の土がブロックに入る

締まり有り・粘性やや有 り

締まり有り・粘性なし。ややシルト質

第 307図  3次 SB10(2)。 36(2)。 38(2)

SB10カ マ ド

SPA'
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3次 3区・4区

SB12 SB12南壁床下ピット
摯

09

2や

'

ぬ
°

ざ
　
９

SP68'69'70 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR32)

2 にぶい責褐色粘質土

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

4 黒褐色粘質土 (10YR3/1)

5 黒褐色粘質土 (10YR2/3)
6 黒褐色粘質土 (10YR3//2)

7 黒褐色粘質土 (10YR3/1)

EPA'8 
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

やや砂混じる 。責褐色粘質土ブ
ロック・炭化物含む

やや砂混じる・黒褐色粘質土ブ
ロック多含む

やや砂混じる 。黄褐色粘質土ブ
ロック・炭化物含む

砂混じる 。黄褐色粘質土ブロッ

ク・炭化物含む

締まり強

責褐色粘質土ブロック多含む

黄褐色粘質土プロック多含む・

炭化物・焼土粒含む

責褐色粘質土プロック多含む

ギ

沙ぽ
ρ

ゴ斌
鈎3

【
°
メ

SB12カ マ ド

卦  ン

η 2

SPA'
2657m

0      (1:60)     2m

SB12 カマ ド土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土プロック・焼土ブロッ

ク・炭化物含む

暗掲色粘質土 (10YR3/3)焼 土を主体とする

にぶい黄褐色粘質土 (5YR4/3)焼 土・炭化物含む

焼土

黒褐色粘質土 (10YR2/3)黄 褐色粘質土ブロック・炭化物粒・

焼土粒含む

5 焼土ブロック

6 暗褐色粘質土 (10YR3/4)焼 土プロック多含む・責褐色粘質土

ブロック

7 褐色粘質土 (10YR4/4)責 褐色粘質土ブロック多含む

0      (1:30)     lm

3,欠 SB12、  SP68´ヤ70
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3次 3区・4区

SB13

澤 罵 6

0      (1:60)     2m

SB13 炉

毬| 聖 割 評|

2656m

EPB                   EPB'
2656m

鶏とm3姿驀彊i留曽星多!け,学

D朔じる・

SPA'

SP65 上層説明

1 黒13色粘質土 (1ばRy2)砂混じる・

黄褐色粘質土プロック・炭化物含む
2 黒褐色粘質土 (10YRyl)砂 混じる・

黄褐色粘質土プロック・炭化物含む

SP66 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3潟 )砂多混じる・黄
掲色粘質土プロック多合む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・黄褐
色粘質土プロック多含む

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)砂 混じる

SPA'
2655m

3 sP67 
土層説明
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SPA SP65

SP66
SPA

琴
濡
凹
刊
　
ｏ
一ｍ
∽

0           (1 :30)          lm

1

2

3

黒禍色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる・

黄褐色粘質土ブロック,炭化物含む
黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 混じる・

黄褐色粘質土ブロック 炭化物含む
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)砂混じる。

黄褐色粘質土ブロック

第 309図 3次 SB刊 3、 SP65～ 67・ 75～ 79
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3次 3区 。4区

SB14

0            (1 : 60)           2m

SPA SB14内 ピ ッ ト l     sPA'
2656m

SB14内 ピット1 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

SB14内 ピッ ト5
SPA             s2△ '

2666m

SB14内ピット5 土層説明
1 黒褐色 (10YR3/1)
2 褐色 (10YR3/4)

SP3

るような感じ
4 褐色粘質土 (10YR4κ )やや砂質・黄褐色土ブロック含む

2 暗掲色粘質 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロッ
ク・炭化物粒合む

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質
土プロック多含む 炭化物粒含む

4 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブ

,    ロック

而 5晉
弄塀蘇

土 ωYttD黄 褐色粘質土ブ

6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 掲色粘質土ブロッ
ク・犬化物粒含む

7 褐色粘質土(10YR4れ )責楊色粘質土ブロック・
SP31           炭化吻粒含む

8 暗褐色粘質土 (10YRy3)黄 褐色粘質土ブロッ
ク・炭イヒ物粒合む

9 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土プロッ
ク 炭化物

SB14内 ピット2・ 3   ビツト9

1 黒褐色 (10YR3/2)
2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
① 掲色 (10YR4//4)
② にぶい黄褐色 (10YR 4/3)

SPA SB14内 ピット6・ 7

SPA                  SPA'

SB14 炉土層説明

l 灰褐色粘質土 (5YR4/2)焼 土ブロック・黄褐
色土プロック多含む

2 焼土 (5YR3/6)

3 にぶい黄褐色粘質士(10YR4 3)自 色粘土ブロッ
ク含む。炭化物

4 褐色砂質土 (10YR4汚 )黄褐色ブロック含む

S814内 ピッ ト4
SPA           s2△ '

3
・∞
征
∽

め
，

Ｏ
ｐ

い
∝
∽

訥  ST亀 爾
y胃

ばMか 砂混じか 黄褐色土ブロック含む・炭化物粒少含む
2 褐色粘質土 (10YR4た )砂混じる・黄掲色土ブロック 焼土ブロック 炭化物含む
3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4潟 )砂混じる 黄褐色土ブロック多合む

7                       キ弄著荘塚急とこi【
jあ醒恥質土プロッ

SB14内 ピッ ト4
1 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)
2 にぶい黄褐色土 (10Y踏 /3)

SB14内 ピッ ト8

SPA          sPA'
2656m

SB14内ピット8 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

SB14内 ピット6・ 7 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YRy3)黄 褐色土ブロック多含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黒 褐色粘質土ブロック多含む
3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック,にぶい黄褐色粘質土ブロック含む
4 暗掲色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む
5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック多含む

EPA sP22

併;310[瓢  3,欠 SB1 4、  SD36、  SP3・ 21 ・22・ 27～ 33

EPA'
2656m

SPA                 SPA'         SPA SP21 ,22

托蘇
SP3 土層説明                      1 暗褐色粘質土 (10YR3潟 )黄褐色粘質土ブロック多含む

:鰯蟄籐持:溌斧移
拿鱒熱靭識聯筆御斃甲ゝ

弐―よ
げ
訂

西壁セクション(SB8 7)SP29 31 32 33
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3次 3区 。4区

SB15 土層説明

l 表土
2 黒褐色粘質土 (10YR2/2)

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック多く含む 焼土小ブロック・決化物含む
4 褐色粘質土 (10YR4/4)  黄褐色粘質土プロック・焼土小プロック・炭化物含む
5 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック・焼土小プロック・炭化物含む
6 にぶい黄褐色粘質上 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む

講_=   鶏佑m

SB16

√
＝
脳
〃

SB15 カマ ド土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黄褐色粘質土ブロック・焼土小ブロック・炭化物含む
2 褐色粘質土 (10Y融/4)黄褐色粘質土プロック多含む 焼土粒・炭化物粒含む

SP12

SP12 土層説明

1 暗褐色粘質土 (1帆R3/3)黄 褐色土プロック多含む・焼土プロック含む
2 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック多合む
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック含む 焼土プロック少含む
4 褐色粘質土 (10YR4/4)黄 褐色土プロック含む

0           (1 :30)          lm

0           (1 :60)          2m

0      (1:60)     2m

SB16 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック・濃化物粒合む

2 褐色粘質土 (10YR4/4)黄 褐色土ブロック・焼土小ブロック・庚化物含む

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)炭化物・焼土ブロック含む

4 褐色粘質土 (10YR4/6)炭 化物・黄褐色粘質土プロック含む

第 311図 3次 SB15。 16(1)、 SP12
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3次 3区・4区

EPA'
2660m

SB16 カマド土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土ブロック多含む 。焼土小プロック・炭化物含む
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄褐色粘質土ブロック多含む・焼土プロック多・炭化物含む
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼土小プロック・炭化物含む
4 褐色粘質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土ブロック多含む・焼上プロック・災化物含む
5 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック含む

第 312図 3次 SB16(2)

Ｅ
Ｏ
い
０
ミ

・Ｏ
Ｌ
Ш

Ｏ
Ｌ
硼

ヽ

１

EPA

EPB                          EPB'
2660m

0            (1 : 60)           2m

0           (1 : 30)          lm

盟蜘

SB16カ マ ド
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SB17
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EPA'

S817 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3) 0     (1:60)    2m

SB17カ マ ド

o           (1 :30)          lm

責褐色粘質土プロック・焼土プロック (少 )・

災化物含む

2 暗褐色粘質上 (10YR3/4)黄 褐色粘質土プロック・焼土プロック (少 )

3 灰責褐色粘質土 (10YR4//2)焼土プロック・炭化物含む

4 黒褐色粘質上 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック・炭化物含む

5 にぶい黄褐色粘質■ (10YR4//3)責 褐色粘質土プロック・炭化物粒含む

6 褐色粘質土 (10YR4/4) 黄褐色粘質土ブロック・焼土ブロック含む

7 暗褐色粘質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土プロック・焼土ブロック多含む

8 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 土ブロック多含む

9 にぶい資褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック含む・焼土ブロッ

ク・災化物少含む

10 黒褐色粘質土 (10YR3/2)炭 化物多・焼土プロック含む

11 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土プロック・炭化物・焼土ブロッ

ク少含む

図

SB17 カマ ド土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

2 褐色粘質土 (10YR4/4)責褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)焼 土ブロック・炭化物多含む

4 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土ブロック多含む・焼土ブロッ

ク含む

5 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)

6 褐色粘質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質上ブロック・焼土プロック少含む

7 暗褐色粘質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土プロック・焼土プロック多含む

8 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼 土プロック多含む

9 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック・え化物・焼土ブ

ロック含む

10 黒褐色粘質上 (10YR3/2)炭 化物多・焼土ブロック含む

■ 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック少含む・炭化物・焼土ブロッ

ク少含む

3ツkSB呵 7

紗
確
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弯◇必め
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評
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・部分的に褐色上がマープル状に入る
粘性有り。1層 に比べ砂がやや混じる

。粘性やや有り。2層に比べ色調が暗くさらに砂混じる

SB18カ マ ド

0           (1 :30)          lm

SPA'
2657m

土層説明

黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有り
黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まり有り
黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まり有り

カマド土層説明

黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強硬い 。焼土細片混じる
黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強硬い・焼上の粒大混じる
暗赤褐色土 (5YR3た ) 純焼土層
黒色粘土層 (75YR2/1)締 まり強・焼土小片と尻化物が多混じる
暗褐色粘土層 (10YR3/3)締まり強・焼土小片が少混じる。カマ ドの中の空間部が埋まったものか P

黒褐色粘層 (10YR2/2)締 まり強・焼土小片がわずかに混じる
暗褐色上 (10YR3/4) 締まり強・土は削るとサラサラしている・カマ ド構築粘上の可能性有り
焼上が少し混じる
黒褐色粘土 (75YR3/1)締 まり強・カマ ドの掘り込み基底部

SB19 土層説明

1 にぶい黄褐色粘土 (10YR 73)締

まり強 粘性やや有り

SPB'

SD31
SPD                SPD'

醐 媚   

諭

l 黒褐色シルト質土 (10YRν 2)非常によく締まっ
ていて硬い 粘性なし

2 にぶい黄褐色～黒掲色シルト質土 (10YR4 3～
3/2)非 常によく締まっている・粘性なし

3 褐色シルト質土 (10YR4 4)非常によく締まる
粘性なし

SP45 土層説明
1 褐色土(10YR4/4)黄 掲色土粒を含み締まり有り

粘性なし
2 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)褐色土粒混じる

やや粘性が有り.締 まりない

SP46 土層説明

l 暗褐色土(10YR3/3)黄 褐色土粒.炭イヒ物粒を少々
含みやや粘性があり,締まりない

2 暗褐色土 (10YRV4)黄褐色土池混じる 締ま
り強 炭化物粒を少々 含みやや粘性

2m

P
2654m

EPA'

第 314図  3次 SB18。 19、 SD3呵 、 SP45・ 46
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SB22カ マ ド

が

o      (1160)     2m

摯

EPA′′

0     (1:60)    2m

SB21カ マ ド

SP61

SPA        SPA'
2658m

土層説明
~＼

しア
′

黒褐色粘土 (1ばRνl)締まり有り 粘性有り
暗褐色4L土 (10YR3/3)締 まり有り'粘性やや有り

SP62
SPA SPA'

謎淵¨∞

(1 :30)         lm

むm

1 黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まりやや有り'粘性やや有り
2 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有り,粘性やや有り

SP62 土層騨

SB22焼 土

SPA        sPA'

へ

26S8m

一き

∽

SB22 焼土土層説明         1 黒褐色砂質土 (75YR3/1)焼土ブロック・炭化物を含む

ウ 繁 ピ粥課堪歳痣畷賜T斧ユリ有  
黒褐色砂質土 優5Y3A)褐色砂質土混じる

り,粘性なし

o      (1:30)     lm

併:315:コ  3,欠 SB20～ 22、 SP61 ・62

⑬塾'

SB22 カマ ド土層説明
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3次 3区・4区

SB23・ 27・ 28 SP59。 60

_EPA

SB23

SPA

SPA―

S818

SB28カ マ ド

0      (1:30)     lm

SP60
SPA SPA'

2657m

SP60 上層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)締 まり有り 粘性弱

が      2 
黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 まり有り.粘性弱

SB23・ 28 SP59 J=サ冒説明

辮齢1 961RM)絡 まりあま,れ ボロボロと崩れやれ卜炭llV朔 じるMllやや有〕
黒褐也粘10科 R,り 締ま,やや無しボロボロにな,やすい炭似

"続

土少混じる.祐性やや
=).締作の影響か!

暗構とと(101辮0絡ま,有 , 粘となし,炭化物少混じる
暗褐皿 101R♂0絡ま,市 ,hllなしサラサラしたシルト質
暗協也土似OY齢0織〕|).粘性なしにお1瑣棚色土混じる劇圏穫土
黒縄ιtt QttR,り 締ま,有〕粘性なし.炭イ助少混じる
暗協色土(1硯Ry〕 )絡ま,有 ).粘性あ,,1荘子細かい
囀tl住〕Ⅷか縮 ,有 ,縦や常 ,

旱構色土伸YR罷)絡まり有り輔とややt,
黒協色土但OYttn 4ま ,有 ,粘 Lほとんどなし
黒褐色土(10!辮勤絡ま,強

,黒裾也上9副T,り 暗灰也(10¶ )のとが少しマーアル代は混じる.

別の欧勘妹面になっ3略可縦が訥卜
hllほ とんどなし

黒協也とは〕!脇い締ま,有〕.盤とほとんどなし,黒櫛色土

“

硯70がまだらに毘じる.制路預と
暗褐也土10hP3 1)雑ま,有 ).粘性なしヽンルト質
購協色土はOIP3131織 り強,Mllほ とんど無し阜鶴Ll住〕釈M～縦)混じる.SWB床 面

SB27

Ｅ
小飢雨謳「‐‐‐‐、ハ出四ハ和̈

】「ＨⅥＨＮ酬側剛一ｍⅦ＝川川和ｒ‐ｌЩＨＨ「「中中「、‐‐一一山卿

∞
に
∽ 房|

SPA'
2657m

盟
~Ч縫箋3ビm

穿:316図  3,欠 SB23・ 27・ 28、 SP59。 60・ 63

EPD                                     EPDl

ぺ     __ _ 方

2658m

0            (1 160)         2m

S828 カマ ド土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/2)締 まり強・

粘性あまりなし 大形 (長径2～

4cnT■度)の焼土プロック混じる
2 褐灰色± 10YR4/ゆ 締まり強・

粘性なし,中形 (長形1～ 2 cm)

の焼土ブロック混じる
3 灰黄褐色土 (10Y酌9)締 まり強・

粘性なし,小形 (長 形 l cm以 下)

の焼土ブロック 炭化物少混じる
4 黒褐色土 (10YR3/2)締 まり強・

粘性なし,小形の焼土ブロック少・

炭化物少混じる

SB23 カマド土層説明
1 黒褐色土 (75YR3定 )締まり有り 粘性なし,大形の焼土塊 (7 cm程 度)

多含む
2 黒褐色土 (75YR3/1)締 まり有り 粘性なし,焼土塊多合む
3 黒褐色土 (75YR3/1)締 まり有り'粘性なし 焼土は少ないやや黄褐色

ぎみ
4 黒褐色土 (10YR3/2)締 まり有り'粘性なし,シ ルト質

SB23・ 28'SP59

叫
・一．ヤか
こ
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3次 3区・4区

SB24・ 25

SB24・ 25 SP44 ユニ層説明

I 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土小プロック・炭化物含む

1 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土ブロックやや多合む

2 にぶい黄褐色粘質土 (10YR73)や や砂混じる・黄褐色粘質土プロック多含む

3 褐色粘質土 (10YR76) やや砂混じる 黄褐色粘質土プロック合む

4 褐色油質土 (10YR74) やや砂混じる・黄褐色粘質土ブロック含む

5 褐色粘質土 (10YR4麗 ) 黄褐色粘質土ブロック含む。炭化物粒含む

6 掲色粘質土 (10Ⅵ巡/6) 黄禍色粘質土プロック多合む 炭化物粒含む

① 暗褐色粘質土 (10YR♂ 4)黄褐色粘質土小プロック・炭イヒ物含む

① 暗掲色粘質土 (10YRy3)黄 褐色粘質土プロック・炭化物含む

障

．

Ｎ
０
０
∞
ヨ

,あ ⑬

鞄 W'的   ~
名5

EPttAヒ

ーーーーニ生一一どど
|ど

とこととと≦ζ:::岳 _化
とこ__サ

:逆生__=■ 学/」
著筆 5m

SB26 土層説明

1 表土

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック・

焼土ブロック・炭化物含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック・

焼土プロック・炭化物含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック多

含む

暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック・

焼土プロック・炭化物やや多含む

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック・

焼土ブロック・炭化物やや多含む

0      (1:60)     2m

穿S317図  3,欠 SB24・ 25。 26(1)、  SP44
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3次 3区 。4区

SB26

SB26焼土範囲② 土層説明

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土
ブロック多含む 焼土ブロック含む

2 灰黄褐色粘質土 (10YR4混 )黄褐色粘質土
ブロック 焼土プロック含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブ
ロック含む

SB26内 ピット1 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄 褐色粘質土
ブロック,炭化物含む

2 黒褐色粘質土 (10YRν 2)黄褐色粘質土
0      (1:30)

0           (1 : 30)         lm

SB30 夕本 が 柄

(10YR3/3) 黄褐色粘質土プロック 炭イヒ物`焼土ブロック合む
(10YR3/8) 黄褐色粘質土ブロック・炭化物 焼土プロックやや多

Ｅ
　

　

　

　

　

謝

SB26焼土範囲①                SB26焼 土範囲①               sB26焼 土範囲②
SPA                                 SPA'    SPB                          SPB'         SPC                        SPC'

小 輌     郷 術     騨 m

SB26内 ピッ ト1

0          (1 :60)         2m

SPA

SB26内ピット2 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR2 2)黄 褐色粘質土プロック含む
焼土プロック 炭化物少含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黄 褐色粘質土ブロック含む
焼土ブロック・炭化物少含む

3 黒褐色粘質土 (10YR2/3)黄 掲色粘質土ブロック多合む

SPA

SB26焼土範囲① 土ほ説明
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄褐色粘質土,黒褐色粘質土ブロッ
ク多含む 焼土ブロック合む
暗赤掲色粘質土 (5YR3/4)焼 土多含む
黒褐色粘質土 (5YW/2)焼 土ブロック 炭化物含む
褐灰色粘質土 (75YR4/1)黄 褐色粘質土プロック・焼土プロッ
ク含む
褐色粒質土 (10YR74)黄 褐色粘質土ブロック,焼土プロック,

炭化物含む
6 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック・炭イヒ物・焼

土粒合む

im プロツク多含む
3 黒褐色粘質上 (10YR2/2)黄 褐色粘質土

プロック多合む
4 黒褐色粘質土 (10YR〃 3)黄褐色粘質土

ブロック多含む
5 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色

粘質土ブロック多合む

―――-6PA'

i2658m

SB29 土層説明

1 表土
2 暗褐色粘質土
3 暗褐色粘質土

含む
4 暗褐色粘質土 (10YR374) 黄褐色粘質土プロック・炭化物,焼土ブロック多含む
5 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック 炭化物 焼土プロックやや多

含む
暗掲色粘質土 (10YR3た) 黄褐色粘質土ブロック多含む
暗掲色粘質土 (10YR3/3) 黄褐色粘質上ブロック 炭化物合む,焼土ブロック多
合む

8 黒掲色粘質土 (10YR2カ) 黄掲色粘質土ブロック多含む
9 黒掲色粘質土 (10YR3 2)黄 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック合む
10 褐色粘質土 (10YR4/4)  黄褐色粘質土ブロック多含む
■ 黒褐色粘質土 (10YR3氾) 黄獨色粘質土プロック含む

SB30内 ピッ トl  sPB            sPB,

0      (1:30)     lm

SB30 上層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 混じる 黄褐色粘質土ブロック多含む 炭ヽ化物粒含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む
3 灰黄褐色粘質土 (10YR4泡)黄褐色粘質土プロック含む

埠びΨ

枇 痒 塁 騨
師sT臨

給 猛義誓菊許嘉色粘質土ブ狛/ク 多含む
2 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)や や砂混じる 黄掲色粘質土ブロック合む

第 318図 3次 SB26(2)。 29。 30
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3次 3区 。4区

SB31 。SP50
SP50

0           (1 :30)         lm

SP50 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)焼 土粒・災化物粒・黄褐色粘質土泣含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土粒・焼土小プロックやや多

含む・炭化物粒含む

3 褐色粘質土 (10YR4/4) 責褐色粘質上粒・炭化物粒含む

SB32カ マ ド

SB32 カマド層説明

l 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土プロック・焼土ブロック多含む

2 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)責褐色粘質土プロック・焼土プロック多含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄褐色粘質土プロック・炭化物粒含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 桐色粘質土プロック

5 褐色粘質土 (10YR4/4) 責褐色粘質土プロック多含む 。焼土プロック・炭化物含む

6 にぶい費褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック・焼土プロック含む

0           (1 :30)          ln
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EPA'

SB34 土層説明               やヤ8'°

1 表土
2 暗褐色粘質土 (10YR3/4)や や砂混じる・責褐色粘質土ブロック・焼土プロック・炭化物含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)や や砂混じる 。黄褐色粘質土ブロック・焼土ブロック・炭化物含む

4 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック少含む 焼土ブロック少含む 黒褐色粘質土ブロック含む

5 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック・焼土ブロックやや多含む 焼土ブロックやや多含む 黒掲色粘質土ブロック含む

6 褐色粘質土 (10YR4/4)やや砂混じる 責褐色粘質土ブロック

7 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)責 褐色粘質土プロック・焼土ブロックやや多含む 焼土ブロックやや多合む 。黒褐色粘質土ブロック含む

8 にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)黄 褐色粘質土ブロック多く含む 炭化物・焼土粒含む

SB37カ マ ド

3次 3区 。4区

SB34

ISPA'

2657m

EPA'

SB37 土層説明

1 表土
2 黒褐色粒質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む

3 黒褐色粒質土 (10YR2/2)責褐色粘質土プロック・焼土ブロック・炭化物含む

4 黒褐色粒質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土ブロック多含む

0      (1:60)     2m

雰:320[瓢  3,欠 SB34・ 37

SB34カマ ド

カマ ド土層説明

o      (1:30)     lm

暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック 焼土ブロック・炭化物含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック 焼土プロック・炭化物含む

褐灰色粘質土 (10YR4/1)炭 化物層・焼上層
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)焼 土ブロック多含む 。締まり強

黒褐色粘質土 (75YR3/2)焼土ブロック少含む

SB37 カマド土そζ誘
望墨垂垂ミテ

堅奎義言
丞―!J詮

‐5m

l 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂混じる 焼土ブロック多含む

2 暗掲色粘質土 (10YR3/4)砂混じる 。黄褐色粘質土ブロック

3 極暗赤褐色粘質土 (5YR2/3)焼 土化しかかっている 炭化物少含む

4 褐色粘質土 (10YR4/4)砂 混じる 。炭化物 焼土粒含む

5 暗褐色粘質土 (75YR3/4)砂混じる 焼土ブロック多含む

6 黒褐色粘質土 (75YR2/2)砂混じる 。炭化物を多合む
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SB37 焼土範囲上層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)焼土ブロック多含む

2 褐色粘質土 (10YR4た )焼 土プロック含む
0      (1130)     lm
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SB39・ 41

SP39

!戸  /    毎 /SB41     ・ 4     /             マ   /   ^.I

3次 3区・4区

SB41内
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・引

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

暗掲色粘質土 (10YR3/3)や や砂質・焼土小プロック少含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)や や砂質 黄褐色粘質土プロック・焼土ブロック・炭化物合む
暗褐色粘質土 (10YR3/4)や や砂質・黄褐色粘質土ブロック含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂質 焼土ブロック 炭化物含む
暗褐色粘質土 (10YR3/4)や や砂質・黄掲色粘質土プロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂質 黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック,炭イヒ物含む.焼土ブロック少含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック 焼土ブロック含む 炭化物多含む
灰黄褐色粘質土 (10YR 72)やや砂質 黄褐色粘質土プロック・焼土粒,火化物合む
暗褐色粘質土 (10YRン 3)黄褐色粘質土ブロック・焼土ブロック含む 犬化物やや多含む
暗掲色粘質土 (10YR 3/3)黄 褐色粘質土プロック含む,炭化物少含む
暗褐色粘質土 (10YR 3/3)や や砂質 黄褐色粘質土ブロック含む 炭化物 焼土プロック少含む
黒褐色粘質土 (10YR y2)黄 褐色粘質土プロック 炭イヒ物含む
褐色粘質土 (1ばR74)やや砂質.黄褐色粘質土ブロック含む
黒褐色粘質土 (10YR 3/2)や や砂質 黄掲色粘質土ブロック・炭化物含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR 4/3)黄掲色粘質土ブロック,炭化物含む
黒褐色粘質土 (10YR 3/2)や や砂質 黄褐色粘質土ブロック 炭化物含む
掲色粘質土 (10YR 4犯 )砂多混じる.黄褐色粘質土プロック含む
灰黄褐色粘質土 (10YR 4/2)砂多混じる 黄褐色粘質土ブロック合む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)や や砂質,炭イヒ物粒含む

SB39カ マ ド堀 りかた
Ｅ

卜

り
０
鋼

ヽ
国

剛
謝

EPA                            EPA'
2657m

SPA SPA'

黄褐色粘質土ブロック・カクラン及ぶ

黄褐色粘質土プロック 焼土プロック多合む

黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む     EPB
黄褐色粘質土プロック 焼土ブロック多含む

黄褐色粘質土プロック

黄褐色粘質土プロック多含む

黄褐色粘質土ブロック多含む 。焼土プロック含む

EPB'

0      (1:30) im

第 321図  3,欠 SB39'41

m

SB39カ マ ド

SB39 カマ ド上層説明

1 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)
2 にぶい責褐色粘質土 (10YR73)
3 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)
4 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
5 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
6 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)
7 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

0      (1:60)     2m
|

岳

SB39'41 」二層説明
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3次 3区・4区

SB40・ 46

0            (1 :60)          2m

雲 7m

聾  SB40焼土 SPC'
2C54m

SB40 焼土土層説明

1 暗褐色粘質土 (lllYR3/3)災化物粒・焼土粒少含む

2 焼土赤褐色 (うYR4/61  上部はかたく焼き締まる
3 暗褐色消質土 (10YR3/3)焼土プロック少・炭化物粒少含む

4 黒務色活質土 (10YR2/2)費褐色粘質上ブロック・炭化物粒

SB46

m

0    (1:30)    lm

第 322図 3次 SB40(1)。 46
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3次 3区・4区

SB40カ マド
・∞
α
∽

0      (1:30)    lm

SB40カ マ ド

遺物出土状況

カマド土層説明               到
暗褐色粘質土 (10YR3/3)炭化物粒・赤土粒含む
暗褐色粘質土 (75YR3/4)焼土ブロックやや多含む・炭化物粒少含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)炭化物粒・焼土粒少含む
黒褐色粘質土 (10YR2/3)炭化物粒少含む
黒褐色粘質土 (10YR2/3)焼土ブロック 炭化物やや多含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)焼土粒少含む
暗赤褐色土 (5YR3/6) 焼土
暗褐色粘質土 (10YR3/4)炭化物粒・焼土粒少含む
暗褐色粘質土 (10YR3/3)及化物粒・焼土粒わずかに含む
黒褐色粘質土 (10YR 3/2)炭化物粒・焼土粒わずかに含む
黒褐色粘質土 (10YR 2/2)庚化物粒少含む
黒褐色粘質土 (10YR 22))F常 に締まり強
暗褐色粘質土 (10YR 3た )炭化物粒・焼土粒わずかに含み・締まり強
黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄褐色粘質土ブロック多含む

副
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黒褐色粘質土但研R〕氾)砂混じる.カ クランがを所に及ボ炭イ助辻貨1助會b
酬 質土似偶RM)朔じる黄桐色粘質土アロック含む炭llb祐 む
暗掲t粘質土(1悩 R〕お)砂混じる.黄禍也枯質iアロック含む,焼土アロック文化切含む
暗協色粘質土(1鶴R]ll)ゆ混じる 黄褐也粘質土アロック多含む
黒協也粘質土傾研RM)砂混じる.黄褐也祐質土アロック含む
黒協色粘質土はOIPVl)砂 混じる.費褐也祐質とアロック含む
翻色粘質土住ばR〕D砂混じる黄掲也粘質土アロックケ含む,焼土アロック.脚拗含む
暗欄色粘質土住OIRを2)ゆ混じる.黄褐色粘質土アロック多含む,炭イ働台b

SB42 カマ ド土層説明

褐色砂質土10YP4/11   黄掲也粘質とアロック焼土>炭1助紅台む
炭化切やや尻層
暗褐色砂質土住OY齢0  黄協色粘質とプロック,皮

llly,焼土アロック含b
赤褐也粒砂質とは5Y酌0 能土
黒協色粘質土位0報肥) 黄協色粘質土プロック,焼土粒炭イ助粒含む
にぷ峨馳祐質土但〕YM働 黄褐也粘雖アロック

芽:323[コ  3,欠 SB40(2)・ 42

0      (1160)     2m
sEA                      SPA'
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3次 3区・4区

SB43 SB43カ マ ド

馬指

１

卦

可

覗

〆

SB43 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

3 灰責褐色粘質土 (10YR72)

4 褐色粘質土 (10YR4/4)

SB45

やや砂混じる・カクランが所々及ぶ・炭化物・

焼土ブロック含む

やや砂混じる 。黄褐色粘質土ブロック・炭化

物・焼土粒含む

やや砂混じる・責褐色粘質土プロック・炭化

物やや多含む

やや砂混じる 。責褐色粘質上ブロック多含む

EPA                             EPA'
2658m

輛

0      (1:30)     lm

SB43 カマ ド土層説明

1 黒褐色粘質土 (75YR3カ )焼土ブロック多含む

2 暗褐色粘質上 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック合む・焼土プロック少含む

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック含む

0           (1 :60)          2m

第 324図 3次 SB43・ 45(1)
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3次 3区 。4区

SB45カ マド

到    引
SB45 カマド土層説明

1 暗赤褐色粘質土 (5YR3/2)焼土プロック多含む

2 黒褐色粘質土 (75YR3/2)炭化物多含む

3 暗褐色粘質土 (75YR3/3)焼土小プロック・炭化物含む

4 暗褐色粘質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土プロック・え化物含む

SB45ビット1

＼ 引
翌◎ 盟

引

SB45内  ビット1

1 灰黄褐粘質土 (10YR4/2)

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

黄褐色粘質土プロック多含む・炭化物含む

責褐色粘質土ブロック多含む・炭化物含む

o         (ヽ :30)       lm

SPA                                                SPA'
2659m~｀

愚ここ:三二Ξ三二三三三三三二三三三士_と三三三三三≡こ三Z匿≡≡≡三≡己L声___   3B子
7

ー

第 325図  3次 SB45(2)・ 47(1)

土層説明

暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 混 じる・黄褐色粘質

土プロック・炭化物粒

含む

黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂 混じる・黄褐色粘質

土 ブロ ック・焼土 プ

ロック・炭化物含む

黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 混 じる 。黄褐色粘質

土プロック多含む

0       (1:60)     2m
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3次 3区・4区

SB48・ 49

SB47カ マド

田
凹

ω
∝
∽

∞
住
Ш

劇

SPA

EPA EPA'

オ

SB47 カマ ド土層説明

1 暗禍色粘質土 (10YR3/4)

2 暗褐色粘質上 (10YR3/3)

3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

5 灰黄褐色粘質土 (75YR4//2)

6 褐色粘質土 (10YR4/4)
7 暗褐色砂質土 (10YR3洛 )

責褐色粘質土プロック・焼土プロック

炭化物含む

焼土プロック多含む

焼土プロック・災化物含む

焼土ブロック多含む

焼土プロック含む

焼土ブロック

焼土ブロック多含む

SPA'
2657m

8 褐色砂質上 (10YR4/4)  焼土プロック少含む

0           (1 :30)          lm

SB48'49 土層説明

1 表土
2 旧表土
3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)責褐色粘質土プロック含む・

炭化物やや多含む
4 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土プロック多含

む
5 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土プロック多

含む ,炭化物含む
6 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロッ

ク多含む
7 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック多含

む 。炭化物・焼土粒含む
8 黒褐色粘質土 (10YR3/2)責褐色粘質土プロック含む・

炭化物・焼土粒含む
9 黒褐色粘質土 (10YR 3/1)黄 褐色粘質土ブロック多

含む
10 黒褐色粘質土 (猛5YR3/2)責褐色粘質土プロック・焼

土ブロック・炭化物含む
褐色粘質土 (75YR4/3)え化物多含む
黒褐色粘質土 (75YR3/2)焼土プロック・炭化物多含
む
灰黄褐色粘質土 (76YR4/2)炭化物・灰・焼土プロッ
ク含む
暗褐色粘質土 (75YR3/3)黄褐色粘質土プロック・焼
上ブロック・炭化物含む
にぶい責褐色粘質土 (10YR 4/3)責 褐色粘質土ブロッ
ク・焼土ブロック多含む
褐色粘質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック・炭化
物含む

0           (1 : 60)          2m

第 326図  3次 SB47(2)・ 43(1)。 49(1)
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3次 3区 。4区

SB48カ マ ド

o      (1160)     2m

SB48 カマド土層説明

表土
I日 表土
暗褐色粘質土 (10YR3/4)  黄褐色粘質土ブロック含む。炭化物やや多含む

暗褐色粘質土 (10YR3/3)  黄褐色粘質土ブロック多含む

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土プロック多含む。炭化物含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR73)黄褐色粘質土プロック多含む・炭化物含む

暗褐色粘質土 (10YR3/3)  黄褐色粘質土ブロック多含む・炭化物 焼土粒含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土ブロック含む ,炭化物 焼土粒含む

黒褐色粘質土 (10YR 3/1)  黄掲色粘質土プロック多含む

黒褐色粘質土 (75YR3/2)  黄褐色粘質土プロック・焼土プロック・炭化物含む

褐色粘質土 (75YR4/3) 炭化物多含む
黒掲色粘質土 (75YR3/2)  焼土プロック・炭化物多含む

灰黄褐色粘質土 (75YR4定 ) え化物・灰 焼土プロック含む

暗褐色粘質土 (75YR3/3)  黄褐色粘質土プロック 焼土プロック・炭化物合む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック・焼土プロック多含む

SPA

6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

0           (1 :30)         lm

褐色粘質土 (10YR 4/4)

SB50・ 51

SB50集石 摯

黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む

汐  点卦 ＼

EPA'

SB50 土層説明

l 表土

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

4 黒褐色粘質土 (10YR2/2)

5 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

責褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む・

焼土

黄褐色粘質上ブロック含む・濃化物 焼土

ブロック含む

黄褐色粘質土ブロック多含む

責褐色粘質土ブロック・炭化物・焼土ブ

ロック含む

6 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)砂 混じる 。炭化物含む

鞘

0物)疹
0      (1:30)     lm

穿:327:劉  3,欠 SB48(2)・ 49(2)・ 50・ 51(1)

ピずみ基
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3次 3区 。4区

SB51カ マド

SB51 カマド土層説明
1 褐灰色粘質土 (5YR4/1)
2 褐色粘質土 (75YR4/3)
3 黒褐色粘質土 (75YR3/2)
4 暗褐色粘質土 (75YR3ん )

5 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

0      (1:30)     lm

焼土を多含む

炭化物・焼土粒多含む

責褐色粘質土プロック含む 。焼土粒・炭化物粒含む
黄褐色粘質土プロック多含む・焼土粒・炭化物粒含む
砂混じる・黄褐色粘質土プロック

SB52

ωヨ

Ｅ
劇
。
Ｏ
Ｎ

‐
‐
に
、
‐
‐
‐
‐
‐
‥
‐
‐
‐
‥
―
１
１
‥
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

・
一
一

‐
‐
．
，

・∞
α
Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
住
Ш

SB53 カマド土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YRy2)
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)   焼土プロック多含む
3 黒褐色粘質土 (10YR3/1)   炭化物多含む・焼土プロック含む
4 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 責褐色粘質土ブロック含む・焼土粒・炭化物粒含む
5 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック含む 焼土プロック少含む

3,欠 SB51(2)・ 52・ 53

-555-

EPA                            EPA'
、     26S3m

(1 : 60)           2m

「

―

~SB52 土層説明
1 褐色粘質土 (10YR4れ ) 砂混じる。黄褐色粘

質上プロック・炭化

物粒含む
2 にぶい責褐色粘質土 (10YR73)砂 混じる 。責褐

色粘質土プロック・

炭化物含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 混じる・黄褐色粘

質土プロック・炭化

物を含む

4 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)砂混じる。黄褐色粘

質土プロック含む

SB53カ マ ド

EPA'

SPA SPA'

SB53 上層説明
1 にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)黄 褐色粘質土プロック多含む

展化物・焼土粒合む

Ｅ熊

0      (1:30)     lm

併5328[コ



3次 3区 。4区

SB54・ 55。 56・ 57

SB55カ マ ド

0       (1:60)     2m

SB57

臼
散 彗   年●O

_畢M
】B57キ (

幽К 動
聖'

EPA'

26S8m
EPA

鯵
ψ

B57 土層説明

         iじ る 。焼土粒含むt(75YR3/3)砂混1 暗褐色粘質土

2 焼土

           Iじ る・焼土粒含むt(75YR2/2)砂 漫3 黒褐色粘質土

‐２
　
Ы

ど

鶏 :17m

副   
｀

    SB54カ マ ド                g

SPA                    SPA'

SB54 カマ ド土層説明

1 暗褐色粘質土 (75YR3/3)焼 土・炭化物多含む

2 褐色粘質土 (10YR4/4)焼土粒・民化物粒含む

SB56カ マ ド

0     (1:30)    lm
|

第 329図 3次 SB54～ 57

ト

キ

岳|

SPA'
2656m

SB55 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/4)焼 土プロック多含む

2 暗褐色粘質土 (10YR4/4)焼 上プロック・炭化物含む

3 灰黄褐色粘質土 (10Y馳 /2)黄 褐色粘質土ブロック・炭化物・焼土プロック含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土プロック・災化物・焼土ブロック含む

5 暗褐色粘質土 (10YR3/4)焼 土プロック・明赤褐色粘質土ブロック (粘上)含む

SPA'
2656m

SB56 カマド土層説明

1 褐色粘質土 (75YR4/3)   焼土ブロック多含む

2 灰褐色粘質土 (75YR4/2)  焼土ブロック・炭化物含む

3 にぶい責褐色粘質上 (10YR4/3)焼 土プロック・炭化物粒含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土プロック含む

ィ(多31ド '

,Io w4

Ｅ
０
０
０
劇

・ｍ
α
∽
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3次 3区・4区

SB58       1誅

」√
■

＼

Ｅ
り
り
０
ミ

・∞
α
Ш

封

住

鞄 4

型 A'

山1                  0      (1:30)     lm

SB58 カマド土層説明
l 黒掲色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土ブロック・焼土ブロック多含む 。炭化物含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質上ブロック・焼土プロック含む・炭化物含む
EPA                                        EPA'

2“ 飾

SB60

EPA   
。1      ・

S                                            EPA'

SB60 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR32)砂 混じる・

黄褐色粘質土ブロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂混じる。

黄褐色粘質土ブロック多含む

3 褐色粘質土 (10YR4/4)砂 混 じる 。

責褐色粘質土プロック多含む

4 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)砂
混じる。黄褐色粘質土プロック多含

む

0            (1 : 60)          2m

弄:330[コ  3,欠 SB58′V60

SB58カ マ ド
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3次 3区 。4区

SB61

＼
＼

ρ EPA'

EPA

SB61 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土粒・

焼土ブロック・炭化物含む

2 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質

土粒・炭化物含む

3 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)焼土プロック多

含む

4 褐色粘質土 (10YR4/4)や や砂質・焼土粒・

炭化物粒含む

SP4

SP2 土層説明

l 黒禍色粘質土 (10YR〃 2)黄褐色粘質土プロック含む 焼土プロック少含む

2 黒掲色粘質土 (10YR移り 黄褐色油質土プロック多含む・焼土ブロック少含む

3 灰黄褐色粘質土 (10ⅥM/2)砂混じる・黄褐色粘質上ブロック含む・炭化物粒少含む

SP4 土層説明

1 黒禍色粘質土 (10YR32)黄褐色粘質土小ブロック含む・炭化物粒・焼土粒合む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 掲色粘質土プロックやや多含む・炭化物粒含む

黒掲色粘質土 (10YR3/1)黄 褐色粘質土プロック多含む

灰黄褐色粕質土 (10YM/2)黄褐色粘質土プロック多含む

暗褐色粘質土 (loYR3/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む

にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック多含む

0      (1:30)     lm

第 331図 3次 SB61、

SP2・ 4

-558-

SP2・ 4



3次 3区 。4区

SP19 摯

19 土層説明

表土
暗褐色粘質土 (10YR♂3)   黄褐色粘質土プロック多含む
灰黄褐色粘質土 (101R4/2)  黄褐色粘質土ブロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)   黄褐色粘質土ブロック含む・焼土小ブロック・炭化物少含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/4)黄 褐色粘質土ブロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土ブロック・焼土プロック・炭化物含む
褐色粘質土 (10YR4/4)    やや砂混じる・黄褐色粘質土プロック多含む
褐色粘質土 (10YR4/6)    やや砂混じる・黄褐色粘質土プロック多含む

EPA SP24

SP23・ 24

SPA'
2657m

SPA  SP43

SB43 土層説明

号s台をm    PA  SP23

蔀

SPA'

盟２６６。

ξ
卜
り
０
劇

・＜
α
Ш

硼

Ｅ

Ｏ

り
Ｏ
α

一爾

Ｐ３

１

　

　

２

　

　

３

印一蜘 〇
∞
α
∽

EEA'

SP20

珍

SP23・ 24 ユニ層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)  黄褐色粘質土プロック・焼土小ブロック・炭化物含む
2 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土ブロック・炭化物粒含む

3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック

4 褐色粘質土 (10YR4/4) 黄褐色粘質土ブロック多含む 。焼土粒・炭化物粒含む

5 暗褐色粘質土 (10YR3/4)  黄褐色粘質土ブロック含む・焼土ブロック少含む

6 褐色粘質土 (10YR4/6)

SP42・ 43・ 80

黄褐色粘質土プロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土プロック多含む,焼土粒・炭化物粒含む

暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄褐色粘質土プロック・炭化物粒含む

長豊名を尋曽」1淋喘駐ち)彗協g韓畳圭子:子ケケ患を?携鳥易粒含む

土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄褐色粘質
土プロック・炭化物含む

暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄褐色粘質
土ブロック・炭化物含む

暗褐色粘質土 (10YR3/4)費褐色粘質

土ブロック・愛化物合む

SPA  SP42

SP42 土層説明
1 掲色粘質土 (10YR4/6)砂 混じる。黄褐色粘質土ブロック含む
2 褐色粘質土 (10YR4/4)砂 混じる 黄褐色粘質土プロック含む

ひ

導
ヾ
冒
　
ＳＰ４２

併:332:コ
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3次 3区・4区

I乙
③か

SP82

イ

S

盤
◎

蛭塾⑩篭,

剤
画

SP57 土層説明

1 褐色粘質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロック・炭化物粒含む

2 褐色粘質土 (10YR4/4)責 褐色土ブロック・炭化物粒多

1 にぶい責掲色粘質土 (10YR4/3)やや砂質・黄褐色粘質土プロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/2)   やや砂質・黄褐色粘質土プロック含む

SPA SPA'
2656m

SP74 土層説明

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)焼 土ブロック多含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 混じる・黄褐色粘質土プロック多含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 混じる・黄褐色粘質土ブロック多含む
・調

Ｅ
Ｏ
め
０
劇

・＜
住
∽

砂

く
α
∽

＝
生
＋
謬

SPA'
2655m

SPA SP35 SEa'

SPA   sP86                  SPAttm

SP82 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)締 まり有り,粘性少し有り・灰責褐色粘質上ブロッ

クが所々に混じる・焼上塊の小片も少混じる

2 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有り・粘性少し有り

SP91 土層説明

l 暗褐色粘質土 (10YR3/4)や や砂混じる。炭化物・焼土粒含む
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)や や砂混じる 黒褐色粘質土プロック多含む

SP84 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)締まり強・粘性なし
2 黒褐色粘質土 (10YRy2)締 まり有り・粘性なし
3 黒褐色粘質土 (10YRン2)締まり有り,粘性なし 細かい雲母粒含む

SP85 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締 まり強・粘性なし
2 黒褐色粘質土 (10Y郎/1)締 まり強・粘性なし
3 黒褐色粘質土 (10Y即定)締まり有り 粘性なし・灰黄褐色の上粒 ⑫ 5Dd程度)多混じる

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締 まり有り・粘性なし

SP86 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締まり強・粘性なし,土器が比較的多混じる
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)締 まり有り・粘性なし
3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)締 まり強・粘性なし

  0      (1‐ 30)    lm
|

寄3333[劉  3,欠 SP57・ 58。 74'82・ 84'V86・ 91

菰

EPA               EPA'

Uttm

EPA                EEΔ '

2655m

EPA                FPA'
2657m
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3次 3区 。4区

SP92・ 93 Ｅ

Ｏ

り
Ｏ
Ｎ

ｍヽ
工
Ш

く
α
Ш

SPA'

SP92・ 93 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

2 褐色粘質土 (10YR4/4)

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

4 暗褐色粘質土 (10YR3/4)

5 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

7 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)

責褐色粘質土プロック多含む・焼土粒・

炭化物粒含む

黄褐色粘質土ブロック多含む 。炭化物粒

含む

責褐色粘質土ブロック多含む・炭化物粒

含む

責褐色粘質土ブロック・焼土粒・戊化物

含む

責褐色粘質土ブロック・炭化物粒含む

責褐色粘質土ブロック多含む・炭化物粒

含む

責褐色粘質土プロック多含む

Ｐ９

１

２

SP94

土層説明

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)責 褐色粘質土プロック含む

黒褐色粘質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土ブロック含む

Ｐ９

１

２

３

翌  節

黒褐色粘質土 (10YR3/2)

灰責褐色粘質土 (10YR4/2)

黒褐色粘質土 (10YR22)

Sm

土層説明

黄褐色粘質土プロック・焼土ブロック・炭化物含む

砂多混じる・焼土ブロック・炭化物含む

黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む

0           (1 :30)          lm

野3334[剰  3,欠 SP92´ヤ95

-561-
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3次 3・ 4区

SD5。 6・ 7 SP5'6

む

⑬

SD5

土層説明

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)  黄褐色土プロック・炭化物粒含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック多含む・庚化物粒含む

黄褐色土ブロック多含む・炭化物粒含む

ＥＰＣ一胚
0      (1:60)     2m

EPH'
2659m

0            (1 : 60)          2m

0      (1:30)     lm
土層説明

暗褐色砂質土 (ЮYR3/4)責 4B色土粒・炭イヒ物粒含む
褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色土プロック・炭化物粒含む

o        (1 :80)      2m

Ｐ５

１

２

Ｐ６

１

２

３

SP4
0            (1 : 60)          2m

褐色砂質土 (10YR4/3)

0      (1:30)     lm

黄褐色土プロック多混じる

黄褐色土プロック多含む

砂混じり・責褐色粘土プロック含む
黄褐色砂質上混じる

黄褐色上ブロック多含む・焼土粒・炭化物粒含む

責褐色小プロック・焼土粒・炭化物粒含む

責褐色プロック多合む

砂やや多混じる。責褐色粘質土ブロック含む
やや砂混じる・黄褐色粘質土プロック含む

責褐色粘質土ブロック多含む

黄褐色粘質上プロック・炭化物粒含む
地山の砂層
責褐色粘質上ブロック合む

砂混じる・黄褐色粘質土プロック含む
砂混じる・責褐色粘質土ブロック含む

SD5'6・ 7 」二層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/1)
2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
4 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
5 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
7 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
8 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
9 暗褐色粘質土 (10YR3/3)
10 暗褐色粘質土 (10YR3/4)
11 褐色粘質土 (10YR4/4)
12 暗禍色粘質土 (10YR3/3)
13 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)
14 黒褐色粘質土 (10YR3/2)
15 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)
16 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

-563・ 564-

SP5(呵 )・ 6(1)(遺物は縮尺る同)第 336図 3次 SD5(1)・ 6(1)。 7(1)、



3次 3区 。4区

SD5・ 6・ 7 SP5・ 6

※番号のみは SD5

◎
國

0        (1 :40)      lm

第 337図 3次 SD5(2)・ 6(2)。 7(2)、 SP5(2)・ 6(2)(遺物は縮尺不同)

0    (1:80)   2m

-565-



3次 3区 。4区

SD15 SPll・ 26

SD22 SP25。 37

SD15

EPA           EPA'

ぎ

2656m

F,R           EPB'
2656m

一

EEC'

.ρ          2656m

ー

0       (1:60)

ガ
く
＋

SP25 土層説明

1 褐色粘質土 (10YR4/6)責褐色粘質土プロック含む・庚化物

少含む

暗褐色粘質上 (10YR3/4)責 褐色粘質土ブロック・炭化物含む

褐色粘質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土プロック多含む 。炭化

物含む

第 338図 3次 SD15。 22(1)、 SPll

SPll 土層説明

l 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる 。黄褐色粘質土プロック・炭化物含む

2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)砂 混じる 。責褐色粘質上プロック・炭化物含む

SD22婦 湖      

崩 飾

1 暗褐色粘質土 (101rR3/3)砂混じる 。黄褐色・黒褐色粘質土プロック含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 混じる 。責褐色・黒掲色粘質土プロック多含tr

3 黒4B色粘質土 (10YR2/3)責 褐色粘質土ブロック含む

4 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)砂多混じる・黒掲色粘質土プロック含む

EPA'

0      (1:30)     lm
|

SP37 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/2)責 褐色粘質土ブロック・尻化物

粒含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土ブロック多含む 。災

化物粒含む
。25。 26・ 37

-566-



3次 3区

SD22

4区

4

・28 土層説明

表土

暗掲色粘質土 (10YR3/4)
暗褐色粘質土 (10YR3/3)

褐色粘質土 (10YR4/4)
黒褐色粘質土 (10YR3/2)
褐色粘質土 (10YR4/4)
暗褐色粘質土 (10YR3/4)
暗褐色粘質土 (10YR3/3)

褐色粘質土 (10YR 4/4)
にぶい責褐色粘質土 (10YR
暗褐色粘質土 (10YR 3/3)

褐色粘質土 (10YR4/6)

黄褐色粘質土ブロック多含む・炭化物粒含む

責褐色粘質土プロック含む・砂やや混じる。

炭化物粒含む

黄褐色粘質土プロック含む・砂やや混じる

責褐色粘質土プロック含む・炭化物粒含む

黄褐色粘質土プロック多含む

責褐色粘質土ブロック多含む 。え化物粒含む

責褐色粘質土ブロック含む・砂混じる 。

炭化物粒含む
責掲色粘質土ブロック含む 砂混じる
4/3)黄 褐色粘質土プロック含む・砂混じる

責褐色粘質土ブロック多含む・炭化物含む

黄褐色粘質土プロック含む・砂混じる

EPA                                          EPA
郷 飾

匿

ふ   
酔F
2659m

O           !8
L   I早

卜 60) 2m

ー

SD28

3,魚 SD22(2)・ 27(1)。 28(1)

SD27・ 28

SD28

寄:339[コ
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3次 3区 。4区

0    (1:80)   2m

欅

げ

げ

堅         緊とm
、Pヽ ＼

ワ働

0           (1 :30)

安3340[コ  3)欠 SD27(2)。 28(2)
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3次 3区 。4区

SD24・ 38'39

EPC              EPC'
6m

鞘
SD24

2655m

1 表上

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)や や砂混じる・責褐色粘質土プロック・炭化物含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/4)や や砂混じる。責褐色粘質土ブロック・炭化物含む

4 褐色粘質土 (10YR4/4) やや砂混じる。黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む

5 暗褐色粘質土 (10YR3た )砂混じる 。責褐色粘質土ブロック含む

6 仄黄褐粘質上 (10YR4/2)砂 混じる

7 暗褐色粘質土 (lllYR3/3)や や砂混じる。責褐色粘質上プロック多含む

8 黒褐色粘質上 (10YR3/2)や や砂混じる。黄褐色粘質土ブロック多含む 。及化物含む

9 褐色粘質土 (10YR 4/6)や や砂混じる・責褐色粘質土ブロック含む

10 暗褐色粘質土 (10YR 3/4)や や砂混じる。黄褐色粘質土プロック含む

■ 黒褐色粘質土 (10YR3/1)や や砂混じる。責褐色粘質土プロック含む

第 341図 3次 SD24・ 38・ 39

0      (1:60)     2m

-569-



3次 3区・4区

SD29'48 SP64
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SD29 土層説明

1 灰黄褐色砂質土 (10YR72)締まり強・

焼土粒含む

2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)締 ま り強・

にぶい責褐色粘質土ブロック少含む

SD30,43

0      (1:60)     2m

SP写二_民
〔こ三ララ7~ど

著忍ヨ与m

SPAと

,Ex三三二三二三三二と三二Ξ三二三Ξ三二
万7°・ ミミ

誹

m

第 342図  3次 SD29,30。 43・ 48、

叫
ぺ_ツ

避酢m

SD29 土層説明

l 黒褐色粘土 (10YR3/1)締 まりやや有り・

粘性あり・上がややボソボツした感じ

2 黒褐色粘土 (10YR3/2)締 まり有り,粘

性あり・土粒子細かい

-570-

SP64・ 83





3次 3区・4区

SD40

SD40

とm

EPB              EPB'

サ

軒 m

EPC                  EEC'
邪 諭

SD40 土層説明
1 黒褐色粘質土 (10YR2/2) 砂混じる・締まり強・黄褐色粘質土ブロッ

ク・焼土粒・炭化物粒含む
2 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 砂混じる・締まり強・責褐色粘質土プロッ

ク・焼土小プロック・λ化物含む
3 暗灰黄褐色砂質土 (25Y4/2)小礫含む
4 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)砂 多混じる・締まり強・責褐色粘質土ブ

ロック・焼土小ブロック・炭化物含む

土層説明

仄黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄褐色粘質土プロック多含む 。焼土小
プロック・炭化物多含む

灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)責褐色粘質土ブロック・焼土粒子含む
灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)砂混じる 。責褐色粘質土プロック含む

0      (1:60)     2m
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第 344図  3次 SD40・ 44
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3次 3区・ 4区

SD45

o    (1:80)   2m

理お
旺玉≧≡垂垂垂≧万

翼7m

0      (1:60)     2m

SD45 土層説明

1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 やや多混じる 。責褐色粘質土プロック多含む

2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)砂 やや多混じる 。黄褐色粘質土プロック多含む

3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)砂 やや多混じる 。黄褐色粘質土プロック多含む

〇

0      (1:30)     lm
|

第 345図  3次 SD45(1)

-574-



3次 3区 。4区

SD45 遺物集積

Ｅ
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罵
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ザ
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剰

画

0           (1 130)          lm

EPA'
2657m

SP88 土層説明

1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責褐色粒質土ブロック・

焼土粒・災化物粒含む

EPB            EPB'

7¢  耳
2660m

どJεttaと m

SD47 SP87 土層説明
1 表土

2 黒褐色粒質土 (10YR3/2)責 褐色粘質土ブ
ロック含む・炭化物・焼土粒少含む

3 暗褐色粒質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質上ブ
ロック含む

4 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)黄褐色粘質
土プロック含む・焼上小プロック・炭化物

含む

5 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土プ
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第 8節 平 成 16年度 の調 査 (第 4次調 査 )

発掘調査は、平成 16年 (2004)6月 16日 からプレハ

ブの設置、器材の搬入等を行い、翌 17日 から北側外周

道路新規取 り付け部分の表土剥ぎ作業を重機により開始

した。同日より遺構確認作業も平行して行う。調査区の

名称は、便宜的に時計回りに 1区、 2区 A・ B地区、3

区A・ B・ C・ D・ E地区、 4区 と付 して調査にあたっ

た。いずれの調査区も微高地と旧河道域の境界部にあた

り、 3区 E地区のみが旧河道域にあたっている。

発掘調査にあたっては、公共座標第Ⅷ系の座標値を使

用し、開発予定地全体を覆うように国土座標にあわせて、

4mメ ッシュを基本とするグリッドを調査区域および一

部調査区域外に設定した。南北方向をX軸、東西方向

をY軸 とし、南西隅を基点として、南北方向を南からX

OoXl・ X2・ ―、東西方向を西からYO・ Yl・ Y

2・ …とし、南西隅を基点として、XlYlグ リッドと

いうように呼称した。ちなみにX=0、 Y=0は、X=
-38540、 Y=11000で あり、光波測量機により遺物や遺

構の測量、一括土器の採取時に利用した。なお、グリッ

ド座標値、グリッド名ともに昨年度と同じである。

各遺構の番号については、調査地区に関係なく確認で

きた段階で各遺構に通 しで番号を付 した。遺構の測量

については、1/10・ 1/20の縮尺を基本 として、平板測

量と遣 り方測量を主体として作成し、一部デジタルカメ

ラによる簡易写真測量を行った。各調査区の全体図は

1/50の縮尺を基本 としてラジヨンヘリコプターによる

空中写真測量で作成した。

現場調査は平成16年 9月 17日 で終了し、その後 9月 24

日まで重機による埋め戻し作業を行いすべて終了した。

A l区の概要と検出遺構・遺物

当該地区は、旧河道域から微高地部分にあたっている。

調査面積は285∬。検出された遺構としては、竪穴建物、

溝状遺構、ピット、土坑などが検出されており、年代と

しては、縄文時代前期、弥生時代後期～末、古墳時代前

期初頭、平安時代 (10世紀前半代)、 中世～近世 (15世

紀以降)と 年代幅をもっている。中心となるのは弥生時

代後期～末、古墳時代前期初頭および中世～近世に属す

る遺構群である。

1.SB(竪穴建物跡)

SBl号竪穴建物跡 (挿図第424・ 447図 /4次図版 4・ 23)

(位置)1区南側の X77Y65グ リッド内にて検出。遺構

の 1/3程度は西側の調査区外に廷びている。 (重複 。遺

存状況)SD12、 SPl19。 120。 122・ 124。 125と 重複する。

遺構南側は、撹乱などによって一部欠失している (形態・

規模等)全容は不明であるが、形態はおそらく隅丸長方

形を呈するものと思われる。規模は長軸は推定で4.50m、

短軸は現状で 2.30mを測る。 (壁・壁溝。床面等)壁溝は、

検出されている壁下で検出されている。竪穴部の確認面

からの深さは 10 cnを 測 り、床面は貼床 と思われる。特

に炉南側が堅固となっている。 (柱穴)柱穴と思われる

ものは、位置的な状況からピット1・ 2であろう。径 25

～ 35 cm、 深さ 15 clllを 測る。 (炉 )北側の柱穴間にある

と考えられ、東西 34cm、 南北52cmの 範囲に焼土が広がる。

焼土上面には土器片が敷かれ、その下部には東西 44 cIIl、

南北 54 clll深 7 clllを 測る掘 り方を有している。(出土遺物)

出土遺物期は、炉で検出された重形土器破片の他、奏形

土器片が少量出土している。 (日寺期)弥生時代後期。

2.SP(ピ ット・土坑)

本地区では SP遺構は、140基検出している。柱穴と

考えるものや墓坑、性格不明の土坑などすべてを含んで

いる。ここでは、遺物が出土している遺構を中心に報告

していく。

SPl(挿図第 416・ 457図/4次図版 5・ 26)

X85Y65。 66グ リッド内に位置し、SDl覆土を切 り込

んで構築されている。不整楕円形を呈し、長軸 ■05m、

短軸 0.87m、 確認面からの深さ36 cmを 測る。覆土は3

層で、にぶい黄褐色砂質土を基本としている。弥生時代

後期から古墳時代前期の上器片が主体的に出土している

が、SDlの 遺物を巻 き上げていると思われ、詳細な時

期は不明。

SP2(挿図第 415。 416。 465図/4次図版 5)

X85Y66グ リッド内に位置し、SDlを切 り込んで構築

している。長方形を呈 し、長軸 1.17m、 短軸 0,90m、

確認面からの深さ 50 clllを 測る。北壁際底面に、径 16 cm

を測る骨粉の範囲と「天聖元賓」「明道元賓」「皇宋通費」

「洪武通費」「永楽通費」などの銭貨が 6枚出土している。

このことから本遺構は、墓坑と考えられるが、詳細な時

期は不明で、銭貨の初鋳年代から、15世紀以降の所産

であるとしか言えない。

SP5(挿図第 419。 457・ 465図/4次図版 5。 26)

X82Y66グ リッド内に位置 し、SP6、 SD7と 重複 し、

遺構東側は、調査区外にかかっている。長方形を呈する

と思われ、長軸 上23m、 短軸現状 0.50m、 確認面から

の深さ28 cmを 測る。墓坑であり、横臥位で膝を屈 して

いる。頭部と胸部の遺存状況は悪 く、顔はおそらく西向

きであろう。胸部にあたる上部からは、長軸 20 cm前 後

を測る礫が 6個程度出上している。埋葬時に入れられた

ものだろう。また、胸部の西側にあたる礫の下、人骨出

土レベルから、「元祐通費」「紹聖元賓」「皇宋通費」な

どの銭貨 3枚が出土している。時期については、SP2と

ほば同時期だとは思われるが、詳細については不明であ
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る。なお、人骨の鑑定結果については、第Ⅳ章第 4節に

おいて報告しているので、参照されたい。

SP7(挿図第 419図 /4次図版 5。 6)

X82Y65グ リッド内に位置し、SP29と 重複している。

長方形 を呈すると思われ、長軸 114m、 短軸 0.72m、

確認面からの深さ27 cmを測る。SP5と 同様、墓坑であり、

横臥位で膝を届 している。顔は西向きで、両膝あたりの

上部からは、長軸 30 cm、 厚さ 13 clll前 後の扁平な礫が出

上している。銭貨などの副葬品はない。時期については、

SP5と ほぼ同時期であろう。なお、人骨の鑑定結果につ

いては、第Ⅳ章第4節において報告しているので、参照

されたい。

SP24(挿図第 419図 )

X82Y65グ リッド内に位置し、SP8・ 9と 重複 してお り、

SP7の西側に近接 している。楕円形を呈し、長軸 0。73m、

短軸 0。70m、 確認面からの深さ 34 cmを 測る。人骨など

は出土 していないが、SP5・ 7で出土している同規模の

礫が複数充填されており、小規模ながら墓坑の可能性が

考えられる。

SP29(挿図第 419。 457図 /4次図版 27)

X82Y65グ リッド内に位置し、墓坑であるSP7に切 ら

れている。楕円形を呈すると思われ、長軸 090m、 短

軸現状で 0.50m、 確認面からの深さ26 cnを 測る。西壁

際底面から土師質鍋片が出土している。墓坑の可能性が

ある。

SP39(挿図第 420・ 457図/4次図版 27)

X81Y65グ リッド内に位置 し、SD9、 SP22と 重複 し

ている。円形を呈 し、長軸 0.85m、 短軸 0.85m、 確認

面からの深さ 27 clllを 測る。覆土は4層 で褐色砂質土を

主体としている。出土遺物は、古墳時代高郭脚部片がわ

ずかに出土している。詳細な時期は不明である。

SP41・ 42(挿図第 421図/4次図版 6)

X80Y65グ リッド内に位置し、各遺構の西側が調査区

外にかかっている。SP41が SP42を 切って構築 してい

る。両者とも方形を基調とし、SP41は長軸 ■25m、 短

軸は現状で 0,72皿、確認面からの深さ42 cmを 測る。南

東隅の底面には、SP57と した浅いピット状の落ち込み

を有する。SP42は 東西方向 0.74m、 確認面からの深さ

32 cmを 測る。ともに特に出土遺物はないが、その形状

が SP5・ 7と いった墓坑に類似 していることから、その

可能性も考えられる。

SP48・ 49(挿図第 421・ 457図/4次図版 6・ 27)

X80・ 81Y66グ リッド内に位置し、各遺構の東側が調

査区外にかかっている。両者は切 り合いはないが、近

接 している。両者は長方形を基調としていると思われ、

SP48の 覆土は基本的に3層 で、ブロック土を多 く含む

黒褐色砂質土が主体で、南北軸は ■60m、 確認面から

の深さ 54 clllを 浪jる 。SP49の 覆土は基本的に2層で、ブ

ロック土を多く含むにぶい黄褐色砂質土が主体で、南北

軸は■45m、 確認面からの深さ 72 clllを 測る。両者とも

に出土遺物は特になく、SP49の 覆土か ら、わずかに古

墳時代の台付甕片が出土しているに過ぎない。人骨等の

出土もないが、平面形態、覆土の状況などから墓坑の可

能性も考えられる。

SP50(挿 図第 420・ 457図 /4次図版 6。 27)

X81Y65グ リッド内に位置 し、SD10、 SP21と 重複 し

ている。楕円形を呈 し、長軸 0,75m、 短軸 0.62m、 確

認面からの深さ 22 cmを 測る。覆土は 2層でブロック土

を含む暗褐色砂質土を基本としている。北西壁際の底面

上約 6 cmの レベルから、縄文時代前期諸磯 C式期の深

鉢形土器の底部が出土している。こうした遺物の出土状

況から本遺構は、おそらく同時代に属するものであると

考えられる。

SP53(挿 図第 421・ 458図 /4次図版 27)

X80Y65・ 66グ リッド内に位置 し、SP46・ 54と 重複

している。いずれの遺構も切 り込んで構築しており、楕

円形を呈 し、長軸 0.44m、 短軸 0.38m、 確認面からの

深さ38 cmを 測 り、覆土は 1層でブロック上を含む褐色

砂質土である。覆土内から土師質土器皿片が出土してい

る。

SP61(挿 図第 422・ 458図 /4次図版 7・ 27)

X79Y65グ リッド内に位置 し、SDll、 SP62・ 63と 重

複している。不整楕円形を呈し、長軸 0,80m、 短軸 0,74

m、 確認面からの深さ20 cmを 測 り、覆土は3層でブロッ

ク土と焼土ブロック、災化物を含む黒褐色・暗褐色砂質

土が主体である。10世紀前半代の土師器片が 2層 。3

層中から比較的多 く出土している。焼土ブロックが顕著

であったため、当初はカマ ドの可能性 も考えたが、竪穴

部掘 り方や床面は確認できなかったため、単独遺構であ

ると判断した。遺物は土師器郭のみで、奏などの煮炊具

はなく、覆土の状況や出土遺物の様相から、10世紀前

半代の上器焼成坑の可能性 も考えられる。

SP65(挿 図第 426。 458・ 462図 /4次図版 7。 27)

X78Y66グ リッド内に位置 し、SP75・ 89と 重複 して

いる。遺構東側が調査区外にかかっている。楕円形を呈

すると思われ、東西軸は現状で 0,75m、 南北軸は 0。75m、

確認面からの深さは最大 47 cmを 測 り、底面は凹凸を有

する。覆土は4層でブロック土を含む灰黄褐色砂質土が

主体で、 1層・ 2層中から土師質皿・鉢片、平瓦片など

が出土している。覆土および出土遺物から、中世段階の

所産と思われる。

SP72(挿 図第 425。 458・ 465図 /4次図版 7・ 27)
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X78。 79Y65グ リッ ド内に位置 し、SP73・ 74・ 133・

179と 重複している。長方形を呈し、規模は長軸 2.40m、

短軸 上94m、 確認面か らの深 さ 32 cIIlを 測る。SPと し

たが規模的には小竪穴状遺構 としてもおかしくない。覆

土は基本的には3層 で、レンズ状堆積を示し、ブロック

土を含む褐色 。灰黄褐色砂質土が主体となっている。床

面は顕著な硬化面は認められないものの、ほぼ水平であ

る。壁は緩やかに立ち上がっている。遺構内にピットが

3基検出されており、掘 り方もしっかりしている。ピッ

ト2に は柱痕が認められ、柱穴であろうか。出土遺物は

少ないが、 2層中から土師質土器皿と銭貨 (判読不明)

が出土している。出土遺物および覆上の状況から、中世

段階の所産と思われる。

SP73(挿図第425。 426・ 458。 464図 /4次図版 7・ 8・ 27)

X78・ 79Y65グ リッ ド内に位置 し、SP72・ 75。 136・

174、 SD18と 重複している。SP72・ 75に切られ、配 136。

174は、本遺構の床下土坑 と思われる。長方形を呈 し、

規模は長軸 3.50m、 短軸 ■90m、 確認面からの深さ22

clllを 測る。覆土は 3層 で、水平堆積に近い状況を示 し、

プロック土を含む褐色砂質土が主体となっている。床面

は概して軟弱である。本遺構の特徴は、性格不明ながら

北壁と南壁側に柱穴状のピットを有することで、北壁は

1基、南壁は2基検出されている。径約 45 cm前後、確

認面からの深さ45 cmを 測 り、柱痕も認められる。覆土

の観察から、本遺構に確実に伴うもので、竪穴部の埋没

段階まで、柱状のものが立っていたと想定できる。遺物

は竪穴部北側 2層中から散在的に出土している。土師質

土器皿・鉢、青磁碗片、土師器奏片などが出土している。

出土遺物および覆土の状況から、中世段階の所産と思わ

れる。

SP74(挿 図第 425'458。 465図 /4次図版 8・ 27)

X78Y65グ リッ ド内 に位 置 し、SD18、 SP72・ 135・

175。 176と 重複している。遺構西側は調査区外にかかっ

ている。長方形を呈 し、規模は長軸 2.50m、 短軸は現

状で ■40m、 確認面からの深さ42 cmを 測る。覆土は基

本的には4層 で、レンズ状堆積を示し、ブロック土を含

む褐色・灰黄褐色砂質土が主体となっている。最下層の

6層はやや硬化 し、ブロック土や炭化物を多 く含む灰黄

褐色土であり、貼床であろう。北 。東壁はほぼ垂直に立

ち上がっているが、南壁は壁上部が緩い傾斜となってい

る。崩落が原因であろうか。東壁際および北東隅で径

30 cm前 後のピットが検出されている。性格は不明。遺

物は3層 。4層 中から散在的に出土している。土師質土

器小皿、須恵質土器片口鉢の他、床面に比較的近いレベ

ルから「天繕通費」「元祐通費 ?」 といった銭貨が 3枚と、

鉄淳が 1点出土している。出土遺物および覆上の状況か

ら、中世段階の所産と思われる。

SP75(挿図第 425。 426・ 458図/4次図版 8・ 27)

X78Y65・ 66グ リッド内に位置し、SD18。 SP65・ 73・

76・ 89と 重複している。長方形を呈し、規模は長軸 2.20

m、 短軸 1.60m、 確認面からの深さ 25 cIIlを 測る。覆土

は基本的に 3層 で、水平堆積に近い状況を示 している。

床面は概 して軟弱である。本遺構の北東隅および南西隅

に径 30～ 40 cm、 確認面からの深さ20～ 36 cmを測るピッ

トを有 している。SP72～ 74と 同じ状況である。遺物は

少ないながら散在的に出土しており、土師質土器皿・鍋

片、古墳時代土師器発・高杯脚部片などが出土している。

出土遺物および覆土の状況から、中世段階の所産と思わ

れる。

SP76(挿図第 425。 426・ 458図/4次図版 8。 27)

X78Y66グ リッド内に位置し、SP75と 重複 している。

遺構東側の半分以上が、調査区外にかかっている。長方

形を呈すると思われ、規模は東西軸現状で ■00m、 南

北軸 上20m、 確認面からの深さ87 cmを 測る。SP75を

切 り込んで構築されており、覆土は基本的に5層である。

ブロック土を含む褐色砂質土が主体である。床面はやや

軟弱で、壁は下部はほぼ垂直に立ち上がるが、上部は緩

やかな立ち上が りとなっている。遺物は少なく、南西隅

壁近くの覆土上層から土師質土器小皿が数点出土 してい

るのみ。しかし出土遺物および覆上の状況から、中世段

階の所産と思われる。

3.SD(流路跡 。溝跡・滞状遺構 )

流路跡・溝跡 。溝状遺構とされるSD遺構は、 1区 で

は 16条検出されている。さらに、平成 15年度第 3次調

査において検出された SDlの南縁が検出されたが、特

にSD配は付していない。

SDl(挿 図第 415'416・ 447～ 452・ 463・ 464図 /4
次図版 9。 10・ 23・ 24)

X83～ 86Y65・ 66グ リッド内で検出されており、SPl・

2、 SD2・ 3・ 4・ 5。 6と 重複 している。北西か ら南東

方向に延び、NW14° の主軸方位をもつ。幅 1.88m前後、

確認面からの深さ最大 50 cmを 測 り、断面形は緩やかな

漏斗状 となっており、底面はさらに一段深 くなっている。

覆土は 7層 で、最低 2時期の変遷が認められる。幅広の

流路が一端埋没し、その後、多少幅を狭めている。遺物

は、第 1段階の流路底面付近に集中しており、溝全体か

ら出土している。弥生時代後期の土器が中心であ り、一

括資料は少なく、小片資料が中心である。

SD2・ 3(挿図第 415。 452図/4次図版 10・ 24)

X85。 86Y65。 66グ リッド内で検出されてお り、SDl

と直交するかたちで検出されている。NE69° の主軸方

位をもち、幅 0.80m前後、確認面からの深さ8～ 15 cIIl
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を測る浅い溝跡である。SD3は X84・ 85Y65。 66グ リッ

ドに位置し、SD2と 同一の主軸方位をもち、幅 0.60～

0.88m、 確認面からの深さ25～ 45 cmを 測 り、SDlと 直

交している。SD2と SD3は平行 して延びてお り、その

間隔は芯々で約 2.40mを 浪jり 、道路状遺構に伴う溝の

可能性もある。

出土遺物はSD2で はまった くなく、SD3か らは弥生

時代後期の壺片と奏片がわずかに出土しているに過ぎな

い。SDlと 同時期の所産と考えておきたい。

SD4(挿図第 414。 452図 /4次図版 10。 24)

X86・ 87Y65。 66グ リッド内で検出されてお り、SDl

およびSXl(地下式土坑)と 重複 し、いずれの遺構 よ

りも新しい。東西方向に延びる溝で、NE94° の主軸方

位をもつ。幅 1.30～ ■60m、 確認面か らの深 さ60～

70 cmを 測る。覆土は 3層 でブロック土をやや多 く含む

にぶい黄褐色・褐色砂質上が主体である。溝中央から西

側の底面および底面上 25 cm内外のレベルから、土師質

土器片などが散在的に出土している。

SD5。 6(挿図第417・ 452・ 453・ 464図/4次図版10。 25)

両溝跡は、X82・ 83Y65・ 66グ リッドで検出されてお

り、SDlを切っている。両溝ともNE97° の主軸方位を

もち、SD5の 幅は 1.25～ 1.65m、 確認面からの深さ50

cm、 SD6の幅は■02～ 1.30m、 確認面からの深さ 50 cm

を測る。覆土はともに2層で、ブロック上を含むにぶい

責褐色・灰黄褐色砂質土が主体である。SD5と SD6も

平行して延びており、その間隔は芯々で約 1.80mを測 り、

道路状遺構に伴う溝の可能性もある。

両溝 ともその東側で遺物が散在的に出土 している。

SD5では土師質土器片や土師質鍋片 (内耳鍋片)、 SD6

では古墳時代前期 S字日縁甕片などが出土している。

SD7(挿図第 418図 /4次図版 11)

東西方向に廷びる溝で、X82Y65・ 66グ リッド内で検

出されており、SP6と 重複 している。幅 28～ 36 cm、 確

認面からの深さ13～ 27clllを 測 り、西側にいくにしたがっ

て深 くなっている。出土遺物はない。

SD3(挿図第 418・ 420。 453図 /4次図版 11'25)

東西方向に延びる溝で、X81Y65・ 66グ リッドで検出

されてお り、SP22と 重複 している。西から緩約 420m

程緩やかに湾曲して廷び、東端で深さを違え南へ約 ■40

m程延びて SD9に連結 している。幅 20～ 46 clll、 確認

面からの深さ 26 clllを 測る。出土遺物はわずかで、灰釉

陶器小片、弥生時代もしくは古墳時代の甑小片が出上し

ている。

SD9。 刊1(挿図第418・ 420～422・ 453図 /4次図版11・

25)

両遺構は、離れた位置で部分的に検出されている溝跡

で、遺構hも 異なるが、同一遺構である可能性が極めて

強いと考えられるため、同時に報告 してお く。SD9は

X81Y65・ 66グ リッ ド内、SDHは X77Y65・ 66グ リッ

ド内に位置 している。SD9は東西方向に延び、東端部

あたりで緩やかに南側へ湾曲し、調査区外に延びている。

一方、SDllは そこから南側へ 6.50mの 地点から、約 2.5

m程東西方向へ湾曲して延びており、おそらく調査区外

で緩やかに弧を描きながらSDllに続 くと推測される。

SD9中 央部からSD■ 西端部の距離は約9.50mを はかる。

溝跡の幅は 36～ 44 cm、 確認面からの深さは 40 cmを

測 り、断面形は箱形で、掘 り方は布掘 りに近い。出土遺

物は多 くはないが、弥生時代後期を中心とする壷形土器

片が出土している。こうしたことから、この両遺構は建

物を囲む周溝状遺構の一部と考えておきたい。

SD10(挿図第 420図 /4次図版 11)

東西方向に延びる溝で、X81Y65'66グ リッド内に位

置し、SP21。 24・ 25・ 28・ 35。 44・ 52と 重複している。

幅 68～ 98 clll、 確認面からの深さ 30 cmを 測る。出土遺

物は特にない。

SD12(挿図第 424・ 453図/4次図版 11・ 25)

南北に廷 びる溝で、X76・ 77Y65。 66グ リッ ド内で

検出されてお り、SBl、 SP120～ 123と 重複 している。

SBlに切 られており、覆土は2層でブロック土を含む褐

色砂質土が主体である。長さ4.10m、 幅 45 clll、 確認面

からの深さ 10 cm程の浅いものである。出土遺物は少な

く、中世の上師質鍋小片が出土している程度である。

SD13(挿図第 423。 453・ 464図 /4次図版 11・ 25)

東西に延びる溝で、X77Y65・ 66グ リッド内で長さ■20

mにわたって検出されている。幅 40～ 60 cIIl、 確認面か

らの深さは 12 cmで 、浅い溝である。出土遺物は少なく、

土師質土器郭小片が出土している程度である。

SD14(挿図第 427・ 453図/4次図版 11・ 25)

東西に延びる溝で、調査区の南端の X75Y65・ 66グ リッ

ド内で検出されている。NE65° の主軸方位をもち、検

出されている長さは 460m、 幅 ■00m、 確認面からの

深さは 26 cmを測る。覆土は 2層 で、ブロック土を含む

褐色・灰黄褐色砂質土が主体である。出土遺物は少ない

が、土師質および須恵質悟鉢片が出上している。

SD15(挿図第 427・ 453図/4次図版 12。 25)

東西に廷びる溝で、調査区の南端の X75'76Y65・ 66

グリッド内で検出されている。NE70° の主軸方位をも

ち、途中で途切れているが、覆土が同じであることから、

同一の遺構血 を付 した。検出されている長さは 444m、

幅 046～ 1,00m、 確認面からの深さは 36 clllを 測る。覆

土は2層 で、ブロック土を含む褐色・灰黄褐色砂質土が

主体である。出土遺物は少ないが、弥生時代後期土器小
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片および土師質鉢片が出土している。

SD16(挿図第 427図/4次図版 12)

東西に延びる溝で、X76Y65。 66グ リッド内で長さ260

mに わたって検出されている。NE64° の主軸方位をも

ち、幅 46 cm、 確認面からの深さ 27 cmを 測る。覆土は3

層で、ブロック土を含む4B色 ・灰黄褐色砂質上が主体で

ある。出土遺物は特にない。

4.SX(地下式坑 )

SXl(挿図第413・ 414・ 460。 463・ 465図 /4次図版12・

28)

X87・ 88Y66グ リッド内に位置し、SD4と 重複してい

る。第 3次調査で検出された旧流路 SDlの南縁から南

へ約 ■50mの場所に位置 し、現在でも水が湧いてくる

ような場所である。

SD4を 底面まで掘 り下げたところ、竪坑がプランと

してあらわれたことか ら、構築時期は、SD4よ り古い

と考えられる。

NEll° の主軸方位をもち、全体の軸長は 4.86m、 地下

室の奥行きは 3.24m、 地下室の横幅は ■43m、 天丼部

が崩落しているため、確認できる地下室の高さは1.14m、

全体の深さは不明である。

地下室の平面形態は縦長方形を呈し、竪坑の平面形態

は楕円形を呈する。竪坑と地下室をを結ぶ羨道部の長さ

は 0.80m、 幅は 0.50mを 測る。羨道には五輪塔の地輪

や河原石を用いて、古墳時代の横穴墓のような閉塞施設

がみられる他、地下室内から骨片らしきものも出土して

いることから、地下式坑の一つの用途として考えられて

いる墓壊としての用途がうかがわれる。

その他、出土遺物としては崩落土中から弥生時代の土

器片などが数点出土しているが、土製品として掲載して

いる第 463図 14・ 15は、表面に縄文を施し、内面にも

縄文らしき痕跡が認められ、縄文時代早期段階の表裏縄

文の可能性がある。

B 2区 A・ Bの概要と検出遺構 。遺物

2区 は現存道路によって、調査区が東西A・ Bの二つ

の調査区に分かれている。調査面積はA・ B両地区合わ

せて85∬。2区 Aの検出された遺構としては、竪穴建物、

溝状遺構、ピット、土坑などが検出されており、年代と

しては、弥生時代後期と古墳時代前期初頭、中世～近世

(15世紀以降)と なっており、弥生時代後期から古墳時

代前期初頭のものが主体的である。

a.2区 Aの遺構・遺物

1.SB(竪穴建物跡)

SB2号竪穴建物跡 (挿図第429。 447図 /4次図版14・ 23)

(位置)2区 X71・ 72Y62・ 63グ リッド内で部分的に検

出 している。 (重 複・遺存状況)SD17、 SP160。 161・

163な どと重複 している。SP161。 163な どは、本遺構

に伴うピットである可能性が高い。竪穴の 1/2以上は、

南側の調査区外に延びており、北側はSD17に切られ欠

失 している。 (形態・規模等)形態は不明である。規模

は東西軸 440m、 短軸は現状で 1.00mを測る。 (壁・壁

溝・床面等)壁は不明であるが、壁溝は一部検出されお

り、その深さは4 cmを測る。床面は硬化面が一部確認で

きるものの、概 して秋弱である。 (柱穴)柱穴ピットは

数基検出されているものの、柱穴と思われるものはない。

(炉)不明。 (出土遺物)出土遺物は少なく、弥生時代後

期の上器小片がわずかに出土 しているに過 ぎない。 (時

期)弥生時代後期。

2.SP(ピ ット・土坑)

2区 A・ B地区では、SP遺構は 29基検出している。

柱穴や墓墳、性格不明の上坑などすべてを含んでいる。

ここでも、遺物が出土している遺構を中心に報告してい

くが、その数は少ない。

SP140(挿図第 429・ 458図/4次図版 14・ 27)

X72Y65・ 65グ リッド内に位置 し、SD23と 重複 して

お り、遺構西側はSD23に切 られ欠失 し、遺構南側は調

査区にかかってる。現状の長軸は 1.15m、 同じく現状

の短軸も 1.15m、 確認面からの深さ 48 clllを 測る。覆土

は基本的に3層で、ブロック土を比較的多 く含む暗褐色・

黒褐色砂質上が主体である。遺物は覆土中層から下層に

かけて散在的にみられ、弥生時代後期を中心 とする土器

小片が出土している。

SP165(挿図第 430図/4次図版 14)

X71Y61グ リッド内に位置し、SD17の底面で検出され

ている。長軸 0.95m、 短軸 0.80、 確認面か らの深さ25

cmを 測る。底面上 15 cmの レベルから馬骨が出土 してい

る。他に出土遺物がないため詳細な時期は不明である。

3.SD(流路跡 。溝跡・溝状遺構)

流路跡・溝跡・溝状遺構とされるSD遺構は、 2区 A・

Bでは、 7条検出されている。

SD17(挿 図第428～ 430・ 453・ 454・ 464図 /4次 図版

13・ 25)

調査区内を長さ26.5mに わたって東西に横断するよ

うに延びる溝で、X71・ 72Y60～ 66グ リッ ド内で検出

されている。やや蛇行 しなが らもNE68° の主軸方位も

つ。幅 0.60～ 1.16m、 確認面からの深さは西側で 30 cm、

中央部付近で 33 cm、 東側で 20 clllを 測る。覆土は基本的

に 3層で、レンズ状堆積を示し、プロック上を含む褐色・

暗褐色砂質土が主体となっている。遺物は西側部分で散

在的ながら、ややまとまって出土している他、中央から

東側部分にかけても、覆土中層から故在的出土 している。

-644-



弥生時代後期の赤彩土器や古墳時代前期の高イ、中世段

階の常滑奏片、須恵質風炉火鉢片、土師質土器郭などが

出土している。こうした出土遺物から、本遺構の時期は

中世段階もしくは、それ以前の構築と考えておきたい。

SD19(挿図第 431・ 454・ 462図 /4次図版 14'25)

本調査区西端 X71Y59グ リッド内で、 トレンチ幅 2.30

mの長さで検出されている。南北に延びる溝状遺構で、

NW38° の主軸方位をもつ。東西幅は現状で ■95mを

測り、東側壁は極めて緩やかに立ち上がっている。確認

面からの深さは 80 cmを 測る。覆土は 2層 で、プロック

土を多く含む褐色砂質土が主体で、溝底面には酸化鉄斑

が顕著に認められることから、流水とともに滞水状態が

あったことがうかがえる。遺物は少ないが、底面付近か

ら土師質土器皿片や須恵質鉢片、桟瓦片 ?な どが出土し

ており、構築時期は中世段階と考えておきたい。

SD20(挿図第431・ 454。 455。 463図 /4次図版15'25)

SD19の東側の X71・ 72Y60グ リッド内で長さ2.00m

にわたって検出されている。南北に延びる溝状遺構で、

XW21° の主軸方位をもつ。SD21に 切 られている。幅 1.00

～ 1.10m、 確認面からの深さは 94 cIIlを 測 り、断面形は

いわゆるV字を呈している。覆土は8層で、レンズ状堆

積を示し、底面はかなり早い段階で埋没しており、その

後、徐々に埋没 している。5'層 および 6層 中には炭化

物や焼土ブロックを顕著に含み、10層 中にも炭化物を

顕著に含んでいる。また、底面には粗砂が薄く堆積して

いることから、流水もあったことがうかがえる。

遺物は上層から中層にかけて集中して出上しており、

弥生時代後期の壺・鉢・奏形土器 (赤彩土器含む)が主

体を占め、土製紡錘車などもみられる。遺構形状および

出土遺物から、本遺構の時期は弥生時代後期であろう。

SD21(挿図第 431。 455図/4次図版 15・ 26)

SD20と 隣接 し、SD20を切 り込んで構築されている。

南北に延びる溝状遺構で、NW8° の主軸方位をもつ。

幅 0,93～ 1.00m、 確認面からの深さ 58 cmを測る。覆土

は3層で、ブロック土を含む褐色・暗褐色砂質土を主体

としている。出土遺物は多 くはないが、弥生時代後期 (お

そらく流れ込み)お よび古墳時代前期の S字口縁奏片、

平安時代の緑釉陶器片などが出土している。詳細な構築

時期については不明であるが、平安時代以降の構築と考

えておきたい。

SD22(挿図第 430図 )

SD17と 併走するように、調査区内を長さ26.5mに わ

たって東西に横断するように延びる溝で、X71・ 72Y60

～ 66グ リッド内で検出されているが、そのほとんどが

北側調査区外にかかっているため全容は不明である。

SD23(挿図第 428。 429・ 455図/4次図版 15'26)

X72・ 73Y64グ リッド内で検出されている南北に廷

びる溝状遺構である。SD17に その上部を掘 り込まれ、

SP140を切 り、NE13° の主軸方位をもっている。検出さ

れている長さ2.18m、 幅 45～ 60 cm、 確認面か らの深

さ 45 cmを 測 り、布掘 り状の溝状遺構である。覆土は基

本的に 2層で、ブロック土を多 く含む黒褐色砂質土が主

体である。出土遺物は少なく、弥生時代後期の赤彩され

た鉢形土器小片などが出土しているのみ。覆土および出

土遺物から弥生時代後期の構築と考えられ、 1区で検出

されている、SD9・ 11と 構造的にも類似 していること

から周溝状遺構の一部であると考えたい。

SD24(挿 図第 428図/4次図版 16)

SD23の 西側約 2.60mに 位置 し、X72Y64グ リッ ド

内で検出されている南北にやや湾曲しなが ら延 びる溝

状遺構である。SD17に その上部を掘 り込まれている。

やや湾出しているため明確な主軸方位は不明 なが ら

NW12° を示す。検出されている長さ2.60m、 幅 65～

70 clll、 確認面からの深さ 24 clllを 測る。覆土は 3層で、

ブロック土を比較的多 く含む黒褐色 。褐色砂質土が主体

である。断面形は逆台形を呈している。出土遺物は特に

ないが、覆土や構造的な状況から、SD23と 同様 な構築

時期・性格が考えられる。

b.2区 Bの遺構・遺物

本調査区は東西 400m、 南北 3.20mと いう極めて小

規模な調査区であり、石敷遺構や溝状遺構が検出された

が、個別番号は付けず、本調査区自体を「SX2号遺構」

とした。特に本調査区は、現存水路を挟んで、SDllと

した中世から近世にかけての石積を伴う水路状 もしくは

堀状の溝跡が検出された第 1次調査鉄塔No 3地 区の南側

に隣接 しており、それに関連する遺構群の検出が予測さ

れた場所でもあり、今回検出された SX2も 、全容の解

明には至らなかったが、第 1久調査 SDllと 何 らかの関

連性がうかがえる遺構・遺物と考えている。

SX2(挿図第432・ 433・ 460。 462～464図/4次図版 16・

17'28)

石敷遺構は本調査区南西隅で東西 ■00m、 南北 ■50

mの範囲で検出され、その大半は南側および西側の調査

区外に延びている。地山面を若干掘 り窪め、その内部に

拳大から人頭大よリー回り大きい比較的扁平な河原石を

多用 し構築している。河原石はシル ト質の砂とともに充

填されており、その内部からの遺物の出土は土師質片が

わずかに出土したのみである。

その東側では、拳大から人頭大の礫で構築された石列

を伴う溝状遺構が検出されており、その内部か らは、土

師質土器や馬の歯等が出土している。また、石敷遺構北

側にも長軸 60 clll前後を測る礫を配した溝状遺構が検出
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されており、その北側は、近世段階に改修された水路に

よって破壊されており、全容は不明である。

出土遺物は少ない。弥生時代後期の土器片がわずかに

混入しているものの、その大半は、中世～近世段階の土

師質土器皿片・鍋片・幡鉢片、陶器類、桟瓦などが出土

している。

C 3区 A・ B・ C～ Eの概要と検出遺構・遺物

3区 は、A～ E地区の計 5つの地区がある。 3区 A地

区は道路拡幅部分。 3区 B地区は送電線鉄碁新移設地。

3区 C～ D地区は照明施設付設地で、調査面積はすべて

合わせて 132∬である。

a.3区 Aの遺構・遺物

3区 A地区では、弥生時代後期 と中世段階の溝状遺

構およびピット (71基検出)等が検出されている。弥

生時代の溝状遺構は 4条検出されている (SD26・ 30。

37・ 38)。 SD26。 30の覆土には、小片の土器が主体ではあっ

たが比較的まとまって出土している。

1.SP(ピ ット・土坑)

3区 A地区では、SP遺構を71基検出している。柱穴

と思われるピットもいくつかみられるが、掘立柱建物な

どの抽出は難しい状況にある。ここでも、遺物が出土し

ている遺構を中心に報告していく。

SP169(挿図第 433。 459図 /4次図版 18。 27)

X82Y48・ 49グ リッド内に位置し、SD34・ 35。 36と 重

複している。楕円形を呈し、長軸 1.70m、 短軸 1,35m、

確認面からの深さ20 cmを 測る。覆土は2層で、にぶい

黄褐色砂質上が主体である。ピット内には人頭大を中心

とする礫が充填されているが、その性格は不明。出土遺

物も少なく、弥生時代後期と思われる奏形土器片が少量

出土している。詳細な時期については不明。

SP213(挿図第 436。 459図/4次図版 18。 27)

X83Y48グ リッド内に位置し、SP214と 重複している。

楕円形を呈 し、長軸 0.50m、 短軸 0.46m、 確認面から

の深さ 30 clllを 測る。底面には柱状のものを建てたと考

えられる窪みを有する。覆土は4層で、ブロック土や炭

化物を含む黒褐色・褐色・にぶい黄褐色・灰黄褐色砂質

土が主体である。覆土最上層で、ほぼ完形だが日唇部の

一部を故意に打ち欠いた弥生時代後期に属する、赤彩さ

れた片口鉢形土器が、横位の状態で出土している。何 ら

かの儀ネし行為に伴う埋納遺物であろうか。

SP221(挿図第 436。 459・ 464図/4次図版 18。 28)

X83Y48グ リッド内に位置 し、SP227。 228と 重複 し

ている。SP228を切っているが、SP227と の新旧関係は

不明。楕円形を呈し、長軸 0.85m、 短軸は現状で 0.70m、

確認面からの深さ42 cmを 測る。覆土は 3層 で、ブロッ

ク土を多 く含む黒褐色砂質土が主体である。覆土中層か

ら弥生時代後期の壷形土器片が、破砕 したような状況で、

ややまとまって出土している。他に磨石もみられる。

SP222(挿 図第 437・ 459。 464図 /4次図版 19。 28)

X82・ 83Y49グ リッド内に位置 し、SD35・ 39と 重複

している。楕円形を呈 し、長軸 1.00m、 短軸 0.86m、

確認面からの深さ 50 cmを 測る。覆土は 4層 で、ブロッ

ク土や炭化物を含む黒褐色・褐色 。にぶい黄褐色・灰黄

褐色砂質土が主体である。南壁際の底面付近から、磨石

や綾磨石とともに、赤彩された壷・鉢形土器片が数点ま

とまって出土している。

SP245(挿 図第 438図 )

X82Y50グ リッド内に位置 し、SD38と 重複 している

が、本溝跡に伴うものか、重複関係をもつのかは不明。

円形を呈 し、長軸 0.32m、 短軸 0.30m、 確認面からの

深さ 10 cIIlを 測る。底面に接する状況で、礎板状の扁平

な礫が出土している。柱穴であろうか。

2.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構 )

流路跡・溝跡・溝状遺構 とされる SD遺構は、 3区A
地区では 11条検出されている。その中で注 目できるの

は弥生時代後期のものと思われるSD26。 30と 、中世の

ものと思われる SD27・ 33である。

SD26。 30(挿図第439・ 456・ 464図/4次図版19・ 26)

SD26と SD30は、平行 して検出されている溝状遺構

で、X83～ 85Y46・ 47グ リッド内に位置 している。両

遺構とも北から南東方向にかけて弧を描 くように検出さ

れている。SD26は、直線距離にして長され 3.50m、 幅

0.70～ ■00m、 確認面からの深さ49 cmを 測る。SD30は、

直線距離にして長さ約 7.40m、 幅 0.60～ ■05m、 確認

面からの深さ 30 cmを測る。

SD26の覆土は9層 で、レンズ状堆積を示 し、ブロッ

ク土を含む黒褐色土が主体である。溝掘 り込みの断面形

は、逆台形状を呈し、布掘 りに近い。出土遺物は多 くは

ないが、南側において散在的に出土している。

SD30の覆土は 3層 であ り、SD26と 同様にレンズ状

堆積を示し、ブロック土を含む黒褐色土が主体である。

溝掘 り込みの断面形も、逆台形状を呈し、布掘 りに近い。

出土遺物は破片資料が中心だが、溝全体の覆土中層から

上層において散在的に出土している。

両遺構の出土遺物は、弥生時代後期の土器資料が中心

で、一部中世段階の遺物がみられるものの、これらは覆

土上層からの出土であり、埋没過程の段階で混入したも

のと判断できることから、両遺構の時期は、弥生時代後

期としておきたい。また、その性格 も 1区検出の SD9・

11と 構造的にも類似 していることか ら、建物などを取

り巻 く周溝状遺構の一部であると考えたい。
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SD27(挿図第 440。 456図 /4次図版 19,26)

X82～ 84Y47グ リッド内に位置 している。ほぼ真北

に沿って廷びている溝状遺構で、検出されている長さ

5.55m、 幅 0.86～ 1.21m、 確認面からの深さ 26 clllを 測

る。覆土は2層 で、プロック土をやや含む褐色 。暗褐色

砂質土が主体である。溝の断面形は雨樋状を呈する。

出土遺物は南側でややまとまって出土してお り、土師

質土器邦片・鉢片の他、馬歯も出土している。

SD28・ 29(挿図第 438図/4次図版 19)

SD26と SD291よ、重複関係をもってX85Y45・ 46グ リッ

ドに位置している。SD281よ 、検出されている長さ2.10m、

幅 0.50m、 確認面からの深さ 15 cmを測 り、ほぼ真北方

向に延びている。覆土は 1層 で、プロック土を含む褐色

砂質土である。出土遺物は特にない。

SD29は、検出されている長さ 1.34m、 幅 1.20m、 確

認面からの深さ 12 cmを測 り、NE65° の主軸方位をもっ

て南北方向に延びている。覆土は2層で、ブロック土を

含む褐色砂質土が主体である。出土遺物は特にない。

SD33(挿図第 440図/4次図版 20)

X82・ 83Y47・ 48グ リッド内に位置 している。SD27

の南側で連結 してお り、そこから約 420m程、東側ヘ

廷び、やや湾曲して SP169と 連結している。

幅 0.53～ 0.87m、 確認面からの深さ16硼 を測る。覆

土はほぼ 1層 で、褐色砂質土である。土器資料は出土 し

ていないが、SD27と 同様に、馬歯が出土している。

SD34(挿図第 440・ 457・ 465図 /4次図版 20・ 26)

X82Y48グ リッド内に位置 している。SD33・ 37お よ

び SP169と 重複する状況 となっているが、SP169と は

時間的な前後関係はなさそうである。湾山しながら東西

方向に延び、南側調査区外にかかるが、検出されている

長さ約 2.00m、 幅 0.40m、 確認面からの深さ30 cmを測る。

覆土は2層で、SD33と 同様に、褐色砂質土が主体である。

出土遺物は少ないが、北宋銭の「明道元賓」(初鋳 1032年 )

と土師質鉢片が出土している。

SD35(挿図第 441・ 457図/4次図版 20・ 26)

X82・ 83Y48・ 49グ リ ッ ド内 に 位 置 し て い る。

NE18° の主軸方位をもって、南北方向に延びる溝状遺

構で、南側は SP169に連結 している。検出されている

長さ約 2.20m、 幅 0.40m、 確認面からの深さ25 cmを 測

る。覆土は 1層で、プロック土を含む褐色砂質土である。

出土遺物は少ないが、北側底面付近から、須恵質火鉢風

炉片および須恵質鉢片などが出土している。

SD36(挿図第 441図/4次図版 20)

X82Y49グ リ ッ ド内 に位 置 してい る。SD35。 39、

SP169と 重複 している。NE102° の主軸方位をもって

東西方向に廷びている。検出されている長さ約 2.20m、

幅 0.40m、 確認面からの深さ 25 cIIlを 測る。出土遺物は

特にない。

SD37(挿図第 441図/4次図版 21)

SD34に切 られるかたちで、X82Y48グ リッド内に位置

している。東西方向に延びながら、東側で南側に屈曲し

ている。検出されている長さ約 1.50m、 幅 0.87～ 1.00m、

確認面からの深さ 28 cmを 測る。覆土は 2層で、ブロッ

ク土を含む褐色砂質土が主体である。出土遺物は特にな

SD38(挿図第 441図 /4次図版 20・ 21)

調査区の東端、X82Y49・ 50グ リッ ド内に位置 して

い る。SP219・ 240。 244。 245・ 246と 重 複 して い る。

SP245と の前後関係は不明で、本遺構に伴う可能性もあ

る。NE84° の主軸方位をもって東西方向に延びている。

検出されている長さ3.20m、 幅 0.53m、 確認面からの

深さ40 cmを 測る。覆土は 2層 で、ブロック土を含む黒

褐色上が主体である。出土遺物は特にない。

SD39(挿図第 441図 /4次図版 20)

X82・ 83Y49グ リッド内に位置 している。SD35・ 36

に切 られている。NW39° の主軸方位 をもって北西か

ら南東方向に延びている。検出されている長さ 1.95m、

幅 0.83m、 確認面からの深さ 6 cmを 測 り、出土遺物は

特にない。

b 3区 Bの概要と検出遺構・遺物

3区 B地区では、流路遺構 (SD31)と 溝状遺構 (SD3動

各 1条ずつ計 2条 と、弥生時代後期の上坑 (SP216)等

が 2基検出されている。

1.SP(ピ ット・土坑)

SP216(挿 図第 443・ 459図 /4次図版 21・ 27)

X84Y39グ リッド内に位置している。調査区の南東隅

で検出されている。遺構西側は現代の撹乱で欠失してお

り、遺構南側の約 1/2は、調査区外にかかっている。平

面形態は、おそらく楕円形を呈すると思われ、長軸・短

軸とも現状で 0,90mを測 り、確認面か らの深さは 29 cm

を瀕1る 。

覆土は3層で、緩やかなレンズ状堆積 を示 し、ブロッ

ク土を含む黒褐色・暗褐色砂質土が主体である。遺物は

覆± 1層中から比較的まとまって出上している。弥生時

代後期の鉢形土器や器台などの破片が主体的に出土して

いる。本遺構の時期も弥生時代後期と考えられる。

SP217(挿 図第 443図 )

X84Y39グ リッド内に位置し、SD31の 上端で検出さ

れている小ピットである。精円形を呈 し、長軸 0,35m、

0.34m、 確認面からの深さ13 cmを 測る。出土遺物はない。

2.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構 )

SD31(挿図第442・ 456・ 457・ 465図/4次図版21・ 26)
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X84～ 86Y38。 39グ リッド内に位置する流路跡の一

部である。東西方向に蛇行しながら流下しているものと

思われ、現状の最大幅 540m、 確認面からの深さは 1.00

mを測る。覆土は基本的に9層で、覆土の堆積状況の観

察や、断面形態の状況から、最低 3時期の流路変遷が認

められる。

遺物は各層位からまんべんなく出土しているものの細

片が主である。遺物の時期は、弥生時代から中世、近世

にわたっている。土師質土器皿片、土師質悟鉢片、常滑

奏片、須恵器蓋、弥生時代から古墳時代の壺片・奏片・

高邦片、銭貨「寛永通費」などがみられ、いずれも水流

による摩滅が著しい。

なお、本遺構は微地形の検討から、第 3次調査で検出

された旧流路 SDlの西側の続きである可能性が高い。

SD32(挿図第 442図 /4次図版 22)

X84・ 85Y38'39グ リッド内に位置 し、SD31の 南西

端から、北西方向に延びる溝状遺構である。検出され

ている長さ5.08m、 幅 0.68m、 確認面からの深さ 17～

21 cIIlを 測る。覆土は 1層で、プロック土を含む暗褐色

砂質上である。出土遺物はなく、時期も不明。

c.3区 C～ Eの概要と検出遺構・遺物

3区 C～ E地区の 3箇所については、 lm× lmの試

掘ピットであり、人力にて掘 り下げ調査を行った箇所で、

3区 D地区で溝状遺構の一部 (SD40)が検出された以

外は、他の2箇所については、遺構・遺物ともに検出さ

れなかった。

1.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構)

SD40(挿図第 443・ 457図/4次図版 22・ 26)

X80Y24グ リッド内に位置し、 3区 Dと する 1だ四方

の トレンチ内で検出されている。南北方向に廷びる溝状

遺構で、覆土は基本的に 1層で、灰黄褐色砂質土である。

底面に粗砂の堆積がわずかにみられることから、流水が

あったことがうかがわれる。確認面からの深さは 15 cm

である。覆土内から平安時代を中心とする土師器片が少

量ながら出土している。

また、 トレンチ南西端で、わずかな検出であるが、

SD40と 重複する遺構状の落ち込みも確認 しているが、

その全容は不明である。

D 4区の概要と検出遺構・遺物

4区 はJR送電線鉄塔の新移設地であ り、調査面積

は 63だを測る。本区では、平成 15年度第 3次調査 1区

SDlと して調査 した東西に延びる流路跡の続 きと思わ

れる流路跡 (SD25)と 、弥生時代後期頃の所産 と思わ

れる土坑・ピット (SP166・ 167・ 168)等が計 3基検出

されている。

1,SP(ピ ット・土坑)

SP166(挿 図第 444・ 445図/4次図版 22)

X93Y62グ リッド内に位置しており、SP167と 重複し、

SP167を 切っている。遺構東側の 1/2程度は調査区外に

かかっている。平面形態は楕円形を呈すると思われ、南

北軸 0.90m、 確認面からの深さ20 cmを 測る。覆土は2

層で、プロック土を含む黒褐色土である。弥生時代後期

と思われる図示不可能な土器小片がわずかに出上してい

る。

SP167(挿 図第 444・ 445図/4次図版 22)

X93Y62グ リッド内に位置 してお り、SP166と 重複し

ている。遺構東側の 1/2程 度は調査区外にかかってい

る。平面形態は精円形を呈すると思われ、南北軸 0,35m、

確認面からの深さ 10 cmを 測る。覆土は 2層 で、プロッ

ク土を含む黒褐色土である。出土遺物はない。

SP168(挿 図第 445図 )

X93Y61グ リッド内に位置 している。平面形態は楕円

形を呈 し、長軸 0.83m、 短軸 0,70m、 確認面からの深

さは 21 cmを 測る。覆土は 3層で、プロック土を含む黒

褐色砂質土が主体である。底面には柱状のものを建てた

と考えられる窪みを有する。拳大の礫が出土しているが、

土器類は出上していない。

2.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構 )

SD25(挿図第処 ・445・ 455・ 456・ 462図/4次図版 22・

26)

X92・ 93Y60～ 62グ リッド内に位置している。調査

区の南東方向から北西方向へ蛇行した状態で検出されて

おり、確認面からの深さは 92 cmを 測る。覆土は 11層以

上に及んでおり、覆土の堆積状況の観察や、断面形態の

状況から、最低 3時期の流路変遷が認められる。第 1層

の厚さが 40 cm以上あり、整地のために人為的に埋め戻

した痕跡とみられる。

出土遺物は、覆土上層と流路底面直上層の灰褐色シル

トから主に出上 してお り、上層では馬歯片等が出土し、

後者の灰褐色シル ト層中からは平安時代 (10～ 11世紀

代)の土師器や、須恵器、平瓦片、モモの核やクルミの

殻などの植物遺体も昨年と同様出上している。木片類も

出土したが、流木もしくは流木片はみられるものの、製

品となるものはみられない。

E 遺構外出土遺物について (挿 図第446・ 460・ 461・

463。 465図/4次図版 28)

各区調査開始当初で、遺構が把握できない段階で取上

げた主な遺物をここに取 りあげた。

1～ 10は、 1区 X73グリッドライン以北で取 りあげ

た土器資料群である。 1～ 9は、土師質土器皿である。
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2と 8イまSP67の ■層、 3イまSP101のとと層、 61ま SP104

の上層で検出されている。 1・ 4・ 7と もにこれら遺構

に近接するX79Y65グ リッド内の出上である。その南側

には SP72・ 73・ 74・ 75と いった中世の小竪穴遺構が展

開しており、 9,10も SP74の南東隅と】ヒ壁の上層部で

出土しており、当該エリアにみられる、中世遺構に本来

伴う遺物群であろう。

■ は3区 Aの X84Y46グ リッド内出土の上師質鉢片、

12は 1区 X75Y65グ リッド内出上の上師質橋鉢片であ

る。13は 3区 A一括出上の須恵質播鉢片、14は 1区

X83Y66グ リッド内出土の須恵質鉢である。15は 3区A
一括出上の中世陶器片で、16は弥生時代後期段階と思

われる鉢形土器底部破片である。底部には径 5111111ほ どの

孔が焼成前に穿たれている。

その他、土製品 (4次図版 28・ 29)と して集成した。

20は、 1区 X77Y65グ リッド内出土の土玉であるが、

孔を途中までしか穿っていない。21は 3区 A一括出土

の独楽状土製品である。22は 1区一括出土の碁石状土

製品。23は 4区 出上の羽口の先端部破片であ り、ター

ルの付着が顕著である。

また石製品 (4次図版 29)と しては、13は 1区 X79Y65

グリッド内出土の黒曜石製錐。14は 1区 X83Y65グ リッ

ド内出上の黒曜石剥片。15も 1区 X83Y65グ リッド内

出上の黒曜石剥片で、16は 1区 X83Y66グ リッド内出

上の石棒片である。金属製品 (4次図版 30)で は、銭

貨 16が、 3区 A―括で出土 している。北宋銭の「至和

元賓」 (初鋳 1054年 )である。
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す
デ

節
描
波
状
文
・

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
艮

に
ぶ

い
橙

～
明
赤
褐

内
外

面
(特

に
内

面
)摩

滅
顕

著

1
2区

A
SB
2

弥
生

〓 霊
ハ
ケ

メ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
節
描

波
状

文
・

ハ
ケ

メ
密

、
白
色
粒

子
・
雲
母
・

2m
n程

度
の
小
礫
少

良
内

:褐
灰

外
:に

ぶ

ぃ
昔

褐
～

具
褐

挙
滅
や
や
顕
著

2
2区

A
S3
2

弥
生

甕
日

縁
音
Б

ナ
デ

ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

小
礫

良
橙

肇
滅

顕
署

1
1区

弥
生

器
台

台
～

脚
部

(1
40
)

(1
40
)

12
0

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ハ
ケ

メ
・

赤
彩
 
底

:ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

橙
摩
滅
や
や
顕

著
、
孔

は
4箇

所
、
外

面
の
一
部

に
わ
ず

か
な
赤
彩
痕

2
1区

古
墳

土
師

苛
坪

抑
著
Б

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
 

底
:ナ

デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
菌
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

燈
摩
滅

顕
著

、
2次

焼
成

を
受

け
る

3
1区

古
墳

土
師

葛
杯

脚
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ラヽ
ミ
ガ
キ
・
ナ
デ

貞
:ナ

デ
安
密

、
赤
色
粒

子
・

自
色
粒

子
少
・
雲
母

良
橙

摩
滅

顕
署

4
1区

古
墳

土
師

器
台

岬
音
Б

ミ
ガ

キ
・

ナ
デ

ラ
ミ
ガ
キ

必
、

白
色
粒
子

多
・
雲
母
・
小
礫

良
に
ぶ

い
責
橙

摩
滅

や
や

顕
著

5
1区

古
墳

土
師

葛
邦

脚
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ラ
ミ
ガ
キ
・

す
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

浅
黄
橙

摩
滅

顕
著

6
1区

古
墳

土
師

高
14

脚
音
Б

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

底
:ナ

ガ
・

ハ
ケ

メ
致
密

、
赤
色
粒

子
・
雲
母
微

量
良

橙
摩
滅
顕

著
だ
が
赤
彩

の
痕
跡

わ
ず

か
に

残
る

7
1区

古
墳

土
師

高
郭

か
脚

苦
Б

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・
赤
彩

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

小
礫

良
橙

摩
減

顕
著

8
1区

弥
生

高
邦

脚
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
サ

デ
・
赤
彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
・

赤
彩

雪 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
内

外
面

赤
彩

9
1区

弥
生

器
台

か
脚

部
10
2

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

雪
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
翌

良
橙

摩
滅
や
や
顕

著

1じ
【

弥
生

小
型
甕

日
縁

～
底

鍬
(1
10
)

98
ケヽ

メ
・

ナ
デ

日
唇
部
刻

み
目
・

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ
 
底

:ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

・
小

礫
少

良
に
ぶ

い
褐

季
滅

や
や

政
者

、
底

外
モ

ミ
状

圧
痕

あ
い

44
8

11
1区

弥
生

甕
口
縁

～
胴

郵
(1
90
)

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

日
唇
部
刻

み
目
・
ハ

ケ
メ
・
櫛

描
波
状
文

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

に
ぶ

い
黄
橙

内
外

面
と

も
摩

滅
顕

署

[区
弥

生
甕

日
縁

～
胴

鍬
(1
80
)

ナ
デ

,ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
節
描
波
状
文
・
簾

状
文

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
灰

褐
2次

焼
成

を
う
け
て
摩
滅
や
や
顕
著

13
1匝

三
弥

生
甕

日
縁
部

(1
30
)

ナ
デ

節
描
波
状
文
・
ハ

ケ
メ

堅
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
平

良
暗

褐
肇
滅
や
や
顕
著

と
4

と
匪こ

弥
生

甕
口

縁
～

胴
欺

(1
60
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

亥
」
み

文
・

櫛
賠

清
叶

す
密

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
赤
褐

2次
焼

成
を

う
け

て
内

外
面

ヌ
ス

状
ヨ

ゴ
レ
簡

娑

と
腰こ

弥
生

甕
日

縁
～

頸
諄
R

(1
70
)

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
櫛

描
波

状
文
・
赤
彩

密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
良

瞳
口

縁
部

外
面

の
摩

滅
顕

者
、

内
外

面
赤

彩

44
8

1区
弥

生
甕

口
縁

～
頸

部
(1
40
)

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
櫛
描
集

状
文
・

ヨ
コ
ナ
デ
・

赤
彩

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅
や
や
顕
著

、
内
外

面
赤
彩

17
1区

SD
l

古
墳

土
師

士 亜
口

縁
部

ハ
ケ
メ

′
＼
ケ

メ
 ・

口
唇

吉
骸

」
み

目

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

。
雲

母
良

こ
ぶ

い
赤

褐
肇
滅

顕
者

1区
古

墳
土

師
麗

口
縁

～
頸

蠍
(2
30
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や

lB
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
越

良
こ
ぶ

い
黄
褐

肇
滅

顕
者

1区
古

墳
土

師
麗

口
縁

～
頸

蠍
(2
40
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

。
日

唇
部

刻
み

日
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅
顕
著

1区
古

墳
土

師
霊

日
縁

部
(2
60
)

ケヽ
メ

ナ
デ

ハ
ケ

メ
や
や

粗
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
登

挙
滅

顕
著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

1区
古

墳
土

師
驚

口
縁

言
Б

(2
50
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

・
口
唇

端
部

刻
み

目
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

良
峯
滅
顕
著

1区
古

墳
土

師
麗

日
縁

部
(H
O)

ハ
ケ

メ
日
唇
端
部

に
‖
」毛

状
工

具
に

よ
る
刻

み
目
・
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ヽ 母
密 雲

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少

・
良

こ
ぶ

い
橙

～
暗
褐

撃
滅

や
や
顕
著

1区
古

墳
土

師
蓬

日
縁

都
(1
70
)

ハ
ケ

メ
日

唇
部

に
帰
」毛

工
具

に

よ
る

刻
み

目
・

ハ
ケ

密
、

自
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

～
褐

灰
勺
外

面
や
や
摩
滅

頭
著

1区
古

墳
土

師
麗

日
縁

部
(1
50
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

。
日

唇

部
に

刻
み

目

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
掲
灰

2次
焼
成

強
く
受

け
る

1区
古

墳
土

師
甕

口
縁

～
胴

鍋
(1
40
)

ハ
ケ
メ
・

す
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
橙

・
黒

褐
挙
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
一 望

日
縁

～
胴

銘
(1
80
)

ハ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ナ

デ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

や
や

l■
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

艮
こ
ぶ

い
赤

褐
～

に
ぶ

ハ
楊

挙
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
S字

甕
口

縁
～

頸
部

(1
17
)

ナ
デ

ハ
ケ

メ
。
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
少

・

雲
母

/1
/・

良
こ
ぶ

い
橙

外
面

2次
焼
成

を
や
や

強
く
受

け
て
し

る

t区
古

墳
土

師
S宇

整
口
縁

～
頸

鍬
(1
50
)

す
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
肇
滅
顕

著

と
区

古
墳

土
師

小
型

台
付

著
か

ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
 

底
:ハ

ケ
メ

密 母
白
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

小
面

の
み
摩
滅
や
や
顕

著

tD
三

古
墳

土
師

台
付

甕
却
吉
ト

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

?
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
・

小
機

良
こ
ぶ

い
褐

肇
滅

非
常

に
顕

著

と
区

古
墳

土
師

台
付
甕

却
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

密 朧
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
小

良
に

ぶ
い

赤
褐

2次
焼

成
受

け
外

面
器

面
部

分
的

に
剥

雛

1区
弥

生
重

項
～

底
部

す
デ
・

指
頭
圧
痕

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ガ
キ
・
縄

文
R 

底
無
調
整

至
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
顕
著

、
外
面
赤
彩

、
ボ

タ
ン
状
貼

付
文

4個
1単

位
×

5

1区
弥

生
士 更

口
縁
～
頸

吉
る

(1
1

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

・
―

フ
ガ

キ

４ 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
摩
滅
顕

著

1区
弥

生
一 重

口
縁

吉
ト

(1
56
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ

４ 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
摩
滅
顕

著

1区
弥

生
〕 正

口
縁

言
Б

(2
54
)

ヘ
ラ
す
デ

ケヽ
メ
・
椿
状
貼
付

文
必
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
に
ぶ

い
黄
橙

摩
城
や
や
顕
著

1区
弥

生
一 霊

口
縁

=悟

ヘ
ラ
ナ
デ

俸
状
貼
付
文
・
連
斜

縄
文
・
ヘ

ラ
ナ
デ

4、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

黒
色

粒
子

少
良

橙
摩

滅
顕

著

1区
古

墳
土

師
〓 亜

口
縁

部
(3
00
)

ナ
デ

?・
赤
彩

ナ
デ
・
赤
彩

〓 管 翌
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

内
外

面
と
も
摩

滅
顕
著

だ
が
赤
彩
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
一 芝

日
縁

=Б

(2
60
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
折

り
返

し
日
縁

奎
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
貢

橙
摩

滅
顕

著

1区
古

墳
土

師
士 電

日
縁
部

(2
24
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
・
折

り
返

し
日
縁

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

肇
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
と 置

日
縁

言
Б

(1
30
)

ナ
デ

ナ
デ
・

折
り
返

し
端
部

え J
み

目
・

折
り
返

し
日

威
密

、
白
色
粒

子
。
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
褐

挙
滅

顕
著

I区
古

墳
土

師
〓 重

日
縁

吉
る

(1
60
)

ナ
デ

ナ
デ
・

指
頭
圧
痕
・

折
り
返

し
口
縁

密
、

自
色
粒

子
。
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩

減
顕

著

1区
古

墳
土

師
日
縁

吉
ト

(1
30
)

ナ
デ

'ヽ
ケ

メ
・

す
デ

・
折

り

厘
し

口
縁

ヽ 母
密 雲

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
や

や
不

良
火

肇
滅
顕
著

1区
古

墳
土

師
士 電

胴
都

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
橙

内
面

の
摩
滅
や
や
顕
著

1区
古

墳
土

師
〓 霊

口
縁

～
頸

部
ナ

デ
ラヽ
ケ
ズ

ジ
・

ナ
デ
・

藝
日
縁

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
黄

橙
挙
滅
顕
著

、
2次

焼
成

受
け

る

区
古

土
師

口
縁

菩
Б

70
】

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ケヽ

メ
後
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
踏

、
自

色
粒

子
・

雲
母

良
堀
赤

褐
区

古
土

I同
部

ナ
デ

ラ
ミ
ガ
キ
・

直
口
縁

良
に

ぶ
い

橙
貧
顕

老

1区
古

墳
土

師
〓 重

同
～
底
部

(5
6)

ラ
ナ
デ

＼
ラ
ケ
ス

リ
・

ナ
デ

甍
:ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
黄
橙
・

橙
事
滅
顕

著



１ ６ ９ ］ ―

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
重
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(C
m)
※

( 
〉
は
推
定
値
又
は
現
存
佃

成
形
及
び
調

整
技

法
(内

)

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(外

)

1区
弥

生
片

口
鉢

ま
ば
完

形
3瑠

59
ミ
ガ

キ
ミ

ガ
キ
 

底
:ナ

デ
密 量

白
色
粒

子
・
細

か
い
雲
母
少

良
こ
ぶ

い
褐

外
面
の
摩

滅
や
や

顕
著

、
底

部
内
面
摩

耗
顕
著

、
底

部
外
面

に
敲
打
痕

あ
り
、

底
打
欠

き
途

中

1区
弥

生
小

型
鉢

口
縁

―
胴

=R

(1
20
)

ラ
ク
ズ

リ
・

ナ
デ

ケヽ
メ
 

底
:無

調
整

密
、

白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
良

登
肇
滅
顕
者

、
底
外
種

子
の
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り

1区
弥

生
士 藁

旧
部

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・

縄
文
・

赤
彩

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
良

登
内
面
摩
滅

顕
者

、
外

面
赤
彩

1区
弥

生
甍

部
50

ナ
デ

。
赤
彩

ミ
ガ

キ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

赤
彩
 

底
:無

調
整

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
に

ぶ
い

橙
事
滅

顕
著

、
底
外
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
士 亜

底
部

ナ
デ
・
赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

け
・

兼
彰

密
、

白
色
粒
子

。
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
瞳

挙
滅

顕
著

、
内
外

面
赤
彩

1区
古

墳
土

師
〓 置

底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
ヘ

ラ
ク

ズ
ツ
・
赤
彩
 
底

:ナ

デ
磨
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

橙
摩
滅
や
や

顕
者

、
外

面
赤
彩

1区
古

墳
土

師
一 霊

底
部

ナ
デ
・
赤
彩

ナ
デ

・
赤

彩
底

:木
葉

庸

4、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
橙

摩
滅
顕
著

、
内
外

面
赤
彩

1区
古

墳
土

師
一 重

底
部

(7
0)

ナ
デ
・
赤
彩

ナ
デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ホ
彩

底
1本

業
痕

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

母
良

橙
摩

滅
顕

著
、

内
外

面
赤

彩

[区
古

墳
土

師
一 霊

嗽
部

ナ
デ
・
赤
彩

ラ
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

内
:に

ぶ
い
橙

外
:橙

摩
滅

顕
著

、
内
外

面
所

々
赤
彩
痕
跡

あ
り
、
底

内
敲
打
痕

あ
り

(底
部

を
打

ち
欠

こ
う
と

し
た
か

?)

1区
古

墳
土

師
一 霊

氏
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。
赤

彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ガ
キ
・

赤
彩

ラ
ケ
ズ

リ

ミ ヽ
ヘ

ヘ
ラ 底

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

懺
肇
滅

顕
著

1匝
【

古
墳

土
師

士 霊
甍
部

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

。
赤
彩

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

、
内

面
剥

離

1区
古

墳
土

師
重

氏
部

40
ヘ

ラ
ナ
デ
・
赤
彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
艮

事
滅

顕
著

、
内
外

面
赤
彩

1区
SD
l

古
墳

土
師

〓 亜
氏
部

(4
0)

ヘ
ラ
ナ
デ
・
赤
彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

ツ
・
赤
彩

底
:無

調
整

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・
小
礫

良
登

撃
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
一 亜

氏
郡

70
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
ヘ

ラ
タ

ズ
リ
 

底
:木

葉
痕

密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

外
面
の
摩
滅

顕
者

、
外

面
赤
彩

、
底
外

モ
ミ
状
圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
甍
吉
Ь

(1
90
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

底
:ナ

デ
密

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
褐

氏
部

外
面

素
1離

、
2次

焼
成

受
け

る

1区
古

墳
土

師
甍
吉
Б

73
ナ

デ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
 
底

:木
美
痕

ヽ 母
密 雲

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

内 外
に
ぶ

い
黄
橙

に
ぶ

い
構

挙
減
や
や
顕

著
、
底
外

に
モ

ミ
状
圧
痕

ち
り

1区
古

墳
土

師
琳

ミ
部

54
ナ

デ
ナ
デ
 
底

:ナ
デ
・

穿
孔

礫ヽ
密 小

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

内
:黄

灰
 
外

:に

ぶ
い
橙

2次
焼
成

受
け
摩
滅

頭
著

1区
古

墳
土

師
氏

部
ナ

デ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

?

底
:ナ

デ
と
、

白
色
粒

子
多
・
赤
色
粒
子

少
・
雲
母

良
内

:橙
外

:橙
・

黒
肇
滅

顕
者

1区
古

墳
土

師
一 重

氏
=ト

76
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

底
:ヘ

ラ
ナ
デ

彗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
.́粒

子
・
室
母

良
登

2次
焼
成

受
け
摩

滅
顕
著

1区
古

墳
土

師
士 臣

氏
=Б

72
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

貢
橙

摩
減
や
や
顕

著
、
体
部
外
面
黒
変

、
底

部
外

面
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
〓 重

嵐
言
Б

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

ハ
ケ

メ
後

ナ
デ

。
ヘ

ラ

ミ
ガ

キ
 

底
:ナ

デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

蛮
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

内
:橙

 
外

:に
ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

、
底

外
に

モ
ミ
状

圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
〓 正

衰
部

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:ナ
デ

至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
ヽ

良
均

:橙
 

外
:に

ぶ

ハ
普

繕
勺
外

面
と
も

2次
焼
成
受

け
摩
滅

顕
旨
、
底

内
敲
打
痕
顕

著

1区
古

墳
土

師
重

底
部

(1
02
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
 
底

:種
子
痕

ζ
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

勺
:に

ぶ
い
責
橙

木
:橙

■
面

2次
焼
成

を
強

く
受

け
て
い

る
、

ミ
外

モ
ミ
状
イ
ナ

ワ
ラ
状
圧
痕

あ
り

と
区

古
墳

土
師

沐
か

底
都

(8
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ
 
底

:

ヘ
ラ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

登
峯
滅
や
や

頭
著

、
底
外

に
種
子
状
圧
痕

ら
り

と
区

古
墳

土
師

底
部

(7
4)

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ
 
底

:木
葉
痕
・

モ
ミ
状
痘

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・

三
母

良
登

事
滅

顕
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り
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図 号
挿 番

番
弓

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

法
量

(c
m)
※

( 
〉
は
推

定
値

又
は
現
存
れ

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1区
古

墳
土

師
壷

氏
部

53
ナ

デ
ナ
デ
 
底

:ナ
デ
・

モ
ミ
痕

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

生
粒

子
良

登
・

に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅
顕

著
、
底
外

に
粘

土
付
足

し
お

よ
び
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り

1区
古

墳
土

師
盗

盛
部

ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
? 

底
:

末
葉

痕

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
丑

/歩
・

/胡
墜

良
に
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
麓

氏
部

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ
 
底

:

篇
子

荒

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
良

橙
挙
滅

顕
者

、
底

外
モ

ミ
状

圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
欝

氏
=ト

ヘ
ラ
ナ
デ

デ
ナ リ

ラ ズ
ヘ ケ

底
:ヘ

ラ
や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
褐

摩
滅

顕
著

、
底

外
種

子
状

圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
密

氏
部

ナ
デ

ナ
デ

・
ハ

ケ
メ
 

底
:

末
葉

痛
・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

晉
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
■
粒

子
・

雲
母

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
赤
褐

肇
滅

顕
著

1区
古

墳
土

師
窪

甍
都

ナ
デ

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
 

底
:

木
葉
痕

督
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
肉

:灰
褐
 
外

:に

ぶ
い
褐

筆
滅
顕
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
甕

底
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
(ヘ

ラ
痕

あ
り

)

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
内 外

に
ぶ

い
赤
褐

橙

2次
焼
成
受

け
摩
滅

顕
著

、
底

外
種
子

汰
圧

痕
あ

り

1区
古

墳
土

師
雷

胴
～

底
部

(8
2)

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
底

:ナ
ヂ

。
結
旱
溝

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

里
魯

奸
子

・
萱

舟
良

こ
ぶ

い
褐

警
滅
顕
著

、
底

外
種
子
状
圧
痕

あ
り

1区
古

墳
土

師
霊

同
～

底
部

72
ナ

デ
ラ

ケ
ズ

リ
 

底
:ナ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
子

・
ノ
ト
題

艮
勺

:暗
灰

貢
外

:に

ぶ
い

檻

塔
滅
顕
著

、
2次

焼
成
受

け
る
、
底
外

こ
種
子
状
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り

1区
古

墳
土

師
霊
又

は
重

嵐
部

70
ナ

デ
ケヽ
メ
 

底
:木

葉
痕

必
、

白
色
粒

子
・
雲
母
・
小
礫

良
に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
ホ
褐

肇
滅
や
や
顕
者

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧
痕

ら
り

1区
古

墳
土

師
密

底
部

ヘ
ラ
ナ

デ
ラヽ
ケ
ズ

ツ
・

ナ
デ

氏
:木

葉
痕

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
登

緊
滅

顕
者

、
底

外
に

モ
ミ
状

種
子

状
圧

富
あ

り

1区
古

墳
土

師
霊

底
部

72
ナ

デ
ラ

ケ
ズ

リ
底

:木
葉

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
登

萎
滅
顕

著
、
底
外

に
モ

ミ
状
圧

痕
あ

り

二
区

古
墳

土
師

雷
氏

部
ナ

デ
ラ
ク

ズ
リ

る
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:橙
外

:橙
・

戻
赤

2次
焼
成
受

け
摩

滅
顕
著

、
底
外

に
モ

ミ
状
圧

痕
と
イ
ナ

ワ
ラ
状
圧

痕
あ

り

1区
古

墳
土

師
霊

底
部

52
ナ

デ
ケヽ

メ
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:に
ぶ

い
橙

■
:に

ぶ
い
黄
橙

萎
滅

や
や

顕
著

、
外

面
ス

ス
付

着

1区
古

墳
土

師
霊

底
部

＼
ケ

メ
ケヽ
メ

お
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
黒

色
粒
子
・
雲
母

良
登

2次
焼
成
受

け
摩
滅
顕
著

、
外

面
器

面
剤
1離

1区
古

墳
土

師
甕

氏
部

(1
50
)

勺
面
剥
離

ヘ
ケ
メ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

氏
tナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

こ
ぶ

い
黄
橙

・
浅
黄

害
萎
滅

顕
著

、
内

面
器

面
剥

離

1区
古

墳
土

師
甕

底
部

(1
20
)

ハ
ケ

メ
ラヽ
す
デ
 
底

:ヘ
ラ

■
デ

至
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
対

子
・

三
将

良
句

:橙
・

に
ぶ

い
橙

木
:捲

雲
滅
顕

著
、
内
面
器

面
剥
離

1区
古

墳
土

師
甕

嵐
部

(1
90
)

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
粗
、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ
い
赤
褐

に
ぶ

い
橙

雲
滅

お
よ
び

内
面

の
荒
れ
非

常
に
顕
著

1区
弥

生
甕

日
縁
部

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
。
日

唇
部

刻
み

目

晉
、

自
色

粒
子

。
赤

色
粒

子
・

雲
記

や
や
不
良

こ
ぶ

い
黄
褐

肇
滅
や
や

顕
著

1区
弥

生
甕

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
・
櫛
描
波
状
文

ヽ 再

雪 三
白

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
少

・
良

登
肇
滅

顕
著

45
2

1[
二

弥
生

霊
胴

部
ケヽ

メ
節
描

波
状
文
・

ボ
タ

ン
ト
貼
付

支
ヽ 母

伝 � 千 寿

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

こ
ぶ

い
黄
橙

峯
滅
顕
著

45
2

1区
弥

生
甕

頸
部

ヘ
ラ
ナ
デ

皮
状
文
・

ボ
タ
ン
状
貼

寸
文

畜
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

登
峯
滅
顕

著

45
2

1区
弥

生
甕

頸
部

ヘ
ラ
ナ
デ

節
描

波
状

文
・

簾
状

文
ヽ 少

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

事
滅

や
や

顕
著

45
2

と
区

弥
生

甕
顕

部
ナ

デ
節
描

波
状

文
ヽ 母

畜 繋
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
こ
ぶ

い
黄

褐
挙
滅

顕
著

45
2

1じ
こ

弥
生

豆
頸

都
ラ
ナ
デ

節
描

波
状
文
・

ナ
デ

ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
こ
ぶ

い
黄

橙
挙
滅

顕
著

1区
弥

生
甕

桐
部

ラ
ナ
デ

節
描

波
状

文
密 母

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
登

1区
SD
l

弥
生

壷
か

同
部

ラ
ナ
デ

櫛
措

波
状

文
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
こ
ぶ

い
貢
褐

の
摩

滅
跛

老

1区
弥

生
士 亜

状
文

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
晏

、 面
の

麿
滅

酸
零



― ⇔ 伽 ト ー

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
去

量
(c
m)
※

(〉
は

推
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及

び
調

整
技

法
(内

)

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(外
)

45
2

t 
tt
ζ

弥
生

甕
ハ

ケ
メ

節
描

波
状

文
密
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
少

・
三

母
良

黒
掲

と
匝三

弥
生

甕
同
吉
Б

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

指
市

庁
痘

ナ
デ

・
櫛

楢
波

状
文

・

餞
汁

寸

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
吹

褐
2次

焼
成
受

け
摩
滅
顕
著

1区
弥

生
甕

同
部

ナ
デ

節
描

波
状
文

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

黒
窒
粒

子
・

雲
母
少

良
こ
ぶ
い
黄
褐

挙
滅
や
や
顕

著

1区
SD
l

弥
生

〓 亜
伺
部

ヘ
ラ
ナ
デ

羽
状
細
縄
文
・

ボ
タ
ン

状
貼
付
文

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

華
滅

顕
著

1区
弥

生
ヘ

ラ
ナ
デ

S宇
状
結
節
縄

文
・

ボ
タ
ン
状

貼
付

文
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
こ
ぶ
い
黄
橙

一
部
分

ヨ
事
滅
顕

著

1
1区

弥
生

日
縁

部
(2
35
)

ナ
デ

棒
状

賄
付

文
・

石
段

口

縁
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

小
礫

多
や
や

良
登

挙
滅

顕
著

45
2

2
1区

弥
生

麓
ナ

デ
師
猫

波
状

文
密 母

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙
・

に
ぶ

ラ

褐
肇
滅

顕
者

1
1じ
こ

中
世

土
師
質

EI
日

縁
～

底
郎

16
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回
康

系
切

り

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
多

・
小

撰
良

に
ぶ

い
橙

挙
滅

や
や

顕
著

2
1区

平
安

上
師

不
式

=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ
 
底

:回
転

糸
切

ヽ 母

必 コ ヨ 一

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
少

・
良

橙
摩

滅
や

や
顕

著

3
1区

弥
生

麗
頸

都
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
櫛

描
波

状
文

・
4F
「
描

簾
叶

寸
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
雲
母

良
褐

内
外

面
摩

滅
や

や
顕

著

1
1区

中
世

土
師

質
不

嵐
吉
Б

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
  

底
:

画
銃

糸
枷

り
4、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

雲
平

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
や

や
顕

著

2
1区

古
墳

土
師

士 電
氏

部
ケヽ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

艮
勺

:暗
灰

衰
 

外
:

HH
楊

外
面
底

部
摩
滅

顕
著

45
2

3
1区

中
世

須
恵
質

勺
耳
鍋

か
口
縁
部

(2
10
)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

雪
、

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
。
雲

翌
良

一 火
外
面

ス
ス
付

着
頭
著

4
1区

中
世

須
忘

質
勺
耳
鍋

か
日

縁
部

(2
20
)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

至 翌

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲

良
一火

為
面
や
や
摩
滅

l
1区

SD
6

古
墳

土
師

S字
甕

同
部

ナ
デ

自
色

粒
子

・
室

母
良

浅
黄

華
滅

や
や

顕
著

1
1区

SD
8

古
墳

土
師

沐
カ

底
部

ナ
デ

ミ
ガ
キ
・
ケ
ズ

リ
?

氏
:ナ

デ
後

ミ
ガ
キ
・

弁
7L

4、
白
色
粒

子
多
・
雲
母

良
暗
褐

色
肇
滅
や
や
顕
著

2
1区

平
安

天
釉

陶
群

苑
I同
吉
[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

灰
和

晉
、

黒
色

粒
子

良
完
貢

警
滅
や
や
顕

者

1
1区

弥
生

士 亜
頸

部
ケヽ

メ
節
歯

状
斜

線
文

る
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

と
ぶ

い
音
搭

村
而

麿
減

[区
弥

生
甕

〕同
吉
Б

ナ
デ

節
描

波
状
文
・
ハ

ケ
メ

や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
雲

母
・

小
隆

良
こ
ぶ

い
褐

～
灰

黄
褐

肇
滅
や
や

頭
著

1
1区

弥
生

壬 堕
頸

部
ナ

デ
節
描
波
状
文
・

ハ
ケ

メ
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
。
雲

良
局

肇
滅

や
や

顕
著

2
[区

古
墳

土
師

重
桐

部
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ヽ 畳

密 三
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
島
～

灰
黄

褐
肇
滅

や
や

顕
著

1
[区

中
世

土
師

質
内

耳
鍋

か
桐

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
1～

41
nn

程
の
赤
色
粒

・
雲
母

良
勺

:橙
外

:黒
雲
滅

や
や

FR
著

1
と
区

平
安

土
師
質

外
か

底
部

(7
8)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
  

底
|

回
転
糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
月
赤

褐
肇
滅

非
常

に
顕
著

1
1区

中
世

土
師
質

鍋
口
縁

言
ト

(3
14
)

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
均

:に
ぶ
い
黄
橙

朴
:褐

灰
挙
滅

や
や

顕
著

2
15
こ

中
世

須
恵

質
鉢

胴
部

ナ
デ

密 竪

白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
良

火
氏
部

外
面

摩
滅

お
よ

び
荒

れ
顕

著

1
1区

SD
15

古
墳

土
師

重
阿

部
ケヽ

メ
節
歯
状
斜
線

文
や
や
密

、
白
色
粒
子
・
黒
色
粒

子
・
雲
母

良
再 木

に
ぶ

い
貢
橙

褐
灰

為
外

面
摩
滅
顕
著

2
1区

SD
15

中
世

土
師
質

鉢
ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

ヅ
や
や
密

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
勺

:に
ぶ

い
橙

～
褐

死
 
外

:灰
褐

2次
焼
成
受

け
摩
滅
や
や
顕

著

1
2区

A
SD
17

中
世

土
師
質

不
氏

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

議
糸
切

り
や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

多
良

内 外 庁

橙
～

に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
橙

～
褐

2次
焼
成
受

け
摩

滅
顕
著



ｌ ω い ０ １

図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
量
 (
cm
)※

〈 
)は

推
定
値
又
は
現
存

1
成
形
及

び
調
整
技
法

(内
)

成
形

及
び

調
整

技
法

(外
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備

 
考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他

2
2区

A
中

世
土
師
質

隻
鉢

同
部

ナ
デ

ナ
デ

・
花

文
ス

タ
ン

プ
・

2条
1対

の
沈

繰
多ヽ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

や
や

不
良

灰
黄
褐

3
2区

A
SD
17

中
世

陶
器

震
同

部
ラ
ナ
デ
・
指
頭
痕

ナ
デ

盃
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

小
離

良
内

:灰
褐
 

外
:に

ぶ
い

褐
常
滑

?

4
2区

A
古

墳
土

師
日
縁
部

(2
10
)

ヘ
ラ
ケ
ズ

ジ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

浅
黄
橙
・

橙
挙
滅
や
や
顕

著

5
2区

A
SD
17

古
墳

土
師

蔚
杯

脚
部

(3
2)

ラヽ
ケ
ズ

ジ
・
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

緻
密

、
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・

雲
母
少

良
登

挙
滅

や
や

顕
著

6
2区

A
古

墳
土

師
日
縁

部
(3
06
)

ラ
ナ
デ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

内 外
に
ぶ

い
黄
橙

橙
事
滅
顕
著

7
2区

A
SD
17

古
墳

土
師

小
型

丸
底

土
器

か
同

部
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ク

ズ
リ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

登
攀
滅

顕
署

8
2区

A
古

墳
土

師
士 霊

顎
部

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

。
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

角
:灰

黄
褐
 
外

:

天
黄

～
黄
灰

華
滅

顕
著

9
2区

A
古

墳
土

師
壷

口
縁

部
(1
32
)

ナ
デ

ナ
デ
・

直
日
縁

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良

内
:に

ぶ
い
赤
褐

外
:に

ぶ
い
赤
褐

～

赤
褐

筆
滅

顕
著

2区
A

弥
生

小
型

壼
か

甍
部

37
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

黄
橙

事
滅

顕
著

2区
A

弥
生

甕
底
喜
悟

48
ラ

ミ
ガ
キ
・
赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

底
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・

小
礫

良
に

ぶ
い

褐
峯
滅

顕
著

2区
A

SD
17

弥
生

壷
ミ

都
50

ラ
ミ
ガ

キ
。
赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ
・
赤
彩
 
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

挙
滅

顕
著

2区
A

SD
17

弥
生

甕
ナ
デ

節
描
波
状
文

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
こ
ぶ

い
掲

14
2区

A
弥

生
甕

同
部

＼
ラ
ケ
ズ

リ
節
描

波
状

文
ヽ 少

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
褐

峯
滅

顕
著

、
内
面
ス
ス
付
着

15
2区

A
弥

生
桐

部
ナ
デ

ナ
デ
・
縄
文

(無
印

)

密 母
白
色
粒

子
・
黒
色
粒

子
・
雲

良
こ
ぶ

い
橙

1
2区

A
中

世
土
師
質

皿
日
縁

～
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
す
デ
 
ほ

:回

転
糸
切

り
語
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
登

挙
滅

わ
ず

力ヽ
こ
み

ら
れ

る

2
2区

A
SD

19
中

世
土

師
質

鉢
日

縁
部

(3
36
)

剥
離

ナ
デ

や
や
密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・
黒
色
粒
子

良
こ
ぶ

い
黄
橙

肇
滅

顕
著

、
内
面
剥
離

3
2区

A
SD
19

中
世

土
師
質

鉢
か

日
縁

部
(2
32
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
安
黄
橙

攀
滅

顕
著

、
内
面

ス
ス
付
着

4
2区

A
SD
19

中
世

上
師
質

壷
か

底
部

(1
68
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
場
灰

肇
滅

顕
著

1
2区

A
弥

生
鉢

か
高
郭

口
縁

部
(1
57
)

ナ
デ
・
赤
彩

ナ
デ
・

赤
彩

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
登

筆
滅

や
や

顕
著

、
内
外

面
と
も
赤
彩

、
小
面

ミ
ガ
キ
痕

2
2区

A
SD

20
弥

生
高

郵
脚

部
ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
,

良
と
ぶ

い
褐

肇
滅
や
や

顕
著

、
内
外

面
赤
彩

3
2区

A
SD

20
弥

生
甕

日
縁

部
(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・

4r
「
描
波
状
文

密 畳
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良

勺 小

に
ぶ

い
褐

灰
褐

や
や

摩
滅

4
2区

A
SD

20
弥

生
甕

口
縁

～
頸

喜
L

(2
20
)

ヘ
ラ
ナ
デ
・
ナ
デ

ヘ
ラ

ク
ス

リ
・

口
唇

部

外
み

目
密
、
赤
色
粒

子
少
・

雲
母
少

良
登
・

黒
褐

肇
滅

や
や

顕
著

5
2区

A
SD

20
弥

生
口

綴
誓
Ь

(2
40

ナ
デ

方
テ

。
日

唇
部

刻
み

目
る
、

白
仲
粒

子
・
室
母
>/
卜

程
良

登
肇
滅

非
常

に
顕

著

2区
ハ

SD
20

弥
生

甕
日
縁

吉
Б

(2
54
)

ナ
デ
・

ハ
ケ

メ
口

唇
部

亥
」み

目
・

櫛
描

波
状

文
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
雲
母

不
良

曽
灰

黄
・

黒
峯
滅

顕
著

7
2区

A
弥

生
甕

頸
部

ナ
デ

節
描

波
状

文
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
少
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅
顕

者

2区
A

SD
20

弥
生

甕
頸

部
ナ

テ
節
描
波
状

文
・
櫛

描
横

際
文
・
櫛
描
慕
線

文
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

雪
母

少
良

こ
ぶ

い
褐
・
灰

褐
や
や

摩
滅

9
2区

A
弥

生
甕

か
胴

部
ナ

デ
ナ

デ
・

櫛
描

波
状

文
密
、

白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子
・
雲

母
良

均
:に

ぶ
い
橙

ホ
:に

ぶ
い
昔
椿

事
滅

顕
著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
 (
cm
)※

く 
)は

推
定
値
又
は
現
存
れ

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び

調
整

技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考

口
径

他
底

径
他

器
高

他
幅

他
(内

)
(外

)

2区
A

弥
生

甕
頸
～

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
・
櫛
描
波
状
文

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
少

良
均

:橙
 

外
:明

貢
易

華
滅
や
や
顕
著

2区
A

SD
20

弥
生

士 霊
日

縁
～

頸
鍬

(1
10
)

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

や
や
れ
、

自
色
粒
子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
橙
・

に
ぶ

ヽ

責
橙

挙
滅
顕
著

2区
A

SD
20

弥
生

士 亜
日

縁
～

頸

“

R
(1
33
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・

雲
母

・
小

穫
良

に
ぶ

い
橙

挙
滅

顕
著

2区
A

SD
20

古
墳

土
師

頃
=Б

ナ
デ

ケヽ
メ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:灰

黄
褐

・
に
ぶ

い
橙

内
面

の
摩
滅
顕

著

2区
A

古
墳

土
師

台
付
甕

ナ
デ

'ヽ
ケ

メ
・

ハ
ケ

メ
後
ナ

デ
底

:ハ
ケ
メ
・
ナ

密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
少
・

雲
母
・
小
礫

多
良

内 外
に
ぶ

い
赤
褐

灰
黄
褐

2次
燒
成

受
け
摩
滅

頭
著

2区
A

SD
20

古
墳

上
師

沐
底

部
(7
0)

ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
 

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

φ
・

三
母

か
・

ホ
誕

良
橙

摩
滅

や
や

顕
著

、
内

外
面

赤
彩

45
5

2区
A

SD
20

古
墳

土
師

董
底

都
ナ

デ
ハ
ケ

メ
 

底
!ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヽ 母

一 ４ 三 ヽ

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

内
:に

ぶ
い
黄
橙

外
:に

ぶ
い
橙

摩
滅
や
や
顕
著

、
底
外
種
子
状
圧
痕

あ
り

2区
A

SD
20

古
墳

上
師

一 霊
口
縁

～
頸

吉
Б

(4
2)

ナ
デ

ラ
ミ

ガ
キ
 

底
:す

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
い
・

竺
母

か
良

内
:に

ぶ
い
橙

外
:に

ぶ
い
黄
橙

摩
滅

顕
著

、
底

外
種

子
状

圧
痕

あ
り

2区
A

SD
20

古
墳

土
師

士 霊
底

部
ハ
ケ

メ
ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 
底

:

ケ
メ
・

ナ
デ

ヽ 母

必 壼 一

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
少

・
良

内 外
に
ぶ

い
褐

に
ぶ

い
檸

摩
滅

顕
者

l
2区

A
SD
21

平
安

緑
釉

陶
群

論
花

皿
口
縁
吉
Б

(1
37
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
緑
釉

致
密

、
白
色
粒

子
良

褐
灰
 
釉

:暗
オ

リ
ー

ブ

2
2区

A
SD

21
古

墳
土

師
甕

日
縁

～
頸

部
(1
67
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・
雲
母

多
良

内
:明

褐
 
外

:灰

褐
や
や
摩
滅

3
2区

A
弥

生
甕

頃
部

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

節
描
波
状

文
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

肇
滅
顕
著

4
2区

A
古

墳
土

師
S宇

養
却
部

ナ
デ

ケヽ
メ
 

底
:ナ

デ
ヽ 多

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙 褐

ぶ ぶ
均 小

挙
滅
や
や
顕
著

5
2区

A
弥

生
壷
又

は
甕

同
部

ナ
デ

節
描
波
状
文
・
櫛
描
斜

象
文
・
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
小
礫

良
勺

:に
ぶ

い
褐

朴
:に

ぶ
い
黄
褐

心
面

の
摩
滅
非

常
に
顕
著

1
2区

A
弥

生
沐

カ
日
縁
部

(1
28
)

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ラ
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・
雲

母
良

挙
滅
や
や
顕

著
、

内
外

面
赤
彩

45
5

2
2区

A
弥

生
沐

か
口
縁

=Б

(1
66
)

ナ
デ

ラ
ミ
ガ

キ
や

や
粗

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

良
登

挙
滅

顕
著

1
4区

SD
25

平
安

上
師

邦
&ぼ

完
形

51
37

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
 

底
:回

転
糸

切
り

密 母
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
橙

肇
滅

顕
著

2
4区

平
安

土
師

イ
ヨ
縁

―
月同

邪
(1
27
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

。
手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

畜 塵
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
小

良
登

為
外

面
と

も
摩

滅
顕

者

3
4区

平
安

土
師

邦
氏
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
。
圧
痕

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

外
面

摩
滅

や
や

顕
著

45
5

4
4区

平
安

土
師

不
氏
部

ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
 

底
:回

転
糸

切
り

や
や
密

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母
少

良
登

ホ
面

摩
滅

顕
著

5
4区

SD
25

平
安

土
師

塔
ミ
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
 

底
:回

眩
糸

切
り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
登

挙
滅

あ
ま

り
み

ら
れ

な
し

6
4区

SD
25

平
安

土
師

不
氏
言
Б

ナ
デ

。
ミ
ガ

キ
・

暗
文

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
底

:回
転
糸
切

り
。
へ

ラ
ヘ

ラ
ズ

リ
ヽ 少

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

黄
橙

～
橙

挙
滅
顕
著

、
底
外
線
刻

あ
り

7
4区

SD
25

平
安

土
師

不
寅
吉
焉

ミ
ガ

キ
・

暗
文

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

猛 舟

術 膠 干 一

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

艮
に
ぶ

い
黄
橙

～
橙

内
外
面

と
も
摩
滅

顕
著

8
4区

平
安

土
師

胆
氏

部
ロ

ク
ロ

ナ
デ

・
日 音

文

回
転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

ロ
ク

ロ
ナ
ブ
 
底

1回
転

糸
切

り
,ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
致
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒
子

罠
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
黄
橙

内
外
面

と
も
摩
滅
顕

著

9
4区

SD
26

平
安

土
師

蓋
口
縁

―
l同

き
思

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

回
転
ヘ

ラ
ク
ズ

ジ
・

ロ

ク
ロ
ナ
デ

密 母

狭 三 一

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

良
に

ぶ
い

貢
橙

～
に

ぶ

い
橙

内
外
面

と
も
摩
滅
顕

著

10
4区

SD
25

平
安

土
師

霊
ケヽ

メ
ハ

ケ
メ

や
や

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

霊
母

・
小

灌
良

に
ぶ

い
赤
褐

華
滅

あ
ま

り
み

ら
れ

な
し
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

ゼ邑
 (
cm
)※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
却

成
形
及

び
調
整
技
法

成
形

及
び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(肉
)

(外
)

4区
SD
25

平
安

須
恵

長
頸

壷
同
～
底

部
(1
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

底
:ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

良
医

白
～

灰
外

面
摩

滅
(特

に
高

脚
部
)政

者
、

内

面
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
刺

突
あ

り

12
4区

SD
25

平
安

須
恵

長
頸

重
頂
言

[
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

3m
m程

度
の
礫

良
灰
褐

・
灰

臼
華
滅
顕
著

4区
SD
25

平
安

須
恵

甕
ナ

デ
タ
タ
キ

メ
密

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
小

誕
良

米
内
面
摩
耗

顕
著

4区
SD
25

平
安

灰
釉

陶
器

夏
部

ロ
ク

ロ
す
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
灰
釉

密
、

自
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

良
死

白

4区
古

墳
土

師
器

台
脚

部
ケ
ズ

ジ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ
ヅ

緻
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
摩

滅
顕

著

4区
古

墳
土

師
甕

日
縁

～
数

熱
(2
29
)

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
。
す
デ

密
、

白
色

粒
子

。
1～

4m
mの

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

に
ぶ

い
褐

～
灰

黄
褐

挙
滅
顕
著

4区
SD
25

古
墳

土
師

壷
か
甕

養
部

92
ケヽ

メ
・

す
デ

ナ
デ
 
底

:ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
・

小
礫

良
に

ぶ
い

黄
橙

内
面

の
摩

滅
非

常
に

取
者

、
底

外
に

モ

ミ
状

・
種

子
状

・
枝

状
圧

痕
あ

り

1
3区

A
SD
26

弥
生

甕
蹟
孝
[

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

密 母
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
内

:橙
 

外
:暗

褐
摩
滅
や
や

顕
著

2
3区

A
古

墳
土

師
窪

氏
=[

60
ケヽ

メ
・

ナ
デ

'ヽ
ケ

メ
・

ナ
デ
 
底

:

葉ヽ
痕

や
や

粗
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

小
礫

良
橙

底
外

に
モ

ミ
状

圧
反

あ
り

1
3区

A
中

世
土

師
質

不
氏

=Б

(6
0)

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:回
転
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
良

橙
摩

減
・

摩
耗

ほ
と

ん
ど

み
ら
れ

ず

2
3区

A
中

世
土
師
質

lL
か

氏
音
[

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

浅
黄
橙

摩
滅

や
や

顕
著

3
3厄

至
A

中
世

土
師
質

琳
阿
～
底

都
(1
20
)

ナ
デ

オ
ア

・
市

唄
浪
 

瓜
:

ナ
デ

密
、

自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
黒

邑
粒

子
・

雲
母

良
に
ぶ

い
橙

摩
滅

や
や

顕
著

1
3区

A
中

世
土
師
質

雷
鉢

一 氏
(1
20
)

節
歯
条
線

・
ナ
デ

ナ
デ
 
底

:ナ
デ

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

艮
に
ぶ

い
褐

2次
焼
成

受
け
摩
滅

も
や

や
顕

著

2
3区

A
古

墳
土

師
苛
邦

口
縁

～
体

音
b

(1
80
)

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

密
、

自
色

粒
子

・
雲

母
・

小
礫

良
橙

日
唇

部
の

摩
耗

顕
著

3
3優

こ
A

古
墳

土
師

ホ
又

は
高

バ
日

縁
―

胴

専
Б

(2
0 
0)

ミ
ガ

キ
・
赤
彩

ナ
デ
・

赤
彩

密 母
自

色
粒

子
。
赤

色
粒

子
・

雲
良

橙
肇

滅
顕

著

4
3区

A
古

墳
土

師
日
縁

言
ト

(1
40
)

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や

社
、

自
色

l‐
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

ti
I子

・
雲

母
良

明
黄
褐

筆
滅

顕
著

5
3区

A
古

墳
土

師
卜
型
甕

口
縁

―
月同

菩
Fs

(1
30
)

クヽ
メ
・

ナ
デ

クヽ
メ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
艮

に
ぶ

い
黄
褐

摩
滅
顕
著

6
3区

A
古

墳
土

師
氏

言
ト

ナ
デ

ヽ
ラ

ケ
ズ

リ
 

底
:木

笙
痛

や
や

程
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩
滅
や
や
顕
著

1
3区

B
SD
31

中
世

土
師

管
Hl
か

氏
部

巨
僣

2次
嫌

成
号

tす
麿

滅
顕

著

2
3区

B
中

世
土
師
質

鉢々
か

伺
部

ナ
デ

ナ
デ
・
櫛
歯

条
線

彗
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

生
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩
滅
や
や
顕

著

3
3区

B
中

世
陶

器
子 重

日
縁
部

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
ホ
褐

常
滑

(4
・

5と
同
一
個

体
)

4
3厄

こ
B

SD
31

中
世

陶
器

〓 至
同

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や

粗
、

白
色

粒
子

・
小

礫
良

内
:橙

 
外

:に
ぶ

い
赤
褐

常
滑

(3
・

5と
同

一
個

体
)

5
3区

B
SD
31

中
世

陶
器

と こ
桐

部
ナ

デ
ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

小
礫

良
内

:橙
 
外

:に
ぶ

い
赤
褐

常
滑

(3
・

4と
同

一
個

体
)

6
3区

B
SD
31

平
安

須
恵

蓋
日
縁

～
胴

部
(1
40
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

督
、

白
色

粒
子

良
灰

摩
滅
や
や
顕

著

7
3区

B
古

墳
土

師
苛

邦
体

部
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
ホ
彩

ラ
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
侵

肇
減

や
や

函
著

3
3区

B
SD
31

古
墳

土
師

S宇
甕

日
縁

言
Б

(2
00
)

ナ
デ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母

良
浅
黄
橙

摩
滅

顕
著

9
3区

B
古

墳
上

師
甕

ナ
デ

ナ
デ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

三
母

か
・

′
卜

i4
・

良
橙

摩
滅
顕
著

、
内
面
器

面
剥
離
顕

著

3区
B

古
墳

土
師

甕
蛋
部

ケヽ
メ
・

ナ
デ

ケヽ
メ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

●
舟

良
こ
ぶ

い
黄
褐

肇
滅
顕
著

、
底
外
モ

ミ
状
圧
痕

あ
り



ｌ ω 釦 ∞ ―

図 号

挿 番
番

号
地

区
名

這
構

宅
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(c
m)
※

(〉
は

推
定

値
又

は
現

存
伸

成
形
及

び
調

整
技
法

成
形
及

び
調

整
技

法
胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

3区
B

SD
31

古
墳

土
師

士 霊
氏

部
(1
10
)

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
 
底

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・
小
礫

良
浅
黄
橙

肇
滅

顕
著

1
3区

A
中

世
土
師
質

鉢
か

日
縁

部
(3
50
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

登
勺
面

の
摩
滅
・

荒
れ
顕

著

2
3区

A
SD
34

中
世

土
師
質

鉢
1同
吉
馬

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
・

た
Iヽ
終

良
登

内
面

の
摩

滅
顕

著

1
3区

A
中

世
土
師
質

風
炉

日
縁

部
ナ

デ
ナ

デ
・

粘
土

紐
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
灰

～
橙

2次
焼

成
受

け
摩

滅
顕

著

2
3区

A
中

世
須

恵
質

沐
同

都
ナ

デ
ナ
デ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
火

内
面

の
摩

滅
顕

著

3
3厄

【
A

弥
生

壷
日
縁

言
ト

(2
00
)

節
描

波
状

文
ナ
デ
・
折

り
返

し
口
縁

や
や
粗
、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒
子

良
に
ぶ

い
黄
橙

摩
滅

顕
著

1
3区

D
SD
40

中
世

陶
器

壷
底

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・

灰
釉

医
:回

転
糸
切

り
密

、
自

色
粒

子
艮

灰
白

や
や
摩
滅

1
1区

古
墳

土
師

霊
口
縁

部
(1
87
)

ナ
デ

ナ
デ

。
日
唇
部
刻
み

目
密 母

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅
や
や
顕
著

2
1区

古
墳

土
師

密
日

縁
部

(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

。
日
唇

邪
刻

み
目

と
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

良

内 外 橙

に
ぶ

い
黄

黄
灰

～
に
ぶ

い
摩

滅
や

や
顕

著

B
1区

弥
生

〓 霊
ハ
ケ

メ
S宇

状
結

節
縄

文
や
や
密

、
白
色
粒
子

多
・
赤
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
明
赤
褐

摩
滅
顕

著

4
1区

弥
生

と こ
ナ

デ
亀

文
至

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

翌
良

内
:明

赤
褐
 
外

:

に
ぶ

い
橙

摩
滅
や
や

顕
著

1
1区

SP
5

古
墳

土
師

壷
か

底
部

(8
0)

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

4、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲

母
良

橙
摩
滅

顕
著

45
7

2
1区

SP
5

古
墳

土
師

〓 正
ナ

デ
ナ

デ
や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

雲
母

。
小
礫

良
橙

摩
滅

顕
著

1
1区

SP
26

弥
生

甕
脚

音
Б

ナ
デ

ナ
デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

未
彰

や
や
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲
母

良
橙

摩
滅

や
や

顕
著

2
1[
【

弥
生

甕
底

部
70

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
ケ

ス
リ
 

底
i木

霊
膚

暦
、

日
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

色
粒

子
・

雲
母

・
小

礫
良

橙
摩

滅
顕

著

1
1区

中
性

土
師
質

内
耳

鍋
桐

部
ナ

デ
ナ
デ
・
指
頭
痕

密 母
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
内

:灰
外

:黒
外

面
ス

ス
付

着

1
1区

古
墳

土
師

高
邦

脚
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
良

橙
峯

滅
顕

著

1
1優

こ
古

墳
土

師
台
付
甕

岬
部

ナ
デ

ハ
ケ

メ
 

脚
部

内
:す

デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

や
や

粗
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

母
良

こ
ぶ

い
褐

肇
滅
や
や
顕
著

1
1区

縄
文
 
前
期

諸
磯

C
深

鉢
同
～

底
部

11
8

ナ
デ

横
方

向
の
矢
羽
根

状
の

集
合

沈
線

を
地
文

に
2

個
1組

の
ボ

タ
ン
状
貼

付
文

が
つ

く
 

底
:圧

痕

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・

黒
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

良
月
褐

肇
滅
や
や
顕

著
、
底

部
外

面
に
何

ら
か

つ
圧
痕

あ
り

1
と
区

中
世

上
師
質

皿
ヨ
縁

～
底

邪
20

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
 

底
:回

転
糸

切
り

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

艮
こ
ぶ

い
橙

肇
滅
や
や

顕
著

45
8

2
1区

中
世

土
師
質

皿
か

一 氏
ミ
ガ

キ
ナ

デ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

艮
こ
ぶ

い
橙

峯
滅

吸
著

、
糸
切

り
を

2回
実
施

45
8

と
しこ

中
世

か
陶

界
不

明
下

明
荷

目
ナ

デ
溶
 

白
各

粒
子

巨
死

白
墜
減

、
ヨ

ゴ
レ

や
や

顕
著

1
1区

平
安

土
師

不
日
縁

～
底

部
(1
70
)

64
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

ヘ
ラ

ケ

ズ
リ
 

底
:ヘ

ラ
ケ

ズ

J

緻
密

、
自
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
登

勺
外

面
ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

顕
著

2
1区

平
安

土
師

不
日
縁

～
胴

郎
(1
30
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
良

掲
や
や
摩
滅

、
内
面
黒
色
化

3
1区

平
安

土
師

不
日

縁
～

胴
郎

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
・

暗
文

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
登

内
外

面
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著
、

内
面

訥
lp
F



１ ６ 伽 Ｏ ｌ

図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
去
量
 (
Cm
)※

〈 
)は

推
定
値
又
は
現
'1

成
形

及
び

調
整

技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

4
1区

SP
61

平
安

土
師

不
氏

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
暗
文

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

底
:回

露
糸
切

り
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

密
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲

母
良

橙
や
や
摩
滅

1
1区

SP
65

中
世

土
師

質
皿

日
縁

～
底

営
К

(1
30
)

(7
0)

27
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
底

:回
幕

糸
切

り

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

母
・

/1
ヽ
礫

良
笹

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
僅

か
に
あ

り
、
摩
滅
・

摩
耗

ほ
と
ん

ど
な

し

2
1区

SP
65

中
世

土
師

質
沐

日
縁

音
ト

(3
30
)

ナ
デ

オ
デ

召 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
に

ぶ
い

橙
や
や
摩
滅

、
内
面
や
や
荒
れ

る

3
1区

SP
65

中
世

土
師

質
〓 重

日
縁

部
(3
34
)

ナ
デ

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
浅
黄
橙

や
や

摩
滅

4
1区

SP
65

中
世

土
師

質
沐

嵐
部

ナ
デ

ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名
焙

子
・

室
母

良
浅
黄
橙

や
や
摩

滅
、
内
面

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ

1
1区

SP
72

中
世

土
師
質

皿
口

縁
～

胴
蠍

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

野
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
橙

撃
滅
や
や

顕
著

2
1区

古
墳

土
師

器
台

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

る
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒

生
粒

子
・

雲
母

良
浅
黄
橙

摩
滅
顕
著

1
1区

SP
73

中
世

土
師
質

不
嵐

部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
啓
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
艮

に
ぶ

い
橙

摩
滅
顕
著

2
1区

SP
73

中
世

青
磁

苑
口
縁

～
胴

音
Б

(1
60
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

、
白

色
粒

子
良

灰
貫
入
顕

著

3
1区

SP
73

中
世

土
師

質
沐

胴
部

ナ
デ

ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

赤
褐

2次
焼

成
受

け
る

4
1区

古
墳

土
師

士 亜
底

部
(6
0)

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:木
葉
痕

や
や
密

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母

良
橙

内
面

の
摩
滅
や
や
顕
著

(磨
れ

て
し

る
)

1
1区

SP
74

中
世

土
師
質

皿
日

縁
音
Б

(1
20
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

4、
白
色
粒
子
・

赤
色
粒

子
・
雲

翌
良

浅
黄
橙

摩
滅

頭
著

2
1区

SP
74

中
世

須
恵
質

片
口
鉢

口
縁

言
Б

ナ
デ

ナ
デ

必 翌

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

火
摩

滅
顕

著

1
1区

SP
75

中
世

土
師
質

皿
口
縁

～
胴

部
(1
04
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

致
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

三
母

良
に

ぶ
い

橙
華

滅
や

や
顕

著

2
1区

SP
75

中
世

土
師

質
勺

耳
鋼

ナ
デ

ナ
デ

必
、

白
色

粒
子

・
雲

母
多

良
澄

ス
ス

付
着

3
1区

古
墳

土
師

苛
イ

脚
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。
す
デ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
翌

良
橙

摩
滅

顕
著

4
1区

SP
75

古
墳

土
師

甕
底

部
ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

ノ
・
ナ
デ

底
:ナ

デ
や
や
粗

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩
滅
顕

著

45
8

1
1区

SP
76

中
世

土
師
質

皿
口

縁
～

底
部

(1
02
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回
転
糸
切

り

４ 翌

白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

良
橙

摩
滅

や
や

顕
著

45
8

2
[区

SP
76

中
世

土
師
質

イ
氏

部
ナ

デ
ナ
デ
 
底

:回
転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母

良
橙

摩
滅
や
や

顕
著

、
内
外

面
ス
ス
付
着

ユ
2区

A
SP
14
0

古
墳

土
師

甕
氏
部

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:木
葉
痕

蚤
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
乱

艮
に

ぶ
い

橙
摩
滅

顕
著

2
2区

A
SP
14
0

古
墳

土
師

甕
ヨ
稼

～
底

都
70

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:木
葉
痕

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
顕

著

1
2区

A
SP
15
2

中
世

土
師
質

不
黄

=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:国

転
糸
切

り
Z、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒

子
・

雲
母
・

2～
4n
nの

礫
良

橙
肇

滅
顕

著

ユ
2区

A
SP
15
7

古
墳

土
師

甕
日

縁
部

(1
94
)

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ
・

日
唇

部
刻

み
目

密
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

黒
名

対
子

・
三

舟
良

に
ぶ

い
橙

事
滅

顕
著

1
3区

A
SP
16
9

中
世

土
師
質

沐
か

同
部

ナ
デ

ナ
デ

笞
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

黒
名

奸
子

・
三

尋
良

に
ぶ

い
種

2
3区

A
SP

16
9

古
墳

土
師

霊
伺
部

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕
・

輪
種
痕

ケヽ
メ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

黒
色
粒
子
・
雲
母
・
小
礫

多
良

内
:に

ぶ
い
橙

外
:に

ぶ
い
黄
橙

～
協

庁

勺
外

面
や

や
摩

滅

3
3区

A
SP
16
9

古
墳

土
師

壷
同
部

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

密
、

自
色
粒
子
・

赤
色
粒
子
・

黒
色
粒
子

。
雲
母

。
小
礫

多
良

勺
:に

ぶ
い

橙
外

:

愚
灰

勺
外

面
や
や
摩
滅

1
1区

S
P1
73

中
世

土
師
質

n
日
縁

～
底

と
R

60
2 
1

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

緻
密

、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子

多
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

事
滅

や
や

顕
著

|
3[
【
A

S
P2
12

中
世

土
師
質

雷
鉢

1同
を
呂

師
歯
条
線

ナ
デ

密
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

こ
ぶ

い
黄

橙
外

面
汚

れ
 

内
面

摩
滅

や
や

顕
著
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図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺

構
名

時
期

器
質

器
種

部
位

去
量

 (
cm
)※

( 
)は

催
定

値
又

は
現

存
1

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
口

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

1
8区

A
SP
21
3

弥
生

片
口
鉢

口
縁

～
底

部
と2
3

54
71

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・
赤

彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ミ
ガ

キ
。
赤
彩
 
底

:ナ
デ

や
や
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

赤
褐

摩
減

、
摩
耗

あ
ま

り
み

ら
れ
ず

、
内
外

面
全

面
赤
彩

(底
部
外

面
除

く
)、

底
都
外

面
以
外
全

面
ミ
ガ
キ
あ

り
、
外
面

に
未

完
通

の
穴

1ケ
所

あ
り
、

日
唇
部

2

ケ
所
欠

け

2
3 
Et
tA

SP
21
3

弥
生

圭 更
同

部
ナ

デ
ナ

デ
密

、
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
小

纏
艮

に
ぶ

い
橙

撃
滅

や
や

顕
著

1
3区

B
SP
21
6

弥
生

沐
口

縁
部

(1
76
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

彗
、

白
色
粒

子
・
雲
母
・

小
礫

艮
内

:黒
 

外
:灰

貢

褐
撃
滅
や
や

顕
著

2
3区

B
SP
21
6

弥
生

沐
日

縁
部

(1
56
)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

や
や
密

、
白
色
壮

子
・
雲
母

巨
に
ぶ

い
褐

～
黒
褐

2次
艤

成
受

け
る

、
摩

滅
や

や
顕

著

3
3区

B
SP
21
6

弥
生

器
台

か
日
縁
部

15
0

ハ
ケ

メ
・

ナ
デ

ナ
デ
・
指
圧
痕

必
、

白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲

翌
良

橙
内
外

面
摩
滅

や
や

顕
著

4
3区

B
SP
21
6

弥
生

葛
杯

底
部

～
脚

望
R

ナ
デ
・

ミ
ガ
キ

一 ア お ア

ナ 十

底
:ハ

ケ
メ

・
畜
、

白
色
粒

子
・

1～
41
nn
の
赤
色

笠
子
・
雲
母

良
に

ぶ
い

橙
～

明
赤

褐
峯

滅
や

や
顕

著

5
3区

B
SP
21
6

弥
生

台
付

甕
か

衰
部

ケヽ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ

致
密

、
自

色
粒

子
・

1剛
程

度
の

kれ
対

子
良

に
ぶ

い
橙

摩
滅
顕
著

6
3区

B
SP
21
6

弥
生

葛
杯

脚
部

(1
04
)

ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

ハ
ケ

メ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

4、
自
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・
雲

翌
良

明
赤

褐
外

面
赤
彩

1
3 
Et
tA

弥
生

壺
日
縁

部
ハ

ケ
メ
・

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ナ
デ
・

有
段

口
縁

雪 座

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

/J

良
に

ぶ
い

橙
摩

滅
顕

著

2
3ε
こ
A

弥
生

沐
か

日
縁

吉
Б

(1
6 
7)

ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
・

ナ
デ

密 母
白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
・
雲

良
橙

～
褐

灰
摩

滅
や

や
顕

著
、

2次
焼

成
受

け
る

45
9

3
3区

A
弥

生
士 軍

底
部

(6
2)

ナ
デ

ラ
ナ
デ
 
底

:ナ
デ

必
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
内

|に
ぶ

い
橙

外
:黒

褐
摩
滅

顕
著

、
外

面
わ
ず

か
に
赤
彩

の
痕

跡
あ

り

1
3じ
こ
A

SP
22
2

古
墳

土
師

一 堕
日
縁

甘
Б

(1
72
)

ナ
デ

ナ
デ
・

折
り
返

し
口
縁

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤

色
粒

子
・

雲
母

,小
穣

多
や
や

不
艮

橙
摩
滅

頭
著
、
外

面
わ
ず

か
に
赤
彩
残

る

2
3 
εt
tA

古
墳

土
師

士 璽
口
縁

言
る

(1
88
)

ナ
デ

ナ
デ

,日
唇

部
刻

み

目
・

折
り
返

し
日

縁

や
や
密

、
自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
小
礫

良
に

ぶ
い

橙
摩
滅

頭
著

3
3区

A
SP
22
2

古
墳

土
師

」ヽ
型

鉢
口
縁

甘
Б

(H
O)

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
・

赤
彩

晉
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
丑

良
に
ぶ

い
ホ
褐

焼
成

前
に

2孔
一

対
の

7し
を

穿
つ

、
外

面
赤

彩

4
3区

A
SP
22
2

古
墳

土
師

沐
日
縁

言
I

(1
28
)

ナ
デ

・
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
ζ
、

自
色

柾
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
ユ

良
に

ぶ
い

赤
褐

内
面
赤
彩

1
3区

A
近

世
磁

器
日

縁
詈
偲

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

文
軍
葎

長
天

白

1
3じ
こ
A

中
世

土
師
質

郵
か

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
 

底
:回

転
糸

切
り

雪
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

翌
良

明
赤

褐
摩
滅
や
や

顕
著

1
1区

古
墳

土
師

甕
ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

ケヽ
メ

密
、

白
色
粒

子
。
赤
色
粒
子
・
雲

母
良

橙
内

外
面

摩
滅

顕
著

2
1区

古
墳

土
師

士 電
ナ

デ
ナ

デ
必
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
。
雲

予
良

に
ぶ

い
橙

内
外

面
摩
滅

顕
著

1
2区

B
中

世
土
師
質

皿
口

縁
音
る

(1
02
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ヽ 母

密 雲
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

少
・

良
橙

内
外

面
摩

滅
や

や
顕

著

2
2区

B
SX
2

中
性

土
師
質

不
か

底
言
Б

(7
0)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
底

:回
転

糸
切

り

密 母
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

不
良

内
:灰

黄
褐
 
外

:

に
ぶ

い
黄
橙

全
体

に
摩

滅
顕

著

46
0

3
2区

B
中

世
土
師
質

不
か

皿
底

言
る

不
明

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
致
密

、
自
色
粒

子
少
・

赤
色
粒

子
良

内
:オ

リ
ー

ブ
黒

外
:に

ぶ
い
黄
橙

内
面

黒
色

化
、

内
外

面
摩

滅
顕

著

4
2区

B
中

世
土

師
質

皿
カ

底
部

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
密
、

自
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
良

橙
摩
滅

顕
著

5
2区

B
近

世
灰

釉
陶

碁
筒

形
香

炉
口

縁
～

胴
都

(1
08
)

(1
08
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
灰
釉

密
、

自
色
粒

子
良

内
:浅

貢
 

外
:和

1音
オ

リ
ー

ブ
内
外
面
釉

が
か
か

る

6
2区

B
中

世
土

師
質

言
鉢

同
部

ナ
デ
・

櫛
歯
条
線

ラ
ナ
デ
・

ナ
デ

密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲

母
良

内
:橙

 
外

:1
こ

ぶ

い
橙

摩
滅

顕
著

7
2区

B
中

世
土

師
質

内
耳

鍋
蔓
言
ト

(2
00
)

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・

雲
母

少
良

句
:灰

褐
 

外
:褐

肇
滅
や
や
顕
著

8
2区

B
古

墳
土

師
鉢

又
は

甕
氏
部

(1
20
)

ハ
ケ

メ
ハ
ケ

メ
 

底
:ナ

デ
や

や
粗

、
自

色
粒

子
多

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:明
褐
 

外
:に

ボ
い

き
潜

肇
滅

非
常

に
顕

著
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図 号

挿 番
番

号
地

区
名

遺
構

名
時

期
器

質
器

種
部

位
法

量
(C
m)
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
却

成
形
及
び
調
整
技
法

成
形
及

び
調
整
技
法

胎
 

上
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
他

底
径

他
器

高
他

幅
他

(内
)

(外
)

9
2区

B
古

墳
土

師
垂

又
は

寮
貢
郡

ナ
デ

ナ
デ
 
底

:ナ
デ

密 母
白
色
粒
子
・
赤

色
粒

子
・
雲

良

内
:に

ぶ
い

橙

外
:に

ぶ
い

橙
・

|

ぶ
い

黄
橙

氏
外
種
子
状
圧

痕
あ

り
、
胴

部
・

底
部

つ
摩
滅

顕
著

1
1区

置
構

列
中

世
上

師
質

皿
日

縁
～

底
郎

(7
6)

22
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す
テ
 
ほ

1回

転
糸
切

り
密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

多
良

こ
ぶ

い
橙

2次
焼
成
受

け
る
、
摩
滅
や
や
顕
著

2
1区

量
構

列
中

世
土

師
質

皿
日

縁
～

底
郎

11
4

55
2 
25

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
 

底
1回

転
糸

切
り

ヽ 多
密 母

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
良

事
滅
や
や

顕
著

3
1区

遺
構

外
中

世
土

師
質

Il
ll

口
縁

～
底

郎
(1
18
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
密
、 
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
多

、
マ
ー

ブ
ル
状

良

4
1区

遺
構

外
中

世
土

師
質

皿
日

縁
～

胴
銘

(1
07
)

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
、

白
色
粒

子
・

雲
母

良
勺

:褐
灰
 

外
:褐

疋
・

に
ぶ

い
橙

勺
面
摩
耗
や
や
顕

著

5
3区

遺
構

外
中

世
土
師
質

不
氏
部

50
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り

密 母
自

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

・
雲

良
対

:黒
外

:黒
・

こ
ぶ

い
黄

橙

緊
滅

や
や

顕
署

、
内

外
面

に
漆

状
付

着
勿

46
0

6
と
優こ

遺
構
外

中
世

土
師
質

不
甍
音
ト

70
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
底

:回
転
糸
切

り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
峯
滅
や
や
顕
著

7
1区

遺
構

外
中

世
土
師
質

不
一 氏

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
す

デ
 

底
:回

転
糸

切
り

密 母
自

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

良
橙

峯
滅
や
や
顕
著

8
1区

遺
帯

外
中

世
土
師
質

皿
壼
喜
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
密

、
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
に

ぶ
い

橙
あ

ま
り
摩

滅
は

み
ら
れ

な
し

46
0

9
と
区

遺
構

外
中

世
土
師
質

イ
員

部
ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ
 
底

:回

転
糸
切

り
致
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・

三
母

良
に
ぶ

い
橙

全
体

的
に
摩
滅

非
常

に
顕
著

1区
遺
構
外

中
世

土
師
質

悟
鉢

日
縁

部
ナ

デ
ナ
デ

や
や
粗
、

白
色
粒
子
・

雲
母
多

良
に

ぶ
い

橙
2次

焼
成

受
け

摩
顔

、
ヨ

ゴ
レ
顕

著

11
3[
【

遺
構
外

中
世

土
師
質

沐
日

縁
吉
Б

(2
80
)

ナ
デ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
自
色
粒

子
・
雲
母

良
に
ぶ

い
黄
橙

ス
ス
状

ヨ
ゴ

レ
や
や

FR
著

1[
こ

遺
構
外

中
世

土
師
質

層
鉢

日
縁

～
胴

吉
Б

(3
60
)

ナ
デ
・
櫛
歯
条
線

ナ
デ

や
や

密
、

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

霊
母

良
浅

黄
橙

内
面
摩
耗

や
や
顕
著

、
外

面
う
す

く
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ

3[
こ
A

遺
構

外
中

世
須
恵

質
嵩

鉢
同

都
節
歯
条
線

ナ
デ

豊 翌

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

天
摩

滅
・

摩
耗

・
ス

ス
状

ヨ
ゴ

レ
や

や
顕

著

1区
遺
構

外
中

世
須
恵

質
米

胴
～

底
部

0)
ナ

デ
ナ
デ
 
底

:無
調
整

至 翌

白
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
良

天
外

面
に

ス
ス

付
着

、
底

部
摩

粍
や

や
顕

著

3区
遺
構

外
中

世
陶

器
一 霊

洞
部

ナ
デ

ナ
デ

?
や

や
粗

、
自

色
粒

子
・

小
礫

良
内

:灰
 
外

:青
灰

1区
遺

構
外

古
墳

土
師

本
氏

部
ナ

デ
ハ

ケ
メ

・
ナ

デ
 

底
:

森
71

粗
、

自
色

粒
子

・
黒

色
粒

子
・

雲
母

良
外

灰 橙
褐 黄

い

内 ぶ
挙
滅
顕

著
、
焼
成

前
底
部

穿
孔



１ ０ ω 〕 ―

第
23
表
 4
次

出
土

土
製

品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
(c
m)
※

()
は

現
存

値
推

定
値

成
形
及

び
調

整
技
法

(内
・
裏

)

成
形
及

び
調
整
技
法

(外
・

表
)

胎
 

土
焼

成
色
 

調
備
  

考
日

径
・

長
底

径
・

幅
器

高
・

厚
重

さ
(g
)

46
2

1
2檀

至
A

平
瓦

63
75

6
ナ

デ
ナ

デ
や

や
密

、
白

色
粒

子
・

黒
色

粒
子

農
死

4区
SD
25

平
瓦

87
67

緩
ロ

タ
タ

キ
ナ

デ
雪
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
震
7-
焔

一 火

3
4区

平
瓦

52
9

儘
ロ

タ
タ

キ
市

目
・

ナ
デ

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

景
〒

焔
天

黄

4区
SD
25

瓦
50

5
ナ

デ
布

目
笠

子
良

橙
酸

化
焔

5
4区

SD
25

平
瓦

53
9

健
ロ

タ
タ

キ
布

目
・

ナ
デ

良
天

白
監
元

嬬
、

側
縁

面
取

り
あ

り

[区
SP
65

平
瓦

76
20

健
ロ
タ
タ
キ

常
目
・
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や
粗

、
白
色
粒

子
・

赤
色
粒
子
・

雲
母
・

小
礫

艮
黒

俊
化

焔
、

摩
滅

や
や

顕
著

7
2区

A
肝
桟

瓦
31
5

(2
73

)
!l
l-
3

と ,
90
6

ナ
デ

ナ
デ

雪
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

灰

灰 部

青 角

晴 均

―
箇
所

に
穿
孔

あ
り
、
軒
桟

瓦
、
光
沢

あ
り
、
瓦

当
蚤

:9
 2
cm
、

瓦
当
厚

:8
 0
cm

2区
A

評
桟

瓦
(2
16
)

1 
47
‐

3 
(

1 
14
0

ナ
ブ

オ
デ

と
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
音
青

灰
勺
部

:灰
七
沢

あ
り
、

瓦
当

径
:9
 2
cm
、

瓦
当

厚
:3
 1
cm

9
2区

A
平

瓦
ロ
タ
タ
キ

席
目

後
ヘ

ラ
ナ

デ
必
、

白
色

粒
子

・
雲

母
少

良
k

減
函

著

2区
A

瓦
(1
8 
6)

(1
90
)

20
ナ

デ
ナ

デ
必
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

喜
音

反
一

衛
所

に
穿

子
Lあ

り
、

光
沢

あ
り

2区
A

2
lt
F 
IN
H

(1
6 
0)

(9
1

19
29
0

オ
デ

ナ
デ

雪
、

自
色

粒
子

・
雲

母
良

音
青

灰
κ
沢

あ
り

1レ
生

ミ
ニ
チ

ュ
ア

16
ナ
デ

。
ハ

ケ
メ

ラ
ケ
ズ

リ

“

、
自
色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
椿

党
や

や
酸

署

1区
ニ
チ

ュ
ア

ナ
デ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

ジ
密
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良

1区
縄

文
深

鉢
形

+異
(3
0)

ナ
デ
・
指
頭
圧

痕
健

文
LR

や
や

糧
、

自
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
菫

母
良

弓
土
製

品
と

し
て

し
ま

つ
た
が
、
縄

文
時
代

早
期

の
表
裏

儒
文

を
羊ゝ
つ
深
鉢
形

土
器
破

片
の
間
違

い

1区
縄

文
深

鉢
形

土
器

ナ
デ

電
文

LR
や
や
粗

、
白
色
粒
子
・
赤
色
粒

子
・

雲
母
・
小
礫

良
弓

土
製

品
と

し
て

し
ま
つ
た
が
、
縄
文

H寺
代
早
期

の
表
暴

縄
文

を
も
つ
深
鉢
形

土
器
破

片
の
間
違

い

46
8

2区
A

七
厘

(さ

な
)

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

則
面

:ハ
ク

メ
密
、

白
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
黄
橙

・
に
が

い
橙

土
師
質

、
火

に
よ
る
損
傷

の
為
傷

み
が
激

し
い

(裏

側
)、

沢
山
穿
孔
が
施

さ
れ

て
い

る
と
思

わ
れ

る

1区
不

明
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
密
、

白
色
粒

子
・

赤
色
粒

子
。
雲
母

艮
こ
ぶ

い
黄
橙

l 
EE

ミ
ニ
テ

ュ
ア

15
25

ナ
デ

ナ
デ

底
:ナ

デ
・

へ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
白

色
粒

子
・

赤
色

粒
子

・
雲

母
良

登
蓋
形

、
や
や
摩
滅

2区
A

紡
鉦

重
4 
1

16
15
7

と
、

白
色

粒
子

・
赤

色
粒

子
・

雲
母

良
こ
ぶ

い
掲

1区
置

棒
外

土
玉

状
土

製
2 
1

15
76

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密
、
赤
色
粒

子
・
雲
母

良
こ
ぶ

い
橙

筆
滅

や
や

顕
著

、
浅

い
孔

を
穿

つ

3区
遺

構
外

コ
マ

状
土

製
23

12
54

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
密

、
赤

色
粒

子
少

・
雲

母
良

死
白

や
や
摩
滅

1区
遺

構
外

暮
石
状

土
製

2 
1

16
05

17
密

、
白
色
粒

子
・
赤
色
粒

子
・
雲
母

艮
登

4区
豊
構

外
ナ

デ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

密
、

白
色

粒
子

・
雲

母
良

橙 黒
内 外

溶
解
鉄

が
融
着



第
24
表

 4
次

出
土

石
製

品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区

名
遺
構

名
分

類
法

量
※

( 
)は

推
定

値
又

は
現

存
値

石
材

色
調

備
  

考
長

幅
厚

重
量

(g
)

2区
A

抵
石

3
粘

板
岩

青
灰

四
面

獲
用

2
1区

蓉
石

52
花

簡
岩

類
天

白

3
3区

A
審

石
87

10
2

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
喰

モ

4
3区

A
,P
22
1

審
石

72
53

安
山
岩

月
オ

リ
ー

ブ

火

5
3区

A
,P
22
2

磨
石

5 
1

25
9

に
蘭

岩
類

月
青

灰
6

3区
A

,P
22
2

昏
石

11
 3

砂
岩

完
黄

畿
打

痕
あ

り
7

2区
A

丸
石

74
65

花
蘭

岩
類

医
自

8
区

く
さ
び
形
石
製

品
15

ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
書

灰
両

側
面

と
先

端
部

に
探

反
あ

り
9

2X
A

刀
器

12
 1

2
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル

ス
一 火

石
,

す
る

区
割

詈
石

片
15

と
9

08
2 
37

黒
曜

石
黒

滲

46
4

区
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刃

形
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板

岩
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5
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曜

石
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構

外
黒
曜

石
・

石
錐

か
36

10
黒

曜
石

:製
品

区
自
特

外
黒
曜

石
剥

片
2 
1

8
黒

曜
石

区
直
構

外
黒
曜

石
剥

片
40

6
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黒
曜

石
灰

豊
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外
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最
色

片
岩
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片
岩
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灰

区
こ
愉
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 4
次

出
土

金
属

製
品
観

察
一

覧
表

図 号
挿 番

番
号

地
区
名

遺
構
名

分
類

法
量

(c
m)

※
( 

〉
は
推
定
値

又
は
現
存
値

材
質

備
  

考
長

幅
厚

重
量

と
3区

B
23

01
2

銅
「
寛
永
通
費
」
新

寛
永
 

初
鋳

16
68
年

2
区

残
貨

01
3

天
聖

元
賢

」
北

宋
・

初
鋳

10
23
年

3
区

残
貨

24
01

3
銅

1天
聖

元
賓
J北

宋
・

初
鋳

10
23
年

4
区

残
貨

2 
45

0 
1

2
銅

「
明

道
元

賓
J北

宋
・

初
鋳

10
32
年

5
区

践
貨

25
25
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2

鋼
「
永

楽
通

賓
J明

・
初

鋳
14
08
年

6
区

羨
貨

25
0 
15

「
皇

宋
通

管
1南

宋
・

初
鋳

10
39
年

7
区

浅
貨

02
3

鋼
「
洪

武
迫

曹
1明

・
初

鋳
18
68
年

8
1区

25
0 
15

2
銅

「
皇

宋
通

管
1南

朱
・

初
鋳

03
94
F

9
区

貨
2 
35

01
3

銅
「
紹

聖
元

奮
1北

共
。
初

鱗
09
4勾

F
10

1区
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01
3

銅
「
皇

共
通

管
1南

束
・

初
鋳

03
94
■
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区
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2

銅
1元

祐
通

暫
|】

ヒ
宋

・
初

併
08
64
=

46
5

区
1

銅
(判

読
不

塙
46
5

区
麦
貨

24
24

0 
1

銅
(判

読
不

能
・

元
祐

通
暫

か
)北

集
・

初
儀

10
86
年

区
奏
貨

25
銅

「
天

膳
通

管
1北

宋
・

初
鋳

lo
17
年

46
5

区
麦
貨

2
銅

(半
J読

不
3仁

こ
A

重
構

外
24

24
0 
15

2
1至

和
元

賢
J北

宋
・

初
鋳

10
54
年
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3次調査検出 SDl

1口至(1/200) ♀   91饗 ①   コ

m

打

半

2EX A・ B(1/120)

※番号のみは SPNOを 示す

第411図 平成 16年度 (2004)第 4次調査区全体図①

-665。 666-



Y39

3区 B(1/120)

※3区 C・ D・ Eの全体図は第433図に掲載

0                   (1 : 100)                 5m
コ

※番号のみはSP臨 を示す

彿
σ

3[� A(1/100)

第412図 平成16年度 (2004)第 4次調査区全体図②

4区 (1/120)

-667・ 668-



4次 1区 SP3

SPA                  SPA'
2642m

SP3 土層説明

l 褐色砂質土 (75YR4/3)
2 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

0           (1 :30)          lm

0      (1:60)     2m

Ｅ

卜

寸
０
ミ

ｎ

α
Ш

0        (1 :80)      2m

第 413図 4次 SP3、 SXl(1)

-669-



4次 1区

SXl

ｍ
や
「
．

ゃ
０
９
博
３

SXl・ SDl 土層説明

1 表土

2 旧表土

3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)  やや砂まじる 灰黄褐色シルトプロック含む

4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)や やシルト質 黒褐色粘質土ブロック含む

5 黄褐色砂質土 (10YR5/6)  シルト質

6 責褐色砂質土 (10YR5/8)  シルト質

7 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)

8 にぶい責褐色 (10YR73)  灰黄褐色砂質土プロック含む

9 褐色砂質土 (10YR4/4)   黒褐色粘質土ブロック合む

10 にぶい黄褐色 (10YR5/3)
10' にぶい黄渇色砂質土 (10YR4/3)シ ル ト質灰黄褐色砂質土ブロック含む

11 褐色砂質土 (10YR4/4)   黒褐色粘質上プロック含む

12 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)

13 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)シ ルト質

14 にぶい責褐色砂質上 (10YR5/4)

15 褐色砂質土 (10YR4/4)

16 灰黄褐砂質土 (10YR4/2)  シルト質酸化鉄斑混じる

17 褐仄色砂質土 (10YR4/1)  シルト質

18 酸化鉄

0      (1:30)     lm

0      (1:60)     2m

SD4

土層説明

にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黒褐色粘質土プロック 責褐色砂質土プロック含む 炭化物少含む

掲色砂質土 (10YR4/4) 黒褐色粘質土ブロック含む 黄褐色砂質土ブロック少含む

灰黄褐色砂質上 (10YM/2) 責褐色粘質土ブロック多含む

黒褐色粘質土 (10YR2/3)   やや砂質

にぶい黄褐粘質土 (10YR5/3) やや砂質

第 414図 4次 SD4、 SX刊 (2)

Ａ

キ

Ｄ４

１

２

３

ａ

ｂ

-670-



4次 1区

＋
Ｄｌ
ｌ
２
３
４
５
６
７
①
　
②
③

EPC                         EPC'

＼
単 _/ォ

2652m

EPD                      EPD'
2652m

EPE

SP2 土層説明

黒褐色粘質土 (10YR3//2)  黄褐色粘質土プロック多含む
暗褐色砂質土 (10Y隠/3)  黄褐色粘質土プロック多含む
褐色砂質土 (10YR4/4)   黄褐色粘質土ブロック多含む
灰黄褐色中～細砂 (10YR4/2)
暗褐色シルト質中砂 (10YR3/3)
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 暗褐色粘質土プロック多含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック含む・炭

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
灰費褐色砂質土 (10YR5/2)

SD2

化物少含む
責褐色粘質土プロック含む
やや粘性有り 黄褐色・暗褐色
粘質土ブロック含む

EPF            EPF'
_2654m

EPG            EPG'

V獅

SD3

SPD SPD'

SD2・ 3 土層説明

Ⅲ  l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック多含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック合む

0      (1160)     2m

，
　
ュ

0    (1:80)   2m

第 415図 4次 SDl(1)・ 2。 3、

刀

＋

-671-

SP2(1)。 30～ 32



4次 呵区

0    (1:40)   lm

EPA'

0            (1 :30)          in

土層説明

にぶい黄褐色砂質上 (10YR4/3)黒 褐色粒小ブロック含む

褐色砂質土 (10YR4/4) 黒褐色粒小ブロック含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR3/4)や やシル ト質
にぶい黄褐色砂質上 (10YR3/4)黄 褐色粘土・黒褐色粘土プロック含む

第 416図  4次 SDl(2)、 SPl。 2(2)

＜ヽ
α
Ш

ＳＰ‐
／

く '

ブ

-672-



4次 1区

SD5・ 6

SD5・ 6 西壁土層説明
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色砂質土ブロック含む

2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)  責褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む

3 仄黄褐色砂質土 (10YR4/2)  責褐色粘質土ブロック多含む

4 暗褐色粘質土 (10YR3/4) 黄褐色粘質土ブロック・茶褐色粘質土ブロック多含む

5 灰黄褐色シルト質砂層 (10YR4/2)茶 褐色粘質土プロック含む

Ｅ
創
り
Ｏ
ω

・Ш
Ｌ
∽

一

a 褐色砂質土 (10YR4/4)
b 暗褐色粘質土 (75YR3/3)

SD5・ 6 東壁土層説明

I 表上

Ⅱ 旧表土

① にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)

② 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

1 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
5 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
6 褐色砂質土 (10YR4/4)

責褐色粘質上プロック多含む

灰責褐色粘質土プロック含む・炭化物含む

黄褐色砂質土プロック含む

責褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む

黄褐色砂質土ブロック含む

黄褐色粘質土ブロック多含む

第 417図 4次 SD5。 6

0      (l i 60)     2m

-673-



4次 1区

4

+   SPA SPl° SPA'           SPll
265 5m       SPA        SPA'

U
SPll 土層説明
1 暗褐色砂質上l10YR3/3)責 禍色粘質土小アロック含む

SPA SP12 sPパ   聖
SP13 

理 4m

yモ

線

yU

2 黒褐色砂質土(10YRV2)

SPA SP14・
15'16    sPA'

も倶
SP19

SPA SPA'
2654

14・ 15'16 土層説明

1 暗褐色砂 質土 (10Yい1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土小ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)

SPA  SP17
理 4m SPA S円

8理
4m

SPA SP20        翠 5m

SD7

―

1    妄土    |

SPAttSPAI~▽詢

EPB SD9         EPB'
2655m

sPB SD7   sPB,

著

EPA SD9       EPA'
265 Sm

廿居

※番号のみは S,Noを 示す

0       (1 :80)     2m

SP21・ 22 SD8
SPA

SP10 土層説明            SP20 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色粘質±  1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック多含む

小ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)

SP13 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色粘質土

小プロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)

SP17 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4々 )黄褐色粘質土プ

2塁描色金害望 (ЮYR3/21黄褐色粘質土
プロック含む

SP18 土層説明
l 褐色砂質土 (10YR4れ )黄褐色粘質土ブ

ロック多含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土

ブロック多含む

土層説明
にぶい黄褐色砂質土 (10YR5れ)黄褐色粘質土プロック

絶寡秋黄褐色砂質土 (10YR4/0黄褐色粘質土プロック

後富名色砂質土 (10YR4/妙 黄褐色粘質土ブロック多含

ζP21・ 22土 層説明

掲琶象警曇キIド熱,訴
4笞

唇g亀瞥曇多ご,夕怠31焼
喜擦含量猪きび聟I]!“と畠梶

'誓

霜音ぞ畳上多含9ク

急ξ夢魯慾
質土 QⅣR4/2)粘性有り 黄褐色粘質土ブ

SPA'

Ｄ７

‐

　

２

　

３

　

Ｄ８

‐

２

３

　

４

５

　

６

SD8

第 418図 4次 SD7・ 8(1)。 9(1)、 SP刊 0～ 20・ 21(1)。 22

0      (1:30)     lm

正力で指≧@五 '

悔/C
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4次 1区

SP5

1ゞ證

SP5・ 6 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質

土ブロック多含む

暗褐色砂質土(10YR3/3)黄褐色粘質土ブロッ

ク多含む 。黒褐色粘質土プロック含む

灰責褐色砂質土 (10YR4/2)や や粘質有り

黄褐色粘質土プロック多含む 。黒褐色粘質土

ブロック含む

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4洛 )黄褐色粘質
土プロック多含む

①

SP3・ 9。 24

SP7・ 29

土層説明
褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック多含む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土ブロック多含む

黒褐色砂質上 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック含む

Ｅ
ヾ

り
０
劇

くヽ
Ｌ
∽

EPA'
_2652m

Ｐ７

１

２

３

0           (1 :30)          lm

第 419図 4次 SP5～ 9。 24・ 29

に
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4次 1区

1樹

里

SP20 SP51

SP21 ・23

SPA

SP21・ 23 土層説明
SP21

l 褐色砂質土 (10YR4/4)責 褐色粘質土ブロック含む 2
2 炭化物層
3 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土ブロック含む
4 褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色粘質土プロック含む

SD8,9  SP34・ 36・ 37

SP25
SPA

1 暗掲色砂質土 (10YR)

2 褐色砂質土(10YR4麗)

黄褐色粘質土ブロッ
ク含む

SP27 土層説明
1 黒協色砂質土 (10YR弘2)黄褐色粘質土ブロック炭化助含む

2 褐色砂賓土(10YR34)賞 褐色粘質土ブロック含む
3 褐色砂質土(10YR4れ)黄褐色粘質土プロック含む

SP26
SPA

1 褐色砂質土l10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック含む

SP27

卸一２６４

SPA'

SPA SP28 SPA'

α劇
ジ

SP28 土層説明
1 暗褐色砂質土(10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック含む,炭化物少合b
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)灰黄褐色粘質土ブロック含む

SP35
SPA       SPA'

2655m

土層説明
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
褐色砂質土 (10YR4/4)

SP38
SPA SPA'

SP33
SPA'         SPA               SPA'

章
SY3緯

封隅
s詈5

締まり強

SD10 SP34・ 52

SPA'

_´ J2655m

SP52

SP34
SD10 SP34・ 52 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3お )費褐色粘質土ブロック多含む
2 黒褐色砂質土(10YR3/2)資褐色粘質土ブロック含む
3 黒褐色砂質土 (10YR22)黄掲色粘質土ブロック含む
4 暗褐色砂質土 (10YR3お )黄褐色粘質土ブロック合む
5 掲色砂質土 (1阿R44)黄褐色粘質土プロック合b・ 炭化物少含む

SPA'

SP40 土層説明
1 にパい黄褐色砂質土 (10YR4お )黄褐色粘質土ブロック多含む,炭化物少含む
2 灰黄色砂質土(10YR42)  黄褐色粘質土ブロック含む
3 褐色砂質上(10YRV4)   責絡色粘質土ブロック多含む

SP50 SD10
SPA                                        SPA'

9655m

SP50                 sD10

一

２６５

戸

一

謝

）

SP28・ 50・ 51 SD10
EPA

0      (1:30)     lm

SP21(2)。 23・ 25´ヤ28・ 33′ヤ40・ 50´Ψ52

-676-

SD9 SP39

SP39 土層説明   SD9
褐色砂質土 (10YR4麗 )

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4お )

にぶい黄掲色砂質土 (10YR5/4)

褐色砂質土 (10YR4/6)

暗褐色砂質土 (10YRy3)やや粘性有り
黄掲色粘質土プロック多含む
黒褐色砂質土 (10YR3 2)や や粘性有り
黄掲色粘質土プロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR4/2)や や粘性有り
責褐色粘質土ブロック多含む

SP38 土層説明
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
2 褐色砂質土 (10YR4/4)

SP51
SPA

SP51 土層説明
1 暗楊色砂質土 (10削器麗)黄褐色粘質上プロック含む

SD8'9 SP34・ 36・ 37 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

2 黒褐色砂質土 (10YR3混 )

3 暗褐色砂質土 (10YR3潟 )黄褐粘質ブロック多含む
4 黒褐色砂質土 (10YR2潟 )黄褐粘質ブロック多含む
5 掲色砂質土 (10YR4麗 )

6 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

8 暗褐色砂質土 (10YRν 3)

9 掲色砂質土 (10YR4/4)

10 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

SP10 SP50 土層説明
1 暗掲色砂質土 (10YR3/3)黄 掲色粘質土ブロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 掲色粘質土プロック含む 炭化

物少含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック含む
4 暗褐色砂質土 (10Y酪/4)黄 褐色粘質土ブロック合む

ＳＰＡ‐
一 ‐

SD9

SP40
SPA

併:420[コ  4,欠 SD8(2)・ 9(2)。 呵0、
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・42・ 57

SP41 ・42 土層説明                   SP41
1 褥色砂質土 (10YR4/6) 黄褐色粘質土プロック多含む
2 褐色砂質土 (10Y/R4/4) 黄褐色粘質土ブロック多含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR 4/3)黄 褐色粘質土プロック多含む
4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色粘質土プロック多含む

SPA SP53・ 54

SP43
SPA SPA'

ＳＰ４
ＳＰＡ
・

SPA'
2655m

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む
2 にぶい黄褐色砂質土 黒褐色粘質土ブロック含む

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック多含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 掲色粘質土ブロック多合む

SPA SP46・
47

・く
０
の

萬 5m l伊
,磨ま

QOYR4 4)黄 髄 粘質土ブ

2 にパい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色
粘質土プロック含む

3 暗褐色砂質土 (10YR3 3)や や粘性有り
黄褐色粘質土ブロック含む

SP79

卜

井

SPA       SPA'

SP79 土層説明         2654m
l 掲色砂質土 (10YR4/0 ▼

瀾義
SP80。 81

SP80・ 81  土層説明   SPA
1 暗掲色砂質土 (10YR3/3)

黄褐色粘質土ブロック含鷲

SPA'
2654m

SPA SP32    sPA'

SP82 土層説明

l 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
4 黒褐色砂質土 (10YR2/3)

SPA SP83   sPA'

SP83 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)

SP56 SP55

SP55・ 56 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色
粘質土ブロック含む

2 にぶい黄褐色砂質土(10YRγ3)

黄褐色粘質土プロック含む
3 にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)

黄褐色粘質土ブロック含む
4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄

掲色粘質土プロック合む

黄褐色粘質土

黄褐色粘質土

SPA'    黄 ロック含む  _石

こぅ
「

~~…
てこ五√

~

ＳＰＡ

一
２６

SP58・ 59 土層説明

1 掲色砂質土 (10YR4 4)

ブロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)

ブロック含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐

色粘質土ブロック多含む

SP53・ 54 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/8)黄 褐色粘質土ブロック多含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)責 褐色粘質土ブロック含む

3 にぶい責帽色砂質土 (10Y馳 /3)黄褐色粘質上プロック含む

4 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土ブロック含む

Si4亀
爾謬(ЮttysP44躯 湖 U

黄褐色粘質土ブロック多
含む

2 にぶい黄褐色砂質土 黒
褐色粘質土ブロック含む

SP45
SPA

ISPA'

SP45 土層説明

SP46
SP46・ 47 土層説明
1 掲色砂質土 (10YR4た)黄褐粘性土ブロック含む
2 掲色砂質土 (10YR4/6)黄 褐粘性土ブロック含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐粘性土プロック含む

SP55・ 56

SP48・ 49 SD9

SP48・ 49 SD9 土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土プロック含む
黒掲色砂質土 (10YR2/2)黄 褐色粘質土ブロック含む
暗掲色砂質土 (10YR3/3)黄 掲色粘質土ブロック含む
黒褐色砂質土 (10YR3/1)黄 褐色粘質土ブロック含む
褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック合む
褐色砂質土 (10YR4κ )黄掲色粘質土ブロック含む
にぶい黄褐色砂質土 黄掲色粘質土ブロック多含む
灰黄掲色砂質土 黄褐色粘質土プロック含む

9 黒褐色砂質土 (10YR2氾 )黄褐色粘質土ブロック多含む。炭化物含む
10 黒褐色砂質土 (10YRVl)黄 掲色粘質土ブロック多合む 炭化物含む
H にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック合む
12 灰黄掲色砂質土 (10YR42)黄 掲色粘質土ブロック含む
13 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック・炭イヒ物含む

4,欠 SD9(3)、  SP41´マ49・ 53´ヤ59。 64

0           (1 :30)          lm
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SPA SP34

土層説明

暗褐色砂質土 (10YR3/3)
暗褐色砂質土 (10YR3/4)
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

SP92・ 93・ 94
SPA                      SPA'

SP92・ 9
1 黒褐色砂質土 (10YR2氾 )炭イヒ物,焼土粒合む
2 掲色砂質土 (10YR4た )

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)

SP85・ 86 土層説明

l 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

SPA SP95  sPA'
2654m

SP95 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)灰 褐色粘
質土ブロック含む

2 にぶい黄褐砂質土 (10YR4/3)

SPA SPl°° SPA'

SP100 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土プロック含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)黄 褐色粘質土ブロック多合む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5 4)黄 褐色粘質土ブロック多含む

SPA SPl° 4

SP104 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YRy3)黄 褐色
粘質土ブロック含む

SPA SP101 ・102

SPA SP88  sPA'
2654m

SP88 土層説明

l 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)

SPA SP97・ 98 sPA'

SP97・ 98 土層説明

1 黒褐色砂質土(10YR2/2)炭 化物
焼土粒含む

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)

SPA'

SPA SP85・ 86 SPA  SP87  sPA'~         
■夏る4m

SP87 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 仄責褐色砂質土 (10YR4/2)

SPA SP96  sPA'

ロ
SP96 土層説明

Ｐ８

１

２

３

SP99
SPA       sPA'

2654m

ur

SP99 上層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)炭 化物・焼土粒含む

SP103
SPA          sPA'

天 ラ 万

2652m

SP103 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロック

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

SPA'
琵夏乙4m

蜘難醐明
五ミこ:`「

貌m

l 暗褐色砂質土 (10YR3/3)
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

SPA  SP60  sPA'下
本≡ラ奪

2659m
SPA SP61 ・62 盟

２６Ｓ

刀
生
＋

業

毬
ほ◎

ＳＰ６。
塾

sPc SDll  SP66・ 67

SP60 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土小プロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土小ブロック合む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土小ブロック含む

SPC'     理    SP67                  sPD'
2654m                                          2654m

SP67

第 422図 4次 SDll、 SP60～ 63・ 66・ 67・ 84～ 88・ 92

SP1 01 ・102 土層説HJl

SPA   SPl10    sPA'

も

雑 m

SPl10 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)灰 褐色砂質土含む
2 掲色砂質土 (10YR4/4)灰 褐色砂質土合む
3 褐色砂質土 (10Y馳 /6)灰褐色砂質土含む

EPA SDll・ SP61 ・63 EPA'
2653m

SDll

SP61・ 62・ 63 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 掲色粘質土プロック 焼土プロック 炭イヒ物含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック・焼土ブロック・炭化物少含む
3 褐色砂質土 (10YR4た )黄褐色粘質土プロック
4 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック
5 掲色砂質土 (101と R4κ )黄褐色粘質土ブロック

SDll・ SP66・ 67 土層説 明

暗褐色砂質土 (10YRy3)黄褐色粘質土ブロック含む
暗褐色砂質土 (10YR3た )黄褐色粘質土ブロック含む
褐色砂質土 (1瞬R44)黄褐色粘質土ブロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (1びrR73)黄褐色粘質土ブロック多含む
褐色砂質土 (10YRV4)責褐色粘質土ブロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (1びr酔3)黄掲色粘質土ブロック含む
黒褐色砂質土 (10Y肥 2)黄褐色粘質土ブロック多合む
褐色砂質土(10YR4 4)早褐色粘質土ブロック含む

0           (1 :30)         lm
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岬
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亀

⑤《憂)SP106 Pl1 0

ＳＰ‐３。

③

鸞

ぱ

十

⑤
SP173

SP68
SPA'

ゼ
SP68 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)

SPA P71 sPA'

SP71 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)

SP69・ 70 土層説明
1 暗褐色砂質上 (10YR3/3)
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
3 にぶい責褐色砂質土 (10YM/3)
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

5 灰黄褐色砂質土 (10YM/2)

SPD SP129

SP69・ 70
SPA          SPA'

2653m

SP73

SPA SPlll SPA
2652m

SPlll 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

黄褐色粘質土ブロック多
含む

SPD'＼
＼ッ

lA(_J

18≪)ζ:聘 7

|∝う 刀

半
SP129 土層説明

l 褐色砂質土
2 褐色砂質土

(10YR4/4)
(10YR4/6)

SPA SP130鶏
Lm

彰
SP130 土層説明

1 褐灰色砂質土 (10YR5/1)炭 化物含む

黄褐色粘質土プロック多含む

黄褐色粘質土ブロック多含む

SPA SP131翠
3m

SPA SP132  sPA'
2654m

▼

SP1 31 土層説明

孔 黒褐色砂質土 (10YR3/1)
黄褐色砂質土混 じる 炭

化物
2 褐灰色砂質土 (10YR5/1)

責褐色砂質土混じる

Il

岳

O        (1 : 80)      2m

第 423図 4次 SD13、 SP68～ 71

SP132 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4た )黄褐色粘質土ブロック含む・炭化物
2 褐色砂質土 (10YR76)黄 褐色粘質土ブロック合む

SPA SD13     塾 '

フ

十            EPA SD13        EPA'
26Slm

SD13 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)  締 ま りやや弱・黄褐色粘

質土 ブ ロ ック含 む

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)締 ま りやや弱 ・黄褐色粘

質土 ブ ロ ック含 む

0      (1:30)     lm
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SBl内 ピ ッ ト3'SD12          EPA'           SPB
2655m

義1       義I  L」         義|矯  ふ
I魔▽徽脇嘲

SPl16 土層説明                                                                   5 暗褐色砂質土(10Y鵡チも)黄掲色粘質土ブロック焼土粒
1 褐色砂質土 (10YR4た )黄褐色粘質土ブロック含む     SPl17 土層説明                                     炭化物粒含む
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叫

弊 42m巨
正

三 耳 司SPA SP120・ 121 ・122            sPA'      _ 65 1m  sPA  SP126怖 u
SP124 土層説明
1 灰黄褐色砂質土(10YR,9黒

褐色粘質土ブロック,灰協色土
含む

削∵咲糾  翻Ю繍クダ 鰍瑠
;駆籐 艦 巻認 絲      sPA SP424〔  

ケ悟協包η畳と肌 ‖葺協包韓畳:究子熔息  sP428
^一―……           梁1帯

に
ピ

色
監繋町

ロック含む^_  "

SP122

SPA SP123

SP120。 121 ・122 土層説明

獅 !毛ξ4ξ憲ど供と当1咄
外貨

:揚雹け昏豊負酪箭httR431平
126・ 127 土層説明 SP128 土層説明

飲】禁枠麓鰯1纂 1懲繰Ⅷ騨熱統鰐
罐階Eよ督」埒

“

常あ

'奏

落gt詈ニサ
`御

彗む
SP123 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4 4)黒 褐色粘質土混じる
2 褐色砂質土 (10YR4 6)

男 424図  4次 SBl、  SD12、

塑
@」 92
うl  sBl

SBl内 ビット2・ 炉
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4次 刊区
SP106 Л

川

址

Ｆ

Ｔ

ｓＰ

」廷め罠田73

t″ オヽ
sP13が"SttЬ

i

撃(Dび 体鷲l

獣延⊃
SP178

SP75 内 ピッ ト1土目説明

ハ (  _____

SP72 土 層 説 明

1 褐色砂質土 (10YR4麗 )黄褐色粘質土ブロック含む 炭化物
合む里

¥＼＼ゝ
(_ノ

~~~~~丸

(ノ「一ノ
144m  : :〔阜忘急:才!:||1急与与忘念:章:!::::ぢ :

む
5 灰黄褐色砂質土 (101rR72)黄 褐色粘質上ブロック多合む
6 暗褐色砂質土 (10YR3麗)黄褐色粘質土ブロック多含む
7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 掲色粘質土ブロック含む
8 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土ブロック多含む 炭化

物含む

SP74 SP73・ 75'76 土層説明
l 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロッ

ヨ署謝なm 〔 身§ζを写とを身専斯愁身手gttB奪ご二;
ロック含む 炭化物含む

3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブ
ロック含む 炭化物含む

4 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロッ
ク含む 炭化物含む

5 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロッ
ク含む 炭化物含む

6 にパい黄褐色砂質土 (10YR5/4)黄 褐色粘質
土ブロック含む 炭化物含む

7 褐色砂質土 (10YR4ん )黄掲色粘質土ブロッ
ク含む

8 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブ
ロック合む

9 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロッ
ク含む

10 褐色砂質土 (10YR4 6)や や粘性あり,締 ま

巻懇
・黄褐色粘質土プロック多合む 炭化物

EPC                               EPC'

ヒ

孔

「

十 ~プ
2651m

SPD

0      (1:60)     2m

SP74 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4 4) 黄褐色粘質土ブロック多含む。炭化物含む
2 褐灰色砂質土 (10YR4/1)黄 褐色粘質土プロック多含む 炭化物含む
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック多含む
4 暗協色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む,黒褐色粘質土ブロック

炭化物含む
暗褐色砂質土 (10YRン3)黄褐色粘質土ブロック多含む
灰黄掲色砂質土 (10YR5/2)黄 褐色粘質土ブロック多合む 炭化物含む→貼床層か

4シ欠SP72・ 73(刊 )・ 74・ 75(1)・ 76(1)。 109

SPA SPl° 9 SPA'

SP72内 ピッ ト1

SPA            SPA'

V輛

SP72 内ビット1土層説明

SP75内 ピッ トl     SP75内 ピッ
SPA                SPA'~              

二冨32m    聖

EP8'

SP109 土層説明
l 黒褐色砂質土 (10YR2/2)炭 化物 黄褐

色粘質土プロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)炭 化物 黄褐

色粘質土ブロック含む

SP72内 ピット2
SPA'
2652m

黄協色粘質土ブロック含む

卜2

SPA'

In

ピット1副

・   F    SP75

2m

SPF   SP75'76                   sPF'
税 m

SP76

EPD SP75

SP75
EPE                      EPE'

_2652m

SP133・ 134 土層説明

ち墜霜糧傷瞥塁☆1士岬γ2婆藩雹亀替星歩ご;チ 多客怠
む

ヱ 梶蜃焦望驀とか醤Ч∫輝話尾,婆痛七爺詈圭多宅9'多
含む

8 戻要名留霧普王1イ発徹濫ケ2再観名笹蔑至子と

`'各

む
③ にぶい黄掲色砂質土 (10YR4 3)黄 褐色焼土ブロック含む

。133・ 134第 425図
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4次 1区

SP73
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0            (1 :60)          2m

sPH SP136 SPH'
265⊇ m

む含粒

る

土

れ

焼

ら

工
に
Ш
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Ｌ
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EPF   sP73・ 75 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土ブ

ロック含む,炭化物含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブ

ロック含む・炭化物含むロツク含む・反化初含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土

プロック少含む
4 灰黄褐色砂質土 (1♂rR4/2)黄 褐色粘質

土ブロック多含む
5 にぶい黄IB色砂質土 (10YRν3)黄 幅

色粘質土プロック含む
6 暗掲色砂質土 (10Y酪/3)黄褐色粘質土

プロック含む
7 暗掲色砂質土 (10YR3た )黄褐色粘質土野

'″

ξきQOYR3か 帥帥雖沼7鈴魏詈¥瀞哉属薄星1 灰黄褐色土 (10YM/2)黄 褐色粘
質土ブロッタ多含む・炭化物含Ⅲ

2 にぶい黄lB色 土 (10YR5/4)責 褐
色粘質土ブロック合む

3 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)黄 褐
色粘質土ブロック合む

SP73内 ピット4

聖   珊 9m

土ブロック多含む
5 にぶい黄IB色砂質土 (10YRν3)黄 褐

SP135
EPI

SP175

0          (1 :60)

SPA'

SD18 土層説 明

SP1 35

SD18

め
卜

・
　

∞
卜

・
劇
卜
住
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∞
卜

　

り
ヽ
住
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望
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硝一お

|

ISPA'
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雰:426図  4,欠 SD18、 SP65。 73(2)。 75(2)。 76(2)・ 89。 135。
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鬱

SP135・ 136・ 174´V176

・Φ
Ｌ
∽

∞
卜
α
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SP65・ 76・ 89

SP76

i9m

1 掲色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土プロック多.炭化物'焼土粒含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロック・黒褐色粘質土ブロック,

炭イヒ物含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土プロック 炭化物含む

SP65'76・ 89 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4混 )黄褐色粘質土ブロック合む
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR73)黄 褐色粘質土ブロック合む・

焼土小ブロック少含む
3 にぶい黄禍色砂質土 (10YR5 4)黄 褐色粘質土ブロック含む,

灰黄褐色粘質土プロック含む,炭イヒ物合む
4 灰黄褐色砂質土 (10YR5混 )黄褐色粘質土プロック含む。灰

黄褐色粘質土ブロック含む・炭化物合む
にぶい黄褐色砂質土 (10YRν 4)黄褐色粘質土ブロック含む
掲色砂質土 (10YR4 4)黄 褐色拙質土プロック含む
掲色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色油質土ブロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (10Y岡/4)黄褐色灰褐色粘質土プロッ
ク多含む
褐色砂質土 (10YR76)黄 褐色粘質土ブロック多合む
灰黄褐色砂質土 (10YR72)黄 褐色粘質土ブロック多含む
褐色砂質土 (10YR74)黄 褐色粘質土プロック多合む 炭化
物含む
褐色砂質土 (10YR76)や や粘性あり。しまり強い・黄褐色
粘質土プロック多含む 炭化物含む

o           (1 :30)         lm

136。 174´Ψ 176
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4次 1区

SD15

一

1  難   |

V i

EPC'
2650m

EPD                EPD'~~~                  2650m

ヤ
SD16 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/6)   黄褐色粘質上ブロック

2 褐色砂質土 (10YR4/4)   黄褐色粘質土ブロック

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責 褐色粘質土ブロック

4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)  やや粘性有り,黄褐色粘質土プロック

SPA SPl1 3・ 114

EPA  SD14

EPB SD14

SD14 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色粘質土プロック含む

2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色粘質土ブロック多含む

3 にぶい責褐砂質土 (10YR5/4)

EPF SD16         EPF'

_2650m

ISPA
2652m

＝

＋

|

|

|

SD15
EPC

配一蜘

EPG SD16          EPG'

_2650m

黄褐色粘質土 プロ ック含む

SD15'16 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)

2 灰責褐色砂質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土ブロック含む

3 にぶい責褐色砂質上 (10YR5/3)責褐色粘質土プロック合む

4 にぶい黄褐色砂質上 (10YR5/4)

SPA SPA'
2650n

SPl15 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)締 まり弱

2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)や や粘性有り。黄褐色粘質土プロック含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)や や粘性有り・黄褐色粘質土プロック含む

第 427図  4次 SD14～ 16、 SPl13～ 115

ＳＰ‐‐５
∇

塾
'

2651m

SPl13・ 114 土層説明

1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色粘質土プロック含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)  黄褐色粘質土ブロック含む

3 にぶい黄褐砂質土 (10YR4/3)責 褐色粘質土プロック含む

0            (1 :30)          lm

帥
|― 下 ―＼            |
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4次 2区 A

SP137

SPA ISPA'
1 265 Sm

に~ぺ

(=K三
ラ

ラ
ア

SP137 土層説明

1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄

褐色粘質土ブロック含む
2 1B灰 色砂質土 (10YR4/1)黄 褐

色粘質土ブロック含む

SPA SP153

SP153 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4た)黄褐粘質土ブ

ロック・黒褐色粘質土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 IIB粘質土

ブロック 黒掲色粘質土ブロック含む

SPA SD24

0            (1 :30)          lm

SP138
SPA

SP138 土層!ご
1 暗褐色砂質土 (10YR3た )やや粘質

粘質土ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)粘 性有り

粘質土ブロック含む

SP139
SPA

SP139 土層説明

1 暗掲色砂質土 (10YR3麗 )やや粘質黄
褐色粘質土ブロック含む

2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)粘 性有り
黒褐色粘質土プロック含む

3 掲色砂質土 (10YR4/4)黒 褐色粘質土

SPA'   ブロツク含む

2652m

0      (1160)     2m

SP152 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐粘ブロック含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐粘プロック含む

3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐粘ブロック含

む やや粘性有り

0           (1 :60)          2m

SPA'
2664m

黄褐色

黒褐色

SPA SD17

鮒一２６５２

Ｄ２

１

２

３

SD17
SPB SPB'

2656m

SD17 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色
粘質土ブロック含む 炭化吻合
む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/ゆ 黄褐
色粘質土ブロック含む,炭イヒ物
含む

SD23

にぶい黄褐色砂質上(10YR4/3)

黄褐色粘質土ブロック多含む
にぶい黄褐色砂質土(10YR5れ )

黄褐色粘質土プロック多含む・
やや粘性有り

土層説明

褐色砂質」褐色砂質土 (10YR4/4)   黄褐色粘質土プロック・炭化物含む・ (SD22)
黒褐色砂質土 (10YR2/2)  黄褐色粘質土ブロック多合む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)黄褐色粘質土ブロック・黒褐色粘質土ブロック含む

SD17 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む

2 暗掲色砂質土 (10YR3々 )責褐色粘質土ブロック含む 炭化物含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック多含む

SPA'
2653m

SD24
EPA                           EPA'

土 ⊂∽孤B力>黄¨ ウ 釣

2

3

第 428図 4次 SD17(1)。 23(1)・ 24、

褐色砂質土 (10YRγ 4)

掲色砂質土 (10YR3た )

黄褐色粘質土ブロック多含む

黄褐色・黒褐色粘質土ブロック含む
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4次 2区 A
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0           (1 :30)          lm

SD17 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土プロック含む。炭化物含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土ブロック含む 炭化物含む
3 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土プロック多含む
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)黄褐色粘質土プロック多含む やや粘性有り

SD17

SP142

SP144 土層説明

SP144
SPA     SPA'

2653m

M
l 暗褐色砂質土 (10YR3た)やや粘質黄褐色粘質土プロック含む
2 褐色砂質土 (10YR4た )黒褐色粘質土ブロック含tr

SP164 土層説明

! 邑景ヨ警患をよ彗望帯イ†t轟覺阜彗感を素ヨと夕iニケ́富稀物含む

23(2)、  SP140″Ψ 144・ 159'161

-685-

SPA'
2654m

け
SP141 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4麗 )黄褐色粘質

土ブロック含む

SP143

SP164

理
ＳＰＣ

一２６５

ノ

掌

SP1 42

SPA       SPA'                    sPA      SPA'
2653m                            2653m

SP142 土層説明U              部 土層説明
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4次 2区 A

SPA  SP160

SP160 土層説明

SP162 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック多含む
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SP148・ 149・ 150  ~~
SPA                   SPA'~                  2652m

SP1 46。 147
SPA             SPA'

紳

2651m

SP146・ 147 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色粘質土ブロック含む

2 褐色砂質土 (10YR4/6)黄褐色粘質土プロック含む

3 暗掲色砂質土 (10YR3/4)責 褐色粘質土ブロック含む

4 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土ブロック含む

SP150
SP148・ 149'150 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色粘質土プロック含む

3 黒褐色粘質上 (10YR3/2)黒褐色粘質土ブロック含む

4 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黒褐色粘質土ブロック含む

SPA'

SD17・ SP155・ 165       、

′

♂
ド

半
弾

SD17・ SP155'165 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土小ブロック含む・炭化物少含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土小ブロック多含む

3 褐色砂質土 (10YR4/4)やや粘性あり・黒褐色粘質土小プロック含む

4 掲色砂質土 (10YR4/6)やや粘性あり・黒褐色粘質土小プロック含む

① 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック多含む

② 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック含む

③ 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土ブロック多含む

第 430図 4次 SD17(3)。 22、 SP146～ 151

SPA SP154

SP154 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土
プロック含む

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色
粘質土ブロック含む

・＜
α
∽

SP151 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 禍色粘質土
プロック合む

2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色

粘質土ブロック含む

S ttm

SP156 土層説明

Y

ｍ
匈
ω

カ

:騒岳言緯墨!岳縁理

EPA'                          EPA'~                        2652m

一

SP163
SPA        SPA'

υ

2651m

SP163 土層説明

】藩糧縁普星☆1志鰐訴D憂燿を絶唇圭丁Eサ 多銘
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SP149
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4次 2区 A

少
SPA

SD19

SD20・ 21 土層説明

ノ

学

EPA
2653m

SP145
SPA

0      (1:30)     lm

SP145 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色粘質土

ブロック含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)やや粘性有り

SD19 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土プロック多含む 。炭化物少含む
2 褐灰色粘質土 (10YR4/1)酸 化鉄混じる 。灰褐色粘質土プロック含む

I にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)
Ⅱ にぶい責褐色砂質上 (10YR5/3)
1 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 暗褐色砂質土 (10YR3た )

3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/4)
4 褐色砂質土 (10YR4/6)
5 褐色砂質土 (10Y馳/6)

5' 褐色砂質土 (10YR4/6)
6 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)
7 灰黄褐砂質土 (10YR4/2)

3 浜套糟色巖饗皇費昂七襲売rR5/4)
10 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

賞褐色粘土プロック含む・炭化物含む
黄粘土プロック含む
責褐色粘質土プロック含む・炭化物少含む
責掲色粘質土プロック含む

憂糧包態暮圭夢E子 多暮息:員紀協歩暮志
プロツク含む

巨3急を9阜ヨgとを自::手身歩ζξ見議暮懸含む
黄粘質上プロック多含む

轟蓬隊け々とま言観侯中墓着詈尾巻生宴警jケ夢g評負花易暮む
昇3431[劉  4)欠 SD19～ 21、 SP145

0        (1 :40)      lm

SD19
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4次 2区 B

SX2

珠

EPA           EPA'

Ⅷ

2647m

∞
α
∽

Ｘ２

１

２

３

４

５

　

６

　

７

　

８

９

１０

ｓ
十

土層説明

をgB9ζ3与辞
3)]8:患

§:::´夕ま望、4拿写:
褐色砂質土 (10YR4/4)  基名色粘質土プロック含む・炭化物少含

む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)茶 褐色粘質土プロック多含む・灰色砂質

土・炭化物含む

褐色砂質土 (10YR4/6)   黄褐色粘土プロック含む・炭化物少含む

灰質褐色粘質土 (10YR4/2)

褐灰色ンルト 根技等の有機物を含む

0      (1:60)     2m

礫集積状況 (上層部)

EPC'
2653m

礫集積状況 (下層部)

o           (1 :30)         lm
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4次 2区 B,3区 A
2区 B SX2内溝状遺構

3区 A

SP169

EPE'
2651m

EPF'

SP170

SPA                   sPA'
2651m

Ｅ
Ｏ
い
０
劇

・く
Ｌ
∽

Ｏ
住
Ш

EPA                                          EPA'
2650m

EPB                                                 EPB'
蜘 m

SP169 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)炭 化物含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭 化物含む 。黄褐色粘質土ブロック含む

SP170 上層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)や や粘性あり'責褐色粘質土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)や や粘性あり。黄褐色粘質土ブロック含む
3 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)や や粘性あり。責褐色粘質土ブロック多含む

く

０

９

へ

ヽ

SPA'

SP171 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)  責褐色粘質土プロック少含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 黄褐色砂質土混じる
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責褐色砂質土混じる

SP172 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 責褐色粘質土小ブロック含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)費 褐色砂質上および茶褐色粘質土小プロック含む

0      (1:30) Im

併:433[コ  4,欠 2[夏 B SX2(2)、  3[ZA SP169″W172

SPA               SPAl

シ

2650m

-689-



4次 3区 A

SP1 81 。182
SP183

SP183 土層説明   ラ
暗褐色砂質土 (10YR3/3)

ＳＰＡ

一２６

81・ 182 上層説明

灰黄褐色砂質土 (10YR4氾 ) 黄褐色粘質土プロック多合も

暗掲色砂質土 (10YRy3)  黄褐色粘質土プロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土ブロック合む

褐色砂質土 (10YR4/4)   黄褐色粘質土ブロック含む

褐灰色砂質土 (10YR4/1)  黄褐色粘質土プロック含む

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土ブロック含む

灰黄褐色砂質土 (101R42)
にぶい黄掲色砂質土 (10YR413)

灰黄褐色砂質土 (101R4混 )

SP188

SPl

ブロック多含む。

ブロック含む
ブロック多合む
ブロック多含む

SPA

SPA'

SPA'
2649m

SP186i187  4 ・＜
α
∽

SPA        SPA'    SPA        SPA'

y2649m彰
2649m

SP186
SP187

SP186 土層説明
1 暗揚色砂質土 (10YR3/3)黒 褐・黄褐色粘質土ブロック多含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3た )黄褐粘質土ブロック含む

SP187 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4 2)黄 褐粘質土ブロック合む

2 にぶい黄褐砂質土 (10YR4 3)黄 褐粘質土プロック含む

玉,x万 お4飾 ゝ
＼

Ψノ     SP193
SP193         SP193 上層説明

U

l聯働雖Qド

熙翻麹SPA               
色粘質土ブロック含

プ
26だ 覇ヒ議響召;ク含む

て イ

SPA'
2650m

SP192

SPA

SP194・ 195 土層説明
1 黒掲色砂質土 (10YR3泡 )黄褐色粘質土ブロック

多含む,焼土粒含む
暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 掲色粘質土プロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土ブロック

合む
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック少含む

5 褐灰色砂質土 (10YR71)黄 掲色粘質土ブロック含む

SPB'

SP195・ 196 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR♂2)黄褐色粘質

土ブロック多含む・焼土粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質

土ブロック含む
3 にパい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐

色粘質土プロック含む
4 暗掲色砂質土 (lllYR3/3)黄 褐色粘質

SPA

年

SPA'

SPC'
- 2649m

卸

意
調

o           (1 :60)          2m

SP180 土層説明

l 灰黄褐砂質土 (10YRV2)黄 掲色砂質土小ブロッ
ク・炭化物含む

2 褐灰色砂質土 (10YR4/1)黄 褐色砂質土小ブロッ
ク,炭化物含む

3 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色砂質土小
プロック多含む

SP184

SPA

SP184 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐

色粘質土小ブロック含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YRク 2)黄

褐粘質土小プロツク多含む
8 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐

粘質土小ブロック含む

SP189'190

SPA'

SP190

SP189・ 190 上層説明

SP194・ 195'196・ 197

1雰

:tt珠客i‡Ⅷ4tζii‡とを夕?:子ぅとむ

SP185 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3 2)黄 褐色粘質土

〔 i拿;ヒ念を:をき《‖ば急骨手彗患を
粘質土小ブロック含む

SP1 91 ・192・ 193

2 暗掲色砂質土 (10YR3れ )

SPA 
黄褐粘質土プロ

る畜
含む

SPB

W慈
緻 拗

S〕

恥翻 脚 瓢 絡 影徳
も

土ブロック含む          o      (1:30)     Im
5 にぶい黄掲色砂質土 QはRγ3)黄褐

色粘質土ブロック含む

第 434図 4次 SP180～ 198

W鞠飴 9s甥
2 黒褐色砂質土(10YW/2)やや粘性あり'

3 語恨争姜霧糧縦錯妾話呈乱ん待阜尊粘
性あり'黄褐色粘質土ブロック多含む

4 褐色砂質土 (10YR4 4)や や粘性あり'

黄褐色粘質土プロック多含む

SP197 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3定 )黄褐色粘

質土小プロック多含む
2 黒褐色砂質土 (101【R3/1)黄褐色粘

質土小ブロック少含む

SP198 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土ブ

ロック含む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)黄 褐色

粘質土プロック含む
3 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土ブ

ロック含む

SP1 89 聰

亀
SP248
σ
巳

甚
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4次 3区 A

SP199

SPA'
2649m

SP199 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/6)黄褐色粘質

土ブロック含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質
土ブロック含む

SP200 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色

粘質土プロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐
色粘質土プロック含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)
責褐色粘質土ブロック含む

SP201 土層説明
l 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責 褐

色粘質土ブロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責掲色・

黒褐色粘質土ブロック含む

3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色・

黒褐色粘質土ブロック多含む

SP202 土層njt明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)炭 化物・

焼土物少含む

暗褐色砂質土 (10YR3/3)炭 化

物少含む

にぶい黄褐色砂質土(10YR4潟 )

黄褐色粘質土ブロック含む

SP203 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)炭

化物少含む

2 にぶい黄褐色砂質土(10YR73)
黄褐色粘質土ブロック含む

SP205
SP206

4

SPA'
2650m

SP206 土層説明

SP205 」i層 説明
1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責褐色粘質土ブロック含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 炭化物少含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭化物少含む

SPA'

SP208・ 212 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)  責褐色粘質土ブロック含む 。炭化物含む
2 にぶい費褐色砂質土 (10YR4/3)黒 褐色粘質土ブロック多含む
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 責褐色粘質土ブロック含む
4 褐色砂質土 (10YR4/4)

SPA  SP204

SP204 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロッ

ク含む・炭化物含む

2 暗褐色砂質土(10YR3た )黄褐色粘質土ブロッ

ク含む 。炭化物含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質
土ブロック多含む

SPA'
.2649m

黒褐色粘質土ブロック多含む

十

SPA'

1 褐色砂質土 (10YR4/4)黒褐色・黄褐色粘質土プロック合む・炭化物少含む
2 暗褐色秒質土 (10YR3/3)黒 掲色粘質土ブロック多合む

SP207 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)炭 化物少合む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黒褐色粘質土プロック含む
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4海 )黒褐色・責褐色粘質土プロック・炭化物含む
4 暗褐色砂質土 (10YR3/3)や や粘性有り'黄褐色粘質土ブロック含む
5 黒褐色砂質土 (10YR3/1)や や粘性有り。黄褐色粘質土ブロック含む

0           (1 :30)          lm

第 435図 4次 SP199～ 208・ 212

SP204・ 208・ 212

SP212

-691-



SP劉 0・ 劉1樹4次 3区 A
SP209

SP209 土層説明

1 灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック

多含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

3 褐灰色砂質土 (10Y馳/1)黄褐色粘質土プロック

含む

EPA'

SP210・ 211 土層説明

1 褐色砂質土 (10Y馳 /6)

2 褐色砂質土 (10YR4れ) 黒褐色粘質土ブロック含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

4 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)黒 褐色粘質土ブロック含む

SPA
2649m

SP215 土層説明

1 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘質土ブロック・炭

化物少含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色粘質土プロック

乱２‐４
　
　
聾

13

４　　中　帝沖姿鰤誹」鵡囀解ぶす劃帥部君枷袢熱瀬峠いっ障�耐離瑯辟ミロくヽ
ゆけ

土 (10YR4/2)や や粘性有り 黒褐色

粘質土プロック含む

SPA'

SP218 土層説明

1 黒褐色粘質土 (25YR3/1)黄褐色

粘土プロック含む・締まり有り

2 灰黄褐色粘土 (25YR4/2)や や柔

らかい

含む

SP219    〕rF多
″

SPA

SPA'
2643m

SP219 土層説明

1 褐灰色粘土 (25YR4/1)締まり有

り

2 黒褐色粘質土 (25YR3/1)黒色粘

土ブロック含む

Ｅ
Ｏ
い
０
劇

・く
Ｌ
Ш

理 '

……'SP213

3 2瑞祐馬

SP213 土層説明
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色
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灰
黒

ヽ１

６

７
８
９

１０

Ｈ
聡

１３

‐４

1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色絡質土プロック・炭化物含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色粘質土プロック含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳/3)や や粘性有り'黄褐色粘質土ブロック含む

4 灰黄褐色砂質土 (10YR4 2)や や粘性有り,黄褐色粘質土プロック含む

0     (1:30)     lm

。213″ヤ 215。 2刊 8″ヤ221 ・ 227´Ψ229
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SP220・ 229

SP221・ 227・ 228恥

SP220・ 229 土層説明

i～:ζ :gЗ:▼し螂吉喜ぞ:息を!身を4:まを91焼土粒溝
SP221 ・227・ 228 土層説明

第 436図  4次 SP209～ 211



4次 3区 A
SP222

SPA

SP222 土層説明

1 暗褐色砂質上 (10YR3/3)  黄褐色粘質土小プロック含む・炭化物 焼土粒少含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4) 黄褐色粘質土小ブロック含む

3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黒 褐色粘質土プロック含む

4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 黒褐色粘質土ブロック含む・やや粘性有り

SP223

IP‐

SPA SPA'

SPA'
つ649m

SP223 土層説明

孔 褐色砂質土 (10YR4/6)

炭化物含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3々 )

やや粘性有り

3 灰責褐色粘質土(10YR4/2)

砂混じる

ｍ
Ｏ
＞

驚

SPA

拶
翌

訂 導′

SP235 土層説明

孔～5 表土層
6 褐色砂質土 (10YR4/6)
7 褐色砂質土 (10YR4/4)

炭化物 焼上粒含む

黄褐色粒質土ブロック多含む

8 灰黄褐色砂質上 (10YR4/2) 黒褐色粘質土ブロック含む

9 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)黒褐色粘質土プロック多含む

ド

．

S了 3せ

:言ビ髯
g惑
響r▼盈子乱児仔婆霧と亀魯生多99

ク含む

0            (1 :30)          lm

第 437図  4次 SP222～ 226・ 230～ 237

SPA'

SPA

SP230・ 231 ・232・ 233 土層説明

1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責 褐色・黒褐色粘質土ブロック含む・炭化物含む

2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土ブロック多含む 。炭化物含む

3 褐灰色砂質土 (10YR4/1) 黄褐色粘質土ブロック多含む 。炭化物含む

4 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 黄褐色粘質土ブロック多含む 炭化物含む

5 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 黄褐色粘質土ブロック多合む・炭化物含む

SP236・ 237

4
SP237

SPA       SPA'

辞Oitty

SPA'

SPA

SP234 ■二層説明

1 黒掲色粘質土 (10YR3/2)黄 褐

色・黒褐色粘質土ブロック含む

2 黒褐色粘質土 (10YR)黒褐色

粘質土ブロック含む

3 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黄 褐

色粘質土ブロック含む

4 にぶい黄褐色粘質土(10Y馳 /2)

黄褐色粘質土ブロック多含む

SP236 土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4た)黄褐
色粘質土ブロック含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黒
褐色粘質土ブロック含む

SP230～ 233
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4次 3区 A

ご藝 ,

SPA SPA'

SP238 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3麗)黄褐

色粘質上ブロック含む
2 にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)

黄掲色粘質土プロック合む

SPA
2650m

SP239 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3れ )黄褐

色粘質土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3た )黄褐

色粘質土ブロック多含む
3 褐色砂質土 (10YR4た )黄掲色

粘質土ブロック多合む

SPA          sPA'

▽
SP240 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (101R4/2)黄 掲色粘

質土プロック少含む
2 褐灰色砂質土 (10YR4/1)

SP244 土層説明
1～ 4 表土層
5 褐色砂質土 (10YR4/4)責 褐色粘質

土ブロック・炭化物・焼土粒含む
6 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色粘

質土ブロック含む
7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄

褐色粘質土ブロック含む
8 掲色砂質土 (10YR4/6)→ 中世段階

の包含層
9～ 10 SD38覆 土

,

,

1    4   12643m
L__一 」

SD28

SP245 ド

Im

EPA
2648m

SD28 土層説明
1～ 4 表土及び整地層
5 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色粘質土

プロック少含む 。戊化物粒含む

0        (1 : 40)       ln

Ｄ２

Ｘ

２

第 438図 4次 SD28。 29、 SP238～ 247

SP241 ・242・ 243

SPAI◎‖SPA'

SPA              P尾
が3m

フ
SP245 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責

褐色粘質土ブロック・炭化物
含む

0      (1:30)

0      (1:60)     2m
|

SP246 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黒 褐色・

黄褐色粘質土プロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黒 褐色

責褐色粘質土ブロック含む
3 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)黒褐

色・責褐色粘質土プロック含む

SPA'
SD39  264 9m

SP247

SP247 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)や や粘性

有り 黄褐色粘質土プロック・焼
土粒合む

2 灰黄褐色砂質土 (10YR5/2)や や
粘性有り 黒褐色粘質土ブロック
含む

SP198

EPB                        EPB'
2648m

SD29

0        (1 :40)       lm

土層説明

褐色砂質土 (10YR76) 黄褐色粘質土小ブロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責 褐色粘質土小ブロック含む

SP241 ・242・ 243 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 掲色粘質土月ヽプロック・炭イと

物・焼土小ブロック合む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色粘質土小ブロック含む
3 にぶい黄掲砂質土 (10YR4潟 )黄褐色粘質土小ブロック合む
4 暗褐色砂質土 (10YRy3)黄 褐色・黒褐色粘質土プロック含

_  
む.炭化物少含む

SPA'
2648m
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4次 3区 A
SD26・ 30

SD30
1

ぎ

0           (1 160)          2m

SPA'

SD26 土層説明

1

2

3

4

5

暗褐色砂質土 (10YR3/3)や や粘性有り 締まり強・黄褐色土 黒褐色粘質土ブロック多含む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)や や粘性有り 締まり強 黄掲色土,黒褐色粘質土プロック多含む

黒褐色砂質土 (10YR3定 )やや粘性有り 締まり強・黄褐色土 粘質土ブロック多含む
黒褐色砂質土 (10YR〃2)やや粘性有り 締まり強 黄褐色土,粘質土ブロック多合む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)や や粘性有り 締まり強

SD26
EPA

黄掲色・黒褐色粘質土ブロック含む
黄褐色 黒褐色粘質土プロック含む

SPE

掲色粘質土 (10YR4/4)

褐色粘質土 (10YR76)

SPC SPC'
2649m

黒褐色粘質土 (10YR3カ )黄褐色粘質土
ブロック多含む・焼土ブロックやや多含
む・炭化物含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土
ブロック多合む・焼土ブロック少含む
灰責褐色粘質土 (10YR72)黒褐色 黄
褐色粘質土ブロック多含む・焼土ブロッ
ク少含む
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色
砂質土混じる

ｄ
帥

5 黒褐色粘質土 (10YR2/2)  やや少量炭化物 焼土粒少含む
6 暗褐色粘質土 (10YR3/3)  黄褐色粘質土ブロック含む
7 褐色砂質土 (10YR4/4)   黄褐色粘質土プロック 炭化物含む
8 黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土ブロック含む
9 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土ブロック 炭化物含む
10 褐色粘質土 (10Y畿() 黄褐色粘質土プロック多含む
且 黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土プロック含む `炭化物やや多
12 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック・炭化物含む
13 にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/3)黄 褐色粘質土プロック含む

SD30
SPD

黒褐色粘質土 (10YR2/3)  黄褐色粘質土ブロック・炭化物・粘土小ブロック含む

黒褐色粘質土 (10YR2/2)  黄褐色粘質土プロック多含む
黒褐色粘質土 (10YR3/2)  黄褐色粘質土ブロック含む
灰責掲色砂質土 (10YR5/2) 黄褐色粘質土プロック多含む 炭化物含む

灰黄掲色砂質土 (10YR4/2) 黄褐色粘質土ブロック含む。炭化物含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質土プロック含む

SD30

0        (1 : 40)       lm

第 439図] 4,欠 SD26・ 30

SD26

SD30

上層説明
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SD27

ガ
気
＋

SD27 土層説明
1～ 5 表土層及び整地層
6 褐色砂質土 (10YR4/6)(中世段階の包含層か)

7 褐色砂質土 (10YR4/4)炭化物粒・焼土粒含む
8 暗掲色砂質土 (10YR3/4)やや粘性有り・黒褐色粘質土ブロック

SD33・ 34

酔与_、、、こと専titう ___……′′ケテ′‐!;諮
き的

0        (1 :40)      lm

SP235   sD37  sD34

SD33・ 34・ 37 土層説明

l 褐色砂質土 (10YR4/6)
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
3 褐色砂質土 (10YR4/6)
4 褐色砂質土 (10YR4/4)
5 黒褐色粘質土 (10YR2/2)黄 褐色・黒褐色粘質土プロック含む
6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色・黒褐色粘質土ブロック含む

EPA                      EPA'
2649m

SD34 土層説明

① 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色粘質土プロック
含む

② 褐色砂質土 (ЮYR4/4)
a 褐色砂質土 (10YR4/6)炭化物・焼土粒少含む

第 440図  4次 SD27・ 33・ 34

EPB            EPB'

▼

26■9m

SD33

EPC           EPC'

▼

姿 4師

SD34
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4次 3区 A

SD37

0      (1160)     2m

SD35・ 36・ 38・ 39

土

　

　

土

質

　

　

質

0        (1 :40)      lm

(10YR4/2)黒 褐色粘質土プロッ

ク多含む・黄褐色粘
質土プロック含む

(10YIむ /2)黒褐色・黄褐色粘質
土小プロック含む・

炭化物含む

SEEЦ

SD38 土層説明

1～ 5 表土及び整地層
6 黒褐色粘質土 (10YR3/2)黄 褐色黒褐色粘質土

プロック含む
7 灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
8 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)
9 黒褐色粘質土 (10YR2/2)

sPB SD36 SPB'
2665m

SD36 土層説明

1 暗褐色粘土 (10YR3/4)褐色粘土ブロック混 じる・

炭化物少含む
2 黒褐色粘土 (10YR3/2)暗褐色土少混じる

0      (1:60)     2m

SD35 土層説明

1～ 5 表土及び整地層
6 褐色砂質土 (10YR4/4)黄褐色粘質土プロック

含む 。炭化物含む

EPA SD35     翻 。m

嬰
SD36     

輩 8m

EPC SD39        FPC'
2649m

W紗 師

カケラン

SD38 土層説明
～4 表土及び整地層

褐色砂質土 (10YR4/6)中 世段階の包含層

褐色砂質土 (10Yミ()やや粘性有り・黄褐色粘質土プロック多含む

岳撮R曽暑古難響望覗緯昆滉争鍮 生多宅命

'夢

各七砕
含む 壁 sD38 

明8m

O (1:40) lm  
｀

整 参 √

第 441図 4次 SD35～ 39

SD35
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4次 3区 B

SD31
EPA 0    (1180)   2m

第 442:コ  4,欠 SD31 ・32

SD31 土層説明

旧表±3 灰賞褐色砂質土 (10YR5/2)
l 褐色砂質土 (10YR4/4)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄掲色粘質上ブロック含む
4 灰黄褐色砂質土 (10YR72)責 褐色粘質土プロック多含む
5 暗褐色砂質上 (10YR3/3)黄褐色粘質土ブロック含む
6 黒掲色砂質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土ブロック含む

遺物比較的含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色粘質土プロック多含む
にぶい責褐色シルト 責褐色粘質土プロック含む
掲灰色シルト質細秒 (10YR5/1)

SD31出土遺物垂直分布

EPB                                           EPB'

SD32 土層説明

1 暗褐色粘質土 (10YR3/3)黒 褐色
粘質土プロック多含む・褐灰色粗
砂混じる

刀

キ

SD31等

EPD                 EPD'
2643m

0    (1:40)   lm
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4次 3区 B～ E

3区 B SP216

3区 C

び

SPA            SPA'

、

2641m

SP217 土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

責褐色粘質土ブロック含

むSP216 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)炭 化物含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック含む

3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)や や粘性有 り・黄褐色粘質

上ブロック含む

3区 E

SPA SPA'

SPA                 
獣 19m

SPA

3区 C 土層説明

1 表上

2 酸化鉄斑 (床土)

3 黒褐色粘質土 灰褐色砂混じる

3区 D
SPA

SD40 土層説明

l 表土
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
3 にぶい責褐色砂質上 (101rR4/3)黒 褐色粘質土プロック含む
4 灰責褐色砂質土 (10YR4/2) 黒褐色・黄褐色粘質土ブロ4 灰責褐色砂質土 (10YR4/2) 黒褐色・黄褐色粘質土ブロック含む 。炭化物粒含む
5 褐色砂質土 (10YR4/4)   黒褐色粘質土ブロック含む
6 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)黒 褐色粘質土ブロック含む
7 灰黄褐色砂質土 (10YR5泡 ) 黒褐色粘質土プロック含む
8 灰責褐色砂質土 (10YR4/2) 黒褐色粘質土ブロック含む
9 褐色砂質土 (10YR4/6)

SPA'
2646m

3区 E 土層説明     '
1 浅責燈砂 (10YR8/4)陸 上練習走路・客土
2 褐灰色礫 (10YR6/1)客 土
3 にぶい責褐色砂 (10YR5/4)客 土・人頭大の礫混 じる

4 黒褐色粘土 (10YR3/2)客 土・ ゴ ミや挙大の礫少混 じる

5 責褐色砂 (10YR5/6)客 土
6 黒褐色礫 (10YR3/1)客 土・ アス フ ァル ト塊混 じる

7 黒褐色粘土 (10YR3/2)I日 表土
8 暗褐色 シル ト (10YR3/3)
9 黒褐色 シ,レ ト質砂  (10YR2/2)
※ 1～ 6 仮説 コースの盛土・整地層
※ 8～ 9 旧河道の埋土か ?

0            (1 :30)          lm

SD40、 SP216・ 217
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ゝ
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4次 4区

SD25。 SP166・ 167 土層説明           SD25
1 灰責褐色砂質土 (10YR5/2)酸化鉄斑顕著 (床 )

2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)酸化鉄班わずかにみられる (旧耕作土)

3 褐灰砂質土 (10YR5/1) 酸化鉄斑わずかにみられる (旧耕作土
4 灰黄褐色砂質上 (ЮYR5/2)酸化鉄斑顕著 (床 )

5 褐灰砂質土 (10YR4/1) 酸化鉄斑わずか (旧耕作土)

5'黄褐色砂質土 (10YR5/6)酸化鉄斑顕著 (床 )

6 灰責褐色砂質土 (10YR5/2)酸化鉄班顕著 (床 )

6'黄褐色砂質土 (10YR5/6)酸化鉄斑顕著 (床 )

7 灰黄褐色砂質土 (10YR42)酸化鉄斑わずか炭化物少 (旧耕作土)

8 灰責褐色砂質土 (10YR5/2)酸化鉄斑わずか (床 )

9 褐灰色ンルト質細砂 (10YR4/1)酸化鉄斑わずか炭化物含む
10 黒褐色砂質シルト (10YR3/2)酸化鉄斑わずかみられる
■ 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色砂質土との混合上・炭化物含む

褐色砂質土 (10YR4/6) 茶褐色粘質土プロック含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責褐色砂質土ブロック含む 。炭化物含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)や やシル ト質・責褐砂質土ブロック含む
灰色細砂層 (5Y4/1)   鉄分堆積
礫混灰色荒砂層 (5Y4/1) 土器等混じる
灰色粗砂 (5Y71)    土器礫混入

SD25 土層説明
1 灰黄褐色砂質ンルト(10YR42)酸 化鉄増債・黄褐色土プロッ

ク含む

褐灰色砂質シルト(10YR4/1)酸 化鉄顕著に増積
褐灰色シルト(10YR4/1)酸 化鉄堆積
褐灰色シルト(10Y則/1)酸化鉄顕著に堆積
灰色細砂 (5YR4/1)オ リープ黒色細砂混じる.木質遺物強混
じる

暗灰色細砂 (N3ん )黒色細砂混じる。木質遺物強混じる
オリーブ黒色ンルト質砂(10Y3/1)オ リーブ灰色シルト混じる。

本質遺物強混じる
8 オリーブ黒色細砂 (5Y3/1)木 質遺物混じる
9 黄灰色中砂 (25Yン1)酸化鉄雄積
10 黄灰色粗砂 (25Y71)酸化鉄堆積
ll 礫混灰色砂 (5Y4/1)土器等混じる。礫ゅ5～ 20 cal程度多

0    (1:80)   2m

第 444図  4次 SD25(1)、 SP166(1)

SP166

SD25
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4次 4区

SD25 出■遺物垂直分布図

SP168    
急

SPA                2市

SP163 土唐説明

尋

く

＼

・

ノ

諧

・ 勘

　

　

　

　

　

　

　

　

日

1 黒褐色砂質主 l10YR3/1)責褐色砂質土混じる
彦 

“

色砂質土 (10YR4/4J 章鶴魯粘質■ブロツク規 じる
3 褐色砂質土 (10YR4/4j 褐灰色秒質土混じる・炭化物含む

第445図  4次 SD25(2)、 SP1 66(2),16712)・ 168

4そ ,
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第 446図 4次 1区遺構外出土遺物分布図
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第 447図 4次 SBoSD(1)出 土遺物
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第 448図 4次 SD出土遺物 (2)
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0     (1:3)    10cm

第 449図 4次 SD出土遺物 (3)
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第 450図 4次 SD出土遺物 (4)
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第 460図 4次 SX・ 遺構外出土遺物 (1)
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第 461図 4次遺構外出土遺物 (2)

-717-



「
一

|

尋
91SXD

1

ヽ
阿
＝

＝

＝

Ｌ

| |



中ヽ

―

(〔
3)―

く三
==) 22(1区・過外 )

(3区・遺外 )

Cm

第 463図 4次出土土製品 (2)

-719-

23
(4区・遺外)

0   16・ 23    (1 1 3)           10cm

‐‐‐Ч

ザ

ー

ー

‐‐
ｌ

ｒ

ヽ
ヽ
――

‐‐‐

肝
蜘

――――

‐――――

‐‐―――
棚



石製品 警   一③O(tlt〔::::::)))

0獅

一庵洋D―
ヒン 1蛉め く

中
m

第 464図 4次出土石製品 (1)

も

］

綸
Ⅷ
岬
Ⅷ
ＩＩ‐―――
帥
円
蝋
阿
り
　
８

‐Ｓ

‐回

‐ね糊Ｎ珊∪
心

-720-

o           (1 1 3)           10Cm



石製品

6・ぎ亀
"

令 ・」
魅 m

⇔ .ぎ亀州
0   16    (1 13)

0  17・ 18 (1 : 4)        10Cm

金属製品

鱒
門

聾

∞

¨鞠

● 1鋒

第 465図 4次出土石製品 (2)、 金属製品

ノ
ｋ
６
嘲

⑬11翰 錫 1鯵 ◇ 1蒔 ∽ 14鯵
(SD31)                         (SP2)                       (SP2)                        (sD34)

∽ 15。 鱒17吟 鱒1欝

癬
(SP5)

杵◇ 犠瑚1ざ醗ご談
(SP74)                       (sP74)

(SP2)

鞠  ilが途送カ
(SP72)

鰯士∞
(3区 A・遺外 )

Cm

戸
儀
為
．３
冽

口
Ｊ

＝

Π
Ｕ

　

６

-721 -



第 9節 平 成 17年度 の調 査 (第 5次調 査 )

陸上競技場 と緑地公園の建設を目的として、平成 13

年度から平成 16年度まで、道路敷、鉄塔敷、擁壁箇所

などの発掘調査を実施してきたが、当該年度に入 り、公

園計画の内容が変更され、当初の緑地公園から野球場へ

変更することとなった。それに関わり競技場のレイアウ

トが変更されることとなり、防球ネット、照明柱設置箇

所の発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、平成 17年 (2005)7月 11日 から開始し

た。構造物の性格上、すべて小規模なトレンチ調査とな

り、 4m× 4m、 lm× lm規模の トレンチを計 12箇

所設定した。厚さlm前後の盛土造成が完了している各

箇所を重機によって遺構確認面まで掘 り下げ、その後は

人力によって遺構確認作業をおこなった。

トレンチ名は、便宜的に時計反対回りに第 1ト レンチ、

第2ト レンチ・第3ト レンチー・・第 12ト レンチと付し

て調査にあたった。

発掘調査にあたっては、公共座標第Ⅷ系の座標値を使

用し、開発予定地全体を覆うように国土座標にあわせて、

4mメ ッシュを基本とするグリッドを調査区域および一

部調査区域外に設定 した。南北方向をX軸、東西方向

をY軸とし、南西隅を基点として、南北方向を南からX

O・ Xl・ X2・ …、東西方向を西からYOoYl・ Y

2・ …とし、南西隅を基点として、XlYlグ リッドと

いうように呼称した。ちなみにX=0、 Y=0は、X=
-38540、 Y=11000で あり、光波測量機により遺物や遺

構の測量、一括土器の採取時に利用した。なお、グリッ

ド座標値、グリッド名ともに昨年度および一昨年度と同

じである。

各遺構の番号については、調査 トレンチに関係なく確

認できた段階で各遺構に通番号で付した。遺構の浪1量に

ついては、1/10。 1/20の縮尺を基本 として、光波測量

と平板測量を主体として作成した。

調査を完了した トレンチから、随時埋め戻し作業もお

こない、現場調査は平成 17年 8月 3日 で終了した。

A.第 1ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

466・ 472図/5次図版 1・ 6)

本 トレンチは、平成 15年度第 3次調査の調査地区で

ある4区の北側にあたるX54Y87グ リッドに位置してい

る。 トレンチ下端の範囲で東西 400m、 南北 400mを

測 り、遺構確認面までは 0.90mを 測る。

本 トレンチでは古墳時代前期を中心とするSP(ピ ッ

ト・土坑)遺構 9基 と溝状遺構 2条を検出している。

1.SP(ピ ット・土坑)

SP遺構は 9基 (SPl～ 9)検出している。個別の規

模等の詳細は、ピットー覧表を参照していただきたいが、

いずれも円形および楕円形を呈し、長軸 0,35～ 0,90m、

短軸 0.28～ 0,75m、 確認面からの深さ12～ 60 clllを 測る。

覆土は2～ 3層で、ブロック土を含む暗褐色砂質土が主

体である。堆積状況から柱穴ではないかと思われるもの

は、SPl・ 7・ 8であるが定かではない。出土遺物は特に

ない。

2.SD(流路跡・溝跡・溝状遺構 )

SDl・ 2と した溝状遺構 2条を検出している。両者は

南北方向に延び重複 している。SDlは、幅 0,70～ 1.10

m、 確認面からの深さは 30 cmを測 り、幅は一定ではない。

SD2は 幅 1.85m、 確認面からの深さ 18 cmを測 り、幅広

く浅い溝である。SDlが SD2を 切ってお り、覆土はい

ずれも3層で、ブロック土を含む暗褐色・褐色砂質土が

主体であり、流水の痕跡がわずかにみられる。

遺物は、SDlの中央部、第 1層 中を中心に出土 して

いる。弥生時代後期の赤彩土器片、古墳時代前期の S

字口縁奏形土器片などの他、縄文時代前期諸磯式土器片

もわずかに出上している。

両遺構の詳細な時期については不明であるが、出土遺

物から古墳時代前期以降の所産と考えられる。

B.第 2ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

467・ 472・ 473図 /5次図版 2・ 6)

本 トレンチは、平成 15年度第 3次調査の調査地区で

ある4区の北側、同3区の西側にあたるX55Y90グ リッ

ドに位置している。 トレンチ下端の範囲で東西 1.10m、

南北 1.10mを 測 り、遺構確認面までは0.65mを測る。

本 トレンチ内では SD3と した溝状遺構の一部を検出

している。確認面からの深さ35 clllを 測 り、覆土は5層で、

黒褐色砂質土、暗灰黄褐色シル ト質細砂、オリーブ褐色

細砂など、流路に伴う堆積土がみられるため自然流路の

一部だと思われる。

底面は酸化鉄斑が顕著で、拳大の礫 とともに 11世紀

前半代の土師器郭や脚高高台、土師器奏片、磨石などが

出土している。

C.第 3ト レンチの概要と検出遺構・遺物 (挿図第467

図/5次図版 2)

本 トレンチは、平成 15年度第 3次調査の調査地区で

ある3区の西側にあたるX58Y92・ 93グリッドに位置し

ている。 トレンチ下端の範囲で東西 1.10m、 南北 ■30

～ ■40mを測 り、遺構確認面までは0.76mを測る。

トレンチ南西隅でピットらしき落ち込みを 1基検出し

ているが、特に遺構ナンバーは付していない。確認面か

らの深さは 28 cmを 測 り、覆土は2層 で、プロック土を
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含む暗褐色 。褐色砂質土である。特に遺物は出土してい

ない。

D.第 4ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

467・ 473図/5次図版 2・ 6)

本 トレンチは、平成 15年度第 3次調査の調査地区で

ある3区北側の西側にあたる X60・ 61Y94・ 95グ リッド

に位置している。 トレンチ下端の範囲で東西 420～ 4,70

m、 南北 3.50～ 400mを 測 り、遺構確認面までは 0.70

mを測る。

本 トレンチ内では、SD4、 SD5の 2条の東西方向に延

びる溝状遺構を検出している。SD4は、検出されてい

る長さ 3.45m、 幅 0.50～ 0。99m、 確認面からの深さ 17

cmを 測る。断面形は緩やかに壁が立ち上がるU字形を呈

し、覆土は2層で、砂が混じる黒褐色・暗褐色砂質上で、

出土遺物は特にない。

SD5は、検出されている長さ4.42m、 幅 0.35～ 0.55m、

確認面からの深さ 18 cmを 測る。断面形は箱形の布掘 り

状を呈し、覆土は2層で、砂が混じる黒褐色・暗褐色砂

質土で、出土遺物は特にない。

両遺構とも出土遺物がないため、詳細な時期不明だが、

これまで発見された各時代各時期の覆土の状況から判断

すると、弥生時代後期段階の遺構の覆土と類似 している。

また遺構外ではあるが、 トレンチ掘削土中から、古墳

時代土師器奏片と、中世以降の土師質鉢片がわずかなが

ら出土している。

E.第 5ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

468。 473図/5次図版 2・ 3・ 6)

本 トレンチは、平成 15年度第 3次調査の調査地区で

ある 1区東側の南側にあたる X83・ 84Y79・ 80グ リッ

ドに位置している。 トレンチ下端の範囲で東西 3.50m、

南北 4.00mを測 り、遺構確認面までは 1.15mを 測る。

本 トレンチ内では、SP10、 SPllと した土坑 2基の他、

SPナ ンバーを付さなかった小ピット14基を検出してい

る。SP10は 楕円形を呈 し、長軸 2.15m、 短軸 上80m、

確認面からの深さ 12 cmを測る。覆土は2層で、プロッ

ク土および炭化物を含むにぶい黄褐色砂質土で、磨石が

1点出土している。

SPllは不整精円形を呈し、長軸 1.50m、 短軸は現状 1.30

m、 確認面からの深さ28 cmを 測る。覆土は 2層 で、ブ

ロック土および炭化物を含むにぶい責褐色砂質土で、10

世紀後半代と思われる土師器片が 1点出土している。

F.第 6ト レンチの概要 と検 出遺構・遺物 (挿 図第

469・ 472・ 473図/5次図版 3。 6)

本 トレンチは、平成 16年 度第 4次調査の調査地区で

ある 1区の東側にあたる X79・ 80Y69,70グ リッドに位

置している。 トレンチ下端の範囲で東西 3.30～ 3.40m、

南北 4.10mを 測 り、遺構確認面までは 1.25mを測る。

本 トレンチ内では、SBlと した竪穴建物跡と思われる落

ち込み 1箇所、SP12、 SP13と した土坑 2基 を検出して

いる。現代の撹乱溝によって本 トレンチ内の遺構確認面

は荒れている。

1.SB(竪穴建物跡)

SBlは、検出された範囲では東西軸 ■05m、 南北軸

1.92m、 確認面からの深さは 18 cmを 測る。覆土は2層で、

ブロック土および炭化物を含む、にぶい黄褐色・褐色砂

質上である。床面は、故在的に硬化面が確認され、こう

したことから竪穴建物跡ではないかと判断した。壁際で

径 20～ 30 cm、 深さ 10 cm前後を測る小ピットが数基検

出されている。出土遺物は少なく、時期不明土器片が 1

点出土しているにすぎない。よって本遺構の詳細な時期

も不明である。

2.SP(ピ ット・土坑)

SP12は、SBlを切 り込んで構築 してお り、平面形態

は不明で、長軸 ■00m、 短軸は現状で 0.75m、 確認面

からの深さ 30 cmを 測る。覆土は 3層 で、ブロック土を

含む暗褐色・褐色砂質土が主体である。特に出土遺物は

ない。よって本遺構の詳細な時期も不明である。

SP13は、SP12の 東側に隣接 している。平面形態は不

整精円形を呈 し、長軸 0.65m、 短軸 0.55、 確認面から

の深さ 25 cmを 測る。特に出土遺物はない。よって本遺

構の詳細な時期も不明である。

その他遺構外出土遺物としては、弥生時代から古墳時

代にかけてのものと思われる土器片と、■ 世紀代の土

師質土器片が、わずかながら出土している。

G.第 7ト レンチの概要と検出遺構・遺物 (挿図第 469

図/5次図版 3)

本 トレンチは、平成 16年 度第 4次調査の調査地区で

ある 1区南端の東側にあたるX75Y68グ リッドに位置し

ている。 トレンチ下端の範囲で東西 ■40～ ■50m、 南

北 1.50～ 1.80mを測 り、遺構確認面までは1.50mを測る。

本 トレンチの盛土造成下は、現況のアスフアル ト道路

と水路部分にあたり、深いうえ、極めて狭い範囲のため

に遺構などの確認はおこなえなかった。

H.第 8ト レンチの概要 と検 出遺構・遺物 (挿 図第

470。 473図/5次図版 3・ 6)

本 トレンチは、平成 16年度第 4次調査の調査地区で

ある2区 A南側にあたる X67・ 68Y63・ 64グ リッドに位
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置している。トレンチ下端の範囲で東西 320m、 南北 3.80

～ 470mを測 り、遺構確認面までは■50mを 測る。

本 トレンチ内では、甲府市教育委員会による試掘調査

の際の試掘坑 とともに、SP14、 SP15と したピット2基

を検出している。SP14は 円形を呈し、長軸 。短軸 とも

に O.25m、 確認面からの深さ 30 cmを 測る。覆土は 1層

で、ブロック土を含む黒褐色砂質土である。SP15は楕

円形を呈し、長軸 0.35m、 短軸 0.28m、 確認面からの

深 さ 22 clllを 測る。覆土は 1層で、ブロック土を含む黒

褐色砂質土である。共に出土遺物はない。覆土の状況か

ら弥生時代から古墳時代にかけての所産であろうか。

トレンチ内からの出土遺物も少なく、弥生時代後期養

片および古墳時代前期高郭片がわずかに出土している。

1.第 9ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

470・ 472図 /5次図版 4・ 6)

本 トレンチは、平成 13年 度第 1次調査の調査地区で

ある鉄塔血 3地区の北西側にあたるX74Y49グ リッドに

位置している。トレンチ下端の範囲で東西 1.50～ 1.90m、

南北 1.80mを 測 り、遺構確認面までは 1.20mを 測る。

本 トレンチ内では、SP16と した土坑 1基 と、SD6と

した溝状遺構を 1条 を検出している。SP16は SD16を

切 り込んで構築しており、平面形態は楕円形を呈 し、長

軸 0,90m、 短軸 0.75m、 確認面からの深さ 15 clllを 測る。

覆土は 2層で、ブロック土を含む、ややシル ト質の黒褐

色砂質土と灰黄褐色砂質土である。

SD6は北西から南東にかけて湾曲した状況で検出さ

れており、幅 0.57～ 0,72m、 確認面からの深さ 23 cmを

測る。現代の水田層直下の床土層下から切 り込まれてい

る。覆土は2層で、ブロック土を含む灰黄褐色砂質土で

ある。

出土遺物は、SD6か ら摩滅が著 しい古墳時代 と思わ

れる土師器奏片が 1点出土しているのみで、詳細な時期

は不明である。

」.第 10ト レンチの概要 と検出遺構・遺物 (挿 図第

471・ 472・ 473図 /5次図版 4・ 6)

本 トレンチは、X78Y27グ リッドに位置している。 ト

レンチ下端の範囲で東西 0,95～ ■25m、 南北 ■40mを

測 り、遺構確認面までは 1,70mを 測る。

本 トレンチ内では、SD7と した南北方向に流下すると

思われる溝状遺構を 1条検出し、それに伴う小ピットを

2基検出している。小ピットについては、特に遺構ナン

バー付さなかった。

トレンチ内の土層堆積状況から、溝状遺構内部にあた

ると思われ、覆土は5層で、酸化鉄斑がいずれも顕著な

褐色 。暗褐色・灰黄褐色・黒褐色砂質土で、最下層には

粗砂が混じっている。

弥生時代から古墳時代および8～ 10世紀代の上師器

杯・奏、須恵器奏片などがややまとまって出土してい

る。遺物はいずれも摩滅が著しいが、前者の遺物群は下

層である第 4・ 5層、後者の遺物群は第 3・ 4層から主

に出土しており、時期的に出土層位が異なっていること

から、本溝状遺構が長期にわたって存続 していたと推測

できる。

K 第11ト レンチの概要と検出遺構 。遺物 (挿図第 471

図/5次図版 5)

本 トレンチは、平成 13年度第 1次調査の調査地区で

ある東西方向の外周道路地区の北側にあたるX78Y27グ

リッドに位置している。 トレンチ下端の範囲で東西 1.10

～ ■20m、 南北 1.10～ ■20mを測 り、遺構確認面まで

は2.10mを 測る。

本 トレンチの遺構確認面 (基盤層)は、にぶい黄褐色

砂質上であるが、範囲内では遺構は検出されておらず、

出土遺物もない。

L.第 12ト レンチの概要 と検出遺構 。遺物 (挿 図第

471・ 473図/5次図版 5。 6)

本 トレンチは、平成 14年度第 2次調査の調査地区で、

旧笛吹川流路跡を確認した外周道路地区の北側にあたる

X49・ 50Y46グ リッドに位置している。 トレンチ下端の

範囲で東西 ■60～ ■80m、 南北 ■60～ ■80mを 測 り、

遺構確認面までは■80mを測る。

本 トレンチ内では、SD8と した流路跡を 1条検出して

いるが、流路跡の内部にあたっている。遺構確認面から

流路の堆積層であるシル ト質の灰褐色砂層であり、確認

した最下層は褐灰色中～細砂で、緩やかな流れを示す流

路であったと推測できる。

遺物は、第 2層の灰黄褐色シル ト質細砂層から古墳時

代の上師器片および 11世紀から12世紀代の土師質土器

が出土している。

平成 14年度第 2次調査で確認 した旧笛吹川流路の範

囲が、本 トレンチが位置する範囲まで確実に及んでいた

ことを、本 トレンチの状況が物語っている。
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第 1ト レンチ

暗褐色砂質上  (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブロック'炭化物合む
暗褐色砂質土  (10YR3/8)黄 褐色粘質ブロック多含む 黒褐色粘質プロック含む
にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳 /3)黄褐色粘質ブロック多含む
掲色砂質土   (10YR4ん)黄褐色粘質プロック多含む 炭化物含む

掲色砂質土   (10YR4れ)黄褐色粘質土プロック含む
黒褐色砂質土  (10YR32)黄 褐色粘質上ブロック多合む 炭化物含む

暗褐色砂質土  (10YR3/3)黄 褐色・黒褐色粘質土プロック・炭化物含む

褐色砂質土   (10YR4/4)黄褐色 `黒褐色粘質土ブロック 炭化物合む

刀

半

EP8'

Ｄ２

‐

・

‐

２

３

４

５

６

７

８

SPl・ 2
SPD

第 466図 平成 17年度 (2005)第 5次 1ト レンチ全体図 (SDl

SP8'
2663m

SDl・ 2土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土プロック・

炭化物含む
2 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色粘質ブロッ

ク多含む
3 褐色砂質土 (101R4/4)黄 褐色粘質プロック含む

4 褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質ブロック含む・

炭化物含む
5 にぶい黄褐色砂質土 (10YR52)黄 褐色粘質土ブ

ロック含む
6 掲色砂質土 (10YRγ6)黄褐色粘質土ブロック合む

o      (1:30)     lm

。
2、  SPl々-9)

SPP'    SP5・ 6
2661m

SP3・ 4 土層説明

!飲影脚騨騨鰯露1極

b

SP7 土層説明
l 暗褐色砂質土 (10YRy3)黄 褐

色粘質土,暗褐色粘質土ブロッ
ク 炭化物含む

2 暗褐色砂質土 (10YR3麗 )黄褐
色粘質土ブロック合む

3 褐色砂質土 (10YRγ6)黄褐色.

黒褐色粘質土ブロック含む

SDl

EPA                                とm

SD2

EPB
663m

0            (1 : 60)          2m

|

SDl・ 2

SPB

-727-



第 2ト レンチ

EPA'

EPA'

0           (1 :30)          lm

第 467図 平成 17年度 (2005)

第 3ト レンチ

2ト レンチ 土層説明
I 表土

Ⅱ 灰褐色粘質土 (10YR52)水田床土・酸化鉄斑顕著
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色粘質土ブロック含む
2 暗灰黄色シルト質細砂 (10YR4/2)
3 オリープ褐色 細砂シルト混じる

4 オリーブ褐色 シルト黄褐色粘質上ブロック含む

5 灰責褐色シルト

義|

トレンチ 土層説明

I 表土

I にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)(旧 表土)

Ⅲ にぶい責褐色砂質土 (10YR5/4)(地 山)

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色粘質土ブ
ロック・炭化物含む

2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色・黒褐色粘

質土プロック含む

Ｋ
キ

3

4ト レンチ 土層説明

I 表土
1 黒褐色粘質土 (10YR3/2)締 まり強 砂混じる

EPB'   2 暗褐色粘質土 (10YR3/3)締 まり強 砂混じる
2662m                黄褐色粘質土ブロック含む

3 黒褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる
4 暗褐色粘質土 (10YR3/2)砂 混じる

責褐色粘質土プロック含む

0           (1 :60)          2m

第 5次 2～ 4ト レンチ全体図 (SD3～ 5)

-728-
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第 5ト レンチ

5ト レンチ 土層説明
I 表土

1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
2 灰黄褐色砂質土  (10YR4/2)
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
4 暗褐色砂質土   (10YR3/3)
5 にぶい責褐色砂質土 (10YR5/4)

SP10
SPC

責褐色砂質土混じる。災化物含む

黄褐色砂質土混じる。黒褐色粘質土ブロック

責褐色砂質土ブロック・煙土小ブロック・炭化物含む

黄褐色砂質土ブロック・煙上小ブロック・炭化物含む

責褐色砂質土ブロック含む

１

半

SPll
SP D SP D'

2661m
SPC'

炭化物・責褐色砂質土ブロック含む

炭化物・黄褐色砂質土プロック・黒褐色粘質土ブロック合も

SPll 土層説明

1 にぶい責褐色砂質土

灰責褐色砂質土

灰責褐色砂質土

0

2660m

SP10
EPA

SP10 土層説明
1 にぶい責褐色砂質上 (10YR5/3)
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

第 468図 平成 17年度 (2005) 第 5次 5ト レンチ全体図 (SP10。 11)

0           (1 :60)         2m

(10YR5/3)炭 化物・責褐色砂質土プ
ロック含む

(10YR4/2)炭化物やや多含む 。黄褐
色砂質土プロック含む

(10YR4/2)炭化物多・煙土小ブロッ

ク含む

(1 :30)          lm
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第 6ト レンチ Ｅ
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一
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Ｌ
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6ト レンチ 土層説明
1 にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)黄 褐色砂質土プロッ

ク・炭化物含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色砂質土プロック・炭

化物含む
3 にぶい黄褐色砂質土(10YR5/3)黄 褐色砂質土プロッ

ク・庚化物含む

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)炭化物多含む

灰黄褐色砂質土 (10YR5/2)炭 化物含む

暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質土プロック・

炭化物含む

暗褐色砂質土 (10YR3/4)締 まりやや強 責褐色砂

質土ブロック・煙土ブロック含む

褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色砂質土プロック含む

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責褐色砂質土ブロック・

炭化物合む

I

ISPA'
面 3m

第 7ト レンチ

盛土

0      (1:30)     lm

ト

キ

0           (1 : 60)          2m

(2005)第 5次 6。 7ト レンチ全体図
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第 3ト レンチ

SP14
1

SP14
SPB            SPBttm

土層説:¬ こ`:'ド
~

黒褐色砂質土 (10YR2/3)黒 褐色・責褐色粘質
土プロック多合む・汎化物含む

SP15 土層説明

1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)黒褐色・黄褐色粘質土プロック多含む・炭化物含む

lm               ^卜 ^.. 、 _0      (1:30)

盛

‐‐
‐‐

＾ヽヽ‐型
船

一１～―――却珀「

|

|

|

|

るPA'
12659m
|

SPC

isP B'

1 2659m

SP16
SPC

9ト レンチ 土層説明

I 表土
I 責褐色砂質土 (25Y5/6)酸 化鉄斑顕著

(水 田床土層)

Ⅲ 黒褐色砂質土 (10YR5/2)黒 褐色粘質
土混じる、黒褐色粘質土ブロック含む

1 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)黒 褐色粘
質土ブロック含む 。炭化物多含む

2 灰黄褐色砂質土 (10YR5/2)黒 褐色粘
質土ブロック多含む 。災化物含む

0      (1:60)     2m
0           (1 :30)          lm

SP16 土層説明

1 黒褐色砂質土  (10YR3/2)シ ルト質褐灰色粘質土ブロック・炭化物含む
2 灰責褐色砂質上 (10YR4/2)シ ルト質褐灰色粘質土プロック多合む

第 470図 平成 17年度 (2005)第 5次 8・ 9ト レンチ全体図 (SD6、 SP14～ 16)
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第 10ト レンチ

第 11ト レンチ

第 12ト レンチ

11

10ト レンチ 土層説明
1 にぶい黄褐色砂質上 (10YR 5/3)酸化鉄斑やや顕著
2 褐色砂質土 (10YR 4/4)酸化鉄斑やや顕著・濃化物含む
3 暗褐色砂質土   (10YR 3/3)酸 化鉄斑やや顕著・愛化物含む
4 灰責褐色砂質土  (10YR 4/2)締まり強・酸化鉄班やや顕著・炭化物含も
5 黒褐色砂質土   (10YR 3/2)締 まり強・酸化鉄斑やや顕著・炭化物含む
6 灰責褐色砂質土  (10YR 72)黄褐色砂質土混じる

―

I にぶい責褐色砂質土 (10YR 4/3)黒 褐色粘質土プロック・褐灰色砂質土含む

―

ー

| ~ 1

―

I         I
I         I
I    I
I  

姓
  |

|  |
|    |

d                                                 l sPB'

I  _ 126SOm

Ａ

キ

12ト レンチ 土層説明

I～ P 表土
1 灰黄褐色ンルト質細砂 (10YR4/2)酸化鉄斑やや顕著・炭化物含も
2 灰責褐色シルト質細砂 (10YR4/2)酸化鉄斑顕著・土器片やや多
3 褐灰色 シル ト (10YR4/1)
4 褐灰色中～細砂   (10YR4/1)

0    (1:60)    2m

(2005)第 5次 10～ 12ト レンチ全体図 (SD7・ 8)

卓   ≧

蜀

　

ゾ
十
~――一生=亡=‐=引

第 471図 平成 17年度
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第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 試掘調査における自然科学分析

A 山梨学院川田運動場遺跡群の試掘調査における花粉化石

鈴 木   茂 (パ レオ・ラボ)

甲府市教育委員会によっておこなわれた山梨学院川田

運動場群の試掘調査で、平安時代の遺構面が確認され、

また平安時代以降あるいはさらに下位からは古墳時代初

頭の遺物が検出された。こうしたことからこれらの時代

における発掘調査地点周辺の古植生を検討する目的でト

レンチ断面より土壊試料が採取され、この土壊試料につ

いて花粉分析を行った。以下にその結果・考察を示す。

1 試料と分析方法

試料は、 3ト レンチE16区サブトレンチ西壁 (第 474

図)よ り採取された11試料である。各試料について、

Ⅱ (②層)はにぶい黄褐色の砂質シルトで、小さな空隙

が散在し、小レキも認められる。Ⅳ (④層)は黒褐色の

砂質シルト～粘上でやはり小レキが認められる (平安時

代の遺構確認面)。 V(⑤層)は灰褐色のシルト混じり砂、

Ⅵ (⑥層)も灰褐色のシルト混じり砂で雲母類が多く含

まれている。Ⅶ (⑦層)は黒褐色～灰褐色の砂質粘土で、

一部酸化して赤褐色を呈している。Ⅷ (③層)は灰褐色

の砂、Ⅸ (③層)は黒～黒灰色砂質粘上で円磨されたレ

キが故在している。X(⑩層)は砂レキ混じりの褐灰色

砂質粘土である。XI(①層)暗オリーブ黄色砂質シルト、

XⅢ (⑬層)は黒褐色の砂質シルト、XV(①層)は黒

褐色の粘土混じり砂である。また、最下部⑩層は青灰色

の砂層である。なお、②層～③層が平安時代以降遺物包

含層で、①層が古墳時代初頭遺物包含層である。

2.分新方法

上記した 11試料について以下のような手順にした

がつて花粉分析を行った。

試料 (湿重約 4～ 6g)を遠沈管にとり、10%の水酸

化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、0.5 11ull

目の節にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗

粒砂分を除去する。次に46%の フッ化水素酸溶液を加

え20分間放置する。水洗後、比重分離 (比重 2.1に 調

整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を

回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてア

セトリシス処理 (無水酢酸9:1濃硫酸の割合の混酸を

加え3分間湯煎)を行う。水洗後、残澄にグリセリンを

加え保存用とする。検鏡はこの残澄より適宜プレパラー

トを作成して行い、その際サフラエンにて染色を施 した。

3.分析結果

検出された花渉・胞子の分類群数は、樹木花粉 38、 草

本花粉 19、 形態分類を含むシダ植物胞子 3の総計 60で

ある。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を第 28表 に、

それらの分布を第 475図 に示 した。なお、分布図は全花

粉・胞子総数を基数とした百分率で示 してある。

表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら

分類群間の区別が困難なものを示 し、クワ科・バラ科・

マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるがそ

れぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一

括して入れてある。また、花粉化石の単体標本を作成し、

各々に PLC.SS番号を付 して形態観察用および保存用と

した。

検鏡の結果、多 くの試料において花粉化石の検出数が

少なく、特に樹木花粉は少なかった。これは上部の②層 ,

④層および⑦層では土壌化作用により多くが分解 。消失

し、比較的丈夫なヨモギ属や単条型胞子が残り分布図に

強調された形で表現されていると思われる。また、試料

V,Ⅵ ,Ⅷ などの砂が卓越している試料においては流失

してしまった可能性が高い。花粉の動態はシルトや粘土

粒子と同じで、粒子の粗い先の砂層では花粉化石が残り

難い状況であったと思われる。こうしたことから良好な

状態で観察できたのは試料Ⅸ,Xのみで、分布図として

示した他の3試料については参考程度にみて頂きたい。

264 00-

263 00-―

第474図  試料採取地点付近の土層断面図と試料採取層準

(3ト レンチ E16区サブトレンチ西壁)、

亡翁___?」
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第 28表 産出花粉化石一覧表

和 名 Ⅳ Ⅶ  IⅢ  Ⅸ  X XIXⅢ  XV

樹 木

モ ミ属

ツガ属

トウ ヒ属

マ ツ属 単維 管 束 亜属

マ ツ属 複 維 管 束 亜 属

マ ツ属 (不 明 )

コ ウヤ マ キ属

ス ギ

イテイ蒋―イヌガヤ科―ヒノキ科   T― C

ヤ ナ ギ属

ヤ マ モ モ属

サ ワグル ミ属 ― クル ミ属

クマ シデ属 一ア サ ダ属

カ バ ノキ属

ハ ンノキ属

ブナ

イ ヌ ブナ

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属

コナ ラ属 ア カ ガ シ 亜属

ク リ属

シイ ノキ属
ニ レ属 ―ケ ヤ キ 属

エ ノキ属 ― ム ク ノキ属

カ ツラ属

コクサ ギ属

ウル シ属

モ チ ノキ属
ニ シキ ギ科

カ エ デ 原

トチ ノキ属

ブ ドウ属

サ カ キ属 一 ヒサ カ キ属 近 似 種

グ ミ属

ウ コギ科

ミズキ属

イ ボ タ ノキ属

タ ニ ウ ツギ属

ス イカ ズラ 属

S,ヱ ゴx
腫yr'ct9

P↓ θrocarya―」LI.「 支ar2.q

θ,ど prr2立 s ― θlqtrァα

Betvヨ ,
スヱn II.●

FpF口s crerl,と, Blune
Ft9」 vs J9pοn=C'MaXim
9LLerθ口S Subge■ , とつplJο baユ arlvtq

9tlerCWS Subgen, cFC′つb9ヱ つ/1ops's

θastarleα

θtasと an9ps,s
llyIIl口 s _ zθヱ/1・ o70
θeヱ t,s-4pと,rlart tね o

じerCゴ ご立pねァ′′trfl

θどゴx,
,と vs
fヱ ex
celastraceac
スcer
■esc,ヱ LI・●

T/it,s

cf  θヱοyera― τ口rrS
】ヱa9ag/Pus
Araliaceae
θOr,コ II

LttruStrtlyrl

Й′9'reヱ£

Lο/E=cera

Ab二 os
Ts■♂身
Pゴ θoa
P,n口s subgea  rrapヱ 。Iyヱ οr2

Pttrlys subgen  ∂,/9ユ Oxアヱο r2

Pユ a lFs (UnknO“ n)
sctta♂9p,tys
θr」φtO″ erttα  、ア.2Pο nュ ¢t9 D  Don

Unknown Pollen

6

6

4

3

6

2

7

5

9

4

8

2

1

1

2

3

1

1

1

2

1

2

6

2

1

1

1

1

17
8

3

1

4

13
3

4

3

1

34
28

3

13
28
1

1

4

1

5

8

6

革本
ガマ属                =▼ 弾

' 27   11    1    -   14    1   96   94    2イネ科                   Gramineac
4    1    -    一    ―    ~   45    6    -

カヤツリグサ科           Cyperaceae
― ― 一 ―

~~~1~

ツ■クサ属                    θωttο ヱ笠ntt
-4--1-614-

クワ科                   MOraceae
サナエタデ節―ウナギツカ ミ節 Pοヱ溌ゃnyfrl sect persicaria― Echinocaulon   ―  ―  ―  -  1  -  1  1  ~

アカザ朴―ヒユ科          Chenopodiaceae― Anaranthaceae     -  1  1  -  一  ~  ~  6  -
― ― 一 一 ~~11~

ナデシコ科              Caryophyllaceae
カラマツソウ属            TFt'力 c trLrfrl

他のキンポウゲ科          Other ianunculaceae           こ  こ  :  :  :  三  二  :  三
アプラナ科              Cruciferae

― 一 一 ― ~~11~

バラ科                    Rosaceae __― -1-76-
マメ科                      Legulninosae

l―
一 -1-~~~

セリ科                           Ulnbelliferac
― ― 一 ~~~~1~

オオ バ コ属              P''2↓ 9♂ο
― ― ― ― ~~~1~

ベニバナ属近似種          Cf θarιね,μ,s
3   19    -    -  162    1  258   11    -ヨモギ属              貫r terfll sカ
ー 3-一 ― -11-

他のキク亜科             Other Tttbuliflorae
16-― ― -14-

タンポポ亜科            Liguliflorae

シ ダ植 物
一 ― ― -1-11-―

~

ヒカゲ ノカズラ属         Lyo9pO172卵
24   58    -    -   81    1   13    6    1   13    -単条型胞子             MOIIolete spoど e

l― 一 -2-34-1-
三条型胞子             Trilete spore

4    2    0    1   18    0  239  221    0   22    3樹木花粉               Arboreal pollen
37   46    2    0  183    2  417  154    2   88    6草本花粉                          Nonarboreal pollen
25   58    0    0   84    1   17   11    1   14    0シダ植物胞子            Spores
66  106    2    1  285    3  673  386    8  119    9花粉・胞子総数                     TOtal Pollen & Spores

1ユ

不明花粉

T, 一C, はTaxaceae―Cepha10taxaceae― Cupresaceacを 示す

試料Ⅸではスギとヨナラ属コナラ亜属が優占してお

り、次いでイチイ科 ―イヌガヤ科一ヒノキ科 (以後ヒノ

キ類 と略す), コナラ属アカガシ亜属, ツガ属となって

いる。草本類ではヨモギ属が 40%弱の出現率を示 して

最も多 く、次いでイネ科,カ ヤツリグサ科となっている。

試料Xではコナラ亜属,ア カガシ亜属,エノキ属―ムク

ノキ属が優勢であり、次いでスギ,ク マシデ属 一アサダ

属,エ レ属 ―ケヤキ属が多 く検出されている。その他、

ツガ属,カ エデ属, トチノキ属, ウコギ科, イボタノキ

属などが 1%を越えて得られている。草本類ではイネ科
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と カ ゲ ノ カ ズ ラ 属

タ ン ポ ポ 亜 科

他 の キ ク 亜 丼

ヨ モ ギ 属

ベ ニ バ ナ 属 近 似 種

オ オ バ コ 属

セ リ 科

マ メ 科

バ ラ 科

ア プ ラ ナ 科

他 の キ ン ポ ウ ゲ 科

カ ラ マ ツ ソ ウ 属

ナ デ シ ヨ 科

ア カ ザ 科 Ｉ ヒ ユ 科

サ ナ エ タ デ 節 ― ウ ナ ギ ツ カ ミ 節

ク ワ 科

ツ ュ ク サ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科

イ ネ 科

ガ マ 属

ス イ カ ズ ラ 属

タ ニ ウ ツ ギ 属

イ ポ タ ノ キ 属

ミ ズ キ 属

ウ コ ギ 科

グ ミ 属

サ カ キ 属 ― ヒ サ カ キ 属 近 似 種

ブ ド ウ 属

ト チ ノ キ 属

カ エ デ 属

ニ シ キ ギ 丼

モ チ ノ キ 属

ウ ル シ 属

コ ク サ ギ 属

カ ツ ラ 属

エ ノ キ 属 ― ム ク ノ キ 属

ニ レ 属 ― ケ ヤ キ 属

シ イ ノ キ 属

ク リ 属

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

ヨ ナ ラ 属 ヨ ナ ラ 亜 属

イ ヌ プ ナ

ブ ナ

ハ ン ノ キ 属

カ バ ノ キ 属

ク マ シ デ 属 ― ア サ ダ 属

サ ワ グ ル ミ 属 ― ク ル ミ 属

ヤ マ モ モ 属

ヤ ナ ギ 属

イ テ イ 科 ― イ ヌ ガ ヤ 科 Ｉ ヒ ノ キ 科
ス ギ

コ ウ ヤ マ キ 属

マ ツ 属 （ 不 明 ）

マ ツ 属 複 維 管 東 亜 属

マ ツ 属 単 維 管 束 亜 属

ト ウ ヒ 届

ツ ガ 属

モ ミ 属
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第 29表 試料 ls当 たりのプラン ト・オパールイ回数

料
号

試
番

イネ
(個 /g)

ネザサ節型
(個 /g)

クマザサ属型
(lE/g)

他のタケ亜科
(個 /g)

ヨシ属

(個 /g)

シバ属
(個 /g) 勘∽

タシクサ族
(個 /g)

不明

(個 /g)

V 9,20( 57,20( 13,300 2,00( 8,200 5,10〔 34,700 24,50C

Ⅷ 0 3,80( 1,900 1,900 4,800 5,700

X 3,900 87,20( 27,40( 2,90( 15,700 33,300 22,500

が最も多く、他はクワ科, ヨモギ属などがわずかに 1%

を越える程度である。試料 XⅢ ではハンノキ属が上記 2

試料と比ベハンノキ属が目立って検出されている。草本

類ではヨモギ属が最も多く、次いでイネ科,ク ワ科,カ

ラマツソウ属が多 く検出されている。

4 遺跡周辺の古植生

上記したように多 くの試料において検出花粉化石数が

少なく、よって古植生については試料Ⅸ,Xを 主体に示

す。なお、時代 としては下位の�層より古墳時代初頭の

遺物が多数検出されていることからこれに近い時代と考

えられる。この頃の当該遺跡群周辺丘陵部では斜面を中

心としてコナラ亜属を主体にクマシデ属一アサダ属,ニ

レ属―ケヤキ属,カ エデ属, トチノキ属などが生育する

落葉広葉樹林やスギ林が成立していた。また針葉樹のツ

ガ属やヒノキ類がこれら森林にまじるように分布し、コ

クサギ属, ウルシ属,ニ シキギ科,グ ミ属などの低木類

もみられ、これらに絡まるようにブドウ属が生育してい

た。さらに丘陵尾根部ではアカガシ亜属やシイノキ属な

どの常緑広葉樹林が一部に成立していた。

一方、低地部の河川周辺には川辺林を形成するハンノ

キ属が生育しており、エノキ属―ムクノキ属,ヤ ナギ属 ,

サワグルミ属 ―クルミ属も分布していた。また、ヤマグ

ワなどのクワ科もみられたであろう。草本類ではイネ科 ,

カヤツリグサ科, ヨモギ属などが河川土手部を中心に多

く生育していたとみられる。

こうした植生は甲府市桜井町に所在する大坪遺跡の平

安時代にもみられる (鈴木 1996)。 すなわちスギやヒノ

キ類がそれまでのモミ属やツガ属に代わり分布を広げ、

コナラ亜属やアカガシ亜属も増加しており、シイノキ類

もみられるようになっている。また大坪遺跡では平安時

代において稲作の可能性がプラント・オパール分析より

示されている (鈴木 1996)こ とから本遺跡においても

一部試料において予察的に分析を試みた。その結果を表

2に示 したが、試料Xよ り試料 lg当 たり約 4,000個 の

イネのプラント・オパールが検出されている。稲作につ

いては試料 lg当 たり5,000個 が目安とされてお り (藤

原 1984)、 試料Xではわずかではあるがこれに達してい

ない。花粉分析結果をみるとイネ科はやや高い出現率を

示すものの、水田雑草と考えられる分類群 (オ モダカ属 ,

ミズアオイ属など)

が全 く検出されてい

ない。以上のことか

ら⑩層準における稲

作についてその可能

性はあると考えられ

るものの、イネのプラント・オパールの検出個数がわず

かではあるが少ないなど分析結果からはそれを積極的に

は支持できず、この時期における稲作については発掘状

況など他方面からの検討のうえ判断されることが望まれ

る。なお、Vか らは多くのイネのプラント・オパールが

検出されており、⑤層準 (平安時代以降遺物包含層)に

おいては稲作が行われていた可能性が高いと検出個数か

らは判断される。

また試料Xか らは 1点のみであるがベニバナ属近似種

が検出されている。近似種をつけたのは、溝部における

孔の存在が不明瞭で、大きさも現生標本に比べかなり小

さいことによるものである。ベニバナは6世紀末～ 7世

紀初めに渡来したと考えられていたが、 6世紀半ばとさ

れる藤ノ木古墳の石棺内から花粉とそれからつくられた

とみられる赤色顔料が検出されている (御影 1994)。 本

調査地点では①層から古墳時代初頭の遺物が多 く出土し

ており、試料X(⑩層)の年代は藤ノ木古墳と同じかそ

れよりも古い可能性もある。しかしながら⑩層の年代に

ついて特定されたわけではなく、大坪遺跡の花粉分析お

よびプラント・オパール分析結果 (鈴木 1996)か ら⑩

層は平安時代あるいはそれに近い時代の可能性もあるの

ではないかと思われる。こうしたことから今回検出され

たベニバナ属近似種については試料年代や分類群の特定

などさらに検討が必要であろう。

5 まとめ

このように甲府市周辺山地・丘陵部では古墳時代から

古代にかけてヒノキ類を交えたスギ林やヨナラ亜属を主

体とした落葉広葉樹林が優勢であり、丘陵尾根部を中心

に一部にアカガシ亜属などの常緑広葉樹林も成立してい

たものとみられる。また低地部では稲作が行われていた

可能性があり、河川部には川辺林を構成するヤナギ属 ,

ハンノキ属などがみられ、イネ科, カヤツリグサ科, ヨ

モギ属などが土手に草地を形成していた。

引用文献

藤原宏志 (1984)プ ラント・オパール分析法とその応用一先史時

代の水田l■探査一 考古学ジャーナル,227,p2-7

御影雅幸 (1994)ベ ニバナ 週間朝日百科 植物の世界 1,朝 日新

聞社,1-22～ 1-23

鈴木 茂 (1996)甲 府市大坪遺跡の花粉化石 大坪遺跡発掘調査

報告書Ⅲ―ケアハウス グレープハウス建設に伴う調査―,甲

府市遺跡調査会編,p76-85
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図 1 山梨学院川田運動場遺跡群試掘調査の花粉化石 (scale bar:20 μm)
モミ属  PLC.SS 2972 Ⅷ

トウヒ属 PLC.SS2975 Ⅷ

マツ属単維管束亜属 PLC.SS2977 Ⅷ

ツガ属 PLC.SS 2976 Ⅷ

スギ PLC.SS 2981 Ⅸ

クルミ属 PLC.SS 2978 Ⅷ
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２

３

４
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６
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7-a

7,10,12:      8,9,11:

山梨学院川田運動場遺跡群試掘調査の花粉化石

7:コ ナラ属コナラ亜属 PLC.SS 2982 Ⅸ

8:コ ナラ属アカガシ亜属 PLC.SS 2983 Ⅸ

9:コ クサギ属 PLC,SS 2973 Ⅷ

8-a

8-b

(scale bari 20 μm)

10:イ ネ属 PLC.SS 2974 Ⅷ

ll: ヨモギ属 PLC SS 2979 Vlll

12:ベニバナ属近似種 PLCSS 2980 Ⅸ

図 2
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第 2節 第 1次調査における自然科学分析

A 第 1次山梨学院サ|1田運動場遺跡群から出土 した大型

植物化石

新 山 雅 広 い レオ・ラボ)

1.試 料

大型植物化石の検討を行った試料は、既に取上げ済み

であり、乾燥状態でプラスチックケースに無存された合

計 16試料について行った。

2.出土した大型植物化石

出土 した大型植物化石の一覧を第 30表に示 したが、

大型植物化石 として同定 し得るものを全 く含んでいな

かった試料は、一覧表中から省略してある。以下に、試

料ごとに記載を示す。なお、一部試料では、炭化種実と

共に状態の新鮮な未炭化の植物遺体や昆虫遺体が含まれ

ていたが、カマ ドの焼土のような堆積物に通常未炭化の

遺体が含まれることはないと思われるので、現代のもの

が混入した可能性があると思われる。

① SP200(4層 ):種実以外の不明破片が3個体であっ

た。

② SBl(付属サンプル):イ ネ災化胚乳が1個体、コ

ムギ炭化胚乳が 12個体、不明炭化種子 (コ ムギの可能

性がある)が 25個体、炭化材片が1個体であった。なお、

不明災化種子の中には、完形か破片かの識別が困難なほ

ど保存状態が非常に悪いものを含む。

⑤ SP200:イ ネ科未炭化穎 (混入か ?)が 1個体、昆

虫遺体と思われる破片が 1個体、不明戊化物 (保存状態

が非常に悪いが、おそらく種実類ではない)の極めて小

さな破片が 5個体であった。

⑥ SB4(新 カマド、焼土直上層):昆虫遺体が1個体、

不明炭化物の破片が 1個体、細かい礫 (土)が約 4個体

であった。

⑦ SB4(新 カマド、土壊サンプル):イ ネ科未炭化穎

(混入か ?)が 2個体、イネ炭化胚乳と思われる破片が

1個体、昆虫が 2個体、卵のうと思われるものが 5個体、

不明炭化物の小片が 5～ 6粒程度であった。

③ SB4(新 カマド、土壌サンプル):イ ネ炭化胚乳が

1個体、ホタルイ属炭化果実が1個体、不明炭化物の破

片が 1個体、未戊化の植物由来と思われる破片が 3個

体であった。

③ SB4(新 カマド、焼土直上層、土壌サンプル):イ

ネ炭化胚乳が 1個体と戊化材 (草本 ?)の極めて小さ

な破片が 1個体であつた。

⑩ SB5(鉄塔No 4 カマド土):不明炭化物が 1個体、

不明炭化物 (植物質)の破片が数片、未炭化の植物由

来のもの (花か ?)が 1個体であった。

SDll(石 積内):2サ ンプルがあった。一方は、マツ

属複離管束亜属毬果が 1個体であ り、もう一方は、モ

モ核 (破片)が 1個体であった。

SDll(埋 土第 10層 ):オ ニグルミ核の半割 (1/2個 )

が 1個体であった。

SDll(シ ル ト層中):モ モ核が 1個体であった。

SDll(フ ク土):モモ核が 1個体であつた。

SD22(砂層一括):2サ ンプルがあった。一方は、モ

モ核が 1個体であり、もう一方は、種実類ではない (材

か ?)も のが 1個体であった。

SP283:ス モモ核 (破片)が 1個体であった。

3.考 察

出上 したもののうち、栽培植物と考えられるものは、

木本のスモモ、モモ、草本のイネ、コムギである。モ

モは、SDH、 SD22か ら出土したが、付近で栽培 されて

いたものが埋積 したことや、利用後に生活の場で廃棄

されたものが流入 したか遺構に直接投棄されたことな

どが考えられる。イネは複数の竪穴建物跡 (カ マ ドなど)

から出土 してお り、穀類 としては主要な食料源の 1つ

第 30表 大型植物化石一覧表

)内 は半分ないし破片の数 を示す

ナンプル名

付属サンプル

シル ト層中
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であっただろう。また、コムギもSBlの みからではあ

るが、比較的多産しており、イネと同様に利用されてい

たと考えられる。これら以外では、有用植物としてオニ

グルミが SDll(埋土第 10層 )か ら出土 したが、核の

一部が民化していることから、おそらく利用後の残津で

あり、火であぶって割れ易 くしたのであろう。付近の植

物群については、情報量に乏しいが、木本では針葉樹の

マツ属複維管東亜属 (SDll、 石積内)が生育しており、

草本では湿地性のホタルイ属 (③ SB4、 新カマ ド)が生

育していたと考えられる。

4.主な大型植物化石の形態記載

オニグルミ 脚 αtt α施励 力肋 働解 核

側面観は卵形で先端は鋭頭。表面には、縦方向の不規

貝Jな 隆起 (筋)がある。出土核は、縫合線に沿って半分

に割れた状態で一部欠損している。明らかな打撃痕 (利

用痕)は、認められないが、核の一部が炭化 しているこ

とから、利用する際に火であぶって割れ易 くしたのであ

ろう。

スモモ 局吻ηtts wJ崩 %,Lゲ2肌 核

破片であるが、表面はややざらつく程度でウメやモモ

のような明瞭な穴・溝といった窪みは認められない。出

土核は、破片であったが、表面や裏面に菌核かと思われ

るものが付着していた。

モモ 」肱防ηクs,ι痢磁 aぬ肋 核

卵形ないし卵円形で両凸レンズ形。下端に勝があり、

一方の側面には縫合線が発達する。表面には不規則な

流れるような溝 と穴がある。出土核のおよその長さは、

SDll(シ ル ト層中)が 23 11ull、 SDll(フ ク土)が 26111111、

SD22(砂層一括)が 32 11ull。

イネ 0り翻 M″υα L力η.炭化胚乳

扁平ないしやや厚みのある楕円形。中央部は隆起し、

縁辺部は一段下がって薄 くなる。出土したものは、久損、

磨耗、発泡などで保存状態は非常に悪い。

コムギ 勢
"協

物α盗肋πtt L'22.炭化胚乳

丸こく、楕円形ないしほぼ円形。断面も精円形ないし

ほぼ円形。一方の面には、基部から頂部にかけて 1本の

溝が走る。SBl(付属サンプル)のみで比較的多産した。

発泡、磨耗、欠損などで保存状態は極めて悪かったが、

外形・胚の形態。一方の面の溝が幸うじて確認できるもの

があり、これらをコムギとした。なお、あまりにも状態

が悪く、同定には至らなかったが、SBl(付属サンプル)

で不明炭化種子としたものもコムギの可能性がある。
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図3 出上 した大型植物化石 (ス ケールは 1～ 6が l clll、 7～ 14が l mm)

1.マ ツ属複維管東亜属、毬果、SDll(石積内)2.オ ニグルミ、核、SDll(埋 土第 10層)3 スモモ、核、SP283

4.モモ、核、SDll(シ ルト層中)5,モ モ、核、SDll(フ ク土)6。 モモ、核、SD22(砂層一括)

7 イネ、炭化胚乳、② SBl(付属サンプル)8 イネ、炭化胚乳、③ SB4(新 カマド)

9 イネ、炭化胚乳、⑨ SB4(新カマド、焼土直上層)10～ 12 コムギ、炭化胚乳、② SBl(付属サンプル)

13.イ ネ科、未炭化穎、⑦ SB4(新 カマド)14.ホ タルイ属、災化果実、③ SB4(新カマド)
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B 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土炭化材の樹種

同定

植 田 弥 生 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

ここでは、遺構 SB2・ SB4・ SP120か ら出土した炭化

材 3点の樹種同定結果を報告する。

2.試料と方法

炭化材の 3方向の材組織を、走査電子顕微鏡で拡大し

同定した。まず、炭化材の横断面 (木口)を手で割 り、

次に実体顕微鏡下で接線断面と放射断面を確認し片歯の

剃刀を使用して弾 くように各方向を割る。この 3断面を

5 1nln角以下の大きさに整え、直径 l cmの真鍮製試料台に

両面テープで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着

を施し、走査電子顕微鏡 (日 本電子lkltt JSM― T100型 )

で観察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残 り試料は山梨文化財研究所に保管

されている。

3.結果

SB2か ら出土した非常に薄片の炭化材はヨナラ属 (ヨ

ナラ節・クヌギ節またはアカガシ亜属)であった。

SB4の新カマ ド内から出土した幅 4 cmほ どの材は、サ

クラ属であった。

SP120か ら出土した最大幅 12 cmの 比較的大きな板 目

板状の材は、ヒノキであった。

以下に同定された分類群 (樹種)の材組織を記載する。

ヒノキ 9″紘 ιηα vi12ク οη″αD.Donヒ ノキ科 図 4

la-lc(SP120)

主な軸方向要素が仮道管の針葉樹材。年輪幅は非常に

狭 く、晩材部の量は少なかった。軸方向要素の仮道管と

水平方向要素の放射柔細胞が交わる分野の壁孔は、孔口

が細 く開いたヒノキ型で分野に2個配列している。樹脂

道や仮道管のらせん肥厚は無 く、放射柔細胞の壁は平滑

である。

サクラ属 Prunusバ ラ科 図42と2c(SB4)

小型の管子とが単独または 2～数個が複合 して分布 し、

年輪始めの管子とはやや大きい散孔材。年輪幅は広い。道

管の壁孔は交互状で内腔に不規則ならせん肥厚があり、

穿孔は単穿孔である。放射組織は異性、1～ 5細胞幅、

細胞高は高く、接線断面において構成細胞の形状は整っ

ていない。

サクラ属には山林や二次林にも普通のヤマザクラ・マ

メザクラなど複数の樹種と、栽培樹のモモ・ウメ・スモモ

などが含まれる。

コナラ属 Quercus図 43(SB2)

接線断面において放射組織は、単列と細胞幅が非常に

広い複合状が観察された。この特徴からヨナラ属と同定

される。コナラ属には、放射孔材のアカガシ亜属と環孔

材のコナラ亜属 (コ ナラ節とクヌギ節)が属するが、炭

化材は非常に薄い破片のため横断面の管孔配列は不明

である。

第31表 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土炭化材
樹種同定結果一覧

遺構名 樹  種 備 考

SB2 ヨナラ属 薄片

SB4(新カマ ド内) サクラ属 硼∃4cm

SP120 ヒノキ 幅12cm板 目板状
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la ヒノキ (横断面 )

SP120 bar:0.l llull

●1‐ すィ  ド‐

(経露

―華1脅   ァ額

2a サクラ属 (横断面 )

SB4 bar:0 5 Hull

lb ヒノキ (放射断面 )

SP120 bar:0,1 lm

lc ヒノキ (放射断面 )

SP120 bariO.05 1mm
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2b サクラ属 (接線断面 )

SB4 bar:0.l lnln

2c サクラ属 (放射断面 )

SB4 bar:0 1 1nlll

3 コナラ属 (接線断面 )

SB2 bar:05111111

図4 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土炭化材の走査電子顔微鏡写真
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C 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土木製品の樹種

三 村 昌 史 (パ レオ・ラボ)

ここでは、鉄塔h3地区の石積を伴う濠状の溝状遺構

SDllか ら出土 した木材 20点 と、外周道路地区の溝状

遺構 SD22か ら出土 した木材 4点 の計 24点について樹

種同定を行い、製作や使用法に関わる用材選択について

調査 した。SDH出土のものでは、曲物や箸と思われる

製品などの他、遺構の補強材の可能性がある抗・板材・

角材、および 16世紀前後の石積に伴う胴木といった木

材が含まれ、SD22出土のものでは、折敷や柄 と思われ

る製品やその他板材が含まれる。遺構の時代はSDllが

およそ中世、SD22が古墳時代～中世と考えられている。

1.方 法

出土木製品から直接、横断面・放射断面・接線断面の

3断面について弟↓刀を用いて切 り取 り、ガムクロラール

(ア ラビアゴム・抱水クロラール・グリセリン・蒸留水

を混合 したもの)で封入 してプレパラー トを作成 した。

検鏡は光学顕微鏡にて 40-400倍で行い、現生標本と

の姑照により同定を行った。同定後プレパラー トはパレ

オ・ラボに保管した (YMN136～ 159)。

2.結 果

第 32表 出土木製品の樹種同定結果

同定の結果、針葉樹材ではアカマツ・マツ属複維管束

亜属 。マツ属 。モミ属・ヒノキ・クロベが、広葉樹材で

はオニグルミ・ヤナギ属・クリ・サンショウ・ガマズミ

属、その他タケ亜科が検出された。以下では、これら同

定された分頚群のうちマツ属複維管東亜属,マ ツ属を除

く8分類群について材組織の特徴および材質等の記載を

行うとともに、写真図版を附して同定の根拠とする。記

載に示さないマツ属複維管束亜属とはいわゆるニヨウマ

ツ類の材であり、材組織の保存不良の為にアカマツかク

ロマツのどちらの材か同定し得なかったものである。ま

た、マツ属としたものも同様な理由でアカマツ・クロマ

ツ・マツ属単維管束亜属 (ゴヨウマツ類)の うちのどの

材であるのかの決定がなし得なかったものである。

① アカマツ 2%クs諺密

"ο

tt Sieb.et Zucc,マ ツ科

図]5 1a～ lc

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂

直両樹脂道を取 り囲む薄壁のエピセリウム細胞からな

る針葉樹材。放射仮道管の水平壁は内腔側に向かって

鋸歯状の突起を有し、鋸歯の先端部は鋭利で鋸歯の間

隔も密、しばしば重鋸歯状となる。分野壁孔は大型の

窓状。

アカマツは温帯～暖温帯にかけて広 く分布 し、主に

尾根沿いなどの立地や二次林山中などの土壌の薄く明

るい立地にみられる。材質は針葉樹材の中で

は重硬で割裂困難、保存性は中庸であるが、

樹脂分が多いため水湿には耐性がある。

②モミ属 スう嫁  マツ科 図 52a～ 2c

仮道管と波射柔組織からなる針葉樹材。

晩材部は明瞭で量多い。放射組織の末端壁

はじゅず状末端壁を有する。分野壁孔はス

ギ型で小さく、1分野にぶつう2-4個。

モミ属にはモミA.arma sieb.et Zucc.

の他数種が含まれる。材質はどの種も概し

てやや軽軟な材で加工しやすく割裂性に優

れるが、狂いは大きい。

③ ヒ ノ キ θ物切αιT″αttS οう肋sι Sieb.et

Zucc。)Endl.ヒ ノキ科 図 53a～ 3c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞か

らなる針葉樹材。晩材部は量少ない。分野

壁孔は大型の トウヒ型からヒノキ型でやや

大きく、1分野にふつう2個。

ヒノキは主に暖温帯 (福島県以南)に分

布し山地の尾根沿いなどに生育する、高木

になる常緑針葉樹である。材質はやや軽軟

で加工し易 く、強度に優れる上、保存性が

遺構名 挿図番号 番 号 種 別 樹 種 木取り

SDll 8 加工材 (板材 ) マン属複維管束亜属 柾 目

6 加工材 (板材 ) ヒノキ 柾 目

製品の一部 マツ属複維管束亜属 板 目

9 柄状 アカマツ 芯持

5 柄 ? ヤナギ属 芯持

3 製品の一部 マツ属複維管束亜属 二方柾、分枝部

1 柄 ? サンショク 芯持

胴木片 ガマズミ属 みかん割

杭 マツ属 芯持樹皮付

柄 ? オニグルミ 芯 持

曲物 (底板 ) ヒノキ 柾 目

曲物 (底板 ) ヒノキ 柾 目

17 曲物 (側板) ヒノキ 柾 目

曲物 (側板) ヒノキ 柾 目

曲物 (側板) ヒノキ 柾 目

7 加工材片 (板材) クリ 板 目

加工材 (角材状) クリ 芯去材削出し

箸状 クロ
^ミ 芯去材削出し

加工材片 (板材 ) クリ 板 目

竹 タケ亜科 半裁

SD22 加工材 ?(板材) アカマツ 板 目

柄状 アカマツ 芯 持

柄状 ヒノキ 芯持

折敷片 ? モミ属 柾 目
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著しく高い。

④ クロベ (ネ ズコ)T/物″ S力ηttλ肪 (Gord.)Cari ヒノ

キ科 図 64a～4c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉

樹材。晩材部は明瞭。分野壁孔はやや小型のスギ型で、

孔回は大きく開き、1分野にふつう2-4個。

クロベは温帯上部に分布 し高木になる常緑針葉樹

で、尾根沿いや傾斜地などに生育する。材質は軽軟で

あり、加工・割裂は容易。

⑤ オ ニ グ ル ミ ン四Jα %S ttαηぬカタカεα励 物.υα″

s,じ力αJttιηsλ lMiyabe et Kudo)Kitamura図 65a～ 5c

大型のやや放射方向に伸びた丸い道管が、ほぼ単独

時に放射方向に数個複合してまばらに分布する半環孔

材。木部柔細胞は短接線～接線状で顕著。道管の穿孔

は単一。放射組織は同性で、1-3列。

オニグルミは、温帯～暖温帯にかけて分布する高木

になる落葉広葉樹で、河畔などの適湿な立地にみられ

る。材質は硬さ 。重さ中庸で、加工は容易である。

③ヤナギ属 肋 Jカ ヤナギ科 図 66a～6c

小型で九い道管が、ほとんど単独でやや密に分布す

る散子L材。道管の穿子とは単一。放射組織は単列異性。

ヤナギ属には多 くの種が含まれるが、そのほとんど

は日当たりの良い湿潤な砂質土壌を好む。材質は軽軟

で加工容易であり、保存性は低い。

②クリ Cαsttηιαど陀%α力Sieb.et Zucc.ブ ナ科 図77a
～ 7c

年輪の始めに大型の九い道管が単独で 1-2列 に並

び、晩材部では小型でやや角張った薄壁の道管が火炎

状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は

単列同性。

クリは主に温帯下部～暖温帯に広 く分布する落葉広

葉樹で、向陽地に多 くみられる。材質は強硬で割裂性・

保存性 。弾性に優れ、特に水湿に強い。

③サンショウZ彦2肋οヮJ%%少妙励協物 ●.)DC.ミ カン科

屁]7 8a～ 8c

周囲状の木部柔組胞を伴った小型で丸い道管が、単

独若しくは放射方向に1-2個複合して径を不規則に

変化させながらまばらに分布する散孔材。道管の穿孔

は単一。放射組織は同性でいびつな1-2列。

サンショウは低木の落葉広葉樹で、やや暗く湿った

土壊の薄い立地によくみられる。材質は重硬で強靭。

⑨ガマズミ属 防b物%%ス イカズラ科 図79a～ 9c

小型のやや丸い道管が単独若しくは接線方向に1-
2個複合して分布する散子Ltt。 道管の穿孔は階段状で

30-40本程度。放射組織は異性で1-4列、上下端

の直立細胞はしばしば連なる。木部柔細胞は散在する。

ガマズミ属には低山の林縁などの向陽地に普通な落

葉低木のガマズ ミ7冴ゲJα勉妨%Thunb.や 、低山の林

内のみならずブナ林にもよくみられる落葉周ヽ高木のオ

オカメノキ 7″忽物 物 Blume ex Maxim。 などを含む。

材質は級密で重硬である。

⑩ タケ亜科 Subfam.Bambusoideaeイ ネ科  図810a

一対の道管を挟んで原生木部間隙と帥部が位置する維

管束が柔細胞中に散在し、それぞれの周囲を扇形に取

り囲んだ維管束鞘の厚壁組織が取 り囲む。

いわゆる竹・笹の類であり、多 くの種があるが組織

上は区別しがたい。

3.考 察

器種別・形状別に用いられていた樹種の傾向をみて

みると、まず曲物 (第 150図 ■5。 16,第 151図 ■7・ 18)

にはヒノキが、折敷片とみられる製品 (第 151図 -22)

にはモミ属の材がそれぞれ選択されており、特にヒノキ

は多 く用いられていることがわかる。ヒノキやモミ属の

材は通直である上、割裂性に優れているのでこうした板

材の製作に適 していると考えられる。山梨県内の中世

における事例においても、今回の結果 と同様 こうした

加工材にはヒノキやヒノキ属 (ヒ ノキかサワラを意味

する)が多 く (例 えば、パ リノ・サーヴェイ株式会社

1996,1997a,1997b,200Q松 葉 2002)、 調和的であるといえ

る。ヒノキとモミ属との使い分けは、製品の性格を反映

している可能性もあるが、曲物に比べて折敷の樹種同定

例は県内でほとんどなく、いまのところ踏み込んだ議論

は避けたい。なお、木取 りはすべて柾 目取 りであり、特

に曲物側板や折敷のような薄板を挽 くには適する木取 り

である。第 150図 -6の 加工材は何 らかの構造を持った

部材であると考えられるが、ヒノキは強度に優れており

適材であろう。

箸状の製品には、標高の高い地域の山地尾根沿いなど

に生育するクロベの材が見出されている。本遺跡の立地

を考慮すると現地性の可能性の低い材であるが、時代的

にみれば工人や山域から木材を供給していた木地屋など

の職人の存在が想定され、木材の流通を反映 した結果で

あろう。箸の用材としては切削 りし易いこうした軽軟な

針葉樹材が一般的である。

柄 とみ られる製品 (第 150図 -1'4・ 5。 9,第 151図

_19。 20)に は、アカマツ・イヌガヤ・ヤナギ属・オニ

グルミ・サンショウと様々な材が見出されている。ヤナ

ギ属を除けばこれらはいずれも緻密で硬い材であり、柄

に求められる材質の材を選択している。木取 りはいずれ

も芯持であり、適度な径の幹・枝材を利用 していたこと

がわかる。なお、オニグルミおよびサンショウの材は中
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空であったが、これは加工ではなく髄が抜けたものであ

ろう。

第 150図 -3の端部に焦げが認められる製品は付木 (手

火)と 考えられ、用材には村脂分の多いマツ属複維管束

亜属 (ア カマツかクロマツ)の材を用いており、一般的

な樹種選択であると指摘できる。

そのほか、杭 (第 150図 -10)に |ま マツ属の材が、板

材状の加工材 (第 150図 -6～ 8。 12・ 14)に はクリ・ヒ

ノキ・マツ属複維管東亜属の材がそれぞれ用いられてい

た。これらはSDllの護岸補強材を構成していた可能性

があると推測されるが、いずれも強度のある材が用いら

れている。また、沈下そのものや不均―な沈下の防止を

目的に石積の下に敷かれる胴木の小片 (第 150図 ■1)

にはガマズミ属の材が用いられており、軽い材よりも比

較的強度のある材を選択 していたことが伺える。

全体としては、これまでに県内の遺跡において確認さ

れてきたヒノキ (あ るいはヒノキ属)の多用に加え、こ

のたびの調査においてアカマツやマツ属複維管東亜属と

いったマツ類の多用が認められ、本遺跡の特徴的な点と

して挙げることができる。
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la.ア カマツ(23)bar:1.O Ilull lb.同   bar i o.l llLll

2a モ ミ属 (22) bar: 1.O mm 2b tt  bar:0 1 11ull

9) bar: 1.O mm           3b.同   bar:o.l mm

図 5 出土木製品切片の光学顕微鏡写真 (1)a:横断面

3c tt  bar:0.4 11ull

b:放射断面 c:接線断面

ヒノキ (19) 3b.同  bar:o.l llull
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4a.ク ロベ (1)bar 1 1 0 11ull 4b.同   bar i O,l llllll 4c F]  bar i O.4皿 皿

5a.オ ニグルミ(7)bar:1.O llull 5b.同   bar i o 4 11ull 5c.同  bar:0.4m皿

:塗

6a,ヤ ナギ属 (6)bar i 1 0 11ull 6b.同  bar:0.4111111

図 6 出土木製品切片の光学顕微鏡写真 (2)a:横断面

6c.「]  bar i o4 mm

bi放射断面 c:接線断面
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7aク リ(11) bar i l.O llull 7b.同  bar:o.4 mm

8b.同   bar:0 4 11ull

9a.ガマズミ属(13)bar:1,O llun   9b.同  bar:o.2 11ull

図 7 出土木製品切片の光学顕微鏡写真 (3)a:横断面

7c.同  bar:o411ull

8c.同  bar:o,4 1mll

9c.F] bar:o.4 mm

b:放射断面 c:接線断面

8a.サ ンショウ(8)bar:1 0 1mll
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図 8 出土木製品切片の光学顕微鏡写真 (4)

a:横断面

D 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群から出土 した動物

遺体同定

黒 澤 一 男 (パ レオ・ラボ)

1.対象試料および方法

山梨学院川田運動場遺跡群から出土した動物遺体につ

いて同定をおこなった。同定は現生標本との比較により

おこなった。

2.同定結果および考察

山梨学院川田運動場遺跡群から出土した動物遺体につ

いて同定した結果、ヒト、ウシ、シカ、ウマが検出され

た。なお詳しい出土内容については、第 33表に示す。

以下にそれぞれの種ごとに出土した動物遺体について

述べる。

第 33表 第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土人骨および獣骨出土表

10a.タ ケ璽切斗(3) bar:1.O llull

右下顎第2後臼歯

下顎後臼歯
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ウシ B9sカク″物s

SP201遺構 より歯が 7点出土している。その構成は 3

点が右下顎第 2後臼歯、1点が右切歯である (残 り3点

は破片)。 右下顎第 2後臼歯が 3点出上していることか

ら異なる個体の歯であることがいえる。その 3点 とも歯

根尖が破損している。咬合面を見ると先端部のみ磨耗し

ている歯が 1点あり、残 り2点はそれにくらべやや磨耗

している。それらのことから比較的若い個体のものであ

ると考えられる。

シカ 働知%s%拗物勿

SDll遺構 より角が 2点、軸椎が 1点 出土 している。

角の 2点は近位部に切断された痕跡が認められる。

ウマ 身″熔ι¢%%s

SDll遺構 より右下顎第 2後臼歯が 1点のみが出上し

ている。それは内部が欠損し、エナメル部分のヒダのみ

が残 り、歯根尖は破損している。そのため、正確な測定

はできないが、下顎臼歯の全歯高 (歯根中心部と咬合面

中心部の直接距離 ;久保和士・松井章 ,1999)の 計測を

おこなった。その結果、その値は 60111111以 上であり、そ

の値から推定される年齢は、およそ若い成獣の個体で 3、

4才程度となる。また、大きさであるが咬合面の長さか

ら考えるとおそらく中型のウマと考えられる。

陸獣 (種不粥)

SDH遺構 より基節骨が 1点、SD33遺構 より四肢骨

が 1点出土している。基節骨は遠位端破片であり、四肢

骨は中間部破片であるため種の同定は困難である。

ヒト 島肋%ο stゅ力盗

SP256遺構より頭蓋骨 と下顎骨、SD13遺構 より勝骨

が 1点出土している。

[SP256出土人骨]

SP256遺構の頭蓋骨と下顎骨は歯を伴って出上してい

る。頭蓋骨はつぶれてしまい状態が良くない為位置の同

定など困難であるが、おそらく頭蓋骨の右側であると思

われる。

歯は、一部の切歯などを除きほぼすべてが出土してい

る。その歯式は以下に示す。アルファベットは乳歯、ア

ラビア数字は永久歯、 ( )1よ 萌出途上もしくは未萌出、

×は欠損のため状況不明であることを示す。

第 34表 SP256遺構出土人骨の歯式

(7)X c 4 3 2 X 1234e
(7)6 X d 3

e)

× X345

左右上顎第 2小臼歯 (e)と 、右下顎第 1小臼歯 (d)

に乳歯が認められる。また、左右上顎第 2大臼歯 (7)

と右下顎第 2大臼歯、左上顎第 1大臼歯 (6)とよ歯根が

ほとんど形成されていないことから未萌出の歯である。

犬歯 (3)とよほとんど咬耗 していないことからまだ萌出

したばかりと考えられる。また犬歯は大きい。

年齢および性別は、前述の乳歯の存在、萌出の状況な

どから10～ 11歳 ぐらいで 12歳 にはなっていないと考

えられ、歯の大きさから男であると考えられる。

[SD13出土人骨]

SD13遺構の勝骨は中間部の破片であるため、左右は

わからない。しかし、比較的太い骨であることから成人

男性のものであると考えれる。
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第 1次山梨学院川田運動場遺跡群出土獣骨

1、 2.シ カ角 (SDll)3,ウ シ右切歯 (SP201)

6 ウマ 右下顎第 2後臼歯 (SDll)

図10
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第 3節 第 2次調査における自然科学分析

A 第 2次山梨学院川田運動場遺跡群から出土 した大型

植物化石

新 山 雅 広 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

山梨学院川田運動場遺跡群は、山梨県甲府市和戸町他

・川田町地内に所在し、平等川右岸の微高地上および旧

河道に立地する。本遺跡では、これまでの発掘調査によ

り、竪穴建物、溝跡、ピットなどの遺構が検出された。

ここでは、西側進入路地区で検出された井戸跡 (SE2)

から出土した大型植物化石を検討し、当時の古植生およ

び栽培・不U用状況の推定を試みた。なお、当井戸跡の時

代については、出土遺物 (土師器郭など)か ら9世紀前

半代頃と考えられている。

2.試料と方法

大型植物化石の検討は、井戸跡 (SE2)か ら出土した

合計 13試料について行った。試料は、既に抽出済みで

あり、試料番号 (試料名)が付されたプラスチックケー

スに乾燥録存 (試料 3、 7～ 12)な いしタッパーに液浸

保存 (試料 1、 2、 4～ 6、 13)さ れていた。これら試料

について、肉眼および実体顕微鏡下で同定。計数を行っ

た。

3.結 果

各試料に含まれていた大型植物化石の一覧を第 35表

に示した。同定された分類群数は、木本のみ 4分類群で

オニグルミ、ヨナラ属、モモ、カキノキであった。他に、

不明種実 ?が含まれていた。以下に、各試料の大型植物

化石を記載する。

試料 1(SE2、 井戸枠内):コ ナラ属果実 (果皮)の破

片が 5点であった。

試料 2(SE2、 井戸枠内):淡褐色で膜質の微小破片と

暗掲色の微小破片が数片であり、最大の破片でも径 6 11ull

程度である。植物起源と思われるが、種実ではないと思

われる。

試料 3(SE2、 58):オ ニグルミ核の縫合線に沿って半

分に割れた 1/2片が 1点であった。

試料 4(SE2、 西進入路 36):モ モ核の縫合線に沿っ

て半分に割れた 1/2片が 1点であった。

試料 5(SE2、 西進入路 井戸枠外):モモ核の完形が

1点であった。

試料 6(SE2、 西進入路 46):オ ニグルミ核の破片が

1点であった。上半分が欠損して下半分のみ残っている。

試料 7(SE2、 西進入路 井戸枠外):モモ核の完形が

1点であった。

試料 8(SE2、 西進入路 井戸枠外):モモ核の完形が

2点 と1/2未満の破片が 1点であった。完形のうち 1点

は、片面の一部が風化 (乾燥)に より欠損している。

試料 9(SE2、 西進入路 51):オ ニグルミ核の小片 (17

×7 11ull、 14× 6 11ull程度)が 2点であった。

試料 10(SE2、 西進入路):径 6 11ull程度の破片が 1点

であった。表面には刺状の突起が散在する。植物起源と

思われるが、種実か否かは不明である。

試料 11(SE2、 西進入路 52):カ キノキ種子の 1/2

個程度の破片が 1点であった。

試料 12(SE2、 西進入路 井戸枠内):モ モ核の縫合

線に沿って半分に割れた 1/2片が 1点であった。

試料 13(SE2、 西進入路 井戸枠内):モモ核の完形

が 1点であった。

4.考 察

同定された分類群は、栽培植物のモモ、カキノキ、有

用植物のオニグルミ、コナラ属であった。モモ、カキノ

キは、井戸 (SE2)付近で栽培されていた可能性もある

が、利用後の残滓が流れ込んだか、井戸に直接投棄され

た可能性もある。オニグルミの出土核は、いずれも破片

であり、人による利用痕 (打撃痕)か と思われるものも

見られたので、利用後の残津の可能性が多分に考えられ

る。コナラ属は、食用可能な分類群ではあるが、出土量

は僅かであり、人が剥いたものか、堆積物中の圧力など

により、自然に割れたものかを判断するには至らなかっ

た。

5.形態記載

オニグルミ カダ防s,ケ Jα%肋ヵ′施Cari核

出土核は、いずれも半分ないし破片であるが、完形で

あれば、側面観は卵形から円形で先端は鋭頭、上面観は

円形。表面には、縦に不規則な筋があり、明瞭な 1本の

縫合線が縦に走る。試料 3の核は、片方の縫合線部が欠

損しており、おそらくげっ歯類による食害痕と思われる。

試料 6の核は、上半分が欠損していたが、人による利用

痕 (打撃痕)の可能性がある。

コナラ属 O"%熔 果実

大片 1点 と小片 4点であったが、全体でも完形 1個分

に満たない。大片は、20× 1l llull程 度であり、元の果実

長は 20 11un以上と推定される。茶褐色で表面には縦方向

に蜜に筋が入る。大片は、尻 (般斗との付着部)が極僅

かに残っている。尻は突出し、表面は瘤状の隆起があっ

てでこぼこするように見える。おそらく、クヌギないし

アベマキと思われるが、尻の残 り具合は極僅かであ り、
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表面の状態も不鮮明なためヨナラ属にとどめた。

モモ P/22"s夕盗んα Batsch核

核は淡褐色ないし茶褐色で側面観は楕円形、上面観は

両凸レンズ形。一方の側面には縫合線が発達する。表面

には不規則に流れるような溝と穴がある。およその長さ

は、 試料 4が 21111111、  試準15が 27111111、  試準辛13が 29 11ull。

試料 7、 8、 12の 長 さは、14～ 17 11ull程 度 と小 さいが、

乾燥 して非常に状態が悪 く、萎縮 していると思われる。

カキノキ D'的り密 力α力

'Thunb.種
子

扁平な水滴形で表面には光沢のある指紋状の模様があ

る。

第 35表 大型植物化石出土一覧表

ないし破片の数を示す

西進入路 36
西進入路 井戸枠外

西進入路 井戸枠外

SE2 西進入路 51

SE2 西進入路 52

SE2 西進入路 井戸

図11 出土 した大型植物化石 (ス ケールは 1～ 6aが l cm、 6bが l llull)

1.オ ニグルミ、核、試料6(SE2、 西進入路、46)2オ ニグルミ、核、試料 3(SE2、 58)

3.コ ナラ属、果実、試料 1(SE2、 井戸枠内)4.モ モ、核、試料 5(SE2、 西進入路、井戸枠外)

5.モ モ、核、試料 13(SE2、 西進入路、井戸枠内)6.カ キノキ、種子、試料 11(SE2、 西進入路、52)
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B 第2次山梨学院川田運動場遺跡群出土木製品の樹種

三村昌史 。植田弥生 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

ここでは、西側進入路地区の井戸跡 SE2か ら出土 し

た木材 12点 と、外周道路東地区の河川跡 SD34か ら出

土した木材 11点、および南進入路地区から出土した炭

化材 2点の計 25点について樹種同定を行い、器種別の

用材選択やその背景にある材質をはじめとした木材特性

と製作・使用法との関連性について調査を行った。

SE2出土材は井戸枠といった遺構構成材のほか、斎串

や火付け木などの井戸内に廃棄された材を含み、SD34

出土は多 くが性格の不明な木片で、一部折敷片とみられ

る材が含まれる。南進入路出土材は炭化材である。遺構

の時代はSE2がおよそ 9世紀前半、SD34がおよそ弥生

時代末～中世初頭と考えられている。

2.方 法

対象とした試料 25点のうち 23点 については、出土材

から直接、横断面・放射断面・接線断面の 3断面につい

て剃刀を用いて切 り取 り、ガムクロラール (ア ラビアゴ

ム・抱水クロラール・グリセリン・蒸留水を混合したも

の)で封入してプレパラー トを作成した。検鏡は光学顕

微鏡にて 40～ 400倍で行い、現生標本との対照により

同定を行った。同定後プレパラー トは株式会社パレオ・

ラボ本社保管分のプレパラー トのうち、山梨県内遺跡の

ものであることを示 した YMN― の頭文字と通し香号を

附し、外部からの比較参照に応 じられるようになってい

る (YMN161-183)。

残 りの 2点の試料は炭化材であり、上記の方法とは異

なる方法で観察を行った。まず、手および片刃の剃刀を

軽 く当てて上記の 3断面を出した後、真鍮製試料台に両

面テープで固定し、その周囲に導電性ペース トを塗った。

その後、試料を充分乾燥させ金蒸着を施し、走査電子顕

微鏡 (日 本電子lkltt JSM‐ T100型 )を用いて同定を行っ

た。

3.結 果

同定の結果、針葉樹材では3分類群 (マ ツ属複維管束

亜属・ヒノキ・サワラ)、 広葉樹材で 6分類群 (ク マシデ属・

コナラ属コナラ節・コナラ属クヌギ節・クワ属・カエデ

属・ トネリコ属)の計 9分類群が見出された。なお、25

点のうち 3点については、組織の保存不良により針葉樹

までしか同定不能であった。

これら同定された分頚群についての同定根例となる材

組織の特徴、および分布。材質等は以下のとおりである。

1)マツ属複維管束亜属 (ニ ヨウマツ類)肋熔 s"解 2.

D砂肋ヴθ% マツ科 図 12 1a-lc

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直

両樹脂道を取 り囲む薄壁のエピセリウム細胞からなる針

葉樹材。放射仮道管の水平壁は内腔側に向かって鋸歯状

の突起を有する。分野壁孔は大型の窓状。

以上の特徴からマツ類のうち、アカマツ・クロマツな

どのいわゆるニヨウマツ類の材であることがわかる。ニ

ヨウマツ類はいずれも日当たりが良く土壌の薄い立地に

生育し、クロマツはアカマツと比較して主に海岸部にみ

られる。材はやや重硬で割裂はやや困難、樹脂が多い。

2)ヒ ノ・辛 銑 物αιりψtt οb物盗α ttSieb.et Zucc,区 Endl.

ヒノキ科 図 12 2a‐ 2c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材①晩材部は量少ない。分野壁孔は大型の トウヒ型から

ヒノキ型でやや大きく、1分野にふつう2個。

ヒノキは主に暖温帯 (福島県南部以南)に分布し山地の

尾根沿いや緩斜面などに生育する、高木になる常緑針葉

樹である。材は通直で、やや軽軟、加工し易 く、強靭で

保存性が著しく高い。

3)こけワラ 銑 ηαιり砂滅 ♪たレrttSieb.et Zucc.配ndl.

ヒノキ科 図 12 3a-3c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部はやや少ない。分野壁孔は孔日の角度が水平

に近いやや大きなヒノキ型～孔口の狭いやや小さなスギ

型で、ふつう1分野に2個。

サワラは高木になる常緑針葉樹であり、主に温帯下部

～暖温帯の山地や渓畔に見られる。分布の中心は中部地

方にある。材は通直、軽軟で割裂 。加工は容易、耐久性

はやや低いが水湿には耐性を持つ。

4)ク マシデ属 働ゅ
'η
"Sカ

バノキ科 図 12 4と4c

小型で放射方向に伸びた丸い道管が、単独または放射

方向に数個複合してまばらに散在する散孔材。木部柔細

胞は短接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は同性また

は異性で 1-3列。

道管の内腔に着色物質と菌糸が詰まっており穿子と版の

観察が十分でないため、クマシデ属のうちアカシデ・イ

ヌシデなどを含むイヌシデ節の材か、またはサワシバ・

クマシデを含むクマシデ節の材かの区別はつけられな

かった。これらはいずれも高木になる落葉広葉樹で山地

谷間に多いが、イヌシデは低標高の山野にもみられ、ま

たアカシデは乾いた立地にも多い。材はやや重硬で弾力

性に富んでいるが、反りや捩れがある。

5)コナラ属ヨナラ節 Oπι寛熔 sιtt D物熔 ブナ科 図

12  5a-5c

年輪の始めに大型の九い道管が単独で 1-2列 に並び、
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第 36表 樹種同定結果一覧

YNIN― 挿図番号 番 号 遺構名 種別 樹 種 木取 り 備

290 SE2 針葉樹 旺 目

3E2 サフラ 追柾目

SE2 サ ワラ lI目 材

SI】2 針葉樹 阪 目

289 18・ 20 SE2 南側枠 ヒノキ 阪 目

166 287 11 SE2 斎 串 サワラ lI目

SE2 サワラ 旺 目

168 SE2 斎串 サ フラ 阪 目

SE2 火付け木 ニヨウマツ類 分害J

SE2 サフラ 追柾目 材

288。 290 14・ 15。 24 SE2
北面井戸枠 ヒノキ 旺 目

172 北面井戸枠 針葉樹 板 目

1 SD34 木 片 コナラ節 芯持丸木 直径約2 7cm

SD34 木片 サフラ lI目

7 SD34
木片 クフ属 分割 1/4 半径約2 7cm

本 片 針葉樹 分割 1/3 半径約 1 5cm

木片 クマンデ属 芯持丸木 直径約2 0cm

3 SD34 木 片 トネツコ属 芯持丸木 直径約2 0cm

179 SD34 木 片 ニヨウマツ類 芯持丸本 直径約1 2cm

6 SD34 木 片 クヌギ節 芯持丸木 直径約1 0cm

8 SD34 木 片 クヌギ節 芯持丸木 直径約1 0cm

287 5 SD34 木片 サフラ lI目

287 4 3D34 肝敷片か ヒノキ lI目

南進入路 炭化材 クヌギ節 不 明

炭化材 カエデ属 不 明

晩材では小型でやや角張った道管が火炎状に配列する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性のものに

大型の広放射組織が混在する。

いわゆるナラ類の材で、温帯下部～暖温帯に分布 し、

各地の低標高の山野に普通にみられるコナラ、海岸部や

火山礫地、火災跡地などにみられるカシワなどがある。

材は重硬で、割裂 。加工は困難である。

6)コ ナ ラ属 ク ヌ ギ節  9夕ι寛筋S Sιι

'■
を″か ブ ナ科

図 12  6a‐ 6c

大型の丸い道管が単独で }数列ならび、晩材部では

九 く厚壁の小道管が単独で放射方向に配列する環孔材。

道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性のものに広放射

組織を交える。

クヌギ節にはクヌギとアベマキが含まれる。クヌギ・

アベマキはともに暖温帯の道湿な向陽地にみられる高木

になる落葉広葉樹である。材は重硬で弾性を有し、割裂。

加工は困難。

7)ク ワ属 ν″熔  クワ科 図 12 7a-7c

年輪のはじめに大型で丸い道管が単独あるいは 1‐2個

複合 して 1-2列並び、年輪界付近ではごく小型の角張っ

た道管が数個集合 して斜上状～接線状に配列する環孔

材。道管の穿子とは単一で。放射組織は異性で 1-4列 ほど、

しばしば上下端の直立細胞は数個縦に連なる。

クワ属の母植物には主にヤマグワが考えられる。ヤマ

グワは温帯～暖温帯に広 く分布し、林縁などの向陽地や

谷沿い 。川沿いの適湿地にみられる、低木～小高木の落

葉広葉樹である。材はやや重硬で強鞍である。

8)カ エデ属 4θ″ カエデ科 写真図版省略

小型の道管が単独もしくは放射方向に複合 してまばら

に分布する散子と材。道管の穿孔は単一。放射組織は同性

で 1‐3列。木繊維の壁厚の相違が横断面で特徴的な紋様

となる。

カエデ属には多 くの種が含まれる。すべて小高木～高

木の落葉広葉樹で、川沿い。谷沿いにみられる種が多い。

材は概してやや重硬かつ強靱で、割裂は困難。

9)ト ネリコ属 FT続%sモ クセイ科 図 12 8と 8c

中型～やや大型で九い道管が年輪の始めに ■数列に

並び、晩材部ではごく小型でやや厚壁の道管が放射方向

に 1-2個複合 してまばらに分布する環子し材。本部柔細胞

は周囲状で、晩材部では連合翼状。ター ミナル状となる。

道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、1-3列。

トネリコ属には温帯～暖温帯に広 く分布 し山地林内や

林縁の日当たりの良い乾性立地にみられる落葉小高木の

マルバアオダモ、温帯下部～暖温帯の谷沿い礫質斜面に

みられる落葉高木のシオジなどが含まれる。材質は種に

よってやや異なるが、概 して重さ。硬さ中庸～やや重硬、

加工は困難でなく、靭性がある。

4.考 察

まず、SE2出土材からみてみると、見出されているの

はすべて針葉樹であり、そのほとんどはヒノキやサワラ

といった軽軟な部類の材であることがわかる。これらは

いずれも板材状や割材状の材で、材が通直で割 り出しや

すい針葉樹材が選択されたとみられる。細か く見ると、
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斎串や杭などにはサワラが用いられているのに対し、井

戸枠材にはヒノキが用いられている傾向があるが、これ

が使い分けられたものであるのかは明らかでない。また、

火付け木にはニヨウマツ類の材が見出されており、樹脂

分が多 く火付きのよい材が選択されて使用されたことが

窺える。

SD34出土材についても板材状の木片にはサワラ、折

敷片かとされる材 にはヒノキが用いられてお り、SE2

出土材 と同様に板材状の製品には割 り出しやすい針葉

樹材が用いられている傾向が認められる。県内におけ

る他の遺跡においても、こうした加工材にはヒノキ・

ヒノキ属 (ヒ ノキかサヮラを意味する)・ サワラが用

いられていて (例 えば、パ リノ・サーヴェイ株式会社

1996,1997a,1997b,200Q松 葉 2002)、 このたびの結果はこ

れらと調和的であるといえる。そのほかの木片は直径

1-3 cm程 度の芯持丸木及び分割材であるが、クマシデ属・

ヨナラ節・クヌギ節・クワ属といった落葉広葉樹が見出

されていて板材状の製品の用材とは対称的である。これ

らの材は加工時の残材・端材や木製品の一部、あるいは

自然木に由来する可能性が想定されるが、詳しい性格は

明らかでない。樹種の組成からみれば適湿な立地に生育

するものが多 く、川沿いなどにみられるものも含まれて

いるので、周辺の立地環境を反映した結果ともとれる。

また、南進入路地区から出土した 2点の炭化材はクヌ

ギ節とカエデ属の材であった。炭化材は非常に硬質で、

炭窯で焼成された薪炭材の可能性が想定される。

5 ま とめ

このたびの調査 によって、斎 串や割材・板材 を使用 し

た杭、お よび井戸枠 な どにはヒノキやサ ワラの材、火付

け木 にはニ ヨウマ ツ類 の材がそれぞれ用 い られてお り、

製品の製作法 (器形)や使用法 と使用 された樹種 の木材

特性 との間に関連性が確認 された。

引用文献

パリノ・サーブェイ株式会社 (1996)塩 部遺跡における古環境復

元および木製品の樹種 「山梨県埋蔵文化財センター発掘調査

報告書 第 123集 塩部遺跡 県立甲府工業高等学校改築に

伴う発掘調査報告書」山梨県教育委員会,37-50
パリノ・サーヴェイ株式会社 (1997a)大 師東丹保遺跡 I・ Ⅲ区か

ら出土した木製品の樹種 「山梨県埋蔵文化財センター調査報

告書 第 132集 山梨県中巨摩郡甲西町 大師東丹保遺跡Ⅱ・

Ⅲ区 一般回道 52号 (甲 西道路)改築工事および中部横断自

動車道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」山梨県教

育委員会・建設省甲府工事事務所 。日本道路公団東京第二建

設局,324340
パリノ・サーブェイ株式会社 (1997b)自 然科学分析 「山梨県埋

蔵文化財センター調査報告書 第133集 山梨県中巨摩郡甲

西町 大師東丹保遺跡Ⅳ区 一般国道 52号 (甲 西道路)改築

工事 。中部横断自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書」山梨県教育委員会・建設省甲府工事事務所 。日本道

路公団東京第二建設局,12‐ 32,図版 101-■ 0

パリノ・サーヴェイ株式会社 (2000)二 本柳遺跡の古環境と木製

品の樹種 「山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第 183集
二本柳遺跡 一般国道 52号 (甲西道路)改築工事・中部横

断自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」山梨

県教育委員会・建設省甲府工事事務所 。日本道路公団東京建

司宅涯3, 234‐ 256

松葉礼子 (2002)大 坪遺跡から出上した木製品 (奈良～平安時代)

の樹種同定 「大坪遺跡 平成 12年度調査地点の報告」社会

福祉法人清翔会・大坪遺跡発掘調査会,28-30,図 版 4446
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3a

3サ ワラ (YMN‐ 16翫

4ク マシデ属 (YMN

scale bar

(YMN 17a SD34木 片) 5コ ナラ属コナラ節 (YMN-17a SD34 木片)

(YMN 18■ SD34

裕鶴 |.繭嬢鞠欝授
8ト ネリコ属 (YMN-17砒 SD34 木片)

1-3:a‐ 1.Omm,b‐ 0。lmm,c‐0.4mm                  a横 断面 b放射断面 α接線断面

4i a-1.Omlm,b‐ 0.2Hnコ n,c‐ 0.4コ nコn

5‐8:a‐ 1.Omm,b‐ 0.4mln,c‐ 0,4コ nコm

図 12 出土材・木材組織光学顕微鏡写真

SD34 折敷片か) 6コ ナラ属 クヌ

7ク ワ煽尋 (YhIN-175:
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C 第 2次山梨学院川田運動場遺跡群井戸出土紙片の材

質分析

藤 根   久 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

山梨学院川田運動場遺跡群の調査では、井戸 (SE2)

から紙片が出土した。ここでは、この紙片の材料を繊維

の顕微鏡観察および赤外分光分析による検討を行った。

2.試料と方法

試料は、紙片の一部を採取して精製水を加えて超音波

洗浄を行った後、ピンセットで繊維を解 して封入剤ガム

クロラールで封入してプレパラー トを作成した。プレパ

ラー トは、顕微鏡を用いて繊維組織の観察を行った。

また、赤外分光分析を行うために、繊維の一部を採取

し、臭化カリウム片 (KBr)イこ挟んで8ト ンで加圧プレ

スした。測定は、日本分光い製の顕微フーリエ変換赤外

分光分析計 (FT/1R-410,IRT-30型 )を用いて測定した。

10
4000

ピーク検 出結果
No.位 置   強度
1:   3693.01   69,5845
41   2904.27  43,9074
7:   1508.06  55.1603
10:  1373.07  37.0225
131  1236.15  41.7040
16:  1106.94  14.3408
19:   912.16   49.3790

3.結果および考察

繊維の顕微鏡観察では、繊維は淡褐色を呈し透明であ

る。繊維の長さは約 0.4～ 4.5 11ull(平 均が約 1.5111111)、 同

幅は約 10～ 70郷 (平均が約 15～ 30郷)である。

下部の繊維では、木材組織の導管や仮導管の壁面に特徴

的な大型の有縁壁子しや柔細胞などに特徴的な単壁孔が見

られた (図 13)。

一般的に、製紙用繊維としては、非木材繊維と木材繊

維とがあり、非木材繊維として稲藁や竹などの草頬繊維、

マニラ麻などの葉の繊維、大麻や亜麻などの靭皮繊維、

木綿などの種毛繊維、木材繊維としてヒノキやスギなど

の針葉樹、ブナやカエデあるいはガンピやコウゾなどの

広葉樹がある (馬淵ほか、2003)。

試料は木材組織に特徴的な有縁壁孔あるいは単壁孔が

観察されたことから、木材から作 られた紙である可能性

が高い。

ただし、赤外線分光分析では、赤外線の吸収の強度は

100

卜
誤

位置   強度   No.位 置   強度
3619。 73  43.3503    3:   3349.75   11.1725
1650,77  40,9496    6:   1600.63  47.9700
1455.99  43.0445    9:   1427.07  37.9769
1319,07  38.6828    12:  1267.00  42.0221
1201.43  41.1834    15:  1160,94   18,9833
1060.66   10.4817    18:  1033.66   10。 1946
669,18   37.6748

紙jws
ヒメコウツ̀材幹jws
力・ンピ材幹Jws

―一―一― スギ材幹,iws

第 476図 紙および木材幹の赤外分光スベク トル図 (縦軸 :透過率%T、 横軸 :波数cm_1)

スギ材幹

ガンピ材幹

ヒメコウゾ材幹

出土紙
う

1。
111

WavemumberECm_11
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異なるものの (第476図 )、 吸収位置 (波数)はほぼ同じ

であることから、具体的な木材については同定できない。

4.お わりに

井戸から出土した紙は、繊維の顕微鏡観察により木材

繊維である可能性が高いことが判明した。

引用文献

馬淵久夫・杉下龍一郎・三輪嘉六・沢田正昭・三浦定俊 (2003)

文化財科学の事典 朝倉書店、522p.

十
―   機

図13 SE2出土紙片のマイクロスコープ写真および顕微鏡写真

1.全体写真 2.拡大写真 3.透過写真 4.透過写真

5。 繊維拡大 (矢印は有縁壁孔)6.繊維拡大 (矢印は単壁孔)

Y~蜂 浮舞i
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D 第2次山梨学院川田運動場遺跡群出上の昆虫遺体同定

藤 根   久 (パ レオ・ラボ)

1 . i売   オ斗

同定姑象試料はSE2か ら出土した昆虫遺体である。

2.結 果

同定の結果、昆虫遺体はゴミムシ科の 1種 と同定され

た。

ゴミムシ科 HARPALIDAE
標本は、黒色を呈する左鞘辺である。上翅の大きさは

長さ約 12 11ull、 幅約 4 11ullで ある。上翅には、9列 の条溝

が確認される (図 14aお よび b)。 翅端部は状態が悪く

欠落する。第9条溝には複数 (最低 27点)の丘孔点が

見られる。第 2条溝には2点の剛毛孔点が見られる。条

溝間または会合線の間の間室表面には、小突起が蜜に見

られる (図14cお よび d)。

ゴミムシ科の昆虫は、陸上の汚物集積の指標昆虫であ

り、「都市型昆虫」の一群 と位置づけられている (森、

1992)。

なお、標本の同定に当たって、岐阜県博物館の千藤克

彦氏にご教授を受けました。

引用文献

森 勇一 (1992)9愛知県朝日遺跡 (弥生時代)における都市型

昆虫群集 「朝日遺跡Ⅱ (自 然科学編)」 愛知県埋蔵文化財セ

ンター調査報告書第31集、183‐ 192.

a

図14 ゴミムシ科上翅のマイクロスコープ写真 (aと

a.左鞘翅表面 b.左鞘翅裏面 c.上翅の表面拡大

d上翅の表面拡大 (端部付近)

bのスケールは 500郷 )

(会合部付近)
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第 4節 第 3次調査における自然科学分析

A 第3次山梨学院川田運動場遺跡群から出上した大

型植物化石

新 山 雅 広 (パ レオ・ラボ)

1.`よ じめに

山梨学院川田運動場遺跡群で検出された流路、溝、竪

穴、土坑より出土した大型植物化石を検討 し、栽培・利

用植物の推定を試みた。

2.識料と方法

大型植物化石の検討は、プラスチックケースに乾燥保

存された試料について行った。大型植物化石の同定・計

数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。時代について

は、SD(流路や溝)1・ 34が中世 (14～ 15世紀か)段

階に埋没、SB(竪穴)2・ 54が平安時代の 10世 紀代、

SB17・ 42が 11世紀末～ 12世紀初頭、SP(土坑)9が

弥生時代後期末と考えられている。

3 出土 した大型植物化石

全試料で同定されたのは、木本がオニグルミ核、クヌ

ギまたはアベマキ果実、モモ核・炭化核、サクラ属 (モ

モ ?)核、草本がイネ炭化胚乳、オオムギ炭化胚乳、ム

ギ類炭化胚乳、マメ科炭化種子であった。また、種まで

の同定には至らなかったが、オニグルミないしモモと思

われる核、イネやマメ科の可能性がある炭化種実 (破片)

も含まれていた。以下に、各遺構の大型植物化石を記載

する。

SDl(No。 19～ 36、 42～ 49):オ ニグルミ、モモが得

られた。オニグルミはいずれも半分ないし破片であり、

完形換算するとNo.35、 47は約 2個分、No.48、 49は 5

～ 6個分、No.29、 30、 33、 34は 1個分に満たない。従って、

全体の出土量はおよそ 15～ 16個分である。モモは完

形が多い (10個 )が半分ないし破片 も得 られ、No.22、

36、 49は 1個分、No.25は 1/2個 (半割れ)で ある。従って、

全体の出土量は完形13個分と1/2片が1個である。なお、

オニグルミないしモモと思われるが確定できなかった 6

試料は、いずれも1個分に遥かに満たないため、全体の

出土量に大きな誤差はない。

SD34(No.37、 38):ク ヌギまたはアベマキの破片が

得 られた。No.37は 約 2個分であ り、No.38は 大型の破

片が 1個であった。

SB42(No.39、 40、 52):No.39、 52は モモ炭化核が 1

個分、No.40は 不明が 1個であった。不明は薄い果皮状

のものであるが種や部位は不明である。黒色であるが未

炭化のようであり、現代のものが混入した可能性が高い。

SB2(No.50):炭化物集中土を水洗洗浄して得 られた

炭化物であるが、炭化材のみであった。

SB17(No.51):カ マ ド前床直上の堆積土を水洗洗浄

して得 られた民化物である。炭化材が大半であったが、

イネの完形が 4個 と破片が 2個、オオムギ、ムギ類、マ

メ科が各 1個含まれていた。また、イネないしマメ科な

どの可能性がある不明炭化種実も10片 ほど得られた。

SB54(No.53):災 化材のみであった。

SP9(No.54):土器内土壌を水洗洗浄して得 られた炭

化物であるが、炭化材のみであった。

4.形態記載

(1)オ ニグルミ I蝉 ηs,ガ躍肋″Jip Cari核

灰褐色で側面観は卵形から卵円形、先端は鋭頭。表面

には縦に不規則な浅い溝状の彫紋がある。縫合線に沿っ

て自然に半分に割れたものや 1/2未満の細かい破片が含

まれていた。 また、No.35、 47～ 49に は縫合線の一部

が欠損 して半分に割れたものがしばしば見られ、人によ

る打撃 (利用)痕の可能性が考えられた。しかし、試料

は乾燥萎縮して状態が悪 く脆いので、機械的な力で割れ

てしまった可能を
l■ もある。

(2)ク ヌ ギ ま た は ア ベ マ キ O%ιπtt αι%冴齢ケ物α

Carru血。and/or o夕ιπ熔ク伊%うケ′λ Blume 果実

破片であるが、尻 (殻斗との付着部)が残っている。

果実幅は 20 11ull前後と推定され、尻はその約 2/3の径 13

11un程度と大きく、突出する。

(3)モモ 物 %夕s夕ι終ケ翻 Batsch 核、炭化核

淡褐色ないし灰褐色で狽I面観は楕円形、卵形、卵円形

などである。上面観は両凸レンズ形。一方の側面には縫

合線が発達する。表面には不規則に流れるような溝と穴

がある。長さ21～ 27 11ull程 度。

(4)サクラ属 ″%η%s 核

二面のものが縫合線に沿って半分に割れた片方であ

る。ウメ、スモモ、モモなどのサクラ属であろうが、乾

燥により表面の状態が非常に悪いので、識別は困難であ

る。

(5)イ ネ Oryza sativa Linn.戊化胚乳

側面観。上面観共に精円形。両面の表面には、縦方向

の2本の筋が入 り、3等分される。これの真ん中は隆起し、

両端は一段下がる。長さ4.5～ 5.l llull、 幅 2.1～ 3.O llull程度。

(4)オ オムギ rr″肋%物 υπJFatt Linn.炭化胚平L

側面観は長楕円形ないし紡錘形。腹面中央部には、上

下に走る1本の溝がある。胚は土付着で不明瞭であるが、

外形、最大幅が中央付近にあること、側面の輪郭の曲率

が大 きいことか らオオムギとした。長さ 5.O llull、 幅 2.9
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ll■ll程度。なお、ムギ類としたものは、腹面中央部に上下

に走る 1本の溝があることから、オオムギないしコムギ

と分かる。しかし、胚は確認できず、発泡・欠損により

状態が悪いため、識別し得なかった。長さ 3.3 11ull、 幅 2.1

111111程度。

(5)マ メ科 Leguminosac 炭化種子

幼根部の膨 らみが見えるが、膳は欠損 している。発泡

・焼け膨れ・欠損により、幅・厚さは不明であるが、長さ

は 5.5 11ull程 度。

(6)不明 unknOwll核、炭化種実

SDlで不明核が得 られた。質感と形状から大型の核

の破片と推定できるが、乾燥により表面の状態は非常に

悪い。オニグルミないしモモと思われたが、確定できな

かった。No.51か ら不明炭化種実が得 られた。細かい破

片であるか、状態が悪いため、同定には至 らなかった。

細かい破片はイネの可能性があり、イネやムギよりも明

らかに大きな破片はマメ科などを含む可能性がある。

5.考 察

同定された分頚群のうち、栽培植物ないしその可能性

が高いのはモモ、イネ、オオムギ、ムギ類、マメ科であ

り、オニグルミ、クヌギまたはアベマキも食用として有

用である。モモは中世の SDl付近で栽培されていたか、

人が利用後に投棄したと予想されるが、炭化したものが

混じるので (No.36)、 後者の可能性が高いかもしれない。

モモは SB42で も炭化したものが出土しており、11世紀

末～ 12世紀初頭にも既に利用されていたと考えられる。

イネ、オオムギ、ムギ類、マメ科は、11世紀末～ 12世

紀初頭の SB17で利用されていたと考えられる。オニグ

ルミは SDlか らモモと共に出土したが、細かい破片や

打撃痕を受けた可能性のある核が見られることから、利

用後に投棄されたものを含む可能性が高い。クヌギまた

はアベマキは中世の SD34か ら出土した。食用可能であ

り、破片でもあるが、人が利用したという明確な根拠は

なく、自然堆積 したものが割れてしまった可能性 もある。

6.おわりに

11世紀末～ 12世紀初頭にはモモ、イネ、オオムギ、

ムギ類、マメ科が、中世にはモモ、オニグルミが利用さ

れていたと考えられた。
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a

16       17        18 20a

21b

図15 第3次山梨学院川田運動場遺跡群から出上 した大型植物化石 (ス ケールは 1～ 15が l cm、 16～ 22が l llull)

1、 2.オ ニグルミ、核、No.47 3、 4.オ ニグルミ、核、No.49 5.ク ヌギまたはアベマキ、果実、No.38

6.モモ、核、No.19 7.モ モ、核、No.20 8.モ モ、核、No.21 9.モ モ、核、No.23 10.モ モ、炭化核、No.36

11.モ モ、核、No.42 12.モ モ、核、No.43 13.モ モ、核、No.44 14.モ モ、核、No45 15.モ モ、核、No.46

16～ 19.イ ネ、炭化胚乳、No.51 20オ オムギ、災化胚乳、No.51 21.ム ギ類、炭化胚乳、No.51

22.マメ科、炭化種子、No.51

０
と
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B 第 3次山梨学院川田運動場遺跡出土焼失竪穴住居跡

SB16出 土炭化材の樹種同定

植 田 弥 生 (パ レオ・ラボ)

刊.は じめに

ここでは、平安時代末 (12世紀初頭)の焼失竪穴住

居跡 SB16の 炭化材樹種同定結果を報告する。これらの

炭化材は、産状から建築材と考えられるものである。

2.試料と方法

同定は、炭化材の横断面 (木日)を手で割 り実体顕微

鏡で予察し、次に材の 3方向 (横断面・接線断面・放射

断面)の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材

組織を観察した。なお接線断面と放射断面は、各方向に

片刃剃刀を当て、はじくようにして割った。3断面は 5

11ull角 以下の大きさに整え、直径 l cmの真鍮製試料台に両

面テープで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を

施 し、走査電子顕微鏡 (日 本電子14ntt JsM_T100型 )

で観察と写真撮影を行った。

3.結 果

同定の結果、分析No lと 分析hTo 2が ヨナラ節、分析No

3と 一括試料がクヌギ節であった。以下に同定根拠とし

た材組織の特徴を記載し、各分頚群の3方向の材組織写

真を提示する。

(1)コ ナ ラ属 ヨナ ラ亜属 コナ ラ節 O%ιπtts s″bgo%.

9"ιππs sect。 乃物熔 ブナ科 図 16 1a‐ lc(分析No l)

年輪の始めに中型の管子とが配列し除々にまたは急に径

を減じ、晩材部では薄壁で孔日は角の小型管子しが火炎状

に配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は

単穿孔である。放射組織は単列のものと細胞幅が非常に

広 く大型の複合状のものがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシ

ワ・ミズナラ・ヨナラ・ナラガシワがある。材は乾燥す

ると割れや狂いが出やすい欠点があるが、人里近くに普

通の樹種で入手しやすいこともあり利用頻度は高く、遺

跡からは加工木・燃料材としてもよく出土する樹種であ

り、堅果は食用となる。

(2)コ ナラ属 コナラ亜属 クヌギ節 O″οκtt subgen。

9%をπ%s sect.0淋  ブナ科 図 16 2a‐ 2c(分析No 3)

年輪の始めに大型の管子とが 1～ 3層配列し、その後は

厚壁で孔日は円形の管孔が単独で放射方向に配列する環

孔材である。接線断面と放射断面の材組織は、前述のコ

ナラ節と同様である。

クヌギ節は主に暖帯に分布する落葉高木でクヌギとア

ベマキが属する。材は重厚で割裂性が良い。関東地方の

発掘された住居材にはよく使用され、加工木・燃料材に

も多い。

4.ま とめ

4試料からは、コナラ節とクヌギ節の 2分類群が検出

された。この 2分類群は、竪穴住居建築材としての利用

がよく知られている樹種であり、有用材が選択利用され

ていたことが半Jっ た。

千野 (1991)に よると、平安時代の建築材は古墳時代

ほどコナラ節やクヌギ節の利用は多 くはなく、縄文時代

のようにクリの利用が多 くなると指摘 している。ただし

関東地方では古墳時代と同様にコナラ亜属 (コ ナラ節と

クヌギ節が属する)が多いとされる。

平安時代末の当住居跡は、調査試料数が 4試料と多 く

はないが、古墳時代の一般的傾向と同様のコナラ節とク

ヌギ節が利用されていた住居跡であったことが確認され

た。

引用文献

千野裕道 (1991)縄 文時代に二次林はあったか―遺跡出上の植物
性遺物からの検討― 「研究論集 X」 215つ49 東京都埋蔵文化財
センター.

第 38表 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群焼失竪穴住居跡 SB16出土炭化材樹種同定結果

分析配 遺構名 樹種 備  考

1 SB16 コナラ節 破 片

2 SB16 コナラ節 推定直径6cmで約14年輪の芯持ち丸木材の破片

SB16 クヌギ節 推定直径4cmで約8年輪の芯持ち丸木材の破片

一括 SB16

クヌギ節 破 片

クヌギ節 破 片

クヌギ節 破 片

クヌギ節 破 片
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0 1mmiB日 ■日日■日■BH“ロ

図16 第3次山梨学院川田運動場遺跡群 SB16竪穴住居跡出土炭化材組織の走査電子顕微鏡写真

la-lα コナラ節 (分析No l)2a-2α クヌギ節 (分析No 3)

a:横断面 b接線断面 α放射断面

艦境

C 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群出土木製品の樹種

三 村 昌 史 (株式会社パレオ・ラボ)

1  はじめに

ここでは、SDlお よびSD34か ら出土した木製品や自

然木についての計 21点 の樹種同定結果を報告する。こ

れらの樹種を明らかにし、木製品については器種別の用

材選択やその背景について調査 し、自然木についてはそ

の構成から溝周辺の樹木景観について検討を行った。

木製品には曲物側板・底板や、膳脚 。鍬装着柄 。工具

の柄・柄の可能性が想定されている製品、薄板状木製品

や棒状木製品があり、自然木はその直径が l cmに 満たな

い小径の材である。SDlと SD34は 中世段階 (14～ 15

世紀か)に埋没したと考えられている。

2.方 法

出土材から直接、横断面・放射断面・接線断面の 3断

面について剃刀を用いて切 り取 り、ガムクロラール (ア

ラビアゴム粉末 40g、 抱水クロラール 50g、 グリセリン

20ml、 蒸留水 50mlの割合で調整した混合液)で封入し

てプレパラー トを作成 した。検鏡は光学顕微鏡にて 40

～ 400倍 で行い、現生標本との対照により同定を行った。

同定後のプレパラー トは、比較参照に応じられるように

標本番号を付 して保管した (YMN-210～ 230)。

0 1mm:日 日 日 日 田 日 日 日 田 田

05脚 :

0 1mmi―
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第 39表 樹種同定結果一覧

No 潰構名 挿図番号―番号 器 種 樹 種 木取 り等 径 等 YNIN‐

1 SD34 傷吾410-23 曲物底板 ヒノキ 柾 目

SD 傷写409-3 悟 J却 ヵ ヒノキ 追 柾 焦げ有

SD 傷雪409-4 俸状/不明 ヒノキ 更目 冨2.5.振と17.斎七('享 1,4 212

SD 身守409-7 鍬装着柄ヵ ス ギ 分枝部
SD 9守410-8 不 明 ツガ属 割材 (偏角状 ) 焦げ有

SD 傷子409-5 工具の柄 ヵ ヒノキ みかん状

SD 薄板状 ヒノキ 消 柾 焦げ有、幅 1.長 5.厚03
SD 棒状/不明 ヒノキ 阪 目 最大幅 15,長 13.厚04 217

SD 棒状/不明 広葉樹 板 目

SD 棒状/不明 キイチゴ属 半割状 1旦花造10.長 4.5

11 SD 俸状/不明 トウヒ属orカ ラマツ属 更目 220

SD 柄 ヵ ツガ 属 角状 やや歪、幅10,長 15

SD 俸状/不明 ヒノキ 肛 目 最大厚 0.8.幅 1.長 13 222

SD 棒状/不明 ヒノキ 削 出 拝尋0.2-1.0,f髯 145 223

SD 状/不明 ツガ属 みかん状 幅15.長さ60
SD 棒 状 /不明 コナラ節 芯持丸木 直径2.0 225

17 SD 棒状/不明 コナラ節 芯持丸木 直径1.4,長 35 226

SD 曲物側板 ヒノキ lI目 皮組有 227

SD34 自然流木 グドウ科 芯持丸木 直径0.4,長 3.8 228

SD34 自然流木 マ ツ属 芯持丸木 E≡そこ06.よ甦45
SD34 自然流木 ヤマウコギ類 仮 目 喝言02.晰ヨ06.手髯3.5 230

器  種

樹  種 Ｍ
側

醜
底

脚
カ

鍬装着
柄ヵ

工具の

柄ヵ
柄 ヵ 薄板状

棒状/
不明

不 明
然
木

自
流 計

針薬樹 マツ属 1 1

トウヒ属orカ ラマツ属 l

ツガ属 1 1 3

ス ギ 1 1

ヒノキ 1 l 1 1 l 4 9

広葉樹 コナラ節 2 2

キイチゴ属 1

ブドウ科 l

ヤマウコギ類 1

広葉漸 1

計 1 1 1 1 1 1 1 1 3

3.結果および考察

第 39表に樹種同定結果を、また第40表に器種別にま

とめたものをそれぞれ示す。

以下では、木製品の器種ごとに用材傾向と選択の背景

について検討し、次いで自然木の樹種構成から遺構周辺

の樹木景観について推定する (第 40表参照)。

木製品の用材

まず、曲物の用材をみてみると、側板・底板ともにヒ

ノキが見出された。ヒノキの材は割裂容易で薄板を割り

出しやすく、また曲げやすいことから用いられたのであ

ろう。曲物の用材としては、このような針葉樹材が選択

されるのが一般的である。そのほか、膳の脚かとされる

製品や、薄板状の製品にもヒノキが用いられ、同様に割

裂・切削加工が容易であることから用いられたとみられ

る。

また、ヒノキの材は工具の柄かとされる製品にも使用

されてお り、材の強靭さが上手 く利用されている。

第 40表 木製品の用材及び自然木の樹種

鍬の装着柄かとされる製品には、スギが用いられてい

た。一般に、鋤・鍬などの農耕具にはアカガシ亜属や

クヌギ節などの重硬な広葉樹材が選択されることが多い

が、スギもヒノキには及ばないものの同様に軽い割に丈

夫な材質を持っており、鉄製の刃がある時代としては適

材のひとつであったと考えられる。

棒状/不明とされた材には、針葉村ではツガ属・ヒノ

キ、広葉樹ではヨナラ節・キイチゴ属が見出された。形

状をみると、針葉樹はすべて板材状・割材状の小片であ

るので、加工時の端材や木製品の一部が剥離したもので

あろう。一方、広葉樹のほうは小径の丸木や半割れの材

であるので、おそらく自然木とみられる。実際、見出さ

れた広葉樹のうちのキイチゴ属は、地を這うように生え

ることも多い小低木～低木であり、小径の材しか得られ

ず種類によっては幹に刺もあるため、材自体が利用され

たものであることは考え難い。

全体的に、ヒノキの材は割裂性や加工性など製作面に
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おける材質が要求される製品だけでなく、使用の面にお

いて丈夫さが要求される製品にも使用されるなど、その

優れた材質を反映して幅広 く利用されているのが特徴的

である。

自然木の樹種

自然木の樹種は針葉樹のマツ属、広葉樹のブドウ科・

ヤマウコギ類であった。木製品の頂で自然木と類推され

たものの結果とまとめて考えると、溝の近辺にはマツ類

やコナラなどの樹木が所々に生え、こうした樹木にツ

ル植物であるツタ・ノブ ドウなどのブドウ科の樹木が絡

まっていたようである。また、藪や林の下の薄暗いとこ

ろにはヤマウコギ類がみられ、林の縁や道端などの明る

い場所にはキイチゴ類がみられたと推測される。

4.分類群の記載

以下では、見出された分類群について、同定の根拠と

なる材組織の記載を行い、そのほか分布や材質等の一般

についても簡単に記す。

1)マツ属 Piz熔  マツ科 図171抒 lc

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直

両樹脂道を取 り囲む薄壁のエピセリウム細胞からなる針

葉樹材。保存が悪 く放射仮道管の水平壁の突起の有無が

確認できないため、マツ属とまでしか判断できない。

マツ属にはアカマツ・クロマツなどのように短枝に針

葉が 2本ずつ付 くニヨウマツ類 と、5本ずつ付 くヒメコ

マツやキタゴヨウなどのゴヨウマツ類がある。このうち、

アカマツは各地の山野に最も普通なもので、クロマツも

海岸部に普通である。材はやや重硬で割裂はやや困難、

樹脂が多い。

2)ト ウヒ属またはカラマツ属 2αα or肋崩  マツ科

図172各 2c

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直

両樹脂道を取 り囲む厚壁のエピセリウム細胞からなる針

葉樹材。晩材部は明瞭で量多い。放射仮道管の放射壁に

は有縁壁孔がある。分野壁孔は小型で 1分野に 2‐5個。

保存が悪いものの以上のような特徴から、 トウヒ属ま

たはカラマツ属の材であることがわかる。 トウヒ属には

常緑針葉樹の トウヒ・ハリモミなど、カラマツ属には落

葉針葉樹のカラマツがそれぞれ含まれ、高標高地域に生

育する樹種がほとんどである。材はどちらも通直で割裂

し易 く、重さ・硬さはトウヒ属がやや軽軟、カラマツが

中庸～やや重硬である。

3)ツ ガ属 TM騨 マツ科 図173歩 3c

仮道管と放射柔組織、および放射仮道管からなる針葉

樹材。早材から晩材への移行はやや急で、晩材部は明瞭。

放射組織はじゅず状末端壁を有する。放射仮道管の放射

壁には有縁壁孔がある。分野壁孔はスギ型～ヒノキ型で

小さく、1分野にぶつう 2‐4個。

ツガ属にはツガ・コメツガの 2種があり、このうち

コメツガは高標高に分布するのに対しツガは低標高から

みられ、尾根沿いなどの乾性立地に多 く見られる。材は

通直、重さ・硬さが中庸～やや重硬で割裂容易、加工は

やや困難。

4)ス ギ 労羹肋%万αν

"ο

ttθ,図LittDoDon スギ科

図 174a‐4c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部は量多 く明瞭。分野壁孔はスギ型で大きく、

1分野にふつう2個。

スギは高木になる常緑針葉樹で、天然分布は年間降水

量の多い地域に限られ、日本海側などにはまとまった分

布域が多い。生育地は湿地周辺や谷部、尾根沿いなど幅

広い。材は通直で軽軟、保存性は中庸、適度な強度があ

り割裂性・加工性に優れる。

5)ヒ ノキ θ力物αι釧,αtt οbttsα (Sieb.et Zucc.)Endl.

ヒノキ科 図175と 5c

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹

材。晩材部は量少ない。分野壁孔は大型の トウヒ型から

ヒノキ型でやや大きく、1分野にふつう2個。

ヒノキは主に暖温帯 (福島県南部以南)に分布し山地

の尾根沿いや緩斜面などに生育する、高木になる常緑針

棄樹である。材は通直で、やや軽軟、加工し易 く、強靭

で保存性が著しく高い。

6)コナラ属ヨナラ節 O″ικtt Sect.p物 熔 ブナ科

図176a‐6c

年輪の始めに大型の九い道管が単独で 1‐2列 に並び、

晩材では小型でやや角張った道管が火炎状に配列する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性のものに

大型の広放射組織が混在する。

いわゆるナラ頬の材で、温帯下部～暖温帯に分布 し、

各地の低標高の山野に普通にみられるコナラ、海岸部や

火山礫地、火災跡地などにみられるカシワなどがある。

材は重硬で、割裂・加工は困難である。

7)キイナゴ属 買%う熔 バラ科 図177a‐7c

やや小型で放射方向に伸びた丸い道管が、1-数個複

合または集合し、まばらに分布する散子L材。道管の直径

は不規則である。道管の穿子しは単一。放射組織は異性で

1‐7列、背は非常に高く3 11Lllを 超える。

キイチゴ属の多 くの種は落葉小低木で、山地林内や林

縁、草地にみられる。

8)ブ ドウ科 Vitaceae 図178抒 8c

やや小型～中型で丸い道管が単独または 1‐2個複合し

てやや密に分布する。道管の穿孔は単一。道管相互の
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壁孔は階段状。木部柔細胞は周囲状。放射組織は異性で

1-6列、背は 5 1mnを 超え、さや細胞が認められる。

ブ ドウ科にはツタ・ノブ ドウ・ヤマブ ドウなど蔓性の

木本が含まれる。材は従曲性がある。

9)ヤ マウヨギ類 4εαη肋妙αηtt Cf・ ψ力θS"S Miq.ゥ

コギ科 図179a-9c

小型で角張った不定形の道管が数個集合 し、接線方向・

斜めに数列のまとまりをもって分布 し、全体 としては帯

状～斜めに連なる紋様孔材。道管の穿孔は単一。放射組

I■               4υ 濠盤豫群議 霞盟醗攀

トウヒ属またはカラマツ属 (YMN 220

SDl 柄ヵ)

織は異性で 14列、鞘細胞が認められる。道管と放射組

織との壁孔はやや小さなふるい状。

ウコギ属のうち高木のコシアブラを除く、ヤマウヨギ

やオカウコギなどの低木類の材を示している。ヤマウコ

ギやオカウコギは、藪や山地林内のやや薄暗い立地に多

い落葉広葉樹である。材質は重さ 。硬さがやや重硬で加

工は困難でないが、材の表面に刺があり、またしばしば

髄が発達する。

6コ ナラ属コナラ節 (YMN‐225 SDl 棒状 /不明)

7キ イチゴ属 (YMN-219 SDl 棒状 /不明)

8ブ ドウ科 (YMN-228 SD34 自然流木)

9ヤ マウコギ類

scale bar

(YMN-230

1-5:a-1 0mm,b-0 1mmゥ c-0 4nllaa

6,7:a-1 0■ nコn,b-04mm,c-04ィnrn

8,9:a-10mm,b-02mm,c-04mm

a:横断面 よ放射断面 α接線断面

図 17 出土材・木材組織光学顕微鏡写真

1マ ツ属 (YMN‐229

棒状 /不明)

一欝
犠
嬰
一

爵
督
綴
麟
礁

3ツ ガ属 (YMN‐ 221

4ス ギ (YMN 213

YMN 210
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D 第3次山梨学院川田運動場遺跡群出土動物遺体

黒 澤 一 男 (パ レオ・ラボ)

1.|よ じめに

山梨県甲府市の山梨学院川田運動場遺跡群より動物骨

と貝類が出土した。これらの動物遺体について同定をお

こなった。なお、動物骨の同定は現生標本との比較を基

本におこなった。

2.同定結果および考察

山梨学院川田運動場遺跡群 3次調査 SD41よ り出土 し

た動物遺体について同定した結果、ウマとイヌ、ネズミ

類とカワシンジュガイが検出された。なお詳しい出土内

容については、第 41表に示し、計測値を第 42表に示す。

ウマ

ウマは、頭蓋骨、遊離歯、四肢骨などほぼ 1体分がま

とまって検出されており、埋葬されたものと考えられる。

上下顎の臼歯より全歯高 (歯根中心部と咬合面中心部の

距離)の計測をおこない (第 42表 )、 それより推定され

る年齢は 8、 9才程度となる(計算式は西中川・松元 (1991)

を利用 した)。 また犬歯が検出されていることから雄獣

である。体高については、ほぼ両端が残存 している携骨

や中手骨の骨長より推定をおこなうと125～ 130 cmと な

り (計算式は林田・山内 (1957)を 利用 した)、 中型の

ウマである。

イヌ

イヌは、下顎骨、遊離歯、四肢骨などが検出されてい

る。部位の重複が見られないことから同一の個体と考え

られる。またウマと同様に比較的まとまって検出されて

いることから埋葬されたと考えられる。検出されたもの

のほとんどが完存状態ではないが、大腿骨と怪骨はおお

よそ骨長を測定することができ、これらの計測値より推

定されるイヌの体高は 46 cm前後 (計算式は山内 (1958)

を利用した)であり、中型のイヌである。

ネズミ類

ネズミ類は、匹骨が 1点のみ検出されている。

カワシンジュガイ

カワシンジュガイは SD41に おいて多数まとまって検

出されている。

カワシンジュガイは河川の渓流域に生息し、冷たく清

らかな水質を好む。本種は成長が遅いものの長く生きる

ことが知 られており、大 きいもので 10 clllを 超えるもの

が認められている。近年の河川改修やダム開発により数

が減 り絶滅危惧種となっているが、それ以前は渓流部な

第 41表 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 4区出土動物遺体観察表
種 名 部 位 左 右 残 存 店 備  考

SD41 ウマ 頭 琴 骨 破

下顎骨 左 ,ヽ 1

方 歯

遊 離 歯 芹 窮 1～3切肯 第 2前～ 第 3 全臼 歯

右 1～3切画 .第2BJ～ 臼 歯

左 下 顎 1～3切歯 、第 3・ 4前 日

右 1～ 3切歯 ,第Ⅲ 2後口

9 ★ 歯

芹

方

「
隔骨 石

撓 骨 左 折 位 ～ 部

右 およそ310mm
尺 右 滑 軍 反

撓 イ則手 恨

芹

第 3手根 肯 斤

右

中手骨 左 長206mm
右 長208mm

え 節 骨 右

月竪

ウマ ? 中 犀

イヌ F教肯 芹 卜襲 綬

右 1,4小 臼歯 、第 1・ 2大臼 歯 ,第 3小 日歯 歯 槽 吸 収

海 離 肯 左 下顎第4小臼歯、第1大 臼歯
肩 甲 骨 右 下 端 部 ,その ほか 破 片 石

肋 ギ 絣 ,大

上 腕 骨

左

宵 府
ALA骨賃骨 臼 そのほか破片有

大腿骨 左 旨長 167mm
右 近 位 .漂位

:Б 欠

匹ニギ 左 崇 牢 記 々 娼 骨 写 165mm繹庁

中 手 or中 足 骨 9 骨 静 細 片

イヌ ? 遊 離 歯 縦

`r鞘
臼肯 首孫破片 歯根破 片 )

碓 椎 体 片 21』

系ス ミ麹 貫ヽゝ 右 骨 幹 位 部

カワシンシュガイ 片 多 数 .左殻 21個 ,右殻 18
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第 42表 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 4区出土ウマの歯の全歯高計測値

第2前日歯

P2

第3前 臼歯

P3

第4前臼歯

P4
第 1後 臼歯

Ml
第2後 臼歯

M2
第3後 臼歯

M3

上 顎
左 計測不可 44.35 計測不可 35.47 40.58

右 31.06 計測不可 43.25 35,35 40.53

下顎
左 計測不可 41,38 50.83 48.40 47.46 48.20

右 33.23 48.46 52.32 41,75

)         イがまとまって検出されている。同じ種類の貝殻がまとどにごく普通に見られる貝類であったく

まっており、動物遺体に隣接する形で検出されているこ

とから墓標のようになんらかの意図をもっている可能性3.お わりに

山梨学院川田運動場遺跡群から検出された動物遺体に  が考えられる。

は、雄の成獣の中型ウマが 1個体と、中型のイヌが 1個

体含まれていた。これらはそれぞれ比較的まとまって検   引用文献

出されていることから埋葬された可能性が高いと考えら  西中川 駿。松元光春 (1991)遺跡出土骨同定のための基礎的研究

れる。 しかし、 ウマは下肢骨が 1ま とんど確認されなかっ     中舟艤姶 灘 環:夙た‖ 年P簿蒼覆懇
たが、上肢骨から少し離れたところで一部検出されてい    期とその経路に

ることや、下顎骨の左右が離れて検出されていることか  林田重幸・山内忠平 (1957)馬 における骨長より体高の推定法.

ら、 まとめて埋葬された後に動いたものと考えられる。   山内懸写蒲 葵菅瓢切靡藁≧ オ粽督猛推定法.鹿児島大学
またウマとイヌの間に真珠光沢をもつカワシンジュガ    農学部学術報告,7,125-131.
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図19 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 4区 SD41出土 ウマ四肢骨

1 上腕骨 右,2 撓骨 (十 尺骨)右 ,3 撓骨 左

4 怪骨 右,5 中手骨 右,6 中手骨 左   (a:前 面,b:後面 )

- 776 -



８

ｂ檀ａ
１ ‐

ａ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｂ

図20 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 4区 SD41出土

1 下顎骨 右,2 左下顎第 4小臼歯,3 左下顎第 1人 臼歯

4 椎骨 椎体破片   (a:上 面,b:下面),

5 肩甲骨 左,6 寛骨 左,7・ 8 中手骨または中足骨

9 大1退 骨 左,10 大腿骨 右,11 1“骨 ノE  (a:前 而 ,

イヌ

(a:外側面,b:内側面 )

b:後面)
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図21 第 3次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 4区 SD41出土 貝類 (カ ワシンジュガイ)

上左 :左殻,上右 :右殻,下 :破片 (一部)

第 5節 第 4次調査における自然科学分析

A 第4次山梨学院川田運動場遺跡群から出土した大型

植物化石

新 山 雅 広 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

4次川田遺跡群で検出された SD25お よび SX2よ り出

土した大型植物化石を検討し、栽培・不u用植物の推定を試

みた。

2.試料と方法

大型植物化石の検討は、袋に乾燥保存された合計 2試

料について行った。大型植物化石の同定・計数は、肉限で

行った。時代については、SD25(溝)が中世 (14～ 15

世紀か)段階に埋没、SX2(石敷遺構と溝状遺構)が 15

～ 16世紀段階と考えられている。

3.出土した大型植物化石

No.1(SD25/No.14):オ ニグルミ核の 1/2片 (半割れ)

が 1個であった。

No.3(SX2/一括):モモ核の完形が 1個であった。

4.形態記載

(1)オ ニグルミ 乃♂肋s,施η肋力′力Carh 核

縫合線に沿って自然に半分に割れた片方であった。淡

褐色で側面観は卵円形。表面には縦に不規則な浅い溝状

の彫紋がある。

(2)モ モ ン防η%s″姑滋 BatSCh 核

風化により状態はあまり良好ではない。側面観は概ね

楕円形、上面観は両凸レンズ形。一方の側面には縫合線

が発達する。表面には不規貝Uに流れるような溝と穴があ

る。長さ 30 11ull程 度。

5,考 察

栽培植物のモモは、SX2付近で栽培されていたか、人

が投棄したと考えられる。オニグルミは食用として有用

であるが、出土核については人が利用したものではなく、

堆積物の圧力か発芽により自然に半分に割れたものと予

想される。
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図22 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群から出土 した大型植物化石 (ス ケールは l clll)

1.オニグルミ、核、4区 SD25 No.14  2モ モ、核、SX2

B 第4次山梨学院川田運動場遺跡群出土人骨・動物骨

黒 澤 一 男 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

山梨県甲府市の山梨学院川田運動場遺跡群より人骨 。

動物骨が出土 した。これらについて同定をおこなった。

なお、動物骨の同定は現生標本 との比較を基本におこ

なった。なお人骨の年齢や性別に関しては国立歴史民俗

博物館の西本豊弘教授にご助力いただいた。ここに感謝

の意を表する。

2 同定結果および考察

山梨学院川田運動場遺跡群の第 4次調査により出土し

た人骨及び動物骨について同定した結果を以下に述べ

る。同定の結果、ヒトとウマが検出された。詳しい出土

内容については、第 43表 に示す。なお、SP2か ら出土

している骨片は状態が悪く、細片化しているため、同定

にはいたらない。

ヒト

3基の土坑墓より骨が検出された。その中で同定不可

能である SP2を 除くSP5と SP7に ついて検出した人骨

について記載する。

【SP5 出土人骨】

SP5遺構からは頭蓋骨と遊離歯、大腿骨が出土してい

る。全体として保存状態がよくないため、頭蓋骨の縫合

線など細部形態の観察はできない。遊離歯の中で左上顎

第 1切歯と左右下顎第 1大臼歯では磨耗により象牙質が

露出しているが、そのほかの遊離歯では象牙質の露出は

認められず、左下顎第 3大臼歯についても咬耗が象牙質

にまでいたっていない。これら歯の咬耗状態から20代

後半から30代前半の個体と推測される。

大腿骨の断面が扁平であり、粗線の骨陵が面状で高

い。このことからおそらく男性の可能性が高いと考えら

れる。

【SP7 出土人骨】

SP7遺構からは頭蓋骨と肋骨、大腿骨、怪骨などが出

上しており、おそらく一体分が検出されていると考えら

れるが、全体として保存状態がよくないため、部位同定

にいたる試料は少なかった。

頭蓋骨は頭頂骨と側頭骨、上顎骨と下顎骨が検出され、

左側頭骨には乳様突起が残存し、その形状はあまり丸み

をおびず小さい。

歯は、一部土壌中に含まれている可能性が高いが、骨

の状態が脆 くなっているため、表面に露出しているもの

のみについて観察をおこなった。検出された 11本の歯

のうち6本の咬耗は、エナメル質のみの磨耗であるが、

右下顎切歯、第 1・ 2大臼歯と右上顎第 2大臼歯は象牙

質が露出しており、右上顎第 2大臼歯の歯冠部は内側が

欠如し、半分しか残っていない。

上腕骨は太 く、同様に大腿骨も太 く、陵が弱いものの

面が認められる。

これらのことを考慮すると、埋葬個体は、おそらく壮

年から熟年の 50代以上の男性と考えられる。

ウマ

ウマは、 7遺構から遊離歯、携骨と尺骨が検出されて

いる。SP165で は尺骨体の一部が付着して榜骨が検出さ

れた。遊離歯は、SX2に おいてまとまって出土 し、右

上顎の第 2前臼歯から第 2後臼歯が検出されている。こ

れらの咬耗はあまり進んでおらず、第 4前臼歯において

は萌出したばか りで象牙質の露出していない状態であ

る。このことから3オ以下の個体と考えられる。いずれ

の遊離歯についても歯根周辺が欠落しているため、全歯

高の計測ができず、全歯高による年齢推定は困難である。

しかしいずれの臼歯についても咬耗はあまり進んでいな

いことから、若獣と考えられる。またこれらのウマの骨

は、複数の遺構で検出されているが、右下顎第 3前臼歯

以外では重複が見られないことから、個体数は最低でも

2個体と考えられる。
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第 43表 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査出土人骨類観察表

試料番号 遺構名 部位 状 態 左右 備 考

l SP2 母片

2 SP5 頭蓋骨 頭頂骨 ,側頭骨

遊離歯 上顎歯 左 第1切歯～第1小日歯

右 上顎右犬歯～第2小自歯

下顎歯 左 下顎左第 1小 日歯～第3大臼歯

右 下顎左第2小臼歯,第 1大 臼歯

大1退骨 骨幹都 左

骨幹部 右

SP7 頭蓋骨 頭頂骨,側頭骨,上顎骨,下顎骨

右上顎犬歯～第2大臼歯

右下顎犬歯～第3大臼歯

右下顎第1切歯歯冠部のみ

肋骨 破 片 多数

上腕骨 骨幹部 ９

，

大艦骨 小転子付近 左

遠位都破片 左

骨幹部 右

母幹部 9

胚 骨 母幹部 左

四肢骨 骨幹破片 多数

骨 片

第 44表 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査出土動物遺体観察表

試料番号 遺構名 種名 部 位 左右 残存度 備 考

4 SP165 ウマ 撓骨 左 近位～骨幹都

尺骨 左 尺骨体破片 撓骨に付着

5 SD27 下顎第3前 臼歯 右

6 SD33 下顎第3前 日歯 右

7 SD35 切歯 破片

8 SX2 上恢第1後 臼歯 右

9 SX2 上顎第2前 臼歯 右

0 SX2 上顎第2後 臼歯 右

1 SX2 上顎第3前 臼歯 右

SX2 上顎第4前 日歯 右

3 SD25 上顎臼歯 破 片

X85Y45 上顎臼歯 破片

3.お わりに                     認された。上坑墓である SP2に おいて骨片が検出され

山梨学院川田運動場遺跡群から検出された 2個体の埋  ているが、細片化しているため、検討にはいたらなかっ

葬人骨は、SP5が 20代後半から30代前半のおそらく男  た。またウマは 3才程度の個体を含め若獣のものがほと

性個体、SP7が壮年から熟年の男性個体であることが確  んどであり、最低個体数は 2個体と考えられる。
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図23 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 SP5出 土人骨
上段左 :頭蓋骨,上段右 :四肢骨 (左から 大腿骨左右,骨幹破片)

下段上 :上顎歯,下段下 :下顎歯
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図24 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 SP7出 土人骨 (頭蓋骨 )

上段左 :頭頂骨,上段右 :頭蓋冠破片

中段左 :上顎骨,中段右 :側頭骨など,下段 :下顎骨
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図25 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査 SP7出 土人骨 (体幹骨 )

上段 :四肢骨 (上腕骨,腫骨,大腿骨など),下段 :肋骨
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図26 第 4次山梨学院川田運動場遺跡群発掘調査出土ウマ骨

1 携骨 +尺骨 左,2 右上顎歯 (第 2前臼歯～第 2後臼歯)

3・ 4.右下顎第 3前臼歯,5.切歯
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第 6節 土器胎土分析

A 山梨学院川田運動場遺跡群出土内耳土器の胎上分析

河 西   学 (山梨文化財研究所)

1.は じめに

山梨学院川田運動場遺跡群からは、中世の内耳土器・

鍋類が出土 している。内耳土器の分析例はあまり多 く

ないが、北杜市塩川遺跡において内耳土器の胎土分析

がなされてお り、デイサイ ト・花尚岩類・安山岩など

を伴うことから多 くが塩川 。荒川周辺地域に原料産地

が推定される土器であることが指摘されている (河西

1992,2004)。 中世の土器生産に関する基礎的資料を蓄積

することを目的として本遺跡群出土内耳土器類の分析を

行ったので、以下に報告する①

2.分析試料

試料は、本遺跡から出土 した内耳土器・鍋など35点

である (第 45表 )。 土器の実測図を第 477図 に示す。

Nos.4,5,7は 、武蔵型 (あ るいは上野・武蔵型)の特徴を

示し、その他は信濃型の特徴を示す。

3.分析方法

No 2   1次 ,SDll  第117図  SDl1 53 中世
No 3   1次 ,SDll 第■7図  SDl卜43 中世
No 4   1次 ,SDll  第■7図  SDll-41 中世
No 5   1次 ,SDH  第■7図  SD■ 39 中世
No 6   1次 ,SDH  第117図  SDl1 37 中世
No 7   1次 ,SDll  第117図  SDl1 40 中世
No 8   1次 ,SDll  第■7図  SDl1 44 中世

第 45表 試料表

茎型登三  塾!≦     塞墾」聾登三  時期      器種    部位     備考
No l   l次 ,SDll 第■7図  SDl1 42 中世      内耳土器

土器試料は、切断機で3× 2.5cm程度の大きさに切断

し、残 りの試料は保存した。土器片試料はエポキシ樹脂

を含浸させて補強し、土器の鉛直断面切片 (厚 さ 3 11ull)

を切断し、岩石薄片と同じ要領で厚さ 0.03 11ullの 薄片を

作製した。さらにフッ化水素酸蒸気でエッチングし、コ

バルチ亜硝酸ナ トリウム飽和溶液に浸してカリ長石を黄

色に染色しプレパラー トとした。次に以下の方法で岩石

鉱物成分のモー ド分析を行なった。偏光顕微鏡下におい

て、ポイントカウンタを用い、ステージの移動ピッチを

薄片長辺方向に 0.3 11ul、 短辺方向に 0.4111111と し、各薄片

で 2,000ポ イントを計測した。計数紺象は、粒径 0.05 11ull

以上の岩石鉱物粒子、およびこれより細粒のマ トリクス

(「粘土」)部分とし、植物珪酸体はすべてマ トリクスに

合めた。

4.分析結果

従来の方法による分析結果を第 46表に示す。第 46表

をもとに、試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マ トリクス

の割合 (粒子構成)、 および砂粒子の岩石鉱物組成およ

び重鉱物組成を作成し、第 478図 に示す。重鉱物組成で

は右側に基数を表示 した。岩石組成折れ線グラフを第

479図 に示す。第 479図 は、H種の各岩石のポイント総

数を基数とし、各岩石の構成比を示したものである。折

弦掛鍋か  胴部
内耳土器  口縁部
内耳土器  日縁部
内耳土器  日縁部
内耳土器  日縁部
内耳土器  日縁部
内耳土器  日縁部

把手部

おそらく内耳か

型

型

　

型

蔵

蔵

　

蔵

　

質

武

武

　

武

　

瓦No 9   1次 ,SDH 第117図  SDl1 38 中世(15類 14C末)内耳土器  日縁部
内耳上器  胴部底部
内耳土器  底部
内耳土器  底部
内耳土器  底部
内耳土器  胴部
鍋     胴部底部
内耳土器  胴部
鍋     日縁部

No 10  1次 ,SD■  第117図  SDl1 46 中世
No n  l次 ,SDH ttH7図  SD■ 48 中世
No 12  1次 ,SDH 第■7図  SDll-49 中世
No 13   1次 ,SDll  第■7図  SDl1 50 中世
No 14   1次 ,SDH  第117図  SD■ 51 中世
No 15  1久 ,SD12 第119図  SD12 6 中世
No 16  1次 ,SD13 第121図  SD13 43 中世
No 17  1次 ,SD33 第126図  SD33 17 中世
No 18  1次 ,SD33 第127図  SD33 24 中世
No 19  1次 ,SD33 第127図  SD33 23 中世
No 20  1次 ,SD33 第127図  SD33 19 中世
N021  1次 ,SD33 第127図  SD33 20 中世
No 22  1次 ,SP316 第135図  SP316 1 中世
No 23  1次 ,SP70 第132図  SP70 1 中世
No 24   1次 ,SP72  第132図  SP72 2  中世
No 25  1次 ,SP72 第132図  SP72 1 中世
No 26  1次 ,SP83 第133図  SP88 1 中世
No 27  1次 ,SP88 第133図  SP88 2 中世
No 28   3次 ,SD41  第394図  SD41 10 中世
No 29  3次,SD9  第387図  SD9 1  中世
No 30  3次 ,SP13 第398図  SP13 3 中世
No 31  4次 ,SD12 第453図  SD12 1 中世
No 32   4次 ,SD14  第453図  SD14 1  中世
No 33   4次 ,SD5  第452図  SD5 3  中世
No 34  4次,SD5  第452図 SD5 4  中世
No 35  4次,SX2  第460図 SX2 7  中世

鍋     胴部底部
鍋     底部
内耳土器  日縁部胴部
内耳土器  日縁部胴部   把手
鍋       月同菩Б底吉「

鍋       月同吉Б
鍋     胴部底部
鍋     口縁部胴部
鍋       月同吉Б
内耳土器  口縁部
内耳土器  日縁部胴部底部
内耳土器  日縁部胴部
鍋       月同吉Б
内耳土器  胴部
鍋     日縁部
内耳上器  日縁部胴部
内耳土器  日縁部胴部
内耳土器  底部
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第 478図 土器胎上の岩石鉱物組成
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れ線グラフの第 1・ 2ピークの組み合わせによって土器

を分類 した (第 47表 )。

クラスター分析の樹形図を第 480・ 481図 に示す。ク

ラスター分析は、折れ線グラフと同様の 11種の岩石デー

タを用いて行なった。クラスター分析での非類似度は、

ユークリッド平方距離を用い、最短距離法によって算出

した。第 480図 は、土器試料 と山梨県内の主要河川砂等

と比較 したもので、便宜的に 1～ 16を クラスターに付

した (河西 1989,1992,2004、 河西ほか 1989)。 第 481図 は、

分析試料と、関東地域河川砂 (河西 1995,2006)と を比

較し、便宜的に 1～ 29を クラスターに付 した。以下に

特徴を簡単に述べる。

安山岩の多い土器 (Nos.1,3,10,18,20,25)

Nos.1,3,10,18,20,25は 、安山岩が もっとも多 く、デイ

サイ トが続き、変質火山類・花蘭岩類・ホルンフェルス・

泥岩などをわずかに伴い、どの試料も類似性の高い組成

値を示す。石英・カリ長石がわずかで斜長石が多い傾向

がある。重鉱物組成では、単斜輝石・斜方輝石を主体とし、

不透明鉱物・角閃石を伴う点で共通性が高い。第 47表

ではA― d類に、第 480図 では塩川遺跡の Nos,7,9,10と

ともにクラスター 14を 構成する。第 481図 では同様に

塩川遺跡の Nos,7,9,10と ともにクラスター 13aを構成す

る。第 480。 481図 ともに具体的な河川堆積物 との直接

的な類似性の高さが示されたわけではない。安山岩・デ

イサイト・花商岩類 。泥岩などが分布している黒富士火

山周辺の塩川・荒川流域の地質が胎土原料として使用さ

れた可能性が高いと推定される。

デイサイ トの多い土器 (Nos,9,17,22,24,27,28,29,31,33,35)

No.28は、第 47表 D類に属 し、岩石中のデイサイ ト

が顕著に多 く、わずかに安山岩・変質火山岩類・花蘭岩

類などを伴う。これに対 し第 47表 D― g類の Nos.9,17,2

2,24,27,29,31,33,35は 、デイサイ トに続き花尚岩類が多 く、

安山岩・変質火山岩類などの割合が高い。両類とも重鉱

物組成では角閃石・酸化角閃石・単斜輝石 。斜方輝石・

黒雲母・不透明鉱物などから主として構成される。デイ

サイ トは、角閃石・酸化角閃石・単斜輝石 。斜方輝石 。

石英・斜長石などの斑晶を伴い、ときに角閃石斑晶の周

縁や単独粒子として不透明鉱物化 したオパサイトが認め

られ、石基は細粒からガラス質である。第 480図 では、

No.24が クラスター 7に属する以外すべてが塩川・荒川

流域小河川砂とともにクラスター 6に含まれる。第 481

図では、クラスター 25。 26を 構成するものの、関東地

域の河川砂との類似性はほとんど認められない。胎土中

のデイサイト粒子の岩質は塩川 。荒川流域に分布する黒

富士火山噴出物と類似性が認められる。これらのことか

ら、Nos.9,17,22,24,27,28,29,31,33,35は 、 塩 )H・ 荒 )「 1流域

周辺に胎土原料産地をもつ土器である可能性が高いと推

定される。

花尚岩類の多い土器 (Nos.6,8,14,15,16,19,21,23,26,30,32,34)

花聞岩類が多いこれらの土器は、花尚岩類のほか、斜

長石・石英・カリ長石・黒雲母・角閃石など花尚岩類構

成鉱物が多い特徴がある。

第 47表 G類の Nos.15,30は 、花尚岩類以外の岩石 に

乏しく、含砂率や重鉱物組成はやや異なる。第 480図で

は甲府盆地東部の笛吹川流域河川砂とともにクラスター

4を構成し、第 481図 では里川河川砂や塩川遺跡試料 と

ともにクラスター 22を構成する。主として花蘭岩類分

布地域において胎土原料が用いられた可能性が推定され

る。Nos,15,30の 原料産地は、甲府盆地周辺地域以外の

花商岩類分布地域も否定できないが、甲府盆地周辺には

花画岩類が広 く分布していることから在地的要素の強い

土器としてここでは考えておく。川田遺跡群が旧笛吹川

や平等川沖積地に位置すること、および Nos,15,30胎 土

が川田遺跡出土古代瓦や上土器遺跡出土古代瓦などと類

似性が高いことから、地元の地質と調和的な胎土組成 と

いえる (河西 1990)。

Nos.16,23,26,32,34は 、岩石では花聞岩類についでデイ

サイトが多 く、重鉱物では角閃石 。酸化角閃石・単斜輝

石などが共通 し、斜方輝石・黒雲母・不透明鉱物を伴

う。第 47表で G― d類に属す。第 480図 では荒川・塩

川水系の河川砂 とともに主 としてクラスター 6を構成

し、第 481図ではD‐ g類 とともに主としてクラスター

25に含まれるが、関東周辺河川砂との類似性が乏しい。

Nos.16,23,26,32,34の 原料産地は、甲府盆地内荒川・塩川

流域がもっとも有力な候補と考えられる。

Nos.8,14,21は、岩石では花商岩類についで泥岩が多 く、

ホルンフェルス・安山岩・デイサイトなどをわずかに伴

う。重鉱物組成では、黒雲母が多 く、角閃石・不透明鉱

物のほか白雲母・酸化角閃石 。単斜輝石・斜方輝石など

をときに伴 う。第 47表ではG― md類 に属す。第 480

図でクラスター 8、 第481図 でクラスター23を構成する。

河川砂 との明瞭な類似性が示されていないが、 G一 d類

土器などとの岩石鉱物組成の類似性から、Nos.8,14,21の

原料産地は、荒川・塩川流域が候補地のひとつと推定さ

れる。

No.19は、第 47表で G一 a類 に属 し、第 480図でク

ラスター 5、 第 481図 でクラスター 21を それぞれ単独

で構成する。No.6は、第 47表でG― mt類 に属 し、第

480図 でクラスター 11、 第 481図 でクラスター 24を そ

れぞれ単独で構成する。Nos.6,19は 、河川砂との明瞭な
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第 479図 岩石組成折れ線グラフ

第 47表 折れ線グラフによる土器の分類
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分類 折れ線グラフの特徴 試料番号

A― d類 安山岩の第 1ピーク デイサイ トの第 2ピーク 1,3,10,18,20,25

D類
デイサイ トの第 1ピーク

頭著な第 1ピーク お

D― g類 吃画岩類の第 2ピーク 17,22,24,27,29,31,33,35

類

花南岩類の第 1ピーク

頂著な第 1ピーク 15,30

―a類 箕山岩の第 2ピーク 9

―d類 ガイサイ トの第 2ピーク 16,23,26,32,34

―mt類 変成岩類の第 2ピーク

G―md類 FL岩の第 2ピーク 14,21

ⅥT類
変成岩類の第 1ピーク

頭著な第 1ピーク ;,7

MT― md類 尾岩の第 2ピーク 11

vID― g類
泥岩の第 1ピーク

吃蘭岩類の第 2ピーク

亜D―mt類 変成岩類の第 2ピーク
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類似性が示されていないが、 G― d類土器などとの岩石

鉱物組成の類似性から、塩川・荒川流域が原料産地候補

のひとつと推定される。

変成岩類の多い土器 (Nos.4,5,7,11)

Nos,4,5,7,11は、片岩を多 く含むことで特徴付けられ、

ホルンフェルス状粒子のほかに曹長石斑状変晶を伴う。

曹長石斑状変晶は、三波川帯などの片岩中の高変成領域

に生じる変晶である。Nos.4,11は 、泥岩・珪質岩・砂岩

などを伴ない、第 47表でMT― md類に分類され、M
T類に分類される Nos.5,7と は区別される。重鉱物組成

では白雲母・黒雲母・角閃石・単斜輝石・斜方輝石・

緑簾石・不透明鉱物などを主体 とする。Nos 4,5,7,11は、

第 480図 では甲府盆地周辺河川砂 との類似性は最 も低

いクラスター 16を構成 し、第 481図 では埼玉北西部の

小山川・越辺川・北吉見付近水路・女堀川、群馬南部

の神流川などとともにクラスター 10を 構成 している。

Nos,4,5,7が 武蔵型であることを踏まえると、これらの土

器が埼玉北西部から群馬南西部周辺の三波川帯分布地域

において片岩を含む推積物を原料として製作され、土器

として山梨に運び込まれた可能性が高いと推定される。

胎上の類似性からNo.11も 武蔵型土器の一部である可能

性が推定される。

泥岩の多い土器 (Nos.2,12,13)

Nos.2,12,13は 、岩石 において泥岩が多い。No.2は、

花尚岩類・砂岩をわずかに伴い、重鉱物組成では黒雲母

が多 く、角閃石・酸化角閃石・白雲母・単斜輝石・不透

明鉱物から構成される。No.2は、第 47表でMD― g類

に含まれ、第 480図 で滝沢川河川砂とともにクラスター

1を 、第 481図 で神奈川の海老田川 。前田川河川砂とと

もにクラスター 8を 構成する。No.2の原料産地は、堆

積岩主体地域の可能性がある。ただし滝沢川・海老田川・

前田川などの河川砂と比較すると岩石鉱物組成 。重鉱物

組成において相違点も認められることから、これらの地

域が産地候補のひとつではあるが、確定的ではない。重

鉱物組成の類似性から、塩川・荒川流域も原料産地候補

のひとつであると考えられる。

Nos.12,13は 、花尚岩類・ホルンフェルス・安山岩・

デイサイ ト・変質火山岩類などをわずかに伴い、重鉱

物組成では主として黒雲母 。角閃石 。単斜輝石・斜方

輝石・不透明鉱物からなり、ときに酸化角閃石などを伴

う。No.12は、第 47表 でMD― g類 に属 し、第 480図

で G― m dtt Nos.8,14,21と ともにクラスター 8を、第

481図 でG一 md類 とともにクラスター 23を構成する。

No.13は、第 47表でMD― mt類 に含まれ、第 480図

で釜無川河川砂とともにクラスター3を 、第 481図でG

―md類 とともにクラスター 23を構成する。Nos.12,13

の原料産地は、 G一 md類 との類似性から塩川・荒川・

釜無川流域などが候補のひとつとしてあげられる。

信州型内耳土器との胎土の比較

野村 (1990)の信州における内耳土器の胎土分析では、

岩石鉱物組成を定性的に表記し、周辺河川堆積物の組成

との類似性から産地を推定している。升紙方法が今回の

方法と異なるため厳密な組成の比較は困難であるが、傾

向を比較 してみたい。松本盆地の遺跡から出土した内耳

土器の半数以上が薄川・田川・牛伏川などと類似性が認

められている。これら河川流域には、ともに花商岩類・

堆積岩・緑色凝灰岩類 。安山岩などが分布する。松本盆

地の内耳土器試料の多 くに「緑泥岩・緑集岩」が多 く含

まれているが、これは新第三紀の緑色凝灰岩類の分布に

関連するものと考えられる。甲府盆地内にも新第三系に

属する緑色凝灰岩類が広 く分布 し、河川砂の岩石組成に

おいては緑色変質火山岩として区別されるが、川田遺跡

群・塩川遺跡など山梨の内耳土器では緑色変質火山岩類

はほとんど計数されない。また、川田遺跡出土内耳土器

における緑簾石の出現は、変成岩の多い試料では顕著で

あるが、他の試料ではわずかである。以上から、松本盆

地出上の信州型内耳土器と甲府盆地出上の信州型内耳土

器の胎土は異なるものとみなされる。

内耳土器の生産と流通について

関東から中部高地の内耳土器は、型式学的に地域性

が認められることが報告されている (足立 1987、 浅野

1991、 服部 1997,1998)。 型式学的に明瞭に区別される武

蔵型が、明らかに関東北西部地域の地質的特徴を示すこ

とが明らかになり、胎土組成においても地域性が確認さ

れた。他の信州型に属するとされる内耳土器は、前述の

ように松本盆地と甲府盆地との地域性が示唆された。し

たがって県レベルの単位では各地域ごとに土器が製作さ

れていることが考えれる。

塩川遺跡・百々3遺跡・川田遺跡の分析結果か らみる

と、塩川・荒川流域に原料産地が推定される土器が多い

傾向がある。遺跡周辺に原料産地が推定される土器は、

塩川遺跡では多 く、川田遺跡ではわずかで、百々 3遺跡

では分析試料数が少なく該当する土器は認められない。

これらの内耳土器の原料産地の分布傾向は、まだ升紙 数

が少ない段階であるものの、甲府盆地内の縄文時代中期

曽利式期に認められるような各地域での土器生産 とは異

なる可能性が高いと想定される (河西 1992,1999)。

遺跡周辺地域は、古代において瓦や土師器の産地 とし
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て知られ、近世以降も窯業の盛んな地域であった。川田

遺跡 。上土器遺跡出土瓦の胎土分析結果からは、花尚岩

類を主体とする土器胎上が大部分であったが、今回の分

析では第 47表 G類土器が 2点 ほど原料産地が遺跡周辺

地域に推定されたに過ぎない。内耳土器製作は、多様な

地質の分布から多様な胎土組成が生じる可能性のある塩

ナ|卜 荒川流域において盛んであった可能性がありそうだ。

川田遺跡群周辺において内耳土器の生産があった可能性

もあるが、塩川・荒川周辺地域での花尚岩類分布地域に

おいてなされた可能性も否定できない。いずれにしても

内耳土器に関して川田遺跡群では、古代と比較 して地元

産土器の割合がわずかであったと考えられる。

内耳土器の型式学的研究では、小地域を越えた範囲

で共通する個体が存在 し、広域流通がなされている可

能性 も指摘 されている (森 原 1993,服 部 1997、 佐々木

2005)。 胎土分析によって内耳土器の地域性を把握する

ことが可能であることから、塩川・荒川地域に土器の生

産が集中していたのか、甲府盆地内のその他の地域には

局所的な産地が存在していたのか、どのような流通が考

えられるのかなどの問題点を、盆地内他地点の分析資料

の蓄積によって今後解明していきたい。また信州型や武

蔵型などの分類における胎土組成の特徴と山梨の特徴を

比較することも、また重要であろう。

5.お わりに

内耳土器の胎土には、地域性が認められた。武蔵型内

耳土器は、片岩などの変成岩類が多く含まれ、関東北西

部に原料産地が推定された。信州型を含む他の内耳土器

は、花尚岩類・デイサイ ト・安山岩・泥岩などによって

特徴づけられる胎土組成を示し、多くは塩川 。荒川周辺

地域 に、 またわずかに花尚岩類分布地域 な ど甲府盆地内

に原料産地が推定 された。

言主

註 1 ここではデイサイト～流紋岩質の珪長質火山岩の総称とし

てデイサイトを使用している。
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第 V章
―発掘調査成果の

山梨学院川田運動場遺跡群 (桜井畑遺跡、亀田・窪田

遺跡)の発掘調査で得られた成果、特に平成 13年 度か

ら17年度の発掘調査成果を中心にそのまとめと課題に

ついて触れる。

第 1節 縄 文 時代 ・ 弥 生 時代・ 古 墳 時 代

縄文時代から弥生時代中期にかけて、甲府盆地北縁部

では人々の活動した痕跡があまり多 くみられない。しか

し、弥生時代後期になる土器の出土量が爆発的に増加す

る。これは生活様式が狩猟・漁労 。採集を中心とした生

活から、水稲耕作を中心とした生活様式に変化した結果

だと思われる。

調査区内においても縄文時代早期の押型文土器や前期

の諸磯 C式土器 も出土していることから、縄文時代に

もこの地で人々が活動した痕跡が残されるもののあまり

活発ではない。

今回の調査によって旧笛吹川ともいえる大規模河川が

北東から南西にかけて、具体的にはS-17グ リッド付

近からI-10グ リッドにかけて欅をかけるように縦断

している。この河川をはさんで南に桜井畑遺跡が所在し、

北側に試掘調査 トレンチ 7M-16グリッドで検出され

た溝跡という位置関係にある。

弥生時代末から古墳時代の前期にかけての土器が集中

する地区は、深掘 りで出土したS-13グ リッド、 E一

16グ リッドとM-16グ リッドであり、旧笛吹川の右岸

(北側)に集中する傾向がうかがえる。

甲府市東部地域における古墳時代前期に属する遺跡

は、山梨県教育委員会で発掘調査を実施した桜井畑遺跡

があ り、長軸 33.4m短 軸 27.5皿 の巨大な 3号墓をはじ

め方形低墳墓 (方形周溝墓群)が確認されている。さら

に南方には4基の古墳が地籍図上から確認でき、なかで

も琵琶塚古墳は地籍図上から前方後円墳だったことが推

定できる。

古墳時代中期には周辺を含め、あまり人が活動した痕

跡がみられない。しかし古墳時代後期には甲府盆地の北

縁の人人山から大蔵経寺山の山麓から中腹にかけて積石

塚古墳という特異な形態を採る群集墳が築かれる。現在

の行政区域の甲府市内に 144基、笛吹市内に 29基存在

する。また通常の封土を持った古墳群も山裾部分を中心

に展開している。積石塚古墳群の築造時期は、一部は 5

世紀まで遡る可能性も指摘されるものの、大部分は6世

紀前半から7世紀にかけての築造と考えられている。

まとめと課題一

積石塚古墳の築造の背景として、被葬者渡来人説と環

境自生説の二つがあげられているが、調査事例も多 くな

くどちらも決定的な “証拠"が挙げられていないのが現

状である。

積石塚古墳群を造営した人々が居住していたと考えら

れる集落で、渡来系要素を見出すとすれば、川田瓦窯跡・

上土器瓦窯跡を操業する技術や、大坪遺跡にみられる土

器製作に対する窯業技術が挙げられる。瓦窯跡の操業は

7世紀後半から国分寺を造営する 8世紀後半代が中心で

あり、土器製作の時期が 8世紀中頃から 10世紀末まで

と考えられている。

また、人人山の山裾で発掘調査された東畑遺跡B地区

からは、山梨県指定文化財にもなっている観音菩薩立

像が出土している。小金銅仏と称される形式で、 7世紀

の後半頃の製作 と考えられている。その像の雰囲気から

渡来人が製作にかかわつたことも推測されている。しか

し、中央で製作された像が甲斐に持ち込まれた可能性も

あり、甲斐と渡来人とのかかわりは決定的ではない。

一方、環境自生説の根拠は、積石塚古墳群が所在する

人人山から大蔵経寺山にかけては、近年まで採石場が操

業されていたくらいに石が豊富な地域であることから、

石を墳丘の構築材として利用 したというものである。

積石塚古墳群の築かれた場所を墓域として選定したの

が被葬者を輩出した氏族であるのか、それとも被葬者と

は別の支配者層であつたのか、それによって積石塚古墳

の持つ性格が異なるため、選地したのが誰なのか究明す

ることが今後の調査の課題となるであろう。 (平塚)

第 2節 奈良時代 。平安時代

古墳時代前期とともに、本遺跡における主たる時期で

あり、 7世紀末から12世紀代までの遺構群が検出され

ている。

A 出上 した古代の上器について

a.年代と土器様相

山梨学院川田運動場遺跡群から出上 した土器の多 く

は、「甲斐型土器」とよばれる奈良・平安時代の上師器

である。甲斐型土器研究については、1983年 に坂本美夫・

末木健氏らによって、いわゆる「甲斐編年」が提示され

たが (坂本 1983)、 その後、余良市内の平城京二条四坊

十一坪の井戸址の発掘調査で、甲斐型郭が発見されて、

年代観の見直 しの機運が高まった。1992年 には甲斐型

考 察
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土器研究グループを中心として年代観の変更案が提示さ

れ (瀬 田 1992)、 さらに同年には、韮崎市に所在する奈

良時代から平安時代にわたる大集落跡である宮ノ前遺跡

の報告書が干J行され、同報告書においても段階区分の見

直し案と年代観が提示されている (櫛原 1992)。 1999年

には『山梨県史』で、甲府盆地東部 。西部、郡内 (桂

川流域)の出土資料を段階区分し、若千年代観を従来

と変えつつ、「県史編年」として提示している (山梨県

1999)。

また、甲斐型土器終焉以後の古代末期の土器編年研究

も、1986年 に坂本美夫氏が、1983年編年の古代末期部

分を再検討 し編年案を提示 してお り (坂本 1986)、 その

後の資料増加 と、甲斐型土器の再検討の流れをうけて、

1994年に森原明廣氏が新たに編年案を提示 している (森

原 1994)。

以上、こうした先学諸氏による研究成果に拠りながら、

山梨学院川田運動場遺跡群の出土土器の年代観を以下の

ように与え、区分してみた (第 482～ 487図参照)。

I期

Ⅱ期

Ⅳ期

Ⅵ期

Ⅷ期

X期

7世紀末～ 8世紀初頭

「甲斐型郭」成立以後の杯で、体部外面のミガキおよ

び下半のヘラケズリ、体部内面および底部内面の暗文を

施すものが一般的であるが、ないものもみられる。

〔奈良・平安時代Ⅳ期】

Ⅳ期の資料も少ない。第2次調査 SB18、 第3次調査

SB28の 出土資料が挙げられる (第 483図 )。

2次 SB18-1・ 4と いった資料は、やや古手の様相を示

すが、タイプ的には当該期としてもよかろう。

【奈良・平安時代V期】

V期の資料は、第 2次調査 SB42、 第3次調査 SB10。

29・ 37・ 38な どが挙げられる (第 483図 )。

甲斐型郭の底径が縮小し、体部内面の暗文も施すもの、

施さないもの両者がみられる。甲斐型皿は回縁部の屈曲

が弱まっている。甲斐型の発形土器も日縁がやや厚みを

増し、端部が面をなすものもみられるようになる。

【奈良・平安時代Ⅵ期】

Ⅵ期の資料は最も多い。第 1次調査では、SB8、 第 2

次調査では、SB9。 12～ 14。 17・ 19。 22・ 24。 26・ 31・

34。 38・ 39・ 43。  第 3次調査で1よ 、 SB3・ 4・ 6・ 9。 11・

12。 15・ 22・ 23・ 34・ 47・ 48。 52・ 58な どの資料が挙

げられる (第 484図 )。

甲斐型郭は、体部内面の暗文が消滅し、日縁部が玉縁

化していく。甲斐型郭のバリエーションの一つとして内

面を黒色処理を施すものが顕者となる。「信州系」とい

われる人ヶ岳地域に多出する同じく体部内面を黒色処理

した「黒色土器」とは明らかに別系統のもので、山梨学

院川田運動場遺跡群では、こうした信州系の「黒色土器」

は出土していない。皿も体部の屈曲がなくなり、緩やか

な湾曲した形態となる。甲斐型供膳具の胎土を使用する

片口鉢 (2次 SB31)や、高台を付 したやや大ぶ りな郭・

椀 (2次 SB13)と いった器種 もみられる。身の形態は、

灰釉陶器を模倣しているようにも思われるが、高台部に

ついては、脚高なものが多 く、灰釉陶器の高台の形態と

は異なっている。

奏や鉢は口縁部が肥大し、その端部が面をなすものが

ほとんどとなる。その他、羽釜や置きカマ ドが当該期か

ら比較的多 くみられるようになる。鍔や庇を付ける点で、

技法的にも類似 してお り、甲斐型甕と同じ胎土を使用し、

ハケおよびナデ調整で器壁も薄 く精巧なつ くりである。

当該期から灰釉陶器や緑釉陶器の伴出がみられるよう

になる。出土量は多 くはないが、椀 。壺を中心としてい

る。須恵器は必などの供膳具の伴出はみられないものの、

壺・奏の破片資料が伴出している。これら資料の中には、

容器以外の目的で二次転用された痕跡がみられるものが

多い。これら資料についてはまた後述する。

【奈良・平安時代Ⅶ期】

8世紀前半

9世紀前半

10世紀前半

11世紀前半

12世紀前半

Ⅲ期

V期

Ⅶ期

Ⅸ期

8世紀後半

9世紀後半

10世紀後半

11世紀後半

次に、以上の区分にしたがって、竪穴建物跡および溝

状遺構出土資料を中心にみていくが、遺構の重複が激し

いことから、他時期の資料もかなり混在 している。各遺

構 とも、その年代決定については、遺構の廃絶時期を最

も示 していると考えられる床面直上やカマ ド内出土遺物

から、その年代決定をおこなった。

【奈良・平安時代I期】

I期の資料は、第3次調査 SB26。 31の 資料が挙げら

れる (第 482図 )。

土師器奏形土器が中心であるが、盤状の郭や胎土がや

や粗 く、日縁部がラッパ状に開くタイプの長胴養や球胴

鉢形土器などがみられる。概して粗製のものが多い。

【奈良・平安時代Ⅱ期】

Ⅱ期の資料は、第 1次調査 SBl。 2。 3・ 4、 第 2次調

査 SB28、 SD16、 第3次調査 SB18の 資料が挙 tデ られる(第

482図 )。

土師器は、盤状の郭が主体であり、また「甲斐型郭」

成立前夜の内外面にミガキを施した、大形で身の深い箱

形の郭もみられる。須恵器の伴出も多い。

【奈良・平安時代Ⅲ期】

Ⅲ期の資料は少ない。第 1次調査 SB7、 第 2次調査

SB30、 SD16の出土資料が挙げられる (第 483図 )。
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Ⅶ期の資料は、第 2次および第 3次調査に限定され

ている。第 2次調査では、SB2・ 10。 11・ 21・ 25。 29・

36・ 37・ 40、 第 3ツ(司円理曇ЧIは、 SB17・ 43。 49・ 50・ 51 ・

54～ 57・ 59な どの資料が挙げられる (第 485図 )。

甲斐型郭や皿は、玉縁日縁や甲斐型固有の胎土は存続

するものの、体部下半のヘラケズリが施されなくなり、

底部は回転糸切 り無調整となる。奏は、日縁部がさらに

肥大化し、厚口口縁となっている。その一方で、薄回の

口縁で鋼・鉢的な形態を示すもの (2次 SB10-5)も みら

れるようになり、さらに甲斐型ではみられない、ロクロ

整形の小型短頚壷 (2次 SB37-33や SB40‐19～ 21な ど)

がみられる。

灰釉陶器や緑釉陶器も伴出し、出土量は多 くはないが、

椀・壷を中心としている。2次 SB37-24資料は、灯明具

として使用された緑釉陶器の輪花椀で、緑釉陶器を灯明

具として使用しているというのは、山梨県内では珍しい

事例といえる。

【奈良 。平安時代Ⅷ期】

Ⅷ期の資料 も第 2次および第 3次調査に限定される。

第 2次調査では、SB6・ 8。 16。 27・ 32・ 41、 第 3次調

査では、SB2・ 21,36。 40。 43～ 46な どの資料が挙げ

られる (第 486図 )。

郭や皿は小型化が進み、形態的に見分けが付きにくく

なってくる。胎土も砂粒が多 く混じるようになり、色調

も黄褐色系統となり、甲斐型特有の赤褐色とは異なり、

つ くり全体 も粗雑なものが多い。「土師器」というより

「土師質」といった感が強く、当該期以後、「土師質」と

呼ぶこととする。その他、脚高高台をもつ郭 。皿が、出

土量的に多 くなっている。

煮炊具は鉢や鍋形態のものが多 くなり、羽釜も鍔の大

きさが縮小している。調整法もハケメも施すが、ナデ調

整が主体となっている。

灰釉陶器 も引 き続 きみ られ、椀・皿・壼 といった

器種がみられ、深椀 タイプの美濃窯丸石 2号窯 (3次

SB40‐22)の製品もみられる。

【奈良・平安時代Ⅸ期】

Ⅸ期の資料は、第 3次調査に限定されており、SB5・

16。 32・ 61な どが挙げられる (第 487図 )。

郭と小型皿が主体となってくる。また柱状高台では

ないが、底部が台状となる高台がみられるようになる

(SB16-5な ど)。 煮炊具は鍋形態が定着化しているよう

である。

【奈良・平安時代X期】

X期の資料は、第 2次および第 3次調査に限定され

ている。第 2次調査では SB5、 第 3次調査ではSB39・

41・ 42な どの資料が挙げられる (第 487図 )。

小型皿が主体的で、柱状高台に近い台状の底部の皿や、

柱状高台皿もみられる。煮炊具としては鍋タイプのもの

がわずかにみられ、灰釉陶器もわずかながら伴出してい

る。

b.出土古代土器における諸問題

山梨学院川田運動場遺跡群出土土器資料についていく

つかの問題を考えてみたい。

①奈良 。平安時代Ⅱ期における土器資料の問題

当該期出土土器資料群の中で、特筆すべきものが三点

ほどある。一点目は、置きカマ ドである。第 1次調査

SBlお よび第 2次調査 SD16な どから破片資料で出土し

ているもので (第 109図 ―SBl-5、 第 259図 ‐SD16-57)、

乳白色の色調を呈し、ハケメ・ナデ調整をおこなうが、

輪積痕・指頭痕ともに顕著で粗製なつくりとなっている。

ススなどの付着はなく、使用された痕跡はまったくない。

二点目は、灯明専用具として作成されたと思われる

小形の上師器郭 (油郭)である。第 1次調査 SB2・ 4や

SD18な どからわずかに出土している (第 109図 ―SB2-1、

第 110図 ―SB4-1、 第 122図 ―SD18‐ 1)。 日径 9.8 cm前後、

底径 5,4～ 5.8 cm、 器高 2.9 cm前後を測るもので、いずれ

も油煙の付着がみられ、灯明専用具であることがわかる。

つ くりは精緻で、胎土は精選され、色調は黄褐色を呈し、

ミガキは施さないが、丁寧な内外面ロクロ調整、底部は

静止糸切 りもしくは全面ヘラケズリとなっている。特に

SB4出土資料は、カマ ド封鎖に伴う儀礼行為に伴って使

用されたと推測できるような出土状況を示しており、「甲

斐型郭」成立前夜の資料として注目できる。

そして三点目は、第 2次調査 SD16出上の須恵器製獣

脚三足壷である (第 262図 ‐SD16-98)。 三足の内一足 と

胴部上半部は欠失している。胴部は横位のヘラケズリ調

整がされており、底部は平坦な丸底である。脚部の指先

の表現は比較的精緻で、脚部の高さは 10.5 cm、 足裏の

長さ・幅ともに 3.8 cmを 測 り、脚部はヘラケズリによっ

てしっかりと面取 りがされ、指先は深 く切 り込みを入れ、

さらに線刻によって脚部まで指先を表現しており、力強

い印象を受ける。また、足裏には目積みが融着しており、

安定感に欠ける感があると足裏、日積みともにやや摩滅

がみられる。

山梨県内では獣脚の出土例は極めて少なく、山梨学院

川田運動場遺跡群に近接する甲府市大坪遺跡 と、笛吹

市春日居町の熊野東遺跡などから出土しているに過ぎな

い。獣脚は硯や盤など、官行や寺院で使用されるような

土器に付けられものが多いと考えられている。これまで

の出土地が、山梨学院川田運動場遺跡群に近接する遺跡

に偏っているという状況は、当該地域の歴史的性格を探

るうえで極めて示唆的である。
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本資料は、古墳時代から続く溝状遺構の埋没段階に

おいて窪地状となった場所に、他の須恵器や土師器の供

膳形態の土器とともに一括廃棄された状況での出土であ

る。資料自体の産地の問題や、その使用者、用途などは

明らかとなっていないが、興味深い資料の一つである。

②擬「内黒土器」の存在について

奈良。平安時代Ⅵ期からの資料で、甲斐型郭のバリエー

ションの一つとして内面に黒色処理を施す郭類があるこ

とを前述した。従来「内黒土器」と称されてきた土器で

もあるが、今回、黒色化を目的としないが、黒色化して

しまった「内黒土器」が存在することが判明した。

これまで、「内黒土器」と称されてきた土器は、確実

に黒色化を目的として処理を施したものが大半であった

だろう。前述した信州系の黒色土器は、黒色処理した後、

丹念なミガキが施され、光沢感のある仕上げとなってい

る。一方の甲斐型郭の「内黒土器」は、黒色処理した後

のミガキはほとんど施されず、せいぜい暗文を施す程度

で、光沢感はなく、にぶい黒色という色調を呈している。

今回、第2次調査 SB13出土土器(第 236図 16。 17な ど)

の整理作業の段階で、内面が黒色イとした土器破片と、そ

うではない土器片が接合した。破片の段階では甲斐型郭

の「内黒」と思われた資料が、実は「内黒」ではなかっ

たことは、正直なところ衝撃的であった。

問題の SB13ぃ 16。 17の資料を細かく観察してみると、

黒色化が破片の破断面まで及んでいることが判明し、外

面はまったく黒色化していない。それらの破片の出土状

況を辿ってみると、SB13は 焼失を受けた竪穴建物跡で

あり、床面および覆土下層には顕著な焼土痕や焼土ブ

ロックの混入がみられ、さらにカマドの埋土上部には、

軒平・平瓦がその上部を塞ぐように出土しているなど、

カマド廃絶に伴う儀礼行為がおこなわれたことも推測で

きる。

資料 16・ 17は、いずれも脚高高台の付いたやや大ぶ

りの郭である。カマド埋土内出土の破片と、竪穴覆土内

出土の破片が接合したもので、カマド埋土内出土の破片

の内面が黒色化していた。内面が黒色イとした破片は、外

面は二次焼成を受け赤褐色化し、一部にススの付着が認

められる。黒色化の度合いも、正規の「内黒土器」に比

べ薄い。反対に黒色化していない破片については、摩滅

痕は認められるものの、内外面ともに二次焼成を受けた

痕跡はみられず、黄褐色の色調を呈している。

こうした状況から推測できることは、竪穴建物の廃絶

(カ マド廃絶も含む)に伴う儀礼行為との関係がうかが

える。土器は土師器の中でも、少し異質な脚高高台杯で、

供膳具としての性格が濃い。破砕した状態で、天丼部を

破壊したカマド内に投棄したかどうかは不明だが、何ら

かの燃焼材の上に投棄された後、燃焼行為がおこなわれ、

そしてある程度燃え尽きた段階でカマ ドは埋め戻され、

さらにその後、竪穴全体にも火をかけ、建物に対する焼

失行為もおこなったとも想像できる。

土器は何らかの燃焼材が熾きになった状態で、一気に

埋め戻されたことで、土器内面が燻され、黒色化したの

ではないかと考えられる。黒色化していない破片は、カ

マ ドや竪穴の埋め戻 しに際して混入し、出土層位の上下

はあるものの、時間差はないものと考えられる。

建物やカマ ドの廃絶時に何らかの儀礼行為をうかがわ

せる資料は多い。「焼失建物」を不測の火事と捉えるか

どうかは、現場段階での遺構調査だけでは捉えきれない

ことが多いが、覆上の状況や炭化材や土器などの遺物の

出土状況を丹念に記録化をしていけば、今回のような副

産物的な成果を得られるだろう。

以上のような状況から、擬「内黒土器」の存在が明ら

かとなったが、破片資料で内面が黒色化しているものに

ついては、単純に「内黒土器」とはせず、黒色化の状況 (色

合い)や土器断面にススが付着していないかをよく観察

してから認定することと、遺構の検出状況も十分考慮し

たうえで判断することが望まれる。

③第2次調査 SB9出土の置きカマ ドについて

10世紀前半に属する第 2次調査 SB9号竪穴建物跡か

ら出土している置きカマ ドの破壊について述べたい。同

竪穴建物跡は、その大半が後世の土地造成によって欠失

しているが、カマ ドを付設する北側の一部分が残存して

いる。カマ ドは北壁に構築されており、粘質上で構築さ

れた袖部が残存し、全体に焼土化が著しい。その内部お

よび周辺から多量の遺物が出土しており、その中に当該

資料の破片が散乱していた。

置きカマ ドは、細かい破片状態となっており、接合作

業の結果、 8点程度実測可能なまでに復元接合した。実

測作業に伴い資料の観察をおこなったところ、破片の中

に器面の内外面に直線的な切 り込みが入っていることが

判明し (第 233図 -20。 21)、 しかも、その切れ込みに沿っ

て土器が割れていることが判明した。

これは明らかに土器の破壊行為を前提として入れられ

た切 り込みであり、この事例もカマ ドの廃絶に伴う儀礼

行為と密接に関わるものとして注目できる。置きカマ ド

は、その内面は被熱のため器面の赤褐色化、剥落が一部

みられるものの、それほど使い込まれた状況ではない。

一方、カマ ド本体は覆土の堆積状態や遺物の出土状況

から、解体行為がおこなわれたとみてよかろう。天丼部

と袖部上部が破壊され、遺物が埋土上層に集中して出土

していることから、破壊後、再度ある程度まで埋め戻し、

その上面で土器を破砕したか、あるいは予め破砕した土
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器を散布したと推測できる。置きカマドが、食膳具とと

もにカマド本体廃絶に伴う儀礼行為に使用された事例で

ある。

①二次転用された須恵器・灰釉陶器について

山梨学院川田運動場遺跡群からは、多数の須恵器・灰

釉陶器が出土しているが、これら資料を詳細に観察して

みると、自然に割れたのではなく、故意に打ち欠いて整

形しているものが散見できたり、さらにその器面 (特 に

内面)が研磨されていたり、黒っぼくヨゴレやシミなど

が認められるものが少なからず存在している。

今回、こうした資料を出土した遺構は以下のとおりで

ある。

第 1次調査 SD33、 第2次調査 SB14・ 21・ 32、 SD16。

34、  SP56・ 90。 197、  第 3υ(司円型肇SB6・  16・ 40・ 47・ 55、

SD41、 第4次調査 SD25。

以上 16遺構、21点である (第 488図参照)。

【第 1次調査 SD33出土資料】

須恵器奏胴部破片 (1)で、転用品としては欠損品で

ある。本来は精円形状を呈すると思われるが定かでない。

破片側面の一部が細かく打ち欠かれているが、磨られた

痕跡はない。内面の一部がナデ調整の痕跡が消える程度

磨られている。

【第2次調査 SB1 4出 土資料】

須恵器奏胴部破片 (2)で、転用品としては欠損品で

ある。破片の側面調整はみられない。内面の一部が半月

形に光沢をもつほどに磨られており、若千黒ずんでいる。

【第2次調査 SB21出土資料】

須恵器奏もしくは壼の胴部破片である (3)。 転用品

としては欠損品である。側面の一部が細かく打ち欠かれ

ているが、磨られた痕跡はない。同資料も、前出資料と

同様に、内面の一部が半月形に光沢をもつほどに磨られ

ており、若千黒ずんでいる。

【第2次調査 SB32出土資料】

灰釉陶器皿で、1/2程度残存している (4)。 体部外

面に焼成前の「山」宇状の線刻をもつ刻書土器でもある。

底部内面を中心に磨られた範囲が認められ、内面全体が

黒ずんでいる。

【第2次調査 SD16出土資料】

須恵器壺の胴部から底部にかけての破片で、転用品と

しては、ほぼ完形品だと思われる (5)。 台形状を呈し、

側面は顕著ではないが打ち欠かれており、左側側面の断

面は、磨られた痕跡がみられる。内面が不整形な楕円形

状に磨られている。故在的に光沢もみられる。また、外

面にはロクロ痕が顕著にみられるが、設置面によく当た

る部分では、ロクロ痕の段が磨り減っているのが確認で

きる。

【第2次調査 SD34出土資料】

3点出土している (6～ 8)。 いずれも須恵器奏の胴

部破片で、転用品としては欠損品である。 7・ 8は側面

の一部が細かく打ち欠かれている。内面はいずれも光沢

をもつほどではないが滑らかである。 7は 内面全体が、

やや黒ずんでいる。

【第2次調査 SP56出土資料】

須恵器蓋である (9)。 内面がほぼ円形状に滑らかと

なっており、故在的に光沢をもつ。その範囲外はザラザ

ラ感を残している。

【第2次調査SP90出土資料】

須恵器奏の胴部破片で (10)、 転用品としては欠損品

である。側面の一部が細かく打ち欠かれている。内面は

ナデ調整の痕跡が顕著であるが、その一部が磨られて滑

らかになった箇所が認められる。

【第2次調査SP197出土資料】

須恵器奏もしくは壷の胴部破片である (11)。 転用品

としては欠損品である。同心円当て具痕がみられるが、

その段が磨 り減るほど使用している。外面も平行タタキ

痕が明瞭に残るが、器面が当たる箇所の摩滅もやや顕著

である。

【第3次調査 SB6出土資料】

須恵器奏胴部破片で (12)、 転用品としては欠損品で

ある。内面全体が光沢をもつほどに磨られている。

【第3次調査 SB16出土資料】

須恵器奏胴部破片で (刊 3)、 転用品としては久損品で

ある。内面の大半が同心円当て具痕の段が磨り減るほど

使用している。外面の平行タタキ痕の摩滅も著しい。

【第3次調査SB40出土資料】

須恵器秦胴部破片 (14)と 灰釉陶器椀 (15)、 各 1点

ずつ出土している。須恵器菱胴部片は、内面のほぼ大半

が光沢をもつほど磨られており、外面の平行タタキ痕の

摩滅も著しい。灰釉陶器椀は、底部内面がほば円形に磨

られており、黒ずみもみられる。

【第3次調査 SB47出土資料】

須恵器奏胴部破片 (16)と 壷胴部破片 (17)、 それぞ

れ 1点ずつ出土している。奏胴部破片資料は、転用品と

しては欠損品である。外面には平行タタキ痕、内面には

同心円タタキ痕が残るが、その内面は、当て具痕が磨り

減るほどではないが磨られ、外面の器面が当たる箇所で

は摩減もみられる。

壷胴部破片資料は、転用品としては、ほぼ完形品だと

思われる。台形状を呈し、側面は特に磨っていない。内

面の上部を中心に、あまり顕著ではないが磨られた痕跡

がみられる。外面も破片中央部分の摩滅が著しい。

【第3次調査 SB55出土資料】
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須恵器奏の胴部破片 (18)で、転用品としては欠損

品である。内面全体に磨られた痕跡が認められる。

【第3次調査 SD41出土資料】

2点出土しており、いずれも須恵器甕胴部破片である

(19。 20)。 転用品としては欠損品で、いずれも内面全

体が磨られている。

【第4次調査 SD25出土資料】

須恵器発の胴部破片で (21)、 転用品としては欠損品

である。弱いながら、内面全体に磨られた痕跡が認めら

れる。

以上、あらためて個別に紹介 してきた。出土した遺構

は、竪穴建物跡が 7例、土坑・ピットが 2例、流路跡・

溝状遺構が 4例 となっている。出土した竪穴建物跡の時

期は、いずれも10世紀から11世紀前半代となっている。

繰 り返しになるが、転用された器形は、須恵器奏・壼

片が大半を占めており、他に須恵器蓋、灰釉陶器枕がわ

ずかにみられる、いずれも硬質な土器を使用し、軟質な

土師器は使用していない。須恵器奏・壼片や蓋はその内

面を使用し、灰釉陶器椀は、底部内面を使用 している。

磨面には顕著な擦痕はみられず、概 して滑らかである。

このことは土器以上の硬質なもので磨っていないことを

物語っていよう。また、磨面に黒っぽくヨゴレやシミな

どが認められるものもみられる。須恵器菱片は、内面を

上向きにおいて、そのまま設置箇所に置いて使用したと

みられ、器面外面の設置面にあたる箇所が擦れているこ

とが看取できる。一方、須恵器蓋は、直接設置面にあた

ると思われる外面のつまみ部先端の摩滅がみられないた

め、郭などの上に置き使用 したのであろう。

さて、こうした資料の転用 目的としては、「硯」とし

て使用されたとする見解が通説であり、使用される土器

やその器形、部位については、その事例から大きく逸脱

するものではない。よって本遺跡群出土の転用された須

恵器・灰釉陶器についても、「転用硯」として使用され

た可能性は高いが、呆たして使用目的はそれだけなので

あろうか。

確かに各地方の官行遺跡や寺院遺跡から、円面硯など

の定形硯の他にこうした転用硯が出土している。円面硯

などの定形硯は、官人層および豪族層にとってはシンボ

リックなものであり、地方官行などの実務面では、転用

硯が使用されることが圧倒的に多い。

翻って、竪穴建物が主体をなす墨書土器が集落遺跡で

もこうした転用硯が出土していることは、何かしらの文

書作成や、墨書土器にみるような墨書行為が村落レベル

でもおこななわれていたことを示 しており、墨書土器な

どの出土量と硯のそれとは密接な関係があることは兵う

余地はなかろう。

しかし次項でも触れるが、山梨学院川田運動場遺跡群

における出土文字関連資料のうち、墨書土器の出土は 1

点のみで、その時期は8世紀後半代である。本遺跡群の

8世紀～ 10世紀代までの文字関連資料の大半は文字で

はなく、記号状の線刻を記した刻書土器が、その大半を

占めており、土器に対する墨書行為はほとんどおこなれ

てなかったことを示唆している。

では、いったい何に対して墨書行為がおこなわれてい

たのだろうか。一つには文書作成など、紙や木簡などに

対する墨書行為が考えられるが、それを証明する考古資

料は現在までのところ確認されていない。

前述のように、本遺跡群出土資料が、他遺跡から出土

している「転用硯」としての特徴から大きく逸脱するも

のではない。しかし文字関連資料群が極めて少ない本遺

跡群にあっては、「硯」としての用途の他に、「磨る」と

いう行為が他にあったのではなかろうか。竪穴建物跡か

らの出土率が高いことを踏まえれば、例えば、一般生活

における食や生業活動、手工業生産に関わる道具として

の用途も考えられよう。しかしどの事例についても、現

在までのところ実証でき得る考古学的資料が得られてい

ないのが現状である。今後の発掘調査の進展や成果を

待って、再度考察してみたい。

c.出土文字関連資料について

山梨学院川田運動場遺跡群では、古代の出土文字関連

資料として墨書土器と刻書土器、ヘラ書土器がある。「刻

書土器」とは、焼成後に文字もしくは記号状 。文様状の

線刻を記すものをいい、「ヘラ書土器」とは、焼成前に

文字もしくは記号状などの線刻を記すものをいう。よっ

て前者は、土器の使用場所で記されることが多く、後者

は土器生産地で記される。

刻書土器およびヘラ書土器は、施文する道具に規制さ

れて、直線が基本であり、中には同じ線でも、断続的と

なっているものが多い。しかも破片資料が多いため、記

載内容の全容が不明瞭で、判読も難しい状況にある。第

48表で示した釈文では、主に破片の段階で判断できる

内容を示している。

①出土点数と出土傾向

確認できた総点数は79点。その内、古墳時代のもの

と思われるものが2点あり、 8世紀以降の資料は計 77

点となる。8世紀以降の資料における墨書、刻書、ヘラ

書といった記載方法別にみた内訳は、墨書が 1点、刻書

が 69点、ヘラ書が7点となっており、うち 1点が刻書・

ヘラ書併記となっている。この数字からもわかるように、

記載方法では刻書が圧倒的な数を占めており、墨書は極

めて少ない。こうした状況は、山梨学院川田運動場遺跡

群をはじめ、近接する大坪遺跡などの状況と酷似してい
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第 48表 第 1次～第 5次調査出土文字関連資料一覧表

番 号
査
次

調
年

土
点

出
地

器 種 器 形 種 別 釈 文 音Б位 年代 備考 (使用痕等 )

l 2次 SB37 土 師 イ 墨 書 子佐 底部外面 8C後半
底部外面摩耗やや顕著、文字やや
かすれる

2 1次 S32 土 師 杯
刻書・ヘ

ラ書 家
・―

底部外面・

底部内面
8C前半 査部内面はヘラ書、外面やや摩滅

3 1次 土 師 郷 刻書 □ [キ ズ状 ] 底部内面 8C前 半 内面に漆状付着物

4 と次 SB5 土 師 高郭 刻 書 □ [線状] 郷部外面 古墳前期

5 1次 SD18 土 師 郷 刻 書 × ヵ 底部内面 8C前半

6 l次 SP132 土 師 イ 刻 書 ||カ 底部外面 8C前 半 摩滅やや顕著

7 1次
鉄塔配4遺

構外
土 師 イ 刻 書 □ [キ ズ状 ] 底部外面 8C後 半 内外面のヨゴレ・摩滅顕著

8 2次 土 師 イ 刻 書 底部外面 10C後 半 やや摩滅

9 2次 SB12 土 師 必か皿 刻 書 // 底部外面 10C?

2次 土 師 鉢 刻 書 // 底部外面 9C前 半 摩滅やや顕著

2次 土師 イ 刻書 / 底部外面 8C後半 摩滅やや顕著、線刻も摩滅

2次 土師 不 ヘラ書
―

カ 底部外面 8C後 半 摩滅やや顕著

2次 SB21 土師 郷 圭
日

一／ □ [線状] 体部外面 8C塙有善粋
摩滅やや顕著、内画面にスス状ヨ
ゴレ

2次 SB24 土師 鉢 刻 書 □ [記号状] 体部 内面 9C前半 やや摩滅、内外面スス状ヨゴレ

2次 土師 不 刻書 洋・ム/ 底部外面 (

底部内面
8C前 半 摩滅やや顕著、線刻もやや摩滅

2次 SB28 土師 郭 刻書 ド・イ
/ 底部外面

体部外面
8C前半

内外面摩滅顕著、線刻は浅いが鮮
明

2次 SB28 土師 イ 刻 書 × 力 底部外面 8C言 営々ト 摩滅・ヨゴレ顕著、線刻は不鮮明

2次 灰釉陶器 椀 刻 書 山カ 体部外面 1lC前 半
横位、底部内面を中心に磨られた
範囲が認められ、内面全体が黒つ
ぱくシミ状に汚れている

2次 土 師 郷 刻 書 □ [キ ズ状 ] 体部内面 10C前半

内面に漆状のヨゴレ それを掻き
とつたような痕跡が線刻 とともに
み られる

2次 土師 杯 刻 書 体部外面 10C後半 小 片

2次 土師 鉢 刻書 髪 体部内面 9C前半

2次 土師 杯 圭
口

一琢 < 底部外面 10C前半

2次 土師 必 刻 書
□

□

[キ ズ状]

[キ ズ状]

底部外面
底部内面

9C前半 ?
底外・体内から底内線刻 線刻が
割口まで及んでいる

2次 土師 イ 垂
日

一
玖

底部外面
体部外面

8C前 半

2次 土師 杯 刻書 う 底部外面 9C前半 摩滅やや顕著

2次 土 師 不 垂
自

チ玖 山カ 底部外面 9C前 半 摩滅やや顕著

2次 土 師 郭 刻 書 ベ 底部外面 8C前 半
体部内面アバタ状に器面細かく剥
離

2次 土 師 イ 刻書 1下 |・
^r 底部外面 。

体部外面
8C前 半 内面の摩耗やや顕著

2次 土 師 郷 刻書 十 体部外面 8C前半
油煙付着部分を細かく打ち欠き油
煙はその割れ口および線刻内にも
およぶ
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番 号
査
次

調
年

土
点

出
地

器 種 器 形 種 別 釈 文 吉Б位 年 代 備考 (使用痕等 )

2次 土師 イ 刻 書 底部内面 8C前半

全体に摩耗著しい 内外面ともに
スス付着 し、アバタ状に器面荒れ
ている 日唇部油煙付着

2次 土師 郵 刻 書 珠 底部外面 8C前 半 摩滅やや顕著

2次 須 恵 イ ヘ ラ書 底部外面 8C前半 内外面とも摩耗やや顕著

2次 SD16 須 恵 子霊 ヘラ書 恭 底部外面 8C前半 ?

2次 土師 不 刻 書 × ヵ 底都外面 9C前 半 ? 摩滅頭著、内面二次的に黒色化 ?

2次 SD28 土師 杯 刻 書 底部内面 8C後半 ? 摩滅やや顕著

2次 土師 イ ヘラ書 底部外面 9C前半 ? 摩滅やや頭著

2次 SD34 土師 郭 刻 書 × ヵ 底部外面 9C前半 ? 摩滅顕著、内面二次的に黒色化 ?

2次 土師 然 ヘラ書 底部外面 10C塙打ニト? 被熱顕著

2次 土 師 不 ヘラ書 底部外面 10C蔀 TI■ ? 摩滅やや顕著

2次 土 師 郷 刻 書 凋ド  カ 底部外面 8C後半 摩滅やや顕著

2次 SX2 土 師 郷 刻 書 /// 底部外面 8C前半

2次
南進入路
遺構外

土 師 邦 刻書 × ヵ 底部外面 10C後 半 ?

2次 南進入路
遺構外

土 師 邪 刻 書 ノ 体部外面 10C後 半 ? 季滅顕著

2次
南進入路
遺構外

土 師 イ 刻 書 冬 体部外面 10C後 半 ? 季滅顕著

2次 南進入路
遺構外

土師 イ 刻 書 済 体部内面 10C前半 ? 線刻比較的鮮明

2次 南進入路
遺構外

土 師 イ 刻書 □・ 山 体部外面 9C前半 ?
「山」は横位、摩滅やや顕著、線
刻は不鮮明

2次 南進入路
遺構外

土 師 皿 ? 刻書 □ [キ ズ状] 体部外面 10C前半 ? 摩滅やや顕著、線亥1は不鮮明

2次 南進入路
遺構外

土 師 杯 刻 書 ノ 体部外面 10CtttЧ 陰? 線刻比較的鮮明

2次
南進入路
遺構外

土 師 鉢 刻 書 / 体部外面 10C前 半 ? 摩滅やや顕著、線亥1やや不鮮明

2次
南進入路
遺構外

土 師 イ 刻 書 ヽ 体部外面 9C前半 ? 摩滅やや顕著、線刻やや不鮮明

2次
南進入路
遺構外

須恵 邪 刻 書 ＼ 体部外面 8C? 繰亥」比較的鮮明

2次
南進入路
遺構外

土師 イ 童
自

チ琢 / 体部外面 10C前半 ? 摩滅やや顕著、線蕨1不鮮明

2Vk
南進入路
遺構外

土 師 鉢 刻書 ヽ 体部外面 10C前半 ? 線刻比較的鮮明

2次
南進入路
遺構外

土師 不 刻 書 ＼
ノ

体部外面 1lC前半 ? 線刻やや摩滅 し不鮮明

2次
南進入路
遺構外

土師 不 ? 刻 書 * 体部外面 10C前半 ? 線表1不鮮明

2シk
南進入路
遺構外

土 師 不 ? 刻 書 体部外面 10C前半 ? 摩滅やや顕著、線刻不鮮明

2次
南進入路
遺構外

土 師 高イ ? 刻書
＼

体部外面 古墳 ? 摩滅やや顕著、線刻不鮮明

2次
南進入路
遺構外

土師 皿 ? 刻書 × 体部外面 10C前 半 ? 線刻は比較的鮮明

2次
南進入路
遺構外

土師 皿 ? 刻 書 Ч 体部外面 10C前半 ? 摩滅顕著、線刻 比較的鮮明
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番 号
調査

年次

出土

地ッ点
器 種 器 形 種 別 釈 文 吉Б位 年 代 備考 (使用痕等 )

2次
南進入路
遺構外

土 師 郷 刻 書 × 底部外面 9C後 半 ? 摩滅やや顕著

2ン(
南進入路
遺構外

土 師 郭 刻 書 底部外面 10C育有ニト? 摩滅顕著

2次
南進入路
遺構外

土 師 杯 刻 書 一Ｔ 底部外面 8C後 半 ? 線刻やや不鮮明

2次
南進入路
遺構外

土 師 郵 刻 書 底部外面 9C後 半 ?

2次
南進入路
遺構外

土 師 イ 刻書 底部内面 8C後 半 ?

2次
南進入路
遺構外

土 師 イ 亥1書 底部外面 8C後 半 ? 内画面ヨゴレやや顕著

2次
南進入路
遺構外

土師 イ 刻書 底部外面 10C℃資ニト? 摩滅顕著

2次
南進入路
遺構外

土師 イ 刻 書
⌒

⌒
底部外面 10C塙有主卜? 摩滅やや顕著

2次
西進入路
遺構外

須 恵 イ ヘラ書 底部外面 8C? 摩滅顕著

3次 土師質 /1ヽ IllL 刻 書 中 山 底部外面 1lC前 半
二次焼成 うけ摩滅顕著、線刻はや
や不鮮明

3次 土師 14N 刻 書
×・ ｀

× ,一 体部内面 10C前半
体部内面に4箇所線刻、口縁部内
面の一部にスス状ヨゴレ

3次 土師 杯 蕨1書 底部外面 10C高打ニト?

摩滅やや顕著、スス状の汚れを
切つて線刻されているため破片の

状態で記した可能性大、破片の擦
れた状態は故意に擦つたものか摩
滅のため不明

3次 土師 皿 刻 書 □ [キ ズ状] 底部 内面 10C後 半 外面を中心にスス状ヨゴレ

3次 土師質
脚高高
台皿

刻書 ヽ 体部外面 1lC前 半 やや摩滅

3次 SB22 土 師 郷 多1書 底部外面 8C前半 摩滅やや顕著

3次 土師 不 亥1書 体部内面 8C後 半
摩滅やや顕著、二次焼成を強く受
け器面一部剥離、線刻は鮮明

3次 土 師 邦 ヘ ラ書 二
／

体部 内面 9C後 半 ?
二次焼成を外面アバタ状に荒れる
け

4次 SD25 土 師 不 刻 書 十11// 底都外面 9C前半 摩滅顕者

5次 土 師 皿 刻書 × 底部外面 10C前半 摩滅やや顕著

5次 土 師 鉢 ? 刻 書 ノ 体部外面 10C前半 ? 摩滅やや顕著

る。ちなみに大坪遺跡では、こうした状況に加えて、一

般の集落遺跡での出土割合の低いヘラ書土器の割合が、

他の遺跡より若千高くなっている。

②土器の種類と器形

土器の種類は、圧倒的に土師器および土師質土器が多

く、器形は郭 。皿といった食膳具が圧倒的に多い。土師

器の煮炊具への記載行為は認められない。土師器以外で

は、須恵器必が 4点認められ、うち 3点がヘラ書、 1点

が刻書となっている。灰釉陶器皿も1点あり、刻書で文

字線刻されている。

③記載部位と記載状況

次に記載部位は、体部外面が 22点、体部内面が 7点、

底部外面が 37点、底部外面 。体部外面両方が 3点、底

部外面・底部内面両方が 3点、底部内面が6点 となって

いる。記載方法別にみた場合、墨書は底部外面のみ。刻

書では、体部外面と底部外面で全体の80%近 くを占め

ている。ヘラ書では底部外面がほぼ全体を占めていると

いってよい (第 489図参照)。

体部外面および内面における記載方向であるが、刻書

土器が大半を占める本遺跡群では、前述したように、そ

の内容が記号状であったりするため、正位・倒位・横位

の判別が難しい状況となっている。唯一、体部外面に記

された文字線刻としては、第48表-18の灰釉陶器皿が

あり、「山」を横位に記している。

①年代について

土器年代がある程度判別できた資料から、土器全般の
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鰯底外 1

回体内

賜体外

0
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10C後半

10C前半

9C後半

9C前半

8C後半

8C前半

第 490図 出土文字関連資料の時期別出土割合

8C前半 3C後半 9C前半 9C後半 10C前半 10C後半 1lC前半

超ヘラ書土器 2 可 1 1 2 0 0

題刻書土器 8 2 18 7 7

昌書土器 0 1 0 0 0 0 0
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年代は大まかに、8世紀前半、8世紀後半、9世紀前半、

9世紀後半、10世紀前半、10世紀後半、11世紀前半と

区分できる (第 490図 )。 出土点数のピークは、 8世紀

前半代と10世紀前半代にあり、ついで 9世紀前半代と

なっている。唯―の墨書土器資料は、 8世紀後半代であ

り、当該期の刻書土器も8点みられる。

本遺跡群の特徴の一つとして、10世紀後半以降も刻

書土器がみられることで、それぞれ 7点ずつみられる。

第 48表-69の 11世紀前半代の土師質土器小皿の底部

外面に「中山」と記した刻書土器があり、同じくほぼ同

時期の前述した灰釉陶器皿の体部外面に「山」と記した

刻書土器がある。

山梨県内の傾向として、8世紀代は墨書土器が少なく、

記号状の線刻を中心とする刻書土器が主体を占める傾向

がみられ、 9世紀以降、墨書土器が急増し、刻書土器は

客体的な存在となるという傾向が指摘されている (平野

1992)。 こうした傾向に反して、山梨学院川田運動場遺

跡群では、 9世紀以降も刻書土器が主体的な位置を占め

ており、特徴的な現象といえる。

③出土土器全体における文字関連資料の出土割合

8世紀から12世紀代の郭・皿などの食膳具で、図化

できた非文字資料関連土器を含めた食膳具形態の土器の

点数はおよそ1050点程度であり、その内で文字関連資

料の占める割合は、単純計算で約7%程度に過ぎない。

図化できなかった破片類の総数も勘案に入れると、文字

資料が占める割合はさらに低くなると思われる。

こうしたことから、墨書土器や刻書土器等は、本遺跡

群においては普通的な存在ではなく、特殊な存在とみる

べきであろう。特殊な存在ということは、非日常的な存

在であったといえ、こうした点から本遺跡の文字資料関

連土器の性格や用途を考えていかなくてはならないだろ

う。

⑥記載内容について

第48表-1は墨書土器で、「子佐」と判読できる。8

世紀後半代から9世紀初頭にかけての甲斐型郭の底部外

面に記している。文字はややかすれているが、概して鮮

明である。その内容の意味については、他に類例がなく

不明と言わざるを得ない。

一方、刻書土器の文字線刻では、前述のとおり「中山」、

「山」のみで、人名もしくは地名の一部であろうか。記

号線刻では、「×」「一」「=」「*」「〒」など、直線を

基本とした記号状の線刻がみられる。これらの意味につ

いては、須恵器にみられる「ヘラ記号」との類似性から、

非識字層における食器の個体区別を示す記号だとする考

えや (山 中 1989)、 祭祀・儀礼行為に伴う呪術的記号だ

とする考えがある (高 島 2000)。 前項目において、本遺

跡における全出土土器に対する文字資料土器の出土割合

から、墨書土器や刻書土器等は、本遺跡では普通的な存

在ではなく、特殊な存在とみるべきだと述べたが、こう

したことから、これら記号の持つ意味は、祭祀・儀礼等

の行為に伴う呪術号的な性格が強いと考えておきたい。

ちなみに「×」は民俗事例において魔除けの符号 とし

てみられる (土井 1994)。 こうした字形は、大坪遺跡以

外でも、山梨県内の各地で出土しており、 8～ 9世紀前

半代にかけて多 くみられるが、御坂町の二之宮遺跡や姥

塚遺跡では、 6世紀の古墳時代後期段階から「×」など

といった線刻事例がみられ (山下 2000)、 在地信仰の一

つとしてすでに道教が受容されていた可能性も考えられ

る。

⑦文字関連資料土器の使用痕跡について

土器の使用痕跡については、使用における摩耗や煤や

ヨゴレ・漆等の付着物、意図的ではない破損に伴う割れ

や欠け、転用を目的とした意図的な割れや久け、そして

二次焼成をうけているものなどがある。その所見につい

ては第 48表を参照されたい。

使用段階における摩耗の度合いであるが、摩耗度の高

いものは、刻書線刻も不鮮明のものが多い。付着物につ

いては、漆や燈明の使用に伴う油煙、スス状の付着物が

みられる。第 48表-29、 第 2次調査 SD16出土資料は、

油煙付着部分を細かく打ち欠き油煙はその割れ口および

線刻内にも及んでいることから、線刻が施された後に、

灯明として使用されたことが想定できる。

また、第 48表-7と、第 3次調査 SB15出 土資料は、

スス状のヨゴレを切って線刻されているため、破片の状

態で記した可能性が高い。

こうしたことから、土器使用に伴う摩耗や付着物の痕

跡と、墨書・刻書の鮮明・不鮮明さには、ある程度の相

関関係があり、墨書・刻書行為の時間的な前後関係や、

文字資料土器の使用状況を考えるうえで、重要な視点を

提示していると思われる。

以上、雑駁ながら本遺跡群における文字関連資料の分

析をおこなってきた。以下に、本遺跡群におけるその特

徴と問題′点を記しておきたい。

② 記載方法の問題として、文字資料土器全体の中で

刻書土器の占める割合が、他の集落遺跡に比べて高い。

9世紀から10世紀代にかけて、多 くの集落遺跡では墨

書土器が盛行するのに姑して、本遺跡では、 9世紀以降

も記号状線刻を記した刻書土器が高い割合を示す。なぜ

記載方法として筆を選択しなかったのかが問題となる。

④ 記載内容の問題として、文字に関する記載が少な

く、記号状のもの多いこと。 8世紀後半代には、「子佐」

といった墨書文字がみられるものの、10世紀後半以降
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も「山」といった辿々しい文字しかみられない。文字に

関する記載が極めて少ない。

こうした状況は山中章氏よれば、古代の都城でもみら

れるという。山中氏が分析された長岡京では、宮域の周

辺官司や京域の諸司厨町等の現業官司や東西市から、線

刻土器や記号墨書土器が多 く出土しており、その理由と

して、こうした場所には非識字層を多 く含む小集団が集

まることから、集団を使役していた官司が、非識字層の

個人用食器や小集団で用いる食器を区別するために記し

たとされている (山中 1989)。

山梨学院川田運動場遺跡群の場合、土器の使用痕に関

する観察から、土器を廃棄 (破壊)した後に墨書・刻書

行為を行う事例が認められることから、単に食器管理の

ためだけに記載されたのではなく、祭祀形態に付随する

形で記載されたものがあることは先に指摘 したとおりで

ある。よって山中氏の見解をそのまま本遺跡群にあては

めることはできないだろう。

ただ、都城における線刻土器・記号墨書土器の出土地

が工房に関わる場であることが多いという傾向について

は、本遺跡群が置かれた「場」の性格を考えるうえで示

唆的である。すなわち、川田瓦窯跡や上土器遺跡といっ

た瓦生産における官営工房的な遺跡が、本遺跡群に隣接

してあり、さらに9世紀以降、甲斐型土器という土師器

生産が行われた大坪遺跡も近接 している。いわば当該地

域は国府が主導するような官営工房群が所在するエリア

であり、本遺跡群に集住した人々は、こうした手工業生

産に関わっていたことは十分に想像できる。ここに集住

した人々は、より専門的な実務をこなすが、非識字層で

あるために文字を操ることができず、祭祀行為などにあ

たっては記号を中心に記載していたのかもしれない。

山梨学院川田運動場遺跡群における文字資料関連土器

のあり方については、まだ多 くの検討の余地が残されて

いる。墨書土器の出土の多寡は、その地域における当時

の社会状況を示していると思われる。このような問題は、

地域の歴史性を踏まえ、複眼的な視点をもって検討して

いかなければならない。

B 奈良・平安時代の遺構について

奈良 。平安時代の主な建物遺構は、竪穴建物と掘立柱

建物であり、弥生時代から奈良・平安時代までの竪穴建

物跡の総検出軒数は、前述のとおり112軒に及んでいる。

一方、掘立柱建物跡は、正式に遺構ナンバーを付 したも

のは 6j4A、 その他可能性を示すものとして2棟あり、計

8棟であり、その内、中世および近世・近現代の建物跡

を除いた古代の掘立柱建物跡の総数は6棟となってい

る。ここでは竪穴建物跡と掘立柱建物跡を中心にまとめ

てみたい。

a.奈良・平安時代の竪穴建物

(1)竪穴建物跡の時期的割合

奈良・平安時代の竪穴建物跡は、時期不明を除いて総

計 103軒検出されている。各調査年次における時期別竪

穴建物跡検出軒数の推移については第 493図 のグラフに

示したとおりである。

8世紀代、奈良時代の竪穴建物跡は、第 1次・第 2次・

第 3次調査でみられるが、特に第 1次調査で中心的に検

出されている。続 く9世紀から12世紀代の竪穴建物跡

は、第 2次 。第 3次調査で検出されてお り、奈良 。平

安時代において集住箇所が異なっていることがうかがえ

る。

次に総検出軒数における時期的割合をみてみたい (第

493図 )。 弥生時代、古墳時代、時期不明のものを含め

112軒、竪穴建物跡は検出されているが、10世紀前半代

と10世紀後半代のものが、全体の約 5割 を占めている。

11世紀代から12世紀代のものを含めると6割以上を占

めることになる。

このように山梨学院川田運動場遺跡群では、10世紀

代に入 り、急激に人びとの出入 りが頻繁になった状況が

わかる。

(2)奈良・平安時代の竪穴建物構造

次に竪穴建物の構造について整理していきたい。

①平面プランと規模

後世の耕作や撹乱が遺構上面や床面まで及ぶものがほ

とんどで、竪穴本来の形状や諸施設を抽出できたものは

皆無に等しい。

平面プランについては、各期において隅丸方形ないし

隅九長方形を基調をしたものが大半を占める。建物規模

については、本遺跡群で竪穴建物の重複が著 しいため、

竪穴規模や床面積など、全容がわかる竪穴建物は数少な

い。しかし一辺が 5mを超すような大型の竪穴建物はな

く、一辺が 3m前後を測るもの、 4m前後を測るもの、

大きくこの2種類の規模に分けられる。

②竪穴構造

竪穴部に柱穴をもつものは極めて少ない。これは建物

規模 との関係 もあるかと思われる。その規模 475m×

4.13mを 測る第 2次調査 SB5号 竪穴建物跡や、一部の

検出であるが一辺 5.20mを 測る第 3次調査 SB26号竪穴

建物跡のように、本遺跡群の中でも大型の部類に入る竪

穴建物については柱穴を有する傾向にある。本遺跡群の

場合、前述のとおり3～ 4m前後を測る規模の竪穴建物

は、全国的にみても無柱穴のものが圧倒的に多 く、竪穴

内スペースの有効化という目的が考えられる。

また竪穴タト柱穴の存在の可能性があるものでは、第 1
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次調査 SBl号竪穴建物跡がある。竪穴外柱穴とは、そ

の言葉が示すように、竪穴部の外側にある柱穴のこと

を言うが、径 15～ 40 clll、 深さ 10 cm前 後を測る小ピッ

トが北 。東・西壁の外側にみられ、北壁側では壁から約

15～ 40 cm、 東壁および西壁側から約 1.00m前後離れた

位置で検出されており、等間隔というような規則性はみ

られない。旧地表面レベルを削平されている本遺跡群に

あってその抽出は極めて難しいが、果たしてこうした小

ピット群が、竪穴タト柱穴とあり得るか、検討を要しよう。

竪穴部の掘 り方の調査については、すべての竪穴建物

で調査を実施していない。検出した掘 り方としては、全

体を掘 り込むタイプのもの、壁際を土坑状に掘 り込むタ

イプのものに大別できるが、遺構の重複が激しく、明確

な掘 り方を検出するに至っていない。

③内部施設

内部施設では、テラス状施設と棚状施設がある。テラ

ス状施設は第 2次調査 SB5。 21号竪穴建物跡にみられ

る。SB5で は、北壁側の一部に幅 2.86m、 奥行 き■05

mを測る張 り出しがみられ、床面との段差が約 10 cmほ

どを測 り、これをテラス状施設としている。SB21で は、

北壁から西壁の一部に最大幅 38 cmを測る段差がみられ、

竪穴部床面との段差は約 12 clllを 測る。SB21で は、この

テラス状施設上から灯明具として使用された土師器郭が

出土している。テラス状施設としてはやや幅が狭い感が

あり、棚状施設としても良いかもしれない。

棚状施設では、第 3次調査 SB15。 17号竪穴建物跡が

ある。SB15では、南壁下に低い棚状の高まりを確認し

ており、西側調査区壁面での土層観察でも、盛上の堆積

土が確認できることから、盛土タイプの棚状施設が存在

第 493図 調査年次別竪穴建物検出軒数

していると認定した。遺物も同施設のレベル上で出土し

ているものが多い。SD17で は、東壁カマ ド脇に棚状施

設と思われる基盤層掘 り残し (素掘 り)の段差がみられ、

床面からの高さは約 16 cmを 測る。奥行きは数cmと 狭 く、

遺物も出土していない。

①カマ ド

カマ ドの位置については、北壁、東壁、南東隅壁、南

西隅壁、北東隅壁のほぼ5箇所に限られる。第 494図 の

グラフで示 したように、 7世紀末から12世紀前半代ま

で通じて最も多いのが東壁であり、続いて北壁となって

いる。南東隅など竪穴部の隅部に設置されるようになる

のは 10世紀後半以降で、当該期以降は、東壁・北壁に

代わって主流となる。10世紀以降の東壁や北壁に設置

される場合は、壁の中央部ではなく、隅に寄る傾向が強

しヽ。

こうした傾向は、山梨県内全体の傾向と同じであり、

大きく異なることはないが、北壁に設置される場合、他

遺跡ではやや8世紀代に多い傾向を示すが、本遺跡群で

は東壁も同じようにみられる。

カマドの構築材としては、粘土そのものではなく、黒

褐色粘質土と灰色粘質土を混ぜあわせたような構築土を

用い、袖の芯に礫を一部だけ使用したものや、袖全体に

石組みをするもの、礫をまったく用いないものがみられ、

袖全体に石組みをするものは11世紀～12世紀代のもの

が多い傾向にある。補強材として土師器の奏片を混入し

ている場合もある。

燃焼部は、第3次調査 SB47号竪穴建物跡を除き、す

べて竪穴壁下にあり、急傾斜の煙道をもつもので、煙出

し部は竪穴壁の位置とあまり変わらない位置にあること
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になる。しかしSB47の カマ ドは、燃焼部が竪穴壁下に

あるものの、急傾斜で煙道が立ち上が り、さらに■4m
ほど水平に煙道が延びている。煙出部が建物壁の外に

あったとすれば、竪穴建物の竪部規模は、少なくとも煙

道の長さ分大きかったことも推測できるが、竪穴建物の

上部構造との関わりがあり検討を要しよう。

③植物性繊維痕跡がみられる粘土塊について

最後に本遺跡群で出土している植物性繊維が混入した

粘土塊について、建物遺構との関連からふれておきたい。

ここでとりあげる植物性繊維痕跡がみられる粘土塊

(以下、粘土塊 とする)と は、通常「焼成粘土塊」など

と呼称されているものと類似 している。今回の報告にあ

たっては合計 25′点の資料を図示したが、小片も含めれ

ばこれ以上出土している (第 495図一覧図参照)。

その中で、第 2次調査 SB5号竪穴建物跡の周溝から

多量に検出されている。当初、発掘調査段階では単な

る焼土ブロックと認識していたが、整理段階の実測作業

において詳しく観察をおこなったところ、焼土ブロック

としては生焼け状態で、その表面に繊維状の痕跡が認め

られたことから、出上位置も考慮して「土壁」の可能性

を指摘 したことがある (平野 2003)。 近年では、東京都

国立市所在にする仮屋上西遺跡の 10世紀前半代の竪穴

建物からも同様な資料が出土し、詳細な検討および報告

をおこなっている (馬場 2006)。 時期は遡るが、滋賀県

高島郡安曇川町に所在する下五反田遺跡では、 7世紀後

半代の焼失家屋から、建物構築材と考えられる炭化材と

スサ入りの焼土塊が多数出土し、スサ入りの土壁と木舞

を有する壁立式の建物の存在が推定されている (宮本

2004)。

この粘土塊は、砂質シル トもしくは砂質粘土が、二次

的な焼成を受け表面が一部赤褐色に焼土化 したものであ

第 494図  カマ ド構築位置の時期別分布図

るが、概して半焼成状態で、大きさは長軸が 3～ 5 cm前

後と小さい。しかし非常に堅固であり、本来はよく敲き

締められた板状のものが粉砕した状況であることが特徴

である。

出土遺構は、第 1次調査では、SB3・ 5、 SP40、 SD35、

鉄塔配 4地区遺構外、外周道路地区遺構外。第 2次調査

で は、SB5。 13,29。 31・ 32・ 40、 SD16・ 24。 第 3次

調査では、SB16・ 55。 第 4次および第 5次調査では出

土していない。

同資料の出土傾向をみると、10世紀後半以降の竪穴

建物跡からの出土が主であり、第 1次調査の SP40や外

周道路地区遺構外出土資料は、掘立柱建物跡の周辺部か

ら出土している。竪穴建物の場合、焼失建物と考えられ

る建物からの出土が多い。これは、壁やカマ ドなどに使

われた粘質土が、火災という二次焼成をうけたことに

よって、表面が焼き締められ、一般の粘質土より風化し

にくくなり、坦土中でも残存し易い状態になったためと

推測できる。

古代の竪穴建物調査数に比べて、出土事例が少ないの

は、建物の上屋構造の違いと密接な関係があるのではな

いかと推測 している。すなわち、10世紀後半以降、竪

穴建物内のカマ ドは、竪穴部隅壁に付設されるように

なっていくが、その際に採用された上屋構造に伴う壁が

「土壁」であったことも推測できる。

さて、粘土塊の性格であるが、資料の化学的分析を今

回はおこなわなかったため、その材質や繊維状の痕跡が、

いったい何であるかという詳細なデータは不明であり、

出土状況から類推するしかない。こうした中、第2次調

査 SB5の 出土事例は、建物の壁が「土壁」であった可

能性を示唆しているのである。

SB5は、遺構覆土掘 り下げ当初から、覆土全体に炭化
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壁下でのみで、他の壁下でも周溝は検出されているもの

の、粘土塊の混入は認められていない。

この粘土塊を多量に含む周溝は、幅約 10 cm、 深さ8

～ 10 cm程 度で、断面形はU字形を呈 し、底面まで粘土

塊が充填された状況が看取できる。こうしたことから、

部分的ではあるが、「土壁」の存在を推測した。

しかし、他の竪穴建物では周溝内からの出土はなく、
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物や焼土ブロック (以下、ブロックと省略する)を含ん

でいたことから、焼失建物だと想定して調査を進めたが、

結局、建築部材と思われる炭化材は検出されなかった。

しかし南壁壁下には、焼土ブロックを多量に含んだ埋

土が堆積 しており、それを除去したところ、焼成を受け

た粘土ブロックを多量に含む周溝が、南壁壁下に沿って

確認された。こうした粘土塊を多量に含む周溝はこの南

第 495図 第 刊次～第 5次調査出土粘土塊
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カマ ド周辺部や覆土内から出土が多 く、粘土塊は、土壁

だけではなく、カマ ドの構築土の一部で可能性ある可能

性も考えられることから、今後、カマ ドの構築状況や粘

土塊の出土状況など、発掘調査段階から注意深 く観察し

ていかなければならないだろう。

b.奈良 。平安時代の掘立桂建物

奈良・平安時代の掘立柱建物跡は6棟である。第 1調

査の鉄塔血 2地区で 1棟、外周道路地区で2棟、第 3次

調査西進入路地区で 3棟検出されている。その他、第 1

次調査鉄塔血 1地区でも、 2～ 3棟分の掘立柱建物跡の

柱穴掘 り方らしきSP遺構の配列がみられるが、正式な

認定までには至っていない。

掘立柱建物跡は、いずれも本遺跡群西側のエリアで検

出されている。しかし、全容が判明しているのは、第 1

次調査外周道路地区で検出された SA2号掘立柱建物跡

のみであり、他は前述のとお り、後世の遺構による削平

や、撹乱などによって削平されていたり、 トレンチ調査

のため部分的な検出に留まっている。

検出された掘立柱建物跡は、いずれも側柱式建物であ

り、第 1次調査 SAl・ 2・ 3お よび第 2次調査 SAl。 3の、

柱穴掘 り方は方形を基調としてお り、一辺の長さは現状

で 50 cmか らlm前後を測る。

第2次調査SA2の柱穴掘 り方は、円形や精円形を基調

としているが、その掘 り方の上部は前述のとおりかなり

の削平を受けているものが多 く、本来の形状を呈してい

ないと想像できる。よって、今回検出されたいずれの掘

立柱建物跡の柱穴掘 り方は、すべて方形を基調としてい

たと言っても過言ではない。

方形を基調とする柱穴掘 り方をもつ掘立柱建物は、概

して官行関連の建物である可能性が高 く、特に第 1次外

周道路地区では、石製腰帯具 (巡方)が出土しているこ

とから、本掘立柱建物群は何 らかの官衛施設に付随する

建物であった可能性が高い。

遺構の年代は、あまり良好な遺物の出土状況ではない

が、第 2次調査 SAlの柱穴掘 り方から8世紀前半代の

土師器片がまとまって出土していることから、 8世紀前

半という年代を考えている。遺物が出上していない掘立

柱建物跡についても、第 2次調査 SAlと 同一の主軸方

位 (NE14° 前後)の ものについては、同じ年代を想定

している。また、第 1次調査 SAlは、 8世紀前半の竪

穴建物に破壊されていることから、 8世紀前半以前の

年代が考えられ、主軸方位もNEl° であり、第2次調査

SAlに関連する一群とはやや異なっている。

いずれにしても、本遺跡群検出の掘立柱建物群は、 7

世紀末から8世紀前半にかけての遺構であると言えよう。

c.奈良・平安時代の井戸

当該期の井戸が、第2次調査西進入路地区で検出され

ている。山梨県内の当該期の明確な丼戸の検出事例は少

なく、笛吹市境川町 (旧東人代郡境川村)の石橋条里制

遺構第 I地点で 2基 と、中央市 (旧 中巨摩郡玉穂町)の

平田宮第 2遺跡第 4次調査地区で 1基検出されている程

度である。

本遺跡群 SE2号井戸跡は、事実記載でも示 したよう

に、造 り直しがおこなわれており、新段階の井戸は、一

辺が2.6～ 2.9mを測 り、隅丸方形を呈する掘 り方である。

約 0.8mの 深さで段部を有している。そこでさらに一辺

が 2.lm× 1.8m、 深さ0.6mを測る方形の掘 り形をもっ

ている。掘 り方内覆土は、版築状堆積を示している。

井戸枠は、段部が確認されたレベルではじめて確認さ

れ、その内法は一辺 0.8mを測る。横板を3段ないし4

段程組んで隅柱で留めた木枠が検出されている。しかし

腐食が著しく、遺存状態は極めて悪い。

出土遺物 としては、井戸枠内上層部、底面上約 10～

15 cmの レベルから、木製の斎串、加工材などが出上し、

油煙が付着 し、灯明具として使用されたと思われる土

師器郭が底から約 50 cm程度のレベルから出土している。

また、掘 り方西側段部の底面付近からは、 2 cm四方大の

和紙のように漉かれた紙片も出土している。当井戸跡は、

出土した土師器郭などの年代から8世紀後半代の所産と

思われる。

周知のとお り、井戸をめぐっては、井戸の掘井段階や

使用段階、埋井段階などで、さまざまな祭祀行為をお

こなっていることが指摘されている (兼康 1980、 駒見

1992、 鐘方 2003な ど)。 本遺構の場合、明らかに祭祀具

として使用されたと思われる斎串と、油煙が付着し、灯

明具として使用されたと思われる土師器が、それぞれ異

なったレベルか ら出土 している。斎串は、底から約 10

～ 15 cm浮 いた位置、灯明具の土師器が底から約 54 cm浮

いた位置から出土している。両者は、出上位置 (レ ベル)・

層位が異なることから、同じ祭祀具としての性格を持ち

ながらも、それぞれ使用された段階が異なっていたと推

測できる。

つまり前者の斎串は、井戸の使用段階もしくは井戸が

機能しなくなり廃棄された段階。そして後者は、埋井段

階と想定できよう。底から10～ 15 cIIlと いうレベルの層

位は、黒褐色粘質土 (シ ル ト)であり、同層位が井戸の

底を仕上げる土であったとすれば、斎串はそれと同時混

入された可能性 もある。斎串が、神の依 り代、浄域を画

するしるしというような性格とすれば、使用段階におい

て豊富な湧出を願うために使用されたと考えられる。

一方、埋井段階では灯明具としての土師器が出土して

いるが、おそらく祭具は、灯明具だけではなく、他に供
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物も捧げられたものと想像でき、土公神などに関わる祭

祀がおこなわれたと推測できる。

また、井戸枠外の井戸掘 り方内から出土した紙片につ

いては、民俗事例などから、御幣や浄めの塩を包んだ紙

であったことも想像でき、その出土位置の性格から、井

戸の掘井段階での地鎮的な祭祀、やはり土公神的な祭祀

がおこなわれたと推測できる。

井戸に関連して、第 3次調査 1区検出、SP9について

も考えておきたい。遺構の年代は弥生時代後期ではある

が、SP9は、X92Y72グ リッドに位置し、平面形態は長

楕円形を呈 し、長軸 上40m、 短軸 1.10m、 確認面から

の深さ 70 clllを 測る。覆土は基本的に 3層 で、黄灰色砂

質土を基本とし、焼土や炭化物などは含んでいない。

底面上 20～ 30 clllの レベルから、壷形土器のみ 10個

体程度が出上し、完形のもの、口縁部を欠いたもの、赤

彩されたものなどがみられる。遺物群を覆う堆積土は、

一気に埋め戻されたかのような堆積状況を示 してお り、

遺物は土器類の他、磨製石斧や土製紡錘車も出土してい

る。

こうした遺構の性格として、墓媛あるいは井戸という

性格も想定できようが、墓娠と想定した場合、赤彩され

た土器の存在もあるものの、あまりにも土器量が多すぎ

るように思われる。一方、井戸と想定した場合、属神道

考古学講座』第一巻で森貞治郎氏が、福岡県板付遺跡で

検出されている井戸のあり方について (森 1981)、 その

出土遺物が「丹塗磨研の壼形土器が大部分で (中略)完

形品あるいは日縁部を欠いた完形に近いものが大部分」

を占めるという指摘に一致している。さらに本遺構が、

SDlと いう流路跡に近接し、湧水地点にもあたってい

ることから、SP9を 「井戸」としておきたい。本遺構か

ら出土した壷形土器を中心とする遺物群は、井戸の廃絶

に際して一括投棄されたものであろう。

このように丼戸は、弥生時代においても奈良時代にお

いても、その掘井段階や使用段階、埋井段階などで、使

用した祭具は異なるものの、普遍的に祭祀・儀礼行為が

おこなわれている状況が、本遺跡群検出資料からうかが

うことができるのである。

d.その他の遺構について

ここでは、前述してきた竪穴建物、掘立柱建物、井

戸の他、第 2次調査南進入路地区検出の10世紀代の遺

構と思われるSP135と SP216、 第 3次調査 1区検出の

SXl～ 3についてふれておきたい。

【第2次調査 SP刊 35と SP216に ついて】

第2次調査南進入路地区検出の10世紀代の遺構と思

われるSP135と SP216は、いずれも何らかの祭祀に関

わる遺構だと思われる。SP135は、円形を呈する土坑で、

径約 90 cm、 確認面からの深さが約 10 cm程度と浅いもの

である。底面からロクロ調整の河ヽ型土師器鉢形土器と蓋

形土器が出土している。これらはセットであると考えら

れ、胞衣壷のように、何かを容器内に入れ埋納した可能

性がある。

SP216は、長軸 1.5m、 短軸 0,85mを 測る長方形を測

る土娠で、確認面からの深さは約 40 cmほ どを測る。覆

土上層部に炭化材を含む炭化物層が数cmの厚さで遺構全

体を覆っていることから、その直下の東辺壁脇から10

世紀前半代の所産とみられる完形の土師器郭 (倒位)と 、

南西コーナー隅から皿が出土し、さらにピット底面中央

ほぼ北寄りから椀が倒位で出土 している。

SP135・ SP216の 出土土器は、どれも内外面とも二次

焼成を受けてお り、特に SP216で は、炭化物層 と二次

焼成を受けた土器との関連がうかがわれる。掘 り方の形

態や底面からの高台付土師器邦の出土状況をみれば、土

坑墓とも考えられるが、骨片などは出土しておらず、同

遺構がどのような目的で使用されたのかは不明と言わざ

るを得ない。

【第 3次調査 SXl～ 3について】

第 3次調査 1区検出の SXl～ 3は、X91YY84・ 85グ

リッドに位置し、ともにそれぞれが近接 している。長軸

lm前後を測る不整形な浅い掘 り込みに、炭化物と焼土

の混合上が顕者にみられるもので、ともに出土遺物がな

く、その性格・時期については不明な遺構である。しか

しその立地は、流路跡である SDlの縁辺部に位置して

いることから、水と何 らかの関わりがあることが推測で

きる。

本遺構群が位置する、SDlの底面から焼けた礫が数

個出土 していることから、これら焼けた礫 もSXl～ 3

に関わるものと推測することもできる。しかし、それが

水に関わる祭祀の痕跡なのか、それとも何らかの手工業

生産に関わる痕跡なのか。現在の段階では、不明と言わ

ざるを得ない。今後の類例の増加を望みたい。 (平野)

第 3節  中世 。近 世

調査区の東に隣接 して川田の武田氏館跡が所在する。

川田の武田氏館は第Ⅱ章で前述 したとおり、武田信虎が

永正 16年 (1519)に 現在の甲府市古府中町に居館を遷

すまで、川田の武田館を中心とする萌芽的な城下町が形

成されていたことが推測される。

南北 1町 (約 109m)。 東西 2町 (約 218m)の 堀に

囲まれた「御所」を中心に、「御厩屋敷」や「昇台」「鳥居」

「的場」の地名が伝わる。『甲斐国志』には、「公用屋敷」

「女中屋敷」といった建物の機能を示す地名や、「築地」「出

水」といった地形を表す地名も記述されている。
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ここに列挙した地名が」A4の どこにあたるのかは不明

であるが、館が遷されてからも、地名が伝承されたと考

えるべきであろう。

川田館跡の北側には取水した水流を3筋に分流する堰

がある.。 水流は甲運地区を潤す用水として利用された。

そのうち2筋が館の北側および東から南側を巡ることか

ら防御のために堀として利用していたものと思われる。

ムラの用水を押さえることと同時に館の防御に利用した

ことが推測される。

【中世の上器について】

ここではSDll・ 13か ら出上した土器 (特に「かわら

け」)を形態から分頬する。

平成 13年度、鉄塔 NO.3地 点として発掘調査をした

地点で、現在の用水路に沿って東西方向に石積みが確認

された (SDll・ 13)。 石は最大 7～ 8段で積み上げ、石

の長辺は約 lmあった。石積みは南側に面をもち、裏側

には小振りの石が裏込めとして充填された状況が確認で

きた。出土遺物の年代から16世紀頃と考えられ、川田

館跡の発掘調査により得られた時代感とほぼ一致する。

そのため、川田館が守護館として機能したのとほぼ同

時期に堀を伴った大規模な建物が存在したことがわかっ

た。この建物の機能については、北側に展開する中世墓

群や、地元の伝承から寺院が想定される。

中世において、食膳具の主体は陶磁器や木器へとうつ

る。素焼きの上器である土師器は汚れやすい性質から1

回のみ使用される、清浄な儀礼用の器として使用される

傾向がある。また、出土したものに残る油煙から灯明皿

として使用されたことがわかる。

出土 したかわらけはすべてロクロ成形で、その法量

から皿と小皿に大きく2分類できる。直径 1lcmを 超え

るものを皿、直径 10cm以下のものを小皿と分類し、そ

の回径と器高の法量は別表のとおり大きく2群に分かれ

る。

そのうち皿はさらに下記のように2類に分類できる。

皿 1類 :全体的に分厚いタイプ。灯明皿の受け皿として

使用された痕跡を持つものもある (SD‐■ 出± 15、 16、

他)。

皿 2類 :底部が薄いタイプ(SD‐1出± 12、 13、 14、 他)。

小皿は、精製された胎土をもつものが多 く、乳白色を

呈し、ツルリとした器面を持つものが多い。

法量から2群に分けられるという傾向は、甲州市勝沼

町 (伝)岩崎館跡 (註 1)や、1987年 に甲府市史編さん

委員会で実施した甲府市川田町の川田館跡の試掘調査で

得られた傾向とほぼ一致する。このことから、かわらけ

の用途による規格があったことが想起される。 (平塚)

註

(註 1)甲 州市勝沼町 (伝 )岩崎氏館跡は、守護武田信光の子

に始まり6代が居住 したことが推測される。岩崎氏は長禄年間

(1457-60)、 守護代跡部氏との抗争により滅んだ。発掘調査により

15世紀初頭の天目茶碗が出土していることから、伝承が裏付けら

れた。

6     7     8     9    10    11    12

口径 (cm)

第 496図 かわらけ分布図
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第Ⅵ章 総

平成 11年 度から平成 17年 度まで、調査対象総面積

60,000だ を超える山梨学院川田運動場遺跡群の発掘調査

がおこなわれ、調査を手がけ早 10年近 くが経とうとし

ている。本発掘調査がおこなわれた総面積は約 7,500∬

(試掘調査の面積は除く)。 調査対象範囲の外縁部分の ト

レンチ調査が主体で、遺跡群全体の面積の約 1割程度に

過ぎないが、数多 くの成果が得られたとともに、数多 く

の課題も残すこととなった。

当該地域の土地景観は、現在では一見低平な景観と

なっているが、中世以前の山梨学院川田運動場遺跡群の

地形環境は、旧笛吹川とも言うべき旧流路 (河道)が、

本遺跡群内を北東側から南東側および南側へ流下し、本

遺跡群内にはこの流路によって分断された三つの微高地

が存在し、非常に微起伏に富んだ土地条件であったこと

が、発掘調査の成果から想定できる。ここではこれら三

つの微高地を仮に東から、Aブロック、Bブロック、C

プロックとよんでおきたい (第 497図参照)。

遺構群の多 くは、こうした微高地上で検出され、縄文

時代から中世、近世、近 。現代といった各時代ごとに居

住域や生産域などとして土地利用され、人々の営みのス

テージ (舞台)と なってきた。以下、各ステージの状況

をみていきたい。

〔ステージ1(縄文時代)】

本ステージでは、早期 。前期・後期の痕跡が残されて

いる。早期ではAブロックの第 3次調査 3区で土坑内か

ら押型文土器片が出土。前期では、Bブロックの第4次

調査 1区で土坑が検出されており、当該時代において山

梨学院川田運動場遺跡群内では土地利用がされていたこ

とが判明した。その後、後期では特に遺構は検出されて

いないが、土器片として散見でき、周辺に当該期の居住

域が存在する可能性が高い。

〔ステージ2(弥生時代)】

弥生時代は中期前葉および後期の痕跡がみられる。中

期前葉ではCブロックの第 1次調査外周道路地区の溝状

遺構であるSD16か ら、壼形土器の口縁部から頸部にか

けての土器資料が出土している。中期前葉段階の土器資

料はもとより、集落遺跡の様相も山梨県内では事例が少

なく明らかとなっていない。溝状遺構出土資料とはいえ、

周辺に当該期の集落の存在をうかがわせる。遺構として

は後期になって当該地に竪穴建物やV字状溝、建物を囲

む周溝状遺構としてその痕跡を残している。Bブロック

の第 1次調査鉄塔No 4地区および第4次調査 1区 。2区

A・ 3区 A、 Aブロックの第 3次調査 4区などで検出さ

れており、特にBブロック東側エリアに集中する傾向が

みられる。竪穴建物は2軒 と検出された軒数は少ないが、

トレンチ調査であるため、調査区外においても竪穴建物

の広が りは十分予測できる。また、掘立柱建物や竪穴建

物を囲む周溝状遺構も検出されており、当該期では、第

4次調査 1区が主たる居住域であった可能性が高い。

【ステージ3(古墳時代)】

古墳時代は前期および後期末段階の痕跡がみられる。

Aブロックの第 3次調査 3・ 4区、Cブロックの第 1次・

第 2次調査外周道路地区および南進入路地区で、竪穴建

物跡、方形周溝墓、溝状遺構としてその痕跡を残してい

る。特にAブロックにみられる方形周溝墓 (SD5)とよ、

先に山梨県埋蔵文化財センターが調査を実施した桜井畑

遺跡 (A・ C地区)で検出された方形低墳墓群とほぼ同

時期で、密接な関連をうかがわせる。古墳時代前期段階

では、当該ブロックエリアは、墓域となっていたのであ

ろう。

後期末葉の7世紀末から8世紀初頭段階の竪穴建物が

Aブロック内にて検出されている。当該時期の竪穴建物

は、前述の桜井畑遺跡 A・ C地区の東側に近接する桜井

畑遺跡 B地区で、数軒検出されている。

【ステージ4(奈良時代 )】

奈良時代では、Aブロックの第 3次調査 3区 。4区、

Bブロックの第 1次調査鉄塔血 1・ 2・ 外周道路地区、

第 2次調査外周道路および南進入路・西進入路地区で、

竪穴建物、掘立柱建物、井戸、溝状遺構などとしてその

痕跡を残 しており、特に掘立柱建物がBブロック西側エ

リアに集中する傾向がみられる。 8世紀代の竪穴建物

は、密集せず分散傾向にあるが、桜井畑遺跡 B地区で

は、一辺 8m前後を測る8世紀後半代の大型竪穴建物跡

が検出されており、中心的な居住域の一つが桜井畑遺跡

B地区にあったと推測できるが、掘立柱建物はみられな

【ステージ5(平安時代 )】

平安時代では、Aブロック第 3次調査 3区 。4区、C

プロックの第 1次・第2次調査外周道路地区および南進

入路地区で、竪穴建物、溝状遺構などがその痕跡を残し

ている。 9世紀前半代は、前代に比べ遺構数はやや減少

するものの、続 く9世紀後半代から再び徐々にその数を

増やし、10世紀前半代に急激に増加する。その後 H世

紀代にかけてのおよそ 200年 間にわたり、継続的かつ重

層的に同ブロック内で居住痕弥が認められる。

興味深いことは、当該期の竪穴建物は、旧笛吹川を挟

-822-



,テ
嘲 ぃ

'
渉

プ
□
岬

％
ツ

生

思

竪

ら

弥

と

の

か

Aプロッ

陣回
||

上 H

日|

呻
□

S=4:4500
m

50

一郡

菊 ‐
転 ‐

撃 宅

Ⅲ ■

ダも玲ケた 紀から 8世紀代の竪穴建物跡 と掘立

´

癖

模

縦

禁

褻

禁

睡

盤

醸

凝

議

盛

露

塙
用
「
判
癬

露

齢
幌

′

ネ
Ь
め

_ノ
//

桜井畑遺跡 (B地

澱督g拝勲鉢Ю
-823・ 824 -

第 497図 山梨学院川田運動場遺跡群における土地利用状況概略図

哺



んだ対岸のBブロックには 1軒 も検出されていないこと

で、集住に関して何らかの規制が働いていたことが推測

できる。

一方、Aブロックには、前述 した桜井畑遺跡 (A・ C

地区)内にて、 9世紀前半代に廃絶したとみられる仏堂

風の掘立柱建物跡や、10世紀前半代を中心 とする竪穴

建物群が検出されており、仏教関連施設 (寺)と 集落と

の密接な関連がうかがわれる。

【ステージ6(中世～近世)】

当該期の遺構・遺物は、A・ B・ Cブロック全体にわ

たって検出されているが、特にBブロック東側エリアと、

Cブロック南側エリアで顕著な痕跡が認められる。

Aブロックでは、第 1次調査鉄碁No 3地区で、石積を

伴う濠状の水路遺構が検出され、その出土遺物の様相か

ら寺院施設の存在が推測でき、さらに第4次調査 1区で

は、地下式坑や土坑墓などの埋葬施設に関わる遺構が検

出され、墓域が存在 したことも推測できる。

Cブロックでは明確な遺構は土坑墓と溝状遺構のみ

で、ピットなどは多数認められるものの、建物遺構は見

いだせない。しかし旧甲州街道に付設されていたと考え

られる側溝の一部が検出されている。

【ステージ7(近・現代)】

当該期もA・ B・ Cプロック全体にわたって検出され

ているが、特にCプ ロック南側エリアで顕著な痕跡が認

められる。多数の上坑やピット、溝状遺構などがあり、

焼夷弾片をはじめ、ガラス製アンプル容器、瓦器製植木

鉢片、磁器製皿・統制陶器など第2次大戦前後の遺物が

みられる。現在の住宅は、第 2次大戦時の甲府空襲以降

に再形成された町並みであり、周辺の地目もしだい水田

からブドウ畑などへと転換されていった。

以上、各ステージごとの状況を整理してみた。こうし

た状況をうけ、ステージ4・ 5を 中心に想定される山梨

学院川田運動場遺跡群の社会的背景について最後に述べ

ておきたい。

7世紀以降の山梨学院川田運動場遺跡群における遺構

群の展開は、白鳳期段階に操業した瓦窯である川田瓦窯

との関連から本格的に始まるものと思われる。瓦生産に

関わる工人集団が、当該地に分散集住していたと推測で

き、山梨学院川田運動場遺跡群にもその痕跡が残されて

いる。窯の操業開始年代は7世紀後半代と推定されてお

り、笛吹市春 日居町に所在する寺本廃寺に瓦を供給して

いるが、 8世紀中頃から後半代にも、甲斐国分寺の造営

に関わって瓦生産がおこなわれている。

8世紀代に入ると、Bブロック西側エリアを中心に官

衛施設的な掘立柱建物が展開する。もし仮にこれらの建

物群が官衛施設の一部であったとすると、どのようなレ

ベルの官行施設なのか。国分寺造営に伴う瓦生産との関

係からすれば、 8世紀中頃から後半代にかけても川田瓦

窯跡から瓦を供給 していたことが判明している。また、

本遺跡群の北西側に近接する上土器遺跡でも9世紀中頃

まで国分寺瓦の生産がおこなわれてお り、こうしたこと

から、国分寺瓦生産に関わる管理施設的な性格をもち合

わせていたことも推測できる。

一方、同じく本遺跡群西側に位置する大坪遺跡では、

8世紀代に存在していたとみられる寺院施設が、 9世紀

代にはその痕跡がみられなくなる。それと入れ替わるよ

うに9世紀代に入ると、国府が主導する甲斐型土器生産

が徐々に大規模化していき、10世紀以降量産体制に入っ

ていくことが想定されている。こうした状況から9世紀

以降あらわれる桜井畑遺跡 (A・ C地区)の寺院施設は、

これを契機に移転してきたとも推浪1で きる。それととも

に瓦や土師器などの手工業生産に関わる工人の拠点を、

この山梨学院川田運動場遺跡群周辺に移 したのかもしれ

ない。10世紀前半段階を中心に、竪穴建物内から瓦や

導が出土しているのも、こうしたあらわれだろう。

10世紀後半に入 り、甲斐型土器生産は衰退 。停止 し

ていくが、それ以降も竪穴建物群は 12世紀代まで盛行

している。この 10世紀後半から12世紀にかけての集住

傾向をどのように捉えるかが問題となる。しかし先に検

討したように、文字関連資料の状況をみると、前代には

みられなかった文字線刻が 11世紀以降の資料の中に散

見できるようになることから、10世紀前半代の集団と

は異なる集団が 10世紀後半以降、流入 してきた可能性

が考えられる。古代的秩序の崩壊 とともに、新たな開発

領主のもと、再開発集団的性格がうかがわれるのである。

大坪遺跡からは「甲斐国山梨郡表門」と記した9世紀

前半代に属する刻書土器が出上してお り、本遺跡群の一

部もしくは全域も山梨郡表門郷エリアであった可能性が

高い。郷域はアメーバー状にその時々により変化したと

いわれるが、旧笛吹川の流路跡が郷域に関してどのよう

な影響を及ぼしていたのかは、今後の課題でもある。

ところで、第 1次調査の南進入路地区については、奈

良 。平安時代を通じてまったく居住痕跡がみられない。

このことは何を意味しているのだろうか。調査区のすぐ

東側には旧笛吹川の流路が南北に流下 していると思わ

れ、その対岸には寺院施設もみられる桜井畑遺跡 (A・

C地区)が存在する。桜井畑遺跡 (A・ C地区)におい

ても、遺構群の分布は、遺跡北側に偏っており、旧甲州

街道に面した遺跡南側の遺構のあり方は希薄となってい

る。現在の国道 411号線は、近世に五街道の一つ「甲州

道中」 (甲州街道)と して整備された道だといわれてい

るが、その道路としての機能の初源は、さらに遡る可能
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性が高いことが今回の発掘調査で側溝の一部が検出され

ていることで判明 している。それは少な くとも、11世

紀段階まで遡ることは確実で、さらに遡る可能性 も含ん

でいる。

11世紀段階では、旧笛吹川の流路はまだ埋没してお

らず、その流水量は相当量あったものと想像できる。そ

れと同時に陸路である道路が、この流路と交差していた

とも推測できることから、当該箇所には、「渡し」もし

くは「橋」などといった施設が存在する、いわば「境界

の場」でもあったことが想定できる。このような交通路

に面した境界の場には、市や宿、宗教施設などが置かれ

ることが多く、「衡 (チマタ)」 とも呼べるような場であっ

た。

「衡 (チ マタ)」 とは、単に交通の結節点ではなく、あ

の世とこの世との接点になる場所で、さらに物資輸送に

適した場でもあった。古代の市は、国府の関与が大きく、

交通路のどこでも立てられたのではない。前述したよう

に、観念的にあの世とこの世の接点となりうる場所で、

交通の要衝など人間活動の条件にあう限られた地点のみ

に市が設定されたとされている (笹本 1994)。 故に寺院

などの宗教施設も近在していたのだろう。中世において

は「無住」「無宿」の地ともいわれ、当該調査区におけ

る無遺構という状況は、こうした状況を反映しているの

かもしれない。

いずれにしても、本遺跡群一帝は、官営工房群が群在

するような、国府や在地豪族層との関わりが極めて強い

エリアであったことが推測でき、続く中世では武田氏の

拠点として展開していく。こうした歴史的環境をもつ土

地柄が、本遺跡群をはじめとする周辺遺跡の遺構・遺物

のあり方に色濃く反映されていると思われる。

以上、推論に推論を重ね、山梨学院川田運動場遺跡群

における古代社会の社会背景について述べてきた。古代

の山梨郡は、F和名類衆抄』高山寺本の記載から東西に

分害Jし て統治 。管理されていたことがわかる。このこと

は古代の山梨郡は、その成立段階から、東西に分けられ

るべき様々な要素を内包していたとも言える。飛躍する

部分も多々あろうかと思われるが、こうした仮説が後世

おこなわれる発掘調査の一つの検証材料となれば幸いで

ある。

最後に、長年にわたる発掘調査および整理作業にあた

り、並々ならぬご理解とご協力を賜った学校法人山梨学

院をはじめ、山梨県教育委員会をはじめとする関係諸機

関、関係各位、そして実際に発掘調査と整理作業にご尽

力いただきました発掘調査スタッフおよび整理スタッフ

の各位には、心から御礼を申し上げます。 (平野 )
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